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 が
な
と
し
た。

た
だ
し

「
陳
者
」

「
江
」

「
而
」

「
也
」

な
ど、

若
干
の
例
に
つ
い
て
は
も
と
の
ま
ま
残
し
た。

1

史
料
に
は
適
宜
句
読
点
を
施
し
た。

6

⑥
史
料
全
体
に
関
わ
る
事
項
に
つ
い
て、

こ
れ
を
表
示
し
た。

5
 史

料
は
編
年
順
に
番
号
を
付
し
て
排
列
し
た。

同
一

日
付
に
複
数
存
在
す
る
場
合
は、

親
族
を
さ
き
に
し、

他
は
宛
名
の
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
順
と
し
た。

ま
た、

宛
名
・

月
日
を
欠
く
も
の
の
う
ち、

本
文
内
容
等
か
ら
推
定
で
き
る
も
の
は
〔

各
史
料
に
は
本
文
の
前
に
そ
の
形
態
・

出
典
・

所
蔵
者
等
に
つ
い
て
次
の
注
記
を
施
し
た。

「
イ
ン
ク
」、

①
封
筒
裏
に
差
出
人
（
新
島
）

の
住
所
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
り、

こ
れ
を
表
示
し
た。

②
封
筒
表
の
受
取
人
の
住
所
を
記
し
た。

ま
た
脇
付
等
の
添
書
を
も
表
示
し
た。

③
史
料
が
葉
書
若
し
く
は
電
報
で
あ
る
場
合、

或
い
は
封
筒
の
み
の
場
合
こ
れ
を
表
示
し
た。

④
史
料
が
墨
書
の
場
合
は

「
墨」、

黒
あ
る
い
は
青
イ
ン
ク
書
は

「
毛
筆
（
赤
イ
ン
ク
）
」

と
表
示
し
た。

〕

で
囲
ん
で
表
示
し
た。

⑤
史
料
の
所
蔵

ふ
出
典
状
態
を
示
す。

原
史
料
を
同
志
社
社
史
資
料
室
が
所
蔵
す
る
場
合、

こ
れ
は
特
に
記
さ
な
い
。
「
複
写」
．

「
写
真
」

は、

そ
れ
ぞ
れ
原
本
の
コ
。
ヒ
ー
若
し
く
は
写
真
を
所
蔵
す
る
こ

と
を
示
す。

た
だ
し、

複
写
・

写
真
で
所
蔵
機
関
等
が
判

）

で
表
示
す
る
こ
と
と
し、

例
え
ば
写
真
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
）

と
表
示
し
た。

明
し
て
い
る
場
合、

こ
れ
を
（

刊
本
・

雑
誌
等
か
ら
の
転
載
は、

号
数
•

発
行
年
月
日
を
示
し
た。

原
史
料
の
表
記
お
よ
び
そ
の
体
裁
を
尊
重
し、

か
つ
読
解
の
便
を
も
考
慮
し
て、

翻
刻
は
原
則
と
し
て
次
の
基
準
に
拠
っ
た。

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は、

原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た。

略
字
・

合
体
字
・

異
体
字
な
ど
は
用
い
ず、

原
則
と
し
て
常
用
漠
字
も
し
く
は
カ
ク
カ
ナ
に
直
し
た。

ま
た、

変
体
仮
名
は
ひ
ら

赤
イ
ン
ク
で
毛
筆
を
用
い
て
い
る
場
合
こ
れ
を

3 2
 
ー
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N

史
料
中
の
編
集
者
に
よ
る
注
記
等
は
r-咋

14

印
章
は
そ
の
形
に
従
い
、

⑳、

國
な
ど
で
示
し
た。

13 

こ
。

キ
ー口
で
示
し
た。

抹
消
・

訂
正
が
長
文
に
わ
た
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
を
「

〔
抹
消〕

12 11 10 ，

 
補
筆
は
「

8 7 6 5
 る

。

嘲
↓
朗）

仮
名
遣
い
は
原
文
の
ま
ま
に
し
た。

カ
タ
カ
ナ
と
ひ
ら
が
な
の
混
用、

清
濁
音
の
混
用
も、

そ
の
ま
ま
に
し
た。

外
国
人
名
・

地
名、

そ
の
他
の
外
国
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
が、

現
在
と
著
し
く
異
な
る
場
合
は、

常
用
の
表
記
を
〔

た。

ま
た、

適
宜
中
黒
点
を
補
っ
た。

新
島
に
よ
る
造
字
は
通
行
の
文
字
に
改
め
た
が、

当
て
字
は
原
文
の
ま
ま
に
し
た。

脱
字
は
〔

（
例
・

郷
↓
聯

原
文
の
ル
ビ
や
返
り
点
は
そ
の
ま
ま
残
し
た。

ま
た、

踊
り
字
は
概
ね
原
文
の
ま
ま
に
し
た。

原
文
中
の
0、

△、

汰
等
の
記
号、

お
よ
び
弧
線、

傍
線、

圏
点
な
ど
も
原
史
料
の
ま
ま
に
し
た。

」

で
囲
み
本
文
中
の
該
当
箇
所
へ

挿
入
し、

そ
の
右
肩
に
〔
補〕

と
記
し
た。

挿
入
箇
所
不
明
の
場
合
は、

記
さ
れ

〔
朱〕

〕

で
囲
ん
で
補
っ
た
場
合
も
あ

て
い
る
箇
所
へ

掲
げ
た。

ま
た、

は、

補
筆
が
朱
（
赤
イ
ン
ク
）

で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す。

判
読
不
可
能
な
字
句
は、

字
数
が
わ
か
る
も
の
に
つ
い
て
は
ロ
ロ
で、

字
数
不
明
の
場
合
は
[

]

に
よ
っ
て
表
示
し
た。

判
読
が
曖
昧
な
字
句
に
は
〔
ヵ〕

を、

文
意
不
明
の
字
句
に
は
〔
マ
マ
〕

を、

そ
れ
ぞ
れ
の
右
に
傍
記
し
た。

抹
消
さ
れ
て
い
る
字
句
は、

左
傍
に
ミ
ミ
を
付
し、

右
傍
に
訂
正
さ
れ
た
字
句
を
示
し
た。

抹
消
文
字
が
判
読
不
可
能
な
場
合
は

」

で
囲
み、

そ
の
右
肩
に

原
史
料
中
の
ス
ケ
ッ
チ
等
は、

原
則
と
し
て
そ
の
該
当
箇
所
へ

掲
げ
た
が、

不
鮮
明
な
も
の
は
一

部
省
略
し
た。

〕

で
示
し

〔
訂
正〕

と
記
し

〕

で
囲
ん
で
表
示
し
た。

ま
た、

史
料
中
の
＊
印
は
巻
末
の
注
解
を
示
す。

稿
本
が
複
数
存
在
す
る
場
合、

森
中
章
光
写
を
底
本
と
し
て
他
本
と
の
異
同
表
記
を
次
の
ご
と
く
表
示
し
た。

森
中
写
が
な
い
場
合

Ill 
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こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る。

（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
本
翻
刻
第
425
号
）

5
 

VI

24
 

書
簡

（
例

'

J
 
0
 

t

底
本
と
他
本
が
異
な
る
場
合、

底
本
の
異
な
る
字
句
の
左
傍
に
・

点
を
打
ち、

右
傍
に
他
本
の
字
句
を
〈

〈
り
申
す
べ
き
由
依
〉

（
例

御
送
可
申
よ
し
委
頼
二

及）

．

 

底
本
に
は
あ
る
が、

他
本
に
な
い
字
句
は、

示
し
た。

は
柏
木
義
円
写
を
底
本
と
し
て
い
る。

当
該
字
句
の
左
傍
に
・

点
を
打
ち
表
示
し
た。

（
例

御
愛
母
様
に
も
よ
ろ
し
く
御
伝
言）

•

•

•

•

•

•

 

他
本
に
は
あ
る
が
底
本
に
な
い
字
句
は、

字
数
分
だ
け
あ
け
左
傍
に
・

点
を
打
ち、

〉

で
囲
ん
で
表
示
し

右
傍
に
他
本
の
字
句
を
〈

〉

で
囲
ん
で
表

〈
候
〉

有
之

間）

土
倉
庄一＿一
郎
宛
（
四
0
0
頁
所
載
）

は、

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
の
ご
好
意
で、

掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た。

こ

IV 
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嘉永5年

猶
以、

御
隠
居
様
御
新
造
様
江
も
恐
宜

寄
頂
戴
仕
候、

右
御
礼
別
段
可
申
上
候
処、

筆
不
行
届
蒙
御
免、

荒
増
奉
申
上
候、

以
上

尾
旦
那
様
参
人
々
御
中

十
月
六
日

一

筆
啓
上
仕
候、

追
日
冷
気
御
座
候
得
共、

御
惣
容
様
益
御
機
嫌
能
被
成
御
座
奉
恐
悦
候、

先
以
先
般
は
御
道
中
無
御
滞
被
遊
御
到
着
奉

恐
悦
候、

妥
許
被
為
在
候
硼
は
日
々
参
上
仕、

蒙

引
為
可
申
上
捧
愚
札
候、

恐
怪
謹
言

嘉
永
五

十
月
六
日

（
一

八
五
二
）

年

御
懇
命
頂
戴
物
等
仕、

冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
存
候、

右
御
着
恐
悦
御
礼
芳、

乍
延

被
仰
上
可
被
下、

且
先
達
而
ハ

御
地
之
栗
被
下
置、

誠
以
難
有
仕
合
奉
存
候、

早
速
打

④
墨

＊
 

尾
崎
直
紀

⑥
新
島
民
治
代
筆

新
島
七
五
三
太

3

 



敬
幹
慎
呈
書、

此
比
聞
四
方
風
談、

恐
天
下
有
大
乱、

此
比
亜
夷
数
来
請
交
易、

天
下
評
議
紛
々
更
不
決、

今
子
弦
有
二
人、

交
易
一

四
海
安
人
民、

亦
一

人
曰
亜
夷
地
広、

日
本
地
狭、

以
狭
土
之
物、

易
広
土
之
物、

往
々
狭
土
之
物
尽、

如
此
日
本
之
利
物
少、

彼
之
鈍
物
満
日
本、

利
物
少、

鈍
物
多、

天
下
共
乏、

今
若
シ
日
本
取
彼
物、

与
日
本
物、

所
謂
如
棄
蘇
合
丸、

而
取
銑
娘
転
也、

今
誤

為
交
易、

彼
尽
取
日
本
利
物
而
使
日
本
満
彼
鈍
物、

若
如
此
則
諸
侯
朝
衣
羅
紗
乎、

酒
店
入
酒
用
金
剛
鑽
乎、

嗚
呼
如
此
何
異
夷
秋
乎、

〔

況
〕

是
雖
匹
夫
可
歯
切
事
也、

今
早
不
為
之
所、

後
恐
墜
朦、

是
此
二
人
有
異
心
呪
乎
幾
万
人
乎、

故
恐
有
内
乱、

若
諸
侯
割
拠
四
方
各
争

権、

天
下
之
勢
必
弊、

天
下
之
勢
弊、

亜
夷
必
将
諸
種
攻
来、

如
此
僕
不
能
学
書、

然
今
幸
乱
未
起、

今
不
学
恐
失
時、

故
託
儒
家
欲
学

書、

然
未
受
俸、

無
俸
不
能
託
儒
家、

故
迷
惑
不
知
所
為、

願
君
贈
手
書
子
幹
父、

使
幹
学
書、

其
詞
願
如
此
書、

此
比
亜
夷
数
来
請
交

＊

呈
尾
崎
君
書

2
 

安
政
五

七
月
上
旬

（
一

八
五
八）

年

⑤
写
真

尾
崎
直
紀

一

人
曰
為

新
島
七
五
三
太

ヽ
4



安政5年

3

〔
未
詳

＊某
〕

易、

日
本
騒
動
紛
然
将
有
乱、

若
及
乱
敬
幹
不
能
学
書、

今
不
学
恐
失
時、

宜
使
敬
幹
入
塾
開
朦
目、

是
僕
之
以
赤
心
所
願
也

敬
幹

再
拝
再
拝

嗚
呼
嗚
呼
哀
哉、

僕
不
敏
不
克
書
山
本
流
遂
廃、

初
公
之
来
於
江
都
藩
也、

謂
僕
曰
爾
能
書
山
本
流
可
継
父
之
迦、

対
曰
唯
々
然

僕
不
敏
且
意
急、

不
好
如
矧
字、

故
遂
廃、

嗚
呼
僕
公
之
一

罪
人
也、

願
公
許
僕
罪
深
察
僕
意、

少
加
憐
慾

⑤
根
岸
橘一―一
郎
『
新
島
襄』

所
収

〔
三〕

＊
＊

安
政
二
年
正
月
僕
受
先
公
之
命、

共
君
託
田
島
先
生
学
蘭
書
此
有
歳
月、

時
君
以
学
蘭
書
託
村
田
先
生、

未
数
月
田
島
先
生
蒙
上
命
行
於

長
崎、

君
又
請
田
島
先
生
共
行
於
長
崎、

子
時
去
年
八
月
也、

僕
自
是
無
所
子
因
託
手
塚
氏
学
又
有
数
月、

時
添
川
先
生
見
僕
漢
学
不
成

而
勉
蘭
書、

謂
僕
曰、

爾
欲
学
蘭
書
勿
廃
漢
学、

今
縦
令
雖
勉
強
不
知
漢
学
何
得
成
乎、

僕
自
是
如
犬
牙
学
漢
書
与
蘭
書
又
有
数
月、

僕

爾
非
多
欲
乎、

人
猶
不
能
一

何
能
両
全
乎、

勉
強
与
不
得
両
全、

不
如
勉
一

得
一
、

僕
自
聞
之
遂
廃
蘭
書、

於
是
也
遂
知
不
得
両
全、

廃
一

欲
学
一
、

然
更
鼠
首
不
決、

時
朋
友
窃
知
僕
迷、

謂
僕
日
爾
近
比
不
楽
何
故
乎、

僕
以
実
告
之、

朋
友
曰

〔
勁〕

且
君
等
嬬
藩
勧、

僕
又
何
面

目
学
蘭
書
乎、

初
先
公
欲
令
僕
等
学
蘭
書、

因
問
僕
等
左
右、

七
月
上
旬

曰
予
欲
令
彼
等
学
蘭
書
如
何、

左
右
曰
可
遂
命、

僕
等
学
蘭
書、

然
僕
今



〔

殷
〕

忘
先
公
之
徳
不
能
成
遂
廃、

嗚
呼
嗚
呼、

勝
0
可
誅
乎、

勝
可
誅
乎、

僕
自
是
克
己
欲
学
漢
書、

願
君
勉
強、

僕
頓
首
待
君
栄
名
掲
天
下

而
已、

再
拝
再
拝

6



文久2年

一

筆
奉
呈
候、

厳
寒
之
節
御
座
候
処、

御
老
大
人
様
初
弥
御
壮
健
奉
祝
賀
候、

然
は
私
義
去
月
十
二
日
午
後
江
戸
表
出
帆
仕、

其
夜
六
ツ

時
比
二

浦
賀
江
到
着
仕、

十
三
日
四
ッ
時
比
よ
り
浦
賀
出
帆
仕、

十
四
日
夜
七
ッ
半
時
過
下
田
港
江
着
仕、

十
六
日
よ
り
出
帆
仕、

十
九

日
紀
州
大
熊
能
橋
杭
港
江
到
着
仕
候
処、

出
帆
仕
候、

出
雲
崎
迄
参
り
候
処、

又
々
西
風
二

吹
帰
さ
れ
橋
杭
港
迄
戻
居、

廿
五
日
半
夜
後
八
ッ
半
時
過
二

東
風
吹
来
候
故
碇
を
巻
候

処、

東
風
益
強
ク
御
座
候
て
大
坂
迄
入
兼、

遂
二

淡
路
島
辺
江
懸
り
候
処、

其
処
甚
深
ク
八
十
尋
程
も
有
之、

軍
艦
坂
二

上
り
下
り
致
し
候
様
二

思
レ

甚
当
惑
仕
候、

廿
七
日
暁
六
ツ
時
よ
り
大
坂
を
指
参
候
処
河
口
江
六
里
程
手
前
へ

参
候
処、

無
レ

風
し
て
海
面
砥
の
如
く
平
二

相
成、

船
一

寸
も
進
不
申、

此
に
も
甚
ク
難
渋
仕、

無
余
義
其
処
二

掛、

廿
八
日
も
無
風
し
て
漸
ク
八
ツ
時

〔

乗
〕

ニ

河
口
辺
迄
参
り
早
速
端
舟
二

参
換
安
治
川
を
上
り、

其
よ
り
大
河
へ
入
り
荒
新
と
申
御
用
達
之
家
江
参
り
候
処、

最
早
日
暮
二

御
座
候

4

文
久

十
二

月
五
日

（
一

八

六

二
）

西
風
殊
二

強
ク
御
座
候
て
何
分
碇
を
巻
兼
候
処、

廿
五
日
二

至
り
風
波
少
し
く
宜
く
御
座
候
故

④
墨

＊

 

新
島
民
治

年

且
風
強
ク
御
座
候
て、

御

7



御
大
人
様尊
下

故
諸
々
見
物
も
致
兼
候
得
共、

只
々
御
堂
の
み
拝
見
物
仕
候、

其
よ
り
荒
新
へ

罷
帰
一

宿
致、

早
朝
御
船
へ

罷
帰
候
故
虎
屋
の
慢
頭
も
喰

晦
日

廿
九
日

兼
甚
残
惜
し
く
思
レ

候、

晦
日
九
ツ
時
よ
り
大
坂
表
を
発
し
兵
庫
沖
二

掛
リ、

今
月
八
日
暁
六
ツ
時
よ
り
兵
庫
沖
を
発
し
淡
路
島
辺
へ

参

候
処
西
風
吹
起
り
無
拠
須
磨
辺
江
掛
り
候
故
上
陸
仕、

敦
盛
之
墓
へ

参
詣
仕、

敦
盛
蕎
麦
を
試
候
処、

暫
く
そ
ば
二

あ
り
付
不
申
候
故
か

夜
六
ッ
時
よ
り

至
極
宜
し
く
六
杯
程
も
喰
籠、

其
よ
り
早
速
船
二

罷
帰
り
候
処
東
北
風
二

而
参
候
故
か、

八
ッ
半
時
二

小
豆
島
迄
参
り、

今
月
朔
日
備
中

玉
島
沖
へ

到
着
仕‘
-
＝
日
引
舟
二

而
玉
島
港
へ
引
入
申
候、

途
中
甚
心
配
仕
候
処、

船
中
殊
二

壮
健
二

而
無
恙
到
着
仕
候
得
ば
安
心
仕
候

故
か
一

両
日
は
大
め
し
を
喰
而
は
眠
り
候
得
共、

今
日
は
労
レ
も
抜
ケ
上
陸
仕
諸
々
見
物
仕
候
処、

人
姻
殊
繁
し
く
甚
立
派
な
る
港
二

御

座
候、

扱
出
帆
前
は
色
々
御
心
配
被
下
骨
髄
二

通
り
難
有
奉
存
候
故、

私
留
守
中
御
老
大
人
様
初
御
一

統
様
御
無
事
二

被
為
有
候
様
二

毎

〔

し
〕

朝
塩
水
を
か
ぶ
り
今
日
様
を
臥
拝
仕
候、

何
卒
船
中
之
事
は
御
心
配
被
下
間
敷
様
奉
合
掌
候、

右
は
着
港
仕
候
故
荒
ま
り
奉
達

十
二
月
五
日

尚

、々

寒
気
甚
強
ク
御
座
候
間、

折
角
御
狸
生
可
被
遊
様
御
老
大
人
様
へ

も
宜
し
く
被
仰
上
可
被
下
候

一

飯
田
逸
之
助
先
生
へ

も
別
段
書
状
は
差
上
不
申
候
問、

百
拝
百
拝

万
々
宜
し
く
御
礼
可
被
下
様
奉
願
上
候

一

当
地
は
余
程
南
方
二

有
之
候
間、

寒
暖
計
は
六
十
三
四
度
程
二

御
座
候

七
五
三
太

御
聞
候、



元治元年

元
治
元

取
急
き
早
々
申
上
候、

然
は
小
生
義
今
度
箱
楯
行
之
義
二

付
一

切
御
相
談
も
不
仕、

猶
又
御
暇
乞
二

も
罷
出
兼
候
哉
も
難
計
奉
存
候
故、

、
且
今
日

一

筆
奉
申
上
候、

扱
右
箱
楯
行
之
義一
二
四
日
以
前
よ
り
緊
き
立、

日
夜
奔
走
仕
睡
眠
リ
候
間
無
之
次
第
二

御
座
候
夕
刻
二

は
周
防
守
様
御

〔

込
〕

船
へ

乗
巡
候
様
相
成、

一

寸
拝
顔
仕
度
奉
存
候
得
共、

右
様
之
次
第
二

御
座
候
間、

若
不
参
仕
候
ハ
、

何
卒
御
寛
免
被
下
決
し
而
悪
し
く

〔
被〗〕

思
召
可
下
間
敷
候
様
奉
願
候、

右
之
段
可
得
貴
意
如
此
御
座
候、

勿
々
不
宜

三
月
十
一

日

菅
沼
錠
次
郎
様玉

机
下

尚

、々

三
月
十
一

日

新
島
七
五
三
太

万
方
御
養
生
被
遊
候
様
偏
二

奉
神
祈
候、

勿
々
已
上、

已
後
高
柳
君
へ

御
文
通
も
被
遊
候
ハ
ヽ
、

本
文
之
始
末
宜
被
仰
越

»
ヽ

»
ヽ

“
ヽ

»
ヽ
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（
一

八

六

四
）

⑤
写
真

＊

 

菅
沼
錠
次
郎

，

 



候
様
奉
願
侯、

早
々
已
上

三
月
十
一

日

同
大
舜
師
訪
秋
水
江
翁
於
赤
羽
里、

歓
飲
痛
酔
至
午
夜
而
飯

師
作
酔
時
歌
以
贈
翁、

兼
示
予
亦
賛
一

歌、

以
示
師
兼
呈
翁

不
為
握
乾
転
坤
之
名
臣、

須
為
嘲
風
弄
月
之
逸
民、

男
児
気
宇
天
地
廓
也、

人
間
何
物
能
覇、

舜
師
氷
清
而
玉
潔、

涅
之
不
維
磨
不
憐、

浮
橙
沓
然
踏
法
海、

直
入
上
乗
悟
其
真、

粗
豪
我
是
任
侠
子、

燕
趙
結
遍
悲
歌
人、

壮
図
一

敗
痛
折
節、

江
湖
更
与
魚
蝦
馴、
一

朝
意
気
相

投
合、

途
雖
粗
殊
情
自
親、

君
不
見
羽
橋
西
環
堵
宅、

中
有
個
償
非
常
客、

柴
門
滝
掩
老
樹
陰、

癖
然
遠
与
紅
塵
隔、

我
伴
伴
師
来
訪
其

人、

紫
電
鼈
々
眼
光
射、

遂
我
為
掃
其
楊
延、

話
熟
不
覚
日
西
夕、

感
来
懐
古
又
慨
今、

鳴
咽
説
尽
興
廃
遊、

把
臀
慇
懃
共
相
盟、

敬
来
淋

涸
丹
血
滴、

嗚
乎
自
古
志
士
抱
負
与
時
朕、

多
将
筋
骨
供
疸
難
肉、

放
浪
唯
須
務
自
晦、

嵯
跛
或
伯
共
咆
朦、

我
将
同
翁
脂
其
轄、

従
師

禍
祥
臥
岩
棲、

二
羅
衣
対
一

雲
納、

三
芝
之
山
是
虎
渓、

高
堂
酒
甜
夜
将
半、

練
牽
狼
藉
杯
盤
乱、

我
酔
欲
舞
君
請
歌、

世
事
浮
雲
何
足
歎

元
治
元
年
三
月
十
一

日

乞
野
斧

＊

〔

某
〕

⑤
根
岸
橘
三
郎
『
新
島
襄』

所
収

敬
幹
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元治元年

は
所
々
二
有
之
候
得
共、

一
筆
啓
上
仕
候、

向
暑
之
硼
御
座
候
処、

御
老
大
人
様
初
益
御
機
嫌
克
被
成
御
座
候
半
事
大
慶
奉
祝
賀
候、

然
は
私
事
去
十
六
日
南
部
鍬

ケ
崎
出
帆
仕、

十
八
日
風
な
き
潮
悪
し
き
故
同
国
之
霜
風
呂
と
申
所
へ
船
掛
り
仕
候、

扱
此
所
に
結
構
な
る
温
泉
有
之、

由
承
り
候
問、

早
々
上
陸
い
た
し
湿
泉
二
入
り
候
二
硫
黄
と
塩
味
有
之、

実
二
浴
後
之
心
地
重
き
荷
物
を
卸
候
計
二
御
座
侯、

十
九
日
タ

七
ツ
時
過
よ
り
当
所
よ
り
帆
を
巻
き、

廿一
日
暁
六
ツ
時
に
無
滞
碍
箱
楯
港
へ
到
着
仕
候、

此
日
上
陸
仕
早
速
武
田
塾
へ
参
り
候
処、

先

生
は
江
戸
表
へ
御
越
二
而
御
留
守、

且
懇
意
之
者
も
皆
々
不
在
二
候
ひ
し
二、

長
岡
藩
菅
沼
精一
郎
と
申
御
方
万
端
御
世
話
被
下、

先
生

御
留
守
ニ
ハ
御
座
候
得
共、

近
々
入
塾
相
叶
候
様
二
相
成
候、

且
魯
西
亜
人
之
砲
術
伝
習
之
義
は、

当
時
其
人
不
快
且
塾
生
も
病
気
或
は

所
々
へ
出
候
故、

暫
時
休
ミ
ニ
御
座
候
由、

異
国
船
は
英
船
三
艘、

亜
船
二
艘、

日
本
船
は
官
船
亀
田
丸
鯰
釦
遠
頃へ
大
野
土
井
の
手
船

逗
齢
鰭
一
ツ、

快
風
丸
を
合
セ
て
三
艘
有
之、

日
本
商
船
凡
四
五
十
艘
も
御
座
候、

且
人
家
は
凡―――
千
ョ
も
御
座
候
由
二
而、

異
人
之
家

コ
ン
シ
ル
之
屋
敷
は
薬
師
山
と
申
山
之
麓
二
立
並、

尽
く
白
壁
二
而
随
分
佳
美
を
窮
め
候、

卒
漸
時
之
内
ハ
御
し
ん
ぽ
ふ
之
程、

臥
し
て
頼
入
候
趣
被
仰
付
候
様
奉
願
上
候

尚
、々
お
み
よ
さ
ま
二
も
御
母
様
之
御
言
葉
は
御
あ
き
ら
め
被
成、

武
士
の
思
ひ
立
田
の
山
紅
葉

後
考

7

四
月
二
十
五
日

錦
き
さ
れ
ば
な
ど
帰
る
へ
き

④
墨

新
島
民
治

万
病
二
宜
し
き

且
白
昼
は
各
国
之

一
切
か
ん
し
や
く
ハ
根
切
二
被
下
候
様
克
々
御
さ
と
し、

何

11 



旗
を
上
け
鐸
翌
碑
翌
贔を
上
け
日
に
映
し
風
に
翻
へ
り
甚
う
つ
く
し
き
有
様
二
候、

廿
二
日
も
上
陸
仕
兼
而
聞
及
候
魯
西
亜
之
病
院
へ
参

り
見
物
致
候、

此
病
院
は
薬
は
施
二
而一
切
謝
礼
取
不
申、

其
の
み
な
ら
す
重
き
病
人
は
院
中
二
入
レ、

夜
具、

嬬
半、

股
引、

枕、
パ

ン、

牛
鶏
肉
杯
々
迄
も
呉
れ、

看
病
人
を
付
置
候
故、

病
人
二

は
不
自
由
は
無
之
様
子
二
御
座
候、

人
も
有
之、

通
ひ
薬
を
請
候
者
は
三
四
十
人
二

而
大
分
煩
雑
な
る
由、

諺
日、

ニ
後
之
患
を
思
ひ
や
ら
れ
候、

扱
諸
品
之
高
価
な
る
事
江
戸
之
倍
位
二
御
座
候、

の
為
二
宜
き
か
と
存
候、

扱
色
々
申
上
度
候
得
共、

何
分
用
事
有
之
取
急
き
候
間、

後
便
ゆ
る
／
＼
可
申
上
候、

恐
怪
百
拝

四
月
廿
五
日

尚
、々

御
老
大
人
様
初
折
角
時
候
御
厭
被
遊
候
而、

〔
可u

一
武
田
塾
は
本
も
随
分
有
之、

測
量
道
具
も
揃
候
故
稽
古
二
差
支
は
無
御
座
候
間、

錦
帰
之
期
し
ば
し
御
こ
ら
へ
被
被
遊
候、

扱

〔
可〕

例
之
ふ
ぎ
出
し
歌一
首
御
祖
父
様
へ
御
覧
二
入
被
被
下
候

錦
さ
ら
し
て
祖
父
に
見
す
ら
ん

武
士
の
思
ひ
立
田
の
山
紅
葉

間、

何
卒
宜
し
く
御
伝
言
之
程
奉
願
上
候

一
到
着
後
未
夕
日
数
も
無
之
形
勢
も
碇
と
相
分
不
申
候
故、

此
度
は
横
井
太
夫、

已
二
病
院
二
入
候
日
本
人
二
十
四
五

ま
か
ぬ
種
ハ
は
え
ぬ
と
申
候
事
弦
二
至
り
発
明
仕
候、

実

星
野
先
生、

一
稽
古
之
義
二

付
表
向
二
不
参
候
得
共、

異
人
二
附
稽
古
も
出
来
候
様
子
二
御
座
候

〔力〕

〔
出〕

一
川
勝
様
御
塾
之
田
中
浩
造
君、

松
前
藩
咄
尾
四
郎
君、

同
鈴
木
熊
六
君
よ
り
立
立
之
節
餞
別
被
下
候
間、

書
状
も
可
差
上
存
候

菅
沼
氏
へ
は
書
状
差
上
不
申
候

御
大
人
様尊
下

一
切
私
之
事
ハ
御
心
配
被
下
間
敷
様、

呉
々
奉
願
上
候

七
五
三
太

其
を
恐
れ
あ
ま
り
買
物
等
を
不レ
致
は、

却
而
暮
ら
し

12 
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8

猶
奉
伺
候

取
落
し

得
共、

着
後
多
事
且
前
文
之
通
未
形
勢
も
分
り
不
申
候
間、

仔
細
二

後
便
可
申
上
由
宜
し
く
御
伝
言
奉
願
上
候、

も
宜
し
く
願
上
候

双
六
殿
参
り
候
得
共、

何
卒
勉
強
致
呉
候
様
可
被
仰
付
候、

其
上
添
川
鉱
之
助
様
江
も
御
序
之
節
よ
ろ
し
く
願
上
候

一

御
母
様
定
め
て
私
の
事
の
み
お
あ
ん
〔
じ〕

被
成
候
半
と
山
／
＼
奉
察、

候
様
克
々
御
慰
之
程
奉
合
掌
候、

早
々
已
上

一

大
森
一

件
之
義
は
其
後
如
何
成
行
候
哉、

星
野
氏
江
御
問
尋
可
被
下
候、

且
〔
出〕

立
之
節
川
田
先
生
へ
之
手
紙
差
被
下
候
哉、

一

御
序
之
節
植
村、

速
水
様
へ

も
よ
ろ
し
く
御
伝
言
可
被
下
候

四
月
二
十
五
日

＊

飯
田
逸
之
助

何
分
心
配
存
候
間、

⑤
森
中
章
光
写、

根
岸
橘
三
郎
『
新
島
襄』

所
収

〈

弥
〉

〈

仕
〉

〈

と
〉

〈

者
〉

〈

俵
〉

以
拙
筆
啓
上
仕
候、

向
暑
之
硼
御
座
候
処
愈
々
御
壮
健
御
勤

被
遊
侯
半
事

奉
祝
賀
候、

然
は
小
生
義
去
月
十
二
日
品
川
出
帆、

十
三

〈

二

十
〉

〈

吹
〉

日
浦
賀
港
落
碇、

十
六
日
浦
賀
開
帆、

十
七
日
総
州
奥
津
へ

落
碇、

廿
二
日
当
所
出
帆
仕
百
里
灘
迄
参
候
処、

俄
に
逆
風

来
り
右
舷
左

決
し
而
御
心
配
御
無
益
二

被
成

且
杉
田
君
へ

13 



目、

チ
ウ
キ、

〈

事〉

不
得
止

回
船
仕、

〈
等
〉

ク
ジ
キ
な
ど
に
宜
し
く
候
故、

．

．

 

実
に
驚
入
候、

十
八
日
当
所
出
帆
仕、

十

〈
所
〉

〈
扱〉

〈
之
〉

〈
敷〉

舷
種
々
運
転
仕
候
得
共
寸
進
尺
却、

同
州
砂
子
の
浦
と
申
処
へ

碇
泊
仕
候、

倦
て
右
の
奥
津
出
船
の
節
風
波
宜
し
く

〈
起
り〉

〈

舟
〉

候
処、

俄
に
風
凪
ぎ
船
潮
に
流
さ
れ
殆
ん
ど
暗
礁
に
当
ら
ん
と
せ
し
故、

勿
々
端
船
を
卸
ろ
し
本
艦
を
引
き
候
処、

何
分
潮
早
く
僅
か
暗

〈
之
〉

〈
て
〉

〈
之
〉

〈
捨
〉

〈
命
拾〉

礁
へ
四
五
間
の
距
離
に
相
成
候
を、

港
の
問
屋
よ
り
も
端
舟
を
出
し
引
呉
候
故、

漸
く
辛
ら
き
生
命
を
拾
得
申
候、

右
故
拾
命
祝
を
仕

〈
之〉〈
の
〉
〈

東
に
〉

〈

之
所
〉

〈

之
〉

〈

処
〉

〈

宣
〉

度
奉
存
候、

早
速
上
陸
仕、

此
の
砂
子
の
浦
に

当
り
一

里
程
の
処
に
上
総
の
江
戸
な
る
勝
浦
と
申
す
所
へ

参
り、

宜
し
き
酒
楼
を
撰

〈
「
〉

〈

」
〉

〈

飲
〉

〈
之
〉

〈
思
れ
〉

〈
二
十
〉

〈
二
十
〉

み、

江
戸
製
の

フ
ロ
ー

を
上
げ
一

杯
含
み
候
時
の
心
地、

如
何
に
も
虎
口
を
脱
し
候
計
に
被
思
候、

廿
六
日
早
朝
当
所
出
帆、

廿
八

〈

之
柵
〉

〈
処
〉

〈

二
十
〉

〈

仕〉

〈

候
之
〉

〈
仕
〉
〈

治〉

〈
等〉

日
奥
州
磐
前
郡
中
の
作
と
申
所
へ

投
碇
仕
候、

廿
九
日
上
陸

安
藤
侯
の
居
城
平
を
見
物
致
し、

其
日
城
下
に
一

宿

政
事
風
俗
の
探
索

〈

留
置〉

〈

之
〉

〈

候
〉

〈

之
〉

〈
扱
〉

仕
尽
く
日
記
に
止
め
居
候
間、

帰
府
の
上
可
呈
御
覧

且
つ
別
に
平
城
の
略
図
差
上
候
間、

御
笑
覧
可
被
遊
候、

偕
此
港
Ii
戸
口
百
に
満

〈
之
〉

〈
之
〉

〈
真〉

た
ざ
る
に
三
分
の
二
は
娼
家
に
御
座
候、

当
月
七
日
当
所
出
帆、

十
日
の
正
午
に
仙
台
金
花
山
を
其
の
左
舷
に
見
候
節、

際
雨
起
来
り、

〈
堅
之
軍
〉

〈
す
る
〉

〈
之
〉

〈
う
〉

〈
箇〉
〈

之
殆
〉

涌
を
掠
む
る
風
声
は
普
賢
の
耳
を
駕
か
し、

船
に
逆
ふ
浪
勢
は
豊
太
閤
の
胆
を
奪
ふ
か
と
思
は
れ
候、

個
様
の
始
末
に
候
得
共、

運
転
殊

〈
之〉

〈
へ
到
り、

0
〉

〈
ヶ
〉

の
外
手
廻
は
り
無
難
に
十
一

日
南
部
鍬
ヶ
崎
港
に
着
睾
丸
を
延
ば
し
申
候、

此
の
鍬

崎
Ii
実
に
結
構
な
る
港
に
て、

重
々
層
々
四
面
皆

〈
之
〉

〈
然
〉

〈
之
〉

〈
い
よ
ろ
〉

〈
之
〉

乱
山、

一

切
風
波
の
患
は
無
之
候、

乍
去
青
年

者
の
為
に
は
宜
し
か
ら
ざ
る
所
に
て、

六
七
百
の
戸
口
に
商
人
は
十
分
一

に
満
た
ず
余

〈
御
座
〉

〈
「
〉

〈
」
〉

〈
総
計
大
〉

〈
五
十
〉

は
尽
く
娼
家
に
て
候、

此
地
女
郎
を

ヲ
シ
ャ
ラ
ク

と
唱
へ

候、

女
郎
凡
そ
二
百

人、

〈
吹
き
〉

〈
に
〉

〈

掛
〉

九
日
風
凪
ぎ
且
潮
逆
な
る
故、

不
得
止
南
部
霜
風
呂
へ

船
が
4
り
仕
候、

此
地
温
泉
有
之
候、

〈
も
〉

〈
二
十
〉

〈
此
所
田
地
一

切
無
之、

六
七
十
里
以
外
よ
り

人
々
参
り
侯
由、

廿
日
午
後
よ
り
帆
を
巻
き

.

•

•

•

•

•

•

•

•

 

此
湯
は
甚
だ
妙
に
し
て、

カ

サ
、

シ

ッ
‘
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漁
を
以
て

業
と

為
＞、

〈

二

十
〉

〈

さ
〉

廿
一

日
朝
六
ツ
時
無
滞
碍
箱
楯
港
へ

到
着
仕
候、

此
図
全
く
終
ら
ざ
る
に
船
頭
飛
来、

只
今
便
り
有
之
候
故、

勿

〈

可
〉

鍼

仝

之
〉

〈

之
〉

勿

封
鍼
可
致
旨
申
候
間、

当
地
の
形
勢
仔
細
探
索
仕、

後
便
緩
々
可
申
上
候、

右
此
度
御
周
旋

御
礼
芳
々
御
安
否
奉
伺
度、

如
此
御

〈

宜
〉

座
候、

勿
々
不
宣

〈

二

十
〉

四
月
廿
五
日

新
島
七
五
三
太

再

拝

飯
田
逸
之
助
様
玉
机
下

〈

猶
〉

〈

折

角
〉

〈

之
〉
〈

之
〉

尚

、々

時
候

御
厭
被
遊
候
様
奉
神
祈
候、

本
文

通
の
始
末
に
御
座
候
故、

此
度
別
段
星
野
君
へ
は
書
状
差
上
不
申
候
間、

〈

敷
〉

宜
し
く
御
取
捨
御
鶴
声
之
程
奉
合
掌
候、

猶
乍
憚
江
場、

菅
沼、

竹
内、

添
川
諸
君
へ

宜
し
く
御
鳳
声
奉
願
候

〈

師
〉

〈

之
〉

〈

頑
〉

〈

可
〉

〈

上
〉

京
都、

江
戸、

薩
長
の
新
聞
御
座
候
は
ゞ
、

乍
御
煩
労
幸
便
御
申
越

被
下
候
様
奉
願

候、

已
上

〈
取
落
し
〉

〈

頃
〉

〈

江
〉

吉
田
賢
輔
義
は
二
月
比
当
地
へ

参
り、

早
速
江
戸
表
へ

罷
帰
候
由、

〈

乱

文

御

宥

免

可

被

下

候
〉

15 



望
も
成
就
い
た
す
べ
し
と
楽
の
し
み
を
り
し
に、

当
時
折
あ
し
く
眼
を
や
み

一

と
し
ほ
国
家
の
為
に
相
成
候
半
と
ぞ
ん
ぜ
し

一

切
読
書
も
か
な
ハ

す、

只
あ
じ
き
な
く
光
陰
を
費
や
す

私
義
今
度
江
戸
表
よ
り
当
地
へ

参
候
ハ
よ
の
義
二

無
之、

外
国
の
人
々
に
交
ハ
リ、

自
分
の
行
義
は
勿
論、

国
を
治
む
る
道
な
と
を
承
ハ

ら
ん
と
そ
ん
し、

私
の
主
人
も
親
も
許
さ
ゞ
り
し
が、

色
々
と
申
立、

相
成
候
は、

実
に
平
生
の
願
ひ
に
相
叶
ひ、

の
み
に
て、

心
の
中
ハ

火
の
燃
ゆ
る
が
如
く、

遂
に
四
五
日
以
前
よ
り
鬱
々
と
い
た
し
候、

扱
人
問
僅
か
五
十
年、

事
を
な
す
嗚
呼
幾
と

し
ぞ、

生
涯
空
し
く
読
書
も
て
送
る
な
ら、

何
に
の
苦
労
も
い
ら
ざ
る
が、

是
銘
々
の
所
願
あ
り
て、

専
ら
国
の
為
に
力
を
喝
さ
ね
ば
な

ら
ぬ
も
の
故、

か
く
も
心
配
い
た
し
候、

抑
私
の
西
洋
学
を
い
た
し
候
ハ
、

に、

近
頃
政
府
の
政
事
益
た
4
す、

国
家
益
み
だ
れ、

物
価
益
高
登
し、

日
本
の
地
ハ

尽
く
海
岸
な
る
故、

航
海
術
を
開
ら
き
無
事
な

る
と
き
ハ

諸
国
へ

参
り
交
易
い
た
し、

事
あ
る
時
は
海
軍
を
も
て
敵
を
ふ
せ
ぎ
候
ハ
、
‘

万
民
益
困
窮
い
た
し
候、

さ
て
国
の
有
様
か
く
な
り
し
は、

全

く
教
の
た
4
ず
し
て、

国
人
神
の
道
を
知
ら
さ
る
よ
り
然
ら
し
む
る
と
そ
ん
し
候、

嗚
呼
国
の
し
か
成
り
ま
せ
し
に、

無
理
お
し
に
兵
を

練
り
船
を
造
る
共、

欧
羅
巴
各
国
に
ハ

敵
し
が
た
し、

欧
羅
巴
各
国
の
強
兵
も
敗
り
難
き
ハ

唯
一

ツ
の
道
理
な
り、

然
れ
ば
航
海
術
は
瑣

末
の
事
二

而、

私
共
は
第
一

に
「
ク
ラ
イ
ス
ト
」

聖
教
を
学
ひ
己
れ
を
み
か
き、

而
し
て
後
其
教
書
を
釈
し
て
国
中
に
布
告
い
た
し、

国

〔

や
〕

人
を
し
て
尽
く
欧
羅
巴
の
強
兵
も
へ
ぶ
り
難
き
独
一

真
神
の
道
を
知
ら
し
め
ば、

政
も
お
の
つ
か
ら
立
ち、

国
も
自
ら
ふ
る
ひ
候
半
と
そ

，

 五
月
〔
二
十
四
日
〕心

の
喜
び
い
ハ
ん
方
も
無
之
候、

依
而
日
夜
学
問
に
出
精
い
た
し
候
ハ
ヽ
、

遂
に
ハ

私
の
本

④
墨

＊

ニ
コ
ラ
イ

よ
ふ
や
く
当
地
へ

参
る
事
を
得、

は
か
ら
す
も
貴
殿
の
御
世
話
に

16 
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五
月

10 

欧
羅
巴
へ

参
り
得
べ

き
工
夫
は

新
島
民
治

⑤
森
中
章
光
写

い
か
4
い
た
し
て
宜
し
き
か
臥
し
而
奉
伺
候

そ
「
ド
ク
ト
ル
」

ん
し
候、

嗚
呼
我
邦
も
し
か
な
り
ま
せ
ば、

私
の
身
は

C
ru
ci
fi
e
d

さ
る
4

共
決
し
て
う
ら
み
ず、

全
く
神
へ
の
奉
公
「
ク
ラ
イ
ス
ト
」

へ
の
勤
め
と
そ
ん
し
候、

し
か
し
日
本
に
て
「
ク
ラ
イ
ス
ト
」

教
を
学
バ
ん
に
は、

極
め
て
か
た
か
る
べ
し、

ラ
イ
ス
ト
」

教
は
国
禁
の
み
な
ら
す、

此
地
に
て
学
ひ
候
得
ば
速
や
か
に
は
ま
い
り
難
か
ら
ん、

故
に
ひ
そ
か
に
欧
羅
巴
へ

抜
け
行
き、

是
非
と
も
此
の
志
を
遂
け
ん
と
そ
ん
し
候、

去
な
か
ら
欧
羅
巴
へ

参
り
学
問
い
た
す
へ

き
用
意
の
金
は
更
に
無
之
候
故、

途
中
に
て
は
船

の
マ
ト
ロ
ス
、

彼
地
へ

参
り
候
得
ば
「
ク
ラ
イ
ス
ト
」

教
学
校
の
小
使
と
な
り
て
も
く
る
し
か
ら
ず、

偏
に
彼
地
へ

参
り
充
分
学
問
い
た

し
た
く
そ
ん
し
候、

扱
右
様
の
工
夫
も
あ
り
し
ゅ
へ
、

い
か
に
も
養
生
い
た
し、

少
し
も
早
く
眼
を
い
や
し
た
く
そ
ん
し
候
間、

「
ザ
レ
ス
ケ
ー
」

君
へ
、

療
治
之
義
御
骨
折
可
被
下
様、

御
頼
み
の
ほ
と
こ
ひ
ね
か
ひ
候、

ニ
コ
ラ
イ
様玉
机
下五

月―
―
十
五
日

問
屋
浜
田
屋
よ
り
今
夕
刻
幸
便
有
之
候
間、

再
拝

な
に
と

且
つ

私
学
問
の
為
め
と
て

即
刻
御
書
状
御
座
候
ハ
、

御
遣
可
被
成
旨
申
呉
候
問
勿
々
申
上
候、

薄
暑
之
硼
御
座
候
処、

い
か
ん
と
な
れ
ば、

「
ク
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弥
御
勇
健
被
成
御
座
候
半
事
奉
恐
賀
候、

就
は
私
事
も
無
事
罷
在
候
間
御
安
心
可
被
遊
候、

扱
武
田
先
生
は
今
に
江
戸
よ
り
御
帰
無
之、

〔

五
〕

御
塾
も
今
に
無
人
に
御
座
候
故、

十
一

日
よ
り
魯
西
亜
人
ニ
コ
ラ
イ
と
申
大
学
者
の
家
江
寄
宿
仕
修
行
仕
候、

此
人
は
大
分
深
切
に
世
話

い
た
し
呉
候、

且
此
人
は
英
学
も
出
来、

日
本
語
も
出
来
候
故、

大
二

都
合
よ
ろ
し
く
候、

而
し
て
毎
度
申
候
二

（
お
ま
ゐ
さ
ん
の
了
簡

若
き
人
二
に
や
わ
す
決
し
而
遊
ひ
に
も
不
参
候
故、

私
幾
重
二

も
御
世
話
い
た
し、

御
帰
郷
之
節
は
沢
山
上
々
の
錦
を
き
せ
御
帰
へ
し
可

申
候
）

様
申
聞
ケ、

此
節
は
毎
夜
す
4
み
二

出
て、

色
々
の
ハ

な
し
且
国
々
の
様
子
杯
教
へ

呉
候
間、

何
卒
私
修
業
之
義
は
御
心
配
被
下

〔

第
〕

間
敷
様
奉
願、

其
後
御
祖
父
様
御
母
様
の
御
病
気
如
何
御
座
候
哉
奉
伺
候、

私
当
地
二

罷
在
只
其
の
ミ
あ
ん
し
居
候、

何
卒
御
養
生
大
一

ニ

奉
存
候、

扱
神
奈
川
へ

英
船
数
多
参
夕
趣
承
リ
候、

是
は
如
何
候
哉
奉
伺
候、

勿
々
不
備

五
月
廿
五
日

尚

、々

時
下
折
角
御
厭
可
被
下
候、

箇
様
二
い
そ
き
候
故、

別
段
飯
田
様
へ
は
書
状
差
上
不
申
候
問、

谷
本
氏、

杉
田
様
へ

も
よ
ろ
し
く
御
話
し
御
安
心
可
被
下
様
奉
願
候、

様
へ
の
は
以
前
に
認
居
候
間、

則
差
上
候

御
大
人
様

七
五
三
太

よ
ろ
し
く
星
野
様、

菅
沼

且
杉
田
様
へ

川
勝
様
及
ひ
田
中、

鈴
木、

祁
尾
様
へ

追
而

当
地
之
形
勢
探
索
い
た
し
仔
細
可
申
候
趣
御
伝
言
之
程
御
頼
可
被
下
候、

勿
々
已
上

当
時
寒
暖
計
五
十
度
或
は
六
十
度、

又
は
七
十

ニ
一
度
二
の
ぽ
り
候、

朝
タ
ハ

あ
わ
せ
な
り

18 



元治元年

一

簡
奉
捧
候、

向
暑
之
硼
御
座
候
処、

御
祖
父
様
初
益
御
勇
健
被
成
御
座
候
半
事
大
脱
奉
存
候、

随
而
私
事
も
無
異
勉
励
仕
候
問、

乍
憚

御
安
慮
可
被
遊
候、

然
は
両
三
日
以
前、

私
罷
在
候
魯
館
二
お
ゐ
て
写
真
会
有
之
候
処、

私
師
匠
ニ
コ
ラ
イ
私
二

勧
め、

男
児
荀
四
方
之

志
を
存
せ
ば
須
ら
く
其
身
を
写
し
家
郷
え
遣
す
へ
し
と
呉
々
も
申
聞
ケ、

無
代
二

写
真
致
し
呉
候
間、

則
捧
呈
仕
候、

何
卒
此
写
真
を
御

詠
め
被
下、

私
事
朝
夕
御
膝
下
二

罷
在
候
様
思
召、

決
し
而
私
事
を
御
按
被
下
間
敷、

尚

、々

時
候
折
角
御
厭
可
被
下
候

御
祖
父
様
御
病
気
最
早
御
全
快
と
奉
存
候
得
共、

如
何
御
座
候
哉
奉
伺
候、

御
母
様
に
は
何
卒
気
を
大
き
に
御
持
可
被
下
様
御
慰

可
被
下
候、

其
上
皆
々
様
二

も
よ
ろ
し
く
御
伝
言
奉
願
上
候

御
大
人
様尊

下

奉
存
候、

右
得
費
意
度、

如
此
御
座
候、

勿
々
敬
白

＊

六
月
十
四
日

④
墨

11 

六
月
十
四
日

新
島
民
治

只
々
帰
錦
之
事
の
み
御
待
被
下、

御
加
養
専
一

と

七
五
三
太

百
拝
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板
倉
主
計
頭
御
上
屋
敷
内

御
払
可
被
下
候

賃
銀
之
義
は
御
手
許
二

而

〔
裏い）

封

新
島
民
治
様無
事

〔

表
〕江
戸
小
川
町

72 

＊

 

〔
未
詳
〕

横
浜同

七
五
三
太

新
島
民
治

①
横
浜

②
江
戸
小
川
町
板
倉
主
計
頭
御
上
屋
敷
内

③
封
筒
の
み

④
墨
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変応元年

別
後
音
信
を
通
せ
さ
る
事
万
恕
す
へ
し、

扱
我
輩
少
年
之
狂
気
牽
制
し
難
く、

去
年
六
月
十
四
日
人
定
後、

窃
二

米
利
堅
商
船

Ii
甕
苫

込
み

に
乗
移
り、

同
十
五
日
未
明
二

箱
楯
港
を
出
帆
し、

七
月
朔
日
上
海
へ
到
着、

同
月
十
日
此
船
長
崎
へ

参
る
へ
き
ノ
由
二

而、

其
船
主
我

盆
州〕

a
福
州〕

〔
上
海〕

参

を
し
て
他
亜
船

Ii
繹

に
移
ら
し
め
タ
リ、

扱
此
船
二

而
上
海
よ
り
福
省
に
到
り、

4
4
よ
り
再
ひ
上
海
二

帰
り、

4
4
よ
り
香
港
二

行

り

盆
香
港〕

到
〔
サ
イ
ゴ
ン
〕

又

き、

4
4
よ
り
交
趾
の
サ
イ
コ
ン

懇E
へ

参、

4
4
よ
り
亦
香
港
に
帰
船
せ
り、

不
日
此
船
将
二
当
港
を
発、

米
利
堅
に
至
ら
ん
と
す、

志
願
と

依
而
一

書
を
遣
ら
さ
る
事
を
得
す、

我
不
肖
と
雖、

切
二

国
家
の
不
振
を
憂
へ
、

万
一

の
力
を
喝
ん
と
の
合
点
申〔
な〕
か
ら
犯
難
国
禁
を

居
ら
し

犯
し、

難
別
き
君
父
に
別
し、

断
然
此
非
常
の
挙
を
為
し、

長
く
父
母
を
し
〔
て〕
悲
哀
に
沈
淮
せ
シ
む
る
事
法
外
至
極、

其
罪
難
許、

雖

»ヽ
»
»
»ヽ

〔
マ
マ
〕

然
我
窃
二

思
ふ、

他
年
成
業
の
後
厚
君
父
に
奉
侍
せ
ば、

少
し
く
其
罪
を
償
ふ
二

足
ら
ん
と、

既
二

流
る
の
水
再
ひ
拡
回
し
難
く、

是
よ

〔
墨
筆〕

13 

〔
未
詳

慶
応
元
ヘ

＊

新
島
双
六
〕

八

六

五
）

年

④
墨、

鉛
筆、

朱

⑥一
部
破
損
あ
り

21 



〔
鉛
策〕

在
ヂ
上
海

有
感
[

]

箱
楯
を

出
る
時
に

我
州
箱
楯
を

〔
破
損
〕

,`

»ヽ

9

如
何
に
せ
ん
ア
ー
如
何
[

]

〔
破
担
〕

後
日
[

]

再
白

り
只
成
業
を
期
す
る
の
み、

に
効
な
く、

n

u

且
業
若
不
成
再
江
戸
の
地
踏
ま
す
と
決
せ
し
故、

長
く
父
母
に
侍
し
難
き
も
難
計、

依
而
望
む、

汝
我
の
挙

»ヽ

9

,‘

»ヽ

»ヽ

董`

〔
マ
マ
〕

敬
而
父
母
を

省
定
し、

切
二

我
の
徒
二

家
を
離
ら
さ
る
由
を
解
き、

少
し
も
父
母
を
シ
て
憂
を
消
さ
し
め、

時
々
閑
を
楡

»ヽ

．`

み、

父
母
時
々
閑
を
楡
み
父
母
を
神
社
仏
閣
に
引
連、

少
し
も
父
母
の
憂
を
消
せ
ん
事
を、

乍
去
汝
益
憤
激
し
些
細
の
事
を
以
汝
の
志
を

屈
す
る
な
く、

窮
と
雖
郵
劣
の
志
を
生
す
る
な
く、

花
都
児
の
風
俗
に
泥
む
な
く、

友
に
接
す
る
に
信
義
を
以
て
し、

敬
而
乃
兄
の
名
を

汚
す
勿
れ、

昔
呉
下
の
阿
蒙
申
せ
し
に、

レ

上
下
せ
ん
事、

是
又
我
の
万
望
す
る
所、

臨
書
何
圏
か
難
尽
万
一
、

‘
,‘
 

士
三
日
不
逢
ハ

応
に
目
を
利
き
見
る
へ
し
と、

況
や
汝
と
長
く
別
る
を
や、

他
年
錦
帰
其
論
を

且
紙
封
の
大
な
る
を
恐
る
心
緒
錯
雑
難
尽
万
一
、

多
罪
々
々

»ヽ

'‘

,`

,‘

9ヽ

»ヽ

»ヽ

'‘

,‘

»ヽ

切

ニ

老
大
人
之
御
不
快
如
何、

二
親
之
外
一

族
皆
無
恙
哉、

上
海
の
漢
竹、

福
省
之
明
月、

香
港
の
漁
火、

サ
イ
ゴ
ン
の
猿
声
に
感
じ
我
を
し

家
郷

て
父
母
の
情
如
何
を
感
せ

し
む、

汝
老
大
人
及
父
母
に

奉
侍
す
る
は

勿
論
何
卒
足
の
不
自
由
な
る
大
姉
を
保
護
せ
ん
を
望
む、

杉
田、

吉
田、

鈴
木
諸
先
生、

飯
田、

江
場、

菅
沼、

添
川
諸
君
ヘ
一

簡
呈
度
も、

紙
封
の
大
な
る
を
思
ひ
已
事
を
得
さ
る
る
の
次
第、

宜
し
く

ャ

〔
へ

脱
力
〕

且

汝
よ
り
伝
言
□
す
し、

別
し
て
飯
田
先
生
へ

厚
く
先
生
の
深
切
敢
忘
却
せ
さ
る
由
を
伝
ふ
へ
し

〇
我
取
分
所
々
に
見
聞
せ
し
事
枚
挙
し
難、

只
支
那
人
の
風
俗
を
論
す
れ
ば、

上
辺
の
み
飾
り、

口
論
高
尚
な
る
も
内
心
野
都
に
し
て、

〔
破
拍
〕

〔
破
担
〕

更
に
抗
慨
の
志
な
く
寛
な
り、

洋
人
に
軽
侮
セ
ら
れ
豚
犬
の
視
を
[

]、

願
ふ
世
体
を
解
せ
さ
る
の
輩、

支
那
人
[

]
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脱応元年

奉
侍
し
難
き
も
難
計、

何
卒
汝
敬
而

»
ヽ

»
ヽ

別
後
音
信
を
通
せ
さ
る
事
須
く
万
恕
す
へ
し、

扱
我
翡
少
年
之
狂
気
牽
制
し
難
く、

去
年
六
月
十
五
日
半
夜、

窃
に
米
利
堅
商
船
に
乗
し

箱
楯
港
を
出
帆
致
候、

是
全
国
家
を
憂
る
の
深
き
に

依
而
如
是
非
常
の
挙
を
為
す
雖、

君
父
を
棄
捐
し、

法
外
至
極、

其
罪
謝
許
し
難
し

し

厚
君
父
母
に

〔
償〕
し
ミ

と
雖、

我
輩
窃
謂
ふ、

多
年
成
業
の
後
厚
父
母
奉
侍
せ
ば、

少
し
く
其
罪
を
讃
ふ
に
足
ら
ん
と
明
め、
是
よ
り
成
業
の
事
の
み
を
期
居
候、

扱
神
州
を
去
り
て
よ
り
七
月
朔
日
上
海
へ

到
り
候、

同
月
十
日
此
船
再
ひ
長
崎
へ

参
る
二

付
他
船
に
移
れ
り、

八
月
六
日
上
海
出
帆、

八

月
十
一

日
福
省
に
到
り、

同
月
晦
日
其
地
此
船
開
帆、

再
上
海
に
到
り、

九
月
十
三
日
上
海
出
帆、

十
月
二
十
六
日
香
港
へ

到
り、

十
一

及
ひ
難
く

月
十
一

日
其
港
出
帆、

十
二
月
交
趾
の
サ
イ
コ
ン

聾
嗜

I

に

に
口
る、

扱
数
所
に
在
見
聞
せ
る
事
一

々
枚
挙
す
る
に
由
な
く、

只
上
海
の
漢
竹、

福
州
の
明
月、

香
港
の
漁
火
及
ひ
サ
イ
ゴ
ン
の
猿
声
等、

少
し
男
児
の
腸
を
傷
ま
し
め
り、

雖
然
我
古
郷
を
慕
ふ
る
非

す、

只
父
母
の
歎
き
如
何
を
察
す
る
の
み、

嗚
呼
我
断
然
此
挙
を
為
せ
し
故、

業
若
不
成
飽
迄
も
再
古
郷
に
不
帰
存
意
故、

長
く
父
母
に

〔
朱
筆〕

112 

y 27

27 

57 

15 

L m s 

9-14-36

1-30

9-16-06

16-46-04

7-29-58 Di£.

Long. 112-29-30 

Chm Slow 

Greenwich Time 

7-28 

1-56 

2 

7-29-58

8888 

888 

23 



双
六
殿机
下

幸
便
寸
書
を
遣
ら
さ
る
を
得
ず、

扱
我
輩
不
肖
と
雖
切
に
国
家
の
不
振
を
憂
へ
、

然
万
里
の
外
に
跛
渉
し、

国
禁
を
犯
し
主
君
を
す
て、

長
く
父
母
を
し
て
憂
苦
に
沈
ま
し
め
る
事、

法
外
至
極
万
方
難
謝
候、

然
し
此
挙

呉
起
か
魯
を
去
る
と
同
論
に
非
ず、

全
く
幽
暗
を
照
ら
す
真
光
の
為
め、

し
難
し、

依
而
望
む、

汝
敬
而
父
母
を
省
定
し
切
に
我
の
家
を
離
れ
さ
る
由
を
解
き、

寸
時
も
父
母
の
憂
苦
を
消
せ
ん
事
を、

乍
去
汝
益

0

0

0

 0

 

0

 

勉
強
し
些
細
の
事
を
以
て
汝
之
志
を
屈
な
く
窮
と
雖
も
鄭
劣
之
志
を
生
す
る
な
く、

君
に
忠、

親
に
孝、

師
友
に
信、

及
ひ
汝
之
諸
姉
を

〔
徴〕

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

愛
敬
す
る
は
勿
論、

何
卒
都
児
の
風
俗
に
炊
ひ
花
柳
姻
霞
之
間
に
逍
遥
す
る
勿
れ、

是
れ、

実
に
不
忠
不
孝、

不
信
之
依
而
生
る
所、

菩

を
楽
み
道
を
行
ひ、

敬
而
乃
兄
の
名
を
汚
す
勿
れ、

昔
呉
下
の
阿
蒙
申
せ
し
に、

や
我
汝
と
長
く
相
別
る
を
や、

他
年
錦
帰
其
論
を
上
下
せ
ん
事、

是
亦
我
之
汝
に
望
む
所、

臨
書
心
緒
錯
雑
難
尽
万
一

候、

万
恕

一

本
文
申
せ
し
通、

汝
之
父
母
及
ひ
諸
姉
を
敬
す
る
は
勿
論、

勉
強
之
余
養
生
専
一

と
奉
合
掌
候

合
衆
国
マ
ス
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
邦
ア
ン
ド
ア
県
ア
ン
ド
ア
府
ョ
リ

14 

＊

 

〔
未
詳
〕

新
島
双
六

⑤
写
真

七
五
三
太
敬
幹
（
書
判）

万
分
の
力
を
喝
さ
ん
と
決
し
少
年
之
狂
気
難
牽
制、

断

且
つ
国
家
万
民
栄
華
の
為
な
る
故、

些
細
の
義
理
の
為
に
挽
回

士
三
日
不
逢
さ
れ
は
応
に
目
を
甜
ぎ
見
る
へ
し
と、

況

24 



慶応元年

一

箱
楯
を
去
る
と
き
予
め
父
母
の
な
げ
き
を
思
ひ
や
り
て

如
何
に
せ
ん
嗚
呼
如
何
に
せ
ん
如
何
に
せ
ん
父
母
〔
の
〕

な
け
き
を
如
何
に
と
や
せ
ん

男
児
決
志
駆
千
里

一

元
治
二
年
三
月
香
港
に
あ
り
て

自
嘗
苦
辛
堡
思
家

却
笑
春
風
吹
雨
夜

枕
頭
尚
夢
故
園
花

嗚
呼
吾
に
わ
れ
に
か
ま
ふ
な
け
ふ
の
月
隈
な
く
照
れ
よ
武
蔵
野
の
そ
ら

父
母
は
さ
て
如
何
有
け
ん
け
ふ
の
月

一

八
月
十
五
日
福
州
に
あ
り
名
月
を
見
て

泊
舟
薄
暮
楊
江
ロ

猶
為
故
舎
旧
池
聞

或
る
人
の
返
歌
に

且
つ 一

襲
弊
抱
三
尺
剣

男
児
自
有
蓬
桑
志

一

支
那
人
尊
大
の
風
俗
を
洗
去
て、

よ
く
目
を
ひ
ら
き
当
時
之
形
勢
如
何
を
見
る
へ
し

一

飯
田
君、

菅
沼
君、

吉
田
君、

鈴
木、

杉
田、

添
川
諸
君
は
如
何
有
之
候
哉、

何
卒
足
下
よ
り
宜
し
く
伝
言
可
被
賜
候

一

箱
楯
を
辞
す
る
と
き
二
三
の
信
友
と
別
杯
せ
し
時
に、

我
抗
慨
之
あ
ま
り
剣
を
ぬ
き
歌
つ
〔
て〕

曰

回
頭
世
事
思
悠
々

武
士
の
思
ひ
立
田
の
山
紅
葉
に
し
き
衣
ず
し
て
な
ど
帰
る
へ

き

忘
る
な
よ
な
よ
わ
す
〔
る
〕

な
よ
わ
す
る
な
よ
此
の
言
の
葉
の
に
し
き
な
り
し
を

一

箱
楯
よ
り
十
五
日
の
海
路
に
日
を
消
し、

風
景
自
兼
日
出
分

七
月
朔
日
上
海
河
口
に
来
り
弦
に
一

泊
し、

蛙
声
を
き
4
て

一

夜
蛙
声
頻
入
夢

不
渉
五
洲
都
不
休

故
郷
の
わ
す
れ
か
た
き
実
に

五
に
至
る
哉

25 



一

我
実
に
汝
に
告
く、

我
於
此
挙
辛
苦
中
之
真
辛
苦、

愉
快
中
之
真
愉
快
の
語
を
解
し
得
た
り

具

一

江
戸
よ
り
持
来
り
し
真
書
尽
不
用
に
属
せ
し
故、

ペ
ン
に
て
此
書
を
し
る
せ
り

一

箱
楯
を
去
て
よ
り
の
略
記
別
紙
に
委
し
く
書
き
の
せ
り

26 



炭応2年

然
し
寒
気
は
大
に
江
戸
と
は
相
違
い
た
し
極
寒
の
日
に
寒
暖
計
零
よ
り
十
七
八
度
下
れ
り、

去
乍
衣
服
は
尽
毛
織
ゆ
へ

格
別
の
寒

さ
を
覚
不
申
候

敬
而
奉
呈
鄭
辞
候
御
老
大
人
様
初
御
一

統
御
起
居
無
恙
御
座
候
半
奉
祝
賀
候、

扱
小
子
義
雖
不
肖
切
に
国
家
一

分
の
力
を
喝
さ
ん
と
存
し

成
業
之
為
め
箱
楯
へ

罷
越
候
処、

風
説
と
は
雲
泥
の
相
違
に
て
格
別
便
る
へ

き
人
物
も
無
之、

死
す
と
も
不
帰
と
決
心
仕、

生
命
に
拘
り
候
半
国
禁
を
も
恐
れ
ず、

及
ひ
義
す
て
難
き
主
君
を
棄
て、

情
わ
か
れ
難
き
親
族
を
も
不
顧、

去
々
年
六
月
十
四
日
夜
半
窃
に
港
内
に
泊
せ
し
米
利
堅
商
船
「
五
ぽ
菜
丘
5」

に
乗
移
り
遂
に
万
里
之
外
に

跛
渉
仕、

哀
に
沈
ま
し
め
ん
事
多
罪
之
至
万
方
難
謝
候、

然
し
小
子
窃
に
謂
ふ、

此
挙
敢
而
君
父
を
捐
る
二

非
ず、

す、

全
く
国
家
の
為
に
寸
力
を
喝
さ
ん
と
存
し、

中
心
燃
る
か
如
く
遂
に
此
挙
に
及
ひ
候

15 

慶
応

〔
二

月
二
十
一

日
〕

（
一

八

六

六
）

年

④
イ
ソ
ク ＊

新
島
民
治

且
つ

少
年
之
狂
気
業
若
し

成
ら
ざ
れ
は

長
く
挙
族
を
し
て
悲

且
つ
飲
食
栄
華
之
た
め
に
あ
ら

27 



挺
箱
楯
を
辞
し
て
よ
り
所
々
遍
歴
仕、

あ
り
船
番
を
為
せ
し
に、

の
志
如
何
を
問
ヮ
れ
し
ゅ
へ、
小
子
実
を
告
け
し
か
は
船
主
深
く
小
子
之
志
に
感
し、
早
速
小
子
を
し
て
上
陸
セ
し
め、
小
子
の
為
に
よ
き

衣
類
を
求
め
呉、

六

漸
く
去
年
五
月
十
七
日
無
異
合
衆
国
の
名
港

fl
に
到
着
仕
候
緬虹
臼
認
環記
担
小
子
在
に

此
前
之
二
本
ば
し
ら
の
船
主
に
非
ず、
全
く
別
船
に
て
ワ
イ
ル
ド
ロ
パ
ル
と
名
く
る
船

船
見
聞
に

参
り

小
子

＊
 

或
る
日
船
主
ハ

ル
デ
ィ
ー
君
の
船
主
に
し
て
当
港
指
を
り
の
金
穴
家
な
り、
小
子
支
那
に
て
此
船
に
の
り
移
れ
り

ア
ン
ド
ワ
環
芥
共年
県
の
大
学
校
に
送
り
尽
く
雑
費
を
払
ひ
呉
候
ゆ
へ、

候、
扱
古
人
の
申
セ
し
に
乗
出
セ
し
船
再
ひ
回
し
難
し
云
々
に
て、
小
子
唯
々
成
業
を
の
み
期
し
居
候、
然
し
時
々
大
人
及
ひ
御
老
大
人

〔

裂
〕

御
母
様
定
而
小
子
の
挙
を
御
歎
き
被
遊
候
半
と
奉
推
察
候ハ
、
胸
中
如
烈
感
涙
袖
を
湿
し
候、
何
卒
大
人
如
此
大
胆
の
児
を
御
持
な
さ
れ

候
は
御
身
の
不
幸
と
思
召、
且
つ
小
子
之
挙
世
間
之
放
蕩
無
頼
之
児
と
向
趣
同
し
き
か
を
御
比
較
被
遊、
数
年
之
間
小
子
は
無
き
も
の
と

御
明
ら
め、
切
に
御
老
大
人
及
ひ
御
母
様
を
御
慰
め、

錯
雑、
涙
筆
共
に
下
り
万一
も
難
尽
候、
多
罪
万
恕

遅
く
と
も
と
ふ
そ
ま
つ
へ
し
千
代
の
色

猶
以
時
候
折
角
御
厭
可
被
遊
候
様
奉
神
祈
候、

小
子
今
は
辛
苦
の
雲
震
れ
学
問
専―
二
仕

且
つ
御
身
之
御
保
養
専一
に
可
被
遊
様
奉
合
掌
候、
扱
棲
々
申
上
度
も
臨
書
心
緒

且
つ
御
食
用
の
義
は
新
鮮
に
し
て
こ
な
れ
易
き
者
と
奉
願
候

小
子
義
神
の
加
護
に
よ
り
て
や
甚
健
康
に
し
て
日
々
学
問
修
行
仕
を
り
候
問、
何
卒
何
卒
御
安
心
可
被
下
様
奉
願
候

此
神
は
日
本
の
木
像
金
仏
と
は
ち
か
ひ
世
界
人
間
草
木
鳥
獣
を
つ
く
り
し
神
に
て
永
生
不
朽、
実
に
我
等
之
尊
敬
祈
躊
す

｛
ヘ
キ
神
な
り

尊
大
人侍

史

不
忠
不
孝
の
児
新
島
七
五
三
太

敬
幹
（
書
判）
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疫応2年

〔

マ

マ

〗l

冬
中
雪
ふ
り

候
得
と
格
別
の
大
雪
は
に
無
之 、

候 御
老
大
人
様
及
御
母
様
其
後
如
何
被
為
有
候
哉 、

実
二

心
痛
仕
候

親
族
は
勿
論
飯
田 、

星
野 、

菅
沼
諸
君
へ

内
々
御
伝
言
可
被
遊
候

双
六
殿
は
如
何
有
之
候
哉 、

何
卒
学
問
修
行
之
あ
ま
り

養
生
専
一

に
被
致
候
様
御
伝
言
可
被
賜
候
0
杉
田
様
は

如
何
被
為
有

候

哉 、

宜
御
伝
言
可
被
賜
候、

若
し
御
病
気
等
も
御
座
候
ハ
、

杉
田
様
へ

御
相
談
被
成 、

決
し

而
ま
し
な
ひ
杯
に
御
迷
ひ
被
遊
間
敷

一

尺
或
一

尺
半
を
度
と
す

御
み
ょ
様
は
如
何
有
之
候
哉 、

何
卒
よ
き
に
御
な
く
さ
め
被
下 、

り
し
ま
り
を
被
成
候
様
御
伝
言

且
つ
以
前
の
カ
ン
シ
ャ
ク
を
お
さ
へ

御
母
様
と
共
に
内
々
の
と

二
三
の
写
真
像
奉
呈
候
間 、

小
子
御
機
嫌
伺
に
罷
越
と
思
召
時
々
御
詠
め
可
被
遊
候
様
奉
願
上
候、

像
御
請
取
被
成
候
哉
奉
伺
候、

已
上

且
つ

箱
楯
よ
り

奉
呈
候
写
真

29 



おまき様へ 飯田 杉田様へ
逸之助様へ

大
人尊

下

千
八
百
六
十
六
年
二
月
廿
八
日

可
被
賜
候

何
レ
も
様
へ
よ
ろ
し
く

御
伝
言

16 

二
月
二
十
八
日

兵ぐ弓柴＜ 兵心柚榮〈

七
五
三
太 ④

イ
ソ
ク

⑥
断
簡

＊

新
島
民
治

30 



炭応3年

17 

慶
応
三

三
月
二
十
九
日

尚

、々

御
酒
を
あ
ま
り
め
し
あ
が
ら
ぬ
様
奉
願
候、

扱
酒
は
人
を
愚
に
為
し、

或
は
身
鉢
に
毒
を
残
し
候
物
に
し
て
甚
悪
む
へ

き

飲
料
に
御
座
候

去
年
三
月
初
旬
愚
札
を
呈
候
ひ
し
よ
り
小
児
の
母
を
慕
ふ
か
如
く、

大
旱
之
雨
を
求
む
る
に
ひ
と
し
く
日
々
御
返
事
の
み
待
居
侯
処、

万

里
の
波
溺
を
経
候
問、
と
て
も
急
速
之
事
に
は
ま
ひ
ら
ぬ
と
存
候
得
共、

今
に
な
ん
の
御
沙
汰
も
無
御
座
候
故、

心
配
之
あ
ま
り
一

筆
奉
呈

候、

扱
御
老
大
人
様
初
御
一

統
如
何
被
為
在
候
哉、

定
而
御
無
事
御
健
全
に
被
為
在
候
半
と
推
察
奉
祝
賀
候、

次
二

小
子
義
も
無
恙
罷
在

〔

遊
〕

候
問
何
卒
御
安
慮
可
被
進
候、

扱
前
条
申
上
候
通
小
子
義
幸
に
天
恵
を
蒙
り
万
里
の
波
頭
を
経
無
恙
北
亜
墨
利
加
合
衆
国
の
名
港
ボ
ス
ト

叫
紐

へ

到
着
仕
候、

扱
小
子
の
乗
参
候
船
の
甲
比
丹
は
至
而
深
切
な
る
人
に
し
て
厚
く
小
子
を
取
扱
衣
服
等
を
求
呉、

海
路
に
は
小
子
に

航
海
術
を
教
へ

呉
れ、

ボ
ス
ト
ン
ヘ

到
着
仕
候
し
か
ば
小
子
を
導
き
其
船
の
持
主
に
し
て
当
港
の
指
折
な
る
「
ハ
ル
デ
ィ
ー
」

と
申
者
に

（
一

八

六

七
）

⑤
写
真

＊

新
島
民
治

年

31 



し、

且
九
月
の
末
に
は
林
檎

逢
せ
呉
候、

扱
其
者
小
子
に
向
ひ
な
ん
の
望
あ
り
て
ア
メ
リ
カ
ヘ
参
れ
し
か
と
尋
ね
し
故、

小
子
不
取
敢
私
義
貴
国
へ
罷
越
候
は
別
義
に

無
御
座
候、
唯
々
種
々
の
学
科
且
聖
経
を
修
行
仕、
国
家
の
為
万
分
の
力
を
喝
さ
ん
と
存
し、
人
情
棄
て
難
き
父
母
姉
弟
朋
友
に
別
れ、
難

犯
国
禁
を
も
破
り、

身
の
難
儀
を
も
不
顧
衣
食
住
の
エ
風
も
な
く、

唯
困
窮
致
し
候
ハ
、
心
力
を
喝
し
働
く
可
し
と
存
し、

断
然
父
母
の

国
を
去
り
遥
々
の
海
路
を
も
不
厭
成
業
の
事
の
み
を
期
し、

偏
に
天
運
に
任
せ
貴
国
へ
参
上
仕
候
と
答
候
ハ
、
彼
人
深
く
小
子
の
志
に
感

一
昨
年
十
月
下
旬
よ
り
衣
服
等
を
よ
き
に
買
呉
れ、
ボ
ス
ト
ン
の
東
北
十
里
余
の
一
邑
ア
ン
ド
ワ
と
申
所
の
大
学
校
へ
遣
し
呉、
且

つ
月
俸
筆
墨
紙
料
等
も
尽
く
払
呉
候
故、

小
子
今
は
安
楽
に
学
問
修
行
仕、

少
し
も
早
く
帰
錦
海
山
の
恩
を
報
ぜ
ん
と
楽
し
み
居
候、

扱

此
「
ハ
ル
デ
ィ
ー」
と
申
人
の
か
く
小
子
を
世
話
致
し
呉
候
は
全
天
上
独一
真
神
(lAt
紐
霰）
へ
の
勤
め、

費
を
払
ら
ひ
呉、

か
つ
日
本
の
為
と
て
仰
山
の
雑

一
文一
事
の
報
酬
を
の
そ
ま
す、

小
子
を
重
き
客
分
の
通
二
取
扱
呉、

其
上
五
年
な
り
十
年
な
り
と
も
小
子
の
為
に
修

行
料
を
出
し
呉
候
と
兼
而
約
束
い
た
し
呉
候
間、

何
卒
御
安
心
可
被
下
候

扱
此
ア
ン
ド
ワ
は
至
而
小
き
邑
に
候
得
共、

所
々
に
小
山
流
水
あ
り
て
春
は
緑
色
の
野
景一
し
ほ
よ
ろ
し
く、

種
々
の
見
な
れ
ぬ
野
鳥
花

林
の
間
に
囀
り、

夏
は
殊
の
外
暑
く
「
ハ
ー
レ
ン
ヘ
イ
ト」
似
の
寒
暖
計一
百
度
之
上
に
至
り
時
々
駿
雨
雷
電
を
催
し
候
（
認
芹
虹
翡
芯
紐

遠瓦
岐
翡
底
雙）

秋
は
山
林
の
霜
葉
二
月
の
花
よ
り
も
紅
に
し
て、

竜
田
の
風
景
も
か
く
や
有
け
ん
と
思
れ
候、

熟
し
其
大
さ
九
年
母
位
に
し
て、

其
味
甘
く
し
て
酸
味
を
含
み
候
故
実
に
大
人
ヘ
一
口
程
で
も
進
上
い
た
し
度
候、

事
二
三
尺
に
至
候
故
人
馬
も
無
恙
往
来
い
た
し
候、

且
梨
子
は
殊
之
外
甘

く
日
本
の
泡
雪
に
も
勝
れ
り
と
そ
ん
し
候。
冬
は
至
て
寒
く
十一
月
下
旬
よ
り
雪
降
続
き
今
に
雪
の
上
を
往
来
い
た
し
候、

池
の
氷
厚
き

且
女
小
供
鋏
の
沓
を
つ
け
氷
上
を
踏
行
致
候、

是
は
殊
之
外
面
白
き
戯
に
し
て、

あ

る
小
供
は
三
度
の
食
事
を
も
忘
候
ほ
と
に
御
座
候。
極
寒
之
節
は
寒
暖
計
零
の
下
六
七
度
よ
り
十
六
七
度
に
下
り
候、

然
し
当
時
は
（
出琴

誓
辻
韮
此
恥
紅か
踪
註
毘臼←
髯
暉
麒
嗜）
二
十
度
よ
り
三
四
十
度
之
間
に
昇
降
い
た
し
候
故、

往
来
の
雪
少
々
解
初
め
申
候、
且
当
地
は
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江
戸
の
春
と
ハ
違
ひ
今
に
屈
の
初
音
も
聞
不
申
候、

帥
木
は
雪
に
埋
む
れ
日
々
風
吹
き
甚
不
快
な
る
天
気
に
御
座
候、

逐
而
四
月
の
下
旬

〔

は
い
l

に
至
候
得
ね
ば
春
の
景
色
も
見
へ
不
申
候。

扱
如
此
寒
国
と
は
申
な
か
ら
万
事
都
合
よ
ろ
し
く、

外
行
之
節
に
は
羅
沙
之
頭
巾、

毛
織
の

頸
巻、

羅
沙
之
上
衣、
ゴ
ム
の
雪
沓、

羅
沙
或
は
革
の
手
袋
を
用
候
故、

更
に
寒
き
思
ひ
も
不
致、

よ
く
石
炭
或
は
椒
を
た
き
候
故、

み
門の
出
来
t)、
婦
人
学
校、

の
は一
切
無
徊
座
候

実
に
融
々
た
る
春
風
の
内
に
有
る
か
と
思
ハ
れ
候、

か
つ
内
に
居
候
折
は
鋏
の
火
炉
に
程

且
姻
筒
を
よ
き
に
備
へ
候
故、

決
し
而
姻
り
の
難

渋
は
不
致
候。
且
此
ア
ン
ド
ワ
は
高
名
な
る
邑
に
し
て
聖
学
校、
大
学
校
（
鱈
嗜）、
自
由
学
校（
⑫
注
匹
芦
叙
這
諜
紐
咄
戸
国
丘
恥
距
蝶立
玲
猷
切
冨

其
外
種
々
の
邑
学
校、
貧
院、
病
院
等
有
之
（
紐
如
<
g
吟
峰
匹
踪
蒻
謡
疇
暉
碑
四
匹
謬
葬
認
知
恥
謬
呼
窃）、
か
つ
種

種
の
毛
織
場
有
之
候、

此
場
之
大
仕
掛
は
水
車、

歯
車、

蒸
気
機
関
に
し
て
其
至
妙
紙
上
に
載
か
た
＜
御
座
候。

担
往
還
は
大
道
と
小
径

〔マ
マ〕

と
を
分
ち、

其
間
に
エ
ル
ム
と
樹
を
植
付
け
候
ゆ
へ、

縦
令
雪
深
く
降
つ
み
候
と
も
決
し
而
往
還
を
あ
や
ま
り
不
申
候、

但
大
道
は
車
馬

の
往
来
に
備
へ、

小
径
は
諸
人
の
往
来
に
供
し
候
故、

車
に
足
を
ひ
か
れ
馬
に
け
ら
る
4
等
の
心
配
は
無
御
座
候、
か
つ
渠
は
地
下
に
堀

通
し
候
故、

小
児
杯
の
渠
に
は
ま
り
候
事
も
更
に
無
御
座
候。

扱
書
生
之
外
当
所
に
住
ミ
居
候
人
々
他
行
の
節
は
必
ら
す
図
の
如
き
車
に

の
り
馬
に
ひ
か
せ
候
故、

足
の
労
れ
候
難
儀
も
無
之、

か
つ
遠
方
へ
の
旅
に
は
蒸
気
車
に
乗
り
候
故一
日
に
百
里
余
の
旅
も
い
た
し
候、

但
し
賃
銀
は
日
本
の
一
里
に
六
セ
ン
ツ
（
仁
環）
程
払
申
候、

小
子
義
昨
年
の
夏
は
甲
比
丹
の
家
へ
ま
い
り

一
月
半
程
逗
留
い
た
し
候、

但
し
此
甲
比
丹
の
家
は
ケ
ー。フ
・
コ
叫
叶バ
と
申
候
所
に
し
て
ポ
ス
ト
ン
よ
り

六
十
里
程
の
距
に
御
座
候
得
共、
小
子
午
後
四
時
半（
日
本
の
七
ッ
四
分一
時）
に
蒸
気
車
に
乗
り
て
夜
の
五
ッ

時
に
彼
地
へ
到
着
仕
候。

担
手
紙
の
義
は
矢
張
蒸
気
車
に
て
運
候
故、

僅
か
三
セ
ン
ツ
（
暉
翌
払
候
得
は

ア
メ
リ
カ
の
北
の
界
よ
り
南
の
辺
迄
も
無
滞
音
信
を
通
し
申
候〔
煙
草〕

扱
此
聖
学
校
に
罷
在
候
書
生
は
多
分
正
直
信
実
に
し
て
一
切
酒
姻
飩
等
を
不
用、

強
而
邪
淫
を
避
け
決
し
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肥
土
を
よ
き
に
施
し
候
故、
産
物
殊
之
外
よ
ろ
し
く
御
座
候。

而
女
色
の
事
杯
は
不
談、

唯
天
地
人
間
帥
木
鳥
獣
魚
虫
を
造
り
て
永
々
存
在
こ
4
に
も
か
し
こ
に
も
被
為
在
候
あ
ら
た
か
な
る
神、

乃
ち

以
前
に
申
せ
し
天
上
独
一

真
神
の
道
を
修
め、

此
世
の
罪
を
償
へ
る
聖
人
ジ
イ
ニ
ジ
ュ
ス
の
教
を
守
り
日
夜
不
怠
祈
躊
致
し、

其
恩
恵
扶

助
を
の
そ
み、

己
に
克
ち
慾
を
禦
き、

父
母
に
孝
を
尽
し、

兄
弟
姉
妹
朋
友
隣
人
を
愛
す
る
事
己
に
斉
し
く、

偽
詐
倭
弁
を
犀
ち、

悪
ロ

世

怒
言
を
嫌
ひ
候
故、

其
風
俗
の
美
し
事、

何
卒
我
朝
放
蕩
之
諸
生
酒
を
の
み
自
ら
英
雄
と
か
称
し、

人
間
の
人
を
見
さ
げ
豚
犬
と
か
よ

ひ、

親
兄
弟
を
け
つ
け、

情
の
知
れ
ぬ
女
郎
に
な
じ
み
遂
に
痙
毒
に
染
ま
り、

其
業
を
失
ふ
の
み
な
ら
す
大
切
な
る
身
を
亡
し、

父
母
に

難
儀
を
か
く
る
輩
に
見
せ
度
そ
ん
し
候。

小
子
も
昔
の
七
五
三
太
と
は
大
に
違
ひ
深
く
此
聖
人
の
道
を
楽
み、

日
夜
怠
ら
す
其
聖
経
を
よ

み、

道
を
楽
し
み
善
を
行
ひ、

偏
に
他
日
の
成
業
且
国
家
の
繁
栄、

君
父
朋
友
の
幸
福
を
の
み
神
祈
仕
候。

但
し
聖
学
校
の
書
生
は
凡
百

人、

大
学
校
の
書
生
二
百
六
七
十
人、
自
由、
婦
人、
邑
学
校
の
書
生
共――ー
百
人
よ
に
御
座
候
故、
当
所
書
生
の
総
計
は
六
百
六
七
十
余
ニ

ド
ル

9

ル

御
座
候、

但
し
書
生
の
食
料
は
家
々
に
よ
り
差
別
有
之
候
得
共、

通
例
の
価
は
一

周
日
二
六
七
元
に
御
座
候
て
一

年
に
は
凡
三
百
六
七
十

元
に
御
座
候、

且
南
北
戦
争
後
物
価
大
き
に
高
ま
り
日
本
之
二
朱
分
の
槙
木
は
弦
二
而
二
両
程
の
価
に
御
座
候。

当
地
に
住
居
候
書
生
の

外
は
多
く
農
夫
に
し
て
牡
牛
を
野
餡
し
其
乳
汁
を
取
り
チ
ー
ス
（
呼
凶
抒
紐
ぢ）、

バ
タ
（
叶
認）
等
を
作
り、

畑
に
は
麦、

烏
麦、

も
ろ
こ
し、

豆、

と
ふ
な
す、

菜、

蕪、

人
参、
五
升
い
も、
葡
萄、
林
檎、
梨
子
（
暉
畔
輝
輝）、

其
外
種
々
の
菓
物
を
作
り
候、

但
耕
作
の
義
は
至
而
ょ

ろ
し
き
道
具
を
用
候
故、

日
本
に
て
十
人
で
致
す
仕
事
は
此
国
に
は
一

人
に
て
い
た
し
候、

且
土
地
は
寒
く
し
而
日
本
に
劣
り
候
得
共、

〔
あ
な
ぐ
ら〕

か
つ
地
を
掘
り
客
を
作、
総
〔
て〕
の
野
菜
を
菩
へ
候
故、
今
に
昨
年
の
夏

作
り
候
い
も、

蕪、

人
参、

と
ふ
な
す、

林
檎
等
を
食
用
い
た
し
候。

食
事
の
義
は
日
本
と
ち
か
ひ
椅
子
に
腰
を
か
け
大
な
る
卓
上
に
食

事
い
た
し、

箸
の
代
り
に
肉
剪
小
刀、

肉
叉、

ヒ
子
等
を
用
ひ、

食
物
は。ハ
ン、

牛
の
焼
肉、
豚
の
む
ま
煮、
羊
の
肉
汁、
卵
の
油
い
り、

〔
ス
U

種
々
の
野
菜
等、

折
々
は
魚
肉
等
を
用
ひ
候。

食
後
の
菓
子
は
カ
ラ
テ
イ
ラ、

ポ
デ
イ
ン
（
聾
翌
澤
配
屁
芯
藷
呼
ば
函
虹て）
。ハ
ー
イ
（
環
謬
は
m
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林
檎、

桃、

梨
子、

葡
萄
の
砂
糖
煮、
種
々
の
干
菓
子、

折
々
は
米
を
牛
乳
に
て
に
つ
め
よ
き
蜜
を
か
け
食
用
い
た
し
候。

飲
料
は
茶
（
支
那
茶
日
本
茶
等
な
り）
カ
ー
フ
ィ
ー、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト、

に
て
は
医
術
ひ
ら
け
人
々
蓑
生
の
道
を
弁
へ
決
し
而
菜
渋、

一
服
の
姻
帥
も
す
わ
す
万
事
信
実
に
取

た
く
わ
ん
潰、

豆
い
り
等
の
如
き
消
化
し
難
キ
物
は
不
用
候、

但
蓑
生
の
義

〔

マ

マ

〕

は
大
切
な
る
事
に
し
而
人
命
の
長
短
に
も
拘
り
候
間、

何
卒
大
人
や
わ
ら
か
き
食
正
に
相
成
候
物
を
御
食
用
被
成、

且
つ
御
保
狸
の
為
と

し
て
折
々
御
他
行
被
成、

小
子
の
事
は
一
切
御
心
配
不
被
成、

偏
に
御
身
の
御
養
生
の
み
専一
と
被
成、

小
子
帰
錦
の
節
迄
も
御
存
命
に

被
為
在
候
様
奉
神
祈
侯゚

扱
前
文
申
候
通
り
小
子
義
は
ボ
ス
ト
ン
の
「
ハ
ル
デ
ィ
ー」
と
申
者
総
の
物
を
調
呉、

足
袋
の
つ
ぎ
当
等
は
ア
ソ
ド
ワ
の
寄
宿
家
の
婦
人
深
切
に
世
話
致
呉
候
故、

是
等
の
事
は
決
し
而
御
心
配
被
下
間
敷
候、

扱
小
子
義
も
長

の
旅
を
致
し
自
身
に
衣
類
を
作
り
洗
た
く
つ
き
当
等
を
い
た
し
候
故、

縦
令
宿
の
婦
人
世
話
い
た
し
呉
不
申
候
と
も
決
し
而
差
つ
か
い
は

扱
小
子
義
日
本
を
去
り
候
ひ
し
よ
り
行
義
大
に
改
ま
り
候
は
一
杯
の
酒
も
不
飲、

か
つ
衣
服
之
洗
濯
繕
ひ

無
御
座
候。

〔

憬
り

行、
無
解
怠
学
問
修
行
仕
候
故、
人
々
小
子
を
愛
敬
し
大
学
校
の
頭
取、

聖
学
校
の
教
師
に
至
る
迄
も
小
子
を
深
切
に
取
扱、
路
上
に
出
逢

候
ハ
、
手
を
握
り
（
芦
窃）
今
日
は
如
何
御
座
あ
る
哉
と
丁
寧
に
挨
拶
い
た
し
呉
候、
去
な
か
ら
小
子
は
益
謙
遜
益
勉
強
い
た
し
成
業
の
事

を
の
み
期
し
居
候。

古
語
に
申
候
通
り
陰
徳
あ
る
者
は
必
ら
す
陽
報
あ
り
と
て、

御
老
大
人
の
曽
て
施
せ
し
陰
徳
今
は
小
子
の
身
二
陽
報

せ
り
と
存
し、

偏
に
天
恩
の
添
を
拝
し
日
夜
不
怠
御
老
大
人
及
ひ
大
人
の
為
未
来
の
冥
福
を
祈
居
候、

然
し
小
子
の
出
奔
い
た
し
候一
条

定
而
御
老
大
人
御
母
様
に
御
苦
労
御
心
配
を
相
掛
候
と
存
候
得
ば、

小
子
の
身
を
寸
々
に
斬
候
と
も
其
罪
を
償
ひ
難
く
御
座
候、

去
な
か

ら
小
子
決
し
而
親
族
を
見
棄
る
に
は
無
御
座、

只
々
修
行
の
為
と
て
暫
時
親
族
に
相
別
れ
申
候。

古
人
の
申
通
名
を
立
道
を
行
ひ
父
母
之

〔

術
〕

名
を
後
世
に
遺
す
す
は
孝
之
至
也、

と
申
候
て
禄
々
阿
母
の
目
下
に
侍
り
僅
か
六
両
二
人
扶
持
の
為
に
光
陰
を
消
し
候
ハ
、
当
時
の
形
勢

辛
甘、

黒
白、
馬
か
鹿
か
も
弁
せ
す、
ほ
く
ち
箱
の
す
ミ
に
て、
此
広
大
な
る
世
界
を
僅
か
三
寸
四
方
の
物
と
思
ひ
候
ハ
ん、
小
子
不
肖
と

コ
コ
ー
と
申
実
等
に
し
て、

牛
乳
と
砂
糖
を
加
へ
用
ひ
候。

扱
此
国
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被
為
在
候
哉、

海
山
万
里
定
省
に
由
な
く
日
夜
御
母
様
の
為、

天
上
真
神
の
巻
顧
を
祈
居
〔
候〕、

心
配
よ
く
内
々
の
取
締
を
い
た
し
候
様。

双
六
殿
へ
は
（
卵
直
認
謬
燐
厨
唸）、

小
子
に
代
り
能
く
父
母
に
事
へ
諸
姉
を
愛
し、

身
を
信
実
に

持
ち
放
逸
書
生
の
悪
俗
を
避
け、

飲
酒
は
勿
論、

あ
ま
り
姻
帥
を
呑
ま
ぬ
様
（
這
紐
遷
誌
巧
に）、

窮
と
雖
野
鄭
の
志
を
生
す
る
な
く
確
然
と

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

 

志
を
立
て
日
夜
勉
強
致
し、

他
日
小
子
の
談
合
手
に
相
成
候
様。

か
つ
古
風
の
メ
ク
ラ
学
者
に
傲
ら
ひ
ホ
ジ
ク
リ
学
問
を
不
致
様、

偏
に

c
し〗
l

目
を
ひ
ら
き
当
時
の
形
勢
を
察
し
地
理
書
等
を
ひ
ら
べ
、

洋
書
調
所
或
は
海
軍
所
へ
出、

洋
算
を
稽
古
可
致
様、

去
な
か
ら
時
々
閑
を
楡
み

飛
鳥
山、

隅
田
川
の
辺
へ

逍
遥
可
致
様、

但
し
双
六
殿
ハ

格
別
丈
夫
二

無
御
座
候
故、

別
し
而
野
辺
の
空
気
ハ

肺
の
為
に
よ
ろ
し
く、
且
逍

遥
は
身
体
に
運
動
を
い
た
し
候
故、

自
然
健
全
の
基
礎
と
相
成
ら
ん。

然
し
観
音
の
北
に
当
り
八
丁
土
手
に
続
き
た
る
一

地
は
忠
臣
孝
子

の
嫌
ふ
へ
き
所
に
御
座
候
間、

決
し
而
彼
地
へ
は
徘
徊
せ
ぬ
様、

如
何
と
な
れ
ば
一

ひ
身
を
其
場
に
や
っ
し
候
得
ば
其
産
財
を
失
ふ
の
み

な
ら
す、

痙
毒
に
染
ま
り
候
得
ば
其
身
一

生
の
難
義
は
勿
論、

其
毒
子
孫
に
至
る
迄
も
伝
染
し
子
孫
に
不
幸
を
残
す
基
に
し
而
甚
お
そ
る

へ
き
事
候
只
に、

是
は
小
子
よ
り
双
六
殿
ヘ
一

生
の

望
と
し
て
よ
く

／
＼
御
談
し
可
被
下
候。

扱
家
財
の
義
は
大
人
御
入
用
の
外
尽
く

双
六
殿
お`
、`
よ
様
へ

御
ゆ
つ
り、

小
子
の
為
に
は
決
し
而
御
工
風
被
下
間
敷
候
様
奉
願
候。

若
し
御
病
気
の
御
沙
汰
御
座
候
ハ
、
よ
ろ
し

＜
杉
田
様
と
御
相
談
被
成、

一

切
神
仏
へ
の
願
か
け、

ま
じ
な
い
等
は
被
成
間
敷
候
様
奉
存
候、

な
せ
な
ら
ば
日
本
の
神
仏
は
木、

鋏、

間、

小
子
義
と
て
も
再
ひ
御
目
二

掛
候
事
ハ

相
成
間
敷
と
存
候
得
は、

お
み
よ
様
に
は
決
し
而
小
子
の
為
に
不

一

し
ほ
悲
哀
を
催
し
涙
を
袖
に
そ
4
ぎ
候、

お
母
様
は
其
後
如
何

雖
臥
樫
千
里
に
駆
る
の
志
い
か
に
も
禁
し
難
く、

国
禁
を
も
犯
し
身
の
難
渋
を
も
不
顧、

如
此
大
胆
な
る
働
を
出
来
し
瓢
々
と
異
国
へ
渡

候
処、

此
の
国
の
人
至
而
厚
情
に
し
て
深
く
小
子
の
世
話
致
呉
候
事、

天
恩
の
至
り
謝
す
る
に
方
な
し
と
可
申
候、

何
卒
大
人
小
子
の
挙

を
世
間
の
放
蕩
少
年
と
能
々
御
く
ら
へ
、

何
レ
が
よ
ろ
し
き
か
を
御
差
別
被
成、

少
し
く
小
子
の
志
如
何
を
御
察
し、

且
我
朝
開
闘
以
来

未
曽
有
の
大
出
奔
を
致
し
候
小
供
を
御
持
被
成
候
は、

御
身
の
手
柄
と
思
召
御
明
ら
め
可
被
遊
候。

扱
御
老
大
人
様
御
年
齢
に
被
為
在
候
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疫応3年

銅 、

石 、

紙
等
に
て
造
り 、

目
あ
れ
共
見
得
ず 、

耳
あ
れ
共
聞
得
ず 、
口
あ
れ
共
食
ひ
得
す 、

手
足
あ
れ
共
働
く
能
ず 、

是
其
内
に
魂
の
な

き
ハ

明
白
に
御
座
候 、

且
神
仏
は
古
の
人
に
し
而
矢
張
当
時
の
人
間
と
同
し
く
太
神
宮
の
如
き
も
大
人
と
斉
し
き
人
に
御
座
候
問 、

神
棚

ヘ
崇
め
尊
び
天
照
宮
と
申
頭
を
さ
げ
拝
ミ
を
上
候
等
之
事
ハ

愚
之
至
り
に
し
て
論
を
用
ひ
す
共 、

其
利
益
の
な
ぎ
事
は
相
分
り
申
候 、

但

し
天
照
宮
も
八
幡
宮
も
春
日
大
明
神
も
矢
張
我
々
と
同
し
く
独
一

真
神
よ
り

造
を
受
た
る
人
間
に
御
座
候
間 、

何
卒
大
人
御
目
を
ひ
ら
き

如
此
手
に
製
し
た
る
刷
側
に
御
迷
ひ
被
成
ぬ
候
様 、

去
な
か
ら
此
天
上
独
一

真
神
は
天
に
も
地
に
も
只
独
り

（
屹
這
心
年
茫
霜
連
唸）
の
神
ニ

を
つ
く
り

御
座
候
ハ
、

天
地 、

星
辰 、

人
間 、

鳥
獣 、

魚
類
等
に
至
る
迄
永
々
御
存
在
こ
4
に
も
か
し
こ
に
も
被
為
在 、

世
人
の

善
悪
を
御
覧
被

’

�

»ヽ

»ヽ

成 、

善
を
な
す
者
に
ハ

未
来
の
幸
福
不
朽
の
生
命
を
賜
ひ 、

悪
を
為
せ
し
者
に
必
ら
す
罪
を
加
へ

、

永
々
の
困
苦
を
賜
ひ
候
間 、

何
人
に

福
を
被
下
候
事
必
定
二

御
座
候 。

扱
此
神
の
事
は
逐
々
小
子
帰
郷
の
後
仔
細
に
可
申
上
候 、

拘
ら
す
後
悔
致
し 、

其
神
を
信
仰
し

而
日
夜
敬
而
祈
躊
を
呈
し 、
「
天
上
独
一

の
真
神
全
家
を
恩
顧
し 、

悪
事
災
難
を
禦
き 、
か
つ
日
々
の

喜
ん
で

食
物
を
賜
ひ 、

其
上
以
前
に
犯
し
た
る
罪
を
御
ゆ
る
し
被
下」

云
々
と
御
と
な
へ
候
得
は 、

此
神
必
ら
す
其
の
祈
禰
を
御
聞
き
未
来
の
冥

扱
緩
々
申
上
度
候
〔
得〕

共
万
事
紙
上
に
書

尽
し

難
候
問 、

弦
に
て
筆
を
止
め
申
候 、

大
人
尊
下
に
奉
呈
候

尚
以 、

時
候
折
角
御
厭
被
成 、

き
消
化
の
よ
き
物
を
御
食
用 、

千
八
百
六
十
七
年――一
月
二
十
九
日

已
上

且
寒
暑
二
拘
ら
す
食
物
に
御
注
意
被
成
候
様 、

別
し

而
コ
レ
ラ
等
流
行
い
た
し

候
ハ
、

や
わ
ら
か

か
つ
御
身
を
清
潔
二

御
保
ち
可
被
成
候
様
奉
合
掌
候

合
衆
国
マ
ス
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
邦
丁
メ
ド
ヮ
邑
の
大
学
校
よ
り

児
敬
幹

敬
而

37 



は
最
早
糊
を
付
候
間、

只
其
糊
を
御
し
め
し
御
封
し
可
被
成
候。

状
を
其
者
よ
り
御
請
取
被
成
候
事
と
奉
存
候

ヘ

罷
越
英
学
の
修
行
い
た
し
居
候

飯
田、

星
野、

菅
沼、

江
場
諸
先
生
は
よ
ろ
し
く
御
伝
言
可
被
下
候。

か
つ
杉
田
廉
卿
様
へ
は
別
書
を
御
と
4
け、

か
つ
よ
ろ
し

く
御
伝
言
之
程
奉
希
候。

別
し
而
吉
田
賢
輔、

鈴
木
振
八
は
小
子
の
親
友
に
御
座
候
間、

若
し
御
逢
被
成
候
ハ
、
よ
ろ
し
く
御
伝

植
村、

木
村、

浅
尾
様
へ

も
よ
ろ
し
く、

定
而、

民、

鉄
三、

昨
年
十
一

月
薩
州
侯
之
御
家
来
六
人
程
ニ
ウ
ー
ヨ
ル
ク
ヘ

到
着
致、

其
内
一

人
当
所
へ

参
り
小
子
を
尋
ね
呉
候、

小
子
日
本
を
去

り
し
よ
り
同
国
人
に
逢
候
は
是
が
初
で
御
座
候
ひ
し
故
殊
之
外
欣
喜
仕
候。

か
つ
当
時
此
六
人
の
者
は
モ
ン
ソ
ン
と
申
所
の
学
校

当
月
の
初
旬
よ
り
日
本
の
テ
ヅ
マ
ッ
カ
ヒ、

カ
ル
ワ
ザ
シ、

ボ
ス
ト
ン
ヘ

罷
越
二
四
周
日
の
間
逗
留
い
た
し
居
候

さ
し
む
け

扱
昨
年――一
月
当
所
よ
り
箱
楯
表
に
罷
在
候
宇
之
吉
と
申
者
へ

相

頼

み
大
人
へ

之
書
状
及
小
子
の
写
真
像
奉
呈
候
間、

最
早
其
書

＊
＊

扱
御
返
書
之
義
は
星
野
閏
四
郎
様
へ

御
頼
み
横
浜
に
罷
在
侯
彦
蔵
へ

御
あ
ひ
被
成、

別
紙
を
御
見
せ
被
成
候
ハ
、

其
者
必
ら
す
其

書
状
之
世
話
い
た
し
呉
候
ハ

ん
と
存
候。

扱
其
運
賃
は
二
朱
か
壱
分
に
御
座
候
間
御
払
可
被
成
候。

か
つ
御
返
書
の
義
は
薄
葉
に

細
字
を
以
御
認
め
長
さ
三
寸
巾
二
寸
半
程
に
御
畳
み
被
成、

小
子
よ
り
差
上
候
状
袋
へ

御
封
し
こ
め
可
被
成
候。

但
し
此
状
袋
に

熊
若
様
へ

無
恙
被
為
在
候
哉
奉
伺
候

*
＊
*

 

若
し
彦
蔵
横
浜
表
に
罷
在
候
ね
ば
杉
田
様
へ

御
頼
み、

同
所
に
罷
在
候
教
師
ア
メ
リ
カ
人
プ
ラ
ウ
ン
と
申
者
へ

御
返
書
御
差

向
可
被
成
候

巨

よ
ね
は
大
き
く
な
り
候
と
そ
ん
し
候
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座応3年

す

19 

⑤
写
真

＊
＊

新
島
双
六

申
人
に
御
頼
み
被
成
候
ハ
、

到
而
都
合
よ
ろ
し
く
御
座
候

18 

〔
四
月
十
一

日
〕

横
浜
に
罷
在
候
彦
蔵
と
申
者
へ

此
書
を
御
見
せ 、

大
人
よ
り

小
子
へ

之
御
返
書
を
よ
ろ
し
く
取
扱
呉
候
様
御
頼
み
可
被
成
候

書
状
運
賃
之
義
も
よ
ろ
し
く
御
問
合
せ
可
被
成
候

彦
蔵
に
御
問
合
せ
可
相
成
義
御
座
候
ハ
、
‘

十
二

月
二
十
四
日

ア
メ

リ
カ
人
プ
ラ
ウ
ン
と
申
者
へ

御
懇
意
可
被
成
候 、

か
つ
向
後
之
御
書
状
此
プ
ラ
ウ
ン
と

日
本
に
は
兎
角
野
豚
の
如
き
人
間
有
之
候
間 、

怪
我
災
難
を
避
け
る
為
夜
行
せ
ぬ
様
い
た
し
度
候 、

七
五
三
太

且
夜
行
は
簑
生
の
為
に
な
ら

新
島
民
治

畠
中
章
光
写

⑥
森
中
写
に
よ
れ
ば、
原
本
は
洋
紙一
枚
の
両
面
に
ペ
ソ
書
と
あ
る。
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0
林
家
に
入
塾
せ
し
趣
珍
重
々

、々

然
し
古
風
の
支
那
人
に
傲
ふ
勿
れ

一

ひ
家
郷
へ

書
を
達
せ
し
よ
り、

返
翰
之
義
は
と
て
も
早
速
二
は
妥
許
へ

届
く
ま
し
き
と
思
居
し
に、

翌
計
ら
ん
や
千
八
百
六
拾
七
年
十

月
五
日
の
朝、

慶
応一ー一
年
丁
卯
六
月
旬
八
の
家
書
吾
か
寄
宿
せ
る
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
校
へ
相
達
せ
し
事、

担
予
家
を
辞
し
且
箱
楯
を
去
り

夢
を
波
濤
に
結
ひ
し
よ
り、

之
至、

記
す
る
に
方
な
し
と
云
へ
し、

只
々
家
郷
如
何
を
思
計
な
り
し
に、

今
度
一

封
の
書
二

而
家
郷
の
人
無
事
健
全
な
る
由
を
知
り
得
候
事
欣
然

＊
且
哲
樫
二

臥
す
と
も
志
千
里
に
駆
す
る
よ
し、

是
又
喜
欣

皇
国
の
形
勢
大
二

変
換
せ
し
趣
承
り
候、

是
は
乃
ち
開
化
の
兆
な
る
へ
し

政
府
数
万
の
兵
一

の
長
州
を
如
何
と
も
し
難
き
を
も
む
き、

実
に
笑
ふ
に
堪
へ
た
る
と
云
ふ
へ
し

予
か
箱
楯
よ
り
ア
メ
リ
カ
迄
の
日
記
ハ

阿
萱
へ
の
書
中
に
略
記
し
候
故
弦
二
の
せ
す、

か
つ
米
利
堅
の
形
勢
ハ

飯
田
君
へ
の
書
内
に
略
記

せ
し
故、

先
生
二

付
其
を
知
り
得
へ
し、

予
か
今
日
哲
に
望
む
所
は
左
の
条
々
に
し
て、

甚
行
ひ
易
き
所
な
り

一

日
本
て
申
君
に
忠
ハ

我
至
聖
救
主
ジ
ィ
エ

ー
ジ
ュ
ス
の
論
す
る
忠
と
大
に
違
ひ
候
故‘

て
主
君
朋
友
に
接
し、

愛
敬
を
以
て
父
母
諸
姉
に
接
せ
は
可
な
ら
ん、

只
々
今
日
偽
を
以
て
人
に
接
せ
ぬ
〔
様〕
い
た
し
度
候

二
漢
学
は
只
支
那
歴
代
の
事
を
窮
む
る
に
よ
ろ
し
く
候
得
共、

孔
孟
の
道
を
以
国
を
立
ん
と
す
る
は
大
な
る
誤
な
り

之
に
依
て
予
か
哲
に
望
む
所
は
洋
学

尤
も
英
を
よ
ろ
し
と
す

を
攻
む
る
に
あ
り、

若
し
解
西
所
に
て
洋
人
に
付
き
学
ぶ
を
得
ば、

先
つ
英

語
に
而
話
す
事
を
専
務
と
す
へ
し、

其
よ
り
文
法
書、

算
術、

点
算、

幾
何
学、

度
量
学、

西
洋
一

般
の
歴
史、

か
つ
各
国
の
歴
史
を

兵
制
の
変
せ
し
由、

さ
れ
と
兵
を
以
て
国
は
立
ち
難
し

国
を
去
て
よ
り
一

切
漢
の
書
物
を
読
ぬ
故、

往
々
漢
語
を
忘
れ
申
候

此
書
ハ

飯
田
君、

杉
田
君
之
外
余
人
の
妄
覧
を
禁
ず、

一

朝
夕
に
か
た
り
難
し、

去
な
か
ら
信
義
を
以
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鹿応3年

の
為

八
窮〔
す〕
と
雖
志
を
屈
す
る
勿
く、

只
成
業
の
上、

国
家
に
寸
力
を
尽
〔
す〕
を
要
す
へ
し

か
ら
す

ふ
勿
れ、

ハ
一

切
妓
を
擁
せ
ぬ
〔
様〕
い
た
し
度
候、

意
す
へ
し

三
日
本
語
に
て
文
を
綴
り
誰
レ
に
も
読
め
る
様
な
る
文
を
綴
る
事
を
注
意
す
へ
し
日
本
人
の
斯
も
漢
字
を
用
ゆ
る
は
大
な
る
誤
な
る
べ
し

9

9

‘
‘

»
ヽ

四
詩
作
に
暇
を
喪
や
さ
ぬ
〔
様〕
い
た
し
度
候

五
酒
を
一

切
の
ま
ぬ
様、

あ
ま
り
姻〔
草〕
も
呑
ま
ぬ
様、

酒
姻
の
脳
を
害
す
る
事
は
現
二

見
へ
不
申
候
得
共、

其
身
体
を
害
す
る
事
一

手

〔
憶〕

一

足
を
切
る
よ
り
甚
し、

如
何
と
な
れ
は
脳
は
人
間
の
記
臆
思
慮
の
源
に
候
故
喜
怒
哀
楽
の
問
屋
場
な
り、

宜
し
く
其
を
害
せ
ぬ
様
注

痙
毒
ひ
と
た
ひ
み
に
染
り
候
得
ば、

其
身
生
涯
の
害
の
み
な
ら
す、

子
孫
へ
伝
り
候
故、

宜
し

〔
＜〕
敬
而
之
を
避
へ
し、

若
し
哲
の
朋
友
中
に
哲
を
花
柳
問
に
誘
ハ

ん
と
す
る
楚
あ
ら
ば、

宜
断
交
す
へ
し

七
部
屋
を
毎
々
掃
除
す
へ
し、

あ
る
支
那
人
の
塵
中
に
座
し
て
天
下
を
掃
除
す
へ
き
と
の
大
口
至
愚
と
云
へ
し、

部
屋
を
清
浄
に
し
度
々

空
気
を
変
換
す
る
事、

実
に
蓑
生
の
一

に
し
て
書
生
翡
の
尤
も
注
意
す
へ
き
所
な
り、

か
つ
あ
ん
か
を
床
内
に
入
れ
ぬ
様。

空
中
の
酸

気

素
（
畑
祖
這
は）

炭
火
に
接
す
れ
ば
炭
酸
と
申
伯
と
な
り
て
人
間
を
害
す
る
恐
る
へ
き
の
至
り
な
り、

か
つ
七
日
目、

十
日
目
に
は
嬬
半、

〔
し
ら
み〕

〇
菜〕

揮
等
を
換
ふ
へ
し、

何
卒
半
風
子
を
し
て
衣
上
に
逍
蓬
せ
し
む
る
勿
れ。

か
つ
な
潰、

た
く
わ
ん
の
如
き
消
化
し
難
き
も
の
は
一

切
食

度
々
豚
の
赤
肉
を
食
せ
ん
事
を
要
す

然
し
大
食
を
き
ろ
ふ、

毎
日

ご
一
里
ッ
、

逍
遥
せ
ん
事
を
望
む、

熱
き
湯
に
入
る
は
宜
し

々
共
是
非
共
読
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
書
な
り
（
誌
罪
廷
訊

之
数
術
に
打
越
る
一

書
新
旧
約
全
書
を
攻
む
る
を
尤
よ
ろ
し
と
〔
す〕、

此
は
日
本
二

而
禁
制
な
れ
共、

上
帝
（
鴨
韮）

の
造
を
受
た
る
我

攻
む
へ

し

但
し、

洋

の
義
は
飯
田
君
へ
相
談
い
た
し、

君
公
よ
り
御
買
上
に
相
成
候
様
い
た
し
度
候、

且
杉
田
君
に
相
頼
み
解
西
所
よ
り
拝
借
す
へ
し、

然
し
右
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申
き
か
せ
可
被
下
候

十
二

月
二
十
四
日

な
ほ
／
＼、

私
の
写
真
像
は
別
封
に
認
め
候、

御
銘
々
へ

御
遣
し
よ
ろ
し
く
御
伝
言
可
被
下
候、

く
御
伝
言
可
被
下
候

西
長
屋
へ

御
移
り
田
中
様、

飯
田
様
の
御
隣
二

あ
ら
せ
ら
れ
侯
趣
槌
二

承
知
仕
候、

何
卒
御
近
所
の
御
方
々
へ
む
つ
ま
し
く
お
つ

お
み
よ
殿
へ
は
別
段
御
文
不
差
上
候
ま
4
よ
ろ
し
く
御
伝
言、

此
度
の
便
の
事
あ
ま
り
世
間
に
し
れ
ぬ
御
取
扱
可
被
成
候、

去
な
か
ら
横
井
様
へ
は
内
々
に
申
上、

私
の
学
問
出
精
い
た
し
候
由

御
吹
聴
可
被
成
候、

か
つ
よ
ろ
し
く
御
伝
言、

か
つ

菅
沼
様
へ

も
よ
ろ
し
く、

民
五
郎、

鉄
三
郎、

よ
ね
成
長
い
た
し
候
趣
甚
嬉

き
合
可
被
成
い
た
し
度
候

20 

弟

哲机
下

千
八
百
六
十
七
年
十
二
月
二
十
四
日

⑤
森
中
章
光
写

＊

新
島
と
み

右
之
条
々
哲
幸
に
之
を
守
り
な
ば、

予
二

於
而
幸
甚
々
々

か
つ
私
の
身
内
一

統
へ
よ
ろ
し

且
又
御
ま
え
さ
ま
と
御
一

所
に
よ
く
内
之
取
締
を
い
た
し
候
様
御

幹
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脱応3年

れ
し
く
そ
ん
し
候 、

一

而
は
団

か
つ
お
と
き
様
の
御
娘
梅
事
の
お
も
む
き
承
り 、

是
又
う
れ
し
く
そ
ん
し
候

浦
和
の
お
ぢ
さ
ん
は
如
何
御
座
候
哉 、

皆
々
様
御
き
げ
ん
よ
ろ
し
く
奉
伺
候、

御
便
の
節
よ
ろ
し
く 、

若
し
御
病
気
の
御
沙
汰
御

座
候
ハ
、

よ
ろ
し
く
杉
田
様
と
御
相
談
可
被
成 、

先
生
は
私
の
親
き
友
達
に
候
ま
4
決
し

而
あ
し
き
御
取
扱
は
不
被
成
と
そ
ん
し

私
の
目
も
大
き
に
よ
ろ
し
く
相
成
候 、

是
又
御
安
心
可
被
下
候

〔

六
〕

一

筆
申
上
候 、

左
様
に
御
座
候
ハ
、

父
上
様
よ
り

九
月
十
七
日
ァ
メ
リ
カ
の
十
月
五
日

付
の
御
書
状
槌
二

妥
許
に
参
り

拝
見
仕
候 、

扱
御
祖
父

様
初
御
一

統
御
機
姉
克
被
為
在
候
事
山
々
嬉
れ
し
く
そ
ん
し
上
申
候 、

次
に
私
事
も
大
丈
夫
二

し
而
学
問
修
業
い
た
し

居
候
ま
4
何
卒
御

安
心
可
被
下
候 、

去
な
が
ら
お
ま
え
様
に
は
定
而
私
の
箱
楯
よ
り
出
奔
い
た
し

候
事
を
不
孝
の
働
と
思
召
被
成
候
ハ

ん
と
そ
ん
し
得
は 、

私
に
お
ゐ
て
実
に
当
惑
い
た
し

候 、

私
事
右
の
働
き
を
い
た
し

候
事
全
く
御
国
の
為 、

就
の
上
幾
重
二

も
御
鴻
恩
を
む
く
ひ
ん
と
そ
ん
し 、

す 、

身
の
つ
4
く
ま
で
は
た
ら
き 、

候

か
つ
お
ま
え
様
の
御
為
を
深
く
思
こ
み 、

学
問
成

衣
食
の

工
夫
も
不
致 、

雨
風
の
な
ん
ぎ
を
も
苦
に
懸
け

人
情
分
ち
難
き
を
分
ち 、

〔

マ

マ
〕

且
又
飢
た
ら
バ
死
す
ん
し
と
気
を
大
丈
夫
に
持
ち 、

甲
子
の
年
六
月
十
四
日 、

夜
る
九
ツ
時
に
箱
楯
の
港

よ
り
出
奔
い
た
し 、

遂
二

身
を
は
る
／
＼
海
路
に
や
っ
し
け
り 、

其
よ
り

十
五
日
を
経
て 、

か
ら
国
の
「
シ
ャ
ン
ハ

イ
」
と
申
所
へ

参
り

一

ヶ
月
逗
留 、

但
し
此
度
私
の
乗
参
り

候
船
は
日
本
に
帰
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
趣
二

而 、

船
の
甲
比
丹
私
を
外
の
船
に
移
し
呉
候 、

扱
其
船
に
乗

移
り

候
事
は
私
大
幸
の
基
と
相
成
候 。

其
よ
り
「
フ
ー

チ
ャ
ウ
」

帽E

へ

参
り

候 、

弦
二

而
月
見
を
い
た
し

候 、

扱
「
カ
ラ
」

〔

供
〕

〔

色
〕

子
等
は
一

切
こ
し
ら
へ
ず
鶏
の
肉
を
飯
の
内
に
た
き
こ
み
て
其
を
月
に
備
へ

申
候 、

扱
此
港
の
景
気
殊
之
外
よ
ろ
し
く 、

か
つ
月
は
隈
も

な
く
照
り 、

実
に
其
夜
は
寝
る
事
も
忘
る
4
程
に
侯 、

去
な
が
ら
古
郷
は
と
か
く
忘
れ
が
た
＜

候
て
思
わ
す
も
「
た
ら
ち
ね
は
如
何
有
け

ん
け
ふ
の
月
」

と
申
句
を
得
申
候 、

其
港
よ
り

所
々
へ

参
り

凡
五
ヶ
月
程
「
カ
ラ
」

に
逗
留
い
た
し 、

其
よ
り

交
趾
と
申
国
へ

参
り

一

ケ
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れ、

実
に
己
れ
の
子
の
如
く
取
扱
呉
れ
候、

扱
喜
望
峰
と
申
所
を
経
て
一

ヶ
月
半
程
の
日
数
に
て
ア
メ
リ
カ
の
国
な
る
ボ
ス
ト
ン
と
申
所

へ
無
恙
到
着
仕
候、

扱
弦
に
て
ニ
ヶ
月
半
程
船
番
を
い
た
し
居
候
ひ
し
に、

其
船
の
持
主
は
此
港
の
名
高
き
金
持
ち
に
し
而
私
の
為
に
衣

服
を
よ
き
に
求
め
く
れ、

此
所
よ
り
北
東
十
里
程
の
所
に
あ
る

此
所
を
ア
ソ
ド
ヮ
と
申、

名
高
き
学
校
へ
遣
し
居
侯、

扱
其
所
に
て
種
々
の
学

こ
ゞ
と
な
と
は
不
申、

私
の
実
直
に
万
事
を
取
扱、

か
つ
学
問
出
精
い
た
し
候
を
深
く
感
心
い
た
し、

つ
ぎ

か
つ

此
辺
に
て
度
々
小

月
逗
留、

此
は
至
而
あ
つ
き
国
二
而
夏
冬
の
差
別
は
な
く、

草
木
は
年
中
生
々
と
茂
け
り、

米
の
収
納
ハ
一

年
に
二
度
ヅ
、

御
座
候、

此
国

に
サ
イ
ゴ
ン
と
申
大
河
御
座
候、

其
中
に
大
な
る
鰐
住
居
候
由、

私
も
五
尺
程
の
鰐
の
子
岸
に
上
り
甲
を
ほ
す
を
見
申
候、

其
の
形
は
図

の
如
し、

此
所
は
七
八
年
前
よ
り
フ
ラ
ン
ス
の
領
分
と
相
成
し
由
二
而
フ
ラ
ン
ス
人
台
場
を
築、

凡
三
千
人
程
の
士
卒
を
備
へ
置
候、

其

よ
り
再
ひ
「
カ
ラ
」
の
ホ
ン
コ
ン
と
申
港
へ
帰
り
一

ヶ
月
程
そ
こ
に
逗
留、

其
よ
り
呂
宋
と
申
島
の
港
マ
ニ
ラ
ヘ
参
り
一

ヶ
月
逗
留、

此
も

矢
張
甚
暑
き
所
に
て
夜
分
は
寝
間
に
眠
り
難
く
船
の
甲
板
上
に
厚
き
帆
布
を
は
り
其
下
に
眠
り
居
候、

扱
荻
二
而
沢
山
の
麻
布
を
か
ひ
こ

み
申
候、

此
は
実
に
世
界
に
類
な
き
名
麻
二
し
て
船
の
帆
縄
を
作
る
に
妙
な
る
由、

其
港
を
出
て
十
日
程
を
経
て
直
に
日
の
下
に
参
り
候、

ュ
フ

ダ
チ

此
所
を
赤
道
線
と
申
て
甚
暑
き
所
に
御
座
候、

去
な
が
ら
度
々
駿
雨
参
り
私
共
の
暑
き
難
儀
を
除
ぎ
呉
れ
候、

き
竜
巻
に
出
逢
申
候、

扱
日
本
の
船
乗
共
タ
ッ
マ
キ
を
見
て
竜
が
昇
天
す
る
な
と
4
申
候
得
共、

是
は
馬
鹿
ら
し
ぎ
話
に
御
座
候
而
決
し

て
竜
の
如
き
怪
き
者
は
海
中
に
住
み
不
申
候。

扱
「
ジ
ャ
ハ
」

戸
言
の
島
に
近〔
づ〕
ぎ
候
得
は
其
島
の
住
人
小
舟
に
乗
込
み
鶏、

す、

ジ
ャ
ガ
タ
ラ
芋
を
船
へ
売
付
申
候、

此
島
の
人
は
色
黒
く
し
て
甚
き
た
な
く、

を
黒
く
染
め
申
候、

此
島
と
は
な
れ
し
よ
り
ニ
ヶ
月
半
程
一

切
島
を
見
不
申、

当
等
も
い
た
し、

と
ふ
な

か
つ
日
本
の
婦
人
に
ひ
と
し
く
白
く
み
が
く
べ
き
歯

只
山
の
如
き
大
波
の
中
に
ド
プ
ン
ミ
ミ
と
漂
よ
ひ
居
候、

去
な
か
ら
私
事
は
一

切
退
屈
は
い
た
し
不
申、

船
に
て
其
相
応
の
働
を
い
た
し、

自
身
の
衣
類
は
勿
論
甲
比
丹
の
衣
物
を
洗
ら
ひ、

〔
親
切〕

か
つ
暇
あ
る
時
は
英
の
書
物
を
読
み、

航
海
術
を
修
行
い
た
し
候、

扱
其
甲
比
丹
は
至
而
心
節
な
る
人
に
し
て
決
し
而

私
に
其
相
応
の
衣
類
を
与
へ
呉
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可
申
候

ら
す
下
衣
下
股
引
上
嬬
半
等
を
衣
易
へ
候
故、

い
つ
れ
私
よ
り一
封
其
者
に
遣
し
右
の
次
第
を
相
尋
ね

扱
其
所
の
風
俗
は
父
上
様
へ
の
前
状
に
委
し
く
申
上
候、

私
事
も
去
る
秋
よ
り
其
学
校
を
辞
し一
段
高
き
学
校
な
る
「
ア
ー
モ
ス
ト」

ル
レ
ヂ
に
移
り
候、

此
ア
ー
モ
ス
ト
と〔
申〕
所
は
「
ボ
ス
ト
ン
」
よ
り
西
に
当
り
五
十
里
程
離
れ
居
候
得
共、
蒸
汽
車
に
乗
ル
故
ボ
ス
ト
ン

を
午
後
八
ツ
時
に
出
て
夕
の
六
ツ
時
半
に
其
所
に
到
着
仕
候、

其
所
の
風
景
は
以
前
の
ア
ン
ド
ワ
よ
り一
斉
よ
ろ
し
く
種
々
の
奇
麗
な
る

〔

寮
〕

書
生
料、

書
物
庫、

珍
奇
を
あ
っ
め
置
所
（
ジ
ム
ネ
ー
ジ
ャ
ム
）
嘘
呼
滋
江
茫
芦
に
窄

等
有
之、

所
々
に
小
高
き
山
あ
り、

其
間
に
コ
ン

ネ
ク
チ
ュ
ク
ト
と
申
候
名
高
き
大
河
横
わ
り
其
風
景
の
う
つ
く
し
き
画
に
も
か
き
が
た
く
そ
ん
し
候、

当
所
に
罷
在
候
書
生
共
至
而
を
と

な
し
く
聖
人
の
道
を
以
て
相
交
り、

只
々
学
問
を
出
精
い
た
し、

り
初
め
候
半
哉、

日
本
の
書
生
の
酒
を
飲
み
て
大
口
を
は
き、

又
は
女
郎
買
を
以
て
交
り
を
結
ひ
候
事
は一
切
不
致、

日
に
一
度
ツ
、
彼
ジ
ム
ネ
ー
ジ
ャ
ム
に
参
り
球
を
こ
ろ
が
し
色
々
の
遊
び
を
致
し
候。

一
切
半
風
子

翠
恥
罪
な
ど
は
ワ
キ
不
申
候、

籾
申
上
た
き
事
沢
山
御
座
候
ま
4
ど
れ
よ

な
に
か
後
先
と
混
雑
い
た
し
候
故、

逐
而
後
便
に
色
々
可
申
上
候

扱
箱
楯
よ
り
ア
メ
リ
カ
迄
の
委
し
き
日
記
は一
昨
年
の
春
父
上
様
へ
の
書
状
に
封
し
込
め、

コ

か
つ
七
日
目
に
は
必

か
つ
私
の
写
真
像
を
添
ヘ
ア
ン
ド
ワ
よ
り
箱

楯
に
あ
る
私
の
朋
友
へ
差
向
候
ま
4、

逐
而
其
者
よ
り
父
上
様
方
へ
可
差
上
と
そ
ん
し
候、

去
な
か
ら
父
上
様
去
六
月
付
の
御
書
面
に
は

私
の
書
状
は
未
た
御
請
取
不
被
成
由、

私
に
お
ゐ
て
甚
残
念
の
次
第
二
御
座
候、

担
ァ
ー
モ
ス
ト
の
学
校
は一
卜
月
以
前
よ
り
休
息
二
相
成
り、

私
事
只
今
は
ア
ン
ド
ワ
の
友
達
共
を
見
舞
に
参
り、

当
分
之
内
此
所
に
逗

バ

ソ

ノ

ン

・

＇

ジ

留
い
た
す
へ
き
つ
も
り
二
御
座
候、

此
所
の
友
達
共
私
を
晩
餐
に
招
き
呉
れ
色
々
の
面
白
き
歌
を
詠
し
音
楽
を
奏
し
私
を
な
ぐ
さ
め
呉

候、

か
つ
私
を
カ
ラ
の
国
よ
り
連
れ
呉
候
甲
比
丹
十
五
日
以
前
に
ボ
ス
ト
ン
と
申
所
に
参
り、

問
修
行
い
た
し
候

ア
ン
ド
ヮ
迄
手
紙
を
遣
し
私
を
其
所
へ
招
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被
下
間
敷
様
奉
願
上
候

右
は
荒
ま
し
か
き
度

て、

私
事
も
去
夏
の
休
息
に
て
ハ

其
所
へ

罷
越
し
一

卜
月
逗
留
い
た
し
候

ぎ、

か
つ
其
者
の
親
類
共
へ

私
を
連
れ
行
き
大
御
馳
走
を
い
た
し
居
候、

其
の
み
な
ら
す
よ
き
書
物
画
な
ど
を
か
ひ
く
れ
候、

扱
其
甲
比

丹
の
身
内
は
総
計
四
十
四
人
二

御
座
候、

然
し
其
人
私
を
子
の
如
く
に
思
ひ
其
身
内
の
数
へ
加
込
み
総
計
四
十
五
人
と
申
候、

前
に
其
人
キ
ャ
リ
ホ
ル
ニ
ヤ
と
申
港
へ

参
る
趣
二

而
ボ
ス
ト
ン
を
出
立
い
た
し
候、

五
日
程
以

今
日
よ
り
二
周
の
目
に
ハ

学
校
相
初
り
候
故、

何
れ
其
前
に
ボ
ス
ト
ン
に
あ
る
私
の
世
話
人
ハ
ル
デ
ィ
と
申
人
の
内
に
参
る
積
り
に
御
座

候、

当
時
は
此
人
の
妻
残
ら
す
私
の
入
用
を
は
ら
ひ
呉
候
ま
4
此
は
私
の
大
事
な
る
友
達
二

御
座
候、

扱
其
人
の
厚
く
世
話
致
し
く
れ
4

ハ

全
く
其
人
未
来
の
冥
加
の
為
に
し
而
一

文
の
返
報
を
も
求
め
不
申
候
由
度
々
談
し
呉
候、

其
故
私
事
も
万
事
都
合
よ
ろ
し
く
決
し
而
衣

食
に
不
自
由
を
不
致
候
間、

何
卒
後
便
に
は
お
ま
え
様
及
ひ
父
上
様
よ
り
厚
き
御
礼
を
御
の
べ

可
被
下
候
様
い
た
し
度
そ
ん
し
候、

扱
其

御
礼
は
矢
張
日
本
の
字
二

而
御
認
可
被
下
候、

左
す
れ
ば
私
事
ア
メ
リ
カ
の
語
に
直
し
其
ハ
ル
デ
ィ
ー
と
申
人
の
妻
に
可
申
上
候

お
ま
え
様
に
は
武
士
の
妻
に
あ
ら
せ
ら
れ
候
間、

武
士
の
心
を
持、

私
の
事
ハ
ク
ヨ

／
＼
と
不
思
召、

唯
々
御
身
の
御
養
生
御
保
蓑
専
一

に

被
成、

か
つ
又
父
上
様
は
勿
論
御
祖
父
様
を
丁
寧
二

御
取
扱
ひ、

か
け
ぬ
様
奉
願
上
候、

且
双
六
殿
学
問
修
行
の
事
二

付
ト
ヤ
コ
ヤ
と
為
仰
ぬ
様
い
た
し
度
候、

私
二

於
而
は
御
母
様
の
御
病
気
を
甚
心
配

居
候
処、

御
便
り
二

而
全
く
御
快
く
被
成
候
趣
私
に
於
而
の
喜
ひ
替
へ
て
申
さ
ふ
様
も
無
御
座
候、

何
卒
此
後
は
一

切
万
事
に
御
心
配
不

被
成、

只
々
御
保
養
の
事
を
御
工
風
可
被
成
候、

何
れ
私
事
も
不
遠
学
問
を
仕
遂
け
帰
参
い
た
し
幾
重
二

も
御
ま
え
様
の
厚
ぎ
御
恩
を
報

ぜ
ん
と
そ
ん
し
候
間、

当
分
私
は
な
き
者
と
思
召、

お
み
よ
殿
は
身
不
自
由
之
故
何
卒
や
さ
し
く
御
取
扱、

あ
ま
り
心
配
を

か
つ
此
度
差
上
候
私
の
写
真
像
を
私
同
様
に
思
召、

決
し
而
／
＼
私
の
事
は
御
安
し

其
人
の

双
親
は
ケ
ー。
フ
コ
ッ
ト
と
申
所
に
住
居
候
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鹿応3年

ハ
、

敢
而
願
上
不
申
候

21 

新
島
民
治

⑤
森
中
章
光
写

七
五
三
太

何
卒
御
身
の
上
を
御
大
切
二

被
成、

食
物
等
に
御
気
を
付、

決
し
而
こ
わ
き
こ
な
れ
か
た
き
も
の
は
め
し
あ
が
ら
ぬ
様
奉
願
上

候
ア
メ
リ
カ
の
十
二
月
二
十
一

日
は
冬
至
に
相
当
候
間、

今
日
は
日
本
の
何
日
に
当
る
哉
を
御
算
用
可
被
成
候

十
二

月
二

十
五
日

尚

、々

時
候
折
角
御
厭
御
養
生
専
―
二

可
被
成
候、

身
内
親
類
ハ

勿
論
菅
沼、

江
場
諸
君
へ
よ
ろ
し
く
御
鶴
声
可
希
候、

若
し
江

戸
表
二

而
写
真
像
相
取
レ
申
候
ハ
、

御
祖
父
様
大
人
及
御
母
様
双
六
殿
の
写
真
像
を
求
め
度
そ
ん
し
候、

然
し
あ
ま
り
高
価
二

候

慶
応
三
年
六
月
十
七
日
付
の
御
返
書、

千
八
百
六
拾
七
年
十
月
五
日
の
朝
小
子
罷
在
候
ァ
ー
モ
ス
ト
大
学
へ
相
達
し、

敬
而
拝
見
仕、

御

老
大
人
様
初
御
一

統
御
無
事
御
健
全
之
由
槌
二

承
知
仕、

大
慶
之
至
り
奉
存
候、

私
事
も
御
母
様
へ
の
御
ふ
み
に
委
し
く
書
載
セ
し
通、

甚
健
全
に
し
て
学
問
出
精
い
た
し
居
候
間、

偏
二

御
安
心
可
賜
候、

扱
私
よ
り
塩
田
虎
尾
殿
に
相
頼
み
箱
楯
表
よ
り
一

封
の
書
と
私
の
写

御
母
上
様

千
八
百
六
拾
七
年
十
二
月
二
十
四
日
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い
た
し
候
由、

実
二

喜
し
き
新
聞
に
御
座
候

真
像
を
差
上
候
処、

槌
二

同
人
よ
り
御
請
取
被
成
候
よ
し
承
知
仕
候、

扱
御
祖
父
様
及
御
母
様
の
御
病
気
御
全
快
被
成
候
由、

私
の
喜
ひ

実
に
筆
端
に
難
尽
御
座
候、

且
双
六
殿
も
林
家
へ
入
塾
い
た
し
漢
学
修
業
致
候
趣、

是
又
喜
欣
之
至
二

御
座
候、

且
西
長
屋
へ

御
転
宅
被

成
候
よ
し、

此
は
旧
宅
に
比
す
れ
ば
健
全
之
為
に
甚
よ
ろ
し
く
と
そ
ん
し
候、

江
戸
の
形
勢
大
二

換
わ
り
今
は
西
洋
人
を
招
き
読
術
伝
習

熊
若
様
御
逝
去
な
さ
れ
候
よ
し、

実
に
残
念
長
太
息
之
至
リ
ニ

御
座
候

近
比
の
新
聞
紙
に
よ
り
将
軍
統
轄
の
程
を
失
ひ
候
由、

此
は
弥
実
説
二

御
座
候〔
哉〕
奉
伺
候、

〔

昨
〕

一

昨
年
三
月
私
よ
り
箱
楯
表
へ

差
向
候
大

人
へ
の
書
封
に
ハ
、

箱
楯
よ
り
米
利
堅
迄
の
日
記
と
私
の
写
真
像
を
封
込
候
間、

若
し
今
に
御
請
取
不
成
候
ハ
、

私
二

於
而
も
甚
残
念
に

そ
ん
し
候、

扱
其
書
状
は
箱
楯
の
築
島
二

於
ケ
る
英
人
「
ポ
ル
タ
」

と
申
者
の
見
世
に
居
候
宇
之
吉
と
〔
申〕
者
へ

差
向
候
問、

よ
り
箱
楯
表
な
る
山
の
上

廷

神
明
社
の
神
主
沢
辺
数
馬
鵬
知

と
申
者
ヘ
一

封
御
遣
し、

宇
之
吉
殿
は
当
時
何
処
二

罷
在
候
哉、

ニ
お
り
候
哉
否
を
御
尋
ね、

且
私
よ
り
一

昨
年
三
月
其
者
へ

差
向
候
書
状
を
落
手
い
た
し
候
哉
御
尋
ね、

ね、

大
人
よ
り
よ
ろ
し
く
御
伝
言
可
被
成
候、

且
無
事

か
つ

宇
之
吉
殿
の
住
所
槌
二

相
分
候
ハ
、

私
よ
り
其
者
へ

書
状
出
し
度
候
間、

何
卒
早
速

〔

せ
〕

沢
辺
氏
へ

御
問
合、

其
者
の
次
第
を
御
問
糾
し
何
卒
後
便
に
御
知
れ
可
被
下
候、

扱
此
宇
之
吉
と
沢
辺、

此
は
私
の
箱
楯
二

於
而
至
而
親

し
く
交
リ
し
同
友
二

御
座
候

〔

俸
〕

籾
妥
許
二

而
私
の
衣
類
修
行
料
月
捧
等
を
払
呉
候
ボ
ス
ト
ン
の
人
は
至
而
草
木
の
花
を
好
み
候
間、

何
卒
後
便
に
ハ

香
の
よ
き
又
は
花
の

麗
ハ

し
き
珍
奇
な
る
草
木
の
種
核
を
所
々
の
植
木
屋
よ
り
御
あ
つ
め、

小
さ
き
プ
リ
ッ
キ
の
茶
壺
に
御
封
し
込
め
妥
許
へ

御
遣
し
可
被
下

候、

但
し
其
上
書
の
義
は
杉
田
様
へ

御
頼
み
私
よ
り
差
上
候
状
袋
の
上
ハ

書
の
通
御
認
め
可
被
下
侯

n
な
U

扱
此
私
の
世
話
い
た
し
呉
候
人
は
私
の
大
切
な
る
友
達
に
御
座
候
間、

何
卒
其
者
の
機
嫌
を
失
は
わ
ぬ
様
い
た
し
た
く
そ
ん
し
候、

依
之

か
つ

沢
辺
氏
の

起
居
を
御
尋

何
卒
大
人
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炭応3年

日
々
度
々
障
子
又
は
戸
を
ひ
ら
き、

家
内
の
あ
し
き
空
気
を
戸
外
の
新
鮮
な
る
空
気
と
御
変
換
可
被
成
候

こ
た
つ
に
あ
た
る
事
は
甚
不
窮
理
の
至
に
御
座
候、

如
何
と
な
れ
ば
空
気
中
の
酸
素
と
申
気
炭
火
に
逢
ば
甚
人
間
の
為
に
害
な
る

炭
酸
と
申
気
に
化
し
て
こ
た
つ
の
中
に
こ
も
り
居、

少
し
の
す
き
間
あ
れ
ば
其
よ
り
逃
出
候、

但
し
人
の
こ
た
つ
に
と
ろ
け
る
と

左
は
養
生
の
略
説

大
人
様玉

机
下

千
八
百
六
拾
七
年
十
二
月
二
十
五
日

而
何
卒
右
之
一

条
は
早
々
御
取
扱
可
被
下
奉
願
候、

か
つ
其
の
外
に
其
者
へ

御
礼
状
を
御
送
り
厚
く
其
者
の
深
切
を
謝
し
可
被
下
候、

但

し
其
書
状
の
義
は
同
書
写
を
御
認
め
可
被
成
候、

何
レ
私
義
其
を
翻
訳
い
た
し
其
者
に
委
細
可
申
上
候、

但
し
其
核
の
義
は
ア
メ
リ
カ
の

飛
脚
船
に
御
頼
み
被
成
候
ハ
、

意
外
之
入
用
二

御
座
候
間、

＊

扱
右
之
義
は
本
多
侯
の
御
家
来
安
食
君
又
ハ

杉
田
様
へ

内
密
に
御
相
談
可
然
と
そ
ん
し
候、

可
達
候、

当
時
ア
メ
リ
カ
国
も
無
事、

且
通
例
の
書
状
は
ニ
ヶ
月
半
二
て
其
御
許
ヘ

且
私
事
も
健
全
に
罷
在
候
間、

何
卒
御
安
心
可
被
賜
候、

ょ
＜
／
＼
私
の
所
存
を
御
説
き
聞
セ
、

決
し
而
私
の
為
に
心
配
セ
ぬ
様
い
た
し
度
候、

私
事
も
無
怠
学
問
研
窮
い
た
し
成
業
之
上
国
家
の

為
に
寸
力
を
尽
さ
ん
と
奉
存
候
問、

何
卒
大
人
二

於
而
も
た
の
も
し
く
思
召
可
被
下
候、

扱
古
語
に
申
通、

名
を
立
道
を
行
ひ
父
母
の
名

を
後
世
に
追
は
孝
の
終
な
り
と、

何
卒
大
人
私
を
し
て
此
孝
を
立
て
し
め
ば
私
も
幸
甚
二

候、

縦
令
私
義
万
里
の
波
濤
を
隔
居
候
得
共
大

人
之
事
は
決
し
而
不
忘
申、

朝
夕
独
一

真
神
に
向
ひ
大
人
及
ひ
全
家
之
幸
福
を
祈
居
候、

依
之
而
願
ふ、

大
人
私
を
放
蕩
無
頼
の
翡
と
御

同
看
な
さ
れ
ぬ
事
を、

紙
上
心
緒
を
尽
し
難
く、

唯
願
く
ハ

保
護
加
姜
セ
よ、

万
恕
百
拝

児
幹

か
つ
御
老
大
人
様
御
母
殿
お
み
よ
殿
に

ョ
コ
ハ
マ
よ
り
ア
メ
リ
カ
ヘ

参
る
商
買
船
へ

御
頼
妥
許
へ

御
造
可
被
下
候、
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「
薩
州
ハ

如
何」

薩
州
よ
り
ハ

大
分
書
生
を
当
国
へ

送
り
候、

一

ヶ
月
以
前
モ
ン
ソ
ン
と
申
学
校
に
学
居
候、

こ
の
薩
人
ア
ー
モ

長
州
ハ

当
時
如
何
な
る
始
末
二

御
座
候
哉
奉
伺
侯

心
外
の
至
二

御
座
候、

何
卒
後
便
に
ハ

委
細
御
申
聞
セ
可
被
下
候

か
つ
、

あ
ん
か
を
擁
て
寝
る
も
右
同
断
二
し
て、

甚
不
蓑
生
の
至
二

御
座
候

但
し
右
之
代
に
塩
石
を
御
用
可
被
成
候

嬬
半
を
度
々
御
洗
濯
被
成、

七
日
目
又
は
十
日
目
二

は
必
ら
す
御
衣
代
可
被
成
候

酒
は
甚
毒
な
る
者
に
し
而
人
間
の
脳
を
害
し
候
問、

何
卒
多
分
に
御
用
不
被
成
様、

塩
潰
物
は
甚
た
消
化
し
難
候
間、

あ
ま
り
御

食
用
不
被
成
様、

折
々
牛
豚
の
赤
肉
を
御
食
用
可
被
成
侯

長
き
御
著
座
に
て
血
の
め
ぐ
り
を
止
め
候
間、

養
生
の
害
と
相
成
候

熱
き
湯
に
御
入
り
不
成
様

近
日
江
戸
横
浜
箱
楯
等
を
見
物
せ
し
亜
人
に
出
逢
ひ
色
々
と
日
本
の
事
を
相
尋
ね
候
に、

彼
申
に
ハ

魯
斯
亜
人
北
蝦
夷
地
ク
ナ
ジ

リ
島
を
日
本
よ
り
掠
取
候
趣、

且
蝦
夷
地
も
殆
ん
と
彼
の
手
に
入
ら
ん
と
す
る
よ
し、

若
し
其
事
実
説
な
ら
バ

私
に
取
り
て
も
甚

ス
ト
ヘ

参
り
私
を
見
舞
呉
候
て
三
日
程
私
方
へ

逗
留
致
候、

私
彼
等
を
連
れ
ア
ー
モ
ス
〔
卜〕
学
校
を
見
物
致
セ
申
候

当
時
私
の
夜
学
に
用
候
行
灯
は
甚
奇
な
る
製
法
に
し
て、

光
を
放
つ
事
常
の
行
灯
に
比
す
れ
ば
二
三
倍
に
御
座
候

聾
澁
饂
匹
這

甲
ハ

油
を
つ
く
所

申
ハ

則
其
炭
酸
を
吸
込
し
訳
な
り
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艇応3年

22 

十
二

月
二
十
五
日

贔
會^
＿
d
＂
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ヽ

⑤
根
岸
橘
三
郎
『
新
島
襄』

所
収

飯
田
逸
之
助

慶
応
三
年
丁
卯
六
月
十
七
日
所
載
の
貴
答、

千
八
百
六
十
七
年
十
月
五
日
の
朝、

僕
の
留
在
せ
る
ア
ー
モ
ス
ト
学
校
へ

相
達
し、

拝
読
数

回、

平
生
下
さ
ぬ
半
行
の
涙
も、

偏
に
先
生
の
書
に
対
し、

裳
を
湿
さ
ゞ
る
を
得
ざ
り
し、

扱
先
生、

強
健
な
る
よ
し、

珍
重
に
候、

僕

に
於
て
も、

健
全
に
し
て
勉
強
致
し
居
候
間、

何
卒
御
安
慮、

塩
田
氏
よ
り、

槌
に
僕
の
箱
館
よ
り
の
書
簡
御
落
手
被
成
候
由、

承
知
仕

候、

先
生
の
僕
に
任
す
る
所
甚
大
な
り、

僕
不
肖
と
雖、

国
家
の
為
に
寸
力
を
喝
さ
ん
事
は、

僕
赤
心
望
む
所、

然
れ
と
も
僕
は
今
脱
樫

不
覇
の
身、

神
の
徒
と
な
り
候
故
再
び
頭
を
下
け、

藩
邸
に
帰
り、

僅
か
の
俸
禄
を
甘
ぜ
ん
事
を
嫌
ふ、

去
れ
ど
僕、

敢
而
富
貴
功
名
を

庚
は
ビ
ー
ド
ロ
の

姻
出
シ
な
り

己
ハ

蒋
き
磁
器
に
し
て
灯
光
を
遮
り
目
を
害
せ
ぬ
為
に
供
す

戊
に
ハ

灯
な
り

丁
ハ

油
の
溜
り
居
る
所

丙
は
油
の
甲
よ
り
し
て
通
ふ
道

乙
ハ

ネ
ジ
な
り、

其
に
よ
り
行
灯
を
上
下
す
る
な
り
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一

橋
公
拝
将
軍
せ
し
由、

新
帝
立
給
ふ
よ
し、

望
む
に
非
ず、

富
貴
功
名
は
花
上
草
頭
の
霜
露
な
り、

僕
は
真
神
の
臣
に
し
て、

我
日
本
の
民
な
る
故、

真
神
日
本
の
為
に
丹
心
を
尽
さ

ん
事
は、

僕
の
急
務
と
云
ふ
べ
し、

班
超
の
箪
を
投、

万
里
の
封
侯
を
得
し
事、

僕
に
於
而
浮
雲
の
如
し

＊
＊

皇
国
の
形
勢、

大
に
変
換
せ
し
由、

長
州
畔
＜
伐
之
不
克
由、

昭
徳
公
斃
じ、

0
0
0
将
軍
の
為
に
欠
字
せ
ぬ
は
我
輩
共
造
化
の
エ
を
受
た
る
者
に
し
て、

乃
0
0
と
同
等
の
人
間
な
る
に
よ
る
）

朝
議
幕
論、

弥
開
国

に
帰
せ
し
由、

兵
庫
も
開
港
の
よ
し、

兵
制
の
変
ぜ
し
よ
し、

承
知
仕
候、

熊
若
君
の
早
世
給
ひ
し
由、

僕
に
於
而
実
に
長
大
息
の
至
に

御
座
候、

双
六
殿
の
林
家
へ
入
塾
せ
し
趣
承
り、

是
は
全
く
先
生
の
御
取
計
と
存
じ、

奉
謝
之
至
に
御
座
候、

向
後
は
彼
れ
洋
学
を
攻
め

候
様
い
た
し
度
候、

米
利
堅
文
物
の
盛
な
る
事、

筆
端
に
尽
く
し
難
候
得
共、

少
々
此
国
の
教
育
の
盛
な
る
事
を
左
に
記
し
候

年
貢
を
金
に
て
取
上
げ、

此
学
校
の
雑
費
と
せ
り、

何
れ
の
都
会、

何
の
邑、

何
の
村
落
な
り
と
も、
フ
リ
ー
学
校
と
申
し、
一

切
謝
礼
を
払
は
ぬ
学
校
な
り、

此
は
人
々
の
家
財
に
応
し
て、

〔

取
〕

（
但
し
当
国
に
て
は、

人
民
の
産
に
応
じ、

年
貢
を
助
上
候
故、

日
本
の
農
夫
よ
り

重
き
年
貢
を
取
て、

商
人
よ
り
格
別
税
金
を
取
ら
ぬ
に
比
す
れ
ば、

万
々
寛
容
な
る
仕
方
也、

女
子
も
男
子
に
斉
し
く
学
校
へ

遣
し、

算

術、

地
理、

窮
理、

天
文
等
の
学
を
教
へ

候
間、

此
国
に
て
夫
人
の
役
に
立
つ
事
を
び
た
ゞ
し

私
学
校
と
申
は、

殆
ど
日
本
の
手
習
場
に
斉
し、

公
学
校
と
申
候
は、

或
る
富
貴
人、

金
を
与
へ
て
立
た
る
者
に
し
て
此
学
校
へ

参
る
書

生
は、

其
相
応
の
金
を
払
は
ね
ば
な
ら
ぬ、

如
何
と
な
れ
ば、

其
金
を
以
教
師
方
を
求
む
る
に
よ
る、

弦
に
而
書
生
の
学
ぶ
所、

諸
術
の

外、

ラ
テ
ン、

グ
リ
ー
キ
語
な
り、

且
大
学
校
と
申
は、

公
学
校
よ
り
一

段
高
尚
な
れ
と
も、

其
学
ふ
所
殆
ど
同
じ、

但
し
一

年
の
謝
金

は、

凡
三
十
六
え
ん
な
り、

船
学
校
と
申
者
あ
り、

此
は
手
く
せ
の
悪
き、

又
は
親
の
手
に
お
ゐ
ぬ
小
供
を、

或
る
大
な
る
兵
船
に
集
め

置
き、

大
統
領
よ
り
入
用
を
払
ひ、

読
み
書
き
算
術
を
教
へ
、

且
日
々
楠
上
に
上
げ、

帆
を
取
扱
ふ
事
を
教
へ
、

成
長
の
後、

軍
艦
之
水

兵
と
な
せ
り、

幼
院
は
大
統
領
よ
り、

又
は
人
民
よ
り
金
を
出
し、

立
て
た
る
者
に
し
て、

棄
子
或
は
孤
子
を
蓑
ひ
上
ぐ
る
所
な
り、

之

（
僕
が
0
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成
候 、

是
は
全
く
教
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ

本
人
の
孔
子
の
道
と
仏
道
と
に
ひ
と
し 、

先
生
何
卒 、

メ
リ
ケ
ン
の
政
教
日
に
盛
な
り 、

風
俗
月
に
改
ま
る
事 、

何
故
か
を
御
推
察
可
被

此
教
は
日
本
の
申〔
す〕
魔
教
に
は

支
那
人

殆
孔
孟
を

去
ん
と
せ
り 、

然
れ
ば
我
日
本
何
を
以
て
教
を
立
る
や 、

孔
孟
の
道
を

は
恐
し
き
雑
費
の
よ
し 、

如
何
と
な
れ
ば 、

数
百
人
の
小
児
共
に 、

衣
服
を
よ
き
に
衣
せ 、

ウ
バ

、

方
を
招
き
諸
稽
古
を
仕
込
み 、

聖
経
等
も
厚
く
教
へ

候
由 、

往
々
其
の
幼
院
よ
り
人
物
の
起
る
よ
し
に
候

〔

払
〕

所
々
に
兵
学
校
有
之
候 、

書
生
の
入
用
は
大
統
領
よ
り

支
排
ら
ひ
候
由 、

小
児
は
四
五
歳
よ
り

最
早
学
校
へ

罷
越
し
候
故
八
九
歳
の
比
ひ

に
は
通
例
の
書
を
読
む
に
差
支
な
し 、

如
何
な
る
窮
人
の
子
な
り

共 、

誰
も
自
在
に
学
校
へ
入
る
事
か
な
ひ
候
故 、

読
み
書
き
の
出
来
ぬ

者
甚
少
な
し 、

右
に
付
日
本
の
農
夫
を
考
ふ
れ
は 、

甚
気
の
毒
千
万
な
り 、

農
夫
も
矢
張
0
0
と
斉
き
人
間
な
り 、

然
る
に
日
本
に
て
は
農

夫
を
愚
に
な
し 、

豚
犬
の
如
く
取
扱
ひ 、

重
き
租
税
を
取
上
候
事 、

実
に
理
外
に
し
て 、

暴
な
る
政
道
と
云
つ
べ
し 、

か
つ
日
本
の
士
人

の
格
式
を
論
す
る
等
の
事 、

実
に
笑
ふ
可
き
事
な
り 、

米
利
堅
戦
争
後 、

北
方
の
人
民
金
を
集
め 、

教
師
方
を
南
方
に
遣
し 、

諸
芸
聖
経

を
黒
人
に
教
へ
し

故 、

当
時
は
黒
人
往
々
教
化
し 、

以
前
に
比
す
れ
ば 、

国
益
に
相
成
候
よ
し 、

此
国
よ
り

十
四
五
年
前
に 、

教
師
を
支

〔
皆〗〕

那
に
遣
は
せ
し
に 、

当
時
は
多
く
の
支
那
人 、

昔
な
孔
孟
を
棄
て
4
、

至
聖
の
洋
教
に
入
候
故 、

国
人
に
は
金
を
集
め 、

十
年
を
不
出
る

内
に 、

千
人
の
教
師
を
支
那
へ
遣
る
事
を
企
た
り 、

但
入
用
は 、

凡
二
百
万
ド

ル
な
る
よ
し

扱 、

亜
人
は
英
人
と
違
ひ 、

外
国
を
奪
ふ
事
を
不
企 、

只
々
至
聖
の
道
を
万
国
へ

拡
め 、

共
に
其
道
を
楽
し
み 、

共
に
有
無
を
通
じ 、

厚

＜
兄
弟
の
交
り
を
為
さ
ん
事
を
望
む
な
り 、

去 、

仏
道
を
こ
ぽ
ち 、

之
な
く 、

至
聖
純
粋
の
耶
蘇
教
を
奉
ゼ
ね
ば
な
ら
ぬ
事 、

論
を
用
ひ
ず
し
て
知
る
べ
し 、

か
つ
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
教
へ
し
天
主
教
と
も
違
候 、

此
天
主
教
は 、

国
人
の
奉
す
る
聖
教
に
比
す
れ
ば
甚
愚
に
し
て 、

殆
ど
日

色
々
申
度
候
得
共 、

紙
上
に
一

朝
夕
に
は
尽
し

難
く
候
故 、

遂
々
可
申
上
候 、

且
帰
郷
の
上 、

僕
の
見
聞
す
る
所
を
以
て 、

先
生
と
論
を

モ
リ
を
や
と
ひ

か
つ
数
多
の
教
師
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「
家
郷
千
里
書
難
得、

不
取
敢
灯
前
勿
々
看」

の
意
を
解
し
候

な
さ
ら
ぬ
事
を
望
む、

今
日
は
聖
人
ヤ
ソ
の
降
誕
の
日
な
る
よ
し

よ
の
文
に
は、

委
し
く
妻
君
の
厚
遇
を
記
し、

僕
よ
り
も
厚
く
奉
謝
す
べ

き
よ
し
を
申
せ
り、

之
に
依
而
何
卒
妻
君
へ
よ
ろ
し
く

〔

候
〕

御
鳳
声
有
之
度、

御
礼
を
お
の
べ

可
被
下
度、

本
文
の
趣
は、

横
井、

菅
沼、

江
場
諸
君
の
外、

僕
の
写
真
像、

一

個
呈
し
候
間、

御
落
掌
可
被
成
候、

已
上

乱
文
之
義
は
御
免、

此
は
意
よ
り
出
て
紙
に
落
し
候
間、

其
文
甚
拙
な
り、

以
而
先
生
の
文
之
意
を
取
て、

文
の
体
に
は
御
注
意

同
書
を
得
し
よ
り、

当
国
に
而
日
本
の
評
論
は
甚
よ
ろ
し
く、

人
々
の
申
に
は、

我
日
本
十
年
を
不
出
し
て
頗
教
化
に
赴
き、

独
一

真
の
妙
道
救
主
耶

蘇
の
明
教
を
奉
す
る
な
ら
ん、

さ
す
れ
ば
必
ら
ず
人
之
道
を
弁
へ
、

国
も
自
ら
振
ひ
候
は
ん
云
々
と

再
白

賢
兄
僕
の
双
親
愚
弟
へ
の
厚
遇、

実
に
謝
す
る
に
言
な
し
と
云
つ
べ

く
候、

此
後
尚
賢
兄
の
脊
顧
を
労
す、

僕
の
愚
姉
み

飯
田
逸
之
助
君梧
下

千
八
百
六
十
七
年
十
二
月
廿
五
日

上
下
せ
ん
事
を
望
む。

望
書
自
ら
親
愛
の
情
を
為
し、

万
一

尽
難
様、

唯
願
加
養
自
愛

新
島
敬
幹

再
拝

一

切
御
秘
し
置
可
被
下
候

54 



麒、4年

先
状
願
上
候
日
本
の
草
花
の
種
の
義
は、

何
卒
早
々
御
取
集
め
当
国
へ

御
遣
し
可
被
下
候

何
レ
私
修
行
の
上
ア
メ
リ
カ
の
立
派
な
る
土
産
を
持
ち
帰
朝
可
仕
候

幸
便
に
よ
り
取
急
き
一

筆
奉
呈
候、

候、

次
二

小
子
義
も
無
異
健
全
異
国
の
春
を
迎
へ

候
間、

何
卒
御
安
慮
可
賜
候、

扱
千
八
百
六
拾
八
年
正
月
二
十
七
日
（
日
本
の
正
月―――

日
）

付
の
横
浜
伝
信
に
依
る
に、

大
分
日
本
二

於
而
混
乱
を
生
せ
し
由、

左
之
条
々

一

将
軍
家
と
薩
長
土
諸
家
と
争
闘
あ
り
し
由

一

薩
州
家
京
都
を
囲
み
将
軍
大
阪
城
へ

逃
れ
外
国
の
船
隊
に
依
り
保
護
せ
ら
れ
候
由

一

薩
州
人
江
戸
城
に
火
を
付
け
し
由、

23 

慶
応
四

三
月
十
二
日

翌
日
将
軍
家
の
兵
丁
薩
州
の
屋
敷
を
取
囲
み
薩
人
の
非
を
正
だ
セ
し
に、

然
は
梅
花
放
香
熙
鳥
出
谷
之
節、

不
計
も
争
闘
に
及
ひ、

御
老
大
人
様
御
一

統
無
恙
御
加
寿
被
成
候
ひ
し
と

推
察
奉
祝
賀

（
一

八
六
八
）

新
島
民
治

⑤
森
中
章
光
写

年
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大
統
領
之
所
置
不
宜
に
よ
れ
ば
な
り

も
無
御
座
候
哉
奉
伺
候、

何
卒
右
之
一

条
早
速
御
聞
セ

可
被
下
候

一

兵
庫
港
焼
失
の
よ
し

一

将
軍
其
尊
号
を
失
ひ
今
は
只
一

橋
公
と
呼
バ

る
4
よ
し

薩
に
ハ

死
人
怪
俄
人
等
凡
三
四
百
人、

将
軍
の
方
ニ
ハ

凡
六
七
人
の
よ
し

一

薩
の
余
党
軍
艦
に
乗
り
江
戸
湾
を
逃
出
し
候
に
よ
り、

将
軍
家
の
軍
艦
不
取
敢
其
を
逐
つ
め
遂
に
開
砲
に
及
び
し
に、

一

薩
長
土
諸
侯
将
軍
を
大
阪
城
に
取
囲
み
し
由

扱
此
新
聞
を
承
り
し
よ
り
甚
親
族
の
安
否
を
心
配
い
た
し
居
候
処、

那
国
へ

趣
ん
為
日
本
の
横
浜
へ

立
寄
へ

き
由
申
聞
け、

且
小
子
の
書
状
を
横
浜
ま
で
可
届
呉
よ
し
申
聞
け
候
問、

聞
紙
よ
り
翻
訳
い
た
し、

其
は
弥
実
説
に
御
座
候
哉
奉
伺
候、

の
軍
艦
大
な
る
損
害
を
受
け、

遂
二

志
を
呈
セ
ざ
る
よ
し

不
計
も
此
「
ア
ー
モ
ス
ト
」

に
逗
留
い
た
し
居
候
ハ
ン
ト
と
申
者
支

且
御
屋
敷
は
何
も
損
亡
は
無
御
座
候
哉、

但
し

不
計
も
将
軍
家

不
取
敢
右
之
条
々
を
新

且
親
類
に
は
何
も
災
難
怪
俄
等

当
時
ア
メ
リ
カ
国
も
無
事、

去
〔
な〕
か
ら
去
月
此
国
人
評
議
之
上
大
統
領
ア
ン
ド
ロ
ー
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
申
者
に
退
役
を
申
付
候、

去
月
上
旬
当
所
よ
り
横
浜
表
迄
書
状
差
出
候
間、

最
早
其
を
御
落
手
被
成
候
と
そ
ん
し
候、

但
し
其
内
に
私
の
写
真
像
を
封
込
候

扱
此
書
状
を
御
請
取
被
成
候
は
其
使
の
者
に
「
ハ
ン
ト
」

と
申
者
は
横
浜
に
暫
時
逗
留
い
た
し
候
哉
を
御
尋
ね
可
被
成
候、

若
し
其
逗
留

之
趣
申
上
候
ハ
、

何
卒
大
人
横
ハ

ま
迄
御
越
し、

其
者
に
御
合
可
被
成
候
様
そ
ん
し
候、

且
其
者
の
心
切
を
厚
く
御
謝
し
可
被
成
候、

バ

ル

ラ

ー

＊

私
の
書
状
の
世
話
い
た
し
呉
候
横
浜
の
ア
メ
リ
カ
人
は

B
a
ll
a
g
h

と
申
人
に
御
座
候
間、

〔
述
＞

セ
茸ハ
人
に
も
御
合
ひ
宜
し
く
御
礼
を
御
延
へ

可
被
成
様
仕
度
候

且

何
卒
其
使
の
御
方
に

其
人
の
住
所
を
御
問
合
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此
ゴ
レ
ル
ラ
は
猿
の
類
二

し
て
ア
フ
リ
カ
の
ガ
ー
ボ
ソ
河
の
辺
二

而
取
れ
た
る

者
二

し

而、

ゴ
レ
ル
ラ
の
像
記

の
上
に
直
立
せ
る
棒
は
旗
竿
な
り

書
生
を
呼
起
セ
リ、

其
故
朝
ね
ぽ
ふ
は
一

切
出
来
不
申
候

扱
色
々
申
上
度
そ
ん
し
候
得
共
当
時
は
学
問
修
行
中
に
而
寸
陰
を
お
し
み
候
故、

逐
而
休
息
に
相
成
候
ハ
ヽ

ゆ
る
／
＼
書
状
相
認
継
々
の

心
緒
を
可
尽
候、

御
老
大
人
様
且
御
母
上
殿
の
御
病
気
御
全
快
に
相
成
候
よ
し、

小
子
二

於
而
喜
欣
可
申
様
も
無
御
座
候、

大
人
二

は
定

而
御
壮
健
御
出
仕
被
成
候
事
と
奉
存
候、

何
卒
御
暇
あ
ら
ば
隅
田
川
辺
を
御
逍
遥
可
被
成
候、

但
彼
辺
の
空
気
は
至
而
新
鮮
に
御
座
候、

御
狸
生
の
御
為
二

相
成
候
と
そ
ん
し
候、

何
卒
双
六
殿
に
は
実
直
に
身
を
取
持
学
問
修
行
専
―
二

致
し
錦
を
衣
て
私
の
帰
朝
を
待
受
候
様

御
申
聞
セ
可
被
下
候、

且
食
物
に
注
意
可
致
よ
し、

余
り
大
食
を
致〔
さ〕
ぬ
様
い
た
し
度
候、

候
て
其
身
を
害
す
る
事
恐
る
へ

き
至
リ
な
り、

へ

も
よ
ろ
し
く
よ
ろ
し
く、

諸
先
生
へ

も
よ
ろ
し
く、

お
み
よ
さ
ま
に
は
身
不
自
由
二

御
座
候
故
何
卒
や
さ
し
く
御
取
扱
可
被
下
候、

身
内
親
類

よ
ね、

民、

鉄
ぽ
ふ
は
定
而
大〔
き〕
く
相
成
と
そ
ん
し
候、

杉
田
様、

横
井、

飯
田、

江
場、

菅
沼、

星
野

且
飯
田
先
生
へ
は
日
本
の
形
勢
を
委
し
く
御
認
め
小
子
方
迄
御
遣
し
可
被
下
様
御
頼
み
可
被
下
候、

＊

ト
大
学
校
及
ア
フ
リ
カ
の
ゴ
レ
ル
ラ
の
絵
差
上
侯
間、

御
落
手
可
被
下
候

ア
ー
モ
ス

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
校
の
図
解〔

寮
〕

図
に
向
ひ
右
に
あ
る
を
南
書
生
料
と
申、

左
に
あ
る
を
北
書
生
料
と
称
す、

其
中
央
に
あ
る
を
大
学
校
と
申
て
書
生
の
教
授
を
受
る
所
な

り、

塔
の
上
に
時
計
あ
り、

時
を
知
ら
せ、

其
中
に
は
大〔
な〕
る
つ
り
鐘
あ
り
て
時
を
告
け、

其
の
み
な
ら
す
毎
朝
其
を
急
し
く
鳴
ら
し

北
書
生
料
の
下
に
当
リ
カ
ラ
カ
ネ
の
人
形
あ
り、

其
周
り
に
花
園
あ
り
て
牡
丹、

芍
薬、

其
外
種
々
の
珍
奇
な
る
草
花
を
植
付
け
り、

塔

当
時
は
ア
ー
モ
ス
ト
学
校
の
珍
物
と
な
れ

如
何
と
な
れ
は
大
食
は
書
生
の
癖
二

御
座
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24 

〔
九
月
一

日
〕

＊

新
島
民
治

④
鉛
筆

何
卒
御
安
慮
可
被
下
候、

扱
小
子
義
も
当
春
よ
り
度
々
新
聞
紙
二

而
日
本
の

大
人尊

下
千
八
百
六
拾
八
年
三
月
十
二
日

但
此
怪
物
の
骨
は
殆
ん
ど
人
間
の
骨
に
斉
く
御
座
候

り、

扱
此
怪
物
は
甚
剛
力
あ
る
者
と
相
見
へ

候、

猟
者
砲
を
打
あ
や
ま
り
し
か
ば
彼
怒

の
余
り
猟
者
を
一

打
に
し
て
殺
ろ
し、

其
砲
を
曲
け、

且
其
を
噛
み
歯
の
跡
を
筒
上
に

残
セ
り、

但
右
の
胸
板
に
鉄
砲
玉
の
跡
あ
り

一

簡
奉
呈
候、

然
は
厳
暑
之
硼
御
座
候
得
共
御
老
大
人
様
御
一

統
御
壮
健
被
為
在
候
半
事
と
推
察
奉
賀
候、

次
而
小
子
義
も
無
事
健
全
ニ

罷
在、

矢
張
ア
ー
モ
ス
〔
卜
〕
大
学
校
二

而
勤
学
仕
居
候
問、

争
乱
の
事
を
承
知
仕、

甚
家
郷
の
安
否
を
心
配
い
た
し
已
ニ
――一
度
程
書
状
差
上
候
間、

最
早
其
書
は
御
請
取
二

相
成
候
事
と
奉
存
候、

然

し
小
子
義
も
横
浜
罷
在
候
ア
メ
リ
カ
人
バ
ル
ラ
ー
と
申
仁
よ
り
去
七
月
中
旬
書
状
落
手
候
処、

其
中
二

大
人
は
小
子
よ
り
差
上
候
書
状
何

,̀

冨

.
‘

,
‘

9ヽ

»
ヽ

»
ヽ

»
ヽ

‘
‘

処
か
へ

御
転
宅
被
成
候
由
二

而
其
彼
使
の
者
小
子
よ
り
書
を
横
浜
迄
持
帰
り
候
由
申
聞
セ

候、

扱
小
子
の
推
察
二

は
大
人
定
而
安
中
迄
江

敬
幹
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御
引
越
被
成
候
事
と
存
候
問、

此
度
彼
の
バ
ル
ラ
ー
と
申
仁
迄
一

筆
遣
し
其
旨
細
申
聞
候、

且
大
人
よ
り
此
春
の
御
文
二

は
大
人
及
ひ
杉

田
氏
よ
り
御
文
通
被
下
候
趣
被
仰
越
候
共、

今
に
其
書
相
届
不
申、

小
子
二

於
而
も
甚
不
審
被
存
候、

扱
此
度
日
本
の
争
乱
二

付
小
子
の

不
在
は
実
二

御
老
人
大
人、

御
母
上
様
及
一

統
へ

奉
対
し
御
気
之
毒
千
万
奉
存
候、

若
し
小
子
家
二

在
候
ハ
、
一

斉
働
ら
き
統
家
を
扶
助

〔

致
〕

可
仕
候
半
二
、

折
悪
し
ぐ
も
万
里
の
波
濤
を
へ
た
て
居
候、

実
二

如
何
と
も
敷
難
く、

小
子
二

甚
心
外
之
至
二

御
座
候、

然
し
大
人
の
御

兵

転
宅
被
成
候
事
は、

大
人
は
勿
論
小
子
二

於
而
も
喜
欣
千
万
二

御
座
候、

如
何
と
な
れ
は
近
来
の

新

聞

紙
二

官

軍
徳
川
氏
を
征
伐
し、

江
戸
多
半
は
焼
失
二

及
候
由
承
知
仕
候、

老
大
人
は
当
節
は
安
中
二

被
為
在
候
事
と
存
候、

先
は
安
心
仕
候、

然
し

徳
川
氏
は

今
に

滅

〔

謡
〕

亡
二

は
不
及
候
付、

御
屋
敷
は

何
レ
方
に

御
属
し

被
成
候
哉
承
知
仕
候、

何
卒
安
中
近
傍
は
勿
論
日
本
を
挙
て
静
稿
二
い
た
し
度
候、

右
之
争
戦
二

付
江
戸
表
御
屋
敷
は
如
何
御
座
候
哉
奉
伺
候、

御
家
中
之
面
々
安
中
表
へ

御
引
越
被
成
候、

是
又
奉
伺
候、

且
当
時
薩
州
長

〔

力
〕

州
及
西
国
の
諸
大
名
は
尽
く
天
皇
に
属
し
候
哉、

且
会
水
藩
及
北
国
の
諸
大
名
は
徳
川
氏
を
助
候
哉、

右
之
次
第
何
卒
後
便
二

御
知
可
被

〔

と
〕

下
候、

扱
小
子
事
も
此
度
の
休
学
中
は
二
＝一
の
書
生
に
共
に
白
山
と
申
高
名
な
る
山
を
見
物
い
た
し
大
保
養
を
い
た
し
候、

前
状
に
も
申

上
候
通
小
子
の
世
話
人
ハ
ル
デ
ィ
ー
と
申
御
方
充
分
に
用
意
旅
用
金
を
備
へ

呉
候
故、

簡
便
二

し
而
旅
に
す
る
に
甚
都
合
よ
ろ
し
ぎ
次
第、

小
子
の
差
上
候
図
二

御
合
点
被
下
候、
小
子
の
右
腰
に
油
切
レ
の
袋
二

御
座
候、
其
中

に
は
雨
空
の
下
衣、

手
拭
「
シ
ャ
ボ
ン
」

用
意
の
薬
筆
墨
紙
相
入
レ
、

脊
に
負
候
者
は
毛
織
の
切
に
コ
ム
と
申
脂
の
如
き
者
を
ぬ
り
日
本
の

公
桐〕洞
油
の
如
き
者、

此
は
夜
分
は
ふ
と
ん
の
代
に
用
ひ
雨
天
二

は
洞
油
と
な
り
し
て
甚
都
合
よ
ろ
し
き
者
二

御
座
候、

担
其
内
二

は
毛
織
の

〔

込
〕

〔

し
〕

夜
衣
を
巻
巡
み
紐
に
両
端
を
巻
ひ
ぶ
リ
両
方
の
肩
に
負
ひ
候、
且
紅
ぎ
衣
は
此
学
校
の
書
生
の
ソ
ロ
ヒ
の
衣
裳
二

し
て
甚
麗
し
く
御
座
候、

小
生
義
右
之
通
衣
具
を
持
侯
故
夜
分
は
飼
草
部
屋
へ

入
り
休
息
い
た
し、

三
度
の
食
は
農
家
に
而
険
ひ
候
故
日
々
の
入
用
は
僅
か
に
八
十

セ
ソ
ヅ

斧
が
ッ
ハ）

程
二

御
座
候、

若
し
宿
屋
へ

泊
り
候
得
は
少
と
も
三
分
程
は
相
懸
申
候、

但
し
白
山
迄
は
当
所
よ
り
凡
百
里
程
に
其
路

一

節
旅
路
に
於
而
難
渋
は
無
之
も、

路
衣
裳
は
甚
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〔
湖
u

ニ
は
名
山
河
の
風
景
殊
二
よ
ろ
し
く 、

且
尤
名
高
ウ
ィ
ソ

ネ
プ
リ
ケ
ー
と
申
泊
水
二
三
百
余
の
小
き
島
あ
り
て
其

風
景
実
二

琵
琶
湖
な
と
不
及
と
被
存
候 、

其
中
長
は
凡
二
十
里
二
し
而
日
々
蒸
気
船
に
旅
人
を
相
渡
し
申
候 、

但

三
日
路
に
し
て

彼
白
山
は
其
胡
山
よ
り

北
に
当
凡
三
十
里
程
の
里
数
二
し
而 、

其
途
中
に
種
々
奇
跡
あ
り 、

白
山
の
高
凡
七
千
尺

»ヽ

»
ヽ

»ヽ

»
ヽ

゜
ヽ

»ヽ

＞‘

，‘
‘

‘

�

»ヽ

余
に
し
て
日
本
の
富
士
に
比
す
れ
は
遥
に
劣
れ
り 、

然
な
か
ら
其
頂
上
に
登
れ
ば
雲
蓬
に
我
等
の
下
よ
り

起
出 、

C

も〕

上
に
日
を
見
得
共 、

下
に
は
暗
淡
に
し
一

切
何
に
見
へ
不
申
候 、

頂
其
頂
上
に
は
一

の
旅
館
あ
り
て
頂
上
屋
と
呼

石
て
家
を
作
り 、

其
頂
上
に
材
木
は
一

切
不
生 、

但
―

二

申
候 、

其
処
に
は
一

切
材
木
無
之
故 、

寸
の
草
花
及
ひ
苔
計
茂
居
候 、

私
共
其
処
に
二
日
一

夜
程
逗
留
い
た
し

居
候 、

但
其
夜
分
雨
降
り

て
其
気
候
は
殆
十
一

月
比
の
夜
分
二

斉
し
く
思
れ
候 、

但
其
処
に
は
万
事
高
価
に
し
て
茶
一

杯
の

茶
の
価
は
凡
二
朱
程
に
御
座
候 、

其
頂
上
へ

登
ル
に
三
方
路
あ
り 、

其
北
よ
り
の
路
に
し
て
馬
車

〔

力
〕

に
供
し
西
北
よ
り
の
路
は
蒸
気
車
に
供
せ
り 、

但
車
路
の
傾
は
凡
三
四
十
度
な
れ
共
妙
々
の
蒸
気

仕
懸
を
用
候
故
決
し
而
怪
我
等
の
心
配
無
之
候 、

不
拘
馬
背
に
乗
り

其
頂
上
へ

登
り

候 、

留
り

居
り

候 、

但
白
山
よ
り

西
に
当
り
フ
ラ
ン
コ
ニ
ャ
と
申
山
あ
り 、

私
共
も
其
処
に
参 、

見
物
い

者
と
別
れ
フ
ラ
ン
コ
ニ
ャ
の
鋏
山 、

且
西
方
よ
り
の
路
は
乗
馬
に
備
へ

候
故
男
女
に

但〔
山〕
の
処
々
に
大
る
旅
屋
あ
り
て
三
四
百
人
程
の
客
人

リ
ス
ボ
ン
と
申
所
の
金
山 、

此
国
の
人
々
呼
て
フ
ラ
ン
コ
ニ
ヤ
山
の
老
人
と
申
せ
り 、

扱
私
其
処
よ
り

連
の

〔

と
〕

ウ
ヮ
ー
レ
ン
の
申
所
の
銅
山
に

参
り

見
物
い
た
し

候 、

種
々
鉱
物
を
探
索
い
た
し
学
問
の
為
に
大
な
る
利
益
を
得
申
候 、

扱
其
よ

た
し

候 、

扱
其
処
の
尤
奇
な
る
物
は
山
上
の
岩
石
殆
人
間
の
顔
の
形
を
な
せ
り

t
,•
 

61 



奉
存
候

扱
大
人
初
家
門
一

統
無
恙
御
座
候、

も
難
尽
唯
願
万
恕
せ
よ

且
其
処
に
御
転
宅
被
成
候
哉
御
老
大
人
様
御
機
嫌
も
克
被
在
候
哉、

御
母
上
様
の
御
病
気
は
其
後
如

何、

御
み
よ
様
は
如
何、

御
姉
様
方
は
何
処
に
被
為
在
哉、

双
六
殿
は
何
処
に
修
行
仕
居
候
哉、

江
戸
京
都
西
国
北
国
の
形
勢
は
如
何、

且
安
中
近
傍
の
形
勢
は
如
何、

且
日
本
に
於
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
人
々
刑
罪
を
受
候
由
承
り
其
は
弥
実
説
に
御
座
候、

何
卒
後
便
二

は
右
の

〔

マ

マ

〕

〔

力
〕

委
細
御
認
可
御
知
可
被
下
候
様
奉
希
候、

扱
小
子
帰
国
の
期
は
今
に
相
分
不
申、

何
レ
学
問
の
成
就
の
上
立
派
な
る
土
産
を
持
拝
顔
を
可

公

錦
〕

得
と
楽
み
居
候、

何
卒
御
養
生
専
一

に
被
成、

此
世
少
く
も
長
く
御
長
ら
へ

小
子
帰
綿
を
御
覧
被
成
候
様
神
祈
仕
候、

且
家
財
の
義
は
一

切
私
の
為
に
御
工
夫
被
成
候
ぬ
様、

何
レ

私
帰
国
の
上
二

は
偏
に
力
を
尽
し
御
大
人
及
挙
家
の
扶
助
を
可
致
と
奉
存
候、

右
は
勿
々
万
一

〔

込
〕

猶

、々

当
春
の
差
上
候
書
状
内
二

は
私
の
写
真
像
を
封
巡
候
故
右
御
承
知
可
被
下
候、

但
し
其
書
は
当
時
は
御
落
手
被
成
候
事
と

ら
し
候
故、

何
か
色
々
申
上
度
候
得
共
何
分
寸
暇
を
惜
み
万
一

を
難
尽
候

り
コ
ン
ネ
ク
チ
キ
ュ
ト
と
申
二
三
里
程
長
大
河
の
岸
へ

参
り、

蒸
気
船
に
乗
り
ア
ー
モ
ス
ト
江
無
滞
到
着
い
た
し、

今
に
学
問
に
日
を
暮

62 



変応4年

一

簡
奉
呈
候、

然
は
秋
暑
之
硼
御
座
候
処、

御
老
大
人
様
初
御
一

統
無
恙
被
為
在
候
半
と
推
察
奉
祝
賀
候、

次
二

小
子
義
も
無
事
健
全
二

し

而
矢
張
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
校
に
て
勤
学
仕
居
候
間、

何
卒
御
安
慮
可
被
賜
候、

扱
小
子
義
も
当
春
よ
り
度
々
新
聞
紙
に
て
日
本
の
争
乱
の

由
荒
ま
し
承
知
仕、

家
郷
の
安
否
を
甚
心
配
い
た
し
当
春
よ
り
已
ニ
――一
度
程
書
状
差
上
候
得
共、

断
て
其
返
事
無
之
故

甚
不

審
に

存
候

処、

去
月
中
旬
横
浜
二

罷
在
候
ア
メ
リ
カ
人
バ
ル
ラ
ー
と
申
者
よ
り
一

書
到
来
仕
候、

其
中
に
申
せ
る
に
ハ

小
子
の
書
ハ

槌
二

横
浜
表
迄

は
相
届
候
得
共、

大
人
其
後
御
転
宅
被
成
候
由、

且
其
御
住
所
相
分
兼
候
由
二

而
彼
の
使
の
者
其
書
状
を
横
浜
迄
持
帰
り
候
趣
申
延
候

扱
小
子
の
推
察
ハ

大
人
定
而
安
中
表
へ

御
引
越
被
成
候
事
と
存
し、

此
度
彼
の
バ
ル
ラ
ー
と
申
者
ヘ
一

筆
遣
し、

例
の
書
状
且
此
度
の
文

も
飛
脚
屋
へ
相
頼
み
安
中
表
へ

可
遣
呉
候
由
可
申
遣
候、

大
人
よ
り
此
春
の
御
書
状
二

は
大
人
及
ひ
杉
田
氏
よ
り
も
書
状
御
遣
被
下
候
由

御
申
越
候
得
共、

其
書
今
に
相
届
不
申
甚
不
審
二

被
存
候、

扱
此
度
日
本
の
争
乱
二

付
小
子
の
不
在
は
実
に
御
老
大
人
様
初
親
族
一

統
ヘ

相
対
し
御
気
之
毒
千
万
二

奉
存
候、

若
し
小
子
家
二

罷
在
候
ハ
、
一

斉
働
ら
き
統
家
を
扶
助
可
致
候
半
に、

折
悪
し
く
も
学
問
修
業
の
為

と
ハ

申
な
が
ら
万
里
の
外
二

罷
在
候
故
如
何
と
も
い
た
し
難
く、

小
子
二

於
而
も
甚
心
外
の
至
二

御
座
候、

然
し
大
人
の
御
引
越
被
成
候

事
は
小
子
二

於
而
も
喜
欣
千
万
之
至
二

御
座
候、

如
何
と
な
れ
ば
近
来
の
新
聞
紙
二

依
見
る
に
官
兵
徳
川
氏
の
兵
と
江
戸
近
傍
に
於
而
戦

〔

ま
〕

争
二

及
ひ
都
会
多
半
は
炎
焼
二

及
ひ
候
由
荒
あ
し
承
知
致
候

当
時
は
大
人
安
中
表
に
御
住
居
被
成
候
事
と
存
し
先
は
安
心
い
た
し
居
候、

扱
徳
川
家
未
だ
全
く
滅
亡
二

不
及
候
故
御
屋
敷
は
徳
川
氏
に

25 

九
月
一

日

⑤
写
真

新
島
民
治
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〔

語
〕

御
属
し
被
成
候
哉、
又
は
王
朝
に
御
属
被
成
候
哉、
其
委
細
承
知
仕
度
そ
ん
し
候、
何
卒
安
中
近
傍
は
勿
論
日
本
を
挙
て
静
稿
に
い
た
し
度

候、

殿
様
は
何
処
に
被
為
在
候
哉、
御
家
中
の
面
々
は
安
中
へ
御
引
越
被
成
候
哉、
薩
長
及
ひ
西
国
の
諸
侯
共
は
王
朝
二
属
し
候
哉、
京
師

の
形
勢
は
如
何、
江
戸
及
ひ
越
奥
総
房
の
諸
侯
は
徳
川
氏
を
助
け
候
哉、
水
戸
会
津
は
矢
張
徳
川
に
属
し
候
哉、
右
之
次
第
何
卒
後
便
に
御

知
せ
可
被
下
候
様
奉
願
上
候、

扱
当
時
此
の
国
は
至
て
安
泰
に
し
て
小
子
事
も
此
度
の
休
学
二
は
二
三
の
書
生
と
共
に
白
山
と
申
高
名
な

る
山
へ
見
物
に
参
り
大
保
蓑
い
た
し
候、

前
状
に
も
申
上
候
通、

私
の
世
話
人
ハ
ル
デ
ィ
ー
と
申
者
充
分
路
金
を
備
呉
候
故一
切
旅
路
に

な
し
て
甚
都
合
よ
ろ
し
き
者
二
御
座
候、

於
而
難
渋
は
無
之
候、
扱
旅
衣
裳
は
甚
簡
便
に
し
て
都
合
よ
ろ
し
き
次
第
画
図
に
て
御
合
点
可
被
成
候、
小
子
の
右
脇
に
さ
げ
候
ハ
油
切
に

〔

嬬
〕

て
作
り
た
る
一
切
袋
二
御
座
候、

其
中
に
朦
半
の
衣
替
へ、
手
拭
シ
ャ
ボ
ン
用
意
の
薬
筆
墨
紙
等、
一
巻
の
聖
経
及
二
三
の
書
物
を
入
レ、

〔

桐
〕

脊
に
負
た
る
者
は
毛
織
の
切
に
ゴ
ム
と
申
脂
を
ぬ
り
て
殆
日
本
の
洞
油
の
如
き
者、

此
は
夜
分
は
ふ
と
ん
の
代
に
用
ひ
雨
天
に
ハ
洞
油
と

〔

込
〕

〔

し
〕

且
つ
其
中
に
は
毛
織
の
夜
具
を
巻
き
巡
み
革
紐
に
て
其
両
端
を
巻
き
ひ
バ
り
両
方
の
肩
に
負
ひ

候、

紅
き
衣
裳
は
此
学
校
の
書
生
腹
こ
な
し
を
致
す
時
衣
る
そ
ろ
ひ
の
衣
物
二
し
て
甚
ダ
立
派
な
る
者
に
御
座
候、

扱
私
共
右
之
通
夜
具

0

てい
l

等
を
持
候
故
決
し
而
夜
分
は
宿
屋
ヘ
ハ
泊
不
申、

農
家
の
飼
草
場
へ
参
り
休
息
い
た
し、
一ー一
度
の
食
は
矢
張
農
家
に
は
喰
候
故
日
々
の
入

用
は
僅
に
八
十
セ
ン
ヅ
程
に
御
座
候
（
酔
配
彰
泣
訊
翌
芦
這）

若
し
宿
屋
へ
泊
り
候
ハ
、
少
く
と
も
三
分
程
は
相
懸
申
候、

但
白
山
迄
は
当

所
よ
り
凡
百
里
程
二
候
而
山
岡
河
湖
の
風
景
殊
に
よ
ろ
し
く、

尤
も
名
高
き
ウ
ン
ネ
プ
リ
ケ
ー
と
申
湖
水
に
は
三
百
余
の
小
き
島
あ
り
て

其
妙
趣
実
に
我
朝
の
琵
琶
湖
も
不
及
と
被
存
候、

其
巾
は
凡
三
四
里
な
れ
ど
其
長
さ
凡
二
十
里
程
な
り、

但
し
其
湖
水
に
は
ニ――一
の
蒸
気

船
あ
り
日
々
旅
人
の
往
還
に
供
す、

其
よ
り
白
山
へ
の
途
中
に
ハ
種
々
の
名
高
き
滝
水
あ
り、

其
中
尤
奇
な
る
者
は
「
ダ
ヤ
ナ」

湯
布
な

り、

其
所
に
甚
広
大
な
る
三
影
石
自
然
の
楷
級
を
作
レ
り、

か
つ
滝
水
其
級
を
下
り
所
々
に
水
力
を
以
て
穴
を
作
れ
り、

其
穴
の
深
さ
は

三
尺
よ
り
五
六
尺
に
至
る、

其
故
多
く
の
人
々
其
穴
に
入
り
行
水
を
つ
か
へ
り、

か
つ
其
水
は
甚
冷
に
し
て
氷
水
と
呼
る
程
に
御
座
候、
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其
朝
は
例
之
白
山
へ
登
り
候、

但
白
山
之
内
尤
高
き
峰
を
ワ
ー
シ
ソ
ト
ソ
山
と
申
候、

其
高
さ
凡
水
平
上
七
八
千
尺
に
し
て
日
本
の
富
士

に
比
れ
は
遥
二

劣
れ
り、

然
し
其
頂
上
に
登
れ
ば
雲
遥
に
我
等
共
の
下
よ
り
吹
出、

頭
上
に
日
を
見
候
得
共
足
下
は
暗
淡
に
し
て
一

切
何

も
見
へ
不
申、

其
頂
上
に
は
材
木
一

切
不
生、

唯
―

二
寸
の
草
及
苔
生
茂
れ
り、

右
之
通
材
木
に
貧
き
故
其
頂
上
に
有
り
候
旅
館
は
多
半

石
を
以
て
作
れ
り、

但
し
厳
冬
に
は
雪
風
殊
に
は
げ
し
き
故
鋏
の
鎖
を
以
て
一

方
よ
り
屋
上
を
越
し
他
の
方
渡
し
鋏
の
杭
に
ひ
バ
り
付、

風
の
吹
と
バ
さ
ぬ
様
に
致
せ
り、

私
共
其
所
に
二
日
一

夜
程
逗
留
い
た
し
候、

其
夜
分
雨
降
り
て
其
気
候
殆
十
一

月
比
の
夜
分
に
斉
し
く

思
れ
候、

但
し
其
所
は
万
事
高
直
な
る
故
私
共
は
其
山
の
下
よ
り
牛
肉
及
ひ。ハ
ン
等
を
買
ひ
自
身
に
て
料
理
い
た
し
候
故
大
易
上
り
に
御

ハ

ラ

レ

座
候、

然
し
私
一

杯
の
茶
を
の
み
五
百
文
程
相
払
申
候、

掠
其
山
に
登
る
に
三
方
の
路
あ
り、

北
方
の
路
は
馬
車
に
供
し、

西
北
よ
り
の

路
は
蒸
気
車
に
供
せ
り、

但
し
其
車
路
の
傾
き
ハ

凡
三
四
十
度
な
れ
共
奇
々
妙
々
の
蒸
気
仕
懸
を
用
ひ
候
故
一

切
怪
我
等
の
心
配
は
無
之

候、

且
西
方
よ
り
の
路
は
乗
馬
に
備
へ

候
故
男
女
に
不
拘
馬
脊
に
乗
り
其
山
へ
登
り
候、

扱
私
共
其
西
方
に
居
候
節
四
五
十
人
の
若
き
娘

共
尽
く
馬
に
乗
り
紅
白
の
衣
裳
を
閃
し
勇
々
敷
も
其
山
さ
し
て
登
り
た
り、

但
其
山
の
近
傍
に
は
大
な
る
旅
宿
屋
あ
り
て
一

軒
に
三
四
百

に
当
り
フ
ラ
ン
コ
ニ

ャ
と
申
山
あ
り、

程
の
客
人
留
り
居
れ
り、

但
し
此
等
の
客
人
は
暑
を
避
く
る
為
に
其
所
に
参
り
夏
中
逗
留
可
致
よ
し、

担
其
白
山
よ
り
七
八
里
を
隔
て
西

但
其
所
の
尤
奇
な
る
物
は
山
上
の
岩
石
自
然
に
人
面
の
形
を
作
れ
り
（
別
紙
之
図
を
御
覧
可
被
成
候）、

故
に
人
は
呼
て
フ
ラ
ン
コ
ニ

ヤ
山
の
老
人
と
申
候、

扱
私
其
所
よ
り
連
之
者
共
と
別
れ
フ
ラ
ン
コ
ニ
ヤ
の
鋏
山
リ
ス
ボ
ン
と
申
所
の
金
山

ウ
ワ
ー
レ
ン
と
申
所
の
銅
山
へ

参
り
見
物
い
た
し、

種
々
の
鉱
物
を
探
索
い
た
し
学
問
の
為
に
大
な
る
利
益
を
得
申
候、

扱
其
よ
り
コ
ン

ネ
ク
チ
ュ
ク
と
申
二
三
百
里
程
長
き
大
河
の
岸
へ

参
り
四
五
日
の
間
徒
に
旅
い
た
し
候
処、

甚
退
屈
い
た
し
候
故
蒸
気
車
に
乗
り
ア
ー
モ

ス
ト
学
校
へ

無
滞
去
ル
十
二
日
以
前
罷
帰
り
申
候、

私
義
今
は
学
問
に
日
を
暮
し
候
故
何
か
色
々
と
申
上
候
得
共、

何
分
寸
暇
を
惜
み
万

一

も
難
尽
何
卒
御
寛
仁
可
被
賜
候、

担
大
人
何
処
に
御
引
越
被
成
候
哉、

御
老
大
人
様
御
母
様
初
御
一

統
無
恙
被
為
在
候
哉、

御
母
様
の
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故、

奉
存
候

尚

、々

時
候
折
角
御
厭
可
被
成
様
奉
希
侯

横
井、

星
野、

飯
田、

江
場、

菅
沼
諸
君
へ
よ
ろ
し
く
御
伝
言、

か
つ
御
便
之
節
二

は
御
姉
様
方
へ

も
よ
ろ
し
く

〔

込
〕

扱
此
春
差
上
候
書
内
に
は
私
の
写
真
像
を
封
し
巡
め
候
間、

左
様
御
承
知
可
被
下
候、

但
し
其
書
は
最
早
御
手
許
に
相
届
候
事
と

扱
御
返
事
の
義
は
何
卒
よ
き
手
つ
る
を
御
見
出
し、

彼
の
横
浜
二

を
る
ア
メ
リ
カ
人
バ
ル
ラ
ー
と
申
御
方
へ

御
頼
み
被
成
候
ハ
、

其
御
返
事
無
滞
当
国
へ

相
達
候
事
と
そ
ん
し
侯、

此
書
状
御
落
手
被
成
候
ハ
、

早
々
御
返
事
被
賜
候
様
奉
希
候

大
人尊

下
千
八
百
六
拾
八
年
九
月
朔
日

新
島
敬
幹

（
書
判
）

御
病
気
其
後
如
何、

双
六
殿
は
何
処
に
罷
在
候
哉、

何
卒
後
便
に
は
双
六
殿
よ
り
も
一

筆
遣
し
呉
候
様
い
た
し
度、

御
み
よ
様
は
如
何、

御
姉
様
方
は
何
処
に
被
為
在
候
哉、

民
五
郎、

よ
ね、

鉄――一
郎
は
無
事
二

有
之
候
哉、

且
日
本
二

於
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
宗
の
人
々
刑
罪
を

受
候
よ
し、

其
は
弥
実
説
二

御
座
候
哉、

何
卒
後
便
に
ハ

右
等
の
次
第
委
細
御
認
め
御
知
せ
可
被
下
候
様
奉
希
候、

扱
小
子
帰
国
の
期
は

今
に
相
分
不
申、

何
レ
学
問
成
就
の
上
立
派
な
る
土
産
を
持
拝
顔
を
得
ん
と
楽
み
候
問、

何
卒
御
養
生
専
一

に
被
成
少
し
も
長
く
此
世
に

御
な
か
ら
へ

小
子
の
帰
錦
を
御
待
ち
可
被
成
候
様
日
夜
不
怠
神
祈
仕
候、

物
を
め
し
あ
が
り
御
暇
之
節
に
は
野
辺
へ

御
出
御
保
簑
可
被
成
様、

且
家
財
の
義
は
一

切
私
の
為
に
御
工
夫
不
被
成、

可
成
丈
旨
き

且
御
老
大
人
様
御
母
様
に
も
保
養
は
命
を
長
め
る

妙

薬
二

御
座
候

一

切
私
の
為
に
御
心
配
御
辛
苦
不
被
成
様
偏
二

御
保
蓑
専
―
二

被
成、

気
を
な
か
く
御
持
ち
私
の
帰
国
を
御
待
可
被
成
候
様
い
た
し

度
候、

何
レ
小
子
帰
国
の
上
は
偏
に
力
を
尽
し
大
人
及
挙
家
の
扶
助
を
い
た
し
度
奉
希
候、

右
は
勿
々
難
尽
万
一

唯
願
万
恕
セ
ヨ
、

百
拝
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神
の
助
け
と
思
召
何
卒
漸
時
の
内
は
御
存
外
に
御
置
可
被
下
候
様
い
た
し
度
候

0
小
子
義
も
期
く
も
長
く
此
国
に
留
り
学
問
修
行
仕
候
は
何
か
不
孝
の
児、

不
忠
の
臣
と
も
俗
人
の
目
二

は
見
へ

候
得
共
決
而
左

様
で
は
無
御
座、

唯
小
子
の
心
願
は
学
問
を
充
分
に
修
行
い
た
し
一

斉
国
家
の
為
に
力
を
尽
ん
と
申
の
み
二

御
座
侯
故、

大
人
も

武
土
に
被
為
在
候
故
何
卒
武
士
の
御
心
を
御
持
ち、

如
此
き
国
家
の
為
を
思
ふ
児
を
御
持
被
成
候
は
御
身
の
冥
伽、

天
の
恵
み、

何
卒
幸
便
之
節
二

は
僅
か
数
行
な
り
も
御
文
を
御
認
め
御
文
通
可
被
賜
候
様
い
た
し
度
候

67 



明
治
二
年
己
巳
年
二
月
九
日
付
御
書、

千
八
百
六
拾
九
年
五
月
七
日
小
子
罷
在
候
ア
ー
モ
ス
〔
卜〕
へ

相
達、

敬
而
拝
見
仕
候、

大
人
様
初
御
一

統
無
恙
御
起
居
被
為〔
在〕
候
趣
喜
欣
之
至
二

奉
存
候、

問
修
行
仕
居
候
間、

何
卒
御
安
慮
可
被
下
候、

扱
細
々
申
越
レ

候
御
書
面
二
よ
り
昨
辰
年
よ
り
日
本
二

於
而
大
変
革
有
之、

徳
川
家
は
全

く
権
を
失
ひ
王
朝
再
興
セ
し
段
明
白
に
承
知
仕
候、

右
の
変
事
二

付
昨
年
三
月
中
御
家
中
の
老
若
婦
女
は
下
総
の
御
領
分
へ

御
引
移
被
成

G

利〗〕

候
よ
し
二

而、

其
混
雑
之
始
末
実
二

御
察
し
申
上
候、

か
つ

御
家
内
御
一

統
は
同
月
十
三
日
江
戸
御
出
立
戸
根
川
に
綽
さ
し
而
同
廿
九
日

〔
妙〕

無
恙
安
中
へ

御
到
被
成
候
よ
し、

か
つ

当
時
は
明
光
院
の
仮
宅
に
御
住
居
被
成
候
而
何
の
御
不
自
由
も
無
之
よ
し、

大
安
心
仕
候、

扱
大

〔
供〕

人
二

は
去
十
月
よ
り
若
殿
様
の
御
友
二

而
江
戸
表
へ

御
勤
番、

且
御
同
勤
の
者
無
之
殊
之
外
御
多
事
之
趣
承
知
仕
候、

何
と
そ
大
人
あ
ま

り
コ
ソ
を
御
つ
め
か
つ
長
き
著
座
な
さ
れ
ぬ
様、

若
し
御
瑕
あ
ら
ば
少
し
も
御
保
養
専
一

と
そ
ん
し
候、

然
し
あ
ま
り
御
酒
を
御
飲
み
被

26 

明
治

五
月
十
日

新
島
民
治

（
一

八
六

九
）

年

⑤
森
中
章
光
写

次
二

私
事
も
無
事
健
全
に
し
て

矢
張
ア
ー
モ
ス
〔
卜〕
学
校
二

て
学

就
は
御
老
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明治2年

成
候
事
は
却
而
其
身
の
御
為
二

も
相
成
問
敷
と
そ
ん
し
候 、

提
御
老
大
人
様
不
相
変
御
壮
健
二

被
為
在 、

か
つ
御
母
様
御
事
御
全
快
為
さ

れ
候
よ
し 、

其
上
御
心
切
之
御
文
被
下
候
段
実
二

小
子
の
喜
ひ
言
語
に
延
へ
難
く
御
座
候 、

且
双
六
殿
も
聖
堂
を
退
塾
し
御
一

統
を
保
護

し
安
中
表
へ

罷
越 、

且
若
殿
様
へ
学
問
の
御
相
手
被
仰
付
候
段
是
又
陳
重

然
し
今
は
国
家
大
二

変
革
し
男
児
の
オ
を
狸
ひ
力
を
国
家
に
喝
さ
ん
の
時
二

候
故 、

何
卒
双
六
事
も
江
戸
表
へ

罷
出
十
分
漢
学
修
行
可
仕

様
い
た
し
度
候 、

如
何
と
な
れ
ば
小
子
義
何
レ
帰
朝
の
上
は
色
々
修
業
仕
候
書
物
を
日
本
語
に
訳
し
度
候
故 、

同
人
義
を
小
子
の
相
談
相

手
と
い
た
し
度
存
候 、

然
し
何
者
か
家
二

留
り

御
祖
父
様
御
母
様
の
御
世
話
致
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
も
そ
ん
し
候
間 、

何
卒
大
人
事
機
に

順
し

飯
田
逸
之
助
君
と
御
相
談
可
被
成
候
様
望
居
候 、

扱
同
人
よ
り

此
度
遣
れ
し
一

首
（
枯
る
4
と
も
根
な
そ
か
る
4
な
野
辺
の
草
も
へ

出
る
可
き
時
も
こ
そ
あ
れ
）

を
よ
み
同
人
の
心
緒
を
推
察
し
気
之
毒
千
万
に
そ
ん
し

候 、

然
し
年
寒
二
し
て
而
る
后
松
柏
之
後
淵
す
る
を

知
る
と
申 、

且
水
激
す
れ
は
益
流
る 、

矢
激
す
れ
ば
益
遠
し
と
申
候
間 、

少
々
の
滞
碍
は
却
而
同
人
の
志
を
激
す
る
哉
と
も
そ
ん
し

候 、

且
同
人
義
益
志
を
高
尚
に
し
日
夜
研
窮
し
あ
つ
ば
れ
の
国
器
と
相
成
候
様
望
居
候

担
小
子
義
も
此
国
へ

参
り
て
最
早
三
年
と
十
ヶ
月
二

相
成
候
間 、

定
而
御
老
大
人
様
は
御
年
齢
故
小
子
の
事
を
朝
夕
御
噂
被
成
と
そ
ん
し

候
故 、

日
夜
無
惟
怠
学
問
修
業
仕
少
し
も
早
く
帰
朝
し
て
御
老
大
人
の
顔
を
拝
せ
ん
を
望
む 、

然
し

右
二

付
学
問
未
熟
二
て
帰
国
い
た
し

候
ハ
、

却
而
御
老
人
の
御
顔
に
泥
を
塗
る
か
と
存
し 、

成
る
へ
く

丈
当
国
に
逗
留
し

十
分
の
宝
を
身
内
に
蔵
し
一

人
な
ミ
人
間
と
相
成 、

偏
二

国
家
の
為
に
力
を
喝
さ
ん
と
願
居
候 、

扱
安
中
の
御
銘
々
よ
り
も
御
書
状
被
下
候
間
御
返
書
差
上
度
そ
ん
し
候
得
共 、

度
ば
勿
々
彼
の
御
許
迄
可
遣
よ
し
申
越
し
候
故 、

ト
ン
の
ハ
ル
デ
ィ
ー

君
よ
り

御
文
通
被
下 、

彼
の
知
人
彼
の
港
よ
り

急
二

出
帆
し
日
本
へ

参
る
へ

き
由
二

付 、

若
し
家
郷
へ

文
通
い
だ
し

〔

敢
〕

不
取
合
大
人
迄
の
御
返
書
に
取
懸
り

且
寸
暇
を
不
得
侯
故 、

先
此
便
は
唯
々
大
人
迄
一

書
差
上 、

別
段
安
中
の
御
銘
々
へ
は
御
返
事
不
申
候
間 、

一

昨
日
ボ
ス

か
つ
次
の
七
月
上
旬
に
ハ

例
之
ア
メ
リ
カ
人
バ
ル
ラ
ー
と
申
御
方
此
国
よ
り

横
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小
子
の
為
に
決
し
而
心
配
い
た
さ
ぬ
様
呉
々
も
御
申
聞
セ
可
被
下
候

浜
へ
再
ひ
帰
る
へ
き
由
承
り
候
間、
何
レ
其
節
二
ゆ
る
／
＼
御
返
事
相
認
可
差
上
候
間、
右
之
段
委
細
御
便
之
節
安
中
表
二
申
越、
向
後

大
人
義
杉
田
君
に
御
逢
被
成、
其
上
先
生
よ
り
草
木
の
種
を
小
子
の
為
に
御
取
集
め
可
被
下
よ
し
御
深
切
之
至
難
有
そ
ん
し
候、
何
卒
御

逢
ひ
二
候ハ
、
よ
ろ
し
く
御
伝
言
可
被
下
候、
か
つ
先
生
よ
り
被
遣
候
書
状
は
今
に
到
着
不
仕
候
段
御
申
聞
セ
可
被
下
候、
扱
小
子
義
は

〔

功
〕

少
々
当
今
勇
マ
敷
勤
王
の
若
武
者
と
相
違
し
兵
書
等
を
学
ひ
巧
名
を
求
む
る
志
更
二
無
之、
唯
偏
二
聖
人
の
明
道
を
修
め
我
国
人
を
し
て

人
間
闊
可
か
ら
さ
る
の
道
を
知
ら
し
め
ん
と
存
し、
か
つ
此
度
の
変
化
に
付
蒼
生
塗
炭
に
ま
み
れ
候
由
承
り
候
間、
如
何
し
て
か
国
益
を

起
こ
し
民
の
租
税
を
省
き
人
々
其
生
命
を
安
ぜ
ん
事
を
望
む、

但
し
国
益
を
起
す
二
付
小
子
い
さ
4
か
策
無
き
に
非
す

扱
色
々
申
上
度
そ
ん
し
候
得
共、
前
条
之
通
急
々
之
事
故
余
事
は
さ
て
置
き
如
何
し
て
此
春
の
休
息
を
い
た
し
候
趣
荒
々
可
申
上
候

凡一
ヶ
月
以
前
に
小
子
義
此
ア
ー
モ
ス
ト
学
校
を
去
り
蒸
気
車
に
乗
り
此
近
傍
之
都
会
な
る
「
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド」
畔砂
芦春日
と

〔

製
〕

申
所
へ
罷
越
し
ゲ
ウ
ェ
ー
ル
ビ
ス
ト
ー
ル
の
制
造
所
へ
参、
見
物
い
た
し
候、
但
し
ゲ
ウ
ェ
ー
ル
を
作
る
に
は
第一
に

の
如
き
鉄
を
活

火
に
入
レ、
甚
赤
く
成
り
し
後
其
ヲ
引
延
し
蒸
気
仕
懸
二
而
上
下
に
動
く
重
シ
に
て
を
し
其
ヲ
真
直
に
成
し、
若
し
長
さ
に
余
分
あ
れ
ば
蒸

気
仕
懸
ヲ
廻
転
す
る
団
き
鋸

＼し
!
;
J
’

に
て
其
を
切
候
ま
4
ー
セ
コ
ン
ド
の
内
に
最
早
其
を
切
申
候、
且
筒
を
ゑ
ぐ
り――ー
ケ
の

紐
の

線
を
切
り
其
を
磨
候
に
は
尽
�

。

5

く
蒸
気
仕
懸
二
而
い
た
し
候
間、
大
二
人
力
を
省
く
の
み
な
ら
す
其
品
物
の
出
来
上
り

司

/
 

は
上
の
上
な
る
者
と
云
つ
へ

r

)、

し、

醤
て
申
せ
は
百
挺
の
筒
を
取
り
ほ
ご
し、

千
鳥
金
ネ
ヂ
等
の
部
分
を―
つ
に
混

合
セ、
而
る
後
其
々
の
部
分
（嘩此
畑応g
環茫げ
翌
雰砂
噸
転
窪）
を
取
集
め
又
々
百
挺
の
筒
を
組
立
候
事
相
叶
申
候、
如
何
と
な
れ
ば
其
々
の

部
分
蒸
気
仕
懸
二
て
作
り
候
故
決
し
而
其
大
サ
に
違
ひ
は
無
之、
か
つ
其
所
に
て一
ヶ
月
以
前
二
発
明
せ
し
ネ
リ
ル
(g』如き）
め
つ
き
の

ゲ
ウ
ェ
ー
ル
を
見
申
候、
か
つ
其
所
に
は
同
行
機
と
申
道
具
に
て
ゲ
ウ
ェ
ー
ル
の
台
を
作
れ
る
事
日
本
二
於
て
は
決
し
而
見
得
が
た
く
そ
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明治2年

ん
し
候、

但
し
同
行
の
義
は
第
一

の
道
具
第
二
の
道
具
と
同
く
動
く
と
云
訳
二
は
甚
易
く、

醤
て
申
せ
ば
左
之
如
く
な
る
べ
し

鋏
の
形
な
り、

⑲
は
⑯
の
形
ち
に
頴
ひ
動
く
ノ
ミ
の
如
き
者
な
り、

扱
⑦
の
ノ
ミ
は
⑲
と
一

様
に
動
き
候
間、

©
の
木

を
団
＜
甲
の
如
く
切
る
事
ハ

明
白
な
る
へ
し、

但
し
此
同
行
機
二
て
筒
台
を
作
り
候
間、

其
大
サ
長
さ
に
於
而
寸
厘
の

差
も
無
之
候、

其
よ
り
ラ
イ
フ
ル
の
玉
を
作
る
所
へ

参
り
其
細
々
の
仕
懸
不
残
見
物
い
た
し、

其
よ
り
此
学
校
の
書
生

に
招
か
れ
「
チ
コ
ペ
」
と
申
所
へ

参
り
其
者
の
内
に
五
日
程
逗
留
仕
候、

但
其
所
に
も
絡
鉱
所、

綿
布
制
造
所
等
有
之
候

〔
可
脱
力〕

間、

度
々
制
造
所
へ

罷
越、

其
道
具
仕
懸
を
見
物
い
た
し
候、

但
し
鉄
を
錯
か
し
其
を
型
に
つ
ぎ
込
む
事
は
下
之
図
二

而
御
覧
被
下
成
候

此
錯
解
器
之
内
に
鉱
鉄
と
石
炭
と
―

つ
に
混
し
ニ
ケ
の
気
筒
よ

む、

扱
鉄
全
く
銘
け
し
節
栓
を
抜
き
鉄
を
し
而
図
の
如
き
器
の

御
合
点
可
被
成
候

関
不
残
見
物
い
た
し
候、

但
其
所
に
て
ハ

古
き
切
レ
を
取
集
め

〔
漆

喰〕

ラ
イ
ム
と
云
し
つ
く
ひ
の
如
き
者
と
一

所
に
其
を
煎、

其
後
水

に
ひ
た
し
鋸
の
如
き
歯
の
切
レ
者
二
て
其
を
寸
々
に
切
り
き
ざ
み、

其
上
糊
の
如
く
相
成
候
ハ
、

其
を｀
 

上
に
流
し
候、

然
る
に
水
は
網
の
目
よ
り
も
り
紙
を
其
に
差
し
置
申
候、

但
し
其
紙
を
蒸
気
の
筒
に
て
か
わ
ヵ
し
候
間、

暫
時
の
内
立
派

な
る
紙
出
来
上
り
申
候

其
よ
り
「
ホ
リ
ヨ
ー
ク
」

と
申
所
の
洋
紙
制
造
所
へ

参
り
其
機

内
に
流
れ
し
む、

其
上
鉄
を
型
に
つ
き
こ
む
次
第
は
下
の
図

り
風
車
に
て
風
を
遣
し
器
中
の
火
に
別
段
の

温
度
を

加
へ
し

図
の
如
き
鉄
の
網
の

i
叫
j
凡

J

上
）
←
上
ク・

→
 

ぃ

箪 戸[ ⑲
ハ
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尚

、々

時
候
折
角
御
厭
被
成
候
様
呉
々
も
願
上
申
候、

乍
憚
飯
田、

星
野、

菅
沼、

江
場
諸
先
生
へ
よ
ろ
し
く
御
風
声
可
賜
候

尺
振
八
君
よ
り
も
一

書
到
来
仕、

大
人
様
御
事
同
人
二

横
浜
二

而
御
逢
ひ
被
成、

御
手
紙
を
小
子
方
迄
可
差
遣
由
御
頼
み
被
成、

〔

共
〕

且
同
人
よ
り
大
人
様
不
相
替
御
壮
健
二

被
為
在
候
段
申
越
呉
殊
之
外
安
心
仕
候、

其
故
同
人
へ

も
一

書
差
出
度
そ
ん
し
候
得
は
何

分
間
に
逢
ひ
兼
候
間、

逐
而
返
事
可
差
遣
候

大
人
様
御
一

人
勤
二
て
甚
御
多
事
之
由、

右
二

付
別
段
他
行
も
御
出
来
被
成
兼
趣
承
知
仕
候、

然
し
若
し
御
暇
あ
ら
ば
折
々
親
族

〔

せ
〕

の
事
は
勿
論
日
本
の
形
勢
を
も
御
知
れ
可
被
下
様
奉
希
候、

然
し
御
手
紙
を
御
差
出
し
被
成
候
義
二

付、

何
卒
御
用
心
な
さ
れ
御

身
の
上
二

御
難
儀
の
無
之
様
可
被
遊
候、

扱
此
書
状
は
本
多
様
の
御
家
来
安
食
君
二

願
ひ
其
御
許
迄
可
相
達
候
間、

若
し
其
御
方

ニ

御
逢
被
成
候
ハ
、

横
浜
よ
り
の
雑
喪
委
細
御
承
り、

乍
憚
ら
御
許
二

而
御
払
可
被
下
候、

但
小
子
よ
り
度
々
御
文
通
仕
度
そ
ん

し
候
得
共、

大
人
様侍
史

万
一

政
府
へ

相
知
れ
候
ハ
、

却
而
御
身
の
御
為
に
も
相
成
間
敷
候
ま
4
、

少
く
と
も
年
二

両
三
度
ツ
、

は
御
交
通
可

仕
と
そ
ん
し
侯、

但
し
大
人
御
姉
様
双
六
殿
よ
り
ハ
ル
デ
ィ
ー
君
夫
婦
へ

被
遣
候
書
面
は
勿
々
醜
訳
い
た
し
彼
許
へ

可
遣
と
そ
ん

し
居
候、

彼
等
定
而
恰
ぶ
事
と
そ
ん
し
居
侯、

妙
義
へ

集
り
候
残
兵
は
如
何
相
成
候
哉
承
知
仕
度
御
座
候、

但
し
大
人
よ
り
日
本

千
八
百
六
拾
九
年
五
月
十
日

担
当
節
は
雪
も
全
く
解
け、

往
来
も
か
わ
き、

野
辺
の
草
青
々
と
生
茂
り、

桜
も
最
早
花
を
催
し
殆
ん
と
日
本
の
三
月
頃
の
景
色
に
斉
し

く
御
座
候、

扱
色
々
申
上
度
そ
ん
し
候
得
共、

是
非
々
々
今
日
中
に
此
書
状
を
ポ
ス
ト
ン
遣
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
故、

尽、

勿
々
頓
首

新
島
七
五
三
太

拝

先
は

費
答
万
一

も
難
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C
are
 of
 Al
p
he
us
 H
ar
d
y
 Es
q.
 

1
81
 S
t

a
t

e
 S
tre
et,

B
os
t

o
n,
 
Mass,

ア
メ
リ
カ
の
東
界
よ
り
其
西
界
カ
リ
ホ
ル
ニ
ャ
迄
の
蒸
気
車
鉄
路
今
日
出
体
二

相
成
候
よ
し
唯
今
承
り
候、

但
し
其
路
の
り
は一――

千
里
余

日
本
の
間
数
に
し
て
千
五
百
里

と
申
事
二

御
座
候、

但
し
ボ
ス
ト
ン
よ
り
蒸
気
車
に
乗
り
参
れ
ば
六
ケ
日
目
に
は
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
ヘ

到
着
可
仕
候、

何
レ
小
子
帰
国
之
節
二

は
其
蒸
気
車
に
入
り
六
日
目
に
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ヘ

参
り、

其
よ
り
二
十

一

日
の
間
蒸
気
船
に
乗
り
候
ハ
、
一

月
を
経
す
し
而
日
本
へ

可
帰
と
そ
ん
し
候、

実
二

蒸
気
の
力
盛
な
る
事
二

御
座
候

J
ose
p
h
 
Nee,
Si
m
a
 

u.

s.

但
し
私
迄
へ
の
書
状
之
上
書
は
左
之
通
御
認
可
相
成
候

の
形
勢
委
細
御
申
越
被
下
候
段
実
二

難
有
仕
合
奉
存
上
候、

御
便
の
節
植
村、

速
水
御
姉
様
へ

も
よ
ろ
し
く
御
伝
言
可
被
下
候

し
め
太
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前
略
之
義
は
御
免、

扱
貴
殿
も
昨
年
三
月
よ
り
安
中
へ

親
族
を
保
護
し
移
転
セ
し
よ
し、

候
事
実
に
杭
慨
二
た
へ
ざ
る
よ
し
甚
気
之
毒
千
万
之
事
二

存
候、

依
之
而
今
度
大
人
方
へ

貴
殿
之
洋
学
修
業
之
相
叶
候
様
色
々
と
相
談
申

上
候
問、

若
し
万
―
二

其
義
相
叶
候
ハ
、

何
レ

貴
殿
事
も
横
浜
表
へ

罷
越
し
亜
人
二

付
英
学
の
伝
習
も
可
相
成
哉
と
そ
ん
し
候、

若
し
不

幸
二

し
而
其
義
不
相
叶
は
已
事
を
得
さ
る
次
第、

何
卒
空
抗
慨
を
い
た
し
病
気
様
之
出
来
ぬ
様
孔
明
之
草
蔵
に
臥
せ
し
を
思
ひ、

才
晩
成
之
語
を
解
し、

縦
令
山
野
に
臥
せ
し
を
も
志
す
分
屈
せ
す
ば
決
而
業
の
成
ら
ぬ
事
は
あ
る
ま
じ、

是
非
々
々
寸
暇
あ
ら
ば
山
野
に
逍
遥
し
身
体
を
健
全
二

致
す
を
専
一

に
す
へ
し、

何
レ

僕
帰
国
之
時
二

偏
二

カ
を
喝
し
貴
殿
之
志
願
相
叶

候
様
可
仕
候、

何
卒
其
迄
は
あ
ま
り
法
外
之
事
を
致
し
老
大
人
老
母
に
心
配
を
懸
ぬ
様
い
た
し
度、

か
す
君
子
中
の
真
君
子
た
ら
ん
を
求
め、

彼
浮
雲
の
如
き
少
年
輩
と
交
を
結
ぬ
様
い
た
し
度、

扱
御
母
様
お
み
よ
様
よ
り
も
御
丁
寧
之
御

〔

忙
〕

文
被
下
候
ま
4

御
返
事
差
上
度
そ
ん
し
候
得
共、

大
人
へ

も
申
上
候
通
僕
義
当
時
殊
之
外
学
問
は
急
＜
寸
陰
を
お
し
み
候
故、

逐
而
暇
を

得
申
候
ハ
ヽ

ゆ
る
／
＼
と
御
文
通
可
致
候
間、

右
様
御
告
け
御
老
大
人
様
初
御
一

統
決
し
而
小
生
の
為
に
心
配
な
さ
れ
ぬ
様
克
々
御
申
聞

可
被
下
候、

右
費
答
酬
如
此
候、

不
具

千
八
百
六
拾
九
年
六
月
十
五
日

双
六
段

27 

六
月
十
五
日

⑤
森
中
章
光
写

新
島
双
六

幹

且
穴
内
に
居
り
空
く
い
も
を
喰
ひ
光
陰
を
消
し

か
つ
大

か
つ
命
有
つ
て
の
物
と
哉
申
て

か
つ
飲
食
を
節
し
決
し
而
娼
妓
に
近
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候

28 

六
月
十
六
日

新
島
民
治

⑤
森
中
章
光
写

色
々
と
日
本
の
事
を
小
子
と
相
談
仕

万
一

費
殿
之
洋
学
修
行
相
成
二

付
而
は 、

老
大
人
老
母
脊
顧
す
る
者
無
之
は
克
々
貞
養
な
る
美
人
を
穿
竪
し
貴
殿
之
妻
と
な
し
家

内
の
万
事
を
相
頼 、

か
つ
お
み
よ
様
御
事
も
甚
や
さ
し
く
し

而
万
事
貴
殿
之
妻
と
相
談
い
た
し
万
事
取
行
候
ハ
、

費
殿
之
一

両
年

の
間
は
学
問
修
行
の
相
叶
わ
ぬ
と
云
事
あ
る
ま
じ
と
推
察
い
た
し
候 、

何
レ
事
機
二

順
万
事
都
合
宜
し
き
様
御
取
計
可
被
成
候

星
野 、

飯
田 、

様
頼
上
申
候

田
辺 、

根
岸
忠
造 、

浮
川
諸
君
子
二
よ
ろ
し
く
御
凰
声
可
被
賜
候、

呉
々
も
身
の
養
生
い
た
し

健
全
二

あ
ら
れ
候

但
し

此
人
は
先
達
而
ア
ー

モ
ス
〔
卜〕

学
校
迄
小
子
を
見
舞
に
参
り

一

日
一

夜
迄
逗
留
被
成 、

明
治
元
年
六
月
九
日
付
之
書
千
八
百
六
拾
九
年
五
月
七
日
に
落
手
仕
候
故 、

其
後
勿
々
御
返
書
差
出
し

候
得
共 、

今
度
幸
便
有
之
侯
間
寸

書
可
奉
呈
候、

然
レ
は
逐
々
暑
気
相
催
候
処 、

定
而
御
壮
健
御
勤
仕
被
成
候
半
と
存
し

奉
祝
賀
候、

次
二

小
子
義
も
不
相
替
学
問
修
行
も

仕
居
候
間 、

何
卒
御
安
慮
可
被
賜
候、

且
当
学
校
も
近
々
休
息
と
相
成
候
間 、

別
而
寸
陰
を
お
し
み
候
故
別
段
余
事
は
不
申
上 、

唯
双
六
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殿
之
江
戸
表
へ

罷
哉、

或
は
横
浜
へ

罷
越
し
洋
学
修
業
可
仕
様
い
た
し
度
候、

如
何
と
な
れ
ば
小
子
帰
国
之
上
ハ

色
々
醜
訳
等
仕
度
存
し

候
問、

同
人
義
は
別
而
漢
学
も
出
来
候
故
小
子
の
相
談
相
手
に
仕
度、

右
二

付
同
人
義
も
少
々
な
り
共
英
学
致
居
候
ハ
、

殊
之
外
の
助
と

可
相
成
候、

扱
此
度
亜
国
よ
り
小
子
の
書
状
を
横
浜
迄
届
呉
候
御
方
は
「
ド
ク
ト
ル
・

プ
ラ
ウ
ン
」

と
〔
申〕
者
二

而、

程
御
逗
留
被
成
候
ひ
し
に、

先
生
兎
角
日
本
人
好
の
人
二
し
而
又
々
横
浜
に
帰
り
一

斉
を
日
本
人
の
為
二

カ
を
喝
ん
と
申
居
候、

依
之
而

何
卒
双
六
殿
―

二
年
な
り
共
先
生
二

付
英
学
修
行
仕
候
ハ
、

小
子
二

於
而
も
幸
甚、

且
同
人
よ
り
先
生
二

日
本
語
を
教
へ

候
ハ
、

何
レ
先

生
よ
り
少
々
な
り
共
同
人
の
雑
費
は
可
払
と
存
候、

右
二

付
御
屋
敷
よ
り
暫
時
同
人
へ

御
暇
を
賜
ひ、

且
可
相
成
ル
候
ハ
、

少
々
の
御
手

当
被
下
賜
余
り
同
人
の
窮
せ
ぬ
様
い
た
し
度
候、

但
右
之
一

条
頼
母
敷
横
井
大
夫、

飯
田
先
生
へ

御
取
計
之
程
御
頼
み
可
被
成
候、

且
小

子
よ
り
も
御
両
君
へ

寸
書
差
上
度
候
得
共、

前
文
申
候
通
寸
陰
を
お
し
み
候
故、

何
卒
宜
御
伝
言
可
被
下
候、

若
し
幸
二

御
屋
敷
之
方
よ

ル
・

プ
ラ
ウ
ン
と
申
人
の
住
所
を
御
尋
可
被
下
候、

但
し
プ
ラ
ウ
ン
先
生
日
本
語
を
解
し
候
得
共、

若
し
談
判
に
不
都
合
を
生
し
候
得
は

尺
振
八
或
は
本
多
様
の
御
家
来
安
食
君
の
通
弁
之
義
相
願
可
被
成
候
而、

何
卒
先
生
の
双
六
殿
を
引
受
英
学
を
教
へ
、

へ
日
本
語
を
教
へ
可
申
由
御
願
被
成
候
ハ
、

定
而
先
生
辞
退
を
致
ま
し
く
と

存
候、

若
し

右
之
一

条
相
叶
候
ハ
、

同
人
は

勿
論
小
子
ニ

於
而
も
喜
欣
千
万
二

御
座
候、

且
逐
而
小
子
よ
り
も
双
六
殿
へ

書
状
述
し、

書
状
モ
決
し
而
兄
の
働
に
傲
ら
ひ
出
奔
等
を
致
間
敷
様、

且

〔

新
〕

呉
々
も
飲
酒
女
色
を
遠
け
候
様
可
申
候
間、

定
而
同
人
義
も
身
を
正
直
に
取
行
一

斉
勉
強
可
仕
と
存
候、

扱
当
時
は
実
二

国
家
一

振
の
時

ニ

し
て
是
非
と
も
男
児
の
研
窮
し
聖
道
を
修
め、

且
窮
理
精
密
機
械
等
の
学
を
盛
に
し、

我
日
本
を
し
て
欧
羅
巴
各
国
に
斉
く
振
わ
し
め

ん
の
時
に
そ
ん
し
候
間、

大
人
何
卒
区
々
の
小
事
二

関
係
不
被
成、

偏
二

双
六
殿
の
洋
学
修
行
相
叶
候
様
御
取
締
可
被
下
候、

扱
安
中
表

ヘ

御
返
書
差
上
度
侯
得
共、

此
度
は
尺、

安
食
両
君
へ

書
状
差
遣
候
問
寸
瑕
を
得
不
申
候、

何
レ
此
暑
中
の
休
息ーー

は
ゆ
る
／
＼
と
御
返

り
右
之
一

条
御
聞
受
被
下
候
ハ
、

勿
々

横
浜
表
へ

御
越
し、

且
同
人
よ
り
先
生

同

港
大
町
ア
メ
リ
カ
五
十
八
番
の
オ
ル
モ
ン
ト
と
申
者
へ

御
出、

ド
ク
ト

以
前
日
本
二
八
年

76 



明治2年

書
相
認
可
差
上
と
そ
ん
し
候
間、

何
卒
御
便
之
節
二

は
よ
ろ
し
く
御
伝
言
被
成
下
候
様、

か
つ

決
し
而
小
子
の
為
二

何
に
も
御
心
配
被
成

ぬ
様
呉
々
も
御
申
聞
可
被
賜
候、

但
し
書
面
に
封
し
候
一

の
写
真
像
ハ

何
卒
杉
田
廉
卿
先
生
へ

御
届
け、

か
つ
よ
ろ
し
く
御
鶴
声
被
成
候

〔
被
脱
力
〕

尚

、々

時
候
御
厭
被
成
少
々
の
御
暇
あ
ら
ば
何
卒
逍
蓬
被
遊、

何
卒
御
壮
健
に
し
而
小
子
の
帰
国
を
御
待
受
け
可
下
様
希
居
候、

何
卒
星
野、

菅
沼、

江
場
諸
先
生
へ

も
よ
ろ
し
く、

か
つ

御
便
之
節
二

は
植
村、

速
水
の
御
姉
様
及
ひ
民
五
郎、

鉄一―一
郎
殿
へ

も

御
伝
言
可
被
賜
候、

但
し
例
の
プ
ラ
ウ
ン
先
生
は
来
月
の
朔
日
二

此
国
を
御
出
立
二

可
成
由
な
れ
共、

先
生
の
申
候
は
小
子
よ
り

大
人
迄
へ
の
書
状
は
此
月
の
中
旬
に
先
生
方
迄
可
届
よ
し
申
置
候
間、

今
日
此
書
状
相
認
勿
々
先
生
方
へ

可
述
積
り
に
御
座
候、

何
レ
先
生
来
月
の
朔
日
二

御
出
足
被
成
候
ハ
、

来
月
の
月
末
二

は
横
浜
表
へ

御
着
之
事
と
推
算
い
た
し
候、

但
ア
メ
リ
カ
の
東
界

よ
り
西
界
に
至
る
蒸
気
車
已
二

出
体
二

相
成
候
故、

当
所
よ
り
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

迄
は
凡
一

周
日
程
相
懸
り、

其
よ
り
日
本
迄

は
蒸
気
船
二

而
三
ま
わ
り

二
十
一
日

程
相
懸
候
由、

あ
ま
り
飲
酒
な
と
さ
れ
ぬ
様
呉
々
も
願
上
候、

小
子
事
も
一

昨
日
は
此
学
校

の
所
長
に
証
文
を
差
出
し
小
子
修
行
中
は
一

切
酒
姻
料
を
不
用
申
候
段
相
届
申
候、

小
子
の
名
前
認
候
状
袋
差
上
候
間、

次
ニ
ハ

手
紙
は
此
内
に
御
封
し
込
可
被
下
候、

何
卒
後
便
二

は
小
子
よ
り
大
人
迄
へ

之
書
状
之
上
書
き
ハ

如
何
相
認
へ

き
哉
を
御
知
せ
可

若
し
当
時
小
子
へ

書
状
を
御
差
出
し
被
成
候
義
二

付、

余
り
御
不
都
合
な
ら
ば
一

年
ニ
一

度
な
り
と
も
御
文
通

可

被
下

様
願
上

被
下
候

大
人犀
下

千
八
百
六
拾
九
年
六
月
十
六
日

様
奉
希
候、

右
は
甚
取
急
き
万
一

も
難
尽
唯
願
く
ハ

万
恕
し
賜
へ
、

百
拝

幹
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候、

若
し
御
返
書
之
義
ハ

尺
振
八
哉、

〔
撰
〕

＊

日
本
の
歴
史、

国
史
略
及
ひ
新
選
年
表
と
申
年
代
記
を
所
望
致
居
候
ま
4
、

あ
ま
り
雑
費
も
相
懸
不
申
候
ハ
、

何
卒
御
取
求
め
後

十
二

月
二
十
五
日

御
兄
様、

御
ま
え
様、

御
娘
お
梅
事
御
恙
な
き
よ
し
う
れ
し
く
そ
ん
し
上
候、

何
卒
御
兄
様
を
御
大
切
に
御
取
扱、

し
く
御
育
上
可
被
成
候、

御
身
の
上
大
切
に
被
成
侯
様
奉
願
上
候、

右
は
あ
ら
／
＼
め
で
度、

十
二
月
二
十
五
日

御
兄
様
へ
よ
ろ
し
く

速
水
お
あ
ね
様
へ

〔
前
欠〕

29 

便
に
小
子
方
迄
御
遣
し
可
被
下
様
奉
願
候

被
成
候

④
イ
ソ
ク

＊
＊

速
水
と
き
・

新
島
み
よ

又
は
安
食
君
哉、

又
横
浜
大
町
ア
メ
リ
カ
五
十
八
番
オ
ル
モ
ン
ド
と
申
人
迄
相
届
御
頼
可

か
し
こ

か
つ
お
梅
事
を
や
さ

七
五
三
太

78 



明治2年

御
丁
寧
之
御
齋
被
下
う
れ
し
く
そ
ん
し
上
候

御
ぢ
4
様、

御
父
上、

御
母
上
様、

お
ま
え
様、

双
六
殿
何
の
御
さ
わ
り
も
無
之
よ
し
大
安
心
い
た
し
候、

何
卒
御
母
様
と
内
々
の
と
り

締
を
い
た
し
御
祖
父
様
を
御
大
切
に
御
取
扱
可
被
成
候

何
れ
私
事
修
行
の
上
御
国
へ

罷
帰
り
御
目
も
じ
い
た
す
へ
＜
候、

何
卒
／
＼
時
候
折
角
御
厭
御
狸
生
専
―
二

被
成
候
様
い
た
し
度
候、

右

十
二

月
二

十
五
日

お
み
よ
さ
ま
へ

は
あ
ら
／
＼
め
で
度、

か
し
こ

七
五
三
太
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尊
大
人
及
公
錫
よ
り
遣
れ
し
明
治
二
年
七
月
念
六
之
芳
書
千
八
百
七
拾
年
四
月
七
日
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
校
へ
相
達
候、

老
大
人
初
御
一

統

御
起
居
無
恙
よ
し
喜
欣
幸
甚、

扱
公
錫
よ
り
申
越
れ
し
日
本
当
今
之
形
勢
承
知
い
た
し、

偏
二

四
海
之
波
濡
静
ま
り
て
朝
廷
人
オ
を
挙
け

蒼
生
二

其
居
を
安
し、

文
を
盛
し、

武
を
構
し、

我
朝
の
欧
羅
巴
の
各
国
二

比
肩
せ
ん
を
望
む、

且
公
錫
よ
り
申
越
れ
し
負
笈
之
願
勿
々

〔

積
〕

成
熟
せ
ん
事
を
望
む、

若
し
老
大
人
招
を
嘗
む
る
の
愛
に
お
ぽ
れ
公
錫
を
し
て
空
し
く
山
野
に
在
し
む
る
は
実
に
予
の
志
願
に
非
ら
す、

何
卒
老
大
人
に
向
ひ
尽
く
日
本
当
今
の
形
勢、

男
児
之
禄
々
阿
母
之
目
下
に
消
光
す
る
の
時
に
非
さ
る
を
説
き、

宜
し
く
オ
器
あ
る
有
司

ニ

相
頼
み
公
命
に
て
出
府
す
べ
し、

若
し
公
錫
に
代
り
家
を
脊
顧
す
る
者
無
く
ば、

須
＜
器
局
あ
る
美
人
を
選
ひ
妻
と
為
し
家
を
咎
顧
せ

し
め
は
数
年
間
公
錫
の
家
を
離
る
4
事
難
二

非
ら
す、

然
し
大
人
及
ひ
阿
嬢
今
は
頗
る
健
全
二
し
而、

家
を
脊
顧
す
る
義
二

於
而
は
公
錫

を
要
せ
さ
る
べ
し、

拇
公
錫
出
府
の
上
は
益
漠
籍
を
収
む
る
哉
又
は
英
書
を
学
哉
其
意
を
得
度
存
候、

若
し
英
書
を
収
む
る
志
あ
ら
は
宜

30 

明
治
三

四
月―
―
十
二
日

（
一

八
七
0
)

新
島
双
六

年

⑤
森
中
章
光
写
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明治3年

予
の
事
も
書
認、

か
つ
先
生
の
起
居
を
問
ひ
呉
候
様
い
た
し
度
候

扱
御
姉
様
方
は
所
々
二

分
離
セ
し
由、

然
し
御
銘
々
様
無
恙
あ
ら
せ
ら
れ、

よ
ね、

横
浜
へ
罷
越
し
安
食
改
粟
津
蛙
次
郎
君
と
談
判
し、

且
折
あ
ら
ば
須
＜
洋
人
に
日
本
語
を
伝
へ
且
彼
よ
り
横
文
を
学
ふ
へ
し、

何
レ
予
帰

国
の
上
は
幾
重
に
も
貴
殿
の
為
に
力
を
尽
し
貴
殿
成
業
の
為
輔
助
致
す
べ
し、

且
前
書
文
に
申
遣
セ
し
通、

予
帰
国
の
上
は
貴
殿
の
輔
を

得
て
英
文
を
日
本
語
に
醜
訳
致
す
へ
し
と
願
望
居
候
間、

何
卒
両
三
年
な
り
と
も
英
文
を
攻
め
は
予
に
於
而
も
幸
甚、

学
之
為
ア
ー
モ
ス
ト
よ
り
西
に
当
二
十
五
六
里
程
離
る
ヒ
ン
ス
デ
ー

ル
と
申
所
へ

参
り、

扱
当
時
は
少
々
休

兼
而
ア
ン
ド
ワ
と
〔
申〕
所
二

而
知
得
し
朋
友
の

家
に
留
在
セ
り、

何
レ
近
々
ア
ー
モ
ス
ト
ヘ

帰
る
へ
き
と
存
居
候

亜
国
よ
り
去
年
九
月
二
日
本
へ

罷
越
せ
し
婦
人
ケ
ダ
よ
り
の
去
年
十
月
付
之
書、

去
正
月
七
日
ア
ー

モ
ス
ト
ヘ
相
達
し、

委
く
亜
人
プ
ラ

ウ
ン
君
の
安
中
を
通
行
セ
し
折
老
大
人、

大
人
及
貴
殿
の
彼
に
対
顔
し
彼
の
ア
ー
モ
ス
ト
ヘ

罷
越
し
予
と
談
判
セ
し
由、

人
ケ
ダ
の
家
に
参
り
し
等
の
事
承
知
致〔
さ〕
れ
し
由
申
越
し
呉、

予
二

於
て
も
大
喜
い
た
し
候

且
民
五
郎、

変
体
し、

夜
半
に
埠
頭
へ
忍
ひ
出
て
小
舟
を
得
亜
船
に
乗
移
し
節
の
形
容
な
り

鰐
揺
臥
砂

か
つ
予
の
彼
婦

梅
事
成
長
せ
し
由
是
亦
幸

甚、

何
卒
幸
便
節
ニ
ハ

宜
し
く
伝
言
可
被
賜
候

〔
を
〕

＊
＊

デ
ッ
チ
n
ゾ
9

一

ヶ
月
以
前
に
同
学
生
の
所
望
二
よ
り
予
日
本
衣
の
着
し
写
真
を
取
レ
り、

是
は
予
箱
館
を
辞
す
る
節
街
人
の
注
目
を
避
ん
為

使

童
に

杉
田
君
重
病
の
由
甚
気
之
毒
千
万
之
事
二

御
座
候、

予
よ
り
別
二

書
状
差
出
不
申
候
得
共、

何
卒
大
人
或
は
公
錫
よ
り
一

書
遣
し
荒
ま
し

此
度
は
彼
の
新
潟
へ

参
り
し
亜
人
に
書
状
可
遣
候
間、

書
耕
の
大
な
る
を
忌
み
別
段
大
人
及
阿
母
へ
は
書
状
差
上
不
申
候
間、

公
錫
よ
り

御
一

統
へ
宜
し
〔
＜〕
御
伝
言
可
被
賜
候、

か
つ
御
一

統
様
の
宜
し
く
養
生
専
一

に
可
被
成
候
様
願
居
候、

但
し
安
中
二

而
は
生
魚
を
得
難

＜
候
間、

大
人
の
鶏
を
飼
ひ
其
卵
を
取
り
食
物
に
可
被
成
候
様
い
た
し
度
候、

唯
野
菜
の
ミ
喰
ふ
事
は
生
命
を
保
護
す
る
事
逢
二

肉
食
に

鉄
三
郎、

81 



帥
花
の
種
槌
二

落
手
仕
候、

呉
々
も
大
人
へ

御
礼
申
上
可
被
下
候

老
大
人
及
ひ
御
母
様
は
当
時
如
何
被
為
在
候
哉、

何
卒
後
便
に
御
告
可
被
下
候

横
井
大
夫、

飯
田、

菅
沼
諸
君
へ
も
宜
し
く
鳳
声
可
賜
候

何
卒
養
生
を
専
一

に
し
益
志
を
固
し
些
少
の
事
二

而
平
生
の
志
願
を
屈
す
る
勿
れ、

御
姉
お
み
よ
殿
へ
よ
ろ
し
く
御
伝
言
可
被
下

候、

何
卒
御
姉
さ
ま、

御
母
さ
ま
を
や
さ
し
く
御
取
扱
ひ
被
成
様
願
居
候

弟
公
錫貴
答

千
八
百
七
拾
年
四
月
二
十
二
日

劣
れ
り

新
し
ま
敬
幹

82 



明治4年

〔
侯
脱
力
〕

其
後
は
存
外
之
御
不
音
仕
候
段
万
恕
可
被
賜
候、

扱
先
生
益
御
壮
健
二

被
為
在
半
と
推
察
し
奉
祝
賀
候、

小
生
義
禄
々
旧
に
依
り
書
上
ニ

消
光
せ
し
故、

是
亦
御
安
慮
可
被
下
候、

扱
此
度
愚
弟
へ

申
越
候
通、

小
生
帰
国
之
一

条
如
何
致
し
て
宜
き
哉、

何
卒
先
生
之
周
旋
を
わ

〔
破
U

G

函〕

ず
ら
わ
し
度
候、

小
生
義
徳
川
氏
の
法
禁
を
敗
り
楯
館
港
よ
り
出
奔
せ
し
一

条、

今
政
府
二

於
而
如
何
御
取
扱
被
成
候
哉、

且
其
レ
の
み

な
ら
す
小
生
頗
独
一

真
神
の
至
大
至
妙
之
真
理
寛
大
至
仁
の
耶
蘇
福
音
を
攻
め
候
間、

何
レ
小
生
帰
国
の
上
は
此
道
を
有
志
之
子
弟
へ

伝

へ
、

国
を
愛
し
民
を
憐、

独
を
慎
む
事
を
教
へ
、

神
の
真
理
は
当
今
強
大
な
る
英
国、
「
プ
ロ
イ
セ
ン
」、

合
衆
国
二

而
頗
る
行
レ
候
而、

国
を
富
し
兵
を
強
め
人
心
を
一

致
す
る
者
此
至
大

至
妙
之
真
理
に
如
く
者
は
無
し
と
そ
ん
し
候、

真
男
子
学
バ

ざ
る
を
得
ざ
る
の
道
と
そ
ん
し
候、

然
し
是
は
国
禁
な
る
故、

若
し
小
生
此
道
を
講
せ
は
必
ら
す
政
府
よ
り
厳
刑
を
加
へ
ん

31 

明
治
四

二
月
十
一

日

（
一

八
七
一
）

且
此
真
理
は
大
二

彼
ポ
ル
チ
ュ
ギ
ー
ス
人
の
伝
へ
し
教
門
と
ハ

相
違
し
而、

国
を
愛
す
る

＊

飯
田
逸
之
助

且
兼
而
学
得
之
地
理、

天
文、

窮
理、

精
密
等
の
学
を
伝
ん
と
望
む、

但
し
此
独
一

真

⑤
写
真

⑥
草
稿
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32 

新
島
双
六

⑥
森
中
写
に
よ
れ
ば、
原
本
は
洋
紙
一

枚
の
両
面
に
イ
ソ
ク
書
と
あ
る。

小
生
の
写
真
一

個
何
レ

愚
弟
よ
り
可
差
上
候
間、

何
卒
御
落
手
可
被
成
候

飯
田
逸
之
助
君侍
史

千
八
百
七
拾
一

年
二
月
十
一

日

と
存
候、

去
な
か
ら
富
国
強
兵
の
策
は
全
く
此
真
理
よ
り
起
ら
ん
事
必
定
な
り、

小
生
国
を
去
て
よ
り
国
を
憂、

民
を
愛
す
る
志
日
二

益

し
月
二

長
し
候
故、

何
レ

帰
国
之
上
心
力
を
喝
し
此
道
を
伝
へ
ん
と
す、

若
し
我
国
人
此
道
を
学
得
ば
数
年
之
後
我
国
も
欧
州
の
各
国
に

劣
ら
じ
と
そ
ん
し
候、

何
卒
先
生
政
府
之
有
司
と
内
々
御
談
判
被
成、

小
生
帰
国
之
義
相
叶
候
様
御
周
旋
被
下
候
ハ
、

小
生
二

於
而
万
謝

之
至
二

候、

且
此
福
音
を
講
し
候
ハ
、

矢
張
旧
例
之
如
厳
刑
を
加
へ

候
哉、

右
之
段
も
内
々
御
繋
索
可
被
下
候、

共
何
分
学
業
二
い
そ
が
わ
れ
候
故、

已
む
事
を
不
得
如
此
乱
文
を
玉
机
下
二

呈
す、

唯
願
く
ハ

加
養
し
賜
へ
、

妻
君
へ

も
よ
ろ
し
く
御
伝
言
可
被
下
候

二

月
十
一

日

⑤
森
中
章
光
写

扱
線
々
申
上
度
候〔
得〕

万
恕新

島
七
五―――
太

去
八
月
五
日
付
之
書
状
千
八
百
七
十
一

年
正
月
二
十
五
日
ア
ソ
ド
ワ

邑
之
学
館
へ

相
達
し
披
見
仕
候、

扱
貴
殿
よ
り
棲
々
申
越
れ
し
当
今

日
本
の
形
勢
は
さ
て
置、

老
大
人
様
倒
死
去
被
成
レ
し
事、

乃

兄
二

於
而
老
大
人
は
勿
論
大
人
及
阿
母
二

対
し
何
と
も
可
申
上
言
語
無
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明治4年

之、

縦
令
国
家
人
民
之
為
と
は
申
な
が
ら
断
然
海
外
二
跛
渉
し
老
爺
奉
蓑
之
時
期
を
失
ひ、

且
乃
兄
之
帰
錦
只
空
老
爺
墓
頭
之
花
な
る
事

残
念
之
至、

万
里
同
情
貴
殿
二
於
而
推
察
可
被
賜
候、

去
な
か
ら
既
二
流
る
水
再
ひ
挽
回
し
難
し、

已
む
事
を
不
得
放
情
致
す
の
み、

然

し
大
人
及
阿
母
諸
姉
費
殿
二
至
迄
壮
健
二
在
れ
候
由
喜
欣
之
至
二
候、

乃
兄
二
於
も
昨
年
三
月
よ
り
悪
き
風
邪
及
熱
病
を
や
み
て
兎
角
身

体
虚
弱、

已
む
事
を
得
ず
同
八
月
迄
廃
学
致
し
居
候、

然
し
病
気
中
ニ
ハ

＊

シ
ー
レ
と〔
申〕
者
甚
心
切
な
る
人
二
し
而、

乃
兄
は
万
里
の
客
な
る
を
憐、

自
身
之
家
へ
引
取
り
厚
加
蓑
し
呉、

「
ア
ー
モ
ス
ト」
大
学
校
之
教
師
ジ
ュ
ー
リ
ヨ
ス
・
ヱ
ツ
チ
・

継
き
甚
丁
寧
二
加
狸
し
呉
候
故
何―
つ
の
不
自
由
も
無
之、

実
二
王
公
も
是
二
過
ま
し
と
存
る
計
な
り、

扱
此
シ
ー
レ
と
申
者
は
当
国
ニ

於
而
甚
高
名
な
る
学
者
二
し
而、

小
生
を
甚
丁
寧
二
取
扱
へ
り、

乃
兄
修
行
中
も
七
日
目
ニ
一
度
ツ
、
彼
先
生
之
宅
へ
午
餐
或
は
晩
餐
二

呼
れ、

先
生
之
子
供
も
乃
兄
彼
等
の
兄
弟
と
同
様
二
取
扱
呉
候、

同
四
月
下
旬
よ
り
少
々
力
付
候
故
「
ア
ー
モ
ス
ト」
を
去
り
保
養
の
為

が
ち
な
る
所
二
し
而、

挫
生
之
為
二
は
甚
宜
し
く、

山
水
の
風
景
を
画
き、

斯
く
日
々
遊
行
せ
し
故
同
九
月
の
上
旬
二
は
元
之
如
く
健
全
二
相
成
候
故、

且
書
生
翡
も
日
を
夜
に

扱
其
所
は
余
程
安
中
二
斉
し
く
山

日
々
山
二
登
り
木
の
実
を
拾
ひ
渓
水
に
魚
を
釣
り、

折
々
に
は
紙
筆
を
尚
仕
た
く
し

〔
の

脱
力
〕

再
ひ
ア
ン
ド
ヮ
と〔
申〕
邑
学
館
へ

（
堪
熙`
配
空
5

認
跨）
入
塾
し
寸
暇
を
惜
み
日
夜
研
窮
い
た
し
居
候、

且
其
上
ハ
帰

〔
函
〕

国
せ
ん
と
存
居
候、

扱
乃
兄
之
帰
朝
之
義
は
如
何
致
し
而
宜
ろ
し
き
哉、

貴
殿
知
る
所
之
如
く
乃
兄
は
政
府
之
許
免
を
受
ず
夜
半
に
楯
館

よ
り
出
港
せ
し
故、

其
罪
国
刑
を
免
れ
さ
る
を
不
得、

然
し
国
家一
変
せ
し
よ
り
法
例
も
定
而
変
革
し、

乃
兄
帰
朝
之
義
も
可
相
叶
と
そ

ん
し
候、

何
卒
右
之一
条
は
飯
田
逸
之
助
君
へ
談
判
し
内
々
政
府
之
有
司
へ
問
合
セ
可
呉
様
仕
度
候、

右
二
付
飯
田
先
生
へ
も一
書
呈
セ

ん
と
存
す、

何
レ
帰
国
之
期
二
及
ひ
候
ハ
、
費
殿
ヘ
一
書
遣
し
右
之
趣
可
申
聞
候、

郷
書
相
達
せ
し
五
日
以
前
に
当
所
よ
り
僅一
里
半
余

な
る
府
「
ロ
ー
レ
ン
ス
」
と
申
所
へ
参
り
小
生
写
真
を
取
り
得、
老
大
人
へ
差
上
げ
ん
と
存
居
候
に、
貴
殿
之
訃
告
を
得
大
二
失
望
い
た
し

何
レ
当
所
二
は
二
年
程
も
留
学
す
る
企
二
御
座
候、

「
ヒ
ン
ス
デ
ー
レ
ル
」
と
申
所
に
有
之
知
人
の
家
二
至
候、

同
九
月
中
旬
迄
彼
所
へ
逗
留
い
た
し
候、
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千
八
百
七
十
一

年
二
月
十
一

日

弟
文
虎

ー
は
大
人
及
ひ
御
母
様
御
姉
様
よ
り
も
寸
書
可
被
下
様
奉
願
候、

勿
々
不
具

候、

然
六
七
個
程
封
込
候
間、

大
人
二

は
勿
論
民
五
郎、

お
米、

鉄
三
郎、

幹

お
梅
ど
の
へ

御
遣
し
候、

姉
様
方
へ

も
よ
ろ
し
く
御
伝
可
被

下
候、

扱
大
人
及
御
母
上
様
二

も
何
分
御
待
ど
ふ
な
か
ら
も
何
卒
今
二
年
程
も
御
待
な
さ
れ、

御
保
養
専
―
二

可
被
成
候
様
奉
希
候、

み
よ
様
二

も
よ
く
／
＼
内
々
の
取
締
を
御
母
様
と
共
に
な
さ
れ、

決
し
而
以
前
の
ク
ワ
ン
シ
ャ
ク
を
起
さ
ぬ
様、

且
貴
殿
二

於
而
も
少
年

〔

浩
〕

抗
然
之
気
を
取
を
さ
え
研
窮
之
余
日
々
二
三
里
余
は
散
歩
し、

時
々
山
野
二

遊
行
し
惟
然
之
気
を
養
ふ
へ
く
様、

父
母
二

奉
侍
す
る
は
勿

〔

隣
〕

論
何
卒
信
義
を
以
て
朋
友
憐
人
へ

相
接
し、

決
し
而
放
逸
児
と
交
る
な
く、

最
前
二

も
申
セ
し
通、

章
台
を
遠
さ
く
様
乃
兄
之
望
む
所
な

り、

如
何
と
な
れ
ば
男
児
一

ひ
血
を
娼
妓
二

染
む
れ
ば
其
毒
子
々
孫
々
へ

伝
り、

子
孫
の
難
儀
不
幸
と
成
ら
ん
事
恐
る
べ

き
事
な
り、

飲
酒
呑
姻
等
も
甚
身
の
為
二

宜
か
ら
す、

国
を
憂、

民
を
愛
す
る
士
人
矢
張
身
を
愛、

独
を
慎
ま
ず
ん
バ

あ
る
へ
か
ら
す

お且

昨
年
の
六
七
月
比
よ
り
仏
郎
西
と
プ
ロ
イ
セ
ン
と
の
戦
闘
あ
り
し
と
十
日
前
の
新
聞
有
し
は
仏
の
都
城。ハ
リ
ス
落
城
セ
し
由、

此
後
仏
の

国
体
如
何
相
成
哉
未
相
分
兼
候、

扱
仏
の
斯
く
敗
裂
セ
し
ハ

只
仏
兵
の
弱
き
の
み
二

非
ず、

全
く
仏
の
人
心
一

致
セ
さ
る
二

由
な
り

仏
人
は
多
く
放
蕩
無
頼、

独
一

真
神
の
真
理
を
尊
敬
せ
す、

然
し。
フ
ロ
イ
ス
人
は
学
を
盛
し
兵
を
練
る
の
み
な
ら
す、

独
一

真
神
無
所
不

能、

無
所
不
知
の
造
物
者
の
道
を
教
へ
人
心
を
一

致
し
人
々
己
の
本
国
を
憂
る
故、

此
度
プ
ロ
イ
ス
人
の
斯
く
強
大
と
成
り
し
ハ

全
く
日

日
の
教
育
二

依
る
な
り、

此
ア
ン
ド
ヮ
と
〔
申〕
所
は
甚
雪
深
き
所
な
れ
共、

当
冬
は
雪
甚
少
し
く
数
日
前
雪
降
り
し
か
僅
か
一

尺
余
な
り、

但
今
日
ハ

冬
至
よ
り
六
拾
三
日
目
に
御
座
候
間、

今
日
ハ

日
本
の
何
日
二

当
る
か
を
推
算
可
成
候、

扱
色
々
申
上
度
候
得
共
何
分
寸
暇
を

得
す、

何
レ

休
学
の
節
二

線
々
可
申
上
候、

何
卒
御
一

統
御
養
生
専
―
二

被
成、

余
り
解
し
難
キ
物
は
御
食
用
不
被
成
仕
度
候、

且
後
便
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此
書
状
は
仰
之
通
横
浜
二

於
而
亜
人

R
e
v.

Mr.
 B
a
ll
a
g
h
 (
v
'7
 =
 v,‘
F

¢”
てて
、ハ
ー
7)

と
申
者
二

相
頼、

n
し
U

口
屋
周
助
と
〔
申〕
者
の
入
店
迄
相
達
す
可
申
候
間、

費
殿
よ
り
の
書
状
は
周
助
方
へ
相
届、

其
者
よ
り
此
バ
ー
ラ
と
申
大
学
者
な
る
亜
人
へ

内
々
相
届、

亜
国
迄
相
届
可
呉
様
彼
者
よ

り
御
頼
可
被
下
候

昨
年
五
月
差
遣
し
呉
候
国
史
略
及
ひ
新
選
年
表
今
二

落
手
不
仕
如
何
の
事
か
と
心
配
い
た
し
居
候、

然
し
此
者
は
支
那
へ

参
り、

其
よ
り
英
船
二

而
印
度
へ

参
り、

其
よ
り
英
国
二

越
し、

其
よ
り
亜
国
へ

参
ら
ん
と
存
候、

何
レ
近
々
の
内
二

は
其
書
物
当
国
へ

可
相
達
と
存
し
居
候、

且
貴
殿
よ
り
其
書
物
を
遣
し
呉
候
事
万
謝
之
至
二

候、

横
井
大
夫、

飯
田
先
生、

星
野、

菅
沼、

添
川
諸

君
へ
よ
ろ
し
く
風
声
可
被
賜
候、

飯
田
君
へ

乃
兄
の
写
真
一

個
進
し
度
候

二

月
二

十
五
日

＊

 

飯
田
逸
之
助

⑤
根
岸
橘
三
郎
『
新
島
襄』

所
収

御
城
下
之
町
人
口

且
バ
ー
ラ
氏
二

自
身
の
住
所
を
彼
の
周
助
に
知
せ
呉
候
様
相
頼
候
間、

向
後

其
後
は
存
外
之
御
不
音
仕
候
段、

万
恕
可
被
賜
候、

倦
先
生
益
御
壮
健
に
被
為
在
候
半
と
推
察
奉
祝
賀
候、

小
生
義
も
禄
々
旧
に
依
り
書

上
に
消
光
せ
る
段、

何
卒
御
安
慮
可
被
下
候、

さ
て
此
度
愚
弟
へ

申
越
候
通、

小
生
帰
国
之
一

条、

如
何
し
て
宜
き
哉、

先
生
の
御
周
旋
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を
労
し
度
候、

兼
て
御
存
之
通、

小
生
義
公
禁
を
も
不
顧、

臥
樫
千
里
に
駆
す
る
志
を
起
し、

遂
に
海
外
を
跛
渉
し、

千
辛
万
苦
今
日
に
至

る
は、

全
く
国
を
愛
す
る
深
に
よ
る、

然
し
国
禁
を
犯
せ
し
段、

国
刑
を
免
れ
ざ
る
を
得
ず、

其
の
み
な
ら
ず、

小
生
亜
国
へ

参
り
し
よ

り、

如
何
し
て
欧
洲
の
各
国
及
米
利
堅
の、

び
欧
羅
巴
の
歴
史
を
見
る
に、

独
一

真
神、

無
所
不
能、

無
所
不
知、

無
所
不
在、

無
初
無
終、
「
ゴ
ッ
ド
」、

得、

取
れ
と
も
不
可
取
の
霊
神、

帝
中
の
帝、

頓
に
陥
る、

四
千
年
以
前
に
興
起
せ
し
「
イ
ジ
プ
ト
」、

其
後
「
ヱ
ッ
シ
リ
ヤ
」、

の
盛
な
り
し
は、

今
何
所
に
在
る、

印
度
は
甚
古
き
国
な
れ
と
も、

所
領
と
成
れ
り、

且
支
那
日
本
に
於
て
一

切
此
妙
道
を
知
ら
ざ
り
し
故、

当
今
の
日
本
は
百
年
前
の
日
本
に
格
別
の
相
違
無
之、

唯
古
史

れ
候、

此
真
神
の
道
即
ち
耶
蕪
の
福
音
は、

孔
孟
の
道
に
比
す
れ
ば、

唯
馬
と
鹿
の
相
違
な
る
の
み
な
ら
ず、

実
に
月
と
鯰
魚
と
の
相
違

に
斉
く
思
れ
候、

耶
蘇
の
教
は
益
栄
え、

孔
孟
之
道
は
益
衰
ん
事
必
常
な
り、

依
て
小
生
も
頗
る
此
道
に
志
し、

当
今
は
「
ア
ン
ド
ワ
」

邑
の
神
学
館
に
此
道
を
攻
め
居
候
故、

何
れ
帰
国
之
上
は
此
道
を
主
張
し、

有
志
之
子
弟
へ

相
伝
へ
、

益
国
を
愛
し
民
を
愛
す
る
の
志
を

励
ま
さ
ん
事
を
望
む、

且
兼
て
学
び
得
し
地
理、

天
文、

窮
理、

精
密
等
の
学
を
も
伝
へ
、

富
国
強
兵
之
策
を
起
す
の
み
な
ら
ず、

人
々

己
を
修
め、

独
を
似
む
の
道
を
教
へ
ん
と
存
候、

但
し
人
々
己
を
修
め、

其
身
を
愛
す
る
を
知
ら
ば、

得
候
事、

自
然
の
理
な
り

日
に
強
大
に
相
成
し
や
を
克
々
探
索
せ
し
所、

漸
く
其
妙
奥
を
見
る
を
得
た
り、

亜
細
亜
及

万
有
之
造
物
者、

見
て
不

王
中
の
王
の
真
理、

妙
道
を
信
奉
せ
し
人
民
は
必
ら
ず
栄
へ
、

其
を
忘
却
せ
し
国
は
益
愚

至
愚
の
仏
法
を
信
奉
せ
し
故、

益
愚
頓
に
相
成
候
て、

空
く
英
人
の

一

切
開
花
に
進
ま
ず、

是
ぞ
と
申
す
新
発
明
も
不
致、

却
て
当
今
之
日
本
は、

百
年
前
の
日
本
に
劣
れ
り
と
思

己
の
住
め
る
国
を
愛
せ
ざ
る
を
不

兼
て
「
ボ
ル
チ
ュ
ギ
ー
ス
」

人
の
日
本
に
参
り
伝
へ
し
道
は、

当
今
強
大
な
る
英
国、
「
プ
ロ
イ
セ
ソ
」、

合
衆
国
に
て
信
奉
せ
る
教
道
と

は、

大
に
相
違
甚
大
な
る
誤
あ
り、

「
ボ
ル
チ
ュ
ギ
ー
ス
」

人
の
中
に
は、

「
キ
リ
ッ
ク
ソ
」

宗
門
に
入
る
者
は
羅
馬
の
法
王
に
随、

且

旧
経
を
索
る
事
に
し
て、

「
バ
ビ
ロ
ン
」、

「
ボ
ル
シ
ャ
」、
「
グ
リ
ー
ス
」、

羅
馬
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明治4年

候
は
4
、

天
下
登
至
る
所
に
住
む
所
無
か
ら
ん
や、

強
盛
な
る
国
と
相
成、

嘗
て
有
名
な
る
仏
兵
も
空
く
手
を
下
し、

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」

第
一

仏
兵
を
侍
み、

り、

強
兵
に
ほ
こ
れ
る
仏
人
も、

今
度
「。
フ
ロ
イ
ス
」

人
と
の
戦
争
に
は
大
に
敗
北
し、

有
名
な
る
国
都
「
パ
リ
ス
」

も
十
日
前
に
「。
フ

ロ
イ
ス
」

人
の
手
に
入
り、

へ
、

之
を
閑
却
せ
る
人
民
は
必
ら
す
亡
ぶ
と
申
候、

是
道
は
奇
々
妙

、々

人
心
一

致
す
る
事、

駿
に
堪
た
り

「
プ
ロ
イ
セ
ン
」

に
攻
入
り
候
節
は、

彼
国
に
て
文
は
格
別
盛
に
あ
ら
さ
り
し、

然
し
彼
「。
フ
ロ

イ
ス
」

人
敗
を
取
り
し
よ
り、

教
育
を
盛
に
し、

別
し
て
此
真
神
の
道
を
主
張
せ
し
故、

文
武
共
振
ひ、

盛
に
相
成、

色
々
の
駿
べ

き
新
発
明
と
な
せ
り、

「
プ
ロ
イ
ス
」

人
に
降
れ
り、

人
心
盛
密、

益
固、

遂
に
如
此

且
英
国、

亜
国
に
於
て
も、

文
物
日
に

且
此
道
を
奉
す
る
国
に
は、

格
別
貴
賤
の
差
別
無
之、

富
者
は
窮
人
を
救
ひ、

貴
者
は

別
に
貴
か
ら
す、

賤
者
亦
賤
な
ら
ず、

上
下
共
に
一

致
し、

公
然
廃
敗
す
べ
か
ら
ざ
る
の
国
と
成
れ
り、

依
り
て
之
を
見
る
に、

憂
国
愛

民
の
士
人、

此
道
を
攻
め、

此
道
を
国
人
に
教
へ

す
ん
ば
あ
る
へ
か
ら
ず、

何
れ
小
生
も
帰
国
の
上
は
此
福
音
を
講
じ、

国
人
の
土
炭
に

ま
み
る
を
救
は
ん
と
存
候、

然
し
政
府
に
於
て
は、

今
日
此
真
理
を
「
ポ
ル
チ
ュ
ギ
ー
ス
」

人
の
伝
へ
し
道
と
一

に
見、

矢
張
此
教
を
奉

す
る
者
に
は
必
ず
厳
刑
を
加
へ
ん
と
存
候、

扱
小
生
の
如
き
は
海
外
に
遊
歴
せ
る
身
分、

若
し
政
府
に
於
て
厳
刑
を
加
へ
る
の
沙
汰
有
之

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
」

山
を
祓
渉
し、

太
平
洋
に
鯨
を
漁
す
る、

十
八
万
の
仏
兵
「
プ
ロ
イ
ス
」

に
降
参
せ
り、

扱
小
生

申
せ
し
通、

只
小
生
の
望
む
所、

然
し

「
ゴ
ッ
ド
」

を
信
奉
す
る
国
は
甚
栄

ャ
」、

「
ボ
ル
チ
ュ
ギ
ー
ス
」、

仏
郎
西
等
の
国
は、

一

時
強
大
な
り
し
も、

今
は
蓬
に
英
国、

亜
国、

法
王
を
随
拝
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
云

、々

然
し
亜
国
に
行
れ
る
教
は、

実
に
独
一

真
神
の
真
理
に
し
て、

我
等
の
奉
拝
す
る
所
の
者
は、

唯
不

可
見
の
「
ゴ
ッ
ド
」、

我
悲
及
び
天
地
万
物
を
造
れ
る
天
帝
な
り、

扱
此
真
神
を
奉
拝
し、

且
真
神
を
信
愛
せ
ば、

必
ら
す
国
を
憂
へ
、

民
を
愛
す
る
志
を
起
さ
ん、

且
富
国
強
兵、

か
つ
人
心
を
一

致
せ
ん
事、

此
妙
道
に
如
く
者
な
か
ら
ん
と
存
候、

如
何
と
な
れ
ば、

羅
馬

法
王
の
「
キ
リ
シ
テ
ヤ
ン
」

宗
門
を
奉
す
る
者、

益
其
勢
を
失
へ
り、

例
令
ば
羅
馬、

「
イ
タ
リ
ヤ
」、

「
ス
ペ
イ
ソ
」、

「
オ
ー
ス
ト
リ

「。
フ
ロ
イ
セ
ン
」

等
の
下
に
居
れ
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九
月
五
日

④
墨

新
島
民
治

千
八
百
七
十
一

年
二
月
二
十
五
日

新
島

幹

小
生
の
亜
国
に
於
て
の
親
友
中
に、

亜
人

国
を
愛
す
る
志、

日
に
益
し
月
に
長
じ、

我
日
本
の
隆
興
せ
ん
事
の
み、

見
ば、

小
生
に
於
て
余
の
志
願
は
無
之
候、

依
て
先
生
何
卒
小
生
の
志
を
察
し、

小
生
の
滞
碍
な
く
帰
国
相
叶
候
様、

内
々
政
府
の
有
司

と
談
判
下
し
賜
ひ、

且
此
福
音
を
講
じ
候
は
ゞ
、

矢
張
前
例
に
依
り
政
府
に
於
て
は
厳
刑
を
加
へ

候
哉、

共、

身
に
難
渋
は
無
之
候
哉、

克
々
穿
堅
被
下、

後
便
に
は
右
之
趣
委
細
御
告
被
下〔
度〕
候、

と
相
成
り、

亜
国
大
統
領
の
保
護
を
得
て、

日
本
へ

掃
る
べ

き
が
宜
し
き
と、

若
し
日
本
人
刑
を
加
へ
ば、

所
置
の
有
之
候、

右
の
段
如
何
致
し
て
宜
し
き
や、

是
又
御
告
可
被
下
候

飯
田
逸
之
助
君

妻
君
へ

も
よ
ろ
し
く

日
夜
「
ゴ
ッ
ド
」

に
祈
薦
し
居
候、

我
日
本
の
開
化
に
進
む
を

又
は
小
生
縦
令
福
音
を
講
じ
候

亜
国
の
大
統
領
よ
り
宜
し
き

さ
て
色
々
申
上
度
候
得
共、

何
分
寸
暇
を
不
得
候
故、

如
此
乱
文
を
以
て
玉
机
下
に
呈
す、

唯
願
く
は
加
養
せ
よ、

万
恕

一

但、

状
中
之
一

書
は
JII
田
先
生
へ

伺
届
可
被
下
侯、

若
し
先
生
之
御
住
所
不
朋一＿

御
座
侯
ハ
、

小
林
様
へ

御
尋
可
被
成
侯、

何
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明治4年

離
レ
難
き
父
母
二
別
レ
辞
し
難
き
本
邦
を
去
り、

断
然
万
里
の
波
瑞
を
航
せ
し
ハ、

全
く
国
家
の
御
為
二
寸
力
を
喝
さ
ん
と
の
志
願
な

扱
双
六
病
死
之
義
は
兼
而
川
田
剛
先
生
よ
り
名
古
屋
藩
之
士
人
丹
羽
氏
二
托
し
而
遣
せ
し
書
状
二
而
承
知
仕
候
処、
如
何
な
る
病
気二
死

果
し
は一
切
不
相
分
二
付、
兼
而
川
田
之
塾
二
有
之
候
因
州
之
大
参
事
池
田
徳
潤
な
る
者、
近
々
ア
ソ
ド
ワ
近
傍
の
都
府
ボ
ス
ト
ン
ヘ
参

候
趣
聞
及
候
間、
一
昨
日
当
所
へ
参
上
仕、
池
田
氏
二
対
面
し
種
々
双
六
の
事
御
尋
候
処、
一
切
病
気
の
事
相
分
兼
候、
然
シ
彼
所
に
て

*
＊
*

〔
味
〕

池
田
の
同
藩
原
長
政、
薩
州
佐
土
原
の
大
公
子
島
津
忠
亮、
清
水
様
従
五
位
御
嫡
子（
野
類
戸ば
蘊暉鱈ぎ
邑
等
の
御
方
々
へ
対
顔
し、
残
之

一
昨
日
よ
り
今
朝
迄
其
池
田
氏
の
宿
屋
二
逗
留
い
た
し、
今
朝
小
子
之
親
友ハ
ー
デ
ィ
ー
君
へ

相
尋
候
処、
不
計
も
日
本
よ
り
の
書
状
彼
所二
而
請
取
拝
見
仕
候
て
委
細
承
知
仕
候、
扱
其
委
細
を
承
り
候
得
共、
益
痛
惜
愁
傷
之
至
ニ

御
座
候、
右二
付
小
子
早
々
帰
郷
仕
候ハ
、
大
人
様
の
御
為
に
も
可
成
と
そ
ん
し
候
得
共、
小
子
義
も
御
存
之
通
身
の
辛
苦
を
も
不
顧、

外
御
丁
寧
之
御
取
扱
二
あ
っ
か
り
申
候、

継
き
成
長
之
上
は
国
家
之
御
為
二
相
成
候
様
望
居
候

卒
此
書
は
別
二
上
封
し
可
被
成
候

ハ
ー
テ
ィ
ー
君
の
妻
の
画
差
上
申
候
間、
御
落
手
可
被
成
候

明
治
四
辛
未
年
二
月
廿
五
日
付
之
御
芳
書、
千
八
百
七
十一
年
九
月
四
日
二
敬
而
拝
見
仕
候、
然
は
大
人
様
御
事
益
御
機
嫌
克
被
遊
候
事

奉
祝
賀
候、
去
な
か
ら
双
六
殿
病
死
之
義
は
存
外
之
事、
残
念
至
極
言
語二
難
堪、
是
迄
は
右
の
腕
と
も
思
わ
る
4
双
六
事、
如
此
成
行
し

は
唯
々
夢
の
事
か
と
存
ら
れ、
小
子
年
来
之
希
望
空
く
春
雪
之
如
く
消
行
き
し
は
万
里
同
情
大
人
二
於
も
御
察
し
可
被
下
候、
扱
双
六
事

数
年
の
間
千
辛
万
苦
国
家
の
為
と
申
し
て
身
の
困
窮
を
も
不
顧、
学
問
出
精
被
致
候
而
今
は
空
し
く
墓
下
の
土
と
成
し
は、
当
人
二
対
し

気
之
毒
千
万、

大
人
様
御
事
も
最
早
御
隠
居
被
成、

且
大
人
様
御
初
御
母
様
御一
統
之
御
愁
傷
如
何
と
御
察
申
候
得
は、
唯
々
悌
之
流
る
4
の
み
二
而
何
と
も
申
様
も
無
之、

＊
＊
 

且
稼
弥
殿
御
養
子
二
被
成
候
事
承
知
仕
候、
何
卒
椋
弥
殿
義
も
学
問
出
精
い
た
し
双
六
殿
の
志
願
を
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ヮ

ス

レ

り、

其
念
日
夜
難
レ
忘、

如
斯
も
外
国
二

留
学
仕
候
故、

兼
而
申
上
候
通
小
子
の
如
き
ハ

国
家
二

此
身
を
差
出
し
候
間、

小
子
は
最
早
戦
場
二

出
シ
者
と
思
召、

如
此
国
を
愛
す
る
男
児
を
御
持
被
成
候
は
御
身
の
御
手
柄
と
御
楽
し
み
可
被
下
候、

若
し
御
了
解

違
二

而
小
子
ハ

不
孝
の
児
と
か
思
召
有
之
候
得
は、

小
子
二

於
而
甚
当
惑
仕
候、

然
し
子
を
知
る
は
親
二

如
く
ハ

な
し、

小
子
の
志
願
大

渇
し、

人
二

於
御
存
無
之
二

非
ず、

扱
小
子
義
も
一

段
乗
出
し
た
る
船、

事
を
遂
ず
し
て
再
ひ
本
邦
二

帰
る
は
国
之
御
為
に
な
ら
ず
は
勿
論、

大

〔

聞
〕

人
の
御
外
分
二

相
成
候
と
存
候、

且
国
家
御
一

新
男
児
の
心
力
を
喝
す
へ

き
の
好
機、

且
是
迄
双
六
殿
事
本
邦
二

学
問
仕
居
候
間、

小
子

〔

術

力
〕

〔

錦
〕

義
忘
外
二

あ
り
共
格
別
大
人
の
御
難
渋
と
ハ

相
成
間
敷
と
そ
ん
し、

斯
も
長
々
遊
学
仕
居
候、

且
つ
且
何
レ
帰
帰
之
余
は
何
処
迄
も
力
を

〔

訃
〕

双
六
殿
の
志
を
遂
候
様
希
望、

其
上
彼
も
小
子
の
相
談
相
手
二

可
相
成
と
楽
し
み
居
候
処、

登
料
ん
や
今
度
之
赴
告、

悲
哀
痛
哭

残
念
之
至
両
手
を
亡
し
よ
り
も
甚
し、

然
な
か
ら
是
は
往
事
二

し
て
悔
と
も
難
及、

大
二

痛
哭
致
す
は
却
而
身
の
為
に
宜
か
ら
す、

残
念

〔

諦
〕

な
が
ら
も
双
六
の
事
ハ

先
々
相
明
ら
め、

向
後
自
身
の
養
生
ハ

勿
論、

学
問
益
出
精
成
就
之
上、

少
し
も
早
く
帰
帰
可
仕
候
間、

何
卒
大

〔

待
〕

人
二

於
而
も
右
様
御
心
得、

向
後
は
双
六
の
事
を
克
々
御
明
ら
め、

小
子
帰
錦
之
事
の
み
御
侍
御
楽
し
み
可
被
下
様
仕
度、

且
是
迄
は
私

朝
廷
へ
亜
国
留
学
の
趣

事
も
日
本
の
出
奔
生
二

而、

朝
廷
へ
は
内
々
に
相
成
候
処、

去
春
亜
国
の
少
弁
務
使
森
有
礼
殿
の
御
周
旋
二

而

委
細
申
上
候
処、

今
度
大
学
よ
り
の
免
状
と
外
務
卿
よ
り
外
国
へ
の
通
行
状
と
を
投
下
し
賜
へ

り、

但
通
行
状
は
外
務
卿
沢
従
三
位
清
原

〔

支
〕

宜
嘉
殿
の
御
名
前
有
之
候、

扱
是
迄
ほ
色
々
帰
国
之
事
心
配
仕
候
処、

此
免
状
を
持
帰
は
一

切
入
港
二

は
無
差
遣
事
二

御
座
候
間、

何
卒

大
人
二

於
而
御
放
心
可
被
下
侯、

何
卒
右
之
一

条
は
内
々
横
井
大
参
事
及
ひ
飯
田
君
迄
御
申
上
可
被
下
候、

且
亜
国
弁
務
使
森
従
五
位
よ

〔

力
〕

り
度
々
御
書
状
を
下
さ
れ、

色
々
の
事
件
等
御
相
談
被
成
下、

且
折
々
は
御
招
ぎ
被
下、

路
用
入
費
は
不
残
官
よ
り
御
払
被
下
候
間、

大

人
二

於
而
も
御
喜
欣
可
被
遊
候、

扱
小
子
事
も
真
実
二

身
を
取
持
学
問
修
行
仕
候
間、

亜
国
の
人
々
大
分
好
き
評
判
致
し
呉
候
間、

是
又

伺
安
心
可
被
下
候、

但
ッ
此
夏
の
休
学
中
二
は
砿
物
学
（
雌
填
懇
暉
和
見）

之
為
蒸
気
車
船
二

乗
り
所
々

遊
覧、

ニ
ヶ
月
の
内
凡
六
七
百
里
の

何
卒
大
人
二

は
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明治4年

旅
を
仕
候
而、

六
七
日
以
前
二

此
ア
ソ
ド
ワ
と
申
所
へ

帰
参
候、

但
ッ
此
旅
行
は
保
蓑
の
為
の
み
な
ら
す、

実
は
学
問
の
為
に
し
て、

書

物
上
の
学
問
と
ハ

違
ひ
実
地
の
学
問
を
仕
候、

所
々
見
物
い
た
し
候
処、

中
々
紙
上
二

書
尽
し

難
く、

何
レ
御
対
面
之
時
を
期
し
候
得

共、

其
中
の
名
所
荒
ま
し
相
認
可
申
候

ホ
ー
サ
ク
山
行
の
略
記

〔

殊
〕

ホ
ー
サ
ク
山
は
ア
ン
ド
ワ
よ
り
凡
百
里
程
距
り
て
残
之
外
風
景
の
宜
し
き
山
な
り、

然
シ
此
山
ハ

僅
海
上
千
二
百
尺
程
二

し
て、

格

近
来
亜
人
此
山
の
下
を
掘
通
シ

蒸
気
車
の
路
を
造
る
事
を
始
め
り、

然
シ

山
を

掘
る
に
余
り
人
力
を
不

〔

込
〕

用、

多
く
は
蒸
気
機
関
二

而
山
を
く
り
ぬ
き、

繋
の
如
き
物
二

而
穴
を
掘
り、

其
に
合
薬
を
つ
き
巡
み、

其
二

火
を
付
て
山
中
の
大
石
を

〔

マ

マ

〕

破
裂
せ
し
め
候
故、

労
を
省
く
事
甚
し、

小
子
義
彼
所
ニ
―

日
逗
留
し
蒸
気
車
二

乗
り
其
穴
中
二

半
里
半
程
入
巡
候
処、

其
中
は
甚
暗
く

し
て
日
中
矢
張
灯
火
を
用
候、

且
其
中
甚
寒
く
し
て
暑
中
二
三
枚
の
上
衣
を
衣、

其
上
穴
よ
り
落
る
滴
水
に
湿
ぬ
為
に
油
衣
を
着
せ
り、

其
よ
り
馬
車
二

乗
り
山
上
二

行
き
下
ノ
穴
中
二

空
気
を
通
わ
せ
る
為
二

造
れ
る
穴
を
見
物
せ
り、

但
此
穴
を
掘
る
に
矢
張
蒸
気
の
力
を
か

〔

す
〕

ァ

ゲ

サ
”.

り、

且
穴
よ
り
生
る
水
を
か
ひ
出
る
為
の
桶
ハ

蒸
気
仕
懸
二

上
下
せ
し
め
候
故、

決
し
而
人
力
を
不
用
申
候、

小
子
義
も
其
夜
は
山
中
ニ

日
を
暮
ら
し
農
家
へ

参
一

宿
せ
り、

翌
朝
山
の
西
へ

下
り
申
候、

其
午
時
七
十
五
人
の
支
那
人
二

面
会
せ
り、

彼
等
英
語
ニ
―

切
不
通
候

故、

支
那
字
二

て
筆
談
い
た
し
候、

扱
北
ア
ダ
ム
ス
村
よ
り
三
十
里
程
あ
る
一

府
「
ト
ロ
ヘ
」

と
申
所
へ

参、

三
ケ
の
日
本
人
但
書
生
に

ナ
ヤ
グ
ラ
瀑
布
の
略
記

9

キ

ナ
ヤ
グ
ラ
瀑
布
は
ア
ン
ド
ワ
よ
り
凡
三
百
里
程
有
之
候
而
世
界
第
一

の
名
瀑
布
な
り、

但
瀑
布
の
高
さ
幅
等
及
ひ
鋏
の
掛
橋
等
は
差

〔

テ

〕

上
候
画
図
二

而
御
承
知
可
被
成
候、

其
水
勢
実
二

筆
端
二

尽
し
難
く
御
座
候、

但
シ
画
二

向
二

右
二

在
る
土
地
は
ア
メ
リ
カ
領、

左
は
英

面
会
し
其
所
ニ
――一
日
逗
留
い
た
し
候

別
の
高
山
に
は
無
之
候
得
共、
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明治4年

大
人
様玉

机
下

千
八
百
七
拾
一

年
九
月
五
日

扱
棲
々
申
上
度
も
尚
今
は
学
問
中

n

ひ
U

国
の
所
領
二
し
而、

往
還
の
為
ニ
ケ
の
橋
あ
り、

一

は
蒸
気
車
の
為
と
し、

他
は
歩
行
及
は
馬
車
を
用
ゆ
る
為
二

造
れ
る
故、

亜
領
よ
り

英
領
へ

参
る
事
甚
易
し、

但
小
子
英
領
二

参
り
し
時
は
或
る
金
満
家
小
子
ハ

日
本
人
な
る
事
を
聞
及、

其
家
へ

招
き
二
日
程
留
め
呉
大
に

馳
走
い
た
し
呉
れ
り

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
は
英
領
二
し
て
シ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
河
中
の
小
島
ナ
リ、

其
よ
り
亜
領
に
掛
り
た
る
ウ
ィ
ク
ト
リ
ヤ
橋
と
申
橋
あ

り、

但
シ
其
橋
は
鋏
造
二

し
て
其
長
さ
凡
一

里、

但
シ
其
入
費
は
七
百
万
ド
ル
の
由

担
大
人
の
御
手
紙
に
一

切
御
母
様
の
御
事
不
御
申
越
此
は
如
何
の
御
事
二

御
座
候
哉
奉
伺
候、

御
母
様
御
事
其
後
御
丈
夫
二

被
成
候
哉
奉

〔

マ

マ

〕

伺
候、

且
向
便
二

は
御
母
様
御
姉
お
み
ょ
様
へ
よ
り
も
御
文
通
被
下
度
奉
願
候、

御
文
通
無
之
候
而
は
何
に
か
御
不
快
で
は
あ
る
ま
じ
く

〔

可
〕

哉
と
愚
察
杯
仕
候
間、

御
便
之
節
は
少
々
な
り
と
も
御
文
通
被
下
候
得
ば
先
々
安
心
被
仕
候、

且
双
六
殿
も
死
去
致
し
候
故、

何
卒
御
蓑

子
椋
弥
殿
よ
り
も
双
六
二

代
り
節
々
文
通
被
造
候
様
仕
度
候、

但
シ
日
本
二

於
而
も
甚
悪
し
き
風
俗
二

而、

養
子
と
申
と
兎
角
不
丁
寧
ニ

取
扱
候
而
家
内
に
不
睦
の
事
往
々
有
之
候、

何
卒
大
人
御
母
様
御
姉
さ
ま
御
養
子
椋
弥
殿
は
万
事
双
六
同
様
二

御
取
扱、

ニ

而
寸
暇
を
惜
み、

父
の
家
二

有
之
候
様
相
心
得、

養
父
母
を
丁
寧
二

取
扱、

決
し
而
不
行
作
の
事
致
間
敷
様
仕〔
度〕
候、

且
臨
書
心
緒
万
端
涙
筆
共
二

下
る、

唯
願
は
養
生
保
獲、

万
恕
百
拝

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
略
記

且
椋
弥
殿
も
実

児
七
五
三
太
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も
心
切
二

御
世
話
成
下
さ
れ
候
得
而
家
内
睦
し
く
成
行
候
様
奉
願
上
候

一

尚
以
時
候
折
角
御
厭
御
保
養
之
事
ハ

御
身
の
長
寿
を
得
る
為
実
二

専
一

の
事
二

御
座
候、

但
日
々
の
御
遊
行
は
別
し
而
宜
し
く

御
座
候、

あ
ま
り
寒
中
コ
タ
ッ
ニ

あ
た
り
或
は
火
の
傍
二

長
座
す
る
事
は、

甚
御
健
全
の
為
二

不
相
成
申
候、

折
々
肉
食
を
可
被
成、

か
つ

鶏
肉
鶏
卵
は
甚
身
悴
を
強
む
る
物
二

御
座
候、

ニ

不
成、

却
而
害
を
生
す
る
物
な
り

一

何
卒
横
井、

江
場、

飯
田、

星
野、

菅
沼
諸
士
へ
よ
ろ
し
く、

御
伝
言
可
被
成
候

お
み
よ
さ
ま
へ

且
御
眼
の
為
に

タ
ク
ワ
ン

潰、

味
曽
漬
ハ
一

切
身
の
為

且
植
栗
様
二

は
今
度
御
親
類
二

相
成
候
間、

別
し
而
よ
ろ
し
く

一

お
前
さ
ま
御
事
も
其
後
色
々
御
心
配
被
成
候
事
と
そ
ん
し
候、

実
二

御
気
之
毒
二

そ
ん
し
上
申
候、

何
卒
以
前
の
ク
ワ
ン
シ
ャ

ク
を
取
を
さ
へ

御
母
様
は
勿
論
之
事、

御
養
子
椋
弥
殿
を
私
及
ひ
双
六
同
様
二

思
召、

決
し
而
勿
卒
の
御
取
扱
無
之、

何
処
迄

一

弓
削
田
発
様
へ
は
一

向
御
懇
意
不
申
候
得
共、

今
度
ハ

養
子
一

条
の
御
周
旋
被
成
下
候
事、

小
子
二

而
万
謝
之
至
二

御
座
候、

〔
鳳〗
l

何
卒
大
人
よ
り
先
生
へ
宜
し
く
御
凰
声

不
レ
宜、
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明治5年

多
事
勿
々
臨
書
難
尽
万
一
、

唯
願
ク
ハ

加
養
し
賜
ヘ

其
後
音
信
不
通
之
段
万
恕
々

、々

扱
日
本
使
節
来
到
二

付、

森
弁
務
使
之
頼
み
に
よ
り
華
盛
頓
へ

早
々
罷
越
候
処、

み
に
よ
り
て
田
中
と
同
道
し
欧
羅
巴
へ

遊
覧
に
参
る
事
に
決
着
仕
候、

但
し
僕
二

於
て
は
決
し
て
日
本
政
府
へ

出
身
せ
る
に
非
ら
す、

適

当
之
金
を
取
り
て
日
々
の
用
と
な
す
の
み

*
＊

〔
共
〕

先
達
而
田
辺
先
生
へ

拝
顔
を
得、

両
君
の
本
所
に
在
ら
れ
供
立
舎
を
御
立
被
成
候
由
承
り、

僕
二

於
テ
珍
重
々

、々

僕
義
近
来
多
病
ニ
テ

意
ノ
如
く
研
窮
も
出
来
兼
候
間、

暫
時
欧
土
へ

参
り
加
養
い
た
し
て
大
二

健
全
ノ
為
ニ
モ
相
成
哉
と
望
居
候

吉
田
賢
輔
君

35 

〔
三
月
〕

明
治
五

＊

吉
田
賢
輔
・

尺
振
八

（
一

八

七

二
）

年

⑤
柏
木
義
円
写

田
中
文
部
大
丞
之
頼

新
し
ま
七
五
三
太

97 



な
り

36

四
月
一

日

新
島
民
治

何
レ
数
月
ヲ
経
て
再
ヒ
亜
国
へ

帰
り
学
問
可
仕
候
間、

二
君
之
御
返
書
ハ

如
斯
御
認
可
被
下
候

N
e
e-

S
hi
m
a
 

A
n
d
o
o
v
a
(si
c),
 
M
ass,
 
U.
S.

A.
 

僕
の
考
ふ
る
に
政
府
へ

出
身
せ
る
は
拙
策
と
可
云、

依
て
僕
今
度
欧
行
之
義
所
謂
日
用
取
な
り、

僕
の
進
退
全
く
僕
の
手
に
あ
る

扱
其
後
は
御
音
信
を
打
絶
し
実
二

恐
縮
之
至
二

奉
存
候、

扱
今
度
日
本
よ
り
の
使
節
亜
国
へ

御
到
着
後、

森
少
弁〔
務〕
使
之
御
頼
み
二

而

合
衆
国
之
都
城
華
盛
頓
迄
官
費
を
得
て
罷
出
候
而、

相
談
二

も
な
る
可
き
人
と
見
巡
み
候
故、

先
此
度
は
田
中
公
と
同
道
シ
欧
羅
巴
へ

参
り
各
国
二

於
ヶ
る
教
育
之
仕
方
を
穿
堅
二

可
罷
と
決

心
仕
侯、

右
二

付
日
々
の
雑
費
は
五
ド
ル
ツ
、

且
骨
折
科
と
し
て
一

年
二

亜
国
の
ド
ル
ニ
し
而
二
千
四
百
八
十
四
ド
ル
被
下
侯
間、

先
は

尺

振
八
君

田
中
文
部
大
丞
と
色
々
教
育
之
義
二

付
議
論
仕
候
処、

④
イ
ソ
ク

田
中
公
と
大
二

議
論
も
合
ひ
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明治5年

新
島
民
治
様

横
井、

星
野、

飯
田
様
へ
も
よ
ろ
し
く

御
姉
様
方
へ
も
よ
ろ
し
く

何
レ
一

ヶ
月
之
内
二
而
当
国
之
学
校
の
法
則
を
吟
味
シ、

欧
羅
巴
へ
渡
海
可
仕
と
楽
居
候

37 

四
月
一

日

四
月
四
日

④
イ
ソ
ク

新
島
民
治

仕
度
を
可
仕
存
候、

右
は
勿
々
為
御
知
如
此
御
座
候、

臥
而
願
加
姜

大
人
二

於
而
御
安
心
被
下
候
様
奉
願
候、

但
ッ
欧
土
へ
は
少
く
と
も
六
七
ヶ
月
中
は
逗
留
可
仕
と
奉
存
候、

但
ッ
其
よ
り
再
ひ
当
国
へ

帰

〔
被
脱
力
u

〔
力u

り
下
置
候
処
之
金
を
得
て、

亜
国
二

於
而
一

斉
修
行
可
仕
と
存
候、

何
レ
遅
く
と
も

ご
一
年
之
内
二

は
帰
錦
可
仕
と
存
候
間、

何
卒
御
加

蓑
其
を
御
楽
み
に
被
成
御
待
被
下
候
様
奉
願
上
候、

扱
大
人
様
初
御
母
様
御
姉
様
方
椋
弥
殿
二
至
迄、

候、

但
シ
当
所
へ
参
候
後、

何
分
御
用
多
二
し
而
寸
暇
を
不
得
申
候、

御
安
泰
被
在
候
と
推
察
シ
奉
賀

且
今
日
は
当
所
を
出
立
し
ア
ソ
ド
ヮ
と
申
所
へ
罷
帰
り、

欧
行
の

新
し
ま
七
五
三
太
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先
逹
而
ハ
ル
リ
ス
ポ
ル
グ
と
申
所
よ
り
寸
書
差
上
侯
得
共 、

38

四
月
七
日

大
人
様侍
史

四
月
四
日

田
中
様
も
殊
之
外
二

御
懇
意
被
下
候
間、

御
大
人
二

於
も
御
安
心
可
被
下
候、

御
母
様
御
姉
様
方
へ

も
よ
ろ
し
く
御
伝
言
可
被
下

四
日
以
前
二

合
衆
国
の
都
城
華
盛
頓
を
去
り、

〔
申〕
所
へ

到
着、

⑤
写
真

新
島
民
治

田
中
文
部
大
丞
へ

随
行
し
て
同
日
夜
半
ペ
ン
シ
ル
ワ
ニ
ヤ
州
の
首
府
ハ
ル
リ
ス
ポ
ル
グ
と

〔
誠〕

其
所
二

而――一
日
逗
留、

其
所
の
学
校
之
法
則
を
取
締、

其
よ
り
今
午
後
二
時
二

出
立、

同
州
(
[}
此[)

の
尤
繁
華
な
る

〔
な
脱
力〕

C-
い
l

市
ヒ
ラ
デ
ル
ヒ
ャ
と
申
候
所
へ

到
着
シ
広
大
る
旅
舘
へ

参
り、

田
中
様
と
同
部
屋
へ

罷
在
り
棲
々
日
本
話
を
い
た
し
大
保
蓑
仕
候、

扱
先

達
而
差
上
候
書
状
二

は
帰
郷
之
義
は
両
年
程
も
相
か
4
り
候
と
申
上
候
得
共、

殊
二
よ
り
而
一

ケ
年
内
二

帰
郷
候
場
合
二

相
成
候
哉
と
被

〔
マ
マ
〕

存
候
間、

何
卒
御
大
人
様
初
御
一

統
御
安
心
被
下
間
敷、

何
レ
帰
錦
之
上
二

而
幾
重
二

も
海
山
の
恩
を
報
せ
ん
と
存
候
問、

小
子
帰
郷
之

事
御
楽
し
み
御
待
被
下
候
様
奉
希
候、

勿
々
已
上

候

児
七
五―――
太

又
々
少
々
車
上
度
義
有
之
候
問 、

当
時
罷
在
侯
所
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ヤ
と
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明治5年

千
八
百
七
十
二
年
四
月
七
日

何
レ
其
中
ニ
ハ

其
金
も
御
手
許
へ

届
き、

児
七
五
三
太幹

且
は

私
も
帰
朝
可
仕
候

申
府
よ
り
寸
書
敬
而
奉
呈
候

扱
大
人
様
御
母
様
御
姉
様
方
御
一

統
御
安
泰
被
遊
候
半
事
と
推
察
奉
賀
候、

扱
先
達
而
差
上
候
所
の
二
書
二

申
上
候
通、

私
義
今
度
公
使

〔
潤

御
到
米
以
来
田
中
文
部
大
丞
二

随
行、

亜
国
及
ひ
欧
羅
巴
諸
国
を
歴
翌
シ、

学
校
組
立
之
事
可
相
締
旨
使
節
よ
り
御
頼
み
二

相
成
候
間、

当
時
己
の
学
校
を
辞
シ
田
中
公
と
同
道
シ
諸
々
之
学
校
を
巡
察
し
居
候、

右
二

付
自
カ
二

而
は
中
々
難
見
得
有
名
な
る
大
学
校
及
ひ
名
所

古
跡
等
を
見
物
シ、

傍
ラ
学
問
の
為
且
保
蓑
之
為
二

も
相
成
候、

右
二

付
決
し
而
家
郷
二

被
在
る
双
親
を
忘
レ
難
く、

私
義
出
奔
之
後
定

而
私
之
為
色
々
御
心
配
被
遊
候
ひ
シ
事
と
山
々
御
察
し
実
二

御
気
之
毒
千
万
言
語
二

不
堪、

然
シ
児
の
脱
奔
せ
し
は
双
親
を
忘
却
す
る
に

非
ず、

夙
二

国
家
の
不
振
を
憂
へ
且
万
民
生
霊
之
塗
炭
二

ま
み
る
を
憐
み、

少
年
之
狂
気
何
分
難
圧、

蓬
二

海
外
二

跛
渉
シ、

遂
二

双
親

伝
へ
、

の
意
を
労
す
る
二

至
る、

然
シ
児
二

於
而
忠
孝
両
全
を
得
る
の
策
無
二

あ
ら
す、

爾
来
学
ひ
得
シ
所
の
学
科
聖
道
を
以
て
有
志
の
子
弟
ヘ

〔
候
脱
力
〕

且
双
親
へ
の
海
山
之
恩
を
報
ひ
バ

全
く
不
孝
の
児
二

非
ず
と
奉
存、

然
シ
只
今
学
則
穿
繋
最
中
な
る
故、

中
々
帰
朝
と
申
事
も
出

来
難
候、

然
シ
何
レ
来
年
桜
花
の
全
開
二

及
ハ

ぬ
内
帰
朝
之
義
ハ

相
叶
候
哉
と
も
存
シ
居
候
間、

左
様
御
心
得
可
被
下
候、

但
シ
欧
行
ニ

付
日
本
政
府
よ
り
被
下
候
所
の
金
少
々
有
之、

右
二

付
帰
朝
前
色
々
買
ふ
可
き
書
物
も
沢
山
有
之、

且
旅
費
も
甚
高
価
な
る
故、

充
分
な

る
事
は
出
来
難
候
得
共、

先
此
度
双
親
御
保
養
金
と
し
而
二
百
両
可
差
上
へ

き
漬
二

而
右
金
子
ハ

別
二

漬
居
候、

然
シ
唯
今
其
金
を
可
差

上
幸
便
も
無
之
候
故、

後
之
幸
便
を
待
居
候、

右
故
若
シ
唯
今
双
親
金
二

御
不
自
由
在
候
得
は、

間、

何
卒
御
保
養
専
一

五
十
両
な
り
百
両
な
り
槌
な
る
人
よ
り

御
借
被
成
候
と
も
宜
候
問、

決
し
而
御
不
自
由
之
無
之
様
奉
希
候、

0

被〕

ニ

不
成、

あ
ま
り
児
の
事
を
御
心
配
被
成
ぬ
様
臥
而
奉
合
掌
候、

扱
種
々
申
上
度
候
得
共、

欧
行
前
多
事
勿
々
難

尽
万
一
、

頓
首
百
拝
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〔
濶
〕

・
＇
ロ
ッ
パ

先
達
而
申
上
候
通、

私
義
も
今
度
田
中
文
部
大
丞
二
随
行
仕
教
育
事
務
取
認
の
為、

米
国
中
は
勿
論
十
日
内
二
蒸
気
船
二
乗
巡
み

欧

行
可
仕
企
二
御
座
候、

扱
右
二
付
前
文
申
上
候
通、

今
度
小
生
よ
り
大
人
及
ひ
御
母
様
御
養
老
金
と
し
而
二
百
金、

小
生
の
米
国
の
友
人

ァ
9

9

カ

ハ
ル
デ
ィ
ー
と
申
人
の
出
見
世
迄
相
届
置
候
間、

第一
二
此
別
書
を
横
浜
二
居
る
亜
人
バ
ー
ラ
と
申
人
迄
御
持
参、

其
者
此
手
紙
を
披

見
之
上、

何
レ
彼
出
見
世
迄
御
同
道
申、

大
人
の
為
二
例
の
金
子
を
請
取
呉
可
申
と
奉
存
候、

若
シ
彼
バ
ー
ラ
先
生
留
守
二
有
之
候
ハ
、

「
プ
ラ
ウ
ン」

ハ
先
生
二
於
而
何
レ
披
見
之
上
宜
し
く
御
世
話
可
申
候、

受、

横
浜
行
の
前一
寸
御
面
会
被
成、

小
林
勇
五
郎
君
へ
御
相
談、

川
田
剛
先
生
の
宅
を
御
聞

亜

右
之一
条
内
々
御
告
け
如
何
候
而
バ
ー
ラ
人

氏
の
家
を
尋
候
而
宜
き
哉
を
御
相
談
横
浜
へ
参
る

»ヽ

t

,‘

»
ヽ

へ
き
よ
き
手
つ
る
を
御
尋
ね
可
被
成
候、

若
シ
蒸
気
車
二
御
乗
被
成
候
ハ
、
神
奈
川
二
而
御
出
車
被
成、

此
田
中
文
部
大
丞
よ
り
神
奈
川

＊
＊
 

の
県
令
陸
奥
陽
之
助
殿
へ
の
蔀
書
御
差
出
被
成
候
ハ

、ヽ

彼
の
県
令
よ
り
案
内
人
を
御
差
添
へ
例
の
亜
人
バ
ー
ラ
と
申
者
迄
御
案
内
可
仕

候、

若
ッ
県
令
二
而
何
の
用
向
有
之
哉
と
尋
候
ハ
、
唯
々
少
々
月
誤
有
之
侯
よ
し
御
申
上
可
被
成
侯、
但
案
内
之
人
大
人
を
バ
ー
ラ
氏
の

「
ド
ク
ト
ル」

39 

新
篇
民
治
様

五
月
三
日疇

渭
と〔
申〕
人
を
御
尋、

例〔
の〕
別
書
を
以
て
プ
ラ
ウ
ン
の
御
住
所
御
問、

其
別
書
を
御
差
出
被
成
候ハ

且
江
戸
御
出
張
の
前、

④
イ
ソ
ク

新
島
民
治
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明治5年

但
シ
彼
出
見
世
の
名
前
は
オ
ー
ゴ
ス
チ
ン
・
ハ
ー
ド
と
申
し
候

家
迄
個
連
申
候
ハ
、

宜
し
く
礼
を
の
べ

其
者
を
御
差
帰
可
被
成
候、

其
上
例
の
書
状
を
差
出
候
ハ
ヽ
、

バ
ー
ラ
先
生
二

も
日
本
語
も
よ
く

出
来
候
間、

右
金
子
の
一

条
は
よ
ろ
し
く
御
世
話
可
申
と
奉
存
候、

何
レ
金
子
御
請
取
の
上
は
何
分
御
用
心
被
成、

一

切
他
人
二

相
知
不

申
様
可
被
成
候

扱
色
々
申
上
度
事
も
山
々
有
之
候
得
共、

何
分
出
立
前
多
事
勿
々
難
尽
万
一
、

唯
願
養
生
専
―
二

被
成
下、

小
生
の
帰
朝
を
御
待
受
可
被

下
候、

右
之
段
得
貴
意
度、

如
此
御
座
候、

恐
怪
頓
首

ニ
ュ
ー
ヨ
ル
ク

五
月
三
日

御
母
様
御
姉
様
方
稼
弥
殿
へ

も
よ
ろ
し
く
御
伝
言
可
被
下
侯、

勿
々
已
上

大
人
様玉

机
下

七
五
三
太
事新
島
約
琵

何
レ
欧
羅
巴
へ

参
り
候
ハ
、

何
ぞ
よ
き
御
土
産
を
求
め
帰
国
可
仕
候
間、

左
様
御
心
得
御
楽
み
居
可
被
成
候
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木
戸
羅
使闊
下・

一

ユ

ー

ヨ

ル

ク

五
月
三
日

五
月
三
日

前
略
御
免
可
被
下
候、

扱
私
共
過
日
文
部
理
事〔
官〕
ノ
為
ア
ー
モ
ス
ト
ト
申
所
へ

罷
越
候
処、

ス
ト
大
学
校
ノ
教
師、

私
共
ヲ
彼
宅
へ

招
キ
好
遇
サ
レ
シ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、

先
生
ノ
周
旋
ヲ
蒙
リ
理
事〔
官〕
ノ
義
モ

甚
都
合
ョ
ロ
シ
ク
相
済

御
地
へ

越
候
二

付、

候、

且
彼
地
ニ
ハ

御
従
弟
来
原
君
モ
御
留
学
被
成、

殊
之
外
先
生
ノ
御
世
話
二

相
成
候
様
承
候、

扱
此
先
生
来
夏
ニ
ハ

印
度
二

事
務
有
之

日
本
国
モ
一

覧
七
ン
ト
ノ
企
ア
加‘

依
テ
田
中
文
部
大
丞
ョ
リ
大
木
文
部
卿
へ

添
書
被
差
遣
候、

尚
当
人
申
候
ハ

尊

公
ョ
リ
可
然
向
ヘ
一

通
之
御
添
翰
被
下
候
ハ
、

別
而
幸
甚
之
趣
申
出
候
間、

若
不
苦
候
ハ
、

何
卒
一

通
御
投
与
被
成
下
候
様
私
二

於
テ
モ

不
堪
至
願
奉
存
候、

且
御
添
書
之
義
相
叶
候
ハ
、

来
原
君
方
迄
御
差
回
シ
、

来
原
君
ョ
リ
シ
ー
レ
先
生
へ

御
伝
致
相
成
候
様
仕
度
奉
存
候

K
u
n
w
a
r
a
 

C
a
r
e
 of
 
Mrs•
D
a
vis
 

A
m
h
erst
 

Ma
ss
 

但
来
原
君
御
住
所
ハ

左
之
通
二

御
坐
候、

勿
々
頓
首

40 

⑤
森
中
章
光
写

＊

木
戸
孝
允

新
島
約
琢

不
料
モ
私
ノ
旧
知
己
シ
ー
レ
ト
申
ア
ー
モ
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明治5年

但
シ
シ
ー
レ
ル
先
生
ハ

格
物
致
智
ノ
学
二

長
シ
、

文
朋
開
化
ノ
領
由
ヲ
克
ク
論
談
ッ、

日
本
教
育
事
務
二

付
而
モ

注
意
之
条
件
有

之
候
間、

日
本
来
着
之
上
若
シ
諸
有
司
中
二

而
御
聞
取
二

相
成
候
ハ
、

御
婢
益
不
少
卜
奉
存
候、

已
上

横
井、

飯
田、

星
野
諸
君
へ
よ
ろ
し
く
御
鳳
声
可
被
賜
候、

其
後
音
信
不
通
之
段
御
寛
免
可
被
賜
候、

扱
小
子
義
も
前
状
申
上
候
通、

扱
渡
海
之
義
万
事
都
合
宜
し
く、

風
波
殊
二

静
し
て
実
二

船
遊
山
と
哉
被
思
申
候、

一

日
亜
国
ニ
ュ

ー
ヨ
ル
グ
開
帆
仕、

同
月
二
十
二
日
大
英
国
の
名
港
リ
ウ
ァ
ル
ボ
ー
ル
ヘ

無
恙
到
着
仕
候

〔

ラ
〕

且
其
港
よ
り
ス
コ
ッ
ト
フ
ン
ド
と
申
国
へ

参、

十
日

余
所
々
へ

逗
留、

其
よ
り
再
ひ
英
国
へ

帰
り、

唯
今
は
有
名
な
る
世
界
の
大
都
会
ロ
ン
ド
ン
に
逗
留、

英
国
教
育
事
務
を
探
索
し
二
十
日

ド

イ
ツ

以
内
二

仏
郎
西
へ

渡
航
シ、

其
よ
り
ス
ウ
ィ
ツ
ル
ラ
ン
ド、

独
乙
国、

和
蘭
等
の
国
へ

参
り
教
育
事
務
を
竪
索
可
仕

扱
前
条
二

申
上
候
段
定
而
御
承
知
二

候
得
共、

今
一

度
申
上
度
義
は
乃
ち
亜
国
よ
り
差
上
候
二
百
金
の
一

条
二

御
座
候、

但
シ
其
金
は
既

二

都
合
も
宜
し
く、

小
子
の
朋
人
ハ
ル
デ
ィ
ー
君
二

托
し
其
者
の
横
浜
二

有
之
出
店
へ

差
回
シ
候
由、

右
様
御
心
得、

但
シ
彼
の
出
店
へ

御
出
の
手
づ
る
は
前
条
申
上
候
通
可
被
相
成
と
存
候、

何
卒
金
子
の
事
故
人
二

知
れ
ぬ
御
取
計
可
然
奉
存
候、

扱
小
子
義
渡
海
以
来
大
分

41 

六
月
二
十
一

日

④
イ
ソ
ク

新
島
民
治

且
御
姉
様
方
へ

も

田
中
文
部
大
丞
之
御
頼
二
よ
り
暫
時
学
を
廃
し、

去
ル
五
月
十
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其
後
は
存
外
之
御
不
音
申
上
候
段
万
恕
之
程
奉
願
候

42 

大
人
様参
人
々
御
中

丈
夫
二

相
成、

⑤
写
真

新
島
民
治

日
々
他
行
仕
候
故
日
二

焼
け
色
も
大
二

黒
く
相
成
候、

縦
令
天
外
二

遊
行
仕
候
と
も
兎
角
家
郷
の
事
を
心
配
仕
候
間、

御

母
様
初
御
一

統
如
何
被
遊
候
哉
承
知
仕
度
候
間、

幸
便
次
第
御
返
書
之
事
奉
願
上
候、

臨
書
勿
々
期
余
暇
之
時
候、

頓
首
不
具

英
国
ロ
ソ
ド
ソ

千
八
百
七
十
二
年
六
月
二
十
一

日

椋
弥
殿
の
学
問
出
精
仕
候
様
望
居
候、

九
月
二
十
九
日

且
よ
ろ
し
く

新
嵐
七
五一＿一
太

可

担
秋
冷
之
硼
御
座
候
処
御
勇
健
被
為
在
候
半
卜
推
察
奉
祝
賀
候、

次
二

小
生
義
も
無
異
罷
在
候
間、

何
卒
御
放
心
奉
被
賜
候、

然
は
去
四

ア

メ

リ

カ

月
下
旬
ア
メ
リ
カ
国
よ
り
差
出
候
書
状、

且
御
養
老
金
と
し
て

米

金
二
百
両
横
浜
二

罷
在
候
ハ
ル
デ
ー
君
の
手
代
方
迄
差
回
候
間、

其

金
も
最
早
御
請
取
二

相
成
卜
奉
存
候、

小
子
義
も
先
状
申
上
候
通、

日
本
使
節
之
御
雇
二

相
成、

田
中
文
部
大
丞
へ
随
行
シ
、

教
育
事
務

取
締
之
為
亜
国
中
の
諸
名
府
ハ

勿
論、

去
五
月
t
-

B
亜
目
の
名
港
ニ
ュ
ー
ヨ
ル
ク
よ
り
広
大
な
る
飛
拇
船
二

乗
巡
み、

被
葛
二
t
-

B
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明治5年

は
サ
イ
ペ
リ
ヤ

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
ニ
而
は
其
府
の
副
知
事
同
車

扱
ラ
イ
デ
ン
よ
り
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
ヘ
参
り
四
五
日
逗
留、

一
般
の
人

の
間
夢
を
結
ひ、
無
滞
英
国
之一
港
リ
ウ
ァ
ポ
ー
ル
ヘ
落
碇、
其
よ
り
学
校
見
物
及
ひ
学
則
穿
整
之
為
所
々
二
遍
歴、
ロ
ソ
ド
ソ
に
凡一

n
力
〗〕

ヶ
月
程
逗
留
仕
候、
扱
ロ
ン
ド
ソ
ハ
広
大
モ
無
キ
市
ニ
シ
而、
其
人
口
三
百
五
十
万
余
卜
申
由、
ロ
ソ
ド
ソ
よ
り
海
峡
を
越
へ
て
仏
郎
西

へ
渡
り、
其
船
附
場
よ
り――一
時
間
蒸
気
車
二
乗
り
其
首
府。ハ
リ
ス
ヘ
到
着、
扱。ハ
リ
ス
の
人
ロ
ハ
ロ
ソ
ド
ソ
ニ
及
不
申
候
得
共、
人
家
の
美

ト
市
街
の
広
き
事
ロ
ン
ド
ン
の
右
二
出
た
り、
パ
リ
ス
ニ
留
在
す
る
事
僅二
四
五
日、
其
よ
り
仏
国
の
東
南
二
接
せ
る
ス
ウ
ィ
ツ
ル
ラ
ソ

ト
と
申
国
へ
罷
り
候、

扱
其
国ハ
日
本
の
信
州
越
後
或
駿
河〔
二〕
斉
し
く
高
山
名
湖
あ
り
て
其
風
景
之
清
勝
実
二
快
哉
と
可
申
候、

〔

共
〕

景
之
よ
き
の
み
な
ら
す
其
国
人
の
風
俗
甚
惇
良
且
学
術
ニ
モ
甚
達
練
シ、
其
政
体ハ
供
和
政
治
二
し
て
国
君
卜
申
者ハ
無
く、

入
札
を
以
テ
国
中
の
人
傑
を
撰
ひ
て
大
統
領
と
為
シ
国
を
治
し
む、
其
よ
り
プ
ロ
イ
セ
ン
国
の
都
ベ
ル
リ
ン
ヘ
参
り一
両
日
休
息、
其
よ

り
魯
斯
亜
の
都
シ
ン
ト
ペ
ト
ル
プ
ュ
ル
グ
ヘ
参
り
五
六
日
逗
留
仕
候、
其
都
ノ
ミ
ハ
甚
美
麗
候
得
共、
国
中
の
教
育
不
相
届、

民
中
本
国
文
字
す
ら
読
み
書
き
の
出
来
候
者
甚
稀
な
り、
扱
ロ
シ
ャ
ニ
而
見
物
い
た
し
候
内、
最
も
宜
き
者ハ
前
世
界
の
象
な
り、
但
此
象

ニ`
シテ
支）

那ノ
北ニ
アリ

生
ジ
方
大
二
違
ひ、

且
風

一
年
毎
二

ノ
一
河
辺
二
而一
日
氷
ノ
融
シ
時
見
出
せ
し
者
ニ
シ
テ、
其
大
さ
は
当
世
の
象
卜
同
し
卜
雖、
其
象
牙
の

且
二
三
寸
程
長
キ
毛
あ
り
て
其
色ハ
茶
色
な
り（頑
迄
韮
公[[)、
扱
魯
国
よ
り
再
ひ
ベ
ル
リ
ン
ヘ
帰
り、
其
ョ
リ
和
蘭

佗
国
へ
参
り
所
々
見
物、
王
宮二
至
迄
モ
見
物
仕
候、
扱
ラ
イ
デ
ン
と
申ハ
和
蘭
佗
の
首
府ハ
ー
ゲ
と
其
名
港
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
間
ニ

在
り
て、
其
文
物
の
盛
ん
な
る
事
和
蘭
第一
の
処
二
し
て、
シ
ー
ボ
ル
ト
と
申
博
物
館
あ
り
て
其
内二
大
分
日
本
の
画、
紙、
塗
り
物、
瀬

戸
物、
其
外
種
々
の
珍
器
之
有
り
候
此ハ
蘭
医ツ
ー
ポ
ル
ト
の
取
集メ
ッ
者ナ
リ、

府
中
を
不
残
見
物
い
た
し
候、
但
シ
和
蘭
佗二
而ハ
我
翡
達
を
大
分
丁
寧
二
取
扱
ヒ、

而
所
々
案
内
致
呉
候、
其
よ
り
デ
ネ
マ
ル
カ
国
の
都
コ
ッ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
ヘ
参
り
府
中
の
学
校
を
見
物
い
た
し、
其
よ
り
再
ひ
ベ
ル
リ
ン

〔

潤
〕

〔

沫
〕

ヘ
罷
還
り、
当
今ハ
此
府
二
於
而
学
校
の
規
則
の
取
締
二
相
懸
り
残
之
外
多
事
二
御
座
候、
何
レ
小
子
義
も
此
所
に一
両
月
程
も
逗
留
い

107 



但
シ
此
書
状
ハ

金
子
の
事
モ
申
置
候
間、

他
人
二

御
見
せ
な
さ
れ
ぬ
様
仕
度
候

大
人
様玉

机
下

千
八
百
七
十
二
年
九
月
二
十
九
日
（
丑
ば
恥
複
リ

勿
々
頓
首

七
五
三
太
敬
幹

〔
事〕

〔
力いl

た
し、

残
二
よ
り
候
ハ
、

此
冬
は
イ
ク
リ
ヤ
国
へ

参
り、

其
よ
り
再
ひ
仏
郎
西
へ

還
り、

其
上
日
本
へ

帰
朝
可
仕
と
奉
存
候、

何
レ
帰
朝

之
義
は
三
月
桜
花
の
全
く
開
か
さ
る
前
と
推
算
仕
居
候
間、

何
卒
御
安
心
被
下
御
保
養
専
―
二

被
成、

僅
か
五
六
ヶ
月
の
間
ハ

御
待
可
被

〔
子
脱
力
〕

下
様
奉
願
上
候、

其
後
大
人
様
御
初
御
母
様
御
姉
様
方
如
何
被
遊
候
哉、

一

切
御
音
信
無
之
大
二

心
配
仕
居
候、

シ
カ
シ
最
早
小
義
帰
朝

〔
斯〕

前
ニ
ハ

御
返
書
も
難
請
取
と
存
候
間、

唯
々
御
加
養、

児
之
帰
朝
を
御
待
居
可
被
遊
様
望
居
候、

右
は
秋
冷
御
機
嫌
伺
芳
如
期
御
座
候、

御
母
様
御
姉
様
方
椋
弥
殿
ハ

勿
論、

横
井、

飯
田、

星
野、

菅
沼、

江
場
諸
先
生
へ
宜
し
く
御
伝
言
之
程
奉
願
候

プ
ロ
イ
セ
ソ
の
都
ペ
ル
リ
ン
ニ
於
テ
認
之
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明治6年

新
年
之
御
祝
義
遥
に
欧
羅
巴
よ
り
申
上
度、

然
は
御
大
人
様
御
一

統
御
機
嫌
克
御
越
年
被
遊
候
事
と
推
察
奉
祝
賀
候、

次
二

小
子
義
も
無

事
異
国
の
春
を
迎
候
間、

是
又
御
放
心
被
下〔
度〕
候、

扱
小
子
義
其
後
御
不
音
仕
候
段
何
卒
御
寛
宥
之
程
奉
希
候、

前
状
申
上
候
通、

小
子

義
昨
年
中、

田
中
文
部
大
丞
二

随
行
欧
羅
巴
各
国
を
遍
歴
シ
、

各
国
教
育
事
件
を
取
調
へ
、

去
九
月
よ
り
プ
ロ
イ
セ
ン
国
の
首
府
ベ
ル
リ
ン

〔

斯
〕

ニ

而
滞
留
洋
書
を
訳
居
候、

且
傍
独
乙
語
を
学
候
故、

何
分
寸
暇
を
得
不
申、

遂
二

如
期
も
御
不
音
申
上
候、

扱
私
義
も
田
中
公
二

随
行
シ

日
本
へ

可
帰
趣
を
一

段
相
窮
候
処、

色
々
と
文
部
事
務
二

付
堅
索
い
た
し
度
事
出
体
仕、

何
分
当
春
之
内
二

帰
朝
難
相
叶
そ
ん
し
候、

何

レ
春
さ
き
に
相
成
候
ハ
、
一

先
ア
メ
リ
カ
迄
帰
り、

其
上
帰
限
之
事
を
委
く
可
申
上
そ
ん
し
候、

先
達
而
田
中
公
之
ペ
ル
リ
ン
御
発
足
之

節
大
人
様
迄
一

ケ
之
封
物
相
願
候
問、

通、

小
刀
一

本
封
巡
候、

且
手
袋
五
通
之
内
革
之
手
袋
一

通、

此
は
大
人
様
へ

差
上
度、

余
之
四
通
ハ

御
母
様
御
姉
様
方
へ

差
上
度、

且
小

43 

朋
治
六

田
中
公
御
帰
国
之
上
は
何
レ

御
宿
許
迄
御
届
可
被
成
と
そ
ん
し
候、

但
シ
其
封
物
中
二

は
手
袋
五

一

月
二
十
六
日

（
一

八

七

三
）

新
島
民
治

年

④
イ
ン
ク
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ハ

金
子
之
義
は
小
子
よ
り
田
中
様
へ

勿
々
御
返
却
可
仕
と
そ
ん
し
候

何
レ
御
序
之
節
よ
ろ
し
く
御
伝
言
之
程
奉
願
上
候、

小

刀
一

本
ハ

椋
弥
殿
へ

遣
し
度
候、

扱
小
子
義
よ
り
昨
年
四
月
ア
メ
リ
カ
発
足
前
御
簑
老
金
と
し
て
二
百
円
程
差
上
候
処、

今
二

御
文
通
も

無
之、

右
金
子
御
請
取
二

相
成
候
哉
否
も
一

切
不
相
分
大
二

心
配
い
た
し
居
候、

何
卒
此
書
状
御
請
取
之
上
は
勿
々
一

書
御
認、

右
之
一

条
委
細
御
告
知
可
被
下
様
奉
希
候、

田
中
公
御
発
足
之
節
二

も
精
々
願
置
候
問、

若
シ
小
子
帰
国
以
前
金
子
二

御
不
自
由
之
節
ハ
、

何
時

な
り
と
も
田
中
様
へ

御
越
御
入
用
次
第
拝
借
之
義
御
願
被
成
候
ハ
、

田
中
様
よ
り
何
な
り
と
も
厚
く
御
世
話
成
下
さ
る
可
ク
と
そ
ん
し
候

間、

左
様
御
心
得
可
被
成
候、

且
若
ッ
御
拝
借
之
上
は
槌
な
る
証
文
を
御
差
出
シ、

且
右
之
趣
を
小
子
方
迄
御
知
せ
可
被
下
候、

左
候
ハ

小
子
帰
国
之
義
も
あ
ま
り
遠
き
事
ニ
ハ

無
之
候
二

付、

帰
錦
之
上
拝
顔
を
得、

海
山
之
御
恩
を
報
ヒ
ん
と
志
願
シ
居
候
間、

何
卒
大
人
御
母

〔
候
脱
力〕

様
方
克
々
御
養
生
な
さ
れ
あ
ま
り
物
に
御
心
配
を
な
さ
れ
ず
少
し
も
御
長
命
可
被
成
様
奉
願、

如
何
と
な
れ
ば
心
配
は
命
之
毒
二
し
而、

兎
角
心
配
す
る
人
は
十
年
程
も
い
き
る
命
を
持
な
か
ら、

遂
に
五
年
程
も
保
命
シ
難
き
に
至
る
ハ

唯
無
益
の
心
配
を
な
し
て
己
れ
の
命
を

縮
る
な
り、

何
卒
当
分
之
内
心
配
杯
は
一

切
度
外
二

置
き
唯
々
御
保
養
の
ミ
御
工
風
可
被
成
様
奉
希
候、

何
レ
小
子
義
帰
郷
之
上
は
何
処

か
宜
し
き
処
へ
田
畑
ッ
キ
ノ
地
所
を
か
ひ、

御
隠
居
を
立
て
御
安
楽
二

御
老
年
を
御
暮
し
被
成
様
工
風
仕
居
候
間、

何
卒
其
義
を
御
楽
し

ミ
に
思
召
可
被
成
候、

御
母
様
は
如
何
近
来
御
丈
夫
二

被
成
候
哉
伺
度、

粗
末
之
御
取
扱
無
之
様
奉
願
候、

如
何、

民
五
郎、

且
御
み
よ
様
は
如
何、

何
卒
株
弥
殿
は
私
同
様
二

思
召
決
し
而

且
椋
弥
殿
も
御
両
親
御
姉
様
方
ヘ
一

切
御
心
配
相
懸
間
敷
様
致
度
候、

扱
御
ま
き
様、

御
と
き
様
方
ハ

よ
ね、

梅、

鉄一――
〔
郎〕
殿
ハ

矢
張
丈
夫
二

御
座
候
哉
奉
伺
度、

子
義
ベ
ル
リ
ソ
府
へ

参
候
よ
り
下
ヒ
ゲ
も
は
や
し
大
分
洋
人
ら
し
く
相
成
候
は、

封
中
差
上
候
小
子
之
写
真
二

而
御
承
知
可
被
成
候、

若

〔
次
U

ツ
御
序
有
之
候
ハ
、

大
人
様
も
写
真
相
取、

小
子
方
迄
御
遣
し
被
下
侯
ハ
、

千
万
難
有
仕
第
二

候

且
書
状
と
同
時
二

差
上
候
此
一

冊
の
本
ハ
、

西
洋
一

般
二

信
仰
せ
る
耶
蘇
教
中
の
一

冊
二
し
而、

あ
る
独
乙
人
の
琉
球
島
二

在
留
し
而
日
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明治6年

本
語
を
学
ヒ
候
者
の
訳
し
た
る
書
物
二
し
而
所
々
に
少
し
の
問
違
な
ど
有
之
候
得
共、

日
本
人
の

助
な
く
し
て

姐
期
も
日
本
文
を
綴
り

し
は
実
二

驚
ク
ベ

き
事
な
り、

故
二

幾
回
か

繰
か
へ

し

御
読
被
成
候
ハ
、

耶
蘇
と
云
者
ハ

如
何
様
者
か
ハ

御
分
り
二

可
相
成
と
そ
ん
し

候、

扱
色
々
と
申
上
度
義
も
有
之
候
得
共、

何
分
寸
暇
無
ク
候
間、

右
は
伺
御
機
嫌
芳
勿
々
相
認
候
間、

余
は
来
春
之
時
を
可
期、

恐
怪

謹
言

明
治
六
年
正
月――
十
六
日

噂
豆〕
月
三
十一
日
相
達」

大
人
様参
人
々
御
中

横
井
様、

星
野
先
生、

飯
田
先
生
ハ

何
処
御
住
居
被
成
候
哉
可
相
分、

然
シ
若
シ
御
面
会
之
節
ハ

よ
ろ
し
く
御
伝
言
被
成
下
候
様

奉
願
上
候、

已
上

書
状
中
三
四
之
状
袋
差
上
候
間、

カ
迄
の
状
袋
二

御
封
シ、

御
頼
可
被
成
候

フ

ラ
ソ

ス

四
月
前
御
文
通
御
差
出
二

相
成
候
ハ
、

仏
国
迄
へ

状
袋
へ

御
封
巡
め、

児
七
五
三
太
拝

四
月
以
後
二
は
ア
メ
リ

田
中
様
の
御
宿
迄
御
差
出
シ
宜
し
く
御
願
被
成
候
ハ
、

田
中
様
よ
り
御
用
便
之
節
私
方
迄
御
遣
可
被
下

〔

は
〕

候、

但
シ
田
中
様
の
御
宅
は
東
京
浅
草
御
蔵
前
新
旅
籠
丁
五
番
地
二

御
座
候、

若
御
分
り
二

相
成
候
へ

す
ば
文
部
省
へ

御
差
出
シ
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〔
三
月
脱
力〕

明
治
五
年
七
月
朔
日、

同
月
十
五
日
之
御
書
状、

千
八
百
七
十――一
年
十
七
日
独
乙
国
ウ
ィ
ス
バ
ー
デ
ン
ニ

而
落
掌
仕
候、

然
は
大
人
様
御

初
御
一

統
御
清
寧
被
在
候
由
承
知
仕、

喜
欣
言
語
二

難
尽
候、

扱
大
人
様
御
義
小
子
華
盛
頓
よ
り
奉
呈
仕
候
書
状
御
落
掌
之
上、

七
月
二
日

安
中
御
城
下
御
出
立
横
浜
表
へ

御
出
張、

且
横
浜
迄
も
御
見
物
被
成、

り
二

而
大
人
様
の
御
写
真
を
拝
候
は、

夢
之
如
く
二

思
わ
れ
其
喜
中
々
筆
端
二

難
尽
御
座
候

且
御
母
様
御
不
快
之
処、

其
後
御
快
方
二

御
趣
被
成
候
由、

是
又
幸
甚、

扱
前
状
申
上
候
通、

小
子
義
此
春
花
の
咲
候
比
二
は
帰
朝
仕、

拝
顔
を
可
得
と
楽
居
候
処、

田
中
様
と
御
同
行
も
出
来
兼、

無
拠
独
乙
国
中
ウ
ィ
ス

公

案
〕

バ
ー
デ
ン
と
申
有
名
な
る
湯
治
場
二

参
リ
養
生
仕
居
候
処、

逐
々
快
方
二

趣
き
当
時
は
最
早
少
し
も
痛
無
之
候
問、

決
し
而
御
安
し
被
下

最
早
少
々
独
乙
文
も
読
初
め
候
間、

間
敷、

且
是
は
唯
足
痛
ノ
ミ
ニ

而
別
二

命
二

差
合
は
無
之
候
間、

左
様
御
心
得
可
被
下
候、

扱
湯
治
中
消
光
之
為、

独
乙
学
を
学
居
候
処、

不
遠
普
ロ
イ
セ
ン
之
首
府
ベ
ル
リ
ン
ヘ

罷
帰、

少
く
と
も
一

両
月
之
間
独
乙
国
中
の
教
育
事
務
取
調

ニ

相
懸
可
申
と
存
候、

其
上
ア
メ
リ
カ
ヘ

帰
り、

例
之
ハ
ル
デ
ィ
ー
君
と
相
談
之
上
帰
朝
之
期
限
可
相
定
申
と
そ
ん
し
候、

扱
小
子
義
久

久
遊
学
仕
居
大
人
様
御
母
様
二

も
色
々
と
御
苦
労
相
懸
候
は、

実
二

小
子
の
本
望
二

は
無
之
侯
得
共、

大
人
様
二

も
兼
而
御
存
之
通、

小

子
の
遠
く
波
満
を
越
え
今
日
二

至
ル
は、

偏
に
国
家
の
餌
為
と
存
し、

且
成
業
之
上
帰
朝
仕
侯
ハ
、

幾
重
二

も
海
山
之
徊
恩
を
可
報
と
そ

44 

ア
メ
リ
カ
よ
り
差
上
候
所
之
金
子
無
滞
御
請
取
二

相
成、

久
し
ぶ
り
二

而
江
戸
表
へ

御
出
張、

〔
函〕

且
大
人
様
の
御
真
影
一

葉
御
投
与
被
下
候
段、

実
二

万
謝
之
至
二

不
堪、

小
子
義
も
楯
舘
脱
奔
以
来
久
し
ぶ

不
料
も
正
月
以
来
ル
ー
マ
チ
ス
ム
と
申
足
痛
二

而、

三
月
十
八
日

④
イ
ソ
ク

新
島
民
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明治6年

大
人
様

新
島
約
痣

ん
し、

已
事
を
不
得
如
期
と
久
々
逗
留
仕
候、

且
近
来
日
本
一ー

於
而
独
乙
学
逐
々
流
行
可
仕
と
そ
ん
し、

右
二

付
暫
時
独
乙
国
二

逗
留
独

文
修
行
仕
候
ハ
、

帰
朝
之
上
殊
之
外
之
強`
ミ
ニ

も
可
相
成
と
そ
ん
し、

日
夜
心
懸
学
問
出
精
仕
候、

且
心
懸
養
生
も
専
一

に
仕
居
候
間、

何
卒
御
放
心
可
被
賜
候、

扱
小
子
長
逗
留
之
義
二

付、

定
而
御
両
親
様
二
は
御
不
足
二

思
召
被
在
候
と
恐
縮
仕
居
候
処、

小
子
今
度
之
欧

行
之
義
二

付、

殊
之
外
御
喜
ひ
御
勇
み
被
成
候
事、

小
子
二

於
而
実
二

難
有
仕
合
二

奉
存
候、

何
レ
小
子
帰
朝
之
上
ハ

勿
々
安
中
表
二

罷

こ
し
久
し
ふ
り
二

而
拝
顔
を
得、

棲
々
を
も
し
ろ
き
御
話
を
御
申
聞
可
申
と
指
を
屈
し
楽
居
候、

且
御
両
親
様
を
湯
治
二
で
も
御
連
可
申

小
子
義
欧
行
以
来
大
人
様
の
御
書
一

切
落
掌
不
仕
候
二

付、

十
日
以
前
当
所
よ
り
田
中
文
部
大
丞
様
へ
の
御
名
当
を
以、

大
人
様
ヘ
一

書

差
上
候
処、

昨
日
不
料
も
尊
書
落
掌
仕
大
安
心
仕
候、

且
此
度
之
書
状
は
バ
ー
ラ
先
生
へ
相
願
可
申
と
そ
ん
し
候、

且
先
生
へ
も
寸
書
差

上
御
深
切
二

大
人
様
御
両
替
之
御
世
話
被
成
下
候
段
厚
く
御
礼
可
申
候、

若
し
向
後
金
子
等
二

御
差
支
有
之
候
ハ
、

田
中
文
部
大
丞
様
ニ

兼
而
願
置
候
問、

田
中
様
へ

御
相
談
被
成
候
ハ
、

如
何
様
二

も
御
世
話
可
被
成
下
と
そ
ん

し

候、

何
と
ぞ
向
後
う
ま
き
物
を
日
々
御
食

〔

ク
〕

用
被
成、

御
寿
命
の
相
延
候
様
御
心
懸、

御
倹
約
之
為
と
て
タ
ン
ワ
ン
、

ナ
ヅ
ケ
の
如
き
身
の
害
二

相
成
候
物
は
決
し
而
御
食
用
被
成
間

〔

精
〕

敷、

且
安
中
は
山
国
二

候
得
は
あ
ま
り
新
鮮
の
魚
は
難
得
候
故、

鳥
類、

肉
類、

鶏
卵
類
等
を
度
々
御
食
用
可
被
成、

是
自
然
御
身
二

勢
力

を
増
シ
御
長
命
之
大
助
と
も
可
相
成
と
そ
ん
し
候、

何
卒
御
両
親
様
小
子
の
丹
心
を
御
察
シ
被
下、

今
暫
時
之
間
御
待
被
下
候
ハ
、

小
子

不
遠
志
を
遂
け
帰
朝
仕、

幾
重
二

も
尽
力
仕、

御
両
親
様
の
御
安
楽
に
暮
年
を
御
過
し
被
成
候
様
可
仕
候、

右
は
貴
答
為
伺
御
機
嫌、

如

此
御
座
候、

頓
首
百
拝

独
乙
国
ウ
ィ
ス．ハ
ー
デ
ソ

千
八
百
七
十
三
年――一
月
十
八
日

と
心
懸
居
候

113 



植
村
二

而
は
お
よ
ね
ぽ
ふ
事
新
次
と
見
合、

已
二

男
子
生
誕
之
よ
し
珍
重
々

、々

何
レ
御
序
之
節
植
村
様、

速
水
様
へ

も
よ
ろ
し

く
民
五
郎、

鉄一
l一
郎
は
定
而
成
長
被
致
候
事
と
楽
み
居
候、

小
子
義
は
お
よ
ね
ほ
ふ
の
お
ぢ
二

御
座
候
処、

久
々
天
涯
二

遊
歴
い

た
し
今
に
家
内
も
相
持
不
申、

実
二

御
よ
ね
ほ
ふ
二

対
シ
は
づ
か
し
く
そ
ん
し
候

去
正
月
下
旬、

頼
み
候
処、

手
袋
一

対、

御
母
様
御
姉
様
方
へ

手
袋
四
対、

椋
弥
殿
へ

小
き
小
刀
一

本
差
上
候、

但
シ
右
之
物
件
は
独
乙
国
の
ベ
ル
リ
ン
府
ニ

而
相
調
申
候

当
所
二

而
貴
族
ホ
ン
ツ
ェ

ー
メ
ン
と
申
老
夫
人、

小
子
の
名
を
聞
及
ひ
二
日
置
毎
二

午
飯
之
御
馳
走
二

招
き
呉
レ
厚
く
世
話
い
た

し
呉
レ、

田
中
様
仏
国
よ
り
御
出
立
之
節、

大
人
様
へ

之
一

書
相
托
シ
、

田
中
様
御
帰
朝
之
上
は
其
の
封
物
を
大
人
様
迄
御
届
可
被
下
候、

但
シ
其
封
物
は
別
物
二

無
御
座、

大
人
様
へ

革
之

且
独
乙
学
を
も
教
へ

呉
候

小
子
之
如
期
＜
至
ル
処
深
切
な
る
朋
人
を
見
付
侯
は、

実
に
ふ
し
ぎ
二
し
而
真
神
の
恵
み
と
可
申
侯

ろ
し
く
御
取
締
御
礼
申
上
可
被
下
様
奉
願
候

尚

、々

時
候
折
角
御
厭
可
被
成
様
奉
願
候

何
卒
御
母
様
御
姉
様
方
二
、

椋
弥
殿
へ

も
よ
ろ
し
く
御
伝
言、

〔
マ
マ
〕
気
御
持
被
成
候
様
呉
々
も
御
申
聞
せ
可
被
賜
候

且
御
母
様
二
は
決
し
而
小
子
の
事
を
御
安
し
被
成
間
敷、

御
近
所
の
御
方
々
様
二

は
大
分
御
深
切
二

御
世
話
被
成
下
候
よ
し、

万
事
御

且
大
和
屋、

恵
び
子
屋
様、

別
し
而
田
中
様、

弓
削
田
様
厚

ク
御
世
話
被
成
下
候
由、

実
二

小
子
二

於
而
万
々
難
有
仕
合
二

奉
存
候、

別
二

御
礼
状
ハ

差
上
不
申
候
得
共、

何
卒
皆
々
様
へ
よ

且
同
行
之
士
長
与
氏
の
荷
物
中
二

少
々
封
物
を
相
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其
後
は
如
何
被
為
在
候
哉、

小
子
よ
り
大
分
御
不
音
候
段
御
宥
免
可
被
下
候、

扱
小
子
義
も
前
状
申
上
候
通、

昨
冬
よ
り
少
々
足
痛
二

而

独
乙
国
の
有
名
な
る
湯
治
所
ウ
ィ
ス
バ
ー
デ
ン
と
申
所
二

参
り
暫
く
湯
治
仕
候
処、

近
来
全
快
仕
候
故
勿
々
米
国
に
罷
越
シ、

米
国
の
朋

友
ハ
ル
デ
ー
君
と
向
後
修
行
の
義
二

付
克
々
相
談
い
た
し、

殊
二
よ
り
候
ヘ
ハ

米
国
に
一

両
月
逗
留
仕、

其
よ
り
当
年
中
二

日
本
二

罷
帰

り
候
哉
も
難
計
候
間、

左
様
御
承
知
被
下、

何
卒
今
数
ヶ
月
の
間
御
待
居
可
被
下
様
奉
希
候、

哉、

小
子
出
奔
仕
候
よ
り
久
々
御
苦
労
相
懸
候
は
実
二

小
子
の
本
望
二

無
之
候
得
共、

国
家
の
御
為
と
存
し

如
斯
西
国
二

留
学
仕
居
候

は、

是
又
已
を
得
ざ
る
の
次
第
二

候、

其
後
御
姉
様
方
は
如
何、

何
卒
御
文
通
之
節
二
は
宜
し
く
御
伝
言
可
被
賜
候、

小
子
事
も
数
日
前

よ
り
ウ
ィ
ス
バ
ー
デ
ン
を
辞
シ
去
り、

当
時
は
オ
ー
シ
ン
ゲ
ン
と
申
処
二

罷
在
り
教
官
学
校
の
事
件
を
取
調
居
候、

何
レ
帰
朝
之
上
は
不

肖
な
か
ら
も
小
子
の
兼
而
学
ひ
得
候
処
之
者
を
以、

国
家
の
為
二

尽
力
可
仕
と
存
居
候
間、

左
様
御
心
得
可
被
成
候、

扱
ォ
ー
シ
ン
ゲ
ン

の
学
校
ハ

余
り
大
な
る
学
校
二

無
之
候
得
共、

其
規
則
の
厳
な
る
事、

少
安
中
二

相
似
候
而
四
面
山
脈
有
之、

ニ
よ
ろ
し
く、

且
教
方
の
行
届
候
事
ハ

実
二

感
服
之
至
二

不
堪
候、

田
畑
等
二

も
甚
行
届
大
分
麦
の
類
を
沢
山
二

耕
シ、

且
山
上
二

ほ
樹
林
陰
々
と
茂
候
故、

空
気
殊

且
当
時
八
月
上
旬
二

候
得
共
気
候
も
殊
之
外
冷
候
故、

身
体
健
康
之
為
二

は
最
よ
ろ
し
き
と
そ
ん
し
候

扱
昨
年
よ
り
小
子
義
大
分
旅
行
い
た
し
所
々
の
名
所
古
跡、

別
し
而
大
な
る
市
府
等
見
物
い
た
し
候
間、

何
レ
帰
朝
之
上
は
継
々
見
物
い

た
し
候
事
を
御
談
申
上
候
ハ
、

大
人
の
御
保
養
二

も
可
相
成
と
楽
し
み
居
候、

右
は
幸
便
二

付
取
急
き
暑
中
御
機
嫌
伺
と
し
而
一

筆
相
認

45

八
月
三
日

④
イ
ソ
ク

新
島
民
治

且
此
処
は
少

扱
御
母

様
御
義
は
其
後
如
何
被
為
在
候
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何
卒
御
幸
便
之
節
は
時
々
御
文
通
可〔
被〕
下
候
様
奉
希
候

何
卒
時
候
御
厭
御
保
旋
専
―
二

被
成
候
様
奉
希
候、

御
序
之
節
二

は
御
姉
様
方
へ

も
よ
ろ
し
く、

且
御
近
所
の
御
方
々
様
へ

も
宜

し
く
御
伝
言
可
被
成
下
候

十
一

月
二
十
三
日

御
書
状
之
義
は
津
田
様
な
り
田
中
様
な
り、

或
は
川
田
先
生
な
り
御
願
被
成
候
得
は、

無
滞
小
子
方
迄
相
届
可
申
候

其
後
御
不
音
仕
候
段
何
卒
御
万
恕
可
被
下
候、

拐
向
寒
之
硼
二

候
処
大
人
様
初
御
一

統
無
恙
被
為
在
候
存
奉
祝
賀
候、

次
二

小
子
義
も
去

正
月
下
旬
文
部
事
務
無
滞
相
済
シ、

其
後
少
々
不
快
二

而
独
乙
国
中
の
尤
も
有
名
な
る
湯
治
場
へ

参
り
ゆ
る
／
＼
加
蓑
仕、

且
旋
生
中
少

少
独
乙
学
を
い
た
し、

去
八
月
中
旬
独
乙
目
発
足、

直
二

仏
郎
西
之
郁。ハ
リ
ス
ヘ

参
り
十
一

日
程
逗
留、

市
中
の
見
物
を
い
た
し、

其
よ

大
人
様侍
史

八
月
三
日

候
間、

余
は
幸
便
之
時
を
期
候、

頓
首
百
拝

新
島
約
琵
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疑
な
し、

然
シ

卵
の
数
を
増
候
事
ハ

今
に
聞
及
不
申
候

り
英
国
の
蔀
ロ
ン
ド
ソ
ヘ

参
り
僅
六
日
程
逗
留、

其
よ
り
「
リ
ウ
ァ
ル
ポ
ー
ル
」

と
申
英
国
の
港
よ
り
乗
船
い
た
し、

去
九
月
十
四
日
無

滞
亜
国
の
名
港
ニ
ュ
ー
ヨ
ル
ク
ヘ

到
着
仕、

其
よ
り
勿
々
ア
ソ
ド
ウ
ァ
と
〔
申〕
所
の
学
校
へ

再
帰
勉
強
仕
居
候、

扱
着
後
ワ
ッ
ソ
ト
ソ
の

C

仙
U

日
本
公
使
館
よ
り
大
人
様
及
津
田
浅
弥
様
よ
り
去
年一
二
月
付
之
御
書
相
回
し
呉
敬
而
拝
見
仕
候、

拐
大
人
様
御
母
様
初
御
一

統
小
子
之
帰

朝
ノ
ミ
御
待
兼
候
趣
実
二

御
尤
之
御
事
と
存
候、

乍
去
昨
年
四
月
よ
り
文
部
理
事
官
二

随
行
仕
殆
一

年
程
も
休
学
仕
候
故、

又
々
学
校
ニ

帰
少
く
も
来
年
五
六
月
迄
ハ

修
行
致
さ
ね
ば
な
ら
さ
る
次
第
二

相
成、

斯
も
久
々
御
心
痛
を
相
懸
候
ハ

実
二

心
外
之
事
存
候
得
共、

是
又

学
問
之
事
故
且
国
家
之
御
為
故
已
む
を
不
得
次
第、

然
シ
来
年
の
五
月
と
申
せ
は
僅
か
唯
今
よ
り
六
ヶ
月
問
二

候
間、

何
卒
暫
時
御
シ
ソ

ボ
ウ
可
被
下
様
奉
願
上
候、

是
迄
度
々
帰
朝
可
仕
積
二

候
処
遂
々
斯
も
久
逗
留
相
成
候、

然
シ
来
年
五
六
月
中
二

は
必
ら
す
卒
業
帰
朝
可

仕
と
存
候
間、

何
卒
屈
指
御
待
受
可
被
下
候、

兼
而
田
中
文
部
大
丞
様
御
帰
朝
後
も
殊
に
御
丁
寧
な
る
書
状
被
遣
下、

呉
々
も
勉
強
い
た

し
帰
朝
之
上
ハ

国
家
之
為
尽
力
可
致
様
御
頼
ミ
に
相
成
候
間、

此
五
六
月
中
勉
強
い
た
し
帰
朝
之
上
は
国
家
之
為
万
一

之
力
を
喝
さ
ん
と

希
居
候、

大
人
様
よ
り
被
仰
越
候
通、

一

昨
年
よ
り
色
々
御
入
用
引
続、

其
後
大
分
御
当
惑
之
由、

然
シ
昨
年
差
上
候
処
之
金
子
二

而
一

両
年
の
御
取
続
可
相
叶
と
そ
ん
し
候、

然
シ
若
シ
其
後
御
困
窮
被
成
候
ハ
、

何
卒
田
中
文
部
大
丞
様
へ

御
懸
合
可
被
下
候、

然
ら
ば
田
中

様
二

於
而
必
ら
す
金
子
の
御
世
話
可
被
下
と
兼
而
御
約
束
も
有
之
候
間、

左
様
御
心
得
可
被
下
候、

扱
お
美
代
様
よ
り
の
御
文
中
に
椋
弥

殿
教
育
の
御
世
話
充
分
に
御
出
来
兼
候
趣
承
知
仕
候、

何
レ
小
子
帰
朝
之
上
は
私
二

而
椋
弥
殿
教
育
の
世
話
可
仕
候
間、

左
様
御
心
得
可

〔

上
〕

被
下
候、

扱
中
村
屋
殿
よ
り
被
申
越
候
一

条
委
細
申
越
度
候
得
共、

総
而
農
具
等
は
甚
大
仕
懸
二

而
何
分
難
記
載、

且
大
豆
を
し
め
油
を

取
候
時
も
矢
張
巡
入
り
た
る
機
械
二

而、

之
を
細
密
二

記
載
仕
候
と
も
容
易
に
は
御
分
り
二

相
成
間
敷
と
そ
ん
し
候、

然
シ
鶏
卵
を
大
ニ

〔
はい―

な
す
事
ハ

甚
簡
易
な
る
事
二
〔
て〕、

唯
時
々
卵
の
か
ら
を
粉
二

な
し
之
を
与
へ
、

或
ハ

石
灰
を
少
々
鶏
二

与
へ

候
得
共
憩〔
卵〕
の
大
な
る
事
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小
子
名
当
の
状
袋
ニ
ヶ
差
上
申
候

扱
種
々
申
上
度
候
得
共、

何
分
学
業
二

逐
れ
寸
暇
を
得
不
申
候
間、

右
は
小
子
米
国
へ

再
帰
仕
候
事
を
御
知
せ、

候、

何
卒
時
々
御
文
通
可
被
下
様
奉
願
候、

勿
々
敬
具

何
卒
時
候
御
厭
可
被
成
様
奉
希
候

御
母
様
お
み
代
様
椋
弥
殿
及
ひ
御
近
所
の
御
方
々
様
へ

も
よ
ろ
し
く
御
伝
言、

＜
津
田
様
よ
り
も
甚
御
丁
寧
な
る
御
書
簡
被
遣
下
候

大
人
様

千
八
百
七
十
三
年
十
一

月
二
十―――
日

且
時
候
伺
労
如
斯
御
座

且
御
序
之
節
植
村
様、

速
水
様
へ

も
よ
ろ
し

新
島
約
痣
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昨
年
九
月
廿
日
付
及
十
一

月
十
一

日
付
之
芳
書、

去
十
二
月
三
日
付
落
掌
敬
而
拝
見
仕
候、

然
は
大
人
様
御
初
御
一

統
御
清
栄
御
重
歳
被

遊
候
半
と
推
察
奉
賀
候、

次
而
小
子
義
も
無
異
重
歳
且
勉
強
仕
候
間、

何
卒
御
放
慮
可
被
賜
候

拐
大
人
様
御
義
兎
角
小
子
掃
朝
之
義
御
待
兼
二

而、

去
年
十
一

月
再
ヒ
東
京
へ

御
出
張
之
由
甚
御
尤
之
御
事
二

奉
存
候、

乍
然
米
国
再
帰

之
上、

差
上
候
書
状
中
二

申
上
候
通、

米
国
再
帰
之
上、

例
之
ハ
ル
デ
ィ
君
と
色
々
帰
朝
之
義
相
談
仕
候
処、

今
一

年
程
修
業
不
仕
候
て
は

是
迄
学
候
処
も
無
二

相
成
候
次
第
二

而、

先
一

通
之
学
業
は
可
成
就
候
間、

其
上
は
少
し
も
早
く
帰
省
可
仕
と
奉
存
候、

小
子
義
若
シ
一

昨
年
欧
羅
巴
へ

参
り
不
申
候
ハ
、

昨
年
九

月
中
二

掃
朝
之
義
可
相
叶
候
処、

欧
羅
巴
行
二

而
殆
一

年
半
程
も
自
分
の
学
問
二
お
く
れ
候
故、

帰
朝
之
義
如
斯
も
延
引
二

相
及
候、

然

シ
若
し
一

昨
年
欧
羅
巴
へ

参
り
不
申
候
ハ
、

例
之
金
子
も
難
差
上
次
第
二

候
間、

何
卒
大
人
此
世
二

於
而
は
万
事
意
之
如
く
参
り
不
申
候

47 

明
治
七

一

月
十
一

日

（
一

八
七

四
）

不
得
已
事
再
ひ
米
国
二

留
学
仕
候、

然
シ
当
月
（
正
月
）
よ
り
来
六
月
の
末
迄
修
業
仕
候
得
ハ
、

④
イ
ソ
ク

新
島
民
治

年
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大
人
様貴
答

千
八
百
七
十
四
年
正
月
十
一

日

中
村
金
兵
衛
よ
り
頼
越
候
農
具
之
義
は
承
知
仕
候
得
共、

新
島
約
琵

頓
首
百
拝

如
何
様
之
道
具
を

求
め

候
て
宜
し
き

事
を
御
勘
考
被
成、

余
り
其
様
二

小
子
の
帰
朝
之
事
を
御
促
シ
被
成
間
敷
様
仕
度
候、

小
子
留
学
中
は
如
何
様
二

帰
朝
之
義
被
仰
越
候
と

も、

小
子
義
一

度
決
定
い
た
し
修
業
不
相
済
内
は
決
し
而
帰
朝
不
仕
候
問、

何
卒
来
六
七
月
中
迄
は
小
子
帰
朝
之
義
度
外
二

御
置
可
被
下

様
奉
願
上
候、

扱
当
時
少
々
御
差
支
有
之
而
田
中
文
部
大
丞
様
へ

拝
借
之
義
御
願
可
被
成
云
々
承
知
仕
候、

何
卒
大
人
様
に
於
而
今
日
ニ

〔

マ

マ
〕

無

御
差
支
無
之
様
仕
度
候、

去
な
か
ら
何
卒
御
用
心
有
之
候
而、

決
し
而
無
益
之
御
入
費
無
之
様
仕
度
候、

私
事
も
昨
年
迄
は
ハ
ル
デ
ィ

君
の
世
話
を
蒙
候
処、

幸
二

昨
年
天
朝
よ
り
戴
き
候
処
之
金
子
を
以
て
修
行
仕
居
候
問、

決
し
而
無
他
遣
等
は
不
仕、

酒
も
不
飲、

姻
草
も

不
呑‘

万
事
倹
約
身
を
慎
み
居
候
間、

何
卒
御
安
心
可
被
下
候、

扱
速
水、

植
村
家
族
昨
年
寄
留
被
致
候
よ
し
承
知
仕
候、

且
速
水
御
兄

〔

不
〕

〔

済
〕

様
よ
り
御
丁
寧
な
る
御
書
簡
被
下
候
処、

何
分
学
業
二

取
紛
別
段
御
返
事
は
差
上
可
申
候
間、

何
卒
宜
御
取
締
し
御
伝
言
可
被
下
候、

且

〔

へ

脱

力
〕

お
美
代
様
よ
り
も
御
文
被
下
候
処、

別
二

御
返
事
不
申
候
問、

是
又
よ
ろ
し
く、

且
御
姉
様
方
も
よ
ろ
し
く、

御
伝
言
可
被
下
候

農
具
中
種
々
様
々
の
道
具
有
之
候
故、

哉、

唯
農
具
と
申
ノ
ミ
而
は
一

切
取
留
も
無
之、

如
何
な
る
農
具
を
求
度
候
哉
御
序
之
節
御
聞
合
可
被
下
候、

右
は
貴
答
如
此
御
座
候、

御
近
所
の
御
方
々
様
へ
も
よ
ろ
し
く
御
伝
言
可
被
下
侯
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明治7年

十
二
月
九
日

尊
下
及
ひ
公
会
よ
り
之
御
書
翰
敬
而
拝
見
仕
候、

然
は
御
当
府
二

於
而
公
会
相
立
有
志
之
者
逐
々
入
教
之
由、

僕
二

於
而
喜
欣
之
至
二

不

扱
僕
義
去
月
二
十
六
日
横
浜
到
着、

同
二
十
七
日
当
所
発
足、

同
二
十
九
日
上
州
安
中
二

参
り
老
父
母
二

対
面
い
た
し、

其
よ
り
日
々
旧

は一――

友
尋
来
り
是
迄
一

時
間
之
暇
な
く、

或
ハ

外
行
之
事
を
談
シ、

又
は
僕
之
兼
而
攻
め
し
所
之
耶
蘇
教
を
説
き、

先
キ
ノ
ソ
ン
デ
ー
ニ

十
六

十
六
七
楚
相
集
り
新
教
を
聞
度
よ
し
申
参
候
二

付、

不
取
敢
其
道
を
講
し、

且
日
々
馳
走
二

招
れ
候
先
二

於
而
も
矢
張
時
二

乗
し
此
を
教

〔
破
担〕

〔
力〕

＊〔
破
阻〕

諭
シ
、

是
迄
一

口
閑
暇
之
日
無
之
二
よ
り
早
速
返
書
可
呈
之
処、

逐
々
延
引
二

及
候
段
万
恕
可
被
賜
候、

扱
大
坂
公
会
□
御
当
所
へ
可
来

と
の
趣
一

々
承
知
仕、

乍
然
僕
義
ア
メ
リ
カ
国
発
足
之
節
二

は
神
戸
へ
可
参
之
目
的
二

有
之
候
問、

何
レ
神
戸
へ
相
越
之
上、

当
所
の
教

師
翡
二

相
談
之
上
其
義
は
決
定
可
仕
候、

余
は
拝
顔
之
上
棲
々
可
申
上
候、

勿
々
不
具

堪〔
候〕

明
治
七
年
十
二
月
九
日

大
坂
公
会
執
事

高
木
玄
真
様

公
会
之
諸
君
子
中

48 

上
州
安
中
第
十一

大
区
小
六
区
百
七
十
六
番新
島
約
忍

高
木
玄
真
・

大
阪
公
会
会
員

⑤
写
真
（
日
本
基
督
教
団
大
阪
教
会
所
蔵）
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〔

裏
〕封

〔

表
〕上
州
碓
氷
郡
安
中
新
邸

新
島
民
治
様

49 

東
京
石
町
四
丁
目
島
屋
甚
蔵
宿

〔
十
二

月
〕

新
島
約
琵 ①

東
京
石
町
四
丁
目
島
屋
甚
蔵

新
島
民
治

②
上
州
碓
氷
郡
安
中
新
邸

④
墨

⑥
封
筒
の
み
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明治8年

新
年
之
御
吉
慶
大
人
様
御
初
御
一

統
無
事
御
迎
歳
候
半
と
奉
祝
賀
候、

然
は
小
子
義
今
二

東
京
二

在
留、

大
阪
表
へ

発
足
前
種
々
文
部
大

輔
殿
と
談
判
致、

此
度
兵
庫
表
二

於
而
大
学
校
可
相
立
目
的
も
有
之
候
間、

其
事
件
相
成
卜
不
成
は
未
夕
難
計
候
得
共、

先
十
二

七
分
は

〔

会
〕

成
就
之
事
と
存
候
間、

大
人
二

被
於
而
も
御
喜
欣、

若
し
此
学
校
出
体
二

及
候
ハ
、

日
本
当
今
の
悪
習
を
も
一

洗
す
べ

き
一

機
械
と
も
可

相
成
義、

左
様
二

候
ハ
、

小
子
の
十
年
間
大
人
二

御
苦
労
相
懸
候
事
も
今
二

至
り
全
く
不
孝
之
児
二

あ
ら
さ
る
事
を
御
覚
知
可
被
下
候、

去
月
廿
八
日
文
部
省
へ

出、

の
御
礼
御
丁
寧
二

御
延
被
下
候、

同
廿
六
日
一ー

は
川
田
先
生
二

罷
出、

其
よ
り
本
所
へ

相
越、

尺
君
を
御
尋
候
処、

折
あ
し
く
留
守
二

而

対
面
不
致、

其
後
二

も
甚
多
事
未
夕
再
会
を
不
得
申、

何
レ
一

両
日
之
内
ニ
ハ

又
々
お
尋
可
申
存
候、

出
立
之
節
有
田
屋
よ
り
借
り
候
明

六
雑
誌
数
冊、

寒
山
僧
よ
り
借
候
黄
き
表
子
の
本
に
而
説
教
論
題

遂
二
失
念
い
た
し
候
間

勿
々
公
義
を
以
て
御
返
却
可
被
下
候、

今
日
私
よ

50 

明
治
八

一

月
一

日

⑤
森
中
章
光
写

田
中
様
二

拝
顔
い
た
し、

新
島
民
治

（
一

八

七

五
）

年

一

昨
日
は
御
宅
迄
参
上
線
々
御
談
致、

其
上
御
馳
走
二

相
成
候、

妻
君
よ
り
も
糸
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51 

出
立
之
節
途
中
二

而
あ
ま
き
屋
よ
り
心
配
い
た
し
呉
候
問、

御
序
二

御
礼
御
延
可
被
下
候

東
京
着
後
勿
々
築
地
へ
相
越
御
頼
之
聖
書
類
相
求
侯
処、

書
物
不
足
二
し
而
金
高
程
之
書
難
求
候
二

付、

先
相
求
候
分
ノ
ミ
東
京
品
川
丁

二
丁
目
二

有
之
有
田
某
之
荷
物
中
二

托
し
安
中
迄
相
回
候
間、

何
レ
最
早
御
請
取
之
義
と
奉
存
候、

僕
も
其
後
勿
々
横
浜
へ
可
参
処、

種

種
月
庫
枇
体、

今
二

庚
康
二
逗
留、

然
ッ
朋
廿
は
一

寸
彼
地
二

月
向
有
之
罷
越
候
間、

何
レ
悶
を
得
侯
ハ
、

彼
地
二

而
可
求
得
は、

尽
廿

大
人
様

一

月
一

日

一

月
六
日

＊

 

千
木
良
昌
庵

⑤
複
写
（
齋
藤
忠
一

氏
所
蔵）

り
も
清
水
様
ニ
―

書
さ
し
上
候
得
共、

尚
又
大
人
様
よ
り
も
よ
ろ
し
く
御
伝
言、

新
島
約
痣

且
御
近
隣
の
御
方
様、

且
先
達
は
田
中
様
の
御
簑
子
姻

被
下
候、

扱
新
次
義
如
何
い
た
し
候
哉、

何
卒
し
ん
ぽ
ふ
い
た
し
呉
様
い
た
し
度
候、

帥
一

箱
被
下
候
間、

御
序
之
節
宜
御
礼
可
被
下
候、

其
後
大
人
様
如
何、

御
一

統
御
無
事
被
為
在
候
哉、

何
卒
後
便
二

御
委
細
御
知
せ
可

〔
椋〕

且
又
球
弥
殿
も
学
問
出
精
致
様
呉
々
御
談
被
下、

且
植
栗
様
へ
も
よ
ろ
し
く、

右
は
年
始
芳
々
御
機
嫌
伺
度、

如
此
御
座
候、

勿
々
以
上
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明治8年

千
木
良
昌
庵
君

過
日
は
尊
大
人
及
御
姉
様
よ
り
芳
書
被
下
敬
而
拝
見
仕
候、

然
は
私
義
今
二

事
件
弁
し
兼、

無
余
義
当
地
二

余
も
長
く
逗
留
二

相
成
候、

乍
然
四
五
日
之
内
二

は
大
概
方
向
も
可
相
立
と
存
候
間、

何
レ
四
五
日
之
内
ニ
ハ

横
浜
へ

罷
越
し
其
よ
り
乗
船
可
仕
候、

扱
中
村
金
次
郎

殿
二

頼
ま
れ
候
包
ミ
物
は
荷
物
中
二

入
置
き、

東
京
着
後
勿
々
越
後
屋
之
荷
物
の
中
二

入
レ
横
浜
へ
相
回
し、

私
は
当
地
二

逗
留
仕
居
候

故、

今
日
例
之
包
み
物
ハ

横
浜
二

回
し
候
荷
物
の
中
二

有
り
て
未
夕
石
炭
屋
方
ヘ
ハ

相
届
不
申
候
間、

右
之
次
第
金
次
郎
殿
へ

も
御
噺
し

可
被
下
様
奉
願
候、

大
二

喜
欣
仕
候、

新
次
事
も
し
ん
ほ
ふ
致
候
由
是
又
安
心
仕
候、

大
人
様
初
御
一

統
無
異
御
越
年
被
成
候
由
大
安
心
仕
候、

右
は
用
事
の

52 

一

月
六
日

一

月
九
日

ニ

例
之
残
金
を
以
て
可
相
求
侯
問、

右
様
徊
心
得
可
被
下
候、

何
卒
先
生
よ
り
同
士心
之
先
生
方
へ
よ
ろ
し
く、

ニ

御
進
之
程
臥
而
奉
願
候
段
御
告
可
被
下
候、

右
は
勿
々
已
上

⑤
森
中
章
光
写

扱
去
月
中
ハ

資
本
金
も
下
り
有
田
屋
二

五
十
円
御
預
の
よ
し
承
知
仕
候、

新
島
民
治

新
島

配

ジ
・

フ

セ
フ

約

琵
之
略
也

且
弥
向
後
御
立
志
此
聖
教

且
公
義
事
二

も
勉
強
い
た
し
候
由
承
知
仕
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芳
書
敬
而
拝
見
仕
候、

然
は
過
日
差
上
候
内
私
片
紙
而
認
め
御
銘
々
の
御
名
当
二

而
差
上
候
得
共、

其
片
紙
ハ

如
何
相
成
候
哉、

封
紙
上

二

御
名
当
を
認
候
も
有
り
又
封
内
二

片
紙
ヲ

入
レ

候
も
有
り
候
処、

定
而
其
片
紙
書
物
中
二

入
候
哉
又
紛
失
候
哉、

六
十
セ
ソ
n
原＞

四
十ー――
セ
ソ

候、

但
洋
書
一

冊
ハ

有
田
屋
へ

御
遣
し、

天
道
朔
源
一

冊、

真
道
の
暁
一

冊、

星
野、

一

新
邸
の
御
口
退
4

干
二

f
\-K�
迫
叩
邪
b

踪

一
E
而
匹
i

ハ上ー

セ
ソ

大
人
様

53 

上
可
被
下
様、

清
水
様
の
御
心
切
は
一

切
忘
れ
不
申
候
間、

よ
ろ
し
く
御
礼
申
述
可
被
下
様
奉
希
候、

且
上
原、

田
中、

茂
木
様
へ

も
厚
御
礼
申

〔
後
閑〕

且
五
ケ
の
御
姉
様、

速
水
様、

新
次、

よ
ね
二

も
よ
ろ
し
く、

且
新
次
殿
ハ
一

両
年
の
内
職
分
骨
折
呉
候
様
呉
々

私
よ
り
頼
候
間、

大
人
様
よ
り
も
左
様
御
噺
可
被
下
候

一

月
九
日

み
申
上
度
如
斯
候、

勿
々
已
上

一

月
十
一

日

千
木
良
昌
庵

⑤
複
写
（
千
木
良
昌
夫
氏
所
蔵）

山
田
氏
へ

徊
遣
し

御
穿
堅
之
程
奉
願

ッ

•

7

新
島

襄

ジ
ョ
フ
セ
フ
の
略
也
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明治8年

但
右
ノ――一
冊ハ
御
序
ニ
テ
磯
部
へ
御
遣
し
可
被
下
候

右
三
セ
ン
ヲ
引
キ
九
十
セ
ン
半
残
ル

ン
故
七
冊
ノ
代
八
セ
ン
四
リ
ン
也

n
袖
門

敦
u

真
教
の
暁

一

冊
四
十
三
セ
ソ

其
外
僅
の
小
冊
子

三
セ
ソ

半

二
円
の
内一
円
六
セ
ン
半
引
キ
九
十
三
セ
ン
半
残
ル、
昨
日
別
二
差
上
候
内、

真
道
の
近
路
と
申
小
冊
子
七
冊、

〔四リン〕

残
金
九
十
三
セ
ン
半
ノ
内
ョ
リ
八
セ
ン
半
引
キ
八
十
五
セ
ン
一
リ
ン
残
ル

一
磯
部
の
区
長
様
へ
（
右
同
上

二
円
の
内一
円
六
セ
ン
半
払
ヒ
九
十―――
セ
ン
半
残
ル

〔
真の
道
を
知るの
近
路〕

真
の
道
の
近
路
――一
冊
の
代一ーー
セ
ン

一
冊
ノ
代一
セ
ソ
ニ
リ

〔
哀
神
総
論〕

一
新
旧
約
書一
通
り、

其
外
新
約
書
中
の
書
の
註
解
（
紐年
9匂
頭
討ス）
真
教
の
暁、
天
道
朔
源
眩
這紐
共‘

真
神
の
総
論、

釈
教
正
謬、

其

外
種
々
之
小
冊
子
等一
と
封
二
い
た
し
候
分ハ
御
連
中
付
属
之
者
二
御
座
候

〔
籍〕

又
昨
日
差
上
候
書
藉
中
天
道
潮
源
四
冊ハ
尽
く
御
連
中
二
属
す、
且
真
道
の
近
路
と
申
小
冊
子
二
拾
冊
モ
御
連
中
二
属
す

但
シ
真
道
の
近
路
ハ
九
十
六
冊
ア
リ
テ
右
願
之
通
七
冊ハ
新
邸
の
御
連
中。
三
冊ハ
磯
部
の
区
長。
＿―-
冊ハ
岡
村、

森
本、
小
田一――

名。
二
冊ハ
星
野
輝、
山
田
亨
太
二
君
へ、
二
冊
ハ
小
林
禎、

小
野
直
二
君
へ
御
遣
し
可
被
下
候

但
右
紋
冊
二
醗
汽
声
訊
謡
i皿
御
引
キ
取
リ、
余
ハ
私
ョ
リ
同
志
の
連
中
二
差
上
候
間
御
衆
評
之
上
御
分
配
可
被
成
候、

但
其
内一――

四
冊
私
宿
へ
も
御
配
与
可
被
賜
候
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可
被
下
様
日
々
奉
神
祈
候、

右
は
費
答、

勿
々
已
上

已
二

差
上
候
書
物
之
代
価
ハ
―――
円
四
十
六
セ
ン

右
真
道
の
近
路
の
外、

歌
の
本
少
々
差
上
侯
問
此
ハ

同
志
の
連
中
二

属
す、

此
所
二

而
同
志
と
申
ハ

銘
々
出
し
合
二

而
書
物
を
求
め
被

成
候
御
方
々
を
さ
し
て
申
候
得
共、

旧
邸
の
御
方
々
を
申
也、

然
シ
別
二

御
出
金
被
下
自
己
に
書
物
を
御
求
被
成
候
御
方
二

も
同
志
の

者
な
る
故
何
卒
取
間
違
の
な
き
様
仕
度
候、

向
後
旧
邸
の
御
連
中
と
可
申
候
間
左
様
御
心
得
可
被
下
候

レ
都
合
次
第
残
金
を
以
て
福
音
の
訳
書
可
相
求
候

小
林
禎、

小
野
直
二
君
の
分
ハ

失
念
二

相
及
候
間
何
レ
後
便
一

円
分
相
求
差
上
可
申
候

岡
村、

森
本、

小
田
三
名
へ

遣
し
候
分
は
書
藉
も
多
分
二

あ
り
又
漢
訳
も
あ
り
候
故
容
易
二

御
分
り
之
事
と
存
候

築
地
六
番
カ
ラ
ザ
ル
氏
之
書
店
二

而
は
支
那
訳
ノ
ミ
多
く
何
分
日
本
訳
寡
＜
且
買
者
少
し
く
費
用
相
懸
候
故、

何
分
書
物
不
相
当
の
価
ニ

候
間
左
様
御
心
得
可
被
下
候、

然
シ
カ
ラ
ザ
ル
氏
も
私
の
為
二

少
々
価
を
減
し
呉
申
候

支
那
訳
を
差
上
候
而
御
迷
惑
と
思
召
御
方
も
有
之
候
得
共、

何
卒
支
那
訳
の
御
読
め
二

相
成
候
御
方
々
ハ

御
閑
の
節、

一

月
十
一

日

千
木
良
昌
庵
様

（
過
日
差
上）
、

候
分
な
り

且
昨
日
差
上
候
書
物
の
代
価
二
円
六
十
四
セ
ン
、

総
計
六
円
十
セ
ン
也、

何

日
本
訳
少
き
故
是
又
已
事
を
得
さ
る
次
第
也

此
真
道
を
愛
す
る
御
連
中
へ

宜
し
く
御
鳳
声
可
被
下
候

植
栗
氏
へ

も
｛
且
伺
伝
言
可
被
賜
侯

ジ
・

7

新
島

襄

ジ
ョ
フ
セ
フ
の
略

不
読`
｀ヽ

得
御
連
中
二

御
諧
議
之
程
奉
希
候、

何
卒
諸
君
子
速
二

此
道
二

御
進
み
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明治8年

三
月
七
日

其
後
は
御
起
居
如
何 、

定
而
大
人
様
御
初
御
一

統
御
清
栄
被
為
在
候
半
と
推
察
奉
賀
候 、

次
二

小
子
義
も
無
異
不
相
替
勉
強
い
た
し
居
候

間
何
卒
御
放
慮
可
被
賜
候 、

扱
先
達
而
ハ

岡
村 、

山
田 、

森
本 、

有
田
屋 、

千
木
良 、

植
栗
諸
君
よ
り

書
状
投
与
い
た
し
呉
候
間 、

御
宅

之
御
様
子
相
分
り 、

縦
令
遠
方
二

罷
在
候
と
も
先
々
安
心
い
た
し

居
候 、

定
而
安
中
表
ニ
ハ

未
夕
雪
も
深
く
有
之
候
得
共
当
所
ニ
ハ

最
早

暖
気 、

梅
花
已
二

落
尽 、

毎
朝
唸
の
声
二

而
目
覚
候
次
第 、

久
し
ぶ
り
二

而
日
本
の
春
を
迎
へ

唸
の
声
も
別
し

而
面
白
く 、

幼
少
之
節
覚

へ
し
所
の
詩
歌
杯
を
思
出
し
毎
朝
起
ぬ
先
二

詩
歌
を
吟
誦
し 、

不
覚
幼
少
之
時
之
事
を
逐
懐
シ 、

何
や
ら
双
親
と
如
斯
遠
く
離
る
を
悲
み

申
候 、

乍
然
是
も
御
存
之
通 、

耶
蘇
聖
人
の
道
の
為 、

如
斯
も
つ
ら
き
思
ひ
も
忍
ひ
つ
4
世
問
之
利
欲
二

も
不
走 、

唯
々
此
尊
き
道
の
偏

二

日
本
全
国
二

伝
翻
せ
ん
事
の
み
日
夜
心
願
仕
候 、

兎
角
人
間
と
申
者
ハ

自
分
の
意
の
如
く
万
事
参
不
申
候
故
何
分
大
人
様
御
母
様
二

而

も
小
子
久
々
外
国
二

留
学
又
帰
朝
ノ
上
も
勿
々
当
所
へ

罷
越
し
日
夜
大
人
の
目
下
二

在
り

奉
侍
す
る
事
不
叶
は
定
而
御
不
満
足
二

思
召
な

ら
ん
と
心
痛
い
た
し

居
と
も 、

是
も
全
く
道
の
為
不
得
已
事
次
第 、

何
卒
此
義
ハ

大
人
二

於
而
も
御
寛
宥
可
被
賜
候

扱
小
子
の
兼
而
御
噺
申
候
所
の
学
校
ハ

今
急
速
の
事
ニ
ハ

不
参
と
存
候
得
共 、

最
早
此
大
阪
の
町
人
の
中
一

人
二

而
六
千
円
程
出
金
被
致

呉
候
間
何
レ

逐
々
此
後
出
金
せ
る
者
相
出
来
候

ぐ
ん
と
願
望
仕
居
候 、

何
レ
金
子
も
十
万
円
か
十
五
万
円
程
も
相
集
不
申
内
ハ

学
校
建
築

可
仕
候
間
其
節
線
々
御
噺
可
申
候 、

二

も
相
懸
申
間
敷
と
存
候 、

何
レ
此
学
校
出
体
之
上
ハ

随
分
日
本
の
為
二

も
可
相
成
と
存
居
候 、

何
レ
六
月
の
末
か
七
月
の
初
ニ
ハ

帰
郷

〔
差〗〕

且
其
節
二

は
エ
風
い
た
し

例
之
御
養
老
金
も
参
上 、

少
々
な
か
ら
も
大
人
御
活
計
の
御
た
し
に
可
致

54 

④
墨

新
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椋
弥
殿
の
勉
強
い
た
し

候
様
呉
々
も
御
申
聞
可
被
下
侯

候

候、

又
其
節
ニ
ハ

清
水
様
の
御
宅
を
拝
借
可
仕
候
間
大
人
様
よ
り
も
御
頼
み
置
可
被
下
候

大
阪
二

参
り

候
上
小
子
の
妻
と
な
す
へ
き
者
も
不
相
見 、

何
レ
小
子
義
も
生
涯
妻
を
要
る
事
ハ

叶
わ
ま
じ
と
存
候、

且
日
々
多
事
二

而
中

々
妻
迄
は
エ
風
も
不
及
申 、

当
分
妻
の
義
ハ

延
引
二

可
致 、

乍
然
此
分
二

而
参
候
ヘ
ハ

日
本
国
中
を
さ
が
し
て
も
小
子
の
意
二

応
ず
る
者

ハ

有
ま
じ
と
心
配
い
た
し
居
候、

小
子
ハ

決
し

而
顔
面
の
好
美
を
不
好 、

唯
心
の
好
ぎ
者
二
し

而
学
問
の
あ
る
者
を
望
み
申
候、

〔
マ
マ
〕

婦
人
の
如
き
な
き
女
子
と
生
涯
共
二

す
る
事
ハ
一

切
好
ま
し
く
不
存
候

先
達
中
よ
り

東
京
横
浜
に
而
種
々
書
物
相
調 、

安
中
の
連
中
へ
差
回
候
間 、

何
レ
大
人
様
へ

も
少
々
は
書
物
相
届
き
候
事
と
存
候、

何
卒

其
書
物
を
御
読
み
小
子
之
帰
省
迄
二
は
大
分
此
道
の
御
分
二

相
成
候
様
願
居
候

扱
種
々
大
阪
の
様
子
申
上
度
存
候
得
共
何
分
多
用
二

候
故
余
は
期
後
便
候、

臥
願
く
ハ

御
加
蓑
し

賜
へ

、

頓
首
百
拝

三
月
七
日

日
本
の

清
水
様 、

御
近
所
様 、

茂
木
様 、

御
姉
様
方
へ

も
新
次
様
其
外
植
栗
様 、

星
野
様 、

御
親
類
中
一

統
へ
よ
ろ
し
く
御
伝
言
可
被
賜

大
人
様

新
島

襄
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明治8年

〔

弥
〕

〔
へ

脱
力
〕

清
水
仲
様、

御
従
弟
恒
屋
様
御
義
近
来
御
帰
郷
之
よ
し
承
り
候、

清
水
様
ハ

勿
論
御
近
所
様
ょ
ろ
し
く

〔
み

脱
力
〕

明
後
日
ハ

西
京
之
博
覧
会
見
物
二

可
参
と
楽
し
居
候

大
人
様

其
後
は
御
無
音
申
上
候
段
御
寛
宥
可
被
賜
候、

春
寒
未
夕
不
退
候
処、

大
人
様
初
御
一

統
御
無
異
被
為
在
候
御
事
と
存
奉
祝
候、

小
生
事

可
仕
と
存
居
候、

三
月
三
十
日

先
達
よ
り
山
田
重―
-、

三
田
一

郎、

当
府
二

来
リ
候
二
よ
り
私
よ
り
亜
人
教
師
二

相
頼
み
英
学
初
さ
せ、

逐
々
私
よ
り
も
算
術
等
之
教
授

〔

治
〕

且
十
日
前
ハ

不
料
も
湯
浅
次
郎
殿
当
所
へ

罷
越、

勿
々
被
尋
種
々
安
中
之
事
相
承
り
安
心
仕
候

扱
三
田
二

御
頼
被
成
候
所
之
栄
五
郎
：·
…
菓
子
ハ

三
田
取
急
き
其
を
買
可
申、

其
代
金
二
分
相
渡
申
候、

但
し
此
金
ハ

私
二

於
而
預
り
置

き
三
田、

山
田
之
書
物
等
求
む
る
時
の
助
け
と
可
仕
候

〔
沿
浅〗〕
有
田
屋
出
立
之
節
一

円
当
人
二

相
頼
み
大
人
様
へ

差
上
候
間、

此
金
二

而
賠
二
三
疋
を
御
求、

其
卵
を
取
り
日
々
御
食
用
二

可
被
成
様
仕

度
候、

何
レ
此
夏
ハ

帰
省
可
仕
候
間
何
卒
屈
指
御
待
可
被
下
候、

右
之
段
得
貴
意
如
此
御
座
候、

勿
々
頓
首

三
月
三
十
日

も
不
相
替
大
阪
府
二

於
而
耶
蘇
聖
教
之
為
勉
強
仕
居
候
間
御
放
心
可
賜
候

⑤
写
真
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但
僕
之
神
経
病
之
義
ハ

弊
宅
迄
御
吹
聴
無
之
様
仕
度
候

三
月
三
十
日

〔

鳳
〗l

此
一

書
老
父
迄
御
届
可
被
下
様
奉
願
上
候、

尚
々
聖
書
勉
強
之
方
へ

宜
し
く
御
凰
声
可
被
賜
候

先
達
而
よ
り
両
度
之
御
書
翰
を
以
て
悪
魔
之
事
御
聞
尋
に
相
成
候
処、

兎
角
神
経
二

而
夜
々
失
眠
い
た
し、

医
師
当
分
可
廃
学
よ
し
呉
々

も
被
申
候
次
第、

然
ル
に
当
府
二

於
而
道
を
講
す
る
甚
少
な
く、

力
の
及
迄
は
勉
強
い
た
さ
ね
ば
な
ら
ざ
る
次
第
二

而、

病
気
な
か
ら
も

此
教
論
宣
道
を
廃
し
難
く、

乍
去
余
之
事
ハ

な
る
可
丈
除
き
加
蓑
い
た
し
居
候
故、

遂
二

如
斯
も
延
引
二

及
ひ
多
罪
之
至、

然
し
此
悪
魔

之
事
ハ

片
紙
を
以
て
書
き
尽
し
難
く、

何
レ
全
快
之
上
ハ

勿
々
御
尋
二

御
答
可
仕
候、

右
は
勿
々
如
斯
也、

頓
首

三
月―――
十
日

千
木
良
昌
庵
様

56 

千
木
良
昌
庵

⑤
複
写
（
齋
藤
忠
一

氏
所
蔵）
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明治8年

大
人

尊
下

四
月
四
日

長
を
尋、

先
日
差
上
候
書
内
に
西
京
見
物
二

可
罷
出
と
申
上
候
通、

私
義
当
月
一

日
大
阪
登
足、

る
可
丈
歩
行
い
た
し
ク
ラ
ガ
リ
峠
を
越
し
奈
良
に
参
り、

御

宿、

二
日
に
早
朝
よ
り
出、
＿―-
笠
山
頂
に
上
り、

山
越
に
而
手
向
山
に
上
り、

其
よ
り
手
向
の
八
幡
社
見
物、

其
よ
り
東
大
寺
の
大
鐘
及

ひ
大
仏、

且
博
覧
会
を
一

見、

其
よ
り
宇
治
に
参
り
一

宿、

平
等
院
に
至
り
頼
政
之
兜
鎧
を
見
之
を
画
き、

扇
芝
を
見
物
し、

宇
治
之
戸

種
々
茶
の
植
方
等
伝
習
し、

き
つ
り
鐘
を
一

覧、

三
井
寺
の
僧
に
逢
ヒ
色
々
問
答
し、

興
福
寺
の
塔
に
登
り、

見、

セ
ク
の
橋
へ
至
り
遥
に
ム
カ
デ
山
を
看、

粟
津
の
原
を
過
越
し
膳
所
の
城
下
を
通
り
大
津
に
至
る、

其
よ
り
三
井
寺
に
参
り
弁
慶
引

〔

礼
〕

つ
り
鐘
の
縁
起
等
問
純
し、

辛
崎
の
松
を
見
物
し、

上
坂
本
二
至
り、

今
日
は

安
息
日
な
る
故
当
所
二

留
滞、

明
朝
ハ

早
ク
叡
山
に
上
る
へ

き
積
に
候、

何
レ
明
午
後
に
ハ

京
師
二

到
着
い
た
す
へ
く
と
楽
し
み
居
候、

何
レ
彼
所
ニ
ハ

六
七
日
逗
留
可
致
と
存
居
候
間、

同
所
の
模
様
委
細
可
申
上
候、

右
は
旅
舘
二

而
認
め
候
間、

乱
文
之
義
ハ

御
免
可
被
賜

候、

頓
首
百
拝

宇
治
川
を
舟
に
て
渡
り、

⑤
写
真

57 

四
月
四
日

新
島
民
治
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一

涎
を
帯
ひ
一

本
の
杖
と
一

本
の
傘
と
を
持、

成

あ
ま
り
人
の
通
ら
ぬ
山
越
二

而
石
山
寺
に
至
り、

琵
琶
湖
の
景
色
を

春
日
の

社
と

鹿
と
を
見
物
い
た
し、

其
夜
奈
良
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担
右
之
諸
堂
ハ

当
今
一

切
脩
復
を
不
加
る
二
よ
り
実
二

寂
蓼
之
到
二

不
堪、
且
山
上
二

数
房
（
総
テ
百
二
士
房）
有
之
雖、

大
分
ハ

空
房
二

而
目

〔

呼
〕

も
付
ら
れ
ぬ
次
第
な
り、

京
へ
の
下
り
路
二

而
路
二

迷
ひ
候
故
一

寺
二
入
り
路
を
問
ん
と
而
大
声
二

僧
侶
を
吸
び
し
ニ
―

切
答
無
く、

寺

〔

騒
〕

前
二

飩
茂
れ
ど
も
之
を
か
る
者
な
く、

何
レ
遂
ニ
ハ

破
壊
二

可
及、

其
有
様
往
古
之
叡
山
と
相
違
し
今
は
兵
を
出
し
天
下
を
掻
動
す
る
勢

無
く、

今
日
糊
ロ
二

窮
す
る
次
第
な
り、

如
斯
＜
僧
家
之
な
り
行
し
ハ

全
時
勢
然〔
し〕
む
る
所、

坂
本
よ
り
の
登
り
路
ハ

石
梯
あ
り
路
も
広
く
大
二

容
易
な
り
し
が、

下
し
路
ハ

甚
難
渋
ニ
シ
而
且
迷
ひ
易
く、

且
雨
天
二
し
而
雲
霧
深
く

唯
紋
問
先
を
見
る
の
み
二

而
森
二

蔦
す
る
鶯
と
路
端
に
開
た
る
山
花
な
く
ん
ば
甚
蓼
々
た
ら
ん
と
存
候、

拇
十
時
過ーー

麓
迄
下
り
少
々
休

い
た
し
候

58

四
月
六
日

⑤
写
真

〔
新
島
民
治
〕

前
書
申
上
候
通
小
生
事
昨
日
は
上
坂
本
を
早
朝
発
足、

唯
独
行
比
叡
山
に
上
り
一

時
間
二
〔
テ〕
絶
頂
二

到
り、

み
む
ろ
山
の
峰
に
さ
ま
よ
ふ
旅
人
を
導
く
と
て
か
鶯
ぞ
鳴
く

〔

マ

マ

〕

御
母
様
御
姉
様
方
御
近
所
様
へ
も
宜
し
く
御
伝
言

ミ
ム
ロ
山
を
越
す
時
路
を
間
違
ひ
旅
人
の
通
ら
ぬ
山
路
に
入
り、

谷
二

鳴
ク
鷺
の
声
を
聞
き
て

是
歴
史
家
の
宜
し
く
注
意
す
べ
き
所
也

〔
培〗〕

中
堂
講
堂
戒
慣
堂
等
見
物
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五
月
五
日

芳
如
此
也、

勿
々
敬
白

其
後
は
御
不
音
仕
候
段
御
免
可
被
下
候、

小
子
義
も
過
日
申
上
候
通
西
京
へ

遊
ひ
二

参
り、

二
十
日
程
滞
留
所
々
名
所
古
跡
を
遊
究、

去

月
二
十
四
日
帰
阪
無
滞
罷
在
候
間
御
放
慮
可
被
賜
候、

小
子
西
京
逗
留
中
ハ

彼
地
の
知
事
公
二

度
々
面
会、

学
問
を
進
む
る
等
の
事
件
相

＊
＊
 

談
い
た
し、

其
の
み
な
ら
す
京
都
博
物
舘
用
懸
被
命
候
問、

殊
二
よ
り
候
ハ
、

此
夏
ハ

京
都
管
内
の
山
々
の
破
品
類
探
索
二

参
ら
ぬ
ば
な

ら
さ
る
次
第
二

相
成
候
哉
も
難
計、

乍
然
可
成
丈
ハ

安
中
ヘ
一

ヶ
月
な
り
と
も
帰
省
可
仕
と
存
候
間
左
様
御
心
得
可
被
下
候、

別
封
の
中

ニ

有
之
候
赤
ナ
ス
ビ
の
種
ハ

勿
々
御
ま
き
付
可
被
下
様
奉
願
候、

但
シ
其
ハ

其
宅
の
前
な
り
畑
二

御
植
付
可
被
下
候、

次
郎
殿
よ
り
一

書
到
来、

御
宅
二

於
而
御
替
り
も
無
之
様
子
承
知
仕
安
心
仕
候、

何
卒
当
人
へ
も
宜
御
伝
声
可
被
賜
候、

右
は
伺
御
機
嫌

59

五
月
五
日

⑤
写
真

新
島
民
治

新
島

襄

み、

十
二
時―ー

京
の
三
条
橋
の
且
貫
屋
と
申
旅
家
二

参
り
候、

今
日
も
亦
雨
天
二

而
他
行
難
成、

何
レ
今
午
後
ハ

博
覧
会
見
物、

天
気
次

第
此
辺
の
名
所
古
跡
を
遊
覧
可
致
と
存
候、

余
は
後
便
可
申
上
候、

以
上

四
月
六
日

四
五
日
以
前
湯
浅

罪
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先
達
而
芳
書
を
添
セ
し
よ
り
勿
々
一

書
可
呈
処
何
分
多
事
無
寸
暇、

十
日
以
前
よ
り
神
戸
へ

参
り
逗
留、
一

昨
々
日
大
阪
二

罷
帰
り、

昨
日

〔

折
〕

蒸
気
船
二

而
淀
川
二

糊
り
上
京
致
し、

京
師
二

於
而
学
校
建
築
之
義
相
計
候
処、

堡
料
ら
ん
や
何
之
差
遣
ひ
も
な
く
京
師
中
指
屈
り
之
人

物
相
談
二

及
ひ
呉
れ、

勿
々
六
千
坪
程
の
土
地
を
買
受
へ

ぎ
談
判
二

相
成
り、

当
秋
よ
り
学
校
造
営
二

相
懸
る
べ

き
企
二

御
座
候、

右
ニ

付
大
阪
よ
り
京
師
之
問
数
々
往
還
仕
ら
ね
ば
な
ら
ざ
る
次
第
二

而、

共
是
亦
止
む
を
得
さ
る
の
次
第、

何
卒
大
人
二

於
而
御
海
容
可
被
賜
候、

且
当
地
二

於
而
学
校
相
建
候
二

付
私
事
も
寄
留
人
二

而
ハ

万
事

0

籍〕

意
之
如
く
な
ら
す、

是
非
々
々
此
地
之
藉
二

入
不
申
候
而
は
甚
不
都
合
二

も
可
相
成
候
間、

何
卒
安
中
之
戸
区
長
二

御
依
頼、

西
京
之
藉

ニ

可
入
之
方
向
御
立
被
下
候
様
奉
願
上
候、

然
シ
六
千
坪
の
地
相
求
侯
様
の
事
ハ

余
り
大
ゲ
サ
ニ

も
世
間
に
相
聞
へ

候
間
外
様
へ
は
何
卒

質
内
分
二

な
し
置
き、

区
長
段
へ
は
唯
々
私
の
藉
を
西
京
二

転
し
度
よ
し
御
顛
み
可
被
下
侯、

私
事
も
未
夕
事
の
な
ら
ざ
る
前
ハ

決
し
而

大
人
様

60 

六
月
八
日

⑤
写
真

新
島
民
治

此
次
き
の
御
書
面
ニ
ハ

御
宅
の

何
区
何
番

番
号
委
し
く
御
認
御
遣
可
被
下
候、

御
近
所
へ

も
よ
ろ
し
く

と
て
も
当
夏
帰
省
之
義
ハ

相
叶
難
く
と
そ
ん
し、

甚
残
念
二

ほ
候
得
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外
へ
も
此
事
ハ

談
し
不
申
候
間
左
様
御
心
得、

私
の
心
願
も
近
々
二

成
就
す
べ
き
と
御
楽
み
可
被
下
候、

若
し
真
神
の
徊
恵
憐
二

依
り
此

事
件
出
体―ー

及
候
ハ
、

私
二

於
而
も
本
望
遂
け
候
故
少
し
く
大
人
二

対
し
孝
児
之
瑞
を
顕
す〔
に〕
足
る
と
奉
存
候、

か
つ
数
年
間
外
国
ニ

遊
学
御
苦
労
相
懸
候
罪
を
僅
二

洗
ひ

候
と

存
侯、

扱
御
美
代
様
よ
り
の

御
文
二
は
速
水
氏
も
五
ケ
ニ

夫
婦
養
子
二

相
成
候
様
御
知
せ
被

下、

且
椋
弥
殿
も
近
々
師
範
学
校
へ
可
罷
越
ょ
し
云

、々

私
二

於
テ
甚
満
足
二

存
候、

尚
々
当
人
義
勉
励
一

人
前
之
人
間
と
な
り
新
島
家

〔

マ

マ

u

を
相
続
致
し
御
呉
望
居
候、

何
レ
私
事
も
両
三
日
之
内
ニ
ハ

亦
々
大
阪
二

帰
リ
可
申
候
間
御
返
事
之
義
ハ

旧
二
よ
り
大
阪
与
力
丁
三
番
迄

御
遣
し
可
被
下
候、

此
夏
中
ニ
ハ

何
レ
京
二
止
留
又
ハ

京
の
近
傍
二

罷
居
る
へ
く
と
存
候
問
所
書
ハ

其
節
御
報
知
可
申
候、

右
之
段
得
貴

〔

而
〕

御
養
老
金
之
義
ハ

当
夏
中
二
六
ケ
敷
何
レ
当
暮
前
二

替
セ
ニ
ハ

可
差
上
候
間、

左
様
御
心
得
可
被
下
候
0
京
師
移
転
二

付
色
々
物

入
も
可
有
之
候
間、

兼
而
清
水
様
へ

御
相
談
申
上
候
所
の
山
の
義
ハ

当
年
中
ニ
ハ

御
相
談
難
及
候
間、

右
之
趣
大
人
よ
り
清
水
様

ヘ

御
談
二

及
可
被
下
候
〇
御
都
合
次
第
大
人
様
御
母
様
御
一

所
二

写
真
御
う
つ
し
私
方
迄
御
遣
可
被
下
候、

当
夏
ハ

用
多
二
而
帰

省
も
難
叶
候
間、

先
達
而
真
の
教
の
緒
と
申
小
冊
子
差
上
候
間、

定
而
御
落
手
の
御
事
と
奉
存
候、

何
卒
右
之
書
物
御
読
被
成、

被
成、

且
真
神
へ
朝
夕
御
祈
被
成、

耶
蘇
の
御
恩
二

依
り
救
ひ
を
得、

死
後
も
安
楽
の
所
へ
進
入
可
被
成
候
様
御
願
可
被
成
候、

此
真
の
神
様
ハ

目
二

見
へ
ざ
れ
共
―
二

大
人
の
祈
ハ

御
聴
受
可
被
下
候
間、

何
卒
日
々
御
信
心
可
被
成
候

大
人
様
六
月
八
日

意
如
此
也、

不
具

せ
め
て
大
人
様
御
母
様
の
御
真
影
二
て
も
詠
め
居
度
奉
存
候

且
日
々
聖
書
御
読

新
巖

襄
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日
且

大
人
様
六
月――一
十
日

本
月
十
六
日
之
芳
書
拝
誦
仕
候、

然
は
大
人
様
御
初
皆
々
様
御
多
祥
之
由
奉
祝
賀
候、

小
子
事
も
無
事、

乍
然
此
一

両
日
は
何
分
多
忙、

一

昨
日
有
馬
を
暁
三
時
半
二

出
立、

神
戸
二

参
り、

其
よ
り
大
阪
二

至
り、

同
日
二

人
力
車
二

乗
り
西
京
二

七
時
半
二

到
着
仕、

学
校
事
務

ニ

付
色
々
用
事
有
之
候、

私
義
送
藉
状
之
義
願
上
候
処、

寄
留
二

可
被
致
よ
し
承
知
仕
候、

然
な
か
ら
寄
留
二

而
は
不
都
合
の
事
も
有
之

候
間、

是
非
二

住
所
を
変
へ
士
族
よ
り
平
民
に
相
成
候
共
不
苦、

何
卒
送
藉
状
を
御
送
被
下、

私
義
京
師
之
人
別
二

入
候
様
仕
度
候、

扱

〔
申
脱
力〕

当
分
之
内
中
京――-
+
―

区
四
百
一

番
地
山
本
覚
馬
と
者
の
内
二

同
居
二

相
成
候
間、

左
様
御
心
得、

御
書
状
之
義
来
月
中
な
ら
バ

山
本
之

宅
迄
御
遣
可
被
下
候

〔
民
治
筆〕

〔
籍〕

「
七
月
四
日
相
達、

同
六
日
送
藉
状
相
廻
ス
」

61 

六
月
三
十
日

⑤
写
真

新
島
民
治

新
島

襄
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七
月
二
十
一

日

⑤
森
中
章
光
写

七
月
十
五
日
一

書
奉
呈、

送
藉
状
之
義
御
催
促
申
上
候
間、

何
卒
勿
々
御
取
扱
少
し
も
早
く
送
藉
之
義
相
叶
候
様
仕
度、

左
な
く
候
而
は

学
校
二

而
耶
蘇
教
を
教
候
事
之
御
許
も
可
相
願
候
間、

是
非
京
都
之
藉
二

為
ら
さ
れ
ば
不
都
合
之
角
も
可
有
之
候、

私
義
も
久
々
外
国
ニ

留
学
又
々
帰
朝
之
上
二

も
無
余
義
訳
と
は
申
な
か
ら、

斯
も
父
母
と
相
離
居
候
は
甚
不
本
意、

少
し
も
早
く
御
両
親
様
を
御
迎
申、

縦
令

同
居
不
仕
と
も
同
し
所
に
御
置
申
朝
夕
と
御
機
嫌
伺
も
出
来
候
様
仕
度、

右
二

付
此
度
も
種
々
工
風
い
た
し、

何
レ
近
々
よ
き
土
地
を
買

〔
し
脱
力〕

求
め
其
を
桑
畑
と
な
し
或
は
桐
畑
と
な
し、

其
内
よ
り
年
々
い
く
ら
か
上
り
候
而
御
両
親
様
お
美
代
様
之
御
暮
ら
二

不
都
合
な
き
様
仕
度

候、

何
レ
不
遠
土
地
を
も
可
買
候
間、

其
節
は
勿
々
御
報
知
可
仕、

若
し
左
す
れ
ば
道
中
之
費
用
も
可
相
懸
候
間、

此
秋
頃
よ
り
一

切
人

ニ

知
れ
ぬ
様
逐
々
い
ら
ぬ
余
分
の
家
財
道
具
売
払
ら
ひ
て
路
用
の
た
し
と
可
被
成
候
様
仕
度、

然
し
此
事
ハ

唯
々
私
之
工
風
ノ
ミ
ニ

而
未

〔
地
脱
力〕

夕
土
も
無
之
候
間、

世
間
へ
は
御
内

、々

且
御
母
様
二

御
噺
有
之
候
ハ
、

直
二

向
ふ
不
見
に
近
所
へ

参
り
御
噺
可
相
成
候
間、

此
義
は
御

母
様
へ

も
御
内
々
な
し
可
被
置
候、

2
民
治
筆
〕

「
本
月
廿
一

日
附
廿
五
日
相
達
」

62 

且
ゴ
カ
之
御
姉
様
へ

も
御
内

、々

何
レ
此
所
二

而
万
事
極
り
已
二

御
膳
立
相
出
来
候
上、

私
な
り
人

な
り
御
向
ひ
に
可
罷
出
候
間、

左
様
御
心
得
日
々
真
神
と
耶
蘇
様
へ

御
祈
躊
被
成、

御
家
内
御
一

統
及
ひ
私
事
も
無
事
可
有
之
様、

耶
蘇
様
之
御
恵
二

而
我
等
此
世
を
去
る
後
は、

天
上
二

あ
る
此
上
も
な
き
結
構
な
る
神
の
国
へ

趣
く
事
之
出
来
る
様
御
藷
可
被
成
候、

新
島
民
治

又
々
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63 

九
月
二
日

⑤
写
真
（
日
本
基
督
教
団
大
阪
教
会
所
蔵）

残
暑
未
不
退
処、

尊
下
弥
御
清
祥
福
音
之
為
御
勉
強
被
成
候
と
存
奉
賀
候、

然
は
小
生
義
当
月
上
旬
二
は
帰
坂
可
仕
処、

例
之
学
校
一

条

ニ

付
不
得
已
事
東
京
迄
罷
出、

政
府
之
人
物
二

面
会、

事
情
を
述
度
義
有
之、

去
月
廿
五
B
西
京
発
足、

昨
朝
無
滞
当
地
到
着、

文
蔀
省

高
木
玄
真

五
時
前
二

起
き
朝
飯
前
二

此
書
を
相
認
申
候

甚
暑
之
節
何
卒
御
養
生
専
一
、

な
る
丈
食
事
之
時
刻
を
定
め、

且
消
化
の
悪
き
者
と
腐
敗
物
と
は
御
用
心
可
有
之
候

〔

晴
〕

私
義
今
に
京
師
二

罷
在
学
校
之
為
工
風
い
た
し
居
候、

何
レ
一

両
日
之
内
下
サ
ガ
と
申
し
而
嵐
山
を
向
ふ
に
見
請
余
ほ
ど
風
景
之

よ
ろ
し
き
所
へ

参
り
八
九
日
逗
留、

桂
川
へ

参
り一
ズ
巳

を
可
釣
と
楽
居
候、

ク
ヅ
し
候
金
少
々
有
之
候
間
封
入
仕
候

大
人
様

是
は
ア
シ
タ
の
ヒ
ル
メ
シ
の
サ
イ
を
御
求
可
被
成
候

当
時
桂
川
の
ア
ヒ
ハ

六
寸
余
り
有
之
候、

今
朝
ハ

七
月
二

十
一

日

新
島

襄

成
る
丈
御
倹
約、

あ
ま
り
世
間
へ
の
義
理
と
か
付
き
合
等
は
御
止
め
ム
ダ
な
金
を
御
つ
か
い
不
被
成
様
仕
度
候、

何
レ
当
所
御
引
移
之
前

ニ
ハ

万
事
御
相
談
可
申
候
間、

決
し
而
今
よ
り
御
配
慮
無
之
様
奉
願
上
候、

右
之
段
内
々
得
貴
意
如
此
御
座
候、

勿
々
已
上
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64 

之
官
員
二

面
会
し
棲
々
相
談
仕
候
処、

何
＞
宣
教
師
雇
入
西
京
二

於
而
学
校
を
開
候
事
ハ

可
相
叶
と
存
候
間、

左
様
徊
心
得
被
下、

右
之

義
二

付
益
真
神
へ

御
祈
可
被
下
候
様、

尊
下
は
勿
論
公
会
之
諸
兄
弟
へ

も
右
同
様
願
上
候、

何
レ
小
生
も
用
事
之
弁
ッ
次
第
帰
坂
可
仕
候

間、

其
間
ハ

尊
下
な
り
又
は
神
戸
之
兄
弟
中
な
り
毎
安
息
日
説
教
之
義
は
御
尽
力
可
被
下
様
奉
願
候、

右
之
段
得
貴
意
取
急
如
此
候、

不

九
月
二
日

高
木
玄
真
様

九
月
十
五
日

字

初
而
芳
書
二

接
シ

喜
欣
不
斜、

然
は
足
下
御
事
爾
後
弥
憤
発
文
筆
を
以
事
と
す
る
而
已
之
事
予
二

於
而
甚
満
足
致
候、

何
卒
此
後
も
憤
発

気
力
を
不
失、

孜
々
勉
強
被
致
候
ハ
、

予
之
尤
望
む
所
也、

暢
発
校
二

あ
る
三
年、

其
後
一

両
年
間
教
授
致
シ
一

切
事
務
も
御
怠
無
之
候

⑤
写
真

新
島
公
羞

公
会
之
諸
兄
弟
御
宅
之
方
々
へ

も
よ
ろ
し
く
御
伝
言
可
被
賜
候

東
京
石
丁
四
丁
目

島
屋
甚
蔵
宿

新
島

襄
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〔
別
紙〕

r
可
いl

ハ
ヽ
、

予
方
二

御
引
受
幾
重
二

も
御
世
話
い
た
し
英
学
教
授
可
仕
候
問、

左
様
御
心
得
四
五
年
間
漢
藉
を
御
勉
強
可
有
之
様
仕
度
候、

何

〔

積
〕

卒
慎
身
潰
徳
真
君
子
た
ら
ん
事
を
も
望
み
候、

右
は
貴
答
如
此
也

九
月
十
五
日

御
序
之
節
御
実
家
へ

も
よ
ろ
し
く、

老
大
人
二
は
私
よ
り
今
日
一

通
差
上
申
候、

何
卒
不
行
義
之
働
無
之
様
幾
重
二

も
御
心
懸
可

被
成
候、

京
都
二

於
而
当
秋
よ
り
英
学
校
可
相
開
候

予
事
学
校
一

条
二

付、

此
度
東
京
迄
出、

用
事
之
便
シ
次
第
再
ひ
京
都
二

還
り
候、

此
度
ハ

至
急
用
二

而
帰
省
之
暇
な
く
甚
残
念
二

候、

但
去
十
一

日
横
浜
出
帆、

十
二
日
之
夜
十
二
時
半
二

神
戸
二

落
碇
致
シ
、

当
今
往
来
も
便
利
甚
妙
也

公
義
殿

京
都
河
原
丁
三
条
上
ル
四
百
一

番
地

新
島

襄
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明治9年

新
年
之
玉
章
ヲ
御
投
与
被
下
候
処、

小
子
ョ
リ
大
分
御
不
沙
汰
何
と
も
申
上
様
も
無
之、

恐
縮
之
至
二

奉
存
候、

扱
尊
兄
御
家
内
御
一

統

御
清
祥
御
越
年
被
成
候
事
と
存、

乍
延
引
奉
賀
侯、

扱
小
子
義
も
西
京
二

於
而
同
志
社
英
学
校
相
開
候
よ
り、

日
々
少
し
の
閑
暇
な
く、

不
得
止
事
存
外
之
御
不
音
仕
候
段
御
海
容
是
奉
祈
候、

扱
宿
許
之
義
二

付、

尊
兄
殊
之
外
御
深
切
二

色
々
と
御
世
話
被
下、

何
と
も
御
礼

之
申
上
様
も
無
之
候、

小
子
義
遠
方
二

居
な
か
ら
も
尊
兄
御
世
話
被
下
候
故、

先
々
安
心
致
居
候
次
第
二

御
座
候、

何
卒
安
中
出
立
前
何

に
付
彼
二

付
御
世
話
二

可
相
成
候
事
と
存
候
間、

何
分
老
人
之
事
故
宜
し
く
御
差
都
之
程
奉
願
候、

且
植
村
新
次
義
二

付
色
々
御
心
配
被

下
候
処、

あ
之
通
之
義
理
不
知
者、

何
と
も
致
し
方
無
之
候、

何
か
此
間
ハ

大
工
と
不
和
二

相
成
候
よ
し、

実
二

馬
鹿
二

付
さ
る
薬
な
し

と
ハ

克
々
申
た
る
事
二

付、

新
次
二

付
る
薬
ハ

無
之、

小
子
二

於
而
も
如
何
所
置
い
た
し
て
宜
し
き
哉、

当
惑
仕
候、

何
卒
当
人
も
打
を

れ
統
領
に
わ
ひ
い
た
し、

不
相
替
湯
屋
被
致
候
様
仕
度
候
間、

宜
し
く
御
教
訓
之
程
奉
願
上
候、

右
義
二

付、

別
段
上
原
様
へ

も
一

書
不

65 

三
月
一

日

明
治
九

④
墨

＊

山
県
昌
隆

（
一

八

七
六
）

年
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春
暖
之
節
弥
御
清
祥
奉
賀
候、

然
は

双
親
姉
義
去
廿
六
日
無
滞
京
地
へ

到
着
無
異
罷
在
侯
問、

乍
憚
御
放
心
可
被
下
候、

扱
出
立
前
は

万
事
厚
く
御
世
話
被
成
下、

実
二

御
礼
之
義
紙
筆
二

難
尽
候、

仮
令
互
二

雲
山
を
隔
候
共、

此
上
も
尚
々
御
懇
意
可
被
成
下
様
奉
希
候、

且
残
置
候
植
村
新
次
は
色
々
御
心
配
相
懸
候
処、

か
4
る
人
情
知
ら
す
之
人
物
故、

私
共
に
か
ひ
置
候
犬
猫
と
も
思
召、

此
後
も
何
卒
御

目
捨
鉦
図
と
様、

且
速
水
舗
も
残
居
候
ハ
、

是
も
殊
之
外
之
伺
不
行
届
者
二

候
間、

何
卒
徊
恵
憐
可
被
下
様
奉
希、

拇
京
地
之
様
子
は
中

66

五
月
一

日

呈
候
得
共、

尊
兄
よ
り
宜
し
御
取
計
御
伝
言
此
上
之
所
も
私
よ
り
御
依
頼
申
上
候
問、

何
卒
御
教
導
之
義
臥
而
奉
願
候、

且
宿
許
引
移
之

義
二

付、

老
人
之
事
候
故、

何
か
不
行
届
も
有
之
候
間、

何
卒
御
心
付
可
被
下
様
是
又
奉
合
掌
候、

右
は
貴
答
芳
諸
事
御
依
頼
申
上
度
如

此
御
座
候、

勿
々
不
具

三
月
一

日

尚

、々

御
家
内
様
へ

も
よ
ろ
し
く
御
伝
言
可
被
下
候、

山
県
昌
隆
様侍
史

山
県
昌
隆

且
時
候
御
厭
御
加
養
専
一

と
奉
存
候

①
西
京
新
烏
丸
頭
丁
四
十
番

②
熊
ヶ
谷
県
碓
氷
郡
上
州
安
中
新
町

④
墨

新
島

襄
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明治9年

67 

中
紙
上
二

尽
か
た
く、

何
卒
林
次
殿
よ
り
御
承
り
可
被
下
候、

右
は
勿
卒
之
問
相
認
御
好
意
之
御
礼
為
可
申
上、

如
此
御
座
候、

敬
白

五
月
一

日

新
島

襄

山
県
昌
隆
様

尚

、々

御
家
内
様
二

も
よ
ろ
し
く
御
伝
言
可
被
下
候

十
二

月
十
一

日

過
日
は
一

片
紙
御
恵
投
被
下
小
生
江
戸
移
住
之
義
被
仰
越、

且
小
生
よ
り
教
誨
ヲ
受
た
き
と
の
御
言
葉
小
生
之
実
二

恐
縮
之
至、

小
生
オ

劣
学
浅
ク
京
地
之
一

隅
二

事
を
致
す
も
其
任
二

堪
兼
居
候
次
第、

中
々
江
戸
二

移
住
い
た
し
事
を
挙
等
の
事
ハ

決
而
小
生
之
任
二

非
と
存

居
候、

扱
去
九
月
中
よ
り
同
志
社
学
校
新
二

建
築、

当
今
生
徒
凡
七
十
人
入
校
い
た
し
居、

其
内
五
十
人
ハ

信
者
二

し
而、

去
月
廿
六
日

今
出
川
通
米
国
教
師
レ
ー
ル
ネ
ト
之
家
二

於
而
京
師
第
一

公
会
設
立、

入
会
者
二
十
人、

本
月
＝一
日
新
烏
丸
頭
丁
拙
宅
二

而
第
二
公
会
設

立、

信
者
二
十
二
人、

同
十
日
第
三
公
会
設
立、

入
会
者
二
十
人、

信
者
之
総
計
六
十
二
人、

如
斯
三
会
に
分
候
ハ
、
一
ハ

便
利
之
為、

一
ハ

伝
道
之
為
と
存
候、

近
頃
二

至
リ
同
志
社
生
徒
殊
之
外
勉
強、

京
地
ノ
内
及
ひ
近
傍
之
村
落
等
二

出
て
働
ら
き、

今
已
二

説
教
所
大

⑤
写
真

＊

 

中
村
正
直

145 



津
田
仙
君
二

御
面
会
有
之
ハ

よ
ろ
し
く

小
合
四
十
四
五
ケ
所
有
之
候、

乍
然
京
師
之
人
ハ

旧
習
二

染
ミ
中
々
新
入
之
教
法
ハ

了
解
の
成
リ
難
方
二

而
甚
太
息
二

居
候、

定
而
東
京

ニ

而
は
御
盛
大
之
事
と
存
候、

先
生
之
御
塾
二

而
も
已
二

公
会
ハ

御
設
立
と
存
候
間、

御
序
之
節
御
形
況
御
報
告
奉
願
候、

右
は
費
答
労

京
地
之
形
況
申
上
度
如
此
候
也

十
二

月
十
一

日

中
村
正
直
様

新
島

襄
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明治10年

過
日
一

書
差
上
候
間、

定
而
御
落
掌
之
御
事
と
奉
存
候、

扱
て
京
都
よ
り
諸
方
二

伝
道
者
を
遣
初
め
候
二
、

料
ら
す
も
京
師
近
傍
又
中
国

辺
二

而
伝
道
者
を
所
望
仕
候
付、

大
二

不
足
二

相
成
候
二

付
何
か
エ
風
仕、

横
浜
二

在
ル
信
者
を
遣
し
度
仕
候
得
共、

其
義
相
成
候
哉
未

夕
不
相
分、

何
レ
近
々
否
可
申
上
候、

此
一

書
を
捧
候
者
ハ

矢
張
同
志
社
生
徒
二

し
而

平
野
文
卜
称
ス

素
東
京
一

公
会
二

属
す
る
者、

昨
年

来
此
地
二

来
リ
同
志
社
二

入
り
特
別
二

聖
書
研
究
被
致
且
信
仰
も
厚
ぎ
者、

匪
々
説
教
も
い
た
し
且
近
来
私
立
之
公
会
へ

加
入
仕、

此
休

暇
中
前
橋
二

帰
省
仕
候
付
而、

高
崎
安
中
之
辺
迄
罷
越、

暫
時
之
内
な
り
共
伝
道
い
た
し
度、

も
喜
而
安
中
二

参
り
度
被
申
候
間、

替
者
之
事
な
れ
ば
御
面
街
な
か
ら
も
御
世
話
被
下
候
ハ
、

私
二

於
而
も
難
有
仕
合
二

御
座
候、

当
人
も
好
而
説
教
仕
候
間、

御
周
旋
二

よ

り
何
処
二

而
多
人
数
集
め
彼
之
説
教
御
聞
可
被
下
様
仕
度
奉
願
上
候、

且
当
地
之
況
形
ハ

当
人
二

申
聞
置
候
間、

当
人
よ
り
逐
一

御
聞
可

68 

六
月
九
日

明
治
十

⑤
森
中
章
光
写

可
相
成
ハ

諸
君
之
内
御
協
議
被
下、

暫
時
之
内
な
り
共
宿
舎
等
之
事
御
世
話
被
下
間
敷
候
哉、

別
而

＊

 

楊
浅
治
郎

（
一

八

七

七
）

年

且
私
よ
り
も
右
之
義
相
勧
侯
二

付、

当
人
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真
道
を
愛
且
信
す
る
諸
君
二
よ
ろ
し
く 、

此
書
は
千
木
良
君
二

御
示
し
万
事
御
相
談
之
程
奉
願
候

過
日
一

書
奉
呈 、

当
地
よ
り
ハ

生
徒
一

人
も
難
差
出
段
申
上
候
得
共 、

其
後
段
々
エ
風 、

中
国
辺
へ

可
参
と
予
定
居
候
生
徒
に
頼
み
中
国

辺
行
を
止
め
安
中
へ

可
参
筈
二

仕
候
間 、

右
之
段
ハ

承
知
可
被
下
候 、

但
し

此
生
徒
ハ

学
校
中
―

二
を
争
ふ
程
之
者
二

有
之 、

別
而
歴
史
ニ

委
し
く
目
頗
る
耶
蘇
聖
経
二

貫
通
仕
居 、

小
生
之
罷
出
候
よ
り
も
却
而
御
神
益
可
有
之
と
存
し

候 、

過
日
之
御
芳
書
二

依
れ
ば
生
徒
往
復

入
費
等
は
足
下
よ
り

御
差
出
可
被
下
よ
し 、

且
尊
宅
へ

御
招
き
可
被
下
よ
し
承
知
仕
候 、

左
様
被
成
下
候
ハ
、

実
二

幸
甚
之
至
二

候 、

我

等
学
校
ハ

去
十
五
日
よ
り
休
業
二

相
成 、

来
廿
一

日
ニ
ハ

神
戸 、

兵
庫 、

大
阪 、

三
田
等
之
信
教
者
当
地
二

参
リ
大
集
会
を
催
し 、

公
会

進
歩
之
方
法
等
を
相
駿
可
仕
侯 、

且
此
周
間
ハ

当
旭
二

宣
教
師
之
集
会
有
之 、

殊
之
外
多
忙
二

有
之
候
間 、

別
段
何
も
不
申
上 、

当
地
景
況

69 

湯
浅
治
郎
君

ハ
月
九
日

六
月
十
九
日

被
下
侯 、

右
は
勿
卒
之
問
相
認
候
間 、

乍
毎
度
乱
文
二

而
申
上
候
段
御
海
容
是
望
候 、

不
具

⑤
森
中
章
光
写

＊

湯
浅
治
郎

襄
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明治10年

残
暑
之
節
弥
御
多
祥
卜

推
察
奉
賀
候 、

次
二

小
生
家
内
一

統
無
異
罷
在
候
間 、

乍
憚
御
放
心
可
被
賜
候 、

然
は
今
度
は
御
長
子
固
弥
太
様

同
志
社
へ

御
遣
二

相
成
候
事 、

小
生
二

喜
欣
之
至
二

御
座
候 、

不
及
な
か
ら
御
世
話
可
申
上
候
間 、

貴
答
芳
伺
御
機
嫌
度
如
此
候
也 、

頓
首

九
月
廿
二
日

70 

九
月
二
十
二
日

⑤
写
真

＊

根
岸
松
齢

下
洗
礼
之
義
ハ

海
老
名
君
よ
り

委
細
可
申
上
候

ハ

尽
ク
差
上
候
生
徒
よ
り
逐
一

御
聴
間
可
被
下
候、

右
段
得
貴
意
如
此
候
也

六
月
十
九
日

C
治い―
次
郎
君

大
人
初
御
一

統
へ
よ
ろ
し
く 、

拙
宅
二

も
変
る
な
く

双
親
姉
よ
り
も
よ
ろ
し
く
申
上
候 、

此
度
ハ

罷
出
候
生
徒
ハ

福
岡
県
士
族
海

老
名
喜
三
郎
と
申
候 、

真
道
を
奉
す
る
諸
君
へ
よ
ろ
し
く 、

襄

一

切
御
心
配
之
無
之
様
仕
度 、

右
は

且
偏
二

諸
君
之
不
怠
此
道
を
御
研
究
可
被
下
様
日
夜
奉
神
祈
候 、

足

襄

U9 



固
弥
太
君
御
越
之
節
は
御
丁
寧
之
御
心
配
頂
戴
し
何
と
も
恐
縮
之
至、

右
等
之
事
ハ

小
生
之
不
望
所
二

候
得
共、

折
角
之
思
召
故

難
有
頂
戴
仕
候、

右
は
御
礼
と
し
て
如
此
候、

已
上

御
家
内
御
一

統
様
へ
宜
し
く
御
凰
声
可
被
下
候

松
齢
君
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明治11年

〔
ウ
ハ

書
〕

「
新
島
公
義
殿

海
老
名
君
二
托
ス

貴
殿
西
遊
之
義
ハ

棲
々
海
老
名
君
二

申
上
置
候
間 、

御
当
人
よ
り

委
細
御
承
諾
有
之
度
候 、

扱
君
二

も
御
眼
病
之
処
其
地
二

御
出
張
二

相

度

成
候
間 、

精
々
御
勉
強
真
神
之
道
を
御
研
究
有
之
候
様
神
祈
仕
居
候 、

何
卒
御
実
家
御
一

統
様
へ
よ
ろ
し
く
御
伝
言
有
之
度
候 、

右
勿
卒

之
問
相
認
候
間 、

乱
文
之
義
万
恕
可
被
賜
候 、

頓
首

二
月
五
日

71 

二
月
五
日

明
治
十

新
島
公
認

（
一

八
七
八
）

同

襄
」

④
墨

年

襄
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西
京
同
志
社
員
新
島
襄
謹
テ

72 

夜
以
テ
日
二

継
キ
国
ヲ
シ
テ
文
明
ノ
国
ク
ラ
シ
メ‘

⑥
代
筆、

草
稿

外
務
卿
寺
島
公
ノ
閣
下
二

白
ス、

襄
草
奔
ノ
一

寒
生
未
夕
嘗
テ
閣
下
ノ
馨
咳
二

接
セ
ズ
、

而
テ
唐
突
一

書

威
厳
ヲ
冒
洒
ス
罪
タ
ル

甚
ク
大
ナ
リ、

伏
テ
願
ク
ハ

閣
下
江
海
ノ
量、

襄
ノ
狂
妄
ヲ
包
容
シ
幸
ニ
一

覧
ヲ
終
ヘ
ヨ
、

方
今

在、

群
賢
之
ヲ
輔
翼
シ
鋭
意
治
ヲ
図
リ、

〔
載〕

欲
ス
、

真
二

所
謂
千
歳
ノ
一

遇
絶
テ
無
ク
シ
テ、

而
テ
僅
二

有
モ
ノ
之
力
下
タ
ル
モ
ノ
固
ョ
リ
当
二

盛
意
ヲ
奉
戴
シ
、

荀
モ
未
夕
其
平
ヲ

得
サ
ル
モ
ノ
ア
ラ
バ

務
テ
之
ヲ
当
路
諸
賢
二

申
明
シ
、

以
テ
其
耳
目
ヲ
疏
通
ス
ペ
キ
ナ
リ、

然
リ
而
テ
下
民
卑
屈
習
テ
以
テ
性
ヲ
成
シ
、

稟

襄

セ

縦
ヒ
平
ヲ
得
サ
ル
ア
ル
モ
敢
テ
申
請
ス
ル
能
ハ
ズ、

諸
賢
ヲ
シ
テ
聡
明
或
ハ

見
ル

塞
ル
ア
シ
メ、

志
士
ヲ
シ
テ
或
ハ

憂
欝
二

呻
吟
セ
シ
ム

»ヽ

»
ヽ

'‘

»
ヽ

ル
ニ

至
ル
、

是
独
リ
在
上
ノ
盛
意
二

負
ク
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ス、

又
之
ヲ
国
ノ
蒻
賊
卜
謂
ヘ
キ
ノ
ミ、

襄
不
肖
卜
雖
モ
甘
敢
テ
シ
テ
国
ノ
鑑
賊

タ
ラ
ズ、

敢
テ
一

言
ヲ
閣
下
二

呈
シ
、

閣
下
ノ
聡
明
ヲ
シ
テ
墾
塞
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
カ
ラ
シ
メ
ン
ト
欲
ス、

閣
下
幸
二

察
ヲ
垂
レ
ヨ

襄
本
上
野
ノ
一

書
生、

幕
政
ノ
季
年
二

当
テ
国
ノ
大
禁
ヲ
犯
シ
単
身
国
ヲ
脱
シ、

千
辛
万
苦
遠
ク
米
国
二

航
セ
リ、

是
他
ノ
故
ナ
シ
他
年

報
セ

成
業
ノ
後
万
一

ヲ
国
家
二

尽
サ
ン
ト
欲
ル
ノ
ミ、

故
二

其
米
国
二

在
ル
ヤ
蚤
夜
奮
励
孜
々
怠
ラ
ズ、

以
テ
学
業
ヲ
速
成
セ
ン
ト
セ
シ
ニ
、

不
幸
ニ
シ
テ
艇
病
患
二

罹
リ
毎
歳
業
ヲ
廃
セ
シ
コ
ト
数
回、

然
レ
ト
モ
身
愈
窮
レ
バ

志
愈
固
キ
ノ
格
言
ヲ
服
胸
シ
病
床
猶
肯
テ
書
ヲ
放
夕

ニ
因
リ

t
t
t
し

ズ
巻
ヲ
捨
テ
ズ、

既
ニ
ッ
テ
王
政
維
新
百
弊
尽
ク
除
キ、

米
国
在
留
公
使
森
有
礼
君
ノ
周
旋
ヲ
屏
シ

朝
廷
罪
ノ
犯
律
罪
科
ヲ
免
シ
、

之

ニ

加
ル
ニ

留
栄子
／
挫只
仝皿
ヲ
阻畑
ヘ
リ、

郭衣
田
忠
許
ッ
テ
呼^
ズ、

甘六
絲
捻
朝
廷
襄
／
不＇
肖
ヲ
H5
セ
ズ、

襄
／
帰
朝
ヲ
促
ガ
、ソ
、

襄
ヲ
挙
田�
セ
ソ
ト
ス

④
墨

〔―
-

月
二
十
八
日
〕

＊

 

寺
島
宗
則

明
天
子
上
ニ

民
ヲ
シ
テ
文
明
ノ
民
タ
ラ
シ
メ
〔
ソ
〕

卜
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ル
郡
両
回
二

及
ヘ
リ、

然
レ
ト
モ
襄
自
カ
ラ
オ
劣
ニ
ッ
テ
学
浅
ク
責
任
二

耐
へ

難
キ
ヲ
知
ル、

且
役
々
官
途
二

覇
ガ
ル
、
ハ

平
生
／
願
ニ

ア
ラ
ズ
、

故
二

固
辞、ソ
テ
命
ヲ
奉
セ
ズ
、

襄
生
レ
テ
僻
語
二

長
ス
、

貧
賤
ハ

固
ョ
リ
甘
ソ
ス
ル
ト
コ
ロ
、

区
々
ノ
心
唯
永
ク
民
間
ニ
ア
リ、

教
導
二

従
事
シ
学
術
ヲ
講
朋
シ
テ
以
テ
知
識
ヲ
促
進
シ
、

真
教
ヲ
宜
布
シ
テ
以
テ
徳
義
ヲ
旺
盛
ニ
シ
、

名
ス
ベ

カ
ラ
ズ
状
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル

旧
習
ノ
汚
稜
ヲ
一

洗
シ
、

楽
ム
ペ
ク
慕
フ
ベ

キ
自
由
ノ
元
気
ヲ
振
張
シ
、

人
々
ヲ
シ
テ
真
理
ノ
空
気
中
二

呼
吸
往
来
セ
シ
メ、

信
義
仁
愛

境

ヲ
以
テ
自
カ
ラ
律
シ、

上
ハ

朝
廷
ノ
大
憲
ヲ
重
シ
下
ハ

同
胞
ノ
交
際
ヲ
敦
フ
シ
、

此
暗
濁
ノ
塵
襄
ヲ
シ
テ
真
ノ
安
楽
ノ
世
界
ト
ナ
ラ
シ
メ

米

ン
ト
欲
ス
、

此
狸
平
生
ノ
志
願
ナ
リ、

故
二

帰
朝
ノ
後
直
二

学
校
ヲ
西
京
二

建
設
シ、

学
博
ク
シ
テ
徳
遠
ナ
ル
外
人
数
名
ヲ
招
キ
以
テ
教

育
ヲ
司
ト
ラ
シ
メ
タ
リ、

蓋
シ

校
ノ
設
立
ハ

明
治
八
年
ニ
ア
リ、

該
時
入
学
ノ
生
徒
僅
々
十
人
二

上
ラ
サ
リ
シ
ガ
九
年
二

至
リ
テ
六
十
人

ニ

及
ヒ、

本
年
ハ

既
ニ
―

百
ヲ
超
過
セ
リ、

学
術
徳
行
ノ
進
脩
モ
亦
日
二

其
ノ
績
ヲ
見
ル
、

襄
男
子
進
学
ノ
如
斯
其
レ

敏
ナ
ル
ヲ
視
テ
改

良
ノ
期
シ
テ
待
ヘ
キ
ヲ
楽
ミ、

首
ヲ
回
シ
テ
女
子
社
会
ヲ
観
レ
ハ

窃
カ
ニ

懐
二

憬
然
ク
ル
ナ
キ
コ
ト
能
ハ
ズ、

是
二

於
テ
女
子
モ
亦
教
育

'
‘

»
‘

>
‘

 

ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
サ
ル
ノ
説
ヲ
主
張
シ、

去
歳
四
月
ヲ
以
テ
更
二

女
学
校
ヲ
設
立
シ
米
国
ノ
婦
人
ヲ
招
キ
教
訓
ヲ
委
托
セ
リ、

近
来
二

至
テ

又
其
盛
大
ヲ
翼
図
シ
新
二

校
舎
ヲ
経
営
シ
数
月
ヲ
出
ズ
シ
テ
工
ヲ
畢
ラ
ン
ト
ス
、

因
テ
更
二

米
国
女
教
師
両
名
ヲ
招
カ
ン
ト
欲
シ
本
年
一

月
九
日
ヲ
以
テ
願
書
ヲ
京
都
府
庁
二

出
シ、

外
務
省
ョ
リ
女
教
師
両
名
寄
留
ノ
免
状
ヲ
下
附
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
請
ヘ
リ、

本
月
十
二
日
襄

自
カ
ラ
府
庁
二

至
リ
免
状
下
附
ヲ
促
セ
シ
ニ
、

庁
官
答
ル
ニ

外
務
本
省
ョ
リ
未
下
附
セ
ラ
レ
サ
ル
ヲ
以
セ
リ、

爾
後
又
十
余
日
猶
未
夕
命

隔

ヲ
得
ズ、

襄
甚
夕
惑
フ
、

当
今
陸
二

汽
車
ノ
疾
キ
ア
リ、

海
二

汽
船
ノ
便
ア
リ、

免
状
ノ
下
附
決
テ
道
路
ノ
咀
滞
ス
ル
ト
コ
ロ
ニ

非
ル
ヲ

信
ス
ル
ナ
リ、

窃
カ
ニ

恐
ク
ハ

省
中
諸
執
事
百
務
蛸
集
是
日
モ
足
ラ
ズ、

以
テ
此
ノ
延
滞
ヲ
致
セ
シ
ナ
ラ
ン
、

然
ラ
ス
ン
バ

或
ハ

事
務
ニ

怠
リ
下
民
ノ
情
願
之
ヲ
舎
テ
意
ト
ナ
サ
ザ
ル
ニ

由
ル
カ、

米
人
言
ハ
ズ
ヤ、

時
唇
是
レ
金
銭
卜、

襄
ハ

則
チ
謂
フ
、

時
暑
ハ

金
銭
ヨ
リ
貴

シ
ト、

文
明
駄
進
ノ
我
力
政
府
ニ
シ
テ
至
貴
至
重
ノ
時
唇
之
ヲ
視
ル
塵
芥
営
ナ
ラ
サ
ル
ハ

襄
力
解
セ
サ
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ、

哩
呼
下
民
ヲ
シ
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扱
此
度
は
バ
。
フ
テ
ス
マ
を
御
受
に
相
成
侯
段、

小
生
二

於
而
喜
欣
千
万、

尚
益
御
勉
励
真
神
二

御
委
信
之
程
臥
而
奉
希
候

西
京
新
烏
丸

頭
丁
四
十
番
新
島

被
下
候

此
度
同
志
社
生
徒
赤
峰
氏
に
托
し
金
五
円
御
恵
投
被
下、

73

五
月
十
日

テ
一

去
再
ヒ
還
ラ
ズ
最
モ
愛
惜
ス
ペ
キ
ノ
時
日
ヲ
空
フ
シ
、

日
夜
指
ヲ
屈
シ
テ
命
ヲ
待
タ
シ
ム
ル
ハ

明
政
府
ノ
一

大
疵
瑕
卜
謂
ハ
サ
ル
ベ

ケ
ン
ヤ、

祖
圧
ノ
甚
キ
ニ

至
ラ
バ

必
ス
憂
世
ノ
志
士
ヲ
慨
然
ト
シ
テ
腕
ヲ
拒
シ
テ
大
息
セ
シ
メ、

愛
国
ノ
良
民
ヲ
シ
テ
潜
然
ト
シ
テ
沸
ヲ

流
シ
テ
咽
鳴
セ
シ
ム
ル
ニ

至
ラ
ン
、

果
シ
テ
然
ラ
バ

決
テ
国
家
ノ
利
二

非
ル
ナ
リ、

是
レ
襄
力
閣
下
ノ
為
メ
ニ

特
二

ニ――ロ
セ
サ
ル
能
ハ
サ

ル
所
以
ナ
リ、

切
二

願
ク
ハ

閣
下
襄
ノ
赤
心
ヲ
憐
ミ
速
二

女
教
師
両
名
ノ
寄
留
免
状
ヲ
下
附
シ
、

襄
ノ
満
腔
ノ
陰
雲
ヲ
消
散
シ
再
ヒ
青
天

白
日
ヲ
仰
望
セ
シ
メ、

襄
ヲ
シ
テ
益
精
神
ヲ
砕
蠣
シ
学
事
二

勉
カ
シ
平
生
愛
国
ノ
素
志
概
ヲ
遂
ケ
シ
メ、

且
以
テ
下
情
ヲ
シ
テ
塑
塞
ス
ル

ナ
カ
ラ
シ
メ
国
家
ノ
元
気
ヲ
旺
盛
セ
ハ

何
幸
力
之
二

如
ン
、

伏
テ
願
ク
ハ

察
ヲ
垂
レ
ヨ
、

緒
二

臨
テ
恐
棟
ノ
至
リ
ニ

任
ヘ
ズ

①
西
京
新
烏
丸
頭
丁
四
十
番

②
江
州
神
崎
郡
市
ノ
部
村

⑥
日
付
は
消
印
（
京
都）

に
よ
る。

広
瀬
又
応

正
二

落
掌
仕
候
也、

何
レ
此
金
は
伝
道
之
為
二

消
費
可
仕
候
間、

左
様
思
召
可

③
は
が
き

④
墨

襄

15,i 



明治11年

＊

 

〔
前
略
〕

14

〔
八
月
〕

雑
報
社

尚
々
徊
加
蓑
専
ー

と
奉
存
候

二
会
位
で
は
福
音
の
奥
義
を
了
解
す
る
こ
と
ハ

六
ケ
敷
事
と

二
十
一

日
午
後一ー一
時
よ
り
集
会
初
ま
り
聴
衆
ハ
ニ
十

⑤
「
泉
州
岸
和
田
伝
道
の
景
況
」

『
七
一

雑
報』

三
巻
三
二
号
（
八
月
九
日
発
行）

所
収

⑥
『
七
一

雑
報』

所
収
文
に
は
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
が、

こ
こ
で
は
省
略
す
る。

＊
＊

私
ハ

当
時
米
国
に
留
学
す
る
泉
州
岸
和
田
の
旧
知
事
岡
部
君
の
依
頼
に
よ
り、

去
月
二
十
日
よ
り
岸
和
田
に
趣
む
き
二
十
八
日
ま
で
滞
留

*
＊
*
 

日
々
伝
道
い
た
し
ま
し
た
が、

岡
部
君
よ
り
の
書
面
を
持
て
彼
地
に
ま
い
り
山
岡
某
と
申
す
士
族
に
面
会
を
求
め
し
処、

こ
の
山
岡
氏
ハ

彼
地
に
設
け
ら
れ
た
る
産
物
商
社
の
社
員
に
て、

同
社
員
の
宮
崎
氏
と
同
道
私
の
宿
所
ま
で
尋
ね
ら
れ
し
に
よ
り、

段
々
私
の
見
込
も
述

ベ

彼
地
に
伝
道
い
た
し
度
旨
を
申
せ
し
に、

彼
の
両
人
殊
の
外
尽
力
い
た
し
呉
れ、

〔
し
脱
力〕

人
余、

翌―
―
十
二
日
に
も
前
日
と
同
時
に
集
ま
り
が
人
数
ハ

四
十
人
程、

そ
れ
よ
り
二
十
八
日
迄
に
ハ

百
人
以
上
に
も
及
び
ま
し
た、

又

彼
の
地
に
て
ハ

是
迄
男
女
混
合
す
る
こ
と
ハ
一

切
な
き
こ
と
故、

存
じ
ま
す、

然
し
男
子
の
中、

別
し
て
商
社
の
社
員、

止
を
え
ず
別
に
婦
人
の
集
り
を
設
け
二
十
六
七
日
の
夕
刻
よ
り
集
ま
り

を
初
め、

婦
人
達
に
も
少
々
人
間
の
知
ら
ね
バ

な
ら
ぬ
真
道
を
話
せ
し
が、

且
時
習
社
と
称
す
る
老
練
先
生、

小
学
の
教
員、

其
ほ
か
少
年
悲
の
設
け
た
る
も
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秋
冷
相
催
候
処
弥
御
多
祥
御
消
光
被
遊
候
半
と
推
察
奉
祝
賀
候、

然
は
問
下
支
那
よ
り
御
帰
朝
之
節
当
地
博
覧
会
場
に
て
暫
時
の
拝
顔
を

*＊＊＊

得、

弊
社
へ
米
国
教
師
雇
入
之
義
に
付
屡
々
懇
顛
侯
条、

何
卒
御
記
念
之
程
奉
希
侯、

扱
弊
社
に
も
一

昨
年
中
よ
り
米
国
医
師
テ
ー
ロ
ル

〔
後
略〕

75 

実
に
丁
寧
の
取
扱
か
ひ
と
存
じ
ま
す、

私
が
彼
地
有
志
の
翡
と
別
を
告
る
時、

此
后
も
引
続
き
伝
道
者
を
送
り
た
ま
は
れ
と
精
々
の
依
頼

に
よ
り、

先
達
て
中、

丹
波
の
福
知
山
へ
伝
道
に
参
ら
れ
た
第
二
公
会
の
長
老
山
崎
氏
を
直
ち
に
彼
地
に
差
し
向
け
ま
し
た、

且
別
に
同

＊＊
 

志
社
の
生
徒
も
十
七
名
ほ
ど
同
所
に
て
海
水
浴
を
い
た
す
た
め
昨
日
京
師
を
出
発
い
た
し
ま
し
た、

何
れ
彼
の
地
の
形
状
ハ
山
崎
氏
よ
り

委
く
御
報
知
致
し
ま
し
よ
う

地
と
思
は
る、

十
一

月
二
日

且
ま
た
私
滞
在
中、

分
憤
発
に
て
支
那
訳
の
福
音
註
解、

⑤
森
中
章
光
写

森
有
叫

の
に
て
当
時
流
行
の
法
学
な
ど
を
研
究
し、

或
ひ
ハ
演
説
会
な
ど
を
聞
き
て
知
識
を
発
達
す
る
た
め
の
社
あ
り、

此
等
の
社
の
連
中
ハ
大

〔
原〕

又
ハ
天
道
潮
源
な
ど
読
れ
色
々
の
疑
問
質
問
を
致
さ
れ、

直
に
天
国
の
奥
義
を
も
窮
め
ん
と
す
る
の

勢
な
り、

其
他
不
文
の
者
も
大
に
己
の
前
非
を
悔、

こ
の
寛
大
の
救
の
道
に
入
ら
ん
と
す
る
者
も
少
々
ハ

相
見
え
至
極
播
き
で
の
あ
る
畑

一

切
の
入
費
ハ

彼
の
商
社
よ
り
尽
く
弁
じ
く
れ、

且
人
力
車
に
て
私
を
大
坂
ま
で
送
呉
れ
ま
し
た
ハ
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明治11年

明
治
十
一

年
十
一

月
二
日

外
務
大
輔

森

有
礼
殿閣

下

へ
、

頓
首

西
京
寺
町
通
松
蔭
町
百
四
十
番

新
島

襄

⑪

と
申
者
を
招
き 、
人
身
究
理
化
学
等
教
授
為
仕
居
候
処 、
同
氏
府
下
人
民
に
投
薬
せ
し
義
に
付
府
庁
と
葛
藤
を
生
じ 、
不
得
止
謳
同
氏
と
解

約
仕 、

去
六
月
以
来
一

教
員
を
欠
き
甚
困
却
仕
居
候
処 、

此
度
米
国
よ
り
ヱ
ム
・

エ
ル
・
ゴ
ル
ド
ソ
と
申
者
渡
航
し
来
り
弊
社
之
為
に
教

授
せ
ん
こ
と
を
被
望
候
間 、

幸
に
欠
員
を
補
度
存
し
去
月
三
十
日
を
以
て
同
氏
雇
入
の
願
書
差
出
し 、

且
外
務
省
に
寄
留
免
状
御
下
げ
渡

之
願
書
も
府
庁
迄
差
出
候
間 、

不
日
御
省
迄
相
達
候
事
と
奉
存
候

去
春
女
教
師
雇
入
之
義
に
付 、

御
省
中
之
賢
官
郵
生
輩
之
為
す
所
国
典
に
触
る
4
と
か
の
御
懸
念
有
り 、

遂
に
免
状
も
御
下
け
渡
に
不
相

成 、

空
し
く
鄭
生
翡
を
し
て
長
太
息
せ
し
む
る
に
至
り
し
事 、

閣
下
の
既
に
聞
知
せ
る
所
也 、

若
し
此
度
の
願
書
も
府
庁
よ
り

達
せ
る
実

に
信
す
へ
か
ら
さ
る
探
索
書
等
に
牽
制
せ
ら
れ
御
擦
却
し

賜
ら
ば
（
此
度
は
如
何
か
存
せ
さ
れ
ど
も） 、

榔
生
輩
を
し
て
長
太
息
せ
し
む

る
の
み
な
ら
ず 、

下
民
を
し
て
愛
国
心
を
憤
起
せ
し
む
る
の
道
を
防
き 、

遂
に
は
有
志
翡
を
し
て
怨
を
政
府
に
結
は
し
む
る
に
至
ら
ん 、

是
当
路
の
賢
官
有
為
の
国
医
予
め
之
を
未
前
に
防
が
す
ん
は
あ
る
可
か
ら
ざ
る
所
な
り 、

閣
下
頗
賢
明
幸
に
椰
生
の
頑
剛
言
は
ん
と
欲
す

る
所
は
明
々
白
々
に
吐
露
し
敢
て
憚
か
ら
ざ
る
を
恕
し 、

又
愚
狂
国
を
愛
し
て
一

日
も
忘
れ
ざ
る
の
丹
心
を
愛
し 、

速
に
米
国
人
ゴ
ル
ド

ン
氏
へ
寄
留
免
状
投
与
賜
ら
は 、

郡
生
再
ひ
仰
て
青
天
白
日
を
見
る
を
得
る
也 、

臨
書
勿
卒
万
一

を
尽
さ
ず 、

伏
し
て
願
は
賢
察
し

賜
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十
二

月
二
十
三
日

千
木
良
昌
庵

⑤
森
中
章
光
写

十
一

月
九
日
付
之
芳
書
拝
見
仕、

其
後
勿
々
御
返
詞
を
可
呈
処、

何
力
日
々
ノ
用
事
二

逐
レ
遂
ニ
―

日
送
二

相
成
リ
御
返
詞
ノ
如
此
も
延

引
二

及
ヒ
シ
ハ

甚
不
本
意
ナ
レ
ト
モ、

今
更
過
去
ヲ
引
戻
ス
ニ

由
ナ
ク
唯
々
御
海
容
ヲ
希
ノ
ミ、

扱
愛
兄
ョ
リ
御
懇
切
二

肝
油
相
用
候
様

御
勧
メ
ア
リ
シ
ハ

甚
難
有
次
第
二

御
座
候、

兼
々
肝
油
ハ

用
ヒ
居
候
得
共
漸
ク
打
絶
服
薬
不
仕
居
候
処、

御
勧
メ
ニ
ョ
リ
再
ヒ
服
用
致、

外
国
医
師
ト
モ
相
談
之
上
一

日
ニ
ー

オ
ン
ス
ツ
、

両
度
二

相
用
候
処、

其
功
速
二

顕
レ
数
週
ヲ
不
出
内
大
二

健
康
二

相
成、

即
今
ハ

克
ク

眠
ル
事
ハ

出
来、

且
食
事
モ
以
前
ョ
リ
大
二

進
ミ‘

且
頭
痛
ノ
患
モ
ナ
ク、

寒
気
進
ミ
厳
シ
ク
相
成
候
得
共
未
夕
風
邪
ニ
モ
罹
ラ
ス
、

当

＊
 

冬
ハ

大
分
ノ
上
出
来
卜
申
大
二

喜
居
候
〇
桐
生
二

於
テ
建
会
ノ
式
ア
リ、

安
中
ョ
リ
湯
浅
兄
代
員
ト
ナ
リ
出
張
致
候
よ
し、

御
当
国
二

教

会
ノ
出
来
ル
ハ

実
二

可
賀
事
ナ
リ、

何
卒
如
仰
常
二

警
醒
卜
祈
躊
ヲ
怠
ラ
ス
、

又
近
隣
ノ
教
会
ト
モ
時
々
往
来
被
成
互
二

励
マ
シ
被
励、

共
二

手
ヲ
握
リ
天
国
ノ
旅
路
二

日
々
御
進
ア
ラ
ン
事
ヲ
希
フ
、

当
地
別
二

替
ル
事
ナ
シ、

湯
浅
吉
郎
モ
健
康
ニ
テ
勉
強
被
致、

公
義
モ
大

*
＊

*
＊
*

 

分
勉
強
被
致
候
よ
し、

浅
田
ハ

大
津
二

参
リ
勧
善
社
ニ
テ
働
ラ
キ
居
美
術
教
授
被
致
居
候、

江
場
お
か
ね、

浅
田
お
竹
様
事
も
無
事
二

而

勉
強
致
居
候
間、

其
の
様
愛
兄
よ
り
御
通
じ
可
被
下
候、

此
休
暇
中
市
原
兄
ハ

西
京
ノ
近
傍
ナ
ル
高
槻
卜
申
処
へ

出
張
被
致、

海
老
名
兄

ハ

眼
病
今
二

宜
し
か
ら
す
全
ク
勉
強
ヲ
廃
居
候、

根
岸
固
弥
太
モ
昨
日
ハ

弥
当
地
出
立
い
た
し
候
よ
し、

彼
モ
実
二

気
之
毒
千
万
な
る
男

*
＊
*
＊

 

ニ

御
座
候、

同
志
社
よ
り
放
逐、

林
ノ
塾
モ
出
デ
叡
麓
社
ノ
塾
ョ
リ
モ
出
テ
（
出
サ
レ
ク
ル
様
子）、

其
後
或
人
ノ
家
二

止
宿
い
た
し
何

事
モ
不
致
唯
々
プ
ラ
ー
＼
然
ト
ッ
テ
梢
光
す
る
の
み、

彼
モ
無
薔
目
許
迄
参
リ
侯
得
者
よ
ろ
し
く
侯
得
共、

如
何
之
事
に
候
や
甚
懸
念
い

76 
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明治11年

伝
道
会
社
ノ
規
則
並
年
報
奉
呈
仕
候

ノ
ナ
キ
様
い
た
し
度
候 、

借
今
晩
猶
々
申
上
度
事
件
モ
沢
山
有
之
候
得
共 、

た
し
居
候 、

何
卒
松
餘
君
ニ
ハ

別
二

書
状
モ
差
上
不
申
候
問 、

愛
兄
よ
り
宜
し
く
御
伝
言
有
之
度 、

且
先
生
／
倒
心
中
如
何
ヲ
徊
遥
察
申

上
候
条 、

愛
兄
よ
り

御
通
シ
被
下
度
候 、

安
中
教
会
二

於
テ
当
今
牧
師
之
無
之
ハ

甚
御
気
毒
二

候
得
共 、

何
分
当
地
ニ
モ
未
ク
牧
師
ノ
任

ヲ
持
ヘ
キ
者
出
来
不
申 、

甚
不
都
合
ノ
至
リ
ニ

御
座
候 、

何
卒
兄
姉
モ
常
二

怠
リ
無
ク
聖
書
ヲ
読
ミ
神
二

祈
リ 、

且
時
々
ノ
集
会
二

欠
席

已
二

小
生
モ
入
床
時
を
過
し

候
間 、

筆
ヲ
荻
二

止
ム

、

願
＜

十
二
月
廿一＿一
日
夜

公
会
之
諸
愛
兄
姉
二
よ
ろ
し
く 、

御
家
内
様
ハ

勿
論
志
村
兄
ニ
モ
よ
ろ
し
く

湯
浅
君
ハ

此
度
速
水
金
子
ノ
事
二

付
段
々
御
周
旋
被
下
候
段 、

小
生
ョ
リ
モ
湯
浅
君
二

奉
謝
候

千
木
良
昌
庵
様梧

下

ハ

乱
文
御
恕
し
賜
ヘ

襄
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＊

 

今
晩
暇
乞
労
須
田
氏
へ

罷
越
候
処、

中
島
氏
突
然
飛
来、

森
田
氏
ョ
リ
之
報
を
示
し
呉
候
に、

千
木
良
兄
俄
二

永
眠
二

就
候
よ
し
承
知
致

し
実
二

照
駿
之
至、

唯
々
夢
に
あ
ら
ざ
る
哉
と
疑
の
み、

真
二

然
ら
ば
実
に
残
念
流
沸
長
太
息
之
至、

乍
去
真
神
之
為
す
所
我
翡
之
思
ふ
所

0

0

0

 0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

と
大
二

異
な
れ
ば、

安
中
公
会
之
大
損
失
も
却
而
兄
姉
之
信
仰
を
進
む
る
手
立
と
も
可
相
成、

実
二

真
神
ハ

誤
之
出
来
ざ
る
神
な
れ
ば、

ボ
ー

ル
の
如
き
ハ

苦
辛
二

於
而
も
死
二

於
而
も
神
二

謝
し
居、

唯
々
死
中
二

永
生
を
希
望
し
大
難
二

当
り
却
而
大
な
る
楽
を
抱、

益
窮
す

れ
は
益
固
く
憤
然
真
神
之
大
光
栄
を
永
く
聖
書
上
二

残
セ
し
ハ

兄
姉
之
頗
る
知
る
所、

何
卒
兄
姉
も
此
大
困
難
に
当
り
或
ハ

疑
念
を
起
し

或
ハ

卑
屈
之
心
を
生
セ
ば、

兄
姉
ハ

未
ク
真
二

基
督
之
徒
に
非
さ
る
者
と
云
へ

き
也、

小
生
も
自
由
之
身
な
ら
ば
朋
朝
二

も
発
車
再
び
安

中
二

立
帰
り、

千
木
良
君
之
家
族
並
兄
姉
を
慰
め
ん
事
を
求
む
れ
共、

如
何
せ
ん
多
忙
之
身、

十
日
以
内
帰
京
之
目
的
を
以
出
で
而
京
地

二
薔
留
已
二
ニ
周
半
二
及
へ
り、

是
も
亦
逃
る
へ
か
ら
さ
る
事
件
故
姐
謡
巻
逗
留
と
相
成、

朋
B
ハ
是
非
々
々
便
船
二
乗
り
帰
原
之
事
ニ

77 

明
治
十
二二

月
十
日

＊

 

安
中
教
会
・

和
田
正
幾

⑤
森
中
章
光
写

（
一

八
七

九
）
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明治12年

先
般
小
生
錦
地
へ
参
上
之
節 、
久
々
二
而
拝
顔
を
得 、
且
別
而
昌
庵
様二
は
両
三
日
滞
留
中
朝
夕
之
集
会
場
二
而
御
面
会
申 、
且
棲
々
御

＊＊
 

噺
仕 、
去
月
九
日
之
夜
は
十
二
時
過
も
便
覧
舎
二
而
五
六
之
教
友
も
共
二
世
間
談
シ
な
ど
い
た
し 、
別
後
間
も
無
く
御
死
去
と
は
実二
夢

78 

三
月
六
日

二
月
十
日
夜

昌
暉
麟
御
中

⑤
複
写
（
千
木
良
昌
夫
氏
所
蔵）

＊
 

千
木
良
昌
達

千
木
良
死
去
之
報
若
し
問
違
ひ
な
ら
ば
此
書ハ
御
焼
去
可
被
下
候

襄

決
候
故 、
再
ひ
立
戻
之
義
は
難
相
成 、
乍
去
真
神ハ
千
木
良
兄
に
大
面
且
を
与
へ 、
兄
を
し
て
天
国
二
先
登
セ
し
め
し
ハ
決
而
偶
然二
非

す 、
然
し
御
家
族
之
悲
観
兄
姉
之
痛
哭
と
を
如
何
せ
ん 、
之
を
思
へ
ば
涙
筆
と
共
下
り
候 、
且
小
生
之
痛
哭
も
御
察
し
あ
れ 、
此
際
二
当

り
悪
鹿
恐
くハ
兄
姉
之
心
を
動
力
し
已
二
播
た
る
良
種
を
掠
取
す
る
事
を
計
ら
ん 、
何
卒
兄
姉
固
く
基
督二
信
仰
之
十
字
架
を
取
り
天
国

之
活
路
に
進
賜
へ 、
扱
兄
弟
を
慰
む
る
為
継
々
申
上
度
も 、
昨
日
ハ
病
気 、
今
手
前ハ
尚
床
上
二
あ
り

候
次
第 、
右
筆
を
罷
り

止
メ
而
帰

京
之
上一
書
可
呈
旨
は 、
千
木
良
兄
之
家
族
並
兄
姉
を
慰
め
且
信
仰
を
励
ま
し
度 、
如
此
候
也 、
不
具
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か
幻
か
思
之
外
之
事
二

而、

小
弟
滞
京
中
東
京
よ
り
其
御
地
へ

罷
越
候
和
田
氏
よ
り
千
木
良
君
御
死
去
之
報
を
得
大
二

驚
駿
仕
候
次
第、

之
頼
む
二

足
ら
さ
る
如
此
か、

且
小
生
二

於
而
悲
痛
言
語
二

難
堪、

猶
更
大
人
様
初
御
挙
家
之
御
愁
傷
い
か
計
候
や
と
蓬
察
仕
実
二

御
気
之
毒
千
万
二

奉
存
侯、

乍
去
人

ら

命
ハ

草
頭
之
露
と
申
候
而
今
日
満
開
之
花
も
明
朝
は
空
し
く
地
二

落
ち、

今
日
壮
強
之
人
も
朋
日
ハ

墳
墓
之
下
二

埋
め
れ
る、

嗚
呼
人
生

か
く
申
せ
ば
夭
死
之
人
は
不
幸
之
者
な
る
様
二

被
思
候
得
共
決
し
而
然
ら
ず、

人
間
之
此
世
に
生
る
は
後

之
世
乃
チ
霊
魂
世
界
二

至
ル
ヘ

き
用
意
を
為
す
為
メ
な
れ
ば、

昌
庵
君
之
如
き
は
已
二

耶
蘇
を
信
す
る
二

依
り
遠
永
不
朽
之
天
国
二

入
り

賜
ひ
し
事
と
固
く
信
シ、

昌
庵
君
に
先
き
が
け
さ
れ
し
は
少
し
く
う
ら
や
ま
し
き
事
と
存
候、

小
生
も
此
世
に
在
り
日
々
学
事
二

勉
励、

又
は
弘
道
二

従
事
い
た
し
居
候
得
共、

日
夜
望
む
所
ハ

昌
庵
君
之
已
二

到
り
賜
ひ
し
所
の
天
国
に
あ
り
て、

を

ら
さ
る
身
故、

何
時
に
不
拘
真
神
小
生
之
招
き
賜
ハ
、

勇
み
喜
ひ
而
天
国
二

進
ま
ん
と
す、

扱
天
国
は
人
間
之
到
る
為
二

神
之
を
設
け
賜

ま
ひ
し
故
に、

我
等
之
天
国
に
進
む
は
殊
之
外
之
面
目
二

而、

小
生
之
切
二

望
む
所
ハ

人
間
た
る
者
尽
く
基
督
救
主
を
信
し
而
常
二

天
国

ニ
入
る
へ

き
用
意
を
為
す
二

あ
り

扱
大
人
ニ
ハ

此
教
を
如
何
思
召
哉、

是
迄
二

御
信
仰
無
之
ハ

向
後
御
研
窮
あ
り
た
き
者
も
切
二

懇
願
仕
候、

此
教
ハ

即
チ
須
央
も
離
る
ヘ

小
生
も
如
斯
ハ

御
勧
申
間
敷、

再
ひ
捨
て
難
き
程
之
妙
理
二

し
而
御
晩
年
之
御
楽
し
み
と
可
相
成、

此
道
や
若
し
偽
之
道
な
ら
ば

且
昌
庵
君
二

も
決
而
あ
の
様
二

御
信
仰
ハ

あ
る
間
敷
と
存
候、

兎
角
世
間
の
人
ハ

此
道
を
知
ら
ぬ
故
夭
死

を
不
幸
と
申、

長
寿
を
幸
と
申
セ
と
も、

夭
死
も
不
幸
二

非
ら
す、

又
長
寿
も
幸
に
非
ら
す、

偏
二

此
道
を
信
す
る
者
ハ

幸
な
り、

此
度

之
事
二

付
大
人
二
は
定
而
御
悲
痛
千
万
と
御
推
察
候
故、

大
人
も
万
一

此
教
を
奉
シ
基
督
を
信
仰
し
賜
ハ
、

悲
痛
も
散
シ
却
而
心
に
喜
ひ

を
覚
へ

老
ひ
之
楽
み
も
増
し
賜
ハ
ん
と
拝、

如
期
も
御
勧
申
上
候
間、

不
悪
思
召
被
下
度
奉
顧
上
候、

扱
棲
々
申
上
度
も
何
分
多
用
臨
書

而
万
一

も
不
尽、

顛
<
?'
〕
御
賢
察
被
下、

頓
首

か
〔
ら〕
さ
る
の
道
一

ひ
之
を
知
ら
ハ
、

一

生
ニ
一

度
ハ

死
な
ね
ば
な
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明治12年

事
件
有
之
候
ハ
、

御
投
与
之
程
奉
願
上
候

79 

中
村
正
直

⑤
森
中
章
光
写

御
家
内
様
初
皆
々
様
へ
も
よ
ろ
し
く
御
伝
言
を
希
候

三
月
十
五
日

還
西
後
早
々
一

書
可
呈
之
処、

何
分
多
忙
二

し
而
遂
二

延
引
二

及
候
段、

臥
而
御
海
容
を
奉
希
候

然
は
小
弟
出
京
之
節
津
田
兄
之
家
迄
御
来
車
被
下、

且
多
分
之
御
餞
別
御
恵
投
被
下、

御
好
意
之
至
千
万
奉
謝
候、

生
徒
大
久
保
な
る
者
参
館
之
節、

御
上
梓
之
品
行
論
御
恵
投
被
下
難
有
頂
戴
仕
候、

弊
社
文
庫
へ

加
入
仕
候

且
先
達
而
同
志
社
一

兼
而
御
聞
及
も
可
有
之
候
得
共、

当
地
二

而
男
子
学
校
之
外
別
二

女
子
学
校
之
設
も
仕
候、

何
分
男
子
卜
違
ひ
大
二

教
導
い
た
し
難
事
有

之
未
夕
充
分
教
則
も
不
満、

英
学
を
教
へ
て
も
其
進
み
殊
二

遅
く
当
今
之
有
様
而
は
余
り
見
込
も
無
之
候
間、

向
後
は
訳
書
を
以
て
普
通

〔

範
〕

学
を
教
ゆ
る
か
良
策
か
と
も
エ
風
仕
候
間、

恐
入
候
得
共
東
京
女
子
師
配
学
校
々
則
井
教
則、

且
何
事
二

而
も
小
弟
之
心
得
と
も
可
相
成

三
月
六
日

千
木
良
尊
大
人梧

下

新
島

襄
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を
得、

其
喜
欣
名
情
ス
ヘ

力
〔
ラ
〕
サ
ル
次
第
ナ
リ‘

80 

右
は
勿
卒
之
間
相
認
候
間、

乱
文
を
恕
し
賜、

頓
首
敬
白

三
月
十
五
日

四
月
十
九
日

〔

力
〕

愛
兄
之
芳
書
拝
読
し
而
よ
り
已
二

数
周
を
過
テ
尚
未
夕
返
辞
を
不
呈
し
ハ

不
本
意
之
至
な
り、

寵
兄
よ
り
札
幌
農
学
校
基
督
信
徒
之
情
況

タ
全
ク
業
ヲ
廃
セ
サ
レ
ト
モ、

故
二

勿
々
返
書
可
呈
処、

小
弟
も
近
来
ハ

身
体
大
二

衰
弱、

別
而
脳
病
二

罹
り
尚
未

日
ト
シ
テ
脳
ノ
痛
マ
サ
ル
日
ナ
ク、

同
志
社
二

而
多
端
ノ
事
務
井
二

教
授
其
外
説
教、

事
件
一

切
関
係
致
シ

居
り、

毎
日
更
二

猶
予
之
日
ナ
ク、

且
日
々
無
理
圧
々
事
務
モ
致
シ

居
候
故、

且
伝
道
二

関
ス
ル

不
得
已
事
如
斯
も
返
書
之
義
遅
延
ニ

及
甚
不
本
意
千
万
之
事
ナ
リ、

何
卒
加
恵
ア
ラ
ン
事
ヲ
希
フ
、

扱
錦
地
学
校
も
益
盛
大
二

趣
キ、

且
真
神
ノ
道
モ
井
二

進
ム
事
実
二

大
美

ニ
ョ
リ

事
卜
云
ヘ
ッ、

何
卒
北
海
道
よ
り
モ
諸
兄
之
憤
発
シ
テ
幽
暗
ヲ
照
ラ
ス
ノ
真
神
光
遠
ク
四
方
二

輝
キ、

死
途
二

迷
フ

衆
生
モ
再
ヒ
生
ヲ
得

恐
レ

ル

望
ヲ
満
ク
ッ
メ、

我
国
二

於
而
学
術
道
徳
共
二

進、、、
真
／
文
朋
ノ
域
二

入
リ、

生
テ
ハ

正
義
ヲ
守
リ
天
道
ヲ
楽`
：、

死、ソ
テ
ハ

永
道
不

中
村
先
生虎
皮
下

①
西
京
寺
丁
通
松
蔭
丁

②
北
海
道
札
幌
農
学
校

⑤
写
真
（
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館

所
蔵）

＊

 

内
田
瀞

新
島

襄
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明治12年

内
田
瀞
君

逐
々
伝
道
者
ト
ナ
リ、

新
島

襄

朽
之

二
大
国
二

進`
‘‘、

無
初
無
終
ノ
真
神
卜
共
二

楽
マ
ソ
事
ヲ、

我
翡
此
世
二

在
ル
ヤ
過
客
ノ
如
キ
ナ
レ
ハ
、

何
卒
人
生
ノ
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
ヲ
不
失
コ
ト
ホ
ド
大
切
ノ
事
ナ
レ
ハ
、

一

日
モ
不
怠
真
神
二

使
フ
ル
事
卜
人
間
二

尽
ス
所
ハ

良
心
二

反
カ
サ
ル
様
致
度
モ
ノ
ナ

リ、

此
地
二

於
而
も
信
徒
至
テ
少
ナ
ク、

学
校
外
之
者
ハ

僅
二

指
ヲ
屈
ス
ル
ノ
ミ、

乍
然
校
内
ノ
者
ハ

多
分
基
督
二

従
フ
者
ニ
テ、

其
内

＊

又
ハ

聖
書
翻
訳
等
二

従
事
ス
ル
者
可
相
出
卜
楽
居
候、

来
六
月
卒
業
ス
ル
生
徒
ハ

尽
信
徒
ニ
テ、

皆
何
レ
ノ
位
地

ニ
ア
ル
モ
基
督
二

従
ヒ
人
ノ
益
ヲ
モ
計
ル
翡
ナ
リ
ト
確
信
ス
、

定
而
御
聞
及
モ
可
有
之
ケ
レ
ト
モ、

此
地
方
之
公
会
ニ
テ
伝
道
会
社
設
立

致
シ
、

去
夏
中
諸
方
二

伝
道
者
ヲ
派
出
シ、

其
御
地
ノ
愛
兄
弟
中、

北
海
道
伝
道
二

従
事
ス
ル
者
無
之
哉、

右
之
事
神
祈
仕
居
候
得
共
如
何
之
事
候
哉
奉
伺
候
間、

後
便
御
答
被
下
候

〔
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ〕

申
ツ〔
マ
マ〗
l

ハ
、

多
謝
之
至
ナ
リ
0
米
国
馬

邦
農
学
校
ク
ラ
ー
ク
先
生
モ
来
年
ハ

再
ヒ
日
本
二

来
遊
ス
ル
由
来
夕
差
シ
候、

是
ハ

学
術
研
窮
之

為
二
百
有
余
之
生
徒
ヲ
引
連
世
界
ヲ
一

周
ス
ル
ノ
目
的
ナ
リ、

何
レ
其
節
ハ

西
京
二

来
訪
ス
ヘ
キ
ョ
シ
被
申
候

扱
色
々
申
上
度
モ
如
何
セ
ン
多
病
ノ
小
弟
文
字
錯
雑
万
一

モ
不
尽
ヲ
恕
シ
賜
へ
、

臥
願
ク
ハ

札
幌
学
校
ニ
ア
ル
兄
弟
当
地
ニ
ア
ル
信
徒
ノ

為
二

常
々
真
神
二

御
祈
ア
ラ
ン
事
ヲ、

頓
首
敬
白

四
月
十
九
日

諸
愛
兄
御
一

統
へ

宜
御
鶴
声
ヲ
希
候

且
設
立
以
来
規
則
等
モ
改
正
シ
上
梓
候
間
御
一

覧
二

呈
ス
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扱
去
る
〔
六
月〕
十
九
日
神
戸
を
発
し
て
九
日
の
時
日
を
費
や
し、

第
二
に
和
船、

第
三
に
歩
行、

第
四
に
馬
に
乗
り、

第

五
に
駕
籠
に
の
り
幕
＜
去
る
二
十
七
日
此
地〔
城
ケ
崎〕
に
逹
し
林〔
武
一
〕
氏
に
面
会、

且
他
の

信
者
に

も
あ
ひ
大
い
に
旅
の
労
を
慰
む
る

こ
と
を
得
た
り、

扱
日
向
地
方
ハ

大
分
開
化
に
後
れ
通
行
の
不
便
最
と
も
甚
だ
し
く、

怪
我
も
な
く
し
て
此
地
に
逹
せ
し
ハ

大
幸
と
も
云

〔
前
略〕

82

n
七
月
〕

色
々
御
談
判
申
上
度
事
有
之
候
間、

明
廿
四
日
八
ヶ
市
迄
参
上
い
た
し
度、

此
旨
御
報
知
申
上
候

五
月
廿
三
日

81 

雑
報
社

五
月
二
十
三
日

⑤
「
日
向
の
城
ケ
崎
伝
道
の
近
報
」

『
七
一

雑
報』

四
巻
二
九
号
（
七
月
十
八
日
発
行）

所
収

⑥
『
七
一
雑
報』

所
収
文
に
は
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
が、

こ
こ
で
は
省
略
す
る。

①
西
京

②
滋
賀
県
下
江
州
神
崎
郡
八
ヶ
市

＊

 

須
田
明
忠

第
一

に
蒸
汽、

島
崎
吉
三
郎
方

西
京新
島

襄

③
は
が
き

④
墨
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明治12年

〔
後
略〕

故
に
此
地
に
居
り
て
諸
方
に
伝
道
せ
バ

甚
だ
便
利
な
る
べ
し、

去
な
が
ら
此
炎
暑
に
諸
方
に
奔

＊

走
す
る
ハ

殊
に
六
ケ
し
き
故、

今
日
よ
り
ハ

我
翡
手
を
別
け
小
弟
ハ

林
氏
と
共
に
当
地
に
止
ま
り、

小
崎
氏
ハ

高
鍋
に
当
分
内
滞
在
す
る

こ
と
に
決
し、

今
朝
よ
り
林
氏
と
同
行
し
て
高
鍋
に
発
せ
り、

但
し
林
氏
ハ
一

両
日
の
内
逗
留
の
積
り
な
り、

扱
当
地
の
景
況
ハ

殊
に
よ

ろ
し
く、

去
る
廿
七
日
の
夜
ハ
一

ケ
所
に
説
教
せ
し
に
三
四
十
の
聴
聞
人
あ
り、

外
に
立
者
も
あ
り、

又
昨
日
午
前
に
ハ

私
ど
も
宮
崎
に
至
り
或
る
医
者
の
家
に
集
ま
り
を
為
し
に
も
聴
聞
人
ハ

多
く
宮
崎
病
院
の
生
徒
に

て、

人
数
ハ

少
な
け
れ
ど
も
結
果
ハ

却
て
お
ほ
か
る
べ
し
と
思
は
る、

今
朝
或
る
医
員
に
面
会
せ
し
に
一

週
に
二
回
ハ

是
非
と
も
宮
崎
に

て
説
教
い
た
し
呉
と
の
頼
な
り、

夜
八
十
四
五
度
な
り、

も
兎
角
十
一

時
過
に
相
成
り
候、

此
地
蚊
の
多
さ
ハ

実
に
困
却
の
至
な
り、

説
教
日
ハ

日
曜
日
の
外
二
七
四
九
と
定
め、

宮
崎
に
ハ

毎
週

一

度
の
説
教
と
定
む

べ

き
な
り、

且
他
県
と
異
ひ
人
家
調
密
な
ら
ず、

土
地
開
拓
の
未
だ
届
か
ざ
る
ハ

実
に
欝
く
に
堪
た
り、

扱
城
が
椅
ハ

宮
崎
:
d〕
距
る
こ

と
僅
に
三
四
丁
に
て、

宮
崎
ハ

宮
崎
川
の
北
に
あ
り、

当
所
ハ

川
の
南
に
あ
り、

且
宮
崎
と
此
地
の
人
家
を
合
す
れ
バ

殆
ん
ど
千
軒
ほ
ど

な
り、

去
れ
ど
此
所
ハ

伝
道
の
為
最
と
も
適
当
と
い
ふ
べ
く、

日
向
国
中
人
姻
の
密
な
る
ハ

多
く
此
地
方
に
あ
り、

高
鍋
ハ

北
に
当
り
て

七
里
半
（
元
秋
月
の
城
下）、

広
瀬
ハ

三
里
（
佐
土
原
の
新
城
下）、

本
庄
ハ
＿―-
里、

高
岡
も
三
里、

都
の
城
ハ

十
三
里
（
但
し
高
岡、

都

〔
妖
肥〕
欽
飽
ハ

十
里、

の
城
ハ

旧
薩
領
な
り
）、

又
昨
夜
の
集
ま
り
に
ハ

七
八
十
人
も
来
り
て
別
に
家
の

只
今
宮
崎
に
ハ

只
一

両
名
計
の
信
者
と
お
も
は
る
云

、々

又
云
ふ
此
地
炎
熱
は
な
ハ

だ
し
く
夕
六
時
過

且
又
説
教
の
夜
も
集
ま
る
こ
と
甚
だ
お
そ
く、

九
時
過
ぎ
な
ら
ざ
れ
バ

説
教
も
初
め
が
た
し、

故
に
夜
分
の
入
床
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83 

一

月
五
日

明
治
十
三

新
年
目
出
度
奉
賀
候、

其
後
早
々
一

書
拝
呈
し、

且
御
約
束
之
モ
ニ
ー
も
可
呈
之
処、

着
後
少
々
不
快
有
之、

〔

斯
〕

少
不
決
之
処
も
有
之、

如
期
延
引
二
相
成
候
事
ハ

甚
不
本
意
之
至
也、

愛
兄
よ
ろ
し
く
恕
し
賜
ヘ

扱
兄
之
月
給
之
事
二
付、

段〔
〕々
骨
折
候
得
共
兼
而
相
定
慨
候
通、

之
毒
二
奉
存
候、
乍
然
他
日
集
会
も
可
仕
候
間、
又
々
其
節
何
と
か
エ
風
可
仕
候、
先
差
当
り
去
月
半
ヶ
月
分
本
月
よ
り
三
月
迄
合
セ
テ
三

ヶ
月
半
分

謬

御
便
送
申
上
候
間、

御
落
掌
奉
希
候
0
先
般
東
京
二
於
而
大
火
有
之
候
よ
し
桂〔
時
亮〕
兄
之
御
宅
は
其
難
を
逃
候
哉
心
配

＊＊
 

仕
候、

乍
憚
兄
よ
り
宜
し
く
桂
兄
迄
よ
ろ
し
く
御
致
声
を
奉
希
候
〇
其
後
公
会
之
景
況
は
如
何、

何
卒
御
尽
力
之
程
臥
而
奉
希
候、

且
会

衆
へ
よ
ろ
し
く
御
伝
言
被
下
度
奉
願
上
候、

右
之
段
得
喪
意
早
々
如
此
候
也

一
月
五
廿

④
墨

＊

小
崎
弘
道

（
一

八

八

0
)

年

新
島

襄

先
当
分
之
内
ハ
九
円
と
申
事
二
而、

小
生
も
胸
箕
と
相
違
し
甚
御
気

且
兄
之
月
給
之
事
二
付
少
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明治13年

本
月
十
日

此
間
中
よ
り
度
々
御
文
通
被
下
候
而
私
よ
り
も
其
つ
と
ミ
ミ
ニ

御
返
事
も
申
上
度
候
得
共、

此
地
へ

参
り
候
ひ
し
よ
り
河
辺
と
申
所
二

参

り、

其
所
二

而
中
川
様、

ベ
レ
ー
様
と
共
二

両
三
日
留
り
毎
夜
相
続
き
説
教
い
た
し、

十―――
日
は
朝
河
辺
を
出、

倉
敷
と
申
所
二

参
り
三

*
＊
＊

＊
*
＊
＊

 

両
之
人
物
二

面
会
い
た
し、

十
五
日
ハ

乃
チ
安
息
日
ニ
ハ

岡
山
二

而
説
教
い
た
し、

十
七
日
よ
り
ケ
レ
ー
御
夫
婦、

木
全
様
御
家
内
卜
共

タ

カ

＾

ン

ニ

備
中
松
山
（
今
ハ

高
梁
と
申
候
）

へ

趣
き、

其
夜
高
梁
小
学
と
申
学
校
二

而
私
と
中
川
様
二

而
説
教
い
た
し
候、

其
所
二

参
り
候
者
ハ

凡
三
百
人
余、

其
翌
日
十
八
日
ハ

早
朝
よ
り
多
く
人
々
二

面
会
し、

午
后
よ
り
二
十
年
前
松
山
侯
之
御
手
船
快
風
丸
と
申
西
洋
形
ノ
船
ニ

〔
候
脱
力
U

参
り
て、

私
備
中
松
山
二

参
り
節
同
船
セ
し
加
納
格
太
郎
申
人
之
家
を
尋
ぬ、

久
し
ふ
り
二

而
夕
景
迄
緩
々
と
話
し
を
な
し
夕
飯
之
御
馳

走
二

な
り、

夜
八
時
よ
り
例
之
学
校
二

而
ケ
ー
レ
ー
様
井
二

私
も
説
教
い
た
し
候、

其
節
ハ

学
校
一

杯
二

人
も
参
り
四
百
人
余
之
よ
し、

十
九
日
二

も
矢
張
多
く
の
人
々
参
り
中
々
少
し
の
暇
も
な
く
候、

84 

二

月
二

十
五
日

④
墨

新
島
八
重

十
八
日
之
朝
ニ
ハ

宿
よ
り

抜

出
し

運
動
之
為
松
山
之
城
山
二

登
り
申

数
日
前
中
島
兄
よ
り
一

書
来
ル
、

同
兄
も
無
恙
勤
学
之
よ
し

小
崎
愛
兄
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よ
し、

尤
モ
早
福
音
之
種
を
播
か
ね
は
な
ら
ぬ
所
と
存
候
0
松
山
よ
り
帰
り

＊
 

懸
ケ
ニ
、

昔
大
和
二

而
中
山
殿
二

随
ヒ
一

揆
を
起
し
敗
軍
二

及
ヒ
テ
生
檎
と

*
＊

〔
十〕

な
り
し
私
之
旧
友
原
田
亀
太
郎
と
申
者
之
家
を
尋
候
に、

老
父
姻
草
屋
市
一

郎
今
に
存
命
二

あ
ら
れ、

私
に
昔
話
を
な
し
袖
之
涙
を
し
ぼ
り
ツ
、

大
和
之

軍
よ
り
遂
二

亀
太
郎
之
京
獄
二

入
れ
ら
れ
獄
中
よ
り
父
二

造
セ
し
文
ナ
ド
示

め
し
呉、

私
に
逢
ひ
し
ハ

悴
二

逢
ひ
候
同
様
と
被
申
候
而
大
二

喜
ひ
呉
候、

十
九
日
之
昼
二

其
姻
草
屋
二

昼
飯
二

被
招
候、

其
日
ニ
ハ

亀
太
郎
之
獄
中
よ

り
父
二

遣
セ
し
文
を
写
し
取
侯、

其
よ
り
又
加
納
様
二

参
り
風
呂
之
伺
駒
走

一
ハ

娼
妓
も
随
分
多
き
よ
し
甚
困
り
た
る
事
な
り、

且
其
地
は
淫
風
甚
し
き

き
所
二

御
座
候、

如
斯
物
之
便
利
も
よ
ろ
し
き
故、

例
之
開
化
と
申
候
而
弦

り、

唐
物
見
世
も
沢
山
二

あ
り、

書
店
も
あ
り、

何
も
格
別
之
不
自
由
之
な

所
々
ラ
ン
フ
も
付
き
暗
夜
と
雖
差
支
ハ

な
し、

牛
乳
も
あ
れ
ば

牛
肉
も
あ

程
厳
重
二

築
キ
立、

昔
の
弓
矢
二

而
は
ト
テ
モ
落
城
ニ
ハ

難
及
と
存
候

其
所
ハ

四
方
皆
山
な
り、

地
も
殊
二

高
く
し
而
水
之
流
る
事
甚
急
な
り、

此

送

所
よ
り
底
ノ
平
タ
キ
船
二

而
海
迄
運
般
之
便
利
も
能
く、

山
之
中
と
ハ

申
至

而
繁
華
な
る
地
な
り、

家
数
ハ

千
余
も
有
之
候
得
共
中
々
開
化
風
二
て
夜
も

候、

其
登
り
ハ
ニ
十
町
余
り、

途
も
中
々
緞
岨
二

し
而
登
り
難
く、

城
も
余
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ニ
な
り
少
し
休ヽ
ヽヽ
、

夕
刻
二
せ
ん
さ
い
の
御
馳
走
二
な
り
候
而
大
笑
ひ
を
致
し
候 、

私
東
京
二
而
松
山
侯
の
快
風
丸
二
乗
り
箱
舘
二
参
る

時 、

加
納
様
別
杯
ヲ
為
ん
と
而
無
理
に
料
理
屋
二
行
く
耶
を
勧
め
申
し
候
時 、

私
ハ
酒
ハ
イ
ヤ 、

し
る
こ
を
呉
れ
と
申
候
ハ
、
別
杯
之
代

を

り
二
し
る
こ
之
御
馳
走
二
相
成
候
事
あ
り
し
を
加
納
様
ハ

御
忘
レ
な
く 、

別
る
4
時
も
し
る
こ
な
れ
ば
又
逢
ふ
時
も
し
る
こ
二
な
す
へ
し

と
而 、

其
タ
ハ
セ
ん
さ
い
の
御
馳
走
被
下
候
次
第
二
候 、

加
納
様
へ

参
る
前
ニ
ベ
レ
ー

様
ノ
施
薬
所
二
百
人
計
り

之
病
人
二
演
説
し 、

打

集

続
き
二
百
人
余
之
婦
人
の
参
ま
り
二

参
り

一

時
程
婦
人
之
為
二
演
説
し 、

又
其
夜
一

時
問
余
説
教
い
た
し

候
て
随
分
大
儀
二
有
之
候
得

共 、

実
二
種
播
き
の
時
な
れ
ば
其
機
を
失
ひ
難
し
と
存
候 、

十
九
日
ニ
ハ
ベ
レ
ー

様 、

二
十
日
之
朝
ハ
ケ
レ
ー

様 、

中
川
様
も
岡
山
二

御

ヒ

カ

リ

モ

ノ

帰
り

被
成 、

私
独
り

松
山
二

留
め
ラ
れ 、

其
日
も
多
く
の
人
二
面
会
し
且
早
昼
二
而
一

里
程
運
動
い
た
し

候 、

松
山
之
近
辺
二
流

星
が
落

し
と
の
風
説
有
之
候
間 、
一

人
之
人
足
を
雇
ひ
ソ
コ
コ
、
と
相
尋
ぬ 、

カ
リ
モ
ノ
の
事
を
相
尋
候
得
ば
其
レ
ハ
其
者
ノ
村
ノ
余
程
東
二
落
チ
シ
と
被
申
候
二
付
大
笑
ひ
を
い
た
し
罷
掃
り

候 、

午
后
ハ

湯
二
入
り

9

9
 

少
し
休
む
租
之
所 、

宿
之
主
人
仏
二
極
楽
あ
り

耶
蘇
ニ
ハ

魂
之
行
ク
所
あ
る
哉
と
尋
参
り 、

遂
二
タ
景
迄
主
人
と
談
判
い
た
し

候 、

此
主

人
ハ

余
程
コ
リ
カ
タ
マ
リ
ノ
真
宗
信
者
な
り 、

其
夜
ハ
人
心
改
良
社
と
申
社
員
ノ
親
睦
会
あ
り

而
私
も
出
席
候
処
七
八
十
人
も
参
り 、

県

〔
術
力
〕

＊
＊

会
議
員
二

選
レ
タ
ル
有
名
之
平
民
柴
原
宗
助
と
申
人
井
二
教
員
ノ
教
員一
一
ノ
宮
と
申
人 、

し 、

私
も
一

時
間
あ
ま
り

演
説
い
た
し

十
字
半
二
而
其
夜
散
会
い
た
し

候 、

此
ニ
ノ
宮
と
申
人
ハ

来
ル
四
月
ニ
ハ

同
志
社
二

参
り

速
成
神

学
を
学
ひ
度
よ
し
被
申
二
付 、

私
か
談
判
い
た
し

是
非
々
々
参
り

候
様
相
談
も
い
た
し

置
候
間 、

此
事
ハ
デ
ヴ
ィ
ス
様
二

御
話
し
あ
り

た

し 、

岡
山
よ
り
も
二
人
ハ

槌
二
此
四
月
ニ
ハ

参
る
へ
し 、

前
サ
ン
デ
ー

ハ

岡
山
二
而
説
教
い
た
し 、

月
曜
日
ニ
ハ
此
地
ノ
有
名
ナ
ル
三
四

水
の
様
二
有
之
候 、

彼
等
ハ
此
世
の
事
計
考
へ
魂
の
事
ハ

少
し
も
心
二

留
め
ず 、

ケ
レ
ー

様 、

ノ
人
物
卜

ヘ
レ
ー

様
ノ
御
宅
之
夕
飯
二
被
招
而
面
会
い
た
し

候 、

是
は
彼
等
二
伝
道
ス
ル
租
な
る
故 、

余
程
骨
折
候
得
共
何
分
ヤ
ヶ
石
に

*
＊
*
 

ペ
テ
ー

様
之
宅
而
昼
飯
ヤ
タ
飯
二
被
招

余
程
此
教
二

感
し

候
て
甚
面
白
き
演
説
い
た

一

里
も
東
二

参
り

候
ハ
、

五
里
程
も
東
よ
り

参
候
者
と
逢
ひ 、

ヒ
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昨
夜
ハ

中
川
様
之
御
宅
二

而
西
様
と
久
し
く
道
之
為
二

話
し
い
た
し、

昨
朝
も
早
朝
よ
り
西
二

参
り
色
々
と
道
之
為
話
し
を
致
し
候
処
大

分
西
様
ニ
ハ

望
み
も
あ
り、

是
よ
り
充
分
二

耶
蘇
教
を
学
ひ
た
し
と
被
申
候、

信
仰
な
ら
ば
県
下
之
人
民
之
人
幸
福
と
も
可
相
成
候、

此
周
間
ハ

三
四
度
も
中
川
様
之
御
宅
へ

留
ま
り、

昨
朝
は
中
川
様
に
而
女
子
之
集

り
を
い
た
し
候
所、

近
々
の
女
子
衆
十
一

人
も
来
り
朝
九
時
よ
り
十
一

時
迄
相
集
り
大
分
女
子
之
信
仰
も
相
進
候
様
二

見
受、

其
中
或
る

婦
人
は
是
非
と
も
信
仰
を
な
し
と
げ
た
し
と
大
ふ
ん
ば
つ
被
致
居
候、

木
全
之
御
母
様
は
近
来
追
々
二

御
あ
る
き、

女
子
衆
を
御
導
き
あ

り
て
逐
々
道
二

入
る
者
多
く
有
之
候、
一

周
二

女
子
之
集
り
三
度
も
あ
り、

説
教
場
ハ

四
ケ
所
も
有
之、

中
々
金
森
様
は
大
骨
折
と
存
候、

＊
＊
 

前
之
周
問
二

伊
勢
様
此
地
二

御
越
二

相
成、

夜
中
二

金
森
様
お
こ
し
是
非
と
も
私
を
四

国
之
方
二

連
レ
行
と
申
而
大
争
ひ
の
あ
り
し
よ

〔

三
〕

し、

私
も
今
更
四
国
二

参
ら
す
に
又
帰
京
も
な
り
難
く、

来
一

月
一

日
よ
り
此
所
を
出、

備
中
笠
岡
二

参
り
一

泊、

殊
二
よ
り
候
ハ
、
ニ

泊、

彼
地
二

而
伝
道
す
る
積
な
り、

彼
地
之
信
者
柚
ノ
木
様
ハ
一

昨
日
御
出
二

相
成
今
朝
御
帰
り
二

相
成
候、

三
日
ニ
ハ

四
国
二

渡
り、

九
日
ニ
ハ

イ
ョ

松
山
二

参
り、

十
二
日
力
十
三
日
頃
二

は
是
非
帰
京
い
た
し
度
候、

此
度
は
岸
和
田
二

参
り
度
候
得
共、

此
三
四
日
は
頭

か
痛
こ
と
多
し、

今
明
日
は
静
二

休
み
安
息
日
ニ
ハ

説
教
い
た
し、

成
丈
ケ
休
な
か
ら
働
ら
き、

少
し
も
早
く
帰
京
い
た
し
度
候、

乍
去

ト

中

穫
り
入
レ
時
は
最
早
参
り
候
間、

実
二

農
夫
之
急
か
し
き
秋
に
御
座
候

此
五
六
日
ハ

御
風
邪
の
よ
し
如
何
御
座
候
哉、

何
卒
留
守
中
御
加
養
被
下
度
奉
願
候、

御
双
親
様
の
御
写
真
ハ
よ
く
取
レ
申
候
0
鹿
の
肉

ハ

丸
や
け
と
な
り
し
よ
し、

是
は
致
し
方
な
し、

若
シ
よ
き
鹿
あ
ら
ば
後
も
4
一

ツ
御
求
メ
塩
付
ケ
ニ

成
し
被
下
た
し、

ペ
ン
ト
リ
ー
ニ

ツ
、
の
肉
か
塩
二

付
け
て
有
之
候
ヘ
ハ

其
は
其
儘
塩
二

入
れ
置
被
下
度
候

＊
＊
＊
 

同
志
社
之
規
則
も
槌
二

請
取
申
侯、

パ

ー
ム
レ
ー
様
之
免
状
は
未
ク
下
り
不
申
侯
哉、

公
義
様
か
京
蔀
府
之
庶
務
課
二

徊
出
何
時
頃
願
書

多
ク
ノ
人
々
に
面
会
し
候
而、

此
周
間
ハ

全
く
岡
山
之
伝
道
二

御
座
候、

西
様
ハ

此
県
二

而
は
余
程
之
人
望
家
二

有
之、

西
様
か
御

一

昨
々
夜
ハ

此
地
銀
行
之
頭
之
家
二

行
き
十
時
過
迄
話
し、
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二
月
六
日
付
之
御
芳
墨、

去
ル
周
間
岡
山
二

而
落
掌
仕
候、

小
生
事
も
本
月
七
日
よ
り
此
地
に
来
り
岡
山
地
方
之
伝
道
を
相
扶
居
り
所
々

方
々
二

出
張
候
間、

遂
二

御
返
事
も
遅
延
二

及
候
段
御
海
容
被
下
度
奉
願
候、

扱
兄
之
御
身
ノ
上
之
御
所
置
二

付
継
々
御
申
越
被
下、

逐

一

拝
承
仕
候、

御
書
落
掌
之
日
幸
二

伊
勢
時
雄
兄
も
此
地
二

被
参、

八
重
様

85 

二
月
廿
五
日

二

月
二
十
五
日

④
墨

小
崎
弘
道

ハ

東
京
二

御
進
逹
二

相
成
候
哉
御
尋
被
下
度
候

岡
山
教
会
之
設
立
は
何
レ
来
秋
二

も
可
相
成
と
存
候、

此
地
道
二

志
す
者
ハ

男
二
十
人
女
二
十
人
位
な
り
〇
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
様
ハ

唯
今
大
病

ニ

而
人
二

逢
ふ
事
も
出
来
不
申
甚
御
気
之
毒
二

御
座
候、

帰
京
も
段
々
遅
く
相
成
気
之
毒
二

候
得
共、

是
も
亦
主
之
為
十
字
架
二

而
之
一

な
れ
ば
御
さ
む
し
く
あ
る
も
御
し
ん
ほ
ふ
有
之
度
候、

扱
色
々
申
上
度
も
大
分
長
手
紙
二

相
成
候
間、

余
は
後
日
を
期
し
候、

以
上

〔
山
本
家
〕
丁

様

御
双
親
様
井
諸
宣
教
師、

公
会
之
兄
姉
二

も
右
之
趣
あ
ら
ま
し
御
話
し
被
下、

河

原

河
原
町
御
母
様

且
よ
ろ
し
く
御
伝
言
被
下
度
候

且
金
森
も
同
道
二

而
小
弟
之
止
宿
所
迄
被
参
候
付、

二
氏
二

も
右
之

襄
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事
件
相
談
仕
候
処、

二
氏
も
兄
之
学
校
ヲ
教
授
被
成
候
は
甚
御
不
同
意
申
候、

小
生
も
篤
卜
勘
考
候
二

当
今
伝
道
二

汲
々
ト
シ
テ
寸
暇
無

キ
ノ
ト
キ
ニ

当
リ、

糊
口
之
為
不
得
止
事
学
校
二

出
テ
教
授
ス
ル
ハ

余
リ
策
ノ
上
ナ
ル
者
二

非
ス
ト
奉
存
候、

兄
之
御
身
之
為
御
国
許
之

御
老
祖
母
様
御
給
養
二

付
段
々
御
心
配
之
よ
し
二

候
得
共、

当
年
ハ

公
債
証
書
之
利
子
も
成
章
君
学
費
ト
ナ
ス
ノ
外
少
々
ハ

余
リ
候
間、

其
分
ヲ
御
回
シ
ニ

相
成
候
而
は
如
何、

ス、

十
七
八
ニ
ナ
リ
テ
学
問
モ
セ
ス、

且
大
坂
之
継
憲
君
之
御
所
置
ハ

兄
よ
り
之
を
久
々
御
世
話
被
成
候
は

決
而
策
之
上
ナ
ル
者
二

非

ス
シ
テ

且
十
ニ
ノ
奉
公
モ
セ
サ
ル
ハ

母
ノ
目
下
二

置
ク
ハ

益
々
無
益
ノ
人
ナ
ラ
シ
ム
ル
手
段
ト
モ
可
申
候

問、

少
し
も
早
く
何
カ
ノ
職
ニ
カ
就
カ
シ
メ

サ
レ
ハ
、

生
涯
君
ノ
ス
ネ
カ
ジ
リ
と
可
相
成
と
推
量
す、

何
ソ
断
然
ノ
御
所
置
ア
リ
テ
ハ

如

Cケ
脱
力〕

何、

君
力
学
校
二

而
御
教
授
被
成
二

而
君
之
御
老
祖
母
も
幾
分
力
御
扶
助
を
得
ヘ
レ
ト
モ、

例
之
公
債
之
利
子
半
額
ヲ
成
章
君
ノ
学
費
卜

シ
、

他
ノ
半
額
ヲ
御
老
祖
母
二

回
シ
、

是
迄
之
通
少
し
な
り
ト
モ
伝
道
会
社
二

扶
助
金
ヲ
受
ケ
伝
道
ヲ
専
一
ニ
シ
テ
如
何、

今
全
良
信
徒

ノ
充
分
二

働
カ
サ
レ
ハ

ナ
ラ
サ
ル
ト
キ
ニ

当
リ、

傍
ラ
教
授
等
二

幾
分
力
精
カ
ヲ
喝
シ
伝
道
モ
充
分
ニ
ナ
シ
得
ス、

且
自
己
ノ
学
識
モ
幾

分
力
其
力
為
拡
張
シ
得
サ
ル
ベ
シ
、

然
ラ
ハ

伝
道
会
社
ノ
助
ケ
ヲ
辞
シ
テ
モ
君
二

於
テ
得
ル
所
又
世
二

於
テ
益
ス
ル
所
多
キ
ャ
否、

其
利

害
得
失
何
卒
御
熟
考
ア
リ
タ
シ
、

貧
乏
ナ
ル
伝
道
会
社
ョ
リ
受
ク
ル
ヲ
辞
ス
ル
ハ

少
し
く
君
ノ
心
二

快
ナ
ル
ベ
シ
、

然
シ
君
ノ
費
重
ナ
ル

時
間
ヲ
幾
分
力
教
授
二

費
シ
テ
自
己
ノ
学
識
進
歩
井
二

東
京
市
中
之
伝
道
二

失
フ
所
幾
何
ソ、

何
卒
之
ヲ
天
秤
二

懸
ヶ
賜
へ
、

若
シ
月
々

御
不
足
ア
リ
ハ

小
生
迄
之
ヲ
告
賜
へ
、

小
生
幾
分
力
会
社
二

関
セ
ス
主
基
督
之
為
二

尽
カ
ス
ヘ
シ
、

主
ノ
為
二

働
ク
者
ハ

其
償
ヲ
受
ケ
テ

不
苦、

御
相
談
ア
ラ
ハ

幾
何
力
勘
考
仕
ル
ペ
シ
、

且
伝
道
之
余
暇
ア
ラ
ハ

少
し
の
翻
訳
等
被
成
候
テ
ハ

如
何、

今
日
些
少
ノ
障
碍
又
ハ

少

之

し
く
コ
ソ
シ
ョ
ソ
ス
を
傷
ム
ル
等
ノ
事
の
為
二

国
家
之
大
鴻
益
ト
ナ
ル
ベ
キ
伝
道
二

損
失
ヲ
与
ヘ
シ
ム
ル
ノ
時
二

非
ス、

桂
兄
ハ

可
相
談

之
人
物
ナ
レ
ハ

何
卒
桂
兄
ト
モ
御
相
談
ア
リ
テ、

克
々
利
害
得
失
ヲ
参
考
シ
、

向
来
之
御
方
向
ヲ
御
誤
リ
被
下
間
敷
奉
願
上
候

＊
＊

 

0
先
B
桂
兄
よ
り
銀
坐
教
会
之
我
新
肴
丁
教
会
之
頭
ノ
上
二

移
し
大
不
郁
合
ヲ
生
し
云

、々

朋
細
二

御
記
ッ
一

書
御
投
与
二

預
リ
小
生
も
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86 

小
崎
愛
兄

n
リ
シ
3

否

是
ガ
為
甚
心
痛
仕
候、

然
シ
ナ
カ
ラ
右
之
挙
動
ハ

ク
ッ
リ
チ
ャ
ソ
の
為
ス
ヘ

キ
耶
力
又
ハ

月
7
ル
者
ハ

見
ル
ヘ

キ、

心
7
ル
者
考
ペ
ツ、

〔
レ
悦
力u

我
糀
決
テ
頓
着
ス
ル
ニ

及
ハ
ス
、

少
年
書
生
ノ
杭
歎
不
平
ヲ
嶋
ス
者
モ
ア
ル
ヘ
ケ
ト
モ、

何
卒
桂
兄
其
他
ノ
兄
弟
ト
モ
克
々
御
相
談
ア
リ

モ

テ
至
急
二

其
所
ヲ
御
立
退
キ、

少
シ
ク
不
平
ノ
色
ヲ
モ
顕
ワ
サ
ス、

我
教
会
ノ
信
徒
ハ
ト
コ

迄
モ
基
督
ノ
僕
ク
ル
ヲ
表
明
ス
ヘ
シ、

定
而

〔
二
脱
力〕

〔
レ
脱
力〕

移
転
ス
ル
当
リ
テ
ハ

幾
分
カ
ノ
御
入
費
モ
ア
ル
ヘ
ケ
ト
モ、

是
ハ

横
浜
ノ
グ
ニ
イ
ソ
先
生
ト
モ
速
二

御
相
談
ア
リ、

又
御
不
足
ア
ラ
ハ

幾

分
力
西
京
信
徒
中
ョ
リ
モ
御
加
勢
可
仕
候
間、

御
遠
慮
無
之
様
仕
度
候

東
京
二

於
而
は
信
者
社
会
中
デ
ス
ラ
此
度
之
銀
坐
教
会
之
如
キ
挙
動
ア
リ、

兄
宜
シ
ク
御
憤
発
ア
リ
不
信
者
中
ノ
伝
道
ハ

無
論、

信
徒
中

間

ニ
モ
御
伝
道
被
下
度
キ
者
ナ
リ
0
伝
道
中
中
々
寸
暇
無
之
候
付、

此
分
は
別
段
桂
兄
へ

御
返
詞
追
上
不
申
候
問、

何
卒
兄
よ
り
宜
し
く
御

二
月
廿
五
日

三
月
二
十
一

日

今
晩
は
市
原
氏
二

御
対
面
之
よ
し
承
聞
仕
候、

乍
然
其
は
何
之
所
二

而
御
対
談
二

相
成
候
哉、

両
三
翡
卜
何
レ
之
処
二

而
か
御
談
判
ハ

至

④
星

＊

 

徳
富
猪
一

郎

伝
言
被
下
度
候、

右
は
乍
延
引
為
御
答
如
此
候
也

新
島

襄
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徳
富
兄

〔
参〕

第
二
年
初
級
之
一

統
二

小
生
義
今
夕
面
会
い
た
し
度
候
間 、

晩
食
後
早
々
拙
宅
迄
被
申
候
様
兄
よ
り

御
通
知
被
下
度 、

且
成
丈
静
ニ
シ
テ

0

0

0

 0

 

0

0

 

被
参
候
様
仕
度
候 、

兄
二

於
而
も
御
都
合
出
来
候
ハ
、

今
晩
七
時
過
頃
な
り

又
は
其
前
な
り
御
都
合
に
而
ハ
晩
食
後
な
り

御
独
二

而
御
越
し
被

下
候
ハ
、

色
々
御
相
談
仕
度
義
有
之
候
間 、

何
卒
御
足
労
を
奉
希
候 、

此
段
得
貴
意
如
此
候
也

四
月
十
二
印

87 

徳
富
猪
一

郎
兄

四
月
十
二
日

④
墨

徳
富
猪
一

郎

り
候
間 、

老
婆
心
を
以
一

寸
御
気
付
申
上
候 、

早
々
已
上

＊

二
十
一

日

新
島

迎 襄

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

極
当
然
之
事
と
存
候
得
共 、

集
ナ
ド
ニ

而
右
之
御
談
は
あ
ま
り
よ
ろ
し
か
ら
す
と
奉
存
候 、

同
氏
あ
や
ま
り

候
以
上
ハ

君
も
男
ら
し
く
御

勘
弁
あ
り

度
奉
存
候 、

あ
つ
ま
り
二

而
公
然
卜

衆
人
の
前
二

君
は
御
談
し
ハ

あ
る
ま
し
く
と
は
存
候
得
共 、

何
か
今
晩
御
対
談
之
よ
し
承
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徳
富
君

十
六
日

今
夕
拙
宅
二

罷
在
候
間 、

別
二

御
差
支
無
之
候
ハ
、

御
談
し
に
御
越
被
下
間
敷
哉 、

偏
二

御
待
受
申
上
候 、

早
々
頓
首

88 

〔
四
月
〕

十
六
日

＊

 

〔
封
筒
裂〕

緩
然
吾
照
是
泰
山

生
来
王
子
誰
成
子

‘、
拿ヽ

\
\
‘、
\
＼

温
然
吾
喜
是
春
風

一

個
々
々
是
長
城

④
墨

＊
＊

徳
富
猪
一

郎

新
島
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〈
八
〉

〈
れ
ハ
〉

〈
ハ
〉

〈
候
〉

去
る
廿
一

日、

本
月
六
日
付
之
華
翰
拝
読
仕
候、

然
ル
ニ

愛
兄
二
は
頗
る
弊
社
之
不
都
合
を
御
心
配
被
下
候
段、

万
謝
之
至
二

不
堪

幹

〈
か
〉

事
卜
生
徒
之
問
二

幾
分
力
之
不
都
合
も
有
之
候
得
共、

幹
事
ノ
ミ
之
罪
二

あ
ら
す、

皆
我
輩
一

統
之
手
抜
と
申
し
て
可
な
る
へ
し、

乍
去

・

〈
か
〉

〈
ハ
〉

〈
卜
〉〈
々
〉

同
志
社
之
失
策
と
申
は
幾
分
力
相
談
之
不
行
届
よ
り
生
せ
し
事
二

而、

向
後
は
小
生
幹
事

益

親
密
二

合
談
シ
、

私
共
二

手
抜
ノ
ナ
キ

・
〈
へ
〉

・
〈
ス
〉．

様
注
意
ス
ペ
シ
、

幹
事
モ
皆
其
積
ナ
レ
ハ

向
後
大
二

同
志
社
ノ
体
面
モ
一

新
ス
ペ
シ
ト
希
望
す、

何
卒
一

日
モ
同
志
社
ハ

兄
ノ
御
心
中
ニ

〈
片
〉

〈
を
〉

御
忘
レ
ナ
キ
様、

且
不
絶
御
祈
ア
リ
タ
シ
、

其
分
は
一

通
り
方
付
候
得
共、

別
二

又
不
都
合
を
生
じ
其
か
大
な
る
事
と
相
成
行、

勢
ヒ

・
〈
ハ
〉

止
め
難
く、

遂
二

両
三
名
も
退
校
す
る
事
二

相
成
り
候、

此
上

は
我
翡
益
連
絡
を
通
し、

生
徒
ト
一

致
し
進
歩
を
可
計
候
間、

尚
此
上
も

〈
而
〉

〈
珍
〉

〈
ハ
〉

御
心
添
可
被
下
様
奉
希
候
0
中
島
之
事
ハ

尚
一

応
相
談
可
仕
候
0
青
年
会
二
て
御
出
版
之
御
企
あ
る
よ
し
陳
重
々

、々

何
レ
右
之
義
は
当

〈
ハ
〉

地
兄
弟
教
師
共
と
相
談
可
申
候
0
先
達
而
徳
富、

川
辺、

湯
浅
之
三
氏
は
退
校
之
上
東
京
二

被
参
安
着
之
よ
し
報
知
有
之
候、

其
後
御
面

・

〈
ハ
〉

〈
と
一

所
二
〉

〈
出
〉

．

会
あ
り
し
や、

徳
富
は
家
永
達
明
と
住
み
候
よ
し、

当
地
を
発

す
る
時
小
生
も
三
氏
に
対
し
大
分
見
込
を
申
述、

且
決
し
而
此
道
を
離

〈
へ
〉

〈
れ
〉

れ
さ
る
様
申
置
候
間、

定
而
忘
却
之
憂
な
か
る
べ
し
と
存
候
得
共、

何
分
テ
ン
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
多
き
東
京
な
ら
ば、

何
卒
愛
兄
之
御
咎
顧

を
不
絶
労
し
度
候
0
グ
リ
ー
ソ
氏
之
事
二

付
御
申
越
有
之
小
生
も
甚
困
却
仕
候、

過
般
三
浦
氏
之
入
会
之
節
費
会
二

而
津
田
先
生
を
招
か

〈
ハ
＞

さ
る
は
先
生
よ
り
不
足
を
云
れ
る
も
仕
方
な
し
と
存
候、

グ
リ
ー
ソ
之
一

条
二

至
而
は
津
田
先
生
ハ
一

切
何
人
之
言
も
不
間
入、

之
を
申

^
n
>
 

せ、
は
必
ら
す
絶
交
二

相
威
可
申
候、

津
日
先
生
を
不
正
ト
ハ

難
申、

唯`
‘、
ス
テ
ー
ク
と
申
度
侯、

グ
リ
ー
ソ
氏
に
も
幾
分
か
拙
策
も
有
之

89 

六
月
十
二
日

⑤
森
中
章
光
写、

柏
木
義
円
写

小
崎
弘
道
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＾
ニ
テ
v

^
7
リ
＞

候
問 、

此
郡
ハ
ミ
ス
フ
ォ
ル
チ
ュ
ソ
ト
申
事
か 、

両
問
二

あ
り
小
生
甚
困
却
仕
候 、

此
事
ハ
ト
テ
モ
一

葡
一

タ
ニ
ハ

方
付
屋
徊
匝
候
問 、

―̂-
＞

＾
下
＞

漸
を
以
テ
平
和
を
結
ば
し
め
度
存
居
候 、

何
卒
津
田
先
生
卜

交
る
に
こ

手
抜
無
之
様
被
為
度
奉
願
候 、

小
生
も
先
達
中
よ
り
例
之
脳
痛
ニ

而
大
二

困
却 、

其
故
御
返
亭
も
大
二

延
引
二

候
段
御
免
被
下
度
奉
願
候 、

右
は
為
貴
答
早
々
如
此
候
也

〈
に
ハ
〉

御
母
様
は
如
何、

何
卒
よ
ろ
し
く
御
伝
言
を
乞、

桂
兄
は
如
何、

〈
政
〉

・

〈
を
得
可
＜
候
〉

大
阪
府
之
耶
蘇
教
二

対
す
る
所
分
を
見
る
〔
に〕

足
る

グ
リ
ー
ン
氏
之
事
二

付
御
母
様
ニ
ハ

御
気
之
毒
千
万
津
田
君
を
激
セ
シ
メ
シ
テ
交
ル
モ
又
大
切
ナ
レ
ハ

両
全
之
得
難
キ
ハ

小
生
モ

承
知
仕
候
得
共、

貴
会
よ
り
津
田
二
三
浦
氏
入
会
之
案
内
有
之
候
も
上
デ
キ
ニ

あ
ら
す、

何
卒
向
後
御
亙
二

万
事
注
意、

継
憲
君

御
学
資
之
義
ハ

例
ノ
利
子
も
小
生
之
手
許
二

御
預
リ
申
候
問
御
心
配
二
不
及

小
崎
愛
兄

六
月
十
二
日

女
学
校
女
教
師
雇
入
之
義
数
日
前
相
済
参
申
候、

之
を

以
て

新
島

襄
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先
般
御
着
京
後
早
々
三
君
よ
り
御
安
着
之
御
報
被
下
候
付、

小
生
よ
り
も
一

書
可
呈
之
処、

常
二

多
事
有
之、

如
斯
御
返
事
之
遅
延
二

及
ひ
し
は
甚
不
本
意
之
至、

何
卒
御
海
容
被
下
度
候、

学
校
二

も
去
廿
三
日
よ
り
試
験
初
ま
り、

廿
五
日
二
は
卒
業
式
取
行
ひ
万
事
都
合
よ
く
参
り
候、

乍
然
小
生
二

於
而
は
両
兄
も
共
々
其
式
に
加
わ
ら
さ
る
を

少
し
く
追
憾
と
す
る

也、

ト
ハ

申
而
已
往
を
喋
々
申
す
ハ

男
子
之
恥
る
所
故、

小
生
二

於
而
は
将
来
両
兄
益
御
勤
学
あ
り
而
翼
を
撃
高
く
飛
揚
し
而、

世
之
所

謂
小
政
談
家
或
ハ
間
二

合
セ
之
新
聞
記
者
翡
卜
所
を
同
ふ
せ
す
望
を
共
に
せ
す、

充
分
二

鋭
を
養
ひ
広
く
史
乗
二

亘
リ
深
く
学
術
を
窮
メ
、

を
挽
回
す
る
の
鉄
気
を
以
テ
我
腐
敗
社
会
を
改
良
し
賜
ハ

ん
事、

小
生
之
切
二

君
等
二

望
む
所、

扱
東
京
ニ
ハ

書
生
中
二

も
自
ら
東
京
風

〔

会
〕

漸
染
し
而、

或
ハ

ナ
マ
イ
キ
に、

或
ハ

放
盪
二
、

或
ハ

飲
酒
沈
涌
二
、

其
外
種
々
様
々
な
る
サ
タ
ン
の
好
機
械
あ
り
て
少
年
生
徒
の
勤
学

〔

頓
〕

を
妨
け
る
物
多
々
有
之
候
得
ば、

其
悪
し
き
風
俗
中
二

あ
る
も
少
し
の
鈍
着
も
な
く
意
を
鋭
二

し、

志
を
励
ま
し、

高
く
白
雲
之
上
二

出

ヅ
る
こ
そ
真
男
子
真
丈
夫
と
申
へ

き
也、

近
来
種
々
之
学
術
な
り
技
術
な
り
経
済
な
り
理
学
な
り
政
事
学
な
り
医
学
な
り
神
学
な
り
撰
而

学
ふ
へ
し、

又
学
而
施
す
へ

き
之
秋
な
れ
ば
我
翡
枇
先
と
異
な
り
而
此
好
時
代
二

生
れ
し
ハ

天
父
之
大
恵
と
申
す
へ
き
也、

小
生
荒
之
如

き
は
已
二

正
午
を
過
し
候
者、

君
等
之
狙
き
ハ

今
輝
き
登
る
太
陽
之
姐
き
者
な
れ
ば
後
来
之
楽
し
み
殊
二

多
く、

将
来
之
望
大
な
り、

何

ド
ウ
ト
カ
御
工
風
あ
り
て、

二
拾
四
五
歳
二
至
候
迄
は
琢
磨
を
事
と
し、

一

朝
世
二

出
る
事
を
為
す
時
は
決
而
世
と
共
二

浮
沈
せ
す
百
川

①
神
戸
海
岸
通
リ
三
丁
目

丸
嘉

④
墨

90 

六
月
二
十
九
日

②
東
京
下
谷
区
錬
塀
町
拾
九
番
地

徳
富
猪
一

郎
・

河
辺
鏑
太
郎

不
相
替
之
脳
痛、

加
之
に
同
志
社
休
業
前
非

石
川
金
四
郎
方
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（
憎
ふ
て
は
打
た
ぬ
も
の
な
り
竹
の
雪

卒
此＝
細
之
那
之
為一＿

大
望
を
失
す
る
な
く、

路
に
当
れ
る
テ
ソ。
フ
テ
ー
ツ
3
ソ
之
為
二

大
士心
を
屈
す
る
な
く、

今
日
二

非
ら
す
し
而
他
年

世
を
救
ふ
之
大
目
的
を
立、

何
か
其
を
逹
し
而、

上
は
以
上
帝
之
聖
旨
を
校
成
し、

下
は
以
塗
炭
二
ま
み
る
の
人
民
を
扶
助
し
賜
へ
、

扱
過

被
思
ツ
ナ
ラ
ソ

日

般
西
京
二

而
手
を
別
ち
し
時、

小
生
之
君
等
二

向
ひ
談
せ
し
事
ハ
、

定
而
君
等
に
ハ

余
程
不
愉
快
卜

相

見

候
、

古
語
二

霧
雹、

良
薬

ハ

ロ
に
苦、ソ
ト、

真
な
る
哉
此
言、

縦
令
口
に
苦
し
ト
モ
病
二

益
あ
ら
ば
取
而
飲
む
へ
し、

君
等
二

於
而
大
二

不
愉
快
と
被
思
し
は
唯
々

ロ
中
之
苦
を
味
ひ
而
其
苦
を
憎
み
し
な
ら
ん、

小
生
二

於
少
し
く
君
等
之
中
二

或
る
病
因
之
朋
芽
せ
る
を
見
た
る
に
よ
り、

老
婆
心
之
深

〔

力
〕

き
所
よ
り
君
等
之
喜
ば
さ
る
所
を
申
セ
し
事
な
れ
ば、

君
等
小
生
之
心
緒
を
不
察
知
し
而
怒
ら
ば
怒
り
賜
へ
、

乍
去
君
等
尚
未
夕
少
壮
な

れ
ば
恐
く
ハ

小
生
之
心
中
如
何
を
知
ら
さ
る
へ
し、

他
年
数
星
霜
を
経
し
後
君
等
は
決
し
而
小
生
を
怒
ら
さ
る
へ
し
と
深
く
企
望
す

君
等
を
愛
し
君
等
を
憂
る
の
深
き
よ
り
如
斯
も
な
り
行
き
次
第
な
り、

小
生
二

於
而
は
些
少
も
君
等
と
隔
絶
す
る
心
は
無
之
候、

君
等
少

し
く
察
し
賜
ヘ

〔

マ

マ

り―

0
公
義
二

も
君
等
と
同
行
せ
さ
る
故
を
以
て
君
等
は
定
而
不
平
二

思
召
へ
し
と
推
察
候、

乍
去
公
義
も
小
生
二

対
し
公
義
京
師
を
去
能
ヮ

さ
る
場
合
二

相
成
候
事
な
れ
ば、

君
等
ニ
ハ

彼
を
深
く
御
責
被
下
間
敷
様
仕
度
候、

公
義
も
マ
テ
リ
ア
ル
の
縄
二

非
ら
す、

義
理
之
縄

ニ
テ
支
ヘ
ラ
レ
タ
ル
次
第
な
れ
ば、

君
等
も
彼
の
心
中
如
何
を
察
し
賜
ヘ

0
君
等
東
京
之
教
会
二

御
移
転
之
義
御
志
願
な
ら
ば、

会
衆
協
議
之
上
移
転
書
差
上
申
へ
し

〇
辻〔
家
永
豊
吉〕
君
二

は
其
後
御
不
音
申
上
候、

同
君
は
不
相
替
勤
学
被
致
候
哉、

何
卒
君
等
よ
り
宜
く
御
致
声
被
下
度
奉
願
候

0
小
生
も
津
田
元
親
を
送
り
神
戸
二

参
リ
今
日
は
当
港
二

滞
留
仕
候
故、

旅
店
二

あ
り
少
し
く
暇
を
得
候
問、

不
取
敢
一

書
相
靱
君
等
ニ

呈
せ
ん
卜
す、

願
く
ハ

君
等
も
小
生
之
君
等
を
思
ふ
之
深
き
を
推
察
あ
り
て、

時
ニ
ハ

芳
書
を
御
送
り
あ
り
而
君
等
之
御
進
退
井
東
京
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先
達
而
中
よ
り
二
回
之
御
文
通
被
下
拝
読
仕
候、

陳
者
此
間
は
江
ノ
島
辺
へ

井
不
二
山
へ

御
遊
覧
二

御
出
之
よ
し、

定
而
御
愉
快
之
御
事

と
奉
推
察
候、

何
卒
炎
暑
中
之
事
い
か
に
も
御
加
狸
有
之、

充
分
鉄
を
養
ひ
他
年
飛
揚
之
御
用
意
有
之
度、

乍
遠
方
企
望
仕
居
候、

先
逹

而
神
戸
よ
り
遣
上
候
書
中
琢
磨
之
二
字
二

付
色
々
御
申
越
之
耶
も
有
之
侯
得
共、

小
生
之
琢
磨
と
申
せ
し
ハ

足
下
二

書
虫
と
可
成
と
望
み

し
に
あ
ら
す、

定
而
足
下＇
二
は
御
了
解
も
可
有
之
と
存
侯、

且`
‘、
ー
ソ
ス
ト
ヱ
ソ
ド
の
扉―ー

付
小
生
二

間
違
も
可
有
之
様
被
抑
越
侯
得

91 

之
様
子、

又
小
生
楚
之
心
得
と
相
成
候
様
な
る
事
件
ハ

御
知
ら
せ
被
下
度
奉
願
候、

右
は
為
貴
答
如
此
候
也

小
生
も
明
日
は
岡
山
二

参
る
積
り、

何
レ
六
七
日
以
内
二

帰
京
す
へ
し、

市
原
兄
も
近
々
東
海
道
を
通
り
上
京
す
へ
し

七
月
二
十
一

日

徳
富
猪
一

郎

両
君

河
辺
銅
太
郎

ハ
月
廿
九
日

①
西
京

②
東
京
神
田
区
表
神
保
丁
二
番

樫
田
方

④
墨

兄
二
托
ス
」

徳
富
猪
一

郎

⑥
封
筒
裏
書
「
湯
浅
治
郎

新
島

襄
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分

共、

是
も
足
下
二

於
而
誤
解
は
あ
る
ま
し
と
信
す、

故
二

小
生
二

於
而
は
再
ひ
右
之
事
ハ

弁
解
不
仕
候、

何
卒
ヱ
ソ
ド
に
逹
す
る
に
ミ
ー

ン
無
か
る
へ
か
ら
す、

又
ミ
ー
ン
を
用
ゆ
る
に
順
序
無
か
る
へ
か
ら
す、

一

級
よ
り
一

級
に
進
み
充
分
之
御
用
意
あ
り
而、

他
年
我
輩
を

し
而
足
下
之
雲
上
二

飛
揚
す
る
を
仰
き
見
せ
し
め
ば、

小
生
二

於
而
も
実
二

喜
欣
満
足
せ
ん、

今
回
安
中
湯
浅
君
大
坂
之
大
親
睦
会
二

被

参、

東
帰
之
序
一

書
相
認
同
氏
に
托
し
貴
答
と
す、

願
く
は
乱
文
を
恕
し
賜
ヘ

七
月
廿
一

日

家
永、

＊

川
辺
二
君
二

も
よ
ろ
し
く
御
致
声
を
乞
フ、

過
般
大
久
保
兄
よ
り
一

書
到
来
仕
候、

兄
は
大
分
小
生
を
怒
り
居
る
様
子、

右
様
誤
解
に
及
ひ
し
は
甚
不
都
合
之
至
な
り、

定
而
足
下
二

も
小
生
之
事
二

付、

何
か
申
上
事
ト
ハ

推
察
仕
居
候、

何
卒
同
兄
ハ

ャ
、
モ
ス
ル
ト
過
激
二

亘
る
之
憂
も
有
之
候
ハ
ヽ
、

何
卒
御
注
意
被
下
度
奉
願
候
0
大
久
保
氏
よ
り
之
手
紙
御
笠
二

呈
す、

御
一

覧
之
上
御
返
却
を
乞

徳
富
猪
一

郎
君

新
島

襄
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前
略
御
免、

陳
者
其
後
御
地
之
娯
況
は
如
何、

定
而
進
歩
之
色
を
呈
せ
し
事
と
奉
存
候、

先
達
て
伊
勢
兄
よ
り
来
信
有
之、

何
か
御
地
の

一

少
年
に
し
て
増
田
雅
太
郎
と
申
者
同
志
社
入
校
志
願
之
よ
し、

乍
去
家
乏
し
く
何
分
学
股
ハ

尽
差
出
す
事
ニ
ハ

難
相
成
よ
し
被
申
候、

乍
然
其
少
年
二

付
事
情
未
ク
不
分
朋
之
所
有
之
候
間、

同
人
は
年
齢
幾
何、

十
三
歳
以
上
二

候
哉、

漠
学
之
カ
ハ

如
何、

日
本
外
史
等
講

釈
旧
来
候
哉、

同
士心
社
試
験
合
格
之
者
に
侯
哉、

克
々
餌
穿
塁
被
下
度
候、

余
り
年
少
に
て
摸
学
之
力
も
不
充
分
ナ
レ
ハ

今
一

年
も
見
合

93 

八
月
十
日

九
月
一

日

92

八
月
十
日

＊

川
本
政
之
助

⑤
森
中
章
光
写

②
大
坂
北
区
富
島
町
拾
六
番
地

徳
富
猪
一

郎

篠
原
通
寿
方

過
日
御
投
与
之
御
書
面
に
依
れ
ば
兄
ハ

第
二
公
会
よ
り
御
退
会
被
成
度
旨、

何
分
小
生
二

於
而
は
了
解
仕
兼
候
間、

帰
路
道
を
西
京
に
柾

け
小
生
を
御
尋
被
下
度
奉
願
候、

何
レ
其
節
線
々
御
面
談
可
仕
候
間、

臥
而
御
来
尋
を
奉
希
候

③
は
が
き

④
墨

新
島

迎
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94 

可
申
候

セ
度
候、

乍
然
年
齢
も
よ
く
且
つ
学
力
も
有
之
候
而
家
よ
り
も
月
々
幾
分
力
必
ら
ず
扶
助
出
来
候
等
之
事
槌
二
徊
突
留
メ、

n
説
ア
ル
カ
U

り
て
他
年
成
業
之
あ
る
人
物
な
ら
ば
入
校
を
御
勧
被
下
度
奉
存
候

右
之
段
至
急
得
貴
意
如
此
候
也

若
し
充
分
之
見
込
あ
り
候
ハ
、

入
校
差
許
可
申
候
得
共、

川
本
愛
兄

九
月
一

日

九
月
二
十
一

日

①
西
京
寺
丁
通
丸
太
丁
上
ル

④
毛
筆
（
赤
イ
ソ
ク
）

徳
富
猪
一

郎
万
一

少
し
も
怠
情
に
陥
り
不
勉
強
二

相
成
候
事
有
之
候
ハ
、

速
二

御
断

②
東
京
神
田
表
神
保
町
二
番
地

樫
田
雅
殿
方

其
後
打
絶
鄭
書
を
不
呈
候
に
如
斯
華
翰
投
与
二

預
し
ハ

汗
顔
之
至、

兼
て
御
滞
坂
中
御
委
頼
之
事
二

付
至
急
可
合
談
筈
之
処、

是
も
何
か

是
迄
其
儘
二

為
し
置
き
し
ハ

小
生
吐
か
ん
と
欲
し
而
吐
き
不
能
情
実
之
あ
る
あ
り、

遂
二

日
一

日
を
送、

如
斯
延
引
二

相
成
候、

何
レ
近

新
し
ま

且
学
オ
も
有
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右
は
為
費
答
早
々
如
此
也

九
月
二
十
一

日

徳
官田
猪
一

郎
君

へ

き
事
ハ

無
御
遠
慮
御
忠
告
を
仰
き
度
奉
存
候

と
老
婆
心
之
深
よ
り
痛
心
す
る
な
り

近
右
之
事
件
ハ

何
と
か
決
定
可
仕、

新
島

襄

且
其
後
筆
を
把
而
一

書
を
呈
せ
ん
せ
し
か
ど
も、

何
か
筆
之
動
き
難
き
情
実
も
あ
り
荏
再
今
日
二

至

〔

会
い

兄
之
曽
西
京
を
発
す
る
や、

僕
二

約
し
而
日、

公
会
ヘ
ハ

必
ラ
ス
出
ス
ベ
シ
ト
、

然
る
に
未
夕
数
月
を
も
経
過
せ
さ
る
に
東
京
之
公
教
ニ
モ

御
出
席
ナ
ク、

加
之
当
会
よ
り
御
退
会
之
事
ト
ハ

余
リ
約
シ
テ
速
二

約
二

違
ふ
に
似
た
り、

是
小
生
之
君
之
向
来
之
キ
ャ
レ
ク
ト
ル
を
成

*

0

0
 

0
 
0
 

0
 

0
 

0
 
0
 

0

し
立
ツ
ル
ニ

何
等
之
影
況
を
生
す
へ

き
や
と
大
二

痛
心
す
る
所
也、

一

諾
不
変
ハ

男
子
之
常
な
る
を、

如
斯
速
二

氷
解
霧
散
せ
シ
む
る
者

0

0

0

 0
 
0
 

0
 

0
 

ハ
、

兄
ニ
ハ

必
ら
す
見
る
所
あ
る
を
然
ス
ル
な
る
へ

け
れ
共、

如
斯
一

約
一

諾
を
易
々
然
と
し
て
変
す
る
は
大
丈
夫
之
大
二

取
ツ
る
所
な

る
へ
し
と
確
知
す、

兄
幸
二

僕
二

向
ひ
御
弁
解
あ
ら
は
幸
甚、

如
斯
兄
之
御
弁
解
を
要
せ
ば
何
に
か
兄
之
非
を
駁
す
る
に
似
た
れ
共
決
し

而
不
然、

僕
之
大
二

兄
二

望
む
所
あ
れ
ば、

兄
を
し
て
若
約
諾
を
軽
す
る
之
癖
あ
ら
ば
他
年
青
雲
を
期
す
る
の
日
に
大
二

関
係
あ
る
へ
し

史
乗
を
読
み
事
を
知
る
ハ

易
し、

己
之
キ
ャ
レ
ク
ト
ル
を
成
立
し
而
決
し
而
之
を
勿
卒
二

な
す
へ
か
ら
す、

兄
之
書
状
二
よ
れ
ば
兄
は
決

し
而
当
時
流
行
之
名
利
を
射
る
之
輩
に
あ
ら
さ
る
を
知
る、

何
卒
僕
之
兄
二

望
む
所
を
し
而
其
点
ヲ
達
せ
し
め
ば
幸
甚

別
紙
御
忠
告
之
段
多
謝
之
至、

何
レ

僕
等
可
成
丈
注
意
い
た
し
散
校
之
進
歩
を
可
計
候、

且
漢
学
科
も
不
遠
設
置
之
積、

同
志
社
生
徒
之

は
仕

自
負
心
之
点
二

は
僕
も
着
目
し
を
り
候
得
は
何
レ
此
点
二

も
精
々
注
意
す
へ
し、

如
斯
東
西
所
を
異
二

す
る
共
何
な
り
僕
之
心
得
と
な
る

リ
〔
シ
〕
ハ

多
罪
々
々
万
恕
な
し
賜
ヘ
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兄
ヲ
賞
讃
ス
ル
者
ノ
ミ
ヲ
以
テ
兄
ノ
良
友
卜
認
ム
勿
レ

再
白

伊
勢
兄
も
幸
二

来
京
す、

御
書
ハ

同
兄
二

相
渡
申
候、

富
士
山
之
図
景
御
恵
投
二

預
難
有
落
掌
仕
候、

定
而
其
行
ハ

御
愉
快
と
蓬

察
仕
候

辻
君、

大
久
保
兄
二

も
御
序
あ
ら
ば
よ
ろ
し
く、

河
辺
君
ハ

横
浜
二

移
ら
れ
し
よ
し

187 



一

月
四
日

お
初
様

新
島

一

筆
申
上
候、

然
は
皆
々
様
御
機
嫌
克
新
年
を
御
迎
被
成
候
事
と
御
目
出
度
奉
存
候、

扱
私
御
地
参
上
之
節
ハ

度
々
御
越
し
被
下、

色
之
御
恵
投
物
を
戴
き
何
と
も
御
気
之
毒
二

奉
存
候、

何
卒
御
前
様
よ
り
御
母
様
へ
よ
ろ
し
く
御
礼
御
述
被
下
度
奉
願
上
候、

私
事
も
帰

京
後
種
々
の
用
向
の
み
有
之
大
二

御
不
音
仕
候
段
真
平
御
免
被
下
度
候、

唯
今
は
女
学
校
二

も
別
段
替
り
事
な
く
候
得
共
生
徒
は
少
し
く

相
減
申
候、

拙
宅
二

も
旧
二
よ
り
神
の
御
恵
之
下
二

越
年
候
間、

御
休
意
被
下
度
候、
八
重
事
も
其
後
色
々
の
用
向
二

而
日
を
送
り
御
不
沙

汰
致
し
候
段
申
居、

私
よ
り
宜
し
く
申
上
候
様
頼
入
申
候、

何
卒
一

日
も
主
基
督
は
御
忘
な
く
色
々
□
□
御
困
却
又
迫
害
に
逢
候
度
毎
に

層

は
御
喜
ひ
あ
り、

主
之
為
二

如
期
あ
る
と
思
召
一

□
御
信
仰
之
相
進
候
様
精
々
小
生
二

も
祈
居
候、

右
は
取
急
御
礼
労
申
上
候、

早
々
以
上

裏

⑤
複
写

95 

一

月
四
日

明
治
十
四

＊

徳
富
初
子

（
一

八

八
一
）

又
色
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新
藷
目
出
度
奉
賀
候 、

陳
者
小
生
帰
京
後
早
々
一

書
可
呈
筈
之
処 、

帰
宅
之
上
色
々
の
用
事
溜
り

居
り

段
々
片
付
居
候
内
二

、
又
々
伝
道
上

(

-R
)
 

ニ

関
リ

去
月
下
旬
中
彦
根
辺
迄
出
張
候
次
第 、

彼
是
以
大
御
不
音
二
相
成
候
段
本
意
二

背
き
た
る
也 、

去
々
月
念
十
七
付
之
貴
書
拝
見
仕

＊
＊

り
段
々
御
面
談
申
候
学
校
之
一

件
二

付
御
申
越
も
有
之 、

直
二

事
も
運
兼
候
よ
し 、

御
地
二

而
も
ト

テ
モ
直
二
事
ハ

揚
け
兼
可
申
候
得
共 、

何
卒
御
地
之
有
志
輩
二

而
是
非
教
育
ハ

御
尽
力
あ
り

度
事
也 、

小
生
も
帰
京
後
段
々
尽
力
候
得
共 、

何
分
米
国
伝
道
社
井
当
地
之
宣
教
師

之
主
義
ハ

伝
道
一

方
な
れ
は 、

決
而
熊
本
学
校
之
為
ニ
―

切
賛
成
致
さ
4
る
也 、

何
卒
御
地
二

而
少
年
之
俊
オ
を
よ
ろ
し
く
導
き
天
下
有

為
之
大
人
と
な
し
度
事
は
小
生
之
弥
々
御
地
二
望
む
所
也 、

何
卒
向
後
も
御
地
之
有
志
輩
二

御
計
リ

此
事
ハ

是
非
相
成
侯
様
仕
度
も
の
也

96 

〔
ウ
ハ

揖
u

「
徳
富
お
初
様

一

月
四
日

〔

ル
〕

①
西
京
寺
町
丸
太
町
上
口
百
四
拾
番
地

ソ

ク
）

＊
 

徳
富
猪
一

郎

襄
よ
り
」

c
次
U

猪
一

廊
様―ー
は
一

書
差
上
候
得
共 、

尚
侮
前
様
よ
り
も
徊
両
親
様
初
健
治
郎
君
二
よ
ろ
し
く

②
熊
本
県
下
託
摩
郡
大
江
村

④
毛
筆
（
赤
イ
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〈
へ
さ
〉

〈
珍
＞

去
三
十
一

日
付
之
芳
墨
奉
拝
読
候、

陳
者
厳
父
様
初
御
一

統
新
年
を
迎
は
せ
ら
れ
候
よ
し
陳
重
々

、々

＾
に
＞

＾
の
＞

＾
被＞
＾
し
＞

＾
鉢
に
＞

＾
な
＞

御
遊r
打
な
り
充
分
二

鋭
を
質
養
ひ
の
よ
し、

彼
之
ギ
リ
ツ
ヤ
人
之
相
申
侯
に
壮
体
二

強
脳
力
あ
り
と、

97 

此
度
森
田
兄
も
二
三
ヶ
月
間
伝
道
之
為
御
地
へ

御
越
シ
ニ

相
成
近
々
発
足
可
仕
候

当
地
二

而
下
村
兄
志
願
返
事
も
不
運
甚
気
之
毒
二

奉
存
候、

何
卒
同
人
志
願
之
相
達
候
様
仕
度
候
得
共、

唯
今
之
所
で
は
別
二

良
工
風
も

大
二

失
望
仕
居
候

乍
憚
尊
大
人
様
初
御
一

統
様
へ

宜
し
く
御
致
声、

小
生
之
為
新
年
之
祝
詞
御
述
被
下
度
奉
願
上
候、

早
々
頓
首

二
月
七
日

徳
富
猪
一

郎
愛
兄

⑤
森
中
章
光
写、

柏
木
義
円
写

＊
＊

蔵
原
惟
郭

小
生
も
兄
之
為
二

祈
事
ハ

怠
リ
不
申、

何
卒
小
生
之
為
に
も
祈
薦
し
賜
ヘ

茂
原、

今
村
両
氏
二

面
会
を
得
さ
り
し
ハ

遺
憾
之
至
也

一

月
四
日

ヘ
に
〉

〈
郷
＞

〈
に
V

別
而
愛
兄
二
は
御
帰

後
山
野
ニ

何
卒
充
分
御
加
養
身
体
を
御
壮
健

⑥
森
中
写
に
よ
れ
ば、

原
本
は
赤
イ
ソ
ク
書
と
あ
る。

新
島

襄
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＾
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v

 

ニ

被
成
候
様
奉
企
望
候、
当
地
替
る
耶
な
し、
今
壱
年
生
は
二
拾
八
人
と
相
成
候
而
至
極
勉
強
も
被
致
候、

且
他
級
生
も
皆
々
触
強
さ
れ
候

＾
に
＞

＾
に
V

.̂‘
>

間、

小
生
も
大
二

楽
し
み
居
候、

偏
二

他
日
為
す
あ
る
の
人
物
相
起
候
事
真
神
に
祈
薦
仕
居
候、

若
し
蘇
谷
二

少
年
有
志
輩
有
之
候
ハ
、

〈
け
＞

出
京
さ
れ
候
様
御
勧
有
之
度
候、

先
達
而
東
京
之
中
村
先
生
よ
り
も
或
る
奏
任
官
之
息
子
一

人
同
志
社
之
教
育
を
受

さ
せ
度
も
の
と
申

〈
の
〉

来
候、

乍
去
此
一

人
ハ

放
蕩
無
頼
父
母
も
困
却
之
よ
し、

右
様
之
人
物
ハ

随
分
同
志
社
之
厄
介
物
と
も
可
相
成
候
得
共、

可
相
成
は
教
化
い

〈
に
て
は
〉

〈
御
〉

〈
に
て
〉

た
し
度
も
の
と
存
候、

乍
去
何
卒
蘇
谷
ョ
リ
ハ

他
日
非
常
之
人
物
と
も
相
成
候
少
年
を
ハ

見
立、

御
郡
き
あ
り
た
き
も
の
也、

我
国
二

は

〈
生
〉

〈
に
〉

〈
れ
〉

〈
の
〉

当
今
才
子
学
士
乏
し
き
二

あ
ら
す、

唯
己
を
捨、

身
を
忘
レ
真
実
国
を
愛
す
る
之
先
｝導
者
二

乏
し
き
也、

小
生
之
切
二

望
む

所
ハ

他
な

〈
に
〉

〈
赴
〉

〈
て
〉

此
鹿
敗
二

趣
＜
我
悪
風
俗
を
挽
回
し、

之
を
改
良
し

之
を
し
て
真
之
文
化
二

進
ま
し
む
る
二

あ

我
翡
兄
弟
之
此
大
任
二

当
リ、

〈
の
〉

り、

利
己
主
義
之
学
問
ハ

唯
己
一

人
を
利
す
る
二

あ
り、

卑豆
永
く
国
家
を
利
し
得
ん
や

〈
の
〉

〈
に
〉

〇
去
廿
九
日
ニ
ハ

同
志
社
運
動
二

而
花
岡
山
第
五
記
念
会
を
催
し、

秀
逸
之
詩
歌
あ
り
讃
美
歌
あ
り
演
説
あ
り、

実
二

目
覚
ま
し
き
盛
会

〈
に
て
〉

〈
御
〉

〈
は
〉

ニ

有
之
候、

市
原
兄、

愛
兄
之

不
在
を
残
念
二

存
候
ノ
ミ
0
小
生
も
御
地
に
参
上
之
節
ハ

不
図
も
尊
大
人
之
厚
き
御
遇
接
を
蒙
り、

色

色
御
馳
走
二

相
成
り、

又
々
大
兄
ニ
ハ

蘇
山
之
頂
上
迄
御
送
り
被
下
候
段
御
好
意
之
至
り、

帰
宅
後
時
々
蘇
谷
之
話
を
致
申
候
〇
尊
大
人

〈
は
〉

〈
に
〉

よ
り
唐
黍
之
粉
御
遣

し
の
よ
し、

何
れ
着
次
第
其
運
賃
等
差
上
可
申
候
0
柏
木
氏
は
当
時
同
志
社
二

而
少
年
二

漢
学
を
教
へ

少
々
之
支

給
を
受
取
居
候
間、

御
安
心
可
被
下
候、

小
生
も
同
氏
ニ
ハ

大
分
見
込
を
置
申
候、

此
外
種
々
申
上
度
侯
得
共、

小
生
も
此
両
三
日
前
よ

〈
く
〉

り
少
々
風
邪
二

而
媛
室
二

幽
居
仕
居
候
間、

弦
二

而
筆
を
止
む、

何
卒
御
加
養
専
一

早
々
御
帰
校
あ
ら
ん
事
を
企
望
す、

早
々
頓
首

し、

二

月
七
日

新
島

襄

191 



98 

〈
二
〉

〈

所
〉

尊
大
人
初
皆
々
様
二

宜
し
く
御
致
声
被
下
度
奉
願
上
候、

小
生
二

御
托
之
金
子
四
円
ハ

帰
京
之
上
郵
便
為
替
と
な
し
差
上
候
処、

〈

面
〉

何
之
御
沙
汰
も
無
之
候、

其
金
子
ハ

最
早
御
落
手
二

相
成
候
哉
奉
伺
候、

此
一

片
紙
ハ

西
京
郵
便
局
よ
り
之
書
留
之
請
取
証
也

〈

廓
〉

蔵
原
惟
郭愛

兄

二
月
七
日

大
阪
教
会
諸
愛
兄
姉

⑤
写
真
（
日
本
基
督
教
団
大
阪
教
会）

＊

来
九
日
二

は
弥
費
会
二

而
新
教
師
按
手
礼
式
を
御
修
行
之
由
兼
而
御
報
知
二

預
リ、

新
島

且
又
其
式
に
加
ハ
リ
最
初
之
祈
蒻
を
為
せ
と
之
費
命

も
蒙
り
候
間、

必
ら
す
参
上
可
仕
卜
楽
し
み
居
候
処、

不
図
も
此
両
三
日
前
よ
り
少
々
風
気、

加
之
に
持
病
之
ル
ー
マ
チ
ス
を
以
テ
し
不

得
止
事
媛
室
二

幽
閉
仕
居
候
間、

乍
残
念
も
今
回
参
上
ハ

難
相
成
御
座
候、

右
二

付
当
地
三
教
会
よ
り
小
生
之
代
リ
ニ

宮
川
兄
を
差
出
候

事
二

相
定
申
候
故
二
、

同
兄
よ
り
我
猥
二

代
リ
今
回
之
祝
詞
を
陳
述
可
仕
と
存
候
得
共、

小
生
は
費
会
二

特
別
之
関
係
あ
り
し
者
二

候
得

は、

更
ニ
一

書
相
認
メ
同
兄
二

托
し
小
生
不
参
之
御
断
を
申
上、

芳
今
回
牧
師
御
撰
挙
之
祝
詞
を
呈
す、

頓
首
敬
白

二
月
七
日
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別
紙
封
入
之
金
子、

乍
些
少
今
回
之
御
祝
儀
と
し
而
相
呈
候
間、

御
採
納
被
下
候
ハ
、

幸
甚

三
月
七
日

前
略
御
免、

陳
者

過
般
長
田
氏
之
事
二

付
云
々
御
申
越
之
御
答
一

寸
差
上
置
候
得
共、

其
後
篤
卜
勘
考
又
々
兄
弟
共
協
議
仕
候
処、

長
田

氏
二

於
テ
改
悔
候
ハ
ヽ
、
一

卜
先
岡
山
二

帰
県
可
仕
か
上
策
な
ら
ん
と
存
候、

先
般
金
森
よ
り
も
一

書
来
り、

同
人
義
真
二

改
悔
候
ハ
、
‘

是
迄
通
リ
交
通
申
度、

且
再
ヒ
同
志
社
二

入
る
も
同
兄
ニ
ハ

更
二

妨
な
し
と
申
来
候
間、

必
ら
す
岡
山
之
兄
姉
ハ

同
氏
之
帰
県
を
拒
ま
さ

る
べ
し、

同
氏
よ
り
充
分
改
悔
之
事
情
申
置、

岡
山
兄
姉
二

帰
県
許
容
相
成
候
様
委
頼
有
之、

其
上
一

卜
先
帰
県
し
又
其
上
二

而
西
京
ニ

来
ル
な
り、

又
し
て
東
京
二

赴
く
な
り、

何
と
か
相
決
候
事
が
至
極
順
当
之
事
と
存
候、

万
一

長
田
氏
も
今
尚
帰
県
を
嫌
候
ハ
、

彼
之
改

悔
も
疑
へ
し、

左
す
れ
は
一

卜
先
帰
県
す
る
に
如
く
は
な
し
と
存
候、

右
之
事
二

付
テ
ハ

既
二

金
森
方
へ
申
通
置
候
間、

定
而
不
同
意
ハ

あ
る
ま
じ
く
と
存
候
間、

至
急
帰
県
を
許
す
や
否
之
処、

岡
山
迄
兄
又
ハ

同
氏
よ
り
御
懸
合
有
之
候
が
上
策
か
と
も
存
候、

不
取
敢
此
段

申
上
候、

且
愛
兄
御
一

身
上
二

付
御
相
談
之
一

件
ハ

小
生
唯
今
何
と
も
御
忠
告
ハ

申
上
兼
候、

如
何
と
な
れ
ば
前
後
左
右
を
顧
候
ヘ
ハ

大

99 

大
阪
教
会

諸
愛
兄
姉
御
中

＊

 

海
老
名
喜
三
郎

⑤
柏
木
義
円
写
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100 

伝
道
会
社
集
会
之
義
ハ

何
レ
七
一

紙
上
二

相
掲
可
申
候

海
老
名
喜
三
郎
兄

ニ

困
却
す
る
の
み、

何
レ
来
五
月
伝
道
会
社
之
集
リ
ニ

御
来
臨
之
節
迄
御
延
期
あ
り
て
ハ

如
何、

其
節
諸
方
ノ
兄
弟
も
可
来
会
候
間、

其

節
御
決
定
相
成
候
而
ハ

如
何、

乍
去
男
児
之
一

タ
ヒ
決
意
セ
シ
処
他
人
ノ
左
右
す
る
所
二

非
ら
す、

兄
に
し
て
尤
真
神
二

使
る
の
良
法
卜

思
召
さ
ば
断
乎
卜
之
を
行
ふ
の
み、

幾
他
人
之
忠
告
を
待
っ
へ
け
ん
や、

又
小
生
翡
喋
々
之
御
忠
言
申
候
ト
モ
兄
二

而
断
乎
之
決
意
あ
ら

ば
決
し
而
之
を
聞
か
さ
る
へ
し、

乍
去
此
事
ハ

兄
之
級
中
之
兄
弟
卜
計
リ
テ
ハ

如
何
卜
存
候、

右
ハ

為
貴
答
如
此
候
也

三
月
七
日

三
月
十
二
日

④
コ
ソ
ニ
ャ
ク
版

一

書
拝
啓
仕
候、

陳
者
此
度
御
地
方
よ
り
同
志
社
へ
速
成
生
徒
御
遣
シ
被
成
候
ハ
、

牧
師
或
ハ

伝
道
師
方
二

御
心
得
之
為
申
上
置
度
条
件

左
之
通

＊

 

〔
牧
師
・

伝
道
師
〕

0
長
田
氏
之
代
リ
ニ

別
二

会
社
よ
り
送
る
へ
き
人
な
し、

之
を
送
る
の
責
ナ
キ
ニ

非
ス
、

送
る
へ
き
人
な
き
に
よ
る
也

新
島

襄
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明治14年

一

速
成
神
学
科
入
学
志
願
ノ
者
ハ

成
ヘ
ク
丈
其
費
月
等
自
弁
ス
ル
カ、

又
ハ

其
地
方
公
会
又
ハ

教
友
ョ
リ
支
弁
ス
ル
カ、

自
助
ノ
方
法
相

立
候
様、

牧
師
又
ハ

伝
道
師
ョ
リ
徊
尽
力
有
之
度
候、

若
ッ
半
額
或
ハ

全
額
ノ
扶
助
ヲ
同
志
社
ョ
リ
要
求
ス
ル
者
ハ
、

牧
師
伝
道
師
ョ

リ
其
情
実
ヲ
陳
述
シ
、

其
ノ
人
ト
ナ
リ
信
仰
等
ヲ
保
証
セ
ン
為
一

ノ
御
添
書
有
之
度
候、

若
ッ
右
之
御
添
書
無
之
ト
キ
ハ
、

学
費
扶
助

―
―

地
方
ノ
牧
師
又
伝
道
師
ニ
シ
テ
入
学
志
願
ノ
御
方
ハ
、

学
費
自
弁
ナ
リ
又
ハ

当
校
ョ
リ
扶
助
ヲ
要
求
ス
ル
ナ
リ
予
メ
御
照
会
有
之
度

候、

若
シ
其
地
方
近
傍
二

在
留
ノ
宣
教
師
ア
ラ
ハ

其
者
ト
一

応
御
相
談
ノ
上、

当
校
迄
御
照
会
被
下
度
候

一

縦
令
当
校
ノ
扶
助
ヲ
要
セ
サ
ル
ト
モ、

一

ノ
御
紹
介
書
有
之
度
候

明
治
十
四
年
三
月
十
二
日

入
学
志
願
ノ
者
ハ

予
メ
御
照
会
ア
ル
ナ
リ、

一

将
来
望
有
之
候
人
物
御
見
立
ノ
上
入
校
御
勧
被
下
度
候、

尤
費
用
自
弁
ノ
者
ハ

此
限
ニ
ア
ラ
ス

一

入
学
志
願
ノ
御
方
何
ナ
リ
御
尋
ノ
義
有
之
候
ハ
、

無
御
遠
慮
小
生
迄
御
照
会
被
下
度
候

〔
裏
面
・

鉛
筆〕

C
riti
q
u
e
 o
n
 
B
u
c
kl
e
 ci
vili
z
ati
o
n
 

ヽヽ

o
n
t
h
e
 
Mi
ll
s
 

t
ru
e
 
X
n
 e
v
ol
uti
o
n.
 

C
ri
t.
 o
n
 
D
a
r
wi
ni
s
m.
 

ノ
義
ハ
一

切
御
断
可
申
上
候

同
志
社

新
島

襄

又
入
校
ノ
ト
キ
ナ
リ
其
ノ
人
ト
ナ
リ
等
保
証
ノ
為
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一

書
拝
啓
仕
候、

陳
者

今
回
速
成
神
学
御
修
行
之
為
同
志
社
へ

御
来
校
ノ
諸
兄
ハ
、

左
之
条
件
御
心
得
有
之
度
候

一

該
科
入
学
志
願
ノ
諸
兄
ハ

成
丈
ケ
其
費
用
自
弁
ス
ル
カ、

又
其
地
方
ノ
公
会
或
ハ

教
友
ョ
リ
支
弁
ス
ル
カ、

自
助
ノ
方
法
相
立
候
様
御

尽
力
有
之
度
候、

縦
令
自
費
ノ
生
徒
ク
リ
ト
モ
該
科
志
願
ノ
諸
兄
ハ
、

其
地
方
ノ
伝
道
師
又
ハ

牧
師、

或
宣
教
師
ョ
リ
予
御
照
会
ア
ル

ナ
リ、

又
ハ

御
来
校
ノ
ト
キ
ナ
リ
一

ノ
御
紹
介
書
徊
持
参
有
之
度
候、

若
シ
半
額
ナ
リ
又
ハ

全
額
ナ
リ
同
志
社
ノ
扶
助
ヲ
要
ス
ル
諸
兄

ハ
、

其
J
牧
師
又
ハ

伝
道
師
ョ
リ
其
情
実
ヲ
諌
述
ッ、

其
J
人
ト
ナ
リ
ヲ
保
証
セ
ソ
為
伺
毅
書
有
之
度
候、

若
、ソ
右
之
御
薬
書
無
之
卜

101 

三
月

④
コ
ソ
ニ
ャ
ク
版

＊

〔
速
成
神
学
科
志
願
者
〕

H
o
w
 t
o
 st
u
d
y.
 

H
o
w
 t
o
 rea
d
ー

w
or
k
i
n
 or
der.
 

Histor
y
 h
o
w
 to
 st
u
d
y.
 

E
n
g
l.
 
W
h
ose
 is
 t
h
e
 b
est
 

Gr
ee
n
 
H
u
m
e
 

K
ni
g
hts,
 

M
ac
h
a
ul
ys
 

Li
v
es
 of
|

W
h
a
t

 

best
 o
n
 
H
ar
m
o
n
y.

o
n
 E
d
u
ca
ti
o
n.

H
o
w
 to
 st
u
d
y
 t
h
e
 j
uris
pr
u
de
nc
e.
 

W
h
os
e
 b
o
o
ks
 t
o
 rea
d
 

ーi
n
or
der.
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明治14年

過
般
貴
書
御
投
与
二

預
候
処、

御
令
弟
学
資
之
義
二

付
御
委
頼
之
云
々
存
承
仕

候、

四
月
分
之
兄
之
月
給
よ
り
相
引
ぎ
御
渡
し
申
候
間、

何
レ
御
出
京
之
節
逐
一

入
御
覧
可
申
候、

兄
之
御
婚
姻
之
義
二

付、

小
生
之
出

処

京
之
事
あ
る
否
を
御
尋
有
之
候
得
共、

小
生
二
は
当
時
さ
し
た
る
用
向
も
無
之、

出
京
ハ

仕
兼
候、

兄
之
御
婚
姻
之
席
二

出
頭
難
成
は
遺

n
と
脱
力
〕

憾
な
り
雖、

又
不
得
止
次
第、

上
野
氏
よ
り
も
縁
組
相
談
之
相
叶
候
よ
し
申
越
呉
候、

当
年
ハ

如
何
な
る
目
出
度
年
ゾ、

教
友
中
二

大
分

102 

大
二

御
返
事
之
延
引
仕
候
段
臥
而
御
海
容
被
下
度
候、

四
月
七
日

①
西
京
寺
丁
通
丸
太
丁
上
ル

小
崎
弘
道

一

格
別
望
ノ
ナ
キ
者
卜
雖、

自
賀
生
ナ
レ
ハ

拒
絶
ス
ル
ニ

不
及
候

牧
師、

伝
道
師
迄
御
心
得
ノ
為
願
置
度
キ
事

キ
ハ

学
費
扶
助
ノ
義
ハ
一

切
徊
断
可
申
上
候

一

牧
師
又
ハ

伝
道
師
ニ
シ
テ
入
学
志
願
ノ
諸
兄
ハ
、

学
費
自
弁
ナ
リ
又
扶
助
ヲ
要
ス
ル
ナ
リ
予
メ
当
校
へ

御
照
会
有
之
度
候

十
四
年
三
月

同
志
社

新
島

一

伝
道
又
聖
書
売
志
願
ノ
者
ナ
リ
克
々
御
注
意
ノ
上、

向
来
望
ノ
有
之
者
ヲ
御
勧
メ
御
遣
シ
被
下
度
候

②
東
京
々
橋
南
鍛
冶
丁
三
十
四
番

④
毛
筆
（
赤
イ
ソ
ク
）

襄
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四
月
冊
13

JII
本
政
之
助
様

前
略
御
免、

然
は
今
回
五
月
分
金
八
円
御
便
送
申
上
候
間、

御
落
手
可
被
下
候、

右
は
得
費
意
如
此
也

103 

小
崎
愛
兄

四
月
七
日

四
月
三
十
日

川
本
政
之
助

⑤
森
中
章
光
写

⑥
森
中
写
に
よ
れ
ば、

原
本
は
赤
イ
ソ
ク
書
と
あ
る。

喜
欣
之
至
二

不
堪、

新
島

襄

新
島

襄

色
々
卜
御
工
風
有
之
少
し
も
該
社
之
進
歩
を
要
し
度

目
出
度
事
有
之
候
〇
伝
道
会
社
集
会
二

は
御
来
臨
之
よ
し、

候、

且
其
節
二

は
諸
方
よ
り
教
友
も
相
集
候
得
は、

都
合
い
た
し
当
地
二

而
も
耶
蘇
教
大
説
教
会
相
催
度
存
居
候、

日
限
も
近
々
相
定
め

＊
＊
 

七
―
二

も
御
報
告
可
申
上
候、

此
度
は
速
成
課
生
徒
も
二
十
八
人
程
来
校
仕、

且
過
半
ハ
セ
ル
フ
ソ
ポ
ル
ト
ニ

御
座
候
而、

教
会
之
大
ニ

間

進
歩
を
証
す
る
二

足
卜
存
候、

先
日
岡
田
兄
よ
り
一

書
到
来
候
処、

何
分
多
忙
中
返
詞
二

も
延
引
候
付、

兄
よ
り
よ
ろ
し
く
御
伝
声、

且

〔

力
〕

何
卒
桂
兄、

両
和
田
兄、

杉
田
兄、

其
外
教

上
野
兄
二

御
面
会
有
之
候
ハ
、

近
々

御
委
頼
之
通
可
仕
候
卜

御
談
有
之
度
奉
願
上

候、

会
之
兄
姉
二
よ
ろ
し
く、

別
而
御
母
上
様
二

も
よ
ろ
し
く、

右
は
乍
乱
文
為
貴
答
如
此
候
也、

頓
首
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明治14年

参
上
ハ

難
成、

過
般
は
貴
書
並
二

御
見
込
書
伝
道
会
社
へ

御
逍
し
被
下
敬
て
拝
読
仕
候、

右
義
ハ

至
極
御
尤
千
万
之
処
有
之
候
得
共、

直
二

着
手
す
る
訳

に
参
兼
候
次
第
ハ

他
二

非
ら
す、

何
分
働
ら
き
手
不
充
分
之
点
二

あ
り、

何
レ
彼
ノ
一

方
二

尽
力
す
る
法
ハ

至
極
良
法
と
存
居
候
間、

他

105 104 

〔
六
月
〕

之
御
約
束
も
申
上
候
得
共、

六
月
十
六
日

小
崎
弘
道

①
西
京

⑨
涼
都
府
管
内
丹
波
亀
岡
柳
丁

村
上
多
胡
平
方

イ
ソ
ク
）

⑥
日
付
は
消
印
（
京
都）

に
よ
る。

＊
＊

兼
而
申
上
候
通、

伊
勢
氏
之
開
堂
式
ニ
ハ

小
生
義
参
上
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
事
二

相
定
候、

乍
去
来
廿
九
日
ニ
ハ

差
支
ハ

な
し
と
存
居、

臨
会

テ

一

身
ニ
ハ

両
所
ニ

ァ
ッ
キ
ン
ソ
ン
氏
免
状
之
都
合
ニ
ョ
リ
来
月一＿一
日
ノ
処
力
本
月
廿
九
日
二

相
成
候
よ
し、

不
得
止
事
欠
席
二

及
候
哉
も
難
計
候
間、

此
段
先
以
御
通
知
二

及
候
也

ア
マ
リ
日
限
ヲ
延
ス
ハ

他
ノ
兄
弟
ノ
不
都
合
ト
ナ
ル
ヘ
シ
、

小
生
ニ
ハ

御
カ
マ
イ
ナ
ク
定
日
二

御
執
行
有
之
度
候

⑤
柏
木
義
円
写

堀
金
太
郎

③
は
が
き

④
毛
紐
（
赤
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咸兄四月分1500

章 三月分ー300
1200 

四月分 ー

i包＿
750 

五月分二竺邑
六月分 300 

一円ハク＋100#
ッ
分

450 
Cママ）

継
憲
君

日
其
人
を
得
候
ハ
ゞ

速
二

奉
行
仕
度
候、

東
京
二

速
成
を
設
く
る
事
ハ

成
程
手
を
関
東
二

広
め
る
に
緊
要
之
事
な
れ
共、

是
は
如
何
か、

篤
と
宜
教
師
共
と
も
協
議
仕
其
上
申
上
度
候、

且
兄
之
月
手
当
之
事
二

付
先
日
一

寸
申
上
候
処、

桂
兄、

岡
田
兄
二
名
二

而
一

書
賜
り
当

〔
行
力
〕

時
当
時
御
不
都
合
之
よ
し
逐
一

明
白
二

相
分
り
申
候
間、

右
之
義
ハ

元
よ
り
穿
繋
を
不
遂
二

直
に
差
止
る
様
な
る
事
ハ

不
仕
候、

乍
去
兄

〔
朱
点〕
、
、
、
、
、
、
、
、

よ
り
或
る
兄
弟
二

銭
モ
ウ
ケ
カ
出
来
ル
云
々
之
御
口
上
等
有
之
候
間、

兄
二

月
手
当
を
定
む
る
に
も
随
分
関
係
な
き
不
能
卜
存
候、

未
夕

集
会
後
宣
教
師
共
ト
ハ

協
議
不
仕、

何
レ
一

両
日
之
内
集
会
之
積
二

候
間、

向
来
如
何
可
致
哉
相
談
可
仕
候、

乍
去
教
会
之
扶
助
ハ

恐
ク

ハ

本
社
よ
り
手
を
引
可
申
卜
存
候、

乍
去
扶
助
を
絶
と
云
意
二

無
之
候、

何
レ
集
会
之
上
何
ト
カ
よ
き
方
法
を
相
立
可
申
候、

先
般
桂、

〔
マ
マ
〕

岡
田
両
兄
よ
り
も
一

書
御
述
し
に
相
成、

貴
会
之
情
実
も
明
白
二

御

逐
一

承
知
仕
候、

何
レ
何
と
か
方
法
ハ

相
立、

向
来
俄
ノ
御
不
都

合
之
不
相
生
様
可
仕
候、

扱
過
般
申
上
候
通
去
一

月
よ
り
成
章
君
之
学
費
之
義
御
頼
二

順
ひ
相
弁
居
候
処、

兄
よ
り
ハ
ニ
月
公
債
之
利
子

ニ
て
御
返
却
之
よ
し
な
れ
共、

会
社
よ
り
之
御
送
申
候
月
給
之
内
よ
り
差
引
申
置
候、

乍
去
本
月
ハ

未
夕
何
も
不
相
定
候
間
先
十
五
円
丈

差
上
置
候、

故
二

右
十
五
円
ハ

是
迄
御
用
立
候
成
章
君
之
学
費
と
し
而
小
生
方
へ

戴
き
置
度
候、

右
金
円
先
日
申
上
候
通
一

月
以
来
兄
ニ

も
定
而
色
々
御
物
入
に
て
金
子
御
不
足
二

も
可
有
之
候
得
共、

小
生
方
も
本
月
は
親
類
共
二

色
々
之
事
件
等
有
之、

非
常
二

物
入
有
之、
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明治14年

上
野
兄
二

存
外
之
御
無
音
何
卒
よ
ろ
し
く

先
般
当
地
之
大
説
教
も
至
極
よ
ろ
し
く
参
り
四
五
千
人
之
聴
衆
ハ

あ
り
し
よ
し、

円
頂
先
生
甚
困
却
之
よ
し、

伝
道
会
社
之
集
り
も
存
外

之
都
合
二

相
成、

伝
道
も
決
し
て
手
狭
く
成
行
憂
は
無
之
候、

委
細
は
浮
田
兄
よ
り
御
聞
被
下
度
候、

右
は
早
々
為
貴
答
如
此
候
也

小
生
も
先
日
中
よ
り
例
之
脳
病
二

而
随
分
困
却、

何
レ
不
日
桂、

岡
田
両
兄
二

も
返
事
不
呈
候
間
兄
よ
り
御
通
被
下
度
願
上
侯

小
崎
愛
兄

被
下
度
候

甚
困
却
仕
候
際
不
得
止
事
兄
之
六
月
分
之
月
給
も
頂
戴
仕
度
候、

小
生
も
大
分
書
生
を
預
り
実
二

手
廻
兼
候
間
決
し
て
悪
し
か
ら
す
思
召

一月 350 

書物料450
二月 300 

三月 350 

四月 <625

又 100

五月 400 

2750 

六月 400 

29. 75 

兄ノ六月分 ー 14.00 (15-100) = 1400)
15.75残リ小生二返却ア

新
島

襄
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七
月
八
日

小
崎
弘
道
君

小
生
之
内

幕
を
も
御
察
し
被
下
度
候、

前
申
上
候

通、

継
憲
君
二

は
少
し
の
イ
ン
プ
ル
ー
メ
ン
ト
も
な
く
甚
失
望
仕
候、

御
当
人
二

は
少
し
の
ア
ン
ベ
シ
ョ
ン
も
な
く
自
ら
進
取
之
気
な
く

故、

先
達
而
も
大
分
御
忠
告
申
候
次
第
も
有
之
候、

且
成
章
君
二

は
大
分
見
込
も
有
之
候
へ

共、

小
生
方
二

而
半
期
分
乃
公
債
証
書
之
利

金
相
弁
候
迄
ハ

御
取
替
へ

可
申
候、

右
御
断
申
上
候
而
君
二

も
小
生
を
不
人
情
と
思
召
か
は
不
存
申
候
得
共、

小
生
二

も
力
不
及
な
り、

甚
不
都
合
を
生
す
る
な
り、

愛
兄
幸
二

御
海
容
あ
れ

ら
れ
ぬ
事
な
れ
ば
ど
ふ
と
か
い
た
し
御
世
話
も
可
仕
候
得
共、

前
略
御
免、

陳
者
継
憲
君
之
御
学
資
二

付
当
分
御
不
都
合
ノ
趣
御
申
越
二

相
成、

逐
一

承
知
仕
候、

右
二

付
小
生
も
兼
而
申
上
候
通、

小

生
之
世
話
致
候
者
ハ

他
二

も
有
之、

又
別
ニ
一

人
着
手
す
る
事
ハ

既
二

約
束
い
た
し、

之
を
変
す
る
事
不
能
候
故、

愛
兄
之
御
令
弟
二
人

之
御
相
談
に
は
差
当
差
支
を
生
し
甚
困
入
候
間、

御
気
之
毒
二

候
得
共
御
断
申
上
度
候、

尤
も
金
子
御
造
シ
も
無
之、

差
当
人
之
家
に
を

①
西
京

106 

七
月
八
日

小
崎
弘
道

北
堂
様
二

も
宜
し
く
御
鶴
声
被
下
度
候

②
東
京
々
橋
区
南
鍛
冶
丁
弐
拾
四
番
地

何
分
右
様
之
次
第、

④
墨

新
島

襄
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明治14年

107 

＊

錬
田
助

会
堂
建
築
之
義
二

付
御
相
談
有
之
候
得
共、

唯
今
之
処
何
と
も
申
上
兼
候

御
母
様
井
御
兄
弟
二
よ
ろ
し
く

継
憲
君
之
事
ハ

市
原
も
此
度
上
京
被
致
候
間、

貴
命
二

随、

昨
日
公
債
証
書
書
留
二

而
差
出
申
候

七
月
十
一

日

よ
ろ
し
く
御
相
談
被
下、

同
君
之
オ
ピ
ニ
ョ
ン
も
御
尋
被
下
た
し

〔
破
損
〕

G
破
担
〕

①
西
京

②[

]
江
州
八
幡
新
町
[

]
太
郎
方

業
式
英
文
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用〕

炎
暑
之
硼
御
起
居
如
何、

陳
者
私
も
一

昨
日
今
治
よ
り
帰
京
仕、

両
三
之
貴
書
拝
読
仕
候

⑥
封
筒
〔
英
学
校
第
一
回
卒

扱
御
地
二

も
有
志
楚
御
連
中
大
説
教
会
御
所
望
之
よ
し、

右
二

付
当
地
之
宣
教
師
方
二

も
懸
合
候
処、

第
一

之
困
難
ハ

江
州
二

至
る
之
免

状
な
く、

第
二
之
困
難
ハ

先
生
方
近
来
大
二

疲
労
被
致
候、
コ
ル
ド
ン
氏
も
今
治
行
ハ

已
二

大
坂
之
テ
ー
ラ
氏
よ
り
差
止
ラ
レ
、
ラ
ー
ル
ネ

ド
氏
も
出
懸
候
処、

頭
痛
二
よ
り
半
途
二

而
引
戻
候
次
第、

唯
今
之
有
様
二

而
は
先
生
方
も
ト
テ
モ
出
張
は
難
相
成
候、

小
生
も
今
治
二

而

も
又
松
山
二

而
も
度
々
説
教
等
致
し、

帰
京
之
上
甚
疲
労
を
覚、

唯
今
出
懸
る
は
余
程
六
ケ
敷
御
座
候、

乍
去
来
十
三
日
ニ
ハ

伝
道
上
二

関

④
墨
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＊
＊

華
翰
拝
読
仕
候、

向
暑
之
硼
弥
御
多
祥
奉
祝
賀
候、

陳
者
御
当
地
降
屋
死
去
後
別
二

人
な
き
二
よ
り
牧
羊
之
義
を
愛
兄
二

相
願
候
よ
し、

右
義
二

付
已
ニ
ア
ッ
キ
ソ
ソ
ソ
氏
よ
り
伊
勢
も
聞
及
ひ
且
小
生
二

被
申
候
ハ
、

唯
今
之
事
明
石
二

人
之
入
用
な
る
時
な
れ
ば
是
非
と
も
兄

之
今
治
二

来
ル
ヲ
望
兼
候
ょ
し
被
申
候、

小
生
二

も
朋
石
テ
御
働
き
之
事
ハ

至
極
適
当
之
事
と
存
幾
重
二

も
兄
之
御
働
を
願
度
候、

且
朋

石
教
会
も
今
よ
り
ハ

独
立
二

相
咸
候
よ
し、

向
来
定
而
大
な
る
進
歩
あ
る
べ
し
と
存
侯
問、

朋
石
二

御
止
リ
伺
牧
羊
之
事
ハ

至
極
賛
成
仕

108 

鎌
田
助
君

〔
七
月
十
一

巳

し
集
会
之
為
神
戸
二

趣
き、

其
よ
り
一

寸
岸
和
田
二

趣
き
滞
留
い
た
し、

引
続
き
大
分
脳
力
を
費
し
身
体
も
衰
弱
を
覚
候
間、

暫
時
休
息
仕
度
候、

当
地
は
別
二

誰
も
残
り
居
ら
す、

皆
御
存
之
通
所
々
二

散
乱、

〔
教
〕

出
張
す
る
人
物
之
な
き
二

苦
ミ
候、

依
而
御
地
大
説
説
会
は
乍
残
念
も
御
見
合
二

被
成
候
様
仕
度
候、

且
充
分
此
方
二

基
礎
を
も
不
立、

〔
教
脱
力
〕

其
地
二

長
く
働
き
手
之
残
る
見
込
も
な
き
に
大
説
会
を
な
す
は、

唯
敵
の
み
を
加
増
し
て
余
り
上
策
ト
ハ

申
難
く
存
候、

右
等
之
所
篤
卜

七
月
十
一

日

⑤
森
中
章
光
写

川
本
政
之
助

御
勘
考
有
之
度
候、

右
為
貴
答
如
此
也、

早
々
頓
首

新
島

襄

帰
京
之
上
ハ

少
々
休
息
仕
度
候、

六
月
以
来
段
々
色
〔
〕々
之
事
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明治14年

も
何
も
不
出
来
無
益
之
事
二

被
存
候
間、

109 

＊

山
岡
弔
方

侯、

他
委
員
二

も
別
二

異
議
ハ

無
之
と
存
侯、

右
は
費
答
如
此
候
也、

早
々
頓
首

尚

、々

費
会
へ
よ
ろ
し
く
御
致
声
被
下
度
候、

別
二

降
屋
君
之
御
宅
へ

宜
＜
御
伝
言
被
下
度
候

川
本
愛
兄

七
月
十
一

日

⑤
森
中
章
光
写

別
後
御
起
居
如
何、

小
生
義
も
兼
而
御
約
束
申
上
候
通、

今
治
よ
り
之
帰
途
御
地
へ

参
上
可
仕
筈
之
処、

今
治
二

而
大
分
疲
労
を
生
し
、

加

之
松
山
二

趣
き
昼
夜
之
大
説
教
会
を
開
ら
き、

続
き
て
尋
問
会
を
為
し
無
理
二

元
気
を
出
し
居
候
処、

疲
労
に
疲
労
を
重
ね
御
地
へ

出
る

一

先
帰
京
仕
候、

乍
去
毎
度
違
約
す
る
は
小
生
之
恥
故、

少
々
鋭
を
養
ひ
参
上
可
仕
と
存
候、

帰
京
後
種
々
之
用
事
出
来、

少
し
も
脳
を
休
む
る
之
暇
な
く
甚
困
却
仕
候、

来
十
三
日
ニ
ハ

又
々
伝
道
上
二

関
〔
シ
〕、

神
戸
二

委
員
集
会

之
催
有
之
候
問、

必
ら
す
参
上
之
租、

何
レ
該
件
二

付
三
四
之
時
日
を
要
す
る
事
と
存
候、

非
常
之
疲
労
も
無
之
候
ハ
、

神
戸
よ
り
費
地

へ

参
上
一

両
日
之
逗
留
は
仕
度
候、

小
生
も
此
分
な
ら
ば
進
て
休
息
せ
さ
れ
ば
死
し
而
止
突
之
危
急
二

至
る
憂
有
之
候、

且
俄
二

炎
暑
も

新
島

罪
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110 

相
増
候
問、

身
体
二

不
活
澄
を
覚
へ

用
向
之
速
二

不
被
弁
を
歎
慨
仕
居
候、

何
レ
拝
眉
之
上
悽
々
可
申
上
候、

早
々
頓
首

七
月
十
一

日

山
岡
手
方
様

皆
々
様
二

も
よ
ろ
し
く
御
致
声
奉
希
候

七
月
二
十
日

貴
書
拝
見
仕
候、

炎
暑
之
硼
弥
御
多
祥
伝
道
二

従
事
被
成
候
由
珍
重
々

、々

却
説
御
地
之
都
合
も
遂
々
よ
ろ
し
ぎ
旨
御
報
知
有
之
大
二

喜

欣
仕
候、

扱
江
州
地
方
二

於
而
近
々
大
説
教
会
御
催
之
よ
し
二

付
旅
費
等
之
御
懸
合
有
之
候、

右
義
二

付
兼
而
君
等
ニ
テ
一

回
位
八
日
市

ニ

集
会
す
る
等
之
事
ハ

申
上
置
候
得
共、

長
浜
彦
根
二

御
出
張
之
事
二

付
未
夕
算
計
二

入
レ
置
不
申
候、

兼
而
御
存
も
有
之
候
通、

日
野

八
幡
伝
道
は
京
都
区
よ
り
差
出
候
次
第、

一

切
之
費
用
ノ
ニ
分
本
区
よ
り
弁
シ、

余
之
八
分
ハ

外
国
よ
り
相
弁
呉
卜
次
第、

本
区
よ
り
此

上
ハ

支
弁
も
六
ケ
敷、

且
本
局
よ
り
致
す
に
ハ

十
七
教
会
よ
り
幾
分
か
増
加
之
寄
附
を
乞
ヮ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
事
二

立
至
可
申
候、

依
而
右
費

田
之
二
分
之
所
ハ

個
地
之
有
志
翡
よ
り
徊
支
弁
被
下
問
敷
侯
哉、

此
段
八
日
市
之
須
田
兄
彦
根
長
浜
之
信
者
と
も
御
協
議
被
下、

総
派
費

①
西
京

②
江
州
日
野
越
川
丁

北
川
屋
方

至
急
用

⑤
複
写

＊

小
崎
成
章
・

亀
山
昇

新
島

狸
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明治14年

た

し

之
二
分
徊
出
金
被
下
候
ハ
、

余
之
八
分
之
所
ハ

弁
金
可
仕
候
問、

左
様
田心
召
被
下
度
候、

右
之
段
得
費
意
如
此
候
也、

早
々
頓
首

七
月
二
十
日

新
島

襄

〔

力
〕

小
生
も
先
達
而
中
よ
り
神
戸
二

参
リ
種
々
急
向
有
之
候、

岸
和
田
二

参
リ
伝
道
し
咋
日
帰
京
仕
候

今
回
之
御
演
説
ニ
ハ

決
而
仏
ヤ
神
道
之
ワ
ル
ロ
ハ
一

切
御
無
用
ガ
上
策
卜
奉
存
候、

彼
等
ヲ
怒
ラ
ス
ル
ハ

向
来
大
な
る
不
都
合
を

引
起
す
へ
し、

願
ク
ハ

純
粋
之
耶
蘇
教
且
真
正
之
道
徳
等
御
談
有
之
度、

御
演
説
被
成
候
諸
君
へ

御
委
頼
申
上
候

万
事
須
田
兄、

広
瀬
兄
等
老
練
之
先
生
方
卜
御
相
談
申
上
御
取
計
被
下
度
候、

今
ハ

基
督
教
之
敵
多
シ、

両
君

小
崎
亀
山

万
事
失
策
ナ
キ
様
致
し
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本
田
勝
二
郎
様

清
様

山
本

山
岡
手
方
様

鈴
木

勉
様

田
中
次
郎
様

中
川

壮
様

本
月
十
九
日
付
之
貴
翰
本
日
落
掌
拝
見
仕
候、

陳
者
諸
君
御
連
名
を
以
テ
如
斯
御
懇
切
二

御
謝
詞
御
陳
述
被
下
候
事、

小
生
二

於
而
ハ

感

謝
之
至
二

不
堪
候、

唯
々
滞
留
之
日
少
し
く
充
分
之
御
加
勢
も
出
来
さ
る
は
小
生
二

於
而
遺
憾
之
至
な
り、

小
生
よ
り
も
帰
京
後
早
々
一

書
拝
呈
諸
君
之
御
懇
切
之
御
接
遇
被
下
候
を
謝
す
へ

き
に、

種
々
之
用
相
出
候
の
み、

今
に
休
息
ハ

難
相
成
罷
在
候、

不
日
用
済
次
第
当

夏
中
ハ

小
倉
二

参
リ
避
暑
可
仕
候、

右
勿
卒
之
間
相
認
為
御
答
礼
陳
述
仕
候
也、

頓
首

七
月
二
十
日

111 

七
月
二
十
日

＊

中
川
壮•
田
中
次
郎・
鈴
木
勉・
山
岡
弄
方•
本
田
勝
二
郎・
山
本
清

⑤
森
中
章
光
写

新
島

襄
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明治14年

其
後
兄
之
御
気
分
ハ

如
何、

何
卒
御
加
養
千
万
卜
奉
存
候

川
本
愛
兄

七
月
廿
六
日

別
紙
之
通
去
四
月
舟
日
金
八
円
兄
之
五
月
分
手
当
と
し
て
差
上
候
処、

伊
勢
兄
ハ

其
儘
に
さ
し
置、

今
回
小
生
迄
相
戻
候
間、

送
回
申
上
候、

御
落
手
次
第
別
紙
御
受
取
書
御
送
被
下
度
奉
願
上
候、

早
々
已
上

112 

七
月
二
十
六
日

⑤
森
中
章
光
写

川
本
政
之
助

新
島

襄

n
位
7
ル
泣
U

費
地
に
て
拝
眉
を
得
侯
徊
家
族
様
方
井
二

男
女
生
徒
中
方
へ
｛且
し
く
徊
鳳
声
被
下
度
奉
願
上
候、

当
地
何
事
も
替
り
た
な
し

僧

侶
輩
ハ

軽
卒
之
書
生
を
雇
ヒ
度
々
駁
耶
大
演
説
会
を
催
し、

聞
く
に
忍
ヒ
難
き
悪
口
を
以
テ
我
耶
蘇
教
を
誹
謗
仕、

益
此
道
を
世

人
に
弘
布
致
呉
候、

神
ハ

其
妙
手
を
以
其
敵
を
克
く
使
用
賜
ふ
事
ハ

寛
大
之
御
所
分
と
申
へ
き
也、

乱
文
之
義
ハ

御
海
容
を
乞

不
取
敢
御

209 



炎
暑
之
所
益
御
尽
力
之
よ
し
大
慶
奉
存
候、

陳
者
先
般
伊
予
之
松
山
よ
り
七
月
分
之
月
手
当
（
麟
遭
か
咋
洟
謬�
リ）

差
上
候
処、

其
受
取
書
と

〔

ら
〕

担
御
報
告
二

付
御
地
二

而
は
未
夕
伝
道
事
業
之
殊
二

盛
大
な
る
さ
る
を
御
歎
息
之
趣
な
れ
共、

御
地
之
六
ケ
敷
事
ハ

誰
も
承
知
之
事
な
れ

ば
決
而
御
心
痛
ハ

不
及
と
存
候、

一

当
五
月、

当
地
大
説
教
会
以
来
丸
る
頭
翡
耶
蘇
教
防
禦
之
策
と
し
而
種
々
之
工
風
を
回
ら
し
百
方
至
ら
さ
る
な
く、

近
来
府
下
二

於
而

射
利
之
徒
円
頭
二

御
機
維
取
を
し
而、

度
々
政
談
之
名
義
二

而
駁
耶
と
申
シ
我
教
を
駁
す、

乍
去
丸
る
で
雲
助
者
流
之
悪
口
と
同
断、

人
間
之
知
恵
も
此
の
位
な
者
や
と
我
翡
笑
居
候

何
レ
森
田
兄
も
来
八
月
中
ニ
ハ

御
帰
県
あ
る
ヘ
シ

右
之
段
得
費
意
如
此
候
也、

早
々
頓
首

七
月
廿
九
日

下
凡
和
U

太
腿
様

故、

御
面
倒
な
か
ら
も
又
九
月
之
末
迄
二

御
報
告
被
下
度
候

井
五
六
月
之
報
告
被
遣
正
二

落
手
仕
候

①
西
京
寺
丁
通
丸
太
丁
上
ル

⑥
書
留

113 

七
月
二
十
九
日

②
熊
本
県
下
熊
本
内
坪
井

＊

 

下
村
孝
太
郎
・

坂
井
禎
甫

私
立
英
学
校

新
島

襄

且
報
告
之
一

件
ハ

伝
道
会
社
集
会
之
砺、

必
ら
す
伝
道
者
よ
り
ハ

報
告
な
か
る
へ
か
ら
す
と
可
決
候
事

④
墨
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明治14年

田
中
賢
道
君
ニ
モ
厘
御
面
会
ア
ル
様
二

承
知
仕
候、

何
卒
同
君
二

宜
シ
ク
御
致
声
ヲ
乞

＊
＊
 

過
般
ハ

貴
書
井
御
当
地
刊
行
ノ
新
紙
数
葉
御
恵
投
二

預
リ
多
謝
ノ
至
リ
ニ

奉
存
候、

其
後
早
々
御
返
詞
可
仕
之
処、

先
達
中
ョ
リ
山
崎
兄

肺
病
二

罹
リ
京
都
病
院
ニ
テ
加
療
セ
シ
ニ
、

余
程
危
篤
之
様
体
ニ
テ
院
医
モ
回
復
ヲ
期
シ
難
キ
ョ
シ
被
申
候
二

付、

引
取
リ
療
養
致
候
処、

小
生
モ
此
五
月
来
脳
病
ノ
為
二

苦
メ
ラ
レ
格
別
気
分
モ
不
振
候
処、

分
頭
痛
致
シ
困
却
二

付、

不
得
止
此
三
四
日
前
ョ
リ
叡
山
ノ
北
谷
二

登
リ
加
養
仕
居
候、

依
テ
過
般
御
尋
ノ
御
返
答
ハ

直
二

申
上
兼
候、

114

八
月
二
十
八
日

、

．

八＿
九

八＿
九
八＿
九

田1

(-46

坂
井
禎
甫
様

癒
富
猪
一

郎

②
熊
本
県
下
熊
本

東
肥
新
報

③
は
が
き

に
よ
る。

今
回
八
九
ノ
ニ
ヶ
月
の
月
手
当
四
十
六
円
差
上
候
間、

御
落
手
之
上
御
受
取
書
被
下
度
候④

毛
筆
（
赤
イ
ソ
ク
）

⑥
日
付
は
表
書

又
々
山
崎
兄
ノ
為
二

種
々
心
配
セ
シ
故
力
何

一

周
前
ヨ
リ
拙
宅
へ

211 



115 

何
レ
快
気
次
第
御
回
答
可
仕
候、

右
は
貴
書
新
紙
ノ
御
答
礼
迄
ト
シ
テ
如
斯
候
也、

早
々
頓
首

多
く、

九
月
十
七
日

過
般
御
投
与
之
貴
書
二

早
々
御
回
答
可
仕
之
処、

何
分
先
達
中
よ
り
多
分
之
委
頼
も
有
之、

且
先
期
よ
り
之
委
頼
も
あ
り
彼
是
以
速
二

御

回
答
申
訳
二

は
参
兼
居
候、

漸
く
一

昨
日
二

至
リ
姓
名
等
相
調
其
々
役
割
リ
申
候
処、

何
分
人
多
く
し
而
金
不
足、

役
割
之
義
ハ

当
年
ハ

已
二

満
員
候
間、

御
申
越
之
大
久
保
某
之
為
二

余
裕
無
之
候
間、

不
得
止
事
当
年
ハ

御
断
申
上
候、

小
生
も
此
周
間
は
非
常
二

来
訪
人
も

且
彼
是
学
校
事
務
繁
多
何
分
寸
暇
無
之
候
間、

乱
文
之
義
ハ

御
免、

右
為
貴
酬
得
貴
意、

早
々
如
此
也

九
月
十
七
日

徳
富
猪
一

郎
君

①
西
京
同
志
社

徳
富
猪
一

郎

②
熊
本
県
下
熊
本

東
肥
新
報

④
墨

新
島

鹿

新
島

狸
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明治14年

十
月
五
日

〔
孝〕

下
村
考
太
郎
兄

本
社
之
規
則
中
二
、

向
来
リ
ボ
ル
ト
な
き
ト
キ
ハ

月
手
当
御
回
送
ナ
ラ
サ
ル
事
二

相
定
二

付、

先
達
中
御
遣
し
御
書
面
ニ
テ
ハ

少
々
リ
ボ

之

ル
ト
ニ

反
体
裁
ニ
ア
ラ
ス、

乍
去
兄
之
御
情
実
ハ

小
生
翡
知
ラ
サ
ル
ニ
ア
ラ
ス、

向
来
リ
ポ
ル
ト
ナ
ケ
レ
ハ

金
ヲ
受
取
ル
能
ヮ
ス、

然
し

此
度
は
無
理
二

先
十
五
円
丈
工
風
致
し
御
回
送
申
上
候、

何
レ
近
々
リ
ホ
ル
ト
記
載
之
紙
も
可
呈
候
間、

可
相
成
丈
三
ヶ
月
ノ
月
報
無
御

遅
延
御
遣
し
被
下
度
候、

市
原
も
帰
京
候
問、

何
レ

棲
々
御
地
之
御
模
様
承
り、

向
来
何
卜
か
よ
き
方
法
を
立
度
も
の
と
存
居
候、

右
は

勿
卒
之
問
如
此
候
也

116 

十
月
五
日

新
島

襄

下
村
孝
太
郎

①
西
京
寺
丁
通
丸
太
丁
上
ル
百
四
十
番

②
熊
本
県
下
熊
本
区
内
坪
井

私
立
英
学
校

④
墨

⑥
封
筒
〔
英
学
校
第
一

回
卒
業
式
英
文。
フ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用〕
、

書
留

213 



川
本
政
之
助
兄

被
下、

其
上
二

而
不
足
之
分
少
々
位
ハ

何
二

と
か
エ
風
可
仕
候
問、

大
兄
二

も
一

応
御
勘
考
被
下、

今
少
々
御
学
資
御
送
致
被
下
候
事
不

相
成
申
哉、

此
段
至
急
奉
伺
候、

早
々
頓
首

不
叶、

秋
冷
相
催
候
際
弥
御
多
祥
奉
賀、

陳
者

御
令
弟
御
学
資
二

付
近
来
何
ニ

カ
御
不
都
合
之
由
二

而
食
料
三
円
程
御
入
用
之
由、

氏
迄
御
申
込
ミ
有
之
候、

右
二

付
同
氏
被
申
候
二
、

少
々
位
な
ら
随
分
御
加
勢
申
而
も
不
苦
候
得
共、

唯
今
手
一

杯
二

而
三
円
ハ

出
す
事

一

応
大
兄
方
迄
小
生
よ
り
御
相
談
あ
り
た
き
旨
被
申
候
間、

十
月
十
一

日

117 

十
月
十
一

日

⑤
森
中
章
光
写

川
本
政
之
助

新
島

襄

不
取
敢
及
御
示
談
候、

可
相
成
ハ

御
宿
許
二

而
も
出
来
ル

丈
御
都
合

ー
レ

ネ

ド

’/
 

レ
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明治14年

敗
ら
さ
る
為
二

御
座
候 、

右
為
貴
答
得
貴
意
如
此
也 、

早
々
頓
首

十
月
二
十
一

日

新
島

襄

一

通
之
御
添
書
御
持
参
相
成
候
ハ
、

殊
更
都
合

一

昨
日
帰
京
仕
候
故
如
此
延
引
二

及
候
次
第 、

何
卒

一

筆
奉
呈
候 、

陳
者
過
般
は
御
令
息
邦
三
郎
君
ニ
ハ

同
志
社
へ
入
校
御
志
願
之
よ
し
二
而 、

今
よ
り
も
直
二

入
校
之
相
叶
候
哉
否
御
尋
有

之
候
間 、

早
々
貴
答
可
申
上
之
処 、

小
生
も
無
拠
用
向
出
来
此
四
五
日
は
他
出
仕 、

御
許
容
有
之
度
候 、

御
入
校
も
余
り

御
後
レ
被
成
候
而
は
不
都
合
も
有
之
候
得
共 、

唯
今
な
ら
ば
幹
事
共
二

も
談
合
ヒ
都
合
相
出
来
候
様

可
仕
候 、

乍
去
弥
御
入
校
二

相
成
候
ハ
、

一

応
右
之
趣
を
東
京
学
校
之
主
幹
人
二

御
告 、

よ
ろ
し
く
御
座
候 、

右
添
書
之
義
ハ

他
二

非
ら
す 、

東
京
之
バ
ラ
学
校
も
矢
張
基
督
教
主
義
之
学
校
二

而
弊
社
ト

モ
同
主
義
二

有
之 、

多

少
両
校
之
交
際
も
至
当
之
事
卜

存
候
得
ば 、

彼
之
校
を
出
て
し

生
徒
を
一

通
之
添
書
も
な
く
し
而
之
を
受
け
候
得
ば 、

彼
之
校
よ
り

何
か

此
方
よ
り

手
を
回
し
御
招
申
上
候
様
二

想
像
せ
ら
る
4
哉
も
難
計
候
間 、

該
校
二

而
弊
校
二

御
転
学
之
理
由
を
御
申
出 、

該
校
よ
り
も
更

ニ

異
存
も
不
申
立
添
書
を
被
送
候
ハ
、

重
々
之
事
と
存
候 、

然
し
無
理
由
を
御
申
述
候
上
二

も
何
か
故
障
を
申
立 、

添
書
を
も
御
渡
し
無

之
上
ハ

不
得
止
事
場
合
な
れ
ば 、

御
添
書
な
く
共
更
二

差
支
ハ

無
之
候 、

唯
当
校
二

而
該
校
よ
り

之
添
書
を
要
候
は
全
く
両
校
之
交
義
を

十
月
廿
一

日

山
岡
手
方
殿

118 

山
岡
弔
方

⑤
森
中
章
光
写
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一

月
十
九
日

新
年
目
出
度
奉
祝
候、

陳
者
先
達
中
ハ

費
書
御
投
与
頁
地
之
変
革
井
政
治
社
会
之
進
歩
等
御
申
越
相
成、

早
々
貴
答
可
呈
之
処
何
分
多
事

勿
々
日
一

日
を
送
り、

本
月
早
々
二

も
神
戸
二

而
伝
道
二

関
シ
一

会
議
を
開
ら
き
五
日
よ
り
九
日
迄
相
懸
り、

其
よ
り
直
二

他
所
二

趣
き

一

昨
夜
帰
京
仕
候
次
第、

留
守
中
諸
事
其
儘
二

打
捨
置
き、

辱
く
奉
謝
候、

小
生
二

も
縦
令
居
所
隔
絶
す
と
も
兄
を
思
ふ
事
ハ

常
二

心
頭
二

懸
リ、

国
家
之
事
を
談
す
る
毎
二

思
兄
二

及
ハ
サ
ル
ハ

ナ

ツ、

小
生
之
兄
に
望
む
所
ハ

兄
之
一

大
国
器
ト
ナ
ラ
ソ
事
也、

兄
ョ

小
生
ヲ
シ
テ
此
望
を
満
足
セ
シ
メ
ハ

小
生
之
望
も
逹
セ
リ
ト
云
ヘ

ツ、

然
ル
ニ

兄
ニ
ッ
テ
小
成
二

安
シ
特
別
二

為
ス
ア
ル
ノ
事
無
ク
ハ
、

小
生
ニ
テ
小
生
ノ
目
カ
ネ
ノ
違
ェ
ル
ヲ
悲
歎
ス
ヘ
、ソ
、

兄
ョ

勉
ョ

ャ、

今
ヤ
男
児
J
為
ス
ア
ル
）
期
也、

此
開
失
フ
ベ
カ
ラ
ス、

此
時
又
再
会
ッ
難
カ
ル
ベ
ッ
、

顛
ク
ハ

真
正
之
徳
義
ヲ
広
張、ソ
、

公
平
之

119 

明
治
十
五

＊

徳
富
猪
一

郎

（
一

八
八
二
）

①
京
都
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
町
百
四
拾
番
地

年

②
熊
本
県
下
熊
本

且
兄
よ
り
ハ

新
年
之
祝
詞
も
御
送
り
被
下、

兄
之
小
生
を
巻
顧
し
賜
ふ
事
を

東
肥
新
報

④
盤
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明治15年

ト
為
し
賜
ヘ

法
態
ヲ
設
立
ッ
‘

-

B
モ
早
ク
此
幽
陪
不
幸
之
世
二

黄
金
時
代
ヲ
来
ラ
ッ
メ
ソ
事
ヲ
兄
ノ
費
任
セ
ラ
＞
ソ
庫
ヲ、

小
生
も
何
分
多
事、

僕

し

（

・
‘

'

(

．
｀

之
心
緒
を
述
費
書
二

答
へ

且
新
年
之
祝
詞
ト
ス
、

願
ク
ハ

乱
文
を
恕
シ
賜
ヘ

一

月
十
九
日

相
愛
社
ョ
リ
ハ

勧
学
社
之
為
如
何
ナ
シ
被
下
候
哉、

下
村
も
余
程
困
却
之
よ
し、

当
地
ョ
リ
モ
別
二

助
ク
ル
ノ
金
ナ
ツ、

甚

気
之
毒
千
万
二

奉
存
候、

何
ソ

費
地
ニ
テ
御
工
風
ハ

ナ
キ
者
ヤ
奉
伺
候

尚

、々

尊
大
人
初
御
一

統
様
宜
し
く
御
致
声
奉
希
候、

健
次
郎
様
よ
り
も
態
々
新
年
之
祝
詞
御
投
与
被
下
難
有
奉
謝
候、

尚
一

層

御
勉
励
有
之
様
狸
よ
り
切
二

願
望
仕
候

田
中
賢
道
君
よ
り
ハ

昨
年
も
一

書
御
造
相
成
候
付、

加
藤
氏
よ
り
何
ト
カ
申
上
候
事
卜
存
候、

何
レ
近
々
同
君
二

は
御
返
書
可
呈

候
間、

宜
し
く
御
伝
言
被
下
度
候

猪
一

郎
君

217 



〈
ガ
〉

〈
ド
〉

余
力
友
蔵
原
君
来
リ
テ
我
校
二

遊
学
ス
ル
弦
二

数
年
其
業
殆
卜
終
ラ
ン
ト
ス
ル
ニ

当
リ、

不
幸
ニ
シ
テ
病
二

罹
リ
本
日
ヲ
期
シ
京
地
ヲ
発

〈
可
〉

〈
源〉

シ
将
二

家
郷
二

帰
ラ
ン
ト
シ
余
ニ
―

言
ヲ
求
ム、

余
不
敏
ナ
リ
ト
雖
登
敢
テ
之
ヲ
辞
ス
ヘ
ケ
ン
、

余
君
ヲ
知
ル
弦
二

久
シ
、

君
ハ

真
二

抗

慨
男
子、

特
二

基
督
教
ヲ
奉
ス
ル
ノ
信
徒
ニ
シ
テ、

其
志
操
ノ
高
尚
ナ
ル
、

一

言
以
テ
呈
セ
ン
ト
ス
ル
所
ハ

他
ナ
シ
、

君
ノ
性
ヲ
矯
ム
ル
ニ
ア
リ、

君
ノ
性
タ
ル
過
激
ニ
シ
テ
恰
モ
烈
火
噴
水
ノ
如
シ
、

君
ニ
シ
テ
之

ニ

加
フ
ル
ニ

沈
思
熟
慮
ヲ
以
テ
セ
サ
レ
ハ
、

他
日
事
ヲ
為
ス
ノ
日
二

於
テ
或
ハ

大
二

誤
ル
所
ア
ラ
ン
カ、

君
ノ
今
回
郷
二

帰
ル
モ
必
ラ
ス

〈
ギ
〉

〈
ダ
〉

〈
後〉

〈

C、
〉

沈
思
熟
慮
ョ
リ
出
ク
ル
ナ
リ
ト
信
ス
ル
モ、

君
ニ
シ
テ
爾
後
弥
意
ヲ
注
キ
一

言
一

行
タ
ニ
モ
思
フ
テ
而
シ
テ
后
言
ヒ、

慮
テ
而
後
行
ヮ
ハ

〈
可
〉

〈
餐〉

〈
挟
〉

〈
勿
〉

君
ノ
事
必
ラ
ス
成
ル
ヲ
期
ス
ベ
シ
突、

君
ョ

帰
郷
ノ
後
切
二

加
養
ヲ
以
テ
事
ト
シ
、

空
ク
斜
陽
ヲ
送
ル
ヲ
以
テ
欝
々
意
二

狭
ム
ナ
カ
レ
、

〈
ヂ
〉

或
ハ

阿
蘇
山
上
ノ
険
二

攀
チ、

或
ハ

山
下
ノ
月
二

吟
シ
、

或
ハ

荊
棘
ノ
中
二

遊
猟
シ
、

或
ハ

渓
水
ノ
辺
二

垂
鉤
シ
、

心
ヲ
渡
ヒ
情
ヲ
慰
メ

〈
可
＞

ョ
、

大
器
晩
成
学
ヲ
脩
ス
ル
登
二

今
日
二

限
ラ
ン
、

鉄
ヲ
捉
ヒ
而
後
再
挙
ス
ペ
シ
、

再
挙
成
ラ
ス
ン
ハ

三
挙
ア
ル
ペ
シ
、

百
折
不
屈
ハ

男

〈
ビ
＞

〈
ぺ
＞

子
ノ
常
登
君
ノ
義
烈
ノ
志
操
ヲ
シ
テ
空
ク
地
二

落
チ
シ
ム
ル
ニ

忍
ヒ
ソ
ヤ、

君
ョ

行
ケ
又
再
会
ノ
期
ァ
ル
ヘ
シ、

君
行
ヶ
京
地
ヲ
去
ル
ニ

＾
ス
＞

＾
后
＞

遅
々
ク
ル
勿
＞、

天
下
至
ル
所
豊
皇
土
ナ
ラ
サ
ラ
ソ、

在
天
）
父
ア
リ
克
ク
君
ヲ
鑑
霞`
ソ
君
ヲ
誘
覇、ソ
又
君
ラ
シ
テ
其
撰
器
ト
ナ
ラ、ソ
メ

120 

三
月
六
日

⑤
森
中
章
光
写、

柏
木
義
円
写

蔵
原
惟
郭

目
的
ノ
幽
遠
ナ
ル
余
二

於
テ
更
二

間
然
ス
ル
所
ナ
シ
、

唯
々

⑥
両
写
し
と
も
原
本
は
赤
イ
ソ
ク
書
と
あ
る。
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明治15年

之、

余
程
学
校
之
内
二

勢
力
を
得、

三
年
之
生
徒
ニ
ハ

屈
指
之
連
中
力
大
二

研
窮
仕
居
候
様
子
二
て、

前
聖
晩
餐
ニ
ハ

生
徒
中
七
人
受
洗

候
次
第、

文
阿
弥
之
同
志
社
演
説
も
体
裁
を
替
へ
、

本
年
よ
り
ハ
一

層
勢
力
を
増
シ
毎
月
十
円
以
上
之
金
を
募
り
大
な
る
芝
居
二

而
演
説
ス
ル
事
ニ

決
シ
、

且
校
内
二

大
分
結
社
シ
テ
演
説
ス
ル
者
有
之、

政
事
之
志
操
も
大
二

発
達
し、

中
ニ
ハ

面
白
キ
政
談
ヲ
為
ス
者
モ
ア
ル
ヨ
シ
、

已
二

本
月
ハ

北
ノ
芝
居
二

而
演
説、

聴
衆
モ
殆
千
人
二

及
シ
ョ
シ
、

是
亦
京
地
之
一

進
歩
と
存
候
間
御
通
知
仕
候、

其
外
別
二

替

毎
二

聴
衆
ハ

決
而
百
五
十
人
二

下
ら
す、

時
ニ
ョ
レ
ハ
ニ
百
人
以
上
之
時
も
有
之
候、

新
年
二

入
早
々
御
祝
詞
御
逓
送
被
下
難
有
奉
存
候、

小
生
も
其
後
何
か
彼
是

121 

五
月
二
十
日

其
後
は
存
外
之
御
無
音
申
上
候
段
何
卒
御
海
涵
奉
仰
候、

致
し
大
御
不
音
相
成
甚
申
訳
な
き
次
第、

離
別
後
教
会
建
築
之
義
小
生
一

人
ニ
テ
受
持
万
事
出
来、

去
年
十
月
二
十
二
日
を
以
開
堂
式
を

〔

遺
〕

執
行
仕、

演
説
あ
り
祝
文
あ
り
実
二

希
有
之
盛
会
二

有
之
候、

愛
兄
之
御
不
在
を
遣
憾
と
せ
し
所
也、

其
後
大
分
都
合
よ
ろ
し
く
日
曜
日

＊

 

三
輪
振
次
郎

⑤
森
中
章
光
写

〈
廓
＞

〈
故
＞

明
治
十
五
年
之
春
三
月
六
日
蔵
原
惟
郭
君
ノ
古
郷
二
帰
ル
ヲ
送
ル

近
来
生
徒
之
内
二

も
逐
々

此

道
を
求
む
る
者
有

新
島

瞑

＾
テ
＞

＾
バ
＞

ソ
、

君
ョ
一

時
学
業
ノ
成
ラ
サ
ル
ヲ
以

生
涯
ノ
耶
粟
ヲ
誤
ル
勿
レ、

君
ニ
ッ
テ
爾
後
沈
思
熟
慮
ノ
四
字
ヲ
忘
ル
、

ナ
ク
ソ
ハ

余
二

於
テ

幸
甚
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甚

六
月
廿
九
日

明
三
十
日
午
后
第
二
時
よ
り
同
志
社
二
而
卒
業
式
執
行
仕
候
間、
府
下
之
議
員
方
へ
も
貴
君
よ
り
御
誘
導
有
之、
御
来
車
被
下
候ハ
、
幸

122 

六
月
二
十
九
日

候
間、
御
安
心
被
下
度
候

三
輪
礼
君ハ
不
相
替
御
無
異
御
勤
学
被
成
候、
大
宮
君ハ
先
達
而
脚
気
二
而
病
院
二
御
入
院
二
相
成
候
得
共、

弊
社二
而
最
早
法
学
医
学
部
を
設
置
ス
ル
事
ヲ
企
図
セ
リ、
乍
去
資
金
ノ
ナ
キ
ニ
ハ
困
却
仕
申
ナ
リ

輪
振
二
郎
兄

五
月
二
十
日

＊

 

中
村
栄
助

鸞
下
五
条
橋
之
東
三
丁
目
北
側
③
は
が
き
④
墨

同
志
社

新
島

罪

候
事
な
し、
余
は
後
便
二
譲
リ
余
リ
御
不
音
二
相
成
候
間、
勿
卒
之
間一
書
相
認
め
左
右
奉
伺
候、
早
々
頓
首

已
二
御
快
復
被
成

新
島

襄
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明治15年

小
生
之
宿
所
ハ

福
島
県
下
会
津
七
ヶ
町
清
水
屋
平
助
方
二

御
座
候

堀
金
太
郎
愛
兄

炎
暑
之
硼
御
起
居
如
何、

陳
者
小
生
出
発
前
線
々
御
談
し
申
度
居
候
処、

兄
ニ
ハ

御
留
守
二

有
之、

兄
之
八
ケ
市
行
ハ
コ
ル
ド
ソ
氏
二

も

行
之
事
ニ
ハ

何
も
差
た
る
不
都
合
ハ

無
之
候
哉、

御
談
申
爵
候
間、

定
而
同
氏
よ
り
も
御
通
知
申
候
事
と
存
し
其
儘
に
西
京
発
足
仕
候、

其
後
兄
ニ
ハ

如
何
之
御
取
計
被
成
候
哉、

上

＊
＊

之
頼
二

応
シ
該
地
二

御
越
し
被
成
候
哉、

若
シ
御
越
之
節
ハ

例
之
彦
根
行
之
事
も
相
願
置
候
得
共、

其
事
ハ

如
何
被
成
下
候
哉、

心
配
仕
居
候
問
一

書
相
認
奉
伺
候、

候、

且
八
ヶ
市
之
兄
姉
方
へ

も
宜
し
く
御
伝
言
被
下
候
様
奉
願
上
候、

右
は
早
々
如
此
候
也、

頓
首

七
月
廿
三
日

1 2J 

七
月
二
十
三
日

堀
金
太
郎

④
墨

野
州
宇
都
宮

新
島

狸

乍
御
面
街
御
返
事
被
下
候
ハ
、

幸
甚
之
至
奉
存

八
ケ
市

八
ケ
市
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ル、

其
堪
忍
御
了
察
ア
レ、

御
着
京
後
御
起
居
如
何、

生
も
前
後
四
五
日
間
安
中
二

留
メ
ラ
レ
所
々
二

演
説
等
致
シ、

去
ル
十
八
日
該
地
出
発、

倉
ケ
野
ョ
リ
日
光
街

道
二
入
リ
コ
ミ、

同
廿
日
日
光
二

着
シ
廿―
―
日
迄
滞
留、

有
名
ナ
ル
廟
社
ヲ
見
物
シ
且
瀑
布
数
条
ヲ
モ
見
大
二

爽
快
ヲ
覚
へ
、

人
間
世
界

ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
ヤ
ノ
疑
ヲ
生
ス
ル
程
ナ
リ、

足
下
モ
何
レ
カ
機
ヲ
得
テ
該
地
ヲ
跛
渉
シ
賜
ハ
、

浩
然
ノ
気
ヲ
簑
フ
ノ
一

助
ト
ナ
ラ
ン
カ、

〔
都u

且
廟
社
壮
観
ノ
如
キ
ハ
―
二

徳
川
氏
転
覆
ノ
兆
ヲ
見
ル
ニ

足
レ
リ
ト
思
ハ
レ
候、

馬
車
ニ
ノ
リ
半
日
内
二

宇
津
宮
二

着
ス、

昔
時
釣
リ
天

井
ヲ
設
ヶ
三
代
将
軍
ヲ
殺
サ
ン
ト
謀
リ
シ
所
ナ
リ、

廿
三
日
ハ

安
息
日
ナ
ル
ヲ
以
該
地
二

滞
留
シ、

泊
ス、

廿
五
日
黒
川
鱈
釦
暉
豆
翌

之
橋
激
流
之
為
二

流
サ
レ
全
ク
破
壊
セ
シ
ヲ
以
テ
JIl
留
ト
ナ
リ
殆
卜
半
日
ヲ
空
ク
消
費、

点
灯
之
時
ニ

至
リ
白
川
二

達
ス、

此
地
維
新
之
際
東
西
軍
之
大
二

激
戦
セ
シ
所
ナ
リ、

町
之
入
ロ
ニ

東
西
軍
戦
死
ノ
士
ノ
墓
ア
リ、

ノ
リ
若
松
二
入
リ、

此
ノ
山
ヲ
越
へ

彼
ノ
山
ヲ
越
へ

此
ノ
峠
ヲ
上
下
シ
彼
ノ
寂
ヲ
コ
ヘ
、

一

日
半
ノ
馬
行
ニ
テ
昨
廿
七
日
当
地
安
着
仕
候
間、

御
安
心
被
下
度
候

＊

扱
木
曽
街
道
道
中
ハ

更
二

憚
ル
所
ナ
ク
御
忠
告
申
セ
シ
ニ
、

足
下
ニ
ハ

別
二

拒
ム
所
モ
ナ
ク
幾
分
力
之
ヲ
容
レ
賜
ヒ
、ソ
ハ

生
二

於
テ
甚
喜

フ
所、

去
ナ
カ
ラ
我
翡
力
曽
テ
逍
蓬
ス
ル
所
ノ
範
囲
内
二

足
下
ヲ
引
キ
入
レ
ソ
ト
計
リ
シ
ニ

非
ザ
レ
ハ
、

足
下
ニ
シ
テ
頗
ル
徊
了
知
ア
ル

n
馬u

駆

ペ
ッ
ト
存
侯、

生
／
如
キ
ハ
日
暮
途
遠
ク
尚
克
ク
鷺
駕
千
里
ヲ
奔
ル
能
ヮ
ス
ト
雖
唯
々
我
力
良
心
を
真
理
二

照
進、ソ
テ
使
月
ッ
、

天
ョ
リ

124 

七
月
二
十
八
日

①
福
島
県
下
若
松
七
ヶ
町

弘
道
方

④
墨

徳
富
猪
一

郎

清
水
屋
平
次
方

②
東
京
芝
区
新
桜
田
町
拾
九
番
地

廿
四
日
人
力
車
ニ
テ
鍋
掛
駅
二

達
シ

廿
六
日
生
等
馬
ニ

ド
タ
パ
タ
ミ
ミ
ミ
ミ
馬
二

引
カ
レ
テ
若
松
二

参

小
崎
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徳
富
猪
一

郎
君

年

慮
ス
ル
所
ア
レ
ハ

幸
甚、

頓
首
々
々

5
 

七
月
廿
八
日

ー治明

附、ど
賜
ハ
、
‘

如
何
二

智
能
ア
ル
モ、

如
何
二

学
カ
ア
ル
モ、

新
島

襄

ヲ
恐
ル
ナ
リ、

若
シ

幸
ニ
シ
テ
足
下
出

腟
与
ス
ル
所
ノ
カ
ヲ
娠
ジ
テ
一

生
ヲ
終
ラ
ソ
ト
欲
ス
ル
）`
‘‘、

足
下
ノ
如
キ
ハ

春
秋
尚
高
ク
又
克
ク
天
賦
二

富
ク
リ、

若
ッ
誤
テ
学
フ
ベ

〔

”iu

キ
所
ノ
モ
ノ
ヲ
学
バ
ス
、

窮
ム
ヘ
キ
所
ノ
モ
ノ
ヲ
究
メ
ス、

無
二
易
フ
ベ

キ
モ
ノ
ナ
キ
自
己
ノ
霊
魂
上
二

関
ッ

ク
ル

事
ヲ
曖
昧
霧
理
ニ

如
何
ナ
ル
事
業
ヲ
天
下
二

為
ス
モ、

リ、

且
智
能
ナ
リ
学
カ
ナ
リ
事
業
ナ
リ、

生
ハ

決
シ
テ
之
ヲ
軽
蔑
ス
ル
ニ

非
ラ
ス、

之
ヲ
求
テ
得
ン

ト
ス
ル
ハ

又
生
ノ
頗
ル
望
ム
所
ナ

万
一

リ、

生
ノ
切
二

足
下
二

望
テ
止
マ
サ
ル
所
ハ

他
ナ
シ
、

足
下
之
オ
智
ヲ
以
テ
唯
々
此
世
ノ
事
ニ
ノ
ミ
注
目
ア
リ
テ
唯
々
此
世
ノ
人
タ
ラ
ン

サ
ス、

又

事
ノ
ミ
ヲ
是
レ
求
テ、

他
年
上
天
ノ
民
タ
ル
ノ
用
意
ヲ
為
サ
、
レ
ハ

随
テ
上
天
皇
帝
二

対
シ
テ
敬
虔
ノ
心
ヲ
抱
カ
ズ、

又
自
己
良
心
二

照

»
ヽ

»
ヽ

»
ヽ

»
ヽ

シ
テ
言
行
合
一

セ
シ
ム
ル
ノ
点
ヲ
勤
メ
サ
ル
ノ
憂
ヲ
生
ゼ
ハ
、

是
レ
所
謂
半
世
界
ノ
人
ニ
シ
テ、

其
才
能
ナ
リ
学
カ
ナ
リ
事
業
ナ
リ、

尽

論
理
ョ
リ
論
ス
レ
ハ
一
宮一
行
ハ
世―ー
出
来
タ
ル
事
ナ
レ
ハ
空
滅
二
至一

ク
世
卜
共
二

腐
敗
シ
去
リ
空
滅
二

屈
セ
ン
事
（
ル
ハ
云
ヒ
難
シ、
出
来
タ
ル
串
ハ
乃
事
ナ
リ、
之
ヲ
消
滅
ス
可
カ
ラ
ス

＊

 

京
中
杉
田、

小
崎
ノ
諸
士
卜
計
リ、

何
ソ

適
応
ノ
書
ニ
ッ
キ
足
下
之
霊
魂
上
一

定
ノ
基
礎
ヲ
得
ソ
事
ヲ
勤
メ
賜
ハ
ヽ
、

足
下
ノ
才
能
ナ
リ

又
他
年
ノ
事
業
ナ
リ
又
大
二

関
ス
ル
所
ア
ル
ベ
ッ
ト
信
シ
テ
疑
ハ
サ
レ
ハ
、

生
モ
亦
直
言
ス
ル
ヲ
厭
ハ
サ
ル
ナ
リ、

足
下
ニ
シ
テ
幸
二

容

ル
、

所
ア
ラ
ハ

生
ノ
幸
無
量
二

候、

縦
令
又
容
サ
ル
モ
足
下
二

於
テ
ハ

生
ハ

足
下
之
霊
魂
ヲ
愛
ス
ル
ノ
一

友
ナ
リ
ト
信
シ
テ
生
ヲ
婢
棄
セ

サ
ル
ベ
シ
、

縦
令
又
生
ノ
愚
直
足
下
ノ
為
喋
々
ス
ル
所
ョ
リ
生
ヲ
厭
フ
ノ
念
慮
ヲ
生
ス
ル
ヤ
モ
計
リ
難
ケ
レ
ト
モ
、

生
ノ
固
執
テ
止
マ
サ

0

0

0

 

ル
ハ

足
下
ノ
他
日
既
揚
セ
ン
事
ヲ
望
ム
ナ
リ、

天
下
之
為
メ
大
二

為
ル
ア
ル
ヲ
望
ム
ナ
リ、

依
テ
足
下
ノ
年
尚
壮
ナ
ル
ト
キ
其
ノ
キ
ャ
レ

0

0

0

 

ク
ト
ル
ヲ
養
成
セ
ン
事
ヲ
望
テ
再
会
以
来
一

日
モ
忘
レ
サ
ル
ナ
リ、

勿
卒
之
間
一

書
相
認
メ
敢
テ
机
下
二

呈
ス
、

足
下
二

於
テ
少
シ
ク
顧

生
ノ
足
下
ノ
為
二

取
ラ
サ
ル
所
ナ
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合
併
式
之
節
ハ
小
生
之
役
目
ハ
何
卒
フ
リ
ー
ニ
な
し
置
被
下
度、

何
レ
何
力
相
勤
可
申
候、

合
併
ノ
事
ハ
上
方
之
宣
教
師
ト
モ
予

メ
御
相
談
有
之
度
候

又
諸
教
会
ト
モ
計
リ
ニ
三
ノ
代
人
相
述
し
候
様
御
工
風
ア
リ
テ
如
何、

幸
二
松
山
君
ハ
出
京
ノ
由

一

筆
奉
拝
啓
候、

炎
暑
之
処
御
起
居
如
何、

小
生
ハ
伊
勢
君
と
共
二
会
津
之
東
な
る
吾
妻
山
之
麓
二
有
之
高
湯
と
云
濫
泉
場
二
六
七
日
前

よ
り
参
り
避
暑
仕
居
候、

偏
二
加
雅
を
主
と
し
罷
在
候
間、

御
休
心
被
下
度
候

n
考u

陳
者

兼
而
承
知
仕
居
候
東
京
二
教
会
合
併
之
件
二

付
段
々
田心
孝
侯
に、

随
分
原
ヲ
容
る
4
の
人
も
可
有
之
候
間、

牧
師
連
中
集
会
之
筒
公

125

八
月
七
日

生
等
ハ
一

両
日
若
松
市
中
二
滞
留、ソ、

其
ョ
リ
何
レ
ヘ
カ
ノ
温
泉

韮
頑
聾
は）
へ
参
リ
可
申
候、

ベ
ク
候
間、

御
返
書
賜
ラ
ハ
福
島
県
下
若
松
七
ヶ
町
清
水
屋
平
次
方
迄
御
差
出
シ
被
下
度
候、

謝
ノ
至
二
不
堪
候

①
山
形
県
下
南
置
賜
郡
関
村
高
湯

小
崎
弘
道

＊

何
卒
コ
レ
ラ
病
勢
カ
ノ
及
ハ
サ
ル
所
二
御
寓
居
ア
ラ
ン
事
ヲ
希
望
ス

宍
戸
惣
右
衛
門
方

④
墨

且
八
月
中
ハ
此
地
方
二
逗
留
ス

〔
マ
マ
〕

且
東
京
之
現
況
御
報
道
ア
リ
賜
多

②
東
京
芝
区
新
桜
田
町
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明治15年

然
と
右
之
事
を
持
出
ッ
、

諸
君
子
之
見
込
を
充
分
二

徊
問
被
成
侯
而
は
如
何、

且
兄
よ
り
ハ

充
分
二

合
併
す
る
の
理
由
ヲ
吐
霞
し、

人
々

を
し
而
克
＜
之
を
了
解
せ
し
め
ば
後
日
之
喋
々
を
防
＜
へ
し
と
存
候、

且
東
京
之
宜
教
師
ト
ハ

此
両
教
会
二

於
而
格
別
関
係
ハ

な
き
も
の

な
れ
ば、

決
而
共
二

計
ル
訳
ハ

毛
頭
も
無
之
候
得
共、

彼
鈍
々
た
る
人
々
ニ
ハ
一

応
其
理
由
丈
予
メ
御
陳
述
有
之、

又
其
見
込
等
も
御
尋

存
候
得
共、

被
成
候
而
は
如
何、

彼
之
連
中
啄
を
容
ル
、

の
権
な
き
も、

親
睦
之
為
之
も
一

応
被
成
而
は
如
何、

小
生
も
此
度
ハ

充
分
二

脳
を
狸
ひ
度

〔

マ

マ
〗〕

又
帰
京
を
も
急
き
候
間、

東
京
ニ
ハ

来
八
月
三
四
日
之
比
迄
二

出
京
仕
度
候
間、

合
併
式
も
其
周
間
飛
脚
船
出
発
之
一

両
日

桂
君
ニ
ハ

存
外
之
御
不
音
申
候
間
御
面
会
之
節、

其
外
和
田
君
初
御
一

統
二

よ
ろ
し
く、

別
而
御
家
族
様
二

も
右
同
断

⑤
森
中
章
光
写

画
蛾
燭
少
々
会
津
よ
り
持
帰
候
間、

御
覧
二

入
申
候

126 

九
月
二
十
八
日

小
崎
弘
道
愛
兄

土
倉
庄
三
鯰

八
月
七
日

前
二

御
執
行
有
之
度
奉
願
候、

右
用
事
ノ
ミ
如
此
候
也

山
形
県
下
南
置
賜
郡
関
村
高
湯

宍
戸
方

新
島

襄
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秋
冷
相
催
候
処
弥
御
多
祥
奉
賀
候、

陳
者
昨
夜
ハ

御
光
来
賜
候
処、

折
悪
不
在
拝
眉
を
不
遂
は
造
憾
之
至
二

奉
存
候、

其
後
は
存
外
之
御

無
沙
汰
仕
候
間、

御
回
答
芳
参
舘
を
希
望
侯
処、

過
刻
は
御
使
を
以
て
御
丁
寧
二

御
断
被
下
候
間、

不
取
敢
倣
社
一

生
徒
鳥
取
産
林
拾
氏

ニ

付
罷
見
陳
述
仕
度
侯、

扱
同
氏
ハ

飴
社
二

留
学
す
る
荻
二
ニ
年、

一

ツ
の
不
正
な
る
所
粟
も
な
く
克
＜
勉
強
ツ
決
て
課
粟
を
怠
し
廂
な

127 

十
月
十
八
日

土
倉
庄一＿一
郎
様

④
暴

*
＊
*

 

北
垣
国
道

〔

戯
〗l

先
日
ハ

御
写
真一――
葉
御
遣
し
被
下
難
有
頂
載
仕
候、

何
卒
御
家
族
方
御
一

統
へ
よ
ろ
し
く

九
月
廿
八
日

新
島

迎

今
回
は
御
令
嬢
御
両
名
別
二

御
一

名
女
学
校
へ

御
逍
し
相
成
二

付、

万
事
老
婦
人
二

托
し
置
侯
間、

何
も
不
都
合
は
あ
る
ま
し
と
存
候、

又
其
節
ハ

結
構
な
る
御
菓
子
御
投
与
相
成
難
有
受
納
仕
候、

何
卒
向
来
御
出
入
之
節
右
等
之
御
心
配
無
之
候
様
仕
度
候、

先
日
里
見
氏
来

＊
＊

京
之
節
勝
海
舟
先
生
之
書
二
葉
相
托
し
差
上
候
間、

定
而
御
落
手
之
事
卜
存
候、

自
然
東
京
へ

御
幸
便
も
有
之
候
ハ
、

何
な
り
少
々
之
物

を
御
造
し、

御
礼
御
陳
被
成
候
ハ
、

至
当
之
事
と
存
候、

先
生
ハ

東
京
氷
川
町
二

御
住
居
有
之
候、

右
得
貴
意、

早
々
頓
首
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明治15年

別
書
ハ

先
日
岡
山
之
ケ
ー
レ
ー

君
よ
り
被
送
小
生
方
へ
八
円
御
遣
シ 、

小
生
之
手
を
り

貴
兄
迄
御
送
可
申
よ
し
委
頼
二
及
候
間 、

本
日
小

128 

北
垣
知
事
殿

十
月
十
八
日

④
墨

＊

 

長
田
時
行

新
島

狸

く 、

且
杭
慨ー一
し
而
非
常
な
る
議
論
家
な
る
も
案
外
二
多
言
な
ら
す 、

且
淡
蒲
に
し
而
虚
餅
な
く
実
二

愛
す
へ
き
頼
母
敷
少
年
な
り
と
存

候 、

其
上
漠
籍
も
相
応―ー
出
来 、

洋
学
も
級
中
他
生
二

数
歩
を
譲
ら
す 、

今
之
分
二
有
之
候
ハ
、

他
年
口
業
之
后 、

有
月
之
人
物
と
可
相

成
と
希
望
仕
居
候 、

同
人
家
ニ
ハ

唯
老
母
卜

小
弟
あ
る
の
み 、

小
商
を
為
し
糊
口
し
居
候
よ
し 、

是
迄
都
合
い
た
し
学
査
取
続
候
処 、

今

回
不
幸
二
し
而
コ
レ
ラ
病
二

罹
リ
種
々
股
用
も
懸
り
老
母
よ
り
切
二

帰
省
を
促
か
さ
れ 、

又
向
来
学
資
之
送
致
も
難
成
よ
し 、

右
二

付
進

退
維
谷
閣
下
迄
歎
願
二

及
し
よ
し 、

閣
下
幸
二

愛
顧
を
垂
賜
ひ
同
人
之
学
資
御
給
与
被
下
候
ハ
ヽ
、

特
二
同
人
之
幸
の
み
な
ら
す
小
生
之

幸
と
も
言
へ
き
な
り

小
生
之
開
校
せ
し
は
他
意
あ
る
に
非
ら
す 、

偏
二
人
オ
を
陶
冶
し
邦
家
二

酬
ゆ
る
所
あ
ら
ん
と
す 、

故
二

閣
下
之
同
人
を
扶
助
し

賜
ふ
は

又
小
生
之
素
志
を
袈
け
賜
ふ
と
云
へ
き
な
り 、

閣
下
幸
二
容
る
4
所
あ
ら
は
小
生
之
幸
も
亦
大
突 、

頓
首
敬
白

十
月―
―
十
五
日
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候
也

129 

〔
未
詳
〕

崎
兄
へ

送
リ
候
書
中
へ

右
八
円
之
為
替
金
ハ

封
入
シ
候
間、

小
崎
兄
よ
り
御
受
取
被
下
度
候、

其
節
其
書
も
一

緒
二

可
呈
筈
之
処、

遂
ニ

失
念
候
間
不
取
敢
差
上
申
候、

何
卒
右
為
替
御
落
手
之
上
ハ

至
急
岡
山
之
諸
宣
教
師
へ

御
謝
辞
御
陳
述
被
下
度
奉
願
候、

右
得
貴
意
如
此

十
月
廿
五
日

長
田
時
行
愛
兄

＊
＊

一

寸
奉
拝
啓
候、

陳
者

数
日
前
一

書
差
上
御
相
談
二

及
候
通、

今
回
同
志
社
之
神
学
生
熊
本
県
人
竹
原
義
久
卜
申
者、

京
都
伝
道
区
ョ
リ

御
地
へ

派
出
仕
候
間、

説
教
等
二

付
一

切
充
分
二

御
周
旋
被
下、

福
井
地
方
二

主
之
御
光
栄
之
輝
キ
候
様
仕
度
候、

且
本
社
よ
り
も
少
々
之

手
当
等
仕
候
得
共、

御
地
之
信
者
方
も
可
成
丈
御
尽
力
有
之、

費
月
等
も
相
減
省
候
様
御
注
意
被
下
度、

又
大
切
な
る
人
物
二

有
之
候
得

は、

住
宿
所
等
二

も
健
康
之
為
二

相
咸
候
所
を
御
撰
ヒ
被
下
度
侯、

且
万
一

御
地
滞
留
中
月
意
之
金
子
等
不
足
候
節
ハ
、

伺
差
支
な
く
ハ

＊

 

福
井
信
徒

御
愛
母
様
へ

も
よ
ろ
し
く
御
伝
言
を
奉

⑤
写
真

新
島

襄
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明治15年

福
井
信
徒御
中

早
々
頓
首

新
島

襄

信
者
方
之
内
よ
り
徊
立
替
被
下
候
様
仕
度
侯、

何
＞
本
人
帰
京
之
上
ハ

本
社
よ
り
必
ら
す
徊
返
却
可
仕
候
間、

是
亦
為
念
徊
心
得
被
下
度

奉
存
候、

当
夏
中
ハ

幸
二

木
村
君
も
帰
省
せ
ら
れ
候
間、

諸
兄
弟
二

も
御
協
力
之
上
御
働
ら
き、

幽
暗
に
迷
ふ
罪
人
に
救
之
道
之
顕
＞、

真
之
神
之
御
国
を
発
見
す
る
者
之
増
加
せ
ん
事、

切
二

小
生
之
望
む
所
二

御
座
候、

右
取
急
相
認
候
間、

乱
文
之
義
ハ

御
海
涵
を
仰
ク、

229 



一

月
十
日

小
生
二

も
乍
多
病
加
年
仕
臥
握
之
志
決
不
消
御
休
神
被
下
度
奉
希
候

恭
賀
新
年 御

家
族
御
一

統
様
宜
し
く
御
致
声
を
乞、

且
田
中
賢
道
氏
二

よ
ろ
し
く

130 

一

月
十
日

明
治
十
六

徳
富
猪
一

郎

（
一

八

八

三
）

②
熊
本
県
託
麻
郡
大
江
村

年

③
は
が
き

④
墨

新
島

襄

230 



明治16年

四
月
八
日

新
島

迎

乍
毎
度
御
足
労
相
願
候
は
恐
縮
之
至
二

候
得
共、

ベ
ル
リ
先
生
之
企
候
看
病
人
学
校
之
事
二

付
一

応
御
相
談
仕
度
候
間、

明
九
日
午
后
四

〔

勢
〕

時
山
本
覚
馬
氏
之
家
迄
御
来
車
被
下
度
奉
願
候、

尤
伊
セ
時
雄、

小
生
も
出
頭
可
仕
候
間、

御
操
合
之
程
奉
仰
候、

早
々
頓
首

132 

四
月
八
日

一

年
生
諸
君御
中

三
月
廿
四
日

/JI 

④
墨

中
村
栄
助

三
月
二
十
四
日

同
志
社
一

年
生

⑤
森
中
章
光
写

⑥
森
中
写
に
よ
れ
ば、

原
本
は
赤
イ
ソ
ク
書
と
あ
る。

一

書
拝
啓
仕
候、

陳
者
明
廿
五
日
夕
景
よ
り
諸
君
之
御
来
遊
を
切
望
候
間、

御
都
合
被
成
御
越
被
下
候
ハ
、

幸
甚

新
島

迎
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志
賀
覚
兵
衛
様

四
月
廿
八
日

尤
年
齢
ハ

満
十――一
年
已
上
候
間、

是
亦
御
承
知
被
下
度
候

華
翰
拝
見
仕
候、

陳
は
本
社
二

於
而
大
学
設
立
之
計
画
ハ

仕
居
候
得
共、

ハ
、

何
レ
其
予
備
門
二

可
仕
と
存
候
間、

本
年
九
月
上
旬
よ
り
新
入
生
を
募
候
間、

其
節
貴
下
之
御
子
弟
を
御
造
し
被
下
候
様
仕
度
候、

右
為
毀
答
如
此
候
也、

早
々
頓
首

133 

中
村
栄
助
兄

四
月
二
十
八
日

④
森
中
章
光
写

＊

 

志
賀
覚
兵
衛

万
一

御
不
都
合
な
ら
ば
至
急
御
通
知
之
程
奉
仰
候

新
島

迎

旧
来
之
英
学
校
を
廃
す
る
二

非
す、

他
日
大
学
校
設
立
二

及
候
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明治16年

事
ナ
レ
ハ
、

何
ソ
御
相
談
有
之
候
節
ハ

克
々
御
話
し
置
被
下
度
候
様
奉
願
候

五
月
十
七
日

＊
＊

 

寸
椿
奉
啓
候、

陳
者
昨
日
ハ

貴
局
迄
参
上
仕
候
処、

棲
々
御
慇
懃
二

御
談
話
被
下
実
二

感
侃
之
至
二

不
堪
候、

其
節
御
話
仕
候
通
弊
社
大

*
＊
*

 

学
設
立
旨
趣
書
多
分
御
送
呈
申
上
度
候
得
共、

殆
出
し
切
僅
二

数
部
ノ
ミ
相
存
候
問、

不
得
止
事
先
つ
二
冊
程
呈
上
仕
置
候、

何
レ
四
五

日
内
ニ
ハ

西
京
よ
り
送
致
之
事
二

仕
置
候
間、

来
着
次
第
又
々
御
送
呈
可
仕
候、

小
生
も
十
八
日
当
地
出
発、

家
郷
な
る
上
州
安
中
へ

参

り
三
四
日
滞
留、

再
ヒ
上
京
可
仕
候
間、

上
京
次
第
又
々
参
趨
先
日
相
願
置
候
所
二

御
周
旋
奉
希
度
候、

然
人
物
二

御
紹
介
被
下
度
臥
て
奉
懇
願
候、

右
得
貴
意
度
如
此
候
也、

早
々
頓
首

五
月
十
七
日

富
田
鉄
之
助
殿

且
当
地
並
大
阪
等
之
銀
行
中
可

尚

、々

昨
日
ハ

吉
原
君
二

も
拝
眉
之
上
御
賛
成
御
願
置
候
得
共、

貴
君
ニ
ハ

同
君
よ
り
も
小
生
之
学
校
之
始
末
ハ

逐
一

御
承
知
之

134 

富
田
鉄
之
助

⑤
森
中
章
光
写

新
島

襄
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昨
日
は
参
堂
継
々
御
談
話
拝
聞
仕、
且
又
御
所
蔵
之
荘
子
因
御
恵
投
被
下
感
侃
之
至
二
不
堪
候、
担
退
舘
之
節
御
覧
二
呈
候
散
社
大
学
設

立
旨
趣
書
ハ
定
而
御一
覧
被
下
候
事
卜
奉
存
候、

先
生
ニ
ハ
右
設
立
之
義
二
付
如
何
之
御
意
見
有
之
候
哉、

右
義ハ
小
生
二
於
テ
決
而一

朝一
タ
ニ
思
立
チ
タ
ル
事
ニ
ア
ラ
ス、

数
年
来
大
学
設
置
ハ
願
望
仕
居
候
得
共、

如
何
セ
ン
微
カ
ニ
シ
テ
着
手
ス
ル
ニ
由
ナ
ク
是
迄
沈
黙

＊＊
 

仕
居
候
処、

昨
年
来
吉
野
地
方
ニ
ア
ル
一
商
人
散
校
二
於
テ
法
学
部
ヲ
設
置
セ
ハ
必
ラ
ス
五
千
円
ヲ
入
ル
ペ
シ
ト
約
シ
呉
候
間、

段
々
京

師
之
人
々
卜
相
計
候
処、

府
会
議
員
中
二
多
分
之
賛
成
ヲ
得、

又
特
別
二
尽
カ
セ
ラ
ル
、
モ
ノ
モ
有
之、

遂
二
小
生
上
京
前
右
旨
趣
書
モ

上
梓
仕
候
次
第、

乍
去
此
挙
ク
ル
敏
校
二
資
カ
ア
ル
ニ
ア
ラ
ス、

広
ク
江
湖
有
志
之
賛
成
ヲ
仰
キ
之
ヲ
設
立
ス
ル
ノ
外
他
策
ア
ル
ニ
ア
ラ

サ
レ
ハ、

願
ク
ハ
府
下
之
御
知
人
中
可
然
人
物
二
先
生
ョ
リ
御
招
介
書
ヲ
被
下
候
ハ

、ヽ

小
生
ニ
ハ
時
モ
労
モ
不
厭
参
趨
仕
自
ラ
紳
士
方

ニ
面
接
之
上、

飽
マ
テ
モ
小
生
之
心
情
目
的
等
陳
述
仕
候
而
広
ク
江
湖
之
賛
成
ヲ
希
図
仕
居
候
間、

小
生
上
京
前（
吟餌
遠
辱
知
環
翫
唸
厨
尉
紐

暉h
恥

蒻呻
緬這
星幻
公
町環
鰐）
可
然
紳
士
へ
御
招
介
書
御
認
置
被
下
候
様
臥
而
奉
願
上
候、

成
下
度、

是
亦
奉
願
上
候、

右
得
貴
意
如
此
候
也、

早
々
頓
首

最
初
ニ
ハ

唯
賛
咸
員
ヲ
募
ル
／
ミ、

何
＞
他
B
更
二

金
頷
ヲ
募
集
ス
ル
事
卜
定
メ、

五
月
十
八
日

135 

五
月
十
八
日

④
墨

中
村
正
直

且
金
額
ハ

月
拭
ナ
リ
年
餓
ナ
リ、

成
ハ

新
島

襄

且
参
上
候
ハ
、
御
不
在
ニ
テ
モ
相
分
候
様
被
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1 3 6 

＊

西
京
三
教
会

一

月
来
之
形
況
ハ

該
地
伝
道
来
未
曽
有
之
事
実

津
田
仙
君
よ
り
承
リ
候
二

先
生
ニ
ハ

大
久
保
一

翁
公
卜
御
懇
意
ノ
ヨ
シ、

可
相
成
ハ

同
公
迄
御
添
書
被
下
度
奉
希
候、

務
卿
ニ
モ
面
接
仕
度
候
間、

何
ソ
ョ
キ
御
工
風
ハ

ナ
キ
モ
ノ
カ
何
卒
御
差
図
之
程
奉
願
候

五
月
二

十
一

日

④
森
中
章
光
写

且
山
田
内

着
京
後
多
事
勿
々
殆
一

通
之
書
を
呈
す
る
暇
も
あ
ら
さ
り
き
次
第、

遂
二

今
日
迄
御
無
音
に
及
候、

乍
去
先
日
一

寸
宣
教
師
方
迄
一

通
之

書
を
呈
し
大
親
睦
会
之
大
概
之
形
況
を
御
報
知
申、

又
愚
妻
迄
一

書
相
送
置
候
間、

定
而
御
伝
聞
之
事
卜
奉
存
候、

且
又
七
―
二

も
其
形

況
ハ

登
録
す
へ
く
候
間、

紙
上
詳
細
之
事
を
御
通
知
す
る
二

及
ハ

ず
と
存
候、

然
し
小
生
之
帰
京
前
寸
緒
拝
呈
御
報
道
申
度
ハ

左
之
事
実

也、

小
生
着
浜
之
上、

直
二

南
小
柿、

稲
垣
之
両
氏
を
訪
ヒ
横
浜
之
様
子
相
尋
候
処、

有
之、

洗
礼
あ
る
毎
二

受
洗
者
数
十
を
以
テ
数
ふ
る
に
至
る、

一

度
／
投
金
ナ
リ
寄
俯
へ
／
便
宜
二

任
セ
申
候

中
村
先
生

且
牧
師
連
中
二

是
迄
何
と
な
く
名
状
す
へ
か
ら
ざ
る
感
情
あ
り
随
て
軋
礫

な
き
能
ハ

ず、

然
る
に
牧
師
連
中
ハ

案
外
之
平
和
一

致
を
生
し、

各
自
己
を
忘
ル
ニ

至
リ
シ
ハ

是
聖
霊
之
感
化
二

あ
ら
さ
れ
ハ
、

他
二

帰
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於
て
案
外
二

都
合
よ
ろ
し
く、

す
へ
き
所
な
し
と
稲
垣
氏
被
申
侯、

変
シ
喜
卜
平
和
を
以
充
た
さ
る
4
二

似
た
り

東
京
二

来
リ
該
地
之
様
子
を
見
ル
ニ
、

伝
道
上
実
二

維
新
之
時
代
卜
云
ト
モ
可
な
る
へ
し
卜
存
候、

別
而
メ
ソ
デ
ス
ト
男
女
学
校
二

於
テ

年
少
な
る
男
女
之
多
分
更
生
し、

侃
々
少
し
も
憚
る
所
な
く
衆
人
二

向
此
道
を
説
ク
ニ

至
り
し
ハ
、

聖
霊
之
助
ケ
ニ

あ
ら
さ
れ
バ

決
し
て

成
し
能
さ
る
所
な
り、

該
地
兄
弟
之
非
常
二

憤
発
さ
れ
し

且
同
氏
之
如
き
ハ
一＿一
年
前
大
阪
二

於
而
面
会
セ
シ
時
之
稲
垣
二

あ
ら
す、

実
二

同
氏
之
顔
色
迄
も
一

メ
ソ
デ
ス
ト
学
校
中
最
著
シ
キ
動
き
を
為
す
者
ハ

最
初
二

四
五
人
な
り、

其
内
一

人
ハ

津
田
元
親
君
之
令
弟
二

し

て、

同
氏
ノ
如
き
ハ

年
未
夕
十
五
二

充
夕
す、

去
レ
ト
モ
其
働
き
を
為
す
や
活
澄
ニ
シ
テ、

彼
奥
野
老
人
モ
議
論
上
三
舎
ヲ
避
る
二

至
り

し
ハ

実
二

奇
異
之
事
件
卜
被
思
候、

ロ
を
開
か
さ
る
人
サ
ヘ

も、

近
来
ハ

人
々
二

向
ヒ
神
之
恵
を
証
セ
ラ
ル
ニ

至
リ
シ
ハ

又
非
常
之
変
事
卜
云
へ
き
な
り、

有
之
候、

又
小
崎
氏
之
教
会
中
二

も
皆
非
常
二

憤
励
シ
、

和
田
正
幾
氏
ノ
如
き
平
生
沈
黙
シ
テ
余
リ
教
之
為
ニ

且
又
大
親
睦
会
ニ

人
々
一

致
セ
ヨ
ト
発
言
せ
し
も
の
な
く
し
て
自
ラ
一

致
シ
、

是
迄
該
地
二

而
内
外
之
兄
弟
中
兎
角
軋
礫
あ

り
て
互
ヒ
ニ

親
和
セ
さ
る
有
様
な
り
し
が、

内
国
之
兄
弟
中
ニ
ハ

大
二

其
非
を
暁
り
向
来
必
ら
す
一

致
し
而
働
く
へ
し
と
発
言
セ
し
輩
も

又
是
迄
少
し
く
伝
道
を
快
と
せ
さ
る
兄
弟
も
大
二

憤
発
し
弥
主
二

身
ヲ
捧
け
ん
と
決
意
セ
し
輩
も
有
之
候、

可
有
之
通、

大
親
睦
会
大
演
説
会
之
外
四
回
之
大
説
教
会
（
演
説
ニ
ア
ラ
ス
）

を
催
す
る
に

至
り
し
ハ
、

且
已
二

御
承
知
も

を
見
る
二

足
ル
、

小
生
ニ
ハ

前
周
間
中、

府
下
之
紳
士
二

面
会
す
る
二

汲
々
た
り
し、

其
意
ハ

兄
等
二

も
御
推
察
之
事
と
存
候、

且
前
金

〔

市
〕

曜
日
ョ
リ
東
京
を
発
し
安
中
二

至
リ
今
朝
迄
逗
留、

昨
日
ハ

午
后
安
中
新
栄
会
堂
二

於
て
蔵
原
氏
卜
共
二

説
教
致
し、

昨
夜
ハ

原
一

卜
申

シ
テ
安
中
ョ
リ
三
十
町
程
隔
リ
ク
ル
一

駅
二

於
而
同
氏
卜
共
二

説
教
仕
候、

安
中
二

而
ハ

集
る
者
三
百
人
ョ
、

原
―
二

於
而
安
中
よ
り
も

尚
多
か
ら
し
と
被
思
候、

現
今
該
地
近
傍
道
を
求
ム
ル
モ
ノ
実
二

飢
渇
飲
食
を
求
む
る
か
如
し、

昨
夜
な
と
ハ

三
四
里
外
よ
り
草
桂
懸
ケ

ニ

而
来
る
も
の
多
分
有
之
侯、

且
安
中
之
新
栄
会
堂
ハ

実
二

壮
欝
ニ
ッ
テ
五
六
百
人
を
容
る
二

足
ル
、

又
近
来
大
な
る
小
学
校
之
建
築
あ
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握
可
ナ
ル
ヘ
ケ
ン 、

兄
姉
ョ

勉
ョ
ヤ
勉
ョ
ャ

り
テ
今
殆
卜
其
I
を
終
ら
ん
と
せ
り 、

此
校
舎
之
姐
き
ハ
五
百
之
生
徒
を
容
ル
ニ

足
リ
テ
群
馬
県
中
第
一

等
／
モ
ノ
ト
称
セ
ら
る
i ‘

且

碓
氷
郡
中
二

昨
年
来
ョ
リ
私
立
中
学
ヲ
置
ク
ノ
議
を
生
し
已
二
八
千
円
之
資
金
ヲ
蓄
へ

、

已
二

群
馬
県
中
之
先
禅
者
卜

称
セ
ら
る
二

至
り

〔
功u

o
o
o

し
ハ

偏
二

我
力
耶
蘇
教
巧
な
し
と
云
ヒ
得
さ
る
べ
し 、

現
今
安
中
之
信
徒
ニ
ハ

活
撥
之
ラ
イ
フ
あ
り 、

益
動
き
益
進
ム
ノ
形
況
ア
リ
テ
決

し
て
デ
ル
ー

ジ
ョ
ン
ノ
類
ニ
ア
ラ
ス 、

無
学
ノ
老
人
娘
連
中
ニ
モ
確
乎
抜
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
信
仰
ヲ
起
シ
其
鉾
当
ル
ヘ
カ
ラ
サ
レ
ハ

、

反
対

＊
＊

小
生
ハ

今
朝
帰
程
高
崎
よ
り
同
志
社
二

来
レ
ル
生
徒
岡
本
氏
之
家
卜 、

倉
ケ
野
ノ

松
本
氏
ノ

家
ト
ニ

立
寄
リ

此
両
地
之
様
子
ヲ
探
リ
シ

0

0

0

 0
 

0
 

0
 

ニ

、

畑
ハ

已
二

白
シ
只
伝
道
師
之
勃
々
起
ラ
サ
ル
ヲ
歎
ス
ル
ノ
ミ 、

小
生
該
地
方
二

在
リ
益
々
伝
道
師
之
必
要
ヲ
覚
ヘ
ク
リ 、

依
而
我
カ

同
志
社
ニ
ア
ル 、

或
ハ

百
二

当
リ

或
ハ

千
二

当
ル
ノ
壮
士
翡 、

今
日
ニ
ア
リ

少
シ
モ
躊
躇
ス
ル
事
ナ
ク
断
乎
卜

身
ヲ
差
出
シ 、

畑
地
二

踏
込`
、、

主
ノ
為
二

之
ヲ
獲
収
メ
ン
事
ヲ
切
二

希
図
シ
止
マ
サ
ル
ナ
リ 、

願
ク
ハ

大
能
カ
ヲ
具
有
セ
る
天
父
我
茄
之
祈
ヲ
垂
聴
シ
賜

ヒ 、

此
壮
士
之
心
二

霊
ノ
賜
ヲ
ソ
、

キ 、

ノ
御
国
ヲ
来
ラ
サ
シ
メ
ン
事
ヲ ‘

今
ハ

我
傍
眠
ル
ノ
時
ニ
ア
ラ
ズ 、

天
父
来
臨
ア
リ

已
二

白
キ

日
二

新
二

亦
日
二

新
ナ
ラ
シ
メ 、

永
神
ノ
撰
器
基
督
忠
僕
ト

ナ
ラ
シ
メ 、

速
カ
ニ

我
全
国
二

神

又
三
教
会
之
兄
姉
二

向
ヒ
小
生
之
切
望
ス
ル
所
ハ

銘
々
自
己
ノ
信
仰
ヲ
ス
、
メ
常
二

基
督
卜

共
ニ
ア
リ

基
督
ノ
心
ヲ
以
テ
心
卜

為
ス
ニ

ア
リ 、

兄
姉
ョ

義
ノ
太
陽
ハ

已
二

東
天〔
二
〕
昇
レ
リ ‘

基
督
来
臨
ア
リ
天
軍
来
臨
ア
リ
テ
我
輩
ノ
馳
セ
場
二

奔
ル
ノ
競
走
ヲ
覧
ラ
ル
、

ナ
ラ
ン 、

兄
姉
ョ
我
傍
命
冠
ヲ
得
ン
為
メ
ニ

走
ラ
ス
シ
テ

小
生
来
京
以
来
少
し
も
休
息
ス
ル
ノ
暇
ヲ
得
ス 、

論
者
ハ

空
ク
手
を
垂
レ
テ
照
ク
ノ
ミ
な
り

且
脳
痛
ヲ
覚
ヘ
サ
ル
ノ
日
ハ
一

日
モ
ア
ラ
サ
レ
ト

モ 、

幸
二

今
日
迄
主
之
恵
ノ
下
二

生

息
ス
ル
ヲ
得 、

今
夜
寝
二

就
ク
ノ
前
二

当
リ

此
ノ
一

通
ノ
書
ヲ
認
メ
諸
兄
姉
等
二

呈
ス
ル
ヲ
得
ル
ハ

、

深
ク
天
父
ノ
恩
恵
ヲ
謝
シ
テ
止
マ

サ
ル
ナ
リ 、

天
父
若
シ
幸
二

許
シ
賜
ハ

、

小
生
十
日
ヲ
出
サ
ル
内
再
ヒ
諸
兄
姉
等
二

面
接、ソ
テ
小
生
今
回
天
父
ョ
リ

蒙
リ
シ
所
ノ
御
恵
ヲ
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137 

西
京
三
教
会
御
中

自
ラ
語
ル
事
ヲ
得
ヘ
シ、

五
月
廿
一

日

被
下
度
候
也

願
ク
ハ

天
父
今
夜
小
生
之
諸
兄
姉
等
ノ
為
メ

祈
ル
所
ヲ
聞
キ
上
ヶ
賜
ハ
ン

事
ヲ

五
月―
―
十
五
日

①
東
京

小
崎
弘
道
方

②
江
州
八
日
市
市
ノ
部
村

③
は
が
き

氏
所
蔵）

⑥
代
筆。

日
付
は
消
印
（
八
日
市）

に
よ
る。

⑤
複
写
（
大
西
善
明

過
日
来
大
二

御
無
沙
汰
申
上
恐
入
申
候、

迂
生
事
先
月
以
来
非
常
ナ
ル
多
忙
ニ
テ
寸
暇
無
之、

御
返
事
モ

怠
リ
失
敬
申
上
候、

却
説
御
亡

兄
之
遺
稿
二

係
ハ
ル

馬
太
伝
註
解
訓
点
出
版
之
義、

須
田
兄
ノ
相
談
ニ
テ
御
世
話
申
上
ヘ
ク
申
置
候
か、

右
ハ

只
其
出
版
及
校
正
之
事
務

＊
＊
 

ヲ
担
当
致
ス

迄
ニ
テ
御
座
候、

是
迄
神
戸
福
音
舎
卜
如
何
ナ
ル

御
条
約
ニ

ナ
サ
レ

候
ヤ、

其
義
御
申
越
被
下
度
候、

又
御
草
稿
ハ

御
郵
送

＊

広
瀬
熊
二

熊
ヶ
谷
駅
二
於
テ

新
島

襄
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候、

此
事
丈
ハ

通
知
被
下
度
候

先
般
は
東
上
仕
候
際
ニ
ハ

御
礼
之
出
来
サ
リ
シ
ハ

遣
憾
二

奉
存
候、

担
今
回
は
大
親
睦
会
ハ

実
二

何
モ
意
外
二

出
テ
都
合
宜
参
リ
深
ク
真

神
二

謝
ス
ル
ナ
リ、

小
生
出
発
前
築
地
大
学
ノ
一

書
生
米
沢
氏
西
京
二

来
候
事
柄
二

付、

兼
テ
申
上
候
通
当
方
ョ
リ
彼
ヲ
招
ク
事
ハ

致
兼

候、

乍
去
誰
レ
ニ
モ
門
戸
ヲ
開
キ
タ
ル
学
校
ナ
レ
ハ

彼
来
ル
ヲ

乞
ハ
、

敢
テ
之
ヲ
拒
マ
ス
、

139 

六
月
九
日

⑤
森
中
章
光
写

長
田
時
行

間、

信
者
ハ

勿
論
御
懇
意
之
御
方
御
同
伴
有
之
度、

右
御
案
内
迄、

草
々

拙
生
昨
夜
東
京
よ
り
帰
宅
仕
候、

金
森、

138 

五
月
三
十
日

＊

上
原
之
両
兄
モ
来
着
仕
候
二

付、

今
晩
第
二
教
会
二

於
テ
午
後
第
七
時
ョ
リ
報
告
会
相
発
き
候

中
村
栄
助象

町

②
府
下
五
条
大
橋
東
江
入
ル

⑥
日
付
は
表
書
に
よ
る。

③
は
が
き

④
毛
筆
（
赤
イ
ソ
ク）

唯
今

更
二

学

資
ヲ
助
ク
ル
ノ
見
込
ハ

無
之
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＊
＊

 

逐
々
厳
暑
相
催
候
際
御
起
居
如
何
奉
伺
侯、

今
朝
浜
岡
氏
承
侯
二

御
家
族
中
御
病
人
有
之
侯
由、

余
程
御
大
息
二

御
座
侯
哉
奉
伺
侯、

何

141 

六
月
十
一

日

＊

 

田
中
源
太
郎

幸
甚
之
至
二

不
堪
候、

右
御
礼
芳
々
為
貴
答
如
此
候
也、

敬
白

華
墨
拝
読
仕
候、

陳
者
小
生
出
京
中
度
々
拝
眉
御
許
容
被
下
候
の
み
な
ら
す、

弊
社
法
学
部
設
置
之
為
種
々
御
工
風
被
下
候
条
感
侃
之
至

ニ

不
堪
候、

且
又
外
山
脩
造
氏
へ

面
会
之
事
二

付
態
々
御
申
遣
被
下、

是
亦
奉
万
謝
候、

如
貴
命
本
月
之
末
力
来
月
之
初
二

是
非
と
も
下

坂、

同
氏
へ

面
会
万
事
募
集
之
法
方
二

付
相
談
可
仕
候、

尚
此
上
も
御
序
之
節
同
人
方
へ

弊
校
之
為
尽
力
致
呉
候
様
御
高
諭
被
下
候
ハ
、

富
田
鉄
之
助
殿侍
史七

月
二
十
日

①
京
都
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
町
百
四
拾
番
地

140 

六
月
十
一

日

富
田
鉄
之
助

⑤
森
中
章
光
写

②
丹
波
国
亀
岡

④
墨

新
島

襄
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明治16年

田
中
源
太
郎
殿

七
月
廿
日

ア
ラ
ハ

御
見
込
充
分
二

御
書
キ
添
へ

被
下
候
様
臥
而
奉
希
候

一

喜
捨
人
ヲ
シ
テ
軽
便
二

投
金
、ソ
得
ル
ノ
法
ヲ
設
ケ
度
キ
事

分
炎
暑
中
之
事
ナ
レ
ハ

充
分
御
摂
生
之
程
奉
希
図
候、

陳
者
先
B
浜
岡
氏
よ
り
傲
社
大
学
設
立
旨
趣
書
二

附
ス
ヘ
キ
喜
捨
金
募
集
之
仮
則

書
相
呈
し
候
由、

右
二

付
拝
眉
を
得
棲
々
御
談
判
ヲ
遂
ケ
度
存
居
候
処、

近
々
ニ
ハ

御
出
京
ハ

有
之
マ
ジ
ト
承
候、

依
而
寸
書
相
認
メ
小

生
之
見
込
之
概
略
相
陳
シ
貴
殿
之
勘
考
ヲ
労
シ
度
候

一

社
会
ノ
信
用
ヲ
得
充
分
二

喜
捨
人
ヲ
シ
テ
安
心
セ
シ
ム
ル
ノ
法
ヲ
得
度
キ
事

浜
岡
君
ト
モ
已
二

相
談
シ
、

喜
捨
人
ョ
リ
ハ

直
二

為
換
ト
ナ
シ
京
都
ノ
銀
行
ニ
フ
リ
込
ム
事
二

相
定
申
候、

然
シ
未
夕
細
密
之
法
ハ

相
定
不
申
候

金
ノ

一

喜
捨
人
ヲ
シ
テ
百
円
以
上
二

至
ル
モ
ノ
ハ
、

特
権
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ノ
面
目
ヲ
有
セ
シ
メ
ク
キ
事

'‘
・‘
»、
»

此
等
之
事
ハ

唯
募
集
法、

編
成
之
精
神
二

有
之、

敢
而
法
方
卜
申
ス
ニ
ア
ラ
ス、

貴
殿
二

は
定
而
何
ソ
良
工
風
モ
可
有
之
候
間、

御
寸
暇

本
日
ハ

浜
岡
君
卜
同
伴、

第
一

国
立
銀
行
之
支
配
人
二

面
会
仕
侯
事
二

な
し
置
候、

候、

早
々
頓
首

一

良
法
ヲ
設
ケ
飽
マ
テ
敗
ヲ
取
ラ
サ
ル
様
注
意
シ
タ
キ
事

新
島

襄

何
卒
此
上

も
御
尽
力
御
賛
成
之
程、

臥
而
奉
懇
願
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143

八
月
二
十
八
日

候、
何
レ
小
生
も
夕
景
ニ
ハ
参
上
仕
度
候

テ
叡
山
迄
御
苦
労
願
度
よ
し
被
申
候
問、

142 

七
月
二
十
四
日

山
岡
手
方

鸞
中
章
光
写

①
寺
丁
通
丸
太
丁
上
ル

②
府
下
五
条
橋
東二
入
ル
ニ
丁
目

⑥
日
付
は
表
書
に
よ
る。

＊

 

昨
日
グ
リ
イ
ン
氏
卜
面
会
候
処、
先
日
御
談
申
置
候
建
築
事
件
二
付一
寸
御
相
談
申
度
候
間、

私
共
明
廿
五
日
早
朝
五
時
比
ョ
リ
出
発
之
積
二
候、

＊
＊

 

残
暑
未
ク
不
退
候
処、
弥
御
清
適
御
消
光
被
成
候
由
大
慶
奉
賀
候、
陳
者
去
月
中
錦
地
二
於
而
六
名
之
兄
姉
主
之
聖
名
二
よ
り
受
洗
被
成

候
よ
し、
御
賢
妻
様
其
御一
人
な
る
由
承
り、
御
家
族
殆
卜
天
国
之
聖
箭
中
二
御
記
名
被
成
候
事ハ、
尊
兄
平
常
之
御
素
志
も
相
達
し
侯

事
卜
存
ツ
喜
欣
千
万
二
奉
存
候、
尚
此
上
も一
層
御
勉
励
岸
和
田
地
方
二
於
而
聖
旗
ヲ
冗
然
卜
御
立
テ、
罪
二
迷
フ
者
ヲ
シ
テ
来
テ
救
ヲ

*
＊
*

 

得
ル
／
途
二
就
ヵ
ツ
メ
ハ、
兄
等
卜
共
真
之
福
祉
ヲ
漿
ル
モ
ノ
続
々
輩
品
セ
ソ
ト
存
候、
小
生
も
先
逹
中
加
養
之
為
皿
州
山
中
二
参
リ
湯

中
村
栄
助

万
一
御
差
支
ナ
ク
ハ
御
同
行
之
段
奉
希

〔
鉛
筆
〕

「
小
生
も」
費
君
卜
森
田
君
卜
御
同
伴
シ

③
は
が
き

④
墨
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明治16年

先
[ 治

仕
居
昨
日
帰
京
仕
候、

聞
ク
所
ニ
ョ
レ
ハ

旧
主
君
岡
蔀
公
ハ

当
時
英
国
ケ
ソ
プ
リ
ジ
ニ

被
在
徊
修
業
之
よ
し、

是
ハ

弥
英
国
ナ
ル
カ
又

米
国
二

も
ケ
ン
プ
リ
ジ
ト
申
所
二

大
学
有
之
候
間、

何
レ
ノ
国
ナ
ル
カ
御
序
一

応
御
知
セ

被
下
候
ハ
、

幸
甚、

是
ハ

決
而
急
く
事
ニ
ア
ラ

ス
、

小
生
も
来
月
六
日
比
二

下
坂
之
積、

定
而
拝
眉
も
出
来
候〔
卜〕
存
候
間、

前
以
一

応
御
尋
申
上、

且
拝
眉
迄
二

御
調
被
置
候
様
希
図

山
岡
手
方
愛
兄

]
態
々
御
書
面
を
以
而
御
委
頼
有
之
条
件
至
急
貴
命
二

応
ヘ
キ
筈
之
処、

夏
之
休
暇
之
末
二

当
リ
小
生
石
川
県
下
山
中
と
申
所
ニ

参
リ
暫
く
滞
留
し
居、

144 

又
帰
京
後
も
度
々
諸
方
二

出
張
し、

続
而
開
校
前
種
々
之
用
事
相
嵩
ミ
已
二

延
引
二

相
成
候
間、

貴
校
御
開
校
前

九
月
二

十
八
日

八
月
廿
八
日

候
也、

右
得
衰
意
如
此
候
也、

早
々
頓
首

①
京
都
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
町
百
四
拾
番
地

②
東
京
木
挽
町
九
丁
目
十
六
番
地

⑤
写
真

＊

井
深
梶
之
助

尚

、々

御
家
族
ハ

勿
論
信
者
御
一

統
様
宜
御
致
声
被
下
度
奉
希
候

新
島

襄
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九
月
廿
八
日

〔

力
〗l

ニ
而
ハ
ト
テ
モ
間
二
合
兼
候
卜
存
候、

如
斯
も
延
引
二
及
候
段
何
卒
御
海
涵
奉
仰
候、

敏
校
之
規
則
ハ

愚
妻
よ
り
已
二
御
送
呈
申
上
候
よ

し
な
れ
ば、

今
回
ハ

唯
神
学
課
之
本
年
履
行
候
分
を
写
取
呈
上
候
間、

何
卒
御
意
見
あ
ら
ば
無
御
遠
慮
御
忠
告
之
程
奉
希
図
候、

倒
之
願
ニ
ハ

候
得
共
一

応
伺
度
事
件
有
之
候
間、

御
序
二
御
回
答
被
下
候
ハ
、

幸
甚
之
至
二
奉
存
候

一

貴
校
英
学
課
ニ
ハ

数
学
ハ

東
京
大
学
予
備
門
同
様
二
御
教
授
被
成
候
哉

戸
立
酎
四
町
釦ハ

散
校
二
而
は
数
学
之
ス
タ
ン
ダ
ル
ド
東
京
大
学
予
備
門
よ
り
蓬
二
低
シ

｛
是
よ
り
逐
々
高
尚
之
点
二
進
メ
度
存
居
候

〔

何
〗l

一

貴
校
之
神
学
課
ニ
ハ

英
語
卜
邦
語
之
御
区
別
ア
ル
ヤ
ニ
伺
居
候、

明
卒
両
課
之
教
科
御
知
被
下
候
様
奉
願
上
候、

倣
校
二
も
邦
語
課
有

之
候
得
共
未
夕
何
分
整
頓
せ
す、

甚
不
完
全
之
者
二
有
之
候

担
私
共
五
月
中
ハ

錦
地
二
参
上、

種
々
厚
キ
御
取
扱
を
蒙
り
千
万
難
有
奉
謝
候、

其
節
参
舘
之
上
充
分
二
御
交
を
結
度
存
候
得
共、

何
分

奔
走
二
疲
レ
其
意
を
果
サ
さ
り
し
ハ

遺
憾
之
到
二
候、

何
卒
此
上
ハ
東
西
之
情
実
も
相
通
貫
し、

共
二
計
リ
共
二
カ
を
協
せ
一

日
も
早
く

主
之
大
光
栄
之
我
暗
黒
社
会
二
顕
ヮ
さ
ん
事
を
切
望
仕
候、

右
得
貴
意
如
此
候
也、

早
々
頓
首

井
深
梶
之
助
教
兄

且
御
面

先
達
而
石
原
君
御
西
遊
之
御
帰
途
諸
々
二
御
立
寄、

別
し
而
岡
山
辺
ニ
ハ

非
常
之
御
働
二
而
著
し
き
好
結
果
あ
り
一

同
喜
居
申

候、

京
師
御
来
遊
を
も
待
居
候
得
共、

雨
天
故
か
御
光
来
無
之
遣
憾
不
少、

御
面
会
之
節
ハ

宜
し
く
御
致
声
奉
仰
候

新
島

襄
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明治16年

下
度
候、

此
ハ

浜
岡
君
卜
拙
者
之
見
込
二

候

田
中
源
太
郎
様

発
起
人
之
会
議
を
要
す
る
時
ハ
、

尊
名
卜
浜
岡、

山
本
覚
馬、

中
村
栄
助、

拙
名
等
二

而
書
状
差
出
度
候
問、

此
段
も
御
許
容
被

十
月
一

日

早
頓
首

秋
冷
相
催
候
処
益
御
多
祥
奉
祝
賀
候、

陳
者
兼
而
御
配
慮
被
下
候
法
律
専
門
校
之
義
二

付、

今
回
弥
京
都
区
郡
中
二

於
而
発
起
人
を
相
募

り、

近
々
時
日
を
期
し
発
起
人
集
会
を
相
開
ら
き、

発
起
人
之
心
得
井
二

募
集
法
等
協
議
之
上
可
決
仕
度
候
間、

貴
君
之
如
き
兼
而
よ
り

御
賛
成
被
下
候
故、

必
ら
す
発
起
人
中
二

御
加
入
之
事
卜
予
認
候
而、

先
ツ
発
起
人
中
へ

相
加
候
間、

臥
而
御
辞
退
無
之
様
奉
仰
候、

尤

浜
岡
君
卜
相
計
リ
府
下
之
有
志
茄
井
二

郡
区
部
之
議
員
連
中
ニ
ハ

逐
々
談
判
二

取
懸
可
申、

間、

発
起
人
若
干
名
二

及
候
ハ
、

直
二

発
起
人
之
会
議
を
開
ら
き
度
候
間、

其
節
ハ

是
非
と
も
御
臨
席
被
下
度
奉
希
候、

当
今
之
見
込
ニ

ハ

郡
区
中
発
起
人
先
ッ
三
十
名
位
之
稜
二

候、

何
ソ
御
見
込
あ
ら
ば
速
二

御
報
道
之
程
奉
希
候、

右
至
急
御
即
答
を
仰
度
如
此
候
也、

早

145 

十
月
一

日

日
中
源
太
郎

①
桑
都
寺
町
通
丸
太
町
上
ル

町
百
四
拾
番
地

②
丹
波
国
亀
岡

新
島

襄

且
一

周
間
内
二

返
答
を
も
可
請
事
二

談
置
候

至
急
用

＠
墨
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十
月
四
B

日
中
薔
太
郎
殿

〔

復
〕

過
日
一

書
奉
呈
候
処、

早
々
御
回
答
被
下
難
有
奉
謝
候、

乍
去
弦
二

反
腹
御
委
頼
申
サ
、
ル
ヲ
不
得
情
実
ア
リ
敢
而
寸
書
ヲ
呈
シ
御
再
考

ヲ
奉
仰
候、

貴
書
ニ
ョ
リ
発
起
人
御
加
名
之
義
ハ

御
辞
退
之
事
ナ
レ
ト
モ
、

貴
兄
ニ
ハ

当
春
モ
大
学
之
為
二

大
二

御
配
慮
被
下、

特
二

府

会
議
員
二

向
ヒ
懇
二

御
説
諭
モ
有
之
候
次
第、

ジ
ト
懸
念
仕
候、

ル
、

事
ハ

小
生
翡
之
疑
ヲ
容
レ
サ
ル
所
ナ
リ、

卑
見
ニ
ョ
レ
ハ

今
回
京
都
管
内
二

於
而
発
起
人
ヲ
募
ル
ノ
成
否、

特
二

貴
兄
ノ
承
諾
セ
ラ

ル
、

卜
否
ト
ニ

関
ス
ヘ
ク
候
間、

迄
玉
足
ヲ
労
ス
ル
事
ハ

ア
ル
マ
シ
ト
存
候、

右
様
之
御
諒
遜
無
之
様
仕
度、

ル
ヘ
シ
ト
懸
念
仕
候
間、

乍
御
面
街
モ
是
非
発
起
人
中
二

御
加
入、

向
来
募
集
法
方
等
御
示
被
下
候
ハ
、

事
速
二

運
ヒ
可
申
卜
存
候、

乍

去
貴
諭
之
通
大
分
不
景
気
之
節
ナ
レ
ハ

決
シ
テ
胸
算
通
リ
ニ
ハ

参
間
敷
候
間、

ス
ヘ

ケ
ソ
、

右
要
御
再
考
度
如
此
候
也、

早
々
敬
白

146 

十
月
四
日

新
島

襄

万
一

貴
兄
ニ
シ
テ
御
辞
退
ア
ラ
ハ

恐
ク
ハ

郡
中
ニ
テ
誰
壱
人
モ
承
諾
ス
ル
モ
ノ
ハ

ア
ル
マ

且
郡
中
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、

区
中
之
人
二

も
貴
兄
ニ
シ
テ
御
加
入
ナ
キ
上
ハ

奇
異
之
感
情
ヲ
惹
起
シ
、

我
モ
我
モ
ト
辞
退
サ

土
地
之
懸
隔
ヲ
以
テ
御
辞
退
ア
レ
ト
モ
、

発
起
人
ニ
ハ
一

回
御
集
会
ヲ
相
願
候
ハ
、

決
シ
テ
度
々
京
都

且
有
名
無
実
卜
被
仰
候
得
共
決
シ
テ
不
然、

兄
之
一

諾
克
ク
衆
人
ヲ
動
ス
ヘ

キ
事
ナ
レ
ハ
、

且
大
学
事
件
モ
荏
再
今
日
迄
空
ク
日
ヲ
移
シ
候
間、

今
速
二

果
断
之
所
分
為
サ
、
レ
ハ

到
底
功
ヲ
奏
セ
サ

④
墨

田
中
源
太
郎

ィ
ッ
迄
モ

鞭
ヲ
着
ヶ
サ
レ
ハ

何
レ
日
力
又
進
取
ル
事
ヲ
期

246 



明治16年

頓
首

十
月
五
日

②
熊
本
県
下
托
隊
郡
大
江
村

新
島

襄

先
般
は
幸
便
二

托
シ
費
書
壱
通
井
二

御
隣
家
御
手
製
之
服
沙
壱
箇
御
恵
投
被
下 、

御
好
意
之
段
千
万
奉
謝
候 、

其
後
貴
兄
ニ
ハ

御
暮
し
相

成
候
哉 、
定
而
種
々
御
勉
励
他
日
為
す
あ
る
へ
き
の
鋭
を
御
養
あ
る
へ
し
と
存
候 、
且
鎮
西
二

壱
之
知
己
す
る
楽
居
候 、

扱
同
志
社
も
秋
期

開
業
し
諸
事
都
合
よ
く
参
候
間
御
休
慮
可
被
下
候 、

大
学
設
立
之
目
算
も
有
之 、

已
二

京
都
府
下
二

於
而
逐
々
着
手 、

賛
成
家
を
募
初
め

成
さ
4
れ
は
決
而
止
ま
し
と
存
居
候
得
共 、

成
功
之
日
ハ

恐
ク
ハ

近
キ
ニ
ハ

あ
ら
さ
る
へ
し 、

此
近
辺
之
不
景
気
な
る
事
ハ

甚
気
之
毒
千

万
二

存
候 、

天
ハ

自
助
く
る
者
を
助
ク
ト 、

我
悲
江
湖
之
有
志
家
を
得 、

早
晩
之
を
成
さ
ん
と
存
候 、

何
卒
貴
兄
二

も
散
社
之
為
二

御
尽

力
あ
ら
ん
事
を
願
望
仕
候 、

先
日
御
校
之
壱
書
生
篠
原
多
一

郎
卜

申
人
壱
書
を
遣
し 、

家
貧
二
し
而
老
母
あ
り

学
資
二

乏
し
き
を
以
て
小

生
之
助
を
乞
ハ

れ
し
も 、

当
時
ハ

手
一

杯
二

而
少
し
も
都
合
出
来
兼
候
よ
し
申
越
置
候 、

此
人
ハ

如
何
な
る
人
カ
一

応
貴
君
之
御
見
込
も

御
知
セ
被
下
候
様
奉
願
候 、

同
氏
ニ
ハ

費
君
よ
り
承
リ
シ
と
申
而
何
ニ
カ
小
生
之
事
を
沢
山
陳
へ
立 、

小
生
を
非
常
な
人
物
之
様
二

思
込

ミ
候
よ
し 、

小
生
ニ
ハ

大
困
却
又
大
笑
ヒ
仕
居
候 、

小
生
ニ
ハ

此
壱
両
年
ハ

約
あ
り

不
可
避
之
義
務
を
尽
し

居
候
間 、

小
生
ニ
ハ
一

寸
都
合

出
来
兼
候 、

学
校
テ
ハ

其
人
卜

成
を
槌
と
見
さ
れ
ハ

之
を
助
く
る
能
ハ

す 、

万
一

志
之
厚
き
人
物
な
ら
ば
何
ト
カ
之
を
助
く
る
の
道
を
得

た
き
も
の
な
り
と
存
候 、

先
第
一
二

貴
兄
之
御
見
込
を
奉
伺
度
候 、

其
後
御
不
沙
汰
之
段
真
平
御
免
被
下
度
候 、

右
為
貴
答
如
此
候
也 、

141 

十
月
五
日

徳
富
猪
一

郎
①
西
京
寺
町
通
丸
太
丁
上
ル

④
墨
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148 

十
月
十
六
日

⑤
複
写

三
輪
振
次
郎

徳
富
猪
一

郎
君

尊
大
人
様
御
一

統
様
二

宜
御
致
声
奉
希
候

小
生
も
此
一

両
日
脳
痛
井
胸
部
二

痛
を
生
し
読
書
を
止
居
候、

乍
去
差
し
た
る
事
ニ
ハ

な
る
ま
じ
卜
存
候、

兎
角
多
病
ニ
ハ

残
念

御
帰
宅
後
早
々
一

書
御
投
与
被
下
候
間
速
二

御
回
答
可
仕
之
処、

秋
期
開
業
来
日
々
何
二
か
用
事
出
来
逐
々
今
日
迄
延
引
二

及
候
段
御
海

涵
奉
希
候、

陳
者
女
学
校
二

御
委
托
二

相
成
候
女
生
方
御
両
人
共
御
丈
夫
二

而
御
勉
強
被
成
候
間
御
休
慮
被
下
度
候、

又
其
節
相
願
候
漠

学
先
生
二

付
御
配
慮
被
下
難
有
奉
謝
候、

其
後
諸
方
二

手
を
出
し
探
索
仕
候
得
共、

今
に
見
当
り
不
申
候、

然
し
女
学
校
之
漢
学
ハ

差
支
之

無
之
様
取
計
置
候、

御
安
心
可
被
下
候、

扱
神
戸
よ
り
先
日
二
宣
教
師
新
潟
へ
相
移
り
侯
間、

自
然
該
地
二

御
出
張
有
之
候
ハ
、

御
面
会

且
諸
事
御
忠
告
等
奉
希
候、

当
夏
も
御
談
申
置
候
通、

同
志
社
之
鎌
田
助
氏
ハ

随
分
御
地
二

向
ク
ヘ
キ
人
物
と
存
候
間、

向
後
度
々
御
書

面
な
り
被
下、

同
人
之
心
を
越
地
二

御
引
き
付
け
被
下
度
奉
希
図
候、

越
地
ハ

土
地
も
広
く
人
民
も
多
く
資
産
二

も
富、、、
他
日
大
二

為
t

其
後
大
久
保
君
ハ

如
何
被
致
候
哉、

御
序
宜
し
く
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明治16年

先
日
拝
眉
之
節
相
願
置
候
通、

明
十
七
日
午
后―
一
時
よ
り
普
請
入
札
為
致
度
候
間、

御
足
労
之
程
奉
願
候、

右
得
貴
意
如
此
候
也

149 

十
月
十
六
日

①
寺
丁
丸
太
丁

よ
る
。

②
府
下
五
条
橋
東
二
丁
目

＊

 

中
村
栄
助

当
地
第
二
教
会
二
入
会
ヲ
乞
フ
モ
ノ
今
回
ハ

十
三
四
人
有
之
候、

何
卒
此
之
少
年
輩
之
為
御
祈
ア
レ

候、

若
し
新
潟
へ

御
出
張
な
ら
ば
該
地
之
信
者
方
へ

も
宜
し
く

③
は
が
き

④
墨

⑥
日
付
は
表
書
に

あ
る
の
地
と
存
侯
問、

越
地
之
為
之
可
然
人
物
を
得
度
候

倣
社
大
学
二

も
京
師
二

而
少
々
ツ
、

賛
成
家
出
来
申
候
間、

先
府
下
二

基
礎
を
置、

而
し
而
后
他
方
二

出
張
可
仕
候、

右
得
貴
意
如
此
候

也、

早
々
頓
首

御
地
二

而
非
常
之
大
火
有
之
候
よ
し、

然
尊
宅
ニ
ハ

御
延
焼
無
之
大
慶
二

奉
存
候、

何
卒
御
双
親
様
方
二

も
宜
し
く
御
伝
言
奉
希

輪
振
二
郎
兄

十
月
十
六
日

新
島

襄

249 



十
月
二
十
三
日

一

書
奉
奉
仕
候、

秋
冷
之
際
諸
兄
弟
益
御
多
祥
真
神
之
鴻
恩
二

御
沐
浴
被
成
候
事
と
遥
察
万
福
奉
賀
候、

陳
者
小
生
義
当
夏
参
上
仕
候
節

態
々
遠
方
迄
御
迎
ヒ
ニ

御
出
被
下、

兄
弟
方
二

意
外
二

御
目
二

懸
リ、

又
滞
留
中
御
懇
切
之
御
取
扱
千
万
難
有
奉
謝
候、

其
後
早
々
一

書

可
呈
筈
之
処、

帰
宅
候
ハ
、

直
二

病
気
二

懸
リ、

又
同
志
社
之
開
業
後
種
々
百
端
之
用
向
ヒ
日
々
奔
走
い
た
し、

兄
弟
方
之
事
を
思
ふ
は

日
二

切
な
る
も
遂
々
御
不
音
二

及
ヒ
何
と
も
以
而
不
本
意
千
万
之
事
と
奉
存
候、

小
生
福
井
逗
留
中
一

日
竹
原、

三
宅
二
氏
之
案
内
二

而

川
之
西
な
る
山
之
頂
上
二

登
り
市
を
眼
下
二

見
を
ろ
し、

平
坦
な
る
田
地
あ
り
村
落
群
を
為
し、

四
方
ニ
ハ

山
嶽
魏
々
乎
ト
シ
テ
冗
立
す

る
を
見、

歎
し
而
日
く、

美
な
る
哉
此
風
景、

乍
去
此
市
此
村
落
之
人
々
神
之
道
を
信
す
る
二

至
ら
ば
其
美
な
る

事
幾
倍
な
る
そ
と
申

し、

其
市
之
中
兄
等
三
四
僅
カ
ニ

指
を
屈
す
る
丈
ケ
の
兄
弟
あ
る
を
思
へ
ば、

神
ハ

已
二

福
井
之
市
二

良
種
を
播
キ
賜
へ
り
と
思
ヒ
常
ニ

神
二

謝
シ、

又
兄
等
之
良
キ
地
二

播
か
れ
し
種
之
如
く
鳥
二

喰
ま
る
4
事
な
く、

ニ

覆
ハ
る
4
な
く、

真
之
信
仰
卜
正
し
き
言
行
を
以
而
神
之
御
前、

人
々
の
前
二
百
倍
六
十
倍
三
十
倍
之
実
を
御
結
被
成
候
様
日
夜
希
図

仕、

且
真
神
之
御
助
け
卜
聖
霊
之
御
迎
き
兄
等
之
上
二

止
ま
ら
ん
事
を
祈
る、

今
仮
令
伝
道
師
な
く
も
活
け
る
真
の
神、

活
け
る
聖
霊
兄

等
之
中
二

御
働
き
あ
り、

何
卒
兄
等
之
信
仰
ハ

旭
日
之
東
天
二

登
る
か
如
く、

弥
高
く
弥
輝
き
主
之
御
光
栄
を
世
之
人
々
の
前
二

御
顕
し

あ
ら
ん
事
を
奉
望
候、

先
逹
而
笠
原
先
生
二

拝
眉
を
得
し
ハ

幸
甚
之
事
と
存
し
候、

松
原
君
二

拝
眉
を
得
さ
り
し
ハ

誠
二

遺
憾
之
事
と
存

n
名
力
u

侯、

乍
去
同
君
ニ
ハ

種
々
御
情
実
も
有
之
候
事
な
れ
ば、

他
日
伺
月
二

懸
か
4
る
事
を
望`
、`
居
侯、

何
卒
同
君
之
伺
胸
算
通
り
主
之
御
栄

150 

⑤
写
真

福
井
信
徒

石
地
二

落
ち
直
二

出
テ
直
二
か
る
4
な
く、

他
草
之
為
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明治16年

笠
原、

松
原
両
君
二

御
面
会
ア
ラ
ハ

宜
御
伝
言
を
奉
乞
候

之
為―ー

侮
働
之
且
来
侯
様
奉
祈
上
侯、

熊
日
君
之
伺
息
子
ニ
ハ

何
分
学
問
ハ

餓
ら
ひ
之
耶
二

而
晋
時
伺
退
校一一

成
何
と
も
伺
気
之
蒻
と
奉

存
候、

近
頃
敦
賀
二

而
不
相
替
信
仰
を
御
持
被
成
候
よ
し
な
れ
ば、

大
人
様
ニ
ハ

大
二

徊
安
心
有
之
度
奉
存
候、

角
野
虎
君
ニ
ハ

当
夏
中

御
不
快
之
よ
し、

近
頃
ハ

如
何、

逐
々
寒
気
二

向
ひ
候
間、

精
々
御
加
養
有
之
度
候

＊

〔
霞
〕

先
般
は
木
村
君
に
よ
り
伝
道
会
社
二

金
三
円
二
十
銭
御
投
与
被
下
候
付、

京
都
伝
道
区
之
方
二

頂
載
仕
置
候
難
有
奉
謝
候、

右
証
書
早
々

御
回
送
可
申
候
処、

彼
是
大
二

延
引
二

及
候
段
御
免
可
被
下
候、

竹
原
兄
二

も
来
年
御
卒
業
せ
ら
る
4

事
な
れ
ば、

何
卒
御
地
之
兄
弟
よ

り
御
招
待
有
之
候
様
仕
度
候、

何
分
此
義
ハ

笠
原
先
生
と
も
克
々
御
相
談
有
之
候
様
仕
度
候、

来
夏
は
今
治
之
伊
勢
氏
罷
出
候
様
已
二

懸

合
置
候
得
共
未
夕
其
成
否
不
相
分
候、

何
レ
分
リ
次
第
御
通
知
可
仕
候、

右
其
後
余
り
御
不
音
申
上
候
間、

兄
弟
方
之
御
左
右
奉
伺
度
如

此
候
也、

早
々
頓
首

十
月
廿
三
日

是
迄
ハ

兄
弟
方
二

も
伝
道
者
之
為
二

種
々
御
尽
力
被
下
候
得
共、

今
回
之
御
寄
附
金
ハ

本
会
二

而
初
而
御
受
領
申
候
次
第、

誠
ニ

松
浦
君
之
御
宅
而
ハ

毎
事
二

皆
々
御
厄
介
二

預
り
千
万
奉
謝
候、

何
卒
御
家
族
様
方
二

宜
し
く
御
伝
言
を
奉
乞
候

是
ハ

兄
弟
之
信
仰
之
好
結
果
と
存
し
喜
而
受
領
仕
候

福
井
二

在
る
基
督
二

於
ケ
ル

愛
ス
ル
諸
兄
弟
方
御
中

新
島

襄
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152 

十
二

月
二
十
日

昨
日
一

書
相
呈
し
明
日
午
前
九
時
よ
り
神
学
生
之
演
説
有
之
候
趣
を
以
て、

午
前
よ
り
御
光
来
相
願
候
処、

無
拠
事
故
出
来、

右
演
説
丈

十
二

月
三
十
一

日

一

書
敬
而
奉
呈
仕
候、

本
年
も
最
早
今
一

日
を
残
し
候
処、

閣
下
ニ
ハ

弥
御
壮
健
歳
晩
を
御
送
被
遊
候
事
卜
蓬
察
奉
賀
候、

陳
者
小
生
も

近
来
休
暇
二

相
成、

残
年
を
少
し
く
愉
快
二

送
ら
ん
と
存
し、

一

昨
日
出
京
此
地
二

参
り
雁
鴨
之
類
を
銃
猟
致
す
へ

き
積
二

而
先
其
手
段

を
付
け
置、

昨
日
ハ

安
息
日
故
全
く
銃
猟
ハ

打
捨、

思
を
耶
蘇
聖
経
二

寄
セ
静
ニ
ー

日
を
送
り、

今
朝
ハ

未
朋
よ
り
舟
二

乗
り
遊
猟
二

参

る
耶
二

為
し
置
侯
処、

不
図
壱
時
前
よ
り
且
鴛
メ
再
ヒ
殿
を
不
得、

出
猟
ニ
ハ

猶
早
く、

依
而
禿
筆
を
把
り
書
を
開
下
二

呈
せ
ん
耶
を
企

ケ
ハ

見
合
セ
申
候
間、

此
段
御
知
申
上
候
也

但
午
后
之
式
ハ

壱
時
半
よ
り
執
行
可
仕
候

151 

④
墨

＊

板
垣
退
助

中
村
栄
助

②
府
下
五
条
橋
東
二
丁
目

③
は
が
き

④
墨

⑥
日
付
は
消
印
（
京
都）

に
よ
る。
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明治16年

候、

閤
下
ニ
ハ

先
般
侮
東
上
被
成
御
帰
途
神
戸
二

御
立
寄
之
由
な
れ
ハ

参
趨
拝
眉
を
得
度
存
居
侯
処、

校
務
之
為
支
へ

ら
れ
其
意
を
不
遂

遥
憾
千
万
之
至―ー

候、

拇
閣
下
ニ
ハ

兼
而
よ
り
我
本
邦
改
良
を
以
而
自
任
し
賜
ふ
事
な
れ
ば、

種
々
御
焦
心
寝
食
も
忘
る
な
る
へ
し
と
遥

察
仕
候、

右
二

付
近
来
之
御
思
考
ハ

如
何、

欧
洲
御
遊
覧
之
後、

我
邦
前
途
も
一

層
朋
了
二

御
洞
察
あ
る
へ
し
と
存
候、

何
レ
ノ
日
力
御

交
談
仕
度
ヲ
得
度
切
望
仕
候

.
‘

‘

 

閣
下
ニ
ハ

御
存
知
之
通、

小
生
ハ

多
年
耶
蘇
教
を
信
し、

と
な
り
早
晩
腐
敗
二

趣
く
ハ

史
上
歴
々
見
る
へ

き
な
り、

且
該
教
皇
張
を
以
一

生
之
志
願
と
な
し
居
候
間、

喋
々
該
教
を
説
く
ハ

決
而
文

化
を
進
む
る
の
道
具
と
見
倣
す
に
非
ら
す、

即
チ
文
化
之
ニ
ョ
ラ
サ
レ
ハ

興
ラ
サ
ル
ヲ
信
ス
ル
ナ
リ
是
乃
チ
文
化
ノ
泉
源
ナ
リ、

故
二

生

0

0

0

 0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

ハ

此
罪
悪
汚
稼
二

染
み
た
る
人
類
之
心
を
し
而
一

洗
せ
し
め、

我
東
洋
二

新
民
を
隆
興
せ
し
め
ん
と
存
候、

新
民
ハ

乃
チ
新
心
を
抱
く
者

な
り、

人
二

し
而
此
新
心
ナ
ケ
レ
バ

西
洋
百
般
之
技
芸
何
之
益
す
る
所
あ
ら
ん、

学
術
な
り
民
権
な
り
政
治
な
り
総
而
私
慾
私
心
之
奴
隷

グ
リ
ー
ス
人
ハ

此
新
心
な
く
し
而
亡
ヒ、

羅
馬
人
モ
亦
然
り、

支
那
人
之
進
ま

さ
る
偏
二

此
新
心
な
き
二

よ
る、

我
日
本
之
今
日
如
斯
振
ハ

さ
る
も
矢
張
此
新
心
な
き
以
謂
也、

然
ら
ば
如
何
し
て
此
新
心
を
得
へ

き、

即
チ
造
物
主
宰
之
則
二

順
ふ
二

あ
り、

耶
蘇
之
教
を
奉
す
る
二

あ
り、

世
界
数
多
之
宗
教
あ
る
も
此
新
心
を
醸
出
す
へ

き
者
ハ

独
耶
蘇
教

の
み、

欧
洲
之
尚
真
之
文
化
二

進
ま
さ
る
ハ

人
々
此
教
を
奉
し
て
尚
未
佳
境
に
達
せ
さ
る
に
よ
る、

決
而
此
教
二

欠
点
あ
る
に
非
さ
る
ヘ

し、

人
此
教
を
奉
し
而
弥
進
ま
ハ

人
類
之
造
物
主
宰
よ
り
賦
セ
ら
れ
た
る
幸
福
ハ

弥
益
す
へ
し、

工
業
な
り
商
法
な
り
財
産
な
り
自
由
な

り
学
術
な
り
民
権
な
り、

総
て
其
人
の
有
す
る
所
た
る
べ
し、

試
二

此
規
則
を
知
ら
さ
る
人
民
を
見
賜
へ
、

を
得
た
る
や、

自
由
を
楽
し
め
る
や、

工
業
盛
な
り
や、

商
法
其
宜

人
権
を
維
持
し
得
る
や、

智
識
二

富
む
や、

大
学
を
興
し
人
オ
を
養
成
す
る
や、

此
点
よ
り
我
日

本
を
視
察
す
れ
ば
蓼
々

恰
モ
亜
弗
利
加
ノ
サ
ハ

ラ
を
行
く
か
如
し、

嗚
呼
愛
民
之
男
子
焉
ソ
数
行
之
涙
を
瀧
か
さ
る
を
得
へ

け
ん
や、

閣

下
之
高
知
二

帰
ら
る
4
決
而
風
月
を
楽
む
の
類
二

あ
ら
さ
る
へ
し、

閣
下
二

し
而
今
高
知
二

あ
る
ハ

実
二

此
新
心
を
養
ふ
の
時
な
ら
ん、
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十
二
月
舟
一

日

板
垣
退
助
殿

兼
て
小
生
之
企
候
大
学
も
中
々
果
敢
取
不
申
候
処、

近
来
西
京
二

も
逐
々
賛
成
家
相
見
申
候
間、

御
喜
可
被
下
候、

何
卒
閣
下
ニ

も
御
賛
成
被
下、

国
会
開
設
前
二

是
非
と
も
設
置
仕
度
候

大
阪
之
宮
JII
径
輝
と
申
者
四
年
前
倣
校
卒
業
し、

当
時
耶
蘇
教
会
之
牧
師
と
相
尻
居
侯、

先
廿
来
京
之
節
貴
地
之
事
を
談
し
侯
折

せ
し
〔
め〕
ば
幸
甚、

頓
首
々
々

客
舎
残
燈
下
二
記
す

新
島

襄

閣
下
二

し
而
我
東
洋
改
良
を
以
自
任
せ
ら
る
4
な
ら
ば、

先
第
―
二

閣
下
之
御
心
を
新
二

す
る
こ
そ
急
務
中
之
大
急
務
と
存
候、

閣
下
ニ

ハ

御
帰
朝
已
来
耶
蘇
教
之
必
要
な
る
を
主
張
せ
ら
る
4
に
似
た
り、

何
レ
之
点
よ
り
御
主
張
遊
ハ

さ
る
4
や、

閣
下
ニ
ハ

最
早
其
新
心
を

得
ら
れ
し
や、

或
ハ

他
人
を
し
て
其
を
信
せ
し
め
ん
と
欲
せ
ら
る
4
や、

他
人
之
之
を
信
す
る
ハ

閣
下
自
ら
得
る
二

あ
ら
す、

之
を
得
る

ハ

乃
之
を
信
す
る
二

あ
り、

信
し
て
而
后
新
心
ハ

発
生
す
へ
し、

新
心
ハ

乃
人
類
之
活
霊
文
化
之
泉
源
な
り、

閣
下
二
し
而
此
新
心
を
得

ら
る
4
な
ら
ば
徳
不
孤
必
有
隣、

文
化
之
基
之
二
よ
り
立
へ

ぎ
也、

閣
下
如
何
思
召
候
哉、

小
生
之
如
斯
も
御
無
礼
を
不
顧
喋
々
す
る
ハ

他
な
し、

我
東
洋
人
を
し
而
新
民
た
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
の
深
且
大
な
る
二
よ
る、

閣
下
幸
二

小
生
之
無
礼
を
許
容
し
思
考
し
賜
ふ
所
あ

ら
ば、

小
生
閣
下
之
為
二

喜
ふ
の
み
二

あ
ら
す
我
同
胞
之
為
二

喜
ふ
な
り、

閣
下
二

し
て
尚
遅
々
旧
二
よ
り
旧
衣
を
着
し
断
然
自
新
民
と

な
ら
さ
れ
は、

閣
下
之
事
業
も
芳
名
も
志
操
も
エ
風
も
焦
心
も
百
年
を
出
さ
る
内
恐
ラ
ク
ハ

高
知
之
浜
辺
二

消
滅
し
去
ら
ん、

小
生
頗
る

閣
下
之
寛
大
克
く
人
を
容
る
を
信
す、

閣
下
二

し
て
自
ら
新
心
を
得、

新
民
と
な
ら
る
4
な
ら
は
実
二

閣
下
之
大
幸、

邦
家
之
福
祉
と
存

候、

万
一

閣
下
二

し
て
新
民
と
な
る
を
好
ま
さ
れ
は、

願
く
ハ

小
生
之
語
を
朋
友
子
孫
二

伝
へ
百
年
之
後
小
生
之
語
之
虚
な
ら
さ
る
を
証

254 



明治16年

柄、

貴
地
二

半
ヶ
月
力
ニ
十
日
程
遊
歴
仕
度
よ
し
被
申
候、

当
人
も
牧
師
を
な
し
居、

別
二

資
産
あ
る
人
二
あ
ら
さ
れ
ば
多
分
之

費
を
出
し
得
ず、

万
一

貴
家
二

而
二
十
日
間
程
も
御
止
め
置
被
下
候
ハ
、

近
々
参
上
仕
る
も
難
計
候、

右
為
徊
懸
合
奉
伺
候
問、

御
序
二

御
回
答
被
下
侯
ハ
、

幸
甚
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一

月
廿
日

柏
木
義
円
君

新
島

襄

＊
＊

 

新
年
目
出
度
奉
賀
候、

陳
者
御
来
書
ニ
ョ
レ
ハ

貴
君
二

も
今
回
は
前
非
ヲ
悔
ヒ
主
基
督
之
聖
名
ニ
ョ
リ
受
洗
被
成
候
云

、々

実
二

喜
欣
措

〔
朱〕
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ク
所
ナ
シ
、

偏
二

天
父
之
鴻
恩
ヲ
感
謝
候
也、

今
日
ニ
シ
テ
真
二

新
年
も
目
出
度
御
迎
被
成、

且
尽
セ
ヌ
春
ハ

君
ノ
前
途
ニ
ア
レ
ハ
、

君

〔
ル〕

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ハ

真
二

万
福
慶
賀
ス
ヘ
キ
身
ト
ナ
ラ
レ
タ
リ
ナ
リ、

前
非
ハ

再
ヒ
ロ
よ
り
吐
露
ス
ル
ニ

及
ハ
ス、

主
之
ヲ
知
リ
又
之
ヲ
許
ス
ヘ
シ
、

君
ニ

0

0

0

 0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

シ
テ
再
ヒ
罪
ヲ
犯
ス
ナ
ク
ン
バ
、

君
ハ

乃
チ
主
之
群
羊
中
之
一

也、

主
必
ラ
ス
之
ヲ
守
リ
之
ヲ
愛
シ
、

且
無
限
ノ
命
ヲ
賜
ハ

ラ
ン
、

君
ハ

0

0

 0

0

0

 0
 

0
 

0

0

0

向
来
面
識
ノ
人
卜
称
ス
ヘ
カ
ラ
ス
、

乃
チ
主
二

於
ケ
ル
一

鉢
一

家
族
兄
弟
卜
云
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス、

君
勉
ョ

天
国
之
途
花
之
山
之
如、ソ
、

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

苦
辛
何
ソ
恐
レ
ソ、

銀
瞼
何
ソ
憂
ル
ニ

足
ラ
ン
、

勉
ョ
ヤ
君、

勿
卒
之
間
l

書
相
認
め
祝
詞
ト
ス
、

貴
答

1S3 

一

月
二
十
日

明
治
十
七

＊

柏
木
義
円

八

八

四
）

⑤
写
真
（
柏
木
清
子
氏
所
蔵）

年
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明治17年

先
夜
は
御
来
会
被
下、

御
蔭
ヲ
以
而
諸
事
都
合
宜
相
運
ひ
千
万
難
有
奉
謝
候、

其
節
御
約
束
申
上
候
専
門
校
創
立
見
込
書
写
字
版
二

而
相

写
シ

御
送
呈
申
候
間、

御
意
見
御
加
入
之
上
小
生
方
迄
御
送
致
之
程
奉
希
候、

右
得
貴
意
如
此
候
也、

早
々
頓
首

一

月
廿
三
日

河
原
林
義
雄
様

写
字
甚
不
分
明
二

有
之
候
間、

何
卒
御
察
読
之
程
奉
希
候

154 

一

月
二
十
三
日

①
西
京
寺
町
通
丸
太
丁
上
ル

所
蔵）

＊

 

河
原
林
義
雄

②
丹
波
国
北
桑
田
郡
大
野
村

新
島

襄

植
栗
源
一

郎
も
君
之
御
近
傍
二

有
之
候
得
ば、

何
卒
招
寄
侯
而
御
交
被
下
度、

且
又
真
之
信
仰
之
良
友
ト
ナ
リ
御
互
二

切
磋
天
国

之
途
二

御
旅
行
有
之
度
奉
希
候、

同
人
母
も
御
慰
被
下
候
様
奉
希
候

⑤
複
写
（
河
原
林
孟
夫
氏
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今
夕
粗
飯
相
呈
度
候
間、

御
操
合
六
時
迄
二

御
光
来
被
下
候
ハ
、

幸
甚
之
至
二

不
堪
候、

右
得
貴
意
如
此
也、

早
々
頓
首

二
月
廿
六
日

新
島

中
村
保
助
兄

156 155 

二

月
二
十
六
日

一

月
二
十
八
日

④
墨

中
村
栄
助

①
寺
丁
丸
太
丁
上
ル

表
書
に
よ
る
。

中
村
栄
助

②
府
下
五
条
橋
東
二
入
二
丁
目

先
日
差
上
置
候
徹
社
専
門
校
創
立
見
込
書
二

付、

御
意
見
御
加
入
被
下
候
ハ
、

至
急
小
生
方
迄
御
差
回
之
程
奉
希
候、

小
生
も
近
々
出
京

之
積
二

候
間、

願
ク
ハ

其
前
二

見
込
書
ハ

出
来
仕
ラ
セ
度
候、

右
為
願
用
如
此
也、

早
々
頓
首

〔

間
〕

尚、

西
村、

安
本、

西
堀、

下
妻
之
諸
君
二

御
面
会
ア
ラ
ハ

御
委
頼
被
下
度
奉
希
候

襄

③
は
が
き

④
墨

⑥
日
付
は
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明治17年

御
内
宝
様

土
倉
庄
三
郎
殿

二

月
二
十
七
日

貴
書
本
日
来
着
敬
而
拝
読
仕
候、

寒
気
尚
未
退
処
弥
御
清
祥
御
消
光
之
趣
奉
賀
候、

陳
者
本
日
之
来
書
二
よ
れ
ハ

同
志
社
女
教
師
よ
り
奉

呈
候
処
之
書
翰
二
よ
り
大
二

御
心
配
被
成
候
ょ
し、

紙
上
瞭
々
と
し
而
見
る
へ
く
実
二

御
遥
察
申
上
候、

小
生
事
去
月
中
よ
り
徴
兵
令
一

条
二

付
同
志
社
之
為
態
々
東
上
致
し、

漸
く
前
周
帰
京
仕
候
次
第
二

而、

右
書
翰
之
事
ハ

僅
数
日
前
承
リ、

直
二

愚
妻
を
女
学
校
迄
相
造

し
一

卜
先
御
説
諭
為
致
置、

本
日
ハ

御
来
書
之
廉
も
有
之
候
問、

小
生
参
校
之
上
御
両
嬢
様
二

御
面
会、

御
書
面
之
趣
井
御
双
親
之
御
愛

情、

其
上
向
来
御
心
配
之
趣
懇
々
陳
述
し
置
候
間、

向
後
決
而
不
都
合
之
事
ハ

有
之
間
敷
と
奉
存
候、

小
生
帰
宅
候
事
な
ら
は
右
様
之
御

心
配
ハ

不
相
懸
も
の
を、

小
生
も
留
守、

外
二

女
教
師
ニ
ハ

相
談
相
手
之
無
之
処
よ
り
又
又
御
心
配
之
余
リ
右
様
心
急
ハ

し
く
書
翰
を
呈

せ
し
事
と
被
思
候、

段
々
探
索
候
に
是
そ
と
申
而
甚
敷
き
事
ハ

無
之
候
得
共、

何
か
少
々
ツ
、

之
事
柄
沢
山
二

集
合
し
教
師
之
心
を
痛
め

し
な
ら
ん
と
存
候、

去
り
と
て
右
様
之
事
ハ

余
リ
上
出
来
之
事
二

あ
ら
さ
れ
ば
向
来
必
ら
す
御
謹
慎
あ
る
べ
し
由
御
説
諭
申
置
候、

師
二

も
申
聞
カ
セ
向
来
犯
則
あ
ら
ば
直
二

小
生
迄
通
知
有
之
度
由
頼
み
置
候
問、

万
一

之
事
有
之
時
ハ

小
生
よ
り
も
厳
敷
御
申
聞
ケ、

向

来
再
御
双
親
様
方
右
様
之
御
心
配
相
懸
間
敷
様
取
計
可
申
候、

右
は
不
取
敢
御
回
答
迄
如
斯
候
也、

早
々
頓
首

二
月
廿
七
日

157 

土
倉
庄
三
郎

畠
中
章
光
写

新
島

襄

且
教
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158 

生
ニ
ハ

少
し
も
落
胆
ハ

不
仕
候

尚

、々

時
分
柄
御
加
蓑
専
一

卜
奉
希
図
候、

小
生
も
来
月
中
ハ

都
合
致
し
弊
社
大
学
賛
成
家
募
集
之
為
和
歌
山
地
方
二

遊
歴
仕
度

候
間、

帰
路
尊
宅
迄
も
参
趨
仕
度
心
組
二

御
座
候、

何
レ
拝
眉
之
上
継
々
陳
述
可
仕
候、

何
卒
両
御
分
家
様
方
へ

も
宜
し
く
御
致

声
之
程
奉
仰
候

一

作
間
網
太
郎
氏
ニ
ハ

東
京
遊
学
之
趣
被
申
越
候
条
承
知
仕
候、

偏
二

同
氏
成
業
之
事
を
希
望
仕
候、

乍
憚
御
序
二

猶
斉
君
へ

宜

御
伝
言
を
奉
願
候

①
西
京
寺
丁
通
丸
太
丁
上
ル

一

今
回
之
徴
兵
令
ニ
ハ

随
分
困
却
仕
候、

然
し
余
り
不
当
之
令
と
存
候
得
共、

早
晩
大
政
府
二

も
御
改
正
あ
る
べ
し
と
存
候、

小

三
月
七
日

井
深
梶
之
助

先
日
ハ

イ
ー
ビ
ー
君
之
日
本
伝
道
見
込
書
井
費
書
御
投
与
被
下
難
有
拝
読
仕
候、

陳
者
費
命
之
如
く
同
氏
之
第
一

策、

乃
宣
教
師
を
増
加

す
る
ハ

小
生
二

も
甚
不
同
意
千
万、

是
レ
ハ

無
益
無
傲
不
経
済
之
策
と
存
候、

特
二

大
学
之
如
き
ハ

至
極
賛
成
な
る
も、

事
之
成
否
二

至
り

大
二

懸
念
仕
候、

御
申
越
二

随
ひ
牧
師
伝
道
師
神
学
者
之
姓
名
等
早
々
取
調
可
申
よ
し
承
知
仕
候
得
共、

此
ハ

先
イ
ー
ビ
ー
君
之
説
を
各

教
会
二

告
け
さ
る
へ
か
ら
す、

然
し
此
事
ハ

未
ク
当
地
之
宣
教
師
輩
も
充
分
二

不
相
分、

一

切
我
翡
二

相
談
等
無
之
候、

且
綻
令
相
談
等

②
東
京
木
挽
町
九
丁
目
十
六
番
地

⑤
写
真
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明治17年

無
之―ー

も
せ
よ、

我
翡
上
方
地
方
之
教
会
二

而
大
集
を
為
さ
さ
れ
ば、

姐
何
な
る
コ
ー

ス
を
取
可
申
哉、

小
生
一

箇
之
何
ノ
オ
ー
ソ
リ
テ

ィ
ー

無
之、

唯
費
兄
二

於
而
前
上
之
姓
名
御
承
知
有
之
度
点
よ
り
御
委
頼
あ
ら
ば
別
之
事
な
る
も、

日
本
ノ
キ
リ
ッ
チ
ソ
ボ
デ
ィ
ー
と
し

て
是
よ
り
事
務
を
為
す
の
点
よ
り
論
す
れ
ハ
、

上
方
各
会
協
議
之
上
な
ら
で
ハ

小
生
二

於
而
右
様
之
事
を
各
会
二

頼
む
も、

若
し
応
せ
さ

〔
睦
脱
力＞

る
時
ニ
ハ

致
方
無
之
候、

錦
地
二

而
は
弥
イ
ー
ビ
ー
君
之
説
二

御
同
意
之
上
姓
名
等
御
調
査
あ
る
や、

又
ハ

大
親
会
之
委
員
よ
り
御
調
査

〔
せ
パ
〕

あ
る
や、

右
之
点
よ
り
論
す
れ
ハ

小
生
ハ

委
員
二

あ
ら
す、

故
二

其
理
由
を
詳
細
二

述
べ
す
し
而
小
生
よ
り
調
査
す
と
申
ぜ
ハ
、

又
中
ニ

〔
会
脱
力〕

又
ハ

大
親
睦
ニ

ハ

応
セ
さ
る
者
あ
る
を
恐
る、

依
而
甚
恐
縮
之
至
二

候
得
共、

今
一

応
右
調
査
ハ

今
回
之
御
会
議
よ
り
御
発
意
之
事
か、

而
已
二

決
議
之
事
を
今
迄
二

打
捨
置、

急
二

御
調
査
二

御
取
懸
な
る
か、

其
点
少
々
小
生
二

も
合
点
参
兼
候
間、

今
一

回
之
御
答
書
を
奉

仰
度
候、

小
生
も
今
回
再
ヒ
米
国
二

遊
ふ
之
好
機
会
を
得
申
候
間、

小
生
之
為、

否
日
本
之
為
二

費
兄
之
貴
重
な
る
時
間
を
消
費
し、

文
二

綴
り
小
生
二

御
投
与
被
下
候
ハ
、

幸
甚
之
至
二

御
座
候、

仕
積
二

候
間、

貴
兄
二

も
御
承
諾
被
下
度
奉
願
候、

尤
貴
兄
御
壱
箇
な
り、

三
月
七
日

井
深
梶
之
助
教
兄

之
至
二

不
堪
候、

右
至
急
得
貴
意
如
此
候
也、

早
々
頓
首

大
坂
二
於
而新
島

襄

四
五
周
間
以
内
二

解
親
之
見
込
二

候
問、

甚
恐
縮
之
至
二

候
得
共、

日
本
伝
道
上
井
教
育
上
二

付
貴
兄
平
素
之
御
持
論
も
有
之
候
間、

右
英

〔
ヵ
〕

＊

已
二

小
崎
氏
ニ
―

書
相
遣
し
置、

且
木
村、

大
儀
見
君
等
二

も
右
委
頼
可

又
諸
兄
御
聯
合
之
上
な
り
御
高
論
御
聞
セ
被
下
候
ハ
、

多
謝

前
文
申
上
候
通、

米
国
行
之
見
込
有
之
候
間、

出
発
前
非
常
二

多
事、

且
帰
京
後
身
体
も
甚
不
健
康、

依
而
姓
名
調
査
之
事
ハ

何

人
か
他
人
二

御
委
頼
被
下
度
奉
希
候、

何
レ
右
之
事
ハ

諸
牧
師
二

も
相
通
可
申
候
得
共、

其
理
由
を
明
二

御
記
被
下
度
候
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三
月
十
二
日

森
本
介
石
君

快
哉
貴
兄
之
書
也、

何
せ
ん、

三
月
十
二
日

⑤
森
中
章
光
写

新
島

襄

一

言
も
同
志
社
之
為
ニ
ト
ハ

不
申、

大
二

政
府

一

読
再
読
基
督
之
兵
丁
之
気
象
勃
々
見
る
へ

き
也、

嗚
呼
壮
哉、

今
之
書
生
ハ

差
少
之
事
之
為
二

挫
折
し
易
き
を
如

又
彼
等
ハ

如
何
之
学
術
二

達
せ
る
も
大
事
業
二

堪
ゆ
る
の
士
人
二

あ
ら
ず、

情
実
之
為
動
か
さ
れ
世
之
風
潮
と
共
二

流
行
之
楚

百
川
を
挽
回
す
る
の
徒
二

あ
ら
す、

是
レ
小
生
之
大
二

歎
息
す
る
所、

乍
去
基
督
之
戦
ハ

是
等
之
士
二
よ
る
に
あ
ら
す、

万
人
二

当
ル
之
兵
士
あ
ら
は
我
翡
何
ソ
其
数
之
少
き
を
憂
へ
ん、

小
生
之
東
上
セ
し
ハ

決
し
而
弊
校
之
為
二

特
典
を
乞
ヒ
シ
ニ

あ
ら
す、

痛
く
政
府
之
偏
派
な
る
所
為
を
駁
し、

為
貴
答
如
此
也、

早
々
頓
首

159 

不
当
二

し
而
法
令
を
私
す
る
を
痛
論
せ
し
所
也、

一

人
な
り
共
千

之
教
育
を
其
掌
握
内
二

取
り
プ
ラ
イ
ウ
ェ
ト
・

オ
ン
ド
ン
テ
ー
キ
ン
グ
を
ソ
ッ
プ
レ
ス
せ
ら
る
4
を
論
弁
し
た
る
也、

然
し
徴
兵
令
ハ

未

タ
勝
利
を
得
さ
り
し
も、

基
督
教
之
鉾
を
以
テ
内
閣
之
諸
公
二

は
充
分
二

当
り
置
候
間、

神
之
尚
恵
ミ
賜
ヒ
テ
好
結
果
な
き
二

も
あ
ら
ざ

る
へ
し
と
存
候、

今
回
ハ
ル
デ
ィ
君
よ
り
甚
懇
切
な
る
書
翰
を
遣
し
小
生
之
米
国
再
遊
を
促
し
呉
候
間、

之
を
好
機
と
な
し
平
素
之
目
算

を
達
せ
ん
と
存
候、

勝
敗
ハ

天
二

あ
り、

神
意
ニ
ョ
リ
神
之
名
二
よ
り
敢
而
為
す
は
小
生
楚
之
分
也、

兄
二

も
御
袈
成
且
御
祈
薦
あ
ら
ん

事
を
希
図
す、

兄
二

も
御
病
病
ハ

未
全
く
癒
へ
さ
る
由、

是
も
亦
何
か
神
意
之
存
す
る
所
た
る
べ
し、

何
卒
御
加
養
専
一

と
奉
存
候、

右

＊

 

森
本
介
石
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明治17年

先
般
は
大
坂
二

於
而
度
々
参
舘
候
処、

殊
二

度
々
御
裕
待
を
蒙
り、

説
を
拝
聞
す
る
を
得、

別
而
我
東
洋
を
欧
羅
比
ャ
ン
ダ
ス
す
る
の
御
高
論
如
何
二

も
敬
伏
仕
候、

160 

④
墨

*
＊
*

 

陸
奥
宗
光

費
兄
教
育
上
伝
道
上
之
御
見
込
横
文
二

綴
り
徊
附
与
あ
り
度
し、

是
ハ

小
生
米
国
着
之
上
日
本
基
督
信
徒
中
舒
々
た
る
者
之
見
込

は
如
期
々
々
と
米
国
之
公
衆
二

向
ヒ
吐
出
致
し
度
也、

何
卒
聖
霊
之
ダ
イ
レ
ク
シ
ョ
ソ
を
得
而
之
を
御
起
し
被
下
度
候、

野
ハ

已

ニ

白
し
収
穫
者
の
熱
心
を
希
望
ス
ル
ノ
ミ、

貴
命
之
如
く
コ
ワ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
要
す
る
に
非
ら
す、

る
也、

貴
君
ョ

小
生
之
為
二

御
祈
躊
あ
れ、

小
生
身
を
差
出
し
今
回
之
大
任
二

当
ら
ん
と
す、

成
る
も
失
敗
す
る
も
神
ノ
御
手
ニ

任
セ
可
申
候

＊
 

此
書
辻
君
二

も
御
示
し
可
被
下
候、

奥
君
ニ
ハ

喜
而
彦
根
二

参
り
居
候

三
月
二
十
二
日

且
宜
し
く

前
月
大
阪
神
戸
二

あ
り
大
二

奔
走
し
又
脳
を
イ
タ
ミ
本
日
ハ

蟄
居
仕
居
候

コ
ロ
ク
テ
ィ
ー
を
切
望
す

*
＊
*
＊

 

又
神
戸
二

於
而
ハ
ビ
シ
ョ
。
フ
・

ポ
ー
ル
方
迄
御
随
行
仕、

種
々
御
高

且
神
戸
御
出
発
之
際
一

書
御
投
与
小
生
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生
も
弥
来
月
六
日
出
発
之
事
二

相
決
申
候
間、

此
段
御
知
申
上
候

本
月
廿
二
日
付
之
貴
書
拝
読
仕
候、

陳
者
先
夜
御
老
母
様
態
々
拙
宅
迄
御
越
被
下、

是
非
と
も
一

応
帰
京
す
へ
き
旨
小
生
よ
り
御
勧
申
呉

候
御
委
頼
二

被
及
候
間、

多
分
御
帰
京
ハ

六
ケ
敷
事
ト
ハ

存
候
得
共、

①
西
京

161 

陸
奥
宗
光
殿侍
史

＊

 

中
村
栄
助

一

応
御
尋
可
申
よ
し
申
上
置
候
間、

左
様
御
承
知
可
被
下
候、

小

③
は
が
き

④
墨

⑥
日
付
は
表
書
に
よ
る。

新
島

襄

解
緩
之
期
御
尋
二

相
成
候
間、

早
々
御
答
可
申
之
処、

此
両
三
日
ハ

非
常
二

多
忙
大
二

延
引
致
候
段、

甚
恐
縮
之
至
二

奉
存
候、

只
今
之

処
而
は
小
生
も
先
ツ
来
月
七
日
発
之
オ
ー
・
エ
ン
ド
・
ピ
ー
社
之
汽
船
二

而
神
戸
よ
り
開
帆
仕
度
存
居
候
間、

自
然
其
比
御
都
合
相
叶
候

ハ
、

小
生
も
殊
之
外
之
好
機
卜
存
候、

幸
甚
之
至
二

不
堪
候、

右
御
回
答
労
閣
下
之
御
発
期
も
奉
伺
度
如
此
候
也、

頓
首

三
月
廿
二
日

三
月
三
十
一

日

②
東
京
元
数
寄
屋
丁
対
鶴
楼
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明治17年

尚

、々

尾
越
殿
へ

も
前
文
之
義
二

付
一

書
奉
呈
仕
置
候

北
垣
知
事
殿

四
月
一

日

寸
椿
敬
而
拝
啓
仕
候、

陳
者
先
日
来
専
門
校
創
立
之
事
二

付
度
々
御
配
慮
を
奉
労
千
万
恐
縮
之
至
リ
ニ

奉
存
候、

兼
而
奉
達
鳳
聞
候
通、

発
起
人
中
未
ク
充
分
拙
生
悲
之
固
執
る
所
之
教
育
之
主
義
も
不
相
知
者
有
之
旨
承
知
仕
候
間、

今
午
后
三
時
半
よ
り
商
工
会
議
所
二

而
集
会
仕、

米
国
教
師
デ
ウ
ス
氏、

山
本
覚
馬
氏、

其
外
一

名
井
二

小
生
も
席
上
二

而
談
話
仕
度
存

候、

右
二

付
昨
日
中
一

書
相
呈
し
御
照
臨
可
相
願
筈
之
処、

御
身
分
柄
如
何
哉
と
奉
存
御
遠
慮
仕
居
候
次
第、

乍
去
万
一

御
来
照
被
下
候

ハ
、

小
生
翡
望
外
之
望
と
奉
存
候、

右
得
費
意〔
度〕
侍
史
迄
如
此
候
也、

頓
首
敬
白

162 

四
月
l

日

北
垣
国
道②

「
乞
御
回
答」

④
墨

⑥
「
再
拝」

と
署
名
の
脇
に
し
る
す。

新
島

襄

田
中
源
太
郎
氏
其
他一
＿＿―-
之
者
と
相
協
り
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＊
＊
 

昨
夕
手
を
別
ち
し
よ
り
間
も
な
く
食
事
に
懸
り
居
る
内
船
は
開
帆
候、

も
大
に
疲
れ
居
候
て
食
後
少
々
の
運
動
を
為
し
床
に
入
申
候、

床
の
中
に
居
候
に、

印
度
ノ
ボ
オ
イ
来
り
呼
ン
テ
曰
く、

船
長
が
申
候
に
今
将
に
北
方
ノ
狭
キ
瀬
戸
を
過
き
ん
と
す
れ
は
出
て
見
よ
と、

依
て
速
に
起
き
身
体
を
洗
ひ
衣
を
着
け
直
に
甲
板
上
に
上
り
見
レ
ハ

今
治
ノ
北
手
二

あ
る
大
島
ノ
北
方
な
り、

午
后
豊
後
灘
に
か
4
り
午

后
五
時
半
赤
馬
関
を
打
過
き、

六
時
半
に
は
博
多
を
左
に
か
わ
し
今
玄
海
洋
沖
二

航
し
居、

殊
ノ
外
波
静
に
し
て
少
し
も
よ
い
不
申、

食

事
は一―一
度
共
さ
し
支
な
く
致
し、

又
今
日
ハ

伝
道
会
社
之
勘
定
致
し
居、

少
し
も
船
よ
い
の
景
色
は
な
く、

情
忍
ひ
難
き
故
郷
の
友
を
後

と
に
残
こ
し、

真
の
神
の
強
き
御
手
に
任
せ
奉
り、

是
よ
り
勇
み
て
支
那
海
よ
り
印
度
洋
に
赴
か
ん
と
企
居
候、

朋
日
早
々
長
崎
に
着
の

よ
し
承
は
り
候
故
余
り
時
間
な
き
を
恐
れ、

今
晩
食
後
甲
板
上
ニ
―

運
動
之
上
一

寸
一

筆
相
認、

昨
日
よ

り
出
帆
後
の

事
を
記
し

申
上

n
情
U

候、

此
船
ハ

英
の
飛
欝
船
「
船
ハ

廿
本
船
／
如
ク
臭
サ
ク
ナ
ク
船
酔
ヒ
モ
セ
ス
此
儘―ー

ナ
レ
ハ

航
悔
ハ

真
二

安
全
0
胃
モ
ヨ
ロ
、ソ
ク
侯
問

八
重
様

玄
海
洋
二

而

四
月
七
日

〔
柏
木
補
〕

「
明
治
十
七
年
御
旅
行
先
キ
ョ
リ
四
月
十
一

日
夕
着

163 

四
月
〔
七
・

八
日
〕

⑤
柏
木
義
円
写

長
崎
ヨ
リ
」

さ
て
風
波
も
殊
の
外
静
に
し
て
実
に
平
地
に
あ
る
が
如
し、

身
体

五
時
過
目
覚
め
候
故
直
に
起
き
ん
と
致
候
得
共、

随
分
此
数
日
の
疲
れ
故

＊
 

新
島
八
重
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明治17年

四
月
八
日

火
曜
日

候
事
ノ
御
礼
も
御
陳
へ

被
下
度
候

伺
安
心
被
下
度
候」

に
而
キ
ー
ウ
7
と
車
侯
而
実
二

堅
牢
な
る
船
な
り、

上
等
之
客
ハ

凡
二
十
四
五
人、

北
英
聖
書
会
社
／
ク
ム
ソ
ソ
氏

同
船
し
大
二

慰
め
を
受
申
居
候、

何
レ
朋
日
長
崎
に
着
申
候
ハ
、
一

寸
上
陸
し
而
見
物
致
し、

朋
夕
長
崎
出
帆
に
て
土
耀
13
ニ
ハ

香
港
ニ

n

マ

マ

u

着
の
よ
し、

且
香
港
ニ
ハ

十
四
日
ニ
ハ

十
四
日
二

開
帆
の
由
な
れ
は
二
三
日
ハ

滞
留
す
へ
し、

此
五
六
日
非
常
に
多
忙、

別
し
て
出
立
前

色
々
心
配
も
な
し、

又
御
両
親
様
方
別
し
て
一

体
な
る
お
前
様
に
別
る
4
に
随
分
四
方
に
志
あ
る
此
襄
も
心
を
哀
し
ま
せ
ぬ
事
は
な
く、

労
々
以
て
身
体
も
大
に
疲
る
へ
し
と
案
じ
居
る
に、

案
外
に
今
日
ハ

昨
夜
の
安
眠
二
よ
り
気
分
も
よ
く
伝
道
会
社
の
計
金
も
皆
尽
く
仕
舞

申
候、

伝
道
会
社
ノ
帳
面
ハ

宮
川
様
二

御
廻
し
候
得
共、

其
リ
ボ
ル
ト
ハ
ゴ
ル
ド
ン

様
二

差
上
申
侯
間、

残
金
ハ

御
同
人
様
二

御
渡
被
下

度
候、

先
日
大
阪
神
戸
ニ
テ
御
頼
申
候
十
円
余
り
之
金
二

少
々
を
加
へ
十
四
円
七
十
四
銭
二
厘
と
な
し、

先
つ
ゴ
ル
ド
ン

様
二

御
渡
し、

而
し
て
其
内
四
円
六
十
九
銭
六
厘
ハ

宮
川
様
二

御
渡
し
被
下
と
申、

十
円
0
四
銭
六
厘
ハ

京
都
区
之
伝
道
委
員
（
口
9
弘
認
滋
嘩）

に
御
渡
被

下
卜
申
上
被
下
度
候、

右
申
上
候
ゴ
ル
ド
ン

様
よ
り
二
君
二

御
渡
可
申
上、

お
前
様
ニ
ハ

如
何、

定
而
御
つ
ら
き
事
と
御
推
察
申
上
候、

今
日
ハ

大
坂
二

而
御
逗
留、

明
日
ハ

御
帰
京
な
ら
ん、

御
両
親
様
ニ
ハ

如
何、

態
々
御
離
れ
ハ

悪
き
事
な
ら
ん
と
御
察
申
上
候、

何
卒
何

*
＊

0

0

0

 

0

0

0

0

卒
御
加
養
御
双
親
様、

河
原
町
様、

公
義
様、

宣
教
師、

三
教
会
員
方
二

も
宜
し
く、

又
送
別
会
之
御
礼
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

迄
も
御
送
被
下

昨
夜
も
余
程
よ
く
眠
り
今
朝
五
時
頃
二

目
覚
め
申
候、

部
屋
の
窓
よ
り
頭
を
出
し
沢
山
の
島
々
二

も
な
れ
ば

最
早
長

崎
も
近
寄
候
事
と

〔

補
〕

存、

少
く
休
み
又
頭
を
出
し
見
れ
は
既
に
長
崎
の
近
所
二

参
り
候
間、

急
ハ

し
く
衣
服
を
着
け
甲
板
二

上
り
候
「
長
崎
ヘ
ハ

八
日
午
前
六

時
半
着、

午
後
二
三
時
出
港
ノ
ヨ
シ
、

香
港
迄
ハ

四
日
ノ
海
路
ナ
ル
ヨ
シ
」、

此
港
ハ

実
二

天
下
第
一

等
之
港
と
可
申
候
而
狭
き
瀬
戸
の
如

し、

只
今
船
之
懸
り
し
処
兼
而
聞
き
居
れ
る
造
船
所
近
キ
ニ

あ
り、

未
夕
長
崎
は
朝
謡
ノ
中
二

あ
り
分
明
二

見
へ
不
申
候、

何
レ
食
後
直
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何
卒
々
々
し
ん．ほ
う
し
て
オ
ト
ナ
ッ
ク
御
留
守
被
下
度
希
上
侯、
グ
ー
ド
バ
ー

八
重
様

一
同
志
社
ノ
生
徒
諸
君
之
写
真
之
御
礼
よ
ろ
し
く
御
陳
述
被
下
度
候

ニ
上
陸
可
仕
候、
伝
道
之
書ハ
宮
川
様
迄
相
廻
し
申
候
間、
四
円
六
十
九
銭
六
厘ハ
ゴ
ル
ド
ン
様二
頼
ミ
宮
川
様二
渡
す
様
被
成
下
度
候

一
不
破
君
二
（
墾
蒜
彗
二
十
円
電
信
為
替二
而
御
送
被
下
度
候

一
小
崎
君
二
九
円
程
御
廻
し
被
下
度
候

＊
 

但
し
警
醒
社
寄
附
金
ト
シ
テ
十
二
円
残
金
ア
レ
ハ
十
二
円
送
ル
ハ
ズ
ノ
所、

候、
株
金ハ
相
口
可
申
候、

一
望
月
君
二
毎
月
二
円
五
十
銭
御
渡
被
下
度
候

＊
＊
 

一
鶴
松
之
方ハ
遂
二
相
忘
申
候
問、
お
前
様
ヨ
リ
デ
ビ
ス
様二
懸
け
合
ひ
私
留
守
中
丈
ヶ
ハ
宣
教
師
方
ノ
御
相
談ニ
テ
何
ニ
ト
カ
シ
テ
毎

期
ノ
初
メ
ノ
月
謝
卜、

ジ
ェ
ン
ク
ス
様
よ
り
デ
ビ
ス
様ニ
ウ
リ
タ
ル
バ
タ
ー
代
金ハ
御
モ
ラ
ヒ
被
成
候
哉
奉
伺
候

又
毎
月
ノ
食
料
之
分一
円
二
十
五
銭
丈
御
都
合
被
下
様
御
相
談
被
下
度
候、
尤
モ
私
ョ
リ
ハ
食
料
ヲ
助
ク
ル
為

メ
月
ニ
―
円
ッ
、
相
助
可
申
候

一
河
合
様
ニ
ハ
月
二
八
十
銭
ツ
、
御
渡
被
下
度、
如
何
ニ
ナ
リ
共
折
々
用
事
ア
ル
時ハ
御
頼
ア
リ
テ
不
苦
候

〔
被脱〕

一
公
義
様
ニ
ハ
月
一々
円
ノ
小
遣
ヒ、
書
籍ハ
入
用
丈
ヶ
ハ
御
求
被
下
度
候、
無
遠
慮
書
物ハ
御
求
下
様
御
通
被
下
度
候

一
送
別
会
之
演
説
井二
詩
文
章
御
送
り
被
下
候
方
々
二
宜
し
く
御
礼
御
述
被
下
度
候

襄

成
章
君
ニ
―――
円
貸
シ
タ
レ
ハ
残
リ
九
円
御
送
り
被
下
度
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明治17年

此
度
ハ

山
本 、

中
村 、

浜
岡 、

候 、

又
伊
東 、

河
原
林
諸
君
ハ

態
々
新
井
奄
君
を
代
人
と
し
而
大
坂
迄
御
遣
し
被
下
候
条 、

御
礼
御
陳
被
下
度
候 、

何
レ

右
之
諸

n
マ
マ
〕

〔
い
脱
力
〕

且
何
之
憚
る
所
も
御
つ
か
立
申
候
条 、

す 、

偏
二

御
老
親
方
と
八
重
を
も
御
慰
め
被
下
度
奉
切
望
候 、

尚
々 、

安
中
之
御
母
兄
様
方
二

も
御
不
音
之
条
御
ヮ
び
被
下 、

宜
し
く
御
伝
言
奉
望
候

老

返
す
／
＼
も
御
両
親
様
方
八
重
を
御
慰
め
被
下
度
候 、

四
方
之
志
を
し
て
躊
躇
せ
〔
し〕
む
る
は
只
此
一

事
也

＊

 

別
紙
拙
吟
同
志
社
之
生
徒
諸
君
二

御
渡
し
被
下
度
候

公
義
様

四
月
八
日

之
御
心
を
寛
裕
二

な
す
事
の
御
修
行
有
之
度
候 、

右
得
貴
意
如
此
也

出
発
前
種
々
御
厄
介
二

預
リ 、

氏
ヘ
ハ

香
港
着
之
上
一

書
可
呈
候

④
墨

164 

四
月
八
日

田
中 、

高
木
之
諸
君
ニ
ハ

別
二

書
を
不
呈
候
間 、

喪
殷
よ
り

長
崎
安
着
之
趣
一

寸
御
通
知
被
下
度

新
島
公
義

御
許
有
之
度
候 、

襄

何
卒
留
守
之
義
諸
事
御
注
意
あ
る
の
み
な
ら

且
此
壱
年
間
ハ

何
卒
英
文
を
読
む
力
を
得
る
と
神
之
恩
恵
を
蒙
り 、

費
殿
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四
月
十
四
日

⑤
柏
木
義
円
写

十
七
年
四
月
十
四
日
」

前
便
二

も
申
上
候
通、

何
卒
六
ケ
敷
鶴
松
之
事
ハ

デ
ヴ
ィ
ス
様
二

御
相
談
被
下
度
候

長
崎
着
ノ
上
一

書
差
上
申
候、

即
日
乃
本
月
八
日
午
后
二
時
よ
り
同
港
を
発
し
九
日
之
正
午
迄
二
ニ
百
七
十
六
マ
イ
ル
半、

十
日
二
三
百

九
十
一
マ
イ
ル
、
十
一

日
二
百
七
十
一
マ
イ
ル
、
十
二
日
ノ
午
前
第
十
時
香
港
二

安
着
仕
候、

神
戸
出
発
ノ
時
ョ
リ
当
港
迄
実
二

希
有
ノ
ナ

ギ
ニ
テ
、

途
中
少
々
の
波
ハ

あ
り
し
も
船
は
少
し
も
動
揺
せ
ず
実
二

陸
地
二

在
る
か
如
し、
三
度
の
食
事
ハ
―

つ
も
欠
き
し
事
な
く、

未
ク

充
分
二

読
書
す
る
事
ハ

叶
ひ
不
申
候
得
共、

開
帆
以
来
ヒ
ド
キ
頭
痛
も
無
之、

此
度
の
航
海
ハ

実
二

案
外
之
航
海
と
存
候、
一

昨
日
着
の
上

ご
一
之
書
面
相
認
め
正
午
比
よ
り
上
陸
一

之
米
国
宜
教
師
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
を
相
尋
申
候
処、
同
氏
ハ

私
を
連
れ
香
港
之
各
所
案
内
致
し
呉
候、

内
尤
も
著
し
き
者
ハ

香
港
之
市
庁、

兵
丁
之
営
所
と
四
ケ
の
埋
葬
地
な
り
配
炉
5
•
が
砂
こ
芦
ク
ヅ
ン
．

樹
木
之
新
緑
を
呈
し、

と
日
本
二
見
さ
る
所
な
り、
且
此
市
ハ

平
坦
二

あ
ら
さ
れ
ハ

健
康
の
為
に
も〔
ょ〕
ろ
し
く、
港
よ
り
見
た
る
所
も
殊
二

壮
観
と
申
し
て
可
な

る
へ
く
候、
昨
夜
ハ
ヘ
ー
ゲ
〔
ル〕
氏
之
案
内
ニ
テ
支
那
人
之
住
家
を
見
物
せ
し
に
、
ク
イ
ソ
ス
ロ
ー
ド
ナ
ル
所
丈
け
大
分
美
麗
二

而
日
本
な

と
ニ
ハ

比
類
す
可
き
所
も
無
之、

実
に
器
に
し
て
其
富
も
亦
思
見
る
へ
し、

実
二

支
那
人
之
如
期
富
裕
と
な
り
し
は
日
本
人
の
薦
く
所
な

り、

乍
去
支
街
二
立
至
り
見
れ
は
純
然
た
る
支
祁
之
実
況
を
現
出
し
家
ハ

黒
陪
又
不
憮、

亜
片
蘭
を
奥
す
る
人
々
の
有
様
な
と
中
々
筆
頭

〔
柏
木
補
〕

「
四
月
二
十
六
日
京
都
消
印

香
港
ョ
リ

第
二
信

165 

新
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な
る
こ
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明治17年

共
二

常
ニ
ア
リ

又
人
ヲ
容
ル
、

事
之
怠
無
之
様
奉
希
候

ニ
ロ
凡ー
し
鯉
し 、

先
支
祁
人
の
有
様
ハ

上
流
よ
り
下
等
二

至
ル
迄
ー

ロ
に
由＇
せ
ば
此
世
二

只
衣
食
之
為ー
ニ
出
て
た
る
者
と
申
し
て
も
匝
言
ニ

ハ

あ
ら
さ
る
可
し 、

何
レ
詳
細
ハ

記
行
に
記
し
置
き
可
申
候 、

昨
日
ハ

安
息
日
二

而
ュ
ニ
オ
ソ
・

チ
m

ル
チ
ニ
て
朝
ハ

英
語
之
説
教
を
間

き 、

午
后
二

支
那
語
之
説
教
を
聞
き
た
り 、

是
ハ
ス
コ
ッ
ト

人
二

而

沈

チ
ャ
ー

マ
ル
ス
と
申
す
人
二

而
白
髪
ノ
老
人
な
り 、

午
后
二

又

英
語
之
説
教
を
聞
き
し
に
大
に
疲
労
を
覚
え
申
候 、

乍
去
昨
夜
ハ
よ
く
寝
而
今
朝
ハ

早
朝
よ
り
目
覚
申
候
ま
4
食
事
前
ニ
―

筆
記
し
度
存

し
候
ま
4
見
聞
せ
し
荒
ま
し
を
申
上
候 、

未
た
支
那
の
伝
道
之
事
ハ

充
分
二

相
分
り

不
申 、

米
国
之
宜
教
師
ハ

未
夕
年
数
を
経
さ
る
人
故

＊
＊

 

未
た
私
の
問
を
満
足
せ
す 、

今
日
ハ

共
に
監
督
ボ
ル
デ
ン
と
申
人
之
方
へ
訪
ヒ
行
伝
道
之
状
況
を
相
尋
可
申
候 、

先
ハ

早
々
如
此
候
也

香
港

四
月
十
四
日

御
老
人
様
方
ハ

其
後
如
何 、

定
而
私
の
事
を
朝
夕
御
話
し
あ
る
へ
し
と
遥
察
申
居
候

英
文
二

而
手
紙
を
出
す
事
は
未
た
甚
六
ケ
敷
候
問 、

別
二

宣
教
師
方
ヘ
ハ

差
上
不
申
候
ま
4
何
卒
お
前
様
よ
り

宜
し
く
御
話
又
御

伝
言
有
之
度
候
0
田
中
様 、

浜
岡
様
へ
之
書
面
ハ

直
二

御
届
被
下
度
候
0
明
治
専
門
学
校
設
立
之
旨
意
書
を
又
々
出
版
致
度
候

処 、

右
出
版
之
義
ハ

何
レ

浜
岡
様
の
御
手
二

而
出
来
可
申
候
間 、

若
し

理
事
委
員
之
手
二

而
右
之
費
用
を
支
弁
す
る
事
出
来
不
申

候
は
4
、

お
前
様
二

而
例
之
預
ヶ
金
之
内
を
引
出
し

浜
岡
様
迄
御
払
ひ
被
下
度
候 、

尤
右
等
之
事
ハ

第
一
二

山
本
先
生
卜

御
相
談

之
上
御
取
計
有
之
度
候 、

河
原
町
に
よ
ろ
し
く 、

御
序
二

知
事
様
迄
香
港
安
着
御
知
ら
せ
被
下
度
候 、

御
隠
居
様 、

公
義
様 、

望

月
様
二

も
よ
ろ
し
く 、

宜
教
師
方 、

三
教
会
方
二

も
宜
し
く 、

八
重
様

又
同
志
社
一

統
之
書
生
方
へ

宜
し
く 、

神
に
祈
り

神
に
事
へ
主
ト
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り、

且
市
街
ハ

中
々
立
派
ニ
テ
日
本
ニ
ハ

比
す
可
き
所
も
無
之
候、

支
那
人
之
堪
忍
し
而
金
を
蓄
へ
候
ニ
ハ

実
二

驚
入
申
候、

乍
去
此
道

〔
ス
鋭
力
U

之
速
二

進
ま
さ
る
も
亦
驚
入
申
候、

去
十
五
日
香
港
之
テ
ー
ム
ト
申
候
而
四
十
馬
力
も
あ
る
大
な
る
蒸
汽
船
二

乗
り
出
候
二
、

少
々
之
風

波
あ
る
も
少
し
も
船
は
励
か
す
実
二

陸
地
二

あ
る
二

異
な
ら
す、

私
ハ
一

の
郁
屋
を
占
め
何
二
か
も
蔀
合
よ
ろ
し
く
且
日
々
結
構
な
る
御

米
国
よ
り
の
宣
教
師
ヘ
ー
ゲ
ル
と
申
人
二

面
会
申
所
々

見
物
致
し、

其
内
尤
も
美
し
き
者
ハ

英
政
府
よ
り

作
り
し
公
園
地
と
埋
葬
地
な

先
日
香
港
よ
り
一

書
さ
し
上
申
候、

其
後
御
應
居
様
初
如
何
御
暮
被
成
候
哉、

如
此
数
千
里
之
遠
方
二

出
懸
候
得
バ

益
々
家
を
思
ふ
事
ハ

切
二

相
成
申
候、

乍
去
御
同
様
二

真
之
神
様
二

仕
ュ
ル
事
相
叶
候
ハ
ゞ

心
之
平
和
を
抱
き、

山
河
を
隔
つ
る
も
同
じ
神
之
御
前
二

伏
す
事

な
れ
ば
矢
張
一

所
二

居
る
と
少
し
も
異
な
ら
す、

返
す
／
＼
も
真
の
神
様
に
依
り
頼
み
活
け
る
信
仰
を
御
持
被
下
度
候、

私
も
香
港
ニ
テ

〔
柏
木
補
〕

「
第
三
報

五
月
廿
四
日
京
都
消
印

⑤
柏
木
義
円
写

十
七
年
四
月
二
十
日
」

166 

四
月
二
十
日

新
島
八
重

一

心
配
不
仕
候、

是
よ
り
主
之
御
手
二

任
せ
可
申
候

何
卒
私
之
身
ノ
上
ノ
為
二

御
祈
あ
る
も
私
の
身
ニ
ハ

別
二

心
配
無
之
様
仕
度
候、

私
ハ

此
身
ヲ
主
二

任
セ
申
候
間、

自
身
二

も
別
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明治17年

候
也

馳
走
有
之、

又
々
色
々
之
人
物一一

面
会
し
諸
国
ノ
人
々
二

交
り、

未
ク
余
り
書
物
を
饒
む
事
ハ

出
来
不
申、

別
し
て
気
候
も
俄
二

変
し
候

事
故
随
分
横
着
二

相
成
申
候、

香
港
を
出
し
よ
り
日
々
湿
度
ハ

進
み
初
ハ

七
十
五
度、

十
七
日
ニ
ハ

八
十
四
度、

十
八
日
二
八
十
八
度、

昨

日
ハ

大
概
同
度、

今
日
ハ

太
陽
ノ
直
下
二

あ
る
へ
し
と
存
候、

昼
の
間
ハ

大
概
甲
板
之
上
二

あ
り
候
得
は
海
風
吹
来
候
ま
4

京
都
之
極
暑

之
時
位
二

被
思
候、

夜
分
ハ

全
く
窓
を
明
放
し
置
候
而
少
し
も
冷
し
き
事
ハ

無
之
候、

ヲ
走
り
申
候、

昨
日
よ
り
―

二
艘
之
帆
前
船
二

出
逢
ひ、

今
朝
ハ
ニ
本
柱
之
小
船
を
見
付
申
候
ま
4
最
早
陸
地
ハ

遠
き
二

あ
ら
さ
る
へ
し

と
存
候、

何
レ
今
日
ハ

午
前
力
午
後
二

是
非
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
港
二

到
着
す
可
し
と
存
候、

是
も
矢
張
英
領
に
し
て
印
度
と
支
那
日
本
と
の

交
易
ニ
ハ

実
二

咽
喉
と
申
可
き
所
二

有
之
候、

然
る
に
聞
く
所
二
よ
れ
ば
英
領
香
港
之
如
ク
住
居
之
民
ハ

多
く
支
那
人
に
し
て、

此
ニ
ケ

所
ハ

東
洋
之
自
由
港、

否
自
由
坦
と
申
し
て
可
な
ら
ん
か、

英
政
府
ハ

大
分
之
自
由
を
与
へ
之
を
安
撫
し、

支
那
政
府
の
如
く
抑
圧
を
加

へ
さ
れ
ば、

自
由
を
好
む
支
那
人
と
モ
ニ
ー
を
求
む
る
支
那
人
は
続
々
此
ニ
ケ
所
二

移
住
し
生
活
を
求
む
る
よ
し、

香
港
と
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
之
地
位
ハ

何
卒
地
図
を
御
買
被
下
可
＜
候、

何
レ
ニ
十
四
時
間
之
逗
留
之
上、

其
よ
り
印
度
之
シ
ー
ロ
ン
島
二

立
寄
可
申
候、

ポ
ー
ル
よ
り
ア
ラ
ビ
ヤ
之
ア
ー
デ
ン
迄
大
概
一

直
線
二

進
航
致
す
可
し、

私
も
京
都
出
立
前
ハ

非
常
二

急
カ
ハ
シ
ク
、

又
例
之
頭
痛
を
や

み
候
得
共、

神
戸
出
発
以
来
風
波
ハ

殊
二

穏
カ
ニ
し
て、

少
し
の
船
酔
も
な
く
胃
病
も
別
二

起
り
不
申
候
ま
4
何
卒
御
安
心
被
下
度
候、

只
々
俄
二

厳
暑
之
参
り
候
ハ

大
困
却
仕
候、

御
隠
居
様
方
ニ
ハ

毎
日
私
之
事
の
み
御
案
し
あ
る
へ
し
と
推
察
致
居
候、

何
卒
如
此
く
毎
度

遠
方
二

出
懸
け
る
息
子
を
御
持
被
成
候
ハ

又
決
し
て
偶
然
ニ
ハ

あ
ら
ぬ
事
と
思
召、

々
私
之
為
二

御
祈
有
之
度
奉
願
候、

御
不
都
合
な
る
事
ハ

あ
る
ま
し
か
と
存、

且
昨
日
之
正
午
迄
ニ
―

千
百
三
十
九
英
里
之
海
路

シ
ン
ガ

又
私
一

身
之
事
ハ

全
く
神
様
之
御
手
二

任
セ
‘

且
日

又
御
恵
二
よ
り
無
異
帰
国
せ
ば
御
両
親
様
も
御
存
命
二

而
再
ひ
御
面
会
致
度
存
居
候、

何
力
御
内
ニ

万
事
何
事
も
山
本
様
方、

デ
ビ
ィ
ス
様、

教
員
様
方
と
御
相
談
有
之
度
候、

先
ハ

荒
々
如
此
ニ
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送
吾
舟
没
暮
姻
裏

北
望
六
山
風
色
蒼

＊
 

四
月
七
日
公
義
君
へ

鉄
艦
似
知
離
別
情

十
年
空
蓄
西
遊
志

巴
里
芳
花
倫
敦
月

夢
尋
相
国
寺
前
人

春
風
秋
雨
西
遊
客

在
子
玄
海
灘

在
子
支
那
海

河
梁
焉
得
意
揚
々

今
日
遂
為
天
外
身

逐
想
西
行
之
汽
船
将
発
神
戸
港
時
偶
成

遅
々
波
浪
向
西
方

寄
同
志
社
之
生
徒
諸
君

夜
々
夢
回
鴨
水
傍

生
別
切
於
死
別
情

臨
西
遊

告
別
子
家
人

一

方
浜
岡
様
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
安
着
之
事
御
通
し

被
下
度
候

グ
リ
イ
ン
様
デ
ビ
ィ

ス
様
二

此
書
面
御
遣
ハ

し
被
下
度 、

並
二

皆
々
様
二
よ
ろ
し
く 、

別
而
山
本
様 、

教
員
様
方
二
よ
ろ
し
く 、

八
重
様

四
月
二
十
日

襄
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五
月
三
十
日
京
都
消
印
」

一

筆
申
入
候、

陳
は
去
十
五
日
香
港
を
発
し、

二
十
日
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
港
二

安
着、

此
よ
り
一

筆
申
上
候
間、

早
晩
御
落
手
あ
る
可
し
と

存
候、

倦
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
と
申
所
ハ

矢
張
英
之
領
地
ニ
テ、

昨
年
日
本
二

参
り
し
印
度
之
酋
長
之
住
み
居
る
ジ
ョ
ホ
ア
と
申
国
に
境
ひ
し

た
る
一

之
小
島
二

有
之
候、

印
度
洋
よ
り
支
那
海
二

来
る
二

是
非
共
通
ら
さ
る
を
得
さ
る
海
峡
に
し
て、

此
処
に
早
船
を
を
き
防
禦
せ
は

海
上
の
往
来
は
止
め
得
可
き
程
の
要
地
に
有
之
候、

英
領
二

な
り
し
よ
り
以
来
寛
裕
な
る
政
を
施
す
に
よ
り
て、

よ
り
支
那
よ
り
数
多
之
人
民
輻
躾
し、

当
時
ハ

立
派
の
交
易
港
二

な
り、

マ
レ
ー
半
島
よ
り
印
度

西
洋
よ
り
支
那
海
に
来
る
商
船
な
り
早
船
な
り
是
非
共
此
処
は

一

度
は
休
息
し、

或
は
薪
水
を
入
れ
石
炭
を
入
れ
食
物
を
入
レ
、

又
此
近
傍
の
島
々
よ
り
此
処
ま
て
交
易
品
を
持
来
り
売
買
を
為
し
候
間、

実
二

肝
要
之
地
と
申
す
可
き
な
り、

然
る
に
驚
く
可
き
は
此
市
街
の
住
民
は
十
に
七
八
ハ

支
那
人、

外
ハ

土
民
と
印
度
人
に
し
て
、

白
哲
人

ハ

実
に
指
を
屈
す
る
の
み、
且
白
哲
人
ハ

日
中
二

四
五
時
間
其
見
世
に
参
り
商
法
に
従
事
し、
己
れ
の
家
ハ

市
街
を
離
れ
た
る
所
に
美
麗
な

る
屋
宇
を
築
き、

熱
帯
之
樹
木
を
家
の
四
方
二

植
付
け、

此
熱
帯
中
二

冷
し
か
る
へ
し
と
思
ふ
、

道
路
は
殊
二
よ
ろ
し
く
飲
水
ハ

遠
方
よ
り

パ
イ
プ
に
て
之
を
引
き
市
の
四
ッ

辻
な
と
に
竜
の
口
よ
り
水
を
吐
き
出
せ
り、

物
価
に
は
拘
ら
す
随
分
高
費
に
し
て
容
易
に
之
を
求
め
さ

る
を
よ
し
と
す、

此
地
に
は
仏
を
信
す
る
人
あ
り、

何
か
泥
の
如
き
物
に
而
丸
き
点
を
頂
二

付
け
ゴ
フ
ン
の
如
き
物
を
以
て
三
本
程
な
す

〔
柏
木
補
〕

「
第
四
報

十
七
年
四
月
二
十
八
日

161 

四
月
二
十
八
日

新
島
八
重

⑤
柏
木
義
円
写
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併
し
珍
ら
し
き
物
ハ

樹
木
二

御
坐
候、

多
く
は
日
本
に
見
さ
る
も
の
に
し
て。ハ
ー
ム
と
申
樹
之
種
類
な
り、

別
而
芭
蕉
の
実
の
如
き
ハ

何

れ
の
家
の
庭
前
に
も
熟
し
居
り
其
味
の
甘
さ
何
に
も
醤
ふ
可
き
も
の
な
し、

下
無
比
の
果
実
と
申
て
も
可
な
る
可
し、

廿
一

の
午
前
に
船
に
帰
り
午
後
四
時
に
同
港
出
船
申
候、

倦
此
海
峡
は
狭
き
所
ハ

大
砲
之
弾
丸

此
方
よ
り
彼
之
岸
二

達
す
る
位
な
る
も、

別
に
大
な
る
海
湾
あ
り
数
十
の
大
船
を
泊
せ
し
む
る
に
足
る、

此
処
を
出
し
よ
り
一

日
余
の
海

路
を
経
て
マ
ラ
ッ
カ
半
島
之
一

小
島
な
る
ヘ

ナ
ン
に
二
十
三
日
之
早
朝
到
着
す、

此
島
ニ
ハ

ニ
千
五
百
尺
余
之
高
山
あ
り、

又
有
名
な
る

瀑
布
も
あ
る
由
な
れ
共、
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
を
出
し
よ
り
気
候
ハ

実
二

厳
夏
の
暑
さ
故
上
陸
不
致
候
間、

市
之
事
ハ

余
り
不
申
候、

併
し
此
処

〔
申
脱
力〕

ハ

決
し
て
香
港
程
盛
な
る
所
に
あ
ら
す、

外
国
之
船
ハ

五
六
艘
余
ハ

支
那
船
二

類
し
た
る
ジ
ョ
ン
ク
ス
と
船
は
沢
山
有
之
候、

二
十
三
日

之
午
后
一

時
開
帆、

二
十
四
五
の
両
日
ハ
ス
マ
ク
ラ
島
之
北
に
航
し、

昨
日
之
午
前
十
時
頃
よ
り
遥
ニ
セ
イ
ロ
ン
島
之
山
を
見
初
め、

昨

タ
ゴ
ル
岬
を
経
て
今
二
十
八
日
午
前
七
時
セ
イ
ロ
ン
島
之
コ
ロ
ン
ポ
港
二

安
着
仕
候、

港
之
入
口
に
波
頭
場
を
築
出
し
外
来
之
船
ハ

尽
く

其
内
に
碇
泊
致
し
候
間、

大
蒸
汽
船
（
飛
脚
船
な
り）

三
四
艘、

分
り
不
申
候、

土
人
ハ

衣
を
着
す
る
も
あ
り、

或
は
衣
を
着
す
る
も
あ
り、

赤
き
頭
巾
を
か
む
り
又
赤
き
布
に
て
頭
を
巻
き
居
る
も
あ

り、

顔
色
は
殊
二

黒
く
奇、

小
船
に
乗
り
来
る
者
あ
り、

図
の
如
し、

船
の
体
ハ

狭
く
し
て
僅
に
一

人
を
容
る
4
に
足
る
の
み、

転
覆
を

防
く
為
二

外
に
船
よ
り
二
本
の
棒
を
つ
き
出
し
其
れ
に
船
に
似
た
る
材
木
を
つ
け、

如
何
に
風
か
来
り
帆
に
満
つ
る
も
平
気
に
て
船
を
走

｀
(

,
'�
 

り
付
け、

別
二

蒸
汽
船
五
六
艘、

帆
前
十
艘
計
り
も
見
へ

候、

未
た
市
街
之
様
子
ハ

又
鼻
の
脇
に
金
を
以
て
飾
り
と
な
し
4
も
の
随
分
見
悪
く
き
風
俗
も
有
る
も、

此
地
の
逗
留
は
実
に

暫
時
の
事
故
人
民
の
風
俗
を
充
分
見
る
事
ハ

出
来
難
く
候
0
馬
車
ハ

沢
山
な
り
一

里
十
銭
位、

人
力
も
有
之
候

得
共、

是
レ
支
那
人
の
引
く
所
な
り、

併
し
赤
泥
之
所
故
人
力
に
て
は
衣
類
も
汚
れ
候
故
馬
力
に
乗
り
申
候、

寒
暖
計
ハ

八
十
四
五
度
二

昇
り
不
申
候
得
共、

其
暑
さ
は
身
体
に
し
み
込
み
運
動
す
る
元
気
も
失
ふ
程
に
候、

且
又
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
と
申
実
あ
り、

是
は
結
構
に
し
て
天
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八
重
様

四
月
廿
八
日
午
前
十
時
半

仕
度
候、

、;＼〗•-[＼
二

し ，
． •．』

と-・・::.:::...；和 2‘ 

•,； ｝ ...｀‘ 
一

シ／＾へ、

ヽ
＼． 

、a、 \
.-、・ミニジ

ら
せ
居
候、

又
大
な
る
材
木
を
三
本
縄
に
て
く
4
り
其
上
に
二
人
位
乗
り
居
る
も
の
有
之
候、

此
辺
の

人
民
ハ

水
の
上
に
居
る
は
魚
と
異
な
ら
す、

又
太
陽
の
暑
さ
を
も
少
し
も
意
と
せ
さ
る
如
し、

今
日
午

后
カ
イ
ザ
ル
ハ

イ
ソ
ド
と
申
船
に
乗
り
移
り
イ
ジ。
フ
ト
之
ス
ヱ
ス
と
申
す
所
迄
可
参
候、

香
港
よ
り
此

処
迄
乗
り
来
り
し
船
ハ

テ
ー
ム
ス
ト
申
候、

何
レ
も
非
常
の
大
船
に
し
て
是
迄
少
し
も
動
揺
せ
し
事
な

＜
故
に
又
少
し
の
船
酔
も
無
之
候、

今
午
后
荷
物
を
他
船
に
移
せ
し
上
ハ

上
陸
し
兼
而
英
人
之
囚
人
と

＊
 

な
り
此
島
に
流
さ
れ
た
る
イ
ジ
プ
ト
の
豪
傑
ア
ラ
ビ
ー
パ
ヤ
シ
ャ
ー
に
面
会
す
へ
し
と
楽
し
み
居
候、

何
れ
此
処
の
事
ハ

又
々
後
便
に
棲
々
可
申
上
候、

私
出
立
之
際
色
々
取
極
め
す
に
出
候
故、

何
か
随
分

不
都
合
之
事
も
あ
る
へ
し
と
存
候
得
は、

後
々
の
所
は
教
員
会
に
て
宜
し
く
御
片
付
被
下
候
事
と
存
候

得
共、

何
卒
お
前
よ
り
諸
事
宜
し
く
御
頼
被
下
度
候、

襄

四
月
廿
八
日
午
前
七
時
安
着

又
御
隠
居
様
方
に
は
如
何、

定
め
て
日
々
御
咄

の
み
被
成
候
事
と
存
候、

私
之
事
は
神
様
の
御
手
に
任
せ
決
し
て
何
も
御
心
配
無
之
様
奉
願
上
候、

且
河
原
町
様
に
は
如
何、

御
母
上
様

に
は
如
何、

公
義
殿
ニ
ハ

如
何、

何
卒
何
事
穏
便
二

取
扱
被
下
度
候、

速
水
様
二

は、

同
志
社
ニ
ハ

何
二

も
変
り
た
る
事
な
き
や、

当
時

の
神
学
生
之
卒
業
式
二

あ
ら
さ
る
は
遺
憾
と
存
候、

何
卒
先
般
之
リ
ワ
イ
ヴ
ア
ル
之
恵
み
の
永
く
校
内
二

存
し
向
来
之
精
神
と
相
成
候
様

又
今
ノ
五
年
生
も
何
と
か
都
合
し
て
神
学
課
に
入
ら
れ
候
様
仕
度
候、

先
は
荒
ま
し
如
此
候
也
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去
月
廿
八
日
印
度
之
七
イ
ロ
ン
島
コ
ロ
ン
ポ
港
二

着
し
即
日
上
陸
一

書
差
上
申
候
間、

御
落
手
ハ

近
々
な
る
へ
し
と
存
候、

偕
コ
ロ
ン
ボ

所
の
分
丈
け
は
清
潔
に
候
得
共、

致、

彼
是
れ
運
動
致
度
存
候
も
余
り
暑
さ
の
甚
し
き
よ
り
一

之
馬
車
を
麗
ひ
市
街
の
こ
4
か
し
こ
と
見
物
せ
し
に、

市
街
は
外
国
人
之
住

土
人
之
家
二

至
り
て
は
多
く
は
一

界
作
り
の
家
に
し
て、

床
あ
る
家
は
少
な
く
多
く
は
土
間
の
上
に
種

種
之
商
品
を
打
並
べ
、

食
物
な
ど
に
至
り
て
は
と
て
も
之
を
求
む
る
気
分
に
は
決
し
て
成
り
不
申
候、

申
臭
気、

牛
の
フ
ン
に
も
あ
ら
す、

せ
し
に
私
之
衣
裳
に
其
嗅
を
付
け
参
り
甚
困
却
致
候、

倦
此
地
は
兼
ね
て
聞
及
之
通
純
粋
之
仏
法
の
存
し
居
候
而
コ
ロ
ン
ポ
ニ
―

之
仏
殿

あ
り、

チ
ー
ス
の
腐
敗
し
た
る
に
も
あ
ら
す、

見
世
な
り
又
土
人
な
り
一

種
無
類
の
臭
気
を
帯
ひ、

洗
濯
ハ

且
此
島
之
首
府
な
る
カ
ン
デ
ー
と
申
処
ニ
ハ

有
名
な
る
古
き
仏
堂
あ
る
よ
し
な
れ
共、

逗
留
の
日
数
少
な
け
れ
ば
遂
に
見
物
も
遂

c
根

性
u

げ
不
申
候、

乍
去
コ
ロ
ソ
ボ
に
而
仏
堂
の
見
物
の
出
来
さ
り
し
は
決
し
て
遣
憾
と
せ
す、

此
島
之
乞
食
魂
情
之
甚
し
き
ニ
ハ

実
に
驚
駿
仕

候、

私
共
市
街
を
往
来
候
に
案
内
を
さ
せ
ろ
と
か
又
何
に
か
品
物
を
買
は
ぬ
か
と
か
申
参
り、

ど
の
様
に
断
り
候
て
も
こ
4
を
さ
る
後
を

つ
け
参
り
申
候
故、

直
に
車
よ
り
下
り
二
十
問
も
進
み
行
き
た
れ
ば
白
衣
の
果
然
た
る
一

丈
夫
之
園
中
に
逍
遥
す
る
を
見
付
け
申
侯
故、

ハ

非
常
二

暑
く
寒
暖
計
ハ

九
十
四
度
二

止
ま
り
候
得
共、

〔
柏
木
補
〕

「
十
七
年
第
六
報

七
月
廿
一

日

168

五
月
九
日

⑤
柏
木
義
円
写

七
月
廿
一

日
京
都
消
印
」

其
暑
さ
の

甚
し
き
事
実
に

何
と
も
日
本
の

夏
に
比
す
可
き
様
も
無
之
大
閉
口

新
島
民
治
・

と
み
・

八
重
・

公
義

又
市
街
何
れ
の
処
に
も
何
と
も
難
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明治17年

之
こ
そ
ア
ラ
ピ
ー
な
る
可
し
と
存
じ
彼
是
田心
考
す
る
内、

一

の
取
次
出
来
り
何
の
月
庫
な
る
や
と
尋
ね
ら
れ
た
り、

私
と
同
行
の
日
辺
君

と
私
は
各
々
名
札
を
差
出
し、

ア
ラ
ビ
ー
パ
シ
ャ
に
面
会
を
要
す
る
為
め

参
り
し
を

述
へ

候
処、

直
ち
に
二
人
を
彼
の
白
衣
を
着
し
た

る
人
の
許
に
連
れ
行
き
紹
介
致
し
呉、

妥
に
始
て
ア
ラ
ビ
ー
と
面
会
致
候、

借
ア
ラ
ビ
ー
は
我
等
が
日
本
人
に
し
て
態
々
尋
ね
来
り
し
を

〔

昭
〕

大
に
喜
ば
れ、

且
つ
我
等
に
面
語
す
る
こ
と
を
甚
た
喜
ぶ
と
被
申
候、

尤
も
同
人
は
少
々
英
語
も
出
来
候
得
共
通
弁
を
以
て
談
判
時
を
過

＊
＊
 

し
申
候、

彼
此
問
答
す
る
内
日
本
に
は
軍
艦
何
程
あ
る
や
と
被
尋
侯
故、

軍
艦
二
十、

兵
士
十
万
あ
り
と
答
へ
た
れ
ば
ウ
ェ
リ
ー
グ
ー
ド

と
被
申、

且
今
世
之
中
ニ
ハ

多
く
の
敵
も
あ
る
こ
と
な
れ
ば
充
分
二

用
意
ス
ル
事
肝
要
ナ
リ
ト
被
申、

見
ル
処
ノ
教
育
論
及
ひ
日
本
近
来
之
実
況
を
物
語
り
申
候
処、

大
二

満
足
ノ
色
を
被
現
候、

私
よ
り
ハ

イ
ジ。
フ
ト
之
将
来
は
如
何
と
尋
し

処、

彼
答
曰
く、

イ
ジ。
フ
ト
之
将
来
ハ

誰
一

人
も
知
る
者
な
し、

只
独
ノ
神
の
み
之
を
知
り
賜
ふ
な
り
と
被
答
候、

其
よ
り
マ
ホ
メ
ッ
ト

教
之
事
二

付
種
々
質
問
候
処、

私
之
何
か
宗
教
二

意
を
用
ゆ
る
人
な
り
と
思
れ
し
か、

私
二

何
之
宗
教
を
信
す
る
や
と
被
問
候
間、

私
ハ

基
督
教
信
徒
な
り
と
答
候
ヘ
バ

大
二

惣
か
れ
候
様
子、

色
申
し
語
り、

且
日
本
ニ
ハ

多
く
の
信
徒
か
あ
る
や
と
被
尋
候
間、

私
よ
り
は
基
督
教
の
事
を
色

且
我
邦
二

於
テ
近
来
漸
々
勢
力
を
呈
す
る
有
様
を
物
語
り
候
処、

又
教
育
之
事
を
尋
候
故、

私
平
素

ウ
ェ
リ
ー
グ
ー
ド
と
被
申、

彼
是
談
判
す
る
内
時
も
速

ニ

移
り
候
故、

互
二

手
を
握
り
丁
寧
二

同
人
之
深
切
二

我
等
を
受
け
呉
れ
し
を
陳
謝
し、

再
ひ
馬
車
二

打
乗
り
波
頭
場
二

戻
り
帰
船
致
し

候、

借
同
人
ハ

純
粋
之
ア
ラ
ビ
ヤ
人
ニ
シ
テ
身
ノ
丈
長
大、

鼻
ハ

丸
ク
シ
テ
高
く、

眼
ハ

小
さ
き
方、

而
し
て
其
声
ハ

恰
も
虎
の
如
し、

乍
去
何
事
な
り
と
も
喜
は
る
4
時
ハ

甚
や
さ
し
き
言
葉
ニ
テ
美
ハ
シ
キ
顔
色
を
顕
は
し
申
候、

倦
二
十
九
日
之
午
后――一
時
同
港
を
発
し、

本
月
七
日
之
早
朝
ア
ラ
ビ
ヤ
之
一

部
分
に
し
て
英
領
な
る
ヱ
ー
デ
ン
港
二

来
着
申
候、

近
頃
印
度
地
方
二

疱
癒
流
行
せ
る
を
以、

同
港
知

事
よ
り
コ
ワ
ラ
ン
テ
イ
ン
を
申
渡
さ
れ
誰
一

人
も
上
陸
ス
ル
ヲ
差
止
メ
ラ
レ、

僅
カ
ニ

石
炭
卜
飲
水
を
入
る
や
直
二

同
港
を
発
し、

之
午
后
涙
之
門
と
申
暗
礁
ヲ
望
み
毎
度
破
船
の
あ
る
海
峡
に
乗
込
ミ、

此
よ
り
北
西
ハ

最
早
紅
海
之
部
二

有
之
候
得
共、

七
日

ア
ラ
ビ
ャ
と
亜
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公
義
殿

八
重
殿

御
両
親
様

ヲ
遥
二

見
る
計
の
み 、

如
此
シ
テ
八
日
九
日
十
日
と
紅
海
中
ヲ
駿
行
し 、

罪

明
日

午
后
ニ
ハ
ス
ヱ
ズ
と
申
処
二

達
せ
ん
と
船
長
よ
り

承
り

非
利
加
之
間
ハ
一

千
七
百
八
十
英
里
ヲ
隔
テ
居
り 、

五
月
九
日

土
耀
日
夜
九
時

且
船
ハ

紅
海
之
真
中
を
航
す
る
二
よ
り

両
側
之
陸
地
ハ

見
へ

不
申 、

時
々
高
山
之
峰

候 、

此
ス

デ
ス
ハ

所
謂
紅
海
之
北
隅
二

あ
る
市
府
二

し
而 、

昔
時
彼
ノ
モ
ー

セ
之
イ
ス
ラ
エ
ル
を
引
卒
し

渡
り
し

処
二

遠
か
ら
さ
る
に
よ

り 、

聖
書
を
発
キ
感
慨
転
ク
胸
二

充
来
候 、

乍
去
何
之
処
か
槌
二

之
を
知
る
事
ハ

至
難
な
る
可
し
と
存
候 、

明
午
后
ニ
ハ

必
ら
す
サ
イ
ナ

〔
マ
マリ―

イ
山
頂
を
見
添
ム
ベ
シ
ト

船
長
よ
り
申
聞
け
候 、

朋
日
ハ

何
レ
サ
イ
ナ
イ
山
を
望
む
ナ
ラ
ン 、

又
紅
海
之
模
様
を
推
窮
す
る
ナ
ラ
ン 、

故

ニ

定
而
多
事
な
ら
ん
と
存
候 、

先
荒
ま
し
コ
ロ
ン
ボ
よ
り
今
日
迄
之
事
を
記
し
御
究
二

入
度
候 、

此
度
の
航
海
二

而
実
二

幸
な
る
事
ハ
一

度
も
船
酔
せ
し
事
な
く 、

三
四
度
ハ

雨
降
り
し
も
多
分
ハ

天
気
ニ
シ
テ 、

別
し
而
紅
海
に
入
り
し
よ
り

此
両一――
日
ハ
一

点
之
雲
も
な
く
実

ニ

最
上
之
好
天
気
と
可
申 、

何
レ
サ
イ
ナ
イ
山
之
眺
望 、

紅
海
之
模
様
等
ハ

後
便
二

申
上
可
申 、

右
荒
ま
し
如
此
二

候
也 、

早
々
頓
首

新
し
〔
ま〕
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明治17年

其
後
ハ

存
外
之
御
無
沙
汰
仕
候 、

私
イ
タ
リ
ヤ
之
南
隅
な
る
プ
リ
ン
デ
イ
シ
ト

申
港
二

安
着
ノ
上
一

書
差
上
候
ま
4
、

定
而
近
々
御
落
手

な
る
可
し
と
存
候 、

借
其
後
ハ

常
二

旅
路
二

急
ガ
ハ

し
く
又
所
々
と
見
物
二

急
か
は
し
く 、

其
故
存
外
之
御
不
音
二

及
候 、

定
而
日
々
私

よ
り
の
音
信
を
御
待
受
之
事
と
御
察
申
上
候 、

イ
タ
リ
ヤ
ニ

着
ノ
節
ハ

少
々
不
加
減
に
し
て
羅
馬
二

到
る
迄
ハ

大
分
要
心
仕
候 、

兼
而
前

書
二

申
上
候
通
ア
フ
リ
カ
と
ア
ラ
ビ
ヤ
之
間
な
る
紅
海
を
参
り
し
節 、

随
分
気
候
も
暖
な
る
故
夜
分
部
屋
之
戸
を
明
け
置
申
候
処 、

夜
中

く
相
成 、

十
三
日
之
朝
八
時
ニ
ハ

ス
ヱ
ス
港
二
上
陸
し 、

其
よ
り
同
日
ニ
ア
レ
キ
サ
ン
ト
リ
ヤ
ニ

着
し 、

十
四
日
二

同
港
開
帆 、

十
七
日
イ

タ
リ
ヤ
ノ
プ
リ
ン
デ
イ
シ
ュ
ニ

到
着 、

同
日
午
后一＿一
時
汽
車
二

乗
り

翌
朝
七
時
有
名
な
る
ネ
ー

プ
ル
と
申
す
港
二

到
着
仕
候 、

倦
汽
車
ニ

〔
瓦〕

テ
経
過
せ
し

地
方
は
余
り

大
な
る
都
会
ハ

無
之 、

多
く
は
農
家
二
し
て
家
は
煉
化
か
又
ハ

石
造
に
し
て
日
本
の
如
き
茅
屋
ハ
一

軒
も
見
ヘ

す 、

野
に
は
麦
小
麦
之
類
を
植
付
け
又
盛
に
葡
萄
と
カ
ン
ラ
ン
樹
を
植
込
み 、

実
二

長
之
船
路
に
は
樹
木
を
見
す 、

デ
ン
よ
り
ス
ヱ
ス
に
到
る
迄
山
ハ

日
々
遥
二

見
候
得
共 、

皆
多
く
は
砂
山
に
而
樹
木
ハ

少
し
も
見
へ
す
風
趣
の
な
き
事
殊
に
甚
し
く
思
は

れ
候
に 、

イ
シ
プ
ト
も
ス
ヱ
ス
を
去
る
数
十
里
に
至
ら
は
耕
作
ハ

恰
も
日
本
の
如
く
実
に
撰
地
と
も
申
す
へ
く 、

に
俄
か
に
ア
フ
リ
カ
の
方
よ
り

冷
風
吹
来
候
か
為
二

風
邪
を
引
込
み 、

又
ア
ラ
ビ
ヤ
之
ア
ー

且
イ
タ
リ
ヤ
の
如
き
は

一

日
間
ハ

大
熱
を
発
し

甚
心
配
申
候
処 、

翌
日
ハ

大
に
気
分
宜
し

〔
拍
木
補〕

「
第
五
報

六
月
廿
七
日

⑤
柏
木
義
円
写

169 

六
月
廿
二
日
京
都
消
印
」

六
月
六
日

新
島
民
治
・

と
み
・

八
重
・

公
義
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別
而
風
色
宜
し
く
旅
の
疲
れ
を
な
ぐ
さ
む
る
に
足
れ
り
と
申
す
べ
し、

三
分
の
一
ハ

山
の
麓
二

あ
り、

遠
方
よ
り
之
を
望
め
は
其
美
麗
な
る
実
に
仙
境
と
申
す
可
し、

此
処
は
イ
ク
リ
ヤ
之
一

大
都
会
に
し
て
英

米
人
之
見
物
に
参
る
地
な
り、

其
処
に
て
尤
も
著
し
き
は
広
大
な
る
博
物
館
寧
ろ
古
物
館
と
称
す
可
き
石
造
之
一

家
屋
あ
り、

往
古
よ
り

の
人
形、

彫
物、

油
画、

且
ネ
ー
プ
ル
と
申
す
所
は
海
岸
二

臨
み
市
の
大
半
は
平
地
に
よ
り

ボ
ン
ペ

イ
に
て
掘
出
せ
し
種
々
の
珍
物
等
あ
り、

又
有
名
な
る
噴
火
山
ウ
ス
ー
ウ
ィ
ヨ
ス
ハ

昔
時
ウ
ス
ー
ウ
ィ

ョ
ス
よ
り
火
を
発
せ
し
時、

其
灰
之
下
に
埋
も
れ
し
ポ
ン
ペ
ー
と
申
す
市
之
旧
跡
等
あ
れ
ば、

此
地
ハ

多
く
外
国
人
之
見
物
二

来
る
所
に

て、

別
し
て
冬
分
ハ

市
の
繁
華
な
る
甚
し
き
由、

私
も
馬
車
に
て
ウ
ィ
ス
ウ
ィ
ヨ
ス
山
の
麓
迄
（
十
五
英
里）

参
り、

を
機
械
に
付
け、

其
に
て
小
さ
き
人
乗
車
を
鉄
道
を
以
て
山
の
頂
上
迄
引
上
け
る
も
の
に
乗
り
十
分
間
で
其
麓
よ
り
頂
上
に
達
し
候、

車

〔

口
〕

よ
り
下
り
二
三
町
登
り
侯
ヘ
ハ

噴
火
坑
に
達
し
候、

其
近
辺
に
参
り
候
ヘ
ハ

山
よ
り
吹
出
る
姻
は
風
に
吹
き
散
ら
さ
れ
何
と
も
申
し
難
き

〔

坑
〕

臭
気
あ
り、

在
に
彼
之
な
る
堀
よ
り
姻
出
蒸
気
発
し
候
故、

案
内
二

導
か
れ
山
の
頂
上
を
一

周
し
候
処、

山
よ
り
吹
出
つ
る
「
ラ
ワ
」

と

申
物
沸
騰
せ
し
儘
頭
之
上
に
下
り
来
り
候、

其
有
様
恰
火
の
子
の
如
し、

二
十
日
ポ
ン
ペ

イ
之
旧
跡
に
参
り
見
物
候
に
昔
時
の
盛
な
る
を

思
出
し
申
候、

乍
去
其
時
も
人
心
之
大
に
腐
敗
し
居
り
し
を
追
想
致
候、

其
処
に
て
種
々
之
写
真
を
求
め
候
間、

帰
国
之
上
御
覧
に
入
れ
可

申
候、

廿
三
日
早
朝
ネ
ー。
フ
ル
を
発
し
午
后
二
時
三
十
分
羅
馬
に
到
着
仕
候、

羅
馬
ニ
テ
ハ

ウ
イ
ナ
チ
ョ
ナ
ー
ル
と
申
而
小
高
く
し
て
尤

美
麗
且
市
之
中
心
な
る
所
に
宿
を
取
り
候
而
見
物
す
る
に
甚
便
利
に
有
之
候、

該
府
二

止
る
事
十
二
日、

而
し
て一＿一
日
余
り
ハ

風
邪
二

而

ク
イ
シ
ク
ル
事
無
之
候
得
共
外
出
せ
す
旅
之
事
充
分
に
用
心
致
し
候
也、

該
府
ニ
ハ

有
名
な
る
旧
跡
あ
り、

其
外
基
督
教
信
徒
之
古
墳
あ

り、

又
有
名
な
る
寺
院
あ
り、

其
内
尤
著
名
な
る
は
シ
ソ
ト。
ヒ
ー
ト
ル、

其
傍
ニ
ワ
テ
ィ
カ
ン
と
申
し
て
法
王
之
宮
殿
等
誰
れ
も
美
を
尽

し
善
を
尽
し
ロハ
々
東
洋
人
之
目
を
蔑
か
す
計
な
り、

ッ
ソ
ト
ペ
ー
ト
ル
寺
院
は
昔
ペ
テ
ロ
が
殺
さ
れ
し
所
な
る
由、

其
後
コ
ソ
ス
テ
ン
タ

イ
ソ
十ハ
王
の
時
一

寺
院
を
應
立
し、

其
後
千
六
百
年
七
百
年
時
代
の
頃
よ
り
構
造
を
口、

千
六
百
十
五
六
年
に
至
り
全
く
器
咸
せ
し
由、

其

其
よ
り
鉄
の
ハ

リ
金
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全
費
五
千
万
弗
な
り
と、
其
傍
な
る
ワ
チ
カ
ソ
宮
殿
の
費
月
ハ

若
干
な
る
を
知
ら
す、
其
構
造
之
広
大
二
し
て
其
内
二

巌
せ
る
人
形`

油
画、

壁
画、

天
上
画
等
其
価
幾
百
万
円
な
る
を
知
ら
す、

実
に
法
王
之
一

時
之
勢
力
を
得
し
事
シ
ソ
ト
ペ
ー
ト
ル
と
ワ
チ
カ
ソ
宮
殿
を
見
て
知

る
可
き
也、

其
外
古
物、

油
画、

又
美
術
二

関
す
る
分
に
は
実
に
筆
紙
に
尽
し
難
し、

併
し
今
日
法
王
之
勢
は
大
に
減
殺
せ
ら
れ、

イ
ク
リ

ヤ
之
人
物
ハ

過
半
法
王
を
見
捨
而
共
二

計
る
に
足
ら
さ
る
者
と
為
し、

別
而
イ
タ
リ
ヤ
政
府
ニ
ハ

寺
院
之
領
地
を
取
上
け
僧
侶
之
権
力
を

奪
ひ
取
り
し
に
よ
り、

近
時
法
王
ハ
ワ
チ
カ
ン
宮
殿
よ
り
少
し
も
外
出
せ
さ
る
由、

イ
タ
リ
ヤ
北
地
之
大
都
会
ニ
テ
フ
ロ
レ
ン
ス
と
称
す

人
口
凡
十
六
万、

其
市
街
の
美
な
る
ロ
ー
マ
に
一

歩
を
譲
る
も、

其
清
潔
な
る
事
ハ

遥
に
ロ
ー
マ
ニ

出
て
た
り
と
可
申、

前
時
代
王
家
の
宮

殿
ハ

依
然
と
し
て
存
し、

別
に
有
名
な
る
美
術
館
ハ

欧
洲
二

而
―
―
一
を
争
ふ
程
な
り
と、

又
寺
院
の
美
な
る
事
ハ

殊
に
目
を
驚
か
す
計
な

り、

私
も
ネ
ー
プ
ル
ニ

而
一

ノ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
な
る
オ
ル
ウ
イ
ン
グ
と
申
す
人
に
面
会
し、

其
人
の
添
書
に
よ
り
ロ
ー
マ
に
て
は
同

国
人
グ
レ
ー
と
申
す
仁
に
面
会
し
種
々
厚
き
世
話
二

相
成
リ、

デ
ウ
ィ
ス
教
師
よ
り
添
書
を
受
け
参
り
候
ド
ク
ト
ル
テ
ー
ロ
ル
ハ

暫
く
留

守
二
て
面
会
せ
す
出
発
之
二
日
前
に
初
め
て
面
談
致
候、

併
し
幸
に
グ
レ
ー
と
申
す
人
に
添
書
を
貰
い
候
故
諸
事
都
合
よ
ろ
し
く、

人
之
紹
介
に
よ
り
当
地
二

而
二
三
の
人
物
に
面
談
し
得
大
に
都
合
よ
く、

又
其

又
ネ
ー。
フ
ル
ト
ロ
ー
マ
ま
て
ア
メ
リ
カ
よ
り
参
候
家
族
と
懇
意

に
相
成、

其
人
之
案
内
に
て
到
る
処
宜
し
き
宿
屋
を
見
出
し、

殊
に
此
ノ
フ
ロ
レ
ン
ス
に
て
は
家
屋
も
清
潔、

食
物
も
甚
甘
く、

気
候
は

ロ
ー
マ
と
違
ひ
大
に
冷
し
く、

室
内
之
温
度
は
六
十
八
九
度
よ
り
七
十
一

度、

り、

其
上
ハ

旧
城
跡
な
り、

山
の
麓
に
村
落
を
為
し
て
其
風
趣
の
美
な
る
実
に
欧
洲
に
比
類
な
か
る
可
し、

且
宿
所
の
前
に
流
れ
川
あ
り、

旧
ぎ
塔
あ
り
美
な
る
人
家
あ
り
葡
萄
園
あ
り
檄
撹
樹
の
園
あ
り、

川
に
架
す
る
に
石
橋
あ
り
鉄
橋
あ
り
サ
ス

ペ
ン
シ
ョ
ン

橋
あ
り、

橋
の
上
に
家
屋
を
作
り
種
々
の
細
工
物
を
販
売
す
る
店
あ
り、

又
市
の
近
傍
に
ハ

多
く
の
山
あ
り、
こ
4
か
し
こ
と

ヤ
之
ア
テ
ン
ス
と
被
申
候
程
な
り、

私
も
風
邪
ハ

平
癒
候
得
共
大
に
摂
生
に
注
意
致
し、

川
の
向
ふ
に
小
高
き
山
あ

且
此
市
は
昔
時
よ
り
今
日
に
到
る
迄
美
術
二

富
み
イ
タ
リ

〔
休〕

又
成
丈
け
脳
を
止
め
候
事
を
計
居
候、

其
故
何
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当
時
イ
タ
リ
ヤ
国
ハ

漸
ク
盛
大
二

赴
ク
由、

政
府
ハ

常
二

急
進
又
余
リ
圧
ナ
ク、

民
間
ノ
人
物
学
者
楚
ハ

尽
ク
政
府
ト
一

致
シ
オ

ル
由、

徴
兵
令
ノ
如
キ
ハ

実
二

其
当
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ、

我
日
本
ノ
勝
手
不
公
平
ナ
ル

類
ニ

ア
ラ
ス

公
義
殿

八
重
殿

御
両
親
様

六
月
六
日

私
も

養
生
の

為
二

出
か

け
候
故
成
丈
け
身
体
と
脳
二

無
理
を
致
さ
ぬ
様
心
懸
居

候、

倦
私
之
出
立
後
い
え
に
ハ

何
も
変
り
候
事
ハ

無
之
候
や、

又
学
校
は
如
何、

生
徒
に
退
校
す
る
者
有
之
候
や、

又
京
都
之
教
会
は
如

何、

宣
教
師
方、

教
師
方
ハ

何
れ
も
御
替
り
無
之
候
哉、

其
後
市
原
君
は
如
何、

御
丈
夫
に
被
相
成
候
や、

森
田
君
之
ヤ
、

様
ハ

御
生
れ

被
成
候
や、

下
村
君
ニ
ハ

不
相
変
御
勉
強
な
さ
れ
候
事
と
存
候、

私
も
日
本
を
出
し
よ
り
少
々
読
書
は
致
候
得
共、

何
分
旅
の
事
故
勉
強

と
申
事
ハ
一

切
不
出
来、

脳
の
有
様
ハ

如
何
と
申
事
も
申
上
兼
候
ヘ
ト
モ

夜
分
よ
く
休
む
事
ハ

出
来
申
候、

何
レ
十
日
以
内
ニ
ハ
ス
ウ
イ

ツ
ル
ラ
ン
ド
ニ

参
り
其
処
に
而
暫
時
休
息
可
致
候、

余
ハ

後
便
二

譲
可
申
候、

早
々
頓
首

れ
も
様
に
大
に
御
不
沙
汰
申
上
甚
申
分
無
之
候
得
共、

イ
タ
リ
ヤ
国
フ
ロ
レ
ソ
ス
府襄
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明治17年

羅
馬
よ
り
一

筆
差
上
申
候
間、

此
度
ハ

デ
ヴ
ス
様
ニ
―

書
相
呈
し
候、

序
ニ
―

寸
羅
馬
よ
り
此
地
に
至
る
迄
之
記
行
を
記
し
御
覧
二

入
申

候、

倦
羅
馬
二

而
ハ

種
々
之
見
物
す
可
き
者
沢
山
有
之、

少
々
不
快
二

も
有
之
候
故
十
二
日
間
逗
留
申
候、

其
処
二

而
五
六
日
逗
留
い
た
し
候、

是
ハ

羅
馬
と
ひ
と
し
く
種
々
様
々
の
珍
物
を
見
物
い
た
し、

而
驚
く
可
キ
事
ハ

イ
タ
リ
ヤ
人
に
し
て
支
那
日
本
印
度
二

至
り
し
事
も
な
き
に、

支
那
学
日
本
学
に
長
し
日
本
の
仏
法
を、

支
那
の
礼
記

を
翻
訳
に
致
候
人
に
面
会
申
候、

其
地
ニ
ハ

ニ
人
之
日
本
学
者
あ
り、

別
し
て
支
那
学
二

長
し
何
二

な
り
と
も
尽
く
無
点
二

而
ス
ラ
／
＼

と
読
み
其
達
者
な
る
に
ハ

膀
入
申
候、

ニ

参
り
種
々
イ
タ
リ
ヤ
之
様
子
を
承
り
申
候、

且
其
地
二

於
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
よ
り
参
候
教
師
マ
ク
ド
ガ
ル
ニ

面
会
申、

夜
分
度
々
其
人
之
家

＊
 

又
カ
ン
ベ
ル
と
申
英
国
之
少
年、

其
人
と
同
伴
被
致
フ
ー
ラ
ル
と
申
人
二

懇
意
二

相
成
申

候、

此
人
共
ハ

来
年
四
五
月
比
日
本
二

参
る
よ
し
被
申
候、

デ
ウ
ィ
ス
様
と
お
前
様
へ

添
書
相
渡
候
間、

京
都
二

被
参
候
ハ
、

丁
寧
二

御

取
扱
被
下
度
候、

別
而
此
フ
ー
ラ
ル
と
申
候
方
ハ

信
者
に
し
て、

私
之
フ
ロ
レ
ン
ス
を
去
る
前
夜
共
二

祈
諸
を
致
し
候、

ィ
ッ
ク
ラ
イ
ソ
ド
ク
ワ

〔

補
〕

り
去
ル
十
一

日
発
車、

同
日。
ヒ
ー
サ
と
申
す
所
二

参
り
有
名
な
る
曲
り
た
る
塔
二

登
り
「
此
ハ

有
名
な
る
塔
二

而
地
理
書
を
読
み
し
人
ハ

承
知
な
る
可
し
」

其
地
方
を
眺
望
申
候、

北
ハ
ア
ビ
ニ
ー
山
を
望
み、

〔

柏
木
補
〕

「
第
七
報

八
月
四
日

十
七
年
六
月
十
五
日
」

110 

六
月
十
五
日

⑤
柏
木
義
円
写

新
島
八
重

フ
ロ
レ
ン
ス
と
申
処
に
参
り

且
其
地
之
大
学
を
見
物
申
候、

其
地
ニ

フ
ロ
レ
ン
ス
よ

西
ハ

地
中
海
を
見
下
ろ
し、

其
風
景
実
に
紙
筆
二

尽
し
難
く
候、
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親
愛
す
る
諸
君
よ、

余
ハ

諸
君
の
卒
業
す
る
の
前
に
当
り
て
一

書
を
認
め
ス
エ
ス
に
達
す
る
の
前
に
投
函
せ
ん
と
せ
し
に
避
逗
其
時
病
魔

n
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
U

に
犯
さ
れ
し
を
以
て
景
さ
ず、
間
も
な
く
ス
ェ
ス
に
逹
し
其
よ
り

亜

匝

山

に
趣
く
こ
と
と
ハ

な
り
ぬ、
而
し
て
此
よ
り
t-＿一
時
間
余

八
重
様

171 

六
月
二
十
七
日

ハ
月
十
五
日

⑤
「
福
音
新
報」

二
巻
三
七
号
（
九
月
十
日
）‘
-―-
八
号
（
九
月
十
七
日
）

所
収

⑥
「
福
音
新
報」

二
巻一――
七
号
に
よ
れ
ば、

本
書
簡
の
原
文
は
英
語
で
あ
り、

そ
の
大
意

の
訳
出
と
さ
れ
て
い
る。

所
収
文
の
ル
ビ
は
省
略
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る。

＊

同
志
社
普
通
・

神
学
両
課
卒
業
生

襄

十
二
日
に
ジ
ェ

ノ
ワ
と
申
海
港
二

参
り

一

泊 、

其
日
処
々
見
物
致 ‘

+
＝―
日
十
時
十
五
分
同
所
を
発
し 、

同
日
午
后
五
時
半
比
テ
ュ
リ
ン

と
申
処
二

到
着
致
候 、

此
地
ハ

北
イ
タ
リ
ヤ
之
要
地
二

候
而
当
時
大
博
覧
会
を
催
ふ
し
其
繁
栄
な
る
事
一

方
な
ら
す 、

今
日
ハ

安
息
日
故

イ
タ
リ
ヤ
之
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

教
会
二

参
り 、

明
日
ハ

大
博
覧
会
二

参
る
積
二

御
坐
候 、

何
レ

此
地
二

四
五
日
逗
留
申 、

是
よ
り
ミ
ラ
ン

と
申
す
処
二

赴
き 、

其
よ
り
ス
ウ
ッ

ツ
ル
ラ
ン
ド
ニ

達
し
可
申 、

北
イ
タ
リ
ヤ
に
参
り

候
よ
り

気
候
甚
冷
し
く

寒
暖
計
ハ

六
十
三
四
度
よ

り
七
十
二
三
度
二

候 、

何
レ

緩
々
ス
ウ
ッ

ツ
ル
ラ
ン
ト
よ
り

御
文
通
可
申
候

テ
ユ
リ
ソ
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ん
か、

諸
君
の
已
に
知
る
所
な
れ
ば
敢
て
弦
に
贅
言
せ
ず

も
汽
車
に
駕
し
な
バ

定
め
て
一

層
の
苦
痛
を
嘗
る
な
ら
ん
と
思
考
せ
し
に、

幸
ひ
に
し
て
無
恙
到
着
致
し
た
る
に、

折
稲
く
英
船
の
待
っ

あ
り
て
翌
朝
伊
太
利
の
プ
ラ
デ
シ
ー
ヘ
向
け
抜
錨
せ
り、

故
を
以
て
彼
の
有
名
な
る
埃
及
国
の
古
城
市
及
び。
ヒ
ラ
ミ
ー
デ
を
見
る
こ
と
能

ハ

ざ
り
き、

然
れ
ど
も
紅
海
よ
り
し
て
ア
ラ
ビ
ヤ
の
シ
ナ
イ
山
の
碧
空
に
檄
立
し
た
る
を
見
た
る
ハ

何
の
幸
か
之
に
過
ぎ
ざ
り
き、

余
が

ひ
き

此
迄
経
過
せ
し
処
に
は、

昔
時
彼
の
モ
ー
セ
が
数
百
万
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
を
帥
ゐ
て
旅
行
せ
し
地
や、

救
主
幼
稚
の
時
へ
司
司
バ
の
迫
害
を

逃
て
其
母
に
従
ひ
経
過
せ
ら
れ
し
地
も
あ
る
や
ら
ん
と
窃
か
に
往
時
を
回
想
し
恋
々
と
し
て
徘
徊
去
る
能
ハ

ず、

然
れ
ど
も
回
顧
す
れ
バ

此
地
や
昔
ハ

清
き
も
星
移
り
物
換
り
て
今
や
マ
ホ
メ
タ
ン
の
陰
雲
惨
憐
と
し
て
地
を
蔽
ひ
た
れ
ど
も、

日
月
の
み
依
然
と
し
て
照
明
た
る

を
見
る、

呼
人
事
の
機、

興
敗
何
ぞ
夫
れ
速
か
な
る、

登
に
感
慨
に
堪
ゆ
べ

け
ん
哉、

マ
ホ
メ
ッ
ト
教
の
断
絶
せ
ざ
る
間
は
陰
雲
蔽
天
日

月
の
光
明
を
見
る
こ
と
能
ハ

ざ
ら
ん
乎、

其
教
の
査
毒
を
流
し
社
会
を
害
す
る
こ
と
ハ

已
に
明
な
れ
ば
こ
れ
を
逐
除
す
る
ハ

何
を
以
て
せ

以
太
利
に
着
せ
し
と
き
又
書
状
を
認
め
ん
と
せ
し
に
再
び
病
魔
に
犯
さ
れ
因
循
已
に
投
す
る
を
得
ず、

其
よ
り
し
て
ネ
ー
プ
ル
ス
、

ポ
ン

ペ
ー、

羅
馬、

フ
ロ
レ
ン
ス
、

ピ
サ、

ゼ
ノ
ア、

ツ
ー
リ
ン
等
の
古
跡
を
歴
観
せ
し
に、

就
中
余
が
意
を
注
ぎ
し
も
の
ハ
ツ
ー
リ
ン
に
て

あ
り
き、

該
地
に
ハ

壮
大
な
る
建
築
あ
り
彫
刻
あ
り
蛾
石
細
工
あ
り
画
等
あ
り
て
簗
瀾
目
を
奪
ふ、

然
れ
と
も
一

っ
以
て
余
を
益
す
る
に

足
ら
ず、

只
だ
歴
史
上
に
あ
る
事
物
を
実
見
せ
し
ハ

頗
る
余
が
意
を
得
た
り
と
云
ふ
べ
し、

夫
よ
り
し
て
マ
モ
ル
テ
ン
と
云
ふ
穿
屋
を
見

た
り、

此
処
ハ

今
に
世
人
相
伝
ふ
て
使
徒
保
羅
の
斬
首
せ
ら
れ
た
る
所
な
り
と
云
ふ
、

此
所
に
保
羅
の
形
体
を
彫
刻
し
て
あ
り
き、

夫
よ
り

ま
み

進
み
て
法
皇
に
見
ヘ
パ

や
と
思
ひ
し
も、

法
皇
を
見
る
に
ハ

何
人
に
限
ら
ず
脆
き
以
て
礼
拝
せ
ず
ん
バ

能
ハ

ず
と
聞
け
ば、

余
が
膝
も
亦

強
情
に
し
て
脆
く
能
ハ

ず
と
冷
笑
し
て
立
去
れ
り、

余
の
伊
太
利
に
入
る
前
に
当
り
て
窃
か
に
謂
ら
く、

イ
タ
リ
ー
人
は
定
め
て
天
主
教

に
心
酔
せ
し
人
な
ら
ん
と
思
ひ
し
に、

果
し
て
其
上
等
社
会
に
位
す
る
紳
士
の
常
論
に
曰
く、

余
等
ハ

第
一

国
家
の
為、

次
に
宗
教
の
為
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に
勤
む
べ
し
と、

又
自
由
国
に
ハ

自
由
を
要
す
と
の
ギ
ッ
ボ
ン
主
義
を
固
執
し、

宗
教
を
度
外
視
し
て
新
発
明
を
の
み
愛
慕
す
る
風
あ
り

て、

孜
々
汲
々
と
し
て
工
業
を
益
盛
に
し
以
て
欧
米
各
国
と
其
盛
大
を
争
ハ

ん
と
せ
り、

余
が
諸
処
の
大
学
校
を
一

覧
せ
し
に
医
学
文
学

社
会
学
等
の
如
き
ハ

随
分
盛
な
り
と
雖
も、

宗
教
学
ハ

度
外
視
し
て
皆
措
て
問
ハ

ざ
る
も
の
4
如
し、

故
を
以
て
学
者
輩
出
す
る
も
国
家

の
為
に
身
を
殺
し
て
誠
忠
を
尽
す
も
の
ハ

甚
だ
稀
な
り、

呼
登
慨
歎
の
至
り
な
ら
ず
や、

斯
の
如
く
愚
民
益
繁
殖
し
て
無
学
に
陥
り、

無

神
論
愈
流
行
し
て
徳
義
を
乱
る
と
き
ハ

イ
タ
リ
ー
国
の
前
途
は
如
何
あ
る
べ

ぎ
乎
識
者
を
待
た
ず
し
て
明
な
り、

ウ
ル
ヲ
ル
ド
ネ
シ
ャ
の

〔
三
七
号〕

渓
間
に
住
す
る
人
民
ハ

新
教
を
奉
じ＿―-
百
年
来
迫
害
を
受
け
な
が
ら
一

生
を
万
死
の
間
に
保
ち
て
今
に
至
り、

他
国
の
保
助
を
仰
ぎ
以
て

各
処
に
基
督
教
を
拡
張
せ
ん
と
目
下
尽
力
せ
り、

此
の
渓
間
の
市
街
な
る
ト
レ
ス
ペ
レ
ス
と
云
ふ
処
に
一

の
学
校
を
も
建
築
せ
り、

フ
ロ

レ
ン
ス
と
ロ
ー
マ
に
各
一

の
神
学
校
あ
り、

此
の
学
校
に
ハ

書
籍
器
械
等
も
随
分
備
れ
り
と
云
ふ
べ
し、

フ
ロ
レ
ン
ス
の
学
校
に
ハ

普
通

学
生
六
十
名
神
学
生
十
名
あ
り
き、

恐
く
ハ

イ
タ
リ
ー
の
全
国
を
改
良
す
る
人
物
ハ

此
の
学
生
に
あ
る
乎

諸
君
よ、

余
ハ

当
週
に
当
り
て
不
絶
余
が
心
中
に
勃
起
す
る
も
の
ハ

諸
君
が
此
の
金
曜
日
に
於
て
卒
業
せ
ら
る
4

事
に
て
あ
り
き、

実
に

此
日
や
諸
君
が
多
年
螢
雪
の
労
を
積
で
青
雲
の
志
を
遂
ぐ
る
栄
日
な
れ
ば、

聯
か
余
が
心
情
を
吐
露
し
て
祝
賀
せ
ん
と
欲
し
以
て
筆
を
取

れ
バ
、

感
情
交
々
降
り
て
云
所
を
知
ず、

嗚
呼
余
ハ

今
他
郷
の
客
と
な
り
て
身
ハ

千
里
の
外
に
あ
る
も
心
ハ

諸
君
と
共
に
あ
り
て
絶
へ

ず

諸
君
の
為
に
祈
認
し
て
止
ま
ざ
る
な
り、

諸
君
や
必
ず
神
妙
の
巧
手
に
導
か
る
4
な
ら
ん、

諸
君
や
必
ず
最
大
幸
福
を
得
る
な
ら
ん、

諸

君
や
智
徳
の
劇
場
に
出
て
勝
利
を
得
る
の
人
な
ら
ん、

諸
君
よ
諸
君
の
前
途
尚
遠
く
し
て
其
任
大
な
り、

今
よ
り
し
て
其
進
路
を
踏
み
其

初
任
に
就
く
も
の
な
れ
ば
小
心
炭
々
大
謀
を
乱
る
勿
れ

諸
君
よ、

全
世
界
の
基
督
信
徒
ハ

不
絶
諸
君
が
主
の
栄
光
を
顕
さ
ん
が
為
に
祈
る
な
り、

余
ハ

真
神
諸
君
と
共
に
在
す
を
深
く
信
し
て
疑

ハ

ざ
る
な
り
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願
く
ハ

全
能
の
主
足
下
等
を
扶
助
し
毎
に
保
護
し
玉
ハ

ん
こ
と
を、

同
志
社
普
通
神
学
両
課
卒
業
生
御
中

一

千
八
百
八
十
四
年
六
月
廿
七
日

疑
ハ

ざ
る
な
り

ア

ー

メ

ン

新
島

襄

ぃ
4
(

余
が
親
愛
す
る
諸
君
よ、

諸
君
万
事
に
於
て
勇
進
以
て
躊
躇
す
る
郡
勿
れ、

主
君
の
召
す
所
に
ハ

何
所
に
も
往
き
て
勇
ま
し
く
戦
へ
よ、

苦
戦
な
し
に
勝
利
を
得
る
こ
と
能
ハ

ざ
れ
バ

宜
し
く
忍
耐
不
抜
の
志
を
抱
き
精
神
を
養
成
せ
ず
ん
バ

あ
る
べ
か
ら
ず、

私
心
を
抱
く
ぺ
か

ひ

と

L
\

ら
ず、

小
利
を
営
む
べ
か
ら
ず、

誠
に
真
理
の
為
め
に
蒼
生
の
為
め
に
自
己
を
捨
て
身
を
捧
げ
る
よ
り
至
貴
至
重
な
る
も
の
ハ

あ
ら
じ、

諸
君
よ
諸
君
一

身
の
興
敗
ハ

三
千
七
百
余
万
の
同
胞
兄
弟
の
興
敗
に
関
係
あ
る
こ
と
を
記
臆
せ
ら
れ
よ、

諸
君
ハ

全
世
界
に
於
て
最
も
重

大
な
る
責
任
あ
る
人
民
た
る
こ
と
を
記
臆
せ
ら
れ
よ

嗚
呼
諸
君
の
事
業
ハ

手
の
動
き
言
の
語
を
得
る
迄
ハ

止
ま
ざ
る
也、

余
ハ

日
本
将
来
の
隆
盛
ハ

諸
君
の
功
業
に
由
る
こ
と
を
篤
く
信
し
て

親
愛
の
諸
君
よ、

終
に
臨
ん
で
一

言
す
べ

き
も
の
ハ

信
実
に
真
の
良
心
を
も
て
汝
等
の
救
主
の
跡
を
踏
み
真
神
と
邦
家
の
為
に
忠
義
あ
ら

ん
こ
と
を、

乞
ふ
加
ふ
る
に
青
山
行
く
所
と
し
て
教
師
の
恩
義
と
同
志
社
を
忘
る
4

勿
れ、

諸
君
祈
の
時
に
必
ず
余
を
記
臆
し
て
祈
諧
せ

ら
れ
よ、

頓
首
再
拝
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大
至
急
用
」

一

筆
申
上
候、

向
暑
之
硼
候
処
皆
々
様
弥
御
機
嫌
克
被
為
在
候
半
と
奉
祝
賀
候、

陳
者
私
事
も
前
状
申
上
候
通
処
々
見
物
致
し、

本
月
十

三
日
イ
タ
リ
ヤ
ノ
北
方
な
る
テ
ュ
リ
ン
と
申
処
二

参
り
大
学
拝
見、

並
二

伊
太
利
全
国
之
大
博
覧
会
二

参
り
両
度
程
見
物
致
候、

倦
伊
国

も
近
来
は
大
二

鉄
道
に
尽
力
し、

市
街
に
は
盛
に
馬
車
鉄
道
な
と
を
造
り、

来
之
便
に
備
へ

侯
故、

往
来
之
便
利
な
る
事
ハ

実
二

申
分
無
之
候、

借
テ
ュ
リ
ン
之
大
博
覧
ハ

此
国
二
て
未
曽
有
之
博
覧
と
申
評
判
二

有

之
候
而、

カ
ラ
ス
製
造、

陶
器、

銅
器、

絹
布
類、

⑤
柏
木
義
円
写

一

切
之
家
財、

別
し
て
彫
刻
物
ハ

世
界
無
比、

さ
る
可
し
と
存
候、

近
来
米
国
英
国
よ
り
之
機
械
に
な
ら
ひ
盛
に
蒸
汽
機
械
を
製
造
し、

別
し
て
北
イ
タ
リ
ヤ
に
於
て
テ
ュ
リ
ン
、

ミ
ラ

ン、

ウ
ニ
ニ
ス
等
ハ

大
二

製
造
を
盛
に
し
進
歩
之
色
を
呈
し
候、

此
度
之
大
博
覧
会
ハ

伊
国
全
国
製
造
に
関
す
る
者
ハ
一

切
陳
展
し
て
更

ニ

残
す
所
な
く、

前
上
申
候
通
一

切
之
家
財
よ
り
日
用
之
物
品
器
具
な
り、

製
造
機
械
な
り、

教
育
上
之
機
械
な
り、

海
陸
軍
之
用
品、

伊
国
最
大
之
大
砲
之
模
形、

蒸
汽
船、

帆
前
船
之
雛
形、

蒸
汽
車、

鉄
道
馬
車
等、

最
も
伊
国
人
之
長
ず
る
所
ハ

大
理
石
之
彫
刻
並
二

油

画
（
油
画
は
近
来
仏、

独、

英
等
ハ
及
は
さ
る
由）、

葡
萄
酒
之
製
造
機
械、

ボ
ソ
プ、

又
猟
銃
之
展
覧
二

殊
二

私
之
眼
と
心
と
を
蔑
か
し
申
は
四

五
十
円
も
出
せ
は
実
二

最
上
之
1

一
連
銃
を
求
め
得
可
＜
候、

又
猟
師
憔
夫
之
月
具
等
夫
々
之
養
方
よ
り
物
品
一

切
残
す
所
な
く、

実
二

藍

＊
 

〔
柏
木
補
〕

「
9

十
七
年
六
月―――
十
日

172 

六
月
三
十
日

新
島
八
重

且
テ
ュ
リ
ン
よ
り
近
傍
之
町
々
へ

小
ぎ
鉄
道
蒸
気
を
懸
け
往

日
本
な
ど
は
決
し
て
及
ふ
所
に
あ
ら
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大
之
大
博
覧
会
二
て
中
々

ご一
日
ニ
テ
は
見
尽
す
こ
と
能
は
す、

私
も
全
く
両
日
参
り
候
得
共
爵
く
に
三
分
／
二
程
見
物
致
候、

且
此
博

覧
会
ハ
テ
ュ
リ
ン
府
之
公
園
地
に
盛
に
博
覧
会
場
を
新
築
し
其
入
口
と
門
な
と
は
美
を
尽
し
申
候、

又
其
場
中
に
盛
な
る
音
楽
の
為
ニ
―

屋
宇
を
作
り
大
な
る
オ
ル
ガ
ン
を
備
へ
二
千
人
も
容
る
事
を
得
可
し、

又
別
に
一

城
廓
を
築
き
一

切
古
代
城
廓
之
有
様
を
呈
し
申
候、

借

其
費
用
ハ
一

千
百
万
円
之
上
二
出
候
由、

実
二
盛
な
る
も
の
な
り、

別
而
近
来
伊
国
ノ
北
方
ハ

教
育
二
尽
力
し、

来
之
大
学
ハ

狭
小
に
し
て
今
日
の
用
に
供
し
難
き
を
以
て、

大
政
府
よ
り
二
千
万
フ
ラ
ン
ク
日
本
ノ
ニ
十
万、

ラ
ン
ク
を
出
し
盛
に
大
学
を
楷
造
せ
る
由、

実
に
浦
山
敷
事
な
り、

チ
ュ
リ
ソ
府
二
於
テ
従

チ
ュ
リ
ン
府
よ
り
二
千
万
フ

じ、

十
日
前
よ
り
伊
国
之
北
方
に
し
て
ス
ウ
ッ
ツ
ル
ラ
ン
ド
に
近
き
ト
レ
ペ
リ
チ
と
申
一

小
邑
に
参
り
休
息
申
居
候、

此
地
ハ
ス
ウ
ッ
ツ

ル
と
仏
国
と
之
雪
山
二

堺
し
雪
山
を
去
る
遠
か
ら
ず、

其
風
色
ハ

殊
二
美
麗
な
り、

倍
此
処
は
往
古
よ
り
純
粋
之
基
督
教
を
存
し
決
而
羅

馬
教
を
奉
せ
す、

故
を
以
て
殿
々
羅
馬
教
之
迫
害
二

逢
ひ
親
子
散
々
に
な
り
し
事
度
、々

又
羅
馬
教
ノ

軍
勢
を
防
く
為
二
戦
ひ
し
事
数

回、

又
一

回
ハ
此
地
方
（
紀
図
竪
戸
シ
ャ
ン）

を
挙
り
ス
ウ
ッ
ツ
ル
ラ
ン
ド
に
逃
走
セ
リ
事
あ
り、

此
地
の
人
ハ

多
く
は
貧
窮
な
る
も
全
谷
一

致
し
て
羅
馬
教
の
軍
勢
を
防
き、

其
純
粋
之
教
理
を
守
り、

今
二
至
る
迄
其
信
仰
を
失
は
さ
る
は
実
二
感
心
歎
美
ノ
至
に
堪
へ
す、

然
し

此
地
は
雪
山
に
近
き
山
国
な
れ
ば、

耕
作
ハ

谷
間
の
み
に
限
ら
す
多
く
は
山
上
に
耕
し、

甚
し
き
に
至
て
は
千
尺
以
上
之
山
上
に
ボ
テ
ー

ト
ー、

烏
麦
を
作
り、

夏
中
ハ
山
の
仮
小
屋
へ
宿
泊
し
牛
羊
野
羊
な
と
養
ひ
十
分
に
枯
草
を
菩
へ
、

冬
に
至
れ
ば
山
の
麓
に
あ
る
己
れ
の

家
に
下
り
冬
を
過
す
由、

全
谷
之
人
員
は
二
万
人
多
く
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
者
な
り、

是
迄
厘
々
迫
害
に
逢
ひ
し
故
家
殊
に
貧
窮、

去

り
乍
ら
各
少
し
の
耕
地
を
所
有
し
候
故
糊
口
丈
は
出
来
候
由、

私
も
此
四
五
日
来
度
々
山
に
登
り
見
物
候
に、

農
家
ハ

悉
く
石
造
家
の
下

に
牛、

豚、

譴
馬
等
を
菩
ひ、

二
階
ハ

人
之
住
所
に
有
之、

実
に
田
舎
之
有
様
を
呈
し
申
候、

山
上
に
て
牛
肉
な
ど
は
殊
に
得
難
く
候
へ

ト
モ、

牛、

野
羊
を
か
ひ
其
乳
を
取
り、

ボ
ク、

チ
ー
ズ
等
を
作
り
其
乳
を
飲
み
て
滋
養
と
な
す
よ
し、

ポ
テ
ト
ー
ハ

甚
盛
な
り、

又
山

私
も
此
迄
所
々
見
物
し
候
故
余
り
加
養
之
為
に
は
相
成
不
申
と
存
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向
暑
之
硼
愛
兄
方
御
家
族
井
教
会
之
兄
姉
弥
神
恩
二

沐
浴
し
御
無
異
御
消
光
と
推
察
奉
賀
候 、

陳
者

小
生
出
発
前
ハ

態
々
御
招
キ
申
上
種

種
な
る
事
件
を
御
任
申
置
何
と
も
恐
縮
之
至
二

奉
存
候 、

小
生
出
発
後
該
件
御
片
付
被
下
何
事
も
差
支
無
之
事
と
安
心
仕
居
候 、

其
後
ハ

存
外
之
御
不
沙
汰
申
上
候 、

小
生
も
尚
未
旅
之
身
二

而
イ
ク
リ
ヤ
ニ
ハ

五
月
十
八
B
安
息
侯
得
共 、

其
後
始
終
ア
チ
ラ
コ
チ
ラ
と
旅
行
致

八
重
様

173 

上
之
樹
木
中
過
半
は
栗
之
木
に
し
て
人
々
其
実
を
取
り

広
く
諸
方
に
販
売
す 、

是
も
亦
糊
口
之
一

、

其
地
の
人
は
己
れ
の
信
仰
を
守
る
に

強
く
し
て
己
之
信
仰
を
拡
張
す
る
の
気
力
は
余
り

盛
な
ら
す 、

今
日
の
伝
道
ハ

多
く
英
人
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

人
の
助
く
る
処
な
り 、

国
伝
道
先
き
に
自
治
之
教
会
ハ

甚
稀
少
な
る
由 、

是
レ

伊
国
伝
道
ノ
振
ハ

さ
る
一

証
な
り 、

此
点
に
至
て
は
日
本
の
伝
道
ハ

大
に
進
歩
な

り
と
云
ふ
可
き
な
り 、

又
此
地
ハ

此
両
三
日
大
分
暑
く
相
成
り

候
得
共
屋
内
の
温
度
ハ

七
十
三
四
度 、

午
前
ハ

晴
天
な
る
二

午
后
ハ

往
々

縁
り
申
候 、

是
れ
山
国
に
し
て
水
分
の
多
き
為
な
る
へ
し 、

雪
山
を
詠
む
る
は
午
前
に
限
り

午
后
に
至
れ
は
白
雲
の
中
に
埋
も
れ
申
候 、

〔
マ
マ
〕

私
も
此
地
に
二
周
間
余
逗
留
之
積
り
に
御
坐
候
…
…

七
月
十
三
日

明
治
十
七
年
六
月
三
十
日

⑤
柏
木
義
円
写

＊

伊
勢
時
雄
・

松
山
高
吉

襄

又
全
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明治17年

し
覇
＜
去
々
月
末
方
二
到
北
イ
ク
リ
ヤ、

ピ
ー
ド
モ
ソ
州
中
ヴ
7
ル
デ
ソ
ス
地
方
な
る
卜

どヘ
ル
ー
チ
と
申
一
口
巴
に
参
り
休
息
仕
候、

何

レ
近
々
当
地
出
発、

ス
ウ
ッ
ル
ラ
ン
ド
ニ
参
り、

其
よ
り
ラ
イ
ソ
河
辺
之
諸
府
諸
邑
を
見
物
し、

ペ
ル
ヂ
ヤ
ム
之
郁
会
な
る
プ
ロ
セ
ル
に

参
り、

其
よ
り
オ
ス
テ
ン
ド
港
二
至
り
乗
船
し
竜
動
府
に
達
す
る
胸
算
二
御
坐
候、

何
レ
米
国
ニ
ハ
九
月
ノ
末
方
二
是
非
共
到
着
可
仕
相

運、

十
月
之
上
旬
ニ
ハ
米
国
ニ
テ
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ル
ド
ノ
大
年
会
二

臨
場
可
仕
積
二

候、

小
生
出
発
以
後
日
本
教
会
中
何
な
り
と
も

有
り
し
事
井
日
本
政
府
之
教
会
□
す
…
…·
:
0
教
会
中
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
等
有
之
候
哉、

本
年
之
伝
道
会
社
年
会
ハ
如
何
な
る
相
談
之
決

着
有
之
候
哉、

た
る
新
聞
可
有
之
事
と
存
候
間、

伊
勢
君
よ
り
も
御
文
通
之
程、

松
山、

小
松
等
ハ
近
来
如
何、

小
生
日
本
を
出
し
よ
り
弥
我
日
本
に
神

之
御
国
之
来
り
御
意
之
我
輩
之
心
中
二
行
は
れ
ん
事
を
希
望
し
且
祈
薦
致
候、

出
発
前
御
相
談
申
せ
し
所
の
学
校
の
事
業
二
付
及
ふ
丈
尽

〔
マ
マ〗
l

力
可
仕
候
問、

何
卒
愛
兄
方
二
も
神
之
大
能
を
仰
き
一

日
も
早
く
我
等
之
内
我
同
胞
千
千
万
余
之
心
中
二
神
霊
之
宿
り
賜
は
ん
為
御
尽
力

〔
兄
脱
力〕

又
日
本
向
来
之
伝
道
上
二
付
御
見
込
を
十
分
御
吐
露
被
下
度
候、

両
愛
御
家
族
又
教
会
二
も
呉
々
も
宜
し
く

之
程
呉
々
も
神
二
祈
居
候、

七
月
十―――
日

松
山
高
吉
兄

伊
勢
時
雄
兄

イ
タ
リ
ヤ
ハ

御
存
知
之
程
通
法
王
の
住
居
な
る
も、
兼
而
教
会
史
上
之
著
名
な
る
ウ
ア
ル
デ
ン
シ
ャ
ン
教
徒
（
大
革
命
二
当
リ
純
粋
ノ
福

御
伝
声
奉
仰
候、

右
得
貴
意
如
此
候
也

山
君
ハ
御
書
面
を
ジ
ニ
ン
ク
ス
氏
二
御
委
托
可
然
と
奉
存
候）

神
戸
地
方
之
教
会
中
何
そ
替
り
た
る
事
有
之
候
哉、

新
島

襄

又
今
治
地
方
ニ
ハ
必
ら
す
替
り

何
事
な
り
と
も
小
生
之
心
得
二
相
成
候
事
有
之
候
ハ
、
速
に
御
認、

ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ル
ド
ヘ
御
遣
し
の
程
奉
希
候
（
松
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本
月
十
四
日
一

書
差
上
申
候
得
共、

又
々
重
ね
て
一

筆
申
入
候、

私
事
も
前
状
申
上
候
通
イ
タ
リ
ヤ
之
西
北
隅
な
る
ワ
ル
デ
ン
シ
ャ
ン
谷

ノ
一

邑
ト
リ
ペ
リ
チ
ト
と
申
所
に
六
月
之
末
方
よ
り
逗
留
致
加
旋
致
居、

強
而
勉
強
は
打
棄
養
生
致
居
候
間
何
卒
御
安
心
被
下
度
候、

暑

気
の
比
御
老
人
様
方
ハ

如
何、

私
之
留
守
に
て
態
々
さ
み
し
く
思
召
被
遊
候
半
と
存
候、

何
卒
々
々
私
の
外
遊
は
只
々
私
の
為
に
あ
ら
す

向
来
伝
道
二

関
す
る
事
に
候
へ
ば、

神
の
為
又
日
本
の
為
二

御
忍
び
御
養
生
専
一

に
被
成
下
侯
様
奉
願
上
候、

河
原
町
様
ハ

如
何、

御
母
上

n
脱
ア
ル
カu

様
ハ

其
後
御
機
嫌
被
遊
候
や、

此
書
状
付
き
次
第
参
上
御
機
嫌
御
伺
且
宜
し
く
御
申
上
被
下
度
候、

御
兄
様
に
兼
而
世
上
に
発
言
申
せ
し

大
栄子
之
一

件
ハ

其
後
府
下
之
有
士心
之
輩
如
何
な
し
呉
候
や、

片
時
も
相
後
レ
不
申
候
様
中
村、

浜
岡、

日
中、
古向
木
諸
君
二

御
懸
合
被
下

〔
柏
木
補
〕

「
九
月
十
日 174 

七
月
二
十
七
日

十
七
年
七
月
廿
七
日
」

⑤
柏
木
義
円
写

新
島
八
重

音
を
信
せ
り）

之
巣
窟
な
る
ウ
ア
テ
イ
ン
セ
ー
も
此
ノ
谷
二

候、

多
分
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
徒
二

有
之、

直
二

眼
前
二

仰
視
る
所
の
ア
ル
ペ
ン
山
之
如
し、

小
生
も
暫
時
弦
に
滞
留
し
教
会
之
模
様
又
風
俗
を
注
目
可
仕
候
0
自
然
京
都
ニ

御
越
な
ら
ば
留
守
宅
之
老
人
共
家
内
等
御
慰
め、

又
活
水
を
日
々
飲
み
候
様
御
ス
、
メ

被
下
度
候

其
風
俗
ハ

純
良、

信
仰
ハ
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明治17年

度
候、

乱
も
近
々
此
地
を
去
り
ス
ウ
ッ
ツ
ル
ラ
ソ
ド
ニ

可
参
候、

兼
而
出
発
之
箇
ス
ウ
ッ
ツ
ル
ラ
ソ
ド
之
ズ
ー
リ
ク
と
串
所
二

当
て
書
状

御
遣
し
有
之、

且
右
上
書
ハ

デ
ウ
イ
ス
様
二

御
頼
被
成
と
申
置
候
処、

決
し
て
徊
忘
れ
は
あ
る
問
敷
事
と
存、

イ
ク
リ
ヤ
到
着
之
上
此
地

に
参
り
し
よ
り
両
度
程
も
彼
ズ
ー
リ
ク
に
向
け
書
状
を
出
し、

日
本
よ
り
の
書
状
は
な
き
や
と
相
尋
候
得
共、

何
の
返
事
も
無
之
は
定
而

未
た
日
本
よ
り
一

通
の
書
状
も
来
ら
さ
り
し
事
な
ら
ん
と
存
候、

借
出
発
以
来
指
を
屈
し
候
得
ば
殆
ど
四
ヶ
月
な
る
に、

己
れ
の
家
人
ハ

勿
論
朋
友
中
よ
り
一

通
の
書
状
な
き
事
は
あ
る
ま
じ
と
存
候、

何
れ
ズ
ー
リ
ク
な
ら
で
何
レ
ヘ
か
向
け
書
状
を
出
さ
れ
し
事
な
ら
ん
と
存

じ、

別
後
故
郷
の
音
信
不
通
に
し
て
一

切
其
模
様
の
分
ら
さ
る
旅
人
之
身
に
し
て
一

方
な
ら
す
心
配
な
り、

家
に
ハ

例
の
筆
ま
め
な
る
公

義
殿
あ
り、

又
道
中
よ
り
も
其
々
へ

向
け
書
状
を
出
し
候
間、

最
早
何
と
か
返
事
も
あ
る
可
き
と
存
じ
日
々
指
を
屈
し
日
を
数
へ
、

今
日

頃
は
何
と
か
便
り
も
あ
る
な
ら
ん
と
存
じ、

何
も
替
る
事
ハ

な
き
や
と
一

月
も
あ
ん
じ
候
ま
4
以
後
一

度
位
は
御
文
通
有
之
度
候、

を
廻
ら
し
私
之
何
れ
之
所
に
居
る
か
分
ら
す、

も
思
ひ、

遠
方
二

罷
在
候
得
ば
益
々
御
老
人
様
之
御
模
様
伺
ひ
度
頸
を
の
ば
し
待
居
候、

何
も
用
事
な
き
に
よ
る
な
ら
ん
）、

又
教
師
方
も
留
守
な
れ
ば
書
状
の
出
し
方
の
分
ら
さ
る
よ
り
如
斯
も
音
信
の
無
ぎ
事
と
と

教
師
方
よ
り
も
亦
何
の
音
信
も
な
し、

又
思

日
本
の
兄
弟
よ
り
一

通
の
書
も
な
く
（
定
め
て

く
家
郷
の
音
信
な
き
時
は、

随
分
今
ハ

家
人
ハ

如
何
あ
る
な
ら
ん
と
心
配
申
候、

兼
而
故
郷
之
事
ハ
一

切
神
に
任
せ
日
夜
其
保
護
を
仰
き

候
間、

何
も
心
配
す
る
に
及
は
さ
る
も、

亦
人
情
と
し
て
心
配
な
き
能
は
す
0
定
而
書
面
ハ

御
差
出
に
相
成
候
に、

何
へ
か
紛
れ
候
な
ら

我
等
宜
し
く
己
を
の
ろ

ん
と
も
存
じ、

近
々
ス
イ
ツ
ル
ラ
ン
ド
に
可
参
候
間
市
を
相
尋
可
申、

如
此
申
上
候
得
共
決
し
て
襄
が
立
腹
せ
し
と
思
召
被
下
間
敷
候、

如
此
一

人
に
而
旅
の
空
に
有
之
候
得
共、

天
父
常
に
私
と
共
に
あ
り
賜
へ
て
私
を
御
恵
み
被
下
候
故、

大
に
物
事
二

忍
ふ
事
を
修
行
致
候

〔
補〕
「
近
年
益
々
勘
弁
ス
ル
事
ヲ
修
行
致
居
候」、

ふ
者
を
祝
し、

之
を
愛
し
之
か
為
に
祈
る
へ
し
0
其
書
ノ
着
次
第
窪
田
義
勝
様
へ

御
面
会、

浜
岡
様
よ
り
ハ

米
国
よ
り
取
よ
せ
し
書
物
の

兼
而
申
上
候
通
我
等
己
を
愛
す
る
者
愛
せ
は
何
の
報
か
あ
ら
ん、

さ
す
が
長
く
外
国
に
も
遊
び
堪
忍
強
き
襄
之
身
も
か
く
久
し
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そ
ひ
え
た
つ
亜
爾
辺
や
ま
の
頂
き
に

を
し
く
も
か
な
と
残
る
月
影

八
重
様

175

八
月
十
三
日

代
料
を
レ
ー

ル
ネ
ド

様
に
御
渡
被
下
候
哉
御
尋
有
之
度
候 、

若
し

御
渡
な
き
時
は
私
か
大
迷
惑
仕
候 、

先
方
ハ

私
二

当
而
書
物
を
送
り
し

事
と
被
存
居
候
問 、

早
々
御
渡
有
之
度
様
浜
岡
様
二

御
懸
合
被
下 、

其
勘
定
書
ハ

義
勝
様
御
承
知
之
事
な
り
0
願
く
は
此
書
之
着
次
第
早

く
お
前
様
よ
り
も
御
老
人
様
よ
り

米
国
ボ
ス
ト
ン
の
ハ
ル
デ
ー

様
に
向
け
御
礼
状
を
御
差
出
被
下
度
候 、

な
る
事
と
御
挨
拶
有
之
度
候
0
米
国
行
之
荷
物
如
何 、

»ヽ

»ヽ

»ヽ

»ヽ

»
ヽ

9ヽ

»ヽ

»ヽ

七
月
廿
七
日

⑤
写
真

已
二

御
差
出
に
相
成
候
や 、

9

»ヽ

»ヽ

»ヽ

»
ヽ

»ヽ

»
ヽ

»ヽ

»ヽ

»ヽ

〔
新
島
民
治
・

公
義
〕

襄

又
襄
も
参
上
彼
是
御
世
話
様
に

〔
マ
マ
〕

グ
リ
ー
ン
様
二

御
頼
被
成
候
や 、

…
…

»
ヽ

»ヽ

»ヽ

»ヽ

»‘

>ヽ

»
ヽ

»
ヽ

»
ヽ

、
｀

9

»
ヽ

ア

ル

ペ

ソ

亜
爾
辺
山
之
暁
月
を
見
て

＊
 

山
中
俄
に
病
に
か
4
り
山
中
之
宿
屋
ニ
―

泊
し 、

宿
之
窓
よ
り
山
之
頂
に
残
る
月
影
を
見 、

我
身
に
比
へ
て
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明治17年

宿
病
使
吾
及
此
行

又
ハ
遂
催
千
里
行

積
雪
山
中
対
月
光

入
相
の
鐘
の
音
に
は
な
に
の
心
あ
る
や

9

,‘
 

7
ル
ベ
ソ
山
中
入
相
の
鐘
を
闘
て

行
先
き
は
我
墓
な
れ
と
思
ふ
身
も

故
郷
こ
ひ
し
入
相
の
か
ね

問
ふ
人
も
な
し
深
山
路
の
旅

入
相
の
空
に
あ
わ
れ
を
添
へ
に
け
り

遠
山
寺
の
鐘
の
こ
え
／
＼

入
相
の
鐘
之
音
な
に
の
色
な
ら
ん

あ
わ
れ
を
添
ふ
る
深
山
路
の
空

右
大
人
様
の
御
覧
に
呈
す

在
瑞
西
雪
山
中
観
月

多
年
辛
苦
事
成
業

自
愧
狂
作
風
流
客

右
行
装
を
軽
便
に
せ
ん
か
為
に
詩
韻
等
ハ

尽
く
竜
動
府
二

送
附
す、

平
仄
韻
字
等
に
甚
を
ぽ
つ
か
な
し
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〔
柏
木
補
〕

「
十
七
年
八
月
十
六
日
付
」

176

八
月
十
六
日

〔
化
〕

＊

渡
辺
修
治
郎
氏
明
治
開
紀
史
之
続
き
を
米
国
迄
御
遣
し
有
之
度
候、

A
u
g.
 
1
3
t
h
 
1
8
8
4

⑤
柏
木
義
円
写

〔

マ

マ

u

…
…
…
私
事
も
本
月
一

日
に
ト
リ
ペ
リ
チ
と
申
処
を
去
り
ト
ュ
リ
ン
と
申
大
都
会
に
参
り
一

泊
し、

翌
二
日
其
よ
り、、、
ラ
ン
と
申
一

大
都

会
に
参
り
候
（
汽
車
に
乗
る
事
五
時
間
半）、

此
は
イ
ク
リ
ヤ
北
方
の
最
も
大
に
し
て
美
麗
な
る
市
府
に
候、

こ
4
に
最
有
名
な
る
も
の

は
ド
ー
ム
と
串
す
一

の
大
な
る
寺
院
な
り、

其
構
造
は
尽
く
大
理
石
に
し
て
其
価
は
十
一

千
万
ド
ル
の
多
き
に
至
れ
り、

其
壮
観
天
下
無

新
島
八
重

0
同
志
社
に
は
何
之
替
る
事
な
き
や、

書
生
諸
彦
に
よ
ろ
し
く

度
候

公
義
殿
に

当
時
滞
留
之
地
名

L
u
c
e
r
n
e.
 

S
wit
z
e
rl
a
n
d
 

＊
＊

且
小
崎
氏
之
毎
週
新
報
ハ

此
書
之
達
し
候
次
第
米
国
に
御
遣
し
有
之
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明治17年

n
ジ
U

比
之
建
物
と
申
て
も
苦
し
か
ら
す、

該
府
に
て
は
ト
ユ
リ
／
と
申
一

牧
師
の
方
二

招
か
れ
度
々
昼
餐
挽
餐
之
籍
走
に
与
か
る、

去
五
B
其

n
補
u

処
を
出
立
イ
ク
リ
ヤ
の
境
を
こ
ヘ
ス
ウ
ッ
ツ
ル
ラ
ソ
ド
「
ス
ウ
ッ
ツ
ル
は
欧
洲
中
最
小
の
国
な
る
も、

冗
然
ト
シ
テ
其
独
立
ノ
体
裁
ヲ
失

ハ

ス
、

人
々
皆
自
由
ノ
空
気
ヲ
呼
吸
シ

得
ル
ノ
原
因
ハ
、

人
々
ノ
宗
教
二

熱
心
ニ
シ
テ
徳
義
ヲ
重
ソ
シ
、

又
教
育
ヲ
盛
二

皇
張
ス
ル
ニ

由

卑
き
よ
り
高
き
に
至
る、

ル
」

の
境
に
入
り
候
ひ
し
に、

其
国
は
欧
洲
無
双
の
山
国
な
れ
ば
鉄
道
之
山
に
登
る
に
甚
面
白
き
エ
風
を
為
し、

グ
ル
ミ
ミ
と
輪
を
な
し

又
輪
を
な
し
て
高
き
よ
り
低
き
に
下
る、

実
に
エ
術
の
進
歩
卑
き
よ
り
高
き
に
至
る
又
輪
と
為
し
て
高
き
よ
り

低
き
に
下
る
実
に
エ
術
の
進
歩
セ
し
を
見
る
に
足
る、

借
此
の
道
中
に
は
ト
ン
ネ
ル
を
通
抜
け
た
事
幾
回
な
る
を
知
ら
す、

又
鉄
橋
を
越

Q
釘
力
〕

し
た
る
又
幾
度
な
る
を
知
ら
す、

鉄
道
の
此
輪
を
を
為
せ
し
所
は
決
し
て
平
地
に
あ
ら
す、

皆
ト
ン
ネ
ル
に
て
山
の
中
を
通
り
抜
け、

又

鉄
橋
に
て
谷
川
の
流
を
渡
る
故
に
其
風
景
の
変
る
事
は
恰
も
か
ら
く
り
の
如
し、

今
谷
川
の
流
れ
を
見
居
る
と
思
へ
は
忽
ち
に
変
じ
て
真

暗
な
る
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
来
り
入
り、

ト
ン
ネ
ル
の
中
に
て
暫
時
目
を
ね
む
り
居
れ
は
忽
ち
に
山
の
上
に
の
ほ
る、

数
分
前
に
通
り
し
鉄

道
は
造
に
山
の
下
に
在
り、

或
は
川
の
向
ふ
に
あ
り
て
実
に
汽
車
中
殆
ん
と
其
方
角
を
失
ふ
に
至
る、

私
も
大
分
旅
行
致
し
候
得
共、

如

此
鉄
道
に
は
初
め
て
乗
り
申
し
甚
た
目
づ
ら
し
く
存
候、

借
サ
ン
ゴ
タ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
を
通
抜
候
に
は
二
十
二
分
相
懸
り
申
候、

ト
ン
ネ

ル
の
北
の
口
に
ゴ
シ
ネ
ン
と
申
す
小
村
あ
り、

其
よ
り
ア
ン
ド
ロ
マ
ー
ト
と
申
処
に
参
り
三
日
程
逗
留、

四
方
は
雪
山
に
し
て
日
中
温
度

＊
＊
 

は
六
十
七
八
度
な
り、

此
処
よ
り
サ
ン
ゴ
タ
ー
ル
之
峠
迄
運
動
致
候
に
少
々
病
気
に
力
、

り、

車
に
て
ア
ン
ド
ル
マ
ー
ド
に
戻
り、

去
八

日
同
所
よ
り
又
ゴ
シ
ネ
ン
に
至
り、

鉄
道
に
て
フ
ル
ー
ヱ
レ
ン
に
至
り、

其
よ
り
汽
船
に
て
四
洲
湖
（
暉
酬
亡
E

)

を
渡
り、

只
今
逗
留
致
居

候
ロ
ー
ゼ
ル
ン
に
着
し、

在
に
加
簑
の
為
め
五
六
日
逗
留
の
積
り
に
候、

病
気
は
平
癒
候
間
御
安
心
被
下
度
候、

只
今
逗
留
之
市
は
湖
水

〔
マ
マ
〕

あ
り
高
山
あ
り
世
界
無
双
之
好
風
景
名
勝
の
地
と
存
候
…
…
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本
月
十
七
日
ル
ー
セ
ル
ン
と
申
所
よ
り
一

書
を
差
上、

イ
タ
リ
ヤ
よ
り
ス
ウ
ッ
ツ
ル
ラ
ン
ド
に
到
る
の
記
行
を
あ
ら
ま
し
相
認
め、

且
尊

大
人
様
と
公
義
殿
迄
へ

も
段
々
ネ
ゴ
ト
の
如
き
歌
と
詩
と
を
御
覧
に
呈
し
候、

同
十
九
日
其
ル
ー
ゼ
ン

湖
の
辺
二

あ
る
リ
ギ
と
申
す
山
へ

遊
ひ
に
参
り
候、

借
其
山
は
海
面
上
六
千
尺、

其
気
候
は
夏
も
小
袖
を
衣
ね
ば
な
ら
さ
る
程
な
り、

山
之
上
に
蒸
汽
船
と
波
頭
場
あ
り、

其
よ
り
直
に
蒸
汽
車
に
乗
り
侯
故
二

何
之
苦
も
な
く
一

時
間
余
り
に
て
山
の
頂
上
迄
登
申
候、

其
途
中
ニ
ハ

ト
ン
ネ
ル

あ
り
鉄
橋
あ
り
村

落
あ
り
ス
テ
ー
ツ
ョ
ソ
あ
り
美
麗
な
る
宿
屋
あ
り、

山
に
登
申
候
も
何
も
不
自
由
な
る
事
な
く、

開
化
大
に
進
み
て
山
に
ト
ソ
ネ
ル
を
掘

り
谷
に
橋
を
か
け、

甚
し
き
に
至
る
と
山
の
原
上
迄
も
鉄
道
を
架
す
る
に
至
る、

又
其
鉄
道
ハ

決
し
て
六
ケ
敷
も
の
に
非
ら
す、

図
の
姐

〔
柏
木
補
〕

「
十
七
八
ナ
ラ
ン
年
一

月
十
二
日

八
重
様

177 

八
月
十
六
日

京
都
消
印
」

〔
八
月
二
十
五
日
〕

⑤
柏
木
義
円
写

新
島
八
重

ス
ウ
ッ
ツ
ル
ラ
ソ
ド

ロ
ー
ゼ
ル
ソ
府
二
而
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明治17年

シ
ミ
ニ
個
之
鉄
道
を
か
け、

中
央
之
鉄
道
に
歯
を
作
り、

又
汽
車
の
車
に
も
図
の
姐
き
歯
を
作
り
藷
と
歯
と
唆
ひ
合
た
れ
ば
車
の
俄
か
に
山

よ
り
下
る
を
禦
き、

又
蒸
気
の
力
を
か
り
山
の
上
二

登
る
も
容
易
な
り、

且
つ
鉄
道
の
傾
き
は
凡
て
五
度
よ
り
十
度
に
至
る、

山
の
頂
上

に
あ
る
宿
屋
は
実
に
欧
洲
屈
指
之
宿
と
申
し
て
苦
し
か
ら
す、

其
美
麗
な
る
事
其
広
大
な
る
亜
細
亜
に
は
決
し
て
其
類
な
か
る
べ
し、

倍

山
に
登
り
し
時
は
随
分
天
気
も
よ
ろ
し
く
遠
方
に
あ
る
雪
山
之
眺
望
実
に
言
語
に
尽
し
難
き
程
な
り
し
も、

山
に
登
る
や
否
暫
時
之
中
に

風
吹
来
り
山
の
下
に
山
霧
を
起
し
忽
ち
雨
と
な
り、

又
忽
ち
に
雲

〔

堂
〕

に
埋
ま
り
思
尺
も
弁
す
る
能
は
す、

霧
と
称
す
る
も
の
ほ
尽
く
雲
に
し
て
其
中
を
行
く
時
は
暫
時
の
内
に
衣
を
湿
め
り、

宿
の
食
道
に
て

昼
食
を
な
し、

又
忽
ち
に
晴
れ、

雲
の
断
間
よ
り
遠
山
を
眺
め、

午
后
も
天
気
の
見
込
な
き
に
よ

り

午
后
一

時
三
十
分
の
車
に
て
山
よ
り
下

て
去
二
十
一

日
ル
ー
セ
ル
ン
を
出
立
し
ズ
ー
リ
ク
に
参
り
日
本
よ
り
の
手
紙
あ
る
や
と
郵
便
局
に

相
尋
ね
候
に
一

通
も
無
く、

数
千
里
も
隣
の
如
く
に
思
ふ
襄
も
如
此
出
発
以
来
故
郷
の
便
を
聞
か

さ
る
に
は
甚
閉
口
仕
候、

兼
而
ズ
ー
リ
ク
に
て
は
永
逗
留
之
積
り
に
候
得
共、

も
分
ら
す
候
故、

若
し
や
バ
ー
ズ
ル
と
申
処
に
手
紙
ハ

参
り
居
る
な
ら
ん
か
と
思
案
し、

ク
に
て
は
只
大
学
を
見
物
し、

又
緑
色
之
湖
を
見、

一

切
故
郷
之
様
子

ズ
ー
リ

又
幼
稚
園
を
一

覧
し
て
種
々
幼
稚
園
付
属
之
画
図
な
と
を
求
め、

二
十
二
日
午
后
其
所
を
発
し
バ
ー
ズ
ル
に
参
り
候
比
は
夜
八
時、

夜
も
又
暗
夜
な
れ
ば
一

の
旅
館

＊
＊

 

に
投
し
一

泊、

其
翌
日
乃
二
十＿―-
日
直
ち
に
バ
ー
ズ
ル
に
あ
る
宣
教
師
を
送
る
の
局
に
参
り
日
本

り、

又
汽
船
二
の
り
ル
ー
セ
ル
ン
に
帰
着
致
候、

兼
て
西
京
を
発
せ
し
時
私
へ
の
御
手
紙
は
ズ
ー
リ
ク
に
御
遣
は
し
あ
り
た
し
と、

且
手

»
ヽ

»ヽ

»ヽ

»ヽ

»ヽ

9ヽ

'

,̀

»ヽ

゜
ヽ

»ヽ

»ヽ

»ヽ

9‘

'

»ヽ

»ヽ

9

,‘

,‘

»ヽ

»ヽ

'‘

.
`

'

,‘

,`

奮
ヽ

＊

 

紙
の
上
は
書
は
デ
ヴ
ィ
ス
様
に
御
願
あ
る
可
し
と
申
置、

又
デ
ヴ
ィ
ス
様
も
私
の
ズ
ー
リ
ク
に
参

»
ヽ

'‘

,‘

・
‘

る
は
御
存
じ
故、

定
而
ズ
ー
リ
ク
に
来
ら
は
家
郷
よ
り
の
便
り
あ
る
な
ら
ん
と
存
じ、

勇
み
進
み

雨
止
み
を
待
ち
候
へ
し
に
霧
は
深
く
な
り、
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八
重
様

よ
り
の
手
紙
を
拝
見
候
処 、

日
本
よ
り
は
一

通
の
書
も
な
く 、

只
米
国
よ
り

二
通 、

英
国
よ
り

一

通 、

学
校
設
立
の
旨
意
書
を
被
送 、

縦
令
日
本
よ
り

一

通
の
書
な
き
も
英
米
よ
り

ニ――一
の
文
通
を
得
て
恰
も
大
旱
二

雨
に
逢
ひ
し

心
地
を
な
し

甚
た
慰
め
を
覚
へ
申
候 、

旅
行
先
に
而
故
郷
之
書
面
な
ぎ
程
さ
み
し
き
事
は
あ
る
ま
じ
と
此
度
初
め
て
発
明
申
候 、

併
し

何
の
便
り
も
な

き
は
何
事
も
皆
無
事
平
安
な
る
故
便
な
き
な
ら
ん
と
不
得
止
事
と
明
ら
め
申
居
候 、

倍
宣
教
師
を
送
る
の
局
に
て
は
私
の
思
ひ
候
よ
り

広

大
な
る
者
に
し
て 、

局
内
に
外
国
伝
道
用
の
書
籍
局
あ
り 、

襄

又
ペ
レ
ー

先
生
よ
り
日
本
に
て
医

又
宣
教
師
を
養
成
す
る
神
学
校
あ
り 、

宜
教
師
の
子
供
を
教
育
す
る
男
女
之

両
校
あ
り 、

外
国
に
種
々
物
件
を
送
る
の
会
社
あ
り 、

何
事
に
も
手
の
届
き
た
る
に
は
感
心
仕
候 、

此
局
に
客
部
屋
あ
れ
は
其
処
に
泊
る

可
し
と
局
長
よ
り

勧
め
ら
れ
候
故
一

昨
二
十
三
日
直
二

此
局
に
参
り

候 、

昨
日
日
曜
な
れ
ば
外
出
せ
す 、

〔
マ

脱
力
〕

〔

服
〕

少
ル
ー

チ
ス
の
き
み
に
て
此
地
之
良
医
に
か
4
り

腹
薬
申
居
候 、

何
レ
明
日
は
外
出
致
し
見
物
可
仕
候 、

此
周
間
ニ
ハ

是
非
と
も
当
所
を

又
今
日
も
外
出
せ
す
〇
私
も
少

発
し
ラ
イ
ン
河
を
下
り

直
ち
に
英
国
に
参
り

度
候 、

英
国
に
而
は
暫
時
滞
留 、

来
九
月
十
八
日
発
之
汽
船
に
て
米
国
に
渡
航
之
積
に
候
〇

0
西
京
二
て
大
宮
通
な
ら
ん
か 、

聞
に
見
た
り 、

同
志
社
の
卒
業
式
は
如
何
な
り

行
き
し
や 、

未
た
紙
上
に
も
一

覧
不
致 、

日
本
熊
本
の
阿
蘇
山
よ
り

火
を
吹
出
せ
し
由
英
の
新
聞
に
見
ゆ 、

阿
蘇
に
在
る
私
共
の
朋
友
中
に
は
何
の
怪
俄
も
無
候
や
御
尋
被
下
度
候

グ
リ
ー
ン
教
師
井
邦
語
神
学
之
諸
彦
耶
蘇
教
演
説
を
開
か
れ
候
ひ
し
に
仏
徒
大
混
雑
を
な
せ
し
よ
し
新

〔
マ

マ
〕

日
本
よ
り
の
詳
報
を
待
居
候
0
:
…•

以
后
何
事
な
く
も
一

月
に
一

回
位
は
是
非
共
御
文
通
被
下
度
候
0
旅
人
之
家
を
案
す
る
心
御
察
し
被
下
度
候
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明治17年

十
月
三
十
一

日

定
而
御
落
手
な
ら
ん
と
存
候、

六
時
半
ニ
ュ
ー
ヘ

ヴ
ン
と
申
す
音
に
聞
へ
た
る
ヱ
ー
ル
大
学
の
あ
る
処
に、

私
も
其
後
急
わ
し
く
御
不
沙
汰
申
候
段
御
免
被
下
度

候、

倦
ニ
ュ
ー
ヨ
ル
ク
に
九
月
廿
八
日
安
着、

其
夜
ホ
テ
ル
に
一

泊、

翌
廿
九
日
―

二
の
朋
友
を
訪
ね
午
后
三
時
之
汽
車
に
て
出
発、

タ

＊
 

か
ね
て
私
の
御
世
話
に
相
成
候
校
長
ボ
ル
タ
ー
先
生
之
家
を

訪
ね
夕
飯
之
御
馳
走
に
相
成、

其
夜
先
生
と
京
都
学
校
之
談
判
を
初
め
夜
十
時
ま
て
御
話
し、

結
構
な
る
御
部
屋
に
て
寝
る
事
を
得
十
分

＊
＊

に
休
息
致
申
候、

翌
朝
三
十
日
ボ
ス
ト
ン
に
来
着、
ハ

ー
デ
ー
御
夫
婦
に
御
面
会
申
候
処、

御
両
人
様
に
ハ

十
年
前
御
別
れ
申
候
時
と
格
別

御
違
ひ
不
相
成、

御
丈
夫
に
て
世
の
中
の
為
め
御
働
ら
き
有
之、

十
年
来
之
御
話
は
一

時
に
尽
し
難
く
毎
日
日
本
の
御
話
を
申
居、

御
両

人
様
に
は
殊
の
外
御
歓
び
に
て
如
此
御
深
切
に
な
し
被
下
事
か
な
と
思
へ

候
へ
は
不
覚
感
涙
を
催
ふ
し
候、

倍
ボ
ス
ト
ン
着
の
上、

海
上

の
旅
疲
れ
出
候
に
や
夜
分
十
分
に
寝
ね、

昼
も
余
り
人
に
会
は
さ
る
様
に
と
ハ

ー
デ
ー
様
御
夫
婦
着
早
々
諸
方
よ
り
招
き
を
受
候
得
共
御

両
人
様
固
く
御
断
被
下
候、

此
度
は
養
生
に
参
り
候
得
バ

公
衆
の
前
に
て
談
し
を
為
さ
ば
目
的
に
違
ひ
可
申
と
被
申、

可
成
丈
休
息
の
出

来
る
様
御
心
配
被
下、

其
両
三
日
間
は
何
事
も
手
に
つ
か
ず
ボ
ス
ト
ン
に
在
る
旧
き
友
を
訪
ね、

六
日
の
朝
よ
り
ボ
ス
ト
ン
を
発
し
西
に

当
り
七
百
二
十
英
里
も
隔
た
り
候
オ
ハ

イ
オ
州
コ
ロ
ン
ボ
ス
と
申
す
処
に
参
り、

先
日
ニ
ウ
ヨ
ル
ク
着
之
上
勿
々
一

書
差
上
候
間、

〔
柏
木
補
〕

「
十
七
年
十
月
三
十
日
」

118 

新
島
八
重

⑤
柏
木
義
円
写

ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ル
ド
之
大
集
会
に
臨
席
致
し、

十
一
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処
々
に
参
り
旧
き
友
達
を
訪
ね
候
事
の
み
に
て
も
随
分
忙
し
く
有
之
候、

ハ

ー
デ
ー
様
に
も
御
心
切
に
御
取
扱
被
下、

当
分
何
事
も
捨
て

一

昨
夜
昨

日
之
午
前
十
一

時
半
に
其
地
出
立、

夜
分
汽
車
中
に
寝、

翌
十
二
日
午
后
四
時
半
に
再
び
ボ
ス
ト
ン
に
到
着
致
候、

偕
其
の
集
り
に
は
諸

方
よ
り
来
会
せ
し
者
凡
そ
千
余
人、

沢
山
の
人
に
面
会
し
日
本
の
事
を
被
尋
候
故
随
分
こ
れ
に
は
閉
口
致
候、

ボ
ス
ト
ン
着
の
上
は
直
に

日
本
伝
道
上
の
事
を
詳
し
く
記
し
其
々
へ

示
し
た
く
存
じ
筆
を
取
り
候
故、

漸
く
一

昨
日
之
を
終
へ

申
候
故、

一

昨
午
后
よ
り
直
ち
に
ボ

＊
＊
 

ス
ト
ン
を
発
し
ダ
ン
ウ
ァ
ル
ス

港
に
兼
而
御
存
し
の
通
支
那
よ
り
私
を
連
れ
参
ら
れ
し
故
甲
比
丹
テ
ー
ロ
ル
之
細
君
を
訪
ひ、

夜
と
も
こ
4
に
逗
留
申
し
色
々
と
昔
話
を
な
し、

又
日
本
伝
道
之
事
を
告
げ
大
に
楽
し
み
申
候、

倍
今
日
は
正
午
よ
り
其
地
を
発
し、

兼
而

私
の
勉
学
せ
し
ア
ン
ド
ワ
に
参
り
三
四
日
逗
留
之
積
り、

此
グ
ウ
ウ
ル
、

港
は
ポ
ス
ト
ン
之
東
に
当
り
僅
十
四
五
英
里
之
所
に
し
て、

私

を
日
本
よ
り
船
に
の
せ
支
那
迄
つ
れ
行
か
れ
し
船
長
の
家
も
此
処
よ
り
僅
三
里
程
へ
だ
4
り
た
る
セ
ー
ロ
ム
と
申
所
に
有
之
候、

併
し
其

人
は
当
時
船
出
し
て
家
に
居
ら
す、

又
其
細
君
も
去
年
死
な
れ
し
由、

甚
気
之
毒
千
万
と
存
候、

私
も
ア
メ
リ
カ
に
参
り
候
よ
り
段
々
肉

つ
き
丈
夫
に
相
成
候
間、

何
卒
御
安
心
被
下
度
候、

併
し
医
者
よ
り
厳
重
申
含
ら
れ
候
故
未
だ
何
の
勉
強
に
も
取
り
懸
り
不
申
候、

当
時

置
き
充
分
に
狸
生
せ
よ
と
呉
々
も
御
申
含
め
被
下
候
間、

此
冬
は
充
分
に
養
生
可
致
積
に
御
坐
候、

私
も
日
本
を
出
単
身
に
て
処
々
旅
行

書
前
週
間
来
着、

又
九
月
二
十
一

日
付
之
御

致
し
候
故、

別
段
に
此
身
を
神
の
御
手
に
任
せ
御
意
に
叶
ひ
候
は
ゞ
私
に
健
康
を
も
与
へ

玉
へ
と
祈
り
居
候、

何
卒
私
の
肉
の
健
康
の
為

の
み
な
ら
す
心
の
健
康
の
為
に
も
御
祈
有
之
度
候、

七
月
下
旬
付
之
御
書
状
二
通
ボ
ス
ト
ン
着
之
上
拝
見
申、

お
前
様
と
大
人
様
よ
り
之
御
書
状
は
槌
か
に
ハ
ル
デ
ー
御
夫
婦
に
差
上
候
処
殊
の
外
御
喜
び、

又
線
々
之
御
手
紙
緩
々

拝
見
致、

大
人
様
井
公
義
殿
よ
り
之
御
書
是
又
喜
ん
て
拝
読
仕
候、

大
人
様
に
は
御
年
齢
に
似
合
わ
す
殊
の
外
美
は
し
き
御
手
跡
を
示
さ

れ
候
故、

私
も
甚
た
喜
ひ
又
安
心
仕
居
候、

御
母
上
様
に
も
不
相
替
御
機
嫌
之
事
と
承
は
り
心
配
致
す
に
及
は
す
と
存
候
得
共、

如
此
遠

方
に
有
之
侯
へ
ば
寸
時
も
忘
れ
雌
く、

朝
な
夕
な
之
祈
り
は
申
す
に
及
ば
ず、

花
を
見
月
を
詠
め
又
風
の
吹
き
雨
の
ふ
る
に
つ
け
故
揺
の
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明治17年

昨
日
正
午
ダ
ン
ウ
ァ
ル
ス
・

ポ
ル
ト
と
申
処
に
出
て
私
の
最
初
入
学
せ
し
ア
ン
ド
ヮ
と
申
す
処
に
参
り、

兼
ね
て
私
之
多
年
逗
留
厚
く

＊
＊
 

世
話
に
相
成
候
ヘ
デ
ン
と
申
す
老
婦
人
を
訪
ね
昨
日
よ
り
逗
留
中、

何
れ
今
日
よ
り
以
前
よ
り
御
懇
意
と
申
せ
し
教
師
方
を
御
訪
ね
申

上、

別
し
て
パ
ー
ク
先
生
之
御
宅
に
参
上
之
菰
り
に
御
坐
候、

昨
日
は
久
し
振
り
に
て
ヘ

デ
ン
様
に
日
本
の
御
話
を
な
し
候
処
殊
の
外

之
御
喜
び、

神
の
御
恵
之
深
き
事
を
語
ら
ひ
互
に
感
涙
を
催
ふ
し
候
次
第
0
昨
日
は
十
月――-
+
―

日、

前
文
は
カ
ピ
タ
ン
・

テ
ー
ロ
ル
細
君
を
尋
ね
候
節
相
認
申
候

逐
白

今
日
ハ
ニ
十
年
前
初
て
ア
ン
ド
ワ
神
学
校
に
参
り
候
二
十
年
前
に
御
坐
候

»
ヽ

»ヽ

？`

，‘

»ヽ

9̀

»ヽ

'‘

.
‘

,

2

し

9ヽ

»ヽ

9‘

9

ヽ
ヽ

»ヽ

？`

2

»ヽ

'‘

'

，

r

r

,‘

魯
ヽ

八
重
様

人
は
如
何
と
思
ひ、

少
し
も
早
く
健
康
の
身
と
な
り
て
再
ひ
帰
朝
の
日
を
待
居
候
〇
当
年
は
学
校
に
多
分
の
入
校
生
有
之
候
由、

是
も
同

志
社
も
逐
々
世
問
よ
り
信
用
を
受
け
し
徴
し
と
存
じ
益
々
我
輩
の
義
務
の
重
大
な
る
を
覚
へ

申
候、

私
米
国
在
留
中
も
十
分
学
校
皇
張
の

為
に
は
尽
力
致
度
候
〇
邦
語
神
学
生
ハ

殊
の
外
多
人
数
の
由、

又
英
語
神
学
生
も
七
八
人
有
之
由
甚
た
喜
ひ
申
候、

何
卒
昨
春
之
リ
ヴ
ァ

イ
バ
ル
の
精
神
を
失
は
す
信
仰
を
以
て
学
校
の
基
礎
と
な
し、

学
術
を
以
て
左
右
の
腐
と
為
し
弥
振
ひ、

弥
勉
め、

生
徒
諸
君
之
主
基
督

の
為
又
邦
家
の
為
御
尽
力
あ
ら
ん
事
を
日
夜
祈
居
候
0
新
築
之
家
は
彰
栄
館
と
称
せ
ら
れ
候
由、

誠
に
美
は
し
き
名
と
存
し、

又
我
翡
之

〔

マ

マ

〕

事
業
之
其
名
に
負
か
さ
る
様
致
度
存
候
：·
…

十
月
三
十
一

日

丁
度
二
十
年
前
私
が
初
め
て
此

新
島

襄
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n

マ

マ

U

．．．．．．．．．
 先
逹
而
よ
り
御
遣
は
し
の
新
聞
を
統
み
侯
得
ば、

〔
柏
木
補
u

「
十
七
年
十
一

月
二
十
二
日
」

八
重
殿

179 

処
に
参
り
し
日
に
而、

特
別
に
此
二
十
年
間
私
の
真
神
よ
り
蒙
む
り
し
御
恵
深
き
に
感
し
居
り、

二
十
年
前
今
日
は
何
事
も
将
来
之
事

は
分
ら
す
十
分
勉
強
致
度
事
の
み
考
へ

居
候、

二
十
年
の
後
今
日
同
じ
処
同
じ
家
二

而
筆
を
把
り
此
文
を
認
む
る
私
の
心
中
如
何
計
り

か
感
謝
の
心
を
以
て
満
た
さ
れ、

此
数
な
ら
ぬ
私
に
如
此
も
深
き
恵
み
を
示
し
賜
は
り
し
か
何
卒
御
察
し
可
被
下
候、

今
朝
目
覚
め
戸

を
明
け
候
へ
ば
不
計
も
雪
ふ
り、

候、

こ
れ
は
当
年
の
初
雪
に
て
未
た
に
全
く
木
の
葉
は
散
り
不
申、

霜
か
れ
の
赤
き
色
や
黄
な
る
色
を
帯
び
た
る
木
々
の
梢
に
白
雪
二

寸
程
も
稼
も
り
殊
に
美
事
な
る
景
色、

之
よ
り
上
沓
を
つ
け
処
々
雪
見
に
出
懸
け
可
申
候

十
一

月
一

日

二

十

年
前
之
昔
隈
々
雪
の
中
を
歩
み
学
校
に
通
ひ
し
事
を
思
起
し
何
と
な
く
心
に
喜
ひ
を
感
し
申

十
一

月
二
十
二
日

⑤
柏
木
義
円
写

私
日

本
を

比
し
よ
り
日
本
に
於
て
基
督
教
之
進
歩
甚
大
な
る
事
を
さ
と
り
申

新
島
八
重

新
島

襄
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明治17年

一

御
序
二

北
垣
知
事 、

尾
越
大
書
記
官
二

も
宜
御
致
声
之
段
奉
願
上
侯

一

生
着
米
以
来
非
常
二

多
事 、

近
来
少
々
諸
事
片
付
候
間 、

近
京
師
之
紳
士
諸
君
迄
も
一

書
呈
度
企
居
候

④
墨

180 

信
愛
す
る
妻

八
重
様

n

マ

マ

＞

候 、
．．．．

 ：
又
大
政
府
に
も
大
に
徊
尽
力
有
之
郡
蘇
教
徊
保
護
有
之
よ
し 、

且
つ
葬
式
も
自
由
に
な
り
し
由 、

信
者
方
に
は
大
喜
ひ
な
る
可

し
と
存
候 、

福
沢
先
生
の
如
き
人
物
に
も
近
来
流
行
之
基
督
教
贔
負
之
論
を
吐
か
る
4
よ
し 、

実
に
日
本
の
事
は
進
歩
と
申
す
か
将
又
変

〔
マ
マ
＞

化
と
申
し
て
よ
ろ
し
き
は 、

私
の
日
本
を
去
り
し
よ
り

宗
教
上
如
此
き
大
変
革
あ
り
し
に
実
に
膀
く
は
か
り
な
り
：·
：·

0

0

 0

 

0

 

0

 

私
共
を
愛
し

賜
ふ
天
父
は
総
て
私
共
之
為
め
尤
も
よ
き
事
を
な
し

下
さ
る 、

我
等
の
尤
も
望
む
所
は
尽
く
天
父
の
前
に
ョ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ

0

0

0

 0

 

ズ 、

天
父
ノ
我
等
ノ
為
二

成
し

玉
フ
所
は
我
等
ノ
求
ム
ル
ト

求
メ
サ
ル
ト
ニ

関
ラ
ス
総
テ
ョ
キ
モ
ノ
也 、

今
日
あ
る
を
知
り
明
日
あ
る
を

知
ら
さ
る
此
身
な
る
も
御
同
様
に
我
等
を
顧
み
玉
ひ 、

又
愛
に
富
み
賜
ふ
天
父
に
此
身
を
よ
す
る
様
に
相
成
り
し
は
数
千
万
之
金
に
て
も

〔
マ
マ
〕

求
め
得
難
き
人
間
の
喜
に
御
坐
候 、

寸
刻
も
此
天
父
を
離
れ
さ
る
様
用
心
被
下
度
候
：·
：·

十
一

月
廿
二
日十

一

月
二
十
三
日

中
村
栄
助

襄
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中
村
栄
助
愛
兄

腸
チ
フ
ス
予
防
ハ

飲
用
水
卜
食
物
二

有
之
候
ハ
、

何
卒
真
水
卜
未
熟
ノ
果
物
等
ハ

厳
重
二

御
撰
却
有
之
度
候

〔
別
紙〕

其
後
は
存
外
之
御
不
沙
汰
申
上
候
段
御
海
容
奉
仰
候、

陳
者
先
日
愚
妻
よ
り
之
来
状
二
よ
り
候
ハ
、

御
妻
君
ニ
ハ

チ
フ
ス
病
二

而
御
逝
去

之
よ
し
承
聞
仕、

憮
々
御
愁
歎
千
万
之
御
事
と
御
遥
察
申
上
候、

思
ふ
儘
二

な
ら
ぬ
か
世
之
習
ら
ひ
と
ハ

申
な
か
ら、

今
回
之
事
件
之
如

き
ハ

貴
兄
二

取
リ
巨
大
な
る
十
字
架
な
る
へ
し、

何
卒
之
を
堪
へ

之
を
忍
ひ
鰍
ひ
て
益
起
き
窄
門
二

入
リ
総
路
二

進
み
主
之
栄
光
を
御
顕

し
あ
ら
ん
事
生
之
切
二

愛
兄
二

望
む
所
也、

御
老
母
様
御
愛
息
二

も
御
失
望
千
万
卜
御
察
し
申
上
候、

何
卒
愛
兄
よ
り
宜
し
く
御
慰
め
有

之
度
奉
希
望
候、

右
為
御
悔
寸
詞
奉
呈
候、

勿
々
不
具

十
一

月
廿―――
日

中
村
栄
助
愛
兄

留
守
中
同
志
社
之
事
ハ

御
委
托
申
上
候、

乍
憚
田
中、

浜
岡、

高
木、

御
致
声
奉
仰
候、

井
二

五
条
之
諸
君
中
石
田
君
初
御
一

統
二

宜
し
ク

一

専
門
校
之
一

条
ハ

充
分
御
周
旋
奉
仰
候

新
島

襄

西
村、

伊
東、

其
外
之
議
員
諸
彦
二

御
面
会
之
序
宜
し
く

米
国
ボ
ス
ト
ノ

新
島

襄
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明治17年

キ
カ
、
リ
シ
脳
病
モ
再
発
セ
シ
次
第、

乍
然
満
腔
之
精
神
抑
圧
シ
難
ク、

脳
病
ノ
至
難
中
モ
顧
ミ
ス
一

片
ノ
書
ヲ
認
メ
テ
ア
メ
リ
カ
ン
ボ

〔
ド
脱
力〕

ー
ル
ニ

呈
シ
ク
リ、

又
幸
二

尊
翰
ノ
来
ル
ア
リ
之
ニ
―

書
ヲ
添
テ
ク
ラ
ー
ク
氏
二

送
レ
リ、

聞
ク
所
ニ
ョ
レ
ハ
ク
ラ
ー
ク
氏
ハ

之
ヲ。
フ
ロ

ー
デ
ン
シ
ヱ
ル
・
コ
ン
ミ
テ
ー
ニ

附
シ
議
セ
シ
メ
シ
ョ
シ、

ル
デ
ー
君
ョ
リ
伝
聞
セ
リ、

小
生
其
書
ヲ
呈
セ
シ
ョ
リ
ニ
三
ノ
旧
友
ヲ
尋
ネ
ン
為
所
々
遊
歴
セ
シ
ニ
、

握
図
ラ
ン
小
生
之
宿
病
ル
ー
マ
チ

ナ
リ
）

先
般
御
連
名
二

而
御
投
与
之
尊
翰
ハ

拝
読
之
上
直
ニ
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ル
ド
ノ
書
記
ク
ラ
ー
ク
先
生
二

呈
シ
置
候、

扱
尊
翰
之
来
ル
実
ニ

其
時
機
を
得
た
り
と
可
申
候、

右
尊
翰
到
着
之
一

周
前
小
生
書
ヲ
ク
ラ
ー
ク
先
生
二

送
リ‘

ス
ル
ニ
ア
リ
ト
縛
々
論
及
シ
候
際、

恰
孤
軍
ノ
援
兵
卜
輻
重
ヲ
得
タ
ル
カ
如
、ゾ、

小
生
デ
ウ
ィ
ス
先
生
二

呈
セ
シ
書
ニ
ョ
リ
御
承
知
ナ
ラ

ン
カ、

小
生
米
国
来
着
ノ
後
直
ニ
オ
ハ
イ
オ
洲
之
首
府
コ
ロ
ン
ボ
ス
ニ
開
カ
レ
タ
ル
米
国
伝
道
大
会
二

臨
席
シ、

平
素
之
志
願
ヲ
陳
セ
ン

＊
＊

 

ト
セ
シ
ニ

盤
図
ラ
ン
身
体
非
常
二

疲
労
ヲ
生
シ、

又
「
之
ヲ
陳
ス
ル
ノ
暇
ナ
ク
残
念
ナ
ル
哉」

演
説
ノ
時
間
五
分
ノ
ミ
ヲ
与
ラ
レ
タ
レ
ハ

ル
ニ
ョ
リ

〔
斯〕

固
ク
辞
セ
ン
ト
セ
シ
モ、

友
人
ノ
勧
メ
モ
ア
リ
タ
レ
ハ

少
々
日
本
ノ
情
況
ノ
ミ
ヲ
陳
シ
テ
止
メ
リ、

生
波
期
頓
ョ
リ
七
百
マ
イ
ル
ノ
遠
キ

'‘
'‘
9
»
 

〔
厭〕

ヲ
圧
ハ
ス
該
地
二

趣
キ
シ
ニ
、

意
外
ノ
取
扱
ヲ
受
ケ
ロ
ク
ミ
ミ
時
間
モ
与
ラ

ビ
ス
平
生
満
胸
ノ
志
願
モ
吐
露
シ
得
ズ
（
是
ハ

全
ク
ア
ン
ベ

シ
ョ
ス
D•
D・
連
中
力
己
ノ
両
翼
ヲ
自
由
ノ
天
ヲ
張
リ
翻
ガ
ヘ
サ
ン
ト
ス
ル
ニ
ョ
リ、

小
生
翡
ノ
燕
雀
ハ

少
シ
モ
喋
々
ス
ル
ヲ
得
サ
リ
シ

（
其
事
外
人
ニ
ハ

御
内
分
二

成
置
被
下
度
候）

波
士
頓
再
帰
ノ
上
ハ

車
中
ニ
テ
多
人
数
二

談
判
ヲ
仕
懸
ケ
ラ
レ、

少
々
平
愈
二

趣

181 

十
二
月
十
六
日

日
本
伝
道
之
枢
要
ハ

基
督
主
義
大
学
ヲ
創
立

且
其
コ
ン
ミ
テ
ー
之
中
三
名
ヲ
撰
ミ
此
輩
二

担
任
セ
シ
メ
シ
由、

前
周
間
ハ

＊

 

市
原
盛
宏
•

森
田
久
万
人
・

下
村
孝
太
郎

④
暴
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ス
ム
再
発
シ

臥
床
ス
ル
事
二
周
間
ョ
、

大
集
会
以
後
ク
ラ
ー
ク
氏
モ
大
病
二

罹
リ
加
養
ノ
為
ニ
ュ
ー
ヨ
ル
ク
洲
ニ
ア
ル
ク
レ
ン
ト
ン
ス
。
フ

＊

リ
ン
グ
湯
治
病
院
二

趣
カ
ル
、

由
ニ
テ
小
生
ヲ
誘
ヒ
呉
レ
ラ
レ
タ
レ
ハ
、

療
養
労
之
ヲ
好
機
会
ト
シ
氏
卜
共
二

入
院
セ
リ、

波
士
頓
ヲ
発

ス
ル
ニ

当
リ
三
周
間
ハ

共
二

伝
道
ノ
事
ヲ
談
ス
可
カ
ラ
ス
ト
互
二

約
セ
シ
カ、

兄、
小
崎
兄
井
伊
セ
兄
ョ
リ
ハ

雷
電
ノ
如
キ
書
状
来
リ
、

不
得
止
ク
ラ
ー
ク
先
生
二

談
判
シ
痛
ク
新
聞
ノ
欠
ク
ヘ
カ
ラ
〔
サ〕
ル
理
由
ヲ
陳
シ

ク
ラ
ー
ク
先
生
ノ
讃
成
ヲ
得
テ
三
日
前
数
通
ノ
書
ヲ
委
員
連
中
二

呈
シ
ク
リ、

呉
レ
ラ
レ
タ
レ
ハ

事
ノ
十
二
八
九
二

成
ル
ヘ
シ
ト
存
候、

ラ
ス
、

諸
事
決
行
前
ニ
ハ

必
ラ
ス
日
本
ニ
ア
ル
宣
教
師
輩
ト
モ
懸
合
ア
ル
ベ
シ
ト
推
察
仕
候、

リ
諸
方
二

大
二

関
係
ノ
ア
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ

軽
卒
二

着
手
ス
ル
能
ハ
ス
、

殊
二

少
カ
ラ
ス
、

募
金
ノ
事
モ
日
本
二

於
テ
思
シ
如
ク
ニ
ハ

参
リ
兼
申
候、

乍
去
小
生
ハ

何
等
ノ
目
的
ヲ
不
達
サ
レ
ハ

再
ヒ
諸
君
二

御
面

会
申
マ
ジ
ト
決
断
仕
候、

ク
ラ
ー
ク
先
生
ト
ハ

至
極
小
生
ノ
陳
ス
ル
所
ヲ
好
シ
ト
シ

且
尊
翰
中
云
々
之
事
件
二

付
キ
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ル
ド
ニ

取
リ
容
易
ノ
事
ニ
ア

且
ボ
ー
ル
ト
ニ
ハ

諸
国
二

学
校
モ
開
キ
オ

且
米
国
二

於
テ
昨
年
来
商
業
不
振
非
常
ノ
損
失
ヲ
来
セ
シ
商
会
モ

之、

又
邦
語
神
学
生
之
人
員
四
十
二

達
セ
シ
由、

諸
氏
ノ
伝
道
二

熱
心
ナ
ル
ヲ
占
フ
ニ

足
ル、

只
英
学
神
学
生
ノ
減
少
セ
シ
ヲ
遺
憾
ト
ス

〔
補〕

ル
ノ
ミ、

「
0
村
井
氏
等
ノ
東
京
二

趣
キ
シ
ハ

何
力
不
足
ノ
事
ア
リ
シ
ャ、

英
語、

邦
語
神
学
生
ヲ
混
合
セ
シ
ニ

原
因
ス
ル
ヤ、

速
二

御

奮

盆
紙
脱
力〕

通
知
被
下
度
候
」、

又
近
来
京
都
之
諸
兄
弟
非
常
二

伝
道
二

御
憤
発
之
由
新
上
二

見
受
ヶ
好
結
果
ノ
ア
ラ
ン
事
ヲ
希
図
仕
候、

小
生
入
院

以
来
少
々
快
気
二

趣
キ
候
所、

此
三
四
日
書
類
ヲ
認
メ
候
ハ
、

又
々
脳
痛
ヲ
覚
へ

申
侯、

乍
去
医
師
ノ
被
申
候
ニ
ハ

充
分
滞
院
加
旋
セ
ハ

快
復
ノ
日
ヲ
期
ス
ル
ニ

至
ル
ペ
ッ
ト、

但
シ
小
生
入
院
ノ
事
ハ

余
リ
御
談
シ
無
之
様、

愚
妻
共
伝
聞
候
ハ
、

余
分
ノ
心
配
ヲ
致
ス
ヘ
シ
ト

ヮ

ス

ル

n
缶
"
>

恐
＞
居
候、

小
生
如
期
遠
ク
海
陸
ヲ
隔
絶
ス
ル
モ
寸
時
同
志
社
ヲ
諸
兄
ヲ
忘
ル
、

能
ワ
ズ
、

何
レ
幾
分
ノ
健
康
ヲ
得
ハ

再
ヒ
旗
ヲ
翻
力
へ

ッ
我
力
東
洋
／
為
二

娼
ス
ア
ラ
ソ
ト
ス、

米
国
着
以
来
諸
宣
教
師
方
ニ
ハ

甚
御
不
沙
汰
ヲ
ナ
、ソ
ク
レ
ハ

諸
兄
ョ
リ
｛
且
ク
御
伝
声
ア
ラ
ソ
事

何
卒
諸
君
ニ
ハ

山
ヲ
動
カ
ス
ノ
信
ヲ
以
此
事
業
ノ
為
御
祈
有
之
度
候、

近
来
同

志
社
ニ
ハ

多
分
ノ
入
学
生
有

当
院
二

来
ル

ヤ
否
小
崎
兄
新
聞
ノ
事
件
二

関
ハ
リ
松
山
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明治17年

ヲ
希
フ
、

又
同
志
社
全
校
ノ
書
生
諸
君
ニ
ハ

徊
伝
言
ノ
節
特
別
二

小
生
ノ
全
校
ノ
為
二

祈
リ、

且
諸
君
力
塵
世
ノ
名
利
二

汲
々
ク
ラ
ス、

卓
然
意
見
ヲ
立
真
神
ノ
為
真
理
ノ
為
三
千
万
ョ
同
胞
ノ
為
充
分
螢
雪
ノ
労
ヲ
積、

他
日
為
ス
ア
ル
ノ
御
用
意
ァ
ラ
ソ
事
日
夜
神
ノ
台
前
ニ

紀
念
シ
居
ル
ト
御
語
ラ
ヒ
被
下
度
候、

書
万
一

ヲ
喝
サ
ス、

諸
兄
願
ハ

小
生
ノ
心
緒
ヲ
御
遥
察
ア
レ

森
田
久
万
人

三
愛
兄

但
シ
生
目
的
ヲ
達
シ
得
ス
シ
テ
斃
ル
、
二

至
ラ
ハ
、

神
必
ラ
ス
生
二

勝
レ
ル
ノ
人
オ
ヲ
択
抜
シ
此
大
事
二

当
ラ
シ
ム
ヘ
シ
、

当
時

隆

我
国
二

於
テ
大
学
ノ
挙
ア
ル
決
シ
テ
容
々
易
々
ノ
事
ニ
ア
ラ
ス、

又
幾
回
カ
ノ
困
難
二

逢
遭
ス
ヘ
シ
、

乍
去
我
力
東
洋
ノ
敗
興
ハ

偏
ヘ
ニ

甚
督
教
会
卜
該
主
義
大
学
ノ
ニ
物
二

関
ス
ル
ト
固
ク
信
シ
テ
疑
ハ
サ
レ
ハ
、

諸
兄
ョ

手
二

手
ヲ
組
ミ、

カ
ニ

カ
ヲ
協
セ
、

信
卜
望
卜
愛
ト
ヲ
以
テ
此
ノ
大
事
ヲ
負
担
シ
賜
へ
、

学
校
二

関
シ
尚
要
求
ス
ル
所
ア
ラ
ハ

幸
二

華
翰
ヲ
投
セ
ラ
レ
ヨ
、

生
不
肖
ナ

ル
モ
必
ラ
ス
応
分
ノ
カ
ヲ
喝
ス
ベ
シ、

策
ヲ
立
ッ
ヘ
シ、

京
師
二

於
テ
近
来
網
島、

竹
原、

長
谷
川
ノ
三
兄
御
尽
カ
ア
ラ
ル
、
ヨ
シ、

珍
重

下
村
孝
太
郎

市

原

盛

宏

十
二
月
十
六
日

且
伝
道
ノ
事
二

至
リ
テ
ハ

近
々
宮
川、

伊
勢、

金
森、

海
老
名
諸
氏
二

書
ヲ
寄
セ
他
日
ノ

新
島

襄
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ラ
サ
ル
由、

昨
日
新
紙
上
二

朝
鮮
国
二

内
乱
ア
リ
賊
兵
王
家
ヲ
製
ヒ
皇
城
ヲ
焼
キ
タ
リ、

国
王
ハ

日
本
屯
兵
ノ
中
二

逃
レ
入
リ
皇
后
ノ
進
退
ハ

分
明
ナ

又
日
本
屯
兵
卜
支
那
在
留
ノ
兵
卜
紛
転
ア
リ
シ
ョ
シ
見
受
ク
リ、

何
卒
本
邦
二

事
ナ
カ
ラ
ン
事
ヲ
望
ム

扱
今
日
日
本
ノ
急
務
ハ

速
二

基
督
ノ
生
命
ノ
道
ヲ
全
国
二

布
ク
ニ
ア
リ、

其
ノ
急
務
タ
ル

殊
二

我
翡
ノ
喋
々
ス
ル
ニ

止
マ
ラ
ス
、

不
信
者

社
会
迄
モ
ヨ
シ
カ
レ
ア
シ
カ
レ
之
ヲ
啄
ヲ
容
ル
ニ

至
リ
シ
ハ

是
我
東
洋
ノ
時
運
ノ
来
レ
リ、

田
畑
已
二

熟
セ
リ
ト
云
ヘ
キ
ナ
リ、

此
時
ニ

〔
時〕

当
リ
我
翡
不
断
ニ
シ
テ
速
二

全
国
ヲ
主
基
督
二

捧
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ

将
夕
何
レ
ノ
時
ヲ
カ
期
ス
ヘ
ケ
ン
、

此
事
務
ク
ル
志
士
ヲ
蓑
成
ス
ル

ニ
ア
リ、

人
オ
ヲ
陶
冶
ス
ル
ニ
ア
リ、

然
ル
ニ

今
ノ
徴
兵
令
ヲ
シ
テ
依
然
其
ノ
カ
ヲ
退
フ
セ
シ
メ
ハ
、

我
同
志
社
ノ
生
徒
ハ

大
学
二

入
ル

ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ

米
国
二

逃
走
ス
ル
ニ
ア
リ、

我
力
東
京
大
学
二

入
レ
ハ

信
ヲ
失
フ
ノ
憂
ア
リ、

米
国
二

来
リ
学
フ
ヤ
遂
二

学
者
先
生
ト
ナ

齢

リ
直
接
伝
道
二

適
応
セ
サ
ル
ニ

至
ベ
シ、

之
ヲ
防
ク
ノ
途
他
ナ
シ、

只
徴
兵
令
中
些
少
ノ
変
革
ヲ
仰
キ、

天
下
ノ
適
兵
青
年
中
何
々
等
ノ

n
マ
マ
U

学
科
ヲ
学
ヒ
得
タ
ル
モ
ノ
ハ

政
府
之
又
免
役
セ
シ
ム
ル
カ、

又
ハ

応
役
壱
ヶ
年
ニ
シ
テ
帰
休
セ
シ
メ
ム
ル
ニ
ア
リ、

且
壱
ケ
年
応
役
ノ
モ

.‘
富ヽ
．`
＇

ノ
ハ

伊
太
利
亜
又
ハ

独
乙
二

行
ハ
ル
如
ク、

己
ノ
衣
類
等
ノ
股
用
ノ
如
キ
之
ヲ
ッ
テ
尽
ク
政
府
二

償
却
セ
シ
メ
ハ

却
テ
政
府
ノ
股
用
ヲ
減

ル
7

省
ツ、

応
役
者
ニ
ト
リ
テ
ハ

壱
ケ
年
帰
休
J
特
典
ヲ
得
0
別
ッ
テ
日
本
ノ
書
生
輩
ナ
ト
ハ

往
々
幽
霊
ノ
加
キ
モ
ノ
翡
比
ス
ル
ノ
憂
7
ル
ニ

182 

十
二

月
十
六
日

②
日
本
東
京
麻
布
飯
倉
片
町
二
十
二
番
地

Via
Sa
n
 Fra
ncisc
o

④
星、

封
筒
表
忠

は
青
イ
ソ
ク

⑥
サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
十
二
月
二
十
三
日、

横
浜
・

東
京
一

月
二
十
五
日

の
消
印

小
崎
弘
道
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明治17年

レ

ハ

ヨ
リ、

此
壱
ヶ
年
免
役
J
All
出
ス
ル
ーー

及
ハ
、

政
府
モ
失
ハ

ス、

亦
人
民
モ
亦
却
テ
利
益
ス
ル
所
7
リ
テ、

至
極
適
当
／
御
所
置
ナ
ル
ヘ

シ
ト
存
ス
0
費
兄
ハ

如
何
考
へ
賜
フ
ヤ、

大
学
ノ
生
徒
ノ
ミ
免
役、

外
国
留
学
ノ
書
生
ハ

猶
予
ス
ト
カ
ノ、

特
二

学
科
ノ
高
尚
ナ
ラ
サ
ル

中
学
生
徒
二

六
ケ
年
猶
予
ト
カ
ノ
特
典
等
ヲ
蒙
ラ
シ
メ、

我
輩
ノ
学
校
ノ
生
徒
ノ
如
キ
ハ

其
ノ
学
カ
二

至
リ
幾
分
力
中
学
生
徒
ノ
右
二

出

フ

ス
ル
モ、

是
ハ

私
学
生
ナ
レ
ハ

特
典
ヲ
得
セ
シ
メ
ス、

彼
ハ

政
府
ノ
学
生
ナ
レ
ハ

之
二

特
典
ヲ
与
ヘ
ル
ト、

我
力
公
平
ヲ
基
ヒ
ト
ナ
ッ
賜

〔
斯〕

フ
明
治
政
府
ニ
シ
テ
如
期
偏
派
ノ
御
所
分
ア
ル
ハ

如
何
ナ
ル
モ
ノ
ゾ、

我
翡
ノ
見
ル
所
ニ
ョ
レ
ハ

明
治
政
府
ハ

日
本
全
国
民
ノ
政
府
ト
ハ

＊

〔
活
眼〕

認
メ
難
シ、

何
ソ
眼
活
ヲ
全
国
テ
ソ
、

キ
公
平
無
私
ノ
令
ヲ
施
サ
、
ル
ヤ、

乍
去
我
翡
ノ
議
論
ハ
コ
マ
メ
ノ
切
歯
ス
ル
ガ
如
シ、

公
然
之

ヨ
リ
外

ベ

ヲ
紙
上
二

論
ス
ル
モ
益
ナ
ク、

内
々
参
議
連
中
二

交
通
シ
我
輩
ノ
意
見
ヲ
吐
露
ス
ル
ニ
ア
リ
他
二

良
策
ナ
カ
ル
ナ
シ

»
ヽ

'‘

』

私
学
校
生
徒
二

政
府
若
信
用
ヲ
置
カ
サ
レ
ハ

試
験
委
員
ヲ
設
置
シ
之
ヲ
シ
テ
試
験
セ
シ
ム
ベ
シ

或
ハ

政
府
二

充
分
信
用
ヲ
置
ケ
ル
私
学
校
ナ
レ
ハ

其
ノ
証
書
ヲ
所
持
ス
ル
生
徒
ハ

免
役

第
二
公
私
ノ
学
校
ヲ
問
ハ
ス
青
年
適
齢
二

至
レ
ハ

応
役
ス
ル
モ
ノ
ト
シ、

自
弁
ニ
テ
壱
ケ
年
服
役
ノ
上
帰
休
ス
ル
ノ
特
典
ヲ
得
セ
シ
メ
ハ
、

政
府
ハ

学
識
ア
ル
兵
丁
ヲ
得
ヘ
ク、

ク、

又
却
費
用
ヲ
減
省
ス
ル
ノ
益
ア
リ
テ
政
府
ハ

益
々
其
便
益
ヲ
得
応
役
者
ニ
ト
リ
テ
モ
三
年
ノ
代
リ
ニ

壱
ヶ
年
ニ
テ
帰
休
ヲ
命

〔
マ
マ
〕

セ
ナ
ラ
ナ
バ

殊
ノ
外
ノ
便
利、

又
公
私
学
校
ノ
区
別
ヲ
立
テ
ザ
レ
ハ

天
下
二

不
平
ヲ
抱
ク
ノ
徒
ナ
カ
ル
ヘ
ク、

大
学
二

逃
レ
入
リ

外
国
二

走
リ
出
テ
身
困
難
ヲ
究
メ
‘

且
応
役
兵
中
何
々
等
ノ
学
科
ヲ
学
ヒ
得
タ
ル
モ
ノ
ハ
、

費
用

又
兵
丁
ノ
減
省
ス
ル
恐
ナ

又
政
府
ノ
法
ク
、
リ
ヲ
為
ス
モ
ノ
、

途
ヲ
絶
チ、

公
然
学
カ
ヲ
以
テ
天
下
二

服
役
ス
ル
ノ
面

政
府
ノ
学
校
ニ
ア
ル
生
徒
ハ

右
学
科
ノ
証
書
ヲ
持
チ
タ
レ
ハ

免
役

第
一

政
府
二

定
メ
タ
ル
何
々
等
二

付
試
験
ヲ
経
タ
ル
モ
ノ
ハ

免
役

右
特
典
ヲ
要
ス
ル
ニ
途
ニ
ア
リ
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目
ヲ
得
セ
シ
メ、

何
々
等
ノ
業
二

達
ス
ル
生
徒
ヲ
シ
テ
服
役
一

ケ
年
ナ
ラ
シ
メ
ハ
、

其
損
失
甚
大
ナ
ラ
ス、

又
身
体
ノ
健
康
ヲ
得

本
年
ハ

我
日
本
二

於
テ
基
督
教
ノ
ニ
大
障
害
ヲ
除
キ
去
ル
ノ
幸
ヒ
ヲ
得
タ
リ、

然
ル
ニ

伝
道
士
養
成
ノ
策
大
二

徴
兵
令
ノ
妨
ク
ル
所
ト
ナ

リ、

我
校
二

於
テ
五
年
科
卒
業
ス
ル
ニ

及
ハ
、

直
二

之
ヲ
失
フ
ニ
至
レ
リ、

是
空
ク
伝
道
者
養
成
ノ
途
ヲ
立
テ
、

其
ノ
好
結
果
ヲ
見
ル
ニ

至
ラ
サ
ル
ナ
リ、

ク
ラ
ー
ク
先
生
モ
此
レ
カ
為
二

大
二

失
望
シ、

伝
道
者
旋
成
ノ
途
立
ク
サ
レ
ハ

学
校
ノ
為
二

巨
大
ノ
金
ヲ
費
ヤ
ス
能
ワ

ス
ト
迄
被
申
タ
リ、

生
ハ

該
令
二

関
ハ
ラ
ス
同
志
社
ヲ
シ
テ
米
国
ノ
上
流
コ
ル
レ
ヂ
ノ
如
ク
ナ
ラ
シ
メ
ヨ
、

然
ラ
ハ

徴
兵
云
々
二

付
テ
ハ

不
遠
特
典
ヲ
蒙
ル
ノ
幸
ヲ
得
ヘ
シ
ト
勧
メ
候
得
共、

尚
氏
ヲ
シ
テ
猶
予
セ
シ
ム
ル
ハ

此
ノ
一

点
ニ
ア
リ、

貴
兄
伊
藤
公
二

御
内
謁
ア
リ
右

ノ
障
害
ヲ
除
キ
生
徒
ヲ
シ
テ
安
心
同
志
社
二

滞
留
ス
ル
ノ
策
ヲ
立
テ
賜
ハ
、
‘

ク
ラ
ー
ク
氏
必
ラ
ス
大
二

日
本
伝
道
者
養
成
ノ
為
二

喝
ス

所
ア
ル
ベ
シ
ト
存
ス、

小
生
滞
米
中
此
事
ヲ
シ
テ
成
ラ
シ
メ
ハ

同
志
社
ノ
為
巨
大
ノ
金
ヲ
得
ル
事
又
容
易
ナ
ラ
ン
カ、

貴
兄
ョ

願
ク
ハ

生

ノ
為、

特
二

日
本
ノ
為
二

此
一

事
二

御
尽
カ
ア
リ
賜
へ
、

願
ク
ハ

此
書
御
披
見
次
第
伊
藤
公
二

御
画
リ
被
下
候
ハ
、

幸
甚
ノ
至
リ
ニ

不
堪

〔
術
力〕

候、

新
聞
之
外
何
ナ
リ
ナ
リ
ト
モ
伝
道
二

関
シ、

又
学
校
二

関
シ
御
意
見
ア
ラ
ハ

御
洩
ラ
シ
被
下
度
候、

松
山
兄
二

右
同
断
奉
仰
候
〇
貴

又
如
何
シ
テ
金
策
ヲ
御
立
被
成
候
哉、

若
シ
費
会
ニ
シ
テ
年
々
百
弗
ヲ
償
却
シ
得
ル
ナ
ラ
ハ

米

会
々
堂
建
設
ノ
事
ハ

如
何
敢
果
取
候
哉、

国
伝
道
本
局
ョ
リ
ハ

千
弗
カ
ス
ベ
シ
ト
ノ
議
ヲ
聞
及
候、

月
々
十
円
ッ
、

御
戻
シ
ノ
事
ハ

出
来
候
哉、

会
員
御
協
議
ノ
上
御
回
答
ア
ラ
ン

事
ヲ
乞
フ
〇
或
ハ
五
百
弗
カ
リ
毎
年
五
十
弗
ッ
、
カ
ヘ
ス
ノ
策
ハ

如
何
0
日
本
二

於
テ
岸
和
田
ノ
旧
知
事
ハ

貴
会
ノ
為
二

出
金
ハ
ナ
シ
呉

サ
ル
ヤ
御
相
談
ア
リ
テ
ハ

如
何、

同
氏
ハ

素
滞
米
中
ハ

伝
道
者
二

為
ル
ト
迄
断
言
セ
ラ
レ
シ

人
ナ
リ、

御
序
二

海
老
名、

押
川
兄、

浮

＊
＊

田、

湯
浅
兄
等
ニ
ョ
ロ
ッ
ク、

只
今
宇
野
ハ

何
ニ
ヲ
勉
強
サ
レ
居
ル
ヤ、

御
面
会
ノ
節
ョ
ロ
シ
ク、

費
会
兄
姉
ニ
ョ
ロ
シ
ク、

御
北
堂
初

妻
君
二

宜
ッ
ク

テ
大
二

他
日
ノ
成
業
ヲ
助
ク
ル
所
ア
ル
ペ
シ
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明治17年

生
皇
洲
ヲ
発
シ
テ
ヨ
リ
以
来
松
山
兄
ョ
リ
両
三
ノ
懇
書
ヲ
扉
フ
ス、

常
ノ
御
困
難
卜
推
察、
小
崎
兄
之
事
二
当
リ
撓
マ
サ
ル
ヲ
真
神二
向
ヒ
深
ク
感
謝
ス、
尚
真
神
ノ
同
兄
ヲ
扶
ケ
其
宿
志
ヲ
遂
ケ
サ
セ
賜ハ

ン
事
ヲ
祈
ル、
生
ョ
リ
伊
勢
氏
二
送
ル
書
乍
序
此
書
中
二
封
入
候
間、

フ、
小
生
脳
病
未
ク
宜
シ
カ
ラ
ズ、
療
養
中
其
労
ヲ
減
省
ス
ル
ノ
策
真
平
御
免、
伊
勢
兄二
送
リ
シ
書
中
種
々
伝
道
ノ
事
二
関ハ
リ
候
分、

此
事
ヲ
聞
及
バ
、
ヒ
ガ
ミ
コ
ン
情
ヲ
具
セ
ラ
ル
、
兄
弟
中
大二
快
シ
ト
セ
サ
ル
輩
ア
ル
ヤ
モ
計
ラ
ビス、

生
ハ
松
山
兄
卜
御
同
意

ー
我
自
由
主
義
ノ
教
会
ヲ
日
本
枢
要
ノ
地
方
二
伝
播
ト
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
ア
リ、

183 

十
二
月
十
六
日

京
都
ョ
リ
御
地二
移
転
シ
タ
書
生
ハ
始
終
貴
会
二
参
レ
候
様、
又
特
別
書
生
連
中
ノ
祈
諸
会
ヲ
御
開
置
キ
生
ケ
ル
信
仰
ヲ
維
持
シ

得
ル
様
御
訓
母
ヲ
仰
ク、
何
卒
此
義ハ
御
委
托
申
候
間、
木
全
祝（声）
君
ナ
ト
、
御
図
被
下
度
候、
同
氏ハ
望
ア
ル
人
物
ナ
リ

十
二
月
十
六
B
夜

弘
道
兄

⑤
複
写
（
海
老
名
道
子
氏
所
蔵）

此
等
之
事
伊
勢二
送
ル
ノ
書

我
会
ノ
外
他
聞ハ
御
無
用、

〔

醒
〕

又
小
崎
兄
ョ
リ
モ
両
回、
担
御
申
越
ノ
警
星
社
云
云
二
付
定
メ
テ
非

両
兄
御一
覧
ノ
上
松
山
兄
ョ
リ
同
氏
迄
御
回
送
ア〔
ラ〕
ン
事
ヲ
願

松
山
高
吉
・

小
崎
弘
道

襄
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中
二

載
ク
レ
バ

両
兄
御
熟
考
ア
ラ
ン
事
ヲ
乞
フ
〇
御
申
越
之
一

件
モ
大
略
伊
勢
二

送
ル
ノ
書
中
二

記、ど
候
間、

御
一

覧
可
被
下
候、

右
事

件
二

付
小
生
モ
今
回
米
地
ニ
ア
リ
自
由
二

我
意
見
ヲ
陳
へ
、

又
伝
道
事
務
二

英
敏
ナ
ル
ク
ラ
ー
ク
氏
ハ

日
本
ノ
良
友
ニ
シ
テ
我
輩
ノ
陳
フ

ル
所
一

々
採
用
セ
ラ
レ
、

氏
入
院
中
ナ
ル
モ
先
日
一

通
ノ
長
文
ヲ
認
メ
伝
道
委
員
連
中
二

送
リ、

生
モ
亦
一

両
之
書
ヲ
送
リ
之
レ
ヲ
採
用

セ
ザ
レ
バ
日
本
ノ
志
士
ハ

全
ク
本
局
二

望
ヲ
失
ウ
ト
陳
へ

置
候
間、

定
メ
テ
委
員
連
中
ニ
モ
賛
成
ア
ル
可
シ
ト
存
候、

ク
ラ
ー
ク
氏
ハ

毎

年
一

千
弗
ッ
、

四
年
間
小
崎
氏
新
聞
二

寄
附
ス
ペ
シ
ト
論
及
シ
、

小
生
ノ
陳
セ
シ
通
五
六
ノ
条
款
ヲ
載
セ
テ
ボ
ス
ト
ン
ニ

送
レ
リ、

且
事

若
シ
議
決
二

及
ハ
、

電
報
ヲ
以
テ
桑
港
二

通
シ
、

其
ョ
リ
書
面
ヲ
以
テ
日
本
二

通
セ
ヨ
ト
迄
申
遣
セ
リ
0
此
迄
ハ

貴
社
新
聞
二

付
在
京
中

ノ
宣
教
師
卜
相
談
シ
教
師
ノ
尽
カ
ヲ
ノ
ミ
仰
キ
居
リ
シ
ニ
、

如
何
ナ
ル
間
違
ナ
ル
ヤ
本
局
ノ
人
々
ハ

教
師
ノ
書
ヲ
誤
認
シ
、

些
少
ノ
誤
解

〔

補
〕

ノ
為
二

賛
成
ヲ
為
シ
得
サ
リ
シ
ナ
リ
「
此
事
ハ

已
二

過
キ
去
レ
リ、

無
益
二

不
平
ヲ
抱
キ
他
人
ノ
非
ヲ

鳴
シ

賜
ウ
勿
レ
」、

生

波
士
頓
来

着
以
来
第
一
二

大
学
設
建
ノ
議
ヲ
立
テ
遂
二

脳
病
ヲ
引
起
シ
、

又
ル
ー
マ
チ
ス
病
ノ
侵
ス
所
ト
ナ
リ、

不
幸
ニ
シ
テ
此
病
院
二

送
ラ
レ
シ

カ、

其
レ
ガ
遂
二

幸
ト
ナ
リ
此
新
聞
ノ
伝
道
二

大
関
係
ア
ル
ヲ
充
分
ク
ラ
ー
ク
氏
二

陳
フ
ル
ノ
好
機
会
ヲ
得
タ
リ、

之
レ
ニ
ョ
リ
大
二

真

神
ノ
妙
手
冥
々
裏
二

我
輩
ノ
為
二

計
リ
賜
ヲ
量
知
ス
ル
事
ヲ
暁
レ
リ、

此
寄
附
ハ

多
分、

小
崎
氏
ノ
御
働
キ
ハ

非
常
二

日
本
二

大
関
係
ア

リ、

又
其
ノ
声
価
ノ
高
ク
シ
テ
世
ヲ
益
ス
ル
大
ナ
ル
ョ
リ、

是
非
ト
モ
之
レ
ヲ
助
ケ
サ
レ
ハ

日
本
伝
道
二

大
損
失
ア
ル

点
ョ
リ
議
決
セ
ラ

ル
可
シ
ト
推
量
ス、

何
レ
両
三
日
中
波
士
頓
ョ
リ
成
否
ノ
答
書
可
有
之
卜
屈
指
待
居
申
候、

愛
兄
等
ョ

波
士
頓
之
本
局
委
員
中
日
本
ノ
賛

成
家
多
シ、

事
十
二

十
ハ

成
ル
ヘ
シ
ト
楽
ミ
居
候、

仮
令
万
一

否
決
二

及
ヘ
ル
モ
ク
ラ
ー
ク
氏
ノ
ア
ル
ア
リ、

氏
ハ

必
ス
我
輩
ノ
為
メ
再

ヒ
旗
ヲ
揚
ケ
不
賛
成
ノ
委
員
翡
ヲ
打
払
ヒ、

必
ス
警
醒
社
ヲ
シ
テ
青
天
白
日
ヲ
見
セ
シ
ム
ヘ
シ
0
波
士
頓
ニ
テ
ハ

充
分
二

兄
ノ
新
聞
ノ
性

質
又
有
用
ナ
ル
ヲ
知
ラ
サ
ル
ヨ
リ
荏
再
賛
成
ヲ
為
サ
、
リ
シ
ナ
リ、

生
今
回
其
新
聞
二
葉
二

目
録
ヲ
附、ソ
、

又
該
局
ノ
兼
テ
賛
成、ソ
来
タ

n
ナu

＞
ル
福
音
新
報
壱
葉
ヲ
薬
へ

該
局
二

送
致
ツ、

青
紅
J
二
色
ヲ
以
テ
カ
ナ
ツ
キ
ノ
文
ト
カ
ナ
ナ
ッ
J
文
ト
ヲ
区
分
ッ
、

且
力
、
ナ
ッ
ノ
文
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モ
普
通
ノ
文
体
ナ
ル
ヲ
朋
了
二

説
朋
ッ
置
候
問、

該
局
中
皆
盲
且
人
二
7
ラ
ズ
、

必
ズ
之
＞
ヲ
賛
成
セ
ラ
ル
可
ツ、

生
小
崎
兄
ノ
大
困
屋

ニ

入
リ
又
少
シ
モ
不
撓
冗
然
ト
シ
テ
弥
究
シ
弥
進`
｀ヽ

賜
フ
事
等
ヲ
申
遣、

何
卒
両
兄
ニ
ハ

御
安
神
有
之
度
候、

扱
此
事
成
就
ス
ル
ノ
幸
ヲ

得
ハ

静
二

事
ヲ
取
リ
賜
へ
、

寄
附
ノ
事
ハ

余
リ
明
言
セ
サ
ル
様、

又
是
ョ
リ
ハ

弥
日
本
全
教
会
ノ
オ
ル
ガ
ソ
ト
為
シ、

何
レ
ノ
教
会
員
牧

師
連
ョ
リ
モ
投
書
井
二

賛
粟
ヲ
得
テ
広
ク
貴
紙
ヲ
伝
播
ス
ル
事
ヲ
着
目
シ
、

余
リ
宜
教
師
連
中
何
ニ
カ
貴
紙
二

向
ヒ
異
論
ア
ル
モ、

是
等

ハ

内
々
ノ
小
事
件
卜
見
成
シ
決
シ
テ
取
合
ハ
ス
、

直
二

此
真
理
ヲ
世
間
二

皇
張
ス
ル
ヲ
勉
メ
教
会
員
ヲ
益
シ、

モ
顧
ミ
賜
ゥ
テ
此
等
ヲ
益
ス
ル
為
別
ニ
―

欄
内
ヲ
設
ヶ‘

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

シ
会
計
二

巧
ナ
ル
人
ヲ
撰
ミ
全
ク
其
事
二

当
ラ
シ
メ‘

ル
ノ
策
ヲ
立
テ、

イ
ヨ
ネ
ャ
」

又
四
年
先
キ
ョ
リ
ハ

独
一

自
助
ス
ル
ノ
士
風
モ
早
ク
今
日
ョ
リ
為
シ
賜
ハ
ヽ
、

其
保
存
維
持
ハ

決
シ
テ
難
キ
事
二

非
ラ

サ
ル
可
シ
ト
推
考
ス、

生
波
士
頓
ョ
リ
ノ
回
答
ヲ
待
チ、

而
シ
テ
後
之
レ
ヲ
封
鎖
ス
ベ
シ

〔
補〕
「
九
州、

四
国、

京
坂
神、

岡
山
地
方、

北
ハ

上
毛、

新
潟、

福
井
等
ノ
伝
道
先
二

御
懸
合
ヒ、

其
伝
道
先
ニ
マ
キ
チ
ラ
シ
伝
道
ノ
「
パ

二

御
用
ヒ
ア
リ
テ
ハ

如
何、

別
テ
新
涅、

岡
山
辺
ノ
宜
教
師
ョ
リ
ハ

数
十
部
ヲ
取
リ
ヨ
セ
候
様
御
懸
合
ア
レ
、

依
頼
シ
成
丈
其
買
ヒ
手
ヲ
フ
ャ
ス
様
ナ
シ
タ
マ
ヘ
」

〔
マ
マ
〕

0
松
山
兄
ノ
神
戸
ヲ
去
ラ
レ
シ
ハ

上
方
地
方
二

良
友
ヲ
失
ヒ
東
京
地
方
二

之
レ
ヲ
得
タ
リ
ト
云
ヘ
シ
、

依
而
東
京
教
会
ノ
限
興
ハ

今
日
ニ

ア
ル
可
シ、

乍
去
他
会
ト
ハ

充
分
二

御
交
通
ア
リ、

別
シ
テ
安
中
地
方
卜
連
絡
ヲ
通
シ
時
々
該
地
方
二

御
出
張
ア
リ
速
二

上
毛
一

円
二

独

立
教
会
ヲ
皇
張
セ
シ
ム
ル
ノ
御
工
風
ア
レ、

ノ
策
ヲ
立
テ、

且
小
崎
兄
ニ
ハ

編
輯
長
記
者
ノ
ミ
ト
ナ
リ、

又
婦
人
女
子
翡
二

至
ル
迄

会
計
ノ
ー

点
ハ

何
人
力
商
業
二

通

是
迄
ノ
負
債
ハ

四
ケ
年
間
中
非
常
二

其
買
ヒ
手
ヲ
増
シ、

其
利
益
ヲ
以
而
消
滅
ス

又
先
生
方
ニ

且
該
地
ハ

勿
論
遠
ク
押
川
兄
等
卜
結
ヒ
奥
州
地
方
ョ
リ
モ
西
京
二

書
生
ヲ
引
揚
ケ
伝
道
狸
生

日
本
全
洲
二

生
命
ア
ル
生
血
ァ
ル
自
治
教
会
ヲ
皇
張
シ、

三
千
万
余
同
胞
中
真
ノ
モ
ラ
ル
・

レ
ホ
ル
メ
ー
シ
ョ
ン
ヲ
来
ラ

シ
メ
ハ
、

義
ノ
大
陽
中
天
二

達
ス
ル
ノ
日
最
早
遠
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヘ
シ
、

両
兄
ョ

伝
道
ノ
如
キ
ハ

小
事
業
ニ
ア
ラ
ズ、

又
随
而
障
害
ナ
キ
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昨
十
七
廿
ハ
求
ス
ト
ソ
ニ

於
テ
委
員
連
中
通
常
会
／
B
ナ
リ、

午
后一ー一
時
五
分
前
ク
ラ
ー
ク
先
生
生
ノ
蔀
屋
二

来
リ、

184 

十
二
月
十
八
日

能
ハ
ス、

我
輩
其
ノ
障
害
ノ
為
二

無
益
之
不
平
ヲ
抱
ク
可
カ
ラ
ズ
、

又
軽
シ
ク
他
人
ヲ
ト
ガ
ム
ヘ
カ
ラ
ス、

大
胆
不
敵
飽
迄
モ
之
レ
ヲ
打

0

0

0

 0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

敗
ル
可
シ
、

敗
却
ス
ヘ
シ、

然
ル
後
我
翡
容
易
二

往
来
シ
得
ヘ
シ、

事
業
ヲ
シ
テ
成
ラ
シ
ム
ル
ハ

乃
チ
断
乎
卜
之
ヲ
為
ス
ニ
ア
リ、

生
ハ

他
二

良
策
ア
ル
ヲ
知
ラ
ズ
、

生
ノ
脳
病
未
夕
宜
シ
カ
ラ
ズ、

乍
去
不
遠
快
復
ノ
期
ァ
ル
ヘ
キ
ヲ
希
図、ソ
テ
未
夕
落
胆
セ
サ
ル
ナ
リ、

今
書

ニ

臨
ミ
大
二

頭
ノ
痛
キ
ヲ
覚
ュ
、

依
而
筆
ヲ
荻
二

止、

頓
首
々
々

松
山
高
吉

（
両
兄
御
家
族
方
二
宜
シ
ク

御
致
声
ヲ
奉
仰
侯

両
愛
兄

小
崎
弘
道

〔
小
崎
弘
道
・

松
山
高
吉
〕

此
書
中
種
々
内
議
事
ヲ
載
記、ソ
ク
レ
ハ

海
老
名、

湯
浅、

浮
田
等
ノ
外
一

切
御
他
見
ナ
キ
ヲ
上
策
ト
ス
0
生
他
見
ヲ
厭
ウ
ニ

非
ラ

ス、

秘
密
主
義
ヲ
好
ム
ニ
ア
ラ
ズ
、

生
信
徒
中
婦
女
子
ノ
如
ク
何
事
ニ
モ
多
ク
喋
々
ス
ル
輩
ヲ
嫌
ウ
ナ
リ

十
二

月
十
六
日

⑤
複
写
（
海
老
名
道
子
氏
所
蔵）

今
＝一
時
五
分
前
ナ

新
島

襄
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明治17年

゜゚゚

昨
十
七
日
ボ
ス
ト
ン
ニ

於
る
ア
メ
リ
カ
ン
ポ
ー
ル
ド
委
員
集
会
二

而、

我
同
志
社
二

今
般
五
万
弗
a
を
寄
附
す
る
事
二

議
決
せ
ら
レ
候
由

5＄

不
取
敢
御
報
道
申
上
候、

尚
警
醒
社
之
事
ハ

前
週
ク
ラ
ー
ク
氏
之
書
本
局
二

不
達、

依
事
未
タ
ニ

不
決、

何
レ
事

本
日
通
知
有
之
候
間、

十
二
月
十
八
日

185 

十
二
月
十
八
日

十
二
月
十
八
日

②
日
本
東
京
麻
布
飯
倉
片
丁
二
十
二
番
地

Via
Sa
n
 F
ra
ncisco

④
墨、

封
筒
表
書

は
青
イ
ソ
ク

⑥
サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
一

月
九
日、

横
浜
二
月
＝一
日
の
消
印

小
崎
弘
道
・

松
山
高
吉

通
ノ
書
ヲ
ヨ
セ、

同
氏
ノ
余
翡
ヲ
愛
ス
ル
ノ
深
且
大
ナ
ル
ヲ
謝
シ
タ
マ
へ

リ、

ボ
ス
ト
ソ
ノ
会
議
ハ

五
分
ノ
後
二

初
マ
ル
ベ
ッ、

数
日
前
我
輩
J
委
員
迄
送
リ
ッ
所
J
意
見
J
賛
成
ヲ
得
テ
可
決
セ
ラ
＞
ソ
為
二、

我
翡
ヲ
シ
テ
互
二

脆
キ
真
神
二

要
求
祈
蒻
セ
ヨ
ト
語
ラ
レ、

共
二

脆
キ
共
二

臥
ッ
共
二

祈
レ
リ
（
埠
環
喧茂
卜）、

兄
等
ョ
氏
ノ
我
翡
ノ
為
ニ

心
ヲ
労
セ
ラ
ル
如
斯
懇
切
ナ
ル
ヲ
知
リ
賜
へ
、

氏
ハ

日
本
ニ
ト
リ
世
界
ニ
ト
リ
大
切
ノ
人
ナ
リ、

然
ル
ニ

氏
ハ

兎
角
多
病
ニ
ッ
テ
意
ノ
如

ク
働
ク
ヲ
得
ズ、

兄
等
ョ

真
神
二

向
ヒ
氏
二

尚
オ
年
ヲ
カ
シ、

又
健
康
ヲ
モ
与
ヘ
ラ
レ
ン
事
ヲ
祈
ル
可
シ、

又
此
事
若
シ
成
ル
ヲ
得
ハ
一
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n

マ

マ

〕

....
 
,•
本
月
六
日
ポ
ス
ト
ソ
を
去
り、

C
柏
木
補
u

「
十
七
年
十
二
月
二
十
一

日
」

度
候

186 

新
島
八
重

ュ
ニ
ウ
ォ
シ
テ
イ
ー

の
為
ニ
ハ

非
ら
す 、

此
事
新
紙
上
而
掲
ク
ル
ト

否
ト

ハ

両
兄
之
御
判
断
二

御
任
申
候 、

湯
浅
治
郎
君
ハ

妻
君
を
失
ひ
し
由
惣
駿
之
至
な
り 、

生
之
為

ニ―
日
御
述
又
前
文
之
事
も
御
知
被
下

松
山
兄

小
崎
兄

十
二

月
二
十
一

日

分
か
り

次
第
至
急
御
通
知
可
申
候

⑤
柏
木
義
円
写

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
之
ク
レ
フ
ト
ソ
ス
プ
リ
ソ
グ
と
申
処
に
参
り
荘
に
て
湯
治
致
し、

此
冬
ハ
ル
ー
マ
チ

右
金
子
ハ

今
之
同
志
社
を
盛
大
二

す
る
の
策
な
り 、

襄
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明治17年

八
重
様

襄

ス
又
脳
病
の
為
め
な
や
ま
さ
れ
ぬ
様
充
分
に
ロハ
今
よ
り
月
心
致
し 、

又
ア
メ
リ
カ
ソ
ポ
ー

ル
ド
之
ク
ラ
ー
ク
先
生
も
私
と
同
道
に
て
此
地

〔
ク
U

に
御
越
し
に
相
成 、

私
の
為
め
殊
の
外
御
深
切
二

御
世
話
被
成
下 、

充
分
寒
気
之
用
心
も
為
し 、

部
屋
ハ
ヌ
ク
メ
ラ
〔
レ
〕
ク
ル
空
気
に
て

あ
た
4
め 、

食
事
も
充
分
行
届
き 、

又
上
手
な
る
医
者
も
手
近
に
居
ら
れ 、

日
に
両
度
ツ
、

入
湯 、

午
前
湯
滝
に
か
4
り
水
に
少
し
溶
か

し
た
る
塩
を
全
身
に
こ
す
り 、

午
后
は
ヱ
レ
キ
仕
懸
之
湯
に
入
り

全
身
に
ヱ
レ
キ
を
懸
け
申
候 、

ボ
ス
ト
ソ
に
て
少
々
ル
ー

マ
チ
ス
を
発

候
間 、

少
し
快
く
相
成
候
ま
4
直
ち
に
荘
に
参
候 、

近
来
当
地
も
雪
降
り

寒
暖
計
ハ

零
度
位
に
下
り

候
得
共 、

此
湯
治
場
は
甚
大
な
る
家

に
而
大
な
る
坐
敷
あ
り

食
堂
あ
り

新
聞
縦
覧
所
あ
り

郵
便
局
あ
り
テ
レ
ガ
ラ
フ
局
あ
り

運
動
場
あ
り 、

家
の
内
に
而
少
し
も
寒
き
事
ハ

無

之
候
間 、

此
分
な
ら
は
当
冬
は
ル
ー

マ
チ
ス
を
の
か
れ
可
申
と
存
候 、

私
の
一

身
に
付
て
は
何
事
も
総
て
神
様
に
御
任
せ
致
し

少
し
も
御

〔
マ
マ
〕

案
じ

被
下
間
敷
候 、

私
も
種
々
養
生
致
し
来
年
は
健
全
之
身
と
な
り
目
出
度
御
目
も
し
申
度
存
候
間 、

御
楽
し
み
御
待
被
下
度
候
…
…

去
十
八
日
ハ

ポ
ス
ト
ソ
よ
り

一

書
到
来 、

ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー

ル
ド
ニ

於
て
此
度
京
都
学
校
ノ
為
二
五
万
ド

ル
之
金
を
寄
附
致
す
事
に
議
決

あ
り
し
由
報
知
参
り

殊
之
外
喜
ひ
居
候 、

神
日
本
を
恵
み
我
校
を
恵
み
此
如
き
巨
大
之
金
を
一

度
に

寄
附
さ
る
4
事
は
実
に
珍
ら
し
き

事 、

又
学
校
に
取
り
て
は
甚
た
賀
す
可
き
事
に
て 、

私
の
病
気
は
不
幸
と
存
候
得
共 、

病
気
故
米
国
二

参
る
事
を
得
て
此
巨
大
之
金
を
学

校
の
為
二

募
る
を
得
し
は 、

乃
ち
我
等
を
愛
し

賜
ふ
神
私
之
不
幸
を
変
じ
て
学
校
の
幸
と
な
し

玉
ひ
し
と
慎
而
御
前
に
ひ
れ
臥
し 、

神
様

〔
マ
マ
〕

に
御
智
慧
の
深
く
大
な
る
を
感
じ

御
礼
申
候
…
…

十
二
月
廿
一

日
夜
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「
ア
モ
ス
ト
ニ

内
村
氏
を
訪
ひ
教
員
方
に
伴
は
れ
て
紅
葉
を
見
て

ア
ソ
ド
ワ
の
掴
5

を
目心
て

＊

〔
別
紙〕

〔
十
二
月
二
十
二
日

⑤
柏
木
義
円
写

〔
マ
マ
〕
…
…
私
に
は
人
の
罪
を
赦
す
程
此
世
に
於
て
幸
な
る
事
は
あ
る
ま
じ
く
と
存
候、

兎
角、

世
の
中
は
思
ふ
儘
に
成
り
不
申
候、

先
達
而
ク

ラ
ー
ク
先
生
の
事
を
或
る
牧
師
が
新
聞
紙
上
で
散
々
に
こ
な
し
つ
け
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ル
ド
ノ
非
を
な
ら
し、

其
方
法
宜
し
か
ら
す
と
か

方
法
を
誤
る
と
か
不
公
平
と
か
種
々
様
々
に
申
上
候
を
新
聞
に
見
受
け
候
間、

私
先
生
に
向
ひ
此
新
聞
に
貴
殿
之
非
を
う
つ
者
有
之
候、

既
に
御
覧
二

相
成
候
哉
と
相
尋
候
へ
し
に、

先
生
笑
っ
て
日
く、

夜
分
犬
か
月
に
向
ひ
吠
ゆ
る
も
月
は
無
鈍
着
に
し
て
静
々
と
大
空
之
内

を
運
転
し
行
く
な
り、

犬
の
如
く
吠
ゆ
る
人
ニ
ハ

十
分
吠
へ
さ
す
可
し、

然
る
後
自
身
に
黙
る
可
し

先
生
の
了
簡
之
広
く
し
て
少
し
の
事
柄
に
頓
着
せ
さ
る
は
実
に
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ル
ド
の
長
た
る
見
識
を
備
へ
ら
れ
た
り
と
云
ふ
て
可
な

〔
マ
マ
〕

り、

己
れ
を
の
ろ
ふ
者
の
為
に
祈
る
可
し
と
主
キ
リ
ス
ト
は
御
教
へ

被
遊
候
…
…

〔
柏
木
補〕

「
十
二
月
廿―
―
日
」

187 

新
島
八
重
〕
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〔
マ
マ
〕

…
…
私
も
米
国
着
以
来
諸
方
よ
り
山
の
如
く
招
き
状、

見
舞
状、

又
種
々
の
事
を
尋
ね
来
た
る
書
状
之
為
め

大
閉
口
致
し、

〔
柏
木
補
〕

「
十
七
年
十
二
月
三
十
日

188 

二
月
二
十
六
日
京
都
消
印
」

新
島
八
重

忘
ら
れ
ぬ
み
く
に
思
へ
ば
け
ふ
も
ま
た
野
辺
の
紅
葉
に
日
を
送
り
け
り

忘
ら
れ
ぬ
我
か
御
国
さ
え
わ
す
ら
れ
て
野
辺
の
紅
葉
に
今
日
も
く
ら
し
つ

七
人
の
書
生
放
逐
の
よ
し、

甚
気
の
毒、

別
し
て
林
の
為
に
大
迷
惑
申
候、

併
し
今
更
致
し
方
な
し

さ
て
も
／
＼
咲
ぎ
初
め
に
し
山
桜
け
さ
の
嵐
に
散
り
果
て
ぬ
と
は

＊
 

咲
き
初
め
て
ま
だ
日
を
経
さ
る
山
桜
け
さ
の
嵐
に
散
り
果
て
ぬ
と
は
」

十
二
月
三
十
日

⑤
柏
木
義
円
写

大
坂
島
之
内
教
会
新
牧
師
な
る
上
原
兄
の
凶
訃
を
き
4
て

大
集〔
会〕
よ

323 



〔前
削
欠〕

八
重
様

189 

り
帰
り
し
後一
一
三
週
間
ハ

其
返
事
を
書
く
為
め
二

急
は
し
く、

ー
ル
ド
に
差
出
し
申
候、

倦
此
書
は
大
切
之
書
な
る
故
頭
の
い
た
き
を
か
へ
り
見
す一＿一
週
間
之
時
日
を
費
や
し
申
候、

此
書
を
認
め
て
後

直
に
私
の
病
気
相
起
り、

ル
ー
マ
チ
ス
ト
脳
病
交
々
来
り
彼
此
致
し
お
前
様
に
御
不
沙
汰
申
上
候、

乍
去
大
概
毎
郵
便
船
の
出
る
前
に
御

〔
マ
マ
＞

手
紙
を
差
上
候
と
存
候
…
…

何
事
も
心
之
儘
に
な
ら
ぬ
時
あ
ら
は
ク
リ
ス
ト
の
十
字
架
を
御
覧
あ
り
度
候、

手
に
て
作
り
玉
ひ
し
此
世
界
に
生
れ、

人
々
の
心
を
な
を
さ
ん
と
御
企
て
あ
り
し
も
直
ち
に
思
ひ
玉
ひ
し
儘
に
は
な
ら
す、

之
か
為
め
尊

き
御
身
を
十
字
架
に
か
け
さ
せ
我
等
を
御
招
き
被
下
た
る
御
堪
忍
は
い
か
計
り
か
難
計
候、

私
共
其
万
分
一

丈
で
も
学
ひ
候
は
ゞ
よ
き
神

〔
マ
マ
〕

の
御
心
二

叶
ふ
信
者
に
相
成
可
申
…•
;

十
二
月
三
十
日〔

十
二
月

④
墨

⑥
草
稿

＊
＊

 

上
原
と
も
〗

襄

＊

 

又
学
校
の
為
め
に
金
を
募
ら
ん
為
ニ
―

通
り
の
書
を
認
め
ア
メ
リ
カ
ン
ボ

ク
リ
ス
ト
は
神
に
在
る
御
身
の
尊
き
を
も
顧
み
す
己
れ
の
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明治17年

け
さ
の
嵐
に
散
り

果
ぬ
と
は

〔
閥
外
〗
l

「
御
約
婚
以
来 、

俄
二

此
事
あ
る
出
る
と
は 、

実
思
懸
な
き
御
事
二

候 、

ロ
ロ
慰
詞
を
陳
へ

度
候
得
は
」

咲
初
て
未
夕
日
も
経
さ
る
山
桜

別
二

大
人
様
ニ
ハ

書
は
無
之 、

御
序
御
伝
言
[

貴
姉
之
御
心
情
御
察
際
々
御
愁
歎
之
事
余
と
如
何
を
察
し
[

»
ヽ

»ヽ

一

書

〔
マ
マ
〕

数
日
前
愚
妻
八
重
よ
り

書
状
を
遣
し

貴
姉
之
愛
夫
上
立
方
俄
二

御
病
死
之
よ
し
申
来 、

実
二

膀
駿
之
至 、

夢
二

は
あ
ら
さ
る
や
と
思
ふ
の

〔

ヵ

〕

〔
補〕

み 、

去
れ
ど
如
斯
事
件
人
間
之
間
世
間
之
少
な
か
ら
す
聞
く
之
事
な
れ
ば 、

御

身
二

と

り

訃
告
「
不
得
止
事 、

真
実
之
報
知
と
存
候 、

〔
ヵ
〕扱」

不
幸
中
之
大
不
幸
と
云
ハ

さ
る
を
不
得 、

然
し

御
同
様
今
更
何
之
致
方
企
方
な
く 、

只
御
意
之
儘
な

り
と

申
の

み 、

襄、

乍
遠
方

]
候
得
は
書
万
一

を
不
尽
候 、

何
卒
襄
之
心
中
御
察
し
可
被
下
候 、

早
々

山
桜
夜
半
け
さ
の
嵐
に
散
り

果
ぬ
と
は

»
,‘

n

開
5
知

咲
ク
初
に
し

咲
初
め
て
香
ひ
を
ま
し
ぬ

'
‘

9

»ヽ

»
ヽ

»ヽ

»ヽ

»ヽ

»ヽ

9

‘
‘

さ
て
も
／
＼

n
上
原
方
立
之
uu
凶
訃
を
間
き
て

襄
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〔
柏
木
補〕

「
十
八
年
一

月
十
二
日
」

190 

〔
一

月
十
二
日

⑤
柏
木
義
円
写

〔
マ
マ
〕

私
事
先
月
五
日
よ
り
此
処
に
参
り、

今
月
一

杯
逗
留
湯
治
可
仕
稼
り
に
御
坐
候、

：·
…
-

昨
々
日
迄
ア
メ
リ
カ
ン
ポ
ー
ル
ド
之
書
記
ク
ラ

〔
マ
マ
〕

〔
マ
マ
〕

ー
ク
先
生
私
と
共
に
此
処
に
御
逗
留
…
…
ボ
ス
ト
ン
に
御
帰
り
二

相
成、

私
も
良
き
朋
友
を
失
ひ
少
々
徒
然
に
候
…
…
ク
ラ
ー
ク
先
生
之

出
立
せ
ら
れ
し
日、

私
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

迄
送
り
病
院
に
帰
り
来
り
候
ハ
、
‘

く
な
り
ま
せ
う
と
実
に
可
愛
い
ら
し
き
声
を
以
て
申
候、

又
先
き
之
一

週
間
ハ

御
同
様
毎
夜
祈
蒻
会
有
之、

私
も
少
々
日
本
の
事
を
語
り

候、

其
夜
此
娘
も
集
り
に
参
り
居、

夜
寝
る
先
き
母
様
の
前
で
祈
る
時
日
本
の
為
に
祈
り、

福
音
を
又
新
島
の
病
気
も
直
り
速
か
に
日
本

に
帰
り
救
ひ
の
道
を
話
す
事
が
出
来
る
や
う
に
と
祈
り
候
由、

是
は
母
か
教
へ
し
に
あ
ら
す
自
分
よ
り
祈
り
侯
と
の
事、

こ
の
事
を
承
は

明
治
十
八

新
島
八
重
〕

（
一

八
八
五）

年

八
歳
計
の
小
娘
私
に
申
候
に、

お
前
様
是
よ
り
日
々
御
淋
し
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明治18年

く
出
席、

〔
マ
マ
〕

＊

…
…
此
湯
治
病
院
ニ
ハ

多
く
神
経
病
之
人
々
又
ロ
ー
マ
チ
ス
脳
病
等
の
人
参
り
湯
に
入
り、

人
を
見
舞
ひ
申、

何
に
も
彼
に
も
手
厚
く
行
届
き
申、

一

周
間
に一ー一
度
之
祈
躊
会
有
之
中
々
盛
な
る
事
に
御
坐
候、

会、

此
会
に
は
銘
々
自
身
の
求
む
る
所
を
記
し、

む
事
に
候、

先
達
而
私
少
し
日
本
之
伝
道
二

関
し
話
し
候
処、

此
院
中
之
人
々
日
本
伝
道
の
為
二

と
て
二
十
弗
之
集
金
を
な
し
私
に
渡
し

〔
マ
マ
〕

呉
れ
候
…
…

〔
柏
木
補〕

「
十
八
年
一

月
廿
二
日
」

191 

C

9

9

U
 

り
乱
も
大
に
感
心
致
し、

米
国
の
小
娘
は
如
此
も
あ
る
哉
と
感
涙
を
流
し
申
候、

何
れ
此
小
娘
の
写
真
を
貰
へ

候
は
4
差
上
可
申
候
…
…

〔
一

月
二
十
二
日

⑤
柏
木
義
円
写

又
口
上
に
て
陳
べ
、

兄
弟
の
祈
り
を
乞
ひ、

水
金
の
二
夜
は
重
も
に
祈
り
て
聖
書
を
読

新
島
八
重
〕

日
曜
は
説
教
二
回、

ソ
ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル
一

回、

月
曜
ハ

祈
薦

又
医
者
も
五
六
人
ハ

家
の
内
に
住
居
致
し
病

又
奇
体
な
る
事
に
は、

こ
4
に
集
る
病
人
は
多
く
は
信
者
に
て、

皆
集
り
に
は
よ
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本
に
帰
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
事
も
出
来
す
べ
し、

此
身
を
主
基
督
に
捧
け、

〔
マ
マ
〕

…
…
御
前
様
に
は
未
だ
に
御
全
快
無
き
由、

甚
心
配
致
候、

費
用
は
如
何
計
り
相
懸
候
と
も
不
苦、

テ
ー
ラ
様
に
御
相
談
充
分
御
療
治
被

成
候
様
仕
度
候、

婦
人
之
病
気
之
一

生
涯
之
病
ひ
持
に
な
り、

之
か
為
に
世
の
中
二

役
に
た
4
す
と
な
る
者
少
な
か
ら
す、

費
用
は
如
何

ば
か
り
か
4
り、

く
を
不
得、

中
々
困
り
候
際、

り
共
に
病
の
為
に
妨
げ
ら
れ
し
な
ら
は、

御
同
様
如
何
に
不
幸
な
る
者
と
な
る
へ

き
も
難
計、

気
な
ら
は
致
方
無
之
候
得
共、

充
分
手
を
尽
さ
す
し
て
久
々
の
病
気
と
な
ら
は
我
々
の
手
落
ち
と

申
べ

し、

成、

少
し
の
事
ニ
ク
ヨ
ミ
ミ
と
御
心
配
あ
ら
は、

私
遠
国
に
あ
り
中
々
お
前
様
之
御
身
に
心
配
致
し、

私
の
養
生
も
と
げ
す
し
て
直
に
日

ば、

何
卒
夫
之
志
と
且
其
望
を
も
御
察
し、

少
々
の
事
ニ

カ
落
さ
す、

少
々
の
事
を
気
に
か
け
す、

何
事
も
静
に
勘
弁
し、

又
何
事
も
広

き
愛
の
心
を
以
て
為
し、

如
何
に
人
に
厭
は
る
4
も
人
に
咀
は
る
4
も、

又
そ
し
ら
る
4
も
常
に
心
を
ゆ
た
か
に
持
ち、

祈
り
を
常
に
為

〔
マ
マ
＞

し、

己
を
愛
す
る
者
の
為
に
祈
る
の
み
な
ら
す
己
れ
の
敵
の
為
に
も
熱
心
に
祈
り、

又
其
人
々
の
心
の

る
迄
も
其
の
為
に
御
尽
し
あ
ら

〔
柏
木
補
〕

「
十
八
年
二
月
一

日
」

192 

二
月
一

日

⑤
柏
木
義
円
写

又
他
人
が
如
何
に
思
ふ
と
も
決
し
て
頓
着
な
く
病
に
替
へ
ら
れ
す、

お
前
様
も
病
人
に
相
成
候
而
は
病
気
の
共
も
ダ
オ
レ
に
相
成、

今
日
の
如
き
働
き
の
入
用
な
る
日
本
に
あ

新
島
八
重

且
私
も
久
々
之
脳
病
二

而
思
ふ
儘
に
之
ノ
為
に
働

且

我
愛
す
る
日
本
に

捧
げ
た
る
襄
の
妻
と
な
ら
れ
し
御
身
な
ら

何
卒
心
を
大
き
く
御
持
被

療
治
も
手
厚
く
加
へ
て
も
な
を
ら
〔
ぬ〕
病
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朗治18年

八
重
様

十
八
年
二
月
l

日

ば 、

神
ハ
必
ら
す
お
前
様
之
例
身
も
魂
迄
も
御
守
り
被
下
べ
し 、

返
す
l
＼
少
し
の
耶
に
質
了
簡
違
ひ
の
無
之
様 、

種
々
六
ケ
敷
耶
あ
る

は
世
の
な
ら
ひ
な
れ
ば 、

何
卒
主
と
共
に
棘
の
冠
を
か
ふ
り 、

又
身
に
い
た
き
十
字
架
迄
も
御
に
な
ひ
被
下
度
候 、

何
事
も
す
ら
／
＼
と

参
る
の
が
私
共
の
幸
な
ら
す 、

此
六
ケ
敷
世
の
中
に
心
に
罪
を
犯
さ
す 、

人
を
に
く
ま
ず 、

之
を
忍
ひ
神
の
愛
を
心
に
全
う
す
る
こ
そ
我

等
信
者
の
大
幸
な
れ 、

既
に
申
上
候
通 、

私
も
米
国
に
参
り

未
た
身
鉢
は
十
分
に
丈
夫
に
相
成
不
申
と
も 、

矢
張
力
の
及
ぶ
丈
け
は
日
本

の
為
に
働
ら
き
居 、

先
日
よ
り

度
々
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー

ル
ド

な
り 、

き
居
候
間 、

私
の
心
を
も
御
察
し

先
便
差
上
候
犬
が
月
に
吠
ゆ
る
画
を
御
壺
被
下 、

神
の
御
前
に
出
づ
る
事
の
出
来
る
様
御
用
意
有
之
度
候 、

上
又
と
な
き
私
の
両
親
と
思
召 、

襄

日
本
の
兄
弟
な
り
に
書
状
を
差
出
し
日
本
伝
道
の
為
に
エ
風
致
し

働

ク

ク

ン

キ

日
々
神
の

義

と
其
御
国
を
心
に
求
め 、

何
時
で
も

且
つ
御
年
寄
様
も
段
々
御
年
は
進
み 、

且
少
し
は
我
儘
も
出
可
申
候
得
共 、

此

か

ほ

日
本
の
癖
と
し
て
兎
角
し
ゅ
ふ
と
の
よ
め
に
よ
き
面
を
な
さ
ぬ
事
も
あ
る
へ
き
も 、

返
す
／
＼
も
御
忍

び
御
つ
か
へ
被
下
度 、

別
し
て
食
物
は
女
子
共
に
の
み
ま
か
せ
す 、

精
々
御
注
意
あ
り
て
柔
か
な
る
物
を
御
上
被
下
度
候 、

私
も
段
々
丈

く
み

夫
に
も
相
成
候
へ
は 、

種
々
此
国
に
も
心
組
も
有
之 、

中
々
速
に
帰
る
分
に
参
ら
す 、

何
卒
武
士
の
心
ば
か
り
に
て
は
足
ら
す 、

真
の
信

〔
マ
マ〗〕

者
の
心
を
以
て
主
と
共
に
日
々
御
歩
み
被
下
度
奉
希
候 、

今
日
は
安
息
日
故
か
お
前
様
に
な
が
説
教
致
し
申
候
：
…•
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194 

〔
柏
木
補〕

「
十
八
年
二
月
九
日

193 

〔
二
月
九
日

＊
＊
 

蔵
原
惟
郭

三
月
十
四
日
消
印
」

〔
マ
マ
〕

＊

…
…
十
二
月
八
日
に
於
て
朝
鮮
に
暴
動
起
り、

二
月
二
十
日

⑤
柏
木
義
円
写

日
本
兵
朝
鮮
王
を
保
護
せ
し
に
支
那
兵
参
り
朝
鮮
王
を
奪
取
り、

負
け
海
岸
さ
し
て
逃
け
去
り、

此
暴
動
は
日
本
人
の
奸
計
に
由
る
な
と
米
国
の
新
聞
に
見
へ

候
得
共
如
何
な
る
始
末
な
る
や、

日
本
の
新

〔
マ
マ〗〕

聞
を
見
不
申
候
問、

其
実
否
之
所
分
朋
に
分
り
不
申
…·
：
当
年
も
諸
国
に
戦
争
有
之、

実
に
歎
息
申
候、

我
日
本
の
み
に
戦
争
な
し
と
思

〔
マ
マ〗
l

ひ
居
る
に、

此
度
の
朝
鮮
の
始
末、

是
は
日
本·
:·
:

⑤
森
中
章
光
写、

柏
木
義
円
写

＾
ナ
＞

＾

に
＞

＾
ぶ
＞
＾
で
＞

今
日
オ
ー・ハ
ソ
セ
メ
ネ
リ
ー
之
田
村
直
臣
君
来
訪
致
し
呉、

久
し
ふ
り
て
熊
々
閑
話
仕
候

新
島
八
重
〕

日
本
の
兵
は
散
々
に
打
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十
八
年――一
月
二
日

19S 

＾
致
可
＞

＾
A
V

主
は
書
昨
日
来
着
拝
読
仕
候 、

兼
テ
御
委
頗
も
有
之
候
間 、

勿
々
モ
ー
デ
ー

氏
二

代
箪
を
以
懸
合
置
申
侯 、

何
＞
近
日
何
ト
カ
回
答
可
有
之

＾
居
＞

と
存
候 、

二
月
三
四
日
以
来
脳
痛
再
発 、

全
く
読
書
も
廃
し
置
候 、

乍
去
千
里
之
志
尚
未
消 、

生
之
心
緒
御
遥
察
被
下
度
候 、

例
々
頓
首

合一
＞

二
月
廿
日

蔵
原
兄

三
月
二
日

御
丁
寧
な
る
年
甫
状
御
投
与
被
下
難
有
奉
謝
候 、

咲
初
め
て
唸
の
来
る
時
を
ま
て

又
御
歌
一

首
御
送
り

被
下
慎
而
拝
読
仕 、

左
之
短
句
御
覧
二

呈
し

奉
候

④
墨

新
島
民
治

酸

＊
＊

〈
は
〉

〈
ソ
〉

〈
あ
り
し
や
〉

〈
は
〉

元
良
君
よ
り

今
一

応
先
方
へ

御
懸
合
有
て
ハ

如
何 、

リ
ー

ヤ
氏
迄
モ
ー

デ
ー

君
よ
り

懸
合
ア
リ
シ
ャ
否
御
尋
あ
り
て
ハ

如
何

腹
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〔
柏
木
補〕

＊

「
十
八
年
二
月
二
日

196 

大
人
様
二

呈
す

母
上
様
二

も
御
同
様
十
八
年
之
春
を
被
為
迎、

き
と
斉
し
く
御
信
仰
二

御
富
み、

神
之
御
恵
と
真
之
平
安
を
御
心
二

御
感
し
被
遊、

上
候、

何
卒
御
加
蓑
専
―
二

被
為
遊、

時
候
之
替
り
目
ニ
ハ

充
分
御
用
心、

襄
之
目
出
度
帰
国
致
候
を
御
待
被
下
度
候
0
河
原
町

様、

速
水
様、

又
其
々
へ

宜
し
く
御
伝
言
被
下
度
候

三
月
二
日

四
月
十＿―-
日
消
印
」

又
七
十
九
年
之
御
齢
を
御
重
被
為
遊
候
事
冥
伽
之
事
二

奉
存
候、

何
卒
御
年
之
高

⑤
柏
木
義
円
写

〔
新
島
八
重
〕

日
々
神
と
共
二

御
歩
被
成
候
様
呉
々
も
奉
願

〔
マ
マ
〕
…
 
．．．
 去
月
二
十
七
日
ク
レ
フ
ト
ソ
ス
プ
リ
ソ
グ
を
去
り、

二
十
八
日
ア
ー
モ
ス
ト
ニ

参
り
シ
ー
レ
ー
先
生
御
宅
に
て
客
分
に
相
成
り
五
六

〔
マ
マ
u

日
逗
留
可
致
と
存
侯、
・・・・・・
ツ
ー
レ
ー
先
生
は
不
相
替
私
を
愛
顧
し
被
下、

色
々
日
本
の
事
を
御
話
し
申
候
得
ば

殊
の

外
之

御

喜
び
に

〔

力
J

て、

益
々
13
本
の
為
に
尽
力
す
可
し
と
被
仰
候、

昨
日
は
三
月
第
一

之
安
息
13
に
て
先
生
の
御
説
教
あ
り、

又
午
后
に
は
聖
晩
餐
両
度
共
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大
学
之
会
堂
に
参
り、

久
振
に
て
先
生
の
福
音
を
説
か
る
4
を
拝
聴
致
し
大
に
心
に
感
し
申
候、

昨
夜
夜
中
に
且
覚
め
候
得
共
ニ――一
時
問

眠
る
事
出
来
不
申、

乍
去
是
迄
の
神
の
深
き
御
恵
と
御
漑
き
を
数
出
し、

多
年
間
病
身
と
し
て
思
ふ
儘
に
働
ら
き
得
さ
る
も
神
ハ

私
を
棄

て
玉
は
す、

口
は
し
き
福
音
の
光
を
以
て
私
の
心
を
照
ら
し、

憂
鬱
之
念
慮
を
散
し
其
栄
光
の
前
に
歩
む
事
を
許
さ
せ
玉
ふ
を
探
く
感
謝

し、

不
知
々
々
落
涙
を
以
て
枕
を
湿
ふ
し
申
候、

去
夏
中
ス
ヰ
イ
ツ
ル
ラ
ン
ト
雪
山
中
に
あ
る
時、

俄
か
に
心
臓
病
に
か
4
り
ト
テ
モ
生

き
て
日
本
に
帰
る
事
ハ

な
る
ま
じ
と
思
ひ、

我
魂
を
受
取
り
玉
へ
と
ま
ず
神
に
祈
り
追
言
迄
し
た
4
め、

最
早
此
世
に
無
き
者
と
思
ひ
し

も、

再
ひ
米
国
に
迄
参
る
事
を
許
さ
せ
玉
ひ、

且
病
中
な
か
ら
も
幾
分
か
日
本
の
為
に
計
る
事
を
得
る
は、

我
智
あ
る
に
非
ら
す
又
力
あ

〔
力い
l

る
に
あ
ら
す、

我
々
の
為
二

死
し
又
我
に
あ
り
て
生
き
玉
ふ
基
督
我
精
神
を
賜
は
り
た
る
を
思
ひ、

種
々
の
病
気
に
か
4
り
し
も
少
し
も

屈
せ
す
益
々
勇
み、

神
ハ

既
に
無
き
者
と
思
ひ
し
我
に
生
活
を
賜
は
り
た
れ
ば、

私
は
此
世
に
於
て
既
に
無
き
者
な
り、

乍
去
今
よ
り
は

〔
に
脱
力〕

基
督
二

於
て
あ
る
も
の
ク
リ
ス
ト
に
於
て
生
く
る
者
と
な
り、

此
身
も
魂
も
全
く
主
捧
け
た
く
存
候
間、

之
が
為
に
祈
り
度
候、

お
前
様

に
は
決
し
て
弱
き
心
を
御
出
し
不
被
成、

何
事
も
皆
尽
く
主
の
御
手
に
任
せ、

益
々
神
に
近
つ
ぎ
神
と
共
に
歩
み、

神
の
前
に
出
る
に
心

に
臆
す
る
事
な
き
様
日
々
御
修
行
有
之
度
候、

此
世
は
我
家
に
非
ら
す、

天
国
を
以
て
家
と
為
す
可
き
身
な
れ
ば
我
等
は
互
ひ
に
此
事
を

〔
マ
マ
〕

忘
る
可
ら
す、

何
卒
御
老
人
様
に
も
一

日
も
早
く
天
国
之
御
用
意
御
怠
り
無
之
様、

精
々
御
語
ら
ひ
被
下
度
候·
:·
:

三
月
二
日
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三
月
九
日

日
清
ノ
関
係
穏
便
ノ
所
分
ア
ラ
ン
事
ヲ
切
望
ス、

当
時
支
那
困
難
二

付
ケ
コ
ミ
兵
端
ヲ
開
ク
ハ

男
児
ノ
所
為
ニ
ア
ラ
ス、

充
分

談
判
ヲ
為
シ
支
那
人
ヲ
シ
テ
其
ノ
利
害
得
失
ヲ
了
察
セ
シ
メ
、

幾
分
カ
ノ
償
金
ヲ
ト
リ
之
ヲ
片
付
ク
ル
ニ

如
カ
ス

0
支
那
卜
恨
ヲ
結
フ
ハ

得
策
ニ
ア
ラ
ス、

宜
ク
交
ヲ
結
ヒ
共
二

文
化
ノ
域
二

進
ム
ヲ
計
ル
ニ

如
カ
スG

栃
〕

〇
御
序
ア
ラ
ハ

海
老
名
兄
ニ
ョ
ロ
シ
ク、

鋏
道
ノ
出
来
次
第
或
ハ

未
ク
出
来
ザ
ル
モ
上
毛
教
会
ョ
リ
朽
木
宇
都
宮
辺
ニ
ソ
ロ
ミ
ミ

着
手
シ
テ
ハ

如
何、

名
兄
ノ
御
含
ミ
ヲ
要
ス、

湯
浅
次
郎
ハ

是
非
ト
モ
伝
道
セ
ラ
ル
、

様
御
勧
メ
ア
リ
タ
シ、

同
氏
ハ

上
毛
二

於
テ
必
要
ノ
人
タ
ル

ペ
シ
、

東
京
ョ
リ
充
分
上
毛
卜
連
絡
ヲ
通
シ
伝
道
ヲ
為
シ

賜
ハ
ン
事
ヲ
切
望
ス

一

月
廿
六
日
之
貴
書
拝
読
仕
種
々
御
申
越
之
趣
拝
承
仕
候、

陳
者

貴
兄
ニ
ハ

新
聞
紙
事
件
二

付
種
々
之
御
困
難
有
之
候
由
実
二

御
遥
察
申

上
候、

小
生
も
二
月
以
来
寒
気
之
侵
す
処
力
又
々
脳
痛
相
発
し、

爾
来
全
く
読
書
も
廃
し
居
候
次
第、

小
生
之
心
中
御
遥
察、

日
本
之
為
二

働
く
事
も
出
来
ズ
快
々
然
と
し
而
日
々
消
光
仕
候、

然
し
決
而
少
し
も
落
胆
ハ

不
仕
候
間、

御
休
意
被
下
度
候
（
烈
士
暮
年

壮
心
不
止
）、

近
々
幸
便
有
之
侯
由、

不
取
敢
一

書
可
呈
候、

小
生
も
十
二
月
以
来
一

ノ
湯
治
病
院
二
入
院
い
た
し
本
月
五
日
ボ
ス
ト
ン
に

帰
府
仕
候、

未
ク
脳
痛
不
宜
候
間、

唯
々
用
事
の
み
可
申
上
候、

一

貴
社
新
聞
之
義
二

付
速
ニ
ボ
ス
ト
ソ
ニ

而
談
判
之
出
来
サ
リ
シ
以
謂

ハ
、

充
分
費
社
之
模
様
是
迄
不
相
分、

或
ル
人
ハ

基
督
教
主
義
之
新
開
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
ド
ノ
想
像
を
持
チ、

或
ル
人
ハ

貴
社
ハ

甚
不
径
慌

197 

又
高
崎
二

別
二

支
会
ヲ
作
ル
モ
随
分
向
来
必
要
ナ
ラ
ン
、

該
地
ハ

向
来
甚
枢
要
ノ
中
央
タ
ル
ベ
シ
、

海
老

④
巫

小
崎
弘
道

又
右
之
為
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明治18年

ナ
リ
先
々
之
蓮
ク
、
ス
ナ
ド
ト
田心
ヒ
餅
乎
卜
尽
力
せ
さ
り
し
也、

幸
二
貴
兄
卜
松
山
兄
之
来
書
又
績
而
伊
セ
氏
之
書
あ
り、

小
生
も
充
分

n
補u

費
新
紙
之
必
要
な
る
を
論
し
候
処、

ク
ラ
ー〔
ク〕
先
生
「
ク
ラ
ー
ク
氏
も
生
卜
共
二
入
院
セ
リ
」

大
賛
成
四
千
円
ヲ
四
ケ
年
中
二
寄
附
す

プ
ル
ー
デ
ソ
シ
ェ
ル
コ
ン
ミ
チ
ー
迄
右
申
遣
候
処、

日
本
之
宣
教
師
よ
り
特
別
之
レ
コ
ソ
メ
ソ
デ
ー
ツ
ョ
ソ
無

へ
し
と
迄
決
意
セ
ら
れ、

之
二
よ
り、

日
本
二
懸
合
之
上
決
す
へ
し
と
コ
ン`
、`
チ
ー
被
申
0
事
如
斯
も
荏
再
果
敢
取
ラ
サ
ル
ニ
至
ル
ハ
甚
遺
憾
之
至、

何
分
是
迄
充

分
二
貴
紙
之
価
卜
其
目
的
等
充
分
二
相
通
シ
無
之
処
よ
り
幾
分
力
其
ノ
シ
ン
パ
セ
ー
薄
く
遂
二
果
断
之
所
置
無
之
二
至
ル、

小
生
ハ
賛
成

ナ
ラ
ハ
速
二
電
報
ヲ
以
テ
日
本
二
通
ス
ヘ
シ
ト
迄
懸
合
シ
処、

労
シ
テ
功
ナ
ク
因
テ
日
本
之
宣
教
師
迄
大
小
言
を
申
遣
候、

以
前
よ
り
宣

平

貴
兄
ョ
世
界
二
活
眼
家
ハ
甚
僅
々
ナ
リ、

此
力
為
二
大
不
幸
ヲ
嗚
ラ
シ
賜
フ
勿
レ、

此
世
二
居
リ
事
ヲ
為
ス
ハ
堪
忍
ニ
ア
リ、

〔
秘〕

事
ヲ
取
ル
ニ
ア
リ、

速
二
不
平
ヲ
鳴
ラ
ス
翡
ハ
自
亡
自
棄
ノ
人
卜
云
ヘ
シ

貴
兄
ノ
手
ニ
テ
会
計
タ
ラ
ス
一
致
会
二
譲
ル
ノ
談
判
ヲ
ナ
サ
レ
シ
ハ
甚
遺
憾
千
万、

今
更
一
致
会
ノ
連
中
ヲ
断
ル
都
合
ニ
ハ
参
兼
ヘ
ク、

且
一
致
会
ノ
連
中
ノ
着
手
セ
ラ
ル
、
新
聞
ナ
ラ
ハ
、

ア
メ
リ
カ
ン
ポ
ー
ル
ド
ハ
必
ラ
ス
其
寄
附
金
ヲ
謝
断
ス
ヘ
ク、

百
折
不
撓

且
已
ニ
一
致
会
二
渡

サ
ン
ト
計
リ
シ
ヲ
今
更
止
ム
レ
ハ
先
方
ニ
ハ
益
嫌
悪
心
ヲ
出
ク
シ、

弥
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ノ
新
聞
卜
見
傲
シ
此
上
ア
マ
リ
賛
成
セ
サ

ル
ベ
シ、

兄
ノ
弦
二
及
ビ
シ
ハ
会
計
二
窮
セ
シ
ョ
リ
ト
存
候
得
共、

生
ハ
一
致
会
二
渡
ス
ヲ
快
ト
セ
ス、

附
ヲ
モ
仰
キ
テ
ハ
如
何、

ニ
ア
ラ
ス
ト
存
候、

小
生
弦
ニ
―

策
ア
リ、

今
更一
致
会
ヲ
断
ル
ハ
得
策
ナ
ラ
ス、

又
全
ク
之
二
譲
リ
渡
ス
ハ
甚
不
同
意、

且
貴
紙
ノ
如

0

0

 

ell
]
キ
ハ
上
方
地
方
二
大
分
ノ
株
主
ア
リ、

株
主
ノ
承
諾
ナ
ク
シ
テ
軽
々
敷
ク
之
ヲ
他
人
ノ
手
二
渡
サ
ハ
、

費
兄
ノ
所
分
其
宜
ヲ
得
タ
リ

N

卜
言
ヒ
難
シ、

故
二
上
方
地
方
之
兄
弟
ト
モ
懸
合
之
上
一
致
会
卜
合
併、ソ
一
致
会
ノ
扶
助
ヲ
仰
キ、

又
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ノ
寄

゜

〔
補〕

又
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
会
ニ
モ
合
併
ヲ
勧
メ
テ
ハ
如
何
「
ク
ラ
ー
ク
先
生
ハ
此
策
二
必
ラ
ス
一
致
袈
成
セ
ラ
ル
ベ

教
師
之
賛
成
ア
リ
シ
ナ
ラ
ハ
事
速
二
成
る
ヘ
キ
筈
ナ
リ

又
之
ヲ
謝
絶
ス
ル
モ
今
更
得
策
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シ
、

必
ラ
ズ
後
便
迄
御
待
ア
レ
」、

幾
分
カ

此
ノ
＿―-
大
会
よ
り
当
分
少
々
之
寄
附
賛
成
ヲ
仰
カ
ハ

之
ヲ
維
持
ス
ル
難
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ベ
シ
、

且
一

カ

オ

致
会
ノ
人
物
二

重
二

担
当
セ
シ
メ、

兄
ハ

御
申
越
之
通
一

週
二
ニ
廻
位
面
出
シ
ヲ
為
シ
、

成
丈
手
ヲ
引
キ
労
ヲ
減
ス
ル
ノ
策
ヲ
ナ
シ
、

向

公
補〕

来
充
分
教
会
之
為
二

御
尽
カ
ア
リ
テ
ハ

如
何
「
一

挙
ノ
両
全
ノ
策
ナ
ル
ベ
シ
」、

貴
会
ニ
シ
テ
不
振
ハ

東
京
之
我
力
自
治
主
義
ノ
教
会
ヲ

0

0

0

 0

 

0

0

0

 

0

 

0

 

0

 

盛
ニ
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
失
フ
ベ
シ
、

如
斯
ク
一

致
会
ト
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
会
之
イ
ン
ト
レ
ス
ト
ヲ
引
キ
起
サ
ハ

自
然
該
会
ノ
兄
弟
モ
貴
紙
ヲ
購

求
ス
ル
ニ

至
ル
ヘ
ク、

随
テ
其
会
計
モ
自
ラ
立
ッ
ベ
シ、

且
兄
ニ
ハ

爾
後
盛
二

伝
道
二

尽
カ
セ
ラ
レ
、

松
山
兄
ノ
助
ヲ
仰
キ
麻
布
教
会
ハ

〔
補〕
「
兄
ハ

東
京
二

於
テ
何
事
ニ
モ

今
ノ
儘
二

為
シ
置
キ、

速
二

東
京
ノ
中
央
ニ
―

大
会
ヲ
建
設
ス
ル
ノ
策
二

着
手
セ
ラ
レ
テ
ハ

如
何、

e
 
ot

手
出
シ
ヲ
為、

何
事
ニ
モ

前
導
者
ト

ナ
レ

リ、

爾
後
成
丈
手
ヲ
引
キ
充
分
自
己
ノ
勉
強
卜
教
会
ヲ
牧
ス
ル
ニ

御
尽
カ
ア
リ
テ
ハ

如

[
何‘

ジ
ャ
ク
・

オ
フ
・

オ
ー
ル
・

ト
レ
ー
ド
ト
ナ
リ
賜
フ

勿
レ
、

兄
ノ
全
カ
ヲ
一

事
業
二

専
ラ
ニ
ス
ル
ニ

如
ヵ
パ」

教
会
建
設
ノ
事

z

 

ニ
ハ

先
書
申
上
候
通
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ル
ド
ハ
一

千
弗
ハ

借
シ
可
申
候
間、

速
二

会
員
卜
被
計
返
済
ノ
法
方
迄
見
込
ヲ
立
テ、

金
之
ソ
ロ

ル
ョ
ッ

ヒ
次
第
新
会
堂
建
設
二

御
懸
被
成
候
事
ハ

甚
必
用
卜
存
候、

且
前
書
ニ
ョ
レ
ハ

東
京
ニ
ハ
ニ
十
一

名
ョ
リ
同
志
社
員
ア
リ

、

之
ヲ
牧

〔

ム
〗
l

ス
ル

牧
司
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス、

之
ヲ
飼
ノ
牧
場
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス、

兄
自
ラ
此
任
二

当
ラ
ハ

小
生
ノ
尤
モ
望
モ
所
ナ
リ、

且
新
聞
ノ
事
ニ

0

0

0

 0

 

付
テ
ハ

兄
之
ヲ
監
督
シ
失
敗
ナ
キ
様
注
意
シ
賜
ハ
、

新
聞
維
持
ノ
方
モ
立
ヘ
ク、

且
貴
会
ヲ
振
ハ
シ
ム
ル
ノ
途
モ
立
ヘ
ク、

今
ノ
為
二

画

ル
ニ

之
ヲ
除
キ
他
二

上
策
ヲ
発
見
セ
サ
ル
ナ
リ
0
返
金
ノ
義
ハ

成
丈
ヶ
百
弗
ョ
リ
少
ナ
ク
見
込
ミ
返
金
ノ
約
ヲ
ナ
ス
ベ
シ
、

多
キ
ヲ
約
シ

其
約
二

違
ハ

貴
会
ヲ
シ
テ
信
ヲ
米
友
二

失
二

至
ラ
シ
ム
レ
ハ
、

始
ョ
リ
充
分
ノ
御
胸
算
ア
ル
ヘ
シ
〇
当
時
ク
ラ
ー
ク
先
生
留
守
中
故
何
事

モ
決
ス
ル
能
ハ
ス、

何
レ
後
便
迄
ニ
ハ

槌
ナ
ル
処
ヲ
申
上
ヘ
ク
候、

前
文
申
上
候
通
已
ニ
一

致
会
二

懸
合
ヒ
又
之
ヲ
断
ル
ハ

子
供
ラ
シ
キ

＂�

所
為
ナ
リ、

又
一

致
会
卜
共
二

為
サ
ハ
ア
メ
リ
カ
ソ
ボ
ー
ル
ド
ョ
リ
決
シ
テ
年
々
一

千
弗
ハ

寄
附
セ
サ
ル
ベ
シ
、

故
二

小
生
ノ
呈
セ

御
通
知
可
申

一

Ne

ツ
一

策
二

徊
所
分
ア
ラ
ソ
庫
ヲ
希
望
ス、

何
レ
右
ノ
策
ニ
ア
メ
リ
カ
ソ
ボ
ー
ル
ド
モ
同
意
セ
ラ
ル
、
ナ
ラ
ハ

速
二

右
／
趣
ヲ
可
申
上
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明治18年

弘
道
兄

候
r
植
u

候
「
此
／
罪
ハ
後
便
／
呈
書
ニ
ョ
リ
徊
決
断
7
ル
ベ
ッ
L

小
生
ハ
是
よ
り
充
分
二
同
志
社
ヲ
盛
ニ
シ
天
下
之
書
生
ヲ
西
京
二
引
キ
揚
ク
ル
ノ
策
ヲ
立
ペ
ッ、

向
来
日
本
ノ
伝
道
ハ
速
二
日
本
人
ノ
手

ell
]-l
ヨ
ル
ベ
シ、

本
年
西
京
二
伝
道
会
ア
ル
時
ハ
費
兄
卜
海
老
名
兄
ニ
ハ
何
ニ
ト
カ
御
都
合
ア
リ
御
西
遊
ノ
上、

充
分
該
地
方
ノ
兄
弟

国

ニ
全
天
下
伝
道
ノ
精
神
ヲ
振
ヒ
起
セ
シ
メ、

又
其
々
へ
手
ヲ
分
ヶ
枢
要
ノ
地
ヲ
撰
ミ
精
兵
ヲ
送
リ、

之
ヲ
シ
テ
主
基
督
ノ
旗
下
二
来

z

 

ラ
シ
ム
ベ
シ、

当
時
伝
道
ノ
法
方
二
至
リ
テ
ハ
小
生
已
ニ
コ
ル
ド
ン、

デ
ウ
ィ
ス
両
師
卜
伝
追
会
社
委
員
迄
線
々
ノ
書
ヲ
呈
セ
リ
0
先
日

d
補
〕

ア
ー
モ
ス
ト
ニ
参
リ
シ
ー
レ
先
生
二
面
会
シ
「
令
兄
成
章
君
ノ
事
モ
已
二
胸
算
中
ニ
ア
リ、
何
卒
内
密
二
御
含
ミ
置
キ
被
下
度
候、
生
二
委

頼
ス
ル
モ
ノ
甚
多
シ、

若
シ
他
二
漏
ル
レ
ハ
生
甚
困
却
ス
ベ
ベ」、

又
ク
ラ
ー
ク
知
〗

冗
蝉ニ
遠位）
二
面
談
セ
リ、

氏
ハ
日
本
好
キ
ノ
人

ナ
リ、

殊
二
札
幌
ニ
ハ
甚
熱
心
ノ
人
ナ
リ、

兼
テ
独
立
自
治
ノ
主
義
ヲ
該
会
二
吹
キ
込
キ
宣
教
師
卜
共
二
計
ラ
ス、

又
何
ノ
会
ニ
モ
属
セ

ス、

上
方
ニ
ア
ル
兄
弟
卜
連
絡
ヲ
通
シ
向
来
ノ
伝
道
ヲ
計
ル
ヘ
シ
ト、

兼
テ
該
会
二
勧
メ
オ
キ
シ
ョ
シ
被
談
候、

何
卒
当
夏
ハ
札
幌
迄
好

キ
援
兵
ヲ
送
リ
度
モ
ノ
ナ
リ
「
此
ノ
好
機
会
失
フ
ベ
カ
ラ
ス
」、

金
森
ヲ
ス
、
メ
七
八
ノ
ニ
ヶ
月
丈
ケ
デ
モ
該
地
二
趣
カ
ル
、
様
致
タ
シ、

貴
兄
卜
海
老
名
兄
又
伊
セ
兄、

宮
川
兄
か
一

致
シ
テ
之
ヲ
賛
成
ア
ラ
ン
事
ヲ
切
望
ス

｛
 

te

何
卒
事
ヲ
為
ス
ニ
好
機
会
ヲ
失
ハ
サ
ル
様
注
意
シ
タ
シ、

上
方
之
宜
教
師
兄
弟
ノ
日
本
全
国
二
注
目
セ
サ
ル
ヲ
追
憾
ト
ス
0
在
東
京

同
志
社
員
ョ
リ
一
懇
書
ヲ
送
致
セ
ラ
レ
ハ
実
二
感
謝
ノ
至
二
不
堪
候、

前
文
申
候
通
脳
痛
未
癒、

又
神
経
殊
二
敏
ニ
シ
テ
筆
ヲ
把
ル
能

ハ
ス
「
手
プ
ル
ミ
ミ
ト
振
フ
ル
ヘ
文
字
ヲ
書
二
困
難
ナ
リ
」、

何
卒
兄
ョ
リ
御
序
二
諸
彦
迄
宜
ク
御
致
声
ヲ
乞
フ

三
月
九
日

迎
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〈
は
〉

〈
に
〉

前
略
御
免、

陳
者
先
回
御
遣
し
之
華
書
二

よ
れ
ハ
。
フ
レ
シ
ベ
テ
リ
ヤ
ン
之
ボ
ー
ル
ド
よ
り
貴
紙
二

着
手
せ
ら
れ、

日
本
之
兄
弟
二
人
入
社

〈
卜
〉

〈
を
〉
〈
け
〉

し、

兄
ニ
ハ

壱
週
二
ニ
回
位
御
出
席
之
よ
し、

右
二

付
ク
ラ
ー
ク
先
生
ニ
ハ

相
談
ヲ
逐
ケ
得
さ
れ
共、
先
ッ
先
便
螂
見
丈
早
々
申
上
候
間、

〈
く
〉

早
速
御
開
覧
卜
奉
存
候、

扱
貴
紙
之
一

条
二

付
テ
ハ

此
迄
種
々
之
困
却
あ
り、

諸
事
意
之
如

な
ら
す
甚
遺
憾
千
万、

先
回
申
上
候
事
ニ

〈
へ
〉

〈
相
〉

付
一

昨
日
ク
ラ
ー
ク
先
生
二

面
会
之
上
鄭
見
を
陳
候
処、

殊
之
外
同
意
せ
ら
れ、

向
来
コ
ー
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
て
貴
紙
ヲ
維
持
す
べ
し

〈
之
〉

よ
し
被
申
候、

コ
ー
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ソ
ト
ハ

乃
先
回
申
上
候
通、

一

致
会
ト
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
会、

コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
会
の
三
会
ニ

ヘ
す
＞

〈
テ
＞

〈
に
V

て、

年
々
之
不
足
を
扶
助
す
る
事
二

相
成
候
ハ
、

実
二

策
之
上
な
る
者
と
可
申
候、

今
更
一

致
会
ヲ
謝
断
す
る
ハ

得
策
な
ら
ず、

之
を
招

＾
ば
＞

へ
三
＞

キ
又
コ
ソ
グ
リ
ゲ
ー
ツ
ヨ
ソ
ト
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
会
を
招
キ、

費
紙
を
し
て
日
本
基
督
教
之
オ
ル
ガ
ソ
と
な
さ
し
め
は、

自
然
右
二
会
之
イ

198 

三
月
十
八
日

宇
野
ハ

今
何
レ
ア
ル
ヤ、

浮
田
兄
ハ

何
二

従
事
セ
ラ
ル
、

ヤ、

特
別
松
山
兄
ニ
ョ
ロ
シ
ク、

貴
宅
ノ
御
一

統
二

宜
ク、

貴
会
員
ニ

ョ
ロ
シ
ク、

津
田
先
生
ニ
ョ
ロ
シ
ク、

植
村
ハ

当
時
何
ヲ
為
サ
ル
、

ヤ、

是
亦
ョ
ロ
シ
ク

⑤
森
中
章
光
写、

柏
木
義
円
写

⑥
森
中
写
に
よ
れ
ば、

原
本
は
和
罫
紙
五
枚
に
墨
筆。

追
而
書
は
一
・
ニ
枚
目
に
記
さ
れ
て
い
る
と
あ
る。

*
＊
*
 

小
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＾
客
＞

ン
ト
レ
ス
ト
を
惹
き
起
し、

自
然
看
家
も
茄
増
し
自
助
之
途
も
可
相
立
候
問、

此
書
伺
落
手
次
第
グ
リ
イ
ソ
先
生
等
二

侮
懸
合
ヒ、
占
且
教

＾
は
ゞ
＞

師
翡
の
賛
助
を
得、

先
生
方
よ
り
ア
メ
リ
カ
ソ
ボ
ー
ル
ド
ニ

懸
合
有
之
候
ハ
、

事
必
ら
す
可
相
成
と
存
候、

生
ハ

通
常
之
宣
教
師
二

非
ラ

〈
ハ
＞

〈
ヲ
＞
〈
サ
＞

サ
レ
バ
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ル
ド
ハ

生
之
申
分
を
直
二

採
用
ス
ル
能
ハ
ズ、

何
事
モ
宣
教
師
之
手
を
経
ザ
レ
ハ
ア
メ
リ
カ
ソ
ボ
ー

ル
ド
ハ
一

＊

〈
御〉

〈
歎
〉

〈
を
〉

〈
リ
〉

切
取
合
不
申
候、

全
体
兄
卜
松
山
兄、

伊
勢
兄
等
二

書
面
ヲ
遣
し
候
節
兄
等
よ
り
宣
教
師
方
之
嘆
願
書
二

添
へ
て
来

し
な
ら
ば
何
之
困

〈
つ
〉

〈
ノ
〉

難
ハ

無
之
も
の
を、
其
節
先
生
方
之
書
面
無
之
二
よ
り
ボ
ー
ル
ド
ニ

於
て
先
ッ
見
合
二

相
成
候、
貴
紙
之
事
二

付
テ
ハ

兼
而
京
師
二

あ
る
宜

〈
々
書
〉

〈
は
〉

〈
は
す
〉

教
師
方
よ
り
駆

出
状
も
被
遣
候
得
共、
ボ
ー

ル
ド
ニ

定
規
あ
り、
定
規
外
之
事
ハ

速
二

履
行
す
る
能
ハ

ず、

且
是
迄
ボ
ー
ル
ド
之
伝
道
先

〈
而〉
ネー
テ
イ
ヴ

〈
せ
〉

〈
を
〉

〈
に
〉

ニ
テ
其
国
人
之
新
聞
を
発
兌
セ
し
事
無
之、

ボ
ー

ル
ド
之
扶
助
ハ

宣
教
師
之
自
ラ
之
ヲ
執
る
二

非
ら
さ
れ
ば
六
ケ
敷
有
之、

ゴ
ル
ド
ン
、

〈

ヴ
〉

デ
ウ
ィ
ス
、

グ
リ
ー
ン
諸
師
之
骨
折
一

方
な
ら
さ
り
し
も
事
遂
二

不
行、

荏
再
今
日
二

至
レ
リ、

又
ハ

ボ
ー

ル
ド
ニ

も
定
規
外
之
事
な
れ

〈
は
〉

ば
容
易
二

之
ヲ
許
可
せ
さ
り
し
也、

然
る
に
日
本
之
進
歩
日
一

日
よ
り
も
盛
二
、

又
基
督
教
新
紙
之
必
要
な
る
事
も
大
ニ
ポ
ー
ル
ド
ニ

於

〈
て
〉而

被
解、

種
々
生
之
勧
ム
ル
所
も
あ
り、

又一＿一
兄
之
書
も
あ
り、

ク
ラ
ー
ク
先
生
ニ
ハ

特
別
二

生
其
必
要
な
る
を
説
き
種
々
之
実
況
を
明

〈
せ
〉

〈
と
〉

〈
勧
ラ
レ
〉

〈
書
状
な
き
に
よ
り
一

応
懸
合

ニ
セ
し
故
ニ
ヤ、

定
規
外
之
取
扱
を
可
為
き
迄
ボ
ー

ル
ト
ニ

被

勧
し
な
り、

然
る
に
此
節
宣
教
師
方
よ
り
．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

 

之
上
可
決
と
被
申、

之
ハ

擦
却
せ
し
に
非
ら
す、

先
々
よ
り
既
二

宜
教
師
よ
り〉
＊
＊

〈
其
書〉

来
状
あ
り
し

も
其
節
ハ

全
く
非
決
せ
ら
れ

出
状
ハ

今

•

•

•

•

•

•

•

.

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

.

•

•

•

•

•

•

 

〈
効
〉

〈
せ
〉

回
無
傲
之
者
と
な
り
し
也、

宜
教
師
翡
ニ
ハ

其
職
を
怠
り
し
に
あ
ら
す、

又
ボ
ー
ル
ド
に
て
直
二

許
可
セ
ざ
り
し
も
亦
一

理
な
き
に
非
ら

〈
す〉

〈
せ
ば
〉

〈
々
〉

〈
れ
〉

ず、

一

度
定
規
外
之
事
を
許
可
セ
ハ

向
来
殿

定
規
外
之
事
を
申
出、
遂
二

之
を
制
御
す
る
の
方
法
を
失
ふ
に
至
る
ヲ
恐

し
故
な
り、
是
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〈
ナ
リ
〉

〈
ノ
〉

〈
シ
〉
〈
御〉

〈
借
〉

レ
ボ
ー
ル
ド
の
速
二

許
可
セ
ザ
ル
以
謂
な
り、

前
文
二

よ
り
此
迄
之
了
解
違
ヒ
ト
困
難
二

困
難
重
ネ
シ
事
宜

ク

商
最
有
之
度
候、

扱

〈
テ
〉

〈
方
二
〉

〈
ク
〉

向
来
之
策
二

至
り
て
ハ

既
二

先
便
申
上
候
間、

速
二

宣
教
師
等
卜
御
相
談
有
之、

兄
ニ
ハ

全
く
貴
紙
卜
分
離
セ
サ
ル
様
御
注
意
有
之、

其

〈
る
〉

担
当
に
至
リ
テ
ハ

他
人
二

御
任
セ
之
事
力
上
策
な
る
べ
し、

貴
兄
ニ
ハ

事
務
を
執
ル

甚
不
長
所
卜
被
思
候
間、

時
々
社
説
等
之
事
二

至
り

〈
御〉

〈
力〉

て
ハ

随
分
卜
尽
力
あ
り、

事
務
ハ
一

切
御
関
係
無
之
様
仕
度
候
〇
兄
ニ
ハ

近
来
教
会
二

御
尽

之
よ
し
珍
重
々

、々

何
卒
速
二

新
会
堂
建

〈
候
へ
〉

築
二

御
尽
力
有
之
度
候、

尤
ボ
ー
ル
ド
よ
り
ハ

先
回
五
百
弗
費
会
建
築
之
為
寄
附
す
べ
し
よ
し
可
決
せ
ら
れ、

ク
ラ
ー
ク
先
生
よ
り
西
京

〈
既〉

〈
ど
〉

之
宜
教
師
方
迄
已
二

被
通
知
し
よ
し
承
り
候、

何
レ
千
四
五
百
弗
も
御
入
用
の
事
な
る
へ
け
れ
ば、

不
足
之
所
ハ

宣
教
師
方
二

御
相
談
あ

先
ツ

ら
ば
何
レ
先
生
方
よ
り
ボ
ー
ル
ド
ニ

懸
合
あ
る
べ
し、

ボ
ー
ル
ド
ニ
ハ

不
足
金
之
所
ハ

御
借
渡
し
可
申
候
と
推
察
仕
候、

右
不
足
金
（
エ
5

砿
補〕

〈
二
〉

）

「
不
足
金
員
ハ

費
会
決
議
ノ
上
御
取
扱
ア
ル
ベ
シ
」
グ
リ
ー
ン
先
生
卜
御
相
談
之
上
ボ
ー
ル
ド
ニ

御
委
頼
有
之
候
ハ
、

至
当
之
事

弗
位
ナ
ラ

〈

パ
〉

ハ

如
何

〈
ゞ
〉

〈
ら

ん
〉

と
存
候、

麻
布
会〔
堂〕
ハ

向
来
も
御
採
用
有
之、

新
会
堂
建
築
之
上
ハ

両
方
共
御
用
ヒ
被
成
候
ハ
、

至
極
御
便
利
な
る
べ
し
と
存
候、

生

〈
り
〉

〈
ー
〉

も
先
週
ボ
ス
ト
ン
に
帰
着
し
候、

且
ク
レ
フ
ト
ン
よ
り
ボ
ス
ト
ン
ニ

参
る
帰
途
ア
ー
モ
ス
ト
ニ

立
寄

シ
ー
レ

先
生
之
宅
二

五
六
日
逗

品
補〕

〈
l
〉

留
仕
候
「
シ
ー
レ

先
生
ハ

日
本
ノ
伝
道
二

非
常
ノ
イ
ン
ト
レ
ス
ト
ヲ
置
ヶ
リ、

又
日
本
教
育
上
ニ
ハ

向
来
尽
カ
セ
ラ
ル
ヘ
シ
ト
楽
ミ
居

盆
要〕

＊

〈
御〉

へ
処＞

〈
赴＞

候」、

先
生
二

喪
兄
宗
教
新
論
訳
述
之
車
を
相
談
申
候
ハ
ヽ
、

非
常
之
御
喜
二

有
之
候、

其
後
大
病
二

被
罹
候
所、

幸
二

御
平
癒
二

被
趣

候
よ
し
甚
喜
居
候、

生
も
昨
日
よ
り
ボ
ス
ト
ソ
よ
り
五
マ
イ
ル
程
ノ
ド
ー
ル
チ
ェ
ル
ト
ル
と
申
所
二

参
リ
休
脳
仕
居
候、

寒
気
未
退、

今

日
も
尚
降
雪
有
之
侯
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〔

魚
〕

当
夏
松
山
兄
ニ
ハ

御
休
暇
ア
ル
ヘ
シ
ト
存
候、

同
兄
御
休
息
労
新
潟
地
方
村
上、

新
発
田、

高
田、

糸
井
川
辺
二

御
伝
道
ア
ラ
ハ

〈
べ
〉

〈
グ
〉

該
地
方
ノ
利
益
ヲ
蒙
ル
事
甚
大
ナ
ル
ヘ
シ
ト
存
候、

同
兄
卜
御
相
談
ヲ
仰
ク、

尤
モ
貴
兄
ナ
リ
松
山
兄
ナ
リ
ノ
伝
道
旅
黄
ハ

上
方

〈
ぺ
〉

地
方
ノ
宜
教
師
卜
伝
道
会
社
二

御
懸
合
ア
ラ
ハ

都
合
出
来
ヘ
シ
ト
存
候、

教
師
方
卜
御
相
談
ア
ル

ト

キ
ハ

充
分
情
実
ヲ
知
ラ
シ

度
候

＾
且＞

何
卒
日
本
伝
道
之
事
ハ

兄
等
之
御
手
二

御
委
托
申
上
候、

顧
ク
ハ
―

B
も
早
く
御
国
之
来、

徊
栄
之
顕
＞
候
様
B
夜
祈
蘭
仕
居
候、

何

o

o

o

。

^

I
V

ヘ

ヲ
＞

＾

ツ
＞

事
二

も
御
注
意
有
之、

内
外
之
労
者
之
内
親
密
之
一

致
を
来
し
互
二

欠
点
を
許
容
し、

何
事
も
打
明
け
共
二

御
協
議
有
之、

盛
大
二

事
を

〈
功
〉

〈
に
V

挙
く
る
事
を
御
図
有
之
度
候、

且
大
事
ハ
一

朝
一

タ
二

巧
を
奏
す
る
者
二

非
ら
す、

百
折
不
撓
且
忍
且
勤、

其
成
功
二

至
り
て
ハ

真
神
之

合フ
〉

へ
る
〉

許
し
賜
ふ
時
節
を
御
待
チ、

差
少
之
事
之
為
二

大
業
を
誤
ル
事
な
か
ら
ん
事
を
切
望
仕
候、

早
々
貴
答

〈-―-
〉

五
月
十
八
日

小
崎
弘
道
兄

）
 

〈
勢〉

松
山
兄
二
よ
ろ
し
く、
此
困
伊
セ
兄
二
御
逍
し

〈
上〉

一
御
示
之
程
奉
希

候

念
も

〈
卜
〉

上
毛
地
方
之
伝
道
ノ
遂
二

盛
大
二

な
り
し
ハ

実
二

喜
欣
之
至
り、

且
海
老
名
兄
ノ
前
橋
二

赴
カ
レ
シ
ハ

上
策
ナ
リ
と
存
候

〈
ノ
〉

鉄
道
ノ
出
来
以
来

前
橋
ヲ
中
心
ト
ナ
シ、

高
崎
初
メ
倉
ケ
野、

栃
木、

宇
津
ノ
宮
辺
二

御
着
手
ア
ラ
ン
事
ヲ
切
望
ス、

且
兄
ニ

モ
時
々
右
伝
道
ノ
御
加
勢
二

御
出
懸
ケ
ア
リ
テ
ハ

如
何、

来
秋
ハ

是
非
ト
モ
仙
台
地
方
二

着
手
致
シ
度
候
間、

前
橋、

安
中
ョ
リ

〈
ル
可
〉

漸
々
卜
東
北
地
方
二

御
着
手
ア
ラ
ハ

往
々
ハ

北
奥
地
方
卜
連
絡
ヲ
通
ス
ル
ニ

至
ヘ
シ
ト
存
候
問、

早
々
海
老
名
兄
卜
御
相
談
有
之
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〈
グ
〉

メ、

了
解
違
ヒ
ノ
ナ
キ
様
御
注
意
ヲ
仰
ク

先
日
ア
ー
モ
ス
ト
ニ

於
テ、

ダ
プ
リ
ウ
・

ク
ラ
ー
ク
先
生
二

面
談
セ
リ、

氏
ハ

札
幌
大
好
物
ノ
人
ナ
リ、

早
々
上
方
ョ
リ
何
人
カ

〈
ぺ
〉

〈
氏
〉

〈
由
〉

〈
メ
〉

好
キ
労
者
ヲ
送
ル
ヘ
シ
ト
呉
々
モ
被
願
候、

先
便
金
森
兄
当
夏
休
暇
中
出
張
シ
、

該
地
ノ
伝
道
ヲ
助
ケ
ラ
ル
ヘ

キ
ョ
シ

勧

申
置

候
問、

御
序
ア
ラ
ハ

兄
ョ
リ
モ
御
賛
成
ア
リ
タ
シ

札
幌
ハ

北
海
道
ノ
要
地
ナ
リ、

今
ョ
リ
該
地
ノ
兄
弟
卜
連
絡
ヲ
姐
ス
ル
ハ

向
来
伝
道
ノ
便
宜
タ
ル
ベ
シ
、

眼
前
ノ
働
キ
モ
大
切
ナ

〈
也
〉

レ
ト
モ、

今
ョ
リ
数
十
年
数
百
年
ノ
計
ヲ
為
ス
モ
亦
大
切
ナ
リ

仝且
〉

〈
恰
〉

〈
ク
〉

〈
十
〉

〈
廃
〉

生
近
来
脳
病
ョ
ロ
シ
カ
ラ
ス、

脳
中
熱
湯
ノ
沸

力
如
シ
、

夜
々
ノ
眠
リ
不
充
分
ニ
シ
テ
ニ
月
上
旬
以
来
全
ク

読
書
ヲ

廃
シ
居

〈
夕
〉

〈
ヤ
ウ
〉

候、

生
ノ
生
死
進
退
ハ

全
ク
真
神
ノ
手
二

任
セ
ア
リ、

何
卒
生
ノ
万
事
神
意
二

叶
ヒ、

神
命
二

応
シ
此
生
命
ヲ
神
二

捧
ケ
得
ル
ヲ

御
祈
被
下
度
候

御
母
上
様
妻
君
ニ
ョ
ロ
シ
ク、

貴
会
ニ
モ
ヨ
ロ
シ
ク
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明治18年

弥
本
年
五
月
七
日
ヲ
期
シ
日
本
基
督
教
徒
大
親
睦
会
ヲ
我
が
西
都
二

開
設
セ
ラ
ル
、

事
二

決
セ
ラ
レ
ク
ル
由
承
聞
シ
大
慶
千
万、

一

通
ノ
書
ヲ
認
メ
大
親
睦
会
来
会
ノ
愛
兄
等
二

呈
セ
ン
ト
ス、

弟
慎
テ
愛
兄
等
ノ
安
ヲ
問
フ
、

愛
兄
等
無
恙
神
ノ
鴻
恩
二

沐
浴
セ
ラ
レ、

今
回
逝
々
我
ガ
西
都
二

来
会
セ
ラ
レ、

互
二

神
ノ
愛
兄
等
二

施
シ
賜
フ
所
ノ
恩
寵
ヲ
語
ラ
レ、

弥
親
睦
ヲ
厚
フ
シ、

200 199 

四
月
四
日

〔
柏
木
補
〕

「
十
八
年
四
月
三
日
」

n
四
月
三
日

〔
マ
マ
〕

〔
マ
マ
〕

〔
マ
マ
〕

:·,
：
御
兄
ニ
ハ

此
度
洗
礼
御
望
み
の
よ
し
珍
重
…·
:、

日
本
を
出
し
よ
り
是
程
喜
は
し
き
新
聞
ハ

未
た
承
り
不
申
候
…
…、

御
兄
様
に
も

〔
マ
マ
〗

其
節
（
日
本
信
徒
大
親
〔
睦〕
会
京
都
に
て
）

御
受
洗
□
口、

京
都
府
下
の
人
々
に
大
関
係
を
も
生
す
事
…
…

⑤
『
福
音
新
報』

三
巻
ニ
―

号
（
五
月
二
十
七
日
発
行）

所
収

＊
＊

 

日
本
基
督
教
大
親
睦
会
諸
愛
兄
等

⑤
柏
木
義
円
写

新
島
八
重
〕

不
取
敢

又
特
二

我
ガ
基
督
教
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明
治
十
八
年
四
月
四
日

前
途
ノ
為
二

計
ラ
ル
所
ア
ラ
ン
ト
ス
ル
ハ

我
ガ
邦
家
ノ
大
幸、

大
二

弦
二

基
ス
ペ
シ
ト
確
信
シ
、

喜
欣
雀
躍
手
ノ
措
キ
足
ノ
踏
ム
所
ヲ
知

ラ
ザ
ル
ナ
リ、

弟
多
年
宿
病
ノ
侵
ス
所
ト
ナ
リ、

弟
新
島

襄

謹
呈

不
幸
ニ
シ
テ

瓢
々
遠
ク
米
洲
二

留
遊
シ
、

禄
々
日
ヲ
送
ル

弦
ニ
―

年、

而
シ
テ
此
大
会

ニ

当
リ
愛
兄
等
ノ
喜
ヲ
以
テ

溢
ル
、

顔
色
ヲ
観、

霊
ヲ
以
テ
満
タ
サ
レ
タ
ル

談
話
ヲ
聴
ク
ノ
好
機
会
ヲ
失
フ
ニ

至
ル
ニ

其
追
憾
嗚
呼
何
等

ゾ、

弟
ノ
心
木
石
ニ
ア
ラ
ズ
、

愛
兄
等
宜
ク

遥
察
ア
リ
賜
へ
、

然
リ
ト
雖
ト
モ
、

我
等
各
神
手
ノ
誘
導
ヲ
ノ
ミ
是
仰
グ
ノ
身
ナ
レ
バ
、

縦

令
疾
病
危
難
二

逢
遭
ス
ル
モ
、

或
ハ

親
戚
朋
友
東
西
相
分
カ
ル
モ
、

或
ハ

平
素
ノ
目
的
水
泡
二

属
ス
ル
モ
、

或
ハ

真
理
ノ
為
迫
害
ヲ
受
ケ

手
足
所
ヲ
異
ニ
ス
ル
モ
、

恩
寵
慈
愛
二

富
ミ
賜
フ

我
等
ノ
神
ハ

総
テ
是
等
ノ
事
ヲ
シ
テ
我
等
ノ
婢
益
ト
ナ
ラ
シ
メ
バ
、

幸
二

弟
ヲ
シ
テ
失

望
二

至
ラ
シ
メ
ズ
、

弟
宿
病
未
ダ
愈
ヘ
ズ
、

身
未
ダ
健
ナ
ラ
ズ
、

随
テ
鷺
駕
伏
樫
ノ
感
ナ
キ
能
ハ

ザ
ル
モ
千
里
ノ
志
尚
未
夕
消
セ
ズ、

勃

勃
焉
沸
々

乎
ト
シ
テ
起
来
リ、

日
夜
自
ラ
制
ス
ル
能
ハ

ザ
ル
ヲ
苦
ム
、

嗚
呼
神
弟
ニ

カ
ス
ニ

年
ヲ
以
シ
、

再
ビ
我
ガ
本
邦
二

帰
航
ス
ル
ノ

幸
ヲ
得
セ
シ
メ
バ
、

弟
身
ノ
鷺
駕
ヲ
顧
ズ
、

又
愛
兄
等
卜
共
二

霊
甲
ヲ

蒙
リ、

霊
剣
ヲ
横
へ
、

堂
々

斉
々
タ
ル
十
字
大
軍
二

参
伍
シ
、

弟

ノ
一

分
ヲ
喝
ス
所
ア
ラ
ン
ト
ス
、

弟
此
大
会
二

向
ヒ

別
二

意
見
ノ
吐
露
ス
ベ

キ
ナ
シ
、

只
切
望
シ
テ
止
マ
ザ
ル
所
ハ
、

来
会
セ
ル

愛
兄
等

〔

祈
〕

各
ノ
頭
上
二

活
火
ノ
如
キ
聖
霊
ノ
降
臨
ア
リ
テ
真
正
ノ
「
リ
バ

イ
バ
ル
」

ヲ
受
ケ
ラ
レ
ン
事
ナ
リ、

愛
兄
等
亦
共
二

弟
ヲ
霊
壇
ノ
下
二

紀

念
シ

賜
ハ
、

弟
ノ
幸
何
ゾ
之
二

若
カ
ン
、

弟
ノ
身
遠
ク
山
海
ヲ
隔
ル
モ
、

弟
ノ
心
愛
兄
等
卜
共
ニ
ア
リ、

共
二

大
会
二

臨
ム
可
シ
、

書
万

一

ヲ
喝
サ
ズ
、

切
二

願
ク
ハ

神
ノ
平
康
恩
寵
普
ク
愛
兄
等
ノ
心
二

灌
カ
レ
ン
事
ヲ、

亜
孟

日
本
基
督
教
大
親
睦
会
諸
愛
兄
等
御
中
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明治18年

n
五
月
十
一

日

⑤
柏
木
義
円
写

〔
マ
マ
〕

・・・・・・
ス
メ
ッ
ソ
ニ
ヤ
ン
・

イ
ン
ス
テ
テ
ュ
シ
ョ
ン
と
申
す
大
博
物
館
に
参
り
掛
り
の
役
人
又
ハ

学
者
先
生
に
面
会、

向
来
日
本
の
博
物
と

米
国
の
博
物
と
交
換
な
と
す
る
の
手
順
を
つ
け、

学
者
先
生
の
案
内
を
受
け
候
故、

通
例
之
見
物
人
之
見
得
さ
る
所
迄
も
十
分
に
見
物
し

実
に
大
な
る
益
を
得
申
候、

倍
其
博
物
館
ハ

米
国
第
一

等
の
博
物
館
に
し
て、

烏
獣
魚
類
よ
り
天
下
之
珍
物
を
集
め、

米
国
土
着
の
イ
ン

デ
ア
ン
の
古
物
な
と
は
照
く
程
沢
山
二

集
め
有
之
候
故、

本
月
二
日
ニ
ハ

兼
而
御
存
し
も
有
之
候
ヮ
シ
ン
ト
ン
府
の
。ハ
ー
カ
ル
（
之
は
同

志
社
学
校
の
為
め
第
一

番
に
金
千
弗
を
寄
附
し
呉
れ
た
る
人
）

氏
の
家
に
招
か
れ
参
候
処、

前
書
に
も
申
上
候
通
初
め
て
先
生
之
家
に
参

り
面
会
せ
し
時
ハ
、

先
生
最
早
老
衰
故
二
階
よ
り
ソ
ロ

／
＼
と
下
り
来
り、

未
た
言
を
発
せ
さ
る
内、

私
の
手
を
握
り
直
二

両
手
を
拡
ろ

〔
哲〕

げ
て
私
を
抱
き
涙
を
ポ
ロ

／
＼
と
流
し
漸
く
物
言
は
す、

其
後
初
め
て
言
語
を
出
し
喜
び
余
り
て
言
な
し
と
被
申、

其
よ
り
銘
々
イ
ス
に

ウ
エ

ル

モ

ソ

ト

つ
き
語
ら
ん
と
す
る
に、

私
も
昔
時
碧
山
洲
ロ
ト
ラ
ン
ド
府
に
於
て
ア
メ
リ
カ
ソ
ボ
ー
ル
ド
ノ
大
集
会
之
時
之
を
最
後
之
好
機
会
と

思

ひ、

我
日
本
に
基
督
教
主
義
之
大
学
を
創
立
シ
タ
キ
旨
を
述
へ
、

満
腔
之
感
慨
と
徹
金
石
之
精
神
を一――
千
の
聴
衆
に
向
ひ
演
説
せ
し
に、

登
図
ら
ん
私
の
背
後
よ
り
一

老
翁
直
立
し、

予
新
島
氏
の
学
校
の
為
に
金
一

千
弗
を
寄
附
す
へ
し
と
被
申、

続
い
て
ウ
ェ
ル
モ
ン
ト
州
の

旧
知
事
ペ
ー
ジ
氏
も
金
一

千
弗
を
寄
附
す
る
と
被
申、

続
い
て
五
百、

三
百、

二
百
の
声
あ
り
し
時
の
場
合
を
思
ひ
出
し、

先
生
の
好
意

〔
柏
木
補〕

「
十
八
年
五
月
十
一

日
」

201 

新
島
八
重
〕
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を
涙
を
添
へ
て
謝
し
け
れ
ば、

先
生
も
亦
此
世
に
於
て
如
此
再
ひ
廻
り
合
ふ
は
如
何
に
神
の
御
恵
み
そ
と
被
述、

有
之
候、

先
生
は
最
早
八
十
一

歳
に
被
成、

近
来
脳
痛
を
患
つ
ら
〔
わ〕
れ
候
故、

の
進
歩
と
又
日
本
伝
道
の
実
況
を
述
へ

候
へ
は、

喜
ひ
の
余
り
感
涙
を
流
し
て
私
の
話
を
被
聴
候、

あ
る
や
否
と、

殊
の

外
之
御
喜
び
ニ

且
其
時
私
感
し
候
に、

当
時
日
本
に

居
る
老
人
八
十
一

以
上
に
達
す
る
人
の
内、

如
此
迄
も
日
本
の
為
を
思
へ
日
本
の
為
に
心
配
せ
ら
れ、

又
日
本
の
為
に
感
涙
を
流
か
す
人

且
っ
八
十
一

歳
以
上
は
倦
て
置
き、

向
来
日
本
の
骨
髄
と
な
る
可
き
青
年
の
内
幾
人
か
此
老
翁
の
如
き
あ
る
や
と、

暫
ら

く
物
言
ふ
事
も
出
来
さ
り
し、

私
は
先
生
の
家
に
二
日
半
逗
留
致
し、

逗
留
中
ソ
ロ

／
＼
日
本
伝
道
之
話
も
致
し、

本
地
図
を
示
し
京
都
学
校
の
所
在
を
指
示
し、

且
つ
真
教
の
拡
ま
り
し
地
方
を
示
せ
し
か
は、

老
翁
天
を
仰
い
て
神
に
感
謝
し、

人
間
の

又
米
国
公
使
書
記
官
と
被
成、

支
那
に
於
て
甚
た
有
功
の
人
な
り、

且
つ
兼
て
持
参
の
日

力
に
あ
ら
す
全
く
神
の
大
能
力
能
く
之
を
為
玉
ひ
し
と
被
申
候、

倦
此
老
翁
は
兼
而
支
那
に
伝
道
に
赴
か
れ
カ
ン
ト
ン
に
病
院
を
開
き、

〔

ミ

〕

且
ワ
シ
ン
ト
ソ
府
ス
タ
ル
ソ
ニ
ヤ
ン
・

イ
ン
ス
テ
テ
ュ
シ
ョ
ン
（
乃

ち
大
博
物
館
）

創
立
に
も
甚
た
尽
さ
れ、

近
来
ま
で
其
委
員
の
列
に
加
は
り、

先
生
の
半
身
像
を
其
館
中
に
立
て
ら
れ
し
程
の
人
な
り、

先
生
支
那
よ
り
帰
ら
れ
本
国
に
住
す
る
二
十
七
年、

帰
国
の
後
二
年
に
し
て
始
め
て
男
子
を
得
た
り、

父
の
名
を
与
へ
て
ピ
ー
ト
ル
と
呼

〔

マ

マ

〕

ひ
た
り、

今
は
二
十
五
歳
未
た
基
督
の
救
ひ
の
道
を
信
せ
す、

私
辞
し
去
る
時
呉
々
も
己
れ
の
息
子
の
為
に
祈
り
呉
れ
と
被
求
た
り・・・・・・

余
り
御
話
は
出
来
兼
候
得
共、

荒
ま
し
同
志
社
英
学
校
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明治18年

202 

五
月
三
十
日

⑤
森
中
章
光
写、

柏
木
義
円
写

華
墨
拝
読
仕
候、

陳
者
小
弟
も
御
存
之
通
兎
角
多
病、

〈
プ
〉

〈

波
〉

〈

さ
〉

ク
レ
フ
ト
ン
・

ス
プ
リ
ン
グ
よ
り
帰
披
仕
候
よ
り、

尚
気
候
之
宜
し
か
ら
ざ
る
よ

〈

当
〉

〈

力
〉

〈
ハ
〉

＊
＊
〈

等
〉

り
一

卜
先
南
方
二

出
懸、

殆
一

ヶ
月
余
所
々
遊
歴
経
過
し、

幾
分
か
先
途
之
目
算

な
し
参
り、
ヱ
ー
ル
大
学
二

も
逗
留
ポ
ル
タ
先
生

ニ

〈
モ
〉

〈
ル
〉

〈

も
〉

面
会
仕
候
処、

彼
ヱ
ー
ル
神
学
校
ニ
ハ

大
学
科
コ
ル
レ
ジ
コ
ー

ス
を
卒
ヘ
サ
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ

入
校
ヲ
許
サ
ス
、

又
扶
助
も
与
ヘ
ス
、

右

〈

ア
〉

〔
補
〕

故
該
校
入
学
之
御
望
ハ

御
絶
可
被
成
侯、

小
弟
別
二

計
ル
処
あ
り、

バ
ン
ゴ
ワ
「
バ
ン
ゴ
ワ
ハ
メ
イ
ン
州
ニ
ア
リ、

曽
テ
ボ
ン
ド
氏
ノ
授

〈

か
〉

〈

る
〉

〈
せ

ば
〉

〈
ノ
〉

業
セ
ラ
レ
シ
神
学
校
ナ
リ
」

力
又
ハ
シ
カ
ゴ

之
神
学
校
ニ
ハ

特
別
課
あ
り、

是
よ
り
此
課
二

入
ル
の
策
を
な
す
べ
し
此
両
策
中

一

ツ
ハ

〈
へ
〉

〈
し
〉

成
ル
ヘ
シ
ト
希
図
仕
居
候、

当
時
御
労
働
中
甚
ッ
ラ
キ
事
も
あ
る
べ
し、

然
シ
古
来
大
事
業
を
為
せ
し
人
物
中
大
名
力
黄
金
家
二

生
れ
し

〈
ノ
〉
〈
ヲ
〉

〈
せ
〉

者
甚
稀
ナ
リ、

労
働
ハ

人
生
之
良
薬
ナ
リ、

苦
難
ハ

青
年
之
業
を
成
ス
ノ
楷
梯
ナ
リ、

小
弟
昔
時
労
働
セ
し
事
一

年
ヨ
、

又
人
之
糞
汁
迄

〈
ハ
〉

モ
洗
ヒ
シ
事
ア
リ、

是
等
之
事
ハ

今
日
ニ
ト
リ
小
弟
ヲ
益
ス
ル
殊
二

甚
ダ
シ、

愛
兄
ョ

忍
プ
ベ
シ、

忍
プ
ベ
シ、

疲
労

克
ク
兄
ヲ
シ
テ

〈
ル
〉

〈
ハ
〉

眠
ラ
シ
ム
ベ
シ、

人
労
シ
テ
初
メ
テ
黄
金
ノ
貴
キ
ヲ
知

、

日
本
ノ
乳
臭
書
生
多
ク
ハ

金
ノ
貴
キ
ヲ
知
ラ
ス
、

乞
ヒ
サ
ヘ
ス
レ
ハ

事

容

〈

可
〉

〈

閉
口
〉

易
二

成
ル
ヘ
シ
ト
思
ハ

ラ
ル
ニ
ハ

甚
困
候、

兄
ョ

忍
プ
ベ
シ、

落
胆
ス
ル
勿
レ
、

労
働
ハ

兄
ノ
本
国
ヲ
発
ス
ル
時
ノ
覚
悟
ニ
ア
ラ
ス
ヤ、

＊

蔵
原
惟
郭
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〈
ク〉

坐
シ
テ
人
ノ
助
ケ
ヲ
受

ル
ヨ
リ
モ
労
シ
テ
自
ラ
ヲ
助
ク
ノ
費
キ
ニ
如
カ
ス、

人
生
事
ヲ
為
ス
ャ
只
々
学
問
ノ
博
キ
ニ
ョ
ラ
ス、

〈
フ〉

〈
ビ〉

〈
バ
〉

一
不
撓
ノ
鉄
腸
ヲ
練
磨
ス
ル
ニ
ア
リ、

兄
ョ
此
理
ヲ
知
リ
賜

ヤ
否、

小
弟
滞
米
中
再
ヒ
モ
ー

デ
ー
氏
二
面
会
ス
ル
ノ
機
ヲ
得
ハ
兄
ノ
為

．

．

 

扉い
〈
ど〉

〈
求
ム〉

ニ
計
ル
処
ア
ル
ペ
シ、
真
実
誠
忠
勉
励
等
ヲ
以
テ
宜
シ
ク
兄
ノ
実
価
ヲ
顕
ス
ペ
シ、
米
州
人
物

乏
キ
ニ
ア
ラ
ス、
何
人
力
克
ク
兄
ヲ
知
ル

•

•

•

〈へ
〉

〈
宣〉

モ
ノ
ア
ラ
ン、

勉
ョ
ヤ、

忍
ヘ
ヨ
ヤ、

小
弟
兄
ノ
為
二
祈
テ
怠
ラ
サ
ル
ベ
シ、

不
宜

．

．

 

〈
三
十〉

五
月
舟
日

．

 

〈
廊〉

蔵
原
惟
郭
君

〈二
〉

尚
、々

其
後
ソ
ー

ヤ
ル
君

御
不
沙
汰
申
候、

宜
し
く
御
致
声
ヲ
乞
フ

@
f

ト
ニ

＠

コ
ル

成
業
偏
忍
兼
勉
因

吾
子
須
磨
魂
一

片

義
光
未
遍
照
皇
洲

此
作
ハ
予
勉
テ
作
リ
シ
ニ
ア
ラ
ス

今隙〉

一
日
抗
慨
の
余
マ
リ
勃
々
乎
ト
シ
テ
自
ラ
発
セ
シ
ナ
リ

生
ノ
心
緒
御
了
察
ア
レ

人
生
百
事
不
如
意

新
島

狸

一

片
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明治18年

仝
芳
〉

〈

周
〉

先
達
中
よ
り
ア
モ
ス
ト
大
学
卒
業
式
傍
覧
之
為
一

週
間
程
シ
ー

レ
ー

先
生
之
宅
二

逗
留
い
た
し、

今
朝
費
書
落
手
拝
見
い
た
し
尊
意
之
不

穏
を
了
察
申
候、

費
君
ニ
ハ

何
ニ
カ
ソ
ー
ヤ
ル
氏
卜
議
論
ノ
合
ハ
サ
ル
ニ

似
タ
リ、

何
事
カ
ハ

知
レ
サ
レ
ト
モ
君
之
進
退
二

付
諸
事
御
注

〈
レ

ー
〉

〈
バ

君
〉

〈
バ
〉

〈
ノ
〉

意
有
之、

別
シ
テ
モ
ー
デ
イ
氏
之
信
友
ナ
レ
ハ

□
□
ニ
モ
御
注
意
有
之
度
候、

生
之
察
ス
ル
所
ニ
ョ
レ
ハ
ソ
ー
ヤ
ル
氏
ハ

君
之
挙
動
且
読

•

•

•

•

•

〈

な

と
〉

〈
て
〉

ヘ
ア

ル
〉

破
ス
ル
所
之
書
類
等
を
見
テ、

恐
ク
ハ
ア
ン
ベ
シ
ョ
ン
之
高
キ
青
年
ナ
リ
ト
思
ヒ
シ
ナ
ラ
ン
カ、

何
故
二

去
ル
カ
ノ
理
由
ハ
ホ
ゞ

了
察
申

．

．

．

 

〈

く
〉

候
得
共、

飽
ク
迄
モ
基
督
信
徒
ノ
忍
堪、

乃
チ
ク
リ
シ
チ
ャ
ン
・
グ
レ
ー
ス
ヲ
以
テ
ソ
ー
ヤ
ル
氏
二

接
シ
、

決
シ
テ
御
議
論
等
無
之
様
御
注

意
奉
仰
候、

〈
シ
〉

〈
バ
〉

万
ー

ボ
ス
ト
ン
ニ

御
越
ル
ナ
レ
ハ

其
理
由
ヲ
明
ニ
シ
、

同
氏
ヲ
シ
テ
君
二

向
ヒ
不
満
足
ヲ
抱
カ
シ
メ
サ
ル
様
御
注
意
有
之
度

〈
二
〉

〈

共
〉

候、

先
日
バ
ン
ゴ
ワ
之
一

教
師
に
面
会
候
間、

貴
君
之
事
を
委
托
申
置
候、

乍
去
同
氏
ニ
ハ

君
之
英
文
章
を
拝
見
致
し
た
し
と
被
申
候

〈
に
〉

〈

り

し
〉

〈
ノ
〉

〈

ヲ
〉

間、

君
二

し
て
何
故
米
国
二

来
リ
シ
カ、

又
何
故
神
学
ヲ
学
フ
ヲ
要
ス
ル
カ
ノ
旨
意
ヲ
以
テ
一

片
ノ
文
ヲ
認、

君
平
素
満
腔
之
宿
志
を
陳

〈

は
ゞ
〉

〈
へ
〉

〈
二
〉

し
賜
ハ
、

事
必
ラ
ス
成
就
ス
ペ
シ
、

然
シ
事
ノ
成
否
ハ

文
ノ
見
ル
ヘ

キ
所
卜、

特

文
中
之
旨
趣
如
何
ニ
ョ
ル
ベ

ケ
レ
ハ
、

充
分
君
之
精

〈
ヲ
〉

〈

せ
〉

〈
へ
〉

〈

候
〉

〈

郷
〉

神
ヲ
込
メ
文
章
一

片
を
（
長
文
ヲ
要
セ
ス
）

紙
上
二

吐
露
シ
賜
ハ
ヽ
、

小
生
速
ニ
バ
ン
コ
ワ
之
教
師
二

便
送
可
申

他
国
ニ
ア
レ
ハ

君

203 

七
月
三
日

⑤
森
中
章
光
写、

柏
木
義
円
写

＊

蔵
原
惟
郭
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〈
之〉

〈
ハ
〉

〈
モ
〉

も
進
退
二

付
特
二

御
注
意
有
之
度
候、

前
状
御
申
越
之
ハ

ー
ル
ト
ホ
ル
ド
神
学
校
も
近
時
大
分
評
判
ョ
ロ
シ
ク、

生
徒
ノ
数
ハ

却
テ
ア
ン

〈
ノ
〉

ド
ワ
ニ

勝
レ
リ、

若
該
校
二

御
世
話
申
ス
人
ア
レ
ハ

決
シ
テ
御
辞
退
ア
ル
勿
レ
、

君
之
ポ
ス
ト
ン
ニ

来
ル
ノ
事
二

付
キ
生
ハ

不
同
意
卜
申

〈
ス
〉

訳
ニ
ハ

無
之
候
得
共、

先
キ
ヲ
計
ラ

シ
テ
来
ル
カ
如
キ
ハ

決
シ
テ
得
策
ニ
ア
ラ
ス
、

予
メ
君
ノ
奉
公
ス
ベ

キ
ロ
ヲ
見
出
シ
、

然
ル
后
来

府
ア
ル
ペ
シ
、

一

日
又
一

月
ナ
リ
ト
モ
世
話
ニ
ナ
リ
シ
人
物
ニ
ハ

成
丈
ケ
懇
切
ノ
御
付
合
ア
リ
タ
シ
、

男
児
ノ
恥
ヲ
含
ム
ハ

無
気
カ
ノ
人

〈
諾
〉

〈
暫〉

ノ
恥
ヲ
受
ケ
之
ヲ
恥
ト
セ
サ
ル
ノ
類
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
、

漸
時
恥
ヲ
含
ム
モ
亦
君
ノ
修
行
ナ
ル
ベ
ケ
レ
ハ
、

是
等
ノ
事
御
承
知
ノ
上
御
進
退

〈・ハ
〉

バ
ソ
ゴ
ア
ノ
策
成
ラ
ス
ハ
シ
カ
ゴ
ニ

着
手
ス
ベ
シ

〈
ズ
バ
〉

〈
ド
ニ
〉

シ
カ
ゴ
ノ
策
立
タ
ス
ハ
ハ

ー
ル
ト
ホ
ル
ト
に
懸
合
ハ
ン
事
ヲ
成
ス
ハ

百
折
不
屈
ニ
ア
リ

．

．

．

．

．

 

ヘ
ニ
〉

兎

角
一

片
ノ
文
ヲ
御
認
メ
ア
リ
度
候

七
月
＝＿
日

〈
廓
〉

惟
郭
君

ア
ル
ベ
シ

350 



明治18年

〔

力
〕

其
後
ハ

存
外
之
御
不
沙
汰
申
上
候
段
御
免
可
被
下
候 、

扱
逐
々
暑
気
相
催
候
処 、

御
双
親
様
方
ニ
ハ

弥

御
機

鎌
克
被
為
在
候
条
奉
祝
賀

候 、

私
之
帰
国
も
今
三
四
ヶ
月
程
に
相
成
申
候
間 、

御
機
嫌
克
御
待
受 、

別
し

而
御
母
上
様
に
は
此
夏
ハ

喰
物
に
御
用
心
被
成
下
度
呉
々

も
願
上
申
候 、

且
内
々
ハ

勿
論
親
類
二

対
し

又
外
々
に
対
し
人
よ
り

指
を
サ
、
レ
サ
ル

様
何
事
ニ
モ
御
注
意 、

別
而
内
々
之
平
和
親
睦
し

神
之
御
恵
に
御
富
ミ

被
遊
候
様
呉
々
も
奉
祈
候

八
重
事
も
私
出
立
よ
り

此
方
種
々
心
配 、

別
し

而
此
度
ハ

大
親
睦
会
に
て
彼
是
配
慮
致
さ
れ 、

又
昨
年
よ
り

身
体
も
あ
ま
り

丈
夫
な
ら
さ

〔

之
〕

れ
ハ

海
水
浴
之
為
暫
時
な
り

共
明
石
辺
に
参
る
へ

き
よ
し
私
よ
り
申
遣
候
間 、

御
双
親
様
二

御
前
を
憚
り

他
出
を
見
合
申
候
而
は
気
之
毒

ニ

存
候
間 、

是
非
共
御
双
親
方
よ
り
も
御
勧
め
他
所
二

参
リ
養
生
致
候
様
仕
度
候 、

右
為
願
用
御
機
嫌
伺
芳
如
此
候
也 、

頓
首
再
拝

御
老
大
人
様

私
も
段
々
丈
夫
二

相
成
候
間 、

御
安
心
被
下
度
候 、

速
水
様
に
ハ

御
替
リ
ハ

無
之
候
哉 、

宜
し
く

〔
異
箪．
tE
〕

「
十
八
年
八
月
十
五
日
達
」

七
月
四
日

襄

④
イ
ソ
ク

204 

七
月
四
日

新
島
民
治
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蔵
原
君

206 

頓
二
赴
能
ハ
ス、

生
昨
日
午
後
十
二
時
少
し
過
し
比
ミ
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
に
参
り、

20S 

七
月
十
四
日

過

再
ヒ`
、`
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
に
帰
り
来
つ
て
足
下
之
御
書
拝
見
致
候、

貴
書
ニ
ョ
レ
ハ
八
時
比
再
ヒ
御
尊
来
之
よ
し、

生
ハ
八
時
頃
披
士

G
―
-

〕

昨
夜
此
地
に
来
り
し
に
非
常〔
に〕
疲
労
を
生
し
親
友
之
家
を
尋
ネ
ル
能
ハ
ス、

依
而
今
朝
是
非
二
再
之
朋
友
を
訪
ハ
サ

ル
ヲ
得
ス、

依
而
御
気
之
毒
に
候
得
共
今
午
後一＿一
時
比
御
再
来
被
下
間
敷
哉、

右
得
貴
意、

早
々
頓
首

七
月
十
四
日
朝

〔
七
月
十
七
日

n
柏
木
補
u

「
十
八
年
七
月
十
七
日
」

⑤
森
中
章
光
写其

よ
り
直
二
医
者
の
家
に
参
り
候
処、

⑤
柏
木
義
円
写

新
島
八
重
〕

蔵
原
惟
郭

新
島

襄

案
外
に
ヒ
マ
ド
リ
漸
く
二
時
半

⑥
森
中
写
に
よ
れ
ば、

原
本
は
イ
ソ
ク
害
と
あ
る。
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明治18年

〈

じ
〉

〈

日
〉

過
日
手
を
別
ち
し
よ
り
直
に
汽
船
に
乗
り、

翌
十
五
日
バ
ー
ハ

ー
バ
ル
に
着
し、

即
ち
一

書
を
認
め
オ
ー
バ
ー
ン
デ
ー
ル
之
友
人
迄
送
り、

〈

御
〉

〈

其
〉

〈

き
〉

〈

に
〉

〈

は
〉
〈

に
〉

〈

れ
〉

貴
君
之
英
文
章
に
付
て
残
し
置

た
る
所
を
詳
細
二

記
し、

若
し
見
出
し
た
る
上
ハ

直
二

貴
君
迄
送
り
呉
レ
る
よ
し
頼
入
候
処、

今
に
其

〈

は
〉

〈

と

有

之
〉

友
人
よ

り

返
事
不
来、

又
貴
君
よ

り
ハ

例
之
文
章
御
送
リ
無
之、

右
者
少
々
不
思
議
に
存
し
此
一

書
を
呈
し、

弥
右
文
章
ハ

僕
之
友
人

〈

せ
〉

〈

日
〉

よ
り
御
呈
送
申
セ
し
哉
否
御
尋
致
度
候、

其
後
僕
オ
ー
バ
ー
ン
デ
ー
ル
に
あ
り
貴
君
之
文
を
拝
読
し
居
る
最
中
近
辺
之
人
之
尋
来
り、

其

〈

と
〉

〈

に
〉

〈
エ
〉
〈
ハ
〉

等
卜
応
接
致
し
居
る
時
最
早
汽
車
之
時
間
近
寄
候
故、

早
々
午
飯
を
喫
し
其
よ
り
急
速
二

飛
出
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
候
間、

多
分
友
人

207 

七
月
二
十
七
日

⑤
森
中
章
光
写、

柏
木
義
円
写

⑥
森
中
写
に
よ
れ
ば、

原
本
は
洋
紙
二
枚
に
イ
ソ
ク
雹

と
あ
る。

＊

 

蔵
原
惟
郭

ヘ
マ
マ̀
]

：＇·
:
私
を
支
棉
よ
り
漣
れ
呉
れ
し
船
将
テ
ー
ロ
ル
氏
の
未
亡
人
を
訪
ね
四
日
逗
留
致
候、

殊
の
外
之
取
扱
二

而
近
傍
彼
是
見
物
致
し、

又

n
マ
マ
U

永
々
と
昔
し
物
語
を
為
し、

只
独
り
残
さ
れ
た
る
未
亡
人
を
慰
め
申
候、

：＇·
：
去
る
七
日
に
は
テ
ー
ロ
ル
氏
之
所
よ
り
二
里
程
の
町
な
る

セ
ー
ロ
ム
と
申
す
所
に
（
之
は
東
大
の
教
師
た
り
し
モ
ー
ル
ス
氏
の
郷
里
）

参
り
私
を
日
本
よ
り
盗
み
出
し
呉
候
一

小
船
の
甲
比
丹
セ
ー

〔
マ
マ
＞

ヴ
オ
リ
ー
氏
に
面
会
し、

永
く
昔
話
な
し
て
互
ひ
に
喜
び
申
候··
…•
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て
御
勉
励
有
之
度
候、

云
々
御
相
談
有
之
候
得
共、

僕
ハ

此
度
之
洋
行
に
付
非
常
之
費
用
有
之、

少
し
の
裕
余
も
無
之
候
間、

此
義
ハ

御
免
被
下
度
候、

尤
貴
君

〈

ひ
〉

入
校
之
義
二

付
僕
之
及
フ
丈
ヶ
之
分
を
相
喝
し
可
申
候、

困
難
ハ

喪
君
素
よ
り
之
覚
悟
二

有
之
候
ハ
ヽ
、

水
を
渡
り
得
て
再
ヒ
舟
を
装
ふ

〈

ひ
〉

〈

す
へ
〉

へ

は
〉

勿
れ、

今
よ
り
戦
ヒ
勝
の
策
を
為
べ
し、

然
ら
さ
れ
ば
貴
君
ハ

敵
之
為
二

敗
ら
る
べ
し、

早
々
不
具

七
月
二
十
七
日

＾
廓
＞

蔵
原
惟
郁
君

新
島

襄

〈

く

ば
〉

〈

に
〉

之
家
に
の
こ
し
置
候
事
と
存
候、

若
し
懐
中
二
入
レ
オ
キ
侯
ハ
、

恐
ク
ハ

汽
車
中
二

而
紛
失
候
事
な
ら
ん、

万
一

僕
之
友
人
よ
り
右
文
章

〈

り
〉

〈
ゞ
〉

〈

が
〉

〈
モ
〉

〈
ジ
〉

〈
二

而
〉

送
り
来

不
申
候
ハ
、

御
気
之
毒
な
か
ら
今
一

章
御
籠
労
有
之
度
候、

尤
も
別
之
ソ
プ
ツ
ニ
ク
ト
に
て
も
可
な
り、

貴
君
之
目
的
二

付
御

〈

り
〉

記
し
あ
り
し
文
ハ
ヱ
ロ
ク
ヱ
ン
ス
之
文
章
よ
り
拙
な
る
と
存
候、

若
し
御
目
的
二

付
御
記
し
あ
ら
は
貴
君
之
平
素
之
御
目
的
通
り、

基
督

〈

の
〉

〈

し
〉

〈

は
〉

ノ
為
貴
君
本
邦
人
之
為
一

身
を
掬
云
々
を
大
眼
目
と
成

被
下
度
候、

文
章
ハ

充
分
注
意
し
て
御
認
め
有
之
度
候、

右
得
貴
意
候

〈

候
〉

先
日
バ
ン
ゴ
ア
之
一

教
員
に
面
会
し
候
問、

貴
君
入
校
之
事
相
頼
ミ
シ
、

耳
二

而
英
語
を
聴
取
る
事
ハ

出
来
候
哉、

右
之
事
出
来
不
申
候

〈

申
〉

ハ
、
ト
テ
モ
入
校
ハ

六
ケ
敷
候
よ
し
被
洩
候
間、

僕
ハ

英
語
を
聞
取
る
事
ハ

多
分
さ
し
支
な
く
出
来
可
申
と
答
置
候、

何
卒
目
ニ
テ
英
文

〈
ハ
〉

を
看
破
す
る
事
と
耳
二

而
英
語
を
聞
取
る
事
と、

又
ロ
ニ

而
英
語
を
陳
述
す
る
此一
二
件
に
充
分
御
注
意
有
之
度
候、

バ
ン
ゴ
ワ
入
校
之
一

〈

事
〉

〈
ヘ

ハ
〉

〈

既
〉

件
ハ

貴
君
之
器
量
如
何
に
関
り
候
ハ
、

精
々
御
用
意
有
之
度
候、

貴
君
ハ

已
二

背
水
之
軍
士
な
り、

戦
ヒ
勝
タ
サ
レ
ハ

不
已
の
精
神
を
以

〈

夏
〉

〈

と
〉

〈

は
〉

〈

に
〉

且
此
度
中
ハ

何
な
り
共
働
ら
き
て
食
を
得
べ
し、

他
人
に
金
銀
を
借
る
事
ハ

得
策
二

あ
ら
す、

先
日
僕
二

五
十
弗
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明治18年

五
年
生
之
林
拾
氏 、

緒
方
正
脩
氏
ハ

教
会
よ
り
も
放
逐
せ
ら
れ
候
哉 、

此
両
人
之
取
扱
ハ

如
何
相
成
候
哉 、

尚
教
会
に
加
は
り

居
候
は
4

何
卒
先
非
を
悔
改
め 、

再
ひ
謝
状
を
出
し
入
校
の
手
ヅ
ル
ハ

付
キ
不
申
候
哉 、

市
原
君
教
会
員
二

御
相
談
有
之
度
候 、

成
丈
け
此
ッ
マ
ヅ

祈
り

居
申
候 、

キ
ヲ
以
テ
此
二
人
を
容
易
に
捨
て
さ
る
様
仕
度
候 、

私
も
林
氏
と
は
特
に
懇
意
に
な
し

居
り

候
故 、

同
氏
の
為
二

涙
ヲ
そ
4
ぎ 、

又
ア
ト
ノ
五
六
人
連
中
ハ

全
く
逐
校
せ
ら
れ
帰
校
の
望
ハ

無
之
候
や 、

残
念
二

存
候

〔
柏
木
補
〕

「
十
八
年
八
月
九
日
」

208 

〔
八
月
九
日

此
書
昨
朝
認
申
候 、

費
書
午
後
落
掌
仕
候 、

郁
合
次
第
早
々
バ
ソ
ゴ
ワ
に
懸
合
可
申
候 、

ヘ
に
＞

〈
は
＞

〈
は
〉

へ
じ
＞

而
共
二

相
談
ハ

出
来
間
敷
候
間 、

確
答
ハ

速
ニ
ハ

来
る
ま
し
と
存
候

⑤
柏
木
義
円
写

新
島
八
重
〕

＾
は
V

当
時
先
生
方
ハ

当
分
留
守
な
ら
ん 、

依

又
度
々
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⑤
柏
木
義
円
写

宿
の
婦
人
私
を
呼
ひ
客
人
来
れ
り
と
被
申
候
間、

直
二

飛
起
き
衣
を
着
け
て
二
階
を
下
り
候
に、

登
図
ら
ん
例
の
メ
イ
ソ
ン
氏
二

有
之、

と
笑
ひ
懸
け、

―

ッ
ハ

ゾ
ッ
ト
致
し、

是
必
ら
す
例
の
音
楽
之
事
な
ら
ん
と
推
察
申
せ
し
に、

案
し
通
先
生
之
音
楽
病
ニ
テ、

一

之
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
学
校
を
設
置
す
る
の
注
文
エ
風
二

而、

ヮ
さ
／
＼
遥
々
ボ
ス
ト
ン
（
ニ

百
五
十
マ
イ
ル
）

よ
り
貴
殿
二

面
会
せ
ん
為
来
り
し
な
り
と、

彼
の
青
々
と
し
た
る
猫
の
如
ぎ
眼
を
尚
青
々
と
き
ら
め
か
し、

百
年
程
も
懇
意
に
あ
り
し
通
り
に
な
れ
／
＼
し
く
話
し
か
け
ら
れ
し
時
は、

私
も
随
分
困
入
り、

来
れ
り
と
思
ひ
た
れ
共、

わ
さ
／
＼
私
に
面
会
の
為
来
た
り
と
被
申
候
人
を、

余
り
ョ
ソ
／
＼
シ
ク
ハ

ネ
カ
ヱ
ス
事
ハ

流
石
二

出
来
兼、

コ
ハ

如
何
す
べ
し
と
思
案
最
中、

同
氏
被
申
候
二

最
早
時
計
ハ

三
時
な
り、

南
ゴ
ー
ヅ
ボ
ロ
ー
よ
り
四
時
発
ノ
汽
船
二
て
バ
ー
ハ

ー
バ
ル

に
参
り
ハ

ー
ル
デ
ー
氏
二

面
談
致
た
＜
候
へ
ば、

込
ま
れ
候
て、

同
行
ハ

好
ま
ざ
れ
共
面
厚
く
断
る
方
も
出
来
兼
候
ま
4
、

最
早
時
刻
も
過
き
た
れ
は
御
同
行
申
可
し
と
て、

同
氏
之
の
り

来
り
し
馬
車
に
飛
ひ
込
み、

御
者
よ
急
け
よ
と
申
け
れ
は、

御
者
は
馬
に
鞭
を
加
ヘ
チ
ョ
ッ
／＼
＼
と
申
し
馬
を
励
ま
し
車
を
飛
ば
し
汽
船

の
波
戸
場
を
さ
し
て
走
り
行
く
途
中
な
が
ら
も、

メ
イ
ソ
ソ
ハ

寸
刻
も
止
ま
す
音
楽
の
日
本
伝
道
ニ
ハ

必
要
に
し
て、

音
楽
な
け
れ
は
伝

此
度
日
本
ニ
オ
ル
ガ
ン

製
造
機
を
起
す
と

一

ツ
ハ
ビ
ッ
ク
リ
致
し、

〔
柏
木
補
〕

「
十
八
年
八
月
九
日
」

209 

〔
八
月
九
日

な
ん
と
御
心
切
あ
ら
は
御
同
道
被
下
間
敷
や
と
例
の
猫
ナ
デ
声
に
而
懇
々
丁
寧
二

頼
み

新
島
八
凰
〕

ト
ン
ダ
者
か
舞
ひ
込
み

一

や
／
＼
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明治18年

道
ハ

叶
ひ
不
申
な
ど
4
被
申、

又
色
々
と
子
供
ら
し
き
開
き
た
く
も
な
き
事
を
返
す
／
＼
と
私
の
耳
桑
に
つ
け
話
し
か
け
ら
れ
候
て、

〔

力u

れ
何
そ
エ
風
は
な
き
や
と
同
氏
を
少
し
の
間
も
だ
ま
ら
せ
呉
へ
し
と
存
し、

又
黙
ら
す
事
出
来
ず
は
音
楽
の
話
を
他
に
転
じ
呉
れ
ん
と
色

色
と
他
之
事
を
話
し
か
け、

馬
車
の
上
よ
り
海
上
を
見
渡
し、

こ
4

彼
し
こ
に
島
々
の
あ
る
を
見、

風
色
の
う
る
は
し
き
市
な
ど
話
せ
し

か
ば、

同
氏
は
兼
ね
て
陸
奥
地
の
松
島
に
遊
覧
さ
れ
し
事
な
ど
話
す
か
と
思
へ
ば、

話
か
け
ら
れ
候
ま
4
、

此
度
は
黙
ら
し
て
呉
る
へ
し
と
エ
風
を
廻
ら
し、

私
は
多
年
脳
病
の
為
二

悩
ま
さ
れ
永
く
勉
強
も
出
来
す、

め
か
け
ら
れ
候
へ
ば、

レ
ー
0

ミ
ー。

フ
ァ
ー
。

余
り
音
楽
蠅
に
悩
ま
さ
れ
し
故
に
や
其
紙
包
み
は
波

ハ

ト
バ
の
上
を
コ
、

カ
シ

又
々
問
も
な
く
音
楽
に
立
戻
り
私
二

耳
う
る
さ
く
も

ソ
ー

ル
。

ラ
ー。

又
人

元
来
音
楽
病
気
之
人
な
れ

は、

人
の
頭
痛
を
音
楽
談
に
て
楽
し
み、

又
音
楽
談
な
ら
は
こ
れ
こ
そ
頭
痛
之
大
妙
薬
な
る
へ
し
と
思
ひ
し
に
や、

携
へ

参
り
し
音
楽
之

ヒ

ー
フ
ェ

ー
，、

I
●

ツ

イ
ー
ム

ー

ナ
、

書
を
取
出
し‘

―

二
三
四
五
六
七、

又
ド
ー。

シ
ー。

ド
ー
。

な
ど
と
得
意
然
と
唱
歌
を
初

ト
ン
ダ
モ
ノ
と
同
道
シ
タ
ワ
イ
と
思
ひ
居
候
得
共、

流
石
真
実
を
重
ん
す
私
の
事
な
れ
は、

例
の
肩
絹
を
か
け
た

る
末
吉
捨
晴
の
腹
イ
タ
病
も
出
か
し
兼、

今
こ
そ
ョ
ー

プ
の
堪
忍
を
学
ぶ
可
し
と
頭
痛
も
こ
ら
へ

波
戸
場
を
さ
し
て
急
き
行、

私
の
心
棒

返
す
／
＼
も
御
察
し
被
下
度
候、

倦
此
処
を
発
せ
し
時
ハ

午
后一―一
時
な
れ
ば、

同
日
二

宿
二

戻
る
の
機
な
し、

依
て
プ
ロ
シ
ュ
、

又
寝
マ
キ
な
ど
を
新
聞
紙
に
を
つ
く
る
み、

ハ

ー

デ
ー

君
に
一

泊
頼
む
可
し
と
急
は
し
く
用
意
も
ナ
シ
タ
ル
ニ
、

波
戸
場
に
至
り
て
汽
船

ハ

未
夕
着
セ
サ
レ
バ
、

腰
か
け
居
れ
ば
五
月
蠅
か
る
へ
し
と
思
ひ
て、

例
の
紙
包
み
ハ

腰
懸
け
の
上
二

を
き、

コ
と
運
動
し
居
り
し
に、

間
も
な
く
蒸
汽
船
ハ

参
り
候
ま
〔
ま〕
直
二

船
二

飛
込
み、

戸
場
に
忘
れ
オ
キ、

蒸
気
急
ゲ
ト
バ
ー
ハ

ー
バ
ル
を
さ
し
て
駿
り
行
く、

扱
船
路
ハ

僅

―々――
十
分
な
る
も
例
の
音
楽
は
な
し
故
ニ
ャ――一
時

間
よ
り
長
し
と
思
は
れ、

耳
に
ハ

音
楽
談
を
聞
乍
ら
も、

幸
に
眼
ニ
ハ

入
江
之
風
色
を
詠
む
る
を
得
た
れ
は、

困
却
中
に
も
全
く
快
楽
な

き
に
し
も
あ
ら
す、

こ
れ
苦
は
楽
の
種
と
申、

又
人
間
七
コ
ロ
ヒ
八
オ
キ
と
申
事
も
あ
れ
ば
心
棒
す
へ
し、

と
長
ば
な
し
も
出
来
す
中
々
困
っ
た
も
の
だ
と
申
懸
候
へ
は、

と
此
音
楽
先
生
の
相
手
を
な

此
音
楽
先
生
ハ

四
五
分
程
黙
り
居
候
得
共、

コ
ー

ム
ア

」
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〔
柏
木
補
〕

「
十
八
年
八
月
十
九
日
」

210

〔
八
月
十
九
日

新
島
八
重
〕

し
つ
4
時
間
遅
し
と
バ
ー
ハ

ー
バ
ル
に
着
き
に
け
り、

幸
ひ
に
ハ

ー
デ
ー
先
生
は
留
守
な
れ
ば、

私
は
同
氏
を
旅
館
迄
送
り
届
け、

再
ひ

ハ

ー
デ
ー
先
生
の
家
に
戻
り
し
に、

幸
に
同
氏
は
其
頃
家
に
戻
ら
れ
候
ま
4
右
の
始
末
逐
一

話
し
候
へ
は、

同
氏
は
今
は
用
事
あ
り
面
会

な
り
難
し、

明
朝
早
く
御
越
し
あ
れ
と
私
二

伝
言
を
被
頼
候
ま
4
、

は、

同
氏
ハ

又
私
に
向
ひ
音
楽
談
を
為
し
か
け
候
ま
4
最
早
夕
め

し

時
な
れ
は

御
免
被
下、

間、

御
暇
乞
可
仕、

何
レ
明
朝
ハ
ハ

ー
デ
ー
氏
も
御
面
会
被
申
と
陳
へ

手
を
握
つ
て
辞
し
去
り、

其
夜
ハ
ハ

ー
デ
ー
氏
方
に
止
泊
し、

翌

朝
早
々
汽
船
に
の
り
此
処
に
帰
り
申
候

⑤
柏
木
義
円
写

又
々
旅
館
に

参
り
メ
ー
ソ
ン
氏
に
面
会
し

右
の

伝
言
を
な
せ
し
か

又
明
朝
ハ

第
一

の
汽
船
に
て
出
発
可
申
候

〔
マ
マ
U

．．．．．．
 私
は
一

身
の
為
に
生
活
す
る
者
に
あ
ら
す、

療
養
中
な
る
も
当
国
に
あ
る
日
本
書
生
の
為
に、

先
般
よ
り
種
々
様
々
工
風
致
し、

其

れ
ミ
ミ
片
付
勉
強
之
出
来
る
様
致
候
得
共、

此
仕
事
は
な
か
／
＼
容
易
の
事
に
非
ら
す
随
分
私
の
時
間
と
脳
力
を
消
し
候、

乍
去
此
れ
も

C

マ
マ
u

n
の
U

矢
張
主
に
対
す
る
所
の
私
の
勤
な
れ
ば
と
て、

他
人
を
益
す
る
為
め
私
の
身
を
さ
き
申
侯、
・・・・・・
金
な
き
財
布
よ
り
底
よ
り
金
ま
で
も
取
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明治18年

〈
倦
ハ
〉

〈
候
ハ
〉

〈
ラ
ス
〉

先
日
よ
り

両
度
之
御
書
受
領
仕
候 、

籾
今
日
迄
貴
答
之
遅
延
二
及
し
は
他
二
非
ら
す 、

〈
二
来〉

〈
は

文
Prof.
>

此
地
に
参
り
し
よ
り

勿
速
二
書
を
ス
ウ
ォ
ー

ル
氏
二
送
ラ
サ
リ
シ
ハ

Bob
Ropef
 

〈
モ
〉

員
も
多
ク
ハ
留
守
な
り

云
々 、

〈
り〉

依
而
本
月
十
四
日
迄
見
合
居

し
な
り 、

〈
ナ〉

ス
ウ
ォ
ー

ル
氏
之
返
書
を
待
居
り
し
な
り 、

〈
セ〉
〈
二
〉

〈
又〉

し

ノ
申
せ
し
に
同
氏
ハ
当
分
留
守
な
り 、

他
之
教

〈
に〉
〈
願〉

生
十
四
日
ニ
―
書
を
呈
し

懇
々
相
頼
候
処 、

．

．

 

十
五
日
之
朝
同
先

⑤
森
中
章
光
写 、
柏
木
義
円
写

⑥
森
中
写
に
よ
れ
ば 、

原
本
は
洋
紙一
枚
の
両
面
に
イ

ソ
ク
書
と
あ
る 。

211

八
月
二
十
五
日

＊

蔵
原
惟
郭

小
生

目
し
一
書
生
の
月
に
供
し
候 、

併
し
私
の
外
別
に
便
る
可
き
人
も
な
き
事
な
れ
ば 、

私
に
頼
む
所
を
辞
退
せ
は
此
の
広
き
米
国
に
是
と
云

Cマ
マu

ふ
友
人
も
な
き
書
生
の
事
な
れ
は
と
思
ひ 、

彼
是
と
世
話
致
し
申
候 、

…，
：

此
事
ハ
他
人
二
内
々
二
な
し
置
き
被
下
度
候 、

主
之
仰
セ
ラ

ル
、
二
右
の
手
之
為
す
所
ハ
左
の
手
二
知
ラ
シ
ム
ル
勿
レ 、

他
人
ノ
為
二
労
す
る
は
素
よ
り

覚
悟
な
る
も 、

此
れ
か
為
二
度
々
書
状
を
認

め 、

別
し
て
或
る
学
校
二
向
ヒ
屈
々
依
頼
状
を
認
む
る
は 、

随
分
私
之
脳
病
二
と
り

少
々
之
仕
事
二
あ
ら
す 、

併
し
少
し
な
り
と
も
他
人

謝
し
て
居
候 、

の
為
二
働
か
る
4
身
と
な
り
し
は 、

全
く
天
父
の
御
灘
き 、

私一
人
之
手
柄
な
と
4
思
は
4
以
て
の
外
之
心
得
違
ひ 、

何
事
も
神
二
向
ひ

〔マ
マ〕

只
本
人
を
愛
す
る
の
心
之
弥
拡
張
せ
ん
事
を
望
み
居
候
…
…
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生
之
書
来
到 、

〈
既
〉

〈
よ
り
か
〉

其
答
甚
速
な
り
し
と
思
ひ
し
に
登
図
ン
同
氏
ニ
ハ

已
二

何
人
力
よ
り
兄
之
入
学
云
々
二

付
懸
合
あ
り
し
由 、

手
を
労
す
る
に
足
ら
す
と
思
ひ
し
な
れ
共 、

八
月
廿
五
日

〈
廓
〉

惟
郭
君

〈
紹
〉

〔
補〕

〈
ニ
テ
〉

〈
ノ
〉

此
招
介
書
「
乃
チ
小
生
之
名
札
」

を
持
参
之
上
同
氏
を
コ

二

御
尋
有
之
度
候 、

早
々
以
上

襄
〈
ら
ば
〉

去
ラ
ハ

生
之

〈
の
〉

〈
二
〉

〈
の
〉

〈
に
〉

同
氏
之
口
上

ハ
一

応
先
方
迄
答
書
御
造
し
置
候
得
共 、

新
島
氏
よ
り
之
薦
書
次
第
二

よ
る

〈
な
〉
〈
ば
〉

〈
は
〉

〈
と
〉

云
々
記
し
あ
り 、

た
れ
は
今
一

書
認
む
る
ハ

生
之
義
務
な
る
を
思
ひ
不
取
敢
又
一

書
を
呈
し 、

多
分
二

君
を
称
賛
す
る
事
も
出
来
す 、

又

〈
す
〉

〈
に
〉

去
り
と
て
君
之
価
を
卑
下
す
る
も
出
来
ず 、

大
分
注
意
し
て
一

書
を
遣
し 、

前
週
慎
而
返
書
を
待
居
候
処 、

返
書
来
ら
さ
る

よ
り

又
催
促

〈
周
〉

〈
供
〉

〈
に
〉

〈
か
に
〉

書
一

通
前
週
差
造
し

候
処 、

今
朝
回
答
来
着
致
侯
間
不
取
敢
御
一

笠
二

呈
し

候 、

同
先
生
之
書
二
よ
れ
ば
入
学
ハ

槌

二

出
来
る
や
否
少

〈
疑
あ
〉

〈
ら
〉

〈
御
〉

し
く

趣
ア
リ 、

然
し
多
分
ハ

入
学
ノ
叶
ふ
事
な

ん
と
切
望
仕
候 、

只
申
越
之
金
策
二
十
五
元
荻
二

所
持
無
之 、

〈
ヲ
〉

〈
ノ
〉

〈
る
4
〉

〈
候
〉

ク
ラ
ー
ク
先
生
二

金
策
を
委
頼 、

私
之
為
二

工
風
し
呉
候
様
申
遣
置
問 、

ノ

D

〈
ナ
〉

〈
其〉

ン
グ
リ
ゲ
ー

シ
ュ

ネ
ル
ハ

ウ
ス
（
君
も

所
ハ

御
存
し

）

〈
ド

〉

ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー

ル
ト
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明治18年

小
生
之
心
緒
御
了
察
ア
レ

〈
来
安
〉

〈
ツ
キ
〉

〈
慮〉

華
墨
今
朝
落
掌
慎
テ
拝
誦
仕
候、

爾
来
御
勉
学
之
由
珍
重
々

、々

小
生

已
来
気
分
大
分
宜
し
き
方
ナ
リ、

御
放
意
可
被
賜
候、

線
々

〈
ス
〉

御
申
越
之
趣
骨
髄
二

貫
徹
ス、

敢
テ
勿
々
二

看
過
セ
ス
飽
マ
テ
モ
小
生
ノ
分
ヲ
尽

所
ア
ラ
ン
ト
ス、

来
安
已
来
天
気
意
外
二

佳
ナ
リ‘

随
分
脳
カ
ヲ
消
費
セ
サ
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ト
モ、

亦
運
動
之
為
此
三
両
日
ハ

日
々
野
外
二

出
懸
ケ
野
辺
ノ
風
色
ヲ
楽
シ
ミ
申、

今
朝
モ
独
歩

〈
ノ
〉

〈
目
ヲ
〉

シ
テ
ア
ン
ト
ワ
最
高
之
地
二

登
リ
大
二

自
ラ
楽
マ
シ
メ、

又
心
ヲ
モ
養
ナ
ヒ
申
候

〈
二
〉

ア
ン
ド
ワ
に
あ
り
三
度
ひ
目
の
紅
葉
狩
り
を
試
み
て

令
は
〉

忘
ら
れ
ぬ
御
国
思
へ
は
け
ふ
も
亦

〈
の
〉

野
辺
乃
紅
葉
に
日
を
送
り
け
り

嘘
{
添ー←肖

〈
が
〉

〈
へ
わ
〉

忘
ら
れ
ぬ
我
か
御
国
さ
え
ヮ
す
ら
れ
て

ヲEµ
 

．
．

 

r
L-

〈
く
ら〉

ィク
｛

野
辺
の
紅
葉
に
け
ふ
も
暮
し
つ

212 

九
月
二
十
九
日

⑤
森
中
章
光
写、

柏
木
義
円
写

⑥
森
中
写
に
よ
れ
ば、

原
本
は
和
罫
紙
五
枚
に
鼻
筆
と

あ
る。

＊
 

蔵
原
惟
郭
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＾
テ
＞

＾
を
＞

＾
に
V

昨
日
披
士
頓
二
参
リ
月
弁
之
上
少
々
閑
瑕
二
而
侯
問、

小
生
之
古
衣
ヲ
ヱ
ク
ス。
フ
レ
ス
•
オ
フ
ィ
ス
ニ
托
し
御
呈
送
申
侯
問、

近
々
御
落

蔵
原
兄

213 

十
月
九
日

兼
テ
御
約
束
申
セ
ジ
生
之
古
衣
ノ
一

件
ハ

未
夕
呈
送
ス
ル
ノ
機
ヲ
得
サ
リ
シ、

生
帰
披
ノ
際
ハ
ル
デ
ー
氏
ノ
家
鎖
セ
リ、

聞
ク
所
ニ
ョ
レ

貪
〉

〈
中〉
〈
塗〉

ハ
家
ノ
内
ヲ
ヌ
リ
直
サ
レ
候
故、

充
分
ペ
イ
ン
ト
ノ
乾
ク
迄
ハ
家
ヲ
鎖
セ
ラ
レ
外
宿
サ
ル
、
由、

近
々
家
二
入
ル
ノ
機
ヲ
得
タ
レ
ハ
直
ニ

小
生
ノ
十
ニ――一
年
着
ケ
テ
恥
ト
セ
サ
リ
シ
所
ノ
古
衣
ヲ
御
逓
送
申
ベ
シ、

何
卒
御
待
チ
下
サ
レ、

泣
芳
5
謬
”
グ
リ
ー
キ、

〈
モ
〉

〈
可
ク
〉

語
ハ
如
何、

定
而
バ
ン
ゴ
ワ
ハ
冬
分
寒
気
も
甚
シ
カ
ル

候
間、

当
冬
ハ
充
分
御
用
心
有
之
度
候

九
月
二
十
九
日

〈
ク
〉

〈
生〉

ペ
イ
ン
・
ス
ウ
ォ
ー
ル
御
夫
婦、

其
息
子
ス
ク
ル
ン
デ
ニ
ョ
ー
ロ
ー。
フ
諸
先

二
宜
シ
ク、

生
出
発
ノ
日
逐
々
近
ッ
ケ
リ、

何
卜

ナ
ク
心
急
ク
彼
是
心
配
リ
ヲ
為
シ
初
メ
申
候

〈
ヲ
〉

プ
ロ
ッ
ク
ス
ノ
書
ハ

披
斯
頓
ニ
テ
求
之
候
得
共、

之
ヲ
日
本
二
送
ル
ヲ
忘
レ
タ
リ、

近
々
逓
送
ス
ベ
シ

ヒ
ー
プ
ロ
ー

⑤
森
中
章
光
写、

柏
木
義
円
写

⑥
森
中
写
に
よ
れ
ば、

原
本
は
全
文
赤
イ
ソ
ク
書。

ま
た、

別
紙
和
歌
の
う
ち
行
間
部
分
九
字
も
赤
イ
ソ
ク
書
と
あ
る。

＊

蔵
原
惟
郭

襄
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明治18年

令
か
〉

蔵
原
君
に
吾
か
十
二
三
年
余
り
も
着
た
る
古
衣
を
呈
し
て

〈
と
〉

〈
き〉

又
ハ
着
け
て
な
れ
に
し

登
と
せ
程
着
て
恥
ち
さ
り
し
古
衣〈

ば
〉

送
る
我
身
の
こ
4
ろ
は
せ
知
れ

〔
別
紙〕

＾
へ
＞

＾
桜
＞

＾
fi
v
＾
に
＞

＾
へ
＞

＾
の
V

^
ti
v

掌
あ
る
べ
し
と
存
候 、

扱
右
之
古
衣
ハ

恐
く
ハ

君―ー

適
せ
さ
る
べ
し 、

生
之
身
体
ハ

君
よ
り
少
し
大
な
り 、

全
く
御
不
月
に
属
す
る
も
計

＾
す
＞

＾
ば＞

＾

す

＞

＾
じ
＞

＾
ば＞

ら
れ
ず 、

去
れ
共
部
屋
之
内
に
て
着
す
る
な
ら
は
苦
し
か
ら
さ
る
べ
し
と
存
候
御
呈
送
申
候 、

ぐ
ス
ポ
ソ
大
な
ら
は
仕
立
屋
に
托
し
之
を
縮

•
 

〈
可
＞

〈
へ
＞

〈
分〉

〈
脳
漿
を
ク
、
キ
出
し 、

御＞

む
べ
し 、

其
後
御
勉
強
如
何 、

御
同
級
卜

併
行
差
支
な
か
る
べ
し
と
存
候 、

何
卒
充
分

勤
学
之
程
奉
祈
候 、

生

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•

 

〈
に
〉

〈
、

〉

日
本
二

あ
り

君
が
他
日
成
業
之
上
掃
朝
せ
ら
る
る
の
期
を
御
待
可
申
候 、

〈
当〉

〈
へ
〉

も
近
々
東
方
を
出
発
す
べ
し 、

〈
の
〉

〈
に
〉

あ
り 、

小
児
之
如
き
美
二

し
て
且
単
純
な
る
精
神
を
以
て
他
日
為
す
あ
る
の
日
を
期
し

賜
ヘ

十
月
九
日

我
等
之
天
父
君
之
前
期
を
開
き 、

他
日
君
か
天
父
之
尊
栄
を
顕
し

賜
ハ
ん
事
を
祈
る

ス
ウ
ォ
ー

ル
氏
御
夫
婦
初
教
師
方
御
一

統
二
よ
ろ
し
く 、

蔵
原
兄

又
フ
ィ
ー

ル
先
生
二

も
よ
ろ
し
く

襄
〈
と
〉

何
卒
ス
ウ
ォ
ー

ル
氏
二

御
相
談
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我
輩
ハ

生
涯
先
師
タ
ラ
ス

無
智
之
後
弟
ナ
リ

ア
ン
ド
ワ

214 

今
回
君
二

呈
ス
ル
所
ノ
古
衣
ハ
一
ハ
ロ
ン
ド
ン

製
二

関
ハ

ル
、

〈
ノ
〉

ス
、

帰
朝
之
後
之
ヲ
着
ヶ
テ
尚
今
日
二

至
ル
、

生
ノ
古
衣
ヲ
愛
ス
ル

斯
ノ
如
シ
、

御
一

笑
ア
レ

〔
十
月
九
日

フ
ヒ
レ
。
フ
ス

⑤
森
中
章
光
写、

柏
木
義
円
写

〈
ノ
〉

ア
カ
デ
ミ
ー
ノ
校
長
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
氏
之
閑
話
中、

左
之
語
ヲ
聞
キ
取
リ
申
候
問、

梧
下
二

呈
ス

此
ノ
語
最
モ
生
ノ
意
二

適
ス
、

生
同
志
社
ヲ
創
立
セ
シ
以
来、

不
幸
ニ
シ
テ
先
生
卜
称
セ
ラ
ル
、

是
レ
生
ノ
曽
テ
先
生
卜
称
セ
ラ
ル
、

ヲ

〈
ノ
〉

好
マ
サ
レ

共
亦
止
ム
ヲ
得
サ
ル
所
ア
リ、

生

自

今
ハ

断

然
無
智
ノ

後
弟
タ
ル
ベ
シ
、

生
兄
二

呈
セ
シ

離
別
ノ
語
ハ

神
之
赤
子
タ
ル
ベ
シ

〈
ノ
〉

〈
ド
〉

〈
ビ
〉

ト、

我

翡
誤
テ

大

人
豪
傑
タ
ラ
ハ

他
年
生
長
之
望
ナ
シ
、

去
レ
ト
赤
子
タ
ラ
ハ

克
ク
生
長
ス
ヘ
シ
、

又
克
ク
無
心
ニ
シ
テ
物
学
ヒ
ス
ベ

〈
ク
〉

〈
ノ
＞

ツ、

兄
ニ
ッ
テ
幸
二

古
来
ア
ジ
ャ
之
豪
傑
風
ヲ
全
ク
蝉
脱
シ
謹
慎、

神
之
赤
子
タ
ル
ヲ
勤
メ
ハ

兄
ノ
前
途
甚

馨
シ
カ
ル
ヘ
シ

〈

E
>

^
w
h
at
w
e
)
 

L
et
 
u
s
 

e
v
er
 b
e
 C
hil
dr
e
n
 of
 P
r
o
vi
d
e
n
c
e
!!!
 
l'-I
e
 wi
ll
 t
e
a
c
h
 us
 
•

•o
u
g
ht
 t
o
 b
e.
 

＊

 

蔵
原
惟
郭
〕

千
八
百
七
十
二
年
ノ
夏
之
ヲ
求
ム
、

〈
逸
〉

一
ハ

七
十
三
年
独
乙
ニ
ア
リ
購
求

．
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明治18年

御
家
族
二

宜
シ
ク、

来
十
一

月
上
旬
中
旬
ノ
内
二

是
非
桑
港
出
発
ノ
積

其
後
は
御
不
音
申
上
候
段
御
免
可
被
下
候、

陳
者
一

昨
々
日
下
村
孝
太
郎
君
ボ
ス
ト
ン
に
被
参
継
々
之
談
話
を
為
し、

非
常
二

伝
道
二

熱
心
に
被
成、

此
秋
よ
り
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
二

入
校
し
他
日
之
用
意
を
為
さ
る
4
事
二

相
成
甚
大
慶
に
存
候、

下
村
君
之

＊
＊
 

修
学
も
向
来
同
志
社
二

大
関
係
有
之
候
ハ
、

甚
欣
然
之
至
二

不
堪
候、
同
君
よ
り
承
聞
候
に
愛
兄
ニ
ハ

先
般
奥
州
伝
道
二

御
出
懸
之
よ
し
、

至
極
賛
成
す
る
所
二

御
座
候、

兼
而
前
々
よ
り
奥
州
ニ
―

英
学
校
を
起
す
の
策
あ
り
（
未
夕
外
二

淵
ラ
ス
ベ

カ
ラ
ス
）、

兄
近
来
該
地
方

夕

御
歴
覧
あ
り
し
事
な
れ
ば
定
て
何
レ
之
地
力
宜
し
き
や、

仙
台
に
地
を
占
む
へ

ぎ
や、

又
ス
。ハ
ル
ン
人
種
二

近
き
人
間
之
あ
る
福
島
県
下

一
ハ

福
島
二

着
手
し
得
へ
し、

而
し
て
安
中
よ
り
東
二

着
手

方
二

向
ひ
我
翡
福
音
之
網
羅
を
皇
張
せ
さ
る
へ
か
ら
す、

福
島
県
下
之
内
若
松、

ニ

地
を
撰
ふ
へ

き
や、

若
し
仙
台
之
地
を
占
メ
ハ
一

ハ

出
羽
に
手
を
出
し、

〔
栃〕

し
朽
木
県
下
二

伝
道
セ
ら
る
れ
ば
上
州、

福
島、

新
潟、

宮
城
之
諸
県
ハ

尽
十
字
架
之
旗
下
二

伏
す
へ
し、

我
輩
我
日
本
を
基
督
二

捧
け
ん

セ
し

其

と
な
ら
は
決
し
て
一

隅
二

在
リ
満
足
す
へ
か
ら
す、

殊
二

東
奥
に
ハ

随
分
昔
時
よ
り
学
者
之
輩
出
す
る
所、

先
見
家
之
起
り
し
所、

此
地

山
形
県
下
之
内
米
沢
随
分
人
物
之
あ
る
地
な
り、

又
仙

台
之
如
ぎ
ハ

人
間
之
多
キ
所、

此
よ
り
二
千
三
百
里
北
辰
直
下
二

十
字
架
を
立
て
ん
事
ハ

生
平
素
之
宿
志
な
り、

す、

何
卒
松
山
大
兄、

湯
浅
大
人
等
と
御
商
量
被
下
充
分
二

御
勘
考
あ
ら
ん
事
を
切
望
す、

殊
二
よ
り
候
ハ
、

米
国
二

於
而
奥
州
地
方
ニ

215 

十
月
十
七
日

②
日
本
東
京
庶
布
仲
之
町
二
十
番
地

④
墨、

封
筒
表
書
は
イ
ソ
ク

十
七
日、

横
浜
・

東
京
十
二
月
一

日
の
消
印

小
崎
弘
道

兄
二

於
而
如
何
と
為

⑥
ボ
ス
ト
ソ
十
月

又
内
村
君
も
近
来
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〈
二

付
〉

前
略
御
免、

扱
東
北
地
方
伝
道
之
為
前
便
申
上
侯
得
共、

尚
一

応
申
上
弥
費
兄
之
御
勘
考
を
仰
き、

且
其
地
理
を
占
む
る
一

点
二

至
り
て

〈

は
〉

へ

上
〉

〈

せ
＞

〈

藤
〉

ハ

随
分
大
切
と
存
候
間、

小
生
帰
朝
前
充
分
御
熟
考
被
下、

又
其
々
之
活
眼
家、

別
し
て
東
北
地
方
地
理
に
注
意
セ
ら
る
4
伊
東
参
議
之

〈

可
＞
〈
は
V

如
き
人
物
に
御
面
談、

又
別
し
て
湯
浅
治
郎
氏
に
も
御
相
談
被
下
度
候、

且
東
北
地
方
之
中
央
と
存
す
へ
き
ハ

仙
台
と
存
候
得
共、

他
之

＾
か
＞

官
且
教
師
中
之
力
為
二

蝶
々
す
る
者
可
有
之
と
存
候、

又
関
西
之
宣
教
師
ハ

東
北
地
方
二

未
夕
着
月
せ
さ
る
に
似
た
り、

又
他
之
ミ
ッ
シ
ョ

216 

小
崎
弘
道
兄

趣
＜
宜
き
人
物
を
得
る
事
も
出
来
へ
し
と
存
居
候、

然
し
事
之
成
ら
さ
る
前
ニ
ハ

松
山、

湯
浅、

浮
田、

海
老
名
之
外、

極
密
々
に
な
し

〔
補〕

置
被
下
度
候、

人
間
之
喋
々
す
る
人
物
ヲ
忌
ム
「
生
ハ

如
此
き
人
物
を
甚
嫌
ふ
な
り、

生
ハ
セ
ク
ト
を
皇
張
す
る
に
あ
ら
す、

十
字
架
之

基
督
を
説
之
外
他
二

目
的
ハ

無
之
也
」

東
京
二

も
―

二
人
之
人
物
ヲ
得
た
き
之
策
な
り

去
十―――
日
よ
り
昨
十
六
日
迄
七
十
五
年
期
之
大
会
打
続
き
昨
日
〔
首〕
尾
克
相
終
り
申
候、

何
レ
新
聞
御
送
呈
可
申
候

十
月
十
七
日

十
月
二
十
二
日

⑤
森
中
章
光
写、

柏
木
義
円
写

⑥
森
中
写
に
よ
れ
ば、

原
本
は
和
罫
紙
二
枚
に
墨
箪゚

追
而
書
は
一
・
ニ
枚
の
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
と
あ
る。

小
崎
弘
道

ホ
ス
ト
ソ

襄
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明治18年

＾
得
さ
＞

＾
に
V

ソ
を
オ
ッ
フ
ェ
ソ
ド
す
る
を
恐
れ、

断
然
着
手
す
る
を
好
ま
さ
る
に
似
た
り、

地
之
便
利
を

れ
ば
仙
台
二

若
ク
ハ

ナ
ツ、

之
を
除
か

論
す

＾
可
＞

＾
ル
＞

ば
福
島
な
る
べ
し
と
存
候、

之
に
根
趾
を
定
む
れ
ば
米
沢、

若
松、

二
本
松、

白
川、

三
春
の
諸
方
二

着
手
し
得
へ
し、

生
ハ

弥
来

十
一

〈
と
も
〉

〈．‘
>

月
十
九
日
発
之
汽
船
シ
テ
ィ
・

オ
フ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ル
ク
号
二

乗
リ
帰
国
之
事
二

決
候、

若
し
船
横
浜
二

半
日
な
り
共
止
ま
り
候
ハ
、

電
信

〈
港〉

〈
潮
〉

〈
は
〉

を
可
呈
候
間、

該
地
迄
御
来
車
を
仰
く、

若
し
其
逗
留
暫
時
な
ら
ば
一

卜
先
帰
京
し、

又
出
直
し
て
出
京
し
東
北
地
方
之
伝
道
策
を
御
協

〈
べ
〉

〈
坐
〉

議
申
へ
し、

何
レ
来
十
二
月
之
七
八
九
日
比
迄
ニ
ハ

横
浜
迄
帰
航
之
積
二

御
座
候

〈
二
〉

〈
に
〉

〈
二
〉

〈
丈
ヶ
〉

〈
は
〉

〈
き〉

〈
非
〉

生
先
日
来
ア
ン
ド
ワ
に
参
り
神
学
書
生
中
二

働
き
候
処、

今
日
日
本
之
入
用
た
け
の
人
物
を
得
る
ハ

出
来
難
キ
事
に
あ
ら
す、

ウ
エ
ル
ス

〈
に
〉

〈
ば
〉

〈
へ
〉

〈
す〉

レ
ー
女
大
学
二

も
昨
日
参
り
候
処、

女
生
徒
中
二

も
随
分
奮
発
家
あ
り、

日
本
二

御
入
用
な
ら
は
出
張
す
べ
し
と
申

者
も
有
之
候、

然

〈
御
〉

〈
れ〉

〈
候〉

し
此
等
之
事
未
夕
判
然
定
ま
ら
さ
る
事
な
れ
は、

我
同
志
之
外、

御
他
言
ハ

無
用、

何
レ
本
年
中
拝
眉
ヲ
得
ル
事
を
切
望
仕
居
候、

早
々

十
月
二
十
二
日

近
来
非
常
二

多
忙、

再
ヒ
脳
痛
を
覚
二

候、

大
学
之
為
二

も
エ
風
仕
居
候、

我
脳
破
裂
ス
ヘ
キ
モ
千
歳
之
一

遇
此
好
機
決
シ
テ
失

〈
可
〉

フ
ベ
カ
ラ
ス
、

生
之
心
情
御
遥
察
ア
レ
、

又
御
祈
薦
被
下
度
候

小
崎
弘
道
兄

〈
も
〉

松
山
兄
に

御
一

覧
を
も
奉
仰
候

頓
首

襄
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〈
々
〉

〈
リ
〉

〈
ノ
〉

〈
一
〉

ヘ
ノ
〉

一

昨

日
ボ
ス
ト
ン
ヲ
発
シ
、
ニ
ュ
ー
ヘ
ー
ヴ
ン
ニ

来

ポ
ル
タ
先
生

家
ニ
―

泊
シ
、

昨
朝
ヱ
ー
ル
神
学
校
生
徒
二

日
本
伝
道
之
情
況

〈
共〉

ヲ
演
説
シ
、

午
後
ニ

ー
ヨ
ル
ク
ニ

来
リ
テ
ー
ロ
ル
氏
ノ
家
二

客
分
ト
ナ
レ
リ、

担
今
日
ノ
事
ハ

拝
眉
ノ
上
棲
々
御
陳
述
可
申
候
得

、

今

設
立
ス
ル
／
策
ナ
リ、

一

応
申
上
度
事
ハ

東
北
地
方
伝
道
ノ
一

件
ナ
リ、

兄
ニ
ハ

先
般
東
北
地
方
二

御
巡
回
被
成
候
よ
し
小
生
喜
欣
之
至
二

不
堪
0
生
ノ
今
一

応

〈
卜
〉

申
上
度
事
ハ

乃
チ
東
北
地
方
伝
道
ノ
一

策
ニ
シ
テ、

仙
台
卜
福
島
ノ
ニ
ケ
所
ヲ
根
趾
ト
ナ
ス
ニ
ア
リ、

福
島
ノ
ミ
ニ

限
ラ
ハ

東
奥
出
羽
ニ

〈
し
〉

着
手
ス
ル
能
ハ
ス、

故
二

福
島
ヲ
一

ノ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ト
為
シ
、

米
沢、

若
松
二

着
手
シ
、

又
仙
台
ヲ
他
ノ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ト
為
シ
、

東

奥
出
羽
地
方
二

手
ヲ
延
セ
ハ

是
レ
奥
羽
一

円
ハ

十
字
ノ
旗
下
二

拝
伏
セ
ソ
事
遠
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ベ
シ、

且
仙
台
力
福
島
ニ
―

ノ
英
学
校
ヲ

＾
ズ
＞

＾
／
＞
n
ウ
U

又
一

ノ
女
学
校
ヲ
モ
設
ケ
ク
キ
積
ナ
レ
ト
モ
未
ク
之
二

応
ス
ル
ヲ
見
ス
、

来
ル
四
B
-ー
ニ
ュ
ー
ヨ
ル
ク
脈
オ
ー
メ

217 

十
一

月
二
日

⑤
森
中
章
光
写、

柏
木
義
円
写

⑥
森
中
写
に
よ
れ
ば、

原
本
は
和
罫
紙
二
枚。

追
而
書

は
一
・

ニ
枚
の
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
と
あ
る。

小
崎
弘
道
・

松
山
高
吉

〈
じ
〉

生
帰
航
中
若
シ
難
船
シ
テ
太
平
洋
ノ
海
底
二

葬
ラ
ル
ノ
不
幸
二

逢
遇
ス
ル
モ、

生
ハ

尚
神
ノ。
フ
ロ
ヴ
イ
デ
ン
ス
ヲ
信
シ
甘
シ
テ
死

ス
ベ
シ
、

願
ク
ハ

真
神
兄
等
二

聖
霊
ヲ
賜
ハ
リ
テ
我
力
日
本
ヲ
基
督
ノ
領
有
ト
ナ
シ
賜
ハ
ン
事
ヲ
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明治18年

0

補
u

^

9
>

ン
ス
ボ
ー
ル
ド
ノ
会
二

臨
府
シ
、

奥
州
地
方
伝
道
論
ヲ
陳
ッ
一

／
女
学
校
ヲ
設
置
ス
ル
／
策
ナ
リ
「
何
卒
公
言
ス
ル
勿
＞
、

耶
未

充
分

＾
学
校
＞

ニ

定
ラ
ス
」、
ウ
エ
ル
ス
レ
ー
女
大
学
ニ
ハ

已
二
ニ
十
名
モ
日
本
二

来
ル
ヲ
望
ム
ノ
女
生
徒
ア
リ、

又
ア
ソ
ド
ワ
ニ
ハ

已
二

十
三
名
ノ
上
等

〈
可
＞

〈
存〉

生
徒
連
署、ソ
テ
日
本
二

来
ル
ノ
策
ヲ
立
テ
リ、

何
レ

少
ナ
ク
ト
モ
四
五
名
ハ

来
ル
ヘ
シ
ト
為
ス、

故
二

男
女
学
校
ヲ
奥
州
地
方
二

設
ク
ル

〈
可
〉

〈
候〉

ハ

事
十
二

八
九
ハ

成
ヘ
シ
ト
信
ス

〈
テ
〉

生
ハ

来
ル
十
九
日
発
ノ
船
二

帰
航
ノ
ツ
モ
リ、

来
ル
十
二
月
八
九
日
比
ニ
ハ

来
着
ス
ベ
シ
、

何
レ
電
信
ヲ
御
送
可
申
候
間、

速
二

御
来

〈
ノ
〉

横
ア
ラ
ン
事
ヲ
乞
フ
、

若
シ

其

前
ニ
―

応
奥
州
地
方
二

巡
回
伝
道
ノ
機
ヲ
得
賜
フ
ナ
レ
ハ

重
々
ノ
事
卜
思
ヘ

ト
モ
、

恐
ク
ハ

時
日
足
ラ

サ
ル
ベ
シ
ト
存
ス
、

何
ニ
ッ
ケ
カ
ニ
ッ
ケ
東
奥
地
方
ノ
事
ハ

兄
卜
松
山、

海
老
名
ノ
三
兄
二

御
委
托
申
上
候、

生
ノ
一

身
上
二

万
一

ノ
事
ア

〈
把
〉

ル
モ

関
東
伝
道
ハ

生
兄
等
ノ
御
手
二
、

否
真
神
ノ
霊
手
二

任
セ
甘
シ
テ
行
ク
ベ
シ
、

今
日
ハ

非
常
二

多
忙
筆
ヲ
起
ル
ノ
暇
ナ
シ
、

乱
文
ヲ

仙
台
地
方
着
手
二

付
キ
東
京
宣
教
師
又
教
会
中
誤
テ
喋
々
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
モ
決
シ
テ
顧
慮
ス
ル

勿
レ
、

今
日
此
好
機
ヲ
失
ハ
ゞ

他

〈
ヲ
失〉

〈
ツ
〉

日
該
地
方
二

伝
道
ス
ル
ノ
機

フ
ヘ
シ
、

不
動
不
撓
ノ
定
論
ヲ
執
リ
容
々
易
々
二

他
人
ノ
動
ス
所
ト
ナ
リ
賜
フ

勿
レ
、

該
地
ヲ

一
ュ
ー
ヨ
ル
ク
十
一

月
二
日

小
崎

両
愛
兄

松
山

恕
シ

賜
ヘ

テ
ー
ロ
ル
氏
ノ
宅
二
於
テ
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中
村
先
生侍

史

舘
不
仕
候、

右
御
起
居
伺
度
労
来
着
御
通
知
迄
如
此
候
也、

早
々
頓
首

218 

〈

べ

〉

十
字
旗
下
二

降
ス
ハ

今
日
ニ
ア
リ、

進
ン
テ
取
ル
ヘ
シ

〈

コ

ト
〉

主
ノ
賜
フ
所
ヲ
他
人
ノ
喋
々
ニ
ョ
リ
烏
有
二

属
セ
シ
ム
ル

勿
レ、

別
シ
テ
仙
台
ノ
如
キ
ハ
一

大
都
会
ナ
リ、

〈
一

ノ
〉

已
二

着
手
ス
ル
モ
我
楚
ノ
侵
入
ヲ
拒
ム
ノ

理
ナ
シ、

働
キ
手
ノ
多
ク
行
ク
程
該
地
方
ノ
幸
福
タ
ル
ベ
シ

之
ヲ
拒
ム
ル
ノ
楚
ア
ラ
ハ

之
レ
主
ノ
為
二

働
ク
者
ニ
ア
ラ
ス
、

乃
チ
宗
派
ノ
為
二

働
ク
ナ
リ

〈

ヒ

＞

願
ク
ハ

他
人
ノ
喋
々
二

耳
ヲ
傾
ク
ル

勿
レ
、

此
ノ
好
機
ヲ
失
フ
賜
フ
勿
レ

十
二

月
十
四
日

其
後
御
起
居
如
何、

陳
者
拙
生
義
一

昨
十
二
日
無
恙
横
浜
迄
帰
航
候
間、

此
段
御
通
知
申
上
候、

尤
此
度
は
早
々
帰
京
之
積
二

候
間、

参

十
二
月
十
四
日

⑤
写
真

中
村
正
直

新
島

襄

―

ニ
ノ
会
社
ョ
リ
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明治18年

是
よ
り
新
日
本
を
来
す
の
日
遠
き
に
非
ず、

生
不
肖
な
る
も
兄
二

於
而
見
る
所
あ
り、

勉
ョ
ヤ
義
光
東
天
二

昇
る
の
日
必
ら
す
第
十
九
世
期
を
出
さ
る
へ
し、

右
勿
卒
之
間
相
認
貴
答
と
す、

願
く
ハ

自
養
し
賜
へ
、

頓
首

賜
ヘ

猪
一

郎
君

堪
恣
大
江
々
上
友

十
二
月
廿
日

＊
＊

 

一

昨
十
八
日
ハ

散
校
二

於
而
午
前
九
時
半
礼
拝
堂
井
書
籍
館、

試
験
場
等
之
定
礎
式、

午
後
一

時
半
十
年
期
祝
会、

同
七
時
半
小

ポ
プ
リ
9
マ

ッ‘

男
児
誤
勿
為
公
人

本
月
十
二
日
横
浜
二

帰
航、

同
十
七
日
神
戸
来
着、

午
后
帰
京
候
処
直
二

御
来
書
二

接
し
懇
々
兄
之
陳
述
せ
る
処
を
拝
読
し
深
兄
之
好
意

を
感
謝
候、

二
十
一

ヶ
月
ぶ
り
二

而
家
人
朋
友
二

接
し、

を
感
し
申
候、

生
兼
而
桑
港
発
船
前
熊
本
よ
り
来
る
一

書
生
二

面
会
し、

兄
之
近
来
盛
二

勉
強
さ
れ
候
を
拝
聞
し、

又
滞
港
中
生
之
非
常

〔
厭〗
l

ニ

多
事
な
る
を
圧
ひ
突
然
所
感
を
吐
露
し
た
れ
ハ

兄
之
御
一

笑
二

呈
す、

生
之
不
文
兄
之
知
る
所、

只
生
之
心
緒
之
存
す
る
所
を
了
察
し

219 

十
二
月
二
十
日

世
事
勿
々
繁
纏
身

閑
窓
日
々
蓑
精
神

①
西
京
寺
町
通
丸
太
丁
上
ル

②
熊
本
県
下
託
麻
郡
大
江
村

新
島

襄

四
山
之
風
色
を
目
撃
し
候
ハ
、

何
二
と
な
く
心
嬉
し
く
存、

深
天
恩
之
大
な
る

徳
富
猪
一

郎

又
望
む
所
甚
大
突

④
晶
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十
二
月
廿
三
日

〔
次
U

半
田
宇
平
治
様

一

書
奉
拝
啓
候、

寒
冷
之
際
御
老
体
ニ
ハ

益
御
清
栄
天
父
之
鴻
恩
二

沐
浴
被
遊
候
由
大
慶
奉
存
候、

次
二

小
生
義
も
去
十
七
日
午
后
五
時

無
異
帰
宅
仕
候
間、

乍
憚
御
休
意
可
被
下
候、

陳
者

小
生
帰
京
之
同
日
老
兄
よ
り
電
報
を
以
而
専
門
校
迄
金
七
百
円
御
寄
附
被
下
候
趣
御

通
知
被
下、

右
御
寄
附
之
吹
聴
も
十
年
期
祝
日
二

間
二

合、

外
国
宣
教
師
初
来
会
之
者
一

同
相
喜
散
校
之
幸
福
を
祝
し、

精
二

感
服
仕
候、

右
金
子
ハ

湯
浅
兄
二

御
委
頼
之
よ
し、

同
氏
よ
り
送
致
之
上
ハ

改
而
落
掌
書
可
呈
候
得
共、

小
生
義
今
日
ハ

少
々
之
寸

暇
を
得
申
候
間、

先
不
取
敢
御
礼
陳
述
仕
度、

如
此
候
也、

早
々
頓
首

220 

十
二

月
二

十
三
日

生
を
迎
る
為
の
会
を
開
か
れ
た
り

①
西
京
寺
丁
通
丸
太
丁
上
ル

＊

 

半
田
宇
平
次

〇
御
双
親
様
之
御
起
居
近
来
如
何、

乍
憚
御
凰
声
可
被
賜
候、

生
も
少
々
ハ

宜
し
き
方
御
安
心
奉
仰
候

0
生
帰
京
后
ボ
ッ
ミ
ミ

専
門
校
二

寄
附
す
る
者
あ
り、

十
年
期
祝
会
之
日
上
州
原
市
之
一

商
人
よ
り
金
七
百
円
同
校
設
立
之
為
電

報
ヲ
以
寄
附
セ
ら
れ
た
り、

先
つ

是
等
之
少
々
の
初
と
存
し
候
得
共、

生
等
之
為
御
喜
被
下
度
候

②
群
馬
県
下
上
州
原
市
駅

④
墨

新
島

襄

⑪

且
老
兄
之
御
丹
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明治18年

十
二
月
廿
六
日

221 

十
二
月―
―
十
六
日

川
本
政
之
助

新
島

雖

乍
憚
御
家
族
御
一

統
井
二

貴
会
之
兄
姉
二

宜
御
致
声
被
下
度
候

先
達
而
小
生
東
京
出
頭
之
際、

山
岡
邦
三
郎
君
態
々
御
出
京
被
下
候
段
添
奉
存
候、

右
同
氏
迄
宜
し
く
御
致
声
之
程
是
亦
奉
仰
候

先
般
は
貴
会
二

於
而
リ
ウ
ァ
イ
バ
ル
之
御
恵
あ
り
し
由、

難
有
真
神
二

奉
謝
候、

尚
貴
会
之
為
之
御
祈
薦
可
仕
候

＊
＊

過
日
弊
校
第
十
年
期
祝
会
之
節
御
来
京
被
下
千
万
奉
謝
候、

陳
者
先
般
は
貴
兄
姫
路
二

御
越
し
之
上
彼
浸
礼
教
会
二

於
而
御
働
有
之
候
趣

新
紙
上
拝
読
仕
候、

右
義
二

付
宜
教
師
方
ニ
ハ

余
程
懸
念
被
致
候
よ
し、

然
し
貴
兄
二

於
而
日
本
張
之
事
ハ

甚
都
合
よ
き
事
と
存
候、

貴

兄
之
ジ
オ
ジ
メ
ン
ト
を
以
而
宜
し
く
御
交
際
有
之、

先
方
之
望
二

任
セ
弥
我
力
党
卜
共
二

為
す
の
願
望
な
ら
ば
一

致
協
力
之
意
を
表
せ
ら

れ
て
ハ

如
何、

⑤
森
中
章
光
写

且
弥
我
力
会
卜
合
す
る
の
点
ハ

当
分
之
間
ハ

見
合
ハ

す
る
が
上
策
か
と
も
被
思
候
得
共、

貴
兄
よ
り
先
方
之
望
二

応
し
充

分
二

連
絡
を
御
通
し
被
成
候
事
ハ

小
生
も
至
極
袈
成
仕
候、

何
卒
御
都
合
之
上
時
々
御
出
張
あ
り
て
ハ

如
何、

貴
兄
卜
拝
眉
之
上
御
相
談

を
為
す
の
機
を
失
ひ
候
間、

為
寸
書
貴
兄
之
断
行
を
賛
成
仕
候、

右
得
貴
意
如
此
候
也、

早
々
頓
首

373 



十
二
月
舟
日

田
中
顔
太
郎
殿

時
下
御
起
居
如
何、

先
般
小
生
帰
着
之
際
ハ

石
田
君
を
以
御
懇
切
之
御
辞
を
拝
聞
難
有
奉
謝
候、

陳
者

尊
大
人
様
近
来
御
不
快
之
趣
如
何

被
為
在
候
哉
奉
伺
候、

向
寒
之
際
二

候
ハ
、

御
老
体
二

も
御
大
切
御
療
旋
被
遊
候
様
奉
希
図
候、

扱
小
生
出
発
以
来
明
治
専
門
校
之
事
件

ニ

付、

段
々
御
配
慮
被
下
侯
条
千
万
難
有
奉
謝
候、

右
尊
大
人
之
御
左
右
奉
伺
度
芳
如
此
候
也、

早
々
頓
首

222 

十
二

月
三
十
日

川
本
政
之
助
兄

①
西
京
寺
丁
通
丸
太
丁
上
ル

田
中
源
太
郎

候
間、

何
ゾ
御
入
用
之
書
ハ

御
勘
考
有
之
度
候
（
畔
匹
守
釦
暉
配←
ハ）

喪
会
御
一

統
二

宜
し
く
御
致
声
を
奉
仰
候

②
京
都
管
内
丹
波
国
亀
岡
北
町

④
星

新
島

罪

貴
会
二

も
近
来
非
常
之
御
恵
を
御
蒙
リ
被
成
候
よ
し
大
慶
奉
賀
候、

小
生
も
乍
不
及
為
貴
会
奉
祈
藷
居
候

〔

籍
〕

米
国
二

而
小
生
募
集
候
金
少
々
有
之
候
間、

貴
兄
ヘ
ハ

其
内
金
五
円
（
近
々
御
送
呈
可
仕
候
）

御
入
用
之
書
藉
料
と
し
て
呈
し
度
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明治19年

一

月
一

日

目
出
度
奉
祝
新
年

223 

一

月
一

日

明
治
十
九

河
原
林
義
雄

（
一

八
八
六
）

①
京
都
寺
町
通
丸
太
丁
上
ル

②
丹
波
北
桑
田
郡
大
野
村

林
孟
夫
氏
所
蔵
）

⑥
新
島
公
義
代
筆
か。

年

③
は
が
き

新
島
公
義

京
都
寺
町
通
丸
太
丁
上
レ

新
島

襄

⑤
複
写
（
河
原

375 



専
門
校
の
為
御
恵
投
之
御
好
意
難
有
奉
謝
候 、

尚
此
上
も
御
尽
力
之
程
偏
に
奉
仰
候

〔
太
〕

＊
＊

亦
十
郎
様
之
御
病
気
は
其
後
如
何 、

最
早
御
快
方
と
は
蓬
察
候
得
共
精
々
御
加
養
の
程
奉
希
図
候

松
本
勘
十
郎
様

謹
祝
新
年 、

其
後
は
御
起
居
如
何
弥
々
清
適
之
段
奉
賀
候 、

陳
は
過
般
公
義
迄
御
遣
し
の
端
書
に
よ
れ
は 、

専
門
校
に
御
投
与
の
金
子
は

東
京
第
一

銀
行
に
於
て
取
扱
不
致
趣
□
口
□
当
地
第
一

銀
行
に
懸
合
至
急
本
店
迄
照
会
被
致
候
様
願
置
候
間 、

何
レ
返
事
次
第
早
々
御
通

知
可
申
候 、

頓
首

一

月
十
一

日

224 

一

月
十
一

日

⑤
森
中
章
光
写

＊

松
本
勘
十
郎

襄

新
島

襄
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明治19年

安
中
教
会

兄
姉
方
御
中

此
度
は
喪
会
之
牧
師
杉
田
潮
兄
御
義
伝
道
会
社
之
委
托
二

応
セ
ラ
レ
、

東
北
地
方
二

最
早
御
出
張
之
由
承
聞
仕、

貴
会
二

於
而
同
兄
東
北

行
二

付
御
承
諾
被
下
候
を
深
く
奉
謝
候、

定
而
御
留
守
中
彼
是
御
不
都
合
無
之
も
難
計
候
得
共、

何
卒
兄
姉
方
御
一

統
御
奮
励
之
上
諸
事

ヒ
候
間、

御
操
合
セ
被
下
候
而、

杉
田
兄
二

も
充
分
東
北
播
種
之
働
き
二

従
事
セ
ラ
ル
、

様
奉
希
図
候、

右
義
二

付
小
生
よ
り
も
兼
而
費
会
二

相
願

不
取
敢
貴
会
之
御
承
諾
被
下
候
好
意
を
奉
謝
候、

扱
今
回
杉
田、

星
野
両
兄
之
行
東
北
地
方
向
来
之
伝
道
二

大
関
係
可
有
之
候

間、

貴
会
之
兄
姉
切
二

御
祈
躊
有
之、

天
父
よ
り
非
常
之
好
結
果
を
賜
ハ

ラ
ン
事
ヲ
奉
切
望
候、

右
年
甫
之
御
祝
詞
芳
御
謝
詞
陳
述
仕
度

如
此
候
也、

敬
白

一

月
十
二
日

謹
賀
新
年
併
而
天
父
之
恩
恵
永
く
費
会
之
上
二

止
ラ
ン
事
ヲ
祈
ル

225 

一

月
十
二
日

｛
女
中
教
会
兄
姉

新
島

襄

①
京
都
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
町
百
四
拾
番
地

②
群
馬
県
下
上
州
安
中
駅
旧
邸
内
二

而
杉

田
潮
様
方

安
中
教
会
届
キ

⑤
写
真
（
日
本
基
督
教
団
安
中
教
会
所
蔵
）
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下
候
〔
ハ
、
〕
幸
甚、

愚
妻
よ
り
も
宜
し
く
申
上
候

一

月
十
二
日

去
月
月
迫
二

差
シ
入
一

書
相
呈
候
間、

定
而
御
落
手
之
御
事
卜
奉
存
候、

其
后
湯
浅
治
郎
よ
り
之
来
状
二

よ
れ
ば
専
門
校
へ

御
寄
附
之
分

金
七
百
円
は
既
に
同
氏
迄
御
渡
し
置
之
由、

其
後
小
生
よ
り
東
京
第
一

銀
行
に
相
托
し
当
地
第
一

銀
行
迄
御
回
し
之
よ
し
申
進
候
間、

定

而
不
遠
回
送
之
事
卜
存
し
老
翁
之
御
好
意
卜
平
素
之
御
丹
精
に
感
服
千
万
奉
謝
候、

其
後
御
起
居
如
何、

逐
々
寒
気
相
募
候
間
精
々
御
加

一

月
十
二
日

半
田
宇
平
次
殿

尚

、々

御
家
族
様
御
一

統
二

宜
し
く
御
致
声
之
程
奉
希
候、

封
入
之
写
真
は
甚
拙
影
候
得
共
老
翁
迄
呈
上
仕
度
侯
間、

御
笑
納
被

養
有
之
度
奉
切
望
候、

右
年
甫
御
祝
詞
申
入
度
如
此
候
也、

敬
白

謹
賀
新
年

④
墨

226 

半
田
宇
平
次

新
島

襄
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明治19年

前
略
御
免 、

陳
者
御
申
越
之
グ
リ
ー
ン
氏
東
行
之
義
二

付 、

諸
兄
二

も
御
賛
成
之
由 、

且
近
頃
当
地
よ
り
申
上
候
事
件 、

乃
チ
同
氏
之
京

都
二

止
ム
ル
事
二

付 、

当
地
之
諸
氏
よ
り
申
上
候
は
他
二

あ
ら
す 、

成
程
グ
リ
ー
ン
氏
ニ
ハ
一

昨
年
来
随
分
書
生
二

対
シ
―

二
之
不
都
合

ナ
キ
ニ
シ
モ
ア
ラ
サ
レ
ト

モ 、

氏
之
声
価
ハ

近
来
二

至
弥
顕
ハ
レ 、

同
志
社
ヲ
大
学
ニ
ナ
ス
等
之
事
二

付
テ
ハ

日
本
教
員
之
見
ル
所
デ
ハ

先
ッ
一

人
ノ
グ
リ
ー
ン
氏
ア
ル
ノ
ミ 、

先
般
ョ
リ

予
備
校
ヲ
設
ケ
本
校
二

大
改
革
ヲ
与
フ
ル
等
ノ
動
識
モ
有
之
候
得
共 、

主
義
ニ
テ 、

志
社
ハ

政
府
之
学
校
ナ
ド
、

併
立
ハ

出
来
ズ 、

向
来
無
勢
力
之
モ
ノ
ト

ナ
ラ
ン
事
ヲ
憂
ヘ
ラ
ル
、
ハ

我
翡
卜

更
二

異
ナ
ラ
ス 、

予
備
校
ヲ
置
キ
本
科
ノ
科
目
ヲ
進
ム
ル
ハ

此
―

二
年
ノ
間
ニ
ア
ル
ベ
シ
ト

決
心
有
之
候
ハ
ヽ
、

今
此
改
革
党
ナ
ル
グ
リ
ー
ソ
氏
ヲ
去
ラ
シ

ム
ル
ハ

散
校
ニ
ト
リ

非
常
之
困
難 、

昨
年
中
グ
リ
ー
ン
氏
二

於
テ
不
都
合
有
之
候
得
共 、

当
時
教
授
ノ
都
合
モ
大
二

宜
し
く 、

同
氏
二

向

ヒ
不
平
ヲ
鳴
ラ
ス
モ
ノ
モ
無
之 、

同
氏
ニ
モ
大
二

注
意
セ
ラ
ル
、

ナ
ラ
ン
カ 、

先
教
授
ノ
所
ハ
ト

モ
ア
レ
我
党
ノ
改
革
ヲ
賛
成
セ
ラ
ル
、

ハ

独
グ
リ
ー
ン
氏
ニ
ア
ル
ノ
ミ
ト

思
ヘ
ハ

、

此
企
テ
ノ
未
夕
其
ノ
巧
ヲ
奏
セ
サ
ル
ニ

、

同
氏
ヲ
シ
テ
去
ラ
シ
ム
ル
ハ

同
志
社
ニ
ト
リ

非
常

之
困
難
ヲ
覚
申
候、

成
程
貴
命
之
如
ク
東
京
之
働
キ
ハ

全
天
下
二

衝
ス
ル
ニ

足
カ
モ
知
レ
サ
レ
ト

モ 、

全
天
下
之
書
生
ヲ
引
受
ケ
之
ヲ
蓑

候

221 

一

月
十
八
日

＊

松
山
高
吉
・

湯
浅
治
郎
・

小
崎
弘
道
・

海
老
名
弾
正

⑥
追
而
書
は
朱
節

此
書
ハ

当
地
諸
兄
弟
卜

議
シ
テ
而
シ
テ
后
認
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス 、

只
小
生
ノ
意
見
ノ
ミ 、

何
レ
不
日
我
輩
ョ
リ

御
返
答
二

可
及

④
暴

不
相
替
ノ
収
縮

金
カ
ナ
イ
ト

被
申
候
ハ
、

此
一

点
二

而
随
分
閉
口
致
申
候、

乍
去
グ
リ
ー
ン
氏
ニ
ハ

是
非
ト

モ
此
改
革
ヲ
為
サ
、
レ
ハ

同

且
本
校
ニ
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中
村
様

一

月
十
八
日

228 

一

月
十
八
日

松
山

湯
浅

小
崎

海
老
名

成
ス
ル
ノ
企
テ
モ
全
天
下
二

衝
ス
ル
ノ
基
ヲ
立
ツ
ル
ニ
ア
ラ
ス
ヤ
ト
存
候、

何
レ
小
生
モ
近
々
出
京
仕、

前
途
之
事
二

付
万
纏
御
相
談
仕

度
候
間、

諸
兄
ニ
モ
篤
卜
御
勘
考
被
下
度
候
也、

費
答

四
愛
兄
方
御
中

過
日
御
依
頼
申
上
置
候
看
病
婦
学
校
願
書
之
下
書、

御
廻
し
被
下
度、

偏
に
奉
願
候、

草
々
不
備

一

月
十
八
日

⑤
森
中
章
光
写

巳
に
竹
内
の
方
へ

御
回
送
被
下
候
哉
否
御
尋
ネ
申
上
候、

中
村
栄
助

新
島

襄

万
一

未
だ
し
な
れ
ば
至
急

⑥
森
中
写
で
は、

新
島
八
重
代
筆
と
推
定
さ
れ
て
い
る。

新
し
ま
襄

380 



明治19年

迄
御
頼
み
被
下
度
候、

但
し
願
文
ハ

左
之
通
二

て
宜
か
る
へ

し

此
度
森
文
部
大
臣
二

面
会
之
上
歩
兵
操
練
科
設
置
二

付
相
尋
候
処、

殊
之
外
手
軽
二

引
受
呉
候
間
直
二

右
願
出
し
度
候、

知
事
ハ

留
守
な

る
も
不
苦、

留
守
な
ら
ば
大
書
記
迄
て
二

右
願
書
早
々
差
出
之
程
御
委
頼
申
上
度
候、

尤
一

両
日
中
ニ
ハ

知
事
も
出
京
可
仕
候
問、

小
生

よ
り
示
談
二

及、

直
二

大
書
記
二

右
取
計
可
致
旨
通
し
さ
せ
可
申
候
間、

直
二

右
願
書
ハ

御
差
出
し
之
程
奉
願
候、

右
願
書
調
方
ハ

公
義

〔
後
欠〕

230 229 

一

月
二
十
六
日

n
一

月
十
九
日

⑤
森
中
章
光
写

市
原
盛
宏

仙
台
之
学
校
よ
り
重
要
之
事
件
有
之、

小
生
卜
相
談
致
し
度
旨
二

而
出
京
ヲ
促
カ
サ
レ

候
問、

開
帆
之
放
二

候、

何
レ

暫
時
滞
留
勿
々
帰
宅
之
租
二

候、

却
説
ベ
レ
ー
氏
よ
り
書
面
あ
り

＊

中
村
栄
助
u

④
墨

不
得
止
明
日
正
午
之
汽
船
二

而
神
戸
ョ
リ
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一

月
廿
六
日

市
原
盛
宏
兄

知
事
留
守
な
ら
は

大
書
記
官
宛

月

日
歩
兵
操
練
科
設
置
願
書
御
進
達
願

京
都
府
庁
之
分

今
般
弊
校
へ

歩
兵
操
練
科
設
置
仕
度
二

付
別
紙
之
通
奉
願
度
候
間、

右
御
進
達
之
程
奉
願
上
候
也

文
部
大
臣

森
有
礼
殿

月

日

此
度
弊
校
へ

歩
兵
操
練
科
ヲ
設
生
徒
二

該
科
之
要
領
ヲ
教
授
仕
度、

就
而
は
右
規
則
井
二

管
理
等
二

付
キ
総
テ
御
指
令
之
通
遵
奉
可
仕

候
間、

右
設
置
之
義
御
許
可
被
成
下
度、

此
段
奉
願
候
也

＊

歩
兵
操
練
科
設
置
御
願

同 同

新
島

襄

新
島

襄

中
村
栄
助

社
員

山
本
覚
馬

同
志
社
長

新
島

襄

382 



朗治19年

一

月
廿
六
日

〔

助
〕

中
村
栄
介
兄

右
看
病
婦
学
校
ヘ
ノ
寄
附
ト
シ
テ
御
受
取
相
成
分
ト
シ
テ
御
遣
被
下、

証囮

一

金
八
拾
五
円 231 

一

月
二
十
六
日

④
墨

中
村
栄
助

服
之
義
ハ

極
粗
末
之
物
ニ
テ
苦
し
か
ら
さ
る
可
し、

銃
ハ

何
レ
古
鉄
砲
デ
モ
買
ハ

ネ
ハ

ナ
ラ
ヌ
事
な
る
へ
し、

是
も
五
十
挺
力
百

挺
ハ

安
価
ニ
テ
入
り
申
へ
し、

当
分
靴
二

及
ハ
ス、

桂
デ
モ
よ
ろ
し

正
二

落
掌
仕
候
也

新
島

襄

⑲

383 



23 3 

拝
呈
仕
候、

時
下
御
清
安
奉
賀
上
候、

陳
ハ

小
生
兼
テ
相
企
候
大
学
設
立
ノ
義
二

付、

テ
ハ

猶
天
下
同
感
之
人
士
二

訴
へ

其
賛
朔
ヲ
仰
カ
ン
カ
為
メ
、

主
意
及
設
立
始
末
書
等
別
封
ニ
テ
差
上
候
間、

御
高
覧
之
上
宜
敷
御
取
計

二

月
四
日

⑤
森
中
章
光
写

前
略
御
免
可
被
成
候、

陳
者
先
頃
弊
屋
迄
御
光
来
被
下
候
節
ハ

本
月
上
旬
上
京
之
積
二

御
座
候
処、

去
月
廿
日
俄
二

出
京
仕、

用
弁
之
上

帰
宅
可
仕
卜
心
得
居
侯
処、

不
図
モ
不
快
二

相
成、

為
二

四
五
日
之
日
子
を
費
し
昨
日
潮
く
来
浜、

本
日
出
帆
之
近
江
丸
ニ
テ
帰
航
可
仕

候、

依
而
今
回
拝
眉
を
不
果
ハ

追
憾
之
至
二

候
得
共、

兼
而
願
置
候
歩
兵
操
練
科
設
置
之
義
閤
下
之
御
含`
‘、
も
有
之、

又
今
度
は
文
部
大

〔
鋭
ア
ル
カ
U

臣
ト
モ
面
謁
之
上
諸
庫
委
頼
仕
置
候
間、

此
上
之
処
は
偏ー一

問
下
之
御
取
計
を
奉
仰
候
ノ
ミ
ニ

備
座
候、

兼
而
下
問
を
被
添
侯
際
森
殿
迄

北
垣
国
道

之
程
懇
請
致
候、

先
如
此
得
貴
意
候、

早
々

232 

〔
一

月

②
上
野
国
碓
氷
郡
原
市
村

＊

半
田
宇
平
次
〕

已
二

御
寄
附
御
申
込
被
成
下
深
ク
奉
感
謝
候、

就

③
は
が
き

④
墨

⑥
代
筆、

消
印
は
山
城
京
都
と
あ
る。
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明治19年

前
略
御
免、

陳
者
昨
日
教
員
之
会
議
ヲ
開
ラ
キ
貴
兄
御
来
校
之
事
件
二

付
相
談
仕
候
処、

左
之
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
以
て
御
招
キ
可
申
由

決
定
仕
候、

当
分
之
所
ハ

歴
史
之
壱
科
井
二

邦
語
神
学
之
ア
ポ
ロ
ジ
ェ
テ
ィ
ク、

度
奉
要
望
候、

尤
ク
リ
シ
チ
ャ
ン
・
ヱ
ヴ
ィ
デ
ン
シ
ス
教
授
等
二

付
テ
ハ

兼
而
デ
ウ
ィ
ス
之
持
分
二

候
処、

同
氏
ハ

支
那
二

参
リ
留
守
ナ

リ、

又
バ
ク
レ
ー
ト
申
人
本
年
中
ニ
カ
被
参
候
由、

又
多
分
ア
ボ
ロ
シ
エ
テ
ィ
ク
等
英
語
二

而
教
授
致
サ
ル
、

ナ
ラ
ン
カ、

又
縦
令
邦
語

〔
朱
点〕
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ヲ
教
ュ
ル
モ
四
五
年
ヲ
出
サ
レ
ハ

六
ケ
敷
カ
ル
ベ
シ、

何
分
今
之
所
ハ

人
二

欠
乏、

又
上
級
生
ヲ
繋
キ
置
ク
ニ

貴
兄
ハ

其
人
ナ
リ
ト
確
信

候
間、

右
之
教
授
科
目
等
二

於
而
御
不
満
足
カ
ハ

知
レ
不
申
候
得
共、

今
弦
二

於
テ
五
年
生
四
年
生
ヲ
シ
テ
神
学
科
二

入
ラ
ス
飛
去
ラ
シ

来

メ
ハ

、

向
来
之
望
ヲ
断
絶
ス
ル
ニ

至
ル
ベ
シ、

何
卒
此
等
之
事
ヲ
御
商
量
被
下、

弥
四
月
上
旬
ニ
ハ

単
身
ナ
リ
ト
モ
一

卜
先
御
上
京‘

散

御
招
聘
状

234 

北
垣
明
府
殿

二

月
九
日

④
墨

小
崎
弘
道

御
供
可
仕
卜
申
上
置
候
得
共、

右
陳
腿
之
次
第
二

而
本
B
帰
京
可
仕
候
問、

右
侍
史
迄
開
陳
仕
度、

早
々
敬
白

二
月
四
日

又
ハ
ク
リ
シ
チ
ャ
ン
・
ヱ
ヴ
ィ
デ
ン
シ
ス
等
御
預
被
下

新
島

襄
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235 

校
之
為
二

御
尽
力
被
下
度、

此
段
奉
願
望
候、

早
々
頓
首

二

月
九
日

数
学
之
教
員
一

人
頼
ミ
度
候
処、

兼
而
加
藤
勇
次
郎
氏
卜
共
ハ

デ
ー
ル
先
生
之
処
二

而
数
学
教
授
候
人
ハ

御
存
知
ナ
ル
カ、

如
何

ナ
ル
カ
ア
ル
人
力、

又
数
学
ハ

槌
ニ
ハ
ー
イ
マ
セ
マ
チ
ィ
ク
ノ
出
来
ル
人
ナ
ル
カ、

基
督
信
徒
ナ
ル
カ、

ニ

而
被
参
候
哉、

何
卒
加
藤
氏
卜
御
照
会
ノ
上、

奉
願
候、

貴
兄
二

呈
ス
ル
報
酬
ハ

他
卜
同
様
二

而
月
二

三
十
円
二

候
間、

左
様
御
承
知
被
下
度
候

二
月
九
日

①
京
都
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
町
百
四
拾
番
地

④
暴

⑥
封
筒
表
書
は
小
崎
宛

松
山
高
吉
・

小
崎
弘
道
・

湯
浅
治
郎

又
サ
ラ
リ
ー
ハ

幾
何
位

又
其
人
ト
モ
直
接
御
懸
合
之
上
来
校
ス
ル
ヤ
否
御
問
合
セ
被
下
問
敷
哉、

此
段

②
東
京
府
下
赤
坂
榎
坂
五
番
地

風
評
ニ
ョ
レ
ハ
一

致
会
之
教
師
連
中
ハ

我
組
合
教
会
之
高
崎
教
会
二

対
ス
ル
ノ
所
分
ヲ
甚
不
穏
ナ
リ
ト
被
申
候
由、

是
レ
ハ

星
野
兄
ヲ
力

リ
ツ
事
ナ
ル
カ、

小
生
之
近
来
該
地
ヲ
見
舞
シ
故
ナ
ル
カ、

兎
角
グ
ヅ
ッ
ク
人
間
ニ
ハ

閉
ロ
ナ
リ、

我
翡
心
二

臆
ス
ル
処
ナ
シ
、

無
鈍
着

ノ
積
ナ
リ、

宜
ッ
ク
御
含
被
下
度
候

至
急
用

新
島

迎
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明治19年

仙
台
云
々
二

付
三
兄
之
断
然
之
御
所
分
ヲ
伏
テ
奉
仰
候
0
伊
勢
卜
小
生
ハ

飽
マ
テ
モ
不
同
意
ヲ
陳
ス
ペ
シ
0
伊
セ
ト
小
生
ハ

飽
迄

公
脱
ア
ル
カ〕

モ
一

致
シ
仙
台
ノ
学
校
ヲ
初
ム
ル
ハ

大
不
同
意
ナ
リ、

且
グ
リ
イ
ン
氏
迄
ハ

不
同
意
ヲ
ト
ナ
ヘ
タ
リ、

其
意
他
二
事
必
ラ
ス
水
ト

混
合

油
ト
ヲ
混
ス
ル
ノ
類
ナ
ラ
ン
カ、

ニ
ノ
差
違
ア
ル
分
子
ヲ
調
和
ス
ル、

不
絶
之
ヲ
調
和
セ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ス、

事
ノ
運
ハ
サ
ル
必
セ

リ、

中
和
説
ハ

乃
チ
止
働
説
ナ
リ、

我
翡
奮
之
ヲ
駁
セ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ス

湯
浅
兄

小
崎
兄

松
山
兄

幸
二

商
籠
ア
ラ
ハ

幸
甚

新
島

襄

グ
リ
イ
ン
氏
ハ

固
ク
一

致
ノ
説
ヲ
ト
リ、

新
聞
モ
一

致、

仙
台
ノ
学
校
モ
一

致
ッ
双
方
ョ
リ
教
員
若
干
ヲ
出
ツ
之
ヲ
維
持
ス
へ

0

0

0

0

 

シ
云
々
被
申
候、

生
等
ハ

大
不
同
意
ナ
リ、

其
調
和
ヲ
取
ル
却
テ
六
ケ
敷
カ
ル
ベ
ッ、

万
一

同
人
出
京
セ
ハ
一

致
会
ノ
教
師
二

逢
ヮ
サ
ル

G

朱
点〕
、
、
、
、
、

前
是
非
兄
等
（
松
山、

湯
浅
卜
兄
卜
三
人）
二

御
面
談
申、

其
上
彼
ノ
教
師
連
中
二
面
会
ス
ヘ
キ
様
委
頼
可
仕
候
間、

是
非
学
校
一

致
説
ハ

®
®
®
®

®
④
®
®
 

御
不
同
意
有
之
度
候、

我
力
両
教
会
ノ
全
ク
一

致
モ
ナ
ラ
サ
ル
ノ
前
二
学
校
之
一

致
ヲ
計
ル
事
至
難
ナ
ル
ベ
シ、

中
和
二
似
テ
不
断
無
気

®
®
®

®
®

®
®
@
®
®
®
®

義

品〕

力
之
説
ナ
リ、

先
方
ノ
御
気
機
嫌
ヲ
取
ル
ノ
説
ナ
リ、

我
主
意
ノ
働
キ
ヲ
断
行
ス
ル
ニ

大
ナ
ル
防
碑
碍
ヲ
惹
キ
起
ス
ヤ
疑
ハ
サ
ル
所
兄
等

二
月
九
日

0
注
意
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前
略
御
免、

陳
者
先
般
ハ

拝
眉
ヲ
得
御
高
慮
ヲ
奉
労
候、

仙
台
事
件
二

付
弥
昨
十
一

日
大
坂
二

於
テ
宣
教
師
輩
会
議
ヲ
開
ラ
キ、

米
国
本

局
迄
仙
台
へ
三
人
之
宣
教
師
可
相
遣
旨
申
遣
ス
事
二

相
決
候、

乍
去
グ
リ
ー
ン、

デ
ホ
レ
ス
ト
之
二
名
ヲ
東
京
二

造
シ、

師
卜
懸
合、

仙
台
二

於
テ
向
来
紛
紐
ノ
ナ
キ
様
取
計
可
申
事
二

相
運
ヒ
申
候、

尤
右
談
判
二

付、

松
山
兄、

湯
浅
兄
）

方
卜
御
相
談
之
上、

先
方
卜
談
判
可
及
卜
申
事
二

候
得
バ
、

何
卒
貴
兄
方
ニ
ハ

充
分
御
熟
考
有
之、

此
度
之
好
機
会

ハ

再
難
得、

今
之
ヲ
失
ハ
、

向
来
之
東
北
伝
道
上
二

非
常
ノ
損
亡
ヲ
来
ス
ベ
キ
云
々
ヲ
陳
べ
、

断
乎
卜
進
ミ
取
ル
ノ
精
神
ヲ
以
テ
此
度
ノ

事
ハ

御
履
行
有
之
度
候、

呉
々
モ
両
教
師
へ

御
勧
メ、

若
シ
此
機
ヲ
失
ハ
、

我
翡
日
本
之
兄
弟
ハ

大
不
同
意
ヲ
嗚
ラ
ス
ベ
キ
云
々
、

充
分

二
氏
ノ
脳
中
二

御
吹
込
被
下
度
候、

此
度
之
二
氏
東
京
行
ハ

毛
ヲ
吹
キ
疵
ヲ
求
ム
ル
ノ
類
ニ
シ
テ
先
方
ノ
圧
制
家
ノ
為
二

束
圧
セ
ラ
ル
事

ヲ
恐
ル、

然
レ
ト
モ
、

委
員
ハ

派
遣
ス
ル
ハ

随
分
心
配
ノ
事
ナ
リ、

一

通
ノ
飛
書
ヲ
呈
シ、

師
ノ
反
対
論
に
対
し
一

歩
モ
御
退
キ
ナ
キ
様
仕
度
候、

ッ
ト
被
申
候、

然
し
無
理
モ
道
理
ノ
様
二

変
ス
ル
世
ノ
中
ナ
レ
バ
、

先
方
ノ
反
対
論
ヲ
道
理
ア
ル
論
卜
認
メ
ラ
レ
サ
ル
様
精
々
御
注
意
有

之
度
候、

又
グ
リ
ー
ソ
氏
ハ

中
和
説
ヲ
唱
へ
、

先
方
ョ
リ
ニ
人
ノ
教
師、

当
方
二
人
ノ
教
師
ヲ
出
シ
、

連
合
ノ
学
校
ヲ
起
ス
モ
然
ル
ヘ
ソ`
云

236 

二

月
十
二
日

⑤
柏
木
義
円
写

一

致
会
之
宣
教

一

応
在
東
京
我
党
之
兄
弟
及
（
貴
兄、

グ
リ
イ
ン
氏
モ
決
シ
テ
無
気
力
之
人
物
ニ
ア
ラ
サ
レ
バ

何
ト
カ
程
克
ク
談
判
ハ

遂
ゲ
可
申
卜
信
候
得
共、

元
来
此

又
同
氏
先
方
ト
ノ
談
判
ノ
勝
敗
ハ

偏
二

貴
兄
三
人
ノ
御
尽
カ
二

関
ス
ヘ
シ
ト
存
候
間、

予
メ

又
予
メ
此
ノ
委
員
ノ
サ
ク
セ
ス
ノ
為
二

御
祈
藷
ア
リ、

今
回
ノ
事
ハ

飽
迄
三
兄
断
然
之
御
所
為
有
之、

一

致
会
教

グ
リ
イ
ソ
氏
ノ
説
ニ
ョ
レ
ハ
、

先
方
ノ
申
分
二

道
理
ア
ラ
バ

我
輩
ハ

手
ヲ
引
ク
ベ

松
山
高
吉
・

小
崎
弘
道
・

湯
浅
治
郎
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明治19年

有
之
度
候

地
方
コ
ン
フ
ヱ
レ
ン
ス
ニ
テ
共
議
ノ
如
キ
ハ

我
主
義
ヲ
害
セ
ズ、

然
レ
ト
モ
彼
ノ
集
会
議
二

権
カ
ヲ
有
セ
シ
ム
ル
ノ
点
二

御
注
意

湯
浅

小
崎
――一
愛
兄
御
中

松
山

新
島

襄

ナ
チ
ュ
ラ
ル
・

グ
ロ
ー
ス
ナ
レ
バ

可
ナ
リ
ト
存
候、

中
和
主
義

云
被
申
候、

小
生
ハ

中
々
右
之
中
和
説
二

未
ダ
同
意
ハ

出
来
兼
候
得
共、

止
ム
ヲ
得
サ
＞
バ

寧
口
紛
伝
ノ
為
メ
学
校
ヲ
止
ム
ル
ョ
リ
モ、

一

致
ノ
学
校
ヲ
起
ス
ニ

如
カ
ス
ト
ト
モ
存
候
得
共、

畢
党
ス
ル
ニ

右
様
中
和
一

致
ノ

学
校
ハ

之
ヲ
所
ス
ル
ニ

随
分
面
倒
ナ
ル
ヘ
ッ
ト
存

候、

小
生
ハ

又
此
好
機
会
ヲ
尾
ヲ
垂
レ
テ
一

致
会
二

手
渡
ス
ル
ハ

大
不
同
意
ナ
リ、

貴
兄
翡
宜
ッ
ク
小
生
ノ
心
諸
ヲ
御
商
盤
ア
リ
賜
へ
、

又
近
来
相
起
両
会
一

致
ノ
説
ハ

其
後
如
何
相
運
ヒ
候
哉、

一

杯
ノ
羮
ノ
為
二

我
自
由
ノ
主
義
ヲ
売
ラ
サ
ル
様
充
分
御
勘
考
有
之、

之
ヲ
植

村
氏
ノ
為
二

急
ク
ハ

大
不
同
意、

同
氏
ハ

当
時
己
ノ
教
会
ノ
便
ヲ
計
ル
ニ

似
タ
リ、

然
レ
ト
モ
、

此
事
向
来
之
日
本
二

大
関
係
之
ア
ル
事

件、

決
シ
テ
軽
卒
四
五
人
ノ
手
ニ
テ
成
ス
可
ラ
ス、

膜
個
条
ヲ
書
キ
之
ヲ
討
論
高
リ
シ
双
方
充
分
満
足
ス
ル
ニ

至
ラ
サ
レ
バ

決
シ
テ
履
行

ス
ベ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ、

何
卒
日
本
全
国
二

注
目
シ
他
ノ
教
会
ノ
ス
タ
ン
プ
リ
ン
グ
・

プ
ロ
ッ
ク
ト
モ
不
相
成
様
仕
度、

小
生
之
鄭
見
ハ

敢
テ
之
ヲ
求
ム
ル
ニ
ア
ラ
ス、

之
ガ
双
方
ョ
リ
望
ム
所
ノ
モ
ノ
ト
ナ
リ、

〔
行
ヵ〕

ノ
モ
ノ
ヲ
出
来
シ
、

ド
ッ
チ
ト
モ
付
カ
サ
ル
モ
ノ
、

如
キ
ハ

不
不
同
意、

教
会
ノ
主
義
ニ
テ
事
甚
簡
易
ナ
リ、

会
議
二

権
カ
ヲ
有
セ
シ
ム

＊

ル
ハ

不
知
々
々
自
治
ノ
精
神
ヲ
絶
ッ
ヘ
シ、

慎
シ
マ
サ
ル
ベ
ケ
ン
ヤ、

右
得
貴
意
如
此
候
也

二
月
十
二
日
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前
略
御
免、

陳
者

小
生
出
京
中
ベ
レ
ー
氏
よ
り
申
来
烏
丸
通
紅
屋
之
北
ニ
ア
ル
地
所
之
地
主
醍
醐
氏
之
地
所
売
却
之
義
相
談
致
呉
と
申
越

候
処、

小
生
不
快
二

而
其
義
を
不
果、

依
而
湯
浅
氏
二

右
談
判
之
義
委
頼
致
置
候
処、

昨
日
之
来
書
ニ
ョ
レ
ハ

突
然
華
族
二

接
ス
ル
ニ

甚

困
難
ナ
リ、

京
地
二

而
可
然
人
物
二

御
照
会
ア
リ
タ
キ
由
申
参
候
問、

今
一

応
当
地
之
留
守
居
二

不
得
不
懸
合、

乍
去
右
二

付
一

応
之
御

相
談
致
度
候
間、

今
午
后
四
時
比
参
上
可
仕
候
間、

可
相
成
は
御
在
宅
之
程
奉
仰
候、

右
得
貴
意
如
此
候
也

六

二
月
十
五
日

中
村
栄
助
君

237 

二
月
二
十
日

二
月
十
六
日

⑤
森
中
章
光
写

足
下
御
出
京
后
指
ヲ
屈
人
力
車
夫
之
帰
来
ヲ
待
居
侯
に
箭
＜
昨
之
朝
車
夫
帰
来、

今
日
又
昨
日
付
之
御
書
来
着、

御
住
居
も
分
か
り
候
間

新
島
公
義

④
墨

中
村
栄
助

同
志
社
校
よ
り

新
島

襄
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明治19年

今
日
最
早
安
息
日
も
夜
二

入
り
我
翡
朕
二

就
か
ん
と
す
の
際、

一

筆
相
呈
し
我
翡
之
無
事
な
る
事
卜
又
老
大
人
之
差
ッ
ク
ル
御
事
ノ
無
き

を
御
通
知
申
度
候、

先
今
之
分
な
ら
は
此
寒
気
御
シ
ノ
キ
被
遊
候
ハ
、

又
々
御
存
命
二

も
可
被
及
卜
望
を
抱
き、

一

日
も
一

月
も
長
く
御

存
命
之
程
奉
望
候、

同
志
社
二

も
先
日
来
少
々
之
不
平
ナ
ド
嗚
ラ
ス
者
も
有
之
よ
し
な
る
も、

今
之
分
な
ら
は
差
た
る
事
無
之
卜
存
候、

〔

継
〕

又
今
日
よ
り
ハ

私
足
下
之
ソ
ン
デ
ー
・
ス
コ
ー
ル
ヲ
受
続
き
是
非
ト
モ
此
級
ヲ
振
ハ
セ
申
度
候

今
日
ハ

私
第
二
教
会
二
て
説
教
セ
リ、

其
後
中
村
栄
助
来
訪
夕
刻
迄
談
し
参
候、

明
日
ハ

臨
時
会
之
趣
郡
区
之
議
員
来
京
ナ
レ
ハ
、

明
晩

ハ

商
工
会
議
所
二

而
一

夕
之
集
会
ヲ
催
ス
ノ
目
算
二

候、

其
都
合
ハ

後
便
御
通
知
可
申
候、

御
出
発
後
内
モ

甚
さ
み
し
く
相
成、

け
ん
か
相
手
を
失
た
る
只
今
ハ

夫
婦
差
向
ヒ
ニ
テ
少
し
く
徒
然
二

思
ひ
候
得
共、

幸
二

多
事
な
る
人
間
故
徒
然
之
至
二

不
堪
之
憂
ハ

無
之

候、

足
下
ニ
ハ

此
度
初
而
伝
道
二

出
ら
れ
し
事
な
れ
ば、

何
卒
謙
遜
卜
堪
忍
卜
勉
強
卜
活
ケ
ル
信
仰
卜
人
ヲ
区
別
セ
サ
ル
博
愛
等
を
以
て

主
之
御
旗
二

随
ひ、

忠
僕
之
為
す
へ
ぎ
勤
を
尽
し
賜
ハ

ん
事
を
切
望
仕
候、

此
四
月
之
休
暇
ニ
ハ

何
ニ
ト
カ
都
合
致
し
津
迄
八
重
卜
共
ニ

二
月
廿
日

講
義
所
自
弁
云
々
之
御
申
越
有
之
候
得
共、

可
な
り
と
存
候
間、

念
之
為
御
通
申
入
候、

働
あ
り
た
し
と
被
申
候

公
義
君

八
重
も

万
一

御
地
二

而
都
合
不
相
成
時
は
伝
道
本
局
二

懸
合、

其
費
用
ハ

当
分
受
持
呉
候
も

八
重
よ
り
も
宜
し
く
申
候、

御
留
守
二

而
さ
み
し
く
候
得
共
神
之
為
な
れ
ば
精
々
御

御
見
舞
申
度
候
間
左
様
心
得
被
下
度
候、

右
勿
々
貴
答
迄
如
此
候
也

新
し
ま
襄
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小
崎
弘
道
兄

＊
 

前
略
御
免、

陳
者
此
度
貴
兄
御
来
西
之
義
二

付
兼
而
御
決
着
之
事
卜
存
候、

分
御
滞
京
之
事
二

御
決
し
之
由、

二
月
廿―――
日

239 

二

月
二
十
三
日

②
東
京
赤
坂
榎
坂
五
番
地

又
右
義
二

付
伊
勢
も
東
行
二

決
し
候
処、

費
兄
ニ
ハ

又
々
当

一

応
事
を
決
し
て
之
を
変
交
す
る
ハ

小
生
輩
兄
之
為
二

取
ラ
サ
ル
所
ナ
ル
モ
、

又
何
ニ
カ
深
き
御
情
実

ノ
ア
ル
事
ナ
ラ
ン
カ、

同
志
社
今
日
之
有
様
ハ

已
二

前
陳
之
次
第、

速
二

之
ヲ
救
フ
策
ヲ
立
テ
サ
レ
ハ

随
分
困
難
ナ
リ、

兄
ニ
シ
テ
速
ニ

〔
朱
点〕
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

来
リ
此
ノ
困
難
ヲ
救
ヒ
賜
フ
ノ
意
ナ
ク
ハ
、

我
楚
不
得
止
事
他
二

工
風
ヲ
転
セ
サ
ル
ヲ
不
得、

何
卒
今
回
ハ

決
着
之
所
断
然
卜
御
申
越
被

下
度
候、

今
危
急
之
際
小
田
〔
原〕
評
議
ヲ
為
ス
ニ

暇
ナ
シ
、

伏
而
決
着
之
所
速
二

御
申
越
之
程
奉
仰
候、

早
々
頓
首

米
沢
よ
り
教
師
一

人
相
頼
ム
ト
申
来
候
得
共、

何
ニ
カ
ハ
ル
リ
ス
氏
ニ
ハ

兼
而
之
委
頼
故
米
国
ョ
リ
壱
人
招
ク
ノ
策
ヲ
立、

已
ニ

＊
＊
 

其
招
状
モ
出
シ

甚
困
難
迷
惑
ノ
ヨ
シ
被
申
候
得
共、

此
レ
ハ
コ
ー
サ
ン
之
辞
シ
タ
ル
ト
キ
米
沢
ョ
リ
ハ

同
氏
二

頼
ミ
米
国
ョ
リ
招

キ
呉
レ
ト
申
シ、

然
ル
后
同
氏
其
招
状
ヲ
出
セ
シ
ャ、

将
ク
コ
ー
サ
ン
相
辞
セ
シ
ョ
リ
米
沢
ニ
ハ

懸
合
不
申
直
二

己
レ
ノ
一

了
簡

ニ

而
米
友
二

書
ヲ
送
リ
シ
ャ、

又
一

度
米
沢
ヨ
リ
ハ
ハ
ル
リ
ス
氏
ニ
コ
ー
ザ
ソ
氏
之
周
旋
ヲ
相
頼
候
間、

米
沢
ョ
リ
ハ

其
后
モ
ハ

ル
リ
ス
氏
二

頼
マ
ネ
ハ

ナ
ラ
ヌ
ノ
義
務
ナ
ル
カ、

米
沢
ョ
リ
今
回
同
氏
周
旋
ヲ
断
ハ
リ
シ
ハ

不
穏
当
ノ
那
ナ
ル
カ、

其
辺
之
所
ハ

①
京
都
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
町
百
四
拾
番
地

小
崎
弘
道

新
島

襄

④
暴
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明治19年
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240 
リ
ス
ト
徊
面
会、

又
米
沢
ト
モ
徊
文
通
之
上
二

而
徊
懸
合、

＊

御
談
判
被
下
度
候

二
月
二
十
五
日

小
崎

之
両
愛
兄

松
山 二 ル

中
村
栄
助

ド

ハ
ル
リ
ス
氏
卜、、、
ス
オ
ソ
デ
ル
ス
テ
ソ
デ
ィ
ソ
グ
之
無
之
様
朋
了

'‘
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去
月
七
日
ヲ
以
御
老
翁
宇
平
次
君
ニ
モ
遂
二

此
世
ョ
リ
天
国
二

被
為
受
侯
由、

御
家
族
方
之
御
愁
歎
御
蓬
察
申
上
候
得
共、

御
当
人
ニ
ト

リ
吾
人
之
未
ク
嘗
ヒ
得
サ
ル
所
ノ
天
国
二

御
進、

最
早
宇
宙
之
妙
理
等
御
暁
知
之
事
ナ
ラ
ン
ト
心
窃
二

羨
マ
シ
ク
奉
存
候、

老
翁
之
此
道

ヲ
信
セ
ラ
ル
、

僅
々
暮
年
／
事
ナ
ル
モ、

中
々
馨
ッ
キ
御
生
涯
ニ
シ
テ
已
二

吾
人
之
好
模
範
ト
ナ
レ
リ、

老
翁
之
精
神
ハ

永
ク
吾
人
之
教

241 

シ
ト
存
候

〔
侯
脱
力
〕

昨
日
ベ
レ
ー
氏
被
尋
上
長
者
丁
之
角
之
柴
屋
之
地
所
東
ヨ
リ
之
方
少
々
（
閂
咽
豆
雀）

別
ケ
テ
買
得
致
し
度
旨
被
申
候、

何
ニ
カ
割
リ
ニ

少

少
高
価
ナ
ル
ベ
ケ
レ
ト
モ、

甚
入
用
ナ
ル
地
所
故
是
非
買
得
シ
テ
ホ
シ
、

卜
被
申
候、

此
は
如
何
可
仕
哉、

我
輩
之
手
許
二

集
タ
ル
金
ニ

テ
間
二

合
可
申
哉、

二
月
廿
五
日

中
村
栄
助
兄

伴
直
之
助
兄
之
御
母
昨
日
御
死
去、

明
日
多
分
午
后
一

時
比
第
一

教
会
堂
二

而
御
葬
式
可
申
卜
存
候、

伴
氏
ハ

明
日
ハ

着
京
ス
ベ

三
月
三
日

①
京
都
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
町
百
四
拾
番
地

半
田
平
次
郎

一

応
御
照
会
申
上
度
如
此
也

②
群
馬
県
下
上
州
原
市

④
墨 新

島

襄
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明治19年

別
紙
御
受
取
書
ハ

早
々
送
呈
可
申
之
処 、

湯
浅
氏
モ

幸
便
ヲ
待
居
ラ
レ
シ
ニ
ョ
リ

落
掌
ノ
義
ハ

少
々
延
引
二

及
ヒ 、

店
二

払
込
候
得
共 、

東
京
よ
り

帰
宅
彼
是
多
事
大
二

延
引
二

及
侯
段
御
海
涵
可
被
下
候

三
月
三
日

平
二
郎
様

〔
別
紙〕

老
翁
よ
り

御
寄
附
七
百
円
之
収
領
書
ハ

別
段
差
上
候
問 、

御
落
手
可
被
下
候

会
二

存
ツ、

又
学
校
二

存・ソ、

終
々
老
翁
之
遺
志
ヲ
ッ
ク
モ
／
7
〔
ラ〕
ソ
カ、

早
々
頓
首

三
月
三
日

〔
次
U

半
田
平
二
郎
君

尚
々 、

御
家
族
様
二

宜
し
く
御
悔
ミ 、

否
御
恰
ヒ
御
述
被
下
度
奉
切
望
候

襄

又
過
般
第
一

銀
行
支

新
島

襄

395 



貴
会
御
一

統
様
二

御
致
声
奉
仰
候

川
本
政
之
助
兄

月
八
日

〔

籍
〕

其
後
は
御
起
居
如
何、

先
般
申
上
候
書
藉
購
求
之
金
子
ハ

来
着
候
間、

早
々
五
弗
丈
之
書
藉
何
ニ

ナ
リ
ト
モ
御
入
用
ノ
モ
ノ
ハ

御
求
メ
被

下
度
候、

尤
右
金
子
ハ

神
戸
ジ
ェ
ン
ク
ス
ノ
手
二

預
置
候
間、

貴
兄
ニ
ハ

只
五
弗
丈
之
書
ヲ
御
求
メ
被
成
候
ハ
、

代
価
之
所
ハ

ジ
ニ
ン
ク

ス
氏
相
払
可
申
候
間、

御
購
求
之
上
一

応
小
生
迄
御
通
知
被
下
度
候、

尤
米
国
本
局
ニ
テ
廉
価
二

求
メ
呉
候
様
申
越
候
問、

右
様
御
承
知

被
下
度
候、

早
々
以
上

242 

三
月
八
日

⑤
森
中
章
光
写

川
本
政
之
助

新
島

襄
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明治19年

〔
参
考〕

先
略
御
免 、

陳
者
米
沢
ノ
事
二

付
先
日
東
京
二

於
而
ハ
ル
リ
ス
氏
ノ
申
サ
レ
タ
ル
所
ョ
リ 、

直
二

先
方
二

書
ヲ
送
リ
聞
龍
シ
候
所 、

左
之

答
書
遣
シ
申
候

何
レ

貴
兄
迄
モ
何
ニ
カ
ト

申
来
リ

棲
々
先
々
ノ
所
モ
御
相
談
可
申
候
得
共 、

此
書
面
ヲ
御
一

覧
ア
リ
篤
卜

御
勘
考
ア
ル
可
然
キ
御
差
図
先

方
二

御
遣
シ
有
之
度
候

三
月
九
日

三
月
九
日

0
松
山
兄
之
御
来
京
ヲ
相
待
申
候

尊
翰
拝
誦
仕
り

候 、

陳
者

弊
校
二

於
て
外
国
教
師
招
聘
之
儀
二

付 、

ニ

紛
転
有
之
趣
き
御
申
越
被
成
下
一

読
大
二

照
愕
仕
り

候 、

是
れ
が
為
め
先
生
之
御
心
神
を
悩
し
奉
り

候
事
恐
縮
千
万
二

奉
存
候

小
崎
兄

243 

④
墨

⑥
本
書
簡
は 、

山
脩
新
太
郎
よ
り
新
島
宛
書
簡
〔
参
考〕

の
袖
部
分
に
書
込
ま
れ

た
も
の
で
あ
る 。

小
崎
弘
道

已
ニ
ハ
ル
リ
ス
氏
へ

言
断
ハ
リ
た
る
二

依
り
同
氏
迷
惑
致
し 、

為
め

襄

397 



熟
々
考
ふ
る
二

此
事
は
頗
る
怪
認
二

堪
さ
る
次
第
二

御
座
候、

何
と
な
れ
ば
ハ
ル
リ
ス
氏
よ
り
未
た
何
等
の
苦
情
も
申
来
ら
す、

又
申
来

〔
段〕

る
理
由
も
無
之
事
と
存
居
り
候、

左
れ
は
此
事
或
は
訛
伝
二

は
非
さ
る
哉
と
格
団
欝
結
仕
り
候、

却
説
小
生
二

於
て
今
度
之
一

儀
二

付
決

先
翰
に
申
上
候
通
り
客
冬
ハ
ル
リ
ス
氏
コ
ー
サ
ン
ト
氏
を
紹
介
致
呉
れ
候
際
に、

先
生
よ
り
御
厚
意
を
蒙
り
た
れ
と
も、

先
き
二

已
ニ
ハ

〔
マ
マ
〕

ル
リ
ス
氏
の
紹
介
を
以
て
右
コ
ー
サ
ン
ト
氏
と
略
契
約
仕
り
候
得
は
御
厚
意
二

背
き
候、

個
し
先
方
よ
り
破
約
二

及
ハ
、

其
節
速
二

御
依

頼
申
す
可
き
云
々
（
一

月
五
日
附
け
二

て
奉
呈
候
大
約
な
り
）、

能
ハ

さ
る
二

付
米
国
社
友
之
許
へ

書
を
寄
す
る
云
々
申
来
候
二

依
り、

呉
れ
間
敷
申
越
候、

最
前
よ
り
ハ
ル
リ
ス
氏
コ
ー
サ
ン
ト
氏
を
見
出
さ
る
二

先
ッ
て、

米
国
へ

周
旋
之
事
を
申
遣
ハ

し
て
は
如
何
候
哉
と

申
来
り
候
事
厘
々
な
れ
と
も、

其
儀
は
初
よ
り
固
く
謝
絶
致
居
り
候
（
是
れ
は
入
費、

氏
去
月
十
四
日
附
け
を
以
て
厚
意
二

も
米
国
よ
り
東
京
迄
の
入
費
は
尽
く
負
担
し、

付、

介
意
な
く
依
頼
す
可
き
旨
申
来
り
候
得
共、

十
八
日
附
の
書
を
以
て
此
を
辞
す
故
二
、

〔
マ
マ
〕

れ
可
き
様
一

言
隻
句
も
依
頼
不
致
候、

個
シ
ハ
ル
リ
ス
氏
米
国
よ
り
教
師
招
き
た
る
二

於
て
は、

酷
二

申
さ
ば
即
ち
越
権
之
所
置
と
云
さ

る
を
得
す、

小
生
其
責
に
任
す
る
能
ハ

す、

併
シ
果
し
て
此
等
の
事
有
之
と
せ
ば
ハ
ル
リ
ス
氏
弊
校
を
愛
す
る
の
所
致
な
れ
ば、

猶
小
崎

君
へ

如
何
の
事
な
る
哉
問
合
可
申
候、

然
る

訳
ま
て、

乱
文
如
斯
御
座
候、

御
推
読
之
程
奉
翼
望
候、

早
々
頓
首

三
月
1

一
日

＊

新
太
郎 ハ

ル
リ
ス

ニ

去
月
九
日
ハ
ル
リ
ス
氏
よ
り
来
翰
に
は、

コ
ー
サ
ン
ト
氏
来
る

〔
朱
点〕
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

小
生
直
二

書
を
以
て
米
国
へ

周
旋
之
事
を
拒
ミ
決
し
て
其
儀
致
し

又
未
た
小
崎
君
よ
り
小
生
へ
芳
墨
来
ら
す
候

し
て
曖
昧
両
端
之
行
為
不
仕
候
得
は、

宜
し
く
御
安
神
被
成
下
度
奉
願
候

其
他
誰
々
の
関
係
有
之
為
め
な
り
）、

且
ツ
貴
意
二

合
ハ

す
は
他
に
周
旋
ス
ル
道
も
有
之
ニ

〔

し
〕

ハ
ル
リ
ス
氏
へ

小
生
よ
り
米
国
へ

申
越
す
呉

右
儀
二

付
て
は
憮
々
御
立
腹
被
為
在
候
ハ

ん、

汗
顔
之
至
り
二

奉
存
候、

願
く
は
暫
時
御
埃
被
成
下
候
様
奉
仰
候、

先
ッ
は
不
取
敢
御
申
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明治19年

京
都
二

別
二

替
る
事
な
し、

八
重
よ
り
も
宜
し
く

〔
暫〕

先
般
は
津
二

御
移
り
大
分
御
都
合
も
よ
ろ
し
き
よ
し
大
慶
二

奉
存
候、

御
老
人
様
二

も
差
し
た
る
御
替
ハ

無
之、

今
之
分
な
ら
は
又
々
漸

ら
く
之
所
ハ

御
存
命
た
る
へ
し
と
も
存
し
候
間、

先
御
安
心
有
之
度
候、

此
封
入
之
書
ハ

新
井
よ
り
参
候
間
御
回
送
申
候、

早
々
頓
首

三
月
九
日

三
村
よ
り
之
書
面
井
二

新
聞
御
回
可
申
候

公
義
様

244 

新
島
罪
様梧
下

三
月
九
日

①
西
京
寺
丁
通
丸
太
丁
上
ル

新
島
公
義

②-
＝
重
県
下
勢
州
津
釜
屋
町

新
し
ま
襄

田
上
源
五
郎
方

④
墨
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⑤
写
真
（
天
理
大
学
図
書
館
所
蔵
）

一

筆
拝
啓
仕
候、

然
は
過
般
は
浪
華
二

而
拝
眉
之
節
ハ

乍
毎
度
御
馳
走
二

相
成
難
有
奉
謝
候、

小
生
も
其
後
尚
三
日
程
該
地
二

逗
留
仕、

古
沢〔
滋〕
君
も
旅
店
迄
尋
訪
有
之、

而
西
京
迄
被
参、

其
嫡
子
教
育
之
事
二

付
相
談
二

相
見
候、

尚
年
少
故
石
井
忠
敏
先
生
方
へ

造
し
二
三
年
ハ

漢
学
修
行
候
様
仕
候、

此
石

〔
竜
次〕

井
先
生
ナ
ル
者
一

昨
日
小
生
方
へ
相
見
へ

御
委
頼
之
辰
二
郎
君
ハ

同
志
社
ョ
リ
日
々
通
学
有
之
候
得
共
自
身
二

思
ふ
様
ニ
ハ

教
授
ノ
出
来

兼
候
間、

本
科
加
入
前
ハ

自
身
之
塾
二

預
リ
世
話
仕
度
よ
し
被
申
候、

右
二

付
幹
事
共
ト
モ

協
議
仕
候
処
却
而
其
方
力
可
然
卜
被
申
候

間、

当
夏
之
休
業
迄
ハ

石
井
氏
方
へ

御
委
托
力
漢
学
進
歩
之
為
二

可
相
成
卜
存
候
左
様
取
計
可
申
候
間
御
承
諾
被
下
度
候

且
本
日
聞
ク
所
ニ
ョ
レ
ハ

当
地
之
中
尾
ナ
ル
人
御
地
へ

参
上、

此
休
暇
ニ
ハ

辰
二
郎
様
亀
三
郎
様
御
両
人
卜
同
伴
シ
御
宅
へ

御
送
リ
可
申

候
云

、々

右
二

付
小
生
之
尤
モ
認
カ
ル
所
ハ

先
日
御
面
会
之
節
何
ノ
御
談
モ
ナ
ク、

委
托
ト
ハ

如
何
ノ
事
ソ
此
は
間
違
ヒ
ニ
ハ

無
之
候
哉、

縦
令
中
尾
氏
二

右
之
義
御
委
頼
有
之
共
尊
下
ョ
リ
御
文
通
之
ナ
キ
上
ハ

小
生
二

於

而
決
而
承
知
不
仕、

他
人
ヲ
以
忠
言
セ
シ
廉
モ
有
之
候、

且
決
而
不
正
ノ
人
ニ
ハ

無
之
候
得
共
愚
ニ
シ
テ
此
道
之
妨
ヶ
ト
モ
ナ
ル
様
ナ
ル
事
ヲ
為
サ
、
ル
ト
ハ

保
証
ッ
難
キ
人
ナ
リ、

難
下
之
御
令
息
ヲ
此
人
二

托
ス
ル
ハ

小
生
甚
不
同
意
ナ
リ、

縦
令
御
蔀
書
ア
ル
ト
モ
此
人
ナ
ラ
ハ

小
生
二

於
而
承

諾
難
仕
候、

右
御
委
托
之
真
否
至
急
御
返
答
被
下
候
ハ
、

幸
甚

245 

且
中
島
君
ヘ
ハ

小
生
ョ
リ
御
尋
申
し
暫
時
談
判
仕
候、

昨
日
は
武
木
村
里
見
氏
も
森
田
氏
卜
同
伴
ニ

且
中
尾
氏
ナ
ル
者
ハ

八
合
位
ノ
人
物
ナ
リ、

兼
而
聖
書
売
リ
ア
ル
キ
ハ

如
何
卜
存
シ
所
々
出
行
ク
事
ハ

止
ム
ベ
シ
ト

二
月
二
十
八
日

土
倉
庄
三
郎

又
今
回
壱
通
之
御
文
通
モ
ナ
ク
シ
テ
此
中
尾
氏
二

御
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明治19年

尚
々 、

御
賢
妻
様
御
二
弟
様
方
へ

宜
し
く

御
致
声
被
下
度
奉
希
候

安
心
仕
候 、

四
月
二
日

松
山
高
吉⑤

森
中
章
光
写

過
般
は
御
来
京
被
下 、

御
蔭
を
以
学
校
之
方
も
何
や
ら
都
合
も
出
来 、

又
殊
二

湯
浅
兄
之
御
周
旋
ニ
ョ
リ

加
藤
兄
も
御
来
校
被
下
由
大
ニ

又
先
日
ハ

押
川
氏
御
談
申
上
候
分
詳
細
二

御
知
ラ
セ
被
下
難
有
奉
謝
候 、

襄

又
東
北
地
方
之
事
別
而
東
京
之
□
口
□
二

御
申
越

被
下
候
□
口
□
ハ

、

此
度
伝
道
会
社
集
会
二
て
相
議
度
奉
存
候 、

先
日
御
残
し
置
之
若
松
よ
り

之
書
類
乍
延
引
御
送
致
申
上
候 、

先
日
伊

セ
兄
二

御
伝
言
之
湯
浅
吉
郎
氏
預
ケ
金
之
事
二

付 、

始
末
治
郎
兄
迄
申
上
候
間 、

同
兄
よ
り

御
承
知
被
下
度
候 、

尤
右
金
子
ハ

小
生
宅
ニ

預
カ
ル
ノ
名
義
ニ
テ
同
人
之
委
頼
二
よ
り

取
次
而
□
ロ
ロ
ロ
学
校
ノ
ア
ル
会
社
二

預
オ
キ
タ
ル
ナ
リ 、

右
之
社
ハ

唯
今
瓦
解
□
休
候
て
同

氏
之
金
ハ
一

切
戻
ラ
ス

、

小
生
よ
り

預
置
ク
ル
分
モ
全
ク
戻
ラ
ス

甚
困
却
仕
居
候 、

右
得
貴
意
如
此
候
也

四
月
二
日

246 

三
月
廿
八
B

土
倉
庄
三
郎
様

新
島

襄
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四
月
十
六
日

其
後
ハ

御
起
居
如
何、

存
外
之
御
無
音
申
上
候、

陳
者
兼
而
ベ
ル
リ
師
ョ
リ
御
相
談
モ
有
之
候
通、

今
回
京
師
二

於
而
別
紙
旨
趣
書
之
如

＊
＊
 

＜
看
病
婦
学
校
設
立
仕
度、

就
而
は
江
湖
有
志
家
之
賛
助
ヲ
得
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
、

成
巧
之
華
ヲ
見
ル
能
ハ
サ
ル
事
ナ
レ
ハ
、

願
ク
ハ

錦

地
二

於
て
両
尊
兄
創
立
委
員
ノ
任
ヲ
御
負
担
被
下、

有
志
家
ヲ
鼓
舞
シ
若
干
ノ
金
額
ヲ
募
集
シ、

此
業
ヲ
賛
翼
ア
リ
賜
レ
ン
事
生
等
之
伏

而
懇
願
ス
ル
所
二

御
座
侯、

依
而
右
旨
趣
書
之
写
一

通
奉
呈、

御
覧
候
間
幸
二

御
承
諾
被
下
候
ハ
、

上
梓
二

附
セ
サ
ル
前
御
意
見
等
御
添

ヘ

御
返
送
被
下
度、

此
段
奉
希
望
候、

早
々
以
上

247 

松
山
愛
兄

四
月
十
六
日

①
西
京

尚

、々

仙
台
之
挙
動
ハ
一

々
御
知
セ
被
下
度、

願
ク
ハ

貴
兄
卜
小
崎
兄
二

而
富
田
鉄
之
助
二

御
面
会
被
下、

小
生
よ
り
此
両一＿一
回

相
送
候
書
面
二

付、

同
君
卜
該
地
方
二

学
校
創
立
ノ
事
二

付
篤
卜
御
相
談
被
下
度
奉
仰
候

②
神
戸
下
山
手
通
七
丁
目

＊
 

川
本
泰
年
・

鎌
田
助

御
依
頼
書

④
墨

発
起
人
総
代

新
島

襄
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明治19年

神
戸
大
坂
京
都
等
二

於
而
寄
附
金
致
送
受
附
ハ

多
分
第
一

銀
行
之
支
店
二

而
引
受
ケ
呉
候
事
卜
存
候

四
月
二
十
七
日

其
後
ハ

御
起
居
如
何、

陳
者
先
般
一

寸
途
上
相
願
置
候
所
之
京
都
看
病
婦
学
校
旨
趣
書
御
覧
二

呈
し
候
問、

願
ク
ハ

至
急
二
階
堂
君
二

御

頼
ミ
御
加
筆
被
下
度
候、

其
上
ニ
テ
一

応
小
生
方
迄
御
戻
し
被
下
度
奉
願
上
候、

左
ス
レ
ハ

小
生
一

読
之
上、

別
二

改
正
ス
ヘ

キ
箇
条
等

無
之
候
ハ
、

直
二

貴
社
之
活
版
局
二

願
ひ
早
々
御
出
版
被
下
度
候、

何
卒
二
階
堂
君
ニ
ハ

其
文
意
ハ

存
し
文
面
ニ
ハ

充
分
二

御
加
筆
御
改

良
被
下
候
様
仕
度
候、

四
月
廿
七
日

浜
岡
光
哲
殿

248 

⑤
森
中
章
光
写

且
右
之
報
酬
等
二

至
リ
テ
ハ

貴
兄
宜
シ
ク
御
取
計
被
下
度、

是
亦
奉
希
候、

早
々
頓
首

川
本
泰
年

両
愛
兄

鎌
田

助

＊

 

浜
岡
光
哲

新
島

襄
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〔

補
〕

明
治
十
九
年
四
月
廿
七
日

0

通
U

金
森
道
倫
兄

右
為
招
聘
状
如
此
候
也

招
聘
状 249 

四
月
二
十
七
日

④
墨、

朱

⑥
草
稿。

抹
消、

訂
正、

補
筆
は
全
て
朱
筆

＊
 

金
森
通
倫

同
志
社
員
総
代

新
島

襄

⑲

乏
二

〔
補
〕

一

書
拝
啓
仕
候、

陳
者
近
来
我
力
同
志
社
二

於
而
内
外
教
員
之
欠
員
及
ヒ、

直
二

授
業
上
非
常
之
困
難
ヲ
来
タ
シ
候
際
「
殊
二

旺
祖入

者

t

し

ヽ

t
:
t
t
t
t
t
ヽ

t
t
し

t
し

t

し
て
実
地
伝
道
之
経
験
カ
ア
リ、

且
学
識
ア
ル
人
来
り
て
神
学
科
ヲ
教
誨
ス
ル
ニ
ア
ラ
〔
サ
レ
〕
ハ
、

前
途
之
見
込
甚
覚
束
□
口
際」、

幸
二

＊
＊

乏

伝
道
会
社
之
年
会
二

逢
遭
シ、

我
力
社
友
ト
モ
種
々
相
談
仕
候
処、

此
欠
員
ヲ
充
タ
ス
ハ

費
兄
其
ノ
人
ナ
リ
ト
一

同
ョ
リ
ノ
勧
メ
有
之、

且
右
義
ヲ
教
員
会
二

附
シ
協
議
セ
シ
メ
候
処、

各

員
之
見
込
恰
モ
符
節
ヲ

合
ス
ル
カ
如
ク、

貴
兄
招
聘
ノ
事
二

大
袈
成
ヲ
表
セ
ラ
レ
候

問、

生
社
員
二

代
リ
此
書
ヲ
呈
シ、

来
九
月
ョ
リ
散
校
二

於
テ
御
授
業
之
義
御
承
諾
被
下
度
奉
仰
候、

尤
モ
貴
兄
ニ
ハ

岡
山
教
会
卜
密
切

伝
道
上
二

取
リ

ノ
御
関
係
モ
有
之、

遅
々
去
ル
ニ

忍
ヒ
サ
ル
場
合
可
有
之
ハ

呉
々
モ
御
洞
察
致
居
候
得
共、

徹
社
ョ
リ
ノ
御
委
頼
ハ

万
止
ム
ヲ
得
サ
ル
ノ

r

»ヽ

r

»ヽ

ヽ
ヽ

»ヽ

・
‘

要
点
ョ
リ
出
候
事
ナ
レ
ハ
、

右
御
委
頼
之
義
ハ

直
二

御
承
諾
ア
ラ
ン
事
切
望
ノ
至
二

堪
ヘ
サ
ル
所
二

候

404 



明治19年

北
垣
明
府
殿執
事

敬
白
過
日
は
御
母
公
様
御
事
御
逝
去
被
遊
候
旨
御
通
知
二

預
リ、

憮
々
御
悲
歎
千
万
卜
奉
了
察
候、

右
御
悔
労
御
起
居
奉
伺
度、

如
此
候
也、

四
月
廿
七
日

250 

四
月
二
十
七
日

岡
山

東
中

山
下

石
黒
涵
一

郎

ノ
為
卜
思
ハ
レ

①
府
下
寺
町
通
丸
太
丁
上
ル

北
垣
国
道

②
京
都
府
下
土
手
町

④
墨

新
島

襄

倣
社
ノ
事
ク
ル
日
本
伝
道
上
非
常
之
関
係
ア
リ
て、

若
し
当
校
二

し
て
有
為
活
撥
／
伝
道
士
ヲ
多
養
成
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
、

教
育
目
眉

t

‘
‘

我
輩
之
希
望
ス
ル
如
ク
伝
道
ノ
大
進
歩
ヲ
期
し
難
キ
事
ナ
レ
ハ
、

岡
山
教
会
二

於
而
モ
[

LJ

ノ
ミ
ナ
ラ
ス、

広
ク
全
局
日
本
伝
道
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柁
川
武
一

様

先
は
取
急
き
大
略
御
答
迄
如
斯
二

御
座
候、

不
具

有
之
候
ハ
、

為
立
寄
可
申
候

251 

四
月
二
十
九
日

四
月
廿
九
日

松
山
ま
つ
〔
の〕
様

⑤
森
中
章
光
写

柁
川
武

⑥
森
中
写
に
よ
れ
ば、

原
本
は
代
筆
と
あ
る。

＊

 

•

松
山
ま
つ
の

新
島

襄

華
翰
拝
誦
仕
候、

先
以
貴
家
御
清
康
之
義
と
奉
賀
候、

倦
て
御
来
書
之
趣
二
よ
り
候
へ
は
神
之
道
御
調
被
成
度
御
精
神
之
由、

御
篤
志
之

段
感
入
申
候、

然
る
処
目
下
伝
道
其
人
二

乏
し
く
候
得
は
直
二

派
出
為
致
候
訳
ニ
ハ

立
到
兼
候
へ

共、

折
あ
り
て
御
方
角
へ

派
出
之
序
も

406 



明治19年

五
月
五
日

之
忠
義
ナ
ル
＿

小
僕
卜
な
り
主
二

使
へ

賜
ハ
ン
事
切
望
之
至
二

不
堪
候

其
後
ハ

大
二

御
不
音
申
上
候、

陳
者

先
般
山
田
行
二

付
御
尋
之
義
二

付、

已
二

伝
道
会
社
委
員
二

附
シ
相
談
被
致
候
間、

定
而
何
ニ
ト
カ

又
近
々
浮
田
和
民
氏
モ
来

ノ
返
答
有
之
候
と
存
候、

当
地
其
後
別
二

替
る
事
無
之、

学
校
ニ
ハ

加
藤
勇
次
郎
氏
来
り
て
数
学
を
負
担
ス
、

校
之
事
と
存
し
候、

御
老
人
様
ニ
ハ

逐
々
御
快
気
二

被
趣
候
間
御
安
心
被
下
度
候、

八
重
ハ

近
来
身
体
余
り
健
な
ら
す
兎
角
病
か
ち
二

而
心
配
申
候、

私
も
伝

道
会
社
集
会
以
来
余
り
上
出
来
な
ら
す、

ニ

多
忙、

且
山
本
ハ

御
存
之
通、

中
村
も
周
旋
ニ
ハ

よ
ろ
し、

只
相
談
相
手
之
乏
し
き
二

大
困
却、

私
も
一

片
付
致
し
候
ハ
、

近
々
二

も

奥
州
迄
出
張
之
目
算
も
有
之
候、

網
島
ハ

衆
友
之
勧
二

よ
り
遂
二

福
島
行
二

粗
決
し
た
り、

大
決
断
と
可
申
候

御
母
様
二

は
近
来
御
不
快
之
よ
し
大
兄
源
治
郎
君
よ
り
御
通
知
有
之
候、

然
し
其
後
御
快〔
復
の
〕
よ
し
先
安
心
申
候

日
々
貴
君
之
為
ニ
ハ

祈
居
候、

何
卒
常
二

謙
遜
之
学
者
と
な
り
真
理
を
学
ヒ、

熱
心
之
伝
道
士
と
な
り
徹
頭
徹
尾
一

身
ヲ
主
二

呈
シ
、

主

近
来
天
気
宜
し
か
ら
す、

又
気
候
甚
不
順、

コ
レ
ラ
病
も
府
下
二

流
行
し
初
め
申
候

〔
マ
マ
〕

右
は
余
り
御
不
音
申
候
間、

早
々
相
認
御
右
左
御
尋
申
候
也

252 

五
月
五
日

①
京
都
寺
町
通
丸
太
丁

新
島
公
義

②-
＝
重
県
下
勢
州
津
釜
屋
丁

田
上
額
五
郎
方

又
金
森
兄
二

已
二

招
状
を
出
し
申
候
次
第
二

而、

是
よ
り
日
本
教
員
之
数
相
増
可
申
候

新
島

襄

又
殊
二

此
度
ハ
ヘ
レ
ー
氏
之
尽
カ
二

而
府
下
看
病
婦
学
校
井
二

附
属
病
院
創
立
之
企
有
之
非
常

④
墨

1.07 



明
治
十
九
年
五
月
八
日

浮
田
和
民
愛
兄

招
聘
状 253 

五
月
八
日

＊

 

昨
日
ハ

中
島
末
治
卜
春
野
女
ト
ノ
結
婚
式
ア
リ、

此
度
之
伝
道
集
会
ハ

甚
都
合
宜
き
愉
快
な
る
集
会
な
り
し

近
頃
我
同
志
社
二

於
テ
内
外
教
員
之
欠
乏
二

及
ヒ
授
業
上
非
常
ノ
困
難
ヲ
生
シ
候
付、

費
兄
之
御
来
校
ア
ッ
テ
此
困
難
ヲ
救
ハ
ン
事
ヲ
願

候
処、

直
二

御
承
諾
下
サ
レ
シ
ハ

我
翡
之
幸
至
大
卜
可
申
候、

依
テ
差
少
ニ
ハ

候
得
共
御
酬
報
ト
シ
テ
月
二

金
三
拾
円
可
呈
候
間、

此
段

御
承
知
被
下
度
候、

尤
御
授
業
之
所
ハ

重
二

史
類
之
稜
二

侯
得
共、

右
之
所
ハ

御
来
校
之
上
教
員
中
卜
御
協
議
之
上
御
決
定
被
下
度
候、

右
為
御
招
聘
状
如
此
候
也

八
重
よ
り
も
宜
し
く

公
義
君

②
「
招
聘
状」

＊
＊

浮
田
和
民

⑤
複
写
（
早
稲
田
大
学
所
蔵
）

同
志
社
員
総
代

新
島

襄

⑲

408 



明治19年

255 

六
月
十
二
日

④
墨

⑥
代
筆

＊
＊
 

村
上
太
五
平

不
音
相
成
申
候、

何
れ
帰
宅
之
上
又
々
お
伺
可
申
上
候、

貴
答
迄
如
此
候
也

254 

〔
五
月
十
四
日

⑤
高
橋
元
一

郎
写

⑥
高
橋
写
に
よ
れ
ば、

原
本
は
は
が
き、

宛
名
は
讚
州
高
松
研
屋
町

舟
九
番
地

野
中
勝
二
郎
方
と
あ
る。

先
般
よ
り
度
々
御
書
面
被
下
奉
謝
候、

其
後
御
返
書
可
差
上
処、

近
来
非
常
二

多
事、

又
近
々
東
上
之
企
も
有
之、

芳
以
急
し
く
遂
に
御

寸
緒
拝
啓
仕
候、

陳
者
兼
而
伝
道
会
社
集
会
之
節
相
願
申
置
候
処
之
看
病
婦
学
校
旨
趣
書
上
梓
仕
候
二

付、

幸
便
に

托
し

御
送
致
申
候

間、

何
卒
御
地
方
二

於
て
貴
兄
御
負
担
之
上、

該
校
之
為
寄
附
金
募
集
之
義
御
尽
力
被
下
度
奉
願
上
候、

尤
も
右
募
集
期
限
ハ

該
校
創
設

を
取
急
き
候
間、

来
六
月
限
り
之
御
見
込
に
て
御
尽
力
被
下
度、

是
亦
奉
仰
候、

右
費
兄
御
尽
力
之
義
御
依
頼
仕
度
如
此
二

候、

頓
首

＊
 

増
野
悦
興
〗

409 



北
垣
明
府
殿侍
史

六
月
廿
三
日

＊
＊

 

一

書
拝
啓
仕
候、

薄
暑
相
催
候
処
益
御
多
祥
奉
賀
候、

陳
者
明
後
廿
五
日
散
社
英
学
校
第
十
一

学
年
期
卒
業
式、

井
二

今
回
新
築
講
堂
之

*
＊
*

 

捧
堂
式
ヲ
執
行
可
仕
候
間、

午
前
九
時
半
ョ
リ
御
来
車
被
下
候
ハ
、

幸
甚
之
至
二

不
堪
候、

早
々
敬
白

2S6 

六
月
二
十
三
日

村
上
太
五
平
様

ハ
月
十
二
日

①
京
都
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
町
百
四
拾
番
地

は
代
筆

＊

 

北
垣
国
道

②
府
下
土
手
町

④
墨

新
島

襄

⑥
本
文
・

日
付

新
島

襄

410 



明治19年

ハ
月
廿
九
日

孝
太
郎
兄
ヘ

本
年
三
月一
日
之
華
書
四
週
前
落
掌
敬
而
拝
誦
仕、
負
兄二
も
御
壮
健二
而
御
勉
強
之
よ
し
千
万
奉
賀
候、
陳
者
御
申
越
之
次
第
沢
兄
之

顧
家
之
御
厚
情
御
遥
察
申
上、
子
た
る
者ハ
如
斯
も
あ
り
た
き
事
と
存
候、
然
し
此
事
二
付
余
り
御
配
慮
無
之
様
仕
度、
幸二
浮
田
和
民

兄
二
も
已
二
御
来
京
同
志
社
之一
教
員
卜
被
成
候
間、
貴
兄
之
御
留
守
中ハ
小
生
卜
和
民
君
両
人二
而
乍
不
及
御
母
堂
様
に
諸
事
御
相
談

仕
可
申
候
問、
左
様
御
心
得
余
り
此
事
ニ
ハ
御
配
慮
無
之
両
人二
御
任
セ
被
下
度
奉
希
候、

ヨ
ン
ス
云
々
二
付、
小
生
二
於
而
深
く
神二
奉
謝
候、
貴
兄二
も
御
存
之
通
同
志
社
之
精
神ハ
此
真
理
二
基
キ
候
間、
貴
兄
之
此
実
験
あ

る
ハ
他
日
小
生
輩
之
同
志
社
隆
興二
向
ヒ
大二
望
を
起
す
所
二
候
得
は、
学
術
と
宗
教ハ
飽
ま
て
も
併
行
し
て
他
日
之
御
用
意
あ
ら
ん
事

を
切
望
仕
候、
多
事
早
々
乱
文ハ
御
免
可
被
下
候、
頓
首

同
志
社
も
漸
ク
三
四
日
休
業二
相
成
申
候

251 

六
月
二
十
九
日

新
島

迎

②c/o
 Dr.
 Fuller
 18
 Boynton
 St.,
 
Worcester,
 
Mass.
 
U.
S.
 A.

④
本
文

朱
鍛、
封
筒
は
イ
ソ
ク
害
⑥
封
箇
裏
面
（
異
筆）
に
は
以
下
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る。

The
 great
 men
 of
 the
 E
arth
 
I

 a
m
 very
 glad
 

[=:=J

The
 great
 August
 

下
村
孝
太
郎

且
貴
兄
之
信
仰
上
之
リ
ッ
チ
・
ヱ
ク
ス
ピ
リ

411 



川
本
泰
年老
兄

非
と
も
参
館
仕
度
候
間、

御
操
合
御
在
宅
之
程
奉
仰
候、

乍
憚
右
之
義
木
村
兄
二

も
御
知
セ
被
下
度、

是
亦
奉
希
候、

右
得
貴
意
如
此
候

也、

早
々
頓
首

七
月
三
日

ハ

奉
存
候
得
共、

小
生
も
只
今
少
々
閑
暇
二

相
成
候
間、 〔

原
〕

其
後
ハ

御
不
音
申
上
候
段
御
海
涵
奉
仰
候、

陳
者
兼
而
助
田
兄
を
以
て
相
願
置
候
看
病
婦
学
校
募
集
金
之
義、

種
々
御
工
風
被
下
候
事
ト

258 

〔
ペ
ン

国
〕

「
We
g
ra
d
uate
d
 o
nl
y
 t
w
o
 y
o
u
n
g
 
me
n .
 
T
he
 rest
 te
n
 faile
d
 to
 d
o
 s
o ,
 ki
n
dl
y
 re
me
m
ber
 me
 t
o
 
Dr.
 
F
u
ller
 &

his
 
fa
mil
y .
 
Re
me
m
ber
 
m
e
 t
o
 
Re
v .
 
Mr .
 
Sti
ms
o
n
 als
o .
」

七
月
三
日

⑤
森
中
章
光
写

川
本
泰
年

新
島

襄

一

応
貴
地
二

参
上
拝
眉
之
上
御
相
談
も
仕
度
候
付、

来
六
日
之
夕
景
迄
ニ
ハ

是

412 



明治19年

昨
日
一

書
奉
呈、

建
野
知
事
殿
へ

之
御
添
書
壱
通
相
願
候
処、

候、

右
為
御
受
如
此
候
也、

早
々
敬
白

260 

北
垣
明
府
殿

七
月―――
日

259 

七
月
四
日

七
月
三
日

即
チ
御
送
附
被
下
難
有
奉
謝
候、

何
レ

参
堂
拝
眉
之
上
御
礼
陳
述
可
仕

②
「
閣
下

差
上
置」

北
垣
国
道 ⑤

高
橋
元
一

郎
写

④
墨

新
島

襄

今
朝
は
態
々
御
光
来
被
下
弊
校
之
面
目
卜
奉
存
候、

陳
者

拙
生
義
明
后
五
日
下
坂
仕、

兼
々
計
画
仕
居
候
看
病
婦
学
校
之
事
二

付
大
阪
府

知
事
殿
に
も
面
会
を
得、

種
々
依
頼
仕
度
角
も
有
之
候
得
共、

未
タ
一

応
之
面
接
を
得
不
申
候
間、

甚
恐
縮
之
至
二

存
候
得
共
壱
通
之
御

紹
介
状
御
下
附
相
成
候
様
奉
懇
望
候、

右
侍
史
迄
得
貴
意
如
此
候
也、

早
々
敬
白

北
垣
国
道

413 



七
月
八
日

右
御
礼
芳
用
事
迄、

得
貴
意
如
此
候
也、

早
々
頓
首

一

昨
日
は
参
堂
種
々
御
厄
介
二

預
候
条
千
万
奉
謝
候、

陳
者
小
生
事
御
蔭
を
以
而
帰
京
后
何
二

之
故
障
も
有
之、

腹
部
も
旧
二

復
し
候
間

御
安
心
可
被
下
候、

昨
日
御
暇
を
申
候
節
申
上
候
通、

已
に
壱
通
之
書
を
牧
野
大
書
記
官
迄
さ
し
出
候
間、

御
都
合
次
第
何
時
に
而
も
御

出
被
下
度、

又
寄
附
之
処
も
頼
置
候
問、

寄
附
簿
も
御
持
参
か
よ
ろ
し
か
る
へ
し
と
奉
存
侯

一

昨
日
木
村
君、

小
磯
君
に
拝
眉
を
得
し
ハ

甚
喜
欣
之
至、

尚
此
上
も
御
三
君
之
御
尽
力
を
奉
仰
候、

小
生
事
ハ

御
遠
慮
も
な
く
毎
度
貴

館
二

参
上
御
厄
介
二

相
成
候
段
呉
々
も
御
令
閾
様
二

宜
し
く
御
謝
礼
被
下
度
奉
仰
候、

又
特
二

愚
妻
へ
結
楷
な
る
御
品
御
投
与
二

預
リ
愚

妻
よ
〔
り〕
も
宜
し
く
申
上
候

261 

北
垣
明
府
殿

七
月
四
日

七
月
八
日

⑤
複
写
（
湯
浅
永
年
氏
所
蔵
）

川
本
泰
年

新
島

襄

新
島

襄

414 



明治19年

昨
夜
海
岸
通
之
安
藤
嘉
左
衛
門
氏
え
一

泊
い
た
し
今
朝
第
十
時
出
発
之
処、

延
引
候
而
今
六
時
発
二

相
成
申
候、

依
而
差
当
御
依
頼
申
度

個
条
左
二

掲
け
申
候

〔

マ

マ

〕

一

中
井、

横
山
両
人
之
事
を
県
令
二

申
出
ざ
る
前
充
分
御
取
調
有
之
度
候、

又
何
故
費
用
力
五
円
以
上
二

出
候
哉、

小
林
氏
之
帳
面
を
今

一

応
御
調
被
下
度
候、

又
何
故
右
様
費
用
之
嵩
み
候
を
黙
示
し
居〔
ら〕
れ
し
也、

克
々
御
取
糾
被
下
度
候、

切
之
子
息
両
人
を
預
ケ
置
キ
テ
ョ
ロ
シ
キ
ャ、

市
原、

加
藤、

浮
田
氏
等
之
御
見
込
ヲ
モ
御
問
合
セ
被
下
度
候

〔

己
〕

一

伊
達
氏
之
金
子
参
り
候
ハ
、
一

応
小
林
へ

勘
定
致
し、

已
後
ハ

月
俸
の
外
は
小
林
二

渡
し、

月
謝
之
其
余
之
小
遣
等
は
自
レ
之
小
遣
之

内
よ
り
一

切
仕
払
ヒ、

別
二

買
物
入
用
之
節
ニ
ハ

八
重
よ
り
其
代
金
も
ら
ひ
候
様、

呉
々
も
伊
達
氏
二

御
申
渡
し、

又
無
益
之
用
二

求

仙
台
清
水
小
路
九
番
地

松
倉
洵

262 

川
本
泰
年老

兄

七
月
十
六
日

⑤
森
中
章
光
写

富
田
鉄
之
助
方

ア
ド
レ
ス
ハ

東
京
麻
布
市
兵
衛
町
八
十
八
番
地

新
島
公
義

且
右
様
不
取
締
之
者
二

大

415 



七
月
十
六
日

一

水
ハ

沸
湯
ヲ
冷
二

し
た
る
者
二

御
限
被
下
度
候

一

生
マ
ノ
果
物
ハ

御
注
意
有
之
度
候

一

雪
隠
ニ
ハ

注
意
し
て
度
々
消
毒
法
御
施
被
下
度
候

一

可
成
丈
同
志
社
二

残
り
居
た
る
生
徒
之
有
様
如
何
を
取
調
置
キ
被
下
度
候、

よ
り
中
村
栄
助
君
二

御
話
し
も
あ
り
し
よ
し

一

安
雄
ハ

怠
惰
二

流
レ
さ
る
様
精
々
御
注
意
有
之、

庭
之
掃
除
向
ぎ
よ
り
同
人
之
勉
学
二

至
迄
一

切
御
注
意
有
之
度
候

も
有
之、

且
心
二

も
大
分
種
々
之
疑
を
生
し
を
る
よ
し

一

御
老
人
様
二

此
道
之
話
も
度
々
分
か
る
様
二

御
話
有
之
度
候、

何
分
天
国
之
考
之
疎
遠
な
る
ニ
ハ

甚
心
配
仕
居
候

一

竹
前
氏
ニ
ハ

何
ニ
シ
被
居
候
哉、

ろ
し

襄

拝

め
さ
る
様、

是
迄
月
々
受
取
被
居
候
小
遣
壱
円
ハ

何
々
二

消
費
せ
ら
れ
し
や、

何
故
壱
々
少
し
之
事
迄
も
小
林
二

立
替
を
求
め
ら
れ
し

や、

能
々
詳
細
二

御
尋
被
下
度
候、

然
し
余
り
叱
カ
リ
付
ヌ
様
御
注
意
有
之
度
候

一

足
下
も
予
備
校
に
関
す
る
者
な
れ
ば、

何
卒
校
之
前
途
二

付
克
々
御
勘
考
有
之、

諸
方
よ
り
不
足
之
来
ら
さ
る
様
仕
度
候、

今
日
も
神

0

0

0

 0

 

0

 

戸
二
て
小
林
力
金
を
少
年
二

立
替
へ

渡
し
過
キ
ル
ト
申、

不
足
を
壱
人
之
兄
弟
よ
り
承
り
居
候

一

下
京
区
長
へ
看
病
婦
学
校
旨
趣
書
ヲ―――
十
二
冊
昨
夜
御
遣
し
被
下
候
哉、

手
後
レ
ニ

不
相
成
様
仕
度
候

一

稀
硫
酸
ハ

四
五
滴
ッ
、

水
二

入
レ

食
后
二

御
用
有
之
度
候、

但
し
水
ハ

沸
湯
二

冷
し
た
る
も
の、

水
ハ

ガ
ラ
ス
半
分
よ
り
少
々
ニ
テ
よ

又
病
気
ハ

如
何
有
之
候
哉、

時
々
宅
二

招
キ
充
分
懇
切
之
御
付
キ
合
有
之
度
候、

同
氏
ニ
ハ

病
気
ニ

又
不
足
之
ア
ル
処
ハ

何
々
之
箇
条
な
る
や、

何
ニ
カ
伴
氏
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明治19年

徳
富
猪
一

郎
君梧
下

八
月
十
日

候
ハ
、

幸
甚
之
至
二

存
候、

余
は
期
拝
眉
之
時、

卒
々
頓
首

①
播
州
東
垂
水
村

④
墨

公
義
殿

263

八
月
十
日

＊

徳
富
猪
一

郎

伴
氏
ハ

此
両
三
日
ハ

尚
滞
京
之
筈
ナ
レ
ハ
、

御
面
接
何
ニ
ト
ナ
ク
同
氏
ノ
学
校
二

見
ル
所

御
話
し
置
被
下
度
候
〇
仙
台
ニ
ハ

ニ
十
二
日
二

多
分
着
ノ
ツ
モ
リ

御
老
人
様
方
二

よ
ろ
し
く

松
下
万
亀
方

②
東
京
々
橋
区
新
肴
町

新
島

襄

過
般
は
此
地
方
二

御
立
寄
之
よ
し、

殊
二

御
発
船
之
即
日
小
生
は
神
戸
二

着
港
い
た
し、

折
悪
し
く
行
違
ひ
拝
眉
を
得
ざ
り
し
ハ

甚
遣
憾

之
至
な
り、

小
生
も
昨
日
来
海
水
浴
を
致
す
為
愚
妻
相
携
へ

播
州
東
垂
水
村
松
下
万
亀
宿
二

暫
く
止
宿
可
仕
候
間、

御
帰
路
御
立
寄
被
下

旅
人
宿
谷
藤
兵
衛
方
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中
村
栄
助
兄

八
月
十
八
日

新
島

襄

暑
気
不
退
候
際
御
起
居
如
何、

陳
者
来
二
十
日
之
集
会
は
会
長
之
意
見
二
よ
り
見
合
二

相
成
候
よ
し
御
通
知
被
下
敬
承
仕
候、

依
而
小
生

も
帰
京
ハ

見
合
申、

尚
十
日
程
も
当
所
二

滞
留
仕
度
候、

聞
く
所
二
よ
れ
ば
看
病
婦
学
校
寄
附
も
逐
々
御
手
許
二

集
来
候
よ
し
憮
々
御
手

数
之
事
卜
奉
存
候、

何
レ
小
生
も
三
十
日
カ――-
+
―

日
迄
ニ
ハ

帰
宅
仕、

諸
事
同
志
社
開
業
之
用
意
可
仕
候
間、

何
卒
看
病
婦
学
校
寄
附

之
所
ハ

御
負
担
之
程
奉
仰
候、

貴
命
二

随
ヒ
小
生
西
京
出
発
前
三
井
二

参
リ
候
得
共、

折
悪
し
く
東
京
行
不
在
二

而
面
会
不
仕、

何
レ
小

生
帰
京
之
節
ニ
ハ

多
分
同
人
も
帰
京
卜
存
候
間、

尚
一

応
相
尋
可
申
候、

右
は
御
回
答
芳
御
左
右
伺
度
如
此
候
也、

草
々
頓
首

④
墨

264 

尚

、々

八
月
十
八
日

中
村
栄
助

西
京
之
老
親
共
二

於
而
別
二

差
た
る
事
無
之
候
ハ
、

本
月
一

杯
ハ

当
所
二

滞
留
可
仕
候、

若
し
帰
京
候
ハ
、
一

応
神
戸
海

岸
通
五
丁
目
安
藤
嘉
左
衛
門
方
へ

帰
京
之
趣
相
通
可
申
候
間、

右
之
通
知
無
之
候
ハ
、

小
生
ハ

尚
此
地
二

滞
留
卜
思
召
可
被
下
候

418 



明治19年

白

北
垣
明
府
殿

八
月
舟
一

日

暑
気
未
退
候
処 、

其
后
御
起
居
如
何
慎
而
奉
伺
候 、

陳
者
小
生
義
去
月
中
ョ
リ

仙
台
表
二

罷
越
シ 、

又
続
而
播
州
之
海
辺
二

参
リ

少
々
休

〔

戴
〕

息
仕 、

去
廿
八
日
帰
宅
仕
候
次
第
二

而 、

先
般
御
使
を
載
き
候
際
折
悪
し
く
不
在
二

有
之 、

御
高
意
拝
聞
も
出
来
兼
候
付
早
々
参
堂
可
仕

筈
之
処 、

其
後
閣
下
ニ
ハ

御
不
快
二

被
為
在
候
よ
し 、

御
臥
床
被
遊
候
程
二

無
之
候
哉 、

又
参
堂
候
と
も
拝
謁
之
義
相
叶
申
間
敷
や 、

一

御
差
支
も
無
之
候
ハ
、

一

両
日
中
参
趨
漸
時
之
御
面
謁
を
希
図
仕
居
候
間 、

何
卒
侍
史
二

命
シ
一

応
之
御
回
答
賜
リ

候
ハ
、

幸
甚
之
至

ニ

不
堪
候 、

此
洋
菓
甚
粗
品
二

候
得
共
為
御
見
舞
呈
上
仕
度
候
間 、

御
笑
納
被
下
候
様
奉
仰
候 、

右
侍
史
迄
得
貴
意
如
此
候
也 、

頓
首
敬

265

八
月
三
十
一

日

②
「
侍
史」

北
垣
国
道

④
墨

新
島

襄

尚
々 、

御
家
族
様
方
二

宜
し
く
御
致
声
被
下
度
奉
願
上
候 、

当
所
ハ

海
之
見
は
ら
し
宜
候
間 、

少
々
之
閑
暇
あ
ら
は
御
出
懸
二

相

成
候
而
は
如
何 、

神
戸
よ
り

僅
ニ
ー
ニ
里
ョ
ニ

御
座
候

万

419 



去
る
舟
日
之
葉
書
只
今
来
着
拝
見
仕
候、

陳
者
過
般
来
海
水
浴
御
試、

新
涅
引
揚
之
一

点
ハ

小
生
甚
不
同
意、

今
手
を
引
カ
ハ

向
来
再
ヒ
該
地
二

着
手
ス
ル
ハ

随
分
困
難
ナ
ル
ベ
シ
、

該
地
二

殿
リ
ト
ナ
リ
之
ヲ
支
へ
、

他
之
可
然
人
物
之
参
ル
迄
被
待
候
方
至
極
得
策
卜
存
候、

夫
レ
事
ヲ
創
メ
些
少
之
困
難
ニ
テ
落
胆
シ
軽

軽
敷
モ
之
ヲ
引
揚
ク
ル
ハ

小
供
ノ
遊
戯
ノ
如
シ
、

小
生
之
ミ
シ
ョ
ン
ニ

向
ヒ
尤
モ
不
同
意
千
万
ナ
ル
所
ナ
リ、

物、

差
シ
当
リ
ノ
障
碍
ノ
為
二

百
年
後
ノ
策
ヲ
誤
ル
ハ

決
シ
テ
賢
シ
コ
キ
仕
事
卜
申
サ
レ
ズ
、

是
ハ

東
部
二

近
接
シ
、

モ
可
有
之
候
間、

是
非
該
地
ハ
ク
ヒ
ト
メ
除
々
ナ
リ
ト
モ
向
来
ノ
策
ヲ
ナ
シ
度
候、

全
体
我
翡
ナ
リ
ミ
シ
ョ
ン
ナ
リ
新
潟
ヲ
シ
テ
今
日
迄

〔

ヲ
〕

孤
立
セ
シ
メ
シ
ハ
、

甚
時
機
ヒ
取
失
ヒ
ク
ル
仕
事
卜
可
申
候、

何
卒
東
京
ョ
リ
ヱ
ン
カ
レ
ジ
ン
ク
・
レ
タ
ヲ
御
遣
し、

ヘ

被
下
候
ハ
、

是
ョ
リ
除
々
卜
向
来
ヲ
計
ル
ニ

便
ナ
ラ
ン
カ、

東
京
之
諸
彦
等
篤
卜
御
熟
考
被
下
度
候

ナ・、
＊
＊

0
林
外
浪
氏
ハ

是
非
京
都
之
女
学
校
二

而
雇
ヒ
度
候
間、

兄
よ
り
直
二

右
之
義
御
通
知、

当
地
二

被
参
候
様
御
勧
被
下
度
候

0
山
崎
氏
当
地
二

来
ラ
ス
、

未
夕
出
京
セ
サ
ル
ナ
ラ
ン
、

若
シ
来
月
迄
出
京
不
仕
候
ハ
、

右
書
面
ハ

御
序
二

当
人
二

御
回
被
下
度
奉
願
候

0
小
生
も
先
達
中
二
十
日
間
播
州
東
垂
水
村
二

海
水
浴
仕、

少
々
遊
泳
も
出
来
候
様
二

大
得
意
十
間
程
相
泳
申
候
0
海
老
名
兄
ニ
ハ

男
児

誕
生
之
よ
し、

同
兄
ハ

大
喜
ビ
ナ
ラ
ソ
、

何
レ
近
々
祝
詞
口
呈
候
得
共
兄
よ
り
宜
し
く、

松
山
兄
ハ

如
何
何
卒
宜
し
く、

右
為
貴
答
如
此

候
也

266 

九
月
二
日

①
京
都
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
町
百
四
拾
番
地

小
崎
弘
道

又
近
々
仙
台
之
挙

ス
カ
ダ
氏
ヲ
御
支

宣
教
師
方
ハ

多
ク
好
人

②
東
京
赤
坂
榎
坂
五
番
地

又
上
州
地
方
二

御
巡
回
之
よ
し
大
慶
奉
存
候、

担
前
書
申
上
候
所

＊

ス
カ
ク
ル
氏
ハ
ッ
ラ
ク
共

④
墨

420 



明治19年

267 

④
墨

中
村
栄
助

尚

、々

林
外
浪
女
之
事
ハ

改
而
女
学
校
之
幹
事
ョ
リ
も
御
懸
会
可
仕
候、

是
非
と
も
同
人
之
義
ハ

御
周
旋
被
下
度
候

〇
麻
布
新
会
堂
も
落
成
相
成
大
慶
奉
存
候、

其
教
会
ニ
ハ

誰
力
牧
師
卜
可
相
成
や、

未
夕
海
老
名
ニ
ハ

招
状
モ
出
テ
サ
ル
ヤ
ノ
様

テ
其
牧
師
ト
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
機
ヲ
与
へ

賜
ハ
、

如
何、

ニ

承
及
候、

何
ニ

カ
教
会
ニ
ハ

慕
二

兄
ヲ
思
フ

尚
慈
母
只
ナ
ラ
ス
、

此
際
二

当
リ
兄
ニ
ハ

巡
回
ヲ
主
ト
セ
ラ
レ、

海
老
名
ヲ
シ

＊

 

然
ラ
サ
レ
ハ

海
老
名
ノ
東
京
二

出
シ

甲
斐
モ
ナ
キ
事
ナ
リ、

若
シ
該
会

ニ
テ
兄
ヲ

牧
師
卜
仰
ク
事
ナ
レ
ハ

速
二

御
断
行
ア
リ
テ
ハ

兎
角
油
々
不
断
ハ

事
ヲ
シ
〔
テ
〕
破
壊
二

至
シ
ム
ペ
シ
、

ハ

兄
ニ
ハ

矢
張
伝
道
委
員
ト
ナ
リ
東
北
伝
道
ノ
大
体
二

注
意
セ
ラ
レ
、

麻
布
教
会
牧
師
ノ
置
位
ハ

断
乎
卜
海
老
名
二

御
譲
被
成

候
方
力
得
策
ナ
ラ
ン
ト
存
候、

何
卒
此
儀
ハ

松
山、

湯
浅
兄
之
御
意
見
モ

御
聞
軋
被
下
度
候

＊
＊

 

前
陳
御
免
可
被
下
候、

就
は
例
之
葡
萄
園
之
談
判
ハ

其
後
如
何
成
行
候
哉、

ペ
レ
ー
氏
ハ

デ
ビ
ス
氏
方
二

而
診
察
相
初
候
間、

定
而
近
傍

九
月
二
日

小
崎
弘
道
兄

九
月
三
十
日

生
ノ
郵
見
ニ

新
島

襄
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＊
＊

 

来
ル
九
日
ヲ
期
シ
御
地
二

於
而
弥
教
会
御
設
立
之
美
挙
有
之
趣
欣
賀
之
至
二

不
堪
候、

就
而
は
小
生
も
御
招
二

応
シ
参
趨
仕
度
候
得
共、

付

何
分
校
用
多
忙
参
上
仕
兼
候
問、

乍
遺
憾
御
断
申
上
候
問、

何
卒
不
悪
思
召
被
下
度
候

268 

中
村
栄
助
兄

九
月
舟
日

十
月
四
日

之
人
二

も
同
志
社
二

而
土
地
を
要
す
る
な
ら
ん
と
推
察
し
益
地
価
を
高
騰
し、

遂
ニ
ハ

近
寄
ヘ
カ
ラ
サ
ル
場
合
二

立
到
る
へ

＜
候
問、

願

得
之
事
ハ

直
二

も
カ
ギ
ッ
ケ
可
申
候
間、

風
被
下
度
奉
希
候

宮
口
二
郎
・

半
田
平
次
郎
・

上
原
春
朔

若
延
引
候
ハ
、

買
得
ハ

弥
六
ケ
敷
相
成
可
申
候、

何
レ
同
志
社
二

而
買

至
急
之
御
所
分
可
然
卜
奉
存
候、

右
得
貴
意
如
此
候
也

〔

請
〕

且
又
あ
ま
り
延
引
二

及
候
ハ
、

最
早
冬
分
二

近
寄、

随
而
普
進
之
所
二

も
大
二

差
支
ヲ
可
生
候
間、

労
以
至
急
御
片
付
之
程
御
工

①
京
都
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
町
百
四
拾
番
地

②
群
馬
県
下
碓
氷
郡
原
市

は
宮
口、

上
原
の
二
名
宛。

日
付
は
消
印
（
京
都）

に
よ
る。

〔
ク
バ
〕
可
成
丈
速
二

御
片
付
被
下
候
事
上
策
な
る
へ
し
と
存
候、

⑥
封
筒
表
書

新
島

襄

422 
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269 

真
神
之
御
恵
卜
貴
兄
柿
方
之
御
勉
励―＿
よ
り、

今
回
之
美
挙
二
及
候
事
な
れ
ば、

尚
此
上
も
益
徊
奮
励
信
仰
二

富`
ヽヽ
、

愛
心
二

富
ミ、

好

キ
働
二

富
ミ、

弥
主
之
御
栄
光
を
顕
ハ

し
賜
ハ

ら
ん
事
切
望
之
至
二

不
堪
候、

頓
首
敬
白

宮
口
ニ
郎
兄

半
田
平
次
郎
兄

上
原
春
朔
兄

十
月
十
二
日

岡
本
嵌
先
生
ハ

親
戚
之
者
二

病
人
あ
り
帰
省
被
致
候
間、

此
週
間
丈
漢
学
科
之
分
ハ

御
休
業
被
下
度
候
也

十
月
十
二
日

n
市
〕

原
一

教
会
設
立
委
員

④
墨

同
志
社
五
年
生

尚

、々

兄
姉
方
へ
宜
し
く
御
致
声
之
程
奉
希
図
候

新
島

襄

新
島

襄

423 



古
沢
滋
殿

十
月
十
七
日

過
般
は
久
々
ニ
テ
ニ
回
之
拝
眉
を
得
し
ハ

甚
大
慶
之
至
に
候、

陳
者
其
節
御
談
有
之
候
新
聞
之
一

事
二

付
篤
卜
熟
考
仕
候
に、

唯
今
着
手

ニ

尤
困
難
ト
ス
ル
所
ハ

確
乎
動
カ
サ
ル
資
本
ヲ
募
ル
ニ
ア
リ、

又
資
本
ガ
出
来
タ
ル
ニ

致
セ、

直
二

其
レ
ニ

従
事
ス
ヘ

キ
人
ナ
キ
ニ

困
却

＊
＊
 

仕
候、

徳
富
氏
云
々
之
御
談
モ
有
之
候
得
共
同
氏
ニ
ハ

未
夕
年
齢
モ
若
ク、

且
氏
之
為
二

計
ル
ニ

此
両
三
年
ハ

成
ル
丈
ヶ
手
ヲ
省
キ
勉
強

被
致
候
方
力
得
策
ナ
ラ
ン
ト
存
候、

其
他
ノ
人
物
ハ

多
ク
伝
道
二

従
事
致
居
中
々
之
ヲ
止
メ
サ
ス
ル
事
ニ
ハ

参
兼
候、

依
而
不
得
止
此
度

之
旗
揚
ハ

暫
く
見
合
セ
、

他
年
充
分
手
ノ
揃
ヒ
候
迄
相
待
チ、

其
上
二

而
御
相
談
二

及
度
侯
間、

小
生
も
今
回
用
向
有
之
俄
二

上
京、

本
日
中
多
分
用
事
相
済
可
申
候
問、

明
日
早
々
出
発
之
租
二

候、

右
得
貴
意
如
此
候
也、

頓
首

十
月
十
七
日

270 

五
年
生御
中

⑤
森
中
章
光
写

＊

古
沢
滋

新
島

襄

不
悪
思
召
宜
し
く
御
含
置
被
下
度
候、
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明治19年

北
垣
国
道
殿

十
月
廿
六
日

一

書
拝
呈
仕
候、

陳
者
先
般
最
早
御
帰
府
可
相
成
旨
承
知
仕
候
処、

御
不
快
二

而
御
延
引
之
趣
伝
聞
仕
大
二

心
配
仕
居
候、

其
後
如
何
被

為
在
候
哉
奉
伺
候、

何
卒
我
府
民
之
為、

我
邦
家
之
為
御
自
愛
御
加
養
之
程
奉
切
望
候、

扱
御
上
京
之
際
参
館
之
上
相
願
上
候
歩
兵
操
練

科
設
置
卜
神
学
専
門
科
設
置
願
之
義
二

付、

定
而
御
尽
力
被
下
候
事
卜
蓬
察
仕、

別
而
神
学
専
門
科
ハ

近
々
御
指
令
之
可
相
成
旨
数
日
前

学
務
課
二

而
拝
聞
仕、

御
蔭
ヲ
以
事
成
就
仕
候
事
卜
存
鳴
謝
之
至
二

不
堪
候、

下
私
立
医
学
校
二

付
種
々
問
合
セ
シ
件
之
有
之
候
付、

右
訳
書
相
呈
閣
下
之
御
配
慮
ヲ
仰
キ
候
処、

ン
ド
之
医
学
会
社
ョ
リ
モ
ル
ト
ン
氏
ョ
リ
照
会
有
之
候
趣
ヲ
以
テ、

同
志
社
々
員
力
土
地
卜
病
院
ト
ヲ
設
候
ハ
ヽ
、

該
会
社
ョ
リ
ハ

医
学

博
士
数
名
ヲ
寄
送
ス
ヘ

キ
由
申
来
候、

右
二

付
種
々
御
高
慮
ヲ
拝
聞
仕
度
候
得
共
紙
上
二

難
尽
候
間、

慎
而
御
帰
府
ヲ
奉
待
拝
眉
之
上
御

差
図
ヲ
受、

而
シ
テ
先
方
ニ
モ
確
答
ヲ
遣
度
奉
存
候、

右
侍
史
迄
得
貴
意
度、

如
此
候
也、

勿
々
敬
白

271 

十
月
二
十
六
日

新
島

襄

且
又
御
上
京
前
英
京
竜
動
之
一

商
人
モ
ル
ト
ン
氏
ョ
リ
府

又
昨
日
右
事
件
二

付
ス
コ
ッ
〔
卜
〕
ラ

①
西
京
寺
丁
通
丸
太
丁
上
ル
十
三
番
戸

②
東
京
府
下
呉
服
御
門
外
呉
服
町

榊
原
方

乞
御
親
展

④
暴

北
垣
国
道
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尚

、々

敦
賀
へ

御
遣
し
之
御
見
込
な
る
伝
道
者
之
事
ハ

伊
セ
ニ

相
談
申
候
処、

何
分
同
氏
ハ

西
国
二

出
懸
候
而
棲
々
相
談
申
訳
ニ

参
兼
候
間、

何
卒
委
員
之
方
迄
御
懸
合
可
然
卜
存
候

御
老
祖
母
様
御
妻
君
様
へ
別
し
て
よ
ろ
し
く、

愚
妻
よ
り
も
よ
ろ
し
く

堀
貞
一

兄

前
略
御
免
可
被
下
候、

陳
者
今
回
御
招
二

応
シ
参
上
候
処、

何
分
多
忙
之
際
二

而
充
分
之
用
意
も
無
之、

又
特
二

脳
気
も
余
り
宜
し
き
方

ニ

無
之、

演
説
も
甚
不
出
来、

何
卒
折
角
御
依
頼
之
処
も
水
泡
二

属
セ
ん
事
を
恐
レ
居
候、

又
種
々
之
御
好
遇
を
蒙
り
候
上
旅
費
等
も
御

心
配
被
下
難
有
奉
謝
候、

貴
意
二

任
セ
頂
戴
仕
一

切
相
払
候
処、

両
人
之
旅
贅
合
セ
三
円
二

而
相
済
申
候
間、

余
り
壱
円
ハ

御
返
却
仕
度

候、

何
レ
是
は
幸
便
二
よ
り
御
返
上
可
仕
候
間、

左
様
思
召
被
下
度
候、

乍
憚
兄
姉
方
へ
宜
し
く
御
致
声
被
下
度
奉
希
図
候、

草
々
頓
首

十
月
廿
九
日

272 

十
月
二
十
九
日

①
京
都
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
町
百
四
拾
番
地

ク
）

堀
貞

②
江
州
長
浜
永
保
町

新
島

襄

④
毛
筆
（
赤
イ
ソ
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明治19年

前
陳
御
免
可
被
下
候、

然
は
京
都
看
病
婦
学
校
敷
地
之
棒
杭
ハ

近
々
為
相
立
可
申
候
間、

あ
る
ま
し
と
存
候、

本
日
ベ
レ
ー
師
之
御
尋
有
之
候
一

事
二

付
御
伺
申
上
度
候、

布
二

相
成
候
を
承
知
不
仕、

該
条
例
ハ

弥
未
夕
発
布
セ
サ
ル
ヤ
已
二

発
布
セ
シ
ヤ
否
ノ
所
奉
伺
度
候、

若
未
ク
発
布
セ
サ
レ
ハ

其
草
案
丈

ケ
デ
モ
見
ル
事
ハ

出
来
不
申
候
哉、

若
シ
貴
君
の
方
二

而
御
分
り
相
成
不
申
候
ハ
、

其
筋
二

而
御
問
合
被
下
間
敷
ヤ、

候、

早
々
頓
首

中
村
栄
助
兄

21J 

n
十
月
〕

④
毛
筆
（
赤
イ
ソ
ク
）

中
村
栄
助

新
島

襄

イ
ツ
ゾ
ヤ
会
社
条
例
発
布
之
噺
有
之
候
得
共、

其
后
発

右
御
依
頼
仕
度

一

応
御
断
申
上
候、

右
二

付
何
二

も
御
差
支
ハ
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十
一

月
十
五
日

⑤
森
中
章
光
写

＊
＊

過
日
ハ

貴
会
総
代
シ
テ
御
懇
書
御
致
送
被
成、

来
廿
三
日
貴
会
十
年
期
御
祝
会
二

於
而
説
教
可
仕
旨
御
依
頼
被
成
候
間、

是
非
ト
モ
御
依

頼
二

応
シ
度
企
居
候
処、

先
般
来
小
生
之
脳
病
兎
角
全
治
シ
能
ハ
ス、

先
日
来
ョ
リ
少
々
休
息
仕
候
ハ
、

随
分
御
祝
日
二

説
教
仕
事
も
可

出
来
卜
存
居
候
得
共、

如
何
セ
ン
本
日
二

至
リ
而
も
脳
気
よ
ろ
し
か
ら
す、

同
志
社
之
説
教
も
此―
一
回
ハ

他
人
二

相
頼
候
次
第
二

而
不
得

止
事
御
断
申
上
度
候、

尤
速
二

御
断
申
上
ヘ
キ
筈
之
処、

本
日
迄
延
引
仕
候
は、

先
日
来
よ
り
休
息
仕
候
ハ
、

説
教
も
可
出
来
卜
存
居
候

処
よ
り
如
斯
延
期
二

及
侯
次
第、

何
卒
悪
か
ら
す
思
召
被
下
度
候、

当
地
之
教
師
連
中
も
中
々
多
忙
二
て
御
招
二

応
ス
ル
事
ハ

如
何
也
卜

心
配
仕
候
間、

誰
ソ
他
人
二

御
依
頼
被
下
候
様
仕
度
候、

右
御
断
申
上
度
如
此
也、

頓
首

十
一

月
十
五
日

山
田
良
斎
老
兄

尚

、々

村
上
兄
よ
り
之
御
懇
書
も
有
之
侯
間、

是
非
参
上
卜
存
居
候
処
前
文
之
次
第、

村
上
兄
初
費
会
御
一

同
二

も
右
之
次
第
宜

*
＊
*

 

し
く
御
陳
達
被
下
度
候、

近
来
ハ

弊
校〔
ノ〕
用
も
非
常
二

相
増
し、

廿
四
日
ニ
ハ

長
田
氏
按
手
礼
之
節
其
祈
器
を
被
頼
候
間、

其

レ
丈
ケ
位
ハ

無
差
支
出
来
可
申
候
問
参
趨
之
積
二

有
之
候
間、

何
レ
拝
眉
之
上
棲
々
可
申
上
候、

ベ
レ
ー
氏
も
厳
く
説
教
之
分
ハ

被
禁
居
候

274 

＊

 

山
田
良
斎

新
島

襄
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明治19年

中
村
栄
助
兄

来
二
十
一

日
之
夕
五
時
半
よ
り
上
下
両
区
長
を
招
キ
外
人
二

御
招
介
申
度
候
間、

貴
兄
二

も
是
非
御
光
来
之
程
奉
仰
候

十
一

月
十
八
日

前
略
御
免
可
被
下
候、

陳
者

烏
丸
溝
渠
付
替
之
御
願
可
差
出
筈
之
処、

町
内
二

而
紅
屋
な
る
者
苦
情
申
立
候
処
よ
り
町
総
代
願
書
二

調
印

不
仕、

順
而
願
書
差
出
ス
事
二

運
ヒ
不
申、

停
滞
致
し
井
水
を
害
す
る
所
よ
り、

右
之
溝
渠
御
付
替
之
御
手
順
を
願
出
ッ
ル
事
二

相
決
シ
、

今
日
右
願
書
差
出
候
間、

御
滞
庁
中
一

応

土
木
課
長
二

右
之
趣
御
通
し
宜
し
く
御
取
計
可
被
下
様
貴
兄
よ
り
御
願
ヒ
被
下
度、

此
段
奉
願
上
候、

早
々
頓
首

215 

十
一

月
十
八
日

中
村
栄
助

④
暴

新
島

襄

不
得
止
今
回
ハ

戸
長
之
勧
メ
ニ
よ
り
て
紅
屋
よ
り
汚
水
を
流
し
候
処
よ
り、

汚
泥
屋
敷
内
ニ

429 



277 216 

十
二
月
一

日

急
御
回
答
ヲ
奉
仰
候

十
二
月
七
日

①
京
都
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
町
百
四
拾
番
地

徳
富
猪
一

郎

堀
貞

①
西
京
同
志
社
二
而

②
江
州
長
浜
永
保
丁

島
文
庫
所
蔵）

⑥
日
付
ほ
表
書
に
よ
る。

③
は
が
き

④
墨

⑤
複
写
（
敬
和
学
園
高
校
福

先
般
ハ
神
戸
迄
御
苦
労
之
事
卜
奉
存
候、

陳
者
先
日
グ
リ
イ
ン
氏
ョ
リ
已
二
御
依
頼
も
有
之
候
事
卜
存
候
得
共、

心
濯
囲〗
l

候、

貴
兄
ニ
ハ
グ
リ
ー
ン
氏
之
御
頼
ニ
テ
此
日
曜
日
（
本
月
五
日
）
万
頃（
ノ
次
キ
ノ
日
曜
且
二
丹
波
ノ
教
会
へ
御
越
ノ
由
承
知
仕、

②
「
池
本
君
二
托
ス
」

一

応
御
懸
合
申
上
度

又
貴

兄
ノ
御
留
守
二
誰
ソ
代
人
ヲ
京
都
ョ
リ
差
出
ス
ヘ
キ
旨
モ
被
頼
居
候
間、

弥
貴
兄
ニ
ハ
丹
波
二
御
越
被
下
候
哉、

此
段
御
尋
申
上
候、

至

其
後
は
御
起
居
如
何、

甚
御
不
沙
汰
申
上
居
候、

陳
者
先
般
御
帰
郷
之
際
若
し
や
御
立
寄
あ
ら
ん
か
と
心
待
申
居
侯、

又
御
東
上
之
節
ニ

は
拝
眉
を
得
へ
し
と
存
居
候
得
共、

其
義
も
不
果
遺
憾
之
至
二
候、

然
し
貴
君
之
御
都
合
二
よ
る
事
な
れ
ば
致
方
無
之
事
也、

数
日
前
十

余
名
之
御
門
弟
御
東
上
之
際
徊
添
書
被
下
徊
面
接
仕
候、

又
今
朝
散
校
へ
徊
遣
し
之
池
本
君
御
東
上
之
由
二
有
之
候
間、

余
リ
御
不
音
申
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明治19年

居
候
倣
禿
筆
相
認
徊
左
右
徊
尋
申
上
度
候、

此
度
は
尊
大
人
初
侮
一

杭
東
京
へ

御
移
転
之
由、

貴
君
将
来
之
為
徊
得
策
と
奉
存
候、

何
卒

御
一

統
様〔
へ
〕
宜
し
く
御
致
声
被
下
度
候、

先
般
御
帰
郷
後
二

於
而
御
近
著
之
将
来
之
日
本
御
送
附
被
下
膳
謝
之
至
二

不
堪
候、

小
生
之

手
二

入
る
や
否
他
よ
り
借
り
手
有
之、

今
二

小
生
之
手
許
二

返
リ
不
来
候、

何
レ
返
リ
来
候
ハ
、

拝
読
可
仕
卜
存
居
候、

右
御
礼
芳
如
此

候
也、

頓
首

十
二
月
七
日
朝十

二

月
十
三
日

今
タ
ハ

看
病
婦
学
校
之
委
員
会
之
由
な
る
様
承
知
仕
候、

殊
二
よ
り
候
ハ
、

小
生
之
宅
二

而
右
会
相
催
之
事
二

相
成
候
哉
と
も
存
候、

何

レ
会
場
之
所
ハ

今
午
后
迄
ベ
レ
ー
氏
よ
り
御
通
知
可
有
之
候、

小
生
ハ

今
夕
之
相
談
会
之
前
ニ
―

応
之
拝
眉
を
得
度
事
有
之
候
間、

十
二
月
十
三
日

中
村
栄
助
兄

小
生
義
此
両
三
日
ハ

少
々
心
臓
之
加
減
よ
ろ
し
か
ら
す、

休
養
仕
居
候

御
立
寄
被
下
候
ハ
、

幸
甚

278 

徳
富
猪
一

郎
君

④
暴

中
村
栄
助

新
し
ま
襄

新
島

襄

一

寸
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十
二
月
二
十
日

尚

、々

大
坂
新
報
社
之
衰
興
ハ

今
回
其
人
を
得
卜
否
ト
ニ

関
し
候
ハ
、

該
紙
二

取
リ
君
之
御
来
坂
ハ

重
々
之
事
卜
存
候、

然
し
君

御
一

己
之
御
計
画
も
有
之
ヘ
ケ
レ
ハ

敢
而
御
勧
申
兼
候
得
共、

困
却
被
致、

る
へ
か
ら
す、

依
而
貴
君
を
聘
し
新
聞
を
一

切
御
委
托
申
度
旨
被
申、

時
下
益
御
多
祥
奉
賀
候、

陳
者
先
日
大
坂
新
報
社
員
小
島
忠
里
卜
申
人
拙
宅
二

参
ら
れ、

当
時
新
報
社
二

可
然
人
物
之
無
之
所
よ
り
大
ニ

ル
ニ

又
近
来
社
員
大
憤
発
二

而
廿
三
年
迄
之
維
持
方
ハ

相
立
申
候、

然
而
該
紙
を
し
て
盛
大
二

至
ら
し
む
る
に
有
力
之
記
者
無
か

且
小
生
よ

り
一

応
之
御
勧
を
申
上
呉
よ
と

懇
々
依
頼
二

被
及
候

間、

禿
筆
相
認
同
人
よ
り
之
依
頼
之
趣
を
御
通
申
上
候、

尤
該
新
聞
社
之
組
織
又
其
社
員
之
人
ト

ナ
リ

等
ハ

小
生

も

充
分
承
知
不
仕
候

間、

貴
兄
二

し
て
御
満
足
可
被
成
哉
否
ヤ
ハ

保
証
不
仕、

兄
二

し
て
該
社
を
助
く
る
の
意
あ
ら
ば
一

応
社
員
二

御
照
会
被
成、

詳
細
之
所
ハ

御
自
身
二

御
探
索
被
下
度
候、

又
貴
兄
之
之
二

応
す
る

と
否
ト
ハ

何
れ
力
得
策
な
る
か
小
生
ハ

知
ら
さ
れ
共、

申
上
候、

何
ニ
カ
聞
く
所
二
よ
れ
ば
先
日
中
島
信
行
君
を
以
貴
兄
二

御
頼
申
上
候
由
な
れ
は、

同
氏
よ
り
詳
細
之
所
ハ

最
早
御
聞
取
あ
り

し
事
と
存
候
得
共、

小
島
氏
よ
り
之
依
頼
も
有
之
先
方
二

回
答
も
仕
度
候
間、

御
返
詞
被
下
侯
ハ
、

幸
甚
之
至
二

不
堪
侯、

右
得
貴
意
如

此
侯
也、

草
々
領
首

279 

万
一

御
承
諾
ア
ラ
ハ

該
社
ハ

甚
満
足
ナ
ル
ヘ
シ
ト
存
候

只
該
新
紙
社
二

し
て
貴
兄
之
御
承
諾
を
切
望
さ
れ
候
由
を
陳
し
候
間、

若
し
貴

只
々
先
方
之
依
頼
二

応〔
し〕
一

応
之
御
照
会
を
な
し
貴
兄
之
御
意
見
如
何
を
御
尋

①
京
都
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
町
百
四
拾
番
地

②
東
京
々
橋
区
滝
山
丁
六
番
地

湯
浅
君

気
付

④
星

徳
富
猪
一

郎
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明治19年

本
年
一

月
舟
日
ヲ
以
テ
散
校
へ

歩
兵
操
練
科
設
置
之
願
差
出
シ
、

向
来
屈
指
御
指
令
待
居
候
処、

今
二

何
ニ

ノ

御
沙
汰
モ

無
之
甚
心
痛

〔
力
〕

仕
候、

右
又
々
本
日
右
願
書
二

付
御
指
令
ノ
催
促
差
出
申
候、

元
来
右
願
書
差
出
候
精
神
ハ

他
二

非
ラ
ス
、

即
チ
撒
校
生
徒
中
徴
兵
適

及
ヒ
候

盆
学〕

令
二

近
寄
候
ハ
、

兎
角
免
役
ヲ
希
図、ソ
、

労
カ
ア
ル
モ
ノ
ハ

直
二

東
京
大
学
予
ビ
門
二

入
リ、

又
梢
学
カ
二

乏
シ
キ
モ
ノ
ハ

不
本
意
乍
ラ

故
郷

込
ミ

〔
朱
X
マ
マ
〕

ト
キ
ハ

モ
退
テ
地
方
ノ
官
立
中
学
校
ナ
ド
ニ

逃
レ
入
リ、

「
負
笈
テ
郷
関
ヲ
出
テ
シ
ト
キ
ノ
精
神
ハ

業
若
不
成
死
不
還
ノ
精
神
ア
リ
シ
モ、

再
ヒ

t

»ヽ

»ヽ

9̀

9ヽ

»ヽ

r‘

»ヽ

委

政
府

家
郷
二

返
ヘ
リ
親
族
ナ
ト
ノ
情
実
二

籠
絡
セ
ラ
レ
、

遂
二

些
少
ノ
安
逸
二

身
ヲ
任
セ
ル
ヌ
ル
モ
ノ
有
之
候
由
二

而」、

圏
國
ノ
大
令
ヲ
軽

侮
シ

リ
テ
〔
朱〕

シ
、

又

自
己
ヲ
モ
詐
キ
以
謂
ル
法
律
逃
レ
ヲ

計
ル
モ
ノ
「
遂
二

其
方
針
ヲ
誤
モ
ノ
」

有
之
哉
承
候、

又
散
校
二

於
テ
最
早
卒
業
前
僅

280 

〔
未
詳

十
二
月
二
十
日

徳
富
猪
一

郎
様

＊

 

北
垣
国
道
〕

④
暴

⑥
草
稿。

抹
消、

訂
正
は
朱
筆

尊
大
人
初
北
堂
様
方
へ

宜
し
く
御
凰
声
被
下
度
候

新
島

襄
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様
文
蔀
省
ョ
リ
度
外
視
ッ
給
ハ
ス、

却
テ
其
／
途
ヲ
御
開
被
下
侯
ハ
、

幸
甚
之
至
二
不
堪
候
仕
度、

懇
願
之
至
二
不
堪
候
也

亀

�

｀

�

�

ヽ
ヽ

亀

．
｀

し

。
｀

し

｀
｀

゜`

し

し

｀
｀

｀
｀

し

し

重ヽ

»ヽ

�

�

�

�

し

、
｀

。
｀

�

ヽ

｀
｀

｀
｀

叶
候
ハ
、

何
ソ
之
二

次
ク
ヘ
キ
良
策
ハ

有
之
間
敷
哉、

小
生
等
民
間
之
教
育
家
モ
御
顧
慮
被
下
度、

»ヽ

»ヽ

»
ヽ

»ヽ

»ヽ

»
ヽ

»
ヽ

»ヽ

»
ヽ

»
ヽ

»
ヽ

»ヽ

'

»

n
朱
u

所
ノ
衷
情
モ
勃
々
不
止
ハ
水
泡
二

属
セ
シ
メ
ス
」

倣
校
ノ
如
キ
モ
随
而
「
当
府
下
ニ
ア
リ
明
府
ノ
徳
沢
ヲ
蒙
リ、

弥
々
」

盛
大
二

趣
キ
候

〔
朱〕

〔
朱〕

―

二
期
ヲ
余
ス
モ
ニ

至
リ
シ
モ、

適
令
相
迫
候
て
右
墾
該
令
猶
予
ノ
「
特
典
ヲ
蒙
ラ
ン
」

為
「
彼
是
工
風
ヲ
回
ラ
シ
」、

退
校
二

及
候
輩
モ

様

〔
朱〕

〔
朱〕

勢
ヲ
以

亦
不
少
儀
ヲ
相
心
得、
「
本
日
ノ
国
令
モ
[

]」

甚
困
却
仕
候
「
失
望
仕
候
趣
二

不
堪
候、

依
テ
」

万
一

今
日
之
有
様
ヲ
以
進
行
候
ハ

奮

»ヽ

t

,‘

r‘

,‘

9

9‘

`

»ヽ

»ヽ

・‘

軍
ヽ

・‘

ヲ
推
測
候
ハ
、

奉
存

〔
朱〕

許
可
サ
ヘ
モ

ハ
、

向
来
弊
校
存
立
も
無
覚
束
存
候
次
第、

依
而
去
一

月
中
文
部
大
臣
「
森
様
二

拝
眉
シ
」

御
懸
合
申
候
処、

地
方
官
ョ
リ
之
瓦
盆
ぶぃ
和
和

9

し

く

ヽ

9

く

し

し

し

9

9

,

ー-＝二a
ご

ロ

苦
卜
被
申
候
ハ
ヽ
、

多
分
許
可
可
相
成
よ
し
被
仰
候
間、

直
二

右
願
書
差
出
候
処、

近
来
ハ

去
廿
一

日
大
臣
殿
二

拝
眉
ヲ
得
候
節
ニ
ハ

無
色

〔
朱〕

殊
ニ

ノ
教
育
論
ヲ
主
張
セ
ラ
レ、

宗
教
政
事
上
ノ
色
付
キ
「
教
育
ヲ
主
張
ス
ル
」

学
校
ハ

政
府
ニ

モ

之
ヲ
奨
励
セ
ス

云
々
卜
被
申
且
散
校
之

如
キ
ハ

全
ク
宗
教
主
義
ノ
学
校
卜
被
見
傲、

歩
兵
科
設
置
之
義
之
如
キ
特
典
モ
決
而
御
下
附
不
相
成
哉
之
様
被
仰
候、

依
而
敏
校
現
今
之

感
触
ノ
モ
ノ
ト

〔
朱〕

口
分
概
則
一

冊
御
覧
二

奉
呈
シ
候
間、

教
則
御
一

究
之
上
弥
宗
教
色
付
キ
ノ
学
校
卜
被
見
傲
候
哉、

「
尤
徹
校
五
年
科
ノ
如
キ
モ
尤
宗
教

上
ノ
書
類
ナ
キ
ニ
ア
ラ
サ
レ
ト
モ、

散
校
五
年
科
ノ
如
キ
ハ

是
等
ハ

総
テ
生
徒
ノ
随
意
二

任
セ

決
テ

束
捕
等
不
仕
候
間、

全
普
通
科
ノ

・‘

»ヽ

・‘

°、

魯ヽ

»ヽ

奮ヽ

〔
も

閣
下

仰

且

教
育
ヲ
主
張
致
居
候
付、

此
□
所
ハ

宜
し
く」

貴
殿
之
熟
考
ヲ
奉
労
度
候、

尤
歩
兵
科
設
置
之
精
神
ハ

該
科
二

限
リ
準
官
立
校
ノ
名
義
ヲ

是
レ

以
テ
設
置
仕
度
候、

此
モ
元
来
小
生
ノ
発
意
二

非
ラ
ス、

大
臣
殿
ョ
リ
準
官
立
兵
科
ヲ
設
ヶ
レ
ハ

可
ナ
ル
ヘ
シ
ト
「
右
様
取
計
ラ
ハ

都
合

»

»

'‘

»ヽ

亭ヽ

»

‘‘

〔
朱〕

之
手
続
二
及
候

モ
有
之
ヘ
キ
由
」

被
仰
候
処
よ
り
「
事
も
有
之
候
所
よ
り
」

右
願
書
差
出
候
次
第、

依
而
該
科
設
置
之
事
二

付
御
出
京
中
自
然
文
部
御
省

該

モ

照
会

中
御
協
議
等
も
可
有
之
候
間、

其
節
ハ

何
ニ
ト
カ
該
科
設
置
之
御
都
合
被
成
候
様
御
取
計
被
下
度
奉
懇
願
候、

万
一

右
科
設
置
之
義
不
相

.‘

»

ヽ

'‘

�

9ヽ

〔

ル

〕

「
人
間
ニ
ア
リ
モ
区
々
邦
家
二
喝
ス
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明治20年

一

月
一

日

祝
賀
新
年

281 

明
治

一

月
一

日

-

+

河
原
林
義
雄

（
一

八

八

七
）

新
島

襄

丸
太
町
上
ル
町
百
四
拾
番
地

京
都
寺
町
通

①
京
都
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
町
百
四
拾
番
地

②
丹
波
北
桑
田
郡
大
野
村

③
は
が
き

⑤
複
写
（
河
原
林
孟
夫
氏
所
蔵
）

年
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犬
ハ
オ
ト
ナ
ッ
ク
致
居
候
哉
御
尋
申
上
候

中
村
栄
助
兄

正
月
十
日

貴
意
如
此
候
也、

早
々
頓
首

先
日
は
態
々
御
越
被
下
恐
縮
之
至
二

奉
存
候、

陳
者
昨
日
ベ
レ
ー
氏
被
参、

翡
ョ
リ
返
却
ア
リ
タ
キ
由
被
申
候、

是
ハ

同
氏
ノ
手
二

金
モ
尽
キ
何
ニ
カ
仕
払
等
二

例
之
三
百
五
十
円
ヲ
被
要
よ
し、

依
而
小
生
之
手
許

ニ

有
之
候
分
計
算
候
処、

二
百
五
十
一

円
三
十
三
銭
五
厘
有
之
候
得
共、

九
十
八
円
六
十
六
銭
五
厘
之
不
足
ヲ
生
し
申
候、

知
事
ョ
リ
受

取
候
分
ハ

幾
何、

又
他
ョ
リ
参
候
分
何
程
可
有
之
候
哉
奉
伺
候、

小
生
も
此
中
旬
ニ
ハ

ニ
十
円
程
寄
附
可
仕
候
間、

右
御
計
算
中
二

御
入

可
被
下
候、

新
聞
二

見
受
候
二

井
上
外
務
大
臣
も
京
師
二

被
参
候
よ
し、

就
而
は
是
非
専
門
校
之
賛
成
ヲ
得
度
候
間、

甚
恐
入
候
得
共
先

ツ
随
行
之
古
沢
氏
ニ
―

応
御
面
会
右
之
次
第
御
通
被
下、

同
氏
之
充
分
尽
力
為
致
度
方
力
得
策
カ
ト
存
候、

何
卒
此
度
は
其
機
ヲ
失
ハ

サ

ル
様
仕
度
候
間、

同
大
臣
在
京
中
是
非
賛
成
為
致
度
候、

依
而
義
捐
者
姓
名
簿
第
四
号
差
上
候
間、

宜
御
尽
力
之
程
奉
仰
候、

小
生
も
病

気
二

無
之
候
ハ
、

是
非
大
臣
之
旅
舘
迄
相
尋
御
面
会
仕
度
候
得
共、

未
夕
充
分
之
カ
ナ
ク
候
間、

此
義
貴
兄
二

御
依
頼
申
上
度
候、

右
得

小
生
も
大
分
宜
し
ぎ
方
二

趣
候
間
御
安
心
可
被
下
候

④
墨

282 

一

月
十
日

中
村
栄
助

新
島

襄

可
相
成
例
之
三
百
五
十
円
地
代
と
し
て
立
替
置
候
分
至
急
我
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明治20年

右
御
年
始
芳
々
是
迄
の
御
心
切
に
付
万
々
御
礼
申
上
度 、

め
で
度
か
し
く

若
し
五
六
日
間
も
滞
留
被
致
候
事
ナ
レ
ハ

、

小
生
も
其
中
都
合
参
上
可
仕
候
間 、

何
ニ
シ
ロ
大
臣
在
京
中
賛
成
致
サ
セ
度
＜
候

一

月
十
二
日

⑤
森
中
章
光
写

新
年
の
御
祝
儀
申
上
候 、

左
様
に
候
へ
は
皆
々
様
御
一

統
御
機
げ
ん
よ
く
御
迎
歳
被
遊
目
出
度
御
祝
申
上
候 、

さ
て
昨
年
中
は
植
村
よ
ね

の
事
に
付
種
々
御
心
切
に
御
世
話
被
成
候
に 、

実
に
当
人
の
不
心
得
御
世
話
甲
斐
も
な
ぎ
事
に
成
り

行 、

私
共
も
面
目
な
き
次
第 、

っ
4
き
其
子
供
を
迄
も
御
前
様
の
厚
ぎ
御
厄
介
に
相
成
り 、

末
の
娘
も
奥
州
へ
送
候
節
は
右
旅
用
金
御
立
替
へ
被
下 、

礼
と
し
て 、

新
島

襄

又
引

又
一

人
の
娘
は
御

手
許
に
て
御
世
話
被
下
候
よ
し 、

誠
に
厚
き
御
心
切
の
程
紙
筆
を
以
て
御
礼
の
申
尽
し
方
も
御
座
な
き
次
第 、

何
れ
御
目
も
じ
の
節
に
は

万
々
御
礼
申
上
度
候 、

唯
今
郵
便
に
て
金
三
拾
円
差
上
候
間 、

旅
費
は
御
差
引
残
金
の
所
は
乍
御
面
倒
郷
原
の
中
島
民
五
郎
氏
二

奥
州
の

い
さ
4
か
御
前
様
の
御
手
よ
り

御
渡
し
被
下
候
様
願
度
候 、

兼
々
よ
ね
子
に
御
か
し
置
被
下
候
金
三
十
九
円
も
此
地
に
て
一

郎
様
の
御
学
費
と
し
て
昨
年
御
返
し
申 、

一

月
十
二

日

283 

已
に
皆
済
御
返
却
申
上 、

其
書
付
は
治
郎
様
方
御
回
し
可
申
候
間 、

左
様
御
心
得
被
下
度
候 、

＊

 

湯
浅
も
よ

⑥
森
中
写
に
よ
れ
ば 、

本
書
簡
は
山
室
軍
平
写
の
転
写
と
さ
れ
て
い
る 。
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昨
夜
ハ

御
光
来
被
下
幸
甚
之
至
二

不
堪
候、

陳
者
何
二

も
御
馳
走
ハ

不
仕
候
得
共、

昼
飯
呈
上
仕
度
候
間、

午
前
十
一

時
半
（
助
麟
蒻
釘
早）

拙
宅
迄
御
来
車
被
下
候
様
奉
希
図
候、

右
得
貴
意
如
此
侯
也、

草
々
頓
首

＊

一

月
十
四
日

井
深
梶
之
助
兄

284 

湯
浅
お
茂
よ
愛
姉

一

月
十
四
日

⑤
写
真
井
深
梶
之
助

新
島

襄

尚

、々

御
老
母
様
に
も
よ
ろ
し
く
御
伝
言
願
上
申
候、

御
孫
一

郎
様
に
も
御
丈
夫
に
て
御
勉
強
被
成
候
間
御
安
心
被
下
度
候

438 



明治20年

半
田
平
次
郎
兄

其
後
ハ

打
絶
御
不
音
申
上
候
段
御
海
容
可
被
下
候、

新
年
二

入
早
々
御
祝
詞
御
送
附
被
下
奉
鳴
謝
候、

小
生
よ
り
ハ

何
ニ
カ
彼
是
多
忙
ニ

紛
レ
本
日
迄
延
引
二

及
候
段、

是
亦
御
海
容
被
下
度
候、

其
後
御
地
之
御
形
況
ハ

如
何、

新
原
氏
二

も
定
而
勉
強
致
し
呉
候
事
卜
存
し
喜

欣
仕
居
候、

此
書
相
認
候
二

当
リ、

昨
年
御
地
参
上
之
節
尊
大
人
様
ニ
ハ

御
病
床
上
二

而
拝
眉
を
致
し、

同
志
社
へ

多
分
之
金
額
ヲ
被
下

候
御
精
神
を
語
ラ
レ
候
事
ヲ
思
出
シ、

其
時
之
御
容
貌
決
シ
テ
忘
却
不
仕、

信
者
タ
ル
モ
ノ
ハ

宜
シ
ク
如
斯
ク
ア
ル
ヘ
シ
ト
存
シ、

老
大

人
之
勇
マ
シ
ク
ア
リ
賜
ヒ
シ
事
ヲ
思
起
シ
大
二

自
身
之
心
ヲ
モ
奨
励
仕
候、

乍
憚
御
家
族
御
一

同
様
へ

新
年
之
祝
詞
御
開
陳
被
下
度
奉
希

一

月
廿
四
日

候、

右
貴
答
芳
如
此
候
也、

草
々
頓
首

恭
賀
新
年

285 

一

月
二
十
四
日

乍
憚
新
原
兄
其
他
貴
地
之
信
者
方
二
よ
ろ
し
く ①

京
都
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
町
百
四
拾
番
地

半
田
平
次
郎

新
島

襄

②
群
馬
県
下
上
州
碓
氷
郡
原
市

④
墨
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一

月
廿
五
日

新
島
公
義
様

先
日
よ
り
端
書
二
片
手
紙
壱
通
落
掌
拝
見
致
候、

其
後
伝
道
之
御
着
手
ハ

出
来
候
哉、

定
而
諸
事
六
ケ
敷
事
卜
逢
察
申
居
候、

乍
去
決
而

落
胆
セ
サ
ル
様
何
分
忍
テ
伝
道
有
之
度
奉
希
図
候、

当
地
替
る
事
無
之、

予
ハ

先
ノ
木
曜
日
二

大
阪
二

参
り
浪
華
教
会
ノ
十
年
祝
会
二

而

説
教
い
た
し、

翌
日
岸
和
田
二

参
り
一

泊、

先
キ
ノ
土
曜
日
二

帰
京
致
候、

伊
勢
ニ
ハ

土
曜
日
ノ
朝
二

男
子
出
産、

御
峰
様
ニ
ハ

甚
大
病

ナ
リ、

故
二
八
重
此
両
夜
程
ハ

看
病
二

参
居
候、

老
大
人
ニ
ハ

御
気
分
宜
し
く
被
為
在
候
得
共、

御
母
様
ニ
ハ

例
之
通
臥
床
被
遊
候、

予
モ

＊
＊

昨
夜
よ
り
心
臓
之
加
減
宜
し
か
ら
す
本
日
ハ
一

日
休
息
致
居
候、

多
分
明
日
ハ

平
癒
可
仕
候、

明
日
ハ

弥
々

至
上
二
も
御
着
京
二

付
同

〔
処
〕

志
社
之
生
徒
ニ
ハ

奉
迎
二
出
懸
ル
事
二

相
成、

知
事
ノ
周
旋
二
よ
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
之
近
傍
二

宜
し
き
場
合
取
除
キ、

何
ニ
カ
大
文
字
ニ

テ
同
志
社
生
徒
云
々
之
札
ヲ
建
侯
よ
し、

是
ハ

体
操
長
竹
田
氏
之
周
旋
二
よ
る
卜
近
来
之
大
奇
談
卜
可
申
候、

予
ハ

如
斯
迄
も
府
庁
二
て

御
周
旋
ハ

あ
る
ま
じ
と
存
居
候
に、

存
外
之
上
出
来
御
一

笑
可
有
之
候、

先
日
之
十
年
期
ハ

随
分
盛
二

候
得
共
差
シ
タ
ル
事
ト
モ
見
受
ラ

ビ
ス、

演
説
も
井
深
氏
加
ワ
ラ
レ
候
得
共
氏
之
演
説
ハ

至
極
上
出
来、

他
ハ

先
ッ
並
ノ
出
来
卜
云
テ
何
ナ
ラ
ン
カ、

明
日
両
学
校
休
業
ニ

相
成
生
徒
一

同
大
喜
之
よ
し、

貴
君
之
荷
物
ハ

先
日
来
兎
角
雨
降
候
故
荷
物
ハ

差
出
し
不
申、

ミ
可
差
出
卜
存
居
候、

何
レ
近
々
さ
し
出
可
申
候
間、

右
様
御
心
得
可
被
下
候、

右
貴
答
如
此
也

286 

一

月
二
十
五
日

⑤
森
中
章
光
写

新
島
公
義

ア
マ
リ
雨
力
続
ク
ナ
ラ
ハ
コ
モ
ニ
モ
ツ
、

⑥
森
中
写
に
よ
れ
ば、

原
本
は
赤
イ
ン
ク
と
あ
る。

新
島

襄
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明治20年

〔
前
欠〕

288 

〔
一

月

八
日
午
後
三
時
二

候

287 

*
＊
*
 

不
破
唯
次
郎
〕

八
重
よ
り
ハ

別
二

手
紙
ハ

さ
し
上
不
申
候
得
共
只
々
宜
し
く、

御
老
大
人
様
方
よ
り
も
よ
ろ
し
く

〔
一

月
二
十
七
日

④
墨

⑤
森
中
章
光
写

＊

 

新
島
公
義
〗
l

西
京

新
島

襄

〔
肥
〕

＊
＊

伊
勢
お
峰
様
ニ
ハ

去
二
十
日
分
身、

其
後
日
立
チ
宜
し
か
ら
ず
昨
夜
二
時
死
去
被
致
候
間、

此
段
不
取
敢
御
通
知
申
上
候、

尤
葬
式
ハ

廿

441 



可
被
下
候

289 

尚

、々

御
賢
妻
様
二
よ
ろ
し
く、

又
貴
会
之
兄
姉
方
二
よ
ろ
し
く
御
致
声
之
程
奉
希
候

＊
＊
 

今
回
シ
ェ
ン
ク
ス
氏
二

相
托
し、

兼
而
ベ
ー
ケ
ル
氏
よ
り
相
托
候
福
岡
伝
道
扶
助
金
之
内、

二
十
五
弗
丈
け
貴
兄
二

差
回
候
間、

御
落
手

二
月
二
日

新
年
二

入
早
々
貴
翰
を
添
ウ
シ
御
好
意
之
段
奉
鳴
謝
候、

陳
者
其
後
一

書
可
呈
筈
之
処
小
生
も
兎
角
多
病、

加
之
二

伊
勢
妻
君
之
難
産
続

〔
逝〕

＊
＊
＊

而
長
征
又
候
老
父
是
水
之
永
眠
等
重
々
種
々
之
混
雑
不
一

方、

昨
夕
迄
諸
事
相
片
付
申
候
処
本
日
ハ

何
ニ
カ
大
駿
雨
之
后
之
如
く
二

思
ハ

れ
居
候、

其
后
余
り
御
不
音
と
相
成
候
間、

禿
筆
相
認
御
左
右
御
伺
申
度、

労
先
日
御
依
頼
之
件
二

付
一

応
申
上
度
候、

先
書
御
申
越
之

次
第
二
よ
れ
ば
小
生
二

御
近
著
将
来
之
日
本
二

批
評
ヲ
頼
ム
ト
ノ
事
二

有
之
候
得
共、

貴
君
御
承
知
之
通
小
生
之
脳
鈍
二

筆
渋
リ
中
々
其

任
二

当
リ
難
き
想
有
之、

全
く
御
辞
退
申
上
度
候
得
共
又

ニ――口
な
き
能
ハ

す
と
も
思
ひ
居
候
得
共、

一

月
来
毎
度
心
臓
之
加
減
宜
し
か
ら

＊
＊
＊
＊
 

す、

加
之
親
戚
散
家
之
混
雑
芳
大
延
引
二

相
成
候、

何
レ
何
ニ
カ
相
試
度
存
侯
得
共、

定
而
御
再
版
之
義
御
急
キ
な
る
へ
〔
く〕、

小
生
ハ

御
省
キ
被
下
候
方
力
得
策
な
ら
ん
か
と
存
候、

右
得
貴
意
如
此
候
也、

草
々
貴
答

二
月
二
日
夜

徳
富
猪
一

郎
君

①
京
都
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
町
百
四
拾
番
地

徳
富
猪
一

郎

新
島

襄

②
東
京
赤
坂
霊
南
坂
十
五
番
地

さ
れ
ば

④
墨
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明治20年

近
頃
民
友
社
御
創
立
之
よ
し
大
鹿
二

奉
存
候、

何
卒
兄
之
前
途
此
字
義
ヲ
飽
ま
て
も
御
貫
徹、

民
之
友
た
ら
れ
ん
事
小
生
之
切
望

し
て
止
ま
さ
る
所
二

御
座
候
也

老
人
長
征
之
後
何
ニ
カ
少
し
く
物
さ
み
し
く
御
座
候、

御
双
親
様
方
二
よ
ろ
し
く

二

月
四
日

亡
父
葬
式
之
節
ハ

遠
路
之
処
御
会
葬
被
下、

難
有
弦
二

奉
拝
謝
候、

敬
白

290 

二
月
四
日

②
上
京
区
西
ノ
洞
院
丸
太
丁
北
へ
入
西
側

林
孟
夫
氏
所
蔵
）

⑥
代
筆

河
原
林
義
雄

鈴
鹿
ッ
カ
方

③
は
が
き

新
島

襄

⑤
複
写
（
河
原

U3 



292 

〔
箇
力
〕

兼
而
御
配
慮
相
願
候
南
禅
寺
之
墓
地
二

埋
之
義
二

付、

先
日
該
寺
二

参
リ
墓
表
ハ

抜
出
し
買
へ
し
と
相
頼
置
候
間、

多
分
已
二

右
様
取
計

呉
候
事
卜
存
候
間、

御
序
二

人
カ
二

双
方
隣
地
卜
平
均
二

地
揚
ヶ
致
し
呉
候
様
御
命
被
下
度
候、

度
候、

右
出
来
之
上
ハ

其
人
カ
二

幾
何
カ
ノ
謝
礼
仕
度
存
し
居
候、

過
日
御
相
談
申
上
候
処
之
看
病
婦
学
校
理
事
委
員
皆
々
承
諾
致
し
呉

候、

依
而
は
明
七
日
之
夕
七
時
よ
り
該
校
二

於
而
例
之
通
集
会
相
催
度
候
間、

御
都
合
之
上
御
光
来
被
下
候
ハ
、

幸
甚

中
村
栄
助
兄

二
月
九
日

〔

マ

マ

U

新
年
二
入
リ
早
々
費
書
徘
投
与
被
下
鴨
謝
之
至
り
に
不
堪
侯、

其
後
早
々
御
回
答
可
仕
侯
処、

新
年
来
一

層
多
耶
二

相
成、

加
之
義
父
之

二
月
六
日

291 

二
月
六
日

⑤
高
稲
元
一

郎
写

増
野
悦
興 ④

墨
＊

中
村
栄
助

新
島

襄

且
其
人
足
ハ

何
人
力
御
記
臆
置
候
様
願

444 



明治20年

至
上
之
御
来
楚
二

付、

京
都
ハ

随
分
ニ

ギ
ャ
カ
ナ
リ、

本
日
力
明
日
ノ
中
二

伊
藤
総
理
大
臣
ニ
モ
本
校
二

御
越
可
相
成

＊
＊
 

旨
ナ
レ
ハ
、

我
輩
一

同
御
待
受
申
居
候

先
日
来

新
島

襄

病
気
等
尚
々
引
終
き
伊
勢
妻
君
之
一

月
廿
六
日
死
去、

又
一

周
ヲ
経
サ
ル
ニ

義
父
之
長
逝
一

月
三
十
廿、

芳
以
近
来
ハ

奔
走
二

衣
食
ス
ル

ノ
歎
ナ
キ
能
ハ
ス
、

乍
去
学
校
ハ

神
恩
ヲ
蒙
リ
逐
々
盛
大
二

趨
ク
ノ
徴
ア
リ、

一

年
生
ノ
如
キ
ハ

ニ
白
ノ
上
二

超
過
ツ、

又
彼
ノ
甚
不
完

全
ナ
ル
予
備
校
之
如
キ
ス
ラ
百
十
数
名
ノ
入
校
生
ア
ル
次
第、

只
々
我
翡
之
日
夜
憂
フ
ル
所
ハ

統
御
法
其
宜
シ
キ
ヲ
得
ル
ニ

有
之
候、

何

卒
本
校
之
為
お
祈
被
下
度
奉
切
望
候

貴
地
之
伝
道
も
御
都
合
ョ
ロ
シ
キ
由、

何
卒
充
分
之
御
尽
カ
ヲ
要
シ
度
候、

乍
去
十
分
前
途
之
基
礎
ヲ
置
キ
賜
フ
事
ハ

甚
要
用
之
事
ナ
レ

ハ
、

何
力
御
入
用
之
書
籍
等
お
知
せ
被
下
度
候、

小
生
伊
勢
等
卜
相
計
応
分
之
カ
ヲ
可
尽
候
間、

二

月
九
日

増
野
悦
興
君

お
知
被
下
度
候

其
後
余
り
御
無
沙
汰
申
候
間、

勿
卒
之
間
一

書
拝
呈
し
貴
答
と
為
候、

願
ク
ハ

甚
延
引
二

及
ビ
候
段
御
海
容
被
下
度
候
也、

頓
首

445 



八
重
よ
り
も
宜
し
〔
く〕
申
上
候

公
義
君

二

月
十
六
日

河
井
家
御
一

同
二
よ
ろ
し
く、

近
頃
雉
子
狩
ハ

如
何

メ
カ
ク
ル
―—

如
カ
ス、

奈
良
之
方
モ
充
分
御
尽
力
有
之
度
候

有
之
度
候、

何
卒
奈
良
ノ
事
は
充
分
御
勉
強
ア
リ
テ
著
シ
キ
好
結
果
之
見
へ

候
様
希
望
仕
候、

左
ス
レ
ハ

自
然
伝
道
会
社
員
之
誤
謬
モ
銘

銘
二

悟
り
得
ル
ノ
機
モ
可
有
之
候
間、

精
々
勉
強
有
之
度
候、

然
シ

是
レ
ハ

自
身
二

恥
ヲ
雪
ク
カ
為
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ、

切
二

主
之
為
二

働

ク
事
ヲ
某
本
ト
ナ
シ
主
ノ
為
二

御
勉
励
有
之
度
候、

伊
賀
上
野
ハ

喜
テ
応
セ
サ
ル
由、

0
先
日
ボ
ル
タ
氏
よ
り
礼
書
井
二

暇
乞
之
書
ト
シ
テ
小
生
方
二

頼
ミ
オ
キ
申
候

〔
前
欠〕

293 

二

月
十
六
日

⑤
森
中
章
光
写

新
島
公
義

襄

又
々
御
試
被
下
度
候、

此
レ
ハ

何
レ
気
長
カ
ニ
セ

446 



明治20年

二
月
二
十
一

日

本
月
十
八
日
付
之
貴
書
拝
見
致
し
御
地
之
伝
道
大
二

都
合
宜
し
く
相
成
候
由
大
慶
之
至
二

存
候、

何
卒
精
々
御
励
強
充
分
主
之
栄
光
を
顕

ハ

し、

貴
地
之
如
き
所
に
す
ら
罪
を
悔
ヒ
主
二

帰
す
る
者
之
続
々
輩
出
す
る
様
致
度
候、

同
志
社
二

も
去
十
九
日
ニ
ハ

総
理
大
臣
御
夫
婦

ニ

而
北
垣
知
事
案
内
之
上
一

覧
被
致、

且
女
学
校
二

も
御
立
寄
被
成
候
際、

此
頃
女
学
生
之
編
成
せ
し
賛
美
歌
を
唱
へ

御
耳
二

呈
せ
し
か

＊

ハ

殊
之
外
喜

ぐ
れ、

其
唱
歌
之
文
書
御
持
参
相
成
候、

然
し
其
日
ニ
ハ

同
志
社
之
生
徒
ハ
一

同
北
山
二

趣
ぎ
猪
狩
二

出
懸
ケ
尽
く
留
守
と

相
成
候
故、

只
校
舎
ノ
ミ
御
覧
二

入
申
候、

昨
タ
ハ

内
外
教
員
一

同
生
徒
之
招
き
二

応
し、

食
堂
二

而
生
徒
と
共
猪
肉
之
馳
走
二

預
り、

〔

腹
〕

一

同
甚
満
足
又
満
服
之
至
な
り、

昨
朝
ハ

忙
大
二

御
不
沙
汰
二

及
居
候
よ
し、

右
貴
答
迄
如
此
也

二
月
廿
一

日

至
上
二

も
御
出
発、

生
徒
も
奉
送
之
為
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
迄
罷
出
申
候、

八
重
も
其
後
彼
是
多

尚

、々

御
老
母
様
ニ
ハ

不
相
替
御
臥
床
な
る
も、

別
段
御
病
気
あ
る
二

非
ら
す、

御
安
心
被
下
度
候

私
も
多
分
此
周
間
東
京
二

出
発
可
申
候

公
義
様

294 

④
墨

新
島
公
義

新
島

襄

447 



北
垣
明
府
殿

二
月
廿
五
日

随
分
御
教
授
ハ

出
来
可
申
卜
奉
存
候
間、

此
ノ
拙
書
四
五
日
前
相
認
置
キ
候
得
共、

同
志
社
生
徒
云
々
二

付
一

応
御
使
ノ
方
二

申
上
候
間、

小
生
ョ
リ
再
御
勧
申
候
様
二

相

成
候
而
は
如
何
カ
ト
懸
念
仕、

本
日
延
引
仕
居
候
得
共
小
生
社
用
有
之
本
日
東
上
可
仕
候
付、

寸
書
拝
呈
仕
候、

陳
者

先
日
総
理
大
臣
殿
御
夫
嫌
蔽
校
へ

御
来
車
之
際、

明
府
殿
ニ
モ
御
同
伴
被
下
御
蔭
ヲ
以
諸
事
都
合
宜
シ
ク
相
済
奉

〔

戴
〕

嗚
謝
候、

先
夜
は
愚
妻
義
参
舘、

不
存
寄
御
馳
走
ヲ
載
キ
千
万
難
有
奉
存
候、

且
過
般
御
使
ヲ
以
テ
御
令
息
様
英
学
御
修
学
云
々
二

付
御

〔

生
〕

尋
有
之
候
際
一

応
申
上
置
キ、

其
後
御
回
答
ハ

無
之
候
得
共、

小
生
心
当
リ
之
書
徒
壱
人
有
之、

万
一

御
委
托
ナ
ラ
ハ

差
上
可
申
卜
存
居、

〔

力
〕

心
得
ノ
為
相
談
二

及
ヒ
候
処、

何
二

他
二

英
学
教
授
之
約
モ
可
仕
胸
算
二

候
間、

若
シ
御
委
托
ナ
ラ
ハ

先
方
ハ

断
テ
モ
不
苦
由
申
居
候
問、

万
一

他
二

可
然
人
有
之
御
相
手
可
致
事
二

相
成
候
ハ
、

弥
々
之
事
卜
奉
存
候、

然
シ
御
相
手
モ

未
ク
御
取
極
メ
ニ

不
相
成
候
ハ
、

其
者
ハ

再
白

29S 

二

月
二
十
五
日

一

応
御
勘
考
之
為
奉
達
御
聞
候、

草
々
敬
白

④
墨

北
垣
国
道

新
島

襄

一

応
之
御
回
答
奉
仰
度
候、

以
上

448 



明治20年

徳
富
猪
一

郎
君

御
礼
芳
如
此
候
也、

草
々
頓
首

296 

二
月
二
十
五
日

何
ニ

カ
間
二

合
セ
度
候
間、

漸
時
御
待
被
下
度
候、

二
月
廿
五
日

①
西
京
寺
丁
通
丸
太
丁

徳
富
猪
一

郎

②
東
京
赤
坂
霊
南
坂
十
五
番
地

新
島

襄

長

過
日
ハ

国
民
之
友
第
壱
号
御
送
附
難
有
落
掌
仕
候、

小
生
も
君
卜
同
主
義
ニ
シ
テ
久
ク
国
民
之
友
卜
相
成
度
存
候
間、

向
来
続
々
差
送
リ

被
下
度
候、

何
レ
右
代
金
之
所
ハ

小
生
近
々
出
京
可
仕
候
間、

其
節
差
上
可
申
候、

先
日
御
依
頼
二

及
候
所
ノ
将
来
之
日
本
第
三
版
ニ
ハ

此
度
ハ

是
非
不
肖
ナ
カ
ラ
御
求
二

応
度
存
候、

不
日
出
来
次
第
御
便
送
可
仕
候、

右

今
般
小
生
方
井
二

伊
セ
方
二

御
弔
詞
御
送
被
下
難
有
奉
謝
候、

乍
憚
御
双
親
様
方
二

宜
し
く
御
致
声
被
下
度
奉
希
候

④
墨

449 



尤
御
相
談
事
件
ハ

予
備
校
之
事
二

候、

且
看
病
婦
学
校
之
事
も
有
之
候

三
月
一

日

中
村
栄
助
兄 297 

三
月
一

日

拝
啓、

甚
御
気
之
毒
二

存
候
得
共、

本
日
午
后
四
時
同
志
社
員
相
談
会
相
催
度
候
間、

山
本
氏
之
宅〔
へ
〕
御
光
来
仰
度
候、

御
不
都
合
ナ
ラ
ハ

同
所
二

而
同
六
時
半
比
会
合
仕
度
候、

右
至
急
を
要
候
は
小
生
明
日
之
船
二

東
上
仕
度
心
組
二

御
座
候、

何
卒
御
操
合

出
来
候
哉
否
之
御
回
答
被
下
度
奉
希
候
也

④
墨 ＊

中
村
栄
助

新
島

襄
然
し
四
時
ニ

450 



明治20年

三
月
二
日

弓
削
田
之
息
子
両
三
日
前
来
京
入
校
志
願
候
処、

何
ニ
カ
貴
殿
之
御
引
受
之
由
ナ
レ
ト
モ
留
守
之
事
二

候
故、

私
共
二

而
之
ヲ
世
話
ス
ル

事
ハ

多
端
之
際
甚
迷
惑
ナ
リ、

殊
二

同
人
ハ

大
阪
之
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ニ
て
懐
中
物
ヲ
取
ラ
レ
拾
円
足
失
ヒ
候、

予
備
校
ニ
ハ

入
校
も
出
来

ス、

不
得
止
前
ノ
宿
屋
二

止
宿
被
致、

家
ヨ
リ
金
ノ
来
ル
ヲ
待
居
申
候、

右
早
々
御
通
知
申
候、

何
卒
何
人
力
同
人
を
世
話
ス
ル
モ
ノ
ヲ

御
周
旋
有
之〔
度〕
候、

我
翡
益
々
多
事
成
丈
手
ヲ
減
省
申
度
候、

右
早
々
以
上

三
月
1

一
日

家
内
替
る
事
な
し、

御
老
祖
母
二
〔
モ
〕
御
丈
夫
な
り

拙
者
本
日
東
上
仕
候

公
義
様

298 

⑤
森
中
章
光
写

新
島
公
義
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湯
浅
治
郎
兄

三
月
十
四
日

拝
啓、

陳
者

今
回
は
尊
宅
二

而
御
厄
介
二

相
成、

御
蔭
ヲ
以
静
二

休
息
ス
ル

事
ヲ
得、

夜
間
之
安
眠
モ
妨
ケ
ラ
レ
ス
、

御
好
意
之
段
千
万

公

揺
〕

奉
謝
候、

籾
今
回
之
航
海
は
随
分
大
風
ニ
テ
船
動
蓬
致
し、

為
二

遅
刻
致
シ
、

昨
朝
六
時
半
過
キ
神
戸
二

来
着
仕
候
（
か
屑
紡
主

間、

御
休

三
月
十
四
日

〔
可
脱
力
〕

帰
宅
之
上
拙
宅
二

も
何
二

も
替
候
事
無
之
御
安
心
被
下
候、

愚
妻
よ
り
も
宜
し
く
御
礼
申
上
候、

乍
憚
小
崎
様、

徳
富
様、

海

老
名
様、

其
外
諸
君
迄
宜
し
く
御
伝
言
被
下
度
奉
希
候

一

安
中
二

而
御
尊
母
よ
り
植
村
二

御
立
替
被
下
候
金
子
三
十
九
円
ハ
、

昨
年
来
（
加
窪
聾
藷
芝）

ナ
ド
ニ

も
差
上、

昨
十
二
月
迄
二

御
返
済
致
候
書
付
此
度
持
参
い
た
し、

何
ニ

カ
紛
失
い
た
し
何
分
見
当
ら
す、

若
し
や
一

片

之
紙
御
宅
ニ
ノ
コ
リ
ハ

無
之
侯
哉
御
尋
申
上
候、

其
レ
一

枚
之
紙
ニ
テ
別
二

拍
無
之
候
〇
是
ハ

お
ニ

イ
様
之
御
勘
定
よ
り
初
ま

り、

吉
郎
君
御
持
参
之
金
子
等
二

も
関
係
い
た
し
候
書
類
二

有
之、

若
し
御
見
当
り
候
ハ
、
一

応
御
返
却
被
下
度
候、

左
ス
レ

同

御
令
閏
様

慮
可
被
下
候、

右
安
着
之
御
報
労
御
礼
申
上
度
如
此
候
也、

勿
々
頓
首

⑤
写
真

299 

＊

 

湯
浅
治
郎
・

初
子

一

郎
君
二

月
々
御
渡
し、

又
旅
費

新
島

襄
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明治20年

ハ
一

応
其
二

解
朋
ヲ
器
へ

差
上
申
度
候

黒
川
御
令
嬢
二

も
宜
し
く

三
月
十
五
日

拝
啓、

陳
者

先
般
は
折
ョ
ク
御
同
船
ヲ
得
テ
棲
々
之
閑
話
ヲ
得、

甚
大
慶
二

奉
存
候

出
京
後
モ
会
社
条
例
等
二

付
彼
是
御
配
慮
被
下、

殊
二

御
大
切
之
御
書
類
御
貸
被
下
奉
鳴
謝
候、

小
生
去
十
二
日
之
朝
横
浜
二

出
発
前
費

〔
太
〕

＊
＊

舘
二

参
上
之
積
二

而、

人
力
車
ヲ
飛
ハ
セ

参
候
処、

登
図
ラ
ン

皇
大
皇
后
様
御
来
着
卜
申
ス
事
ニ
テ、

人
力
往
来
止
ヲ
受
ケ
歩
行
シ
テ
参

上
ス
ル
モ
時
間
ナ
ク、

二

御
届
可
申
よ
し
被
申
候
間、

其
意
二

任
セ
相
托
し
置
候
間、

定
而
御
落
掌
之
事
卜
奉
存
候、

其
前
日
二

も
参
上
御
返
却
可
仕
筈
之
処、

其
ノ
日
ハ

全
ク

奔
走
二

送
り
時
機
ヲ
失
ヒ
、

出
発
之
日
モ
前
陳
之
次
第
二

而
参
上
拝
眉
ヲ
不
果
遺
憾
此
事
二

候、

何
卒
御
海
涵
被
下
度
奉

仰
候、

小
生
モ
十
二
日
正
午
開
帆、

十
三
日
正
午
迄
ハ

風
波
荒
ラ
ク

甚
困
却
仕
候、

着
船
モ
大
二

後
ク
レ

昨
朝
六
時
半
着
神
仕
候

右
不
取
敢
安
着
之
御
報
芳
貴
兄
之
御
好
意
ヲ
鳴
謝
仕
度
如
此
也、

勿
々

頓
首

三
月
十
五
日

300 

①
西
京
同
志
社

＊
 

伴
直
之
助

②
東
京
々
橋
区
出
雲
町
壱
番
地

新
島

襄

⑤
写
真
（
中
村
幸
三
氏
所
蔵）

不
得
止
事
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ニ

参
リ、

御
書
類
ハ

横
浜
迄
持
参
出
航
前
和
田
彦
方
二

依
頼
候
処、

東
京
二

序
有
之
槌

453 



其
後
ハ

御
起
居
如
何、

小
生
義
昨
日
帰
宅
仕
候
間、

此
段
御
通
知
申
上
候、

勿
々
頗
首

301

〔
三
月
十
六
日

伴
直
之
助
兄

序
二

木
本
君
二

宜
し
く

⑤
森
中
章
光
写

＊

 

中
村
栄
助
u

⑥
森
中
写
に
よ
れ
ば、

原
本
は
は
が
き
と
あ
る。

〔

ヵ
〕

前
日
ハ

木
本
君
二

御
同
伴
被
下
奉
謝
候、

徹
校
之
為
募
金
之
事
ハ

何
卒
御
含
置
キ
被
下、

時
機
二

投
シ
御
尽
力
之
程
奉
仰
候、

御

454 



明治20年

一

銃
器
廉
価
ニ
テ
払
下
ヶ
ノ
手
続
キ

右
事
件
之
外
教
会
之
為
種
々
奔
走
致
し
上
等
社
会
ニ
モ
大
分
道
之
勢
力
相
及
ヒ
候
よ
し、

土
倉、

新
井
両
氏
二

駆
面
会
申
候、

殊
二
よ
り

候
ハ
、
一

両
月
中
同
志
社
へ
土
倉、

新
井、

其
外
自
由
党
員
之
周
旋
ニ
ョ
リ
多
分
之
書
籍
之
寄
附、

寧
口

預
ヶ
置
キ
ノ
手
段
相
付
可
申
卜

〔
償〕

＊
＊

存
候、

然
し
未
夕
不
分
明
な
り、

是
ハ

已
二

逝
去
致
候
小
室
新
介、

沢
辺
正
脩
両
氏
記
念
之
為
な
る
べ
し
0
亀
善
を
尋
候
に、

票
四
郎
君

是
モ

桂
陸
軍
次
官
差
図
ニ
ョ
リ
手
軽
二

御
払
下
ヶ
ト
ナ
ル
ヘ
シ

是
ハ

都
合
出
来
ル
ペ
シ
ト
存
候

一

同
志
社
ヲ
官
立
校
同
等
卜
認
ラ
ル
、

ノ
手
段

善
某

三
月
十
九
日

〔
破〕

三
善
氏
ョ
リ
ノ
書
面
ハ

封
紙
ヲ
敗
候
得
共
書
面
ハ
一

覧
不
致
候、

前
陳
御
免、

然
は
私
事
去
二
日
出
発
致
し
海
上
無
事
着
浜
致
し、

直
二

東
京
へ

趣
テ
今
回
ハ

宿
屋
二

都
合
出
来
而
湯
浅
方
二

厄
介
二

相
成

諸
事
都
合
宜
し
く、

今
回
之
事
件
ハ

左
之
通

当
時
文
部
二
て
勘
考
中

一

京
都
府
下
二

医
学
校
設
置
云
々
二

関
シ
文
部
二

談
判
之
ケ
条

302 

新
島
公
義畠

中
章
光
写

ア
ド
レ
ス
ハ

愛
知
県
下
名
古
屋
東
片
端
丁
二
丁
目
八
番
邸

455 



我
等
敬
愛
ス
ル
所
ノ
沢
山
保
羅
氏
已
二

永
眠
二

就
カ
レ
候
由、

昨
日
電
報
ヲ
以
テ
御
通
知
被
下、

又
御
書
面
ヲ
以
小
生
説
教
之
義
御
依
頼

＊
＊
 

ニ

被
及
候
付、

俄
之
事
二

而
少
々
用
意
も
出
来
兼
候
得
共、

何
力
小
生
之
所
感
ヲ
相
陳
可
申
候、

右
為
貴
答、

勿
々
頓
首

三
月
廿
八
日

新
島

公
義
様

303 

三
月
二
十
八
日

三
月
十
九
日

①
京
都
寺
丁
通
丸
太
丁

亀
山
昇

ニ
ハ

当
時
美
人
館
二

奉
公
替
せ
ら
れ
し
よ
し
二

而
面
会
不
仕
候
0
+-
―
日
発
大
風
雨
船
十
二
時
間
延
着
致
候
0
伊
藤
総
理
官
殿
二

は
専
門

校
二

百
円
寄
附
ス
ト
被
約
候
〇
御
老
母
様
ニ
ハ

替
ハ

な
し、

②
大
坂
中
之
島
四
丁
目
八
十
番
地
二
番
戸

⑤
複
写

只
々
蓼
々
二

堪
ヘ
ス
ト
被
仰
候
0
八
重
も
近
来
ハ

大
分
急
ハ

し
く
候、

婦
人

中
之
交
際
繁
し
く
相
成
申
候
〇
私
も
益
多
事
二

相
成
候
間、

教
会
牧
師
之
職
分
ハ

相
断
申
候
0
学
校
も
先
無
事
な
り、

御
地
之
伝
道
ハ

甚

都
合
よ
ろ
し
き
よ
し、

何
卒
神
之
壇
前
二

脆
マ
ツ
キ
御
働
有
之
度
奉
祈
候、

先
ハ

勿
々
如
此
也

今
夕
八
重
ハ

留
守
な
り、

同
人
事
も
殊
二
よ
り
而
ハ

此
休
暇
ニ
ハ

御
地
迄
参
上
致
ス
カ
モ
不
知
候

襄

新
島

襄
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明治20年

此
度
ハ

閑
ナ
ク
御
尋
申
訳
二

不
参、

残
念
之
至

304 

＊

 

新
島
公
義
〕

一

昨
日
ハ

御
結
婚
之
趣
予
メ
御
報
道
被
下
候
間
出
頭
可
仕
候
処、

何
分
用
事
済
兼
参
上
ヲ
不
果
段
御
海
容
被
下
度
候、

余
は
拝
眉

ヲ
得
テ、

頓
首

亀
山
昇
兄

〔
四
月
一

日

⑤
森
中
章
光
写

楡
閑
梅
花
之
消
息
を
問
ハ
ン
ト
欲
シ
、

今
朝
俄
二

思
立
而
木
津
二

来
ル
、

三
時
過
キ
ナ
リ、

是
ョ
リ
笠
置
二

参
リ
可
成
ハ

夜
行
シ
テ
モ
月

瀬
二

参
リ
一

泊、

明
日
ハ

小
倉
迄
帰
リ
其
所
二

而
一

宿、

明
後
ハ

小
倉
校
ニ
テ
該
地
有
志
家
二

演
説
可
致
候

457 



四
月
十
四
日

本
日
ベ
レ
ー
氏
二

面
会
候
間、

両
区
長
殿
之
御
好
意
之
点
ヲ
談
シ
申
候
処、

同
氏
妻
ニ
ハ

多
分
十
八
九
日
比
分
身
可
有
之、

然
レ
ハ

妻
君

之
出
頭
出
来
難
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス、

同
氏
モ
御
招
キ
ニ

応
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ヨ
シ
被
申
候、

何
レ
十
日
力
十
三
四
日
モ
過
キ
候
ハ
、

同
氏
丈
ヶ

参
上
ハ

出
来
可
申
候
よ
し、

万
一

看
病
婦
学
校
二

関
ス
ル
人
々
ヲ
御
招
キ
ノ
意
ナ
レ
ハ
、

願
ク
ハ

同
氏
夫
婦
二

限
ラ
ス
バ
ク
レ
ー
氏
夫
婦

井
ニ
リ
チ
ル
ド
氏
モ
御
招
キ
被
下
候
ハ
、

幸
甚
之
由
被
申
候、

又
御
招
キ
ノ
事
ナ
レ
ハ

御
馳
走
ョ
リ
モ
親
睦
ヲ
主
ト
ナ
シ
度
候
間、

中
村

文
弥
阿
美
楼
ナ
ト
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ、

区
長
殿
ノ
御
宅
二

御
招
キ
日
本
風
ノ
御
馳
走
被
下
候
ハ
、

外
人
ニ
ハ

却
テ
御
馳
走
ト
ナ
ル
ヘ
ク、

一

同
其
方
ヲ
望
マ
ル
ヘ
シ
ト
被
申
候、

万
一
ベ
レ
ー
夫
婦
御
招
キ
被
下
候
ナ
ラ
ハ
、

願
ク
ハ

婦
人
全
快
ノ
日
迄
御
見
合
セ
被
下
候
ハ
、

甚

満
足
ノ
ヨ
シ
被
申
候、

依
而
不
取
敢
右
御
通
知
申
上
候
間、

貴
君
よ
り
両
区
長
殿
二

御
報
道
被
下
度
奉
仰
候、

右
得
貴
意、

早
々
頓
首

四
月
十
四
日

中
村
栄
助
兄

又

乍
末
筆
一

応
費
兄
迄
申
上
置
度
事
ハ
、

若
し
両
区
長
ニ
テ
御
招
キ
ノ

事
ナ
レ
ハ
ニ
軒
之
内
一

ケ
所
ニ
ス
ル
ハ

不
都
合
ヲ

生
ス
ベ

〔
ヶ〕
レ
ト
モ、

下
京
区
長
殿
ノ
古
物
ヲ
展

〔
後
欠〕

30> 

④
暴

中
村
栄
助

新
島

迎
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明治20年

米
国
ニ
テ
ハ

小
生
ヲ
日
本
ヲ
連
レ
出
シ
呉
候
甲
比
丹
セ
ー
ポ
リ
ー
氏
ヲ
相
尋、

同
氏
方
ニ
―

両
日
滞
留
継
々
昔
話
ヲ
為
シ、

兄
ノ
事
ナ
ト
相
談
シ
甚
相
楽
シ
ミ
申
候、

同
氏
モ
久
々
ニ
テ
相
尋
候
故
力
殊
ノ
外
喜
ヒ
呉
候、

同
氏
ハ

当
時
ニ
ュ
ー
ヨ
ル
ク
州
中

プ
ロ
ッ
ク
リ
ン
府
二

滞
在
被
致
候

其
後
打
絶
御
不
音
申
上
候
段
多
罪
々

、々

伏
而
御
海
容
被
下
度
候、

貴
兄
ニ
ハ

其
後
御
起
居
如
何、

小
生
事
多
年
病
院
之
為
二

侵
サ
レ
兎

角
困
難
ヲ
窮
候
処
ョ
リ、

去
十
七
年
四
月
解
粗
欧
洲
ヲ
経
米
国
二

参
リ
殆
卜
壱
ヶ
年
程
休
養、

療
養
仕
度
候
間、

通
常
之
旅
宿
も
余
り
好
シ
カ
ラ
ス、

未
夕
健
ナ
ラ
ス、

意
之
如
ク
校
務
等
二

従
事
ス
ル
能
ハ
ス
候
モ
無
理
ニ
モ
身
心
共
労
シ
候
故
力、

近
頃
又
々
種
々
之
病
症
ヲ
発
し
甚
衰
弱

サ
レ
候

ニ

及
候
処
ョ
リ、

医
師
之
勧
ニ
ョ
リ
此
度
ハ

是
非
ト
モ
北
海
道
二

而
避
暑
ス
ヘ
シ
ト
申
ス
故、

今
回
ハ

断
然
意
ヲ
決
シ
暑
ヲ
北
海
道
二

避

ケ、

少
ナ
ク
ト
モ
七
八
ノ
両
ヶ
月
間
ハ

北
地
二

滞
留
之
見
込
二

候、

就
テ
ハ

当
夏
ハ

緩
々
拝
眉
ヲ
可
得
卜
楽
し
ミ
ニ

致
居
候、

且
極
静
ニ

〔
便〕

又
人
之
家
二

止
宿
致
す
モ
却
而
不
弁
ナ
ル
ヘ
ク、

小
生
夫
婦
両
人
二

而
借
リ
キ
ル

位
ナ
都
合
ヨ
キ
清
潔
之
借
家
ハ

有
之
間
敷
哉、

御
寸
暇
も
有
之
候
ハ
、

御
心
懸
置
被
下
度
候、

何
レ
弥
之
ヲ
借
ル
ト
否
ト
ハ

小
生
共
参
上

之
上
之
事
二

致
度
候、

小
生
も
去
月
十
四
五
日
ョ
リ
病
二

罹
リ
此
三
両
日
前
ョ
リ
漸
ク
筆
ヲ
把
リ
得
ル
程
二

相
成
候
次
第、

右
は
小
生
当

夏
御
地
参
上
之
御
報
道
芳
御
起
居
奉
伺
度、

如
此
候
也、

早
々
謹
言

〔
異
宜〕

「
廿
年
」
五
月
九
日

306 

五
月
九
日

④
暴

＊

福
士
成
豊

新
島

狸

一

昨
十
八
年
十
二
月
帰
国
仕
候
得
共、

身
又
貴

459 



福
士
成
豊
賢
兄

御
地
二

而
八
月
比
日
中
又
ハ

夜
分
ノ
濫
度
ハ
フ
ァ
レ
ン
ハ

イ
ト
氏
何
度
位
ナ
ル
ヤ
一

応
御
知
被
下
度
候、

温
度
之
加
減
ニ
ョ
リ
衣

服
等
之
用
意
二

関
係
ヲ
及
ホ
シ
候
間、

其
辺
之
処
承
知
仕
度
候

之
中
旬
迄、

福
士
成
豊

新
島

昨
日
一

書
相
認
小
生
当
夏
北
海
道
へ
避
暑
之
為
参
上
之
積
二

付

ご
一
件
御
尋
申
上
候
処、

昨
夜
又
或
人
よ
り
承
り
候
二

札
幌
辺
ニ
ハ

七
月

又
九
月
早
々
よ
り
兎
角

fog

カ
盛
ニ
ア
リ
應
尺
弁
す
る
能
ハ

さ
る
事
日
々
有
之
候
由、

左
す
れ
ば
気
象
台
も
可
有
之
候
問、

定
而
夏
中
即
チ
七
八
ノ
ニ
ヶ
月
中
ノ
ア
ヴ
レ
ジ
・
ヒ
ュ
ミ
デ
ィ
テ
ー
ハ

如
何、

小
生
ハ

冷
二
し
て
乾
燥
之
地
を
要
し
候
間、

若
し
札
幌
辺

力
余
リ
ダ
ン
プ
ニ

有
之
候
ハ
、

不
得
止
計
画
も
改
め
さ
る
べ
か
ら
さ
る
次
第、

此
度
ハ

充
分
之
療
蓑
を
要
候
事
な
れ
ば、

甚
恐
入
候
得
共

fog

ノ
事、

又
縦
令
日
々

fog

有
之
候
共
矢
張
他
所
二

比
較
シ
乾
燥
二

有
之
候
哉、

何
レ
気
象
台
二

而
詳
細
之
所
ハ

御
分
り
と
存
候
間、

何
卒
御
知
セ
被
下
候
様
奉
懇
願
候、

右
昨
日
差
上
候
書
面
之
追
加
と
し
て
如
此
候
也、

早
々
頓
首

n
異
慣
u

「
廿
年
」
五
月
十
13

307 

五
月
十
日

④
m琴
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明治20年

公
義
君

五
月
廿
八
日

御
礼
御
開
陳
被
下
度
奉
希
候

方
二

於
珍
ら
〔
し〕
き
古
墨
を
拝
見
し
相
楽
し
み
候
の
み
な
ら
す、

貴
地
滞
在
中
ハ

漸
時
な
り
共
御
面
接
を
得
而
甚
相
楽
し
み
申
候、

私
事
ハ
一

昨
日
ハ

午
后
壱
時
二

帰
宅
い
た
し
候、

何
二

も
替
る
事
無
之

候
間、

御
安
心
可
被
下
候、

私
も
其
後
種
々
多
事
な
る
も
気
分
よ
ろ
し
く、

奈
良
之
滞
在
ハ

大
二

為
め
に
相
成
候
と
存
候、

殊
二

松
井
君

〔

戴
〕

意
外
之
御
贈
物
を
載
き
鳴
謝
之
至
二

不
堪
候、

何
卒
足
下
よ
り
宜
し
く

未
ク
北
行
之
事
ハ

極
兼
候
得
共、

来
月
上
旬
中
二

出
発
之
用
意
を
為
す
へ
し
と
存
居
候、

右
早
々
如
此
候
也

308

五
月
二

十
八
日

福
士
成
豊
賢
兄

①
京
都
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
町
百
四
拾
番
地

新
島
公
義

甚
恐
入
候
得
共、

可
相
成
ハ

至
速
二

御
回
答
被
下
候
様
奉
仰
候

②
大
和
国
奈
良
椿
井
丁

新
し
ま
襄

大
森
方

④
墨

461 



過
日
御
来
京
之
節
大
病
二

而
拝
眉
を
得
さ
り
し
ハ

甚
遺
憾
之
至、

其
後
重
ね
て
両
度
之
華
墨
を
投
セ
ら
れ
し
も、

折
悪
し
く
療
養
之
為
奈

良
二

参
居、

去
廿
六
日
帰
宅
之
即
日、

直
二

御
注
文
之
聖
書
等
ハ

大
坂
之
聖
書
会
社
二

申
遣
侯
間、

早
々
御
落
手
之
事
卜
存
候、

述
之
衰
地
伝
道
者
脈
遣
之
義
ハ
、

当
時
伊
勢
氏
之
負
担
す
る
所
二

候
得
ば、

同
氏
帰
宅
次
第
相
談
可
仕
侯、

又
貴
兄
再
ヒ
敏
校
二

御
来
学

之
事
も
兼
而
伊
セ、

金
森
之
両
氏
よ
り
承
候
間、

両
氏
二

托
し
何
二

も
不
都
合
之
無
之
様
可
仕
候、

小
生
も
未
夕
健
全
之
身
二

無
之、

近

近
当
地
を
発
し
当
夏
は
北
悔
道
二

避
暑
之
積
二

候
間、

小
生
も
当
分
諸
方
二

出
張
之
義
ハ

旧
来
難
く
侯、

先
此
度
は
充
分
二
加
提
仕
度
存

309 

五
月
二
十
九
日

④
墨

大
久
保
真
二
郎

＊

校
中
ノ
ニ
年
生
中
両
三
人
ノ
発
意
二

而
ミ
ュ
ー
ラ
ル
氏
ノ
説
教
ヲ
反
訳
シ
テ
之
ヲ
上
梓
セ
ン
ト
計
ル
モ
ノ
ア
リ、

余
二

其
序
ヲ
求

ム
ル
ニ
ョ
リ
余
ハ

病
気
前
一

応
之
ヲ
書
キ
タ
ル
モ、

甚
面
白
カ
ラ
ス
カ
ラ
ヌ
所
ア
リ、

依
テ
之
ヲ
捨
置
キ
シ
ニ
、

昨
日
モ
其
催
促

ヲ
受
ケ
候
間、

先
ッ
勿
々
之
ヲ
書
キ
タ
ル
モ
余
リ
精
神
ヲ
用
ュ
ル
ヲ
好
マ
ス
、

足
下
何
卒
之
ヲ
御
添
剛
ア
リ
不
都
合
ノ
所
ヲ
改
メ
、

願

先
ツ
一

卜
通
リ
ノ
文
二

相
成
候
ハ
、

宜
シ
ク
候
問、

至
急
御
苦
労
奉
度
候、

岡
本
先
生
二

頼`
、`
タ
ル
モ
先
生
ノ
文
ハ

漢
学
家
古
風

〔

削
〕

ノ
文
ナ
リ、

浮
田
二

頼
メ
ハ

同
氏
ハ

必
ラ
ス
遠
慮
シ
テ
決
シ
テ
添
冊
セ
サ
ル
ベ
シ、

依
テ
不
得
止
足
下
二

御
依
頼
申
候
也

先
日
面
会
せ
し
森、

中
村、

河
辺
等
之
諸
君
二
よ
ろ
し
く

又
御
申
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明治20年

小
生
も
大
分
宜
し
き
方
二

趣
候
間、

御
休
慮
可
被
下
候

居
候

択
負
兄
之
再
ヒ
天
父
之
恩
恵
を
蒙
り
し
事
ハ
、

実
二

小
生
等
之
深
く
天
父
二

謝
す
所、

尚
此
上
も
費
兄
之
為
祈
蒻
し
て
怠
ラ
さ
る
へ
し

貴
兄
ョ

貴
兄
ハ

平
素
邦
家
之
為
二

計
ら
る
4
は
小
生
之
頓
二

知
る
所
也、

邦
家
之
為
二

尽
さ
ん
と
な
れ
ば
先
自
己
之
改
革
を
要
す
る
也、

先
人
心
之
改
革
を
要
す
る
也、

人
心
之
改
革
な
く
し
て
物
質
上
之
改
革
な
ん
す
る
者
そ

費
兄
ョ

願
ク
ハ

心
ヲ
虚
ク
シ
テ
天
父
之
誘
磁
ヲ
仰
キ
賜
へ
、

天
父
必
ラ
ス
費
兄
二

示
ス
ニ

前
途
為
ス
ヘ

キ
ノ
事
ヲ
以
テ
セ
ソ、

小
生
も
不

〔

ラ
〕

及
ナ
カ
ラ
貴
兄
之
御
相
談
二

加
ハ
ワ
ン
ト
ス、

先
ハ

費
答
迄、

如
此
候
也

五
月
廿
九
日

尚

、々

愚
妻
よ
り
も
貴
兄
井
二

御
令
閏
様
二

宜
し
く
申
上
候

大
久
保
真
二
郎
君

新
し
ま
襄
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寸
堵
拝
啓
仕
候、

陳
者
近
々
看
病
婦
学
校
井
病
院
設
立
之
願
書
可
差
出
積
二

有
之
候
処、

共、

兼
而
費
兄
よ
り
ベ
レ
ー
氏
二

御
渡
之
病
院
規
則
之
雛
形
ハ

最
早
不
則
二

属
ス
ヘ
キ
ャ、

今
夕
清
永
衛
生
課
長
二

御
面
会
可
被
成
旨
聞

及
候
間、

右
御
聞
軋
し
被
下、

若
変
更
有
之
候
ハ
、

何
卒
改
正
之
分
直
二

御
周
旋
被
下
度
侯、

右
得
費
意
如
此
也、

早
々
頓
首

六
月
六
日

中
村
栄
助
兄

311 310 

六
月
六
日

④
墨

中
村
栄
助

費
書
拝
誦
仕
候、

新
井
氏
本
日
中
滞
阪
之
稲
ナ
ル
由、

土
倉
氏
ニ
モ
既
二

帰
阪
被
致
候
由
承
知
仕
候、

早
々

出
発
之
日
取
ハ

未
夕
相
分
不
申
候

〔
五
月
三
十
一

日

⑤
森
中
章
光
写

＊

 

新
島
公
義
〕

瑯

何
ニ

カ

近

頃
病
院
規
則
被
改
候
様
聞
及
候
得

新
島

464 



明治20年

合
次
第
仙
台
二

出
発
可
仕
候、

先
ハ

安
着
之
御
報
迄
如
此
候
也

先
日
ハ

態
々
御
帰
京
被
下
多
謝
之
至
二

候、

私
共
本
日
別
二

船
酔
ヒ
モ
ナ
ク
今
午
後
六
時
安
着
致
候、

何
レ

明
日
東
京
二

参
リ
其
よ
り
都

3 1 2 

〔
六
月
十
二
日

新
島
公
釦
〕

来
ル
十
七
日
仙〔
台〕
学
校
二

而
此
度
開
校
式
執
行
候
二

付、

書
類
ハ
一

切
相
片
付
申
度
候
也

⑤
森
中
章
光
写

横
浜

新
島

襄

＊

小
生
も
此
十
B
+
-

B
比
ニ
ハ

是
非
発
足
之
積
二

候
間、

其
前
二

願

465 



伊
セ
様
二
、

314 

六
月
十
六
日

鈴
木
彦
馬

①
横
浜
弁
天
通
六
丁
目

和
田
彦
方

②
西
京
寺
丁
通
丸
太
丁
十――一
番
戸

③
は
が
き

④
墨

⑥
日
付
は
表
書
に
よ
る
。

今
十
二
日
午
后
六
時
海
上
甚
夕
穏
力
〔
二
〕
シ
テ
余
リ
船
酔
モ
ナ
ク
安
着
仕
候、

ノ
カ
ネ
ノ
ト
ロ
ン
ク
ニ
、

下
タ
ノ
ト
ロ
ン
ク
ニ
タ
ッ
ニ

イ
レ
置
キ
候
様、

一

分
ハ

宅
ニ
テ
御
用
ヒ
被
成
候
様
致
度
候、

313 

六
月
十
二
日

且
表
門
ハ

平
生
ト
ビ
ラ
ヲ
閉
チ、

ー
ヲ
注
意、

門
外
二

出
サ
ル
様
二
、

御
バ
、

様
二

宜
シ
〔
ク〕
申
上
候

⑤
森
中
章
光
写

昨
夕
仙
台
二

来
着
仕
候、

私
共
別
二

替
ル
こ
と
無
之
候
間
お
バ
、

様
二

宜
シ
ク
御
通
知、

御
安
心
可
被
下
様
被
仰
上
度
候、

私
共
勿
卒
ニ

*＊
*
 

出
発
シ
種
々
御
申
残
ス
ヘ
キ
こ
と
モ
打
忘
レ
定
テ
御
心
配
ノ
こ
と
卜
存
候、

君
卜
深
井
君
二

此
休
暇
中
ハ

拙
宅
ニ
テ
粗
飯
ヲ
呈
ス
ヘ
ク、

且
些
少
ナ
カ
ラ
両
君
二
ニ
円
ッ
、

呈
度
候
問、

中
村
君
ョ
リ
御
受
取
可
有
之
金
子
ノ
内
ョ
リ
御
取
出
シ
被
下
度
侯、

又
久
保
田
お
イ
サ
様

＊

鈴
木
彦
馬

又
ジ
ャ
カ
イ
モ
ハ

之
ヲ
三
分
シ
、

ク
ゞ
リ
ヨ
リ
往
来
有
之
度、

又
小
犬
ベ
ン
ケ

一

分
ハ

山
本
様
二
、

一

分
ハ

〔

脳
〕

陳
者
お
安
と
の
二

御
命
シ

樟
脳
四
五
十
銭
程
求
メ、

二
階

新
島
襄
方
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明治20年

鈴
木
彦
馬
君

小
生
ハ

本
月
一

杯
仙
台
二

止
マ
リ、

来
月
早
々
札
幌
二

趣
可
申
候、

札
幌
ノ
ア
ド
レ
ス
ハ

札
幌
北
四
条
一

丁
目
一

番
地
國
國
福
士

成
豊
氏
方
ナ
リ

一

書
慎
テ
諸
君
二

呈
ス、

時
下
弥
御
多
祥
神
恩
二

沐
浴
シ
天
恵
ヲ
蒙
リ
賜
フ
事
慶
賀
二

堪
ヱ
サ
ル
所
ナ
リ、

陳
者
小
生
共
両
人
去
十
一

日

＊
＊

舎

京
都
ヲ
出
発
シ、

十
二
日
ノ
タ
六
時
横
浜
安
着、

十
三
日
ノ
朝
同
港
二

於
テ
原
六
郎
君
二

面
会
シ
同
志
社
予
備
校
創
設
立
ノ
為
一

千
金
ノ

315 

六
月
十
九
日

六
月
十
六
日

ヽ
如
此
候
也

⑤
写
真

＊
 

同
志
社
五
年
卒
業
生

何
レ
当
地
ニ
ハ
―
二
週
間
ハ
逗
留
可
致
候

仙
台
清
水
小
路
清
奇
園
方
二
於
テ

新
し
ま

ニ
ハ

御
両
人
ノ
小
遣
ト
ッ
テ
一

円
丈
ケ
御
渡
ツ
、

又
お
バ
、

様
ニ
モ
一

円
丈
ケ
御
渡
被
下
度
候、

又
お
安
ど
の
ニ
ハ

入
月
ノ
度
毎
二

少
々

ツ
、

御
渡
被
下
度
候

二
階
ノ
机
ノ
引
出
シ
ニ
ア
ル
金
ノ
内
ヨ
リ、

お
安
二

御
尋
ネ
四
円
二

外
二

五
厘
ノ
銭
ヲ
加
へ

土
倉
愛
次
二

御
渡
被
下
度
候、

先
ハ

用
事
ノ
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約
ヲ
受
ケ、

同
日
東
京
ヲ
発
シ
其
ノ
タ
黒
磯
ニ
―

泊
シ
、

翌
十
四
日
尚
福
島
ニ
―

泊、

網
島
氏
二

面
会
シ

棲
々
ノ
談
話
ヲ
為
シ
、

同
十
五
日

大
雨
ヲ
犯
シ
仙
台
二

来
着、

同
十
七
日
東
華
学
校
ノ
開
校
式
モ
誠
二

華
々
敷
相
済
ミ、

先
当
校
ノ
一

段
落
ヲ
付
ク
ル
ニ

至
リ
シ
ハ

慶
賀
ノ

至
リ、

諸
君
ニ
モ
此
ノ
校
ノ
為
且
喜
ヒ
且
祈
リ
賜
ハ
ン
事
ヲ
望
ム、

小
生
モ
出
発
以
後
海
陸
汽
船
ナ
リ
汽
車
ナ
リ
人
乗
車
ナ
リ
急
行
ノ
旅

路
ニ
テ
幾
多
ノ
無
理
モ
為
シ、

随
テ
多
分
ノ
疲
労
ヲ
覚
ヘ
タ
ル
モ
臥
床
ス
ル
迄
ニ
ハ

至
ラ
ス、

緑
々
尚
天
父
ノ
恩
下
二

消
光
ス
ル
ノ
幸
ヲ

却
説
小
生
京
都
ヲ
発
シ
テ
ヨ
リ
一

思
想
胸
中
二

噴
起
シ、

之
ヲ
黙
々
二

附
ス
ル
能
ハ
サ
レ
ハ

荻
二

禿
筆
ヲ
把
リ
諸
君
ノ
一

覧
二

呈
セ
ン
ト

ス、

諸
君
ョ
諸
君
力
笈
ヲ
負
ヒ
我
力
同
志
社
二

来
ラ
レ
シ
ョ
リ
已
二
五
星
霜
ヲ
経
過
シ
タ
ル
ニ
、

何
ノ
失
敗
モ
ナ
ク
何
ノ
過
失
モ
ナ
ク
品

ル
ハ

罪
大
ニ

行
端
正、

志
操
卓
抜、

雪
窓
蛍
火
モ
只
ナ
ラ
ス、

弦
二

今
回
ノ
卒
業
二

至
レ
ル
之
際
圏
諸
君
ノ
為
二

賀〔
ス
ル
〕
ノ
ミ
ナ
ラ
ス、

襄
等
ノ
為

»
ヽ

，
｀

»
ヽ

»
ヽ

同
志
社
ノ
為
我
力
邦
家
ノ
為
二

賀
ス
ル
所
ナ
リ、

然
リ
而
シ
テ
諸
君
ハ

如
斯
モ
今
日
ノ
置
位
二

立
チ、

前
途
馨
シ
ク
シ
テ
望
ア
ル
旅
路
ニ

士

足
ヲ
進
メ
タ
レ
ハ
、

諸
君
ハ

銃
二

既
二

天
父
天
使
同
胞
ノ
前
ニ
ア
リ
馳
セ
場
ヲ
走
ル
ノ
撰
園
卜
云
ハ
サ
ル
可
ラ
ス、

進
メ
進
メ
好
男
児
決

シ
テ
退
歩
ノ
策
ヲ
為
ス
勿
レ、

諸
君
ョ
今
日
我
力
日
本
ノ
改
良
ハ

襄
諸
君
二

望
ム
ニ
ア
ラ
〔
ス〕
シ
テ
将
夕
何
人
ニ
カ
之
ヲ
望
マ
ン
、

〔
卜〕
モ
誤
テ
尊
大
ノ
思
ヲ
為
ス
勿
レ、

弥
謹
ミ
益
勉
メ
信
以
テ
一

身
ヲ
天
父
二

任
セ、

義
以
テ
一

謳
ヲ
邦
家
二

拗
チ、

志
操
ヲ
シ
テ
清
力

〔
ラ〕
シ
メ‘

弁
ヘ

ヲ
探
リ、

泰
然
ト
シ
テ
書
生
ノ
資
格
ヲ
備
へ
、

冗
然
ト
シ
テ
学
者
ノ
品
位
ヲ
保
チ、

英
意
勇
進
些
々
タ
ル
障
碍
ノ
為
二

避
易
セ
ス、

区
々

ク
ル
情
実
ノ
為
二

牽
制
セ
ラ
レ
ス、

天
父
ノ
諸
君
二

負
セ
賜
ヒ
シ
所
ノ
義
務
ヲ
尽
シ
本
分
ヲ
喝
シ
賜
ハ
ン
事、

襄
ノ
諸
君
二

向
ヒ
切
望、ソ

目
的
ヲ
シ
〔
テ〕
高
カ
ラ
シ
メ‘

尚
進
テ
真
理
ノ
源
泉
二

遡
リ、

学
術
ノ
奥
蘊
ヲ
究
メ、

歴
史
ノ
沿
革
ヲ
探
リ、

人
事
ノ
秘
訣

テ
止
マ
サ
ル
所
ナ
リ、

諸
君
ョ

襄
宿
病
ノ
為
遠
ク
東
奥
ニ
ア
リ、

卿
等
卒
業
ノ
式
二

臨
ム
ヲ
得
サ
ル
ハ

深
ク
遺
憾
ト
ス
ル
所
ナ
リ、

諸
君

安

堅
設
ッ

希
ク
ハ

益
遠
大
ノ
策
ヲ
立
テ
身
霊
ヲ
舅
全
二

眉
冒
眉、

襄
ヲ
シ
テ
再
会
ノ
機
ヲ
得
セ
シ
メ
ヨ
、

書
万
一

ヲ
褐
サ
ス
、

敬
白

得
タ
レ
ハ
、

伏
テ
御
休
慮
ア
ラ
ン
事
ヲ
希
図
ス

然
レ
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明治20年

316 

〔
六
月
二
十
日

＊

 

新
島
公
義
〕

内
外
ノ
教
員
方、

同
志
社
ノ
生
徒
一

同
二

宜
ク
御
致
声
ヲ
仰
キ
奉
ル

同
志
社

五
年
卒
業
生御
中

仙
台
／
一

捺
店
二

於
テ

廿
年
六
月
十
九
日

新
島

襄

n
補u
「
前
書
ハ

草
稿
ナ
リ、

罪
書
キ
終
テ
脳
痛
ヲ
覚
ヘ

タ
レ
ハ

再
ヒ
之
ヲ
消
書
ス
ル
ノ
元
気
ヲ
失
ヒ
ク
リ、

依
テ
草
稿
ノ
儘
諸
君
ニ

呈
ス
、

伏
テ
乱
文
ヲ
恕
セ
ラ
レ
ヨ
」

尚

、々

襄
如
斯
遠
ク
山
河
ヲ
隔
ッ
ル
モ
、

森
君、

松
井
君、

其
た
之
兄
弟
二

宜
し
く

去
十
七
日
開
校
式
も
無
滞

日
夜
卿
等
ノ
為
天
父
二

祈
リ
テ
止
マ
サ
ル
ベ
シ
、

卿
等
モ
亦
幸
二

襄
ノ
為
二

祈
リ
賜
ヘ

⑤
森
中
章
光
写

去
十
二
日
午
後
六
時
横
浜
安
着、

十
三
日
之
午
後
東
京
ヲ
発
シ
、

十
五
日
之
夕
大
雨
ヲ
犯
〔
シ
〕
当
地
二

来
着、
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牒
雨
之
節
御
起
居
如
何、

私
共
去
十
一

日
京
師
を
発
し
同
十
五
日
着
仙、

当
地
学
校
開
校
式
も
無
滞
相
済
み
本
日
生
徒
之
試
験
も
終
り
候

得
共、

尚
種
々
相
談
す
へ

き
廉
も
有
之、

⑤
森
中
章
光
写

四
五
日
間
ハ

逗
留
之
積
二

御
座
候、

何
レ
北
海
道
へ

之
出
発
ハ

天
気
都
合
二

致
し
度
候

御
懸
念
被
下
候
航
海
も
意
外
二

穏
に
有
之、

横
浜
ニ
ハ

只
一

泊、

其
よ
り
直
二

鉄
道
二

而
黒
磯
と
申
所
に
参
り、

其
よ
り
人
力
車
二

而
両

日
之
道
中
を
以
当
地
二

参
候
処、

直
二

開
校
式
二

も
臨
席
致
し
候
故
か
随
分
之
疲
労
を
覚
候
得
共、

其
後
成
丈
ヶ
注
意
を
加
へ

随
意
ニ
シ

テ
勤
而
事
を
為
さ
4
る
様
致
し
居
候
間、

身
体
も
漸
々
と
回
復
之
方
二

赴
き、

其
後
何
之
差
た
る
事
無
之、

此
分
テ
ハ

今
ニ
ヶ
月
程
も
休
養
候
ハ
、

多
分
平
愈
す
べ
し
と
存
居
候
間、

何
卒
御
休
慮
可
被
賜
候

却
説
私
共
横
浜
着
之
翌
日
原
六
郎
君
を
訪
ひ、

今
回
我
翡
之
計
画
候
同
志
社
予
備
校
建
築
費
之
為
寄
附
之
義
依
頼
申
侯
処、

当
節
は
種
々

之
庫
業
二

着
手
被
致
侯
処
に
よ
り
如
意
要
求
二

応
し
難
し
と
被
申
候
得
共、

強
而
依
頼
二

及
侯
ハ
、

先
壱
千
円
寄
附
之
事
を
承
諾
致
し
呉

317 

六
月
二
十
四
日

八
重
よ
り
も
宜
し
ク

土
倉
庄
三
郎

昨
日
松
島
ヲ
廻
覧
シ

殊
二

風
色
之
美
ナ
ル
ヲ
称
美
申
候

相
済
申
候

一

度
黒
磯
泊
之
節
少
々
心
臓
二

激
動
を
覚
候
ノ
ミ
ニ

而、
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明治20年

レ
、

小
生
二

も
真
二

喜
欣
二

不
堪
候、

依
而
当
夏
よ
り
直
二

普
請
二

取
懸
度
候
得
共、

我
翡
も
留
守
中
之
庫
故
第
一
二

材
木
丈
之
工
風
を

0

0

 0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

0

0

 

0

 

致
し
普
請
二

着
手
前
充
分
枯
ラ
シ
置
き
度
候、

就
而
は
万
一

貴
君
之
御
手
二

而
只
永
久
二

堪
ュ
ヘ
き
材
木
二
し
て
如
何
二

節
あ
る
も
不
厭

候
間、

大
阪
又
ハ

丹
波
辺
二

而
購
求
候
材
料
ョ
リ
着
京
ノ
上
ノ
算
用
二

而
幾
分
力
之
廉
価
ヲ
以
御
売
払
之
事
出
来
候
ハ
、

幸
甚
之
至
と
存

0

0

 

候、

毎
度
種
々
御
配
慮
を
労
す
る
は
汗
顔
之
至
二

候
得
共、

何
ニ
ト
カ
御
工
風
被
下、

他
よ
り
少
々
な
り
共
廉
価
二

出
来
候
ハ
、

難
有
奉

存
候、

右
御
相
談
労
御
起
居
伺
度、

如
此
候
也、

頓
首

土
倉
庄――一
郎
様

尚

、々

採
雨
之
節
折
角
御
自
愛
之
程
奉
希
図
候

0
八
重
事
も
幸
二

特
別
之
疲
レ
も
出
て
す
無
事
罷
在
候
間、

御
休
神
可
被
下
候、

且
同
人
よ
り
も
御
令
閏
様
初
御
一

統
二

宜
申
上

0
本
文
之
予
備
校
新
築
ハ
一

宇
毎
二
六
十
四
人
ヲ
容
ル
、

計
算
ニ
シ
テ、

両
三
宇
建
築
之
積
二

有
之、

毎
宇
先
ツ
一

千
円
と
見
ツ

モ
リ
候
故、

原
君
ニ
ハ

校
舎
一

宇
寄
附
之
分
二

候、

該
舎
ハ
ニ
階
立
二

な
し
長
サ
凡
ソ
十
六
間、

巾
五
問
之
積

〇
仙
台
之
学
校
も
諸
事
都
合
よ
く
外
国
人一＿一
名、

内
国
教
員
四
名、

経
済
ハ

先
ツ
出
入
相
償
ヒ
、

校
主
ハ

基
督
教
を
信
せ
さ
れ
共

皆
大
賛
成、

学
校
之
主
義
ハ

同
志
社
ト
一

様
二

有
之
候
間、

同
志
社
之
分
校
と
申
も
不
苦
と
存
候

〇
去
十
八
日
ハ

私
共
日
本
三
勝
之
一

な
る
松
島
遊
覧
二

出
懸
け
殊
之
外
相
楽
し
み
申
候

候
六
月
廿
四
日

在
仙
台新
島

襄
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*
＊

〔
荻
〕

去
る
廿
五
日
発
之
御
書
昨
日
当
地
来
着
之
上
拝
見
致
候、

陳
者

序
文
之
義
ハ

大
二

体
面
を
改
候
様
二

被
思
万
々
奉
謝
候、

私
共
も
萩
ノ
浜

よ
り
函
館
迄
之
航
路
甚
穏
カ
ニ
シ
テ
三
日
二

着
港、

而
シ
テ
該
港
二

止
マ
ル
こ
と
四
日、

予
ノ
昔
時
脱
港
之
節
船
ナ
乗
リ
セ
シ

波
頭
場
ニ

ス
、

福
士
君
ノ
厄
介
ニ
ョ
リ
諸
事
甚
都
合
ョ
ク、

殊
二

天
気
ノ

爽
快
ナ
ル
ニ
ハ

驚
入
申
候

①
札
幌
北
四
条
壱
丁
目
壱
番
地

福
士
成
豊
君
方

②
京
都
寺
丁
通
丸
太
丁

③
は
が
き

⑤
複
写

⑥
日
付
は
消
印
（
札
幌
）

に
よ
る。

老
母
初
皆
々
様
二
よ
ろ
し
く、

伊
セ

君
二

宜
ッ
ク

319

七
月
九
日

余
は
後
便
二

譲
ル

鈴
木
彦
馬

参
リ
八
重
二

指
示
シ
申
シ

昔
時
ノ
事
ヲ
遂
懐
致
し
候、

318 

〔
七
月
八
日

⑤
森
中
章
光
写

新
島
襄
方

六

日

解
継
昨
七
日
午
前
九
時
小
樽
二

着
シ
、

午
後
汽
車
ニ

テ
正
午
当
地
二

来
着

＊

 

新
島
公
義
〕
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明治20年

去
二
B
荻
之
浜
ヲ
発
ッ
三
8
函
館
安
着、

六
B
同
港
品
帆、

七
日
午
前
九
時
小
樽
二

落
碇、

同
B
午
后
二
時
半
札
幌
へ

来
着、

友
人
福
士

君
之
御
厄
介
二

相
成
諸
事
蔀
合
よ
く、

又
気
候
之
宜
ッ
キ
ニ
ハ

惣
居
候、

私
共
替
る
事
な
く
小
生
も
大
分
快
く
候
間、

御
安
心

被
下
度

候、

先
ハ

御
報
迄
如
此
候、

已
上

七
月
十
一

日

⑤
森
中
章
光
写

待
居
申
候、

却
説
札
幌
ハ

北
海
道
之
中
央
二

し
て
向
来
必
ら
す
大
都
会
と
な
る
へ
く、

土
地
饒
低
石
狩
川
畔
ハ

数
十
万
人
を
容
ル
ニ

足
ヘ

き
地
形
二

し
て、

耕
作
ニ
ハ

尤
適
応
之
地
な
る
べ
し、

又
向
来
移
住
者
も
恐
く
ハ

此
地
方
二

多
か
る
へ
け
れ
ば、

何
々
之
宗
派
二

論
セ
す

＊
＊
 

此
地
方
二

早
く
福
音
之
活
種
を
播
く
ハ

甚
大
切
な
り
と
信
し
候、

此
地
之
教
会
二

尽
カ
セ
ラ
ル
、

大
島
君
二

面
会
申
候
処、

上
方
地
方
よ

り
是
非
壱
人
加
勢
と
な
る
へ

き
人
を
招
き
度
旨
被
申
候、

其
人
ハ

此
教
会
之
牧
師
た
る
ニ
ハ

あ
ら
す
地
方
之
伝
道
之
事
二

従
事
セ
し
め
た

き
よ
し、

此
近
傍
二

も
マ
セ
ド
ニ
ヤ
ン
・

カ
ラ
ー
と
為
す
所
所
々
有
之
候
よ
し、

書
生
相
手
之
人
ハ

荘
二

有
之
候
得
共
町
々
之
信
者
又
ハ

近
傍
二

出
カ
ケ
ル
人
々
乏
欠
致
し
居
候
よ
し、

鉄
道
も
あ
り
馬
車
も
あ
り
又
殊
に
馬
ハ

手
軽
二

手
二

入
候
間、

馬
二

而
伝
道
も
出
来
候
よ

し、

月
給
も
十
五
円
位
ま
て
ハ

出
来
る
よ
し、

兎
角
多
分
之
学
問
ハ

な
く
も
信
仰
あ
り
活
澄
之
動
之
出
来、

世
人
二

接
す
る
二

少
し
く
経

〔
前
欠〕

320 

〔
宮
川
経
輝
〕
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本
日
大
島
正
健
君
（
此
人
ハ

教
会
ノ
為
尽
カ
シ
常
二

説
教
を
負
担
ス
ル
人
ナ
リ
）
二

面
会
申
候
処、

何
人
力
上
方
ョ
リ
該
説
教
会
ニ
テ
同

氏
ヲ
助
ケ
近
傍
二

伝
道
ス
ル
人
を
要
シ
度
呉
々
モ
被
申、

又
此
事
ハ

已
二

教
会
ニ
テ
ノ
決
議
二

相
成、

若
其
人
サ
ヘ
ア
レ
バ
十
五
円
位
の

月
給
ハ

出
シ
ク
シ、

又
旅
賎
モ
已
二

蓄
ヘ
ア
ル
ヨ
シ、

如
此
此
地
ニ
テ
働
手
ヲ
渇
望
シ
オ
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、

ッ
テ
モ
出
カ
ケ
ク
キ
場
合
ナ
ル
ニ
、

如
此
好
マ
シ
キ
イ
ン
ヴ
イ
テ
ー
シ
ョ
ン
ア
ル
ニ

悠
々
不
断
何
人
ノ
之
二

応
ズ
ル
モ
ノ
ナ
キ
ハ

甚
欠
点

ナ
リ
ト
存
候、

且
一

致
組
合
ノ
両
教
会
ノ
一

致
モ
出
来
双
方
都
合
ョ
ク
運
プ
ナ
ラ
バ
、

此
教
会
モ
併
合
ス
ペ
キ
様
子
ナ
レ
ト
モ、

其
レ
迄

ハ

不
偏
不
党
独
立
独
行
I
目
的
ナ
リ、

願
ク
ハ

我
輩
モ
此
孤
立
セ
ル
教
会ーー
ハ

飽
マ
デ
モ
シ
ソ
。ハ
セ
ー
ヲ
顕
ハ
シ
、

我
教
会――
入
ル
ト
否

321 

七
月
十
一

日
七
月
十
二
日

⑤
森
中
章
光
写

金
森
通
倫

験
之
有
之
人
物
を
要
候
よ
し、

兼
而
御
談
之
馬
場
君
ハ

如
何、

英
学
力
学
ひ
度
ハ

之
を
助
く
る
法
方
も
可
有
之
候
間、

何
人
か
可
然
精
神

0

0

0

 0

 

0

 

0

 

家
二
し
て
信
仰
厚
く
品
行
正
し
き
良
人
物
を
御
見
立、

速
二

御
造
し
可
有
之
様
御
工
風
被
下
間
敷
哉、

去
リ
ト
テ
此
事
ハ

組
合
会
如
何
ニ

関
ス
ル
ニ
ア
ラ
ス、

只
可
然
加
勢
人
を
一

人
此
地
二

周
旋
ス
ル
ニ

止
マ
ル
ノ
ミ、

何
卒
速
二

御
工
風
被
下
度
候、

兄
之
此
度
之
事
件
之
為

祈
る
事
久
突、

願〔
ク
バ
〕
神
ノ
妙
手
其
事
を
し
て
成
就
せ
し
め
ん
事
を、

勿
々
不
具

上
方
地
方
ョ
リ
精
神
家
ハ

願

新
し
ま
襄

474 



明治20年

ト
ハ
一

切
度
外
二

置
キ、

ロハ
此
地
伝
道
ノ
必
要
ナ
ル
ヨ
リ
我
党
内
ヨ
リ
一

人
働
キ
手
ヲ
サ
ク
リ
フ
ァ
イ
ス
ル
ハ

至
当
／

癖
ナ
リ
ト
信
ジ

候、

費
兄
宜
シ
ク
宮
川、

原
田
両
兄
卜
御
計
リ
断
然
ノ
御
所
置
有
之、

馬
場
君
ヲ
バ

御
勧
メ
是
非
共
此
地
二

被
来
候
様
御
取
計
被
下
度

候、

小
生
ガ
若
シ
馬
場
君
ノ
位
置
二

居
ル
事
ナ
ラ
バ
、

質
ヲ
置
テ
モ
借
金
シ
テ
モ
此
招
待
ハ

無
二

致
ス
マ
ジ
ト
存
候、

此
前
に
申
上
候
通

リ
気
候
ハ

甚
ダ
宜
シ
ク、

土
地
ハ

饒
低
他
日
此
地
大
都
会
ト
ナ
ル
ベ
ク
候
間、

是
非
共
此
度
ハ

上
方
ョ
リ
一

人
ノ
兄
弟
ヲ
御
述
ハ
シ
視
察

奉
仰
候、

聞
ク
所
ニ
ョ
レ
バ

近
々
御
結
婚
ノ
ョ
シ
大
脱
々

、々

京
ヲ
辞
シ
テ
以
来
此
事
件
ノ
為
日
々
祈
居
申
候、

帰
郷
迄
ハ

横
着
キ
メ
込

ミ
一

切
手
紙
ヲ
呈
セ
ザ
ル
可
シ、

併
シ
大
島
氏
依
頼
ノ
事
ハ

黙
々
二

附
シ
難
ク
乱
筆
以
テ
貴
兄
卜
宮
川、

候、

勿
々
不
具

七
月
十
二
日

金
森
通
倫
兄

追
白、

八
重
小
生
謹
デ
御
結
婚
ノ
祝
詞
ヲ
奉
呈
候

新
島

狸

原
田
―――

兄
ノ

御
周
旋
ヲ
奉
仰

万
一

馬
場
君
ノ
都
合
出
来
申
サ
ズ
バ
、

何
人
力
此
地
二

適
ス
ベ

キ
活
澄
ノ
人
物
ヲ
三
兄
ノ
御
目
鏡
ニ
テ
御
見
立
被
下
度
候

475 



一

昨
日
ハ

突
然
参
上、

御
懇
切
之
御
案
内
を
蒙
り
候
の
み
な
ら
す、

馬
之
足
痛
二

よ
り
貴
家
ニ
ー

泊
を
相
願
候
事
二

立
至
り
御
好
意
之
程

千
万
奉
謝
候、

又
馬
迄
も
種
々
御
厄
介
等
願
何
と
も
恐
縮
之
至
奉
存
候、

其
節
相
傾
置
候
通
右
馬
は
駅
伝
二

御
托
し
置
被
下、

こ
岡
日
中

323

八
月
二
十
四
日

①
札
幌
北
四
条
東
一

丁
目
壱
番
地

＊

 

柳
内
義
之
進

一

相
成
候
ハ
ヽ
、

何
卒
夜
分
丈
ケ
御
来
泊
被
下
候
様
奉
願
上
候、

勿
々
不
具

322

八
月
二
十
四
日

①
札
幌

②
京
都
寺
町
通
丸
太
丁
上
ル
十
三
番
戸

⑥
日
付
は
消
印
（
札
幌）

に
よ
る
。

其
後
山
本
様
二

は
宜
し
く
御
致
声
被
下
度
候、

山
本
御
母
様
二

は
折
々
拙
宅
二

御
成
被
遊
候
哉、

御
成
之
節
ハ
ゴ
セ
ン
デ
モ

御
上

ケ
被
下
度
候、

若
シ
モ
ニ

ー
不
足
二

及
候
ハ
、

中
村
君
二

御
計
被
下
度
候

先
達
而
は
態
々
御
書
面
被
下、

当
地
出
火
之
事
二

付
御
心
配
被
下
候
得
共、

来
札
以
来
御
申
越
之
如
き
火
事
ハ
一

切
聞
及
不
申
候
間、

御

安
心
被
下
度
候、

私
共
別
二

替
る
事
無
之
候
間、

老
母
二

も
安
心
い
た
し
居
呉
候
様
御
通
被
下
度
候、

若
し
私
共
之
帰
宅
同
志
社
始
業
後

鈴
木
彦
馬

福
士
成
豊
方

②
北
海
道
石
狩
郡
当
別
村

④
墨

新
島
襄
方

③
は
が
き

④
イ
ソ
ク

476 



明治20年

柳
内
義
之
進
君

尚

、々

伊
達
御
大
人
基
理
君
尊
大
人
御
家
族
様
二

宜
し
く
御
致
声
之
程
奉
仰
候、

小
生
も
来
廿
七
日
よ
り
大
島
君
外
二
三
之
兄
弟

〔
定〕

と
共
二

常
山
渓
二

参
り
廿
九
日
迄
滞
留
之
積
二

候、

貴
兄
御
来
札
之
比
ニ
ハ

小
生
も
帰
来
可
仕
候、

余
は
奉
期
拝
眉
之
時
候

過
日
ハ

両
回
之
御
書
翰
を
以
て
京
都
之
現
況
詳
細
二

御
通
知
被
下
千
万
奉
謝
候、

小
生
よ
り
ハ

其
後
大
二

御
不
音
仕
居
候
条
真
平
御
免
可

被
下
候、

来
札
已
後
貴
兄
之
事
を
毎
々
八
重
卜
談
し
合
ヒ
居
御
礼
状
を
可
呈
云
々
申
居
候
得
共、

近
来
酷
暑
二

而
大
二

困
却
仕
居、

北
海

道
二

而
も
中
々
当
年
ハ

避
暑
と
は
難
申
次
第
二

有
之
候、

小
生
も
少
々
つ
4
ハ

宜
し
き
方
二

趣
き
大
二

元
気
を
得
申
候
得
共、

兎
角
込
入

た
る
事
な
と
考
候
ハ
、

矢
張
心
臓
之
動
気
を
生
し
候
故、

今
に
油
断
ハ

致
し
居
不
申、

324 

〔
八
月

八
月
廿
四
日

＊

中
村
栄
助
〕

④
墨

足
痛
相
愈
候
ハ
ヽ
、

駅
伝
よ
り
送
り

呉
候
様
御
取
計
被
下
度
奉
願
候、

小
生
之
帰
路
彼
当
別
篠
津
問
之
平
原
二

而
風
雨
二

出
逢
申
候
得

共、

別
二

さ
し
た
る
事
も
無
之
江
別
二

参
り、

午
后
之
汽
車
二

而
帰
札
申
候、

右
御
礼
芳
得
費
意
如
此
候
也、

勿
々
不
具

一

切
書
籍
を
据
可
成
丈
戸
外
之
運
動
を
事
と
な
し

新
し
ま
襄

477 



〔
後
欠〕

至
る
嗚
呼

32S 

居、
近
来
徐
々
卜
馬二
乗
リ
此
近
傍
を
遊
覧
致
居
候、
此
地
之
美
観ハ
遠
山
之
風
色
卜
茫
々
た
る
石
狩
之
平
原
と
の
み、
然
し
札
幌ハ
大

分
開
ケ
居
少
し
も
不
自
由
ハ
無
之
候、
却
説
小
生
之
悲
歎二
堪へ
さ
る
事
出
来
大二
失
望
致
候
は
米
友ハ
ー
デ
ー
君
死
去
之一
事
也、
君

ハ
小
生
二
取
り
米
国
第一
之
良
友
の
み
な
ら
す
日
本
伝
道
上
無
二
之
相
談
相
手二
有
之
候
処、
今
其
良
友
を
失
ひ
其
相
談
相
手
を
取
ら
れ

恰
も
孤
舟
之
揖
を
失
ひ
た
る
か
如
し、
小
生
之
心
緒
御
蓬
察
ア
レ、
今
春ハ
肉
体
之
父
を
失
ひ、

九
月
十
九
日

①
函
館
浜
町

仙
台
二
参
候ハ
、ヽ
デ
ホ
レ
ス
ト
氏
二
相
勧
メ
御
地
二
参
上
呉
候
様
計
画
可
申
候、

議
論
可
仕
候

其
後ハ
御
起
居
如
何、
御
不
音
申
上
侯、
私
義
去
春
来
病
気二
罹
り
加
蓑
之
為
札
幌二
参
り、
只
今
帰
路
函
館二
立
寄、
明
朝
之
汽
船
ニ

而
出
発
帰
京
之
積
二
候、
此
度
は
愚
妻
も
同
行
故
陸
行
卜
申
都
合
二
参
兼、
不
得
止
是
よ
り
仙
台
二
参
り
鋏
路二
而
東
京
二
出
可
申
候、

余
り
札
幌
逗
留
も
長
力
引
き
申
候
故、
随
分
帰
京
を
取
急
申
候、
仙
台
ニ
ハ
先
ツ
一
両
B、
東
京二
両
三
B
丈
之
積二
而
直
二
還
西
可
仕

＊
＊

 

片
桐
清
治

朴
方

②
岩
手
県
下
水
沢

一
ノ
関ヘ
ハ
壱
人
出
張
之
事ハ
出
京
之
上

④
墨

又
当
夏
は
日
本
伝
道
上
之

□
失
ふ
ニ
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朗治20年

新
島

狸

候、

昨
B
ハ

当
港ーー

而
南
蔀ーー

伝
道
セ
し
中
山
忠
恕
氏
一一

面
会、

纏
々
貴
兄
伝
道
之
御
郁
合
拝
間
仕
候、

私
も
是
非
参
上
仕
度
候
得
共、

今
日
二

至
り
尚
身
体
不
健、

旅
を
為
し
飲
食
等
之
替
る
毎
二

胃
之
不
消
化
を
来
ら
し、

為
メ
ニ

頭
痛
を
憂
へ

随
分
困
却
仕
候、

依
而
可
成

丈
速
二

帰
京
之
積
二

候、

又
京
都
ニ
ハ

已
二

開
業
仕
定
而
待
居
候
事
卜
存
候
故、

此
度
ハ

参
上
不
仕
候、

何
レ
身
体
も
健
康
二

相
成
候
ハ

ハ

是
非
参
上
仕
度
候、

中
山
氏
之
談
ニ
ハ
一

ノ
関
よ
り
伝
道
を
御
委
頼
二

申
出
候
よ
し、

何
卒
此
好
機
を
失
ハ

さ
る
様
精
々
御
注
意
有
之

度
候、

小
生
も
御
地
方
伝
道
之
必
要
を
注
目
候
間、

折
々
ハ

御
地
方
二

出
張
被
致
候
様
仕
度
存
居
候、

此
春
御
送
致
申
候
書
籍
ハ

御
役
二

相
立
申
候
哉、

御
入
用
之
書
籍
ハ

御
知
被
下
候
ハ
、

力
之
可
及
丈
ハ

御
周
旋
可
申
候、

且
御
働
キ
上
速
二

好
結
果
を
得
さ
る
も
決
し
而
御
落
胆
無
之
様
呉
々
も
切
望
仕
候、

本
日
当
港
出
発
前

貴
兄
之
事
を
思
出
し、

又
一

ノ
関
之
要
地
ニ
ハ

是
非
引
続
き
御
着
手
有
之
候
事
を
切
望
し、

又
是
非
壱
人
別
二

該
地
二

差
出
ス
ヘ

き
事
を

感
し、

勿
卒
之
間
一

書
相
認
呈
貴
覧
候、

勿
々
頓
首

九
月
十
九
日

片
桐
清
治
兄

不
遠
一

ノ
関
辺
ニ
ハ
一

人
之
伝
道
者
差
し
出
し
申
度
候、

又
福
島
之
網
島
兄
二

勧
メ

愚
妻
よ
り
宜
し
く
申
上
候、

乍
憚
貴
地
之
兄
弟
方
二
よ
ろ
し
く
御
凰
声
被
下
度
候
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一

昨
夜
東
京
二

参
リ
湯
浅
君
方
二

止
宿
申
居
候、

何
レ
来
廿
七
日
之
船
テ
帰
宅
之
積
二

候、

然
し
間
二

合
不
申
候
ハ
、

其
次
キ
之
船
二

乗

船
可
致
候、

右
御
通
知
迄、

勿
々
以
上

326 

〔
九
月
二
十
五
日

〔
十
月
二
日

古
梅
園
主
人
二
よ
ろ
し
く

⑤
森
中
章
光
写

⑤
森
中
章
光
写

昨
日
五
時
前
神
戸
安
着、

咋
夜
十
一

時
帰
宅
致
し
候、

御
老
人
様
御
一

統
無
異
被
為
在
候
間
御
安
心
可
被
下
候、

生
も
大
分
快
方
二

相
成

候
得
共、

未
ク
無
理
ハ

出
来
不
申
諸
事
注
意
致
居
候、

御
書
置
き
の
御
書
面
ハ

拝
見
候、

国
民
之
友
ハ

今
回
生
之
土
産〔
二
〕
可
呈
候
間、

＂
手
U

御
落
取
有
之
度
候

横
浜
二

而
は
稟
君
之
御
世
話
二

相
成
申
候、

今
回
ハ

両
人
共
船
酔
少
し
も
無
之
候、

徊
当
地
兄
弟
二
よ
ろ
し
く

＊
＊

新
島
公
義
〕

＊

 

新
島
公
義
〕
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明治20年

329 

十
月
六
日

今
午
后
五
時
比
ョ
リ
御
都
合
出
来
候
ハ
、

看
病
婦
学
校
ノ
決
算
仕
度
候
間、

拙
宅
へ

御
来
車
被
下
度
奉
仰
候、

ヲ
開
度
義
被
申
候
間、

右
御
臨
席
奉
仰
候、

早
々
頓
首

中
村
栄
助
兄

帰
京
後
直
二

端
書
を
以
安
着
之
御
報
申
上、

其
後
一

書
呈
度
存
居
候
処、

直
二

校
務
二

取
懸
り
日
々
多
事
勿
々
消
光
候
次
第
二

而
御
不
音

ニ

及
候、

陳
者

今
回
御
地
二

参
上
不
一

片
御
厄
介
二

相
成、

永
々
御
家
屋
拝
借
諸
事
不
自
由
ヲ
生
セ
シ
メ
サ
ル
様
御
注
意
被
下、

御
懇
切

之
程
千
万
奉
鳴
謝
候、

小
生
共
小
樽
を
発
せ
し
時
ハ

風
波
穏
カ
ナ
ラ
ス、

為
二

少
々
船
酔
モ
致
シ
候
得
共、

函
館
ヨ
リ
荻
ノ
浜
甚
穏
カ
ナ

328 

十
月
七
日

十
月
六
日

④
墨

福
士
成
豊 ④

星

中
村
栄
助

新
し
ま
襄

且
今
タ
ヘ
レ
ー
氏
相
談
会

481 



不
得〔
已〕
仙
台
行
ヲ
止
メ
直
二

横
浜
二

航
シ
東
京
二

止
マ
ル
四
五
日、

去

一

日
之
夜
帰
宅
仕
候、

小
生
ハ

東
京
二
〔
テ〕
ハ

非
常
二

多
事
奔
走
候
得
共、

守
宅
二

も
老
母

字
号）

無
異
罷
在
随
分
健
康
二

而
大
安
心
仕
候、

散
校
ニ
ハ

本
年
入
校
生
多
ク
壱
百
二
十
名
ノ
上
二

出
タ
リ、

予
備
校
生

ヲ
合
ス
レ
ハ

総
計
五
百
十
五
六
人
二

有
之、

塾
舎
之
狭
陰
二

困
却
仕
候、

小
生
も
帰
宅
後
今
日
迄
之
模
様
ニ
ョ
レ
ハ
、

北
海
道
之
休
養
ハ

大
分
利
益
卜
相
成
候
様
二

被
思、

深
ク
貴
兄
之
御
好
意
ヲ
奉
謝
候、

御
老
母
様
ヨ
リ
ノ
御
恵
投
ノ
林
檎
ハ

皆
尽
ク
ム
キ
ス
ニ

而
参
り、

友

〔

戴
〕

人
中
ニ
モ
分
与
へ

甚
珍
ら
敷
頂
載
仕
候、

愚
妻
八
重
ョ
リ
モ
一

書
可
呈
筈
之
処、

帰
来
后
家
事
尚
整
頓
セ
ス
為
忙
カ
ハ
シ
ク
候
間、

何
レ

不
日
御
礼
書
可
呈
候、

右
不
取
敢
御
礼
労
御
左
右
伺
度、

早
々
頓
首

〔
異
筆〗〕

「
廿
年」
十
月
七
日

福
士
成
豊
様

尚

、々

御
老
母
様
御
令
閏
様
井
二

御
近
隣
向
井、

三
上
両
家
二

も
よ
ろ
し
く、

御
序
二

藤
田
理
事
官、

村
尾
君
二

北
海
道
之
事
件

取
締
之
為
厚
ク
御
世
話
被
下、

殊―一

種
々
ノ
書
類
等
御
投
与
被
下
候
趣
小
生
二

代
リ
謝
詞
御
陳
述
被
下
度
奉
希
候、

兼
備
之
御
家
族
へ

宜
し
く
御
致
声
之
程
奉
仰
候

ル
渡
航
有
之
候、

該
浜
ョ
リ
ハ

塩
釜
迄
其
日
小
汽
船
発
セ
ス、

又
特
二

内
藤

新
島

襄

別
二

替
ル
事
ナ
ク
帰
宅
之
后
モ
直
二

校
務
二

取
懸
申
候、

留
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明治20年

十
月
八
日

（
此
事
ハ

些
少
之
事
二

似
ク
ル
モ
大
分
世
間
之
人
気
二

関
ス
ヘ
ク
候
間、

我
翡
之
注
意
ヲ
要
ス
ル
事
卜
存
候

前
略
御
免
可
被
下
候、

陳
者

京
都
看
病
婦
学
校
之
名
称

同
志
社

変
換
之
事
を
ベ
レ
ー
氏
よ
り
差
迫
り
申
候
間、

幸
ヒ
伊
勢

氏
も
当
地
二

被
居
候
芳、

今
午
后
四
時
山
本
氏
方
二

而
集
会
一

応
之
会
議
を
遂
け、

其
上
二

而
我
輩
之
意
見
を
同
氏
二

申
通
度
候
問、

乍

憚
御
苦
労
今
四
時
迄
二

山
本
方
へ

御
来
車
之
程
奉
仰
侯、

若
し
何
二

之
御
差
支
も
無
之
候
ハ
、

其
趣
一

寸
御
書
キ
記

ジ
、

此
使
之
者
二

托

し
伊
勢
氏
迄
御
造
し
被
下
候
様
奉
願
候、

早
々
頓
首

中
村
栄
助
兄

”゜

十
月
八
日

④
毛
筆
（
赤
イ
ソ
ク
）

＊

中
村
栄
助

新
島

襄

483 



被
下
度
候

開
陳
仕
候
問、

小
生
[

〔
一

行
欠〕

所
相
含
マ
セ
置
候
間、

定
テ
不
都
合
ハ

ア
ル
マ
シ
ト
存
候、

兼
而
申
上
候
通
同
氏
ハ

未
夕
牧
会
之
事
ニ
ハ

老
練
ナ
ラ
ス
、

又
学
カ
モ
ア
ル
ト

〔
マ
マい
l

申
人
ニ
ハ

無
之、

只
熱
心
伝
道
ヲ
求
ム
ル
ノ
人
二

有
之
候
ハ

、

其
辺
之
所
ハ

已
二

御
承
知
も
有
之
候
通、

何
卒
同
人
之
不
足
ノ
分
ヲ
輔
ヒ

活
シ
テ
御
用
ヒ

被
下
候
様、

且
数
月
間
御
試
之
上
万
一

御
不
満
足
ナ
ラ
ハ

無
御
遠
慮
其
事
ヲ
御
知
ラ
セ
被
下
度、

若
シ
久
シ
ク
貴
地
二

止
マ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ト
御
認
メ
被

下
候
ハ

ヽ
、

費
会
二

転
会
シ
貴
会
員
ト
ナ
リ、

地
方
二

伝
道
ス
ル
ナ
リ
又
空
知
辺
二

参
リ
牧
師
ト
ナ
ル
ナ
リ、

御
地
ノ
便
宜
次
第
御
所
分

有
之
度
候、

何
分
同
氏
ニ
ハ

北
海
道
之
人
民
ト
モ
ナ
リ
度
精
神
ノ
ョ
ジ
ナ
レ
ハ

、

其
智
カ
ナ
リ
学
カ
ナ
リ
信
仰
ナ
リ
益
発
達
致
候
様
御
甜

兼
而
御
相
談
も
申
上
候
所
之
空
知
ハ

近
頃
如
何、

早
々
一

ノ
教
会
ヲ
御
立
テ
札
幌
卜
同
主
義
教
会
ナ
リ
ト

世
間
二

御
公
告
ア
リ
テ
ハ

如

何、

札
幌
教
会
ハ

如
何
ナ
ル
手
段
ニ
テ
御
設
会
ア
リ
シ
ャ、

簡
易
ナ
ル
手
段
ニ
テ
苦
シ
カ
ラ
ス
ト
存
侯、

然
シ
此
事
ハ

費
兄
ノ
オ
ル
ヂ
ネ

ー
ツ
ヨ
ソ
ノ
出
来
候
上
之
事
二

被
成
候
方
ガ
上
策
カ
ト
思
考
仕
候、

何
分
此
十
二
月
ノ
御
休
暇
ニ
ハ

断
然
右
オ
ル
ヂ
ネ
ー
シ
ョ
ソ
御
決
行

之
程
奉
切
望
候、

他
ョ
リ
界
助
ス
ル
モ
ー
ナ
キ
ナ
＞
ハ
、

貴
兄
卜
貴
会
ョ
リ
ニ
三
ノ
代
人
ヲ
出
張
セ
シ
メ
、
一

ノ
教
会
ヲ
設
置
ス
ル
ニ

足
ル

331 

〔
十
月
上
旬

]
成
有
之
候
事
卜
存
候、

滞
京
中

又
自
然
過
失
等
有
之
候
ハ
、

直
二

御
忠
告
被
下、

質
兄
之
手
足
ト
ナ
リ
テ
相
働
キ
候
様
御
薫
陶
被
下
度
候、

④
墨 ＊

大
島
正
健
〕

幸
二

馬
場
氏
ニ
モ
面
会
致
シ
充
分
之
談
話
ヲ
遂
不
申
候
得
共、

先
大
体
之
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明治20年

今
朝
陶
郡
長
二

面
談
致
し
明
夕
云
々
申
候
処、

逐
而
一

同
相
揃
時
迄
預
リ
置
度
旨
被
申
候
間、

先
此
度
ハ

見
合
二

致
方
可
然
卜
存
候、

右

勿
々
費
答

332 

十
月
二
十
一

日

②
京
都
府
下
五
条
橋
東
二
丁
目

中
村
栄
助

新
島

襄

③
は
が
き

④
星

⑥
日
付
は
表
害
に
よ
る
。

卜
御
認
メ
ア
ラ
ハ

徊
設
会
ア
リ
テ
ハ

如
何
ヤ
ト
存
候、

何
人
力
宣
教
師
力
又
ハ

牧
師
ニ

テ

之
ヲ

校
助
ス
ル
モ
／
ア
ラ
ハ

尚
更
重
々
／

庫

依

ナ
リ
存
候、

グ
リ
ー
ソ
氏
位
二

臨
場
ヲ
御
委
頼
ア
ル
モ
至
極
カ
ト
存
候、

然
シ
速
二

江
別、

当
別、

岩
見
沢
辺
二

御
着
手
ア
ル
ハ

小
生
ノ
尤

モ
切
望
ス
ル
所
二

侯、

願
ク
ハ

石
狩
川
平
原
二

自
治
独
立
ノ
教
会
ヲ
御
設
立
ア
リ
テ、

他
年
北
海
道
ノ
依
テ
立
ッ
ヘ
キ
基
礎
ト
ナ
ツ、

依

テ
進
ム
ヘ
キ
精
神
ト
ナ
シ
賜
ハ
ン
事
ヲ、

此
自
由
主
義
ノ
教
会
ヲ
立
ツ
ル
ニ
ハ

昔
時
ョ
リ
為
二

血
ヲ
流
ス
モ
ノ
多
ク、

以
謂
ル
血
ヲ
以
テ

®
®
®
®
®
®
®
④
®
 

買
ハ
レ
タ
ル
自
由
ナ
レ
ハ
、

差
少
ノ
理
由
一

時
ノ
法
便
ノ
為
二

之
ヲ
安
ス
売
リ
シ
賜
フ
勿
レ
、

生
ハ

此
ノ
自
由
ヲ
以
テ
我
力
子
孫
迄
モ
永

ク
レ
ゲ
シ
ー
ト
為
シ
、

人
民
ノ
元
気
ヲ
蓑
成
セ
シ
メ
ン
ト
焦
思
仕
居
候、

貴
兄
願
ク
ハ

生
ノ
老
婆
心
ヲ
御
了
察
ア
リ、

為
二

御
工
風
ア
リ

賜
へ
、

願
ク
ハ

費
兄
ノ
全
身
全
カ
ヲ
主
二

呈
シ
主
ノ
御
国
ノ
為
二

御
働
キ
ア
レ
、

書
万
一

ヲ
喝
サ
ス
、

頓
首
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3 34 

希
候、

草
々
頓
首

中
村
栄
助
様

”3 

十
一

月
六
日

十
月
二
十
九
日

先
日
差
上
候
ベ
ル
リ
ー
氏
演
説
数
百
部
ハ

已
二

諸
方
二

御
チ
ラ
シ
被
下
候
哉、

冊
子
中
之
正
誤
仕
度
廉
有
之
候
問、

直
二

商
法
会
社
二

附

シ
改
正
被
仕
度
候
間、

御
手
許
二

有
之
候
分
ハ

乍
御
手
数
直
二

御
店
之
者
二

御
命
シ
、

商
法
会
社
へ

可
成
丈
ケ
速
二

御
遣
し
被
下
候
様
奉

十
月
廿
九
日

①
京
都
寺
丁
通
丸
太
丁

徳
富
猪
一

郎

④
墨

中
村
栄
助

②
東
京
赤
坂
区
榎
坂
五
番
地

逐
白

君
ニ
ハ

政
治
上
ノ
平
民
主
義
ヲ
取
ル
モ
ノ
ニ

テ
ニ
ッ
テ、

僕
ハ

宗
教
上
ノ
平
民
主
義
ヲ
取
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、

④
墨

ツ
マ
リ、
平_
足
で
王
義
／

新
島

襄

486 



明治20年

時
加
蓑
之
為
御
越
被
成、

近
々
御
帰
京
二

相
成
申
候

又
先
日
脳
中
に
画
キ
出
シ
ク
空
中
ノ
楼
閣
ハ

旅
蓮
レ
ナ
リ、

僕
ハ

益
徊
互
二

応
援
ス
ル
ノ
必
月
ヲ
感
居
候

罪
人
政
府
主
義
ノ
教
会
政
治
ハ

僕
ノ
痛
ク
反
対
ス
ル
所
ナ
リ、

我
党
ョ
リ
一

致
論
ヲ
吐
キ
出
ッ
ク
ル
モ
ノ
ハ

非
常
ノ
馬
鹿
モ
ノ
ト

云
テ
苦
シ
カ
ラ
ス、

真
二

自
由
ノ
費
キ
ヲ
知
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ、

此
聯
合
論
ハ
一

致
会
ノ
何
人
ニ
カ
多
年
計
画
ツ
オ
ル
呑
併
論
ナ

リ、

陽
二

我
力
自
由
ヲ
容
ル
、
卜
云
テ
陰
二

我
力
教
会
ヲ
呑
併
ス
ル
ノ
策
ナ
リ、

我
力
党
ノ
君
子
中
之
二

注
目
セ
サ
ル
ハ

甚
不
思

費
星
拝
読
仕
候、

過
般
拝
眉
之
際
御
委
托
有
之
候
御
令
弟
之
一

条
二

付、

小
生
過
日
拙
宅
二

御
目
二

懸
リ
候
節、

意
外
二

も
令
弟
ニ
ハ

山

本
氏
ノ
嬢
卜
結
婚
破
談
迄
ハ

決
行
被
成
候
由
ナ
ル
ニ
、

何
分
此
地
二

止
マ
リ
テ
ハ

双
方
之
為
ニ
ナ
ラ
ス
、

実
二

云
ヘ
カ
ラ
サ
ル
情
実
ア
リ

テ
不
得
止
東
京
二

趣
キ
度
旨
被
仰
候
間、

小
生
飽
マ
テ
モ
之
二

反
対
し、

男
子
之
前
途
有
為
之
用
意
中
一

小
女
之
為
二

動
カ
サ
レ、

遂
ニ

敗
談
後
も
断
念
シ
キ
レ
ス
右
様
之
拙
策
ヲ
工
風
サ
ル
、
ト
ハ

思
モ
寄
ラ
サ
ル
事
ナ
リ、

又
君
ニ
ハ

如
何
ナ
ル
顔
ヲ
以
テ
君
ノ
坑
大
人
葬
兄

方
二

御
面
会
ヲ
為
シ
得
ヘ
キ
ゾ、

右
様
ナ
ル
弱
キ
卑
屈
ナ
ル
心
ヲ
出
ス
ナ
ラ
ハ

君
ハ

生
涯
外
物
之
為
二

制
セ
ラ
レ
、

自
己
之
決
断
カ
ヲ
以

テ
世
ノ
中
ヲ
大
踏
歩
シ
テ
通
行
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス、

如
何
ナ
レ
ハ

如
斯
卑
屈
策
ヲ
工
風
シ
出
サ
レ
タ
ル
ゾ
ト
無
遠
慮
二

も
御
忠
告
申
候

処、

先
ッ
熟
慮
之
上
返
答
ス
ヘ
シ
ト
被
仰
拙
宅
ヲ
御
去
被
成
候、

其
前
ヨ
リ
脚
気
病
ニ
テ
下
宿
被
成
何
人
カ
ノ
勧
メ
ニ
ョ
リ
清
滝
村
二

漸

此
書
弦
迄
記
来
候
節
幸
二

健
次
郎
君
御
来
訪
（
雌
い
そ
猛
面）

有
之
脚
気
ハ

大
分
宜
シ
キ
由、

最
早
全
ク
消
滅
シ
去
リ
再
ヒ
散
校
二

御
帰
被
成、

是
ョ
リ
御
勉
強
可
被
成
旨
被
仰
候
付
一

卜
先
安
心
仕
候、

若
先
説
ヲ
取
ラ
ル
、
ナ
レ
ハ

直
二

御
懸
合
是
非
ト
モ
之
ヲ
止
ム
ル
ノ
心
算
二

有
之
候
得
共、

先
御
帰
校
之
御
決
心
故
右
之
心
配
ニ
ハ

不
及
申
候
故、

〔
及
〕

〔
朱
丸
〕
o

o

o

o

o

 

0

0

0

0

0

 

C
度
脱
力
〕

セ
申
ス
ニ

不
申
候
得
共、

極
内
々
費
兄
迄
御
知
申
上
候、

何
卒
内
分
二

御
含
ミ
置
キ
被
下
候、

今
タ
ハ

決
而
小
人
卜
交
際
ス
ヘ
〔
ヵ〕
ラ
ス
、

儀
千
万

別
二

此
事
ハ

御
知

487 



又
小
器
卜
成
ル
ヘ
カ
ラ
ス、

小
成
二

安
ス
ヘ
カ
ラ
ス、

是
非
前
途
遠
大
ノ
策
ヲ
立
テ
ル
ヘ
キ
旨
懇
々
御
勧
置
申
候

散
校
之
為
御
心
配
被
下
候
旨
喜
欣
之
至、

何
卒
御
工
風
被
下
度
奉
仰
候、

惧
テ
沈
黙
好
結
果
ヲ
相
待
可
申
候、

両
教
会
聯
合
之
事
ハ

考
レ

ハ

考
フ
ル
程
小
生
ハ

不
同
意
ヲ
感
候、

小
生
ニ
ハ

飽
マ
テ
モ
論
弁
致
度
候
問、

貴
兄
之
御
加
勢
ヲ
仰
度
候、

近
頃
ハ

予
備
校
ヲ
設
ケ
完
全

ナ
ラ
シ
ム
ル
為
二

彼
是
心
配
致
し
粗
モ
ニ
ー
ノ
計
画
も
相
立
候
間
安
心
仕
候、

此
ョ
リ
本
校
之
為
資
本
ヲ
作
ル
事
卜
専
門
校
創
立
ノ
為
尽

力
可
致
候、

小
生
も
帰
宅
後
少
々
ツ
、

宜
シ
キ
方
二

有
之
候
間
御
安
心
可
被
下
候、

右
用
事
迄、

勿
々
拝
具

徳
富
猪
一

郎
様

尚

、々

健
次
郎
君
東
行
之
企
ア
リ
シ
事
ハ

尊
大
人
ニ
モ
御
内
分
ニ

ナ
シ
置
被
下
度
候、

此
火
事
ハ

私
ノ
手
ニ
テ
取
消
申
度
候、

御

双
親
様
方
二

宜
シ
ク
0
一

致
反
対
論
ハ

充
分
湯
浅
君
二

御
吹
キ
込
被
下
度
候、

小
崎
ハ

小
生
卜
同
感、

伊
勢
ハ
一

致
シ
テ
大
運
動

ヲ
為
ス
ノ
説、

近
眼
ノ
甚
シ
ク
シ
キ
モ
ノ
嗚
呼
近
浅
ノ
思
考
是
亦
一

ノ
流
行
病
雷
同
病
ナ
リ、

同
氏
ノ
浮
葬
ノ
如
キ
ハ

小
生
モ
大

ニ

心
配
致
居
候、

氏
ハ
コ
マ
ッ
タ
事
ニ
ハ

甚
器
ノ
小
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ、

人
ョ
リ
自
在
二

動
カ
サ
レ
易
キ
男
ナ
リ、

其
ノ
薬
ノ
ナ
キ

ニ
ハ

閉
口、

御
序
ア
ラ
ハ

費
兄
御
得
意
ノ
平
民
主
義
ノ
御
説
ヨ
リ
充
分
二

氏
ヲ
御
夕
、

キ
侶
被
下
度
候、

彼
一

人
力
聯
合
二

軽
奔

ス
ル
モ
ノ
ナ
リ、

金
森、

宮
川
等
モ
此
病
二

伝
染
セ
リ

十
一

月
六
日

新
島

襄
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ソ
御
相
談
ア
ラ
ハ
、

今
タ
ハ

在
宿
罷
在
候

年゚2治朗

336 

＊

 

植
村
正
久、

奥
野
昌
網
両
氏
大
坂
二

参
候
間、

何
卒
十
五
日
之
開
業
式
ノ
招
状
御
差
出〔
可〕
被
下
候、

入
今
村
謙
吉
方
へ

当
御
文
通
被
下
度
候

数
日
前
俄
二

用
向
出
来
岡
山
二

迄
参
リ
候
処、

用
事
難
弁
遂
二

備
後
ノ
尾
ノ
道
迄
参
リ
只
今
帰
京
仕
候、

若
し
看
病
婦
学
校
之
事
二

付
何

小
生
ハ

神
戸
二

参、

近
々
帰
宅
可
仕
候

十
一

月
九
日

十
一

月
十
二
日

②
府
下
五
条
橋
東
二
丁
目

中
村
栄
助

①
神
戸

中
村
栄
助

③
は
が
き

④
鉛
筆

②
京
都
五
条
橋
二
丁
目

⑥
日
付
は
表
書
に
よ
る
。

尤
両
人
ハ

大
坂
常
安
橋
南
詰
西
へ

③
は
が
き

④
墨

⑥
日
付
は
表
書
に
よ
る
。
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＊
＊

予
ハ

明
後
安
息
日
午
前
第
九
時、

同
志
社
二

於
而
ハ
ル
デ
ー
氏
紀
念
ノ
説
教
ヲ
為
ス
ヘ
ク
候
問、

御
都
合
出
来
候
ハ
、

君
力
明
後
日
ノ
集

中
村
栄
助
兄

338 

十
一

月
二
十
日

今
朝
第
九
時
ョ
リ
同
志
社
会
堂
二

於
而
小
生
ノ
米
国
ニ
ア
リ
シ

恩
人
ハ

ー
デ
ー
君
之
為
紀
念
之
説
教
ヲ
致
し
候
間、

来
臨
被
下
候
ハ
、

小
生
二

於
而
満
足
之
至、

早
々
拝
具

十
一

月
廿
日

④
墨

中
村
栄
助

リ
ヲ
一

両
日
延
ハ
シ
テ
モ
御
出
テ
御
聞
ア
リ
タ
キ
コ
ト
ナ
リ

337

〔
十
一

月
十
八
日

⑤
森
中
章
光
写

＊

 

新
島
公
義
〕

新
島

襄

万
一

御
都
合
出
来
御

490 



明治20年

十
一

月
二
十
一

日

福
士
成
豊

過
般
は
幸
便
二

托
し
華
書
御
送
附
被
下
奉
万
謝
候、

其
節
は
貴
家
へ

宛
諸
方
よ
り
参
候
書
状
も
御
遣
し
被
下
落
手
仕
候、

小
生
其
後
大
分

よ
ろ
し
き
方
二

相
成、

日
々
多
忙
二

候
得
共
臥
床
致
候
事
等
無
之
甚
喜
居、

是
は
北
海
道
休
養
之
傲
能
か
と
存
候、

深
く
貴
君
之
御
好
意

を
奉
謝
候、

扱
貴
君
ニ
ハ

本
年
之
末
比
当
地
方
二

御
巡
覧
之
御
胸
算
な
る
よ
し、

実
二

楽
し
み
御
来
遊
を
屈
指
奉
待
候、

内
藤
氏
よ
り
ハ

〔
力〕

地
所
之
事
ハ

未
夕
不
相
分
申
参
候
間、

何
と
も
決
定
仕
兼
侯、

何
レ
当
地
御
来
遊
之
上
継
々
御
承
談、

其
上
二

而
決
定
仕
度
候、

右
御
起

福
士
成
豊
殿

尚

、々

妻
八
重
よ
り
も
宜
し
く
申
上
候、

乍
憚
御
老
母
様
御
令
閏
様
二

宜
し
く
御
致
声
之
程
奉
仰
候

当
府
二

御
越
相
成
候
ハ
、

直
二

小
生
宅
へ

御
越
し
幾
日
な
り
共
御
滞
留
被
下
度
候、

先
日
よ
り
両
度
程
遊
猟
二

出
懸
け
申
候

居
奉
伺
度、

勿
々
敬
白

〔
異
箪〕

「
廿
年
」
十
一

月
廿
一

日

339 

④
暴

新
島

襄
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十
一

月
二
十
一

日

⑤
写
真
（
橘
忍
氏
所
蔵）

先
達
而
は
御
深
切
二

御
書
面
被
下
候
処、

帰
京
後
ハ

非
常
二

多
忙、

日
々
用
事
二

逐
ハ

れ
逐
々

慮
外
之
不
音
二

相
成
甚
恐
縮
之
至
二

□、

〔
マ
マ
〕

早
々
御
通
知
呈
し
度
存
居
候
得
共、

先
達
而
よ
り
福
士
成
豊
氏
ニ
ハ

西
京
辺
二

被
参
候
様
二

申
来
候
間、

同
氏
被
参
候
ハ
、
一

応
相
談
ヲ

遂
ケ、

其
上
二

而
相
決
し
可
申
と
存
居、

芳
以
延
引
二

及
候
段
御
免
可
被
下
候

馬
之
代
価
壱
円
半
御
遣
し
被
下、

段
々
御
骨
折
之
程
奉
鳴
謝
候、

此
レ
は
骨
ヲ

傷
候
故、

次
第
二

而、

一

円
半
ナ
リ
払
戻
し
候
事
ハ

先
方
ニ
モ
勉
強
セ
し
事
卜
存
候、

依
而
御
骨
折
之
事
卜
存
万
々
奉
謝
候

又
地
所
之
所
モ

詳
細
二

御
申
越
被
下
奉
謝
候、

小
生
も
六
十
円
位
ナ
ラ
ハ

随
分
求
置
候
而
も
不
苦
存
居
候
得
共、

八
十
円
ト
ア
レ
ハ

如
何

ャ
ト
存
候、

六
十
五
円
位
マ

デ
ナ
ラ
相
談
致
候
と
も
存
居
候、

然
し
至
急
二

御
返
事
も
不
差
上、

多
分
他
人
之
手
二

入
候
事
卜
存
候
得
共、

万
一

未
夕
買
却
二

相
成
不
申
候
ハ
、

六
十
五
円
位
之
所
二

而
御
相
談
被
下
間
敷
や、

今
一

応
之
御
回
答
被
下
度
候、

何
卒
其
後
大
御
不
沙

汰
之
所
ハ

御
免
被
下
度
奉
希
候、

右
貴
答
迄、

早
々
頓
首

C

廿
ヵ〕

十
一

月
舟
一

日

尚

、々

徊
細
君
様
二

宜
し
く、

愚
妻
よ
り
も
宜
し
く
申
上
候

橘

仁
君 340 

橘

仁＊

新
し
ま
襄

ト
テ
モ

代
価
払
戻
し
ハ

六
ケ
敷
事
ト
ハ

存
居
候
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明治20年

憾
ニ
ヤ
思
ヒ
ケ
ン
、
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ル
ド
ト
別
途
ニ
シ
テ
我
力
日
本
二

宜
教
師
ヲ
派
遣
シ
、

且
学
校
ヲ
起
サ
ン
ト
ノ
企
二

候、

小
生
ニ
ハ

申
遣
候
問、

恐
ク
ハ

好
結
果
を
得
る
も
難
計、

此
二

反
対
論
ヲ
呈
出
シ、

該
校
之
為
二

募
ル
所
ノ
金
子
ハ

尽
ク
同
志
社
二

寄
附
し、

散
校
之
程
度
ヲ
高
フ
ス
ル
ニ

如
カ
ス
云
々
痛
論
致
し

〔
朱
点〕
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

又
シ
ナ
ニ
ョ
リ
候
ハ
、

小
生
米
国
二

出
懸
候
哉
と
も
思
居
候、

先
其
ハ

扱
テ
置
費
君
御
計

画
之
事
ハ

断
乎
卜
御
履
行
被
下
度
候、

小
生
近
々
新
潟
県
二

出
張
之
積
二

候
へ

は
帰
路
ニ
ハ
一

応
拝
眉
を
得
度
候、

貴
君
ニ
ハ

御
病
気
之

よ
し
何
卒
御
自
愛、

今
ハ

病
気
之
為
容
易
二

身
体
ヲ
弱
メ
ル
時
ニ
ア
ラ
ス、

充
分
御
加
狼
之
程
奉
切
望
候、

小
生
一

致
論
ハ

益
不
同
意、

チ
ュ
ア
・

プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
之
説
ヲ
吐
露
セ
シ
ョ
リ‘

341 

十
一

月
二
十
二
日

①
西
京
寺
丁
通
丸
太
丁

本
月
十
九
日
発
之
負
書
昨
日
来
着
拝
誦
仕
候、

陳
者
散
校
之
為
御
工
風
被
下
候
条
千
万
奉
謝
候、

小
生
も
先
般
来
米
国
之
友
人
二

相
計
候

得
共、

其
後
相
運
兼
候
也、

何
二

分
沙
汰
も
無
之
候
間、

過
日
再
催
促
書
差
出
置
申
候、

近
頃
聞
く
所
二
よ
れ
ば
米
国
之
友
人（
立囚
Ar
l
沼）

中
ハ
ー
デ
ー
氏
紀
念
之
為
ト
シ
テ
日
本
ニ
―

学
校
ヲ
創
立
セ
ン
ト
企
候
よ
し、

是
ハ

御
存
も
可
有
之
候
通
ア
ソ
ド
ヮ
神
学
校
ニ
テ
フ
ュ
ー

ア
ン
ド
ヮ
派
之
人
物
ハ

尽
ク
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ル
ト
ヨ
リ
擦
斥
セ
ラ
〔
レ
〕
シ
ヲ
遺

待
富
猪
一

郎

②
東
京
赤
坂
榎
坂
五
番
地

④
墨

大
島
君
ニ
ハ

多
分
御
出
発
之
事
卜
存
し
居、

徊
地
二

出
候
馬
場
君
之
事
二

付、

万
康
御
心
添
被
下
度
候、

但
し
地
所
之
庫
二

付、

若
し
先
方
二

而
六
十
五
円
位
ニ
マ
ケ
候
ハ
、
一

応
福
士
君
と
も
御
相
談
被
下、

諸
事
御
取
扱
被
下
度
奉
希
候
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我
力
自
由
ヲ
存
ス
ル
ニ

非
サ
レ
ハ

寧
口
分
烈
ス
ル
ニ

如
カ
ス 、

差

少
之
情
実
之
為
我
力
子
孫
千
百
年
之
自
由
ヲ
売
却
ス
ベ
カ
ラ
ス 、

草
案

近
頃
出
来
候
下
書
ハ

全
ク 。
フ
レ
シ
パ
テ
リ
ヤ
ソ

派
之
組
織
二

し

論．`

重ヽ

て 、

我
力
会
ノ
自
由
主
義
ハ

益
跡
ヲ
カ
ク
シ
テ

見
ヘ

サ
ル
カ

如

ヤ
カ
ニ

改
正
ヲ
促
ス
ヘ
シ 、

又
延
期
ヲ
催
ス
ヘ
シ 、

而
シ
テ
満
足

〔
セ
〕

＊

ス
サ
レ
ハ

敗
壊
二

至
ラ
シ
ム
ベ
シ 、

小
生
之
ポ
ン
チ
ヲ
御
一

究 、

十
一

月
廿
二
日

徳
富
猪
一

郎
兄

強
ヲ
御
促
被
下
度
候 、

志
社
二

残
し
置
度
候
付、

幾
分
カ
ノ
資
本
ヲ
募
リ
ハ

ー
デ

ー
氏
紀
念
資
金
J
名
義
ヲ
負
ハ
シ
メ
度
候、

今
懸
合
最
中

早
々
頓
首

ハ

ー
デ
ー
氏
紀
念
之
事
ハ

是
非
同

尚
々 、

御
令
弟
ニ
ハ

時
々
御
害
面
御
述
被
下
充
分
之
御
勉

新
し
ま
狸

右
画
ハ

衰
君
之
御
手
許
二

御
預
カ
リ
置
被
下
度
候 、

右
負
答
迄 、

湯
浅 、

小
崎 、

別
シ
テ
(

lrI
)

等
二

御
示
し
被
下
度
候

シ 、

小
生
ニ
ハ

必
ラ
ス
反
対
論
ヲ
呈
出
ス
ベ
シ 、

然
シ
先
ツ
オ
ク

494 



明治20年

徳
富
猪
一

郎
様

小
生
ノ
画
ノ
深
意
ノ
存
ス
ル
所
ヲ
洞
視
ス
ル
モ
ノ
ハ

費
兄
卜
湯
浅
兄、

小
崎
兄
ア
ル
ノ
ミ、

嗚
呼
小
生
モ
此
事
ハ

黙
々
二

附
セ
ジ

ト
大
分
思
考
仕
居
候、

小
生
ノ
思
景
ス
ル
ハ
、

我
力
自
由
ヲ
存
ス
ニ
ニ
ア
リ

昨
日
奉
呈
セ
し
書
中
二

小
生
美
術
上
之
妙
手
ヲ
御
笠
二

入
レ
申
候
処、

昨
夜
初
メ
テ
小
生
耳
染
二

入
リ
来
候
事
ナ
ル
ガ、

宜
教
師
中
一

致

モ
或
ハ

無
益
ノ
戯
卜
云
ハ
サ
ル
ヲ
得
ズ、

是
ハ

或
ル
眠
レ
ル
人
ヲ
激
し
密
発
セ
シ
メ
ン
手
段
二

用
イ
候
事
ニ
テ、

或
ル
人
物
ハ

為
二

大
布

発
被
致
候、

然
し
例
之
先
導
者
力
本
国
二

帰
ル
事
ナ
レ
ハ

吾
人
力
喋
々
之
ヲ
論
シ
、

余
リ
オ
ト
ナ
ゲ
ナ
キ
事
二

候
得
ば、

先
右
之
画
ハ

貴
兄
卜
湯
浅
兄
丈
ケ
ニ

別
二

御
他
見
ナ
キ
様
仕
度
候、

小
生
ノ
矢
張
子
供
ラ
シ
キ
事
ヲ

御
一

笑
被
下
度
候、

早
々
頓
首

十
一

月
廿
五
日

之
案
内
者
ハ

今
回
俄
カ
ニ

其
妻
休
姜
之
為
帰
国
被
致
候
よ
し、

3 42 

①
西
京

候、

先
方
ノ
返
耶
次
第一ー
テ
来
月
中
ニ
モ
出
発
之
覚
悟
二

而、

是
レ
ハ

先
ツ
他
ヘ
ハ

徊
内
分
二

な
し
置
被
下
度
候

十
一

月
二
十
五
日

②
東
京
赤
坂
榎
坂
五
番
地

新
し
ま
襄

⑥
消
印
（
京
都）

は
十
一

月
二
十
四
日

小
生
之
画
ハ

真
ニ
一

致
之
現
況
ヲ
呈
出
セ
し
モ
ノ
ニ
ハ

相
違
ナ
ケ
〔
レ
〕
卜

徳
富
猪
一

郎

又
殊
二

無
益
ノ
戯
ヲ
以
テ
人
ノ
心
ヲ
傷
マ
シ
ム
ル
モ

④
暴
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344 

拝
啓、

明
治
専
門
学
校
創
立
費
募
集
の
た
め
当
夏
弊
社
員
中
村
栄
助、

浮
田
和
民、

新
嶋
公
義
等
御
地
方
へ

罷
出
候
際
ハ

殊
別
な
る
御
高

配
を
蒙
り、

為
め
に
大
に
其
成
果
を
得
し
ハ

全
く
貴
兄
等
の
賜
と
社
員
一

同
鴻
謝
之
至
り
に
不
堪
候、

尚
此
後
も
引
続
き
該
事
御
周
旋
被

成
下
候
得
ハ

此
上
の
幸
甚
に
御
坐
候、

先
ハ

右
御
礼
労
御
依
頼
迄、

社
員
に
代
り
呈
寸
奄
候
也、

勿
々
拝
具

廿
年
十
一

月
十
二

月
五
日

今
夕
五
時
半
比
ョ
リ
白
藤
君
ヲ
御
招
粗
末
ナ
ル
晩
餐
ヲ
呈
シ
度、

就
テ
ハ

先
夜
御
談
シ
申
候
事
二

付
キ
尚
一

層
緻
密
ノ
御
談
判
等
仕
度
候

n
喫u

問、

万
一

御
郁
合
相
叶
候
ハ
、

今
夕
五
時
半
比
迄
二

御
来
車、

共
二

晩
餐
御
奥
シ
被
下
侯
ハ
、

幸
甚
之
至
二

不
堪
候、

勿
々
頓
首

大
志
万
重
唇
殿

343 

十
一

月

④
墨

中
村
栄
助

④
墨

⑥
加
藤
寿
代
筆

＊

 

大
志
万
重
暑

新
嶋

襄

⑰

496 



明治20年

大
江
頼
之
助
殿

兼
而
中
村
栄
助、

浮
田
和
民
等
ヲ
以
テ
散
校
専
門
科
創
設
之
挙
ヲ
御
袈
成
願
上
置
候
問、

下、

充
分
御
尽
力
之
程
奉
切
望
候、

書
籍
御
送
附
之
段
奉
万
謝
候

廿
年
十
二
月
六
日

過
般
は
遥
々
御
使
ヲ
以
テ
通
鑑
網
目
＝一
函
入
御
送
附
被
下
候
付、

直
二

右
落
掌
証
壱
通
御
使
二

托
シ
相
呈
置
候
処、

先
日
浮
田
和
民
氏
ョ

＊
＊
 

リ
別
紙
之
御
申
込
証
被
相
渡
候
間、

已
二

時
機
二

相
後
レ
候
得
共、

貴
命
二

随
ヒ
御
返
却
申
上
候、

右
得
貴
意
如
此
候
也

何
卒
御
地
方
有
志
家
ニ
モ
御
勧
メ
被

西
京
同
志
社新
島

襄

④
墨

345 

十
二
月
六
日

若
し
御
光
来
之
御
都
合
出
来
不
申
候
ハ
、
一

応
御
返
書
被
下
度
候
也

十
二
月
五
日

n
助u

中
村
栄
介
兄

＊
 

大
江
頼
之
助

新
島

襄

497 



十
二
月
七
日

寸
堵
拝
啓
仕
候、

陳
者
専
門
校
之
事
二

付
本
年
之
府
会
之
散
せ
さ
る
内
是
非
一

回
之
集
会
之
催
し、

向
来
之
事
二

付
充
分
見
租
等
致
し

度、

就
而
は
昨
夜
伊
東
熊
夫
君
二

相
談
仕
候
処、

大
会
之
前
ニ
―

応
小
数
二

而
相
談
会
を
開
ら
き、

其
上
二

而
必
要
卜
認
む
る
な
ら
は
大

集
会
を
催
し
候
ハ
、

如
何
と
の
事
二

為
し
置、

又
今
朝
浜
岡
君
二

も
御
面
談
申
候
処、

御
同
意
二

而
一

応
今
日
中
二

も
府
会
之
御
連
中
ト

御
相
談
可
有
之
よ
し、

且
小
数
二

而
小
集
会
を
為
す
ハ

明
晩
あ
た
り
都
合
よ
ろ
し
と
被
申
候
間、

明
晩
な
り
何
レ
ノ
日
な
り
小
生
二
は
都

合
可
仕
候
問、

貴
兄
二

も
此
両
君
と
充
分
御
熟
議
之
上
今
回
之
機
会
を
取
失
ハ

さ
る
様、

何
卒
速
二

御
工
風
被
下
度
奉
希
候、

可
相
成
ハ

大
集
会
も
此
週
問
之
内
二

出
来
候
ハ
、

大
慶
二

存
候、

右
得
貴
意
如
此
候
也、

早
々
頓
首

十
二
月
七
日

中
村
栄
助
兄

346 

④
墨

中
村
栄
助

新
島

襄
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明治20年

十
二
月
九
日

其
後
ハ

御
不
音
申
上
候、

陳
者
錦
地
ハ

何
レ
ノ
教
会
二

も
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
有
之
候
趣
大
慶
奉
存
候、

当
地
も
別
二

替
り
し
事
無
之、

先

体

ツ
大
体
ハ

漸
々
進
歩
す
る
の
貌
二

候、

扱
去
二
日
松
山
兄
受
任
式
之
節
当
地
二

牧
師
会
相
開
き
候
問、

小
生
ニ
ハ
一

致
之
事
二

付
牧
師
連

中
ニ
ハ

ド
レ
程
教
会
員
二
。
フ
レ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
ヘ
シ
也、

我
力
取
ル
所
之
主
義
乃
チ
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ナ
ル
会
ノ
組
織
等
ハ

詳
細

ニ

教
会
員
二

明
示
セ
ラ
レ
シ
ヤ
等
尋
申
候
処
別
段
右
之
葉
陶
ハ
ナ
キ
ョ
シ
、

又
或
ル
人
二

於
テ
漠
然
ト
シ
テ
コ
ン
グ
リ
ー
ゲ
ー
シ
ョ
ナ
ル

シ
ス
テ
ム
ハ

如
何
ナ
ル
モ
ノ
カ
少
シ
モ
少
シ
モ
知
ラ
サ
ル
ニ

似
タ
リ、

又
或
ル
人
ハ

我
レ
ハ

我
力
組
合
会
ハ
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ナ
ル
会

〔
朱〕

»
ヽ

重
ヽ

富
ヽ

ト
ハ

知
ラ
サ
ル
ナ
リ、

思
ハ
サ
ル
ナ
リ
、
一

種
ノ
教
会
力
偶
然
卜
日
本
ノ
地
二

成
長
セ
シ
ナ
リ
ト
「
思
ヒ
居
レ
リ
云
々
」
（
呼
記
瑾
山）、

又
一

致
会
ノ
組
織
ハ

如
何
等
ヲ
別
二

調
ヘ
サ
ル
ニ

似
ク
リ、

カ
ク
漠
然
ト
オ
リ
ナ
カ
ラ
近
々
ニ
モ
一

致
ヲ
計
ラ
ル
、
ト
ハ

思
ヒ
モ
ヨ
ラ
ヌ
事、

至

不
都
合
千
万
ノ
事
ナ
リ
ト
存
候、

予
ハ

其
節
今
ノ
一

致
草
案
ハ

矢
張
外
人
ノ
手
ニ
ナ
リ
テ
日
本
人
ハ
ア
マ
リ
之
二

関
セ
ス、

伊
勢、

井
深

〔
朱
線•
以
下
同〕

ナ
ド
ハ
ソ
プ
コ
ン
ミ
テ
ー
（
イ
ン
プ
リ
ー
）、

グ
リ
ー
ン
両
氏
ノ
申
分
ヲ
多
分
其
ノ
儘
二

受
ク
ヘ
シ
ト
存
候、

又
宜
教
師
中
ニ
モ
今
ト
ナ
リ

テ
ハ

格
別
ニ
グ
リ
ー
ソ
氏
等
二

向
ヒ
抵
抗
ヲ
試
ム
ル
モ
ノ
ナ
ク、

伊
セ、

金
森
等
力
同
意
ナ
リ
ト
グ
リ
ー
ン
氏
云
ハ
ル
、
ト
キ
ハ

不
同
意

ナ
カ
ラ
モ
黙
々
二

至
ル
ノ
体
ナ
リ、

如
斯
キ
有
様
ナ
レ
ハ

委
員
サ
ヘ

承
知
ス
レ
ハ

諸
牧
師
ハ

承
知
ス
ヘ
ク、

諸
牧
師
サ
ヘ

承
知
ス
レ
ハ

諸

キ

教
会
モ
承
諾
ス
ヘ
シ
ハ

疑
ヲ
容
レ
サ
ル
所
ナ
リ、

左
ス
レ
ハ

此
一

致
ノ
漠
々
ノ
裏
ニ
ナ
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ、

真
ニ
プ
ラ
イ
ン
ド
・
ユ
ニ

347 

①
西
京
寺
町
通
丸
太
丁
上
ル
十一一一
番
戸

②
東
京
麹
町
区
中
六
番
町
七
番
地

至
急
要
用

④
墨

小
崎
弘
道

499 



ハ

好
テ
読
マ
サ
ル
ノ
憂
之
レ
ア
リ
候
ハ
、

願
ク
ハ

費
兄
ノ
御
手
ニ
テ
反
訳
ノ
相
成
候
様
仕
度
候

料
ハ

尤
其
ノ
反
訳
代
ハ
世
間
ョ
リ
モ
少
々
ョ
ク
ッ
テ
呈
ス
ヘ
ク、

又
御
自
由
二

書
記
ヲ
御
用
ヒ
（
鰐
雰
呪
花
i
)

被
下
度、

リ
モ
小
生
負
担
ス
ヘ
ク

Note 々
ノ
個
条
ハ

組
合
ョ
リ
取
リ、

此
々
此
々
ハ
一

致
会
ョ
リ
取
リ、

此
々
ヲ
合
シ
テ
今
ノ
一

致
ト
ナ
ル
等
ヲ
明
カ
ニ

牧
師、

教
会
員
ニ
モ
示

サ
レ
度
事
ナ
リ

予
ノ
尤
モ
遺
憾
ト
ス
ル
所
ハ

我
力
組
合
会
ノ
連
中
力
我
力
自
由
ヲ
重
セ
サ
ル
一

点
ナ
リ、

ニ
ア
ル
カ
如
シ、

此
ノ
組
織
モ
ナ
キ
規
則
モ
ナ
キ
漠
然
タ
ル
我
力
組
合
会
力、

其
ノ

罷
ヒ
料
ョt
 

我
力
失
フ
所
ハ

如
何
二

多
キ
ソ、

又
今
得
ル
所
ノ
自
由
モ
漸
々
減
殺
セ
ラ
レ、

千
百
年
ノ
后
ニ
ハ

純
乎
タ
ル
プ
レ
シ
パ
テ
リ
ヤ
ン
会
ト
ナ

ル
ハ

疑
ヲ
容
レ
サ
ル
所
ナ
リ

0

0

0

 

予
ハ

牧
師
等
ノ
集
合
体
二

権
ヲ
帰
セ
シ
ム
ル
ヲ
好
マ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ、

此
ノ
際
二

当
リ
我
力
教
会
力
其
ノ
執
ル
所
ノ
主
義
乃
チ
コ
ン
グ
リ

ゲ
ー

シ
ョ
ナ
ル
会
ノ
組
織
ヲ
研
窮
シ、

其
ノ
来
歴
等
ヲ
知
ル
ハ

甚
大
切
ナ
リ
ト
察
ス
レ

ベ

速
ニ
デ
ク
ト
ル
ノ
ハ
ン
ド
プ
ー
ク
オ
フ
コ
ン

＊
 

グ
リ
ゲ
〔
ッ〕
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
ノ
尤
モ
大
切
ナ
ル
所
ヲ
訳
シ
度
存
シ
候
ハ
、

費
兄
二

御
引
受
被
下
問
敷
ヤ、

ア
マ
リ
ヘ
タ
ノ
反
訳
ナ
レ
ハ

人
々

規
則
ノ
厳
格
ナ
ル
一

致
会
卜
合
併
セ
ン
〔
卜〕
ス
ル
ナ
ラ
ハ

又
教
会
政
治
二

付
キ
テ
ハ

甚
タ
イ
グ
ノ
レ
ン
ト

ヨ

ヨ
ン
ト
称
ス
ベ
シ、

我
力
組
合
会
ニ
ハ

少
シ
モ
牧
師
等
ノ
リ
ハ
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ナ
ル
プ
リ
ン
シ。
フ
ル
ヲ
蕉
陶
セ
ラ
レ
ス、

牧
師
モ
亦

〔
朱
点•
以
下
同〕
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

別
ニ
フ
リ
ー

シ
ス
テ
ム
ノ
貴
キ
ヲ
察
セ
ス、

今
回
メ
ク
ラ
滅
法
界
二

大
胆
ニ
モ
ュ
ニ
ョ
ン
ヲ
試
ミ
ン
ト
ハ

真
二

困
却
千
万
ノ
至
ナ
リ、

予

ラ

ハ

此
上
ハ
一

致
ヲ
拒
マ
ス、

一

致
ノ
法
方
ノ
其
ノ
宜
ヲ
得
ス
0
教
会
員
二

何
ノ
イ
ン
ス
ト
ロ
ク
シ
ョ
ン
モ
ナ
ク
シ
テ
只
承
諾
セ
シ
メ、

而

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

シ
テ
直
ニ
一

致
ニ
カ
、
ラ
ン
ト
ス
ル
ハ

決
シ
テ
コ
ン
グ
〔
リ〕
ゲ
ー

シ
ョ
ナ
ル
会
ノ
仕
方
ニ
ア
ラ
ス
衆
治
会
ノ
為
ス
ヘ
キ
事
ニ
ア
ラ
ス、

万

0

0

 

―
一

致
ヲ
計
ル
ナ
ラ
ハ

教
会
員
モ
充
分
二

何
レ
ノ
主
義
ヲ
取
ル
カ
ヲ
明
力
〔
二
〕
ス
ペ
シ、

又
一

致
ノ
利
害
得
失
ヲ
示
ス
ヘ
ク、

又
此
々
此
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明治20年

首

レ
、
ヨ
シ

、

ノ 其
後
御
母
様
ノ
御
病
気
ハ

如
何 、

何
卒
宜
シ
ク
御
致
声
被
下
度
奉
仰
候 、

小
崎
弘
道
兄

候
問 、

速
二

右
反
誤
二

徊
懸
リ
被
下
間
敷
や 、

若
し
至
急
徊
取
懸
ノ
見
込
ナ
キ
耶
ナ
レ
ハ

速
二

御
回
答
被
下
度
候 、

何
＞
当
地
二

而
工
風

イ
ク
シ
直
二

反
訳
ニ
カ
、
リ
可
申
候

n
朱
〕

「
当
地
ニ
ハ

浮
田
ノ
外
良
キ
反
訳
家
ナ
シ 、

同
氏
ハ

当
地
少
々
身
体
少
し
虚
弱
ニ
ッ
テ
余
リ

重
荷
ナ
ル
ベ
ッ
」

尤
デ
ク
ス
ト

ル
ノ
害
ハ

御
所
持
卜

存
候 、

若
し

御
所
持
ナ
ク
ハ

伊
セ
ヨ

リ
御
借
用
有
之
度
候
也 、

右
至
急
御
懸
合
申
上
度 、

如
此
也 、

頓

十
二
月
九
日

可
相
成
ハ
〔
此〕
際
一

致
ス
ル
事
ハ

暫
ク
見
合
セ

、

我
力
組
合
会
ノ
如
キ
ハ

充
分
ノ
準
備
ヲ
要
シ
候
間 、

何
ニ
モ
知
ラ

ス
ニ
一

致
ス
ル
ハ

甚
不
都
合
ノ
至
ナ
リ 、

小
生
ノ
求
ム
ル
所
ハ

我
力
教
会
ノ
其
取
ル
所
ノ
主
義
ヲ
明
カ
ニ
ス
ル
迄
ハ

当
分
右
聯
合

ハ

見
合
申
度
候 、

盲
ク
ラ
ノ
一

致
ス
ベ
カ
ラ
ス 、

オ
ン
イ
ン
テ
レ
ジ
ニ
ン
ト
マ
レ
ー

ジ
ス
ヘ
カ
ラ
ス

右
反
訳
御
承
知
被
下
候
ナ
ラ
ハ

幾
週
間
位
デ
御
引
受
被
下
候
哉 、

御
知
セ
被
下
度
候 、

小
生
ニ
ハ

大
分
至
急
ヲ
要
居
候
〇
御
妻
君

ニ

宜
シ
ク 、

三
好
御
夫
婦
二

宜
シ
ク
御
致
声
被
下
度
候

一

致
ノ
事
二

付
此
ノ
来
一

月
ニ
ハ

委
員
力
集
会
ヲ
為
ラ

新
島

漿
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小
崎
弘
道
両
愛
兄

湯
浅
治
郎

御
中

拝
啓、

〈
ハ
〉
会
は一
年一
回、

〈
二
〉
〈
テ〉

〈
ヲ〉

〈
計
会〉

〈
二
〉

〈
ノ〉
〈
二

〉

陳
者
同
志
社
に
於
て
益
々
社
務
を
皇
張
し
会
計
の
一
点
に
至
り
弥
々
日
本
人
の
手
に
引
受
申
度、

〈
卜〉

〈
皆〉
〈
ハ
〉
〈
二

〉

〈
二

〉

〈
坂
二
〉

都
合
十―――
名
●
為
し
度、

例
へ
心
京
地
●
（
琵
臥
人
他の
二
AA
起^
定）、

在
京
地
方
モ―一
人、

大
阪
●
二
人、

〈
ノ〉

〈
ヲ〉

先一
年
の
予
算
等
ヲ
立
テ
向
来
規
律
ヲ
立
テ
、
事
を
運
申
度
候、

ノ
任
ヲ
御
負
担
被
下
候
様
仕
度
候
間
何
卒
御
承
諾
之
程
奉
仰
候、

内
御
含
置
被
下
候
ナ
ラ
バ
他
日
改
メ
テ
現
社
員一
同
ョ
リ
右
御
依
頼
二
及
ヒ
可
申
右
得
貴
意、

十
二
月
十
日

尚
、々

至
急
御
回
答
被
下
度
奉
仰
候

3 48 

十
二

月
十
日

⑤
森
中
章
光
写、
柏
木
義
円
写

＊

小
崎
弘
道
・

湯
浅
治
郎

新
島

襄

〈
テ
ハ
〉

〈
ヲ
〉

就
て
は
現
社
員
尚
七
名
を
増
し

〈
二

〉

〈
シ
テ〉

神
戸
に
一
人、

而
し
て
社
員
大

〈
ノ〉

依
テ
ハ
東
京
二
伊
勢
の
外
貴
兄
方
御
両
名
二
右
社
員

〈
ハ
〉

尤
今
回
は
小
生
ョ
リ
内
御
相
談
ニ
テ
公
然
卜
御
懸
合
申
訳
二
無
之、

内

早
々

敬
白

502 



明治20年

350 

一

昨
日
ョ
リ
少
々
不
快
二

而
本
日
モ
尚
床
中
二

あ
り、

乱
筆
ハ

御
免
可
被
下
候

本
日
ハ

詩
歌
二
葉
御
送
被
下
難
有
頂
戴
致
候、

未
夕
拝
眉
ヲ
得
不
申
候
得
共、

貴
君
之
心
中
何
ト
ナ
ク
洞
察
ス
ル
カ
如
ク
ニ

思
ハ
レ
費
詩

ニ

和
シ
呈
上
候
間、

御
一

笑
被
下
度
候、

右
貴
答
迄、

勿
々
頓
首

十
二
月
十
二
日

大
江
頼
之
助
君

一

昨
々
日
ハ

御
令
弟
之
御
挙
動
御
通
知
申
上
候
而
策
既
二

尽
キ
タ
リ
ト
存
居
候
得
共、

尚
挽
回
モ
ア
ル
ヘ
ケ
レ
ト
存
ジ
金
森、

大
久
保
之

再
白

3 49 

十
二
月
十
二
日

十
二
月
十
七
日

⑤
森
中
章
光
写

楊
浅
初
子

⑤
写
真

＊

大
江
頼
之
助

新
島

襄
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＊

〔
別
紙
〕

周
旋、

東
行
之
得
策、

又
他
二

行
ク
モ
別
二

見
込
ナ
ク、

是
迄
ノ
失
敗
ハ

大
分
校
中
一

同
ノ
軽
蔑
ス
ル
所
ニ
テ
恥
犀
卜
思
ハ
ル
、
モ、

小

恥
ヲ
忍
ン
デ
大
恥
ヲ
来
ラ
ス
ハ

決
シ
テ
不
得
策
ナ
リ
ト
棲
々
御
勧
メ
申
サ
シ
メ
タ
レ
ト
モ、

如
何
セ
ン
本
日
ハ

別
紙
ノ
御
書
面、

何
ニ
カ

西
行
二

決
セ
ラ
レ
タ
ル
由、

サ
レ
バ
ト
テ
西
行
ト
ハ

何
レ
ノ
辺
ナ
ル
カ
御
自
身
ニ
モ
未
ダ
明
白
二

御
承
知
ナ
キ
様
子、

小
生
モ
先
日
来
不

快
ニ
テ
今
二

奔
走
等
差
止
メ
居
次
第

何
分
当
地
二

止
マ
ル
ハ

恋
々
ノ
情
断
念
シ
キ
レ
サ
ル
所
ア
ル
カ、

東
行
ス
ル
モ
大
人
大
兄
二

面
目
ナ
ク、

ツ
、

取
ラ
レ
テ
西
行
卜
決
セ
ラ
レ
シ
ナ
ラ
ン、

何
分
別
紙
ノ
小
生
等
並
二
良
友
ノ
勧
告
ヲ
一

切
御
聞
入
ナ
サ
レ
ス
良
心
二

背
キ
ナ
カ
ラ
モ

西
行
二

決
セ
ラ
レ
シ
由、

小
生
ニ
ハ

何
ト
モ
大
人
大
兄
等
二

対
シ
申
訳
ナ
ク
汗
顔
ノ
至
ナ
ル
モ、

今
更
束
縛
法
ノ
外
之
ヲ
止
ム
ル
ニ
由
ナ

ク
大
二

困
却
仕
候、

右
為
御
通
知、

早
々
以
上

十
二
月
十
七
日

湯
浅
お
初
様

不
得
止
策
ノ
下
拙
ナ
ル
ヲ
知
リ

不
肖
之
小
生
今
日
二
至
ル
迄
先
生
之
御
咎
愛
ヲ
添
フ
シ、

幾
度
力
過
失
二

陥
リ
幾
度
力
先
生
之
胸
襟
ヲ
痛
マ
シ
メ
奉
リ
タ
ル
ニ

拘
ラ
ズ、

永
ク
忍
ビ
テ
訓
育
シ
玉
ヒ
ッ
湧
恩
ハ

小
生
天
涯
地
角
ニ
ア
リ
テ
身
苦
辛
痛
酸
之
中
二

在
ル
モ
決
シ
テ
忘
却
シ
得
ザ
ル
処
二

有
之
候
得
共、

勢
荻
二

到
リ
テ
亦
止
ム
能
ハ
ズ、

見
ス
／
＼
下
策
ヲ
取
ル
ハ

実
二

小
生
ガ
深
ク
自
ラ
態
愧
悲
痛
二

堪
ェ
ザ
ル
処
二

御
坐
候、

既
二

京
都
ニ

止
ル
能
ハ
ズ、

亦
東
京
二
帰
リ
テ
父
兄
二
対
ス
ル
ノ
面
目
ナ
キ
次
第
二
有
之
候
得
者、

西
去
之
一

方
法
只
小
生
二
残
ル
事
卜
存
候、

既
ニ

良
心
之
指
示
二
背
キ
先
生
）
善
恩
ヲ
撓
チ
良
朋
ノ
勧
告
ヲ
退
ケ
テ
自
ラ
欲
ス
ル
所
ヲ
為
ス
事
ナ
レ
バ
、

事
ノ
成
否
ヲ
問
ハ
ズ
再
ビ
先
生
之

新
し
ま
襄
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明治20年

謝
シ、

新
島

襄

厳
顔�
慈
容
ヲ
拝
ス
ル
能
ハ

ザ
ル
事
卜
存
候、

先
生
之
伺
身
ハ

実
二

邦
家
之
命
運
二

関
ス、

願
ク
ハ

自
愛
ッ
テ
永
ク
後
進
之
望
二

器
ヒ
永
ク

邦
家
ノ
柱
礎
ト
ナ
リ
玉
ハ
ソ
事
ヲ

十
二
月
三
十
一

日

過
般
は
御
懇
書
御
投
与
相
成
候
処、

其
後
勿
々
多
事
且
多
病
之
為
妨
ケ
ラ
レ
御
回
答
二

及
ハ
サ
リ
シ
ハ
、

甚
不
本
意
之
事
二

候

担
此
二
十
年
モ
本
日
ヲ
残
シ、

⑤
高
橋
元一

郎
写

又
更
二
ニ
十
一

年
之
新
年
ヲ
迎
ヘ
ン
ト
ス
ル
ニ

種
々
ノ
感
情
交
来
リ、

一
ハ

前
途
之
方
針
如
何
二

付
キ
幾
多
之
思
慮
ヲ
回
ラ
サ
サ
ル
ヲ
得
ス、

其
後
余
リ
御
無
沙
汰
と
相
成
候
間、

君
之
御
起
居
如
何
ヲ

御
尋
申
度、

労
過
般
御
贈
被
下
候
貴
影
ノ
御
答
礼
ト
シ
テ
近
頃
取
リ
タ
ル
拙
影
一

葉
進
呈
仕
度、

合
セ
テ
新
年
之
祝
詞
モ
取
リ
越
シ
申
上

度、

如
此
候
也、

早
々
頓
首

十
二
月
舟
一

日

増
野
悦
興
君

351 

新
島
先
生玉

几
下

＊

 

増
野
悦
興

一
ハ

過
去
ヲ
顧
ミ
テ
神
ノ
恩
寵
ヲ

徳
富

乾

505 



十
八
日

如
此
也

m

〔
月
未
詳
〕

十
八
日

⑤
森
中
章
光
写

＊

 

〔
同
志
社
生
徒
〕

新
島

迎

本
日
は
甚
御
気
之
毒
二

候
得
共、

物
理
学
之
□
口
□
ハ

御
見
合
セ
被
下
度
候、

尤
御
用
意
ハ

明
日
之
分
も
為
し
置
被
下
度
候、

右
為
願
用

506 



明治21年

其
後
は
甚
御
不
音
申
上
候、

過
般
之
来
翰
ニ
ョ
レ
ハ

当
冬
ハ

此
地
方
二

御
出
懸
ケ
ニ
モ
可
相
成
様
御
申
越
候
間、

其
後
待
居
候
得
共
何
之

御
沙
汰
も
無
之
候
間、

何
レ

当
年
早
々
ニ
ハ

御
出
二

可
相
成
哉
卜
楽
し
ミ
居
候、

ハ
、

種
々
之
感
情
ナ
キ
能
ハ
ス
、

貴
家
ニ
モ
御
老
母
様
初
御
一

統
御
恙
ナ
ク
新
年
ヲ
迎
ヘ
サ
セ
ラ
レ
ツ
事
卜
遥
察
奉
賀
候、

扱
昨
夏
中
ハ

小
生
等
両
人
共
参
上、

ニ

禿
筆
ヲ
把
リ
祝
詞
ヲ
陳
シ

貴
家
之
御
左
右
奉
伺
度
候、

候、

勿
々
頓
首

廿
一

年
一

月
三
日

恭
賀
新
年

353 

明
治
二
十
一

一

月
三
日

不
一

片
御
世
話
二

相
成
候
旨
実
二

鳴
謝
ス
ル
方
ナ
シ
ト
存
候、

新
年
ヲ
迎
フ
ル
ニ

際
シ

交
情
忘
ル
、

能
ハ
ス
、

荻

（
一

八

八

八
）

④
暴

福
士
成
豊

年

新
島

襄

扱
廿
年
も
勿
々
二

送
リ

又

廿
一

年
ヲ
迎
フ
ル
ニ

至
ル

乍
憚
御
老
母

様
御
令
閏
様
方
二

右
新
年
之
祝
詞
宜
シ
ク
御
開
陳
被
下
度
奉
仰

507 



〔
後
欠〕

年
始
状
ヲ
送
リ
タ
ル
人
ハ

左
之
如
シ

354 

福
士
成
豊
殿

〔
一

月
六
日

＊

 

新
島
公
義
〕

乍
憚
別
紙
新
年
之
カ
ー
ド
村
尾
氏
二

御
渡
し、

御
序
二

宜
シ
ク
御
致
声
被
下
度
奉
仰
候

愚
妻
よ
り
も
新
年
之
祝
詞
宜
シ
ク
申
上
候

上
州
上
原
春
朔、

久
居
之
信
徒
中、

東
京
神
田
淡
路
丁
二
丁
目
四
番
地
大
西
正
生、

北
桑
田
郡
大
野
村
河
原
林
義
雄、

東
京
上
六
番
丁
廿

番
地
三
枝
光
太
郎、

滋
賀
栗
田
郡
草
津
村
山
田
耕、

彦
根
京
町
沢
村
伝
次
郎、

添
上
郡
東
笹
鉾
町
西
久
保
米
吉、

東
京
京
橋
区
三
丁
目
間

堀
一

丁
目
四
番
地
柴
田
方
伊
達
直
知、

奈
良
久
保
村
善
一

郎
等
ナ
リ

江
州
草
津
ノ
高
田
義
助

⑤
森
中
章
光
写
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明治21年

其
後
ハ

存
外
之
御
不
音
申
上
候 、

＊

小
生
も
此
度
ハ

大
分
骨
折
候
得
共
其
傲
な
く 、

御
双
親
様
方
二

対
し
何
と
も
申
上
様
も
な
く 、

甚
困
却
仕
居
候

其
後
御
平
愈
之
よ
し
欣
賀
之
至
二

不
堪
候 、

何
卒
当
分
ハ

御
摂
養
専
一

生
等
之
御
忠
告
ヲ
一

切
耳
染
二

入
レ

賜
ハ
ス

、

九
州
さ
し
て
御
越
之
由
二

而
数
日
前
福
岡
迄
御
着
之
よ
し 、
或
ル
生
徒
へ

御
文
通
有
之
候 、

356 

一

月
六
日

明
治
廿
一

年
一

月
六
日

恭
賀
新
年

形

一

月
六
日

①
西
京
同
志
社

徳
富
猪
一

郎
②
群
馬
県
碓
氷
郡
原
市
村

又
新
年
二

入
リ

早
々
御
祝
詞
被
下
難
有
奉
鳴
謝
候 、

皆
々
様
二

宜
し
く
御
伝
言
被
下
度
奉
希
候

半
田
平
次
郎

②
東
京
赤
坂
区
榎
坂
五
番
地

ニ

有
之
度
奉
切
望
候 、

扱
御
同
様
二

心
配
致
候
健
次
郎
君
ニ
ハ

小

③
は
が
き

④
墨

③
簡
易
書
簡

④
墨

新
島

京
都
市
寺
町
丸
太
町
上
レ

襄
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拝
啓、

陳
者

今
回
我
等
同
志
社
現
在
社
員
相
会
シ、

社
員
増
加
之
事
二

付
相
談
仕、

東
京
二

於
テ
ハ

貴
兄
卜
小
崎
弘
道
君、

大
坂
二

於
テ

〔
補
只
力〕

宮
川
経
輝
君、

京
都
二

於
テ
「
事
実
ヲ
」

大
沢
善
助
君
へ

弊
社
々
員
二

御
加
入
之
義
御
依
頼
申
上
事
二

可
決
致
候、

連
署
之
上、

右
御
加

入
之
義
御
依
頼
申
上
候
間、

伏
而
御
承
諾
之
程
奉
仰
侯、

敬
白

明
治
廿
一

年
一

月
九
日

357 

猪
一

郎
兄

一

月
六
日

一

月
九
日

其
先
ハ
一

切
相
分
不
申
候

⑤
柏
木
義
円
写

湯
浅
治
郎

松
山
高
吉

印

伊
勢
時
雄

印

山
本
覚
馬

印

中
村
栄
助

印 襄

510 



明治21年

若
シ
ニ
十
日
廿
一

日
比
二

御
差
支
ナ
ク
ハ
、

二
十
日
早
朝
ョ
リ
同
人
出
張
可
仕
候
間
御
回
答
被
下
度
候、

此
ノ
十
四
日
同
志
社
全

校
ノ
猪
猟
有
之
候
由

来
ル
十
四
日
比
小
生
ヲ
貴
村
へ

御
招
被
下
候
処、

小
生
ハ

此
一

日
以
来
例
之
持
病
二

而
今
二

余
リ
他
出
も
出
来
兼
居
候
問、

小
生
代
人
ト

氏

シ
テ
同
志
社
之
教
員
金
森
圏
ヲ
差
上
度
候、

然
し
同
人
ハ

此
ノ
ニ
十
日
廿
一

日
比
ガ
好
都
合
ノ
由
被
申
候

358 

湯
浅
治
郎
殿

一

月
十
一

日

①
西
京

②
京
都
管
内
下
嵯
峨
村

③
は
が
き

⑥
日
付
は
表
書
に
よ
る
。

河
原
林
義
雄

尚

、々

社
員
ハ

十
二
名
マ
テ
増
加
之
積
二

候
間、

逐
テ
増
員
可
仕
候

⑤
複
写
（
河
原
林
孟
夫
氏
所
蔵
）

新
島

襄

印

511 



公
義
君

一

月
十
一

日

前
略
御
免
被
下
度
候、

陳
は
河
井
環
君
ニ
ハ

先
日
来
同
志
社
之
試
験
二

御
出
被
成
候
処、

算
術
二

而
ハ

落
第
相
成
候
問、

壱
年
第
二

期
ニ

御
加
入
ハ

難
相
成
候、

依
而
又
予
備
校
之
入
学
試
験
二

御
出
被
成、

昨
日
一

切
相
済、

大
沢
善
助
之
保
証
ヲ
得
テ
本
日
御
入
校
之
手
続
ハ

相
済
申
候、

乍
然
入
塾
ハ

当
時
満
員
二

而
中
々
相
叶
不
申
候
間、

加
藤
君
二

相
頼
申
候
処、

幸
二

壱
人
ノ
連
レ
カ
有
之
候
間
同
人
二

も
承

諾
致
呉
レ
、

本
日
午
後
拙
宅
ョ
リ
同
人
之
家
二

御
移
被
成
候
間、

此
段
河
井
君
迄
御
通
知
有
之
度
候、

先
日
環
君
御
来
車
之
節
ハ

御
土
産

被
下
候
を
鳴
謝
シ

被
下
度
候、

小
生
も
此
両
三
日
ハ

少
々
宜
し
き
方
な
り、

然
し
多
事
兎
角
人
々
力
相
談
二

来
ラ
レ
、

之、

病
人
ニ
ハ

少
し
手
あ
ま
し
申
候

却
説
山
城
国
相
楽
郡
上
狛
村
ノ
人
京
都
府
会
議
員
柳
沢
三
郎
君
二
、

兼
而
専
門
校
之
事
ヲ
依
頼
申
置
候
処、

数
日
前
来
状
有
之、

来
ル
十

四
日
午
后
第
一

時
二

上
狛
校
二

於
テ
有
志
家
ノ
集
会
ヲ
催
シ
、

専
門
校
之
事
二

付
演
説
シ

呉
レ
ヨ
ト
申
来
候
得
共、

小
生
未
夕
病
余
力
付

カ
ス
又
他
行
ハ

甚
覚
束
ナ
ク
候
間、

森
田
久
万
人
君
二

出
張
相
願
申
候
間、

何
卒
貴
君
ハ

奈
良
ョ
リ
御
出
張
ア
リ
十
四
日
ノ
午
后
第
一

時

前
迄
ニ
ハ

該
校
二

御
出
被
下
度
候、

尤
専
門
校
之
旨
趣、

同
志
社
始
末
等
ハ

森
田
君
二

差
上
可
申
候、

右
為
御
依
頼
如
此
也、

早
々
以
上

一

月
十
一

日

359 

⑤
森
中
章
光
写

新
島
公
義

迎

或
ハ

文
通
等
有
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明治21年

一

月
十
七
日

〔
助〗〕

中
村
栄
介
兄

田
中
数
之
助
君
よ
り
専
門
校
へ

御
寄
附
ト
シ
テ
三
十
円
御
送
附
之
分、

御
回
金
被
下
正
二

別
紙
之
通
落
掌
仕
候
也

360 

ニ
テ
面
会
致
個

一

月
十
七
日

④
墨

中
村
栄
助

新
島

襄

先
日
又
四
五
人
受
洗
人
有
之
侯
よ
し、

偏
二

天
父
二

感
箇
仕
居
侯、

上
狛
村
ハ

木
津
橋
ノ
北
数
丁
ノ
内
二
7
リ、

南
稲
八
妻
村
）

京
都
議
員
大
崎
官
次
郎
君
ハ

出
張
ア
リ
シ
カ、

御
尋
御
面
之
上
私
ョ
リ
宜
ッ
ク
申
上
候
由
御
通
知
有
之、

但
同
人
ニ
ハ

先
日
当
府

513 



八
重
ョ
リ
モ
宜
シ
ク、

小
生
モ
大
分
宜
シ
ク
相
成
候

公
義
君

一

月
十
七
日

過
日
ハ

端
書
一

葉
又
次
キ
貴
書
井
二
五
条
ヨ
リ
ノ
来
翰
拝
見
仕
候、

今
回
ノ
事
ハ

敢
而
此
方
ョ
リ
求
メ
シ
ニ
ア
ラ
ス、

右
様
先
方
ョ
リ
要

求
セ
シ
事
ナ
レ
ハ
、

如
何
二

監
督
二

権
柄
ア
ル
モ
我
力
組
合
会
ノ
運
動
迄
モ
差
止
ム
ル
ノ
権
カ
ハ
ア
ル
マ
ジ
ト
存
候、

有
志
家
ョ
リ
ノ
招
キ
ニ

応
シ
参
リ
タ
ル
ノ`
、`
卜
解
明
ノ
ミ
ニ
テ
充
分
ナ
リ
ト
存
候、

今
回
ノ
事
ハ

彼
是
先
方
卜
問
答
セ
サ
ル
ニ

如
カ
ス、

若
シ
ャ
カ
マ
シ
ク
申
候
ハ
、

五
条
ヨ
リ
招
キ
呉
候
問、

其
招
キ
ニ

応
シ
タ
ル
ノ
ミ
ト
御
答
ア
リ、

ハ

辞
ス
ル
ヤ
否
ト
ダ
メ
ヲ
オ
シ
テ
モ
可
ナ
リ
ト
存
候、

然
シ
可
出
来
丈
ヶ
平
穏
二

事
ヲ
取
計
ヒ
、

只
我
力
輩
自
由
ノ
運
動
ノ
妨
ヲ
受
ケ
サ

ル
ノ
ミ
ニ
ス
ル
カ
上
策
ナ
ラ
ン
カ、

貴
君
御
出
張
ノ
事
ハ

飽
迄
モ
賛
成
申
候
也

一

月
十
七
日

361 

⑤
森
中
章
光
写

新
島
公
義

新
島

襄

且
費
君
ハ

彼
地
ノ

且
貴
会
ニ
モ
右
様
ノ
招
キ
ア
ル
ト
キ
ニ

0

0

 0

 

0

 

若
し
伝
道
費
用
二

不
足
ア
リ
テ
意
ノ
如
ク
ナ
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ

御
遠
慮
ナ
ク
御
申
越
ア
レ
、

小
生
ハ

是
非
笠
成
致
度
候

514 



明治21年

363 

五
年
生諸
君御
中

一

月
廿
二
日

%2 

一

月
二
十
二
日

一

月
二
十
三
日

此
度
は
北
丹
波
二

御
苦
労
相
願
ヒ、

御
蔭
二
よ
り
非
常
二

都
合
よ
ろ
し
き
よ
し
重
々
御
礼
申
上
候、

弥
同
志
社
々
員
集
会
ハ

明
廿
四
日
之

午
后
一

時
ョ
リ
相
開
候
得
共、

費
兄
二

何
ニ
モ
御
差
支
ハ

有
之
間
敷
や
御
尋
申
上
候、

＊＊
 

卜
申
人
当
地
二

被
参、

多
分
本
日
ハ

該
道
御
雇
人
之
外
人
メ
ッ
ク
氏
同
行
二

而
疏
水
工
事
拝
観
二

可
罷
出
候
間、

諸
事
宜
し
く
御
頼
申
上

④
墨

中
村
栄
助

一

昨
日
小
生
之
旧
友
北
海
道
札
幌
出
仕
福
士
成
豊

①
西
京
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
百
四
拾
番
地

同
志
社
五
年
生

④
毛
筆
（
赤
イ
ソ
ク
）

今
晩
五
年
生
之
諸
君
へ
鹿
菓
呈
し
度
存
候
間、

晩
餐
後
よ
り
御
都
合
な
し
被
下
御
出
之
程
奉
希
候、

早
々
頓
首

新
島

襄

515 



教
員
モ
ニ
三
名
ハ

来
会
可
仕
候

364 

〔

力
〗l

候、

先
日
山
本
ョ
リ
御
依
頼
候
事
ハ

何
ニ
カ
都
合
出
来
候
由
二

而、

今
回
ハ

先
御
断
申
上
候
段
申
来
候、

右
得
貴
意、

早
々
頓
首

一

月
二
十
七
日

〔

賄
〕

明
廿
八
日
朝
八
時
臨
時
同
志
社
々
員〔
会〕
ヲ
開
度
候
間、

伏
而
拙
宅
へ

御
来
会
ヲ
希
候、

尤
相
談
ハ

財
方
方
法
如
何
ヲ
決
定
仕
候
事
二

候、

殊
ニ
ョ
リ
大
沢
ノ
家
二

来
会
カ
モ
不
被
計
候
間、

一

寸
同
家
へ

御
立
ョ
リ
〔
被〕
下
度
候

①
寺
丁
丸
太
丁

②
京
都
府
下
五
条
橋
東
二
丁
目

③
は
が
き

④
昼

⑥
日
付
は
消
印

（
京
都）

に
よ
る
。

中
村
栄
助

一

月
廿
三
日

G

助〕

中
村
栄
介
兄

新
し
ま
襄

516 



明治21年

ネ
ス
ヲ
漸
々
消
失
ス
ル
ニ
ア
ラ
ン
ト

貴
命
二

従
ヒ
一

致
ノ
ス
ケ
シ
ュ
ー
ル
ニ

幾
分
力
小
生
ノ
意
見
ヲ
加
へ

度
候
得
共、

聞
ク
所
ニ
ョ
レ
ハ

其
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ハ

已
二

東
京
二

回

ハ
リ
シ
ョ
リ
グ
リ
ー
ソ
氏
力
幾
分
カ
ノ
意
見
ヲ
加
ヘ
タ
ル
上
小
生
方
へ

廻
ハ
リ
参
候
得
共、

僅
カ
―

二
時
程
モ
見
ル
時
間
ハ

ナ
ク
何
ト
モ

致
方
ナ
ク、

何
ニ
カ
至
急
返
ヘ
セ
ト
申
ス
事
ニ
テ
取
戻
サ
レ
候、

小
生
等
コ
ン
ミ
テ
ー
ニ

非
サ
レ
ハ

意
見
ヲ
加
フ
ル
訳
二

参
ラ
ス、

不
同

意
乍
ラ
モ
其
ノ
儘
ニ

ナ
シ
置
キ
申
候、

何
レ
教
会
へ

下
附
セ
ラ
レ
タ
ル
后
意
見
ヲ
陳
フ
ル
ノ
折
ヲ
得
ベ
シ
ト
待
居
候
次
第

先
日
ク
ラ
ー
ク
先
生
ョ
リ
ノ
来
状
ニ
ョ
レ
ハ

同
氏
ハ
オ
ー
ガ
ニ
ク
ユ
ニ
ョ
ン
ハ

甚
不
同
意
ヲ
表
セ
ラ
レ
ク
リ、

ヽ

ナ
リ

ニ

於
テ
モ
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ナ
ル
会
卜。
フ
レ
シ
ベ
テ
リ
ヤ
ン
ト
合
シ
タ
ル
上
ハ
プ
レ
シ
ベ
テ
リ
ア
ン
会
二

属
ス
ル
モ
ノ
ト
ナ
リ
タ
レ
ハ

〔
到〕

又
デ
ヴ
ィ
ス
氏
ガ
今
回
グ
リ
ー
ン
氏
ノ
跡
二

委
員
ヲ
命
セ
ラ
レ
タ
リ
シ
ガ、

氏
ハ

右
様
ノ
ユ
ニ
ョ
ン
ハ

倒
底
己
レ
ノ
良
心
二

照
シ

ヽ

ナ
リ

②
東
京
麹
町
区
下
二
番
丁
三
十
番
地

ソ
ハ

他
ナ
シ
、

已
二

米
国

小
生
ノ
意
見
ハ

他
ニ
ア
ラ
ス、

飽
マ
デ
モ
各
教
会
ガ
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
セ
ル
フ
コ
ン。
フ
リ
ー
ト
ネ
ス
ヲ
失
ハ
サ
ル
様
二

致
シ
度
積

〔
厭〗
l

万
一

此
聯
合
ニ
ョ
リ
漸
々
自
治
ノ
精
神
ヲ
失
フ
ノ
傾
向
ア
ル
ト
見
ナ
セ
ハ

小
生
ハ

甚
不
袈
成
二

候
得
は、

我
力
自
由
ヲ
失
フ
モ
圧

ハ
ス
シ
テ
一

致
ス
ル
ニ
ハ

及
ハ
ス
ト
存
候、

小
生
ノ
只
恐
ル
、

所
ハ

此
ノ
一

致
ニ
ョ
リ
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
セ
ル
フ
コ
ン
プ
リ
ー
ト

賛
成
成
リ
難
ケ
レ
バ
ト
テ
之
ヲ
固
辞
ッ
タ
リ
キ

365 

一

月
二
十
八
日

①
京
都
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
町
百
四
拾
番
地

④
星

小
崎
弘
迅
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其
後
北
堂
様
ノ
御
病
気
ハ

如
何、

何
卒
御
大
切
二

被
遊
度
候、

小
生
ノ
視
察
ス
ル
所
ニ
ョ
レ
ハ
、

我
力
組
合
会
ノ
中
ニ
モ
何
ニ
ト

ナ
ク
寡
人
政
府
主
義
ヲ
賛
助
ス
ル
モ
ノ
カ
ア
リ
ハ
セ
ヌ
カ
ト
少
々
心
配
仕
居
候

小
崎
弘
道
兄

一

月
廿
八
日

来
西
ノ
上
線
々
御
相
談
可
仕
候、

右
は
貴
答
迄、

頓
首

新
し
ま
襄

兎

牧
師
長
老
又
ハ

執
事
ナ
ド
ニ
ハ

何
角
権
柄
ノ
帰
シ
易
キ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、

所
謂
セ
ッ
シ
ョ
ン
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
作
リ
テ

教
会
ヲ

治
メ
シ
ム
レ

ハ
、

随
分
治
メ
易
キ
弁
利
ハ
ア
ル
カ
ハ

知
ラ
サ
レ
ト
モ、

教
会
員
ノ
セ
ル
フ
・

イ
ソ
ト
レ
ス
ト
ヲ
失
フ
ハ

必
然
卜
言
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
、

数

十
年
数
百
年
ノ
後
ニ
ハ

必
ラ
ス
任
他
主
義
ノ
教
会
ヲ
我
力
東
洋
二

作
リ
出
ス
ベ
キ
ハ

鏡
二

懸
テ
見
ル
ヘ
シ
ト
存
候、

予
ハ

教
会
二

於
テ
飽

マ
デ
モ
平
民
主
義
ヲ
取
ル
モ
ノ
ナ
リ、

寡
人
政
府
主
義
ハ

他
年
我
力
東
洋
ヲ
益
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
事
ヲ
確
信
仕
居
候

一

致
ノ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
ニ
ョ
リ
テ
ハ

小
生
ハ

如
何
ナ
ル
方
針
ヲ
取
ル
ベ
キ
ャ、

今
日
ハ

未
夕
知
リ
不
申
候
得
共、

万
一

良
心
ノ
好
シ
ト

セ
サ
ル
所
ア
レ
ハ

小
生
ハ

脱
会
ス
ル
モ
難
計
候、

同
志
社
ノ
相
談
ハ

先
日
委
員
会
ニ
テ
先
ツ
会
計
ヲ
引
受
ク
ル
事
二

取
極
申
候、

何
レ
御
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明治21年

検
査
規
定
ナ
ル
モ
ノ
先
日
来
相
尋
候
得
共
何
分
見
出
し
兼
候
間、

多
分
グ
リ
ー
ン
氏
二

相
貸
し
候
事
カ
ト
モ
存
候、

右
紛
失
二

至
候
は
甚

不
都
合
之
至、

何
卒
御
海
容
被
下
度
候、

区
長
二

は
一

昨
朝
白
藤
氏
同
行
一

応
招
介
仕
置
候、

万
一

徳
万
丁
之
家
二

付
紛
々
有
之
候
ハ
、

高
木
氏
二

御
面
談
被
下
候
方
力
片
付
可
申
候、

然
し
区
長
殿
へ

も
是
非
白
藤
氏
ノ
手
二

渡
し
度
旨
被
申
居
候、

右
賓
答
迄、

勿
々
頓
首

尚

、々
367 

二
月
二
日

〔

助
〕

中
村
栄
介
兄

二
月
三
日

⑤
森
中
章
光
写

〔

製
〕

五
条
之
伝
道
ハ

甚
大
切
二

候
間、

葛
岡
二

も
精
々
励
強
被
致
候
様
仕
度
候、

何
レ
監
督
ニ
ハ

非
常
之
カ
ヲ
尽
シ
防
禁
ノ
策

新
島
公
義

新
し
ま
狸

商
工
銀
行
ノ
小
切
手
正
二

落
手
候
也
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日

中
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栄
助④
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ハ

充
分
御
談
置
被
下
度
候
也

ヲ
可
施
候
間、

何
卒
有
志
家
ニ
ハ

自
治
主
義
ノ
事
ヲ
克
ク
承
知
セ
シ
メ、

充
分
ノ
団
結
ヲ
被
致
候
様
御
取
計
有
之
度
候

去
月
十
七
日
之
端
書
已
二

落
手
致
し
勿
々
御
回
答
可
致
筈
之
処
大
二

延
引
二

及
候、

扱
先
日
宮
川
氏
二

専
門
校
之
事
相
頼
申
候
処、

決
而

イ
ナ
ミ
ハ

不
申
候
得
共、

格
別
其
之
為
二

奔
走
す
る
と
ハ

申
さ
す、

同
氏
ハ

泰
西
学
館
井
女
学
校
之
事
も
有
之
候
ハ

、

多
分
ヒ
カ
ヘ
メ
な

ら
ん
と
存
候、

依
而
貴
君
も
し
も
御
出
張
被
下
候
事
ナ
レ
バ
先
ッ
岡
崎
迄
一

書
ヲ
出
し、

何
ッ
比
出
頭
ス
ル
ガ
宜
シ
キ
カ
予
メ
御
相
談
あ

り、

其
上
二

而
御
出
張
あ
り
て
ハ

如
何r

幸
二

此
ノ
八
日
比
二

東
京
伊
セ、

小
崎、

湯
浅
之
三
氏
モ
例
之
一

致
ノ
事
二

付
出
張
セ
ラ
ル
ベ

ク
候
間、

殊
二

よ
り
候
ハ
、

小
生
も
大
阪
迄
出
張
致
し
度
存
居
候、

間、

今
少
し
御
ヒ
カ
ヘ

被
下
度
候、

何
レ
又
々
御
文
通
可
致
候、

近
頃
奈
良
近
傍
之
伝
道
ハ

如
何、

伝
道
費
二

御
不
都
合
ナ
レ
ハ

何
時
デ

モ
御
知
セ
被
下
度
候
也

二
月――一
日

若
し

貴
君
御
出
張
ノ
事
ハ

其
ノ
後
ノ
事
ガ
ヨ
カ
ル
ベ
シ
ト
モ
存
候

若
シ
小
生
も
出
張
不
相
成、

随
而
東
京
よ
り
之―――
氏
も
別
二

仕
事
ハ

出
来
不
申
候
ハ
ヽ
、

何
卒
奈
良
ョ
リ
御
出
発、

岡
崎
□
□
ニ

公
義
君

新
島

襄
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朗治21年

二
月
十
日

〔
会
計
〕

本
日
ベ
レ
ー
氏
二

面
会
候
処、

高
松
氏
ヲ
看
病
婦
附
属
之
病
院
井
学
校
等
之
書
記
計
会
等
二

相
用
ヒ
度
旨
被
申
候
間、

何
レ
貴
兄
卜
御
相

談
申
上
候
上、

何
ニ
ト
カ
決
断
可
仕
卜
申
置
キ、

又
府
下
二

於
而
貴
兄
二

代
リ
集
金
之
為
奔
走
セ
シ
メ
テ
ハ

如
何
ト
モ
被
申
候
間、

是
は

書
記
計
会
之
職
分
ト
ハ

全
ク
別
之
事
ニ

ナ
シ
テ、

集
金
之
高
之
何
ン
割
ヲ
以
其
酬
報
ト
ナ
ス
事
ニ

ナ
シ
置
キ
タ
ラ
ハ

何
ニ
モ
差
支
ハ

有
之

間
敷
候、

尤
モ
此
レ
ハ
ベ
レ
ー
氏
ノ
意
見
ナ
リ、

今
掘
狂
院
二

奉
職
被
致
候
ト
モ
一

日
ニ
―＿一
四
時
間
右
集
金
之
為
奔
走
出
来
候
ハ
ヽ
、

直

ニ

依
頼
申
候
而
は
如
何、

而
シ
テ
書
記
計
会
等
之
事
ハ

他
日
二

相
頼
ム
事
ニ

ナ
シ
候
而
は
如
何、

此
辺
之
所
御
相
談
仕
度、

如
此
候
也

二
月
十
日

中
村
栄
助
兄

万
一

上
京
辺
二

御
越
之
際
一

寸
徹
宅
へ

御
立
寄
被
下
候
ハ
、

幸
甚
之
至
二

不
堪
候

368 
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中
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栄
助
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370 

二
月
十
九
日

今
夕
同
志
社
之
前
途
二

関
し
棲
々
御
相
談
申
上
度、

御
都
合
相
叶
候
ハ
、

御
食
後
御
光
来
被
下
度
奉
希
候
也

二

月
十
九
日

森
田
久
万
人
兄

二
月
二
十
五
日

*
＊

n
動
U

白
藤
君
病
院
之
事
二

付
御
相
談
申
上
度
存
し、

原
氏
結
婚
之
後
一

寸
運
働
芳
参
上
仕
候
処、

徊
留
守
二

而
拝
眉
を
不
得、

依
而
一

筆
相
認

加
藤
勇
次
郎
兄

369 

④
墨

中
村
栄
助

浮
田
兄
ニ
ハ

別
二

序
有
之
使
を
差
出
置
申
候

⑤
森
中
章
光
写

＊

 

森
田
久
万
人
・

加
藤
勇
次
郎

新
島

襄
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明治21年

敬
テ
書
ヲ
我
力
組
合
会
聯
合
委
員
各
位
ノ
下
二

呈
ス
、

小
弟
兄
等
力
近
々
大
坂
二

会
シ
正
二

聯
合
相
談
ノ
結
局
ヲ
企
テ
ラ
ル
、

卜
聞
キ、

梢
榔
見
ヲ
吐
露
シ
兄
等
ノ
参
考
二

供
セ
ン
ト
欲
ス
レ
、

兄
等
幸
ニ
一

覧
ヲ
垂
賜
ヘ

抑
一

致
会
卜
我
力
組
合
会
力
聯
合
ヲ
企
テ
シ
ハ

数
年
前
ノ
事
ナ
リ
シ
カ、

〔
表
紙〗〕

「
草
案」

中
村
兄

371 

二
月

度
候
間、

御
光
来
之
程
奉
仰
候、

二
月
廿
五
日

④
墨

＊

 

組
合
会
両
会
聯
合
相
談
委
員

相
談

一

時
ハ

其
ノ
企
テ
モ

殆
卜
消
滅
二

属
シ
タ
ル

ノ

有

様
ナ
リ
シ

重
ヽ

»
ヽ

め
代
舌
二

仕
侯

白
藤
よ
り
未
ク
弥
自
己
之
名
義
（
翻
芸
咄
豆～）

二

而
病
院
を
被
設
候
哉、

未
ク
確
答
無
之
候、

然
し
先
日
申
置
候
様
二

相
成
候
外、

別
二

良

工
夫
ハ

無
之
事
と
奉
存
候、

小
生
卜
金
森
同
行
二

而
米
国
行
之
事
ハ

御
賛
成
被
下
候
由、

右
二

付
委
社
員
之
集
会
相
催
し
度、

来
週
ノ
火

曜
日
ノ
タ
七
時
之
積
二

候、

然
し
デ
ウ
ィ
ス
氏
ノ
都
合
ニ
ョ
ラ
ハ

月
曜
日
ノ
タ
二

相
成
候
哉
と
も
存
候、

何
卒
此
両
タ
ノ
内
二

集
会
相
開

又
其
節
同
志
社
食
堂
之
事
も
充
分
二

御
相
談
申
上
度
候、

右
用
事
迄、

勿
々
頓
首

新
島

拝
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ニ
、

昨
年
東
京
二
於
テ
同
盟
会
開
設
ノ
比、

両
会
ト
モ
此
ノ
聯
合
ノ
企
ヲ
再
議
シ
テ
ヨ
リ
事
今
日
二
至
ル
ヲ
得
タ
ル
ハ
、

或
ハ
真
神
摂
理

七
サ
ル

ノ
誘
導
ョ
リ
生
ス
ル
モ
計
難
ケ
レ
ハ
、

小
弟
ハ
最
早
之
ヲ
黙
々
二
附
シ
再
ヒ
喋
々
ヲ
要
セ
サ
ル
モ
ベ
シ
ト
幾
回
力
思
考
シ
幾
度
モ
断
念
セ

»ヽ
»ヽ
奮ヽ
»ヽ
‘‘
>‘

シ
ニ
、

老
婆
心
ノ
余
焙
尚
胸
中
二
存
ス
ル
ア
リ
テ
之
ヲ
抑
圧
ス
ル
ニ
堪
ヘ
サ
レ
ハ
、

弦
二
禿
筆
ヲ
把
リ
何
ノ
憚
ル
所
モ
ナ
ク
榔
見
ヲ
開
陳

セ
ン、

小
弟
不
幸
ニ
シ
テ
病
ニ
カ
、
リ
昨
年
東
京
二
於
テ
開
カ
レ
タ
ル
両
会
聯
合
ノ
相
談
二
加
ハ
ル
ノ
機
ヲ
得
サ
リ
シ
ニ
ョ
リ、

其
ノ
内

ラ

情
実
況
ヲ
熟
知
ス
ル
ヲ
得
ス、

随
テ
事
実
ヲ
洞
察
セ
サ
ル
ノ
恐
ア
レ
ハ
、

兄
等
ニ
ハ
小
弟
ノ
杞
憂
ノ
甚
キ
ヲ
冷
笑
セ
サ
ル
、
ヤ
ハ
難
計
ケ

レ
ト
モ、

此
ノ
聯
合
ノ
事
タ
ル
決
シ
テ
少
々
ノ
事
二
非
ラ
ス、

此
ノ
一

挙
我
力
将
来
ノ
教
会
ノ
進
歩
如
何
二
大
関
係
ヲ
有
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ

〔
率〕

レ
ハ
、

吾
人
宜
シ
ク
軽
卒
二
之
ヲ
可
否
ス
ヘ
カ
ラ
ス、

又
我
力
教
会
中
僅
々
タ
ル
牧
師
輩
ノ
外、

直
二
此
ノ
大
事
二
係
ハ
ル
ノ
人
物
モ
少

ケ
レ
ハ
、

万
一

此
ノ
聯
合
力
成
就
ス
ル
ニ
至
ル
ヲ
得
ハ
、

此
ノ
聯
合
ハ
即
チ
兄
等
ノ
手
二
依
テ
就
レ
リ
ト
云
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス、

然
レ
ハ

今

回
兄
等
ノ
責
任
ノ
重
且
大
ナ
ル
ハ

申
迄
モ
ナ
キ
事
ニ
シ
テ、

遠
久
ノ
策
ヲ
立
ラ
ル
、
ナ
レ、

又
所
謂
近
眼
ノ
仕
事
ヲ
為
サ
ル
、
ナ
レ、

或

ハ
万
世
不
朽
ノ
基
礎
ヲ
置
カ
ル
、
ナ
レ
、

又
他
年
無
気
力
無
精
神
ノ
種
子
ヲ
播
カ
ル
、
ナ
レ
、

或
ハ
独
立
自
治
ノ
教
会
ヲ
起
サ
ル
、
ナ
レ
、

又
干
渉
任
他
ノ
教
会
ヲ
立
ラ
ル
、
ナ
レ、

我
力
日
本
教
会
将
来
ノ
運
命
ハ
多
少
此
ノ
聯
合
ノ
結
果
如
何
二
関
ス
ベ
ケ
レ
ハ
、

〔
些〕

ハ
兄
等
ニ
モ
只
眼
前
二
横
ハ
ル
差
少
ノ
情
実
ノ
為
二
動
カ
サ
レ
ス、

又
別
段
意
ト
ス
ル
ニ
モ
足
ラ
サ
ル
両
会
間
ペ
テ
ー
・
コ
ン
フ
レ
ク
ト

〔
朱
丸•
以
下
同〕
④
④

ナ
ド
ノ
為
二
苦
慮
セ
ラ
レ
ス、

静
カ
ニ
我
力
取
ル
所
ノ
主
義
如
何
二
着
目
セ
ラ
レ
探
窮
二
探
窮
ヲ
加
へ
、

実
験
二
実
験
ヲ
添
へ
、

エ
風
ニ

工
風
ヲ
回
ラ
シ、

遠
ク
ハ
古
代
ノ
教
会
史
二
遡
リ
其
ノ
得
失
ヲ
洞
視
シ、

近
ク
ハ
近
世
諸
教
派
ノ
生
セ
シ
所
ノ
原
因
卜
其
ノ
長
短
如
何
ヲ

比
較
商
盤
屯
ウ
ゥ‘

之
ヲ
執
リ
彼
ヲ
捨
テ
尤
モ
我
力
日
本
教
会
将
来
ノ
進
歩
ヲ
助
ク
ヘ
キ
所
ヲ
採
用
ア
リ
賜
ハ
ヽ
、

小
弟
翡
ノ
尤
モ
満
足

ニ
堪
ヘ
サ
ル
所
ナ
リ

小
弟
窃
カ
ニ
イ
ソ
プ
リ
ー
氏
J
元
稿
ニ
ッ
テ
グ
リ
ー
ソ
氏
力
加
筆
セ
ラ
レ
ク
ル
欝
合
J
草
案
ヲ
見
ル
ニ
、

第
一
―一

我
ヵ
執
ル
所
J
自
治
主

仰
キ
願
ク
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明治21年

義
ハ

言
外
二
7
ル
カ
ハ

知
ラ
サ
レ
〔
卜〕
モ、

自
カ
ラ
其
／
跡
ヲ
カ
ク
ッ
外
面
二

顕
ハ
ル
、
所�
ハ
、

少
ッ
ク
モ
デ
ー
フ
ァ
ー
ド
サ
＞
ク
ル
一

恰

致
教
会
ノ
政
治
卜
云
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス、

若
シ
此
ノ
体
裁
ヲ
以
テ
聯
合
ス
ル
ニ

至
ラ
ハ
、

目
ヵ
モ
家
格
ノ
ナ
キ
家
ノ
一

少
女
（
畑
炉
稚
胆
～）

カ

家
格
ノ
厳
重
ナ
ル
一

家
二

嫁
シ
行
ク
ノ
貌
ナ
リ、

此
ノ
少
女
一

代
ダ
ケ
ハ

自
治
ノ
元
気
ヲ
其
ノ
家
内
二

吹
キ
込`
、`
得
ル
モ、

元
来
其
ノ
自

q

護〕

治
ヲ
養
成
保
獲
ス
ル
ノ
助
ケ
ナ
ケ
レ
ハ
、

其
ノ
子
々
孫
々
迄
モ
永
ク
自
治
ノ
元
気
ヲ
遺
伝
セ
シ
ム
ル
ヤ
否
ハ

決
シ
テ
保
証
ス
ヘ

カ
ラ
ス、

云
ハ
ソ

兄
等
ハ

此
ノ
一

点
二

付
キ
何
等
ノ
思
考
ヲ
回
ラ
シ
賜
フ
ヤ、

彼
ノ
一

致
会
ノ
兄
弟
ハ

該
我
力
会
ハ

代
議
政
体
ナ
リ
ト、

小
弟
ハ

日
ハ
ン
該

ノ

主
義

会
ハ

吾
人
ノ
執
ル
所
ノ
教
会
政
治
即
チ
共
和
政
治
卜
異
ニ
シ
テ、

貴
族
政
治
即
チ
寡
人
政
治
卜
云
ハ
サ
ル
ベ

カ
ラ
ス、

彼
ノ
草
案
ノ
如
キ

ハ

殆
卜
共
和
政
治
ノ
体
裁
ヲ
脱
却
シ
テ
公
然
寡
人
政
治
ノ
表
門
二

入
ラ
ン
ト
ス
ル
ノ
有
様
タ
ル
ヲ
免
カ
レ
サ
ル
ベ
シ

第
二
委
員
中
聯
合
ノ
協
議
調
ヒ
タ
ル
上
ハ

如
何
シ
テ
之
ヲ
決
行
シ
得
ヘ
キ
ャ、

即
チ
之
ヲ
各
教
会
二

計
リ
其
ノ

可
否
如
何
ニ

ョ
リ
ナ
ラ

ソ
、

然
ル
ニ

今
ノ
教
会
ノ
実
況
ヲ
見
ル
ニ
、

我
力
教
会
中
ノ
兄
弟
ハ

漠
々
不
問
ノ
中
二

自
治
ノ
空
気
ハ

呼
吸
シ
得
ル
モ、

是
迄
吾
人
ノ
執

テ
最
モ
費
重
ト
ス
ル
所
ノ
自
治
主
義
ヲ
保
獲
防
禦
シ
之
ヲ
決
行
セ
シ
ム
ル
ノ
良
法
如
何
二

付
キ
テ
ハ
、

別
段
ノ
規
則
モ
ナ
ク
特
別
ノ
葉
陶

0

0

0

 

モ
ナ
キ
カ
如
ク
ニ

見
受
ケ
タ
レ
ハ
、

又
牧
師
方
ノ
内
ニ
モ
福
音
ヲ
伝
フ
ル
ニ

甚
熱
心
ナ
ル
モ
、

教
会
政
治
如
何
二

至
リ
テ
ハ

随
分
無
鈍
着

»
ヽ

慟
｀

千
万
ナ
ル
モ
ノ
、

如
シ
、

此
レ
ハ
一

方
ョ
リ
見
レ
ハ

実
二

賞
歎
二

堪
ヘ
サ
ル
所
ア
ル
モ、

今
回
ノ
如
ク
会
治
二

熟
練
シ
規
則
ノ
周
密
ナ
ル

〔
到〕

一

致
教
会
卜
聯
合
ヲ
計
ル
ニ

至
時
機
二

臨
マ
ハ
、

倒
底
其
ノ
主
義
ノ
存
ス
ル
所
ヲ
講
明
セ
サ
ル
ベ

カ
ラ
ス、

然
ラ
ハ

何
人
ガ
之
ヲ
講
明
ス

〔
朱
点•
以
下
同〕
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ヘ

キ
ソ、

只
委
員
僅
々
ノ
人
二

限
ル
ヘ
キ
カ、

将
夕
牧
師
執
事
数
輩
二

限
ル
ヘ
キ
カ、

否
教
会
員
モ
亦
我
力
政
治
如
何
ヲ
講
明
自
得
セ
サ

、
、
、
、
、

ル
ベ

カ
ラ
ス
、

万
一

今
ノ
実
況
ノ
マ
、
二

捨
置
キ
テ
直
二

委
員
ョ
リ
相
談
ノ
結
果
ヲ
示
サ
ン
ニ
、

教
会
員
ハ
サ
テ
オ
キ、

牧
師
執
事
等
ノ

〔
率〕

十
中
八
九
ハ

必
ラ
ス
云
ハ
ン
、

我
力
会
ノ
錦
々
タ
ル
卒
先
者
ナ
ル
松
山、

伊
勢、

小
崎、

宮
川、

海
老
名、

金
森
諸
兄
ノ
千
慮
万
思
反
復

商
量
シ
テ
可
ト
ス
ル
所
ハ
、

将
来
必
ラ
ス
我
力
教
会
ヲ
神
益
ス
ル
疑
ス
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
、

之
ヲ
茂
成
ス
ヘ
シ
ト、

又
教
会
員
ハ

我
力
会
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セ
ラ
ル

〔
ィ〕

将
来
ノ
自
由
ヲ
減
殺
ス
ヘ
キ
ャ
否、

又
教
会
政
治
ノ
何
ッ
カ
銘
々
ノ
手
ョ
リ
剥
奪
セ
ラ
レ
テ
漸
々
上
流
人
ノ
掌
握
内
二

帰
ス
ル
ヤ
否
ノ
問

題
ハ
サ
テ
オ
キ、

冥
々
漠
々
ノ
裏
ニ
ア
リ
立
テ
此
ノ
聯
合
ヲ
賛
成
ス
ト
云
ハ
ン
、

然
レ
ハ

此
ノ
聯
合
ハ

数
月
ヲ
出
ス
シ
テ
成
功
二

至
ル
ヘ

扱
表
面
ョ
リ
見
レ
ハ

如
斯
聯
合
ノ
速
二

成
功
二

至
ル
ヘ
キ
ハ

実
二

結
構
ナ
ル
モ
、

裏
面
ョ
リ
静
二

之
ヲ
観
察
シ
聯
合
相
談
ノ
生
セ
シ
所
ノ

〔
朱
線〕

モ
ー
テ
ィ
ヴ
ト、

今
日
迄
二

運
ヒ
来
タ
ル
経
歴、

殊
二

草
案
等
ハ

外
国
人
ノ
手
二

成
リ
タ
ル
始
末
云
々
ノ
事
柄
マ
デ
モ
論
ス
レ
ハ
、

或
ハ

識
者
ノ
笑
ヲ
引
キ
得
サ
ル
モ
保
証
ス
ヘ
カ
ラ
ス悴

未
夕

今
ノ
有
様
ニ
テ
聯
合
二

至
テ
ハ

恰
モ
其
ノ
息
子
又
ハ

娘
ノ
為
二

親
共
力
結
婚
ノ
相
談
ヲ
ナ
シ
、

初
メ
テ
実
二

分
別
モ
ナ
キ
少
年
翡
二

承
知

、
、
、
、
、
、
、

®

®

セ
シ
メ
遂
二

結
婚
セ
シ
ム
ル
ノ
類
二

斉
ク
シ
テ、

西
洋
二

行
ハ
ル
、

青
年
自
己
相
談
ノ
結
婚
ト
ハ

遥
二

異
ナ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ

得
サ
ル
ベ
カ
ラ
ス

レ
カ

第
三
ニ
ハ

主
義
ノ
相
違
シ
タ
ル
両
会
ノ
合
併
ナ
レ
ハ

倒
底
程
ョ
ク
相
談
ハ

出
来
難
ク、

何
レ
ノ
主
義
力
早
晩
勝
利
ヲ
取
ル
カ、

又
何
ッ
カ

敗
失
破
ヲ
取
ラ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ス
、

醤
ヘ
ハ
ニ
疋
ノ
羊
カ
一

本
橋
ノ
上
二

互
二

相
逢
フ
タ
ル
ノ
類
ニ
シ
テ、

互
二

相
ョ
ケ
テ
過
ク
ル
能
ハ
ス
、

早
晩
一

疋
力
他
ノ
一

疋
ヲ
水
中
二

落
サ
、
ル
ベ
カ
ラ
ス
、

是
レ
取
リ
モ
直
サ
ス
独
木
橋
頭
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

ネ
ー
チ
ュ
ア
ノ
相
会
ス
ル
事
ナ

レ
ハ

ナ
リ、

兄
等
ニ
ハ

定
メ
テ

此
ノ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

ネ
ー
チ
ュ
ル
ヲ
仕
用
ス
ル
ノ
良
法
ヲ
発
見
セ
ラ
ル
、

ナ
ラ
ン
エ
風
セ
ラ
レ
シ
ナ
ラ

»ヽ
»ヽ
�
»
,`
＊ヽ
»ヽ
»ヽ
»ヽラ
ソ
ニ

ョ
リ

ソ、

小
弟
ハ

其
ノ
良
法
ヲ
発
見
セ
サ
ル
ヲ
苦
ム
ナ
リ、

仮
令
ヒ
絃
二

此
両
会
カ
一

ノ
伝
道
会
社
ヲ
組
織
ス
ル
ニ

至
リ、

両
会
二

投
金
シ
両

会
ヨ
リ
伝
道
者
ヲ
派
述
ス
ル
ニ
、

万
一

伝
道
者
中
組
合
会
ノ
主
義
ヲ
取
ル
多
ク
シ
テ、

其
ノ
伝
道
前
二

教
会
ヲ
立
ツ
ル
ニ

当
リ
其
ノ
教
会

力
続
々
我
力
自
治
主
義
ヲ
取
ル
ト
仮
想
セ
ソ
ニ
、

伝
道
会
社
中
又
聯
合
教
会
中
他
ノ
主
義
ヲ
取
ラ
ル
、
モ
ノ
ハ

恐
ク
ハ

之
ヲ
快
ト
セ
サ
ル

ベ
ッ、

然
ル
ト
キ
其
ノ
兄
弟
等
ハ

例
ノ
ヒ
ュ
ー
マ
ソ
・

ネ
ー
チ
ュ
ア
ヲ
惹
出
サ
、
ル
ヤ、

又
暗
々
裏、

否
朋
々
裏
二

両
会
ノ
競
争
ヲ
試`
‘‘

山
サ
、
ル
ヤ、

小
弟・
ハ

如
期
両
会
競
争
ヲ
予
防
ス
ル
ノ
良
策
ナ
キ
ニ

苦`

、ヽ

是
ョ
リ
兄
等
二

付
キ
其
／
良
法
ヲ
学
ハ
ソ
ト
欲
ス
ル
ナ
リ

キ
ハ
、

小
弟
ノ
白
日
ヲ
期
テ
前
言
ス
ル
所
ナ
リ
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明治21年

第
四
ニ
ハ

両
会
ト
モ
真
神
ノ
恩
化
ニ
ョ
リ
前
項
陳
セ
シ
所
ノ
フ
ュ
ー
マ
ソ
・

ネ
ー
チ
ュ
ア
ハ

如
キ
ハ

全
ク
不
問
二

措
ク
モ、

尚
他
ノ
困
庭

ア
ル
ヲ
免
カ
レ
ス
、

万
一

此
ノ
聯
合
ノ
相
談
力
調
イ、

又
実
地
之
ヲ
施
行
シ
ク
ル
上、

其
ノ
主
義
ク
ル
街
底
中
間
ヲ
得
難
ケ
レ
ハ

早
晩
何

。
フ

ヘ
カ
偏
セ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ス
、

若
シ
我
力
自
治
主
義
二

偏
セ
ン
ト
セ
ハ

在
米
国
ノ
ヘ
レ
シ
バ
テ
リ
ヤ
ソ
派
ノ
兄
弟
ハ

之
ヲ
快
ト
セ
ス
シ
テ
必

プ

ラ
ス
云
ハ
ン
、

我
力
日
本
ノ。
フ
レ
シ
ビ
テ
リ
ヤ
ン
会
ハ

早
ヤ
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ナ
ル
会
二

合
併
ッ
ク
リ
ト、

若
シ
此
ノ
聯
合
力
ヘ
レ
シ

ビ
テ
リ
ヤ
ン
派
二

流
レ
テ
漸
々
自
治
主
義
ノ
体
面
ヲ
失
フ
ニ

至
ラ
ハ

在
米
国
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ナ
ル
会
ノ
兄
弟
モ
亦
云
ハ
ン
、

我
力
日

本
ノ
組
合
会
ハ

已
二

羹
ニ
プ
レ
シ
ビ
テ
リ
ヤ
ン
会
二

呑
併
セ
ラ
レ
タ
リ
ト、

彼
等
ニ
シ
テ
仮
令
善
良
ノ
信
徒
タ
ル
モ
亦
恐
ク
ハ

彼
等
真
正

〔
朱
線〕

無
私
ノ
セ
イ
ン
ト
ノ
類
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
ベ
シ
、

然
シ
又
一

方
ノ
プ
レ
シ
ビ
テ
リ
ヤ
ン
派
力
勝
ヲ
占
ク
ル
ガ
如
ク
見
ュ
ル
教
派
ノ
兄
弟
ニ
ュ

・‘
.‘
,‘
9
.`
»ヽ
9
.‘

ル
ニ

致
セ
、

此
ノ
聯
合
ニ
ョ
リ
幾
分
力
組
合
会
ノ
自
治
主
義
力
編
入
シ
来
レ
リ
ト
思
ハ
ヽ
、

プ
レ
シ
ビ
テ
リ
ヤ
ン
派
ノ
守
旧
党
ハ

余
リ
愉

快
ニ
ハ
ア
リ
エ
ニ

之
ヲ
袈
助
セ
サ
ル
モ
計
リ
難
ク、

又
随
テ
ピ
ュ
ー
ア
・

プ
レ
シ
ビ
テ
リ
ヤ
ン
派
ヲ
助
ク
ル
カ
若
キ
熱
心
ヲ
減
殺
ス
ル
モ

·‘
'
.‘
,‘
'‘
 

保
証
ス
ベ

カ
ラ
ス、

又
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ナ
ル
派
ノ
兄
弟
ニ
ト
リ。
フ
レ
シ
ビ
テ
リ
ヤ
ン
派
ノ
政
治
力
其
ノ
勢
カ
ヲ
呈
シ、

我
力
教
会
カ

〔
朱
線〕

漸
々
自
治
主
義
ヲ
失
フ
ニ

至
ル
ヲ
見
レ
ハ
、
此
迄
我
力
日
本
ノ
伝
道
ヲ
助
ケ
シ
モ
ノ
モ
遂
二

日
本
二

其
ノ
イ
ン
ト
レ
ス
ト
ヲ
失
ヒ
テ、
其
ノ

鉾
ヲ
支
那
力
印
度
力
亜
弗
利
加
二

転
ス
ヘ

キ
ハ

小
弟
ノ
予
メ
計
ル
所
ナ
レ
ハ
、
兄
等
ニ
ハ

此
ノ
聯
合
ニ
ョ
リ
表
面
上
ノ
大
運
動
ヲ
為
ス
モ、

両

一

時
両
会
ノ
働
ヲ
合
併
シ
テ
俄
二

報
告
上
二

多
人
数
ヲ
得
ル
モ
、

此
ノ
双
大
派
力
少
々
位
ノ
競
争
ハ

免
レ
サ
ル
モ
、

別
途
二

伝
道
シ
テ
別

途
二

進
ム
ノ
進
歩
二

比
ス
レ
ハ

却
テ
損
毛
ヲ
来
ス
モ
計
カ
ラ
レ
ス、

殊
二

小
弟
ノ
杞
憂
ト
ス
ル
所
ハ

我
力
同
志
社
将
来
ノ
方
針
ナ
リ、

万

一

此
聯
合
力
表
面
上
プ
レ
シ
ビ
テ
リ
ヤ
ン
派
二

合
併
セ
リ
ト
見
傲
サ
ル
、
二

至
ラ
ハ
、

ア
メ
リ
カ
ソ
ボ
ー
ル
ド
ハ

必
ラ
ス
我
力
同
志
社
ニ

己
レ

対
シ
我
力
圏
中
ノ
草
花
二

水
ヲ
灌
ノ
ク
カ
如
キ
念
慮
ヲ
一

転
シ
テ、

只
辛
フ
シ
テ
僅
々
ノ
宜
教
師
ヲ
維
持
ス
ル
位
二

止
マ
ル
ヘ
キ
ハ

今
日

'‘
'‘
書ヽ
»ヽ
»
'‘

前
言
ス
ル
モ、

又
去
レ
バ
ト
テ
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ル
ド
ョ
リ
全
ク
手
ヲ
引
カ
サ
ル
内
ハ
、

プ
レ
シ
ビ
テ
リ
ヤ
ソ
ボ
ー
ル
ド
ョ
リ
モ
我
力
校

ベ
．‘
，‘
,‘
4、
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ラ
レ

、
、
、
、
、
、

今
回
ノ
聯
合
ニ
ョ
リ
他
日
各
会
力
自
治
ノ
権
利
ヲ
剥
奪
減
殺
セ
サ、

此
ノ
自
由
ヲ
屈
ヶ
此
ノ
義
旗
ヲ

捲
ク
ニ

至
ラ
ハ
、

小
弟
ハ

他
ノ
方

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

向
ヲ
取
ル
能
ハ
ス、

只
此
ノ
自
由
此
ノ
義
旗
ノ
去
就
ヲ
共
ニ
セ
ン
ノ
ミ
、

然
レ
ト
モ
小
弟
ハ

兄
弟
ノ
頗
ル
コ
ン
モ
ン
セ
ン
ス
ニ

富
ミ
ウ
ィ

安

ス
ド
ム
ニ

卓
越
シ
タ
ル
ヲ
識
リ
深
ク
兄
弟
二

頼
ム
所
ア
レ
ハ
、

兄
等
モ
亦
此
ノ
自
由
ヲ
璽
売
シ
、

此
ノ
義
旗
ヲ
汚
沿
セ
シ
ム
ル
カ
如
キ
卑

屈
未
練
ノ
行
為
ハ

為
サ
、
ル
ベ
シ
ト
確
信
シ
テ
動
カ
ス
、

又
神
ノ
坦
前
二

伏
シ
此
ノ
自
由
此
ノ
義
旗
ヲ
保
獲
シ
賜
シ
ト
哀
求
シ
テ
止
マ
サ

ル
ナ
リ、

願
ク
ハ

兄
等
ニ
モ
頗
ル
顧
慮
ス
ル
所
ア
リ
テ
吾
人
ヲ
シ
テ
永
ク
自
治
ノ
体
裁
ヲ
存
セ
シ
メ、

我
力
子
孫
千
百
年
ノ
為
二

自
由
ノ

基
礎
ヲ
置
キ
賜
ハ
、

小
弟
ノ
幸、

否
我
力
邦
家
ノ
幸
焉
ソ
之
二

如
ク
モ
〔
ノ〕
ア
ラ
ソ

朋
治
廿
一

年
1

一
月

モ
見
能
ハ
サ
ル
ニ

至
ラ
ン

新
島

襄

レ
ペ
シ

ア
リ

ヲ
翼
賛
セ
サ
ル
ヘ

キ
ハ

事
実
ノ
然
ラ
シ
ム
ル
所
ナ
國
圏、

兄
等
ニ
ハ

此
一

点
二

御
熟
考
ア
ル
賜
フ
ヤ
否

〔

項
〗一

第
五
二

前
陳
ノ
諸
頂
二

付
キ
一

々
不
都
合
ヲ
除
キ
去
ル
ト
見
傲
シ
タ
ル
上、

尚
小
弟
ノ
一

身
上
ニ
ト
リ
困
難
ナ
キ
能
ハ
ス、

此
レ
ハ

只
小

生
ノ
一

身
上
二

関
ス
ル
事
ナ
レ
ハ
、

決
シ
テ
聯
合
上
大
体
二

事
二

波
及
セ
サ
ル
モ、

此
ノ
聯
合
ヲ
可
否
ス
ル
ニ

当
リ
兄
等
二

向
ヒ
一

言
ナ

キ
能
ハ
ス、

其
レ
他
ナ
シ、

小
弟
ハ

固
ク

自
治
主

義
ヲ
取
ル
痛
ク
寡
人
政
治
主
義
二

反
抗
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ、

今
回
ノ
聯
合
力
万
一

我

o
o
o
o
o
o

@
®

〔
牛
＾
細
5〕

゜
。

カ
会
ノ
オ
ー
ト
ノ
ミ
ー
ヲ
失
ヒ
、

其
ノ
主
権
ヲ
多
ク
他
ノ
集
合
体
ニ

ギ
ヴ
ア
ッ
プ
ス
ル
カ、

又
之
ヲ
安
売
ス
ル
カ、

我
力
主
権
ヲ
減
殺
セ

ラ
ル
、
二

至
ル
ナ
ラ
ハ
、

小
弟
ハ

徹
頭
徹
尾
此
ノ
聯
合
ヲ
賛
成
シ
能
ハ
サ
ル
ナ
リ

®
®
®
®
®
®
④
®
®
®
®
®
®
®
®
®
®
®
®
®
®
®
®
®

教

依
テ
聯
合
ノ
約
束
中
教
会
ノ
主
権
ハ

各
会
二

存
ス
ヘ

キ
モ
ノ
ト
明
言
大
書
セ
ラ
レ
ン

事
ヲ、

然
ラ
サ
レ
ハ

他
年
我
力
聯
合
会
ハ

漸
々
其

'‘
t
 

ツ

〔
制
〕

ノ
頭
ヲ
集
合
体
政
府
ノ
下
二

低
ケ、

其
ノ
自
治
ノ
元
気
モ
漸
々
規
則
ノ
製
ス
ル
所
ト
ナ
リ、

其
ノ
独
立
ノ
精
神
モ
イ
ッ
カ
他
ノ
カ
ノ
為
ニ

t

眼

埋
没
セ
ラ
レ
、

数
十
年
数
百
年
ノ
后
ニ
ハ

今
日
吾
人
ノ
執
ル
所
ノ
自
由
ノ
義
旗
ハ

空
ク
地
二

落
チ
テ
腐
敗
シ
去
リ、

遂
二

其
ノ
痕
跡
ダ
ニ
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明治21年

公
義
君

組
合
企
ギ
阿
今
孟
押
合
相
談
委
員
徊
中

廿
一

日
付
之
御
書
拝
誦
致
候、

然
は
御
地
之
伝
道
も
段
々
進
歩
之
色
を
呈
し
来
ル
様
相
見、

甚
欣
然
之
至
二

候、

し
き
様、

是
亦
大
慶
之
至、

願
ク
ハ

監
督
卜
競
争
セ
サ
ル
様、

0
書
物
之
義
ハ

逐
一

承
知
仕
候、

福
音
社
ョ
リ
申
来
次
第
代
料
支
払
可
申
候、

費
困
却
ノ
際
ハ

何
時
ナ
リ
ト
モ
支
弁
可
致
候
様、

決
而
御
遠
慮
ニ
ハ

不
及
候、

先
日
大
阪
二

参
リ
両
三
日
滞
留
岡
崎
二

面
談
申
候、

塚
磨
卜
申
人
二

も
面
会
し
専
門
校
賛
成
候
モ
ノ
依
頼
申
候、

此
人
ハ

大
分
0
家
之
よ
し
且
人
物
ト
モ
見
受
申
候、

又
別
ニ
―
―
-

l一
之
有
志
家

ニ

面
会
し
前
途
之
工
風
な
し
置
候
0
相
楽
郡
ハ

奈
良
ョ
リ
宜
し
く
御〔
出〕
カ
ケ
被
下
度
候

0
本
日
ハ

伊
東
熊
夫
氏
ニ
―

通
之
書
を
送
り
綴

三
月
一

日

喜、

紀
伊
二
郡
之
集
会
相
促
し
可
申
候、

右
は
貴
答
迄、

勿
々
以
上

ス
ル
礼
ナ
リ
ト
存
候

372 

三
月
一

日

⑤
森
中
章
光
写

新
島
公
義

新
し
ま
罪

五
条
之
方
も
都
合
よ
ろ

又
彼
等
之
近
傍
二

於
テ
セ
ス
少
々
隔
リ
タ
ル
場
所
ヲ
撰
フ
ハ
、

先
方
二

対

又
五
条
ヘ
ノ
伝
道
費
ハ

先
ツ
―――
円
丈
ハ

送
可
申
候、

尤
旅

又
大
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三
月
一
日

徳
富
薔一
郎
兄

一
ハ
無
事
二
而、

不
日
神
戸
辺
二
被
参
候
由
聞
及
候
間、

373 

此
廿
五
日
ハ
原
氏
結
婚
式
相
済
申
候、

土
倉
二
も
本
日
帰
阪
被
致
候、

御
老
母
公
二
も
替
る
事
不
被
在
候、

八
重
ハ
少
々
疲
労
セ

リ、

小
生
ハ
少
し
宜
し
き
方
な
り、

又
々
米
国
行
之
企
を
起
し
居
候、

是
レ
ハ
同
志
社
本
校
之
為
二
も
資
本
ヲ
募
ル
ノ
目
的
ナ
リ

三
月
一

日

①
西
京
寺
丁
通
丸
太
丁

徳
富
猪
一

郎

②
東
京
赤
坂
区
榎
坂
五
番
地

新
島

襄

過
日
ハ
貴
書
御
投
与
二
預
リ
早
々
御
回
答
可
仕
之
処、

先
週
来
非
常
之
取
込
等
有
之、

為
二
遅
延
二
及
候、

御
申
越
之
事
ハ
小
生
二
取
リ

是
非
相
願
度一

条
二
候
間、

直
二
是
迄
之
録
事
為
写
御
送
附
可
仕
候
間、

何
卒
専
門
校
必
要
之
点
充
分
御
論
シ
被
下
度
候、

近
頃
井
上
伯

一
応
同
伯
二
面
会
し
尽
力
を
相
頼
可
申
と
企
居
候、

何
卒
其
ニ
ハ
手
之
届
く
丈

ケ
ハ
貴
兄
之
御
尽
力
を
乞、

天
下
之
志
士
二
も
我
翡
之
計
画
ス
ル
所
ヲ
御
知
ラ
セ
被
下
候
様
奉
仰
候、

貴
兄
其
後
余
リ
御
壮
健
ナ
ラ
サ
ル

様
ナ
リ、

何
卒
御
加
養
有
之
度
奉
希
望
候、

小
生
も
近
来
又
々
米
国
行
相
企
居
候
得
共、

未
夕
充
分
相
分
兼
居
候
間、

当
分
内
分
二
な
し

置
被
下
度
侯、

何
レ
両
三
日
中
専
門
校
之
書
類
為
写
御
呈
送
可
仕
候、

先
は
貴
答
迄、

勿
々
頓
首

④
墨
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明治21年

徳
富
猪
一

郎
兄

貴
命
二

応
シ
明
治
専
門
校
之
記
事
大
略
々
記
御
逓
送
申
上
候
間、

御
料
酌
之
上
御
採
用
有
之
度
候、

専
門
校
旨
趣
書
井
二

同
志
社
創
立
之

始
末
等
今
回
金
森
二

為
持
造
し
候
間、

若
し
御
手
許
二

無
之
候
ハ
、

同
人
よ
り
御
取
寄
被
下
度
候、

何
レ
金
森
君
ョ
リ
逐
一

有
之
度
候
得

共、

今
回
ハ

小
生
等
断
然
米
行
之
覚
悟
二

有
之
候、

然
シ
外
国
人
中
多
分
賛
成
ニ
ハ

候
得
共、

事
件
二

任
シ
兼、

必
ら
す
我
力
身
ヲ
殺
ス
ノ
恐
ア
ル
云
々
被
申、

堅
ク
執
テ
不
聞、

飽
マ
テ
モ
反
対
シ
居
候、

然
シ
是
レ
ハ

何
ニ
ト
カ
策

右
ハ

ヲ
発
見
シ
承
知
可
為
致
積
二

候、

先
得
貴
意、

勿
々
頓
首

――一
月
四
日

専
門
校
御
書
キ
立
ハ

山
本
卜
小
生
力
発
起
人
二

有
之
候
得
共、

京
師
郡
区
之
有
志
家
モ
発
起
人
ノ
如
ク
諸
事
心
配
致
し
呉
レ
候
而

374 

三
月
四
日

①
西
京

癒
富
猪
一

郎

御
双
親
様
二

宜
し
く
御
伝
言
被
下
度
奉
希
候

②
東
京
赤
坂
区
榎
坂
五
番
地

④
墨

一

人
之
者
医
者
ナ
リ

新
島

謀

ハ

小
生
健
康
力
此
大

531 



伏
水
氏
ョ
リ
士
族
平
民

平
民
ハ
過
分
ナ
リ

之
取
調
ハ

已
二

差
上
候
事
卜

存
候

今
日
ノ
事
二

至
リ

候
間 、

発
起
之
栄
巻
ハ

寧
口

彼
ノ
有
志
家
翡
二

分
担
サ
セ
被
下
度
奉
希
候

大
体
ハ

我
力
輩
ノ
掌
握
内
ニ
ア
ル
モ 、

彼
ノ
狂上
モ
幾
分
力
我
カ
モ
ノ
ト

ス
ル
ノ
感
ヲ
起
サ
セ
ル
様
二

御
含
被
下
度
候

ギ
ソ

金
森
氏
ハ

小
生
卜

米
国
行
之
為
種
々
吟
味
之
廉
有
之
今
回
出
京
候
間 、

諸
事
御
扶
助
被
下
度
奉
切
望
候

小
生
ノ
身
体
ハ

未
夕
不
健
候
得
共 、

今
回
之
出
発
ハ

運
命
ヲ
上
帝
ノ
御
手
二

任
セ
奉
ル
ノ
覚
悟
二

候

専
門
校
校
成
ノ
翡
ハ

小
生
ノ
許
（
西
京
寺
丁
通
丸
太
丁
十
三
番
戸
）

ナ
リ 、

様
御
取
計
被
下
間
敷
哉 、

此
段
も
乍
序
御
照
会
二

及
候
也

三
月
四
日

今
回
ハ
タ
ッ
テ
費
兄
之
御
心
配
ヲ
労
シ
吾
人
平
素
之
大
望
ヲ
貫
徹
致
度
候
間 、

畢
生
ノ
御
尽
カ
ト

雄
文
ヲ
以
テ
天
下
志
士
之
心
ヲ

御
動
カ
シ
被
下
度
奉
祈
候

猪
一

郎
君 再

白

襄

又
国
民
ノ
友
本
部
迄
ナ
リ 、

其
姓
名
井
二

金
額
ヲ
被
申
込
候

532 



明治21年

徳
富
猪
一

郎賢
兄

過
日
来
一

両
度
寸
書
呈
上
候
得
共、

尚
一

応
申
上
度
存
候、

勿
々
得
費
意
候、

御
好
意
二

任
セ

今
回
は
専
門
校
之
事
二

付
充
分
雄
文
ヲ
御

一

割
之
利
金
云

、々

是
ハ

十
七
年
比
之
事
二

候
間、

当
時
ハ

何
レ

振
被
下
候
様
奉
切
望
候、

扱
彼
旨
趣
書
中
七
万
円
ヲ
募
集
ス
ル
云

、々

＊
＊
 

少
ナ
ク
ト
モ
十
万
円
ヲ
募
ラ
サ
ル
ベ

カ
ラ
ス、

又
其
利
子
ハ

五
朱
卜
積
ラ
サ
ル
ヲ
得
ス、

其
辺
ハ

御
含
置
被
下
度
候、

近
々
湯
浅
兄
迄
送

金
申
候
小
生
ノ
分
国
民
ノ
友
之
代
料
二
円
（
咋
祠
巴
翌□
虹）、

公
義
之
分
一

円、

高
知
県
蓮
池
町
杉
浦
義
一

氏
之
一

年
分
二
円、

合
セ
テ
五
円

御
逓
送
可
仕
候
問
左
様
御
心
得
被
下、

杉
浦
氏
ヘ
ハ

直
二

御
送
被
下
度
候、

小
生
一

月
来
心
臓
之
加
減
尚
宜
シ
カ
ラ
ス、

ベ
レ
ー
医
師
ハ

予
之
米
国
行
ハ

予
自
殺
ノ
策
ナ
リ
ト
被
申、

相
拒
ミ
呉
レ
候
得
共、

今
回
生
死
二

関
ハ

ラ
ス
是
非
一

撃
ヲ
試
ミ
度
存
居
候、

何
レ
出
発
ハ

六
月
中
力
七
月
早
々
タ
ル
ヘ
シ
ト
存
候、

願
ク
ハ

費
兄
之
御
扶
助
ヲ
蒙
リ
出
発
前
専
門
校
之
袈
成
寄
附
者
ヲ
多
分
二

相
募
申
度
候、

歳
月

人
ヲ
待
タ
ス、

二
十
三
年
近
ニ
ア
リ、

小
生
之
心
緒
御
洞
察
被
下
度
候、

右
得
貴
意、

早
々
頓
首

三
月
七
日

375 

三
月
七
日

デ
ヴ
ィ
ス
ノ
手
ニ
テ
成
リ
タ
ル
同
志
社
記
事
ハ

御
一

既
二

奉
呈
候

専
門
校
ノ
為
ノ
入
金
ハ

未
ク
一

千
三
百
円
二

過
キ
ス
、

約
束
ハ

八
千
五
百
円
程
二

御
座
候

①
西
京
寺
丁
通
丸
太
丁
上
ル
十
三
番
戸

徳
富
猪
一

郎

②
東
京
赤
坂
区
榎
坂
五
番
地

新
島

襄

④
lTl
琴
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〔
前
欠〕

377 376 

三
月
十
日

小
生
ハ

去
七
日
よ
り
下
坂
し、

毒
一

両
日
中
御
光
来
奉
仰
候

⑤
写
真

湯
浅
治
郎

①
寺
丁
通
丸
太
丁
上
ル

②
京
都
府
下
五
条
橋
東
二
丁
目

⑥
日
付
は
表
書
に
よ
る。

＊
＊

 

又
神
戸
二

参
リ
昨
夕
帰
宅
仕
候、

御
来
書
ハ

直
二

拝
読
仕
候、

右
二

付
早
々
計
画
を
可
要
候
間、

乍
御
気

小
生
ハ

テ
ー
ロ
ル
ノ
命
ニ
ョ
リ
当
分
ニ
ヶ
月
程
ハ

ア
マ
リ
外
出
不
相
成
候

三
月
十
二
日

存
ッ
居
候
次
第
二

候、

然
ル
ニ

御
返
詞
二

何
ニ
モ
御
申
越
ナ
ク、

芳
以
御
送
金
二

躊
躇
致
候
訳
モ
有
之
候
也、

右
金
子
御
預
リ
置
キ
申
モ

不
部
合ロ
ト
存
ッ
侯
間、

先
貴
兄
迄
御
郵
送
申
上
候
問、

御
落
手
御
序
二

吉
郎
君
迄
御
送
被
下
度
侯、

別
二

五
円
差
上
候
ハ

ニ
円
ハ

小
生
ノ

＊

 

中
村
栄
助

③
は
が
き

④
墨
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明治21年

378 

小
生
米
国
行
之
計
画
等
二
付 、

金
森
氏
ョ
リ

逐
一

御
聞
取
被
下
度
候

分
ト
シ
テ
国
民
ノ
友
二
御
払
可
申
候
（
筵
翌
置
影
悶
転
悶
茅炉芍
暉
蒻暉
揺
靭
認
荘
饂 ｀） 、

浦
義
一

氏
ヘ
ノ
分
二
侯
間 、

御
落
手
被
下
度
候
也 、

右
得
貴
意 、

早
々
頓
首

三
月
十
二
日

湯
浅
治
郎
兄

三
月
十
三
日

甚
恐
入
候
得
共 、

今
夕
御
集
会
後一

寸
御
足
労
被
下
間
敷
哉 、

専
門
校
集
会
之
事
二
付
今一

応
御
相
談
御
依
頼
申
上
度
事
有
之
候 、

右
御

足
労
之
程
奉
希
候
也

三
月
十――一
日

中
村
栄
助
兄

④
墨

＊

中
村
栄
助

襄

新
島

襄

一

円
ハ

公
義
半
年
分 、

二
円
ハ

高
佃
県
裔
佃
蓮
池
丁
杉
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三
月
十
六
日

札
幌
教
会御
中

尚

、々

大
島、

小
寺、

馬
場
諸
兄
二

御
致
声
ヲ
奉
仰
候

*
＊

〔
詞
〕

拝
啓、

過
般
大
島
正
健
兄
按
手
礼
之
義
二

付、

和
田
兄
ヲ
以
テ
御
丁
寧
之
謝
祠
ヲ
御
送
被
下
候
条、

小
弟
二

於
テ
ハ

実
二

恐
縮
千
万
之
至

ニ

候、

元
来
同
兄
按
手
礼
之
事
二

付、

少
々
工
風
ヲ
廻
ラ
セ
し
ハ

他
ニ
ア
ラ
ズ
、

大
二

貴
会
之
北
海
道
二

孤
立
シ
テ
他
人
ノ
扶
助
ヲ
仰
力

レ
ス、

殊
二

入
会
者
ヲ
受
ク
ル
ノ
点
二

至
リ
尤
も
御
困
難
ナ
ル
ベ
ッ
ト
存
ジ、

リ
御
周
旋
致
候
訳
二

而、

小
生
ニ
モ
費
会
兄
姉
卜
共
二

我
力
主
二

使
フ
ル
ノ
一

小
分
ヲ
喝
シ
タ
ル
ニ

止
リ
候
ノ
ミ
ニ

而、

決
シ
而
右
様
御

謝
詞
ヲ
受
ク
ル
ノ
理
由
ハ

毛
頭
モ
無
之
事
卜
奉
存
候、

然
し
今
回
之
好
都
合
ニ
ョ
リ
貴
会
ノ
兄
姉
等
一

同
喜
ヒ
賜
ハ
、

小
弟
モ
亦
喜
ビ、

公

嗚
〕

兄
姉
等
一

層
粥
励
福
音
之
為
二

働
キ
賜
ハ
ヽ
、

小
弟
モ
亦
一

層
兄
姉
等
ノ
為
メ
ニ

窟
励
祈
蒻
ス
ベ
シ、

鳴
呼
兄
姉
ョ
我
等
山
海
ヲ
隔
テ
居

所
ヲ
異
ニ
ス
ル
モ、

矢
張
主
ノ
招
ヲ
受
ケ
主
之
恩
恵
ヲ
蒙
リ
タ
ル
同
一

ノ
群
羊
タ
レ
バ
、

願
ク
ハ

小
弟
之
前
途
謙
譲
主
卜
共
ニ
ア
リ、

〇
疇
〕

又
殊
二

同
志
社
之
前
途
全
ク
主
ノ
誘
導
ヲ
蒙
リ
候
様、

御
祈
謎
ア
ラ
ン
事
ヲ
奉
希
候、

小
信
徒
ノ
本
分
ヲ
喝
シ
一

生
ヲ
送
リ
得
ベ

キ
様、

費
答
迄、

勿
々
敬
白

379 

三
月
十
六
日

①
京
都
寺
町
通
丸
太
丁

②
北
海
道
札
幌
北
一

条
西
三
丁
目

⑤
複
写
（
札
幌
独
立
キ
リ
ス
ト
教
会
所
蔵）

＊

 

和
田
健
三

新
島

襄

大
島
正
健
方

又
大
島
兄
ノ
其
任
二

当
ル
ニ

足
ル
ヘ
キ
ヲ
確
信
致
候
所
ョ

536 



明治21年

＊
＊

 

今
夕
之
集
会
二

付、

市
田、

竹
鼻
之
両
氏
よ
り
断
書
参
申
候
得
共、

未
夕
他
よ
り
ハ

何
と
も
申
参
ら
す
候
問、

今
タ
ハ

七
時
よ
り
仮
倶
楽

部
二

御
苦
労
奉
希
候

381 

田
宮

勇
様

J 80 

三
月
十
七
日

三
月
十
七
日

三
月
二
十
日

①
寺
丁
通
丸
太
丁

よ
る
。

中
村
栄
助

①
寺
丁
通
丸
太
丁

＊

 

田
宮
勇

②
府
下
五
条
橋
東
二
丁
目

③
は
が
き

④
星

②
京
都
府
下
新
門
前
仲
之
町
狸
稲
之
東

御
珍
敷
馬
鈴
署
御
投
与
被
下
難
有
受
納
仕
候、

何
レ
拝
眉
之
節
万
々
御
礼
可
申
上
候、

早
々
以
上

⑥
日
付
は
表
宙
に

⑤
写
真

新
島
戸
襄

537 



383 382 

三
月
二

十
一

日

三
月
二

十
三
日

①
寺
町
通
丸
太
丁

〔

猪
〕

寸
猪
拝
呈
仕
候、

春
暖
相
催
候
硼
弥
御
清
適
奉
欣
賀
侯、

陳
者
兼
て
御
存
知
二

も
可
有
之
候
通、

小
生
等
発
起
二

而
六
年
前
ョ
リ
当
府
下

ニ

専
門
校
開
設
之
義
相
企
候
処、

漸
々
江
湖
有
志
家
之
賛
成
ヲ
得
候
得
共、

何
分
此
事
業
ク
ル
当
府
下
二

於
テ
相
起
候
事
ナ
レ
ハ
、

特
ニ

n
到u

府
下
有
志
家
之
賛
翼
ヲ
得
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
メ

倒
底
咸
功
も
難
期
次
第
二

徊
座
候、

依
而
来
廿
七
日
午
後
第
四
時
ヲ
期
、ソ
京
蔀
仮
倶
楽
郁―ー

＊
＊

 

中
井
三
郎
兵
衛

①
寺
丁
通
丸
太
丁

書
に
よ
る
。

中
村
栄
助

⑤
複
写

⑥
本
文
は
代
筆、

封
筒
裏
書
の
住
所
・

氏
名
の
み
自
筆

②
京
都
府
下
五
条
橋
東
二
丁
目

昨
夜
は
種
々
御
厄
介
二

相
成
奉
鳴
謝
候、

今
朝
例
之
先
生
二

面
会
申
候
処、

甚
心
易
承
諾
致
し
呉
候
付、

来
廿
七
日
午
後
第
四
時
ヲ
期
し

集
会
を
開
度
候
間、

此
段
御
承
知
被
下、

彼
之
指
名
之
人
々
二

御
序
ア
ラ
ハ

予
メ
御
頼
ミ
置
被
下
度
候

御
老
母
様
御
受
洗
之
趣
承
り
喜
欣
千
万
之
至
二

御
座
候、

何
卒
御
喜
ヒ
仰
上
被
下
度
候、

早
々
以
上

③
は
が
き

④
墨

⑥
日
付
は
表

538 



明治21年

於
テ
府
下
之
紳
士
凡
二
十
四
五
名
ヲ
徊
招
待
申、

奉
切
望
候、

右
得
費
意
度
如
此
候
也、

敬
白

三
月
廿
三
日

中
村
栄
助
兄

384 

三
月
二
十
三
日

雨
森
等――一
人
理
事
委
員
二

加
入
之
義
ハ

西
村
氏
ニ
ハ

如
何
被
申
候
哉、

又
承
知
二

候
ハ
、

是
レ
ハ
一

応
内
貴、

高
木
等
二

相
談
可
仕
哉、

乍
憚
一

寸
此
者
二

御
返
書
被
下
度
候、

早
々
頓
首

三
月
廿
三
日

④
墨

中
村
栄
助

新
島

襄

新
島

襄

明
治
専
門
校
発
起
人
山
本
覚
馬

一

応
之
徊
相
談
ヲ
仰
度
奉
存
候
問、

貴
殿
二

も
徊
都
合
被
成
下、

是
非
共
獅
臨
腐
之
程

539 



竹
村
藤
兵
衛
殿

程
奉
切
望
候、

右
得
貴
意
度
如
此
候
也、

敬
白

寸
堵
拝
呈
仕
候、

春
暖
相
催
候
硼
弥
御
清
適
奉
欣
賀
候、

陳
者
兼
て
御
存
知
二

も
可
有
之
候
通、

小
生
等
発
起
二

而
六
年
前
ョ
リ
当
府
下

ニ

専
門
校
開
設
之
義
相
企
候
処、

漸
々
江
湖
有
志
家
の
袈
成
ヲ
得
候
得
共、

何
分
此
事
業
ク
ル
当
府
下
二

於
て
相
起
候
事
ナ
レ
バ
、

特
ニ

府
下
有
志
家
二

袈
翼
ヲ
得
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
ハ
、

街
底
成
功
難
期
次
第
二

御
座
候、

依
而
来
廿
七
日
午
後
第
四
時
ヲ
期
シ、

京
都
仮
倶
楽
部

ニ

於
て
府
下
之
紳
士
二
十
四
五
名
ヲ
御
招
待
申、

三
月
廿―――
日

〔

も
〕

今
回
は
知
事
公
二

御
臨
席
被
下
候
間、

何
卒
御
都
合
被
成
下、

御
来
車
之
程
伏
而
奉
切
望
候

385 

三
月
二
十
三
日

⑤
写
真
（
阿
刀
弘
文
氏
所
蔵）

竹
村
藤
兵
衛

新
島

襄

明
治
専
門
校
発
起
人

山
本
覚
馬

一

応
之
御
相
談
ヲ
仰
度
奉
存
候
間、

貴
殿
二

も
御
都
合
被
成
下、

是
非
ト
モ
御
臨
席
之
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明治21年

辻
信
二
郎
殿

ヽヽ

t

t

t

t

G
朱〕
「
十
二
通
御
認
被
下
度
候」

*
＊
*
 

月
廿―――
日

386 

三
月
二
十
三
日

④
墨

〔
辻
信
二

郎
〕

⑥
抹
消、

訂
正
は
朱
筆

新
島

襄

明
治
専
門
校
発
起
人

山
本
覚
馬

五
六

寸
椿
拝
呈
仕
候、

春
暖
相
催
候
硼
弥
御
清
適
奉
欣
賀
候、

陳
者

兼
而
御
存
知
二

も
可
有
之
候
通、

小
生
等
発
起
二

而
六
年
前
ョ
リ
当
府
下
ニ

専
門
校
開
設
之
義
相
企
候
処、

漸
々
江
湖
有
志
家
之
賛
成
ヲ
得
候
得
共、

何
分
此
事
業
た
る
当
府
下
二

於
テ
相
起
ス
事
ナ
レ
バ
、

特
二

府

G
朱
訂〕

下
有
志
家
之
賛
翼
ヲ
得
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
、

倒
底
成
功
モ
難
期
次
第
二

御
座
候、

依
而
来
ル
廿
七
日
午
后
第
四
時
之
「
先
般
已
ニ
―

会
ヲ

»
»
•
<
.‘
‘‘
.‘
»ヽ
»ヽ
｀`

＊
＊

三
十
五
六
名

開
ラ
キ、

又
明
後
五
日
午
後
第
六
時
即
夕
飯
後
早
々
ヲ
」

期
シ
、

京
都
仮
倶
楽
部
二

於
テ
府
下
之
紳
士
凡
二
十
四
五
名
ヲ
御
招
待
申、

»ヽ
»ヽ
�
»ヽ
»ヽ

応
之
御
相
談
ヲ
仰
度
奉
存
候
間、

貴
殿
二

も
御
都
合
被
成
下、

是
非
ト
モ
御
臨
席
之
程
奉
切
望
候、

右
得
貴
意
度
如
此
候
也、

敬
白
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尚

、々

撒
校
由
来
書
ハ

大
書
記
官
殿
之
御
一

覧
も
奉
希
図
候

北
垣
明
府
殿

三
月
廿
五
日

頓
首
敬
白

昨
夜
参
堂
仕
候
処、

御
面
謁
御
許
容
被
下
感
侃
之
至
二

不
堪
候、

陳
者
拙
生
企
居
候
専
門
校
之
事
二

付
尚
―
―
一
件
拝
鳳
之
上
御
賢
慮
を
拝

聞
仕
度
候
間、

今
一

回
之
拝
謁
を
希
望
シ
今
夕
六
時
半
比
参
堂
仕
度
候
得
共、

御
都
合
可
相
叶
候
哉
奉
伺
度
候、

尤
拙
生
も
今
夕
別
二

前

付

＊
＊

約
有
之
候
間
余
り
長
座
ハ

仕
間
敷
候
間、

右
御
許
容
之
程
臥
而
奉
懇
願
候、

昨
夜
承
聞
仕
候
処
二

依
れ
ハ

今
午
后
尾
越
大
書
記
官
殿
卜
御

*
＊
*
 

同
席
二

而
両
区
長
へ

専
門
校
創
立
之
為
御
示
談
可
被
下
旨
承
知
仕
候
問、

其
御
序
二

散
社
英
学
校
之
由
来
迄
も
御
通
シ
被
下
候
ハ
、

如
何

哉
と
奉
存、

右
写
壱
通
奉
呈
御
閲
覧
候、

尤
右
由
来
書
ハ

拙
生
今
夕
参
堂
之
節
御
返
却
被
下
度
奉
希
候、

右
為
願
用
得
貴
意
如
此
候
也、

387 

三
月
二
十
五
日

②
「
侍
史」 ＊

 

北
垣
国
道

④
墨

⑥
「
別
書
添
へ
」

署
名
の
脇
に
「
拝」

と
あ
る。

新
島

狸

542 



明治21年

過
日
陸
奥
氏
ニ
ハ

態
々
尋
ネ
呉
候
際
充
分
専
門
校
二

関
シ
相
托
シ
置
候
間、

赴
任
前
必
ラ
ス
心
配
致
シ
呉
ヘ
シ
ト
存
候、

右
ハ

貴
答
迄、

ノ
用
意
ハ

致
居
候

388 

三
月
二
十
五
日

①
西
京
寺
丁
通
丸
太
丁

廿
二
日
付
之
華
書
本
日
拝
誦
仕
候、

陳
者
今
回
ハ

撒
社
運
動
之
件
二

付
一

片
な
ら
す
御
配
慮
二

預
リ
大
分
世
間
二

手
広
ク
広
告
モ
出
来
可

申
卜
存
シ、

是
迄
ハ

頭
ヲ
引
込`
‘ヽ

謹
慎
シ
オ
リ
シ
モ
ノ
ガ
少
シ
ク
奥
ノ
手
ヲ
出
シ
カ
ケ
タ
ル
カ
ト
被
思
候
も
偏
二

貴
兄
ノ
御
勧
メ
ト
御
尽

見
出
サ
ス

力
ニ
ョ
ル
事
卜
存
シ
深
ク
奉
鳴
謝
候、

是
迄
種
々
ノ
計
画
ハ

ナ
キ
ニ
ア
ラ
ネ
ト
モ
、

何
分
之
ヲ
手
初
メ
ス
ヘ
キ
好
機
ヲ
得
ス
、

不
得
止
黙
々

ニ

附
シ
居
候
次
第
二

侯、

此
度
五
大
新
聞
其
他
之
雑
誌
社
ヲ
集
メ
右
之
集
会
ア
リ
シ
ハ

大
胆
ナ
ル
手
初
メ
ニ
シ
テ
至
極
ノ
事
卜
存
候、

尚

新
聞
社
ト
ハ

充
分
御
繋
キ
貴
兄
ョ
リ
鼓
舞
シ
置
キ
被
下
度
候、
今
回
金
森
氏
之
演
説
井
二

同
志
社
設
立
之
始
末、
専
門
校
設
立
之
趣
旨
書
大

*
＊
*
 

略
次
号
ノ
国
民
ノ
友
二

附
録
ト
シ
テ
御
出
シ
被
下
候
由、

右
二

付
同
志
社
ョ
リ
五
十
円
可
差
出
ト
ノ
事
ハ

昨
日
伊
セ
氏
ョ
リ
申
来
候
間、

直
二

電
報
ヲ
以
答
御
依
頼
ス
ヘ
キ
事
二

申
進
候
間、

直
二

御
着
手
被
下
度
候、

気
ノ
毒
ニ
ハ

候
得
共、

我
輩
ニ
ト
リ
非
常
ノ
幸
福
深
ク
鳴
謝
致
ス
所
二

候、

何
卒
宜
シ
ク
奉
願
上
候

金
森
ョ
リ
散
校
二

関
シ
種
々
統
計
表
ノ
類
申
越
ス
ヘ
キ
由
申
参
候
間、

明
日
直
二

取
調
サ
セ
湯
浅
兄
之
方
へ

差
上
可
申
候、

小
生
も
今
ニ

蟄
居
致
し
余
り
来
人
二

接
セ
サ
ル
様
二

注
意
致
居
候、

心
臓
ハ

未
夕
宜
シ
カ
ラ
ス
、

此
レ
ニ
ハ

少
々
困
却
仕
居
候
得
共、

今
回
ノ
挙
ニ
ハ

充
分
ノ
覚
悟
ハ

ナ
シ
居
候、

縦
令
小
生
斃
ル
、
モ
皇
天
必
ラ
ス
生
二

代
ル
ノ
人
ヲ
起
ス
ペ
シ
ト
固
ク
信
シ
テ
疑
ハ
ス
、

断
然
戦
地
二

趣
ク

徳
富
猪
一

郎

②
東
京
赤
坂
区
榎
坂
五
番
地

且
右
二

付
半
額
以
上
貴
社
二

而
御
負
担
被
下
候
事
ハ

甚
御

④
墨
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弥
明
廿
七
日
ハ

京
師
ニ
モ

集
会
相
開
可
申
候

廿
四
日
発
之
朝
野
新
聞
二

同
志
社
之
事
ヲ

記
載
シ
金
額
ハ

先
ツ
七
万
円
卜
有
之
候
得
共、

例
ノ
七
万
ハ

近
来
拾
万
円
と
相
改
申
候
間、

左

様
御
承
知
被
下
度
候
也

389 

勿
々
頓
首

二
月
二

十
六
日

五

三
月
廿
四
日

'‘
 

徳
富
猪
一

郎
君

①
西
京
同
志
社

る
。

徳
富
猪
一

郎

近
々
五
十
円
ハ

御
郵
送
可
仕
候、

湯
浅
兄
二

宜
シ
ク、

御
家
族
様
方
二

よ
ろ
し
く
御
致
声
を
奉
仰
候

②
東
京
赤
坂
榎
坂
五
番
地

③
は
が
き

④
墨

⑥
日
付
は
表
書
に
よ

新
島

迎

544 



明治21年

三
月
二
十
七
日

海
老
名
弾
正

⑤
複
写
（
海
老
名
道
子
氏
所
蔵）

其
後
ハ

御
無
沙
汰
申
上
候、

貴
兄
ニ
ハ

御
起
居
如
何、

段
々
費
地
之
御
働
キ
も
運
ヒ
行
キ
候
事
卜
奉
察
候、

扱
先
日
一

寸
申
上
候
通
貴
兄

御
企
之
私
学
校
皇
張
ノ
為、

少
々
二

候
得
共
先
金
五
拾
円
都
合
致
候
間、

京
都
百
十
壱
銀
行
之
為
替
ト
ナ
シ
差
上
候
問、

貴
兄
之
御
見
込

ニ

任
セ

御
仕
用
被
下
度、

尤
右
金
ハ

全
ク
学
校
之
為
二

御
用
ヒ
被
下
度
候
也、

過
般
当
校
ョ
リ
突
然
卜
退
去
セ
シ
徳
富
氏
ニ
ハ

当
時
御
校

二

御
助
カ
ナ
シ
居
候
よ
し
甚
安
心
致
候、

同
人
ハ

当
地
二

而
山
本
ノ
娘
ト
ヱ
ン
ゲ
ー
シ
メ
ン
ト
ヲ
初
メ、

其
ノ
事
ノ
敗
談
二

及
ヒ
候
ョ
リ

遂
二

退
去
セ
シ
事
ト
ハ

相
成
申
候、

三
月
廿
七
日

海
老
名
弾
正
兄

又
神
山
君
ニ
モ
一

月
已
来
御
地
二

被
越
候
よ
し、

同
氏
ニ
ハ
一

両
回
面
会
申、

大
二

望
ヲ
属
シ
居
候

間、

何
卒
基
督
教
ノ
真
堀
二

御
母
キ
有
之
度
奉
切
望
候、

其
後
御
地
之
模
様
不
拝
聞
候
得
共
定
テ
根
固
ク
御
着
手
ノ
事
卜
奉
蓬
察
候、

可
相
成
ハ

此
ノ
秋
迄
二

御
地
信
徒
中
ョ
リ
別
課
神
学
二

入
ル
ヘ
キ
チ
ト
骨
ノ
ア
ル
人
物
ヲ
御
見
立
テ
置
キ
被
下
度
候、

州
男
子
ノ
ヱ
レ
メ
ン
ト
ヲ
入
ル
、
ニ
ア
リ
ト
存
候
問、

此
ノ
所
宜
シ
ク
御
含
置
被
下
度
候、

右
得
貴
意、

早
々
頓
首

且

又
英
学
生
ノ
中
ニ

テ
モ
御
送
被
下
候
様
仕
度
候、

何
分
我
力
校
内
ニ
ハ

近
来
近
畿
ノ
風
俗
進
入
ノ
憂
有
之
候
付、

之
ヲ
撲
滅
シ
之
ヲ
退
治
ス
ル
ハ

宜
シ
ク
九

尚
々
宣
教
師
方
二
よ
ろ
し
く、

神
山、

徳
富
ノ
両
氏
井
奥
亀
太
郎、

宮
川
経
三
郎
ノ
両
氏
二
よ
ろ
し
く、

殊
二

妻
君
二
よ
ろ
し
く

390 

新
島

襄

545 



白

北
垣
明
府
殿

昨
日
は
態
々
御
来
訪
被
成
下
候
条、

鳴
謝
之
至
二

不
堪
候、

其
節
御
話
被
下
候
尾
越、

森
本
両
書
記
官
殿
御
誘
導
之
義
ハ

小
生
等
之
甚
希

望
ス
ル
所
二

候
間、

是
非
共
本
日
ハ

御
誘
引
之
程
奉
仰
候、

尤
小
生
ョ
リ
モ
改
而
御
招
状
は
差
上
可
申
候
間、

左
様
思
召
被
下
度
候、

本

日
御
配
慮
二

可
預
専
門
校
寄
附
金
約
束
高
ハ

九
千
二
百
六
拾
円
五
十
銭
ニ
シ
テ、

前
途
甚
悠
々
之
歎
ナ
キ
能
ハ
サ
ル
モ、

此
レ
モ
亦
信
仰
ノ
仕
事
二

有
之、

決
而
落
胆
ハ

不
仕、

早
晩
其
結
果
ヲ
可
得、

精
神
二

罷
在
候
間、

何
卒
小
生
等
之
心
緒
御
賢
察
被
遊、

本
日
ハ

有
志
家
二

対
シ
充
分
之
御
誘
導
被
成
下
度、

伏
而
奉
願
望
候、

勿
々
敬

三
月
廿
七
日

391 

三
月
二
十
七
日

②
「

乞
親
展
」

＊

北
垣
国
道

④
墨

新
島

襄

入
金
ハ

僅
二

壱
千
二
百
九
拾
七
円
五
十
銭
ノ
ミ
ニ

有
之

又
不
得
ハ

不
止
ノ

546 



明治21年

徳
富
猪
一

郎
君

過
日
来
度
々
御
書
面
被
下
難
有
奉
謝
候、

又
新
聞
ノ
切
数
片
御
送
附
被
下、

日
陸
奥
氏
京
都
迄
態
々
参
リ
呉
殆
半
日
間
話
ツ

呉
候、

其
節
幸
二

専
門
校
募
集
之
義
折
入
而
相
頼
申
候
処
承
諾
致
し
呉
候
様、

且
井
上
伯

〔
戻〕
サ
レ

京
都
二

来
ラ
ハ

再
会
ノ
上
熱
談
ス
ヘ
キ
旨
被
申
候、

然
ル
ニ

伯
ニ
ハ

先
日
神
戸
迄
参
ラ
ル
、
卜
俄
カ
ニ

東
京
二

呼
腰
セ
ッ、

又
陸
奥
君
ニ

モ
昨
日
電
報
ヲ
以
帰
京
ノ
趣
申
来
候
故
二
、

小
生
本
日
一

書
相
認
メ
陸
奥
氏
二

送
リ、

同
氏
米
国
行
前
東
京
二

於
テ
井
上
伯
卜
協
議
ノ
上

専
門
校
ノ
為
二

五
万
円
ノ
エ
風
致
シ
呉
卜
折
入
テ
相
頼
申
候
間、

同
氏
ニ
ハ

必
ラ
ス
心
配
致
し
呉
ヘ
シ
ト
存
候、

然
シ
是
レ
ト
テ
モ
断
然

折
入
テ
頼
マ
ネ
ハ

勿
々
二

打
過
ス
ヘ
キ
憂
モ
可
有
之
候
間、

小
生
ニ
モ
未
夕
病
気
平
愈
セ
ス
随
分
懸
念
二

候
得
共、

仕
度
心
組
二

候、

然
シ

貴
兄
ョ

貴
兄
ニ
ハ

兼
テ
同
氏
二

御
懇
意
ニ
モ
可
有
之
候
間、

直
二

御
面
会
被
下
同
氏
赴
任
前
東
京
府
下
二

於
テ
五

万
円
程
ノ
心
配
ヲ
付
ケ
置
キ
呉
候
様
充
分
御
勧
メ
置
被
下
度
候、

ト
ス
ル
ニ
、

民
間
ニ
ス
ツ
ロ
ン
ク
・
コ
ン
ス
テ
チ
ュ
エ
ン
シ
ー
ヲ
持
チ、

其
ノ
シ
ー
パ
セ
ー
ヲ
得
ル
ハ

甚
大
切
ナ
ル
趣
暗
々
裏
二

諷
シ
置

キ
被
下
度
候、

且
同
氏
ノ
如
キ
ハ

我
ヵ
輩
ョ
リ
モ
ソ
ボ
ル
ト
ス
ヘ
キ
人
物
カ
ト
モ
存
候、

其
レ
ハ

扱
テ
置
キ
府
下
二

五
万
円
ヲ
募
ル
ハ

同

氏
卜
井
上
伯
ア
ル
ノ
ミ
ト
存
候
間、

費
兄
ョ

充
分
打
ト
ケ
テ
御
相
談
被
下
度
奉
希
候、

右
至
急
御
依
頼
仕
度、

早
々
頓
首

三
月
廿
九
日

392 

三
月
二
十
九
日

①
西
京
寺
町
通
丸
太
丁

徳
富
猪
一

郎

新
し
ま
迎

四
月
中
二

是
非
東
上

且
何
ニ
ト
ナ
ク
当
路
ノ
人
モ
此
ョ
リ
目
覚
シ
キ
政
海
ノ
運
動
ヲ
為
サ
ソ

＊

一

々
一

覧
致
シ

貴
兄
御
骨
折
ノ
廉
深
く
奉
鳴
謝
候、

陳
者

過

②
東
京
赤
坂
区
榎
坂
五
番
地

④
墨
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白 其
後
ハ

打
絶
へ

拝
眉
ヲ
不
果
如
何
御
起
居
被
遊
候
哉
奉
伺
拝
啓
候、

陳
バ

過
般
書
面
ヲ
以
テ
御
依
頼
申
上
候
通、

兼
テ
御
配
慮
二

預
候
明

候、

全
体
喪
郡
之
如
キ
ハ

改
進
之
一

点
二

於
テ
是
迄
他
郡
二

卒
先
シ
ク
ル
証
例
モ
有
之
候
間、

該
校
袈
成
之
義
モ
可
成
丈
ハ

他
郡
二

卒
先

シ、

有
志
金
等
直
二

御
決
定
被
下
候
ハ
、

幸
甚
之
至
リ
ト
奉
存
候、

左
ス
レ
ハ

貴
郡
之
御
哲
発
ニ
ョ
リ
大
二

他
ヲ
奨
励
ス
ル
所
ア
リ、

随

テ
速
二

好
結
果
モ
可
期
候
間、

此
度
ハ

特
別
ノ
御
尽
カ
ニ
ョ
リ
速
二

貴
郡
之
有
志
家
ヲ
御
纏
メ
被
下
候
様
仕
度
候、

右
為
願
用、

早
々
敬

―――
月
舟
日

尚

、々

御
周
旋
ニ
ョ
リ
綴
喜
郡
之
集
会
ハ

可
相
成
は
来
月
早
々
御
工
風
被
下
候
様
仕
度
候、

事
二
よ
り
候
ハ
、

小
生
も
四
月
中
上

京
致
し、

田
宮
勇
殿

又
来
夏
迄
ニ
ハ

米
国
行
之
企
も
可
有
之
候
間、

治
専
門
校
創
立
之
義
二

付、

可
相
成
は
速
二

費
郡
ノ
有
志
金
を
御
纏
メ
被
下
候
様
奉
希
候

韮

貴
郡
二

於
テ
当
春
ハ

是
非
ト
モ
有
志
家
ヲ
集
メ‘

新
島

襄

該
校
袈
成

井
二

有
志
金
額
等
御
相
談
被
成
下
度
奉
切
望

393 

三
月
三
十
日

④
墨

＊

 

田
宮
勇

⑥
本
文
は
代
筆、

日
付
．
署
名
以
下
は
新
島
筆

548 



明治21年

右
得
責
意
度
如
此
候
也、

敬
白

殿
二

も
御
都
合
被
成
下
是
非
ト
モ
御
臨
席
之
程
奉
切
望
候

寸
緒
拝
呈
仕
候、

春
暖
相
催
候
硼
弥
御
清
適
奉
欣
賀
候、

陳
は
兼
而
御
存
知
二

も
可
有
之
候
通、

小
生
等
発
起
二

而
五
六
年
前
よ
り
当
府

下
二

専
門
校
開
設
之
義
相
企
候
処、

漸
々
江
湖
有
志
家
之
袈
成
ヲ
得
候
得
共、

何
分
此
事
業
た
る
当
府
下
二

於
テ
相
起
ス
事
ナ
レ
ハ
、

特

ニ

府
下
有
志
家
之
袈
炭
ヲ
得
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ

到
底
成
功
モ
難
期
次
第
二

御
座
候、

依
而
先
般
已
ニ
―

会
ヲ
開
ラ
キ、

第
六
時
即
夕
飯
後
早
々
ヲ
期
シ
京
都
仮
倶
楽
部
二

於
テ
府
下
之
紳
士
凡
三
十
五
六
名
ヲ
御
招
待
申
一

応
之
御
相
談
ヲ
仰
度
奉
存
候
間、

喪

394 

〔
四
月
三
日

＊

京
都
府
下
有
志
者
〕

⑤
森
中
章
光
写

新
島

襄

明
治
専
門
校
発
起
人
山
本
覚
馬

又
明
後
五
日
午
後

549 



府
下
二

於
て
当
時
専
門
校
之
事
を
持
出
し、

廿
日
以
来
今
日
迄
已
二

三
回
之
集
会
二

及
申
候、

何
レ
近
々
其
好
結
果
あ
る
べ
し
と
存
候、

殊
二
よ
り
侯
ハ
、

不
日
東
京
二

出
る
も
難
計
候、

此
も
矢
張
専
門
校
之
事
な
り、

小
生
も
尚
休
養
中
未
ク
服
薬
致
居
候、

右
御
通
知
申
度

姐
此
也

396 

四
月
四
日

昨
日
ハ

下
京
之
人
々
之
姓
名
御
調
へ

被
下
奉
謝
候、

即
日
右
之
六
名
ヘ
ハ

招
状
差
出
候
問、

万
一

御
面
会
等
有
之
候
間、

明
タ
ハ

先
ッ
六

時
倶
楽
部
へ

臨
席
被
致
候
様
御
勧
被
下
度
候、

早
々
拝
具

395 

四
月
五
日

四
月
四
日

新
島
公
義 ②

府
下
五
条
橋
東
二
丁
目

⑤
森
中
章
光
写

中
村
栄
助

③
は
が
き

④
墨

550 



明治21年

御
姓
名
之
次
第
不
同
ハ
御
免
可
被
下
候

四
月
八
日

拝
啓、

陳
者
来
ル
十
二
日
明
治
専
門
校
設
立
之
儀
二

付、

智
恩
院
山
内
二

於
而
大
集
会
相
開
候
二

附
テ
ハ
、

種
々
御
相
談
仕
度
義
有
之
候

間、

本
日
午
后
正
六
時
河
原
町
三
条
上
ル
仮
倶
楽
部
へ

御
出
席
被
下
度、

此
段
御
依
頼
仕
候
也

397 

四
月
五
日

公
義
君

四
月
八
日

⑤
写
真

＊

 

明
治
専
門
学
校
京
都
区
部
有
志
者

中
村

栄
助

古
川
吉
兵
衛

岡
本

治
助

木
安一＿一
郎

青
山

長
祐

西
村
七
三
郎

委
員内

費
甚
三
郎 襄
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藤
井
孫
兵
衛
殿

大
橋
弥
兵
衛
殿

船
岡
卯
兵
衛
殿

芦
芦
戸
踪
配付、

竹
鼻
仙
右
衛
門
殿

＿
富
田
半
兵
衛
殿

畑 竹
村
藤
兵
衛
殿

四
緯
記
細
i
帰
宅

杉
浦

利
貞
殿

山
添
直
次
郎
殿

浅
井
文
右
衛
門
殿

虹
翡ェ打
御
断
申
上
候

渡
辺
伊
之
助
殿

紐
翫
翫
年
訊珠
今日ノ
処は

]
 

道
名
殿
砂
麟
贖

西
堀
御
二
郎
殿

醤
翌
炉

市
田
文
二
郎
殿
醗匹
翌
配
託
厨
疇

竹
村
弥
兵
衛
殿
翌
蝉
紐
位
閤

西
村
治
兵
衛
殿

跨
蘇
茫
勘、

辻

信
二
郎
段

空
芦
紐
辻

中
井
三
郎
兵
衛
段

552 



明治21年

553 

大中川中上上清市1田
沢村端村島野水田中

畠茂 半伝 吉 源
弥兵兵宇右理

善助 平1衛衛八衛八
太
郎

殿殿殿殿殷殿門殿殿

言次第伝本不在日 之上頭
r
山本不

在
E二! 

殿

闊候也石宅帰‘
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平 太郎丘爺
殿殿殿

L..J付



四
月
十
一

日

坂
田
丈
乎
先
生

399 

本
月
七
日
之
御
書
本
日
来
到
仕
候、

陳
者
兼
而
計
画
候
専
門
校
之
大
会、

弥
来
十
二
日
午
後
第
三
時
よ
り
開
可
申
候
間、

是
非
御
都
合
之

上
御
来
会
ア
レ 398 

四
月
十
一

日

〔
四
月
八
日

⑤
森
中
章
光
写

坂
田
丈
平
・

浮
田
和
民
•

藤
田
愛
ニ
・

金
森
通
倫

森
田
久
万
人
・

加
藤
勇
次
郎
•

清
水
泰
二

郎

⑤
森
中
章
光
写

此
度
之
教
員
会
ニ
ハ

何
卒
副
校
長
二
名

的
応
鰐
廷
御
投
票
之
御
心
組
二
而
御
出
席
被
下
度
候、

又
明
十
二
日
午
后
一

時
ヲ
期
シ
知
恩
院
山

内
大
坐
敷
ナ
リ
ニ
於
而
大
集
会
を
催
し
専
門
校
之
為
二
相
計
可
申
候
間、

御
臨
席
被
下
度
奉
希
候
也

＊

 

新
島
公
義
〕

⑥
森
中
写
に
よ
れ
ば、

原
本
は
は
が
き
と
あ
る。

新
島

襄

554 



明治21年

取
急
キ
使
を
以
而
御
依
頼
申
上
候

先
日
相
願
候
長
岡
兄
へ

七
教
会
よ
り
の
添
書
ハ

警
醒
社
宛
而
至
急
御
差
出
被
下
候
様
相
願
オ
キ
候
間、

定
而
御
差
出
し
ト
ハ

存
候
得
共、

〔

腹
〕

万
一

御
差
出
し
無
之
候
ハ
、

何
卒
至
急
二

御
歴
行
被
下
度
奉
希
候
也

代
舌

400 

四
月
十
三
日

乱
文
ハ

御
免
被
下
度
候

清
水
泰
二
郎
兄

加
藤
勇
次
郎
兄

森
田
久
万
人
兄

浮

日

和

民

兄

藤

田

愛
二

兄

金

森

通

倫

兄

⑤
写
真

＊

阿
部
政
恒

555 



中
外
電
報
社

雨
森
菊
太
郎
君

候
間 、

尚
ホ

／
＼

宜
布
御
尽
力
之
程
奉
望 、

先
ハ

右
御
礼
芳
申
上
度 、

勿
々
頓
首

①
京
都
寺
町
通
丸
太
町
上
ル
町
百
四
拾
番
地

⑥
代
筆

阿
部
兄

401 

四
月
十
三
日

四
月
十
四
日

四
月
十
四
日

＊

 

雨
森
菊
太
郎

②-＝一
条
通
り

新
島

襄

中
外
電
報
社

一

書
拝
呈
候 、

陳
ば
一

昨
日
之
大
学
創
立
集
会
等
此
事
業
二

関
シ
段
々
御
尽
力
被
下
誠
二

以
テ
辱
ク
奉
高
謝
候 、

今
の
有
様
ニ
テ
ハ

前
途

モ
頗
ル
頼
母
敷
奉
存
候 、

願
ク
ハ

将
来
貴
社
新
聞
上
御
助
勢
ヲ
得
バ

、

此
事
業
ヲ
シ
テ
益
々
進
前
ッ
増
大
ス
ル
ニ

至
ラ
シ
ム
ペ
シ
ト

奉
存

④
墨

襄
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明治21年

加
藤
勝
弥
兄

者
と
存
し
（
氏
ハ

兼
テ
其
ノ
弟
卜
共
二

教
育
二

尽
カ
シ
タ
シ
ト
被
申
候
）

誤
而
申
上
候
段
御
免
可
被
下
候、

昨
日
同
氏
よ
り
小
生
迄
改
誤

之
為
一

書
遣
し、

弟
と
申
せ
し
ハ

尚
年
若
き
者
有
之、

教
育
を
加
へ
ん
為
御
地
二

同
行
ス
ヘ

キ
旨
申
し
来
候
間、

不
取
敢
改
誤
と
し
て
申

上
度
候、

四
月
十
七
日

ツ
マ
リ
御
地
之
為
老
婆
心
之
甚
し
き
よ
り
右
様
誤
も
生
せ
し
段
御
海
容
被
下
度
候
也、

草
々
敬
具

四
月
十
七
日

内
村
氏
舎
弟
之
義
ハ

誤
よ
り
申
上
候
得
共、

万
一

貴
校
二

於
而
同
人
二
て
も
御
招
き
相
叶
ハ
バ

非
常
之
助
卜
相
成
可
申
候

数
日
前
内
村
氏
ョ
リ
其
弟
ヲ
引
連
御
地
二

至
る
卜
被
申
越
候
間、

其
弟
為
る
者
ハ

兼
而
内
村
氏
之
申
居
候
札
幌
農〔
学〕
校
之
卒
業
生
な
る

402 

加
藤
勝
弥

⑤
田
中
良
一

写

新
島

襄
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今
夕
九
時
横
浜
二

上
陸
仕
侯、

何
レ
朋
朝
上
京
仕
早
々
御
尋
可
申
侯、

右
安
着
之
御
報
と
し
て、

早
々
以
上横

浜
弁
天
通
和
日
彦
方

八
時
半
着
浜

404 

公
義
ニ
ハ

出
張
ノ
筈
ナ
リ、

是
非
金
森
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ

浮
田
ノ
出
張
ヲ
望
[

一

書
相
呈
し
候
得
共
一

事
件
失
念
候
間、

逐
加
と
し
て
申
上
度
候、

此
二
十
二
日
ニ
ハ

綴
喜
郡
ノ
田
辺
二

而
伊
東、

喜
多
川、

之
催
二

而
専
門
校
之
集
会
を
可
被
開
候
間、

前
日
乃
チ
土
曜
日
よ
り
何
人
力
出
張
致
し
呉
侯
様、

金
森
卜
御
相
談
被
下
度
候

不
都
合
ナ
ル
事
ニ
ハ

日
曜
ニ
ア
ラ
サ
レ
〔
ハ
〕
人
々
来
会
ノ
都
合
ナ
ラ
ス
、

随
分
困
却
ノ
至

403 

四
月
十
七
日

四
月
十
七
日

②
東
京
麻
布
榎
坂
五
番
地

癒
富
猪
一

郎

③
は
が
き

④
墨

①
横
浜
弁
天
通
六
丁
目

和
田
彦
方

⑥
日
付
は
表
書
に
よ
る。

中
村
栄
助

②
西
京
五
条
橋
東
二
丁
目

⑥
日
付
は
表
書
に
よ
る。

田
宮
君
等

③
は
が
き

④
墨
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明治21年

過
日
土
倉
氏
之
学
資
と
し
て
金
二
百
円
御
預
申
侯
段
御
手
数
之
程
奉
拝
謝
候、

右
金
二

付
土
倉
氏
迄
一

通
之
証
書
相
渡
度
候
間、

乍
御
手

数
左
之
通
御
認
被
下
度
候

何
卒
御
面
会
之
御
序
二

呉
々
も
宜
し
く
小
生
二

代
リ
御
礼
御
述
被
下
度
候

昨
日
海
上
二

而
相
認
候
書
中
二

専
任
理
事
之
集
会
井
晩
餐
等
之
事
申
上
候
得
共、

其
時
機
を
御
見
計
ラ
ひ
被
下、

無
理
二

集
会
を
開
く
に

及
ハ

す、

尤
必
要
な
る
時
を
見
テ
御
催
し
被
下
候
方
力
却
而
好
結
果
な
る
へ
し
と
存
候

有
馬
よ
り
之
御
書
拝
誦
仕
候、

陳
者
貴
兄
ニ
ハ

先
般
中
大
病
之
よ
し
二

候
ハ
、

定
而
御
休
養
を
可
要、

折
柄
会
議
之
為
御
帰
京
二

相
成
候

ト
ハ

御
気
之
毒
千
万
二

奉
存
候、

専
門
校
之
事
も
段
々
御
配
慮
被
下
逐
々
好
都
合
二

相
運
候
よ
し、

偏
二

知
事
公
之
御
好
意
を
奉
謝
候、

④
墨

406 405 

四
月
二
十
五
日

四
月
十
八
日

中
村
栄
助

中
村
栄
助

①
横
浜

②
西
京
五
条
橋
東
二
丁
目

③
は
が
き

④
暴

⑥
日
付
は
表
書
に
よ
る。
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右
得
貴
意
度、

早
々
頓
首

四
月
廿
五
日

中
村
栄
助
兄

尚

、々

御
母
上
様
御
令
閏
様
方
二
よ
ろ
し
く、

別
書
金
森
二

御
渡
被
下
度
奉
希
候、

八
重
よ
り
も
宜
し
く
申
上
候

知
事
公
初
森
本
書
記
官、

両
区
長、

諸
戸
長、

専
門
校
専
任
委
員
方
二

御
序
之
節
宜
く
御
致
声
被
下
度
奉
仰
候

浜
岡
氏
二

も
帰
京
被
致
大
二

カ
を
得
申
候、

同
氏
二

特
別
二
よ
ろ
し
く

又
専
門
校
之
朋
友
共
二

何
卒
厚
く
御
交
際
な
し
置
被
下
度
候

小
生
名
宛

依
頼
ニ

右
土
倉
氏
学
資
ト
シ
テ
御
預
相
成、

正
二

御
預
申
候
也

一

金

貴
名

新
し
ま
襄
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明治21年

四
月
二

十
九
日

本
月
廿
三
日
付
之
華
書
落
掌
敬
而
拝
誦
仕
候、

御
地
之
好
都
合
逐
一

御
詳
記
被
下
難
有
奉
謝
候、

京
師
二

も
右
様
之
運
動
相
初
候
ハ
、

早

晩
好
結
果
あ
る
へ
し
と
楽
居
申
候、

何
卒
貴
兄
方
ハ

勿
論
専
任
委
員
之
諸
君
ニ
ハ

充
分
御
負
担、

此
ノ
ホ
ト
ボ
リ
之
冷
点
二

沈
ま
さ
る
内

〔

稜
〕

多
分
之
御
収
獲
有
之
候
様
御
尽
力
被
下
度
候、

陳
者

当
地
二

而
は
陸
奥
君
等
之
御
周
旋
二
よ
り
井
上
伯
二

も
大
賛
成、

種
々
之
御
周
旋
被

下
候
間、

随
分
好
結
果
あ
る
へ
し
と
存
居
候、

尤
井
上
伯
云
々
之
事
ハ

僅
々
之
人
ノ
ミ
ニ

御
漏
し
被
下
候
分
ハ

差
支
無
之
候
と
も、

余
り

世
間
二

知
レ

渡
リ
候
事
ハ

却
而
同
伯
之
御
迷
惑
二

可
相
成
申
候
間、

為
念
申
上
置
候、

先
当
地
之
賛
成
家
ハ

該
伯
を
初
と
し
陸
奥、

青
木、

沖
神
奈
川
県
知
事、

渋
沢、

増
田、

原
等
之
紳
商
二

有
之
候
間、

小
生
も
無
益
ニ
ハ

帰
宅
致
ま
じ
と
存
居
候、

而
し
て
小
生
之
出
京
は
新

聞
上
二

拝
見
候
得
共
甚
巧
ミ
に
潜
伏
致
し
居、

余
り
人
々
ニ
ハ

知
れ
さ
る

事
二

仕
置
候
間、

只
内
部
之
人
々
ノ
ミ

往
来
有
之
候、

又
治

療
之
点
ハ

橋
本
軍
医
ト
ベ
ル
ツ
氏
之
両
人
二

頼
居
候
間、

決
し
而
手
抜
け
ハ

あ
る
ま
し
と
存
候、

又
精
々
摂
生

致
し

居
候
間、

何
卒
ベ

リ
ー
先
生
二

御
通
知
被
下
度
候、

尚
此
上
一

両
度
ベ
ル
ツ
ニ

診
察
を
乞
候
上、

ベ
ル
リ
ー
先
生
二

御
報
道
可
仕
候
間、

此
辺
も
御
通
知
置

被
下
度
候、

近
来
府
下
二

而
金
森、

浮
田
之
両
氏
ニ
ハ

諸
方
二

而
演
説
被
致
候
よ
し、

又
留
守
中
一

切
之
所
ハ

貴
兄、

大
沢、

松
山、

金

森
之
諸
君
卜
専
任
委
員
方
二

御
委
托
申
上
候
間、

諸
事
宜
し
く
御
断
行
被
下
度
候、

尤
本
日
ハ

知
事
公
迄
壱
通
さ
し
上
置
候
問、

御
面
会

＊
＊
 

も
有
之
候
ハ
、

貴
兄
よ
り
も
宜
し
く
御
伝
言
被
下
度
候
也、

出
発
前
御
頼
申
候
伏
水
氏
所
分
ハ

如
何
様
二

御
相
談
相
整
申
候
哉、

何
卒
同

人
之
方
向
も
何
二

と
か
付
け、

又
相
応
之
報
酬
も
相
送
申
度
候、

407 

④
墨

中
村
栄
助

又
女
学
校
改
革
之
点
も
貴
兄
方
二

御
任
セ
申
上
置
候、

又
綴
喜
郡
二

も
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演
説
ノ
写
ハ

正
二

落
手
仕
候
也

408 

集
会
有
之
候
よ
し
大
慶
二

奉
存
候、

四
月
廿
九
日

中
村
栄
助
兄

何
卒
伊
東、

記、

戸
長
方、

専
任
委
員
諸
君
ニ
ハ

非
常
な
る
御
尽
力
之
よ
し、

貴
兄
よ
り
宜
し
く
御
伝
言
之
程
奉
仰
候、

右
貴
答
迄、

勿
々
頓
首

＊

 

乍
憚
尊
宅
へ
よ
ろ
し
く、

竹
原
君
二

も
よ
ろ
し
く、

此
書
松
山、

金
森
之
両
兄
二

御
示
し
被
下
度
候
也

〔
四
月
二

十
九
日

後
瀬
々
卜
計
画
い
た
し、

⑤
森
中
章
光
写

過
日

2
殷
々
御
書
面
被
下
奉
謝
候、

綴
喜
郡
御
出
張
之
義
ハ

御
苦
労
千
万
卜
奉
存
候、

該
地
も
好
都
合
之
よ
し
大
慶
之
事
二

候、

当
地
着

又
充
分
名
医
ニ
カ
、
リ
蓑
生
致
居
候
間、

御
安
心
被
下
度、

右
費
答
迄、

勿
々
以
上

＊
＊

新
島
公
義
〕

⑥
森
中
写
に
よ
れ
ば、

原
本
は
は
が
き
と
あ
る。

新
し
ま
鹿

田
宮、

喜
多
川
等
之
諸
士
ニ
ハ

宜
し
く
御
奨
励
な
し
置
被
下
度
候、

又
両
区
長、

書
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明治21年

敬
白

五
月
三
日

拝
啓、

陳
者
過
日
ハ

態
々
病
蒔
迄
御
来
訪
被
下
実
二

閣
下
恩
顧
之
深
き
を
奉
謝
候、

小
生
事
其
後
逐
々
快
方
二

趣
候
間、

乍
憚
御
休
慮
可

被
賜
候、

小
生
窃
二

承
リ
候
所
二
よ
れ
は、

閣
下
ニ
ハ

近
頃
名
古
屋
地
方
二

御
出
張
之
由、

右
二

付
思
考
す
る
所
有
之、

聞
候、

其
義
他
二

非
ら
す、

即
チ
名
古
屋
地
方
ハ

近
来
生
産
上
非
常
二

発
達
致
し
参
候
様
二

見
受
け
申、

将
来
何
二

事
二

も
随
分
望
を
属

す
へ

ぎ
地
と
存
し、

小
生
も
逐
々
彼
地
方
之
有
志
家
ニ
ハ

連
絡
を
通
し
置
度、

又
来
秋
迄
ニ
ハ

専
門
校
募
集
之
為、

是
非
ト
モ
出
張
仕
度
心

組
二

有
之
候
間、

該
地
御
滞
在
中
自
然
有
志
家
財
産
家
等
ニ
ハ

御
面
接
可
有
之
候
間、

智
徳
併
行
之
教
育
主
義
井
二

該
校
設
置
之
心
要
な

る
事
等
程
宜
＜
御
談
置
被
下、

小
生
出
張
之
端
緒
を
御
開
ら
き
置
被
下
候
ハ
ヽ
、

小
生
出
張
之
際
非
常
之
好
都
合
と
相
成
可
申
と
存
シ
、

右
御
工
風
之
程
伏
而
奉
懇
願
候、

②
「
乞
親
展
」

⑤
写
真
（
国
立
国
会
図
書

不
取
敢
奉
達
高

又
御
出
張
前
自
然
前
島
密
氏
二

御
面
会
被
遊
候
ハ
ヽ
、

桑
名
二

諸
土
（
和
ぷ｛
卜）

と
申
豪
商
有
之、

近
来

鋏
道
二

熱
心
な
る
よ
し、

可
相
成
ハ

前
島
氏
よ

り
同
人
二

該
校
へ

四
五
千
円
も
寄
附
被
致
候
様
誘
導
致
し

可
呉
旨
御
勧
め
置
被
下
間
敷

哉、

小
生
も
還
西
之
路
次
都
合
致
し
前
島
氏
二

面
会
可
仕
心
得
二

御
座
候、

扱
今
回
内
閣
更
迭
之
件
ハ

如
何
な
る
現
象
な
る
か、

小
生
楚

之
能
＜
難
解
所
な
る
も、

早
晩
可
相
分
と
存
シ
別
二

驚
き
入
不
申
候、

右
二

付
ケ
テ
モ
速
二

人
民
之
材
料
を
培
養
し
置
候
事
ハ

益
必
用
と

存
し、

多
病
之
小
生
楚
も
応
分
之
力
を
喝
シ
将
来
望
あ
る
此
一

大
事
業
二

充
分
尽
力
可
仕
候、

右
御
依
頼
迄
奉
申
上
度
如
此
候
也、

頓
首

409 

井
上
馨

①
東
京
麻
布
仲
之
町
二
十
番
地

粟
津
方

館
憲
政
資
料
室
所
蔵
）
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其
後
は
御
不
沙
汰
申
上
候、

陳
者
小
生
も
去
月
十
八
日
上
京、

其
後
少
々
不
快
二
し
て
尚
滞
留
い
た
し
居
申
候、

着
後
早
々
井
上
伯
二

御

面
談
申、

専
門
校
寄
附
之
事
二

付
棲
々
申
上、

又
大
二

御
賛
意
を
被
表
候
間、

多
分
好
結
果
あ
る
へ
し
と
存
候、

又
拝
眉
之
節
御
二
女
お

政
様
を
薩
人
大
山
網
介
と
申
人
二

世
話
な
し
呉
よ
と
の
御
依
頼
有
之
候
得
共、

小
生
ニ
ハ

校
長
之
身
と
し
て
右
結
婚
之
世
話
ハ

余
リ
宜
し

か
ら
す
と
申
上
一

応
御
断
ハ

申
上
候
得
共、

少
々
考
ふ
る
所
あ
り
一

筆
呈
し
置
度
候

一

両
人
相
会
セ
す
し
て
結
婚
之
約
ハ

出
来
難
く
候
ハ
、

何
レ
相
逢
ひ
相
知
る
之
期
迄
待
た
ざ
る
へ
か
ら
す

一

此
結
婚
ハ

井
上
伯
力
非
常
二

御
懇
望
二

候
得
ば、

先
ツ
他
人
ヘ
ノ
相
談
ハ

当
分
御
拒
絶
二

及
ひ、

両
人
相
逢
ひ
相
好
し
と
す
る
の
時
迄

410

五
月
八
日

井
上
伯
殿

五
月―――
日

①
東
京
麻
布
仲
之
町

土
倉
庄
三
郎

過
日
一

寸
御
談
有
之
候
大
山
網
介
氏
ニ
ハ

今
回
帰
省
被
致
候
よ
し、

定
而
大
坂
二

も
可
立
寄
と
存
候
間、

〔

力
〗
l

氏
迄
一

書
差
出
置
可
申
候、

御
出
張
前
相
分
不
申
候
間、

御
執
事
二

托
し
差
上
候
事
二

取
計
可
申
候

②
大
坂
中
之
島
公
園
地

銀
水
楼

⑤
写
真

至
急
小
生
よ
り
も
土
倉

新
島

襄
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明治21年

妻
君
二

宜
し
く
御
致
声
可
被
下
候

尚

、々

大
山
氏
之
品
行
ハ

井
上
伯
ニ
ハ

非
常
二

賞
讃
被
致
居
候

土
倉
庄
三
郎
様梧
下

五
月
八
日

待
ツ
ニ

如
か
す

一

御
約
束
丈
ケ
ハ

兎
二

角、

弥
御
結
婚
は
可
相
成
は
来
年
之
御
卒
業
迄
御
待
あ
り
て
ハ

如
何、

此
レ
小
生
ノ
老
婆
心
な
り、

早
婚
は
御
両

人
ノ
為
二

宜
し
か
ら
す

一

御
当
人
二

し
て
意
無
き
時
ハ

勿
論
敗
談
た
る
へ
し、

此
一

事
丈
ヶ
ハ

余
リ
他
人
よ
り
敢
而
勧
む
へ
き
事
二

あ
ら
す

新
島

襄

何
レ

大
山
氏
ハ

参
上
御
尋
可
申
候
間、

御
面
会
被
成
如
何
な
る
人
物
か
一

応
御
承
知
あ
り
て
ハ

如
何

〔

及
〕

右
申
上
候
迄
二

不
申
と
存
候
得
共、

念
之
為
開
陳
仕
度
候、

本
日
ハ

麻
布
よ
り
本
郷
辺
二

引
移
リ
当
分
独
乙
之
名
医
ベ
ル
ツ
氏
の
診
察
を

＊
 

乞
ひ
度
積
二

而、

右
勿
卒
之
間
得
貴
意
如
此
候
也、

頓
首
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今
午
后
昼
め
し
後
早
々
本
郷
二

出
発
致
し
度
存
候
間 、

陸
奥
君
へ
御
出
懸
一

寸
御
立
寄
被
下
候
ハ
、

幸
甚 、

右
之
趣
人
見
君
へ
も
御
通
被

下
度
奉
仰
候 、

栃
木
県
下
佐
野
町
ニ
ア
ル
多
田
新
卜

申
小
生
之
旧
友
二

該
地
伝
道
之
周
旋
を
頼
ミ

置
き 、

井
国
民
之
友 ：（
罪
芦
笠
豆江
研
遷
咋
呼）

一

冊
進
呈
ス
ル
事
二

約
申
候
問 、

右
一

冊
今
朝
小
生
之
名
義
二

而
同
人
方
へ
御
郵
送
被
下
度
奉
希
候 、

右
願
用
迄 、

草
々
拝
具

五
月
一

日

猪
一

郎
君

例
の
粗
末
な
る
宿
之
め
し
で
御
勘
弁
ナ
レ
ハ

、

湯
浅
君
と
午
前
二

御
越
し
被
遊
候
而
は
如
何

411 

五
月
八
日

②

n
LJ
坂
五
番
地

＊

 

徳
富
猪
一

郎

④
墨

襄
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明治21年

人
見
君
ニ
ハ

先
日
ハ

御
付
添
被
下、

御
書
拝
見
仕
候、

陳
者
陸
奥
氏
送
別
会
之
御
手
続
ハ

御
申
越
之
通
リ
ニ

而
珍
重
と
存
し
候
間、

御
蔭
二
よ
り
諸
事
都
合
よ
ろ
し
く
近
傍
よ
り
色
々
借
用
い
た
し
間
二

合
セ
申
居、

間、

何
二

も
差
支
ハ

無
之
候
間、

御
安
心
被
下
度
候、

且
つ
段
々
御
配
慮
之
段
深
奉
鳴
謝
候、

小
生
昨
日
ベ
ル
ツ
ニ

見
セ
申
候
処、

別
二

悪
し
〔
き〕
方
二

無
之、

先
ッ
当
分
休
薬
す
へ
し
と
被
申
候、

夜
問
も
随
分
安
眠
候
間
御
安
心
被
下
度
候、

乍
憚
湯
浅
兄
二

も
右
之
段
御
通

知
宜
し
く
御
伝
言
被
下
度
候
也、

草
々
頓
首

御
周
旋
之
看
護
人
ハ

甚
感
心
な
る
者
二

候
而
諸
事
行
届
き
申
候、

小
生
之
コ
ン
フ
ォ
ル
ト
ニ

相
成
申
候

＊
＊

 

向
後
御
書
面
ハ

伊
勢
ア
テ
ニ

而
御
造
し
被
下
度
候、

木
村
二

御
ア
テ

被
下
候
と

間
違
ひ
二

而
同
人
住
居
ノ

方
二

被
送
候
憂
有
之

候、

貴
紙
之
如
き
も
木
村
方
二

参
リ
誤
而
開
封
被
致
候、

然
し
一

覧
ハ
セ
サ
ル
旨
申
参
候、

木
村
ハ
チ
ト
勿
卒
之
人
ナ
リ
御
用
心

別
紙
大
隈
公
二

之
書
面
御
足
労
奉
仰
上
候

徳
富
猪
一

郎
君

五
月
十
日

412 

五
月
十
日

①
駒
込
西
片
町
拾
番
地

徳
富
猪
一

郎

新
島

襄

又

近
傍
二

居
候
書
生
連
中
力
買
物
等
ハ

い
た
し
呉
候

木
村
方

②
府
下
赤
坂
区
榎
坂
五
番
地

又
其
上
種
々
買
物
等
御
世
話
被
下
候
条、

宜
し
く
御
礼
御
陳
被
下
度
候
也

宜
し
く
御
決
行
被
下
度
奉
仰
候

④
墨
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過
日
一

筆
奉
呈
仕
候
問、

定
而
御
落
掌
之
御
事
と
奉
存
候、

陳
者
小
生
義
も
此
両
三
日
前
大
学
之
近
辺
へ

移
り、

独
乙
之
名
医
ベ
ル
ツ
氏

ニ

診
察
を
乞
ひ、

先
当
分
養
生
可
仕
積
二

御
座
候、

当
地
専
門
校
寄
附
金
募
集
之
義
も
隠
然
と
相
運
ひ
候
事
二

有
之
候
間、

御
休
慮
被
下

度
候、

何
レ
不
遠
府
下
之
紳
士
を
招
き
一

大
会
を
可
開
計
画
二

候、

而
し
て
当
府
之
取
纏
相
付
候
ハ
ヽ
、

直
二

大
坂
二

而
旗
を
揚
け
申
度

心
算
二

御
座
候、

何
卒
右
之
御
用
意
な
し
置
被
下
度
奉
希
候、

又
前
書
中
御―
―
女
様
の
事
二

関
し
余
計
の
老
婆
心
を
申
上
候
段
ハ

御
用
捨

被
下
度
候、

却
説
小
生
之
病
体
二

付、

先
日
来
名
医
橋
本
陸
軍
医、

其
他
ベ
ル
ッ
先
生
等
之
説
二
よ
れ
ハ
、

小
生
之
病
症
ハ

早
ヤ
心
臓
病

ニ

相
違
無
之、

早
晩
小
生
ハ

此
之
病
之
為
二

斃
る
へ

き
ハ

覚
悟
せ
ね
ば
な
ら
さ
る
由、

然
し
摂
生
之
仕
方
二
よ
れ
は
五
年
ヤ
拾
年
ハ

保
ッ

へ

き
も
難
計
よ
し
承
知
仕
候
間、

向
後
ハ

全
く
事
を
打
捨
而
閑
散
之
身
と
な
る
へ

き
力、

将
夕
益
戦
場
二

向
ひ
血
戦
を
試
む
へ

き
か
は、

一

身
上
断
行
す
へ

き
一

問
題
二

有
之
候、

生
熟
考
す
る
に
寧
口

戦
地
二

在
而
一

歩
も
退
か
さ
る
ほ、

問、

姜
ひ
な
か
ら
も
進
む
へ
ぎ
覚
悟
二

御
座
候、

就
而
は
何
レ
ノ
時
か
俄
カ
ニ

斃
る
4
も
難
計、

生
し、

身
体
全
く
冷
却
候
得
共、

又
回
復
之
幸
を
得
候
次
第、

病
変
ハ

イ
ツ
来
ル
カ
知
れ
不
申
候
間、

将
来
之
用
意
も
必
要
か
と
存
居
申

候第
一
、

同
士心
社
之
将
来
ハ

祖
月
意
致
し
社
則
を
固
く
し、

校
資
を
積
む
の
手
段
二

取
懸
可
車
候、

413 

五
月
十
一

日

①
東
京
駒
込
西
片
町
拾
番
地

⑤
写
真

土
倉
庄
三
郎

伊
勢
時
雄
氏
気
付

②
大
坂
中
之
島
公
園
地
内

平
素
戦
士
之
心
得
た
る
へ
し
と
存
候

已
二

先
日
も
当
地
二

而
俄
カ
ニ

病
変
を

又
其
段
等
を
一

層
裔
尚
二

な
す
積
ニ

銀
水
楼
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明治21年

土
倉
庄
三
郎
様

一

而
御
承
知
被
下
置
度
候、

右
様
願
上
候
も
一
ハ

人
情
忍
ひ
さ
る
所
卜、

新
島

罪

右
之
所
ハ

貴
殿
卜
令
息
鶴
松
君

尤
小
生
な
り
又
家
内

候、

後
任
に
注
意
可
致
侯、

専
門
校
ノ
企
も
小
生
二

代
リ
尽
力
す
へ
き
人
物
ハ

月
意
致
し
置
可
申
侯

而
し
て
小
生
も
と
て
も
世
二

永
く
な
が
ろ
ふ
へ
き
者
二
あ
ら
ね
ば、

存
命
中
何
事
な
り
共
天
父
二

向
ひ
邦
家
二

向
ヒ
同
胞
二

向
ひ
喝
す
へ

0

0

 0

 

0

0

0

 

き
覚
悟
二

有
之、

前
文
申
候
通
戦
場
よ
り
ハ
一

歩
も
退
か
ざ
る
積
二

候、

然
し
右
之
覚
悟
ハ
な
し
居
候
得
共、

只
心
に
残
す
所
ハ

妻
之
一

事
な
り、

小
生
な
き
後
二

当
分
支
ふ
へ
き
事
ハ

出
来
可
申
も、

往
々
は
覚
束
な
く
候
間、

同
人
貧
困
之
時
の
用
慈
を
為
し
置
候
而、

暮
年

ニ

及
ひ
乞
食
と
は
な
し
度
不
存
候、

右
二

付
貴
殿
二

御
願
上
度
一

事
有
之
候、

兼
而
御
話
有
之
候
マ
ッ
チ
と
な
る
ノ
樹
木
植
付
之
事
也、

小
生
帰
京
之
上
買
殿
二
金
三
百
円
御
預
可
申
候
間、

小
生
を
マ
ッ
チ
樹
木
植
付
之
コ
ン
。ハ
ネ
ー
と
な
し
被
下、

二
十
年
の
後
貴
殿
と
同
し

く
利
益
を
分
つ
丈
之
御
約
束
を
願
置
き、

家
妻
万
一

之
用
二

供
し
置
度
候、

万
一

利
益
な
き
秋
ハ

其
レ
迄
之
事
ニ
テ、

貴
殿
二

御
心
配
ハ

毛
頭
も
懸
不
申
候、

過
日
病
変
も
あ
り
し
よ
り
此
一

点
二
心
配
い
た
し
居
申、

今
少
々
快
ぎ
方
二
候
間、

鉄
面
皮
な
か
ら
も
此
一

事
丈
ヶ

ハ

費
殿
二

御
依
頼
申
上
置
度
候、

左
ス
レ
ハ

家
内
之
事
二

付
別
二
心
を
残
す
所
な
く、

兼
而
の
覚
悟
の
如
く
益
ス
鋭
意
戦
地
二

進
ミ、

先

同
志
社
之
基
本
を
固
ふ
す
る
事
卜
専
門
校
之
創
設
二

尽
力
奔
走
す
る
の
心
得
二
候
間、

喪
殿
二
し
て
小
生
之
願
を
聞
届
け、

小
生
を
し
て

0

0

0

 0

0

0

 0

 

0

0

0

 

家
を
顧
る
の
憂
を
省
き、

断
然
戦
地
二

進
ま
し
め
ば、

費
殿
之
恩
恵
ハ

海
山
よ
り
深
且
高
突
と
可
申
候、

右
様
の
事
ハ

余
り
他
人
ニ
ハ

申

聞
度
不
存、

小
生
ハ

貴
殿
之
後
事
を
托
す
る
に
足
る
と
信
し、

此
の
二
十〔
年〕
後
之
御
心
配
を
御
依
頼
申
上
度
候、

な
り、

其
比
迄
二

存
命
な
き
事
な
れ
ば、

右
之
資
金
ハ

勿
論
同
志
社
之
資
本
二
加
へ

申
度
候
へ
〔
と〕
も、

御
依
頼
二
及
申
上
度
如
此
侯
也、

頓
首
敬
白

五
月
十
一

日

一
ハ
同
志
社
前
途
之
永
続
迄
心
配
い
た
し
候
訳
二

御
座
候、

右
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未
ク
当
地
之
事
務
も
纏
り
兼、

多
分
本
月
一

杯
ハ

相
懸
可
申
候

一

応
其
筋
二

懸
合
可
申
候、

先
は
貴
答
迄、

早
々
拝
具

御
書
拝
見
仕
候、

陳
者
先
般
来
段
々
専
門
校
之
手
続
等
御
通
知
被
下
奉
嗚
謝
候、

又
看
病
婦
之
事
二

付
赤
十
字
社
へ

照
会
之
事
ハ

滞
京
中

①
東
京
駒
込
西
片
町
十
番
地

伊
七
兄
方

⑥
日
付
は
表
書
に
よ
る
。

414 

五
月
十
一

日

中
村
栄
助

尚

、々

御
令
閾
様
二

宜
し
く
御
伝
声
被
下
度
候

②
京
都
五
条
東
二
丁
目

③
は
が
き

④
暴

570 



明治21年

借
大
第
期
掃
邦
土＊

十
年
計
画
未
休
神

五
月
十
三
日

其
後
は
一

寸
御
文
通
致
度
存
し
居、

着
京
後
間
も
な
く
加
減
少
し
不
宜、

橋
本、

ベ
ル
ッ
等
之
諸
名
医
之
診
察
を
乞
候
処、

槌
二

心
臓
病

ニ

し
て
大
二

休
養
を
要
す
へ

き
旨
被
申
候
間、

甚
警
戒
百
事
放
掬
一

切
休
養
を
注
意
致
し、

可
成
丈
居
所
も
人
々
二

知
ラ
セ
ス

僅
々
吾
党

之
人
の
み
を
限
り
申
居
候、

近
頃
二

至
り
夜
間
も
能
眠、

天
気
ニ
ハ

戸
外
二

逍
遥
致
し
成
丈
閑
散
人
ノ
如
く
二

日
々
を
送
申
居
候
間
御
安

〔

行
力
〕

又
来
月
上
旬
迄
ハ

滞
京
す
へ
し、

当
地
二

而
は
大
概一
二
万
萬
位
ハ

出
来
可
申
力
未
タ

心
可
被
下
候、

又
東
京
之
計
画
ハ

逐
而
旗
を
可
揚、

河
合、

森、

古
梅
園
老
人
二
よ
ろ
し
く

一

朝
臥
病
天
恩
沢

公
義
君

充
分
二

相
分
不
申
候、

先
は
御
不
沙
汰
之
段
寸
書
相
呈
候
也

415 

①
東
京
赤
坂
区
榎
坂
五
番
地

湯
浅
君
気
付

⑥
日
付
は
消
印
（
東
京
）

に
よ
る。

新
島
公
義

②
大
和
国
奈
良
水
門
村

④
墨

襄
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グ
リ
ー
ス
ノ
ス
ク
レ
テ
ー
ス
、

プ
レ
ー
ト
）、

支
那
ノ
孔
丘、

印
度
ノ
釈
氏
等

主
基
督、

十
二
使
徒、

使
徒
ボ
ー
ロ
、

古
代
ノ
聖
父
等、

今
回
着
京
後
益
関
東
之
伝
道
二

注
意
し
両
毛
を
連
合
ス
ル
ノ
策
を
吐
露
し、

又
新
潟
県
下
伝
道
皇
張
之
計
画
を
為
し
た
り、

何
卒
大
和
地

方
之
伝
道
は
充
分
御
負
担
ア
レ
、

此
事
タ
ル
神
ノ
霊
ヲ
仰
ク
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ

成
功
二

至
ラ
サ
ル
ベ
シ
、

熱
心
祈
而
之
を
得
べ
し
天
父
ハ

必

ラ
ス
求
ム
ル
モ
ノ
ニ

与
へ

賜
フ
ベ
ッ
、

吾
ハ

早
ヤ
死
生
モ
成
敗
モ
全
ク
天
父
ノ
手
二

任
セ
リ、

ア
プ
ラ
ハ
ム
、

柾
使
吾
成
閑
散
身

今
人
若
流
水

今
古
道
一

轍

病
中
懐
古
哲

右
病
中
作

古
哲
去
難
帰

須
期
再
会
時

モ
ー
ゼ
、

ダ
ビ
テ、

預
言
者
悲

ウ
ィ
キ
リ
フ
、

ズ
ウ
ィ
ン
グ
ル
、

只
々
一

忠
僕
ノ
分
ヲ
喝
サ
ン
事
ヲ
望
ノ
ミ

ル
ー
デ
ル
、

カ
ル
ウ
ィ
ン

等
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明治21年

今
人
若
流
水

去

古
哲
又
難
帰

柾
使
吾
成
閑
散
身

（
又
ハ
暫 病

中
作

0

0

0

 

借
大
審
期
掃
邦
土

又
掃
邦
土
云
々
ハ

小
生
畢
生
ノ
目
的
ナ
レ
ハ

又
不
遜
ト

モ
思
ヒ
不
申
候

五
月
十
三
日

木
村
熊
二
拍
家
方

②
府
下
赤
坂
区
榎
坂
五
番
地

小
生
ノ
器
誠
ニ
シ
テ
ハ

甚
不
謙
遜
ノ
語
ナ
ル
ベ
シ 、

別
二

尊
大
卜

見
ヱ
サ
ル
語
二

御
替
へ

被
下
候
ハ
、

幸
甚

十
年
計
画
未
休
神

一

朝
臥
病
天
恩
沢

病
中
懐
古
哲

古
今
道
一

轍 416 

徳
富
猪
一

郎

①
駒
込
西
片
丁
拾
番
地

④
暴

573 



須
期
再
会
時

小
生
之
文
詞
に
思
を
寄
す
る
は
恰
カ
モ
猿
め
か
人
間
之
真
似
を
為
に
類
な
り 、

御
一

笑

陳
者

過
日
0
0
伯
へ
之
書
面
御
郵
送
申
上
候
間 、

定
而
御
落
手
之
事
卜

奉
存
候 、

小
生
も
逐
々
快
ぎ
方
二

有
之
候
間 、

天
気
さ
へ

好
ま
し

け
れ
ば
戸
外
二

徐
々
之
運
動
を
試
申
候 、

五
月
十―――
日

湯
浅
兄
二
よ
ろ
し
く

送
別
宴
二

酒
を
省
ク
ノ
事
ハ

已
二

陸
奥
君
迄
一

書
を
呈
し

謝
し

置
候

徳
富
猪
一

郎
兄

乞
徳
富
兄
之
叱
正

又
夜
間
も
克
く
相
眠
申
候 、

右
得
貴
意 、

早
々
頓
首

新
し
ま
襄 襄
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明治21年

418 

猪
一

郎
兄

十
四
日 417 

五
月
十
六
日

徳
富
猪
一

郎

〔
五
月
U

十
四
日

②
「
拝
復
」

貴
書
拝
見
仕
候 、

陳
者
先
方
よ
り
申
参
候
通
明
午
后
四
時
比
参
上
之
事
二
可
仕
候
間 、

左
様
御
承
知
被
下
度
候 、

若
し
先
方
ヘ
一

寸
返
事

即
チ
明
日
出
頭
之
事
申
通
候
事
か
至
当
卜

思
召
サ
レ
候
ハ
ヽ
、

右
之
趣
御
通
置
被
下
間
敷
哉 、

此
段
奉
願
上
候 、

早
々
拝
具

②
榎
坂
五
番
地

大
隈
伯
ヘ
ハ

本
日
壱
通
差
出
申
度
＜
候 、

小
生
も
昨
夜
不
眠
二

而
気
分
宜
カ
ラ
ス 、

外
出
ハ

不
仕
候 、

然
し
差
タ
ル
事
ニ
ア
ラ
ス 、

朝
比

＊
＊

 

奈
君
面
会
ノ
事
ハ

明
午
后
二
三
時
ノ
比
ア
マ
リ

遅
刻
ニ
ナ
ラ
サ
ル
内
来
訪
致
し
呉
候
ハ
、

幸
甚
ノ
事
二

候 、

又
管
君
面
会
ノ
事
ハ

暫
時
見

付

合
セ
申
度 、

何
レ

鎌
倉
漫
遊
ノ
後
二

後
藤
伯
二

も
面
会
可
致
積
二

圏
キ 、

其
際
ノ
事
二

致
し
度
候
間 、

御
序
二

右
之
義
御
通
し
置
キ
被
下

差
上
置

④
墨

④
墨

徳
富
猪
一

郎

襄

575 



419 

度
候、

右
得
貴
意、

草
々
頓
首

大
隈
伯
ニ
ハ

大
分
思
ヒ
キ
リ
タ
ル
書
面
差
シ
出
シ
置
キ
申
候、

書
中
ノ
事
ハ

拝
眉
之
期
二

相
譲
可
申
候

五
月
十
七
日

先
日
一

書
拝
呈
仕
余
り
必
死
を
窮
た
る
兵
士
之
如
き
口
上
を
申
上
候
間、

チ
ト
小
生
之
為
御
心
配
を
被
成
れ
は
せ
ぬ
か
と
存
候、

今
一

応

逐
加
之
書
面
相
呈
し
度
奉
存
候、

其
後
成
丈
ヶ
心
を
蓑
ひ
気
分
も
閑
静
二

持
ち、

又
力
之
及
ふ
丈
け
摂
生
法
二

も
注
意
致
し、

勝
利
ハ

常

ニ

進`
、`
戦
ふ
ノ
ミ
ニ

あ
ら
す、

時
と
し
て
ハ

退
ひ
て
守
る
二

も
可
有
之
候
問、

前
書
之
口
上
を
取
消
申
す
二

非
ら
す、

身
ハ

矢
張
戦
場
ニ

置
き、

而
し
て
戦
場
二

仮
設
し
た
る
病
院
二

置
き
蓬
二

砲
声
を
聞
居
な
か
ら
休
息
加
狸
致
す
へ
＜
候
間、

余
リ
小
生
之
為
御
心
配
二

過
き

さ
る
様
奉
希
候、

近
頃
ハ

B
々
徐
々
卜
運
動
致
し
諸
耶
成
丈
意
之
儘
二

任
セ
居
申
候、

右
貴
殿
御
安
心
之
為
申
上
度
如
此
侯
也、

草
々
拝
具

徳
富
猪
一

郎
兄

五
月
十
六
日

①
東
京
麻
布
仲
之
町
三
十
番
地

粟
津
方

⑤
写
真

土
倉
庄
三
郎

②
大
坂
中
之
島
公
固
地
内

銀
水
楼

新
し
ま
襄

576 



明治21年

猪
一

郎
兄

御
蔭
を
以
而
昨
夜
は
無
滞
相
済
奉
鳴
謝
候 、

陳
者
昨
夜
之
ビ
ル
ニ
十
九
円
、
、
、
ノ
処
三
十
円
差
上
候
間 、

宜
し
く
御
取
計
被
下
度
奉
願

上
候 、

小
生
昨
夜
余
リ

上
出
来
ナ
ラ
ス
朝
餐
再
ヒ
寝
二

就
ク
ヘ
シ
ト

存
居
候 、

若
し
目
醒
候
ハ
、

一

応
拝
昭
を
得
度
候 、

乍
去
り

貴
兄
ニ

も
甚
多
忙
二

可
有
之 、

依
而
人
力
車
を
差
上
御
迎
送
可
仕
候
間 、

御
操
合
之
程
奉
仰
候 、

早
々
以
上

五
月
十
九
日

420 

尚
々 、

御
令
闇
様
二
よ
ろ
し
く
御
伝
言
被
下
度
候 、

此
度
井
上
伯
ニ
ハ

御
面
会
無
之
候
哉 、

同
伯
ニ
ハ

此
度
ハ

東
京
二

而
殊
之
外

小
生
翡
之
為
御
尽
力
被
下 、

御
蔭
二

而
諸
事
意
外
二

相
運
候
事
卜

存
居 、

甚
欣
然
之
至
二

不
堪
候

五
月
十
九
日

五
月
十
七
日

土
倉
庄
三
郎
賢
兄

②
「
金
子
在
中
」

徳
富
猪
一

郎

④
墨

襄

新
し
ま
襄

577 



其
後
ハ

御
不
音
申
上
候、

小
生
も
其
後
身
体
ノ
加
減
預
算
ホ
ド
ニ
ョ
ロ
シ
カ
ラ
ス
未
夕
充
分
奔
走
ハ

出
来
兼
候
得
共、

着
手
ハ

漸
々
卜
手

強
ク
相
成
候
卜
存
候、

東
京
横
浜
ニ
テ
モ
逐
々
卜
賛
成
家
ヲ
得
申
候
間、

伏
而
御
休
慮
被
下
度
候、

ニ
テ
未
夕
結
局
ノ
点
二

運
兼
候、

何
レ
本
月
ノ
末
迄
ニ
ハ

何
ニ
ト
カ
粗
相
定
可
申
候、

会
ヲ
開
ク
ノ
策
二

御
座
候、

然
シ
其
ノ
前
二

多
分
ノ
収
獲
ヲ
取
入
レ
ネ
ハ

ナ
ラ
ヌ
ト
存
居
候、

東
京
ニ
モ
賛
成
家
ノ
意
外
二

快
ク
受
候
ニ

ハ

驚
入
リ、

神
力
已
二

彼
等
ノ
心
ヲ
開
キ
賜
ハ
リ
〔
シ
〕
二

非
ラ
ス
ヤ
ト
思
フ
程
二

候、

呉
候
ニ
ハ

自
身
ナ
カ
ラ
モ
駕
居、

ド
コ
ニ

如
此
信
用
ヲ
受
ク
ヘ
キ
価
ア
ル
ヤ
ト
誇
居
候

扱
金
森
氏
ョ
リ
ノ
通
信
ニ
ョ
レ
ハ

御
地
モ
大
二

好
都
合
ノ
ョ
シ
、

此
ノ
一

挙
ニ
シ
テ
成
功
ヲ
見
度
候、

何
卒
北
垣
公
初
メ
尾
越、

森
本、

両
区
長、

専
任
委
員、

諸
戸
長
方
二

宜
シ
ク
御
致
声
之
程
奉
仰
候

扱
本
日
ノ
新
聞
ニ
ハ

井
上
伯
ハ

十
九
日
二

京
都
二

趣
カ
レ
ク
ル
由、

何
卒
此
ノ
機
ヲ
失
ハ
ス
知
事
二

御
相
談
有
之、

専
門
校
卜
申
サ
ス
シ

テ
府
下
ノ
有
志
家
力
懇
親
会
ヲ
開
ラ
キ
同
伯
ヲ
御
嬰
応
ア
リ
テ
ハ

如
何、

而
シ
テ
知
事
ョ
リ
伯
二

御
申
含
被
下
懇
談
中
専
門
校
ノ
事
モ
含

0

0

0

0

 0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

メ
談
ツ
呉
ラ
＞
候
様、

此
レ
ハ

貴
兄
ノ
御
意
ョ
リ
出
候
様
二

御
取
計
被
下
度
候
也、

又
知
事
公
二

御
頼`
ヽヽ

此
レ
ヨ
リ
大
坂
二

大
会
ヲ
開
ク

二

今
／
如
ク
建
野
知
嘩
力
冷
胆
無
鈍
着
デ
ハ

甚
不
蔀
合
二

侯
問、

同
伯
ョ
リ
一

応
該
知
事
二

充
分
賛
成
セ
ッ
メ
、

又
奔
走
セ
ソ`
メ
候
様
ニ

御
返
書
ハ

東
京
庶
布
仲
之
町
二
十
番
地
粟
津
方
二

御
遣
し
被
下
度
候

421 

五
月―
―
十
一

日

④
墨

中
村
栄
助

又
府
下
ノ
紳
士
達
力
小
生
二

非
常
ノ
信
用
ヲ
置
キ

只
今
ノ
処
ハ

只
ヂ
リ
ミ
ミ
ト
進
ム
形

又
漸
々
卜
少
シ
ク
手
広
ロ
ニ

事
ヲ
初
メ
早
晩
一

大

578 



明治21年

女
学
校
ノ
事
ハ

其
後
如
何、

財
ノ
改
革
出
来
候
哉
奉
伺
候、

大
沢
君
二
よ
ろ
し
く

お
母
上
様
御
家
内
様
二
よ
ろ
し
く、

近
頃
井
手
君
ハ

如
何、

宜
し
く

此
書
ハ
一

応
金
森
兄
二

御
示
し
被
下
度
候
也

御
勒
メ
置
キ
被
下 、

又
可
相
成
ハ

同
伯
モ
大
坂
ノ
爵
々
ク
ル
紳
商
ニ
ハ

直
接
二

徊
葡
メ
置
キ
被
下 、

大
坂
ニ
モ
ニ
三
万
円
／
寄
附
出
来
候

ハ
、

重
々
卜

存
候
間 、

此
レ
モ
貴
兄
ノ
御
発
意
ノ
如
ク
ニ

知
事
公
二

懇
々
御
依
頼
ア
リ
テ
ハ

如
何 、

若
ツ
同
伯
力
最
早
京
地
ニ
ア
ラ
ス
下

坂
被
致
候
ハ
、

態
々
御
下
坂
ア
リ 、

貴
兄
力
同
志
社
々
員
ノ
資
格
ニ
テ
御
面
会
被
遊 、

大
坂
二

端
緒
ヲ
開
ク
事
ヲ
御
計
被
下
候
而
は
如

何、

然
し
是
ヲ
為
ス
前
二

諸
事
知
事
公
二

御
計
リ
被
下
度
候、

若
し
知
事
公
ノ
御
周
旋
ニ
テ
前
上
ノ
事
出
来
候
ハ
、

殊
更
仕
合
ナ
リ

小
生
モ
一

昨
日
浜
二

参
リ
原
六
郎
等
二

面
会
し、

昨
日
ハ

陸
奥
公
使
ヲ

送
リ、

本
日
ハ
一

寸
休
養
ノ

為
鎌
倉
二

参
リ

大
休
息
ス
ル

積
ニ

候、

然
シ
井
上
伯
入
京
ノ
事
ヲ
今
夕
新
聞
上
二

見
受
候
間、

五
月
廿
一

日

中
村
栄
助
兄

不
取
敢
乱
文
ヲ
以
得
貴
意
候
也、

敬
白

襄

579 



ノ
後
ニ
ナ〔
二
〕
ゲ
ナ
ク
突
然
御
尋
ネ
ア
リ
テ
ハ
如
何、

昨
日
ハ
棲
々
御
閑
話
ヲ
得
甚
幸
之
事
卜
奉
存
候、

小
生
本
日
午
前
発
浜
無
異
着
到
仕
候、

当
地
之
海
浜
院
卜
申
事
ナ
レ
ト
モ
先
ツ――一
ツ
橋

与
八
方
二
投
宿
致
し、

明
日
該
院
之
事
を
取
龍
し、

然
ル
上
ノ
事
二
可
致
候、

昨
日
僅
二
十
分
計
ノ
内
小
生
ノ
機
械
運
転
惟
ヒ
見
ル
ヘ
シ

ト
一
笑
致
し
居
候、

0
0
伯
ハ
生
二
向
ヒ
ア
ノ
混
雑
中
已
二
彼
レ
ト
相
談
セ
シ
由
被
申
候
二
、

早
ク
モ
宗
光
君
二
閃
々
タ
ル
眼
光
ヲ
以
テ

〔
木〕

又
青
、
子
二
克
く
弁
解
シ
置
ヶ
ト
ノ
忠
告
ア
リ、

ア
ノ
内
二
〇
〇
子
二
談
判
ヲ
初
メ
シ
等一
小
戦
場
ヲ
画
キ
出
シ
タ
ル

二
人
ヲ
見
付
ケ、

カ
如
シ、

ナ
ニ
シ
ロ
〇
〇
子
ニ
ハ
可
成
丈
ヶ
速
二
御
尋
ア
ル
カ
宜
シ
キ
事
卜
存
候、

御
談
判
中
0
0
伯
二
面
談
セ
シ
ハ
矢
張
小
生
ノ
出
京

大
臣

。
。
。
。

惹

ス
ル
否
森
又
辻
等
二
面
会
ス
ル
ノ
一
例
ニ
シ
テ、

面
談
シ
置
キ
又
其
賛
成
ヲ
モ
得
テ
置
ク
方
力
他
ノ
運
動
ノ
ヲ
サ
ス
ペ
シ
ョ
ン
ヲ
築
キ
起

サ
、
ル
為
ニ
ハ
却
テ
好
手
段
カ
ト
存
候、

又
ニ―――
ノ
ポ
レ
チ
カ
ル
・
フ
ァ
ク
ト
ル
ス
ニ
ハ
一
応
面
談
ヲ
ナ
シ
置
ク
積
ナ
ル
ハ
襄
ノ
独
断
ニ

シ
テ、

他
日
明
々
白
々
二
御
弁
解
申
上
候
稼
ナ
リ
ト
御
申
置
キ
被
下
度
候、

又
0
0
伯
ノ
方
モ
其
儘
二
附
シ
オ
カ
ス、

0
0
子
卜
御
面
談

又
談
判
ノ
間、

襄
ニ
ハ
先
日
横
浜
ニ
テ
一
寸
御一
言
ア
リ
シ
事
二
付
キ
非
常
二
喜

ヒ
オ
リ、

安
心
シ
テ
鎌
倉
二
行
キ
摂
生
加
養
ス
ル
ト
申
シ
居
レ
リ
ト
丈
御
陳
述
ア
リ
テ
ハ
如
何、

生
ノ
案
ス
ル
ニ
ハ
此
ノ
伯
ノ
方
モ
速
ニ

0

0

0

 0

 

0

0

0

 0

 

結
局
二
至
ラ
シ
ム
ル
ハ
得
策
ナ
ラ
ソ
ト
存
候、

兎
角
猶
余
ハ
失
敗
ノ
一
手
段
ナ
リ、

小
生
ョ
リ
ハ
0
0
伯
二
別
二
書
ヲ
呈
セ
ス
候

n
キ
U

小
生
出
発
片
付
ケ
置
ク
度
侯
得
共、

先
ツ
帰
京
ノ
後
卜
思
ヒ
廷
引
セ
ツ
事
ア
リ、

念
J
為
貴
兄
迄
申
上
置
度
候

①
神
奈
川
県
下
鎌
倉
初
瀬
之
観
音
前

平
信

④
墨

422 

五
月
二
十
一

日

＊

徳
富
猪
一

郎

一
ッ
橋
与
八
方

②
東
京
赤
坂
区
榎
坂
五
番
地

580 



明治21年

モ
ウ
此
上
ハ

書
面
ヲ
不
呈
候

一

粟
津
二
ニ
十
五
日
間
止
宿
ス

此
レ
ハ
ー
ト
月
ト
ナ
ッ
8
二
五
十
銭
位――
ッ
テ
ハ
如
何

相
応
ノ
借
料
ヲ
納
ム
ル
菰
リ
ナ
リ

-

＃
上
石
女
ノ
止
宿
料

一

橋
本
陸
軍
医
二

右
同
断

＊

 

一

難
波
一

氏
二

薬
料
ノ
外
矢
張
十
円
位
ニ
テ
可
ナ
ル
ヨ
シ

帰
京
ノ
租
故
一

切
右
ノ
礼
等
ハ

不
相
済
侯 、

小
生
滞
留
中
一

身
二

万
一

ノ
事
ア
ル
上
ハ

右
ノ
諸
件
ハ

費
兄
御
含
置
キ 、

卜
御
相
談
被
下
度 、

少
々
同
人
二

預
ヶ
オ
キ
ア
リ

五
月
廿
一

日

猪
一

郎
愛
兄

一
ベ
ル
ッ
氏
二

十
円
ノ
礼
ヲ
ス
ル
ツ
モ
リ

一

木
村
氏
二

少
々
ノ
礼
ヲ
ス
ル
ツ
モ
リ
ナ
リ

七
日
分
（
日
二

三
十
銭
位
）

粟
津
二

納
ム
ル
釈
リ

襄

＊
＊

 

モ
ニ
ー

ハ

富
田
氏

581 



鎌
倉
滞
留
中
京
都
へ
1

1一
通
之
外
最
早
手
紙
ハ
相
認
不
申
侯

猪
一

郎
兄

先
日一
書
相
呈
し
候
際
ハ
小
生
義
少
々
加
減
あ
し
く
呼
吸
二
困
し
み
居
候
間、

書
面
中一
寸
万一
云
々
申
上
候
也、

旅
宿
店
二
而
ハ
充
分

摂
生
法
相
付
不
申
候
付
海
浜
院
二
入
院
仕
候、

尤
別
二
富
田
君
之
御
家
族
も
御
滞
留
中
二
而
諸
事
小
生
之
コ
ン
フ
ォ
ル
ト
之
為
ニ
ハ
御
注

意
被
下
候
間、

御
休
慮
可
被
下
候、

昨
日
は
金
森
よ
り
来
書
有
之、

米
国
ョ
リ
五
万
弗
丈
ケ
寄
附
ス
ヘ
キ
旨
申
来、

而
し
て
小
生
等
之
米

国
行
ハ
先
ッ
差
止
参
候、

但
シ
此
差
止
之
事
ハ
小
生
等
慎
而
其
命
ヲ
奉
ス
ル
ヤ
否
未
夕
相
分
不
申
候
問、

湯
浅
兄
之
外
ハ
御
他
言
御
無
用

ニ
願
度
候、
本
日
ハ
渋
沢
氏
迄
壱
書
相
遣
し
置
候、
且
貴
兄
へ
御
交
際
な
し
呉
候
様
申
進
置
候
間、

例
之
コ
ン
ス
テ
チ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
示

し
な
か
ら
（
聾
声
鰐
霜
壇疇
琴
巴
翌
頸峠
翡環ル）
一
寸
御
面
会
被
成
下、

寄
附
之
事
ハ
申
さ
す
共
小
生
翡
同
志
社
前
途
之
計
画
等
程
よ

く
御
吹
込
置
被
下
候
事
ハ
随
分
有
益
か
と
も、

同
氏
ハ
先
夜
之
様
子
な
ら
ば
中
々
熱
心
之
賛
成
家
と
相
認
申
候、

又
何
ソ
新
島
迄
御
用
向

有
之
候
ハ
、
貴
兄
迄
御
談
し
ア
レ
ト
御
申
置
被
下
而
は
如
何、
然
し
之
を
履
行
す
る
と
否
と
ハ
貴
兄
之
賢
断
二
御
任
申
候、

滞
留
中
書
を

呈
せ
す
と
申
候
得
共、

五
月
廿
五
日

423 

五
月
二
十
五
日

①
神
奈
川
県
下
鎌
倉

海
浜
院

徳
富
猪
一

郎

②
東
京
赤
坂
区
榎
坂
五
番
地

一
ノ
ニ
ュ
ー
ウ
ス
申
上
度
労
寸
書
奉
呈
仕
候
次
第
候
也、

草
々
頓
首

④
墨

襄
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明治21年

北
垣
明
府
殿閣
下

五
月
廿
八
日

新
島

狸

乍
憚
御
夫
人
様
へ

宜
し
く
御
致
声
被
下
度
奉
希
候、

毎
々
愚
妻
事
参
館
御
懇
情
を
蒙
り
候
旨
申
来
難
有
奉
謝
候

井
上
伯
ヘ
ノ
書
面
ハ

貨
翰
二

御
封
入
御
述
し
被
下
候〔
ハ
、
〕
幸
甚
ノ
事
卜
奉
存
候

其
後
ハ

御
起
居
如
何、

甚
御
不
沙
汰
申
上
候、

陳
者

御
地
二

而
専
門
校
二

対
ス
ル
ノ
人
気
も
大
二

宜
し
き
様
承
及、

閣
下
之
御
尽
カ
二
よ

小
生
も
当
時
尚
休
養
中
二

有
之、

漸
時
鎌
倉
二

隠
逃
致
居、

り
右
様
相
運
候
事
と
奉
存
千
万
奉
鳴
謝
候、

扱
東
京
之
運
動
も
漸
々
卜
諸
方
二

波
及
致
し
居
候
間、

早
晩
好
結
果
あ
る
へ
し
と
存
居
候、

出

不
日
帰
京
之
上
一

大
会
を
可
催
胸
算
二

罷
在
候、

別
紙
甚
恐
入
候
得
共、

井

上
伯
之
御
宿
所
御
承
知
被
為
在
候
ハ
、

其
先
き
へ

御
届
被
下
候
様
奉
願
上
度
候、

右
願
用
芳
御
起
居
奉
伺
度、

草
々
敬
具

424 

五
月
二

十
八
日

北
垣
国
道

①
神
奈
川
県
下
鎌
倉

海
浜
院

②
京
都
府
下
土
手
町

乞
親
展

④
盛
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内
々
ノ
分

猪
一

郎
兄

五
月
廿
八
日

＊
 

先
日
ハ

御
心
切
二

看
護
婦
御
連
被
下
奉
鳴
謝
候、

書
面
ハ

永
々
相
害
キ
不
申
只
々
用
事
丈
申
上
候、

外
友
よ
り
五
万
弗
之
約
束
ハ

多
分
一

両
年
中
二

出
来
可
申
候
得
共、

其
迄
ハ

已
ニ
イ
ン

ト
レ
ス
ト
を
入
る
の
約
も
有
之
候
間、

已
二

寄
附
之
約
あ
り
と
云
而
可
な
り、

書
面
之
写
中
ペ
ン
ス
ル
を
以
而
マ
ー

叫
入
を
記
し
た
る
分

之
内
ハ
、

御
撰
被
下
候
而
ド
コ

な
り
御
出
し
被
下
而
も
差
支
な
し、

他
ハ

御
避
け
置
被
下
度
候、

小
生
も
其
後
替
る
事
無
之
候
間、

先
御

休
慮
被
下
度
候、

右
貴
答
迄、

草
々
頓
首

出

杉
山
氏
よ
り
来
害
有
之、

押
川
卜
森
本
等
ノ
周
旋
ニ
テ
同
氏
ヲ
勧
メ、

羽
后
羽
之
庄
内
二

於
而
将
サ
ニ

起
サ
ソ
ト
ス
ル
学
校
二

行

ク
ヘ
ッ
ト
ノ
事
ニ
テ、

同
氏
ハ

殆
卜
決
シ
ク
ル
ノ
体
ニ
テ
小
生
迄
苔
ヲ
以
テ
相
談
二

参
リ
候、

小
生
ハ

先
決
答
二

急
ク
勿
レ
、

少
シ

前
後
左
右
ヲ
顧
而
而
し
て
后
返
答
セ
ヨ
ト
木
日
申
遣
候、

若
し
費
兄
二

御
相
談
有
之
候
ハ
、

何
卒
充
分
御
意
見
を
御
吐
き
置
被
下

度
候、

小
生
ハ

先
方
之
様
子
ヲ
充
分
二

取
詞
ヘ
ロ
、

寧
口
決
答
ニ
ハ

急
ク
勿
レ
ト
忠
告
致
し
置
キ、

又
湯
浅
等
之
帰
京
ヲ
待
テ
ト

425 

五
月
二
十
八
日

①
神
奈
川
県
下
鎌
倉

海
浜
院

徳
富
猪
一

郎

②
東
京
赤
坂
区
榎
坂
五
番
地

④
墨

襄

又
廿
六
日
付
之
華
墨
拝
読
段
々
御
配
慮
之
事
心
底
二

徹
し
奉
謝
候、

貴
命
二

随
ヒ
余
リ
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〔
五
月
三
十
一

日

⑤
柏
木
義
円
写

〔

マ

マ

〕

廿
七
日
付
ノ
御
文
只
今
拝
見
申
候、

私
も
一

昨
日
一

寸
申
上
候
通、

廿
八
日
よ
り
鎌
倉
二

参
リ
海
浜
院
と
申
ス
処
二

蓑
生
致
居、

病
気
も

倦
私
病
気
之
事
二

付
誰
も
東
京
よ
り
参
り
候
者
ハ
シ
カ
ト
し
た
事
不
申、

為
二

大
二

御
心
配
之
よ
し
御
尤
千
万、

是
迄
別
二

委
し
き
事
不

申
上
は
遠
方
ノ
事
故
無
益
ノ
御
心。
は
い
可
被
成
と
存
し、

又
私
之
病
気
之
評
判
高
く
成
候
ハ
ヽ
、

京
都
辺
二

而
専
門
校
ノ
為
二

尽
力
し
呉

候
人
々
二

も
力
を
落
す
へ
し
と
心。
は
い
致
し、

可
成
丈
け
つ
4

み
置
候
訳
二

候、

東
京
二

於
て
も
右
同
断、

余
り
世
問
二

知
れ
さ
る
様
成

丈
ケ
内
々
二

な
し
を
き
申
候、

若
し
私
の
病
気
か
重
し
と
申
事
な
れ
ば、

為
二

賛
成
人
ハ

減
し
可
申
候、

芳
々
可
成
丈
ケ
内
々
に
な
し
置

申
候、

四
月
廿―
―
日
之
午
后
井
上
伯
方
二

参
上
候
而、

来
会
之
人
々
と
も
面
談
申
居
候
際、

俄
カ
ニ

気
分
あ
し
く
相
成、

総
身
二

冷
汗
を

流
し
候
間、

先
ハ
ゞ

カ
リ
ニ

参
リ
申
候
処、

通
じ
有
之
候
よ
り
気
分
よ
ろ
し
か
ら
す
候
間、

別
席
二

退
き
申
候、

其
時
手
足
ハ

冷
カ
ニ

相

成
申
候
故、

井
上
様
ハ

直
ニ
ソ
フ
ァ
之
上
二

御
ネ
カ
シ
被
下、

か
ら
し
湯
二

而
脚
湯
な
し
被
下、

日
増
し
に
よ
ろ
し
く
相
成
候
間、

返
す
／
＼
も
御
安
心
可
被
下
候

426 

新
島
八
記
〕

申
遣
候

長
州
之
伯
ニ
ハ

本
日
一

書
遣
し
置、

大
坂
地
方
之
事
を
托
し
置
申
候

直
二

軍
医

橋
本
様
を
御
招
き
被
下
候

585 



〔
柏
木
補〕

「
藤
沢

〔
補〕

間、

手
ハ

充
分
届
き
申
候、

少
し
落
付
候
上
馬
車
二

而
粟
津
様
二

御
送
リ
届
被
下
候
「
其
夜
ハ

灌
腸
セ
リ
」

五
月
三
十
一
日
消
印」

其
翌
日
ベ
ル
ツ
先
生
二

も
御
出
を
願
申
候
次
第、

其
時
は
大
二
よ
ろ
し
く
相
成
居
候、

廿
二
日
よ
り
五
月
八
日
迄
麻
布
二

居
り、

其
れ
よ

り
本
郷
二

参
り
度
々
ベ
ル
ツ
氏
二
か
4
り
申、

十
五
日
麻
布
二

帰
り、

十
九
日
横
浜
二

参
り、

二
十
一

日
当
地
二

参
り
候
始
末
二

候、

倍

井
上
様
二

而
ハ
一

卜
通
な
ら
す
御
世
話
二

相
成
候
間、

若
し
尚
大
坂
辺
二

被
為
在
候
は
ゞ
、

ご
一
円
之
菓
子
折
デ
モ
御
持
参、

右
御
世
話

様
二

相
成
候
趣
襄
よ
り
只
今
申
参
候
と
申
し
て
御
礼
二

御
出
被
下
度
候、

若
し
有
馬
ニ

デ
モ
御
越
し
被
遊
候
ハ
ヽ
、

神
戸
よ
り
人
カ
二
の

り
一

寸
右
御
礼
二

御
出
被
下
候
方
が
至
当
か
と
存
候、

若
し
東
京
二

御
帰
り
二

相
成
候
ハ
ゞ
、

右
ノ
折
リ
ハ

御
持
参
有
之
度
候、

而
し
て

お
前
様
ニ
ハ

御
都
合
次
第
御
隠
居
様
ニ
ハ

窪
田
お
い
さ
様
二
で
も
御
あ
つ
け、

内
ノ
処
ハ

長
岡
デ
モ
留
守
居
二

を
き、

け
被
下
度
候、

私
も
尚
五
六
日
間
ハ

当
地
二

居
る
摂
り
二

候
得
共、

一

寸
手
軽
ノ
仕
度

ニ

而
御
出
二

相
成
候
て
ハ

如
何、

私
か
悪
し
い
か
ら
来
る
と
申
さ
す、

余
り
久
々
二

な
る
か
ら
心
ば
い
し
て
む
か
い
二

来
る
と
て
御
出
か

〔
マ
マ
〕

又
々
東
京
二

帰
る
積
り
二

候
：＇·
：

鎌
倉
海
浜
院
ニ
テ
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昨
日
は
貴
書
来
着
喜
而
拝
誦
仕
候、

定
而
湯
浅
兄
よ
り
御
承
知
と
は
存
候
通、

京
都
之
都
合
も
甚
宜
し
き
由、

小
生
も
此
一

両
日
ハ

十
四

五
町
位
運
動
い
た
し
候
様
相
成
候、

貴
命
次
第
何
時
な
り
共
帰
京
可
仕
候、

勿
々
以
上

428 

六
月
一

日

立
前
御
ト
コ

揚
被
成
候
よ
し

427 

n
五
月
末

①
相
州
鎌
倉

海
浜
院

表
書
に
よ
る。

徳
富
猪
一

郎

井
上
様
ヘ
ハ

私
之
御
礼
芳
奥
様
へ
の
御
見
舞
と
し
て
何
ん
そ
御
差
上
被
下
度
候、

奥
様
ニ
ハ

先
般
来
久
々
之
御
病
気
二

被
為
在、

東
京
御

〔

マ

マ

〕

原
御
富
様
ニ
ハ

京
都
第
一

の
よ
ふ
か
ん
で
も
一

円
程
御
持
被
下
候
而
は
如
何、

御
前
様
初
め
て
の
御
出
な
れ
ば、

無
手
二
て
も
不
被
在
候

④
墨

新
島
八
凰
u

②
東
京
赤
坂
区
榎
坂
五
番
地

③
は
が
き

④
墨

⑥
日
付
は
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六
月＝
＝
日

本
日
ハ

富
田
よ
り
御
使
御
遣
し
被
下
候
幸
便
二
よ
り
寸
書
奉
呈
仕
候、

其
後
は
小
生
も
逐
々
快
き
方
二

趣
候
間
御
休
慮
可
被
下
候、

陳
者

井
上
伯
ニ
ハ

何
時
比
帰
京
可
被
致
哉、

未
夕
相
分
不
申
候
哉、

恐
ク
ハ

本
月
上
旬
中
二

御
帰
京
二

な
る
ま
し
と
存
候、

又
大
隈
伯
ニ
ハ

此
十

日
比
神
戸
地
方
二

巡
回
被
致
候
よ
し、

小
生
も
其
前
二

帰
京
一

応
之
面
会
を
遂
け
度
存
候、

し
て
時
機
を
失
ハ
サ
ル
様
二

仕
度
候、

其
会
ニ
ハ

井
上
伯
之
帰
来
を
可
待
ヤ、

将
夕
大
隈
伯
之
出
発
前
二

可
致
ヤ、

伯
連
中
ハ
サ
テ
オ
キ
次
官
位
之
所
を
可
招
哉、

此
ノ
一

点
二

少
々
決
定
致
し
兼
候、

何
卒
湯
浅
兄
等
卜
御
協
談
被
下
度
候、

又
大
会
之
期

〔
力u

ハ

イ
ッ
比
二

す
へ

き
や、

此
ノ
九
日
比
二

し
て
ハ

如
何、

左
ス
レ
ハ

其
用
意
セ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ス、

小
生
も
少
々
宜
し
く
候
間、

何
時
な
り

共
帰
京
可
仕
候、

殊
二
よ
り
候
ハ
、

此
五
日
比
ニ
ハ

帰
京
可
致
カ
ト
モ
考
居
申
候、

右
は
御
相
談
仕
度、

如
此
候
也

徳
富
猪
一

郎
兄

429 

六
月
三
日

①
相
州
鎌
倉

徳
富
猪
一

郎

②
東
京
赤
坂
区
榎
坂
五
番
地

且
東
京
大
会
ハ

イ
ッ
比
二

可
仕
哉、

④
墨

新
し
ま
襄

日
ヲ
瞭

又
ハ

前
議
之
如
ク
此
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⑤
森
中
章
光
写

⑥
森
中
写
に
よ
れ
ば、

原
本
の
封
筒
表
書
は
「
足
立
通
衛
君、

増
田
雅

太
郎
君」

と
あ
る。

華
墨
一

昨
日
来
着
敬
而
拝
誦
仕
候、

陳
者

貴
級
御
一

同
よ
り
小
生
之
病
況
御
尋
二

預
リ
添
＜
奉
鳴
謝
候、

小
生
も
出
京
後
宿
病
直
二

再
発

臥
床
す
る
事
殆
壱
ヶ
月、

其
後
少
々
快
く
相
成
候
間
当
地
二

参、

他
日
再
挙
ヲ
計
ら
ん
為
勤
而
休
養
致
し
居、

逐
日
宜
し
ぎ
方
二

赴
き
一

日
二

大
概
五
十
匁
位
之
重
量
を
増
加
し
候
間、

乍
憚
御
休
意
可
賜
候、

動
セ
ラ
ル
ヘ
キ
旨、

小
生
二

於
テ
喜
欣
二

堪
へ
さ
る
所
二

候、

且
貴
書
中
貴
君
等
御
卒
業
後
も
尚
吾
人
と
同
主
義
ヲ
以
前
途
之
運

又
小
生
之
帰
期
二

付
御
尋
ネ
有
之、

何
レ
本
月
二
十
日
迄
二

是
非
帰
宅
之

積
二

候
問
左
様
御
承
知
可
被
下
候、

小
生
も
近
々
再
ひ
出
京
し
専
門
校
之
為
一

大
会
を
可
開
計
画
二

候、

何
分
其
後
二

至
ラ
さ
れ
ば
帰
宅

之
都
合
二

参
兼
候、

右
貴
答
迄、

草
々
敬
具

尚

、々

諸
君
御
卒
業
式
二

出
頭
す
る
を
以
而
非
常
之
楽
し
み
卜
予
想
仕
居
候、

何
卒
諸
君
よ
り
全
校
之
諸
士
二

宜
し
く
御
致
声
被

下
度
奉
切
望
候、

諸
君
か
小
生
之
為
日
夜
御
祈
被
下
候
を
深
奉
謝
候、

小
生
ニ
ハ

東
京
二

於
而
尚
一

戦
を
試
可
申
候、

何
卒
好
結

同
志
社
五
年
生
諸
君
御
中

六
月
四
日

4JO 

六
月
四
日

＊

同
志
社
五
年
生

新
島

襄
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貴
書
井
二

渋
沢
氏
之
書
面
は
落
手
仕
候

徳
富
兄

六
月
五
日

〔

後
〗l

明
午
日
ハ

愚
妻
も
当
地
二

可
参
候
間、

先
―

二
泊
い
た
し
八
九
日
迄
ニ
ハ

是
非
帰
京
可
仕
候、

右
御
通
知
迄、

早
々
頓
首

431 

六
月
五
日

果
ヲ
得
て
凱
帰
致
候
様
御
祈
被
下
度
候
也

①
相
州
鎌
倉

徳
富
猪
一

郎

②
東
京
赤
坂
区
榎
坂
五
番
地

④
墨

襄
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明治21年

申
候

先
般
井
上
伯
滞
京
之
際
種
々
御
骨
折
被
下
候
事
等
詳
細
二

御
知
被
下
難
有
奉
謝
候、

今
回
大
隈
伯
二

も
巡
回
被
下
候
間、

京
師
二

被
参
候

ハ
、

滞
留
之
時
日
も
短
し
か
く
候
而、

様
仕
度
候、

又
専
門
校
之
事
も
大
二

賛
成
し
呉
候
間、

此
辺
も
御
承
知
有
之
度
候、

小
生
同
伯
御
出
発
前
ニ
―

寸
御
目
二

懸
リ
相
願
度
事

有
之
候
得
共、

拝
眉
を
不
果
候
付、

ト
テ
モ
同
志
社
一

覧
ハ

如
何
か
と
も
存
し
候
得
共、

若
都
合
相
叶
候
ハ
、

暫
時
な
り
共
立
寄
呉
候

一

書
貴
兄
之
御
気
付
二

な
し
差
上
候
間、

同
伯
力
着
京
被
致
候
ハ
、

直
二

御
渡
し
被
下
度
候、

森
ナ
リ
御
同
伴
二

而
御
面
会
被
下
度
候

且
金

伏
見
ハ

此
六
月
二

而
断
候
様
仕
度
候、

此
レ
ハ

小
生
出
京
前
よ
り
の
計
画
二

候
間、

必
ら
す
御
断
行
被
下
候
事
と
存
し
候、

何
ニ

カ
大
沢

ニ
ハ

来
九
月
迄
卜
被
申
候
よ
し
甚
奇
怪
千
万
ナ
リ、

其
後
任
金
谷
氏
此
人
ハ
金
森
氏
心
得
居
申
候
を
本
月
中
二

御
招
キ、

半
ヶ
月
二

而
事
務
ハ

充
分
相
分
可
申
候、

又
伏
見
氏
之
解
職
前
ニ
―

応
是
迄
之
帳
蒋
明
了
二

な
し
置
カ
レ
候
様、

又
レ
ー
ル
ネ
ド
氏
社
員
一

両
名
立
合
ノ
上
ニ

而
右
帳
簿
ハ

取
調
へ

候
様
仕
度
候
間、

此
事
ハ

山
本
翁
等
ト
モ
予
御
相
談
被
下
度
候、

而
し
て
別
二

不
都
合
等
も
無
之
候
ハ
、

謝
礼
と
し

て
若
干
金
御
遣
し
被
下
度
候、

御
存
之
通
同
氏
ニ
ハ

已
二

数
百
円
之
負
債
有
之
候
間、

同
志
社
ョ
リ
ハ
ッ
ク
ジ
リ
ナ
キ
人
ト
ハ

見
傲
し
不

貴
兄
之
御
発
意
二

而
矢
野
文
雄
君
を
御
優
待
あ
り
し
由
重
々
奉
存
候、

同
君
ハ

大
隈
伯
之
党
中
甚
鎧
々
た
る
人
な
り、

向
来
専
門
校
之
大

援
兵
ト
モ
相
成
可
申
候、

東
京
二

而
大
会
を
計
居
候
得
共、

何
分
事
果
敢
々
々
敷
不
参
大
二

延
引
二

及
候、

然
し
其
問
二

漸
々
賛
成
家
を

432 

六
月
十
五
日

④
墨

中
村
栄
助
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六
月
十
五
日

同
志
社
設
立
ノ
始
末
書
二
百
冊

方
ニ

ア
リ

得
候
事
二
候、

同
志
社
二

未
夕
入
校
不
致
候
得
共、

薩
摩
之
一

書
生
二
而
鵜
飼
卜
〔
申〕
少
年
あ
り、

0

0

0

 

等
呉
置
候
処、

書
籍
料
ト
シ
テ
三
円
程
然
ッ
他
ニ
ハ
決
ッ
テ
御
用
立
被
下
間
敷
候
借
シ
呉
レ
ト
申
参
候
二
、

新
島

襄
至
急
海

八
重
も
留
守
二
而
甚
困
却、

恐
入
候

得
共
右―――
円
ハ
同
人
二
御
立
替
へ
置
被
下
間
敷
候
ヤ、

御
承
知
被
下
候
ハ
、
同
人
之
出
頭
ス
ヘ
キ
様
御
命
し
被
下
度
候
（
直
竺
式
蟷
聾
翌
闘

来
賓
接
待
又
生
徒
優
待
等
二
自
然
入
費
相
懸
候
節
ハ
、

小
生
負
担
ス
ヘ
キ
旨
金
森
氏
ヘ
ハ

申
置
候
問、

金
ノ
不
足
ノ
為
二
同
氏
カ

来
賓
二
対
シ
不
体
裁
之
取
計
ヲ
為
サ
、
ル
様
仕
度、

伏
而
金
子
入
用
之
節
ハ

御
立
力
ヘ
置
ぎ
被
下
候
様
奉
希
候、

何
レ
帰
宅
之
上
詳
細
ニ

御
勘
定
可
申
上
候

中
村
栄
助
兄

〔

永
〕

専
門
校
旨
趣
害
ハ
当
地
ニ
テ
少
々
改
正
ツ
出
版
ス
ル
稼
ナ
リ、

外
二
同
志
社
ノ
規
則
書
二
百
冊、

害
記
長
岡
二
命
ツ
同
志
社
ノ
統
計

表
ヲ
委
ッ
ク
製
ツ、

教
員
ノ
月
給、

教
員
生
徒
ノ
数
ハ
勿
論
校
舎
ノ
数、

其
ノ
代
価、

土
地
ノ
坪
数、

同
志
社
一

切
ノ
所
有
物
ノ
価
等、

早
々
御
送
呉
候
様
仕
度
候

運
二
托
し、

麻
布
仲
之
町
二
十
番
地
粟
津
方
へ
御
回
送
被
下
侯
様
奉
願
上
候、

右
用
事
迄、

草
々
敬
具

八
重
も
去
七
日
二

鎌
倉
二
参
リ
去
十
一

日
東
京
二
帰
戻
申
候、

病
気
も
少
々
ハ
よ
ろ
し
く
候
得
共、

何
分
梅
雨
降
初
日
々
欝
と

ふ
し
く
戸
外
二
も
出
兼
大
二
困
却
罷
在
候、

御
母
上
様
御
令
閾
様
方
二
よ
ろ
し
く

0
大
隈
伯
被
参
候
ハ
、
デ
ウ
ィ
ス
ゴ
ル
ド
ソ
ノ
両
人
位
其
旅
舘
二
就
キ
面
謁
し、

可
相
成
ハ

伯
ノ
外
交
上
之
意
見
モ
尋
サ
セ
タ
キ

モ
ノ
ト
金
森
迄
申
遣
し
置
候、

此
レ
ハ
同
氏
卜
御
相
談
被
下
度
候、

然
し
ア
マ
リ
此
チ
ラ
ヨ
リ
ハ
成
丈
ヒ
カ
ヘ
且
ニ
シ
テ
置
ク

ガ
上
策
ナ
リ、

何
レ
伯
ョ
リ
モ
何
ニ
ト
カ
外
交
上
／
説
ハ
旧
ッ
ヘ
ッ
ト
存
居
候、

其
節
ニ
ハ

教
師
ニ
モ
骨
折
リ
テ
伯
ヲ
満
足
セ

此

ご一
ヶ
月
中
小
生
よ
り
少
々
月
俸
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明治21年

尚
、々

愚
妻
八
重
よ
り
も
宜
し
く
申
上
候

六
月
十
五
日

433 

六
月
十
五
日

＊

上
原
権
太
郎

シ
ム
ヘ

キ
返
答
ヲ
ナ
シ
テ
モ
ラ
イ
度
モ
ノ
ナ
リ

上
原
権
太
郎
君

⑤
森
中
章
光
写

大
二
延
引
二
及
候
な
り、

右
貴
兄
之
御
好
意
を
謝
し
度
如
此
候
也、

草
々
敬
具

新
島

襄

数
日
前
東
京〔
へ
〕
相
戻
リ
候
次
第
二
而

貴
墨
拝
誦
仕
候、

陳
は
小
生
等
之
兼
而
計
画
居
候
明
治
専
門
学
校
へ
金
五
拾
円
御
恵
投
可
被
下
旨
御
通
知
被
下、

鳴
謝
之
至
二
不
堪
候、

右
御
送
致
義
之
ハ
京
都
烏
丸
通
押
小
路
京
都
第
壱
銀
行
支
店
支
配
人――一
木
安
三
郎
宛
二
而、

明
治
専
門
校
へ
寄
附
と
し
て
御
遣
し
被
下
候

右
費
書
二

付
早
々
御
回
答
可
呈
筈
之

ハ
、
先
方
よ
り
右
諮
取
証
差
上
可
申
候、

右
は
小
生
方
よ
り
兼
而
依
頼
し
四
き
寄
附
金
ハ
該
銀
行
二
預
匠
候
間、

御
懸
念
二
不
及
候、

尤

右
御
送
金
相
成
候
ハ
、
一

寸
右
之
趣
同
志
社
員
大
沢
善
助
方
（
軽
這
吋）

迄
御
通
知
置
被
下
度
候、

処、

貴
書
ハ
愚
妻
上
京
之
際
携
帯
し
参
リ、

小
生
も
病
気
加
蓑
之
為
先
日
中
鎌
倉
二
参
リ
居
候、
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添
川
絃
之
助
様

ハ
月
廿
二
日

昨
日
ハ

態
々
御
尋
被
下
久
々
ニ
テ
拝
眉
ヲ
得
雀
躍
之
至
二

不
堪
候、

今
夕
他
出
モ
不
致
侯
付、

若
シ
六
時
前
ョ
リ
御
来
車
被
下
候
ハ
、

宿

之
粗
飯
呈
度
候
間、

偏
二

御
都
合
之
程
奉
希
図
候、

勿
々
拝
具

434 

六
月
二
十
二
日

⑤
写
真

＊

 

添
川
舷
之
助

毀
君
其
後
ハ

如
何、

何
卒
御
自
愛
御
加
狸
被
下
度
奉
希
候

新
島

襄

594 



明治21年

一

昨
夜
は
何
之
風
情
も
な
く
甚
恐
縮
之
至
二

候、

陳
者
石
類
数
品
御
投
与
被
下
難
有
落
掌
仕
候、

右
御
礼
芳
如
此
候
也

愚
妻
よ
り
も
宜
し
く
申
上
候

小
生
ハ
ニ
ヶ
月
程
東
京
二

罷
在
居
候
得
共、

来
七
月
中
ニ
ハ

西
京
二

相
帰
可
申
候
間、

御
返
書
ハ

西
京
寺
町
通
丸
太
丁
上
ル
十―――

番
戸
迄
御
述
し
被
下
度
候

436 

六
月
二
十
五
日

添
川
絃
之
助
様

六
月
廿
四
日

籾

六
月
二
十
四
日

④
墨

＊

 

小
谷
野
敬
三

添
川
欽
之
助

⑤
写
真

新
島

狸
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其
後
ハ

御
起
居、

陳
者
貴
兄
ハ

近
頃
ア
ン
ド
ワ
神
学
校
二

御
移
転
之
よ
し、

該
校
ハ

小
生
之
勉
強
い
た
し
候
処
二

而、

小
生
ヱ
ッ
フ
ェ
ク

シ
ョ
ン
之
存
す
る
所
二

候、

過
般
内
村
鑑一――
氏
帰
国
候
間、

新
潟
兄
弟
等
之
望
も
有
之
芳
新
潟
二

被
参、

該
地
二

創
立
候
学
校
二

被
参
教

頭
卜
な
る
へ

き
旨
相
勧
候
ハ
ヽ
、

同
氏
も
自
ラ
該
地
二

被
参
実
地
監
察
之
為
漸
時
滞
留
之
上、

弥
一

ケ
年
問
該
校
二

留
マ
リ
働
ク
ヘ
キ
事

ニ

結
約
被
致
候
処、

内
村
氏
ハ
一

種
奇
体
ノ
人
物
二

有
之、

人
ノ
未
ク
着
手
セ
サ
ル
所
二

参
リ、

伝
道
ナ
リ
学
校
ナ
リ
初
メ
度
キ
ハ

同
人

ノ
甚
切
望
ス
ル
所
二

候
間、

久
ク
新
潟
二

止
マ
ル
ハ

好
マ
サ
ル
所
ナ
リ、

且
願
ク
ハ

貴
兄
力
此
夏
中
ナ
リ
御
掃
国
二

相
成
候
ハ
ヽ
、

同
氏

ハ

新
洞
ヲ
貴
兄
二

御
譲
リ
申
シ
、

自
身
ハ

未
夕
人
ノ
余
リ
着
手
セ
サ
ル
秋
田
県
ノ
如
キ
所
二

参
リ
度
旨
被
申
候、

是
レ
ハ

貴
兄
力
御
承
知

ナ
レ
ハ

同
氏
ハ

秋
田
二

参
リ
該
地
二

手
ヲ
延
ス
ノ
志
願
二

候
間、

費
兄
御
承
諾
被
下、

御
帰
国
ノ
上、

先
新
潟
二

被
趣、

北
越
学
館
卜
申

学
校
之
御
世
話
被
成
候
ハ
、

内
村
氏
モ
殊
外
満
足
可
申
候、

御
承
ノ
通
新
潟
ニ
ハ
ミ
シ
ョ
ネ
リ
ー
ノ
家
族
三
箇、

別
ニ
シ
ン
グ
ル
レ
デ
ー

ス
ニ
人、

男
子
学
校
一

ツ、

女
子
学
校
一

ッ
有
之、

随
分
伝
道
皇
張
ノ
用
意
ハ

整
ヒ
ク
ル
地
方
卜
存
候、

又
新
湿
県
ハ

日
本
全
国
中
尤
大

国
ニ
シ
テ
人
民
モ
多
ク
財
産
家
モ
多
ク、

人
民
ニ
ハ

甚
宗
教
心
二

富
ミ
タ
ル
所
ナ
リ、

親
鸞
上
人
越
後
ヲ
得
テ
本
願
寺
ノ
基
を
立
テ、

日

〔

蓮
力
〕

輪
上
人
越
後
ヲ
得
テ
其
ノ
宗
派
ノ
皇
張
ヲ
得
タ
リ、

此
レ
ハ

日
本
宗
教
上
ノ
歴
史
ニ
シ
テ
例
証
ノ
明
白
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ、

故
二

吾
人
も
若

シ
向
来
主
基
督
ノ
為
新
潟
即
越
後
ヲ
得
ハ
、

大
二

基
督
教
ノ
勢
カ
ヲ
得
ヘ
キ
ハ

吾
人
ノ
疑
ハ
サ
ル
所
ナ
レ
ハ
、

今
日
新
洞
二

着
手
シ
該
地

方
ノ
人
心
ヲ
得
ル
ハ

策
ノ
上
ナ
ル
モ
ノ
ト
申
ス
ヘ
キ
カ、

又
当
時
県
知
事
ノ
学
校
設
立
ノ
企
モ
人
民
ノ
賛
成
ヲ
得
ス
、

県
下
別
二

学
校
ナ

キ
有
様
ナ
レ
ハ
、

当
時
北
越
学
館
ヲ
助
ケ
テ
一

ノ
有
カ
ナ
ル
学
校
ト
ナ
シ
、

全
県
下
有
志
家
ノ
心
ヲ
ツ
ナ
グ
ハ

随
分
伝
道
上
ナ
リ
教
育
上

ナ
リ
甚
必
要
ニ
シ
テ、

尤
面
白
キ
働
キ
ト
申
ス
ヘ
キ
ナ
リ、

内
村
氏
ノ
該
地
二

止
マ
ル
ヲ
好
マ
サ
ル
ハ
、

氏
ニ
ハ

別
二

自
身
自
カ
ラ
仕
事

ヲ
初
メ
度
キ
釈
ナ
リ、

故
二

費
兄
ニ
シ
テ
御
帰
国
ノ
上
直
二

新
潟
二

御
越
被
成、

該
地
ノ
働
ヲ
御
助
ケ
被
下
候
ハ
、

我
等
一

同
ノ
喜
欣
ニ

堪
ヱ
サ
ル
所
ナ
リ、

何
レ
内
村
氏
よ
り
も
詳
細
可
申
上
侯
問、

篤
卜
伺
楊
考、

可
相
咸
ハ

速
ニ
フ
ヱ
ー
ヴ
ォ
レ
プ
ル
・

リ
プ
ラ
イ
ラ
御
巡
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明治21年

ハ
ル
リ
ス
、

タ
カ
ル
等
二

宜
し
く
御
伝
言
可
被
下
候

尋
ノ
上
宜
シ
ク
御
伝
言
被
下
候
ハ
、

幸
甚

し
被
下
侯
ハ
、

幸
甚
之
至――

不
堪
候、

草
々
敬
具

六
月
廿
五
日

〔
谷
u

小
矢
野
教
兄

ハ

加
藤
勝
弥
卜
申
人
ニ
シ
テ、

新
裾

〔

罹
〕

一

小
生
ハ

此
一

月
以
来
心
臓
病
相
抱
リ、

今
二

東
京
ニ
ア
リ
テ
蓑
生
中
ナ
リ、

多
分
回
復
ノ
望
ハ

ナ
キ
ョ
ッ
医
者
モ
被
申
候

一

ア
ン
ド
ワ
ニ

小
生
ノ
甚
厄
介
二

相
成
候
フ
ァ
ミ
リ
ー
ニ
ヘ

デ
ン

Hi
d
de
n
卜
申
家
ア
リ、

ソ
コ
ニ
ハ

姉
一

人
弟
一

人
ア
リ、

御

尚

、々

新
潟
学
校
ハ

宜
教
師――一
人
ア
リ、

別
二

三
四
ノ
日
本
教
員
ア
リ、

当
校
長
（
仮
）

ハ

随
分
人
望
ア
ル
人
ナ
リ、

然
シ
学
事
ハ
ア
マ
リ
不
達
候
問、

学
問
上
ノ
事
ハ
一

切
費
兄
二

御
任
セ
可
申
候、

何
レ
貴
兄
二

も
新

潟
之
コ
ソ
デ
ィ
シ
ョ
ン
克
々
御
買
ナ
キ
上
ハ

御
承
知
モ
有
之
問
敷
候
問、

御
帰
之
上
ハ

他
ニ
ヱ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
不
成
ル
内
二
、

先
ッ
新
潟
之
地
方
御
巡
回
被
下
候
而、

御
意
二

叶
候
ハ
、

該
地
二

御
着
手
可
然
卜
奉
存
候

乍
憚
ア
ン
ド
ワ
ノ
先
生
方、

ス
マ
イ
ス
、

新
島

襄
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ヨ
リ
御
読
き
か
せ
被
下
度
奉
願
上
候、

過
日
ハ

貴
書
御
投
与
拝
誦
仕
候、

統
計
表
之
事
二

付
段
々
御
手
数
二

相
成
候
段
奉
謝
候、

甚
恐
入
候
得
共
別
紙
山
本
翁
へ

之
書
面
ハ

貴
君

＊
＊

又
会
津
よ
り
参
候
書
生
鈴
木
彦
馬
井
二

今
泉
氏
両
人
共
学
校
休
暇
二

相
成
候
ハ
ヽ
、

直
二

拙
宅
ニ

被
参
候
様
御
申
通
被
下
度
候、

小
生
も
少
々
ハ

快
き
方
二

候
得
共、

何
分
果
敢
取
不
申、

未
夕
帰
宅
も
出
来
兼
申
居
候、

何
卒
留
守
宅
殊

ニ

老
母
之
義
ハ

時
々
御
心
添
被
下
候
様
奉
願
上
候、

右
得
貴
意
度、

草
々
頓
首

本
月
之
末
二

御
安
と
の
之
払
方
二

金
子
不
足
二

及
候
ハ
ヽ
、

其
不
足
之
分
ハ

松
井
よ
り
参
候一
二
十
円
（
嬬
江
年
9

之
内
よ
り
三
円
八

重
立
替
ノ
分
ナ
リ

御
引
出
し
被
下
度
候、

又
山
本
よ
り
も
幾
分
力
用
立
呉
候
様
（
邸
虹
？
勺
紐
巧）

御
談
被
下
度
候

*
＊
*

 

八
重
之
名
義
二

而
参
候
容
大
様
之
御
学
費
金
ハ

御
序
二

御
受
取
オ
キ
被
下
度
候、

貴
君
之
月
給
ハ

此
休
暇
中
た
り
共
差
上
可
申
候

間、

右
大
沢
氏
迄
御
懸
合
ヒ
被
下
度
候、

尤
中
村
栄
助
氏
迄
御
談
候
も
宜
し
か
と
存
候

六
月
廿
五
日

〔
永〕
〔
喜〕

長
岡
清
八
君

437 

六
月
二

十
五
日

④
星

＊

 

永
岡
喜
八

新
し
ま
襄
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明治21年

先
書
ニ
ハ

同
志
社
諸
校
卒
業
式
之
順
序
等
御
知
被
下
難
有
奉
謝
候、

本
日
ョ
リ
右
卒
業
式
相
初
マ
リ
定
而
種
々
御
配
慮
ノ

事
卜

奉

遥
察

候、

扱
先
日
御
立
替
ヲ
相
願
置
候
一

書
生
鵜
飼
卜
申
人
ハ

何
ニ

カ
資
金
二

困
却
ノ
様
子
ナ
レ
ハ
、

殊
ニ
ョ
リ
候
ハ
、

御
ム
シ
ン
ニ

罷
出
候

も
難
計
候
得
共、

却
而
御
相
談
被
下
間
敷
方
可
然
卜
存
候、

是
は
同
人
二

申
分
ア
ル
ニ
ア
ラ
ス、

同
人
自
カ
ラ
エ
風
為
致
度
訳
二

候

過
日
ハ

八
重
迄
貴
書
ヲ
投
セ
ラ
レ

文
通
ノ
御
催
促
有
之
候
得
共、

御
存
之
通
之
不
文
故
兎
角
御
不
沙
汰
勝
二

相
成
候、

同
人
も
去
七
日
鎌

倉
二

着
し
申
候、

去
十
一

日
同
地
を
去
再
帰
京、

諸
事
都
合
ヨ
ク
相
運
候
ハ
．、

来
月
中
旬
ハ
＿

卜
先
帰
宅
可
仕
候

439

n
六
月
二
十
六
日

侑

六
月
二
十
六
日

⑤
森
中
章
光
写

旧
二

依
リ
麻
布
仲
之
町
二

寄
寓
致
居
候、

私
も
其
後
余
リ
進
歩
ハ

無
之、

先
徐
々
卜
快

＊

 

新
島
公
義
〕

①
東
京
庶
布
仲
之
町
二
十
番
地

粟
津
方

④
暴

⑥
日
付
は
表
害
に
よ
る
。

中
村
栄
助

②
京
都
五
条
橋
東
二
丁
目

③
は
が
き
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過
日
御
話
被
下
候
徳
富
氏
洋
行
之
件
二

付、

当
人
二

話
し
候
処、

例
之
雑
誌
等
二

関
係
有
之
候
処
ョ
リ
軽
々
ニ
ハ

動
き
難
き
旨
被

申
居
候、

当
人
ニ
ハ

随
分
意
な
き
二

も
あ
ら
さ
る
様
見
受
申
候
得
共、

軽
々
動
キ
難
き
情
実
有
之
候
よ
し
当
人
も
思
召
之
点
ハ

難

有
存
し
居、

篤
卜
勘
考
之
上
御
答
も
申
上
度
旨
被
申
居
候

井
上
伯
殿閣
下

ハ
月
廿
九
日

拝
啓、

陳
者

過
日
参
堂
之
際
御
話
申
上
置
候
散
社
通
則
草
案
上
梓
相
成
奉
呈
御
覧
候
間、

御
意
見
御
書
添
被
下
候
ハ
、

幸
甚
之
至
二

不
堪

候、

草
々
敬
具 440 

六
月
二
十
九
日

方
二

相
趣
申
候、

今
回
ハ

何
レ

緩
々
之
摂
蓑
を
要
し
候
事
卜
存
候、

先
ハ

八
重
二

代
リ
御
回
答
申
候
也

⑤
写
真
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
）

井
上
馨

新
島

襄
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明治21年

候、

右
得
貴
意
度、

草
々
敬
具

舟
日

六
月
廿
九
日

..
 
‘
奮ヽ
慟`

徳
富
猪
一

郎
兄

G
左
いl

昨
夕
古
沢
氏
来
訪
被
致
侯
処、

小
生
ハ

午
后
本
郷
二

参
リ
居
面
会
不
仕
候、

氏
ハ

カ
ー
ル
ド
を
造
し
右
之
通
相
記
し
置
候

来
ル
四
日
井
上
伯
へ
。ハ
ル
マ
ル
・

ガ
ゼ
ッ
ト
記
者
相
招
キ
候
二

付、

徳
富
君
迄
御
案
内
致
し
度、

就
而
は
同
君
御
差
支
之
有
無
一

応
御

聞
合
御
報
知
被
下
度、

其
上
二

而
改
而
御
招
キ
状
差
上
度
奉
存
候

右
小
生
迄
依
頼
致
置
候
間、

御
回
答
被
下
度
候、

貴
兄
二

も
御
招
二

御
応
し
被
成
候
ハ
ヽ
、

右
之
趣
小
生
よ

り

直
二

同

氏

迄
報
道
可
仕

441 

六
月
三
十
日

徳
富
猪
一

郎

②
「
乞
御
回
答
」

④
墨

新
し
ま
襄
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達

謹
啓、

数
日
前
寸
書
奉
呈
拝
謁
相
願
候
は
別
義
二

非
ラ
ス
、

過
日
奉
呈
高
聞
候
明
治
専
門
校
設
立
ノ
件
二

付
キ
テ
ハ
、

兼
テ
井
上
伯
ニ
モ

御
賛
成
ノ
義
相
願
候
処 、

殊
ノ
外
御
賛
成
相
成
候
而 、

已
二

僅
々
ノ
有
志
家
ヲ
被
招
種
々
御
配
慮
被
下
候
事
有
之 、

近
々
該
有
志
家
等
之

寄
附
金
如
何
二

付
再
ヒ
ー

会
ヲ
可
被
催
旨
過
日
御
談
有
之
候 、

右
二

付
愚
考
候
二

閤
下
ニ
ハ

已
二

小
生
等
ノ
企
ヲ
御
賛
翔
被
下 、

岩
崎
氏

又
其
他
之
人
々
ニ
モ
賛
助
之
旨
徘
軌
相
咸
侯
由
ナ
レ
ハ
、

抑
願
ク
ハ

此
上
ハ

両
伯
伺
談
ッ
合
ヒ
ノ
上
何
レ
ニ
カ
徊
一

所
二

御
会
合
被
遊 、

443 442 

七
月
十
日

七
月
三
日

⑤
写
真

＊

 

大
隈
重
信

過
日
来
御
懇
書
二
通
落
手
拝
誦
仕
候、

担
庶
務
引
渡
し、

諸
校
卒
業
式
等
二

付
万
端
御
配
慮
之
事
卜
奉
遜
察、

精
々
御
骨
折
之
至
卜
奉
労

謝
候、

小
生
も
別
二

替
る
事
な
く
東
京
之
計
画
二

漸
々
運
を
付
参
り、

本
月
中
ニ
ハ

帰
宅
可
仕
積
二

候、

右
は
貴
答
御
礼
労、

草
々
敬
具

①
東
京
麻
布
仲
之
町

に
よ
る
。

中
村
栄
助

②
京
都
五
条
橋
東
二
丁
目

③
は
が
き

④
墨

⑥
日
付
は
表
書
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明治21年

大
隈
伯
殿閣
下

七
月
十
日

也、

敬
白

新
島

狸

其
々
ノ
有
志
家
ヲ
被
招、

結
局
／
侮
談
判
ヲ
被
為
遂
候
ハ
、

重
々
至
極
卜
存
ツ、

先
閣
下
之
禅
内
意
姐
何
ヲ
奉
伺
度
存
ツ、

倒
帰
京
後
速

ニ

拝
謁
之
義
相
願
候
訳
二

候、

元
来
両
伯
ニ
ハ

政
事
上
或
ハ

多
少
御
意
見
ノ
隔
異
ス
ル
所
有
之
ヤ
ハ

存
シ
不
申
候
得
共、

民
間
ノ
教
育
事

業
御
賛
成
ノ
一

点
二

至
リ
テ
ハ

篭
モ
隔
異
セ
ラ
ル
、

所
ハ

有
之
間
敷
卜
了
察
仕、

且
朝
二

在
テ
両
伯
丈
ヶ
ハ

必
ラ
ス
吾
人
ノ
挙
二

何
等
之

シ
ン
パ
セ
ー
ヲ
下
示
セ
ラ
ル
ヘ
シ
ト
確
信
仕
候
処
ョ
リ
少
シ
モ
顧
慮
ス
ル
所
ナ
ク
断
然
相
願
候
事
ナ
リ、

然
ル
ニ

両
伯
ニ
ハ

只
二

御
狡
成

®
④

®
®
®
 

被
下
候
二

止
マ
ラ
ス、

非
常
二

御
賛
翔
被
下
候
は
小
生
二

於
テ
喜
欣
ノ
至、

実
二

手
ノ
舞
ヒ
足
ノ
踏
ム
所
ヲ
知
ラ
サ
ル
程
二

候、

依
テ
願

ク
ハ

此
上
ハ

両
伯
ト
モ
各
別
途
二

計
ラ
セ

賜
ハ
ズ
、

寧
口

御
合
談
ノ
上
両
伯
中
ノ
御
自
邸
内
力、

又
ハ

何
レ
ノ
所
力
余
リ
公
然
タ
ラ
サ
ル

場
所
ヲ
撰
ハ
レ、

其
々
ノ
有
志
家
ヲ
御
招
キ
懇
々
切
々
御
奨
励
被
成
下、

小
生
ヲ
シ
テ
区
々
片
時
モ
忘
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
青
年
陶
冶
ノ
事
業

ヲ
遂
ケ
シ
メ
ハ
、

両
伯
ノ
恩
恵
高
天
厚
地
只
ナ
ラ
ス
ト
奉
存
候、

御
存
シ
ノ
通
小
生
ノ
如
キ
ハ

已
ニ
―

身
ヲ
宗
教
卜
教
育
ト
ニ

委
候
故、

〔

馬
〕

当
時
公
然
卜
政
事
上
二

奔
走
セ
サ
ル
ハ

深
ク
理
由
之
有
之
候
訳
ニ
シ
テ、

驚
駕
登
二

憂
国
ノ
志
ナ
カ
ラ
ン
、

諸
事
忍
堪
致
候
は
偏
二

他
日

ノ
計
ア
ル
ノ
ミ、

敢
テ
意
ヲ
政
事
上
二

留
メ
サ
ル
ニ
ア
ラ
ス、

日
夜
焦
思
苦
心
将
来
ノ
青
年
ヲ
蕉
陶
シ
新
日
本
構
造
ノ
良
材
ヲ
培
養
セ
ン

一

箇
人
ノ
改
良、

社
会
ノ
改
良、

政
事
上
ノ
改
良、

其
他
百
般
ノ
改
良
ヲ
熱
望
シ
テ
止
マ
サ
ル
以
謂
ナ
リ、

伏
テ
願

ク
ハ

閣
下
ノ
大
度
幸
二

小
生
ノ
願
ヲ
容
レ
サ
セ
ラ
レ、

両
伯
御
会
合
ノ
事
ヲ
御
承
諾
ア
ラ
ン
事
ヲ、

万
一

閣
下
二

於
テ
何
ニ
ノ
御
差
支
モ

ナ
ク
御
承
諾
被
下
候
ハ
ヽ
、

小
生
ハ

直
二

井
上
伯
二

趨
リ
右
御
会
合
ノ
事
ヲ
請
願
可
仕
候、

右
閣
下
之

御
意
見
如
何
ヲ
奉
伺
度
如
此
候

ト
計
ル
ハ

他
ナ
シ、
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大
隈
伯
殿閣
下

七
月
十
日

444

七
月
十
日

大
隈
重
信

新
島

襄

0

0

0

 

尚

、々

小
生
御
指
揮
ヲ
待
チ
参
趨
可
仕
筈
之
処、

閣
下
二

も
当
分
は
御
多
忙
卜
奉
察
本
文
相
認
候
也、

右
両
伯
御
会
合
云
々
之
願

ニ

付、

成
否
之
御
決
答
は
小
生
ナ
リ
又
ハ

徳
富
氏
ナ
リ
御
都
合
次
第
御
呼
出
之
上
被
仰
付
度
候、

何
レ
本
文
之
義
ハ

拝
謁
之
上
尚

詳
細
奉
申
上
度
候、

敬
具

⑤
森
中
章
光
写

拝
啓、

陳
者

今
朝
一

書
奉
呈
御
意
見
相
伺
候
件
二

付、

今
午
後
井
上
伯
殿
よ
り
御
伝
言
有
之、

同
伯
ニ
ハ

已
二

閣
下
と
御
相
談
相
整
候
よ

し
承
知
仕、

小
生
ニ
ハ

井
上
伯
二

先
駆
せ
ら
れ
た
り
と
捕
手
一

笑
仕
候、

小
生
も
其
後
暫
ら
く
同
伯
二

拝
晒
を
不
得、

右
御
心
配
之
件
も

存
し
不
申
候
処
よ
り
今
朝
一

書
奉
呈
仕
候
次
第、

乍
去
閣
下
ニ
ハ

該
件
二

付
已
二

御
承
諾
被
遊
候
事
な
れ
は、

小
生
之
拙
書
も
ア
ナ
ガ
チ

無
傲
ニ
ハ

属
し
間
敷
と
存
候
得
共、

只
々
不
知
し
て
重
複
二

亘
リ
候
事
を
一

応
奉
申
上
度
候、

草
々
敬
具
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明治21年

貴
兄
ノ
ソ
ッ
ジ
ェ
ツ
シ
ョ
ン
ハ

直
二

此
手
紙
二

御
記
し
被
下
候
而
差
支
無
之
候、

而
し
て
此
者
二

持
セ
御
返
却
被
下
度
候

別
紙
昨
夜
相
認、

今
朝
大
隈
伯
出
勤
前
相
送
度
存
居
候
得
共、

先
貴
兄
之
御
一

覧
を
乞
ヒ
何
ソ
又
ソ
ッ
シ
ェ
ツ
チ
ョ
ン
被
下
候
ハ
、

幸
甚

之
至、

兼
而
書
面
を
呈
し
面
会
を
求
居
候
二

今
に
何
二
の
回
答
も
無
之
候、

多
分
同
伯
ニ
ハ

岩
崎
氏
等
之
方
を
充
分
整
ハ

し
め、

然
る
后

小
生
を
御
招
被
下
御
意
な
ら
ん
力、

此
手
紙
ハ

余
リ
事
之
整
ハ

さ
る
内
に
呈
し
た
る
方
か
却
而
得
策
か
と
存
し
如
斯
相
認
候
也、

然
し
事

之
成
否
ハ

此
ノ
壱
本
之
手
紙
二

随
分
関
係
可
有
之
候
間、

可
成
丈
注
意
を
要
し
度
候、

依
而
幸
二

貴
兄
之
ソ
ッ
ジ
ェ
ツ
シ
ョ
ン
御
加
へ

被

下
候
ハ
、

又
々
書
き
直
し、

本
日
中
二

同
伯
迄
相
送
申
度
候、

右
至
急
得
貴
意
度、

如
此
候
也、

草
々
敬
具

盆

術
〕

本
日
ハ

井
上
伯
へ

御
越
の
よ
し、

御
出
て
か
け
ニ
―

寸
御
立
寄
被
下
候
ハ
、

幸
甚

徳
富
兄梧
下

七
月
十
日

445 

七
月
十
日

④
墨

徳
富
猪
一

郎

新
し
ま
狸
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八
重
ョ

リ

447 

*
＊
*

 

湯
浅
治
郎

長
旅
行
ハ

医
者
よ
り
許
不
申、

当
夏
ハ

伊
香
保
へ

参
可
申
候

446 

〔
七
月
二

十
一

日

＊
＊

已
二

新
紙
上
而
も
御
一

覧
可
有
之
候
通、

今
回
東
京
二

於
而
三
万
一

千
円
之
寄
附
出
来
候
間
御
喜
可
有
之
候、

私
も
少
々
快
候
得
共
未
夕

二
十
五
日
発
二

而
一

寸
帰
西
可
申
候

七
月
二

十
四
日

⑤
森
中
章
光
写

③
森
中
章
光
写、

柏
木
義
円
写

〈
ツ
〉

へ
遂
〉

過
刻
は
御
尊
来
被
下
奉
謝
候、

其
節
一

大
件
取
漏

候
間、

逐
加
と
し
て
一

筆
奉
呈
仕
候、

其
節
一

寸
御
談
も
有
之
候
徳
富
を
社
員
二

加

〈
望
＞

〈
勢
＞

入
を
認
む
の
一

事
な
り、

御
帰
京
之
上、

直
二

伊
セ
、

小
崎
共
御
相
談
被
下
度、

若
し
両
人
同
意
之
上
ハ
、

京
蔀
之
社
員
等
と
も
相
計

＾
プ
＞

＾
は
＞

＾
に
＞

＾
坂
＞

C
此
＞
ハ

小
生
近
々
一

書
を
西
二

送
リ

相
談
二

及
フ
ベ
ッ
＞

皆
々
同
意
な
ら
ば、

京
蔀
二

於
而
一

両
名、

又
大
阪
二

於
而
有
力
者
一

名
を

＊
 

新
島
公
義
〕
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明治21年

湯
浅
兄

448 

＾
に
V

加
ふ
る
も
得
策
な
ら
ん
か、

其
れ
と
同
時
二

徳
富
氏
ニ
ハ

是
非
皿
入
相
頼、、、
申
度
候
問、

先
ツ
伊
セ
、

小
崎
ニ
ハ

承
知
致
し
候
様
徊
取
計

被
下
度
候
也、

草
々
敬
具

七
月
廿
四
日

七
月
三
十
日

①
上
州
伊
香
保

徳
富
猪
一

郎

木
暮
武
太
夫
方

②
東
京
赤
坂
榎
坂
五
番
地

若
し
何
レ
カ
御
出
懸
な
ら
は
当
所
二

御
越
し
に
相
成
候
而
は
如
何 、

御
休
息
ニ
ハ

佳
適
之
地
と
存
候

貴
書
本
日
拝
誦
仕
候 、

陳
者
小
生
も
前
橋
二

而
一

両
日
滞
留 、

去
廿
六
日
当
地
二

参
リ
申
候 、

其
節
新
井
氏
も
該
地
前
橋
二

居
リ

合 、

民

友
社
之
福
田
其
外
二
三
之
友
人
卜

先
導
し
呉
レ
万
事
周
旋
い
た
し
呉
候
間
何
も
差
支
も
無
之 、

又
小
生
も
彼
等
之
周
旋
二

任
セ
居
申
候 、

当
所
ハ

気
候
ハ

甚
冷
し
く
殆
暑
を
忘
る
4
と
申
し
て
苦
し
か
ら
す 、

風
色
も
殊
二

佳
絶
小
生
も
先
満
足
い
た
し

居
候 、

昨
日
よ
り

雨
勝
ニ

ゃ

候
得
共
湿
気
ハ

東
京
よ
り

少
な
き
か
と
も
存
候 、

牛
乳
も
あ
り 。ハ
ン
も
あ
り

粗
末
な
か
ら
も
洋
食
も
有
之
候
間 、

当
分
籠
城
ハ

出
来
可
申

候 、

又
着
後
別
二

病
変
も
無
之
候
間
御
安
心
可
被
下
候 、

井
上
伯
之
申
分
ハ

小
生
も
一

応
拝
読
仕
候 、

同
伯
ハ
ゼ
ー
ビ
ー 。

フ
ル
之
友
と
称

し
て
可
な
ら
ん 、

渋
沢
氏
二

御
面
会
之
よ
し

奉
万
謝
候 、

何
卒
時
々
御
交
通
被
下
置
度
候 、

小
生
よ
り
も
先
夜
之
連
中
ヘ
ハ

尽
く
礼
書
を

④
暴

新
し
ま
襄
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差
出
し
置、

詳
く
記
し
同
氏
二

相
托
し
置
候
間、

定
而
決
行
し
呉
レ
ベ
シ
ト
存
候、

未
ク
同
人
ハ

富
士
山
行
よ
り
帰
京
不
仕
候
哉、

帰
京
次
第
井
上
伯

之
被
申
候
件
速
二

御
通
し
被
下
度
候、

二

発
セ
さ
る
前
談
判
を
な
し
も
ら
ひ
度
候、

矢
野
氏
よ
り
の
書
面
ハ

御
送
付
被
下
落
手
仕
候、

御
面
昭
之
節
宜
し
く
御
致
声
可
被
下
候

ろ
し
く
御
致
声
可
被
下
候

御
双
親
様
ニ
ハ

如
何
奉
伺
候、

人
見
君
ハ

如
何
心
配
仕
居
候、

貴
兄
二

も
チ
ト
御
都
合
之
上
炎
暑
中
御
休
息
あ
り
て
ハ

如
何、

是
非
御
勧

申
上
候、

且
当
地
よ
り
井
上、

大
隈
両
伯
へ

も
寸
書
差
出
し
匠
申
候
間、

多
分
手
落
ハ

無
之
か
と
存
候、

発
京
前
加
藤
氏
之
挙
動
二

付

右
貴
答
迄、

三
十
日

七
月
廿
九
日

'‘
 

猪
一

郎
兄

飩
〔

〕々
敬
具

被
下
候
を
奉
拝
謝
候

小
生
去
四
月
出
京
已
来
貴
兄
ニ
ハ

種
々
御
懇
切
之
御
世
話
被
下
候
条、

襄

一

々
筆
頭
に
難
尽
深
く
心
根
二

銘
し
居
申
候、

何
卒
湯
浅
兄
二
よ

又
文
部
省
二

関
し
た
る
事
も
有
之
候
問、

願
ク
ハ

森
大
臣、

其
外
辻、

久
保
田
諸
氏
之
休
暇
中
他

小
生
も
是
よ
り
用
事
之
外
文
通
ハ

成
丈
減
省
す
へ
く
候
問、

御
心
配
被
下
間
敷
候、

過
日
ハ

御
多
忙
之
処
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
迄
御
送
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明治21年

過
般
来
度
々
御
出
状
被
下
候
処、

私
よ
り
ハ

毎
々
御
無
礼
仕
居
候
条
御
免
可
被
下
候、

陳
者

私
事
も
種
々
不
得
止
情
実
等
有
之
未
夕
帰
宅

出
来
兼
候、

一

卜
先
八
重
丈
帰
宅
い
た
し
候
次
第、

何
レ
諸
事
留
守
宅
之
事
ハ

御
世
話
二

可
相
成
候
問、

宜
し
く
御
負
任
被
下
度
候、

費

450

八
月
一

日

新
井
大
人梧

下

八
月
l

日

伏
而
大
人
之
御
添
劃
を
奉
仰
度
候

⑤
森
中
章
光
写

永
岡
喜
八

仰
き
見
し
雲
も
こ
4

で
は
あ
し
の
下

昨
日
御
究
二

入
し
句
を
改
め
て
左
二
い
た
し
度
候

449

八
月
一

日

④
暴

新
井
乙
風

新
し
ま

拝
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451

八
月
三
日

松
本
勘
十
郎

命
二

随
ひ
銃
猟
鑑
札
御
戻
し
申
候
問、

上
京
区
役
所
へ

御
納
被
下
度
候、

伏
見
氏
二

代
リ
金
谷
氏
被
参
候
よ
し、

其
後
御
無
沙
汰
二

及
ひ

居、

不
本
意
之
趣
何
レ
近
々
壱
書
可
呈
旨
御
開
陳
宜
御
伝
言
被
下
度
候、

右
得
貴
意
度、

飩
々
敬
具

尚

、々

大
人
様、

河
原
丁
御
伯
父
様
二
よ
ろ
し
く

八
月
一

日

〔

永
〕
長
岡
喜
八
君

⑤
森
中
章
光
写

御
書
拝
誦
仕
候、

炎
暑
之
硼
弥
御
清
適
奉
賀
候、

陳
者

小
生
事
も
其
後
引
続
き
全
治
も
致
し
兼、

朋
友
等
之
勧
め
に
よ
り
今
回
兼
而
切
望

し
居
候
当
所
へ

休
旋
の
為
罷
越
候
間、

速
二

寸
書
可
呈
之
処、

過
日
来
御
留
守
之
旨
承
り
右
見
合
セ
申
居
候
に、

昨
日
ハ

津
田
之
令
息
ニ

托
し
御
贈
物
を
賜
は
り、

又
本
日
ハ

御
懇
書
に
接
し
御
好
意
之
程
千
万
奉
謝
候、

却
説
御
留
守
二

相
成
候
故
ハ
、

東
京
二

於
而
御
長
女
様

御
産
後
之
御
肥
立
宜
し
か
ら
さ
る
よ
し、

其
後
如
何
御
帰
宅
被
成
候
事
な
れ
は、

定
而
御
快
き
方
か
と
も
存
じ
安
心
仕
居
侯、

何
卒
呉
々

も
禅
摂
翡
之
程
奉
希
図
侯、

兼
而
御
心
記
に
預
候
専
門
校
之
件
も
東
京
に
而
は
意
外
之
好
蔀
合
二

相
運
ひ、

井
上、

大
隈
之
両
伯
も
非
常

襄
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明治21年

之
賛
成
家
と
な
ら
れ
し
耶
は
我
翡
に
取
り
真
に
難
有
一

美
事
と
存
じ
大
に
喜
申

候、

小
生
も
当
時
は
余
り
来
人
に
接
せ
す
休
養
一

方に
注

意
罷
在
候
得
は、

費
君
に
何
時
な
り
共
喜
ひ
て
御
面
会
可
仕
候
間、

御
休
息
芳
当
所
に
御
越
し
あ
ら
ば
幸
甚
之
事
に
候、

右
貴
答
迄、

早

早
頓
首松

本
勘
十
郎
兄

尚

、々

御
家
族
様
に
よ
ろ
し
く、

松
尾
氏
罷
出
候
得
共、

未
だ
年
若
く
世
間
に
経
験
之
な
き
者
な
れ
は
諸
事
御
心
添
被
下
度
候、

何
に
か
承
り
候
に
先
頃
は
余
り
会
員
も
出
席
な
き
様、

此
レ
ハ

流
行
病
云
々
之
原
因
も
可
有
之
候
得
共、

貴
君
よ
り
会
員
諸
君
御

誘
導
あ
り
て
可
成
日
曜
之
説
教
等
に
出
会
被
致
候
様
仕
度
候、

左
な
き
時
は
年
若
き
松
尾
氏
に
も
失
望
す
べ

き
恐
れ
も
有
之
候

間、

宜
し
く
御
含
置
被
下
度
候
也

尤
佐
野
町
ニ
ハ

小
生
之
旧
友
も
有
之
候
問、

必
ら
す
周
旋
致
さ
す
へ
く
存
候

452 

八
月
l

＝
日

八
月
四
日

＊
＊

杉
田
潮

①
上
州
伊
香
保

木
暮
武
太
夫
方

②
群
馬
県
下
安
中
旧
邸
内

乞
御
回
答

⑤
写
真
（
杉
田
信
雄
氏
所
蔵）

新
島

瞑
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ノレ 小
生
之
志
願
ハ

上
毛
下
毛
を
聯
合
セ
シ
メ
度
事
也 、

事
ノ
如
斯
ク
猶
余
ス
ル
ハ

誰
モ
リ
ス
ポ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー

を
取
ラ
サ
ル
ニ
ョ

杉
田
愛
兄

八

月
四
日

過
日
は
前
橋
二

而
不
図
も
拝
眉
を
得
し
は
幸
甚
之
至 、

小
生
も
当
地
さ
し
た
る
病
変
も
無
之
罷
在
候
間 、

御
安
心
可
被
下
候 、

却
説
先
日

一

寸
御
談
申
上
候
所 、

上
野
地
方
伝
道
之
着
手
之
件
ハ

如
何
御
考
相
成
候
哉 、

愚

案
ニ
ハ

佐
野
卜

栃
木
之
ニ
ケ
所
二

着
手
致
し
度
事
な

り 、

若
し
手
後
レ
ニ

相
成
候
ハ
、

何
人
力
之
二

着
手
す
ヘ
キ 、

随
而
我
翡
ョ
リ
ハ

着
手
之
機
を
可
失
候
間 、

幸
中
山
君
帰
県
之
事
ナ
レ
ハ

を
し
て

同
君
も
下
毛
新
開
墾
に
従
事
セ
し
め
て
如
何 、

此
事
ハ

已
二

東
京
二
て
小
崎 、

伊
セ
之
両
氏
二

も
相
談
致
し
両
氏
も
袈
成
し
致
居 、

湯
浅

〔

議
〕

兄
二

も
大
賛
成
な
リ 、

而
し
て
事
今
に
至
り

決
行
セ
さ
る
は
甚
不
思
儀
千
万
之
次
第 、

右
之
件
ハ

杉
山
兄
二

も
小
生
よ
り

詳
細
御
談
し
申

置
候
間 、

同
兄
よ
り
も
御
聞
取
被
下
度
候 、

且
同
兄
ニ
ハ

着
手
之
手
続
等
二

至
る
迄
御
話
申
置
き 、

手
よ
り

少
々
位
ハ

御
加
勢
申
候
而
不
苦
旨
も
已
二

小
崎
氏
ニ
ハ

申
通
置
候 、

迎

且
伝
道
費
二

不
足
を
生
セ
ハ

小
生
之

上
方
之
伝
道
委
員
ハ

必
ら
す
関
東
之
形
勢
等
ハ

余
リ
注
意
致

さ
4
る
へ

き
候
間 、

貴
兄
方
よ
り

御
決
断
之
上
彼
等
二

も
承
知
致
さ
せ
御
決
行
な
し

候
而
は
如
何 、

御
懸
合
申
上
候 、

以
上
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明治21年

新
井
牽
君梧
下

八
月
七
日

寸
書
拝
啓
仕
候、

陳
者

過
般
は
折
よ
く
前
橋
二

而
拝
眉
を
得
し
ハ

甚
意
外
之
幸
と
存
候、

候、

千
明
別
荘
二

は
弥
咋
日
引
移
り
申
候
二

本
日
ハ

非
常
之
好
天
気
二

有
之、

午
后
二
時
過
な
る
に
尚
青
天
白
日
を
見
る
は
小
生
来
着
以

来
之
好
天
気
二

付、

如
斯
キ
天
気
ニ
ハ

当
別
荘
ハ

真
二

申
分
な
ぎ
所
と
可
申、

此
世
の
人
間
か
俄
力
仙
人
と
相
成
候
哉
と
独
り
語
り
独
り

フ
サ

n
別〕

冷
笑
致
居
候、

大
人
之

御
誘
濁
二
よ
り
閑
防
ぎ
の
為
何
二
か
少
々
吹
き
出
し
申
候、

是
も
御
一

笑、

右
は
当
当
荘
之
好
都
合
を
御
吹
聴

し、

労
貴
君
之
御
周
旋
を
奉
謝
度、

卿
々
敬
具

〔
端
褒
追い―

「
壷
君
へ 切

八
月
七
日

襄」
新
井
母

④
暴

新
し
ま
襄

又

態
々

当
地
へ

御
先
導
被
下
候
を
深
奉
鳴
謝
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秋
雲
や
ま
た
ら
に
漏
ら
す
夕
日
影

秋
風
や
ま
た
ら
に
漏
る
4
夕
日
影

此
レ
ハ

雲
を
云
ひ
出
さ
す
し
て
風
に
吹
き
飛
ふ
雲
の
あ
る
つ
も
り
二

候

又
ハ

木
暮
の
宿
よ
り
向
ふ
山
の
処
々
に
照
る
夕
日
影
を
な
か
め
て

伺
申
上
候

此
の
下
の
字
は
用
ひ
て
は
不
相
成
候
哉
御
伺
申
上
候、

仰
き
見
た
雲
も
こ
4
て
は
眼
の
下
に

又
仰
見
た
と
申
は
き
の
ふ
見
た
の
意
に
候
得
共、

此
も
不
適
当
に
候
哉
御

先
奉
呈
の
仰
見
る
云
々
の
句
に
付
少
々
別
二

考
候
所
あ
り

出
し
候
間、

早
速
奉
呈
御
覧
候、

何
卒
無
御
遠
慮
御
加
筆
可
被
下
候

〔

は
〕

拝
啓、

此
度
は
不
図
も
大
人
に
拝
眉
を
得
し
ハ

幸
甚
之
至
二

奉
存
候、

昨
日
も
天
気
も
能
く
御
帰
宅
之
事
と
存
し
奉
賀
候、

其
後
少
々
吹

④
墨

454

八
月
七
日

新
井
乙
瓢
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明治21年

愚
妻
事
も
来
十
三
日
ニ
ハ

当
所
二

参
り
可
申
候

夕
立

ひ
る
哀
の
句
よ
り

和
歌
の
浦
の
昔
遊
を
思
ひ
出
し
て

奮
ヽ

9

魯
ヽ

＊

夕
立
も
波
の
音
と
か
と
和
歌
の
浦

砥
君
初
皆
々
様
二

宜
し
く
御
致
声
可
被
下
候

八
月
七
日

乞
乙
瓢
大
人
之叱

正

千
朋
氏
の
別
荘
二

而

滝
の
音
を
夕
立
に
冊
く
ひ
る
寝
か
な

襄
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過
日
ハ

御
書
面
被
下
奉
謝
候、

小
生
も
其
後
替
る
事
無
之、

又
此
一

両
日
ハ

天
気
よ
ろ
し
く
甚
満
足
致
し
居
候、

ヨ
リ

〔
醇〕

ハ

東
京
江
可
発
候
間、

誰
力
御
社
之
人
に
御
頼`
、`

唐
宋
詩
純
御
求
被
下
候
ハ
、

幸
甚
之
至
二

候

小
生
も
隙
ナ
ル
ニ
ハ

大
困
却

此
三
四
日
ハ

長
き
書
面
ハ

止
め
に
な
し
大
概
は
葉
書
を
相
月
可
申
候、

此
レ
ハ

御
安
心
の
為
申
上
候

本
月
五
廿
之
御
書
奉
拝
誦
候、

陳
者

貴
兄
ニ
ハ

先
般
来
段
々
散
校
之
為
御
昆
慮
被
下
侯
条、

小
生
二

於
而
は
非
常
之
援
兵
を
得
た
る
を
深

梃

八
月
九
日

代
料
之
所
ハ

八
重
迄
御
通
し
置
被
下
度
候

455 

八
月
九
日

①
上
州
伊
香
保

徳
富
猪
一

郎

千
明
三
郎
別
荘

①
上
州
伊
香
保

千
明
三
郎
方

⑥
日
付
は
表
書
に
よ
る。

徳
富
猪
一

郎

②
東
京
赤
坂
区
榎
坂
五
番
地

②
東
京
赤
坂
区
榎
坂
五
番
地

④
墨

八
重
事
此
十
三
日
比
ニ

③
は
が
き

④
墨
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明治21年

る
か、

小
生
も
最
早
抗
慨
ハ

止
メ
ニ

可
致
候
間
御
一

笑
可
被
下
候

＜
奉
鴨
儲
侯、

小
生
も
一

昨
日
よ
り
木
暮
之
宿
を
去、

村
よ
り
三
四
丁
隔
り
た
る
一

之
別
荘
千
堕
二
臥
氏
ノ
別
荘
ナ
リ

を
借
受
宿
屋
之
雑
沓
を

避
け
申、

俄
仙
人
の
如
く
極
幽
遠
之
居
を
卜
し、

泣
＜
／
＼
も
閑
散
人
之
真
似
を
な
し、

大
概
な
来
人
ハ

拒
絶
し
極
気
儘
二

消
光
致
居、

又
殊
二

此
一

両
日
は
天
気
宜
し
く
山
之
湿
気
も
少
々
減
し
候
間、

大
二

満
足
致
居
候

置
候
三
井
物
産
会
社
よ
り
我
悲
二

寄
附
す
へ

き
と
て、

御
来
書
二
よ
れ
ハ

在
東
京
同
志
社
々

員
も
関
西
二

出
懸
け
る
へ

き
旨、

何
卒
湯
浅
兄
ト
ハ

充
分
之
御
熱
議
な
し
置
か
れ
度
候、

小
生
近
来

ニ
ャ

大
分
気
短
二

相
成
候
哉、

兎
角
実
行
卜
断
行
を
主
張
し
来
候、

乍
去
干
渉
之
手
段
と
ハ

少
々
相
違
候
と
存
候、

弦
ニ
―

之
困
難
な
る
ハ

教

員
連
中
洋
行
之
事
件
な
り、

送
り
度
ハ

山
々
な
る
も
金
二

乏
し
き
に
大
困
却、

此
も
如
何
二

候
哉
可
相
成
と
存
居
候、

兼
而
一

応
御
談
申

〔
マ
マ
〕

例
の
三
円
産
之
時
計
売
捌
方
申
込
之
事
ハ
、

甚
御
面
倒
二

候
得
共
篤
卜
湯
浅
兄
卜

御
相
談
被
下、

同
兄
之
智
恵
を
か
り
右
之
事
を
相
試
候
而
は
如
何
哉
と
存
候、

若
し
何
ソ
些
少
之
故
障
を
申
立、

右
様
之
オ
ッ
フ
ェ
リ
ン

グ
を
辞
拒
候
ハ
ヽ
、

恐
ク
ハ

彼
之
商
業
連
中
ョ
リ
我
力
党
ニ
ハ

因
循
家
ノ
ミ
ニ

而
共
二

談
ス
ル
ニ

足
ラ
ス
、

宗
教
学
校
ハ

実
業
家
を
出
さ

す
云
々
之
評
あ
ら
ん
を
恐
申
候
間、

願
ク
ハ

我
力
党
も
力
を
振
ひ
右
様
之
オ
ッ
フ
ェ
リ
ン
グ
を
拒
絶
せ
す、

何
二

と
か
エ
風
し
て
我
力
党

実
済
主
義
之
技
栖
を
呈
し、

彼
の
実
業
主
張
之
連
中
二

も
何
等
之
満
足
を
与
へ

度
候、

我
翡
已
二

隋
を
得
た
れ
ハ

此
よ
り
ハ

蜀
を
も
得
度、

雲
棧
姻
閣
も
余
り
意
と
す
る
二

足
ま
し、

期
す
る
所
ハ
ス
テ
ッ
プ
・
バ

ー
・

ス
テ
ッ
プ
遂
二

其
頂
上
二

達
す
る
に
あ
り
と
存
候、

心
頭
二

懸
居
候
下
毛
栃
木
佐
野
辺
二

伝
道
之
事
も、

漸
く
安
中
二

て
一

人
は
さ
し
出
す
事
二

決
し
候
間
御
喜
可
被
下
候、

右
様
差
少
之
一

事
件
す
ら
荏
再
ニ
ヶ
月
半
も
時
日
を
送
る
に
至
る
は
他
な
し、

我
党
中
活
眼
家
乏
し
二

非
ら
さ
れ
共、

機
二

投
し
実
行
す
る
の
手
段
家
ニ

乏
し
き
な
り、

小
生
ハ

此
レ
カ
為
メ
ニ

数
十
本
ノ
書
面
ヲ
認
申
候、

此
レ
も
矢
張
東
洋
流
之
風
習、

我
党
中
よ
り
脱
却
せ
さ
る
の
以
謂
な

水
自
消
々
山
自
碧

自
然
風
趣
自
然
閑

又
兼
而

617 



御
社
之
人
に
御
頼`
、`
御
求、

粟
津
迄
御
届
置
被
下
候
様
奉
願
上
候、

代
料
ハ

八
重
迄
御
知
セ
被
下
度
候

一

国
民
之
友
前
号
之
其
前
号
即
第
廿
六
号
ハ

未
夕
落
手
不
仕
候
間、

御
序
二

御
送
附
可
被
下
候

＊
＊

 

一

矢
野
氏
之
ア
ド
レ
ス

御
序
二

御
知
被
下
度
候、

同
氏
ハ

近
頃
明
治
倶
楽
部
を
作
し
候
由、

右
之
挙
二

付
君
之
御
意
見
ハ

御
序
ニ

御
漏
し
被
下
度
候、

此
レ
ハ

弥
改
進
党
之
機
関
な
る
也
否
御
尋
申
上
候、

氏
ニ
ハ

弥
党
派
を
作
リ
出
す
積
な
る
や
否
や
承
知
仕

度
候、

同
人
よ
り
君
二

加
入
ハ

御
勧
不
申
候
哉、

是
亦
御
尋
申
上
候

一

同
志
社
之
規
則
ハ

粟
津
之
楼
上
二

有
之
候
間、

乍
憚
小
生
之
名
義
に
て

秋
田
県
之
大
久
保
鋏
作
氏
迄
（
秋
田
中
谷
地
丁
）

御
送

附
を
奉
労
度
候、

貴
君
よ
り
一

封
之
書
を
器
へ

該
地
よ
り
も
書
生
を
西
京
二

送
リ
候
様
徊
勧
あ
り
て
ハ

如
何、

然
し
此
レ
ハ

デ

逐
加〔

醇
〕

一

唐
宋
詩
純

此
ハ

葉
書
二

而
も
御
願
申
上
候

尚

、々

湯
浅
兄
ニ
ハ

先
般
来
小
生
伊
香
保
ノ
居
所
二

付
御
心
配
被
下
候
を
御
謝
し
被
下
度
候

徳
富
猪
一

郎
君

八
月
九
日

此
レ
モ

閑
散
人
ノ
真
似
ナ
リ、

小
生
ノ
心
緒
御
洞
察
ア
レ

脱
却
俗
塵
兼
煩
熱

是
亦
御
一

笑

＊

 

忽
疑
身
尚
在
人
間
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明治21年

レ
ケ
ト
，
マ
ッ
ク
ル
朴
t

る
拾
5

、

卑

A
nパ
→と
御
t

判＂
断
？―
細
な
仕
セ
申
候

此
上
一

周
間
余
ハ

書
面
ハ

相
呈
し
申
間
敷
卜
存
候

拝
啓、

陳
者
貴
兄
ト
ボ
ス
ト
ン
之
一

ホ
テ
ー
ル
楼
上
二

於
而
共
二

天
父
ノ
前
二

伏
シ
テ
ヨ
リ
殆
卜
三
ケ
年
ノ
星
霜
ヲ
経
ル
ニ

至
ル
ヲ
見、

光
陰
ノ
無
鈍
着
ニ
モ
無
情
ニ
モ
吾
ヲ
捨
テ
去
リ
吾
ヲ
顧
ミ
サ
ル
ヲ
痛
歎
致
し
居
候
モ
ノ
ヽ
、

吾
モ
亦
行
ク
モ
ノ
ナ
レ
ハ

少
多
ノ
遅
速
ハ
ア

業
二

従
事
シ
得
サ
ル
ハ
、

そ
の
岩
を
も
徹
ふ
す
桑
の
弓
な
る
句
に
励
マ
サ
レ、

レ
ト
モ
、

矢
張
行
ク
モ
ノ
、
一

ツ
ニ
シ
テ、

水
ノ
消
々
卜
流
レ
行
ク
如
ク
、

早
晩
其
ノ
デ
ス
テ
ィ
ニ
ー
ニ

達
ス
ペ
シ
ト
覚
悟
ハ

致
ス
モ
ノ

果

ノ、

兼
テ
企
テ
居
ル
事
業
ノ
未
夕
好
結
ヲ
結
バ
サ
ル
ニ
、

吾
ノ
如
ク
多
病
ニ
シ
テ
一

年
ノ
半
分
ヨ
ハ

病
ヲ
養
ヒ
居
リ
テ
東
奔
西
走
我
力
事

v
高

兼
テ

屈
ス
マ

ジ
撓
ム
マ
ジ
ト
ノ
精
神
モ
何
ニ
カ
少
シ
ク
蓼
々
ノ
感
ナ
キ
能
ハ
ス、

乍
然
大
橋
氏
の、

な
ん
の

又
殊
二

天
父
ノ
慰
ヲ
受
ケ、

身
ハ

縦
令
病
魔
二

侵
サ
レ
オ
ル
ト
モ
百
折
不
撓
成
サ
ザ

レ
ハ

不
止
ノ
覚
悟
ヲ
以
テ、

本
校
ノ
為
前
途
ノ
策
ヲ
立
ツ
ヘ
ク
候
間
貴
兄
モ
少
シ
ク
御
心
安
ク
ア
リ
賜
へ
、

却
説
前
状
ニ
モ
逐
一

申
上
ク

ル
如
ク
、

小
生
ニ
ハ
一

月
一

日
已
来
心
臓
病
ニ
カ
、
リ
居
リ
候
故、

彼
ノ
米
国
行
ノ
事
モ
遅
々
決
シ
兼
居、

芳
貴
書
二

対
ス
ル
回
答
モ
延
引

457 

八
月
十
一

日

④
墨

下
村
孝
太
郎

大
隈
伯
ニ
ハ

此
十
二
日
比
荘
二

被
来
候
よ
し
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致
シ
、

又
病
ヲ
侵
シ
テ
モ
行
ク
ヘ
シ
ト
申
立
テ
ク
レ
ハ
、

教
員
会
中
ノ
一

大
議
論
ト
ナ
リ
、

殊
二

医
師
ベ
ル
リ
ー
氏
ナ
ト
ハ

大
二

反
対
セ
ラ

レ
、

又
病
モ
ア
マ
リ
宜、ソ
カ
ラ
サ
ル
所
ョ
リ
小
生
ノ
企
モ
暫
時
ハ

水
泡
二

属
シ
タ
リ、

乍
然
三
月
ノ
末
ニ
ハ

漸
ク
杖
ニ
ョ
リ
歩
行
ノ
出
来

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

候
ハ
ヽ
、

京
都
二

於
テ
厘
内
会
議
ヲ
開
ラ
キ
府
下
ノ
有
志
家
ヲ
募
リ
集
メ、

去
四
月
十
二
日
ヲ
以
智
恩
院
ノ
大
坐
敷
ニ
―

ノ
大
会
ヲ
開
ラ

キ

北
垣
知
事
モ
演
説
セ
リ

専
門
校
設
立
ノ
見
込
ヲ
吐
露
致
シ
、

委
員
ヲ
撰
ミ
府
下
募
集
ノ
事
ヲ
托
シ
、

小
生
ハ

直
二

東
京
二

出
テ
一

卜
旗
揚

ケ
ン
ト
計
リ
タ
ル
ニ
、

不
幸
ニ
シ
テ
再
ヒ
心
臓
病
ヲ
発
シ
一

時
ハ

生
命
ニ
モ
関
ハ

リ
候
様
二

医
者
モ
申
立
候
二
、

幸
二

回
復
ノ
途
二

就
キ

タ
ル
ニ

暫
ク
鎌
倉
二

趣
キ
休
養、ソ
再
ヒ
東
京
二

戻
リ、

伯
二

接
ス
ル
ヲ
得、

又
大
隈
伯
（
外
務
大
臣
）

二

直
接
二

面
談
シ

遂
二

両
伯
協
カ
ノ
上
一

ツ
ノ。
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ト
・

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ヲ
大
隈

サ
レ

伯
ノ
官
邸
内
二

開
ラ
キ、

京
浜
間
屈
指
ノ
紳
商
ヲ
招
キ
タ
ル
ニ

両
伯
ニ
ハ

我
力
輩
ノ
為
二

真
二

可
驚
キ
程
ノ
イ
ン
ト
レ
ス
ト
ヲ
示
ス、

甚

懇
切
ナ
ル
演
説
ヲ
ナ
シ
呉
レ
タ
レ
ハ
、

来
会
ノ
人
々
モ
大
二

賛
成
ノ
意
ヲ
表
シ
、

即
タ
ニ
三
万
一

千
円
寄
附
ノ
約
ヲ
致
サ
レ
タ
リ（
咋
認
五

〔
補〗
l

リ）
「
O
京
都
管
内
ニ
ハ

多
分
四
万
ノ
金
ヲ
募
リ
得
ベ
シ
」、

力
者
卜
仰
ク
所
ノ
陸
奥
公
使、

井
上、

大
隈
両
伯、

已
二

揚
ン
ト
セ
シ
所
ノ
旗
ハ

中
々
マ
キ
兼、

陸
奥
宗
光
君
等
ノ
周
旋
ニ
ョ
リ
井
上

此
ノ

三
万
一

千
円
ハ

未
夕
差
少
ニ
シ
テ
何
ニ
モ
為
シ
得
サ
ル
モ、

朝
野
共
有

又
商
法
上
ノ
大
王
ト
モ
称
セ
ラ
ル
、

渋
沢
栄
一
、

原
六
郎
氏
ノ
如
キ
モ
ノ
ガ
如
斯
ク

モ
基
督
教
主
義
ノ
教
育
ヲ
主
張
ス
ル
我
悲
ノ
企
ヲ
賛
翔
ス
ル
其
ノ
ー

臀
ヲ
添
フ
ル
ニ

至
リ
シ
ハ
、

実
二

可
膀
キ
明
治
時
代
ノ
フ
ィ
ノ
ミ
ノ

叫
卜
云
フ
ト
モ
決
シ
テ
胚
言
ニ
ア
ラ
サ
ル
ベ
シ
、

本
校
力
初
メ
テ
公
然
卜
天
下
ノ
信
用
ヲ
得
ル
ノ
時
日
今
早
ヤ

到
来
セ

リ
ト

云
ヘ

キ
ナ

リ、

此
一

点
ョ
リ
論
ス
レ
ハ

此
ノ
現
象
ハ

決
シ
テ
一

小
事
件
卜
見
傲
ス
ヘ
カ
ラ
ス、

貴
兄
宜、ッ
ク
本
校
ノ
為
二

喜
ヒ
且
ッ
天
父
二

謝
シ
賜

月

へ
、

小
生
モ
井
上、

大
隈
両
伯
等
ノ
懇
切
ナ
ル
勧
ニ
ョ
リ、

去
ル
廿
四
日
東
京
ヲ
辞
ッ
当
所
二

参
リ
候、

荻
ハ

有
名
ナ
ル
浴
泉
場
ニ
シ
テ

海
面
上
ョ
リ
高
キ
殆
三
千
尺、

風
色
佳
麗
気
候
冷
燥
大
二

病
ヲ
養
フ
ニ
ハ

可
適
ノ
地
卜
存
し、

可
成
種
々
雑
多
ノ
心
配
ヲ
打
捨
養
生
一

方

ニ

尽
力
致
ツ、

不
肖
ナ
カ
ラ
モ
天
父
若
ツ
許
ッ
賜
ハ
、

今
暫
ク
ハ

此
ノ
世
ニ
ア
リ
テ
主
ノ
絢
国
皇
張
J
為
臣
僕
ノ
分
ヲ
褐
サ
ソ
ト
存、ソ
居
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明治21年

下
村
孝
太
郎
兄

八
月
十
一

日

在
上
州
伊
香
保

新
島

襄

侯
問、
主
只
兄
モ
何
卒
小
生
J
為
二

質
祈
藉
ア
レ、

扱
費
兄
伺
一

身
J
進
退
二

付
キ
テ
ハ

前
書
ニ
モ
由＇
上
侯
通、

伺
母
上
様
サ
ヘ

質
蒻
弁
批

来
候
ハ
、

今
一

年
モ
御
滞
米
ナ
ル
ハ

他
日
ノ
為
大
得
策
卜
存
候
問、

区
々
ノ
小
孝
心
二

制
セ
ラ
レ
ス
大
孝
ヲ
尽
ス
ノ
計
ヲ
為
ツ、

大
胆
ニ

モ
今
一

年
否
二
年
ナ
リ
〔
卜〕
モ
御
留
学
ナ
サ
レ
テ
ハ

如
何、

小
生
ハ

我
力
校
二

於
テ
サ
イ
ヨ
ソ
ス
ノ
振
ハ
サ
ル
ヲ
痛
嘆
シ
候
間、

費
兄
ニ

シ
テ
充
分
御
用
意
ア
リ
其
ノ
方
ヲ
負
担
シ
賜
ハ
、

必
ラ
ス
我
力
校
ノ
面
目
ヲ
一

変
ス
ル
ニ

至
ラ
ソ
、

願
ク
ハ

今
ノ
本
校
ヲ
ッ
テ
充
分
コ
ル

レ
シ
ノ
位
置
二

進
メ
度、

政
府
ノ
高
等
中
学
ニ
モ
一

歩
ヲ
譲
サ
、
ル
様
二

致
シ
度
候、

其
レ
ニ

付
ヶ
テ
ハ

必
ラ
ス
多
分
ノ
資
本
ナ
カ
ル
ベ

カ
ラ
ス、

資
本
ヲ
募
ラ
ン
ト
ナ
レ
ハ

米
国
二

如
ク
モ
ノ
ナ
シ
、

兼
テ
貴
兄
ノ
御
企
ノ
如
ク
ア
メ
リ
カ
ン
ポ
ー
ル
ド
ト
ハ

全
ク
イ
ソ
デ
ィ
ペ

ソ
デ
ン
ト
リ
ー
ニ

又
プ
ラ
イ
ウ
ェ
ト
リ
ー
ニ

或
ル
金
穴
家
ニ
ッ
キ
日
本
ノ
現
況
ヲ
陳
へ
、

大
学
ノ
日
本
二

甚
必
要
ナ
ル
事
ヲ
説、

其
ノ
感

情
ヲ
惹
キ
起
シ
賜
ハ
、

事
或
ハ

成
就
ス
ペ
シ
、

貴
兄
願
ク
ハ

此
ノ
大
任
ヲ
御
負
担
ア
リ
賜
へ
、

過
日
森
大
臣
二

面
会
セ
シ
際、

同
大
臣
ハ

同
志
社
ヲ
高
等
中
学
ニ
ス
ヘ
シ
ト
迄
被
申
候、

又
専
門
科
ヲ
設
ク
ル
上
其
ノ
カ
サ
ヘ
ア
レ
ハ

何
々
科
大
学
卜
称
シ
卒
業
生
二

何
科
大
学
卒

業
生
乃
チ
学
士
ノ
称
ヲ
附
ス
ル
事
モ
出
来
ペ
シ
ト
被
申
候、

左
ス
レ
ハ

是
非
我
力
校
ヲ
シ
テ
遂
二

大
学
ノ
地
位
二

達
セ
シ
メ
度
候
間、

在

米
ノ
中
島、

湯
浅
等
ト
モ
御
計
前
途
ノ
策
ヲ
御
立、

何
卒
先
々
ノ
事
ハ

御
負
担
被
下
候
様
奉
切
望
候、

小
生
も
唯
今
ノ
分
ナ
レ
ハ

此
後
モ

〔

テ
〕

度
々
ハ

御
書
面
モ
呈
セ
能
ハ
サ
ル
モ
小
生
ノ
貴
兄
二

望
ム
所
ノ
確
ト
シ
ト
動
カ
ザ
ル
ト
又
前
途
御
依
頼
申
ス
事
ト
ハ

御
承
知
被
下
度
候、

書
二

臨
テ
万
一

ヲ
喝
サ
ス
宜
シ
ク
小
生
ノ
心
緒
如
何
ヲ
モ
御
遥
察
ア
レ
、

頓
首

621 



n

ケ
u

八
重
ハ

朋
後
日
京
郁
ノ
方
よ
り
出
懸
リ
小
生
ノ
世
話
致
ス
謳
ナ
リ

孝
太
郎
兄

一

候

八
月
十
一

日

〔
別
紙〕

時
下
折
角
御
自
愛
御
摂
生
将
来
之
為
御
工
風
有
之
度
候
也

御
序
ニ
プ
ラ
ウ
ン
夫
人
二

宜
し
く
御
伝
言
被
下
度
候、

襄

然
シ
貴
兄
ニ
テ
独
断
ノ
事
ナ
レ
ハ

書
中
ノ
一

部
分
丈

又
病
気
二

し
て
其
後
御
不
沙
汰
申
居
候
条
御
謝
し
被
下
度
候、

同
夫
人
ノ

扶
助
シ
呉
候一
一
人
ノ
少
年
生
徒
モ
同
志
社
二

当
九
月
ョ
リ――一
年
ト
ナ
ル
ヘ

キ
旨
モ
御
通
被
下
度
候

別
紙
書
面
貴
兄
ニ
シ
テ
御
カ
マ
イ
ナ
ク
バ
ヱ
ー
ル
大
学
ノ
中
島
力
造、

湯
浅
吉
郎
氏
等
二

御
示
シ
被
下
候
而
も
不
苦
候、

然
し
資
本
募
集

云
々
ノ
事
ハ

彼
等
ニ
ハ

承
知
二

候
哉、

中
島
等
二

御
相
談
ァ
ル
モ
可
ナ
ラ
〔
ソ
〕
力、

ケ
御
知
セ
被
下
候
モ
可
ナ
リ

貴
兄
御
留
米
中
御
宅
ノ
事
ハ

小
生
不
及
ナ
カ
ラ
是
迄
ノ
通
リ
ニ

可
仕
候
間
左
様
思
召
被
下、

又
何
ソ
変
事
等
有
之
候
節
ハ

又
変
二

応
シ
浮

＊
＊
 

田
兄
等
卜
御
相
談
ノ
上
御
世
話
可
仕
候
間、

是
非
一

年
ナ
リ
ニ
年
ナ
リ
御
留
学
ア
リ
前
途
ノ
大
計
ヲ
為
シ
賜
ハ
ン
事
小
生
ノ
切
望
ス
ル
所

フ
ー
ラ
ル
先
生
其
外
之
知
人
ヘ
モ
宜
し
く
御
伝
言
被
下
度
候
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明治21年

其
後
は
大
二

御
不
沙
汰
申
上
候、

承
リ
候
ハ
、

費
兄
二

は
先
般
御
大
病
之
よ
し
大
二

驚
入
候、

乍
去
御
回
復
之
よ
し
な
れ
ば
大
二

安
心
仕

459

八
月
十
六
日

乙
瓢
大
人机

下

八
月
十
二
日

④
墨

中
村
栄
助

右
正
二

落
手
仕
候、

何
レ

寛
々
御
礼
可
開
陳
候
也

一

菓
子
折

一

御
書
壱
通

458

八
月
十
二
日

新
井
乙
瓢

④
晏

新
し
ま
襄
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会
員
一

人
ト
ト
モ
合
併
ハ

御
不
同
意
ナ
キ
方
上
策
ナ
リ
ト
存
候

候、

炎
暑
中
何
卒
御
用
心
有
之
度
候
也、

扱
先
日
山
本
翁
よ
り
の
伝
言
有
之、

金
森
氏
を
社
員
二

加
入
之
事
ハ

大
賛
成
二

有
之、

早
々
東

京
之
伊
セ

等
之
方
二

申
遣
候
間、

此
度
伊
勢
氏
等
西
京
二

来
候
ハ
、
一

大
会
議
を
な
し
諸
事
取
纏
可
申
様
小
生
よ
り
逐
一

申
進
候、

又
女

〔

め
い
l

学
校
云
々
之
事
も
詳
細
東
京
二

申
進
し
置
候
間、

何
二

と
か
都
合
相
付
可
申
と
存
候
也
卜
山
本
氏
二

御
伝
言
被
下
度
候、

其
外
伊
セ
氏
等

ニ

御
面
談
之
節
専
門
校
之
事
二

関
し
諸
事
調
査
し
置
き、

貴
兄
な
り
大
沢
な
り
上
下
京
二

御
分
担
被
下
候
て
も
何
二

と
か
御
工
風
有
之、

大
沢
一

手
二

全
ク
御
任
無
之
分
力
却
而
同
氏
之
為
幸
か
ト
モ

存
候、

何
卒
同
氏
二

も
諸
事
貴
兄
方
卜
御
打
合
セ
之
上
履
行
有
之
候
様
仕
度

候、

万
一

是
迄
何
ソ
不
都
合
之
点
ハ

詳
細
伊
セ

等
二

内
々
御
漏
し
被
下
候
而
も
差
支
ハ

無
之
候、

此
レ
ハ

内
々
御
心
得
之
為
申
上
候

留
守
中
老
母
義
之
所
等
よ
ろ
し
く
御
世
話
奉
仰
候、

小
生
も
少
々
宜
し
き
方
二

候
問、

右
山
本
翁
二

御
語
り
御
安
心
被
下
度
候、

乍
憚
御

老
母
様
御
令
閏
様
方
二
よ
ろ
し
く、

先
は
御
伺
労
山
本
氏
二

右
御
伝
言
願
上
度
如
此
候
也、

頓
首

中
村
栄
助
兄

〔

予
〕

徴
兵
猶
余
ノ
特
典
ヲ
蒙
ル
ニ
ハ

矢
張
準
官
立
校
ト
ナ
ラ
ネ
ハ

ナ
ラ
ヌ
モ
ノ
カ
何
人
カ
ニ

御
問
合
被
下
度
候、

願
ク
ハ

準
官
立
ノ
名

義
ナ
ク
シ
テ
右
ノ
特
典
ヲ
得
ラ
レ
ヌ
モ
ノ
カ
御
知
セ

被
下
度
候、

大
沢
氏
ハ

留
守
ノ
様
子
二

候
ハ
、

東
京
よ
り
参
候
伊
セ
、

小
崎

等
ノ
旅
費
ハ

社
よ
り
御
支
弁
ハ

出
来
ヌ
モ
ノ
カ
早
々
御
協
議
被
下、

出
来
候
ハ
、

速
二

其
趣
東
京
迄
御
知
セ
被
下
度
候
也

本
文
ハ

貴
兄
迄
内
々
ノ
文
通
卜
御
認
被
下
度
候

（
近
頃
三
条
よ
り
合
併
論
ヲ
仕
力
〔
ク〕
ル
由、

八

月
十
六
日

新
島

襄
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明治21年

広
津
友
吉
君

広
瀬
君、

原
君
等
二

御
序
二
よ
ろ
し
く
御
伝
言
被
下
度
候
也

八
月
廿
日

⑤
森
中
章
光
写

炎
暑
之
際
伝
道
之
御
苦
労
察
入
申
候、

陳
者

過
日
御
頼`
｀ヽ

之
原
氏
へ

紹
介
書
ハ

小
生
よ
り
も
可
呈
候
得
共、

北
垣
知
事
ニ
ハ

同
氏
と
特
別

之
間
柄
に
候
間、

先
同
知
事
之
好
意
を
得
而
貴
君
之
心
情
を
原
氏
二

通
す
る
事
こ
そ
第
一

之
好
手
段
と
存
候
間、

先
知
事
公
二

御
依
頼
カ

＊
＊
 

上
策
か
と
存
し
候、

北
越
之
近
況
ハ

如
何、

御
序
二

御
濡
し
被
下
度
奉
仰
候、

右
得
貴
意
如
此
候
也、

頓
首

460

八
月
二
十
日

＊

広
津
友
信

新
島

襄
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過
般
奄
君
御
来
伊
之
節、

御
芳
書
に
添
へ

結
構
な
る
御
見
舞
被
下、

両
つ
な
か
ら
難
有
受
領
仕
候、

兼
而
待
居
候
家
内
事
も
去
十
三
日
来

着、

諸
事
世
話
致
し
呉
候
故
大
二

都
合
よ
ろ
し
く、

又
小
生
も
漸
々
宜
し
き
方
二

趣
候
間、

御
安
心
可
被
下
候、

其
後
少
々
例
之
出
タ
ラ

メ
を
吐
出
し
候
間、

御
斧
正
被
下
候〔
ハ
、
〕
幸
甚
之
至
二

候、

帥
々
敬
具

尚

、々

残
暑
折
角
御
加
養
之
程
奉
希
図
候、

定
而
奄
君
ニ
ハ

最
早
今
日
あ
た
り
ハ

御
帰
郷
之
事
と
奉
存
候、

乍
憚
同
君
二

宜
し
く

御
致
声
可
被
下
候

家
内
よ
り
も
奄
君
二

宜
し
く
申
上
候

乍
失
敬
御
返
信
の
切
手
一

枚

過
日
ハ

御
名
吟
を
御
送
附
被
下、

又
拙
句
に
御
斧
正
賜
ハ
リ
候
を
難
有
奉
謝
候

新
井
乙
瓢
大
人梧
下

八
月
廿
一

日

461

八
月
二
十
一

日

④
毛
筆
（
青
イ
ン
ク
）

新
井
乙
瓢

新
島

迎
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明治21年

寸
椿
奉
呈
仕
候、

陳
者
過
日
ハ

御
来
訪
被
下
久
々
二
而
拝
眉
を
得
大
二

楽
し
み
申
候、

八
重
事
も
御
出
発
之
即
日
来
着
致
し
諸
事
世
話
致

候
哉
奉
伺
候、

先
般
東
京
二

在
病
蒜
二

臥
し
居
候
際、

し
呉
候
間、

乍
憚
御
休
慮
可
被
下
候、

費
殿
ニ
ハ

当
時
横
浜
二

御
滞
在
之
事
卜
奉
察
候、

御
令
閾
初
原
君
御
家
族
ニ
ハ

無
恙
御
消
光
被
成

＊＊

〔
共
脱
力〕

一

書
差
上
繍
笈
御
依
頼
申
上
候
件
二

付、

別
二

御
返
事
ハ

不
被
下
候
得
委
曲
御
承

知
被
下
候
趣
二

候
故、

先
日
八
重
事
一

寸
帰
宅
致
し
候
節、

金一
二
百
円
御
手
許
二

御
渡
し
可
申
旨
申
聞
候
処、

便
宜
之
為
京
都
之
社
員
中

村
栄
助
氏
二
金
弐
百
円、

又
同
志
社
庶
務
局
員
金
谷
充
氏
二
壱
百
円、

合
セ
て
参
百
円
ハ

御
子
供
衆
之
御
学
資
二
回
し
置
候
問、

左
様
御

承
知
被
下、

辰
二
郎
君
ニ
ハ

是
迄
之
通
帳
面
を
以
金
谷
氏
よ
り
御
受
取
被
下
候
様
仕
度
候、

又
御
序
二

右
参
百
円
之
御
受
取
証
ハ
八
重
名

宛
二
而
御
認
御
渡
し
置
被
下
度
奉
希
候、

得
費
意
度
如
此
候
也、

頓
首

且
乍
御
面
街
其
書
面
中
何
々
之
為
御
請
取
相
成
候
理
由
御
記
し
置
被
下
度
候、

右
願
用
と
し
て

尚

、々

御
令
閾
様
御
一

統
二

私
共
両
人
よ
り
宜
申
上
候

金
谷
氏
二

預
候
壱
百
円
之
証
書
ハ

御
郵
送
可
仕
候
得
共、

中
村
氏
よ
り
之
証
ハ

未
ク
手
二
入
不
申、

土
倉
庄
三
郎
殿

八
月
廿
二
日

462

八
月
二
十
二
日

⑤
写
真

土
倉
庄
三
郎

何
レ

参
リ

次
第
御
送
可
申

新
島

襄
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〈

テ
〉

本
日
貴
兄
迄
添
書
を
附
し
候
本
城
安
太
郎
卜
申
人
ハ
、

勝
海
舟
翁
よ
り
甚
丁
寧
な
る
添
書
を
以
て
小
生
二

面
会
を
求
め、

誤
聞
之
上
箱
根

〈

テ
〉

〈
ヲ

被
〉

ニ

参
リ、

又
警
醒
社
二
て
聞
及、

態
々
当
所
二

尋
来
リ、

高
島
炭
坑
二

伝
道
い
た
し
度
旨
被
申、

先
小
生
之
賛
成
を

乞
候
間、

其
人
と

〈
テ
〉

〈

識
〉

〈
テ
〉
〈
ル
〉

〈
ノ
〉

な
り
其
信
仰
等
二

至
リ
而
ハ

中
々
一

面

会
上
二
て
知
る
訳
ニ
ハ

参
兼
候
得
共、

当
人
之
口
上
ニ
ョ
レ
ハ

大
二

信
ス
ヘ
キ
所
モ
有
之
候
由

〈

致
〉

〈
へ
〉

〈

可
〉

ニ

付、

先
貴
兄
方
二

参
上
御
面
会
い
た
し、

又
已
ニ
一

致
会
よ
り
転
会
状
を
所
持
い
た
し
居
候
旨
ナ
レ
ハ
、

先
貴
会
二

加
入
ス
ヘ
キ
旨
勧

〈
ノ
〉

置
候
間、

御
面
会
ノ
上
ハ

当
人
ノ
信
仰
等
御
聞
取
被
下
度
候、

尤
高
島
伝
道
之
事
ハ

小
生
岩
崎
氏
二

面
会
之
上
何
ト
カ
エ
風
可
仕
候
間、

〈
ノ
〉

〈
ラ
〉

談
判
之
結
果
ハ

御
知

セ
可
申
候
間、

其
上
何
ニ
ト
カ
エ
風
い
た
し、

弥
関
西
ノ
伝
道
会
社
よ
り
避
ス
ト
云
名
義
ヲ
得
ル
ニ

困
難
ナ
レ

〈

為
＞

〈
テ
ハ
＞

〈
ト

モ
＞

〈
ノ
＞

ハ
、

当
分
ハ

只
特
志
伝
道
者
ト
ッ
テ
出
張
相
致、

先
ツ
一

ケ
年
程
モ
試
候
而
は
如
何、

尤
当
人
ハ

金
森
等
と
も
懇
意
之
由
ナ
レ
ハ
、

伝
道

＾
し
＞

企
弁
在
二

何
分
／
関
係
ヲ
持
ク
セ
度
候、

然
ッ
何
ニ
ニ

致
セ
当
人
／
信
仰
／
一

点
ヲ
知
リ、

之
二

右
ノ
ミ
ッ
ョ
ソ
ヲ
任
ス
ル
ニ
ハ

克
ク
彼
ヲ

463 

九
月
一

日

⑤
森
中
章
光、

柏
木
義
円
写

＊

小
崎
弘
道

候、

是
ハ

八
重
出
発
之
際
取
急
右
証
書
迄
請
取
兼
候
次
第
二

候

628 



明治21年

右
大
体
之
御
相
談
ハ
左
之
通
致
置
候

小
崎
兄

464 

＾
テ
＞

知
ラ
サ
レ
ハ
ナ
ラ
サ
ル
庸
ナ
レ
ハ
、

費
兄
当
人
二
侮
交
リ
被
下、

可
且
来
ハ
貴
会
員
二
質
菰
へ
被
下、

其
上
二
而
種
々
伺
周
徒
被
下
度

＾
ノ
X
ク
ニ
＞

＾
ハ
＞

＾
御
＞

候、

此
事
ハ
少
シ
リ
ス
キ
ー
之
如
く
に
相
見
候
得
共、

時
ト
シ
テ

特
殊
ノ
取
計
モ
必
要
卜
存
候
間、

何
分
御
面
会
当
人
ヲ
受
容
＞
被
下

•

•

•

 

〈
上
＞

候
様
奉
希

候、

帥
々
以
上

九
月一
日

〔
九
月
四
日

一
貴
君
炭
坑
々
夫
伝
道
之
挙
ハ
小
生
二
も
袈
成
ス
ル
所
二
候
得
共、

申
候

要
卜
認
ム
ル
事
事

'‘
t
,‘
 

岩
崎
君
ニ
ハ
小
生
よ
り
貴
兄
ヲ
小
崎
弘
道
氏
之
教
会
迄
御
薦
申、

④
墨

⑥
草
稿

本
城
安
太
郎
〕

，
ル
手
続

受

該
又
其
教
会
よ
り
保
証
を
得
サ
セ
度
旨
可
致
旨
御
談
申
置
候、

殊

»
ヽ

＞‘
9
,`

一
人
之
保
証
よ
り
も
寧
ロ
一
会
社
又
ハ
一
教
会
之
保
証
を
保
証
ヲ
必

'
‘̀
、．̀

之
上

昨
日

一
書
拝
啓
仕
候、

陳
者
御
来
訪
被
成
御
依
頼
被
成
候
件
二
付、

岩
崎
君
二
御
面
談
申
度
存
居
候
処、

本
日
幸
ヒ
拙
寓
迄
御
来
訪
被
下
候
序

貴
君
之
御
話
も
有
之
二
付、

小
生
よ
り
貴
君
炭
坑
行
之
事
ハ
大
二
御
賛
成
致
す
趣
を
以
御
話
致
し
候
処、

同
君
ニ
ハ
大
二
喜
ハ
レ
候
間、

襄
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一

教
会
よ
り
保
証
を
得
ル
ハ

他
日
伝
道
会
社
卜
関
係
ヲ
付
ク
ル
ニ
モ
甚
便
利
な
る
へ
し

之
外
同
君
ニ
ハ

至
極
之
事
卜
被
申
候、

一

貴
君
ニ
ハ

純
然
タ
ル
伝
道
者
ト
シ
テ
出
張
ス
ル
ヨ
リ
モ、

寧
口
当
分
ハ

炭
坑
会
社
客
員
之
地
位
二
立、

坑
夫
卜
密
着
之
関
係
ヲ
得
ル
ヲ

計
ラ
レ、

坑
夫
ノ
内
情
ヲ
熟
知
シ、

懇
切
丁
寧
二

此
ノ
道
ヲ
説
カ
ル
、

事
コ
ソ
却
而
傲
能
多
カ
ル
ヘ
ッ
ト
存
候、

右
之
趣
を
以
岩
崎
君

二

御
相
談
申
上
候、

此
点
も
御
承
知
有
之〔
度〕
候

炭
坑

卜

幾
分
カ
ノ
関
係
ヲ
持
チ

此
レ
ハ

会
社
ノ
客
員
ト
モ
ナ
リ
充
分
会
社
ノ

為

計

リ、

又
坑
夫
之
朋
友
ト
モ
成
リ
テ
坑
夫
ノ
為
二

計
リ、

候
様
致
タ
キ
訳
ナ
リ

万
事
円
滑
二

運

ク
サ
ル

一

岩
崎
君
よ
り
応
分
ノ
報
酬
ハ

差
出
ス
ヘ
キ
旨
御
承
諾
ア
リ
タ
リ、

然
シ
此
レ
ハ

教
会
二

御
寄
附
ア
リ
テ、

教
会
よ
り
御
送
金
申
名
義
ニ

致
し
ク
キ
事

此
ノ
一

項
ハ

客
員
ノ
名
義
ヲ
負
フ
モ
直
接
炭
坑
社
ノ
雇
人
卜
同
一

視
サ
レ
サ
ル
為
ナ
リ
（
四
匹
輝
召
芦
応
渾
涯
ト
ノ

右

別
二
不
満
足
ノ
点
ハ
ナ
キ
ャ

如
斯
大
体
之
御
相
談
丈
出
来
候
間、

此
ノ
数
件
二

付
貴
君
ハ

弥
御
承
諾
ア
ル
ャ
否、

逐
件
御
承
諾
有
之
候
上
ハ
、

小
崎
氏
之
教
会
よ
り
保

»ヽ

<

»

>‘

°̀

証
書
ヲ
御
受
取
被
成
候
様
御
工
風
有
之
度
候、

左
ス
レ
ハ

岩
崎
君
ニ
ハ

貴
君
炭
坑
行
ヲ
直
二

御
承
諾
可
有
之
候
存
候、

乍
然
小
生
二

も
只

一

面
識
之
貴
君
を
御
信
用
申、

右
様
岩
崎
君
二

も
御
勧
申
小
崎
氏
ノ
教
会
へ

も
相
薦
申
候
事
ナ
レ
ハ
、

願
ク
ハ

貴
君
よ
り
も
一

応
之
御
約

束
を
申
受
度
候

一

新
旧
聖
書
之
教
理
二
基
キ
懇
切
二

坑
夫
へ
伝
道
致
サ
レ
タ
キ
事

»ヽ

»ヽ

»
ヽ

，`

»
ヽ

・
‘

9

»ヽ

・
‘

»ヽ

»ヽ

»
ヽ

”
ヽ

»ヽ

»
ヽ

»ヽ

»ヽ

»
ヽ

»
ヽ

»ヽ

»ヽ

．
｀

»ヽ

9

標
準
ト
ッ

一

新
旧
約
書
中
之
教
義
を
以
而
伝
道
之
材
料
ト
ナ
サ
レ
度
事

大
任
ヲ
恐
レ
賜
ハ
ス

-
[

]
平
素
伝
道
者
ノ
資
格
ヲ
養
成
サ
レ
度
事、
一

挙
手
一

投
足―ー
モ
御
注
意
ア
リ
ク
キ
事

一
主
貝
君
御
着
坑
之
上
ハ

如
何
二
不
郁
合
卜
認
ム
ル
事
件
ア
ル
ト
キ
モ、

決
ッ
テ
外
蔀
二

発
表
セ
ッ
メ
ス
飽
マ
デ
モ
負
任
ノ
社
員
卜
御
相
談
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頓
首

7
リ、

其
上
ニ
テ

採
月
セ
ラ
レ
サ
ル
ト
キ
ハ

直
接
二

岩
崎
君
迄
質
照
会
モ

不
苦、

壌ー
ヴ
坑
夫
卜
会
社
員
卜
問
i

咽ー
ヴ
性
ヴ
ゅ
堵
緑
嘩

ヲ
予
防
シ
円
滑
ナ
ラ
シ
メ
、

双
方
ノ
幸
福
ヲ
計
リ
シ
ナ
ハ

実
二

〇
伝
道
者
ノ
責
任
ヲ
尽
セ
リ
ト
云
ヘ
ク
0
福
音
ノ
旨
趣
二

基
ケ
リ
ト
申

ナ
リ

ヘ
ク
候
得
ハ
、

何
卒
軽
々
二

故
溜
庵
ヲ
学
バ
レ
ズ、

又
世
ノ
論
者
ノ
如
ク
公
然
之
ヲ
抗
撃
ス
ル
ヲ
以
快
ト
セ
ス、

忍
テ

此
事
二

従
事

二
御
座
候

シ
、

之
ヲ
救
ヒ
之
ヲ
補
フ
ヲ
賜
ハ
ソ
事、

小
生
ノ
貴
君
二

切
望
候
所
ナ
リ、

小
生
貴
君
二

向
右
之
要
求
を
為
ス
ハ

他
ニ
ア
ラ
ス、

小
生

仕
ラ
ス

ハ

慎
テ
基
督
信
徒
ノ
地
位
二

立
チ、

飽
マ
テ
モ
世
間
流
行
ノ
破
壊
主
義
抗
撃
手
段
等
ハ

飽
マ
テ
モ
賛
成
致
サ
ス
ル
所、

又
岩
崎
君
ヘ
ノ

.‘
,‘
.‘
,‘
»ヽ

捐

退
ト
セ
サ
ル

以
謂
ナ
リ

モ
亦

交
誼
モ
有
之
候
ハ
ヽ
、

炭
坑
社
ノ
名
誉
ヲ
防
害
ス
ル
如
キ
ハ

甚
好
マ
サ
ル
所
二

國
圏
國
國、

去
リ
ト
テ
坑
夫
ノ
幸
福
ヲ
計
ル
ハ

小
生
ノ

»ヽ
4ヽ
奮ヽ
»ヽ

御
座
候

〔
抹
消〕

渇
望
ス
ル
所
ナ
レ
ハ
、

大
二

君
力
美
挙
此
度
ノ
御
企
ヲ
大
二

御
賛
成
致
タ
ル
訳
二

候
得
は、

貴
君
二

於
而
此
ノ
要
求
二

御
同
意
「
有
之

度

哉
否、

幸
二

小
生
安
心
之
為
一

通
之
御
回
答
被
下
候
ハ
、
」

被
下
候
ハ
、

小
生
安
心
ノ
為
一

通
ノ
御
回
答
被
下
度
候
也、

左
ス
レ
ハ

小

意
ヲ
喝
サ
ス

ア

レ

生
よ
り
ハ

充
分
小
崎
氏
ヲ
勧
メ
教
会
二

も
貴
兄
之
為
保
証
被
致
候
様
取
計
可
申
候、

書
中
万
一

を
喝
朧
圏、

何
卒
御
察
読
被
下
度
候、

奮`
t
，‘
»‘

>ヽ
'‘
»ヽ
»ヽ
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G
黒
石
u

寸
梧
拝
啓
仕
候、

陳
者

費
兄
方
旧
藩
主
之
令
弟
に
し
て
奥
州
旧
津
軽
御
蕃
主
な
る
子
爵
津
軽
承
叙
殿
之
令
息、

今
回
同
志
社
に
入
学
御
志

顧
之
趣
を
以
て
徳
富
君
よ
り
小
生
之
薬
書
を
被
要
候
に
付、

貴
兄
迄
御
紹
介
申
上
候
問、

御
入
学
之
御
手
続
等
二

付
何
之
差
支
無
之
侯
様

466 

お
竹
女
様

九
月
五
日

九
月
八
日

森
田
久
万
人

一

付、

向
後
ハ
一

切
御
断
申
候、

早
々
以
上

本
日
新
潟
よ
り
返
書
来
着
仕
候、

然
る
に
双
方
之
御
申
分
互
ヒ
ニ

麒
甑
す
る
所
有
之
候
間、

右
様
之
事
件
ハ

最
早
私
之
手
ギ
ヮ
に
参
兼
候

465 

九
月
五
日

＊

内
村
竹

⑤
森
中
章
光
写

⑥
森
中
写
に
よ
れ
ば、

原
本
の
封
筒
表
害
は
「
津
軽
君
御
持
参」

と
あ

る。 ①
伊
香
保

②
上
州
北
甘
楽
郡
金
井
村
旧
戸
長
役
場

新
島

襄

⑤
複
写
（
日
永
康
氏
所
蔵
）
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候
也

年ー2治

成、

467 

森
田
久
万
人
兄

尚

、々

御
入
学
之
上
も
上
級
生
之
内
可
然
人
物
を
撰
み、

諸
事
御
相
談
申
上
候
様
御
取
計
被
下
候
は
ゞ
至
極
の
事
と
奉
存
候

私
共
今
に
香
山
二

滞
留
い
た
し
居、

病
気
も
漸
く
宜
し
き
方
二

趣
候
間
御
安
心
可
被
下
候、

二
週
間
御
滞
留
之
御
積
二

候
処、

御
勧
申一＿一
週
間
御
逗
留
二

相
成
候、

何
卒
主
之
忠
僕
ク
ル
ノ
資
格
卜
精
神
ハ

充
分
御
培
養
有
之
度

九
月
八
日

〔
九
月
八
日

官
且
し
く
伺
周
捉
有
之
度
侯、

奉
切
望
候、

草
々
敬
具

⑤
森
中
章
光
写

＊

 

新
島
公
義
〕

又
二

週
間

前
よ
り
国
衡
北
堂
御
越
し
に
相

在
伊
香
保新
島

襄
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近
来
ハ

井
上、

大
隈
両
伯、

青
木
子
ニ
モ
音
信
不
通
二

罷
在
候
間、

御
序
之
節
小
生
ノ
病
況
御
通
知
被
下、

又
宜
し
く
御
致
声
被

下
度
奉
希
候

貴
書
本
日
拝
誦
仕
候、

陳
者
津
軽
子
爵
令
息
へ
之
添
書
ハ

別
紙
差
上
候
間
御
落
手
可
被
下
候、

御
申
越
之
建
白
云
々
ハ

至
極
之
事
と
存
し

候
間、

青
年
会
員
力
弥
建
白
二

被
及
侯
時
ニ
ハ

拙
名
も
御
加
入
な
し
被
下
度
候、

当
地
ハ

山
間
二
て
別
二

替
る
事
な
く
数
日
前
岩
崎
弥
之

〔

と
い

助
君
二

面
談
申
候、

又
樫
村
を
申
東
京
之
名
医
も
来
伊
被
致
二

付、

診
察
を
乞
候
而
成
丈
注
意
い
た
し
居
候
間、

御
安
心
可
被
下
候、

近

比
大
二

冷
気
催
来
候
間、

余
り
長
く
ハ

滞
留
致
す
ま
し
と
存
候、

然
し
未
夕
帰
京
之
時
日
ハ

取
極
不
申
候、

兼
而
心
配
申
居
候
下
毛
伝
道

は
弥
壱
人
出
張
之
事
も
相
運
候、

数
日
前
高
島
炭
坑
へ
も
岩
崎
君
承
諾
之
上
壱
人
伝
道
者
派
出
之
手
続
相
付
申
候、

此
は
小
崎
氏
ニ

エ
風

徳
富
猪
一

郎
兄

小
生
も
先
当
分
ハ

別
二

新
計
画
も
無
之、

心
中
之
波
ハ

少
し
く
穏
か
に
有
之
候
間、

御
安
心
被
下
度
候、

身
体
ハ

何
二
と
な
く
カ

九
月
八
日

被
致
小
生
ハ

只
其
端
緒
を
開
き
申
候
の
み、

先
は
喪
答
迄、

帥
々
敬
白

①
上
州
伊
香
保

千
明
三
郎
方

保）

は
九
月
七
日
付

468 

九
月
八
日

徳
富
猪
一

郎

②
東
京
赤
坂
区
榎
坂
五
番
地

④
墨

新
島

瞑

⑥
消
印
（
伊
香
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明治21年

八
重
ハ

本
日
安
中
二

参
リ
明
日
ハ
一

寸
国
街
ヘ
モ
可
参
候
0
河
合
様
御
家
族
へ
よ
ろ
し
く

今
回
之
佳
報
一

昨
夜
来
着、

我
等
甚
満
足
喜
欣、

依
而
先
方
ヘ
ハ

早
々
一

書
可
差
出
候
処、

昨
日
伊
香
保
出
発、

今
日
ハ

旅
之
疲
労
等
も

有
之、

又
来
訪
人
も
続
々
来
リ、

芳
右
之
次
第
二

及
兼
候
間、

何
レ
東
京
着
之
上
早
々
一

書
可
呈
候
間、

左
様
御
心
得
被
下
度
候
也

〔
九
月
二

十
日

今
回
之
報
道
ハ

私
共
大
溺
足、

去
十
五
日
伊
香
保
出
発、

前
橋
ニ
―

昨
日
迄
滞
留、

午
後
着
京、

本
日
も
尚
混
雑
に
候
得
共
先
方
ヘ
一

書

470 469 

〔
九
月
十
六
日

付シ
ざ
侯
様
二

覚
候、

大
箇ーー

も
先
廿
ハ

質
安
産
之
よ
し
大
慶
二

奉
存
侯、

質
序
二
よ
ろ
し
く

⑤
森
中
章
光
写

⑤
森
中
章
光
写

＊
＊

新
島
公
義
〕

＊

 

新
島
公
義
〕
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候
間、

特
別
二

高
津
と
は
御
交
際
御
教
訓
被
下
度
候
也

書
可
送
候

471 

相
遣
し
申
候
間、

御
安
心
可
被
成
候、

私
も
大
分
力
付
き
候
方
ニ

九
月
二
十
二
日

九
月
廿
二
日

徳
富
猪
一

郎
兄

〔
御
座
候〕

間、

是
亦
御
休
慮
可
被
下
候、

何
レ
八
重
よ
り
も
近
々
一

①
東
京
麻
布
仲
之
町
廿
番
地

昨
日
は
態
々
御
書
面
御
念
之
入
候
事
と
奉
存
候、

陳
者
本
日
ハ

前
橋
二

御
出
向
之
よ
し、

右
二

付
一

寸
申
上
度
事
有
之
候、

政
社
之
人
ニ

し
て
当
時
常
置
委
員
な
る
高
津
仲
二
郎
卜
申
人
二

今
回
懇
意
二

相
成
候
処、

先
同
人
ハ

前
橋
辺
之
青
年
中
尤
望
あ
る
人
物
卜
存
し
候
間、

〔
霧，〕

貴
兄
之
御
訓
導
二
よ
り
後
藤
伯
等
之
為
二

籠
絡
セ
ラ
レ
ス
迷
務
を
払
ら
ひ
活
眼
を
開
ら
ひ
て
前
途
之
計
を
為
し、

真
正
之
平
民
主
義
を
上

毛
地
方
二

発
達
せ
し
む
る
に
至
ら
は
重
々
之
事
と
存
候、

費
兄
今
度
之
行
二

彼
壱
人
を
獲
る
丈
け
二

而
も
随
分
将
来
二

望
あ
る
事
と
存
し

徳
富
猪
一

郎

②
上
州
前
橋
本
町―――
丁
目

新
島

襄

不
破
唯
次
郎
君
気
付

④
星
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明治21年

九
月
二
十
四
日

⑤
柏
木
義
円
写

貴
書
拝
誦
仕
候、

陳
者
磯
辺
村
揖
取
殿
御
別
荘
拝
借
之
件
二

付、

過
日
御
勧
も
有
之
候
通
先
方
二

御
懸
合
相
成
候
処、

先
方
二

御
差
支
之

無
之
趣
段
々
御
心
配
之
程
奉
厚
謝
候、

然
る
処
小
生
過
日
帰
京
之
上、

前
途
如
何
為
ス
ヘ

キ
ノ
問
題
を
起
し
家
内
又
朋
友
等
と
も
相
談
申

候
二
、

右
様
定
所
ナ
ク
弦
二
ニ
ヶ
月
彼
処
二
三
ヶ
月
位
卜
所
々
流
寓
致
し
候
様
故、

却
而
意
之
如
く
摂
生
も
行
届
不
申、

寧
ろ
便
宜
之
地

〔

暫
〕

を
撰
ヒ
本
年
位
ハ

借
家
を
為
し
世
体
を
持
而
充
分
意
之
如
ク
ニ

簑
生
す
る
に
如
く
ま
し
と
の
考
按
を
為
し、

今
漸
時
は
滞
京
致
す
も
不
遠

関
西
に
帰
り
右
之
工
風
可
致
事
に
粗
相
定
候
間、

今
回
御
辞
退
申
上、

貴
君
之
御
周
旋
と
揖
取
殿
之
御
好
意
を
も
空
ふ
す
る
は
甚
不
本
意

千
万
二

候
得
共、

前
上
之
考
按
力
得
策
な
ら
ん
と
存
候
間、

別
荘
借
用
之
義
ハ

本
年
ハ

見
合
セ
仕
度
候、

小
生
も
未
夕
揖
取
殿
二

知
己
を

犀
ふ
せ
さ
れ
ば
貴
君
よ
り
宜
し
く
御
断
置
被
下
度
候、

九
月
廿
四
日

又
他
日
借
用
之
機
も
可
有
之
候
ハ
、

其
節
ハ

又
々
御
周
旋
之
程
奉
仰
候、

右
貴
答

尚

、々

過
般
ハ

態
々
御
心
切
二

御
来
訪
被
下
候
条
奉
鳴
謝
候、

何
卒
半
田、

桜
井
之
両
氏
並
二

貴
会
御
一

同
二

宜
し
く
御
致
声
被

下
度
候
也、

甚
恐
入
候
得
共
今
回
東
京
開
会
之
部
会
前
二

原
市
教
会
之
会
員
並
貴
会
伝
道
先
キ
ノ
場
所
々
々
一

応
御
調、

派
出
之

上
原
春
朔
兄梧
下

迄、

帥
々
敬
具 412 

上
原
春
朔

新
島

襄
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御
求
に
応
し
先
日
河
井
大
人
方
ヘ
一

書
差
出
し
候
間、

左
様
御
心
得
可
被
下
候、

弥
双
方
談
判
之
相
整
候
上
ハ

多
分
日
本
流
之
ュ
イ
ノ
ウ

宅

を
為
サ
ネ
ハ

ナ
ラ
ヌ
事
と
存
候、

左
ス
レ
ハ

私
共
何
ソ
工
風
致
シ
帯
地
一

筋
デ
モ
進
上
可
致
積
二

候、

然
し
私
共
帰
京
之
上
ナ
ラ
デ
ハ

右

之
工
風
も
出
来
兼
候
間、

其
レ
迄
ハ

先
ュ
イ
ノ
ウ
ハ

見
合
二

な
し
置
度
候、

先
方
二

も
多
分
彼
是
心
配
可
致
候
間、

先
キ
之
御
母
様
迄
ヘ

も
一

寸
御
申
込`
‘`、

結
納
ハ

貴
君
二

彼
是
心
配
ハ
サ
セ
ズ、

伯
母
之
帰
宅
之
上
之
事
二

な
し
度
卜
伯
母
よ
り
申
来
候
間、

左
様
御
承
知
被

下
度
し
と
迄
御
談
ア
ラ
ハ
、

先
方
モ
快
ク
相
待
ヘ
シ
ト
存
候、

貴
君
ハ

結
納
ハ

全
伯
母
様
二

御
任
セ
ア
リ
テ
可
然
卜
存
侯、

右
は
彼
是
御

心
昆
之
無
之
為
一

寸
申
上
候、

何
レ
私
共
来
月
勿
々
ニ
ハ
一

卜
先
帰
宅
之
積
二

侯、

其
レ
迄
御
待
被
下
度
侯、

右
は
用
事
の
み、

闘
々
頓

首

473 

九
月
二
十
五
日

①
東
京
麻
布
仲
ノ
町
廿
番
地

新
島
公
義

一

原
市
ノ
伝
道
地
ハ

何
ケ
所
（
其
場
所
ノ
名
称
）

一

原
市
外
ニ
シ
テ
村
落
二

住
居
セ
ル
信
者
ノ
員
数
卜
其
ノ
村
落
ノ
名
称

一

教
会
全
員
ハ

幾
人

方
二

御
頼`
‘、
小
生
迄
御
持
参
被
下
候
ハ
、

幸
甚

粟
津
方

②
大
和
国
奈
良
水
門
村

④
昼
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明治21年

新
井
牽
君

河
井
御
双
親
様
二
よ
ろ
し
く

九
月
二

十
七
日

其
後
漸
々
甘
快
二

趣
侯
間 、

御
安
心
被
下
度
候 、

又
念
之
為
一

昨
日
ョ
リ
小
川
丁
山
竜
堂
病
院
二
入
院
致
し

充
分
二

摂
養
罷
在
候

貴
書
本
日
拝
誦
仕
候 、

陳
者
小
生
も
先
夜
棲
々
之
御
話
を
拝
聞
セ
し
よ
り 、

乍
不
及
御
相
談
二

も
加
ハ
リ
度 、

不
申 、

去
リ
ト

テ
弦
二

喋
々
ス
ル
ヲ
要
セ
ス

、

御
一

笑
之
為
御
覧
二

呈
し
度 、

併
セ
テ
乙
瓢
尊
大
人
之
御
叱
正
モ
乞
度
奉
存
候

九
月
廿
七
日
夜

し
は
し

待
て
野
地
の
む
ら
さ
め
晴
る
4
な
り

八
重
ハ

麻
布
仲
之
町
二

罷
居
候 、

昨
日
ハ

土
倉
氏
来
訪
致
し
呉
候

④
墨

474 

九
月
廿
五
日

公
義
君

新
井
竜

襄

又
決
而
無
鈍
着
二

聞
流
し

襄

639 



後
藤
伯
ヘ
ノ
書
面
中
何
ソ
不
都
合
卜
御
認
被
遊
候
事
ハ

御
指
示
被
下
度
候、

左
ス
レ
ハ

又
々
相
改
御
送
可
申
候

徳
富
猪
一

郎
君

九
月
廿
八
日

昨
日
ハ

御
来
訪
被
下
候
条
奉
鳴
謝
候、

陳
者

後
藤
伯
へ

之
書
面
今
朝
相
認
人
力
車
夫
二

托
し
御
郵
送
申
上
候
間、

御
落
手
之
上
御
受
取
証

御
遣
し
被
下
度
候、

小
生
事
明
日
も
矢
張
入
院
致
し
居
候
問、

明
午
后
四
時
二

人
見
君
ハ

麻
布
二

御
出
向
ナ
ク
当
院
二

御
光
来
被
下
候
様

御
話
し
被
下
度
奉
仰
候、

早
々
頓
首

475 

九
月
二
十
八
日

大
人
様
二

宜
し
く
御
致
声
を
乞

①
小
川
丁
山
竜
堂
病
院
内

徳
富
猪
一

郎

②
京
橋
区
日
吉
町
廿
番
地

民
友
社

④
墨

前
句
之
如
く
貴
君
之
去
就
ハ

小
生
よ
り
別
ニ
―

書
呈
し
候
迄
ハ
、

軽
々
二

御
決
定
無
之
候
様
仕
度
候

新
島

迎
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明治21年

両
回
之
御
書
落
掌
致
し
候
前
早
く
已
二

鳥
居
坂
二

参
り、

貴
君
赦
免
之
事
ハ

頼
ミ
申
置
き、

置
候
間、

前
書
別
二

陳
述
は
致
し
不
申
候
得
共、

暗
々
裏
二

発
句
中
二

小
生
之
心
配
致
居
り、

心
之
為
諷
し
上
候
訳
な
り、

何
卒
少
し
く
御
待
合
セ
、

余
リ
早
マ
リ
去
就
を
決
せ
さ
る
様
御
注
意
有
之
度
候、

昨
日
ハ

土
倉
氏
尋
呉、

鳥

居
坂
二

参
る
趣
二

候
間、

同
氏
二

伝
言
い
た
し
重
ネ
而
貴
君
云
々
之
事
ハ

申
含
置
候、

今
少
し
く
忍
而
赤
城
山
上
之
月
に
吟
し
賜
ハ

ん
事

小
生
之
切
望
す
る
処
二

候、

序
二

申
上
候
に
費
君
之
事
ハ

已
二

知
事
佐
藤
氏
よ
り
も
上
申
二

相
成
候
よ
し、

477 

十
月
l

日

新
井
畜

④
墨

予
御
知
申
上
置
候、

国
民
之
友
未
夕
御
配
達
無
之
奉
待
居
候

416

n
九
月

⑤
森
中
章
光
写

秋
気
俄
二

催
来
候
二

付、

小
生
も
可
相
成
ハ

都
合
致
し
来
十
七
八
日
比
二

は
当
所
出
発、

途
中
両
三
日
中
逗
留
之
上
帰
京
之
租
二

候
間、

徳
富
猪
一

郎
〗

又
古
沢
氏
二

も
面
会
周
旋
す
へ

き
旨
依
頼
し

又
早
晩
赦
免
二

及
へ
し
と
存
候
問、

御
安

已
二

右
等
之
手
続
も
有
之
候

⑥
森
中
写
に
よ
れ
ば、

原
本
は
は
が
き
と
あ
る。

641 



小
生
ハ

竹
越
君
卜

是
迄
余
リ
交
際
も
無
之
候
処
ョ
リ
同
君
乎
素
之
持
論
ハ

如
何
之
点
ニ
ア
ル
カ
存
し
不
申
候
故 、

本
日
之
集
会
二

招
き
不

申
訊
な
り 、

御
申
越
之
次
第
ナ
＞
ハ

顧
フ
テ
モ
伺
且
ヲ
仰
キ
ク
キ
恨
二

御
座
侯 、

何
卒
貴
兄
ョ
リ
人
見
君
を
伺
通
し
被
下
度
侯
也 、

敬
白

奄
君

478 

十
月
一

日

十
月
一

日

徳
富
猪
一

郎

賜
ハ

ん
事
を
希
望
す 、

先
は
貴
答
迄 、

如
此
也

得
は 、

貴
君
二

も
長
く
天
道
是
非
之
問
題
ハ

御
発
言
あ
る
に
及
ま
し
と
存
候 、

生
日
ク
天
道
是
也
突
卜 、

人
生
存
命
中
不
幸
二

し
て
天
道

之
是
な
る
を
味
ハ

さ
る
人
も
有
之
候
得
共 、

天
道
之
是
な
る
ハ

古
今
史
上
歴
々
見
る
へ

く
候
ヘ
ハ

、

小
生
ハ

至
大
困
難
中
二

も
天
道
之
尚

是
な
る
を
信
し 、

②
「
費
酬
」

④
墨

襄

又
之
を
断
言
し
従
容
と
し
て
世
に
処
す
へ
し
と
覚
悟
を
定
め
居
候 、

小
生
ニ
ハ

基
督
之
教
を
奉
セ
し
よ
り

爾
来
此
確
乎

裕

た
る
覚
悟
を
得 、

此
十
有
ョ

年
間
種
々
百
般
之
困
難
二

遭
逢
す
る
も 、

少
し
く
余
猶
あ
り
し
ハ

偏
二

此
覚
悟
を
得
た
る
に
依
る
な
り
と
存

候 、

古
人
之
天
命
を
楽
む
と
ハ

矢
張
此
等
之
覚
悟
を
得
た
る
事
な
る
か 、

貴
君
ニ
ハ

重
々
不
束
も
可
有
之
候
得
共 、

天
下
其
平
を
得
さ
る

は
独
貴
君
の
み
な
ら
す 、

水
激
す
れ
ハ

益
流
る
と
申
し
候
て 、

激
す
る
も
時
と
し
て
ハ

又
無
益
に
非
ら
す 、

少
し
く
忍
ひ
て
其
鋭
を
蓑
ひ

642 



明治21年

0
小
崎
ヲ
非
常
ニ
タ
、

キ
オ
キ、

而
シ
テ
后
小
崎
ヲ
救
ノ
法
ハ
、

関
東
コ
ン
フ
ィ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
ヲ
全
フ
ス
ル
ニ
ア
リ
ト
申
置
候

粛
啓、

陳
者
昨
朝
申
上
候
通
三
好
二

昨
夕
日
吉
町
七
番
地
共
存
同
衆
館
二

於
て
棲
々
談
話
を
為
し、

初
よ
り
委
員
之
手
前
又
各
会
牧
師
之

其
分
を
尽
さ
ゞ
る
事、

教
会
ニ
ハ

少
し
も
聯
合
之
熱
議
を
遂
ケ
サ
ル
事、

又
今
ノ
体
ナ
レ
ハ

全
ク
牧
師
マ
カ
セ
ニ
テ
出
来
タ
ル
聯
合
即
チ

〔

裂
〕

牧
師
之
聯
合
ニ
シ
テ
決
シ
テ
共
和
平
等
主
義
ヲ
取
ル
我
力
組
合
会
ノ
聯
合
ニ
ア
ラ
サ
ル
事
ナ
ド
ヲ
ト
キ、

続
テ
将
来
我
組
合
会
中
破
烈
ノ

レ
ー
シ
ョ
ン
ヲ
全
フ
セ
ハ
、

②
「
至
急
御
披
見
」

憂
ア
ル
ヲ
説
キ、

之
ヲ
救
フ
ノ
法
ハ

関
東
コ
ン
フ
ィ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
ヲ
為
ス
ノ
外
上
策
ナ
キ
ヲ
ト
キ、

関
東
サ
ヘ
一

致
シ
テ
コ
ン
フ
ィ
デ

必
ラ
ス

関
西
モ
一

致
会
ト
ハ

聯
合
セ
ス
シ
テ
遂
二

関
東
ノ
教
会
二

合
併
降
伏
ス
ヘ
キ
旨
ヲ
ト
キ
タ
レ
ハ
、

同

氏
ハ

大
二

驚
キ
右
聯
合
ノ
事
ハ

小
崎
氏
ョ
リ
先
キ
比
憲
法
一

冊
ヲ
渡
シ、

之
ヲ―――
四
人
ノ
手
ニ

ザ
ッ
ト
ヨ
ミ
廻
シ、

其
後
何
ニ
モ
相
談
モ

479 

十
月
五
日

徳
富
猪
一

郎

今
朝
御
苦
労
被
下
候
深
ク
嗅
謝
ス
ル
所
二

御
座
候

十
月
一

日

徳
富
猪
一

郎
兄

④
墨

新
し
ま
襄

643 



今
回
ハ

実
二

吾
人
執
ル
所
ノ
主
義
ノ
戦
争
ナ
リ

徳
富
兄

十
月
五
日

封
入
之
五
円
ハ

少
々
ナ
ガ
ラ
人
見
君
旅
費
ノ
一

端
二

御
添
へ

被
下
度
候
也

度
候
也

襄

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

ナ
ク、

聯
合
ノ
事
ハ
一

切
小
崎
力
都
合
ス
ヘ
シ
ト
思
ヒ
何
ニ
モ
知
ラ
ズ
云
々
被
申
候、

小
生
ハ

痛
ク
小
崎
氏
ノ
迂
遠
無
鈍
着、

会
中
一

個

0

0

0

0

 

人
ノ
権
理
ヲ
重
ン
セ
サ
ル
ノ
手
抜
ヲ
ク
、

キ
三
好
ヲ
非
常
二

激
サ
シ
メ
‘

教
会
二

若
シ
火
ノ
手
力
揚
カ
ラ
ハ
、

同
氏
ハ

内
応
ス
ル
迄
ニ
ハ

な
し
置
候、

故
二

先
ッ

貴
社
々
友
中
テ
今
日
ニ
モ
同
意
セ
シ
メ‘

又
他
ニ

同
意
者
至
急
二

作
リ
一

日
モ
早
ク
該
会
中
二

火
ノ
手
ヲ
揚
ク
ル
ニ

如
ク
ハ

ナ
シ
、

小
崎
氏
ハ

油
断
シ
オ
レ
リ
該
会
ヲ
衝
キ
之
ヲ
降
ス
ハ
一

挙
ニ
ア
ル
ベ
シ
、

小
生
ハ

今
夕
再
ヒ
三
好、

和
田
垣、

森
ノ
三
人
二

当
ル
ノ
計
画
ナ
リ
（
此
ハ

極
内
々
二
）、

右
人
見
君
二

御
知
セ
被
下

コ
ン
フ
ィ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
ノ
手
続
ヲ
詳
細
ス
、
メ
オ
キ
番
町
ノ
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明治21年

徳
富
兄
十
月
七
日

先
日
貴
覧
二

呈
セ
し
材
料
之
外、

又
別
二

手
二

入
申
候
間、

御
覧
二

入
申
候、

以
上

481 

井
上
伯
殿閣
下

十
月
六
日

十
月
七
日

⑤
写
真
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
）

粛
啓、

陳
者
本
日
小
生
之
代
理
金
森
通
倫
卜
申
者
出
京
仕
候
間、

明
朝
同
伴
参
趨
拝
謁
を

得
度
奉
希
望
候
得
共、

⑤
森
中
章
光
写

徳
富
猪
一

郎

哉、

又
参
上
之
時
刻
等
御
漏
し
被
下
間
敷
哉、

右
御
伺
申
上
度、

早
々
敬
白

480 

十
月
六
日

井
上
暮

新
島

襄

新
島

襄

御
都
合
相
叶
可
申
候

645 



＊
＊

 

昨
夜
勝
先
生
二

御
面
会
申
棲
々
之
長
談
を
な
し、

リ
ア
ル
ヲ
御
採
用
被
下
度
候

過
刻
差
上
侯
分
之
外
別
二

少
々
差
加
候
間、

是
亦
御
覧
二

呈
し
候

＊
 

別
二

同
氏
之
昨
年
東
京
二

於
而
費
社
雑
誌
中
二

拘
ル
分
卜、

又
小
生
ノ
京
都
二

於
テ
本
年
四
月
智
恩
院
大
坐
敷
二

演
説
セ
シ
中
ニ
モ
マ
テ

ハ

同
氏
自
身
二
は
相
添
へ

呉
候
様
依
頼
致
し
候

三

本
日
金
森
兄
之
来
訪
を
待
受、

共
二

今
回
ア
ッ。
ヒ
ー
ル
之
マ
テ
リ
ア
ル
ヲ
要
点
ヲ
記
載
仕
度
存
し
居
候
二
、

同
氏
ニ
ハ

午
后
四
時
半
比
ニ

来
ラ
ス
候
間、

小
生
一

人
ニ
テ
大
略
ヲ
記
し
終
リ、

少
々
運
動
之
為
他
二

出
懸
候
ト
キ
同
氏
来
訪
致
し
呉
候
故
其
儘
相
渡
し、

取
落
之
分

又
大
学
之
庫
も
充
分
相
願
候
処、

大
二

喜
ハ

れ
応
分
之
寄
附
も
な
す
へ
＜
又
周
旋
も
致

④
墨

482 

十
月
十
三
日

徳
富
猪
一

郎

リ、

必
ラ
ス
他
日
ノ
応
援
卜
相
成
リ
可
申
卜
存
候、

延
期
草
案
ハ

粗
出
来
申
候

番
町〔
教〕
会
よ
り
ハ

人
見
君
之
手
よ
り

導
カ
レ
ク
ル

青
年
翡
四
人
昨
夕
来
訪、

懇
々
談
し

候
ハ
、

大
二

解
ス
ル

所
ア
ル
ニ

似
夕
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明治21年

483 

徳
富
猪
一

郎
兄

す
へ
き
旨
徊
承
諾
被
下
羹

尤
寄
開
金
高
ハ
逐
而
知
ら
す
へ
し
と
被
申
侯、

人
見
君
よ
り
長
浜
発
之
書
昨
廿
来
着
致
し
候、
先
は
月
事
の

み、

早
々
頓
首

十
月
十
三
日

年

番
町
教
会
ハ

全
会
挙
て
延
期
説
二

議
決
し、

来
月
五
月
之
大
会
迄
延
期
ス
ル
ノ
見
込
ミ
ナ
ル
由
内
々
通
知
有
之
候

〔
十
月
十
三
日

八
年

一

同
志
社
設
立
之
事

十
四
五
年
二
至
リ

一

漸
々
学
校
二

盛
大
二

趣
キ
来
リ、

最
初
ニ
ハ

四
面
皆
楚
歌
之
声
ヲ
聞
ク
ノ
感
ア
リ
シ
モ
、

初
メ
テ
世
問
ノ
信
用
ヲ
受
ク
ル
ニ

至
リ
タ
レ

ハ

学
校
二

従
事
ス
ル
我
等
之
規
模
モ

租
太
ト
ク
成
リ
来
リ、

又
生
徒
ョ
リ
モ
其
ノ
父
兄
ョ
リ
モ
普
通
科
ノ
上
二

専
門
科
ヲ
加
ハ

ラ
レ
タ

ス
ラ

シ
ト
注
文
セ
ラ
ル
、

所
ョ
リ、

吾
人
ノ
目
的
ハ

遠
ク
彼
岸
ニ
ア
ル
ノ
感
ナ
キ
ニ

ア
ラ
サ
レ
ト
モ
、

桑
ノ
弓
モ

岩
ヲ
徹
す
卜
の
古
人
之
名

チ

招
キ

言
も
あ
れ
ば、

今
人
登
之
ヲ
為
ス
ノ
シ
能
ハ
サ
ル
ノ
理
ア
ラ
ン
ヤ
ト
思
ヒ
立
二
、

明
治
十
七
年
初
メ
テ
西
京
都
二

於
テ
府
会
議
員
ヲ
集

»
ヽ

»
ヽ

ヽ
'‘

④
墨

＊

癒
富
猪
一

郎
〕

新
島

襄

647 



其
ノ
時
郡
部
ニ
―

万
円
ヲ
募
ル
ノ
見
込
ナ
リ

メ
一

集
会
ヲ
ナ
シ
―
二
回
ノ
演
説
ヲ
為
シ、

私
立
大
学
創
立
ノ
目
的
ヲ
発
言
シ、

遂
二
其
ノ
主
趣
ヲ
陳
シ
テ
一

小
冊
ト
ナ
シ
広
ク
世
問

9

9

,`

＊ヽ

。
、

9

»ヽ

ニ
配
布
シ
タ
リ

物

。
。

一

教
育
ノ
目
的
ハ
智
徳
併
行
ニ
シ
テ
人
ヲ
培
養
成
ノ
一

点
二
止
マ
レ
リ、

人
オ
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
培
養
成
ニ
ア
ラ
ス
人
物
培
蓑
成
ノ
意
ナ
リ

»ヽ

»ヽ

»
ヽ

奮
ヽ

t

»ヽ

゜
、

一

十
七
年
以
来
商
況
ノ
不
振
ョ
リ
約
束
ア
レ
ト
モ
寄
附
金
ノ
集
リ
来
ラ
ス、

又
賛
成
者
ナ
キ〔
二
〕
ア
ラ
サ
レ
ト
モ
投
金
者
ノ
少
ナ
キ
ョ
リ

吾
人
ノ
企
ハ

殆
卜
地
二
落
チ
タ
ル
ニ
似
タ
ル
ノ
有
様
ト
ハ
ナ
リ
来
レ
リ

一

十
七
年
ノ
六
月
ョ
リ
本
年
四
月
ノ
比
二
殆
壱
万
円
ノ
寄
附
高
ト
ナ
レ
リ
（
心
頑
釦
内
瑾）

b
 

一

本
年
四
月
智
恩
院
二
於
テ
一

大
会
を
開
ラ
キ
六
百
五
六
十
名
ョ
ノ
京
都
府
下
ノ
顕
官
紳
商
ヲ
招
キ、

私
設
大
学
創
立
ノ
件
ヲ
賛
翔
セ

〔
ラ〕
レ
ン
事
ヲ
請
求
ス
（
畔
這
環
噂）

此
ノ
大
会
以
来
二

腹
々
京
都
倶
楽
部
二
於
テ
理
事
委
員
会
ヲ
開
ラ
キ、

先
ッ
区
内
ニ
―＿一
万
円
ヲ
募
ル
ノ
見
込
ナ
リ
キ

0
京
都
府
下
ニ
ハ
理
事
委
員
力
手
ヲ
分
チ
募
集
二
尽
カ
ス

十
九
年
十
二
月
京
都
府
郡
部
二
議
員
ヲ
招
キ
商
工
会
議
所
二
於
テ
郡
部
二
募
集
ヲ
負
担
セ
ラ
レ
ン
事
ヲ
依
頼
ス

一

本
年
四
月
襄
出
京
シ
井
上
伯、

大
隈
両
伯、

青
木
子
等
ノ
賛
成
ヲ
得
テ、

遂
二
京
浜
ノ
紳
商
諸
氏
0
記
名
ス
ル
方
ョ
ロ
ッ
カ
ラ
ソ
ニ
襄
平
素

教
育
上
ノ
志
願
ヲ
陳
ス
ル
ヲ
得、

又
彼
ノ
紳
商
諸
氏
ョ
リ
モ
大
二
之
ヲ
賛
成
サ
レ
遂
ニ
―――
万
一

千
円
ノ
寄
附
ヲ
与
ヘ
ラ
ル
、
二
至
レ
リ

一

本
年
五
月
中
米
国
ノ
朋
友
ョ
リ
五
万
弗
ノ
寄
附
ヲ
申
込
ム

一

本
年
八
月
中
米
国
ノ
一

友
人
尚一

万
弗
ノ
寄
附
ヲ
申
込
ム

一

本
年
十
月
二
至
リ
更
ニ
ー

万
円
J
寄
附
ヲ，
得
ル
ノ
見
込
ヲ
得
タ
リ
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明治21年

八
人
九
名

誓
塁
24

50

12

81

醤

ー

ー

＿

4

2

6

内
神
学
生
ハ

六
十
二
人

一

予
備
校
ノ
生
徒
二
百
0
八
人

一

九
年
ョ
リ
本
年
二

至
ル
迄

二
ハ

教
場

一

ッ
ハ

礼
拝
堂

一

ツ
教
場
教
授
場

�

>‘
 

一

ノ
書
生
勉
強
場

百
五
六
十
人
ヲ
容
ル
、
二

足
ル

四
室

一

ツ
ノ
塾
舎

一

十
七
年
以
来

三
大
講
堂
ヲ
増
築
ス

内
書
籍
室
ヲ
含
ム十

塾
舎
ヲ
建
築
ス

一

校
地
坪

0
地
価
家
屋
ノ
価
ハ
未
詳、

直
二
西
京
二
問
合
可
申
候

数
ハ

多
分
金
森
氏
ノ
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
ノ
内
二

記
載
セ
リ
ト
信
ス

一

本
校
ノ
生
徒
凡
四
百
人

外
国
教
師

[

日
本
教
員

全
ク
内
国
人
ノ
寄
附
二

関
ハ
ル

校
地
殆
二
千
坪

大
略
ノ
算
用
ナ
リ

一

百
ョ

名
ヲ
容
ル
ニ

至
ル

一

後
藤
伯、

勝
伯
J
姐
キ
モ
大
ヰ
ニ

賛
意
ヲ
表
ス

ナ

リ

―
一

年
ヲ
出
テ
ザ
ル
内
二

今
ノ
本
科
ヲ
ッ
テ
高
等
中
学
ノ
地
位
二

進
メ
シ
ム
ル
ノ
計
画
冒
璽
璽

b
ス

、

一

尚
進
ソ
テ
広
ク
江
湖
ノ
有
志
家
二

訴
へ

吾
人
ノ
志
願
望
ヲ
成
就
セ
シ
メ
賜
ハ

ソ
事
ヲ
切
望
ス、

是
レ
朧
ヲ
得
テ
蜀
ヲ
望
ム
ノ
類
ナ
リ

，

 

a
 

一

大
学
ニ
ハ

現
今
ノ
神
科
二

加
フ
ル
ニ

文
科、

哲
学、

政
事、

経
済、

逐
々
法
律
科
等
ヲ
置
カ
ン
ト
ス

»
ヽ

一

廿
年
ョ
リ
予
備
校
ヲ
設
立
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過
日
金
森
氏
卜
同
道
二

而
参
館
仕
候
処、

永
々
二
て
拝
謁
を
得
し
は
甚
幸
之
事
二

奉
存
候、

其
節
相
願
候
件
ハ

其
後
如
何
御
取
計
被
下
候

哉、

同
人
義
明
朝
八
時
前
参
趨
御
伺
可
仕
候
間、

御
繰
合
拝
謁
御
許
被
下
侯
ハ
、

鳴
謝
之
至
二

不
堪
候、

帥
々
敬
白

十
月
十
五
日

大
隈
伯
爵
殿閻
下

一

助
教

484 十
三
人

一

看
病
婦
学
校
生
徒
数
十
人

十
月
十
五
日

⑤
森
中
章
光
写

＊

 

大
隈
重
信

右
種
々
之
統
計
（
大
略
）

ヲ
記
載
仕、

マ
テ
リ
ヤ
ル
ニ

供
度
奉
存
候

一

近
来
二

至
リ
予
備
校
ノ
為
二

幼
年
校
ヲ
設
ル
ノ
企
ア
リ

ニ寵
讐
迄｝

一

同
志
社
女
学
校
生
徒
ハ

百
六
七
十
人

新
島

650 



明治21年

尚

、々

乱
文
之
義
ハ

御
海
容
可
被
賜
候

井
上
伯
爵
殿閣
下

十
月
十
六
日

粛
啓、

陳
者
同
志
社
大
学
之
件
二

付、

今
回
諸
大
新
聞
二

広
告、

呉
候
問、

左
様
御
承
知
被
下
度
奉
願
候、

縮
金
森
通
倫
氏
ニ
―

通
之
御
添
書
を
附
し
被
下
候
様
奉
仰
候、

右
為
願
用、

早
々
敬
白

48f 

十
月
十
六
日

②
「
乞
御
回
答」

井
上
馨

⑤
写
真
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
）

又
新
紙
を
以
而
広
く
募
集
云
々
之
件
二

付、

諸
大
新
聞
ハ

粗
承
知
致
し

且
先
日
願
上
置
候
日
々
新
聞
記
者
ヘ
ハ

已
二

御
照
会
被
成
下
候
哉、

新
島

襄

万
一

御
談
不
被
下
ハ

乍
恐

651 



猪
一

郎
兄

聞
ク
所
ニ
ョ
レ
ハ

聯
合
ノ
委
員
連
中
ハ

大
奮
発
ニ
テ
各
手
分
ヲ
為
ジ、

伊
セ
氏
ハ

来
日
曜
二

番
町
ヲ
降
伏
セ
シ
ム
ル
ノ
策
ナ
ル
ヨ
シ
、

小

崎
氏
ハ

古
荘
ヲ
説
キ、

湯
浅
ハ

上
毛
二

出
懸
ル
ノ
計
画
ナ
ル
ヨ
シ
、

上
毛
ハ

己
二

捺
印
相
済
候
得
共、

只
高
崎
ノ
ミ
未
定
ナ
リ、

此
ノ
日

曜
迄
ニ
ハ

不
破
卜
杉
山
ト
ヲ
遊
説
二

遣
ハ
ス
ノ
策
二

候
得
共、

万
一

湯
浅
氏
出
向
キ
候
ハ
、

未
定
ノ
高
崎
故
何
二

変
ス
ル
モ
不
知、

又
星

野
光
多
氏
モ
高
崎
二

出
張
ノ
事
ト
ナ
リ
タ
ル
ヨ
シ
、

懸
被
下
間
敷
や、

左
ス
レ
ハ

此
日
曜
日
迄
ニ
ハ

不
破、

杉
田
ノ
両
氏
力
全
ク
彼
ノ
地
ヲ
平
定
ス
ル
事
ハ

必
定
ナ
リ、

何
卒
御
高
配
ヲ
仰
度

昨
夜
小
生
再
ヒ
ゼ
ソ
ソ
ク
相
発、

半
夜
一

騒
キ
致
し
候
得
共、

今
朝
ハ

少
々
落
付
申
候

十
月
十
九
日

池
本
氏
ニ
ハ

明
日
中
都
合
シ
一

応
尋
呉
候
様
御
通
被
下
間
敷
や
奉
希
侯

奉
存
候

秘
密

486 

十
月
十
九
日

②
「
御
親
披
」

万
一

貴
兄
之
御
工
風
ニ
テ
湯
浅
ノ
明
日
明
后
日
中
二

高
崎
ヘ
ハ

出
発
セ
ヌ
様
二

御
仕

徳
富
猪
一

郎

④
墨

襄
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明治21年

十
月
廿
日

右
ハ

御
相
談
シ
テ
申
入
度、

草
々
敬
具

ル
ハ

甚
必
要
ノ
事
ナ
リ
ト
存
シ
候

十
月
二
十
日

極
秘
密
通
信

全
ク
他
見
ヲ
禁
ズ

粛
啓、
陳
ハ

兼
テ
御
周
旋
申
し
御
地
へ

送
候
内
村
氏
ニ
ハ

甚
不
都
合
の
挙
動
ヲ
為
シ
オ
リ
候
由、
又
御
地
之
教
師
方
ニ
ハ

大
二

御
心
配
有
之

よ
し
承
知
仕、

小
生
も
大
二

心
配
仕、

本
日
老
ス
カ
ダ
先
生
迄
一

書
を
呈
し、

何
人
か
早
く
我
力
党
之
間
御
相
談
相
手
之
為
参
上
セ
シ
ム

ル
事
必
要
ナ
リ
ト
申
上
候、

本
日
医
師
若
ス
カ
ダ
君
ニ
ハ

御
地
へ

出
発
之
由、

内
村
氏
之
挙
動
貴
君
へ

之
御
賛
成
ナ
レ
バ

已
二

已
ム
ヲ
不

得
事
ナ
ル
モ、

若
シ
御
不
同
意
御
不
賛
成
ト
ア
レ
ハ
、

願
ク
ハ

東
京
ノ
小
崎
氏
ヲ
御
招
キ
一

会
議
ヲ
開
キ
委
員
中
御
打
寄
セ
第
―
二

学
校

0

0

0

 0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

0

 

之
主
義
ヲ
定
メ
（
基
督
教
主
義
ノ
学
校
卜
断
然
公
言
ス
ル
事、

宣
教
師
ノ
学
校
卜
申
ス
ニ
ア
ラ
ス
）、

而
シ
テ

后
其
ノ

主
義
二

違
背
ス
ル

廉
ア
ラ
バ

委
員
ョ
リ
之
ヲ
喬
正
ス
ベ
シ、

之
ヲ
採
用
セ
サ
ル
時
ハ

解
約
二

及
プ
ベ
ツ
、

新
潟
ノ
学
校
ニ
シ
テ
今
日
ョ
リ
其
ノ
主
義
ヲ
定
ム

解
約
二

及
フ
ペ
キ
モ
実
二

止
ム
ヲ
得
サ
ル
事
ナ
リ、

内
村
氏
壱
人
ノ
為
二

将
来
ノ
大
計
ヲ
誤
ル
ハ

甚
不
得
策
ナ
リ、

又
同
氏
代
人
卜
申
シ

テ
直
二

工
風
ハ

出
来
サ
ル
モ
一

人
学
カ
ア
ル
モ
ノ
ニ

心
当
無
キ
ニ
ア
ラ
ス、

小
生
ハ

初
メ
ヨ
リ
少
々
ア
プ
ナ
キ
事
ト
ハ

心
配
致
居
候
也、

481 

加
藤
勝
弥

⑤
田
中
良
一

写

新
島

襄

何
卒
御
熟
慮
被
下
度
候、

内
村
氏
ニ
シ
テ
ド
ウ
シ
テ
モ
委
員
ノ
命
ヲ
奉
セ
サ
ル
ハ
、

最
後
ノ
手
段
ハ
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其
後
は
御
起
居
如
何、

今
回
関
東
よ
り
延
期
説
之
起
り
し
ハ

非
常
之
美
事
ニ
シ
テ、

我
力
組
合
会
中
尚
幾
分
カ
ノ
命
脈
ハ

存
突
卜
申
ッ
テ

苦
カ
ラ
ス
、

反
対
ノ
地
位
二

立
タ
ル
、

委
員
モ
今
ハ

大
二

奮
発
し
各
手
ヲ
分
チ、

伊
セ
氏
番
町
教
会
ヲ
抗
撃
ス
ル
手
順、

小
崎
氏
ハ

古
荘
ヲ

説
キ
伏
セ
シ
ム
ル
ノ
計
画、

湯
浅
ハ

上
毛
諸
会
征
伐
ノ
事
二

取
極、

今
ニ
モ
出
発
ス
ヘ
キ
事
カ
ト
存
候、

ヲ
打
チ
非
延
期
説
二

同
意
セ
シ
メ‘

已
二

大
坂
ノ
宮
川
氏
ョ
リ
昨
日
承
知
ノ
ヨ
シ
電
信
ニ
テ
申
来
候
由
ナ
レ
ハ
、

我
力
輩
ニ
モ
中
々
油
断

0

0

 

ハ

出
来
ス、

時
機
ハ

亡
ハ
レ
ス
一

日
モ
早
ク
延
期
論
ヲ
発
表
シ
関
西
モ
之
二

応
セ
シ
メ
度
候、

然
ル
ニ

我
党
之
先
生
方
ニ
ハ

悠
々
此
ノ
大

事
二

所
セ
ラ
ル
、
ニ
ハ

小
生
モ
大
二

閉
口
仕
居
侯、

先
週
杉
山
氏
ノ
前
橋
二

趣
カ
ル
、

ヤ
即
日
不
破
卜
同
道
ニ
テ
高
崎
二

遊
説
シ
置
キ、

両

共

直
二

其
用
意
モ
為
サ
シ
ム．
ヘ

キ
筈
ナ
ル
ニ
、

如
何
ナ
ル
事
情
ナ
リ
シ
ャ
同
氏
ハ

前
週
二

高
脩
ノ
遊
説
ハ

試
ミ
ラ
レ
ス
、

今
週
ノ
月
曜
日
ニ

至
鶴
田
三
郎
前
橋
二

出
張
ッ
テ
ヨ
リ
初
メ
テ
不
破
兄
ハ

高
崎
二

趣
カ
レ
〔
ツ〕
ヨ
シ、

如
斯
手
後
二

及
ハ
、

必
ラ
ス
機
二

投
ス
ル
ノ
手
段
卜

ハ

云
ヒ
難
ク、

又
月
羅
日
二

人
ヲ
出
ス
ヘ
ク
侯
問、

充
分
上
毛
諸
会
ニ
ハ

御
用
意
ア
ル
ベ
シ
ト
予
メ
御
通
信
被
申
置
候
に、

月
曜
日
ニ
ハ

杉
日
モ
杉
山
モ
坂
本
ヘ
力
御
出
張
ニ
テ
御
留
守
ナ
ル
由
ニ
テ
―
二

且
的
I
B
時
ヲ
失
ヒ
、

裔
崎
は
月
意
モ
整
ハ
サ
ル
ニ
ョ
リ
又
三
四
B
之

488 

加
藤
勝
弥
殿

十
月
二
十
日

又
関
西
ノ
諸
会
ニ
ハ

已
二

電
信

①
東
京
麻
布
仲
之
町
廿
番
地

粟
津
方

②
群
馬
県
下
上
州
富
岡
製
糸
所
前
基
督
教
講
義

所

⑤
写
真
（
杉
田
信
雄
氏
所
蔵）

＊

 

奈
須
義
質

654 



明治21年

日
子
ヲ
梢
亡
し
悠
々
今
日
二
至
リ
ッ
ハ
、

大
耶
二

臨`
‘、
随
分
無
鈍
着
ナ
ル
／
散
風
ョ
リ
生
セ
ツ
事
卜
朋
ラ
メ
居
候
得
共、

上
毛
／
儲
先
生

ニ
ハ

今
少
シ
此
大
事
ニ
イ
ソ
テ
レ
ス
ト
ヲ
置
キ、

熱
心
是
二
当
ラ
レ
ソ
事、

小
生
ノ
我
力
自
由、

自
治、

共
和、

平
等
主
義
／
教
会
永
々
保

存
之
為
メ
ニ
合
掌
シ
テ
御
依
頼
申
ス
所
也

吾
人
一

度
空
ク
日
子
ヲ
費
ヤ
シ
時
機
ヲ
取
亡
フ
程
ノ
失
敗
ヲ
招
キ
候
得
共、

挽
回
ハ

多
分
出
来
可
申
事
カ
ト
存
候、

前
文
申
候
通
委
員
ョ

〔
教〕

セ
ッ
タ
ル
ク
ル
上

リ
ハ

早
ク
已
二

電
信
ニ
テ
関
西
ノ
諸
諸
会
二

懸
合
ヒ、

非
延
期
説
二

全
同
意
セ
シ
ム
レ
ハ

中
々
由
々
敷
大
事
二

相
成
可
申
も
難
計
候

<
‘、
�
,`

人
見
ハ

同
志
社
之
卸
々
タ
ル
モ
ノ
七
八
人
ニ
ハ

大
概
延
期
二
同
意
セ
シ
メ、

大
坂
ハ

甚
無
鈍
着、

只
牧
師
意
見
次
第
ノ
様
子、

神
戸
ニ
ハ

昨
日
小
生
ノ
勧
メ
ニ
ョ
リ
大
迫
氏
ョ
リ
不
破
迄、

又
小
生
ョ
リ
杉
山
迄
書
ヲ
送
リ、

直
二

高
崎
二

遊
説
シ、

此
日
曜
日
迄
二

必
ラ
ス
延
期

〔
マ
マ
〕

ニ
同
意
セ
シ
ム
ヘ
シ
ト
申
遣
候
得
共、

事
ノ
未
夕
成
ラ
サ
ル
内
ハ

安
心
ハ

出
来
不
申
候、

先
日
伊
セ
氏
ハ

大
分
杉
山
氏
二
甘
言
ヲ
以
含
ハ

〔

キ
＞

シ
ョ
シ
ナ
レ
ハ
、

杉
山
ニ
ハ

決
シ
テ
偽
ラ
ル
、
ノ
憂
ハ
ナ
ニ
ニ
モ
セ
ョ
少
シ
油
断
ハ
セ
ズ
ト
ヘ
難
申、

已
二
先
日
高
崎
之
事
ノ
如
キ
充
分

含
ミ
居
ラ
レ、

而
シ
テ
等
閑
二

附
シ
置
キ
タ
ル
ハ
一

ノ
油
断
セ
ラ
レ
シ
証
ナ
ラ
ン
カ、

小
生
ノ
大
二
心
配
致
候
故
也、

此
上
ハ

吾
人
何
ニ

ヲ
為
ス
ヘ
キ
ャ

（
臼
償
知）

関
東
諸
会
連
署
シ
テ
委
員
ノ
手
二

出
セ
リ

二
万
一

請
求
書
ヲ
却
下
ス
ル
カ、

又
之
二

応
セ
サ
ル
ト
キ
ハ

委
員
ノ
返
答
ヲ
促
カ
シ、

又
ハ

黙
々
二

附
シ
置
ク
モ
可
ナ
ラ
ン
カ、

先
ッ
漸

ク
忍
テ
モ
返
答
ヲ
待
ツ
ノ
ミ

te
＿
万
一

無
礼
ノ
取
扱
等
有
之
ト
キ
ハ

関
東
諸
会
協
議
ノ
上、

委
員
等
ニ
ハ

委
員
ノ
職
ヲ
頼
マ
サ
ル
ペ
シ
ト
断
言
シ
テ
可
ナ
リ

n゚

-
＝
関
東
二

速
二

檄
文
ヲ
関
西
二

廻
ハ
シ
延
期
二
同
意
セ
シ
ム
ペ
シ、

又
遊
説
客
ヲ
出
ス
カ
上
策
ナ
ラ
ン

一

延
期
請
求
書
ハ

少
し
望
ミ
ア
ル
様
子
ナ
リ
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十
月
廿
日

七
聯
合
ハ

ド
ウ
シ
テ
モ
見
合
二

為
ス
ベ
シ

我
力
組
合
会
ヲ
シ
テ
分
裂
セ
シ
ム
ル
ハ

得
策
ニ
ア
ラ
ス

④

④

 

四

速
二

関
東
組
合
会
中
ノ
非
憲
法。

非
聯
合
ノ
輿
論
ヲ
作
リ
一

小
冊
子
ト
ナ
シ
、

会
員
ヲ
シ
テ
之
ヲ
了
解
セ
シ
メ、

金
城
鋏
壁
ト
ナ
シ

（
オ
ク
ハ

甚
必
要
ナ
リ

五
延
期
説
ノ
採
用
セ
ラ
レ
タ
ル
上
ハ
、

願
ク
ハ

関
東
ノ
諸
会
力
発
起
人
ト
ナ
リ
主
人
ト
ナ
リ、

遅
ク
モ
来
年
ノ
三
四
月
比
ニ
ハ

東
京
二

組

合
会
丈
ヶ
ノ
大
会
ヲ
開
ラ
キ
（
五
月
二

伝
道
ノ
集
会
ア
ラ
ハ

之
ヲ
四
月
中
旬
二

引
上
ク
ル
モ
可
ナ
リ、

是
非
此
ノ
大
会
ハ

関
東
力
断
然

ト
大
胆
ニ
モ
主
人
ト
ナ
リ
発
起
人
ト
ナ
リ、

関
西
諸
会
ヲ
招
ク
ニ

如
カ
ス、

関
東
ヨ
リ
関
西
二

趣
カ
ハ

自
然
小
人
数
ト
ナ
リ
大
二

不
利

益
ヲ
感
ス
ベ
シ

新
島

襄

六
此
ノ
組
合
会
丈
ヶ
之
大
会
二

於
テ
弥
聯
合
ス
ル
カ
否
ヤ
ト
ヲ
決
シ
、

代
議
人
ハ
一

応
各
会
二

帰
リ
復
命
シ
、

各
会
力
尽
ク
聯
合
二

同
意

ナ
ラ
ハ

聯
合
ス
ベ
シ
、

荀
モ
―

ニ
ノ
教
会
ナ
リ
ト
モ
不
同
意
ヲ
称
フ
ル
ナ
ラ
ハ
、

此
―

ニ
ノ
会
ノ
為
メ
ニ

聯
合
ハ

見
合
二

為
ス
ベ
シ

奈
須
義
質
兄

此
ノ
書
御
落
手
次
第
速
二

安
中
ノ
杉
田
へ

御
相
談
ア
リ
テ、

安
中
ノ
原
市
井
二

高
崎
辺
ニ
ハ

早
ク
湯
浅
氏
ノ
出
向
ハ
サ
ル
内
二

充

分
延
期
説
ヲ
固
フ
セ
ッ
メ、

些
少
ノ
情
実
二

流
レ
吾
人
ノ
同
盟
ヲ
忘
レ
サ
ル
様
充
分
ノ
御
手
ハ
ス
被
成
下
候、

又
杉
山
ト
モ
御
相

談
被
下
度
候

此
ノ
一

項
ハ

甚
必
要
ナ
リ、

決
シ
テ
猶
予
シ
賜
フ
勿
レ
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明治21年

大
隈
伯
爵
殿閣
下

489 

大
隈
重
信

新
島

襄

委
員
ハ

今
関
西
ト
ハ

電
報
懸
合
ナ
ト
為
ツ
オ
リ
甚
勁
メ
ク
リ
ト．
云
フ
ペ
ッ、

吾
人
モ
宜
ッ
ク
腰
二

帯
ス
ペ
ッ

一

度
立
テ
ク
ル
吾
人
ノ
計
画
ヲ
シ
テ
蓼
々
地
上
ノ
苔
卜
共
二

消
尽
セ
シ
ム
勿
＞、

此
書
ハ

杉
山、

杉
田、

不
破
等
之
諸
兄
二

御

（

示
し
被
下
候
ト
モ
差
支
ハ

ナ
シ
、

非
礼
ノ
辞
ハ

諸
兄
ニ
モ
御
免
ア
レ

小
生
ハ

兎
角
時
機
ヲ
失
ハ
サ
ル
為
メ
ニ
ハ

梢
モ
ス
ル
ト
無
礼
失
敬
ノ
語
ヲ
吐
ク
事
モ
ア
ル
ベ
シ

十
月
二
十
一

日

⑤
複
写
（
早
稲
田
大
学
所
蔵
）

粛
啓、

陳
者
小
生
事
弥
明
廿
二
日
当
府
出
発、

明
后
廿一＿一
日
発
之
西
京
丸
に
搭
し
神
戸
へ

帰
航
之
積
二

罷
在
候
二

付、

今
一

応
之
拝
謁
を

得、

是
迄
実
二

不
一

方
御
巻
顧
を
蒙
候
事
を
陳
謝
し、

併
セ
而
壱
二
之
重
要
事
件
二

付
榔
見
申
上
度
奉
存、

本
日
ハ

是
非
共
参
趨
仕
度
存

居
候
処、

数
日
前
よ
り
少
々
冒
寒
之
気
味
二

付
外
出
を
慎
居、

本
日
ハ

又
雨
天
二

有
之
候
間、

乍
遺
憾
参
趨
之
礼
を
相
欠
候
条
御
海
容
被

下
度
候、

依
而
禿
筆
を
把
閣
下
之
御
好
意
を
拝
謝
し、

十
月
廿
一

日

且
御
暇
乞
申
上
度
寸
書
奉
呈
仕
候
也、

敬
白
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一

昨
日
ハ

何
ニ
カ
少
々
小
言
ガ
マ
シ
キ
書
面
ヲ
呈
侯
条、

小
生
二

於
而
少
し
の
悪
意
ナ
キ
事
ナ
レ
ハ

御
海
容
可
被
賜
候、

高
綺
も
御
尽
力

ニ
よ
り
遂
二

延
期
説
二

同
意
せ
し
ハ

実
二

大
慶
之
至
卜
存
侯、

扱
此
上
ハ

先
ッ
委
員
之
返
事
如
何
ヲ
待
ツ
ニ

有
之
候
得
共、

〔

コ

＞

会
二

於
テ
憲
法
講
究
会
之
手
順
を
尽
す
ハ

第
二
着
歩
な
る
へ
し
と
存
侯、

榔
見
ニ
ハ

先
ッ
組
合
ゴ
ソ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
会
之
歴
史
経
験
組

織
を
会
員
二

知
ら
し
め、

続
而
一

致
会
組
織
之
大
体
を
説
キ
（
一

致
会
組
織
之
書
類
ハ

東
京
二

於
テ
得
ラ
ル
ベ
シ
）、

而
し
て
此
両
会
之

組
織
と
比
較
し
今
／
憲
法
二

照
ラ
ッ、

此
／
憲
法
ハ

重
モ
ニ

何
レ
／
教
会
／
体
裁
ヲ
取
リ
ッ
モ
／
カ
ヲ
朋
カ
ッ
、

憲
法
ヲ
朋
了
二

解
得
セ

490 

尚

、々

過
般
西
京
よ
り
金
森
氏
被
参、

該
府
下
大
学
募
集
之
件
ハ

随
分
渋
滞
之
様
子
二

有
之
由
被
語
候
付、

上
伯
二

も
将
来
当
府
下
井
横
浜
等
二

於
而
一

層
之
募
集
を
試
度
義
申
上
候
次
第
ナ
レ
ハ
、

何
卒
此
義
ハ

御
含
被
置
時
宜
御
覧
之
上

今
一

層
之
御
高
配
を
奉
仰
候

前
文
―

二
重
要
之
件
と
申
候
は
他
二

非
ラ
ス、

外
交
政
略
二

関
シ
榔
見
ヲ
陳
述
仕
度
候
得
共、

今
回
は
其
義
を
不
果
何
レ
帰
宅
之

上
棲
々
開
陳
仕
度
奉
存
候、

同
志
社
之
件
二

付
諸
事
民
友
社
に
委
托
候
間、

左
様
御
承
知
可
被
賜
候

十
月
二
十
二
日

一

方
ニ
ハ

各

＊

不
破
唯
次
郎
・

杉
田
潮
・

杉
山
重
義
・

奈
須
義
質
・

大
谷
執
事

已
二

閣
下
二

も
又
井

①
横
浜
弁
天
通
六
丁
目

和
田
彦
方

②
群
馬
県
下
前
橋
本
町
三
丁
目

④
墨

⑥
封
筒
表
書
は
不
破
唯
二
郎、

杉
田
潮。

日
付
は
消
印
（
横
浜）

に
よ
る。
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明治21年

杉
田

潮
兄

不
破
唯
二
郎
兄

満
足
之
至
二
不
堪
候、

右
貴
兄
迄
御
相
談
と
し
て
如
此
候
也

迎

n
~
E"
t
u
 

シ
セ
・ソ
メ
、

然
シ
テ
後
全
会
之
兄
弟
之
前
二

牧
師
力
逐
条
会
員
ノ
意
見
ヲ
問
ヒ
孔
ッ、

予
メ
憲
法
講
究
会
委
員
ヲ
撰
定
ツ
オ
キ、

其
／
質

疑
質
問
会
二

於
テ
会
員
中
ノ
議
論
中
尤
モ
我
力
自
由
主
義
ヲ
取
リ、

今
ノ
聯
合
憲
法
二

強
反
対
抗
抵
ッ
得
ヘ
キ
程
ノ
明
説
モ
ア
ラ
ハ
、

委

員
卜
牧
師
ノ
判
断
ヲ
以
テ
之
ヲ
採
用
シ
、

書
記
二
之
ヲ
記
サ
ッ
メ、

ア
ソ
テ
ィ
ユ
ニ
ョ
ソ
論
ノ
一

分
ト
ナ
シ、

逐
条
尤
緊
要
ナ
ル
条
点
ニ

於
テ
熱
議
闘
論
シ
之
ヲ
取
纏
メ
一

小
冊
子
ト
ナ
シ
東
京
両
教
会
ノ
内、

上
毛
ノ
各
会
二

於
テ
右
様
研
究
セ
シ
メ、

前
橋
二

於
テ
各
会
研
究

'

»ヽ

»
ヽ

し

»
ヽ

'

.
‘

ノ
結
果
ヲ
取
纏。

東
京
両
会
ニ
モ
右
同
様
二

各
ノ
意
見
ヲ
取
纏
メ、

然
シ
後
編
纂
委
員
ヲ
東
京
二

撰
定
シ
「
誉
ヘ
ハ

竹
越、

人
見
ノ
両
氏

ハ

適
当
ナ
ラ
ン
カ、

又
上
毛
ニ
ハ

杉
山
兄」

之
ヲ
シ
テ
各
会
研
究
ノ
結
果
ノ
尤
我
力
自
由
主
義
ノ

組
織
二

叶
ヒ、

尤
適
切
ナ
ル

カ
汀
列

ユ
ニ
ョ
ン
論
卜
認
ム
ル
モ
ノ
丈
ヶ
ヲ
抜
幸
シ
一

小
冊
子
卜
為
シ、

極
価
易
安
ス
ニ
上
梓
シ
先
ツ
関
東
ノ
各
会
員
二

配
分
シ、

弥
我
力
自

共

治
自
由
平
和
平
等
主
義
ヲ
明
カ
ニ

知
ラ
シ
メ、

来
年
二
三
月
比
二

将
サ
ニ

組
合
会
丈
ケ
ニ
テ
熱
議
闘
論
ノ
為
二

催
サ
ン
ト
ス
ル
大
会
迄
ノ

、
サ
レ

準
備
ト
ナ
ラ
テ
ハ

如
何、

諸
兄
ハ

如
何
思
召
カ
ハ

知
ラ
サ
レ
ト
モ、

小
生
ハ

右
様
ノ
手
順
ハ

準
備
二

於
テ
甚
欠
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
卜
存
候、

古
荘
モ
此
度
ハ

原
市
二

趣
ク
ヘ
ク
候
間、

散
し
去
ル
前
二

於
テ
伊
セ
、

又
ハ

小
崎、

湯
浅
ヲ
除
ク
ノ
外
一

相
談
会
ヲ
開
カ
レ、

各
相
順
準

備
等
ノ
事
ヲ
御
定
メ
被
成、

各
会
二

於
テ
直
二

御
着
手
ア
リ、

今
回
ハ

関
東
二

於
テ
諸
事
後
レ
ヲ
取
ラ
サ
ル
御
用
意
有
之
度
候、

諸
兄
ニ

シ
テ
弥
ア
ン
テ
ィ
ユ
ニ
ョ
ン
論
ナ
レ
ハ

今
ヨ
リ
速
二

断
然
卜
御
用
意
ア
リ
テ
ハ

如
何、

此
レ
延
期
後
組
合
会
聯
合
相
談
会
前
二

勤
ム
ヘ
キ

為
ス
ヘ
キ
ノ
急
務
カ
ト
存
候、

諸
兄
二

於
テ
御
採
用
ア
リ、

又
法
方
等
二

於
テ
尚
御
相
談
ア
リ、

右
様
ノ
企
二

及
ハ
レ
候
は
小
生
ハ

喜
欣

貴
兄
方
之
親
友
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撰
ミ、

大
会
ヲ
開
キ
テ
ハ

如
何

杉
山
重
義
兄

奈
須
義
質
兄

大
谷
執
事
兄

其
ノ
時
日
ハ

如
何、

場
所
ハ

如
何、

愚
按
ス
ル
ニ

我
力
大
会
ヲ
一

致
会
ノ
大
会
卜
同
所
同
時
ニ
ス
レ
ハ
、

必
ラ
ス
―

二
回
ノ
共
同

会
ニ
テ
兄
弟
ハ

直
キ
ニ
ノ
ボ
セ
上
リ、

固
苦
シ
キ
議
論
ヲ
打
チ
忘
レ
テ
又
々
一

致
二

同
意
ス
ル
ノ
恐
レ
ア
レ
ハ
、

願
ク
ハ

彼
等
卜

同
時
同
場
所
ニ
ハ

致
シ
タ
ク
ナ
シ
0
関
東
力
発
言
者
ト
ナ
リ、

来
三
月
中
旬
ヲ
期
シ
組
合
会
大
体
ノ
集
合
ス
ル
ニ

尤
便
宜
ノ
地
ヲ

集
リ
ハ

関
東
二

致
シ
タ
ク
モ
、

関
西
力
不
同
意
ナ
ル
ベ

ケ
レ
ハ

神
戸
卜
定
メ
テ
ハ

如
何、

此
レ
ハ

只
闘
論
会
ニ
シ
テ
最
後
決
議
会

ト
為
ス
ベ

カ
ラ
ス、

此
ノ
熱
議
闘
論
ヲ
代
議
人
ハ

各
会
二

復
命
シ
、

其
ノ
上
ニ
テ
最
後
ノ
決
議
二

及
フ
ベ
シ

延
期
ノ
上
ハ

組
合
会
丈
ヶ
ノ
熱
議
闘
論
会
ヲ
開
ニ
ア
リ
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明治21年

御
相
談
ア
ル
ヘ
キ
旨
承
知
仕
候、

別
紙
ノ
手
拍
写
ハ

他
人
ノ
手
二

落
チ
サ
ル
様
精
々
御
注
意
ア
レ

492 

オ
ダ
ヤ
カ
ニ
チ
ヤ
ク

491 

十
月
二
十
四
日

十
月
二
十
九
日

⑤
森
中
章
光
写

過
日
御
知
申
候
通
数
日
前
無
異
帰
宅
候
問
御
安
心
可
被
下
候、

陳
者
今
回
組
合
会
の
役
者
連
ガ
一

之
集
会
を
開
ら
き
聯
合
之
事
二

付
種
々

右
二

付
小
生
ノ
兼〔
テ〕
ノ
持
論
之
要
点
相
記
し
御
送
申
候
間、

御
熟
覧
之
上
御
同
意
ナ
ラ
ハ

貴
君
之
御

説
ト
ナ
シ
テ
会
場
二

吐
露
ス
ベ
シ、

然
シ
前
陳
之
持
論
ハ

宮
川
ナ
ド
モ
已
二

承
知
致
し
居
候
問、

可
成
丈
喋
々
セ
ズ
、

尤
重
モ
ミ
ノ
ア
ル

ベ

キ
場
合
ヲ
見
テ
御
説
ヲ
御
開
陳
ア
レ、

延
期
論
ハ

関
東
諸
教
会
之
輿
論
ナ
リ、

其
ノ
理
由
ハ

委
員
等
ノ
手
段
ノ
如
ク
（
会
員
ノ
充
分
教

新
島
公
義

①
コ
ウ
ヘ

ア
ソ
ト
ウ
カ
サ
ヘ
モ
ソ
カ
ク

②
ヒ
ョ
ッ
テ
ウ
ニ
十
ハ
ソ
チ

ヤ

③
電
報

徳
富
猪
一

郎

ミ
ソ
ユ
ウ
ッ
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〔

マ

マ

〕

会
ノ
組
織
ナ
ド
ヲ
知
ラ
サ
ル
内
二

、

早
ク
合
聯
セ
ヨ
ト

申
輩
ア
リ
タ
ル
由） 、

一

致
会
ノ
組
織
如
何
ヲ
了
然
卜

知
リ 、

而
ル
后
初
メ
テ
憲
法
ノ
何
レ
ヨ
リ
出
テ
来
ル
カ
ヲ
知
ル
ベ
ケ
レ

ハ
、

先
多
分
ノ
時
日
ヲ
要
シ
テ
講
究
セ
ズ
ン
バ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ス
ト

各
々
申
立 、

教
会
員
ノ
輿
論
遂
二

延
期
説
二

可
決
セ
リ 、

延
期
要
求
書

ハ

已
二

聯
合
委
員
ノ
手
二

附
し 、

又
関
西
之
諸
教
会
へ

延
期
ノ
理
由
書
ヲ
送
リ

其
賛
成
ヲ
乞
ヒ
ク
リ
キ 、

多
分
貴
君
之
御
手
許
二

も
相
回

ハ
リ
し
事
な
ら
ん
か 、

何
卒
来
月
一

日
之
集
会
ニ
ハ

成
丈
沈
黙
シ
衆
人
之
議
論
如
何
ヲ
聞
キ 、

余
リ

初
メ
ニ

説
ヲ
吐
カ
サ
ル
ニ

如
カ
ス

、

而
シ
テ
他
人
之
説
も
大
概
出
テ
、

議
論
ノ
趣
ク
所
何
ニ
ノ
点
ニ
ア
ル
カ
ヲ
見
タ
ル
上
自
己
ノ
議
論
ヲ
吐
露
ス
ベ
シ 、

此
レ
ハ

充
分
予
メ
御

用
心
御
用
意
有
之
度
候 、

十
月
廿
九
日

又
宮
川
氏
等
之
論
説
ハ

充
分
筆
記
し

御
知
セ
被
下
度
候
也 、

先
は
用
事
ノ
ミ 、

早
々
頓
首

私
も
少
し

宜
し
き
方
也 、

御
安
心
可
被
下
候 、

二
日
な
り＿―-
日
な
り
ハ

待
申
居
候

公
義
君

会
員
力
各
々
組
合
ノ
組
織
如
何 、

襄

此
ハ

知
ラ
シ
ム
ベ
カ
ラ
ス
ノ
独
断
主
義
二

感
服
セ
ス

、

教
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明治21年

十
月
三
十
日

⑤
森
中
章
光
写

只
今
貴
書
落
手
仕
段
々
御
心
配
被
下
候
条
深
く
奉
拝
謝
候、

右
借
家
之
事
二

付
今
朝
川
本
老
兄
迄
一

書
拝
呈
し、

小
生
も
帰
京
後
昨
日
ベ

レ
ー
師
之
診
察
を
受
侯
に、

来
十
一

月
中
ハ

神
戸
之
気
候
ハ

暖
和
二

過
キ
小
生
健
康
上
二
よ
ろ
し
か
ら
す、

却
而
西
京
之
少
し
冷
気
を
帯

た
る
空
気
力
小
生
二

助
け
と
可
相
成
候
間、

是
非
十
一

月
中
丈
ハ

西
京
二

止
ま
り
十
二
月
よ
り
神
戸
二

趣
く
へ
き
旨
被
申
度、

先
右
之
事

ニ

相
定
候
由
申
上
腔
き、

又
右
借
家
主
二

対
し
如
何
な
る
所
分
を
要
し
候
や、

其
点
も
一

応
御
尋
申
上
置
候
間、

何
卒
川
本
兄
方
之
御
迷

惑
と
不
相
成
様
御
取
計
被
下
度、

此
段
奉
希
候
也

阿
部
政
恒
兄

尚

、々

長
田
兄
二

御
好
意
之
程
宜
し
く
御
謝
し
被
下
度
候

十
月
舟
日

49J 

阿
部
政
恒
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昨
日
一

寸
一

書
を
呈
し
私
聯
合
二

関
ス
ル
ノ
意
見
之
手
拍
ヲ
略
記
し
御
送
申
候
間、

今
日
ハ

早
々
御
落
手
な
る
べ
し、

弦
二

又
一

言
い
た

今
回
堺
之
集
会
ハ

只
役
者
ノ
ミ
之
集
会
ノ
如
く
に
見
ュ
レ
ハ
、

今
回
ノ
集
ノ
役
者
ノ
ミ
ニ
テ
役
者
ノ
ミ
ノ
心
得
又
内
相
談
ノ
如
キ
モ
ノ
ト

ナ
ル
カ、

十
月
三
十
日

⑤
森
中
章
光
写

又
ハ

聯
合
二

関
シ
テ
関
西
ノ
組
合
会
ョ
リ
代
議
人
ヲ
差
出
シ
教
会
ノ
意
見
ヲ
吐
露
シ
、

前
途
ノ
方
針
ヲ
定
ム
ル
訳
ナ
ル
ヤ、

万

一

出
席
ノ
人
々
ハ

教
会
ノ
代
議
士
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
只
諸
教
会
ノ
牧
師
又
ハ

伝
道
者
ノ
ミ
ナ
ラ
ハ
、

今
回
ノ
集
リ
ハ

決
シ
テ
関
西
組
合
会
ノ

集
卜
称
ス
ヘ
カ
ラ
ス、

議
論
モ
決
議
モ
只
役
者
ノ
ミ
ニ

限
ル
事
ニ
テ
教
会
ノ
議
論
決
議
卜
見
倣
ベ
カ
ラ
ス、

又
役
者
ノ
ミ
ニ
テ
教
会
ノ
為

メ
ニ

聯
合
ノ
如
キ
一

大
件
ヲ
決
議
ス
ヘ
キ
権
理
ハ

有
ス
ヘ
キ
限
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
、

今
回
ノ
集
リ
ノ
性
質
ヲ
第
一
二

御
調
ラ
ヘ
、

第
ニ
二

役

者
ノ
ミ
ノ
集
リ
ナ
ラ
ハ
、

役
者
ノ
ミ
ハ

組
合
会
ノ
代
表
者
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
、

決
シ
テ
該
会
ノ
為
二

決
議
ス
ヘ
キ
権
理
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス
レ
ハ

0

0

此
ノ
要
点
二

御
注
意
ア
レ
、

第
三
二

役
者
ノ
ミ
ノ
心
得
ノ
為
ト
ア
ラ
ハ

決
議
権
ハ

更
ニ
ナ
キ
モ
ノ
ト
認
ム
ベ
シ
、

第
四
二

弥
十
一

月
二
十

＊

三
日
ニ
ハ

大
阪
二

大
会
ヲ
開
ク
ノ
覚
悟
ナ
ル
ヤ
御
注
意
ア
リ
タ
シ
、

御
存
シ
モ
可
有
之
通、

関
東
ノ
七
教
会
（
い
聾
字
吟）
ニ
ハ

熱
議
闘
論
之

上、

今
回
ノ
如
キ
憲
法
ハ

中
々
分
リ
得
ス、

何
レ
コ
ソ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ソ
教
会
ノ
歴
史、

組
織、

経
験
等
ヲ
明
ニ
シ
、

又
一

致
会
ノ
方
ヲ

充
分
二

承
矧
ッ
ク
ル
上、

今
／
憲
法
二

照
シ
テ
読
破
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
、

憲
法
ノ
依
テ
来
リ
シ
所
モ
分
カ
ラ
ス
、

何
ノ
組
織
二

近
寄
リ

ク
ル
ヲ
モ
解
ッ
雌
ケ
レ
ハ
、

先
ツ
十
一

月
／
集
ヲ
延
期
セ
シ
メ
充
分
1
時
13
ヲ
得
テ
寛
々
憲
法
／
研
究
ヲ
為
ス
ヘ
シ
ト
申
立、

遂
二

廷
期

し
度
候
問
逐
加
し
て
申
上
度
候

494 

新
島
公
義
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明治21年

〔

マ

マ

〕

〔

マ

マ

〕

諸
彦
二

呈
ス、

先
般
は
態
々
御
書
面
ヲ
以
テ
来
三
十
二
日
ニ
ハ

大
坂
二

於、

一

致
教
会
卜
合
併
事
件
二

付、

相
談
会
御
開
キ
可

»
奮ヽ
»ヽ
�
»

＊
＊

被
成
候
旨
御
通
知
被
成
候
間、

関
東
之
諸
教
会
ヨ
リ
代
議
人
差
出
可
申
之
所、

我
関
東
七
教
会
ハ

先
月
何
日
ヲ
以
テ
聯
合
委
員
御
手
許
迄

公
義
君

495 

十
月
舟
日

〔
十
月

＊
 

新
島
公
義
〕

④
鉛
筆

⑥
草
稿

襄

論
ヲ
発
表
ツ
関
東
諸
会
ハ

皆
同
感―-
7
リ
テ
悉
ク
筵
期
論一ー
同
意
ツ
、

委
員
／
手
迄
十
月
上
伺

廷
期
請
求
書
ヲ
差
枇
ッ
ク
リ、

而
ッ
テ
其

後
何
ニ
ノ
沙
汰
モ
ナ
ク
只
委
員
ョ
リ
ハ

十
一

月
二
十
三
日
大
阪
二

来
会
ス
ヘ
ッ
ト
ノ
招
状
ヲ
関
東
ノ
諸
会
迄
送
リ
ク
リ、

然
ル
ニ

諸
会
ハ

請
求
書
ノ
返
事
モ
呉
レ
サ
ル
上
ハ

此
ノ
招
キ
ニ

応
ス
ヘ
キ
限
リ
ニ
ア
ラ
ス
ト
被
申、

延
期
ヲ
主
張
シ
テ
決
シ
テ
動
カ
サ
ル
ノ
体
ナ
リ、

故

ニ

今
回
ノ
堺
ノ
集
リ
ニ
テ
来
会
者
二

問
ヒ、

ド
レ
程
各
教
会
二

於
テ
憲
法
ノ
講
究
力
出
来
タ
ル
ヤ
密
二

手
ヲ
廻
ハ
シ
セ
ソ
ギ
ア
レ、

万
一

諧
究
出
来
ザ
ル
ニ
イ
カ
デ
教
会
力
意
見
ヲ
作
リ
出
ス
ヘ
キ
ゾ、

又
意
見
モ
ナ
ク
テ
イ
カ
デ
代
表
人
ヲ
差
出
ス
ヘ
キ
ゾ、

又
憲
法
モ
充
分
分

カ
ラ
ス
シ
テ
憲
法
ノ
下
二

来
ル
ヘ
キ
聯
合
教
会
ト
ナ
リ
得
ヘ
キ
ゾ、

此
辺
ハ

充
分
綿
密
二

丁
寧
二

御
問
ヒ
合
セ
被
下
度
候
也

若
シ
河
合
君
御
来
京
ナ
ラ
ハ

甚
欣
然
ノ
至
ナ
リ
ト
御
申
通
被
下
度
候、

又
両
人
二

宜
し
く
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ス、 延
期
請
求
書
差
出
シ、

我
ヵ
教
会
二

於
テ
モ
不
怠
憲
法
草
案
研
究
仕
候
処、

何
二
〔
ノ
〕
経
験
モ
又
古
来
教
会
二

対
シ

歴
史
二

通
セ
〔
サ〕
ル

我
等
教
会
員、

中
々
数
ヶ
月
位
ノ
時
日
ニ
テ
ハ

到
底
右
憲
法
二

対
シ
可
否
ノ
意
見
ヲ
附
し
難
候
間、

充
分
準
備
之
出
来
候
迄
ハ

延
議
会
又

ハ

延
期
ア
リ
賜
ヘ
ト
請
求
申
入
候
際、

又
々
事
務
委
員
ョ
リ
ニ
十
三
日
二

相
談
会
二

出
頭
之
旨
御
促
有
之
候
付、

教
会
之
協
議
二

熟
考
致

一

致
会
卜
合
併
ノ
御
相
談
会
ナ
レ
ハ

已
二

聯
合
委
員
迄
延
期
請
求
仕
置
候
通、

右
様
重
要
ノ
事
件
二

関
シ
中
々
容
易
二

意
見
ヲ
附

し
難
く
候
間、

衆
見
ヲ
代
表
ス
ヘ
キ
代
人
ヲ
難
差
出、

又
全
会
ノ
意
見
ヲ
モ
代
表
シ
得
サ
ル
代
議
人
ヲ
差
出
候
事
ハ
、

我
力
組
合
会
ノ
性

質
組
織
二

背
キ
候
事
卜
存
候、

乍
不
本
意
今
回
ハ

代
議
人
差
出
之
義
ハ

固
ク
御
断
申
上
候、

聞
ク
所
ニ
ョ
レ
ハ

関
西
ノ
聯
合
委
員
某
ハ
、

関
西
組
合
会
役
者
会
場
二

於
テ、

今
回
大
坂
ノ
集
会
ハ

決
議
会
ニ
ア
ラ
ス
、

ハ

其
会
場
二

出
テ
、

延
期
説
ヲ
吐
ク
ヘ
シ、

又
可
否
権
ヲ
存
セ
サ
ル
代
議
人
ハ

決
議
二

加
ハ
ラ
サ
ル
ベ
シ
ト、

絃
二

決
議
二

加
ハ
ラ
サ
ル

所
ノ
一

言
ヲ
見
レ
ハ
、

今
回
ノ
集
会
ハ

相
談
会
ノ
名
義
ニ
テ
決
議
会
卜
相
成
哉
も
難
計、

万
一

右
様
曖
昧
ノ
会
議
二

流
レ
候
ハ
ヽ
、

大
切

ナ
ル
一

致
ノ
相
談
モ
如
何
二

手
軽
二

決
行
セ
ラ
ル
、
ヤ
モ
難
計、

延
期
説
ヲ
吐
ク
迄
ナ
ラ
ハ

遥
々
冗
費
ヲ
費
シ

テ

参
会
ス
ル
ニ
ハ

及
ハ

一

通
ノ
書
ニ
テ
足
レ
リ
ト
存
候、

畢
党
ス
ル
ニ

我
等
力
延
期
ヲ
請
求
セ
シ
ハ

別
義
ニ
ア
ラ
ス
、

両
会
合
併
ノ
事
ナ
ル
実
大
切
ナ
ル
事

件
ナ
レ
ハ

充
分
ノ
準
備
ヲ
ナ
シ
度
存
シ、

又
従
来
ノ
歴
史
ヲ
ケ
ミ
シ
将
来
ノ
結
果
如
何
ヲ
思
考
シ、

只
二

委
員、

牧
師、

先
茄
方
ノ
御
勧

メ
ノ
ミ
ニ
テ
満
足
セ
ス、

我
等
組
合
会
員
タ
ル
モ
ノ
ハ

先
ツ
共
和
会
ノ
性
質
歴
史
等
ヲ
弁
ヘ
タ
ル
上、

今
ノ
憲
法
二

対
シ
テ
充
分
各
ノ
意

見
ヲ
呈
出
ツ、

之
ヲ
以
テ
全
会
ノ
意
見
輿
論
ト
ナ
シ、

然
ル
后
之
ヲ
代
表
ス
ヘ
キ
代
議
人
ヲ
合
併
相
談
会
迄
差
出
サ
ン
ト
存
ス
ル
ヨ
リ、

不
得
止
延
期
請
求
セ
ッ
以
謂
二

候
而、

延
期
説
ヲ
吐
ク
カ
如
キ
ト
計〔
二
〕
而、

此
ノ
大
会
二

罷
出
ツ
ル
ハ

最
初
ノ
計
画
ト
ハ

大
イ
ニ

相
違

ツ
候
間、

貴
員
ノ
御
招
状
二

応
シ
難
ク
存
候、

此
上
委
員
諸
士
ニ
モ
吾
人
ノ
延
期
請
求
ヲ
採
用
セ
ラ
レ
ス
、

又
他
之
組
合
教
会
ニ
ハ

我
等

n
マ
マ
U

為
／
延
闊
ヲ
請
求
セ
ッ
ヲ
モ
顛`
‘、
ラ
＞
ス
、

貴
員
／
徘
指
揮
二

順
ヒ
伺
出
張
7
ル
カ
ハ

知
ラ
サ
＞
ト
モ
、

何
分
意
見
ヲ
吐
ク
ヘ
キ
進
備
モ

候
に、

一

致
ノ
件
二

付
相
談
致
ス
ヘ
キ
相
談
会
ナ
レ
ハ
、

延
期
論
者
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明治21年

右
得
貴
意、

帥
々
頷
首

我
力
学
校
井
教
会
之
前
途
二

付
心
中
大
二

憂
フ
ル
所
ア
リ
候
問、

496 

下
度
候
也

＊

波
多
野
培
根

セ
メ
テ
ハ

僅
々
ノ
人
二

逢
ヒ
学
校
ノ
将
来
ヲ
モ
御
托
シ

④
イ
ソ
ク

出
来
サ
ル
ニ
、

無
理
ニ
モ
教
会
／
意
見
ヲ
代
表
ツ
ェ
サ
ル
代
議
人
ヲ
差
出
ス
ハ
、

我
組
合
会
／
組
様
性
質
二

反
ツ、

又
窃
？
〕
良
心
二

愧

ツ
ル
所
有
之
候
間、

又
代
議
人
出
頭
ノ
義
ハ

関
東
組
合
諸
教
会
ョ
リ
ハ

不
得
止
御
断
申
上
候
也

尚

、々

今
回
出
坂
之
相
談
会
ニ
ハ
、

代
議
人
ク
ル
ハ

可
否
権
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
カ
有
セ
サ
ル
モ
ノ
〔
ヵ〕、

十
一

月
一

日

十
一

月
一

日

波
多
野
培
根
君

②
「
Mr.
B.
 
Hata
n
o」

速
二

電
報
ヲ
以
テ
御
答
被

一

応
貴
君
二

御
面
談
申
度
候
間
御
都
合
被
下、

今
午
后
四
時
ョ
リ
五
時

ノ
間
二

御
来
訪
被
下
度
候、

尤
其
時
間
ニ
ハ

多
分
裏
庭
ニ
テ
射
的
ヲ
ナ
シ
オ
リ
候
問、

直
二

裏
庭
ノ
方
二

御
回
ハ
リ
被
下
度
候、

小
生
も

御
存
之
通、

同
志
社
ョ
リ
無
残
ニ
モ
書
生
二

面
会
ス
ル
事
ヲ
禁
止
セ
ラ
レ
候
間、

置
キ
申
度
候
間、

貴
君
ノ
御
光
来
ハ

他
人
二

御
内
密
ニ
ナ
シ
オ
キ
被
下
度
候

新
し
ま
襄
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十
一

月
三
日

〔

恒
〕

阿
部
政
但
兄

別
紙
は
古
荘
氏
今
明
夕
乗
船
前
御
渡
し
被
下
度
候、

此
は
東
京
よ
り
小
生
迄
之
書
中
二

有
之
参
候

右
書
面
ハ

至
急
ヲ
要
る
事
之
様
二

相
見
候
ハ
、

同
氏
出
発
候
ハ
、

其
出
前
キ
ニ

御
回
被
下
度
候

過
日
は
早
々
御
回
答
被
下
実
二

貴
意
之
存
す
る
所
感
服
仕
候、

別
書
之
旨
趣
ハ

他
二

瀬
れ
候
事
は
甚
不
都
合
と
存
候
間、

決
而
他
人
ニ
ハ

御
示
し
無
之
様
仕
度、

殊
二

長
田
兄
ニ
ハ

御
用
意
希
度
候、

先
日
借
家
主
二
ニ
円
二

御
遣
し
被
取
計
至
極
卜
奉
存
候、

其
金
ハ

何
卒
川
本

兄
よ
り
小
生
之
為
御
立
替
二

相
成
候
様
御
頼
被
下
度
候、

497 

十
一

月
三
日

⑤
森
中
章
光
写

且
不
都
合
之
点
宜
し
く
御
開
陳
可
被
下
候、

早
々
頓
首

阿
部
政
恒

新
島

襄
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明治21年

此
両
三
日
ハ

非
常
二

書
状
二

勉
強
申
候

世
の
中
か
な
と
通
歎
申
候、

然
し
余
り
懸
念
す
る
ニ
ハ

及
ま
し
と
存
候

十
一

月
五
日

②
東
京
赤
坂
区
榎
坂
五
番
地

一

々
御
礼
ハ

申
尽
し
不
申
候
得
共、

今
回
は
同
志
社
之
ア
ッ
。
ヒ
ー
ル
ニ

付
き
非
常
な
る
費
兄
之
御
助
力
を
蒙
り
千
万
奉
鳴
謝
候、

何
卒
将

来
も
新
聞
記
者
連
中
ハ

充
分
御
繋
き
彼
等
之
イ
ン
テ
レ
ス
ト
之
減
殺
せ
さ
る
様
御
注
意
を
奉
仰
度
候、

井
上
伯
も
本
日
ハ

午
后
出
発
い
た

し
申
候、

東
京
よ
り
之
通
信
ニ
ハ

上
毛
力
委
員
之
説
法
二

動
カ
サ
レ
し
由
少
々
小
言
を
申
遣
置
候、

何
卒
大
迫
氏
二

内
々
御
面
会
被
成、

近
来
如
何
な
る
事
を
関
西
之
通
信
員
よ
り
申
来
り
し
や
御
尋
之
上、

充
分
ノ
ソ
ボ
ル
ト
を
御
与
御
奨
励
な
し
置
被
下
度
候
也

十
一

月
五
日

人
間
之
腰
ノ
な
き
ニ
ハ

随
分
閉
口
仕
候、

彼
等
ハ

戦
を
為
す
人
間
二

あ
ら
す、

鉛
之
如
く
情
実
之
火
ニ
ハ

縮
解
易
し
頼`
‘、
少
な
き

猪
一

郎
兄 498 

穂
富
猪
一

郎

①
西
京
寺
町
通
丸
太
丁

④
墨
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合
フ
〉

〇
何
レ
内
村
君
二

願
フ
ニ

致
セ
、

当
期
ハ

早
半
二

過
キ
タ
リ、

何
レ
来
一

月
ヨ
リ
ナ
ル
ベ
シ

〈
殊
＞

0
内
村
君
ニ
ハ

ニ
三
年
間
丈
ノ
稿
ナ
ル
カ、

又
事
ニ
ョ
リ
候
ハ
、

永
ク
京
都
二

留
マ
ル
ノ
意
ハ

ナ
キ
ャ、

同
君
ニ
ハ

北
海
道
ヲ
慕

〈
殊
＞

〈
動〉

・

〈
薫
陶＞

フ
ノ
念
事
二

多
シ、

自
分
二

該
地
二

働
カ
ル
ヤ
又
ハ

該
地
二

赴
キ
働
ク
人
ヲ
多
ク
陶
菰
ス
ル
ノ
意
ハ

ナ
キ
ャ、

内
村
ノ
事
ハ

当

地
方
二

相
談
ノ
出
来
ル
迄
ハ

同
氏
ノ
外
他
ニ
ハ

内
々
ニ
ナ
シ
被
下
度
候

小
崎
弘
道
君

十
一

月
六
日

〈
に
該
〉

一

新
聞
之
義
ハ

何
分
宣
教
師
共
も
自
ラ
負
担
す
る
の
様
子
も
見
へ
さ
れ
ば、

兄
よ
り
直
二

諸
新
聞
二

御
投
書
被
成
而
は
如
何

一

内
村
氏
之
事
ハ

小
生
ニ
ハ

大
賛
成、

乍
去
未
夕
少
々
決
し
兼
候、

或
ル
人
ハ

充
分
二

同
君
を
知
ら
さ
る
に
よ
る
と
存
候、

多
分
ハ

内
村

〈
ど
〉

〈
二
〉
〈
出〉
〈
り
て
〉

〈
へ
〉

〈
れ
〉

君
ノ
同
志
社

御
越
あ
る
と
も
御
満
足
セ
さ
る
べ
し
と
恐
レ
あ
る
よ
し、

且
月
給
之
下
キ
所
な
と

も

多
分
二
十
五
円
位
ハ
出
来
ペ
ッ
ト
存
候

〈
ど
〉

〈
ロ
ロ〉

如
何
な
と
と
或
ル
人
ハ

懸
念
被
致
候、

何
レ
近
々
伊
勢、

金
森、

宮
川
等
之
先
生
方
二

面
談
申、

可
成
丈
速
二

履
行
仕
度
候、

其
内
ニ

兄
よ
り
内
村
君
を
ヱ
ン
カ
ォ
ー
レ
シ
被
下
度
候、

早
々
頓
首

499 

十
一

月
六
日

⑤
森
中
章
光
写、

柏
木
義
円
写

＊

 

小
崎
弘
道

新
島

襄
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明治21年

上
毛
二

而
承
リ
候
二
、

貴
兄
之
御
説
教
ハ

余
リ
長
カ
ス
ギ
ル
ト
ノ
評
ア
ル
由、

失
礼
ノ
御
忠
告
二

候
得
共
貴
兄
ノ
御
説
教
ハ

必
ラ

ス
時
計
ニ
テ
御
計
リ
ア
リ、

正
味
三
十
四
五
分
又
ハ

四
十
分
ヲ
出
テ
サ
ル
様
御
注
意
ア
リ
テ
ハ

如
何

東
京
ニ
ハ

妻
君
二

度
々
御
面
会
申
上
候

其
後
ハ

如
何、

先
般
御
注
文
之
書
物
ハ

在
京
中
差
上
度
存
居
候
処、

非
常
二

多
事
遂
二

其
意
を
不
達
候
間、

願
ク
ハ

貴
兄
よ
り
直
二

東
京

之
三
十
間
堀
二
丁
目
一

番
地
江
藤
書
店
二

御
懸
合
ヒ、

御
手
許
迄
通
運
会
社
ニ
テ
御
送
可
申
様
御
注
文
ア
レ
、

而
シ
テ
其
書
物
代
価
卜
運

搬
費
ハ

書
店
よ
り
詳
細
二

記
し、

貴
兄
方
ニ
―

通
又
小
生
方
ヘ
モ
一

通
回
ハ

し
呉
候
ハ
ヽ
、

小
生
よ
り
右
代
料
ハ

直
二

江
藤
氏
へ
お
送
可

申
候
問、

右
様
取
計
可
被
下
候

先
達
て
小
生
方
御
遣
し
の
書
物
之
名
ハ

御
手
帳
二

記
し
有
之
候
事
卜
存
候、

右
は
用
事
の
み、

勿
々
頓
首

十
一

月
七
日

須
田
明
忠
兄

先
般
は
態
々
御
見
舞
被
下
難
有
奉
謝
候、

小
生
も
帰
宅
後
差
し
た
る
事
無
之
候
間、

御
安
心
可
被
下
候

500 

十
一

月
七
日

⑤
森
中
章
光
写

須
田
朋
忠

新
し
ま
襄
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十
一

月
十
日
夜

小
崎
弘
道
兄

段
ハ

不
同
意
仕
候
」

十
一

月
十
日

⑤
森
中
章
光
写

迄
ナ
リ、

取
捨
ハ

矢
張
諸
教
会
各
員
ノ
手
ニ
ア
リ

〔
赤
イ
ン
ク〕

「
生
ハ
ユ
ニ
ョ
ン
ヲ
敗〔
ル
〕
卜
見
傲
シ

賜
フ

勿
レ、

新
島

襄

必
要
ノ
議
論
ハ

我
力
教
会
ニ
モ
知
ラ
ズ
ニ
オ
ル
ハ

甚
不
都
合
卜
存
ス、

何
ニ

モ
カ
モ
充
分
知
リ
得
テ
然
ル

後
イ
ン
テ
レ
シ
ニ
ン
ト
シ
ォ
ッ
ジ
メ
ン
ト
ヲ
下
ス
ハ

必
要
ナ
リ、

民
ハ

知
ラ
シ
ム
ベ

カ
ラ
サ
ル
ノ
手

〔
リ〕

〔
呈〕

寸
書
奉
呈
仕
候、

陳
者

昨
日
別
紙
之
サ
ー
フ
レ
ト
米
国
よ
り
到
来
候
間、

不
取
敢
御
覧
二

共
し
度
候、

此
レ
ハ

別
儀
二

あ
ら
す、

米
国
之

〔
ル〕

コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
派
之
教
会
二

而
右
様
之
議
論
勃
起
し、

米
国
到
る
所
不
同
意
を
唱
ふ
二

至
リ
テ
ハ

早
晩
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ル
ド
ニ

〔
ヲ
〕

〔
可〕

＊a
聯
力〕

影
況
を
及
ホ
ス
ベ
キ
ハ

疑
フ
ベ
キ
事
実
二

非
ラ
ス、

左
ス
レ
ハ

今
回
之
併
合
二

関
し
随
分
非
常
之
困
難
を
来
タ
ス
ヘ
キ
モ
亦
計
リ
難
ケ
レ

ハ
、

併
合
之
前
二

当
リ
我
力
組
合
教
会
各
員
力
輿
論
ヲ
定
ム
ル
ト
共
二
、

米
国
教
会
之
輿
論
如
何
ヲ
熟
知
ス
ル
モ

甚
必
要
之
事
卜
存
し
御

＊
＊
 

又
ハ

公
然
卜
貴
社
新
紙
上
二

御
差
出
シ
ニ

相
成
力、

我
力
教
会
員
ニ

一

覧
二

呈
し
候
間、

之
を
訳
出
し
て
教
会
二

御
回
ハ
シ
ニ

相
成
力、

之
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
ハ

必
要
卜
存
候
間、

先
御
相
談
二

及
申
候、

然
し
取
捨
ハ

貴
兄
方
之
御
手
二

御
任
可
申
候
也

生
ハ

兼
テ
ヨ
リ
イ
ン
テ
レ
ジ
ニ
ン
ト
ユ
ニ
ョ
ン
ヲ
主
張
致
シ
居
候、

右
之
米
国
ノ
議
論
ヲ
教
会
二

知
ラ
シ
ム
ル
ハ

必
要
ナ
リ
ト
申

501 

小
崎
弘
道
・

竹
越
与
三
郎
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明治21年

織
田
純
一

郎
殿梧
下

502 

竹
越
与
三
郎
兄

②
「
永
岡
喜
八
持
参」

＊

織
田
純
一

郎

④
墨

御
不
用
と
相
成
候
ハ
、

小
生
方
迄
御
戻
し
被
下
度
候、

未
ク
金
森
ニ
モ
不
示
候
間、

十
一

月
十
一

日

至
急

新
島

襄

⑪

其
後
は
御
起
居
存
外
二

御
無
音
申
上
候
条
御
海
容
可
被
賜
候、

陳
者
御
賛
成
相
成
候
散
社
大
学
へ

御
寄
附
之
義
ハ

御
帰
朝
二

於
而
御
送
附

可
被
下
御
約
束
有
之
候
間、

御
催
促
ガ
マ
シ
ク
候
而
甚
恐
縮
之
至
二

候
得
共、

当
時
約
束
之
収
金
二

着
手
仕
居
候
間、

今
朝
大
学
事
務
所

書
記
生
永
岡
喜
八
卜
申
者
ヲ
差
上
候
間、

可
相
成
ハ

御
寄
附
金
御
渡
し
之
御
都
合
相
叶
候
ハ
、

幸
甚
之
至
二

不
堪
候、

勿
々
拝
具

十
一

月
十
一

日

尚

、々

乍
憚
令
閏
様
へ

宜
し
く
御
致
声
被
下
度
奉
仰
候

〔

ヵ
〕

小
生
も
逐
々
参
堂
御
尋
申
上
度
候
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貴
書
本
日
落
掌
慎
テ
拝
読
仕
候、

陳
者

貴
諭
ニ
ョ
レ
ハ

関
東
二

於
テ
何
ニ
カ
小
生
力
今
回
ノ
聯
合
二

対
シ
不
賛
成
ヲ
唱
ヘ
シ
ト
ノ
風
説
有

之
候
事
二

付
御
尋
有
之
候
間、

左
之
通
御
答
弁
可
仕
候

兼
テ
貴
兄
ニ
ハ

御
存
ハ

有
之
カ
ハ

存
シ
不
申
候
得
共、

小
生
ハ

元
来
教
会
ノ
政
治
上
二

関
シ
テ
ハ
、

会
衆
共
和
主
義
ヲ
固
取
欣
奉
ス
ル
モ

ノ
ニ

有
之
候
処
ョ
リ、

今
ノ
憲
法
草
按
力
採
用
実
施
セ
ラ
ル
、

ノ
日
ニ
ハ

会
衆
共
和
主
義
ハ

漸
々
其
跡
ヲ
隠
ク
シ、

寡
人
政
治
ノ
早
晩
我

力
会
中
二

侵
入
シ
来
ル
ハ

到
底
免
カ
ル
ベ
カ
ラ
サ
ル
ノ
事
実
卜
存
シ
、

タ
ル
関
西
組
合
会
役
者
会
場
二

於
テ
モ、

生
ノ
窃
カ
ニ

杞
憂
ス
ル
所
ヲ
以
テ
牧
師
諸
翡
二

陳
シ
テ
申
セ
シ
ニ
、

兄
等
ニ
シ
テ
若
シ
一

致
組

合
両
会
ノ
聯
合
ヲ
図
ラ
ン
ト
ナ
ラ
ハ
、

材
料
ヲ
有
セ
シ
メ、

而
シ
テ
后
之
ヲ
シ
テ
憲
法
ヲ
討
論
シ
聯
合
ヲ
可
否
セ
シ
メ
‘

結
了
ス
ル
ニ

至
ラ
シ
メ
賜
へ
、

然
ル
ヲ
万
一

牧
師
諸
君
力
憲
法
ノ
利
害
ヲ
詳
明
セ
ス
、

又
聯
合
ノ
得
失
ヲ
モ
商
量
セ
ズ
、

只
聯
合
ハ

宜
シ

®
 

キ
モ
ノ
ナ
リ
云
々
位
ノ
簡
短
ナ・
ル
説
明
ヲ
以
テ
徒
ラ
ニ

教
会
員
ヲ
誘
導
シ、

強
テ
其
説
二

服
従
セ
シ
メ、

以
テ
教
会
ノ
意
見
卜
仮
定
シ
、

全
会
ノ
輿
論
卜
誤
認
シ、

之
ヲ
総
会
二

呈
出
シ
テ
聯
合
ヲ
結
了
セ
ラ
ル
、
ノ
挙
ア
ル
ニ

於
テ
ハ
、

大
二

我
力
組
合
会
ノ
組
織
性
質
二

違
背

ツ、

会
員
／
権
理
ヲ
モ
蹂
鼠
ス
ル
ニ

斉
シ
ケ
＞
ハ
、

小
生
ハ

飽
マ
デ
モ
承
伏
致
ス
マ
ジ、

又
右
様
重
大
ナ
ル
事
件
ハ

軽
々
二

決
行
シ
賜
フ

S03 

十
一

月
十
二
日

①
西
京
寺
丁
通
丸
太
丁
上
ル
十――一
番
戸

②
東
京
麻
布
箪
笥
町
三
番
地

⑥
本
文
代
筆、

署
名
・

表
書
の
み
新
島
筆

＊

 

井
深
梶
之
助

心
中
大
二

安
カ
ラ
サ
ル
所
ア
リ、

已
二

去
春
西
京
二

於
テ
開
カ
レ

宜
シ
ク
先
ッ
各
教
会
員
ヲ
シ
テ
与
ニ
イ
ン
テ
レ
ジ
ェ
ン
ト
・

オ
ピ
ニ
ョ
ン
ヲ
呈
出
シ
得
ヘ

キ
程
ノ

双
方
ノ
教
会
ヲ
シ
テ
充
分
申
分
ナ
キ
満
足
ナ
ル
合
併
ヲ

⑤
写
真
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明治21年

勿
レ
云
々

小
生
ノ
右
様
陳
セ
シ
ハ

敢
テ
聯
合
ヲ
拒、、、
シ
ニ

非
ラ
ス、

区
々
老
婆
心
ノ
余
リ
痛
ク
軽
率
未
熟
ノ
聯
合
ヲ
非
ト
セ
ッ
次
第
二

有
之
候、

其

後
二

及
ン
テ
両
会
ノ
一

致
論
ハ

益
其
勢
カ
ヲ
呈
ス
ル
ニ

似
テ、

一

時
ハ

誰
一

人
モ
公
然
卜
克
ク
反
抗
ス
ル
モ
ノ
サ
ヘ

見
受
ケ
サ
ル
ノ
有
様

ニ
立
至
リ
タ
リ、

依
テ
小
生
ハ

窃
二

思
考
ヲ
廻
ラ
シ、

万
一

両
会
力
甚
ク
快
ク
一

致
聯
合
ヲ
計
ラ
ン
ト
ス
ル
ニ

当
リ
テ、

小
生
一

人
丈
ヶ

其
間
二

冗
立
シ、

喋
々
之
ヲ
非
ト
ス
ル
モ
ノ
、

如
ク
ニ
ナ
リ
テ
ハ

宜
シ
カ
ラ
サ
ル
事
卜
存
シ
梢
寛
大
ノ
心
ヲ
抱
キ、

若
シ
双
方
ノ
教
会
員

カ
充
分
納
得
満
足
ノ

上
(
Peace
fu
ll
y,

i
nte
ll
e
ge
n
tl
y,
 
satis
fact
oril
y,
 
a
n
d
 wit
h
o
ut
 a
 least
 g
ru
d
ge
 a
n
d
 

聯
合
ヲ
結
了
セ
ラ
ル
、

ナ
ラ
ハ
、

小
生
ハ

決
シ
テ
之
ヲ
妨
ケ
サ
ル
ベ
シ、

実
二

申
分
ノ
ナ
キ
結
合
力
出
来、

将
来
更
二

分
争
ノ
憂
ヲ
モ
生
セ
サ
ル
事
ナ
ラ
ハ

至
極
卜
申
セ
シ
事
モ
有
之
候
（
此
レ
ハ

他
ニ
ア
ラ
ス、

〔
而〕

小
生
ハ

曽
テ
形
而
下
ノ
聯
合
ョ
リ
モ
寧
口
形
以
上
ノ

聯
合
ヲ

望
ミ、

又
ア
ル
テ
ィ
フ
ィ
シ
ェ
ル
・
ユ
ニ
ョ
ン
ヨ
リ
モ、

寧
ロ
ナ
チ
ュ
ラ

ル
・
ユ
ニ
ョ
ン
ヲ
主
張
シ
、

独
リ
我
力
欣
奉
ス
ル
共
和
主
義
ナ
ル
会
衆
教
会
ノ
ミ
ヲ
指
テ
真
正
ノ
教
会
ト
ハ

見
倣
サ
ス、

リ
ヤ
ン
派
ノ
諸
教
会
ヨ
リ
監
督、

又
両
会
力
相
互
ヒ
ノ
組
織
ヲ
講
究
シ、

互
ヒ
ニ

相
識
リ
相
信
シ

メ
ソ
デ
ィ
ス
ト、

浸
礼
ノ
諸
教
会
二
至
ル
迄、

各
所
長
ノ
存
ス
ル
所
ア
レ
ハ

小
生
ハ

皆
地
上
有
益
ナ
ル

教
会
卜
確
認
シ、

之
ヲ
尊
敬
シ、

之
卜
交
ワ
リ
共
二

主
ノ
聖
旨
ヲ
地
上
二

達
セ
ン
ト
存
シ
、

此
ノ
諸
会
ノ
問
二

於
テ
至
美
ナ
ル
ス
ビ
リ
チ

ュ
ア
ル
・
ユ
ニ
ョ
ン
ノ
行
レ
ン
事
ヲ
希
図
ス
ル
所
ヨ
リ、

縦
令
形
体
上
ノ
合
併
ヲ
為
ス
ニ

於
テ
モ
成
ル
ヘ
ク
丈
ヶ
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
コ
ー
ル

ス
ニ

任
セ、

双
方
ノ
切
望
満
足
ス
ル
所
ヲ
以
テ
聯
合
ア
レ
ガ
シ
ト
ノ
意
ナ
リ
）

本
年
四
月
已
来
小
生
ハ

大
病
二

罹
リ
休
蓑
ノ
傍
私
立
大
学
ノ
計
画
二

従
事
致
シ、

病
人
ニ
ト
リ
テ
ハ

中
々
多
忙
二

有
之、

充
分
憲
法
ノ
講

究
ス
ラ
行
キ
届
カ
サ
レ
ト
モ、

時
々
閑
ヲ
楡
ミ
閲
究
致
セ
シ
ニ
、

実
ニ
―

モ
ニ
モ
ナ
ク
欣
奉
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ハ
ア
ル
マ
ジ
ト
存
候
得
共、

両
会
ノ
交
誼
平
和
ヲ
敗
ラ
ン
事
ヲ
恐
レ
慎
ン
テ
沈
黙
致
居
候
二
、

此
ノ
夏
中
ノ
事
ナ
リ
シ
カ、

一

日
関
東
二

於
テ
或
ル
青
年
数
楚
力
盛

。
フ
レ
シ
ベ
〔
テ〕

c
o
m
pl
ai
m
e
nt)
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新
島

襄

一

切

非
憲
法
説
ヲ
唱
ヘ
テ
小
生
ニ
セ
マ
リ
シ
ト
キ、

小
生
ハ

答
テ
申
セ
シ
ニ
、

卿
等
ハ

何
ノ
理
由
ヲ
以
テ
此
ノ
憲
法
ヲ
右
様
非
駁
シ
賜
フ
ヤ、

否
ヤ、

若
シ
右
様
ノ
手
順
ヲ
経
ス
準
備
モ
為
ズ
シ
テ
徒
二

之
ヲ
可
否
ス
ル
ハ
、

余
ハ

卿
等
ノ
為
メ
ニ

取
ラ
サ
ル
ナ
リ、

先
ッ
退
テ
イ
ン
テ

又
関
東
二

於
テ
延
期
説
ノ
起
リ
シ
比、

或
ル
兄
弟
力
今
ノ
憲
法
二

関
シ
生
ノ
内
意
如
何
ヲ
問
ハ
レ
シ
ト
キ、

小
生
ハ

答
テ
今
ノ
憲
法
ノ
儘

ナ
ラ
ハ

随
分
満
足
シ
能
ハ
サ
ル
所
ア
リ、

教
会
ノ
上
何
ニ
カ
別
ニ
一

ノ
政
柄
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ヲ
戴
ク
ガ
如
キ
感
ナ
キ
能
ハ
ス
、

是
レ
ハ

平

素
吾
人
ノ
欣
奉
シ
オ
ル
会
衆
共
和
主
義
ト
ハ

大
二

麒
甑
セ
サ
ル
ナ
キ
能
ハ
ス
、

七
節
ヲ
以
テ
満
足
致
シ
タ
シ
ト
申
セ
シ
事
有
之
候
（
是
レ
ハ

憲
法
ノ
大
体
二

関
シ
述
ヘ
タ
ル
郡
見
ニ
シ
テ、

当
時
熟
考
中
二

有
之、

詳
細
ノ
事
ハ

吐
露
シ
申
サ
ス
、

現
今
モ
尚
熟
考
中
二

有
之、

逐
テ
郵
見
ヲ
開
陳
仕
ベ
シ
）

貴
諭
ノ
関
東
風
説
ノ
如
キ
ハ

多
分
此
等
ノ
辺
ョ
リ
生
セ
シ
事
ナ
ラ
ン
カ
ト
存
候
問、

先
小
生
ノ
今
日
迄
参
候
ボ
ゼ
シ
ョ
ン
ヲ
開
陳
シ
御
回

答
ト
シ
テ
申
上
度
候、

頓
首

二
十
一

年
十
一

月
十
二
日

井
深
梶
之
助
兄

又
上
告
ノ
如
キ
モ
余
ハ

寧
口
馬
太
伝
十
八
章
十
五
十
六
十

〔
ヒu

尚

、々

本
文
ハ

貴
兄
ノ
御
尋
二

御
答
申
候、

私
簡
二

候
得
共
密
書
ニ
ア
ラ
ス、

他
人
二

御
示
被
下
候
テ
モ
不
苦、

又
小
生
二

向
へ

種
々
ノ
疑
心
ヲ
抱
キ
小
生
ノ
ポ
ゼ
シ
ョ
ソ
如
何
ヲ
承
知
致
サ
レ
ク
キ
輩
モ
有
之
カ
ハ

知
レ
不
申
候
間、

公
然
卜
新
聞
上
二

御
掲
ケ

被
下
候
テ
モ
差
支
ハ

無
之
候

レ
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
ニ

之
ヲ
可
否
ス
ル
ノ
御
用
意
ア
レ
云
々

卿
等
ハ

已
ニ
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
教
会
ノ
組
織
歴
史
等
ヲ
講
究
セ
シ
ャ‘

又
プ
レ
〔
ス
〕
ベ
テ
リ
ヤ
ン
教
会
ノ
規
則
等
ヲ
閲
覧
ア
リ
シ
ャ
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明治21年

S04 

阿
部
政
恒

新
島

襄

先
夜
ハ

電
信
ヲ
以
テ
回
答
ヲ
促
カ
サ
レ

侯
得
共
右
様
／
庫
ハ

誤
解
ヲ
生
ツ
易
キ
蔓
モ
有
之
候
問、

書
面
ヲ
以
テ
質
回
笞
二

及
侯
也

阿
部
政
恒
兄

無
之、

十
一

月
十
四
日

⑤
森
中
章
光
写

拝
啓、

陳
者

小
弟
義
来
月
早
々
ニ
ハ

御
地
二

罷
越
度
候
間、

甚
御
手
数
二

而
恐
入
候
得
共、

又
々
相
応
な
る
家
御
周
旋
被
下
間
敷
也、

尤

余
り
手
広
之
モ
ノ
ニ

無
之
候
共
不
苦、

只
健
康
上
不
都
合
ノ
無
之
モ
ノ
、

壁
若
く
ハ

建
具
等
二

隙
間
ノ
ナ
キ
家、

ノ
近
辺
之
閑
静
な
る
場
所、

急
な
る
坂
ノ
ナ
キ
所
等
二

御
注
意
被
下
度
奉
希
候、

申
度
候
間、

此
辺
も
予
メ
家
主
へ

御
懸
合
被
下
度
候、

右
為
願、

早
々
頓
首

十
一

月
十
四
日

又
飲
料
水
ノ
宜
シ
キ
モ

〔
ス
ト
ー
プ〕

又
家
之
内
何
レ
カ
便
宜
之
所
一

ケ
所
ス
ト
ウ
ス
ヱ

置
キ

何
卒
兼
て
よ
り
川
本
老
兄
二

御
依
頼
申
置
候
問、

御
相
談
之
上
御
取
極
被
下
度
候、

先
達
之
借
家
ハ

何
人
力
已
二

借
用
被
成
他
ニ

又
右
家
二

借
用
人
も
未
夕
出
来
不
申
侯
ハ
、

当
分
右
之
家
を
借
用
す
る
も
宜
し
く
御
座
候
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昨
夜
は
心
棒
出
来
兼、

殊
二

夜
気
湿
和
二

候
間、

規
則
を
敗
リ
御
談
シ
拝
聞
二

罷
出、

聴
衆
之
末
席
二

坐
シ
居
侯
処、

不
図
も
意
外
之
否

分
外
之
御
詞
ニ
ョ
リ
大
二

亀
縮
仕、

聴
衆
卜
共
二

早
々
散
去
致
し
御
辞
も
相
懸
け
不
申
シ
ハ

甚
御
無
礼
候
得
共、

不
得
止
次
第
二

而
引
去

＊
＊
 

申
候、

本
日
又
々
植
木
氏
御
案
内
被
下
御
苦
労
卜
奉
鴨
謝
候、

又
御
帰
ガ
ケ
御
案
事
被
下
御
尋
被
下
候
よ
し
奉
多
謝
候、

只
今
別
二
さ
し

障
も
無
之
相
覚
申
侯
問、

個
安
心
可
被
下
候

506 505 

十
一

月
十
六
日

十
一

月
十
五
日

徳
富
猪
一

郎

⑤
森
中
章
光
写

彦
根
之
百
三
十
三
銀
行
之
支
配
人
某
ハ

賛
成
之
よ
し
承
及
候、

又
森
拳
石
君
よ
り
賛
成
之
よ
し
御
序
二
よ
ろ
し
く

先
日
よ
り
両
回
之
貴
書
を
扉
し
奉
拝
謝
候、

陳
者
大
学
之
為
御
集
可
被
下
旨、

何
卒
御
願
申
上
候、

乃
チ
大
学
之
旨
趣
九
冊、

設
立
始
末

十
五
冊
差
上
候
間、

長
浜、

彦
根、

八
幡
等
之
可
然
人
物
二

御
配
布
被
下
度
候、

岸
本
君
に
宜
し
く、

藤
井
君
他
之
兄
弟
二

宜
し
く

①
西
京
同
志
社

堀
貞

②
江
州
長
浜
錦
町

③
は
が
き

④
墨

⑥
日
付
は
表
書
に
よ
る。
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SOl 

扱
阻
十
七
日
午
後
六
時―ー

娩
餐
を
呈
度、

人
見
君
伺
批
テ
ナ
ラ
ハ

御
同
伴
質
来
車
被
下
度
候、

尤
も
極
手
軽
な
る
晩
め
し
に
侯
間
左
様
田心

召
被
下
度
候、

金
森
氏
も
相
招
而
共
二

致
度
候、

右
得
貴
意
度、

韓
々
敬
具

十
一

月
十
六
日
夜

徳
富
猪
一

郎
兄

十
一

月
〔
十
九
日
〕

冷
気
漸
々
相
催
候
際、

先
生
益
御
勇
健
御
起
居
被
遊
候
半
卜
奉
欣
賀
候、

陳
者

過
般
は
久
々
二

而
高
門
ヲ
叩
キ
不
知
不
識
長
坐
二

及
ヒ

御

馳
走
頂
載、

又
種
々
之
御
経
験
話
ヲ
拝
聞
仕
心
窃
二

覚
ル
所
有
之、

深
ク
先
生
之
御
訓
誨
ヲ
服
胸
可
仕
候、

其
節
モ
矢
張
五
年
前
二

罷
出

相
願
候
同
事
件、

即
チ
私
立
大
学
設
立
之
事
業
二

付、

懇
々
先
生
之
御
賛
翔
ヲ
相
願
候
処、

五
年
前
之
御
言
葉
ト
ハ

大
二

相
違
シ

甚
快
ク

＊
＊
 

賛
翔
之
義
御
承
諾
被
成
下
候
条、

小
生
二

於
而
何
之
喜
ソ
之
二

如
ク
モ
ノ
カ
ア
ラ
ン
、

已
二

去
七
日
之
新
紙
上
二

御
一

覧
有
之
候
通、

今

〔
術
ヵ〗
l

回
ハ

広
ク
天
下
之
人
士
二

訴
へ

之
レ
カ
賛
成
ヲ
仰
キ
申
候
問、

先
生
ニ
ハ

特
殊
之
労
ヲ
取
ラ
レ
セ
ラ
レ
、

広
ク
朝
野
之
御
知
人
中
二

御
募

被
下
候
ハ
、

重
々
之
事
卜
存
シ
、

同
志
社
設
立
始
末
井
二

同
志
社
大
学
設
立
旨
趣
書
各
数
部
奉
呈
仕
候
間、

此
機
二

乗
し
御
知
人
中
御
奨

励
被
下
候
様、

伏
而
奉
願
上
候、

頓
首
敬
白

⑤
写
真

＊

勝
安
芳

新
島
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兄

松
山
高
吉

大
沢
善
助

十
一

月
十
九
日

前
略
御
免、

陳
者
今
回
我
新
社
員
徳
富
猪
一

郎
君
来
京
被
致
候
間、

御
多
忙
中
ニ
モ
可
有
之
候
得
共、

貴
兄
ニ
ハ
一

寸
其
宿
所
三
条
小
橋

万
屋
迄
御
尋
置
被
下
候
様
奉
希
望
侯、

此
レ
ハ

甚
無
礼
之
御
勧
ト
ハ

存
候
得
共、

先
方
よ
り
御
尋
申
ス
よ
り
も
寧
口

貴
兄
よ
り
一

応
御
尋

ア
ル
方
却
テ
礼
義
カ
ト
モ
存
候
間、

為
念
申
上
候、

右
得
貴
意
度、

早
々
以
上

508 

尚

、々

十
一

月
十
九
日

勝
安
房
先
生梧
下

十
一

月

⑤
森
中
章
光
写

＊

松
山
高
吉
・

大
沢
善
助

新
島

襄

又

五
年
前
非
常
二

御
夕
、

キ
被
下
候
先
生
之
御
言
葉
ハ
、

却
而
今
日
之
結
果
卜
相
成、

候
問
今
日
先
生
之
御
賛
成
ハ

五
年
十

年
否
数
百
年
之
後
之
美
果
卜
相
成
可
申
候
間、

今
回
コ
ソ
ハ

先
生
ニ
ハ

決
而
勿
々
二

附
ッ
置
キ
賜
ハ
サ
ル
事
卜
確
信
シ
、

敢
テ
先

〔

力
〕

生
之
御
工
風
ヲ
奉
仰
度、

何
レ
近
々
小
生
之
親
友
徳
富
氏
ニ
モ
参
堂
可
為
仕
候
間、

御
面
接
被
成
下
度
候
也

同
志
社新
島

襄

680 
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右
為
願
用
得
貴
意
度
如
此
候
也、

頓
首
敬
白

希
候、

乍
路
義
回
状
二

而
車
上
候、

但
ツ
徳
富
氏
ハ

朋
早
葡
ハ

在
宿
カ
ト
存
候、

月
後
廿
且
発
可
仕
候

十
一

月
二
十
二
日

西
京
同
志
社新
島

譲

⑤
『
大
隈
重
信
関
係
文
書』

第
五
所
収、

九
五
一

号
（
日
本
史
籍
協
会
叢
書）

粛
啓、

其
後
は
打
絶
御
無
音
申
上
候
条
御
海
容
可
被
賜
候、

近
来
ハ

御
起
居
如
何
慎
而
奉
伺
上
候、

陳
者
数
日
前
民
友
社
之
徳
富
氏
モ
弊

社
見
物
並
二

小
生
見
舞
之
為
来
遊
致
シ
呉、

幸
二

前
途
之
相
談
等
仕
非
常
之
好
都
合
二

相
運
申
候、

其
節
此
近
府
県
二

着
手
之
手
続
等
相

談
申
合
候
処、

或
ル
友
人
之
申
候
二

奈
良
県
下
ニ
ハ

該
県
下
ノ
産
ニ
シ
テ
北
畠
治
房
卜
申
仁
有
之
非
常
之
名
望
ヲ
博
居
候
趣、

且
同
氏
者

兼
而
閣
下
之
御
懇
情
ヲ
蒙
候
由
ニ
テ、

閣
下
ョ
リ
ノ
御
一

言
サ
ヘ

有
之
候
上
ハ

必
ラ
ズ
尽
力
可
致
旨
申
聞
呉
候
間、

不
取
敢
徳
富
氏
二

依

頼
申
帰
京
之
上
直
二

参
館、

北
畠
氏
之
尽
カ
ヲ
促
候
事
ハ

偏
二

閣
下
之
御
差
図
ヲ
可
仰
事
二

仕
置
候
間、

尤
効
能
有
之
様
御
工
風
之
程
奉

万
一

北
畠
氏
ニ
シ
テ
近
々
該
県
下
迄
出
張
之
都
合
等
出
来
候
ハ
、

至
極
之
事
タ
ル
ベ

キ
モ、

右
様
之
事
ハ

到
底
難
期
事
卜

存
侯

間、

同
氏
よ
り
該
県
下
之
可
然
人
物
へ

懇
切
之
奨
励
書
ヲ
送
リ、

弊
社
之
出
張
員
ヲ
紹
介
致
シ
呉
候
ハ
、

重
々
之
事
卜
奉
存
候

十
一

月
廿
二
日

S09 

大
隈
重
信

681 



510 

尚

、々

閣
下
之
御
尽
カ
ヲ
蒙
リ
諸
新
聞
社
モ
非
常
之
賛
成
ヲ
表
シ
呉、

同
志
社
大
学
ノ
旨
趣
書
ヲ
附
録
ト
シ
テ
差
出
呉
候
故、

遂

ニ

全
天
下
之
一

問
題
卜
相
成
リ、

小
生
等
頼
マ
サ
ル
諸
雑
誌
又
地
方
之
諸
新
聞
ニ
モ
彼
ノ
旨
趣
書
ヲ
登
録
シ
、

労
迄
負
担
シ
呉
候
分
モ
有
之
候
間、

何
卒
小
生
等
之
為
二

御
喜
ヒ
被
下
度
奉
仰
候、

小
生
モ
帰
宅
後
大
分
快
ク
相
成
候
間、

乍
憚

御
休
慮
可
被
賜
候

十
一

月
二
十
二
日

大
隈
伯
爵
殿閣
下

①
西
京
同
志
社

②
東
京
々
橋
区
日
吉
町
廿
番
地

癒
富
猪
一

郎

民
友
社

④
墨

新
し
ま
襄

又
寄
附
金
募
集
ノ

別
紙
之
通
大
隈
伯
へ

之
書
状
ハ

御
郵
送
申
上
候
間、

同
伯
御
面
会
之
上
宜
し
く
御
相
談
被
成
下
度
候、

本
日
ハ

後
藤
伯、

榎
本
子
ヘ
モ
書

状
相
呈
し、

同
志
社
大
学
旨
趣
書
井
二

設
立
始
末
数
冊
ハ

民
友
社
二

相
托
し
置
候
趣
申
進
置
候
間、

右
之
小
冊
子
御
手
許
二

多
分
有
之
候

ハ
、

榎
本
子
ヘ
ハ

各
十
五
冊、

又
ハ
ニ
十
冊
位、

後
藤
伯
ヘ
ハ

多
分
二

御
送
被
下
度
奉
希
候、

且
勝
伯
ヘ
モ
多
分
二

御
送
リ
被
下、

又
御

往

都
合
之
上
一

応
御
来
訪
な
し
置
被
下
候
ハ
、

難
有
奉
存
侯、

右
為
願
用、

早
々
頓
首

十
一

月
廿
二
B
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一

笑
昨
夜
琵
琶
湖
上
ノ

航
行
ハ

如
何、

少
し
く
御
案
し
申
居
候

0
一

書
究
シ
テ
他
書
顕
ハ
ル
、

貴
兄
二

対
シ
テ
ハ

ヒ
首
ニ

ア
ラ
ス
、

吾
人
ノ
自
由
ヲ
妨
害
ス
ル

輩
ニ
ハ

ヒ
首
ト
モ
申
ス
ヘ

キ
カ
御

徳
富
猪
一

郎
兄

十
一

月
廿
二
日

先
は
御
礼
迄、

早
々

頓
首

＊

 

今
回
貴
兄
之
御
来
訪
あ
り
し
ハ

同
志
社
二

取
リ
意
外
之
賜
卜
云
ハ

サ
ル
ヲ
不
得、

生
徒
ヘ
ノ
御
演
説
な
り、

ソ

等
甚
難
有
奉
存
候、

何
ニ

カ
密
閉
之
室
中
空
気
之
流
通
な
き
所
二

俄
然
窓
戸
を
開
ら
き
新
鮮
之
空
気
を
入
れ
た
る
か
如
く
思
ハ

れ
候、

511 

徳
富
猪
一

廊
兄十

一

月
二
十
二
日

①
西
京
同
志
社

②
東
京
々
橋
区
日
吉
町
廿
番
地

徳
富
猪
一

郎

民
友
社

新
島

襄

④
毛
筆
（
赤
イ
ソ
ク
）

又
種
々
之
ソ
ッ
シ
ェ
ツ
シ
ョ

683 



尚

、々

小
生
不
参
ノ
義
ハ

宜
シ
ク
組
合
会
事
務
委
員
二

御
断
オ
キ
可
被
下
候

512 

十
一

月―
―
十
三
日

②
「
大
坂
教
会
堂
二
而」

愛
兄
と
あ
る。

⑤
写
真

⑥
封
筒
表
書
は
宮
川
、

海
老
名、

伊
勢、

金
森
諸

宮
川
経
輝
•

海
老
名
弾
正
・

小
崎
弘
道
・

伊
勢
時
雄

＊

金
森
通
倫
・

湯
浅
治
郎

今
回
ハ

委
員
方
井
教
会
之
代
議
人
之
可
然
御
所
分
可
有
之
卜
存
し、

且
此
聯
合
之
事
タ
ル
尤
小
生
之
心
緒
ヲ
悩
マ
シ
候
事
件
二

候
ハ
、
‘

病
気
休
養
之
為
可
成
丈
放
任
主
義
二

而
無
理
二

会
議
二

出
張
ス
マ
ジ、

又
別
二

意
見
ヲ
吐
露
致
マ
ジ
ト
存
居
候
得
共、

昨
夜
已
来
少
々
安

眠
ノ
出
来
カ
ネ
候
所
ョ
リ
種
々
勘
考
致
し
候
間、

只
少
々
心
二

感
ス
ル
所
ハ

貴
兄
方
迄
一

応
申
上
置
度
候、

何
ニ
カ
近
頃
堺
之
牧
師
会、

*
＊
*
 

又
関
東
二

而
は
伊
勢
兄
方
之
御
挙
計
二

付
（
新
聞
紙
二

而
拝
読
ス
）

監
察
候
に、

委
員
諸
兄
ニ
ハ

憲
法
草
案
之
外
二

聯
合
ヲ
成
就
セ
シ
メ

ン
ト
ス
ル
所
ノ
委
員
之
如
キ
モ
ノ
ヲ
拝
見
候、
（
実
否
ハ

分
力
〔
ラ〕
サ
ル
モ
）

是
レ
ハ

諸
教
会
ョ
リ
御
依
頼
申
セ
シ
事
ナ
ル
カ、

又
ハ

費
兄

然
シ

等
一

個
人
ノ
有
志
家
ノ
所
ョ
リ
右
様
御
尽
カ
ア
ル
カ、

小
生
ハ

存
不
申
候、

候
得
共
万
一

我
力
組
合
会
中
費
兄
等
之
如
キ
有
力
者
力
右
様

御
尽
カ
ア
レ
ハ
、

事
ハ

早
晩
成
ル
ヘ

キ
事
ト
ハ

存
候
得
共、

誤
而
無
理
二

御
奨
励
ア
リ
テ
教
会
員
之
未
ク
充
分
二

準
備
ノ
整
ハ
ス
（
イ
ン

列
凶ー
ツ
ェ
ソ
ト。
フ
レ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ソ
）、

随
而
充
分
ノ
意
見
モ
出
来
サ
ル
内
二

只
兄
等
ノ
付
ヶ
智
恵
ニ
テ
只
聯
合
ハ

宜、ソ
イ
宜、ソ
ク
聯
合

ス
ヘ
ッ
ト
ノ
御
勧
メ
ニ
テ、

彼
等
ガ
平
生
兄
等
方
ヲ
兄
等
厚
ク
信
ス
ル
所
ョ
リ
直
二

兄
等
ノ
言
二

服
従
シ
、

荻
二

聯
合
ス
ル
ト
仮
定
ス
ル

二
、

後
々
二

教
会
員
力
己
ノ
意
見
）
出
来．
ス
ッ
テ
ロハ
々
兄
等
J
誘
尊
ニ
ョ
リ
右
様
靡
合
出
来
ク
リ、

右
様
憲
法
）
下
二

引
キ
連
レ
ラ
レ
ク
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御
勧
ハ
ア
ル
ベ
シ、

然
シ
慎
而
教
会
ノ

V
oice

ヲ
聞
ク
モ
甚
大
切
タ
ル
ベ
シ、

万
一

兄
等
ニ
シ
テ
教
会
ノ

Voice

ヲ
聞
カ
サ
ル
日

叶
刃
ョ
リ
如
斯
ア
リ
タ
ル
ナ
リ
）、

生
徒
等
モ
憲
法
ハ
分
カ
ラ
ヌ
ト
申
居
ノ

同
志
社
ニ
シ
テ
如
此
シ、

他
モ
必
ラ
ス
手
ハ
届
カ
サ
ル

り、
ナ
ド
／
苦
情
ヲ
吐
且
ス
ト
キ
ハ
、

乃
チ
兄
等
ハ
右
様
軽
卒
／
御
挙
動
ニ
リ
ス
ボ
ソ
ッ
プ
ル
ニ
可
有
之
候
問、

此
義
ハ
小
生
そ
今
廿
ヨ
リ・

兄
等―ー
対、ソ
御
忠
告
否
朋
言
仕
置
可
申
候
間、

予
メ
御
承
知
有
之
度
候

今
回
之
集
二
付
キ
小
生
ノ
大
二
恐
ル
、
所
ハ
教
会
ノ
準
備
出
来
サ
ル
所
ナ
リ、

我
力
諸
教
会
ニ
テ
滴
足
二
用
意
ノ
出
来
ク
ル
教
会
ハ
幾
個

ア
ル
ヤ、

兄
等
願
ク
ハ
目
ヲ
甜
テ
御
笠
ア
リ
賜
へ
、

我
力
同
志
社
教
会
ノ
如
キ
ハ
他
ョ
リ
推
サ
レ
テ
尤
モ
意
見
二
智
識
二
富
ミ
ク
ル
教
会

ト
認
メ
ラ
ル
、
モ、

此
ノ
教
会
ニ
シ
テ
憲
法
研
究
ハ
決
シ
テ
届
キ
オ
ラ
ス、

牧
師
金
森
兄
ノ
説
明
ハ
只
二
回
二
止
マ
リ
シ
ノ
ミ
（
此
ハ
休

暇
ナ
ト
モ
ア
リ、

又
同
兄
ハ

大
学
ノ
為
メ
ニ
御
上
京
モ
ア
リ
タ
レ
ハ
、

決
シ
テ
同
兄
ノ
怠
リ
ニ
ハ
ア
ラ
ス、

止
ヲ
得
サ
ル
シ
ル

「
ん
ス
タ

事
卜
存
シ、

草
案
委
員
ニ
シ
テ
尤
憲
法
ニ
ハ
明
カ
ル
キ
先
翡
ト
モ
見
傲
ス
ヘ
キ
小
崎
兄
ノ
教
会
ニ
ハ
、

去
十
月
ノ
初
メ
ニ
未
タ
一

回
ノ
憲

法
講
究
会
モ
ア
ラ
サ
ル
シ
ョ
シ
小
生
ハ
伝
聞
仕
候、

力
、
ル
有
様
ニ
テ
兄
等
ニ
ハ

御
満
足
ア
ル
カ、

教
会
力
兄
等
ノ
御
誘
潟
ニ
ノ
ミ
服
従

シ
テ
聯
合
ス
ベ
シ
ト
申
出
テ
タ
ル
ト
キ
ハ
、

兄
等
ハ

莞
爾
ト
シ
テ
之
ヲ
採
用
ア
リ
直
二
聯
合
ナ
シ
賜
フ
カ、

兼
而
ョ
リ
組
合
会
中
ノ
巨
魁

先
達
者
卜
仰
カ
ル
、
兄
等
ニ
シ
テ、

右
様
ナ
ル
近
眼
者
ニ
ハ
ア
ル
マ
ジ
ト
小
生
ハ
兼
テ
ョ
リ
固
ク
深
ク
思
ヒ
込
ミ‘

尚
望
ヲ
兄
等
二
属
シ

オ
リ、

兄
等
ニ
ハ

賢
シ
コ
キ
御
所
分
ア
ル
ベ
シ
ト
存
シ
居
候、

兄
等
ハ

民
ハ
之
ヲ
知
ラ
シ
ム
ペ
カ
ラ
ス
ト
寡
人
政
治
主
義
ヲ
取
ラ
ル
、

貴

族
的
ノ
人
種
ト
ハ
小
生
ハ
見
ナ
シ
不
申
候、

何
レ
兄
等
ニ
ハ
代
議
人
二
向
ヒ
聯
合
ノ
得
策
二
関
シ
懇
々
丁
寧
二
御
説
明
ア
ル
事
卜
存
候
得

共、

近
来
教
会
モ
決
シ
テ
唯
々
諾
々
何
ッ
迄
モ
兄
等
ノ
御
誘
導
ヲ
以
テ、

御
尤
千
万
ト
ハ

申
居
ラ
サ
ル
ヤ
ニ
承
リ
候
間、

兄
等
御
随
意
ニ

ハ
、

我
力
教
会
ノ
如
ク
平
素
自
治
自
由
ノ
空
気
ヲ
呼
吸
シ
オ
ル
モ
ノ
ハ
、

イ
ツ
何
時
二
自
由
ノ
旗
ヲ
翻
テ
兄
等
二
反
対
シ
独
立
ノ
教
会
ヲ

起
ス
モ
難
計
候
間、

平
教
会
員
卜
雖
決
シ
テ
易
々
二
御
監
察
ア
ラ
ス、

慎
而
教
会
ノ
輿
論
ノ
方
針
二
付
テ
活
目
ヲ
以
テ
御
覧
ア
ラ
ン
事
ヲ
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諸
愛
兄
御
中

尚

、々

数
日
前
米
国
ノ
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ル
ド
ョ
リ
電
報
ヲ
以
テ、

聯
合
ノ
決
議
ハ

先
見
合
ス
ペ
シ
ト
申
来
候
由、

又
該
局
内
部

ノ
議
論
ハ

甚
シ
キ
非
聯
合
論
ナ
ル
由
薄
々
伝
聞
仕
候、

又
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ナ
ル
教
会
モ
非
常
ニ
ヱ
キ
サ
イ
ト
致
シ
居、

日
本

組
合
会
力
合
併
ス
ル
ナ
ラ
ハ

日
本
J
伝
道
ヲ
引
揚
ケ
テ
支
那
亜
弗
利
加
ノ
内
地
二

迄
尚
一

層
ノ
手
ヲ
広
ク
ヘ
シ
ト

迄
被
申
候
よ

し、

カ
ク
教
会
力
不
同
意
ヲ
唱
フ
ル
ト
キ
ハ
、

禾
ー
ル
ド
ハ

必
ラ
ス
年
々
J
寄
附
ヲ
止
、
メ
ラ
ル
ベ
シ
、

左
ス
レ
ハ

該
局
J
官
且
教

湯
浅
治
郎

金
森
通
倫

伊
勢
時
雄

小
崎
弘
道

宮
川
経
輝

新
島

襄

望
ム
、

小
生
今
日
教
会
ノ
有
様
ヲ
見
ル
ニ
、

延
期
ハ

至
極
ノ
事
ナ
リ
ト
存
ス、

是
レ
ヨ
リ
ハ

教
会
二

多
分
ノ
時
ヲ
与
へ

充
分
ノ
熟
考
ス
へ

キ
機
ヲ
与
へ

賜
フ
方
力
得
策
ナ
リ
ト
存
候、

小
生
ハ

未
ク
憲
法
二

付
余
リ
可
否
ス
ル
ヲ
好
マ
ス、

尚
充
分
ノ
講
究
ヲ
為
シ
ク
ル
古
今
ノ
歴

史
二

遡
リ、

又
将
来
ノ
結
果
如
何
ヲ
考
へ
、

然
ル
后
可
否
ノ
意
見
ヲ
下
シ
タ
ク
存
候、

然
シ
小
生
ハ

ナ
ル
ロ
ウ
セ
ク
タ
リ
ヤ
ン
ト
見
傲
シ

〔
マ
マ〗
l

賜
フ

勿
レ
、

小
生
ハ

兎
角
我
力
執
ル
所
ハ

所
ノ
主
義
如
何
二

付、

去
就
モ
決
ス
ヘ

キ
心
得
二

罷
在
候、

敬
白

十
一

月
廿
三
日
ノ
朝

海
老
名
弾
正
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ル
モ
決
而
安
心
ト
ハ

難
申、

原
氏
二

万
一

ノ
事〔
ア
ル
〕
ト
キ
ハ

如
何
可
相
成
懸
念
ナ
キ
能
ハ
ス、

又
同
氏
ノ
右
様
被
致
候
ハ

他
人
ノ
手
本

＊

又
次
之
総
会
ハ

来
年
五
月
神
戸
二

於
テ
開
会
ノ
事
モ
決
定
セ
リ

昨
廿
三
日
中
二

延
期
説
全
勝
利
ヲ
占
タ
リ

51 3 

徳
富
猪
一

郎

民
友
社

④
墨

之

卜

師
ハ

不
得
止
引
払
フ
ニ

至
ル
ベ
ッ
、

同
士心
社
ノ
蓮
中
モ
帰
国
ス
ベ
ッ、

兄
等
ハ
ア
メ
リ
カ
ソ
戒
ー
ル
ド
ノ
当
分
J
扶
助
二

好
意
ト

ヲ
捨
テ
、
モ
一

致
会
卜
聯
合
ス
ル
ノ
理
由
ヲ
御
覧
ア
ル
カ
御
答
被
下
度
候

否

此
ノ
上
ハ

兄
等
ノ
輿
論
如
何
ョ
リ
モ、

小
生
ハ

諸
教
会
ノ
輿
論
如
何
二

注
目
可
仕
候
又
仕
度
候

同
氏
ノ
手
ニ
オ
キ、

十
一

月
二
十
四
日

①
西
京
寺
丁
通
丸
太
丁

②
東
京
々
橋
日
吉
町
廿
番
地

今
朝
一

寸
北
垣
知
事
ヲ
相
尋
申
候
処、

例
之
原
氏
之
話
有
之
候、

同
氏
ョ
リ
全
ク
六
千
円
寄
附
ス
ル
事
ハ

承
諾
セ
シ
由、

乍
去
右
ノ
金
ハ

五
株
ノ
外
二

又
々
裕
余
ア
ラ
ハ

之
ヲ
元
金
二

加
へ

増
殖
セ
ハ

大
二

同
志
社
ノ
為
二

利
益
ナ
ル
ヘ
シ
ト
被
申
候
由、

ハ

尤
モ
ラ
シ
ク
相
取
レ
候
得
共、

吾
人
ノ
尤
要
ス
ル
所
ハ

槌
ナ
ル
実
物
ヲ
握
ル
ニ
ア
リ、

握
ラ
サ
ル
上
ハ

縦
令
少
々
位
多
分
ノ
利
子
ヲ
得

ト
ナ
リ
他
人
モ
右
様
申
出
セ
シ
ト
キ
ハ

如
何
ト
モ
取
纏
難
キ
次
第
ナ
ル
ベ
シ
ト
存
候、

同
知
事
ハ

近
々
出
京
可
仕
候
間、

右
件
二

付
一

応

井
上
伯
ニ
モ
御
相
談
之
上
可
然
御
所
分
可
被
下
卜
申
置
候
間、

此
之
事
ハ

御
含
之
上
井
上
伯
二

御
面
接、

何
ニ
ト
カ
同
伯
之
御
工
風
ヲ
仰
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人
見、

阿
部、

大
迫
之
三
君
二
特
別
宜
し
く

徳
富
猪一
郎
兄

。
。

之
。

キ
実
物
を
握
シ
候
様
仕
度
候、

勝
伯、

榎
本
子、

後
藤
伯
ニ
ハ
小
生
ョ
リ
丁
寧
二
書
簡
ヲ
以
頼
ミ
置
候
問、

御
都
合
被
下
御
面
接
置
キ
被

下
候
ハ
、
多
謝
之
至
二
不
堪
候、

且
北
晶
治
房
氏
之
件
も
宜
し
く
奉
願
上
候

此
レ
ヨ
リ
第
二
段
之
勝
利
ヲ
占
ム
ヘ
キ
事
二
着
手
可
仕
候、

海
老
名
之
着
航
ハ
風
波
ノ
為
二
延
引
致
候、

何
レ
近
々
来
訪
ア
ル
ペ
シ
ト
存

候（
譴
靡
砿
渭
遠
知
譴
祠
噸
庇
蝉り
9
9、

熊
本
之
新
聞
力
弥
阿
部
君
之
御
手
二
入
候
ハ
、
何
卒
同
志
社
大
学
之
為
社
説
二
御
陳
述
ア
リ、

又
九

州
地
方
募
集
之
事
モ
御
負
担
被
下
候
様
貴
兄
よ
り
御
依
頼
被
下
候
様
仕
度
候、

又
九
州
ヘ
ノ
御
帰
路
ハ
小
生
ヲ
御
尋
被
下
候
様
御
通
置
被

下
度
候、

小
生
モ
来
月
早
々
ハ
神
戸
二
相
移
可
申
候、

右
得
貴
意
度、

早
々
敬
具

十一
月
廿
四
日

尚
、々

井
上
伯、

大
隈
伯、

青
木
子、

野
村
子、

渋
沢、

益
田
君
等
二
若
ツ
御
面
会
ア
ラ
ハ
宜
し
く
御
致
声
被
下
度
奉
希
候

金
森
も
大
分
広
ク
天
下
ノ
事
二
注
目
ス
云
々
卜
申
居
候
（
遮り
吃
遭翫
恥
釦）

昨
日
ハ
池
本
氏
態
々
尋
ネ
呉
申
候

新
島

襄
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515 

＊
＊

 

我
力
組
合
会
中
ノ
或
ル
代
議
人
ョ
リ
小
生
ノ
説
ヲ
吐
露
ス
ヘ
シ
ト
ノ
勧
ヲ
受
ヶ
候
得
共、

今
回
ノ
議
会
二

要
ス
ル
丈
ケ
ノ
意
見
ハ

已
二

委

員
諸
君
二

宛
一

書
相
呈
シ
開
陳
致
シ
オ
キ
候
へ

共
付
キ
御
一

覧
ア
レ
ト
申
遣
候
間、

万
一

総
会
中
之
ヲ
一

覧
シ
又
ハ

之
ヲ
聞
カ
ン
ト
ス
ル

〔

朗
〕

モ
ア
ラ
ハ
、

御
示
シ
被
下
候
ト
モ
御
瑯
読
被
下
候
ト
モ
貴
兄
力
御
随
意
二

被
成
下
度
候

514 

十
一

月
二
十
七
日

其
後
は
打
絶
御
不
音
申
上
候、

陳
者
帰
宅
後
も
不
相
替
病
人
不
相
応
二

多
忙
二

有
之、

殆
卜
来
人
ヲ
拒
絶
致
し
居
位
二

致
し
居
候
得
共、

大
学
二

関
シ
又
教
会
之
事
二

関
シ
多
少
之
事
務
等
有
之、

乍
不
本
意
御
不
沙
汰
二

及
候、

扱
其
後
如
何、

貴
君
二

対
シ
無
鈍
着
ナ
ル
我
力

十
一

月
二
十
六
日

④
墨
新
井
吉
雫

小
生
ノ
書
面
ハ

委
員
方
二

要
求
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ ①

西
京

②
大
坂
高
麗
橋
四
丁
目

前
神
君
方

③
は
が
き

道
子
氏
所
蔵）

⑥
日
付
は
消
印
（
大
坂
）

に
よ
る。

＊

海
老
名
弾
正
・

伊
勢
時
雄

④
墨

⑤
複
写
（
海
老
名
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尚

、々

大
人
大
兄
方
二

宜
し
く
御
致
声
被
下
度
候、

近
頃
は
余
り
種
々
急
ハ

し
く
旬
も
出
来
兼
居
候、

此
十
四
五
日
間
俄
二

気
分

宜
し
く
相
成
候
間、

御
安
慮
可
被
下
候、

何
レ
近
々
休
養
之
為
神
戸
二

参
冬
中
滞
在
可
仕
候、

一

郎
君
ハ

不
相
替
御
勉
強
な
り

新
井
奎
君梧
下

一

候
得
ば、

返
ス

／
＼
モ
漸
時
赤
城
山
下
二

将
来
之
鋭
を
簑
ヒ
賜
ヘ

新
島

襄

政
府
之
御
所
分
ニ
ハ

甚
敬
伏
仕
兼
候
得
共、

聞
ク
所
ニ
ョ
レ
ハ

貴
兄
之
退
去
ハ
一

年
半
故、

例
之
一

年
之
連
中
ト
ハ

期
限
モ

長
カ
ル
ヘ

ク、
「
佐
藤
君
ョ
リ
ハ

貴
君
ノ
退
去
免
除
ノ
事
二

付
上
申
セ
ラ
レ
シ
由」、

多
分
―

ニ
ヶ
月
之
省
減
ハ

ア
ル
カ
ハ

存
シ
不
申
候
得
共、

其
人

間
之
実
価
ョ
リ
モ
算
術
上
之
勘
定
ョ
リ
少
々
之
減
算
ア
ル
位
之
事
ナ
ル
ヨ
シ

薄
々
伝
聞
仕
候、

嗚
呼

ナ
ル
故

人
問
ハ

兎
角
皮
相
上
之
価
ヲ
付
ケ
真
実
之
価
ヲ
知
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、

右
様
之
不
都
合
モ
来
ラ
ス
ム
ル
訳
ナ
レ
ハ
、

貴
兄
ニ
モ

甚
不
満

千
万
ト
ハ

遥
察
申
上
候
得
共、

余
リ
激
セ
サ
ル
様
従
容
ト
シ
テ
今
之
貴
重
ナ
ル
時
間
ヲ
矢
張
何
事
力
有
益
二

消
費
ス
ル
事
ハ

好
マ
シ
キ
事

大
学
之
事
モ
再
ヒ

旗
ヲ
揚
ン
カ
為、

去
七
日
諸
大
新
聞
之
附
録
二

掲
出
候
間、

御
一

覧
之
上
定
而
上
毛
地
方
御
奔
走
被
下
候
事
卜
確
信
仕

居
候、

何
卒
此
一

挙
二

上
毛
ハ

是
非
ト
モ
御
取
纏
被
下
度
候、

何
卒
上
毛
二

而
何
レ
ノ
郡
二

も
可
然
有
志
家
二

尽
力
致
し
呉
候
様
御
周
旋

有
之
度
候、

又
近
々
地
方
之
有
志
家
へ

書
面
を
出
し、

右
周
旋
之
事
ヲ
御
依
頼
可
申
候
間、

先
貴
兄
ニ
―

書
相
呈
し、

大
学
旨
趣
書
井
ニ

設
立
始
末
数
部
御
送
呈
可
申
候
間、

充
分
二

御
奔
走
奉
懇
願
候、

右
為
願
用、

飩
々
敬
具

十
一

月
廿
七
日

八
重
よ
り
も
宜
し
く
申
上
候、

嘉
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立
川
達
吉
殿梧
下

間、

御
落
手
可
被
下
候、

右
為
御
礼
得
貴
意
度、

飩
々
敬
具

⑤
複
写
（
立
川
文
彦
氏
所
蔵）

517 516 

十
一

月
二
十
七
日

十
一

月
三
十
日

十
一

月
州
日

＊
＊

立
川
達
吉

②
東
京
々
橋
区
日
吉
町
廿
番
地

新
島

襄

⑲
*
＊
*

 

拝
啓、

陳
者

貴
下
ニ
ハ

大
学
設
立
之
挙
ヲ
御
賛
成
被
成
下、

金
拾
円
御
恵
投
相
成、

御
好
意
之
程
深
奉
鳴
謝
候、

即
別
紙
落
掌
証
相
呈
候

徳
富
猪
一

郎

西
京

新
島

襄

三
好
退
蔵
殿
（
上
二
番
丁
十
九
番
地
）

方
へ

同
志
社
大
学
旨
趣
書
井
同
志
社
設
立
始
末
二
十
部
ッ
、

至
急
御
回
送
被
下
候
様
奉
仰
候

民
友
社

③
は
が
き

④
墨

⑥
日
付
は
表
書
に
よ
る 。
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一

書
拝
呈
仕
候、

愈
御
安
康
御
起
居
被
遊
欣
賀
至
極
二

奉
存
候、

陳
者
予
テ
御
承
知
モ
有
之
候
通、

我
同
志
社
大
学
設
立
ノ
宿
望
モ
近
来

掲

ニ

至
リ
漸
ク
其
ノ
緒
二

着
ク
ノ
幸
ヲ
得、

去
ル
七
日
ヲ
以
テ
東
京
大
阪
西
京
神
戸
の
諸
新
聞
諸
雑
誌
上
二

附
録
ヲ
掏
ケ
天
下
ノ
士
人
士
ニ

粟

訴
へ
、

之
レ
カ
賛
翔
ヲ
求
ム
ル
ノ
機
運
卜
相
成
申
候、

然
ル
ニ

此
事
タ
ル
実
二

大
事
業
ニ
シ
テ
容
易
二

其
ノ
功
ヲ
奏
シ
難
ク、

又
僅
々
夕

既
二
貴
下
御

の
事
と
存
候

識
認

ル
資
金
ノ
能
ク
為
シ
得
ヘ

キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ハ

世
人
ノ
熟
知
ス
ル
所
ナ
リ
故
二
、

我
邦
家
青
年
陶
冶
ノ
必
要
ヲ
主
唱
セ
ラ
ル
、

同
感
ノ

»ヽ

»ヽ

»ヽ

»ヽ

»
ヽ

»ヽ

»
ヽ

奮
ヽ

厭

志
士
力
自
カ
ラ
卒
先
シ
テ
同
胞
子
弟
教
育
ノ
為
メ
ニ

其
ノ
財
産
ノ
幾
分
カ
ヲ
犠
牲
卜
為
シ、

又
其
ノ
労
ヲ
圧
ハ
ス
シ
テ
大
方
ノ
志
士
仁
人

々
二
広
ク

請
求

仰
キ
促
カ
ス
ニ

朋
友
縁
故
ノ
人
々
二

至
ル
迄
広
ク
其
ノ
袈
成
ヲ
誘
迎
シ
、

其
ノ
投
金
ヲ
仰
ク
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ

到
底
其
ノ
成
功
ヲ
期
シ
難
キ
事
卜
存
候
ハ

就

»ヽ

»ヽ

»
ヽ

»ヽ

・
‘

»ヽ

»
ヽ

下
ニ
モ

て
ハ

貴
殿
ニ
ハ

若
シ
其
の
主
旨
二

就
き
御
同
感
二

候
ハ
ヽ
、

自
ラ
奮
テ
何
卒
幸
二

多
少
二

限
ラ
ス
義
金
ヲ
投
セ
ラ
レ
、

而
シ
テ
併
せ
て
懇

9

»
ヽ

．
｀

富・‘

'

菖
ヽ

切
丁
寧
二

天
下
ノ
志
士
二

訴
へ

其
ノ
義
侠
金
ヲ
奨
励
シ、

以
テ
吾
人
積
年
ノ
宿
望
ヲ
遂
ケ
シ
メ
賜
ハ
ン
事、

吾
人
ノ
切
望
二

堪
工
サ
ル
所

ニ
至
リ
ク
レ
ハ

ニ

候、

今
ヤ
邦
家
／
文
運
益
其
歩
ヲ

進
メ
一

挙
以
テ

泰
西
開
朋
ノ

域
二

逹
セ
ソ
ト
ス
ル
1

時
運
ナ
レ
ハ
、

実
二

千
歳
ノ
一

遇
卜
申
ス
へ

518 

十
一

月

〔
有
志
者
〕

④
墨

尚

、々

御
知
人
中
ニ
ハ

広
ク
右
大
学
之
挙
御
袈
成
有
之
候
様、

貴
下
ョ
リ
充
分
御
奨
励
被
成
下
度
奉
仰
候

⑥
抹
消、

訂
正
は
朱
筆
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京
都

巌

ク
、

吾
人
此
機
二

乗
ッ
テ
寸
カ
ヲ
邦
家
二

娼
ス
ニ
ア
ラ
ズ
ソ
，ハ

又
何
レ
ノ
B
ヲ
開
ス
ペ
ケ
ソ、

在
二

同
士心
社
大
学
設
立
の
旨
趣
及
同
士心
社

設
立
始
末
一

小
冊
ヲ
呈
シ

御
一

覧
ヲ
乞
ヒ
、

井
セ
テ
同
志
社
大
学
設
立
ノ
為
応
分
ノ
御
寄
附
卜
御
周
旋
ト
ヲ
奉
仰
候
也、

敬
白

西
京
同
志
社新
島

明
治
二
十
一

年
十
一

月
之

候
ト
モ

尚
、々
御
寄
附
金
御
送
附
ノ
義ハ
直
チ
ニ
西
京
寺
町
通
丸
太
丁
上
ル
新
島
襄へ
御
送
附
被
下
サ
ル
、
ナ
リ、

'
‘

»̀

A`

奮
ヽ

<

9

»ヽ

9̀

»ヽ

候
ト
モ

ヘ
御
申
込
被
下
サ
ル
、
ナ
リ
御
便
宜
次
第
二
被
成
下
度
侯
也

»
.‘
.‘

〔
マ
マ
〕

本年十月七日ョ
リ
来廿止年四月二
至ル
迄）
朝
野、
毎
日、

一ヲ
以新聞雑誌社寄附金
扱ノ
期限トス

経
済
雑
誌

ー
民
友
社

東
雲
新
聞
社

又
新
日
報
社

中
外
電
報
社

神
戸
大
坂

雑
誌
社

〔
抹
消
〕

「
東
京

新
聞
社

某
殿

»
ヽ

朝
日
新
聞
社

日
出
新
聞
社」

別
紙

又ハ
左
ノ
新
聞
雑
誌
社

日
、々
郵
便、
公
論、
東
京
朝
日、
読
売

漉
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十
一

月

新
島

襄

一

書
拝
呈
仕
候、

愈
御
安
康
御
起
居
被
成
欣
賀
仕
候、

陳
レ
ハ

予
テ
御
承
知
モ
有
之
候
通、

我
同
志
社
大
学
設
立
ノ
宿
望
モ
近
来
二

至
リ

漸
ク
其
ノ
緒
二

着
ク
ノ
幸
ヲ
得、

去
ル
十
一

月
七
日
ヲ
以
テ
東
京
大
阪
京
都
神
戸
ノ
諸
新
聞
雑
誌
上
二

同
志
社
大
学
設
立
ノ
旨
意
ノ
附
録

ヲ
掲
ケ、

普
ク
天
下
同
感
ノ
人
士
二

訴
へ

其
ノ
翼
賛
ヲ
求
ム
ル
ノ
機
運
卜
相
成、

殊
二

右
各
新
聞
雑
誌
社
二

於
テ
此
ノ
旨
意
ヲ
翼
賛
シ
、

〔
率〕卒

先
シ
テ
募
金
取
扱
ノ
労
ヲ
執
ラ
レ
申
候
二

就
テ
ハ
、

貴
下
二

於
テ
モ
若
シ
幸
二

御
同
感
ノ
儀
ニ
モ
有
之
候
ハ
、

何
卒
多
少
二

限
ラ
ス
御

義
捐
被
成
下
度、

併
セ
テ
御
知
己
御
縁
故
ノ
諸
君
ニ
モ
貴
下
ョ
リ
御
周
旋
御
奨
励
被
成
下
度
懇
請
申
上
候、

之
ヲ
要
ス
ル
ニ

大
学
設
立
ノ

事
業
ハ

実
ニ
―

大
事
業
ニ
シ
テ、

全
国
民
ノ
義
侠
心
二

訴
へ

全
国
民
ノ
カ
ヲ
藉
ル
ヨ
リ
他ー＿

其
ノ
道
無
之
卜
存
候、

今
謹
ン
デ
同
志
社
設

立
ノ
始
末、

同
志
社
大
学
設
立
ノ
旨
意
及
ヒ
各
新
聞
雑
誌
社
募
集
取
扱
広
告
文
ノ
写
シ
等
差
出
申
上
候
間、

篤
卜
御
高
覧
ノ
上
御
最
寄
リ

次
第
御
便
宜
二

随
ヒ
右
ノ
各
社
へ

義
捐
金
御
振
込
ミ
被
成
下
度、

此
段
得
貴
意
申
候、

勿
々
頓
首

519 

十
一

月

〔
有
志
者
〕

④
印
刷

694 



明治21年

520 

n
十
一

月
下
旬

此
段
奉
得
買
意
候、

敬
白

④
毛
鉦
（
赤
イ
ソ
ク
）

発
仙

陳
者

過
日
市
原
氏
御
地
出
発
之
際
御
懇
切
ナ
ル
御
伝
言
ヲ
賜
ハ

リ
候
条
深
奉
鳴
謝
候、

其
後
小
生
ョ
リ
意
外
之
御
不
沙
汰
仕
居、

又
春
来

御
尽
カ
ニ
ョ
リ

之
病
気
二

而
貴
地
二

参
趨
モ
出
来
兼
居
候
ハ
、

小
生
ノ
甚
遣
憾
ト
ス
ル
所
御
座
候、

乍
去
閣
下
方
之
御
高
庇
ヲ
蒙
リ
テ
東
華
学
校
モ
漸
々

実
ニ

其
基
ヒ
ヲ
固
フ
ス
ル
ニ

至
ル
ハ

深
ク
小
生
ノ
感
謝
、ソ
テ
止
マ
サ
ル
所
二

御
座
候、

尚
此
上
モ
弥
御
高
配
ヲ
奉
労、

益
高
等
之
地
位
二

進
マ

シ
メ
、

御
地
方
青
年
人
オ
之
菜
陶
場
ト
ナ
シ
度
ハ

小
生
ノ
尤
懇
望
ス
ル
所
二

御
座
候、

却
説
兼
而
閣
下
方
二

も
御
承
知
可
有
之
候
通、

我

去

ヲ
以

同
志
社
も
漸
々
高
等
ノ
地
位
二

進
来
リ、

吾
人
ヲ
シ
テ
瀧
ヲ
得
蜀
ヲ
望
ノ
感
ヲ
起
サ
シ
メ
、

本
月
七
日
之
東
京
大
坂
京
都
神
戸
等
ノ
諸
新

聞
上
ノ
附
録
ヲ
カ
リ、

吾
人
ノ
目
的
旨
趣
ヲ
陳
棲
シ
テ
広
ク
天
下
之
人
士
二

其
翼
賛
ヲ
乞
フ
ニ

立
至
リ
候
求
ム
ル
ノ

機
運
二

立
至
リ
候

'‘

'

»ヽ

富
ヽ

»ヽ

»

ヽ

»ヽ

間、

伏
而
願
ク
ハ

閣
下
方
モ
東
華
学
校
御
袈
助
之
好
意、

否
愛
国
憂
民
之
大
志
ヲ
吾
人
企
居
候
同
志
社
大
学
ノ
挙
ニ
モ
分
割
シ
之
ヲ
御
賛

»ヽ

»
ヽ

»ヽ

»
ヽ

・‘

翔
ア
リ
テ
賜
ヒ
テ、

独
リ
義
金
ヲ
投
セ
ラ
ル
、
二

止
マ
〔
ラ〕
ス

尚
御
知
己
縁
故
ノ
諸
彦
ヘ
モ
賛
成
之
義
御
奨
励
被
成
下
度
梱
願
之
至
二

不

堪
候、

今
慎
而
同
志
社
設
立
之
始
末、

同
志
社
大
学
設
立
之
旨
趣
書、

及
各
新
聞
雑
誌
募
集
取
扱
広
告
文
之
写
等
市
原
氏
二

托
し
進
呈
仕

候
間、

御
高
覧
之
上
各
社
へ

義
捐
金
御
振
込
被
下
候
ト
モ
、

又
直
二

散
社
へ

御
送
附
被
成
候
ト
モ
奉
任
御
便
宜
為
次
第
御
取
計
被
下
度、

＊

松
平
正
直
〕

⑥
草
稿
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O
E
〗l

「
至
急
廻
状」

521 

十
二

月
一

日

④
毛
筆
（
赤
イ
ン
ク
）

⑥
抹
消、

訂
正、

補
筆
は
墨

粛
啓、

陳
者

貴
会
御
一

同
益
御
多
祥
天
父
之
鴻
恩
下
二

御
消
光
被
遊
候
条、

欣
賀
之
至
二

不
堪
候、

陳
者

過
般
大
坂
総
会
二

於
テ
代
議
人

所
ノ

諸
兄
之
御
所
望
ニ
ョ
リ、

ギ
ュ
ー
リ
ク
教
師
御
自
身
二

御
瑯
読
ア
リ
シ
同
師
之
書
簡、

同
師
之
一

致
組
合
両
会
合
併
二

関
ス
ル
同
師
ノ
意

»ヽ
9ヽ
»‘
ァヽ
＞‘

°‘
t
»ヽ

＊
＊

盆
0

モ
有
之
候
ハ
、

見
書
ハ

随
分
意
味
深
遠
ニ
シ
テ、
「
容
易
二
」

了
解
シ
難
キ
所
モ
有
之、

随
テ
同
師
ノ
論
説
ヲ
誤
解
シ
易
キ
恐
レ
ヲ
生
ス
レ
ハ
、

之
ヲ
活
版

»ヽ
»ヽ
»ヽ
t
»ヽ

〔
墨〗〕

ニ

附
シ
テ
広
ク
該
総
会
出
席
ノ
代
議
人
諸
兄
ニ
モ
分
配
ア
リ
タ
キ
モ
ノ
ト
「
ク、

且
ッ
併
セ
テ、

我
力
自
由
主
義
ノ
甚
ヲ
変
更
セ
シ
メ
ス

»
»ヽ
»ヽ
»ヽ

»ヽ
'‘
»ヽ
»ヽ
»ヽ
9‘
t
»ヽ
»ヽ
»ヽ
'‘
»ヽ
»ヽ
»ヽ
ン‘

シ
テ、

同
師
憲
法
ヲ
修
正
ス
ヘ
キ
意
見
書
ヲ
認
メ
ラ
レ
タ
キ
旨、

同
師
ノ
意
見
ヲ
以
テ
憲
法
二

修
正
ヲ
加
へ
、

広
ク
吾
人
参
考
ノ
為
ト
シ

t
?‘

»ヽ
t
t‘
'‘
,‘
t
4、
'‘
ミ
t‘
t
t
t�
t‘
Aヽ
»ヽ
と�
'‘
と
こ

〔
夕〕

迄
御
相
談
有
之
候
ニ

ヘ
懇
望
二
及

テ
吾
人
二

示
サ
レ
サ
キ
旨
（
此
レ
ハ

銘
々
心
得
ノ
為
二

致
シ
タ
キ
由
）
」
二
三
之
兄
弟
ョ
リ
小
生
二

圏
懇
望
被
致
候
付、

同
師
二

相
談
致
申

9ヽ
奮ヽ
'‘
»‘
>ヽ
»ヽ
»ヽ
»ヽ
»ヽ
»ヽ
9‘
t
t
»ヽ
奮ヽ

»ヽ
»ヽ
»ヽ
»ヽ
»ヽ

»ヽ
»ヽ
»ヽ
»ヽ
t

候
処

〔
抹
消〕

ニ
テ
ハ
御
依
頼
二
難
応

候
処、

同
師
ノ
被
申
候
二
、

ソ
ハ

至
極
御
尤
「
之
御
注
文
ナ
ル
モ、

只
々
二
三
之
兄
弟
之
御
注
文
ナ
レ
ハ

承
諾
致
兼
候、

然
し
若
シ
モ
」

'‘
‘、

〔
訂
正〕

依
頼
有
之
二
於
テ
ハ

「
之
御
依
頼
ナ
ル
モ
只
二
ニ
三
之
兄
弟
之
御
依
頼
ニ
テ
ハ

承
諾
仕
兼
侯
得
共、

万
一
」

数
多
之
教
会
ヨ
リ
同
一

之
御
注
文
ト
ア
レ
ハ
、

一

畜`

ニ
モ

応
聯
合
委
員
迄
照
会
之
上
御
回
答
二

可
及
卜
被
申
候
間、

貴
会
ョ
リ
於
而
牧
師
貴
兄
初
今
回
総
会
二

臨
マ
レ
ク
ル
代
議
人
諸
兄
方
力
同
師

相

音心
見
書
上
梓
之
上
分
配
之
義
ヲ
倒
所
望
被
成
候
ハ
、

右
之
趣
小
生
迄
速
二

倒
報
道
被
成
下
度
侯、

右
為
徊
懸
合
得
貴
意
度、

早
々
敬
白

諸
教
会
牧
師
・

代
議
員
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諸
愛
兄
御
中

代
議
人

」

牧
師

〔
訂
正
u

「
諸
教
会

»ヽ

'‘

鳥ヽ

牧
師

諸
兄御

中」

な
抹
消〕

ョ
リ
組
合

会

「
諸
教
会
ョ
リ
御
出
張
ノ
総
代

9ヽ

»ヽ

奮
ヽ

»ヽ

»ヽ

9‘

ヘ

御
出
張
ノ
代
議
人

甘
楽

原
市

安
中

前
橋

n
墨
U

東
京

榎
坂
「
古
荘
三
郎」

番
町
赤
坂

奮

9

（
 

上
州

高
崎

十
二
月
I

B

-- ～ー｀大
島 天 浪 大坂
ノ 満 華 坂

2
塁
〗l

「
尚

、々

手
数
ヲ
省
キ
度
存
候
間、

回
状
二
致
し
候
旨
御
免
被
下
度

候、

若
し
本
文
御
同
意
之
上
ハ
御
調
印
被
成
下
最
寄
之
教
会
へ
御

郵
送
被
下
度
候
被
下
候
而、

且
御
同
意
之
義
ハ
念
ノ
為
別
二
速
ニ

»ヽ

»ヽ

9ヽ

»ヽ

』

』

葉
苫
ヲ
以
テ
小
生
方
迄
御
通
知
相
成
度

且
最
後
二
御
落
手
ノ
教
会
ヨ
リ
ハ
乍
御
手
数
此
ノ
回
状
ハ
小
生
方

迄
御
調
印
ノ
上
至
急
御
差
戻
被
下
度
候
小
生
病
気
二
付、

代
筆
之

»ヽ

»ヽ

»

'‘

”‘

義
ハ
御
免
可
被
下
候
」

新
島

襄
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〔
別
紙
・

墨〕

公
朱u
「
第
二」

東
京
芝
区
西
ノ
久
保
神
谷
町
十
八
番

東
京
ハ

古
荘
三
郎

〔
朱〕
「
第
六」

大
坂
中
ノ
島
湊
橋
北
詰
北
二
入

大
坂

宮
川
経
輝

〔
朱u
「
第
三」

神
戸
下
山
手
通
七
丁
目
三
百
九
十
八
番
地

神
戸

〔
朱〕

阿
部
政
恒

盆
朱
〕

「
第一
ー

上
州」

「
群
馬
上
州
前
橋
本
丁
三
丁
目

三
田

不
破
唯
二
郎」

盆
朱二
「
第
五」

岡
山
門
田
屋
敷

岡
山

阿
部
磯
雄

G

朱〕
「
第
四」

熊
本
県
熊
本
区
新
屋
敷

熊
本

海
老
名
弾
正

n
朱＞
「
第
七」

宮
城
県
仙
台
清
水
小
路

東
華
学
校

仙
台

市
原
盛
宏

今
治

n
朱u

「
山
中
懸
合
ベ
ツ
」

福
岡

八
代

熊
本

3

2

1

 

ー岡
山

3

2

笠
岡

高
梁

f

\

 

4
 

天
城

三
田

姫
路

»
ヽ

9̀

,‘
'‘

一
—
神
戸

兵
庫

多
聞

明
石

：
/ ‘` 

松 小 今
山 松 治
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明治21年

同
志
社

固

十
二

月

粛
啓、

費
会
御
一

同
益
御
多
祥
天
父
之
湧
恩
下
二

御
消
光
被
遊
候
条、

欣
賀
之
至
二

不
堪
候、

陳
者

過
般
大
坂
総
会
二

於
テ
代
議
人
諸
兄

之
御
所
望
ニ
ョ
リ、

ギ
ュ
ー
リ
ク
教
師
御
自
身
二

御
瑯
読
ア
リ
シ
所
之
一

致
組
合
両
会
合
併
二

関
ス
ル
同
師
之
意
見
書
ハ
、

随
分
意
味
深

遠
ニ
シ
テ
容
易
二

了
解
シ
難
キ
所
モ
有
之、

随
テ
同
師
之
論
説
ヲ
誤
解
シ
易
キ
恐
も
有
之
候
二

付、

之
ヲ
活
版
二

附
シ
テ
広
ク
該
総
会
出

席
ノ
代
議
人
諸
兄
二

も
分
配
ア
リ
タ
ク、

タ
キ
旨
二
三
之
兄
弟
よ
り
小
生
迄
御
相
談
有
之
候
二

付、

同
師
へ

懇
望
二

及
候
処、

同
師
之
被
申
候
二
、

モ、

只
々
―
――――
之
兄
弟
之
御
依
頼
ニ
テ
ハ

承
諾
仕
兼
候
得
共、

迄
照
会
之
上
御
回
答
二

可
及
卜
被
申
候
間、

貴
会
二

於
テ
牧
師
貴
兄
始
メ
今
回
総
会
二

臨
マ
レ
タ
ル
代
議
人
諸
兄
ニ
モ
、

同
師
意
見
書
上

梓
之
上
分
配
之
義
ヲ
御
所
望
相
成
候
ハ
ヽ
、

小
生
迄
速
二

御
報
道
被
成
下
度、

右
為
御
懸
合
得
費
意
度、

早
々
敬
白

至
急
廻
状

522 

十
二

月

新
島

襄

固

同
志
社
・

彦
根
・

長
浜
諸
教
会
牧
師、

④
暴

⑥
代
筆。
同
文
廻
状
の
宛
先
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
榎
坂
・

番
町
／
神
戸
・

兵
庫
・

多
聞
・

明
石
／
熊
本
・

八
代
・

福
岡
／
岡
山
・

高
梁
・

笠
岡
・

天
城
／
大
坂
・

浪
華
・

天

満
•

島
ノ
内
／
高
崎
・

前
橋
•

安
中
・

原
市
・

甘
楽
の
各
教
会

且
併
セ
テ
同
師
之
意
見
ヲ
以
テ
憲
法
二

修
正
ヲ
加
へ
、

吾
人
参
考
之
為
ト
シ
テ
吾
人
二

示
サ
レ

ソ
ハ

至
極
御
尤
之
御
依
頼
ナ
ル

万
一

数
多
之
教
会
よ
り
同
一

之
御
依
頼
有
之
二

於
テ
ハ
、

＊

代
議
人
井
教
会
員

一

応
聯
合
委
員
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523 

猶、

手
数
ヲ
省
度
存
候
而
回
状
二

致
候
義
は
御
免
被
下
度、

若
シ
本
文
御
同
意
之
上
ハ

御
調
印
相
成、

最
寄
之
教
会
へ

御
郵
送
被

下
候
テ、

御
同
意
之
義
ハ

念
之
為
メ
別
二

葉
書
ヲ
以
テ
小
生
方
迄
御
通
知
相
成
度、

此
回
状
ハ

小
生
方
迄
御
差
戻
被
下
度、

小
生
病
気
二

付
代
筆
之
義
は
御
免
可
被
下
候

十
二
月
二
日

京
都
十
二
月
二
日

n
隔
外
u

「
大
島
正
健
愛
兄

新
島

襄」

去
月
廿
二
日
之
華
書
本
日
落
手
拝
誦
仕、

弥
徊
多
祥
神
恩
之
下
徊
消
光
徊
働
キ
之
よ
し
喜
欣
千
万
之
事
二

候、

小
生
事
も
薔
ク
東
京
に
て

代
議
人
井
教
会
員御
中

牧
師
諸
教
会

長
浜

固

＿
罰

④
毛
筆
（
赤
イ
ン
ク
）

＊

 

大
島
正
健

且
最
後
二

御
落
手
ノ
教
会
よ
り
ハ

乍
御
手
数
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明治21年

一

致
ハ

今
ノ
憲
法
二

極
少
々
之
修
正
を
加
へ

組
合
ト

大
堂
子
之
為
募
集
二

尽
力
致
し
候
得
共、

多
分
ハ

病
気
二

而
奔
走
も
品
来
す
病
床
中
ニ
ア
リ
書
面
を
以
儲
方
二
7
ッ
ピ
ー
ル
致
し
居
候
次
第

-＿

而、

諸
事
意
之
如
く
相
成
不
申
候
得
共、

神
ハ

右
様
病
人
之
働
き
を
恵
ま
せ
賜
ひ
て
東
京
ニ
ハ

先
三
万
一

千
円
丈
ヶ
之
資
本
を
手一一

入

レ
申
候、

已
二

御
存
之
通
去
月
七
日
之
新
紙
上
二

附
録
と
な
し
て
同
志
社
大
学
設
立
之
旨
趣
書
差
出
し
天
下〔
二
〕
賛
成
を
仰
＜
―-

立
至
り

〔

二

〕

候
間、

御
地
而
於
而
は
願
ク
ハ

兄
弟
方
ニ
モ
御
手
ヲ
分
チ
其
々
之
人
二

衰
成
之
義
御
奨
励
被
下
候
様
奉
仰
候、

何
卒
官
吏
方
ヘ
ハ

和
田
君

ナ
ド
よ
り
宜
し
く
御
申
込`
、`
御
勧
被
下
候
様
奉
願
上
候、

未
夕
日
モ
浅
ク
候
得
共、

已
二

九
州
之
ハ

テ
よ
り
北
海
道
二

至
リ
迄
私
設
大
学

之
事
ハ

具
眼
者
之
一

問
題
ト
ハ

相
成
申
候

＊
 

先
日
馬
場
氏
よ
り
電
報
を
以
て
御
地
之
兄
弟
等
之
中
已
二

寄
附
二

御
尽
力
被
下
候
よ
し、

又
殊〔
二
〕
新
聞
社
二

も
募
集
負
担
致
し
呉
候
様

通
知
有
之
候
間
直
二

御
依
頼
申
上
オ
キ
候、

何
卒
御
地
之
事
ハ

充
分
御
尽
力
被
下
度、

又
藤
村
君
も
御
帰
札
之
上
ハ

共
二

御
尽
力
被
下
候

様
仕
度
候、

貴
会
も
御
恵
之
下
二

御
進
歩
あ
る
よ
し
奉
欣
賀
候、

何
卒
馬
場
氏
も
働
之
傍
充
分
勉
強
し
前
途
大
ニ
ノ
ビ
進
ム
ノ
策
を
被
致

候
様
精
々
御
引
立
被
下
度
候、

市
来
知
ハ

已
二

設
会
相
成
候
哉、

江
別
ニ
ハ

已
二

御
着
手
相
成
候
哉、

小
生
も
御
不
沙
汰
ハ

致
し
居
候
得

共、

御
地
之
事
ハ

決
し
而
忘
レ
居
不
申
候

〔

欄

外
〕

「
此
レ
ヨ
リ
ハ

只
貴
兄
御
心
得
ノ
為
二

申
上
候
間、

他
人
ヘ
ハ

先
ツ
内
々
二

存
し
被
下
度
候」

〇
去
月
廿
三
日
よ
り
大
坂
二

於
而
一

致
教
会
之
臨
時
会、

組
合
会
総
会
相
開
ら
き、

〔

マ

マ

〕

合
併
す
る
事
二

決
し
候
得
共、

組
合
会
ハ

更
二

憲
法
ス
ラ
可
決
セ
ス
頭
マ
カ
ラ
延
期
説
を
持
出
し、

憲
法
を
審
議
し
合
併
を
可
否
ス
ル
ハ

来
年
五
月
迄
待
ッ
ヘ
キ
事
二

相
決
申
候、

延
期
説
ハ

殆
全
会
ノ
輿
論
二

し
て
格
別
反
対
論
も
な
く
し
て
延
期
二

決
し
た
り、

会
を
漸
時
見
合
セ
テ
懇
談
会
卜
変
化
し
（
是
ハ
一

致
論
者
力
其
説
ヲ
吐
キ
ク
キ
タ
〔
メ
]
ノ
手
段
卜
見
ュ
）、

且
集
会
ハ

議

五
人
程
ノ
宣
教
師
連
中
（
組
合

会
ノ
分
）

力
続
々
卜
立
チ
一

致
論
ヲ
吐
キ
候
ハ
ヽ
、

何
ニ
カ
延
期
論
者
も
一

時
ハ

風
潮
二

流
サ
レ

殆
卜
落
胆
セ
し
有
様
な
り
し
が、

去
廿
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法
ノ
下
二
両
主
義
ヲ
置
ク
モ
ノ
ナ
リ
ト
云
サ
、
ル
ベ
カ
ラ
ス、

き
し
に、

六
日
二
至
リ
代
議
中
ノ
エ
風
ニ
ョ
リ
宜
教
師
中
少
々
意
見
ア
リ
テ、
ム
ヤ
ミ
ニ
一
致
設
計
ヲ
吐
カ
サ
ル
人
々
両一―一
人
ヲ
招
キ
其
意
見
を
聞

一
致
ノ
軽
々
二
出
来
難
キ
ノ
論
説
あ
り、

代
議
人
中
よ
り
小
生
ノ
説
ヲ
聞
キ
タ
キ
ト
申
者
モ
有
之
候
テ
電
信
を
以
て
小
生
ノ
説

テ

を
出
セ
ト
申
来
ル、
答
ハ
予
ハ
病
気
故
別
二
意
見
ハ
出
サ
ス、
只
々
聯
合
委
員
迄
鄭
見
ハ
已
二
陳
し
タ
リ
ト
申
遣
し、
之
ヲ
辞
候
処、
両
人

ノ
使
者
ヲ
態
々
京
都
迄
遣
し
小
生
ノ
意
見
ヲ
聞
カ
セ
ト
申
事
二
付
キ、
不
得
止
榔
見
を
陳
し
申
候、

其
大
意
ハ
多
分
記
録
上
二
載
セ
テ
上

略
陳

梓
可
致
候
間
其
上
御
覧
二
可
呈
候、
之
ヲ
要
す
る
に
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ク
・
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ト
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
テ
ィ
ク
・。フ
リ
ン
シ。フ
ル
ト

如
何
セ
ハ
混
合
シ
得
ル
ヤ．

何
分
今
ノ
憲
法
ハ
我
力
自
治
会
ノ
上
別
二
政
柄
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ヲ
載
カ
サ
ル
ヲ
不
得
ガ
如
シ、

去
レ
ハ
一
憲

両
主
義
ノ
併
立
ス
ル
間
ハ
必
ラ
ス
コ
ン
フ
レ〔
ク]
ト
ア
ル
ヲ
免
カ
レ
ス、

両
教
会
力
両
種
類
ノ
旗
色
ヲ
有
シ
ッ
、
合
併
セ
ン
ト
ス
レ
ハ、

克
々
ノ
聖
人
力
又
能
々
ノ
愚
人
ニ
ア
ラ
サ
ル
以
上
ハ
互
ヒ
ノ
競
争
ア
ル
ヲ

免
カ
レ
ス、

願
ク
ハ
合
併
前
二
当
リ
幾
重
ニ
モ
思
考
ヲ
回
ラ
シ
テ
此
等
ノ
困
難
ヲ
避
ク
ル
ノ
エ
風
ア
リ
ク
シ
ト
注
文
セ
リ、

申
セ
シ
内
尤
敬
伏
シ
難
キ
ハ
上
告
ノ
一
点
卜
寡
人
政
治
二
傾
向
ア
ル
ノ
一
点
ナ
リ
（
小
生
ハ
我
力
自
由
主
義
ヲ
マ
ケ
テ
モ
一
致
ス
ル
程
ノ

利
益
ハ
ド
ウ
シ
テ
モ
発
見
セ
サ
ル
ナ
リ、
我
力
自
由
主
義
ヲ
曲
ケ
ス
シ
テ
合
併
シ
得
ル
ノ
策
ア
ラ
ハ
決
シ
テ
不
同
意
ハ
申
ス
マ
シ
）

te

言
レ
今
ノ
憲
法
ニ
ハ
充
分
ノ
修
正
ヲ
加
ヘ
キ
積
二
御
座
候

来
年
五
月
神
戸
二
開
カ
ル
ヘ
キ
組
合
総
会
二
於
テ
ハ
弥
合
併
ヲ
可
否
ス
ヘ
ク
候

no

®

 

G
欄
外
u

「
御
地
之
名
産
林
檎
御
遣
し
被
下
候
よ
し
深
く
御
好
意
を
奉
謝
侯

＊＊
 

近
来
満
ボ
ウ
先
生
ハ
如
何、

毎
々
御
話
し
申
居
候

費
会
之
兄
弟
方、
馬
場
君、

特
二
令
閏
様、

伊
東
老
大
人
様
方
二
よ
ろ
し
く、
八
重
よ
り
も
同
断
申
上
候」

又
其
外
種
々
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明治21年

十
二

月
三
日

te
（
小
生
ハ
公
然
卜
新
紙
上
ナ
ド
ニ
郡
見
ヲ
吐
ク
事
ヲ
好
マ
ス、
可
成ハ
費
兄
方
卜
内
輪
ニ
テ
御
打
合
ノ
出
来
ル
丈
ヶ
ハ
御
打
合一

n
 
ヲ
為
シ
度
候、
其
ノ
上
ニ
テ
御
相
談
ノ
成
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
天
ナ
リ
命
ナ
リ
ト
明
キ
ラ
メ
可
申
候

一
書

寸
堵
拝
啓
仕
候、
過
日
は
当
地
二
も
御
立
寄
之
由
な
れ
共、
拝
眉
を
得
サ
リ
シ
ハ
甚
遺
憾
之
至
二
候、
陳
者
小
生
も
此
春
来
大
病
ニ
カ
、

リ
オ
リ
余
リ
是
迄
此
合
併
ノ
相
談ニ
ハ
加ハ
リ
得
サ
リ
シ
モ、
先
日
ハ
組
合
会
総
会
ノ
要
求二
応
シ
テ
少
々
榔
見ハ
吐
キ
オ
キ
申
候
得
共

延
期
卜〔
ノ〕
事
故、
諸
事
拍
へ
目
二
開
陳
致
し
置
申
候、
小
生
ノ
察
ス
ル
所
ニ
ョ
レ
ハ
我
力
組
合
会
中
之
或
ル
兄
弟
中
ニ
モ
小
生
ハ
只
頑
固

〔
朱線•
以下同〕

ナ
ル
セ
ク
タ
リ
ヤ
ン
ニ
シ
テ、
無
ヤ
ミ
ニ
合
併
二
反
対
ス
ト
取
ル
モ
ノ
モ
有
之
様
二
見
受
ケ、
此
ノ
要
重
ナ
ル
事
件
二
関
シ
一
言
モ
小
生

〔
補〕
「
先
生
方
ノ
小
生
二
相
談二
及ハ
レ
サ
リ
シ
ハ
小
生
ノ
病
気
ナ
ル
ニ
ョ
ル
ナ
リ
ト
モ
存
候
得
共」
小
生
ハ

如
斯
ク
相
談二
及ハ
サ
リ
シ
ニ
ョ
リ
今
日
迄
モ
沈
黙
シ
致
シ
オ
リ
シ
ナ
リ、
如
斯
其
ノ
意
見
ヲ
交
通
セ
サ
ル
ニ
於
テ
ハ
遂二
互
二
心
中
ヲ

明
知
ス
ル
能ハ
ス、
随
テ
厘
毛
ノ
差
ョ
リ
千
里
ノ
隔
絶
ヲ
生
ス
ル
ニ
至
ラ
ン
モ
計
リ
難
シ、
小
生
ハ
病
中
随
分
筆
ヲ
把
リ
候ハ
甚
困
難
ナ

〔
朱点•
以下同〕

0

0

 

ル
モ、
万一
我
力
兄
弟
中
小
生
ノ
ポ
セ
シ
31ン
ヲ
誤
解
ア
リ
テ
小
生
ヲ
只
頑
固
ナ
ル
反
対
論
者
卜
見
傲
サ
レ
テ、
小
生
ヲ
避
ク
ル
カ
如
キ

徹
ア
ラ
ハ、
小
生
ノ
良
友
モ
益
小
生
ノ
心
底
ヲ
誤
解
シ、
小
生
モ
亦
奇
異
ナ
ル
思
考
ヲ
起
シ
テ
遂二
互
ヒ
ノ
誤
解
ヲ
生
セ
ン
事
ヲ
恐
レ、
今

朝
禿
筆
ヲ
ト
リ
少
々
郡
見
ノ
存
ス
ル
所
ヲ
陳
シ、
和
田
正
幾、
市
原
盛
宏
ノ
両
氏
宛ニ
ナ
ッ
テ一
書
差
出
シ
オ
キ
申
候
間、
願
ク
ハ
右
ノ
書

面
モ
御一
覧
ア
リ
又
市
原、
和
田
両
氏
ト
モ
御
計
リ
被
下、
貴
兄
御
洋
行
前
二
当
リ
貴
兄
ノ
御
意
見
如
何
ヲ
モ
一
応
小
生
迄
御
漏
ラ
シ
被

一
相
談二
及ハ
サ
リ
シ
ナ
リ‘
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押
川
方
義

④
墨、

赤
イ
ソ
ク

璽
稿
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下
候
様
切
望
ノ
至
二

不
堪
候、

吾
人
ノ
間
二

情
実
ノ
通
セ
ズ
シ
テ
誤
解
ヲ
生
シ、

冥
々
裏
二

不
満
ヲ
抱
キ
オ
ル
程
交
誼
ヲ
傷
害
ス
ル
モ
ノ

〔
熱〕

ハ
ア
ル
マ
ジ
ト
存
候
問、

小
生
ノ
心
底
ヲ
略
記
し
市
原、

和
田
二
通
し
置
候
間、

貴
兄
ニ
モ
荀
モ
合
併
二
御
熟
心
ナ
ラ
ハ
相
当
ノ
順
序
ハ

日
ノ
有
様
ニ
シ
テ、

心
底
ヲ
開
ラ
キ
相
談
二
及
ハ
レ
ザ
ル
ガ
如
キ
ハ
将
来
御
互
ヒ
ノ
間
二
如
何
ナ
ル
誤
解
ヲ
生
シ、

如
何
ナ
ル
分
裂
ヲ
生

ス
ル
モ
計
ラ
レ
ス、

是
レ
小
生
ノ
病
ヲ
犯
シ
テ
一
筆
ヲ
ト
リ
市
原、

和
田
ノ
両
氏
二
送
リ
シ
以
謂
ナ
リ、

或
人
ハ
小
生
ハ
熟
心
ナ
ル
コ
ン

グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
外
刻
ノ
者
ナ
リ
ト
思
ハ
ル
、
カ
ハ
存
シ
不
申
候
得
共、

小
生
ハ
国
家
ノ
政
体
ニ
ト
リ
テ
ハ
今
ノ
立
君
憲
法
政
体
ヲ
好
ッ
ト

*

、
、
、
、

ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
モ、

独
リ
教
会
政
治
二

至
リ
テ
ハ
デ
ィ
モ
ク
ラ
チ
ク。フ
リ
シ
プ
ル
ヲ
甘
受
欣
奉
ス
ル
モ
ノ
ニ
有
之
候
テ、

此
ノ。フ
リ
ン
シ

プ
ル
カ
小
生
ノ
ス
タ
ン
ド
ボ
イ
ン
ト
九
オ
ヴ
ィ
ウr
F
70
ナ
ガ
チ
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ト
申
ス
ニ
ア
ラ
ス、

自
治
自
由
共
和
平
等
主
義
ヲ

取
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
二
有
之
候
ハ
、
教
会
政
治
ハ
之
ヲ
以
テ
基
礎
ト
ナ
シ
度
候、

故
二
合
併
憲
法
中
ニ
モ
成
ル
ベ
ク
ハ
チ
ョ
ー
チ
・
オ
ー
ト

0

0

 

ノ
ミ
ー
ヲ
確
認
セ
ラ
レ
（
今
ノ
儘
デ
ハ
未
夕
不
満
足
二
候）、

今
部
会
聯
会
総
会
ノ
方
二
附
托
シ
タ
ル
権
ヲ
減
省
シ
度
モ
ノ
ナ
リ
（
其
ノ

上
告
ナ
ド
ハ
憲
法
中
ョ
リ
成
ベ
ク
ハ
劃
除
致
シ
タ
キ
モ
ノ
ト
存
候
（
此
事
モ
何
レ
兄
弟
卜
協
議
ノ

〔
補〕

上
何
ニ
カ
明
案
ハ
出
来
ヘ
キ
モ
ノ
ト
存
居
候）、
「
左
ナ
キ
ト
キ
ハ
吾
人
ノ
内
二
上
告
劃
除
論
者
ハ
殆
ン
ト
多
数
ヲ
占
メ
タ
レ
ハ
、

宣
教
師

方
ヤ
委
員
翡
力
如
何
二
喋
々
ス
ル
モ、

荀
モ
上
告
ノ
上
位
ヲ
占
ム
ル
事
ナ
レ
ハ
、

我
力
組
合
会
中
聯
合
二
不
同
意
ヲ
唱
へ
不
服
ヲ
鳴
ラ
ス

0

0

 

モ
ノ
ハ
続
々
翡
出
ス
ベ
ケ
レ
ハ
、

予
メ
御
暴
省
ヲ
願
ヒ
オ
キ
申
候」、

弦
二
尤
困
難
ノ
事
ハ
小
生
ノ
注
文
ノ
如
ク
過
度
ニ
デ
ィ
モ
ク
〔
ラ
J

チ
ク。フ
リ
ソ
シ。
フ
ル
ヲ
主
張
セ
ハ
、
一
致
会
ニ
ハ
必
ラ
ス
御
不
同
意
ナ
キ
ヘ
キ
ハ
明
々
白
々
ノ
事
ナ
レ
ハ
、

ド
レ
程
我
力
主
義
ヲ
曲
ケ
テ

し

遵
奉
シ

一
致
会
ノ
兄
弟
二
御
満
足
ヲ
与
へ
得
ヘ
キ
ャ、

又
ド
レ
程一
致
会
ノ
御
注
文
ヲ
聞
キ
テ
我
カ
チ
m
ー
ル
チ
・
オ
ー
ト
ノ
ミ
ー
ヲ
保
存
シ
得

0

0

 0

 

ヘ
キ
ャ
甚
困
難
／
問
題
ナ
リ、

小
生
ハ
ド
ウ
デ
モ
合
併
ス
ヘ
シ
ナ
ト
、
申
ス
盲
合
併
ヲ
申
ス
モ
ノ
ニ
無
之
候
問、

予
メ
御
知
セ
申
置
候、

法
方
二
至
リ
テ
ハ
尚
考
案
中
ナ
リ）、

御
踏
ミ
被
下
度
候、

合
併
論
者
ハ
一
組
ニ
ナ
リ
他
卜
計
ラ
ス、

合
併
二
関
シ
尤
注
意
ヲ
要
ス
ル
論
者
（
小
生
ノ
如
キ
モ
ノ
ハ
）
ハ
孤
城
落
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明治21年

貴
兄
／
知
キ
器
々
卓

、々

区
々
ク
ル
祖
律
二

覇
サ
＞
サ
ル
具
眼
者
卜
認
メ
串
候
問、

顧
ク
ハ

将
来
完
全
ニ
ッ
テ
双
方
／
満
足
ヲ
与、

再
ヒ

敗
裂
ノ
蔓
ヲ
生
セ
サ
ル
程
ノ
合
併
ヲ
御
工
風
ナ
シ
被
下
候
ハ
ヽ
、

小
生
ハ

実
二

満
足
ノ
至
二

不
堪
候、

我
力
組
合
会
中
ニ
モ
已
二

自
由
論

ヲ
吐
ク
ノ
青
年
翡
ハ

決
シ
テ
僅
少
ナ
ラ
ス
、

槻
東
組
合
七
教
会
中
ノ
青
年
中
固
ク
自
由
主
義
ヲ
取
ル
モ
ノ
多
々
ア
リ
ト
云
ベ
ク、

我
力
同

G
墨
線•
以
下
同
〕

志
社
教
会
中
ニ
モ
ピ
ュ
ー
リ
ク
ン
ノ
追
風
ヲ
慕
ヒ
オ
ル
モ
ノ
少
シ
ト
セ
ス、

今
回
延
期
説
ノ
起
リ
シ
モ
ツ
マ
リ
委
員
等
ノ
ア
マ
リ
自
在
ニ

教
会
ヲ
左
右
セ
ン
ト
シ
タ
ル
ニ

激
シ
タ
ル
事
ナ
リ
ト
存
シ
候、

右
様
其
ノ
道
ヲ
尽
サ
ス
教
会
ノ
満
足
ヲ
モ
与
ヘ
ス
シ
テ
無
ヤ
ミ
ニ

合
併
ヲ

誘
導
ス
ル
カ
如
キ
ハ

決
テ
合
併
ヲ
促
カ
ス
ノ
良
手
段
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ、

却
テ
反
動
ヲ
醸
出
ス
ル
ノ
拙
策
卜
云
ザ
ル
ヲ
得
ス、

自
治
ノ
精
神

ヲ
抱
ケ
ル
モ
ノ
ヲ
濁
カ
ン
ト
ナ
レ
ハ
、

先
ツ
其
ノ
自
治
ノ
体
ヲ
傷
ケ
ス
シ
テ
満
足
セ
シ
ム
ル
ノ
手
段
二

出
ツ
ル
ヨ
リ
他
二

良
工
風
ハ
ア
ラ

サ
ル
ナ
リ、

関
東
七
会
ノ
如
キ
ハ

今
ノ
憲
法
ノ
儘
ニ
テ
合
併
ス
ル
ニ

至
ラ
ン
ナ
レ
ハ
、

仕
候、

何
卒
貴
兄
之
御
明
案
ア
ラ
ハ

御
聞
セ
被
下
度
梱
願
ノ
至
二

不
堪
候、

敬
白

十
二
月
三
日

小
生
ハ

病
気
二

罷
在、

向
後
度
々
御
文
通
致
ス
訳
二

参
兼
候、

只
今
回
ハ

小
生
ノ
望
ム
所
ヲ
開
陳
仕
候
迄
也、

此
ノ
書
ハ

井
深
君

二

御
廻
ハ
シ、

同
君
ノ
御
意
見
ヲ
モ
伺
ヒ
度
奉
存
候

〔
赤
ィ
ン
ク〕

「
御
返
事
次
第
ニ
テ
小
生
モ
将
来
ノ
方
針
ヲ
相
定
申
度
候、

貴
兄
方
二

而
万
一

非
常
ナ
ル
御
果
断
ナ
キ
事
ナ
ラ
ハ
、

恐
ク
ハ
一

致

ハ

敗
談
二

至
ラ
ン
カ
ト
存
候、

小
生
ノ
察
ス
ル
所
ニ
ョ
レ
ハ
、

関
東
ノ
組
合
七
教
会
ノ
如
キ
ハ

飽
マ
テ
モ
今
ノ
憲
法
ノ
如
キ
寡
人

政
治
ヲ
保
存
ス
ル
モ
ノ
ハ

反
対
ス
ヘ
ク
候
間、

費
兄
二

御
承
知
有
之
度
候、

押
川
方
義
兄

新
島

襄

必
ラ
ス
之
二

応
セ
サ
ル
ハ

小
生
今
日
ョ
リ
断
言
可

又
組
合
会
中
舒
々
タ
ル
委
員
等
中
ノ
申
分
モ
ア
ナ
ガ
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525 

加
藤
勝
弥

議
論
ノ
隔
異
ス
ル
所
ョ
リ
分
裂
ノ
生
セ
サ
ル
様
希
図
仕
居
候」

〔

マ

マ

〕

チ
組
合
会
ノ
輿
論
ト
ハ

思
ハ
レ
不
申、

青
年
輩
中
ニ
モ
已
二

委
員
等
二

反
対
ス
ル
モ
輩
モ
多
分
有
之
候、

何
卒
我
組
合
会
中
ニ
モ

十
二

月
五
日

⑤
田
中
良
一

写

0
県
会
議
員
御
一

同
へ

可
呈
大
学
旨
趣
書
等、

東
京
之
徳
富
氏
よ
り
可
呈
事
卜
致
シ
オ
キ
申
候

過
日
ハ

貴
書
御
投
与
被
下
喜
而
奉
拝
誦
候、

陳
者
兼
而
御
心
配
被
成
候
学
校
之
事
も
粗
御
片
付
申
候
由
大
慶
二

奉
存
候、

先
般
来
内
村
君

之
申
分
書
乃
際
余
二

速
二

打
コ
ワ
シ
ニ

懸
リ
ハ
セ
〔
ヌ
〕
カ
ト
大
二

心
配
仕
候
次
第
二

候、

内
村
氏
ニ
テ
モ
学
校
之
コ
ン
ス
テ
チ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
変
更
ス
ル
ハ

余
リ
得
策
ニ
ア
ル
マ
ジ
ト
心
配
致
シ
訳
二

候、

然
シ
已
二

御
落
付
き
相
成
候
事
ハ

実
二

大
慶
重
々
ノ
事
卜
存
候、

内
村

氏
ニ
モ
小
生
ハ

頗
る
信
用
致
し
居、

其
ク
リ
シ
チ
ャ
ン
キ
ャ
レ
ク
ト
ル
ハ

甚
高
尚
二

有
之、

小
生
等
モ
毎
度
同
氏
二

対
シ
汗
顔
之
次
第
ト

存
候
事
も
有
之
侯、

学
校
委
員
モ
安
心
し
内
村
兄
モ
納
得
し
働
ら
き
呉
候
事
ナ
レ
ハ

至
極
ノ
事
卜
奉
存
候

薮
二

折
入
而
相
願
度
一

事
出
来
仕
候、

乃
チ
別
事
二

非
ラ
ス
同
志
社
大
学
設
立
之
件
也、

是
レ
ハ

已
二

十
一

月
七
日
之
新
聞
紙
上
二

御
一

覧
ニ
モ
相
成
候
通、

已
二

全
天
下
二

訴
へ

其
賛
矧
ヲ
仰
キ
申
候
間、

貴
県
々
会
結
了
ヲ
告
ケ
サ
ル
前
二

当
リ、

貴
下
又
他
之
有
志
等
方
々

御
尽
カ
二
よ
り
右
問
題
二

付
キ
散
会
の
前
充
分
二

各
員
J
侮
賛
成
倒
負
担
被
下
候
様
御
周
旋
被
下
間
敷
や、

何
レ
此
事
ハ

全
天
下
二

訴
ヘ
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明治21年

候
や

526 

其
賛
助
ヲ
仰
キ
事
二

候
ヘ
ハ
、

何
卒
貴
県
二

も
卒
先
ッ
テ
此
挙
ヲ
徊
助
被
下
候
様
仕
度
候

大
学
ハ

純
然
ク
ル
大
学
二

致・ソ
度
候、

且
キ
リ
シ
チ
ャ
ソ
主
義
ノ
モ
ノ
ニ
ハ

御
座
候
得
共、

之
ヲ

以
テ

伝
道
之
機
会
ト
ナ
ス

訳
二

之
無

候、

決
而
セ
ク
タ
リ
ア
ン
ノ
大
学
ニ
ア
ラ
ス
、

又
何
レ
ノ
宗
派
よ
り
も
生
徒
之
入
学
被
致
候
事
ハ

小
生
之
切
望
ス
ル
所
二

候、

同
志
社
モ

勤
テ
ネ
ル
ロ
ー
セ
ク
タ
リ
ア
ン
ニ

無
之
様
致
居
候
得
共、

大
学
ハ

尚
一

層
ブ
ロ
ー
ド
ニ

な
し
度
候、

此
儀
ハ

内
村
兄
二

も
御
通
知
被
下
度

十
二
月
五
日

①
西
京
寺
丁
通
丸
太
丁

④
赤
イ
ソ
ク

徳
富
猪
一

郎

尚
々
別
紙
ハ

貴
県
々
会
議
長
二

御
渡
シ
議
場
二

御
持
出
前
充
分
御
打
合
セ
被
下
候
様
奉
仰
候

加
藤
勝
弥
兄

十
二

月
五
日

御
依
頼
之
程
奉
仰
候

②
東
京
々
橋
区
日
吉
町
廿
番
地

両
三
之
華
書
拝
誦
仕
候、

先
日
来
段
々
御
奔
走
被
下
奉
鳴
謝
候、

尚
此
上
も
榎
本、

勝、

後
藤
等
ヘ
ハ

何
ニ
ト
カ
充
分
二

負
担
し
呉
侯
様

民
友
社

至
急
願
用

新
島

襄
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小
生
も
此
二
三
日
ハ

大
分
気
分
よ
ろ
し
く
夜
分
も
能
く
安
眠
致
し
申
候、

来
十
一

日
ニ
ハ

神
戸
二
引
越
可
申
候、

之
積
二
候、

乗
馬
を
試
侯
処
至
極
よ
ろ
し
く
候、

湯
浅
兄
二
よ
ろ
し
く

ハ

為
願
用、

早
々
頓
首

五

十
二
月
四
日

»
ヽ

徳
富
猪
一

郎
兄梧
右

新
島

襄

先
日
来
金
森
氏
出
張
大
坂
兵
庫
岡
山
等
之
県
会
二
出
テ
、

議
場
二
演
ス
ル
ノ
機
ヲ
得、

大
二
賛
成
を
得、

議
長
等
ハ
非
常
二
尽
力
致
し
呉

候
よ
し、

又
近
々
和
歌
山
奈
良
（
頭
凜
翫
茫
転）

滋
賀
三
重
愛
知
岐
阜
等
二
出
張
ヲ
可
致
候
（
鯰
翌
蘊
謳
五
吃
謡
巴
北

弦
二

貴
兄
之
御
工
風
を
相
願
度
ハ

新
潟
県
会
二
非
常
之
イ
ン
テ
レ
ス
ト
ヲ
起
さ
し
め
度
事
二
候、

加
藤
勝
弥
な
る
者
ハ

小
生
も
懇
意
二
候

得
共、

貴
兄
ニ
ハ

誰
ソ
彼
県
会
中
有
力
者
二

御
懇
意
タ
ル
ベ
シ
ト
存
候
間、

県
会
ニ
イ
ン
テ
レ
ス
ト
ヲ
ク
リ
ヱ
ー
ト
致
し、

随
而
全
県
下

ニ
波
及
セ
シ
メ
全
県
下
之
問
題
卜
な
し
度
候、

若
シ
可
然
御
知
人
無
之
時
ハ

何
ニ
ト
カ
貴
兄
之
御
工
風
二
而
後
藤
伯
卜
御
相
談
ハ

出
来
不

申
候
哉
奉
伺
候、

又
秋
田
県
会
ニ
ハ

御
知
人
も
可
有
之
候
間、

該
県
之
事
ハ

御
負
担
被
下
候
様
仕
度
候

上
毛
ハ

湯
浅
兄
充
分
負
担
致
し
呉
候
な
ら
ん、

何
卒
諸
事
御
相
談
之
上、

上
毛
ハ

今
回
之
機
ヲ
活
用
仕
度
候

神
奈
川
県
下
ニ
イ
ン
テ
レ
ス
ト
ヲ
起
し
度
候
間、

此
レ
も
御
工
風
被
下
間
敷
や、

山
梨
静
岡
県
下
二
も
御
知
人
可
有
之、

何
卒
一

封
御
遣

し
被
下
間
敷
や
奉
仰
候＊

 

同
志
社
御
演
説
之
筆
記
御
示
し
被
下、

直
二
拝
読
仕
多
謝
之
至
二
候、

又
九
州
二
も
多
分
之
御
書
簡
御
遣
し
被
下
候
条、

奉
万
謝
候、

先

四
月
比
迄
滞
神
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明治21年

一

群
馬

湯
浅
兄
已
二

御
負
担
ナ
リ
ト
存
候

〔

弥
〕

一

新
潟

ー
小
生
ョ
リ
加
藤
勝
満
迄
一

書
差
出
申
候

一

山
形

一

秋
田

一

岩
手

一

福
島

一

栃
木

一

神
奈
川

一

千
葉

一

山
梨

一

静
岡

521 

ハ

諸
県
会
開
会
二
至
ラ
サ
ル
前
一

応
ノ
御
照
会
被
下
度
候
也

⑤
森
中
章
光
写

前
略
御
免、

陳
者
昨
日
御
依
頼
申
上
候
通
可
相
成
ハ

費
兄
之
御
手
二
て
左
之
諸
県
々
会
二
御
照
会、

大
学
賛
成
之
件
御
依
頼
被
下
候
ハ
、

至
極
之
事
と
奉
存
候（

共
兄
二
も
御
知
人
可
有
之
候
得
共、

勝
伯
ノ
イ
ン
フ
ロ
ー
エ
ン
ス
ヲ

御
活
用
被
成
下
而
は
如
何

貴
兄
よ
り
直
接
二
御
知
人
二
御
依
頼
之
為、

更
二

後
藤
伯
之
書
状
ヲ
御
申
受
ケ
御
遣
し
被
下
而
は
如
何、

願
ク

十
二

月
六
日

徳
富
猪
一

郎
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一

石
川

富
山

一

長
崎

一

福
岡

書
状
出
ス
ベ
ッ、

手
力
、
リ
有
之
候

A

同
断

ハ

未
ク
手
力
、
リ
ナ
シ

一

福
井

一

岐
阜

同

一

愛
知

同

一

三
重

同

一

滋
賀

市
原
氏
二

依
頼
申
置
候
得
共、

仙
台
ノ
東
華
学
校
ハ

余
リ
県
会
ノ
シ
ン
パ
セ
ー
ハ

無
之
候、

如
何
ト
ナ
レ
ハ

知

已
二

着
手

快
ク
依
頼
二

応
ス

快
ク
右
同
断

已
二

着
手、

随
分
冷
胆
ナ
リ

近
々
着
手
ノ
積
リ

直
二

県
会
二

書
状
ヲ
差
出
ス
ベ
ッ

一

和
歌
山

（
巳
二

児
玉
仲
次一＿
依
穎
状
ハ
出
セ
リ

金
森
近
々
出
張
ス
ヘ
シ

一

奈
良

金
森
遊
説
中

一

大
阪

一

兵
庫

一

岡
山

一

山
口

事
自
ラ
卒
先
シ
テ
之
二

尽
カ
シ
ク
ル
ニ
ョ
ル
ナ
ラ
ン
カ

一

仙
台

〔
朱
〕
「
始
末、

旨
趣
書
ハ

市
原
二

托
一

百
部
送
ル
」
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明治21年

前
橋
二

而
は
今
夕
大
学
ノ
為
集
会
ヲ
開
カ
ル
ヘ
キ
旨
新
井
ョ
リ

通
知
有
之
候

徳
富
猪
一

郎
兄梧

下

十
二
月
六
日

也、

早
々
頓
首

一

鳥
取

一

熊
本

一

広
島

一

島
根

（
貴
兄
之
伺
書
面
ニ
テ
足
レ
リ
ト
ス
＞

：閉
徳
島
ヘ
ハ
一

人
出
張
セ
シ
ム
ベ
シ

- - -、
高 愛
知 媛

書
面
ニ
テ
依
頼
ノ
積

東
雲
ノ
連
中
二

托
ス
ペ
シ 、

多
分
植
木
枝
盛
二

托
ス
ベ
シ

関
西
ハ

已
二

右
様
之
始
末
二

候
間 、

何
卒
静
岡
以
東
ノ
所
貴
兄
之
御
手
二

而
御
負
担
被
下
候
様
奉
切
望
候 、

新
島

襄

右
大
至
急
得
貴
意
如
此
候
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十
二

月
七
日

其
後
ハ

打
絶
御
不
音
申
居
甚
不
本
意
千
万
之
事
卜
奉
存
候、

陳
者

小
生
帰
宅
後
逐
日
快
方
二

趣
キ、

当
時
ハ

モ
続
キ
テ
夜
眠
出
来
候
間
少
々
肉
付
キ
申、

⑤
森
中
章
光
写

心
臓
ノ
動
脈
モ
段
々
規
則
定
ル
様
卜
相
成
リ、

近
来
日
日
一

時
間
ハ

乗
馬
致
シ
候
モ
別
二

障

モ
無
之
様
存
候、

当
地
ノ
ペ
レ
ー
氏
ハ
、

小
生
ノ
心
臓
ハ

弁
二

大
ナ
ル
申
分
ァ
ル
ョ
リ
モ
寧
口

神
経
ノ
作
用
鈍
ク
ナ
リ
タ
ル
ナ
リ
ト
断
定

被
致
候、

東
京
ニ
テ
ベ
ル
ツ
ニ

診
察
ヲ
乞
候
二

樫
村
氏
二

申
造
ス
ト
申
候、

依
テ
同
氏
二

相
尋
候
処、

右
ノ
弁
ハ

少
々
申
分
ア
ル
ト
申
候

事
ノ
ミ、

樫
村
氏
ニ
―

週
間
滞
院、

其
後
両
度
参
リ
申
候
二

又
コ
イ
ト
申
事
ニ
テ
同
氏
ノ
見
込
ハ

別
二

分
カ
ラ
ス
（
只
多
分
弁
二

仔
細
ハ

ナ
シ
ト
申
丈
ヶ
ナ
リ
）

出
発
前
最
早
隙
ナ
ク
参
院
ヲ
不
果
帰
宅
致
ッ
候
次
第
ニ
テ、

東
京
テ
ハ

何
ラ
満
足
ノ
事
モ
無
之
候、

当
地
ノ
ベ
レ
ー
氏
ハ
、

神
経
ノ
作
用

鈍
キ
事
ナ
レ
バ

乗
馬
ス
ル
モ
差
支
ナ
シ、

胃
ヲ
健
ナ
ル
ジ
ム
ル
ニ

必
要
ナ
リ
ト
断
言
被
致
候
問、

乗
馬
相
試
候
二

果
シ
テ
好
結
果
有
之、

食
事
モ
ス
、
ミ
安
眠
モ
出
来、

肉
モ
増
加
シ
テ
気
分
モ
宜
シ
ク
相
成
候
間、

乍
延
引
現
況
申
上
度
候、

御
地
二

罷
出
候
節
不
一

通
御
厄
介

ニ

相
成
千
万
奉
鳴
謝
候、

費
兄
ノ
御
好
意
ト
シ
テ
拝
受
致
シ
別
二

御
返
礼
ノ
如
キ
心
配
ハ

不
仕、

貴
兄
ノ
御
好
意
ヲ
不
忘
却
ノ
為
ト
シ
テ

馬
乗
ノ
拙
影
呈
上
候
間、

御
落
手
被
下
ハ

幸
甚

御
承
知
ノ
通
近
来
同
志
社
大
学
ノ
件
ハ

全
天
下
二

訴
へ

有
志
等
ノ
殻
助
ヲ
仰
候
間、

願
ク
バ

費
兄
ニ
モ
充
分
御
負
担
御
奔
走、

御
地
ノ
有

士心
索小
ヲ
御
Z

茸
ク
被
下
ム
禄
梱四
距伝
什
ピ
候、

七
ば
得
弄尺
音心
庶i‘

旦_
々
栢
5

首ロ

528 

＊

後
藤
源
九
郎

（
此
三
四
日
間
）

六
七
時
間
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明治21年

青
森

為
念
申
上
候

盆
城〕

常
置
委
員

茨
木

（
紐
霰
三
郎

（

翡

笠
紐
岬
臨
紐

529 

尚

、々

御
賢
妻
様
ニ
ョ
ロ
シ
ク
私
共
両
人
ョ
リ
申
上
候
間
御
伝
言
被
下
度
候、

希
候、

何
卒
大
学
ノ
事
ハ

不
破
兄
ニ
モ
充
分
負
担
イ
タ
シ

呉
レ
ル

様、

小
生
ョ
リ
呉
々
モ
御
依
頼
申
上
候

十
二

月
七
日

+1
一
月
七
廿

後
藤
緑
九
郎
兄

〔

朱
〕

」

小
生
よ
り
も
依
願
宙
ヲ
此
両
人
へ

（
ハ
相
迅
し
可
申
候

「

①
西
京
寺
丁
通
丸
太
丁

待
富
猪
一

郎

又
不
破
井
二

細
君
ニ
モ
宜
シ
ク
御
伝
言
被
下
度
奉

②
東
京
々
橋
区
日
吉
町
廿
番
地

＊

 

別
紙
ノ
如
キ
活
版
書
面
二

小
生
ノ
名
義
ヲ
附
シ

御
遣
シ
ア
ル
ト
モ
、

ご云
二

御
照
会
被
下
候
ト
モ
、

貴
兄
之
御
思
考
次
第
二

御
任
申
上
候

又
同
志
社
々
員
ナ
ル
徳
富
君
ノ
御
名
義
ニ
テ
直
二

諸
県
々

前
略
御
免、

陳
者

昨
夜
相
呈
候
静
岡
以
東
之
諸
県
々
会
へ

貴
兄
よ
り
の
御
照
会
を
願
度、

右
御
依
頼
申
候
内、

左
之
両
県
は
取
落
し
候
間

民
友
社

④
嬰 新

島

襄
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〔
朱
丸〕
〔
城〕

〇
茨
木
ヘ
ハ

四
十
八
部、

新
潟
ヘ
ハ

四
十
部
ツ
、

旨
趣
書、

始
末
書
御
遣
し
被
下
度
候

前
書
二

新
潟
茨
城
之
両
県
へ
も
県
会
議
員
宛
二

而
大
学
賛
成
御
依
頼
書
御
差
出
し
の
義
相
願
候
得
共、

小
生
方
二

手
懸
リ
有
之
候
間、

茨

n
朱u

木
新
潟
丈
ヶ
ヘ
ハ
「
他
ハ
差
出
不
申、

宜
し
く
御
依
頼
申
上
候」

県
会
議
員
一

同
へ

請
求
書
差
出
し
オ
キ
申
候、

尤
貴
兄
よ
り
も
御
依
頼
書
可
差
出

n
複u

侯
ハ
、

宜
し
く
相
頓
ム
ト
申
置
侯
問、

重
服
二

相
成
共
不
郁
合
ナ
ッ
ト
存
候

飩
頓
首

530 

十
二

月
八
日

十
二
月
七
日

徳
富
猪
一

郎
兄

非
常
ナ
ル
名
望
家
ノ
よ
し

①
西
京
同
志
社

②
東
京
々
橋
区
日
吉
町
廿
番
地

⑥
日
付
は
表
困
に
よ
る。

痣
富
猪
一

郎

青
森
之
県
会
議
員
二

し
て
該
県
第
一

等
之
資
産
家
ナ
ル

民
友
社

③
は
が
き

④
墨

新
島

襄

呉
服
屋
之
後
見
者
ナ
ル
青
森
七
戸
之
人
山
田
政
七
卜
申
人
は

N-
り
知

江

今
ノ
為
ノ
ミ
ニ
計
ラ
ス

昨
夜
之
書
中
二

も
申
上
候
通、

今
回
ハ

後
藤
伯
二

御
遊
説
将
来
人
オ
ヲ
養
成
ス
ヘ
キ
ハ

将
来
ノ
大
計
ナ
ル
事
ヲ
御
話
被
下、

東
北
地
方
へ

ハ

充
分
カ
ヲ
添
へ

呉
レ
候
様
御
依
頼
被
下
候
テ
ハ

如
何、

同
伯
二

承
知
セ
シ
ム
ル
ハ

貴
兄
ノ
御
手
ニ
ア
ル
ベ
シ
ト
存
候、

右
願
用
迄、

卿
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明治21年

逐
伸

徳
富
猪
一

郎
兄

十
二
月
十
日

共、

定
而
貴
兄
ニ
ハ

御
気
付
ノ
上
何
ニ
ト
カ
御
着
手
被
下
候
事
卜
存
候、

先
日
来
度
々
申
上
候
通、

関
西
諸
県
ヘ
ハ

金
森
氏
遊
説
致
ス
カ、

然
ラ
サ
レ
ハ

小
生
ョ
リ
県
会
議
員
一

同
へ

書
面
ヲ
呈
シ
テ
其
賛
翔
ヲ
乞

〔

埼
〕

ヒ
申
候
間、

多
少
之
結
果
ハ

可
有
之
卜
存
候、

先
日
関
東
諸
県
々
会
へ

御
依
頼
書
之
義
相
願
候
内、

長
野
崎
玉

之
両
県
ハ

取
落
し
候
得

〔

若
〕

又
富
山
石
川
之
両
県
ヘ
ハ

何
之
手
懸
り
も
無
之
未
夕
落
手
不
仕

よ
し
早
々
礼
書
差
出
し、

兼
て
待
居
候
後
藤
伯
ニ
ハ
一

百
円
第
一

銀
行
二

振
込
ミ、

去
六
日
付
之
書
面
本
日
落
手
仕
候、

同
伯
二

も
今
日
ハ

多
分
愛
知
辺
二

巡
廻
之

又
将
来
之
処
充
分
相
頼
ミ
置
キ
申
候、

小
生
も
明
後
十
二
日
ニ
ハ

弥
神
戸
二

可
参
候
間、

御
安
心
被
下
度
候、

先
日
来
小
生
も
病
人
不
相
応
二

多
忙
二

罷
在
候
得
共、

小
生
ノ
手
二

而
可
出
手
紙
之
分
ハ

多
分
相
済
ま
せ
申
候
間、

此
よ
り
托
ヶ
テ
閑
散

人
之
真
似
を
為
し
風
月
二

身
を
寄
セ
可
申
と
の
大
覚
悟
ナ
レ
ト
モ
随
分
オ
ボ
ッ
カ
ナ
キ
覚
悟
卜
存
し
居
候、

然
し
可
成
勉
而
休
養
可
仕
候

間、

御
序〔

こ
井
上、

大
隈
両
伯
二

も
御
通
し
被
下
度
奉
存
候、

右
得
貴
意
度、

早
々
頓
首

十
二
月
十
日

候、

若
し
貴
兄
之
御
手
ョ
リ
御
照
会
相
叶
候
ハ
、

重
々
之
御
事
卜
奉
存
候

①
西
京

”1 

②
東
京
々
橋
区
日
吉
町
廿
番
地

徳
富
猪
一

郎

民
友
社

④
墨

新
島

襄
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徳
富
兄

532 

東
京
府
議
員
各
へ

同
志
社
設
立
始
末
井
二

大
学
旨
趣
書
一

部
ッ
、

御
渡
し
被
下
候
様
仕
度
候、

地
方
県
会
之
如
き
都
合
ニ
ハ

参
兼
候
事
ト

存
候

神
山
君
何
日
比
御
帰
熊
可
相
成
候
哉、

御
帰
路
ハ

小
生
を
御
尋
有
之
度、

小
生
ハ

神
戸
英
和
女
学
校
之
裏
手
二

借
家
可
致
候
間、

是
非
御

〔

増
〕

立
寄
被
下
度
候
也、

海
老
名
ハ

外
交
官
ヲ
置
ぎ
校
友
ヲ
益
ス
ハ

必
要
卜
存
候
云
々
之
事
ハ

充
分
承
知
被
致、

又
神
山
君
を
委
員
卜
な
し
度

写
真
之
事
ハ

已
二

着
手
い
た
し、

多
分
此
廿
五
日
迄
ニ
ハ

出
来
可
致
候
問、

其
々
へ

進
呈
可
仕
候、

何
卒
静
岡
以
東
之
所
ハ

宜
し
く
御
負

担
之
程
奉
願
上
候

湯
浅
兄
二

も
宜
し
く

十
二
月
十
一

日十
二

月
十
三
日

時
下
各
位
御
多
祥
奉
大
質
侯、

陳
ハ

小
生
此
度
相
企
候
同
士心
社
大
学
設
立
之
計
画
徊
賛
翔
被
成
下、

金
弐
拾
円
宛
徊
義
捐
之
段
屏
ク
奉
裸

②
備
前
岡
山
区
常
盤
町

立
石
岐
•

河
本
茂
四
郎

旨
申
居
候、

何
分
神
山
君
ニ
ハ

御
面
談
申
度
候
間、

御
立
寄
を
奉
仰
候

⑤
写
真
（
立
石
融
氏
所
蔵）

⑥
封
筒
表
書
は
立
石
岐
宛
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明治21年

奈
良
之
新
島
公
義
ヘ
ハ

明
朝
西
京
ヲ
発
し
候
松
尾、

山
中
両
氏
二
御
托
し、

五
円
モ
御
遣
し
可
被
下
候

＊
 

一

昨
日
私
ハ
一

寸
大
坂
二
立
寄、

午
后
二
時
二
十
五
分
ノ
汽
車
二
而
神
戸
二

参
リ、

ダ
ッ
レ
ー
ト
申
婦
人
ノ
家
二

招
カ
レ
ニ
夜
止
宿
い
た

し、

今
日
ハ

借
家
ノ
用
意
相
整
可
申
候
二
付、

午
后
よ
り
引
移
り
可
申
候、

其
後
病
気
も
替
る
事
な
く、

夜
分
も
能
＜
眠
り
申、

も
少
々
湿
か
に
候
間、

御
安
心
可
被
下
候、

老
母
二
も
心
配
せ
さ
る
様
呉
々
も
御
話
し
可
被
下
候、

金
谷
君
二
よ
ろ
し
く

安
中、

東
京
よ
り
之
来
状
ハ

速
二
御
回
し
可
被
下
候

安
雄
ノ
横
着
ヲ
為
サ
、
ル
様
呉
々
御
申
含
メ
可
被
下
候

”3 

十
二

月
十
四
日

河
本
茂
四
郎
様机
下

甜
侯、

猶
此
未
吾
邦
家
将
来
之
為
メ
伺
尽
力
之
程
奉
希
屈
侯、

先
ハ

右
得
礼
開
車
仕
度、

早
々
敬
白

第
十
二
月
十
三
日

立
石
岐
様

①
神
戸
諏
訪
山
和
楽
菌

②
西
京
寺
町
通
丸
太
丁
上
ル

④
イ
ン
ク

⑥
日
付
は
表
書
に
よ
る。

永
岡
喜
八

新
島
襄
方

③
は
が
き

新
胤

襄

拝
又
気
候
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535 534 

十
二
月
十
五
日

尊
宅
二

も
宜
し
く

十
二

月
十
七
日

①
神
戸
諏
訪
山
和
楽
園

②
北
海
道
札
幌
北一＿一
条
東
三
丁
目
＝一
番
地

督
教
団
島
之
内
教
会
西
原
明
氏
所
蔵）

乍
憚
大
島
兄
ヲ
初
メ
伊
東
大
人、

小
寺、

和
田、

藤
村
（
成
祖項
紐
項
”
釦
竪
印
釦）

等
ノ
諸
兄
二
よ
ろ
し
く
御
伝
言
被
下
度
候、

又
教
会

御
一

同
二

御
問
安
被
下
度
候

n
T
u

n
昏
5

且
大
島
兄
二

伺
遣
ツ
ノ
林
檎
ハ

調
度
私
共
ノ
神
戸
引
移
ノ
前
B
一ー

届
キ
早
速
頂
載
仕、

且
深
ク
徊
好
意
ヲ
感
闘
ス
ト
徊
陳
述
被
下

＊

 

馬
場
種
太
郎

東
京
よ
り
御
取
寄
セ
ノ
新
聞
紙
ハ

尽
ク
取
ョ
セ
候
モ
費
用
相
嵩
ミ
候
間、

先
時
事、

郵
便、

毎
日
ノ＿―-
新
聞
二

な
し
を
き
被
下
度
候、

先

日
来
三
四
通
之
御
書
落
掌
仕
候、

私
事
替
事
な
し、

老
母
二
よ
ろ
し
く

①
神
戸
諏
訪
山
和
楽
園

②
西
京
寺
町
通
丸
太
丁
上
ル

⑥
日
付
は
表
書
に
よ
る。

永
岡
喜
八

⑤
写
真
（
日
本
基

新
島
方

③
は
が
き

④
鉛
筆
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明治21年

度
候、

且
毎
々
満
ボ
ウ
サ
ソ
／
事
ヲ
薮
ツ
ォ
ル
ト
伺
語
ラ
ヒ
被
下
度
候

小
生
モ
未
ク
病
気
全
ク
ヨ
ロ
シ
カ
ラ
ス、

当
冬
ハ

神
戸
二

滞
養
ノ
積
二

有
之、

諏
訪
山
二

借
家
致
ッ
先
ツ
来
三
月
迄
ハ

止
寓
可
仕

候

去
月
廿
一

日
付
之
華
書
過
日
落
手
仕
候
間
直
二

御
回
答
可
仕
之
処、

小
生
も
病
気
休
蓑
之
為
数
日
前
神
戸
二

参
リ
当
冬
を
相
過
し
可
申
候

付、

彼
是
混
雑
延
引
二

及
候、

乍
去
今
日
よ
り
借
家
二
入
り
込
申
候
間、

不
取
敢
御
回
答
可
仕
侯

却
説
御
地
二

も
大
学
袈
成
家
続
々
相
起
り、

北
海
毎
日
新
聞
社
卜
云
イ、

御
地
之
兄
弟
卜
云
イ、

市
来
知
之
原
田
君
卜
云
ヒ、

奮
テ
此
挙

を
御
助
ケ
被
成
候
事
ハ

小
生
輩
二
取
り
此
上
も
な
る
大
幸
卜
奉
存
候、

何
卒
御
序
二

新
聞
社
な
り、

御
地
之
兄
弟
ナ
リ、

原
田
君
な
り、

厚
く
御
好
意
を
謝
し
置
き
被
下
度
候、

小
生
も
其
後
兎
角
身
体
健
ナ
ラ
ス、

此
冬
も
神
戸
二

参
候
次
第
二

候
而
毎
度
友
人
ヘ
ハ

御
不
音
勝

ニ

相
成
可
申
候
間、

右
之
段
貴
兄
よ
り
宜
し
く
御
通
知
被
下
置
度
候、

尚
此
上
も
充
分
御
周
旋
之
程
奉
仰
候、

又
御
地
教
会
之
事
ハ

小
生

も
決
而
忘
却
ハ

不
仕、

何
卒
兄
姉
方
二

宜
し
く
御
伝
言
被
下
度
候、

扱
両
教
会
聯
合
之
事
も
御
地
之
如
く
二

懸
隔
致
し
居
候
而
は、

自
然

近
来
之
事
も
御
承
知
ハ

有
之
間
敷、

只
新
聞
上
表
面
ノ
報
道
位
二

而
御
読
被
成
候
事
卜
存
候、

但
シ
去
月
廿
三
日
大
坂
総
会
二

於
而
一

致

之
談
判
延
期
二

相
成
候
に
も、

中
々
深
き
道
理
の
あ
る
事
二

侯
ハ
、
一

寸
紙
上
ニ
ハ

尽
し
難
く、

要
之
二

延
期
ト
ナ
リ
シ
ハ

組
合
会
中
今

ノ
憲
法
中
我
力
自
治
主
義
ヲ
擦
却
シ
テ
寡
人
政
治
ヲ
入
レ
ン
ト
ス
ル
ノ
傾
向
ア
ル
ニ
不
同
意
ヲ
唱
ヘ
シ
ニ
ョ
ル、

延
期
ノ
原
因
ハ

此
等
ノ

点
二

関
ハ
リ
候
間
予
御
承
知
有
之
度、

盲
滅
法
界
二

聯
合
ヲ
唱
フ
ル
モ
ノ
ハ

今
回
大
二

失
敗
申
候、

我
組
合
会
中
二

自
治
平
等
主
義
ヲ
取

ル
モ
ノ
モ
亦
少
シ
ト
セ
ス、

上
毛
東
京
ノ
七
会
ハ

尽
ク
自
由
ヲ
主
張
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ、

兵
庫
七
会
モ
同
断、

九
州
之
熊
本
八
代
等
モ
同
断、

我
力
同
志
社
之
如
キ
モ
矢
張
同
断
ナ
リ、

然
ル
ニ

甚
奇
ト
ス
ヘ
キ
ハ

我
組
合
会
中
尤
鋳
々
タ
ル
先
導
者
卜
称
ス
ヘ
キ
人
物
ハ

多
分
ハ
一

致

論
者
二

有
之
候
得
共、

若
手
ハ

然
ラ
ス、

又
多
分
ノ
教
会
モ
然
ラ
ス、

万
一

無
理
ニ
モ
合
併
セ
ン
ト
ス
ル
ナ
ラ
ハ

必
ラ
ス
反
対
ノ
勾
切
['
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馬
場
種
太
郎
兄

新
島

襄

釦
ヲ
揚
ク
ル
モ
ノ
ハ
出
来
ペ
シ
ト
存
候、

尤
小
生
ノ
地
位
ハ
大
島
兄
ニ
モ
御
存
之
通
自
治
自
由
ヲ
賛
成
ス
ル
モ
ノ
ニ
有
之
候
間、

寡
人
政

一

致
二
反
対
ス
ト
申
ス
ニ
ハ
非
ラ
ス、

充
分
教
会
員
ニ
イ
ン
テ
レ
ジ
ェ
ン
ト
・
オ
ピ
ニ
ョ
ン
ヲ
吐
キ
得
ヘ
キ

材
料
ヲ
与
へ
、

会
員
ノ
意
見
如
何
ニ
ョ
リ
聯
合
ヲ
決
ス
ヘ
シ
ト
ノ
説
ナ
リ、

小
生
ハ
一

致
ノ
可
決
二
喋
々
セ
ス、

飽
マ
テ
モ
我
力
会
ノ
師

卸
タ
ル
モ
ノ
ガ
組
合
教
会
ノ
組
織
如
何
ヲ
打
忘
レ、

僅
々
ノ
手
ヲ
以
テ
無
理
ニ
一

致
ヲ
促
カ
サ
ン
ト
計
リ
シ
ヲ
痛
ク
駁
撃
シ
テ
曰
ク、

万

一

兄
等
ノ
手
ヲ
以
テ
一

致
合
併
セ
ハ
只
々
僅
々
ナ
ル
兄
等
ノ
合
併
ニ
シ
テ、

我
力
自
治
共
和
平
等
主
義
ヲ
主
張
ス
ル
組
合
会
ノ
合
併
ニ
ハ

ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
ト
申
セ
シ
次
第
ニ
テ、

先
ッ
合
併
ノ
議
ハ
来
年
五
月
ノ
総
会
迄
延
引
二
相
成
候、

何
卒
貴
兄
御
一

人
之
御
参
考
之
為
メ
ニ

ハ
神
戸
教
会
ノ
阿
部
政
恒
君
等
卜
将
来
御
文
通
ア
リ
度
候、

小
生
ハ
札
幌
教
会
ノ
御
挙
動
ニ
ッ
キ
別
二
申
上
ル
ニ
ハ
不
及
卜
存
候、

乍
然

此
書
ハ
内
々
大
島
兄
丈
ケ
ニ
御
示
し
被
下
候
ハ
決
而
差
支
ハ
無
之
候

右
貴
答
迄、

早
々
頓
首

十
二
月
十
七
日

再
伸
（
転

聾

迄
鰭
配
釦
妄
覧
ヲ）

尚
、々

合
併
二
関
シ
テ
貴
兄
方
之
御
意
見
ハ
、

今
ノ
憲
法
ノ
儘
ナ
ラ
ハ
合
併
ハ
出
来
ヌ
ト
申
ス
事
ハ
已
二
総
会
ノ
輿
論
ト
ナ
リ、

来
一
月
三
十
日
ヲ
期
シ
テ
修
正
ヲ
加
へ
、

然
ル
上
来
五
月
ノ
総
会
二
合
併
ヲ
可
否
ス
ル
事
二
相
成
申
候
処
ョ
リ
推
シ
テ
モ、

組
合

会
ノ
自
由
ヲ
取
リ
今
ノ
憲
法
ノ
如
キ
ハ
寡
人
政
府
二
傾
向
ア
リ、

又
将
来
憲
法
ヲ
採
用
ス
ル
ニ
至
リ
シ
ニ
、

必
ラ
ス
我
力
会
ノ
自

治
主
義
ハ
箭
々
其
跡
ヲ
隠
ス
ニ
至
ラ
ソ
ハ
鏡
ニ
カ
ケ
テ
見
ル
ヘ
シ
ト
存
候、

此
レ
ロハ
々
我
力
自
治
会
ノ
為
二

惜
ム
ノ
ミ
ニ
ア
ラ

治
ハ
甚
好
ミ
不
申
候
得
共、
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明治21年

c
生
U

ス
、

天
下
将
来
ノ
為
ニ
モ
甚
痛
歎
ス
ル
ッ
テ
止
マ
サ
ル
也、

全
体
教
会
／
牧
師
ナ
ル
モ
ノ
ハ

我
力
自
治
会
ノ
先
先
方＿一

致
ク
セ、

矢

張
治
者
ノ
地
位
二

立
ッ
ト
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、

兎
角
治
メ
易
キ
事
二

着
目
ッ
テ
不
知
不
知
僅
々
ノ
手
二

政
治
ヲ
握
ル
事
ヲ
好
ム
ニ

至
ル

ハ

勢
ノ
免
カ
レ
サ
ル
所
ナ
リ、

乍
去
僅
々
ノ
人
二

政
治
ヲ
帰
セ
シ
ム
ル
ハ

会
衆
ハ

必
ラ
ス
任
他
主
義
二

流
レ、

漸
々
政
柄
ヲ
失
フ

ラ
ソ

モ
意
ト
セ
サ
ル
ニ

至
リ、

数
年
ヲ
出
テ
サ
ル
内
二

我
力
会
ハ

自
治
ノ
精
神
ヲ
失
ヒ
テ
全
ク
寡
人
政
治
ノ
下
二

自
由
ヲ
売
却
ッ
去
ル

事
ハ
、

小
生
ノ
尤
モ
合
併
前
二

当
リ
兄
弟
ノ
注
意
ヲ
促
カ
セ
シ
所
ナ
リ、

乍
然
或
ル
兄
弟
ハ

小
生
ノ
立
ツ

所
ノ

地
位
ヲ
了
解
セ

セ
リ

ス
、

小
生
ハ

只
々
一

致
二

反
対
ス
ル
ト
申
フ
ラ
シ、

又
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

派
二

偏
シ
党
シ
テ
ト
駁
ス
ル
モ
ノ
モ
少
ナ
カ
ラ
ザ

レ
ト
モ
、

小
生
ノ
申
ス
ニ

無
ヤ
ミ
ニ
一

致
ヲ
促
ス
論
者
中、

我
力
自
治
自
由
ヲ
捨
テ
、
モ
一

致
シ
タ
ガ
上
策
ナ
リ
ト
申
セ
ル
輩
ヲ

一

致
サ
ヘ

為
セ
ハ

其
看
ル
所
ハ

甚
広
ク
且
高
尚
ナ
リ
ト
誤
想
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ
ト
存
候、

万
一

彼
等
ノ
説
ノ

〔

戴
〕

如
ク
今
ノ
憲
法
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
奉
載
セ
ハ
、

純
然
タ
ル
一

個
ノ
セ
ク
タ
リ
ヤ
ソ
ヲ
醸
出
ス
ル
事
ニ
シ
テ、

事
々
物
々
規
律
ナ
ラ
サ

一

挙
一

動
只
寡
人
ノ
手
二

任
ス
ル
カ
如
キ
ハ
、

我
力
取
ル
所
ノ
極
々
簡
易
ナ
ル
自
治
自
由
主
義
ノ
組
織
ョ
リ
ハ

決
シ

プ
ロ
ー
ド

テ
広
キ
モ
ノ
ト
名
称
ス
ベ
カ
ラ
ス
、

却
テ
寛
大
ニ
ア
ラ
ン
事
ヲ
求
メ
テ
狭
陰
ノ
門
二

入
ル
ノ
類
ナ
ラ
ン
カ、

簡
易
ナ
ル
自
由
ナ
ル

組
織
ヲ
打
捨
テ
、

究
屈
ナ
ル

偏
固
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
採
用
ス
ル
云
々
ノ
評
ナ
キ
能
ヮ
サ
ル
ベ
シ
、

万
一

如
此
弊
二

流
ル
、
二

至
ラ
ハ

今

回
ノ
一

致
モ
余
リ
卓
見
家
ノ
喜
テ
賛
成
ス
ヘ
キ
程
ノ
事
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
ト
存
シ
、

是
非
ト
モ
憲
法
二

大
修
正
ヲ
加
へ
、

極
簡

易
二
、

極
寛
大
二
、

極
自
由
二

為
サ
、
ル
以
上
ハ
、

到
底
相
談
ハ

整
ヮ
サ
ル
ベ
シ
ト
心
配
致
シ
、

且
一

致
ス
ル
ナ
ラ
ハ

双
方
満
足
ナ

ル
一

致
ヲ
致
シ
ク
ク、

又
一

致
ッ
タ
ル
上
ハ

必
ラ
ス
将
来
分
裂
ノ
ナ
キ
一

致
ヲ
要
シ
タ
ク
苦
慮
致
シ
居
リ、

是
迄
モ
彼
是
心
配
致

ク

シ
タ
ル
訳
ナ
レ
ハ
、

小
生
ヲ
一

致
敗
壊
論
者
卜
見
ナ
シ
賜
フ
勿
レ
、

寧
口

真
正
ノ
一

致
ヲ
求
ム
ル
モ
ノ
ト
認
メ
賜
へ
、

又
双
方
満

足
シ
テ
一

致
力
出
来
サ
ル
ナ
ラ
ハ

寧
ロ
一

致
ヲ
試
ミ
サ
ル
ニ

如
カ
ス、

此
レ
小
生
ノ
初
メ
ヨ
リ
取
ル
所
ノ
議
論
ニ
シ
テ、

今
日
ト

ル
ハ
ナ
ク、

観
察
ス
ル
ニ
、
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陳
者

過
日
総
会
後
御
立
寄
被
下
候
節
一

応
申
上
候
件
二

付、

貴
兄
ニ
ハ

幸
二

御
同
意
を
被
表、

大
二

御
地
方
前
途
之
計
画
も
面
白
き
運
動

カ
出
来
可
申
卜
存
し
楽
し
み
居
候
処、

本
日
ハ

神
山
氏
来
訪
有
之、

再
ヒ
御
地
二

於
而
学
校
之
基
を
強
固
に
す
る
の
事
を
相
談
し
候
間、

同
氏
帰
熊
之
上
ハ

逐
一

御
面
談
可
有
之
卜
存
候、

乍
然
一

応
御
注
意
を
相
願
度
は
左
之
如
ク
ニ

有
之
候

0

0

0

 0

0

 

先
日
一

寸
御
談
申
上
候
通
リ、

神
山
君
ハ

可
成
は
是
非
委
員
二

な
し、

殊
二

外
交
官
の
地
位
を
与
へ
、

同
氏
到
ル
処
学
校
之
ソ
ポ
ル
テ
ィ

ソ
グ
・
フ
レ
ン
ド
ヲ
出
来
シ
置
キ、

年
々
月
々
な
り
多
少
之
寄
附
を
出
し
校
費
を
助
け
し
む
る
事
ハ

最
早
一

日
も
猶
余
す
へ

き
二

非
ら
さ

る
事
と
存
候、

又
右
外
交
官
之
努
カ
二
よ
り
望
ア
ル
生
徒
を
学
校
二

招
き
得
へ
ぎ
事
卜
存
候
ヘ
ハ
、

外
交
官
之
一

挙
ハ

即
ち
一

挙
両
得
之

策
な
る
へ
し
と
存
候、

右
之
事
を
神
山
君
二

托
す
る
事
二
よ
り
或
ハ

少
々
位
ハ

心
配
す
へ
き
事
nOt

敵
人
ノ
注
意
ヲ
惹
キ
起
ス
モ
知
レ
ス

も
可
生

n
を
U

カ
ハ

存
し
不
申
侯
得
共、

之
に
よ
り
得
る
所
ハ

必
ら
す
多
分
な
ら
ん
と
存
候
間、

貴
兄
之
御
英
断
を
以
而
御
決
行
あ
ら
ん
事
二

希
図
仕
候

候 本
日
神
山、

大
迫、

宮
之
城
之
手
塚
之―――
氏
来
訪
致
し
呉、

536 

十
二

月
十
七
日

雖
モ
少
シ
モ
変
更
セ
サ
ル
ナ
リ

海
老
名
弾
正

②
熊
本
新
屋
敷
傘
町

⑤
複
写
（
海
老
名
道
子
氏
所
蔵）

一

両
日
中
神
戸
開
継
之
よ
し
な
る
に
依
而
勿
卒
之
問
禿
筆
を
把
一

書
奉
呈
仕

④
墨

722 



明治21年

他
所
ト
ハ

大
―ー

相
違
し
将
来
今
ョ
リ
将
来
を
計
り
ウ
ォ
ー
ム
・
フ
＞
ソ
ド
を
作
り
置
く
ハ

強
敵
之
抗
繋
二

備
置
ク
之
一

手
段
と
存
し
候、

又
御
地
二

在
而
一

之
強
敵
之
な
き
学
校
な
ら
は
熊
本
地
方
二

勢
力
之
可
レ
有
学
校
ト
ハ

相
成
申
マ
ジ
ト
存
候、

荷
も
勢
力
を
有
す
る
に
至

ら
は
早
晩
強
敵
ハ

校
門
ヲ
侵
撃
二

来
ル
ヘ
シ
ト
存
候、

小
生
之
申
迄
も
無
之
事
な
れ
共、

願
ク
ハ

速
二

学
校
之
不
偏
不
党、

冗
然
人
オ
養

成
ノ
ミ
を
以
て
本
分
ト
ス
ル
事
ハ
、

新
紙
上
二

御
開
陳
ア
ル
ガ
上
策
カ
ト
存
候、

乍
然
御
地
二

在
テ
校
友
ヲ
得
ソ
ト
ス
ル
ニ

到
底
不
偏
不

党
ノ
人
物
ハ

ア
ル
マ
ジ
ク
候
間、

寧
口
基
督
教
袈
成
家
ナ
ル
神
山
氏
之
如
き
人
物
二

左
胆
ツ、

充
分
其
ノ
援
助
ヲ
得、

校
基
ヲ
固
ウ
ス
ル

ニ

如
カ
ス
ト
存
候、

是
ハ

学
校
ヲ
死
地
二

陥
シ
イ
レ
テ
生
ヲ
得、

城
郭
ヲ
固
守
ス
ル
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
敵
地
ヲ
侵
撃
ス
ル
ノ
大
胆
手
段
ニ
シ

テ、

必
ラ
ス
校
基
ヲ
堅
固
ナ
ラ
シ
メ、

将
来
ノ
勝
ヲ
制
ス
ル
ニ
ハ

避
ク
ベ

カ
ラ
ザ
ル
ノ
策
ナ
リ
ト
確
信
仕
候、

小
生
ノ
如
斯
の
苦
慮
致
ス

ハ

只
々
傍
看
者
ノ
地
位
ニ
ア
リ
テ
論
ス
ル
ニ
ア
ラ
ス
、

貴
兄
ト
一

舟
ヲ
共
ニ
ス
ル
一

人
ト
ナ
リ
テ
鄭
見
ヲ
吐
露
致
し
候
事
ナ
レ
ハ
、

御
熟

考
之
程
偏
二

奉
仰
候
也、

早
々
頓
首

十
二
月
十
七
日

海
老
名
弾
正
兄

尚

、々

小
生
も
此
十
二
日
よ
り
当
地
二

参
リ、

妻
君
二

宜
し
く
申
上
候

不
得
止
隠
逃
者
ノ
真
似
ノ
如
キ
事
ヲ
為
し
当
冬
ヲ
可
過
卜
存
居
侯、

八
重
よ
り
も

新
島

襄
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538 

御
尋
之
三
百
円
ハ

北
垣
知
事
殿
よ
り
御
寄
附
相
成
候
二

付、

直
二

第
一

銀
行
二

振
込
候
也、

右
為
貴
答、

早
々
頓
首

十
二
月
廿
日

537 

十
二

月
二
十
日

十
二

月
二

十
一

日

②
京
都
寺
丁
通
丸
太
丁

①
神
戸
諏
訪
山
和
楽
園

②
東
京
々
橋
区
日
吉
町
廿
番
地

⑥
日
付
は
表
害
に
よ
る
。

本
月
十
六
日
之
華
書
拝
誦
仕
候

頁
兄
御
多
端
之
処、

種
々
御
面
俣
な
る
事
御
依
頼
申
上、

恐
縮
千
万
な
り、

何
卒
宜
し
く
御
執
行
之
程
奉
仰
候、

阿
部、

大
迫、

手
塚
三

氏
ハ

帰
路
一

寸
立
寄
呉
申
候、

小
生
も
当
地
二

而
当
冬
を
過
す
の
進
備
ハ

相
整
申
候
間、

御
休
慮
被
下
度
候

徳
富
猪
一

郎

永
岡
喜
八

新
島
襄
方

③
は
が
き

④
墨

民
友
社

③
は
が
き

④
墨

神
戸
諏
訪
山新
し
ま
襄
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明治21年

海
老
名
弾
正

①
神
戸
諏
訪
山
和
楽
園

乞
至
急
回
答

②
熊
本
県
熊
本
区
新
屋
敷
三
百
六
十
二
番
地

④
墨

⑤
複
写
（
海
老
名
道
子
氏
所
蔵）

〔

山
〕

過
日
神
戸、

大
迫
帰
熊
之
際
一

寸
相
尋
呉
候
間、

先
般
貴
兄
卜
御
相
談
申
上
候
事
二

付、

一

応
其
緒
を
開
ら
き
オ
キ
申、

其
よ
り
書
面
ニ

而
も
椰
見
申
上
候
間、

定
而
御
落
手
之
上
御
賛
成
被
下
候
事
カ
ト
存
居
候、

尤
貴
校
之
重
大
事
件
二

小
生
よ
り
喋
々
申
上
訳
ハ

毛
頭
無
之

ハ
ズ
ナ
レ
ト
モ、

先
状
二

も
申
上
候
通
リ
小
生
ハ

矢
張
一

船
を
共
二

す
る
の
感
あ
り
候
処
よ
り
如
斯
も
御
相
談
二

及
候
事
二

而、

其
取
捨

ハ

全
く
貴
兄
之
掌
握
内
二

有
之
候、

兎
角
熊
本
二

而
事
を
挙
ラ
ル
、

事
ナ
ラ
ハ
、

将
来
徳
富
氏
卜
克
く
御
結
被
成
置
候
事
ハ

策
ノ
上
ナ
ル

モ
ノ
カ
ト
存
候、

又
同
人
も
非
常
二

貴
校
ニ
ハ

イ
ン
テ
レ
ス
ト
を
置
き、

随
分
モ
ニ
ー
を
以
て
御
助
ケ
も
為
す
也
之
考
有
之
候
よ
し

0
先
般
大
坂
会
議
之
後
二
三
之
兄
弟
カ
ギ
ュ
リ
ク
氏
ノ
ア
ッ
ヅ
レ
ス
ヲ
活
版
二

附
シ
、

又
憲
法
修
正
之
意
見
等
も
聞
カ
セ
ガ
シ
ト
懇
々
ノ

注
文
有
之
候
付、

同
人
二

相
談
候
ハ
ヽ
、

若
し
多
少
教
会
よ
り
之
注
文
ナ
ラ
ハ

辞
退
ハ

為
ま
じ
と
被
申
候
間、

先
日
差
上
候
通
リ
廻
文
を

貴
会
迄
呈
セ
し
訳
二

候
而
更
二

別
意
ア
ル
ニ
ア
ラ
ス
、

已
二

大
坂
総
会
二

而
発
表
シ
タ
ル
事
ナ
レ
ハ

隠
密
手
段
ノ
如
キ
類
ニ
ア
ラ
ス
、

致
合
併
前
ニ
オ
ピ
ニ
ョ
ン
ノ
有
ラ
ン

限
リ
ハ
、

銘
々
ヨ
リ
吐
露
シ
テ
互
二

商
蘊
ス
ル
ニ

如
カ
ス
、

何
ニ
カ
ア
ル

委
員
連
中
ニ
ハ

近
頃
小
崎

兄
ノ
周
旋
二

関
ハ
ル
デ
リ
ク
ス
タ
ル
氏
マ
ニ
ュ
ア
ル
反
訳
ナ
ド
ニ
モ
反
対
論
ヲ
吐
ク
モ
ノ
ア
リ‘

意
ヲ
唱
フ
ル
モ
ノ
ア
リ‘

又
小
生
ノ
廻
文
ヲ
周
旋
セ
ン
事
二

不
同

又
ギ
ュ
リ
ク
氏
ョ
リ
大
坂
ノ
ア
ツ
ヅ
レ
ス

井
二

他
ノ

意
見
書
ヲ
（
諸
教
会
ノ

注
文
二

応
セ
ン

為
ト
テ
）

諸
会

ニ

送
ラ
サ
ル
前
二

委
員
二

示
シ
候
ハ
ヽ
、

或
ル
人
ハ

同
人
之
挙
ヲ
サ
ン
ザ
ン
ニ
コ
ナ
シ

付
ケ
同
人
ヲ
シ
テ
殆
卜
失
望、

是
よ
り
ハ

全
ク
黙

539 

十
二

月
二
十
八
日
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〔
ク〕
ナ
リ、

先
日、

シ
ド
ニ
ー
君
も
来
状
中
ニ
ハ

例
之
廻
文
之
返
答
ハ

未
夕
海
老
名
兄
よ
り
来
ラ
サ
ル
カ
ト
被
尋
候
而、

余
程
貴
兄
ノ
オ
ビ
ニ
ョ
ン
を

0

0

 

重
シ
オ
ラ
レ
候
様
二

見
受
ヶ
候
間、

速
二

賛
否
之
御
回
答
を
奉
要
候、

小
生
モ
大
二

我
力
親
愛
ス
ル
兄
弟
中
ョ
リ
モ
ミ
ス
・

オ
ン
ド
ル
ス

ト
ー
ド
セ
ラ
レ
已
二

大
坂
辺
ニ
ハ

小
生
ヲ
指
シ
テ
頑
固
ノ
セ
ク
タ
リ
ヤ
ン
ナ
ド
ト
評
ス
ル
輩
も
有
之
よ
し、

小
生
ハ

元
来
合
併
反
対
論
者

セ
ク
ト
ハ

ナ
ン
デ
モ
宜
シ
ク
候、

我
力
日
本
政
府
之
如
キ
中
央
集
権
政
府
ニ
モ
今
ハ

眼
ヲ
開

〔
率〕

キ
テ
地
方
分
権
ヲ
施
サ
ン
ト
計
ラ
ル
、

際
二
、

世
二

卒
先
シ
テ
世
ノ
先
導
者
ノ
任
ヲ
自
分
免
許
セ
ラ
ル
基
督
教
会、

殊
二

自
由
主
義
ヲ
取

ラ
ル
、

我
力
組
合
会
ガ
プ
ラ
イ
ン
ド
リ
ー
ニ

合
併
二

職
着
セ
ラ
レ、

カ
ノ
憲
法
ノ
如
キ
中
央
集
権
主
義
ヲ
取
ラ
ン
ト
ス
ル
ニ

至
リ
シ
ハ

小

生
ノ
甚
夕
解
セ
サ
ル
所
ナ
リ、

之
ヲ
以
テ
我
力
党
中
少
シ
モ
政
事
志
操
ノ
ナ
キ
ヲ
表
ス
ル
ニ

足
レ
リ、

生
ノ
取
ル
所
ハ

自
治
自
由
平
等
主
義
ナ
リ

教
会
政
治
ハ
一

ノ
ボ
レ
ー
テ
ー

恰
モ
一

国
ノ
国
是
如
何
ヲ
論
ス
ル
カ
如
キ
尤
重
要
ナ
ル
事
件
ナ
リ、

此
重
要
ナ
ル
事
件
二

関
ス
ル
憲
法
ヲ
以
テ
両
会
ヲ
合
セ

本
年

シ
メ
ソ

ト
ス
ル
ニ
、

牧
師
輩
ニ
モ
教
会
員
ニ
モ

甚
無
鈍
着
迂
遠
近
眼
ニ
シ
テ、

来
十
月
ノ
上
旬
二

至
リ
テ
モ
教
会
中
（
上
方
ノ
分
）
一

ト

シ
テ
充
分
二

憲
法
ヲ
研
究
セ
シ
モ
ノ
ナ
キ
ガ
如
キ
ハ
、

真
ニ
オ
ン
ヱ
ク
ス。
フ
レ
イ
ネ
プ
ル
・

サ
ー
ド
・
フ
ォ
ク
ト
ト
申
ス
ヨ
リ
他
二

評
ハ

無
之
候、

是
レ
小
生
ノ
黙
止
セ
サ
ル
以
謂
ナ
リ、

貴
兄
ハ

如
何
二

思
召
サ
レ
候
哉、

右
様
ノ
フ
ォ
ク
ト
ハ

我
力
自
治
ヲ
以
自
任
ス
ル
教
会

中
ニ
ア
ル
ペ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ニ
、

已
二

在
リ
ッ
ヲ
見
レ
ハ

我
力
会
モ
亦
自
治
会
ニ
ア
ラ
ス、

寡
人
ノ
手
二

自
由
ニ
セ
ラ
レ
左
右
セ
ラ

ル
ベ
キ
モ
／
卜
云
ハ
サ
ル
ペ
カ
ラ
ス、

此
レ
小
生
ノ
長
太
息
ッ
テ
止
マ
サ
ル
以
謂
ナ
リ、

吾
人
ハ

今
ノ
時
代
二

義
務
ヲ
有
ス
ル
ノ
‘‘、
ナ
ラ

人
ノ
オ
ビ
で
こ
ョ
ン
ヲ
差
止
メ
テ
吐
カ
シ
メ
ザ
ル
ノ
手
段
ヲ
旋
ス
ガ
如
キ
未

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

熟
未
練
千
万
ノ
所
置
二

大
不
同
意
ヲ
唱
フ
ル
ナ
リ、

小
生
ノ
望
ム
所
ハ

合
併
前
二

充
分
種
々
ノ
オ
ピ
ニ
ョ
ン
ヲ
呈
出
シ
、

充
分
二

商
量、
ソ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

前
後
左
右
ヲ
顧
ミ
テ
然
ッ
テ
後
方
針
ヲ
定
ム
ル
ニ
ア
リ、

或
ル
人
ハ

小
生
ヲ
指
シ
テ
狭
陰
ナ
ル
セ
ク
タ
リ
ヤ
ン
ト
申
ス
ル
由
ナ
ル
ガ、

小

一
ア
ラ
ス
、

只
今
ノ
如
キ
仕
方
二

痛
ク
反
対
シ
タ
ル
ナ
リ、

止
ス
ヘ
シ
ト
迄
ニ
ャ
、

決
心
サ
レ
タ
ル
ヤ
ニ
モ
承
リ
候

726 



明治21年

海
老
名
弾
正
兄

尚

、々

貴
校
之
御
計
画
ハ

成
丈
多
ク
ソ
ポ
ル
ト
ル
ヲ
得
ル
ノ
策
を
被
成
度
候、

教
師
方
田
中、

神
山、

大
迫
君
等
に
よ
ろ
し
く

小
生
ハ

本
月
十
五
日
ョ
リ
神
戸
二

参
リ、

当
時
諏
訪
山
和
楽
園
二

寄
寓
仕
居
候、

来
ル
―――
月
迄
ハ

滞
留
之
積

＠
我
力
党
中
真
二

自
由
ノ
真
価
ヲ
知
ル
モ
ノ
、

僅
々
タ
ル
ニ
ハ

小
生
モ
閉
口
仕
居
候

殊
二

令
閾
二
よ
ろ
し
く

十
二
月
廿
八
日

独
リ
モ
ノ
語
リ
致
し
居
候、

乍
序
少
し
く
思
す
る
所
を
吐
露
仕
候、

早
々
頓
首

新
島

襄

)̂
0
0

0
0
0
0
 

ス
今
ョ
リ
千
百
年
ノ
後
世
ノ
基
礎
ヲ
モ
ス
ペ
キ
義
務
ヲ
負
フ
モ
ノ
ナ
リ、

故
二

将
来
ノ

為
ヲ
計
ラ
ハ

我
力
教
会
ハ

極
自
由、

極
プ
ロ
ー

®

®

®

®

®
 

去
リ
ト
テ
幾
分
カ
ノ
仕
印
ヲ
進一

®

®

®

®
 

ド、

極
簡
易
二

（
ム
ル
ニ
ジ
ス
デ，
かハ
入
用
ナ
リ

基
ヲ
オ
ク
度
存
ス
ル
ナ
リ
御
序
二

徊
意
見
ヲ
漏
ラ
シ
賜
へ
、

寡
人
政
治
ノ
如
キ
ノ
為
二

此
ノ
十

九
世
期
卜
共
二

消
滅、ソ
去
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ヲ
不
見
識
ニ
モ
採
用
セ
ハ

甚
不
得
策
ナ
リ、

小
生
ノ
論
ス
ル
所
ハ

此
ノ
一

点
ナ
リ、

シ
ク
小
生
ノ
心
緒
ヲ
御
洞
察
ア
レ
、

小
生
ハ

近
来
殆
卜
黙
止
ノ
体
ナ
リ、

少
シ
ク
ロ
ヲ
開
ケ
ハ

世
人
ハ

小
生
ヲ
識
ラ
ス
シ
テ
小
生
ヲ
ネ
ル

ロ
ー
・
セ
ク
タ
リ
ヤ
ン
ト
申
シ
タ
リ、

貴
兄
宜

心
力
狭
陰
タ
ト
カ
申
ス
ニ
ョ
リ、

成
丈
ヶ
黙
止
シ
テ
居
リ、

我
ヲ
知
ル
モ
ノ
ハ

皇
天
上
帝
ナ
リ
ト
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御
書
拝
見
仕、

マ
ニ
ュ
ア
ル
モ
近
々
御
上
梓
之
よ
し
大
慶
二

奉
存
候、

兼
而
ギ
ュ
リ
ク
氏
ノ
大
坂
ア
ッ
ヅ
レ
ス

井
二

他
之
意
見
等
二

付
所

二
十
四

望
ノ
翡
も
多
分
有
之
候
二

付、

小
生
も
中
間
二

立
チ
廻
文
を
出
し
た
る
次
第
二

候、

右
二

付
諸
教
会
よ
り
（
合
計
十
八
教
会
）

同
氏
二

依

頼
之
分
申
通
候
二
よ
り、

同
氏
ハ

尽
ク
用
意
い
た
し
一

応
聯
合
委
員
二

示
し
候
処、

其
手
ニ
オ
キ
中
々
何
ノ
沙
汰
も
セ
サ
ル
由、

何
レ
諸

方
二

散
在
セ
ル
委
員
二

示
ス
ノ
策
ナ
ル
カ、

定
メ
テ
費
兄
ニ
モ
御
示
談
二

及
フ
ヘ
キ
カ
予
メ
御
通
知
申
上
候、

右
之
通
諸
委
員
卜
相
談
ス

ル
ハ

至
当
カ
ト
モ
存
候
得
共、

委
員
ガ
ギ
ュ
リ
ク
氏
ノ
所
為
ヲ
右
様
可
否
ス
ル
ノ
権
ハ

ナ
キ
郡
卜
存
候、

今
ノ
委
員
ハ

憲
法
修
正
丈
ヶ
ノ

b
ett
er
 
b
uil
d
 a
 s
oli
d
 
fo
u
n
da
ti
o
n.

池
本
氏
反
訳
書
ハ

速
二

御
売
捌
ノ
出
来
侯
様
特
殊
ノ
御
手
段
ア、
リ
ク
ク
度
候、

充
分
教
会
員
二

意
見
モ
出
来
而
シ
テ
合
併
二

及
ヒ

候
ハ
ヽ
、

真
ノ
合
併
ニ
シ
テ
容
易
二

分
裂
ニ
ハ

至
ラ
サ
ル
ベ
シ
、

小
生
ハ

如
此
強
固
ナ
ル
合
併
ヲ
望
ム
モ
ノ
ナ
リ

I
 
w
o
ul
d
 
m
a
k
e
 a
 
st
ro
n
g
 
o
p
p
ositi
o
n
 t
o
 
a
n
y
 
s
u
p
er
fi
ci
al,
 

可
申
上
候、

尤
此
書
面
ハ

他
人
ニ
ハ

極
内
々
二

な
し
置
被
下
度
候

如
キ
ハ

甚
不
当
千
万
ノ
事
卜
認
メ
申
候

540 

十
二

月
二

十
八
日

①
神
戸
諏
訪
山
和
楽
園

小
綺
弘
道

h
a
st
y
 
&
 
bli
n
d
 
u
ni
o
n.

B
e
for
e
 it
 t
a
k
es
 
pl
a
c
e,

②
東
京
麹
町
区
上
二
番
町
二
十
二
番
地

教
会
中
種
々
ノ
意
見
ヲ
抱
カ
シ
メ
熟
議
闘
論
セ
シ
ム
ル
事
ハ
、

合
併
前
至
当
ノ
事
卜
存
候
ハ
、

厭
投
シ
テ
他
人
ノ
ロ
ヲ
閉
ッ
ル
カ

来
一

月
三
日
ニ
ハ

此
ノ
ギ
ュ
リ
ク
氏
修
正
意
見
書
二

関
シ
ミ
シ
ョ
ン
・

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
被
開
候
よ
し、

其
結
果
ハ

何
レ
御
通
知

至
急

④
墨
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明治21年

万
一

成
ル
ヘ

キ
事
ナ
ラ
ハ

東
京
両
教
会
（
番
町、

榎
坂）

合
併
ノ
上、

充
分

0

0

0

 

Ea
rnestl
y
二

請
求
ス
ル
趣
ヲ
記
シ
御
送
ア
ラ
バ
同
氏
モ
亦
義
務
ト
シ
テ
モ
御
求
二
応
ス
ヘ
シ
ト
存
候
間、

此
義
ハ
大
至
急
二
御
工
風
有

之
度
候
也、

小
生
ハ
已
二
御
知
之
通
合
併―一
反
対
ス
ル
ニ
ア
ラ
ス、

今
ノ
如
キ
不
ツ
ゞ
カ
ナ
ル
合
併
二
飽
マ
テ
モ
反
対
ス
ル
ナ
リ、

小
生

喋
々
シ
テ
両
会
ノ
ハ
ピ
ー
・
ユ
ニ
オ
ン
ヲ
妨
ク
ル
ゾ、

委
員
ナ
リ、

然
ル
ヲ
誤
テ
他
人
／
言
論
自
由
ヲ
妨
ケ
ソ
ト
ス
ル
カ
菰
キ
ハ
権
外
／
所
為
卜
云
ハ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ス、

多
分
右
様
／
康
ヲ
為
サ

ル
、
モ
ノ
ハ
在
京
都
ノ
某
宜
教
師
賊
ニ
ッ
テ、

近
来
ギ
ュ
リ
ク
氏
二
種
々
之
未
練
千
万
ナ
ル
忠
告
ヲ
加
へ
、

最
早
合
併
二
関
ッ
一

言
モ
吐

ク
勿
レ
ト
迄
二
被
申
候
よ
し、

内
々
ギ
ュ
リ
ク
氏
よ
り
通
知
有
之
候（
詞
齢
声

雙
雲
い）、

依
而
殊
二
よ
り
候
ハ
、
ギ
ュ
リ
ク
氏
ハ

落
胆
失

望、

誰
一

人
も
在
京
宜
教
師
中
同
氏
ヲ
賛
成
ス
ル
モ
ノ
ナ
キ
所
ョ
リ
(
m
竺^
ハ）

実
二
孤
立
ノ
体
ナ
リ、

右
様
喋
々
ス
ル
ハ

多
分
ゴ
ル
ド
ソ

多
ク
ハ

ニ
十
四

氏
カ
レ
ー
ル
ネ
ド
氏
ナ
ラ
ン、

他
人
ハ
余
リ
無
鈍
着
ナ
レ
ハ
ナ
リ、

万
一

ギ
ュ
リ
ク
氏
黙
止
二
及
ハ
、
折
角
十
七
八
個
ノ
教
会
ヨ
リ
ノ
依

頼
モ
烏
有
二
帰
ス
ベ
シ
ト
存
シ、

大
二
迫
憾
ノ
事
ナ
リ
ト
存
候
間、

願
ク
ハ

委
員
中
同
氏
ノ
意
見
書
二
関
シ
御
相
談
二
及
候
ハ
ヽ
、

ギ
ュ

リ
ク
氏
ノ
意
見
書
分
配
ノ
事
二
御
尽
力
有
之
度、

又
古
荘
君
ト
モ
御
協
議
ノ
上
ナ
ニ
知
ラ
ヌ
分
二
為
し
て、

先
日
御
依
頼
申
セ
シ
大
坂
ア

ツ
ヅ
レ
ス
同
氏
憲
法
修
正
意
見
等
（
以
前
七
通
ノ
回
文
ト
モ
）
他
ハ
サ
テ
既
キ
憲
法
修
正
意
見
婁
丈
ヶ
ヲ
御
急
キ
ア
レ

早
ク
上
梓
ノ
上
分
配
ア
レ
ト

懇
々
御
依
頼
ア
リ
テ
同
氏
ノ
カ
ヲ
御
付
ケ
被
下
候
而
ほ
如
何、

或
ル
教
師
ハ
同
氏
二
向
ヒ
教
会
ョ
リ
ノ
依
頼
ハ
決
テ

ニ
ア
ラ
ス、

只
新
島
氏
ョ
リ
一

応
ノ
回
文
ア
リ
ニ
ョ
リ

Ear
nest
 req
uest
 

ク
氏
ノ
意
見
ナ
ド
ハ
重
セ
サ
ル
ナ
リ
ト
迄
面
ノ
皮
厚
ク
同
氏
二
向
ヒ
被
申
タ
ル
由、

故
二
貴
兄
及
ヒ
古
荘
君
等
よ
り
再
ヒ
直
接
二
同
氏
ノ

修
正
意
見
等
御
要
求
ア
リ、

牧
師
ョ
リ
モ
全
会
ョ
リ
モ
真
ニ

教
師
ョ
リ
ハ
種
々
ノ
事
ヲ
言
ハ
レ、

近
来
渡
航
シ
タ
ル
新
参
者、 Ear

nest
 req
uest
ニ
ア
ル
ヲ
表
シ
賜
ハ
、
同
氏
モ
亦
奮
テ
御
求
メ
ニ
応
ス

ヘ
ケ
レ
ド
モ、

今
ノ
有
様
ナ
レ
ハ
落
胆
失
望、

教
会
ョ
リ
ノ
注
文
ハ

Ear
nest
ニ
ア
ラ
ス
ト
仮
想
シ
（
茫
雷
項
竺
鴻
”
ギ
ュ
リ
ク
氏―-）、

他
ノ

日
本
ノ
情
実、

働
キ
方、

牧
師
輩
ノ
志
操
モ
知
ラ
ス
シ
テ
何
故
如
斯
ク

Polite
ness
 
ノ
一

点
ョ
リ
右
依
頼
二
及
ヒ
タ
ル
訳
ニ
シ
テ、

内
部
ニ
ハ
ギ
ュ
リ
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御
令
聞
様
二
宜
し
く 、

御
両
人
共
御
丈
夫
ナ
ル
ハ

実
二

欣
喜
々
々

八
重
ハ
此
四
五
日
用
向
ア
リ
帰
宅
い
た
し
居
候

シ
ド
ニ
ー
・

ヱ
ル
・

ギ
ュ
リ
ク
氏
ハ

当
時
京
都
今
出
川
寺
町
西
ナ
ル
レ
ー

ル
ネ
ド

氏
二
止
宿
仕
居
候）

ギ
ュ
リ
ク
氏
ヘ
ハ

教
会
ヨ
リ
ト

言
ハ
ス 、

貴
兄
井
二
古
荘
一

箇
人
ノ
資
格

'‘

'‘

,‘

»ヽ

»ヽ

'‘

言ヽ

»ヽ

ヽヽ

'‘

>‘

菖ヽ

‘
‘

＊ヽ

奮
ヽ

鵞
ヽ

。、

'‘

»ヽ

<

”`

�

奮

し

奮

ヽ

｀
‘

（
 

小
崎
弘
道
兄

十
二

月
廿
八
日

候
ハ
、

幸
甚

ノ
日
ク
ニ
ハ

充
分
ノ
手
順
ヲ
尽
セ 、

教
会
員
ニ
ハ
イ
ン
テ
レ
ジ
ェ
ン
ト
・

オ
ビ
ニ
ョ
ン
ヲ
附
与
シ
テ
教
会
員
ノ
輿
論
ヲ
呈
出
セ
シ
メ
ヨ

、

又
合
併
前
知
ラ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
事
柄
ハ
ナ
ン
デ
モ
カ
デ
モ
充
分
二
会
員
二
知
ラ
シ
メ
ヨ

（
頸
応
嘩
吐
翠
緬
竺
砂
記
租
吃
四
幻） 、

又
一

致
二

関
シ
反
対

論
ア
ラ
ハ

其
反
対
論
ヲ
聞
カ
シ
メ
ヨ

、

些
少
之
反
対
論
ニ
ョ
リ

敗
壊
二

及
フ
ヘ

キ
ガ
如
キ
極
手
薄
キ
合
併
ナ
ラ
ス
敗
壊
シ
テ
モ
決
シ
テ

惜
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス 、

今
ノ
有
様
ヲ
見
ル
ニ

飽
マ
テ
モ
反
対
者
ヲ
防
キ
他
人
ノ
ロ
ヲ
開
カ
シ
メ
ス
嗅
キ
モ
ノ
ニ

蓋
ヲ
為
ス
カ
如
キ
仕

方
ヲ
以
テ
合
併
セ
ン
ト

計
ラ
ル
、
二

似
タ
リ 、

嗚
呼
愚
モ
亦
甚
シ
カ
ラ
ス
ヤ 、

我
力
会
中
ニ
ハ

如
斯
キ
俗
物
ノ
ア
ル
ニ
ハ

随
分
閉
口
千
万

ナ
リ 、

将
来
御
注
意
ア
リ
テ
貴
会
中
如
斯
キ
俗
物
ノ
現
出
セ
サ
ル
様
充
分
ノ
御
薫
陶
ア
リ
ク
ク
熱
望
シ
テ
止
マ
サ
ル
也 、

兎
角
世
間
ノ
事

ヲ
聞
ク
ト

抗
慨
ヵ
起
リ

大
二
困
マ
リ
申
候 、

右
書
中
ノ
大
意
ハ

御
差
支
ナ
シ
ト

認
メ
ラ
レ
ル
、

ナ
ラ
ハ

、

襄

一

応
池
本
君
ニ
モ
御
通
知
被
下
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明治21年

粛
啓、

陳
者

寒
冷
之
際
各
位
益
御
多
祥
国
事
二

御
尽
力
被
遊
候
条、

欣
賀
之
至
二

不
堪
候、

陳
者
小
生
義
ハ

未
ク
各
位
ト
ハ

尽
ク
扉
知
之

»ヽ
9ヽ
»ヽ
．‘
»ヽ
．‘
'
，‘
»ヽ
'‘
・‘

栄
ヲ
蒙
ラ
サ
ル
モ、

兼
テ
明
治
八
年
以
来
京
都
府
下
二

於
テ
私
立
英
学
校
ヲ
創
設
致
シ
、

又
近
来
二

至
リ
私
立
大
学
設
置
ノ
事
ヲ
相
企、

»ヽ
9ヽ
»ヽ
»ヽ
»ヽ
9ヽ
9ヽ

9‘
,̀

身
之
不
肖
ヲ
モ
顧
ミ
ス、

事
ノ
重
大
ナ
ル
ヲ
モ
恐
レ
ス、

全
身
全
カ
ヲ
喝
シ
テ
此
事
二

当
リ
来
タ
リ
候
処、

元
来
大
学
ノ
事
件
タ
ル
中
々

盆
補〕

シ
得

容
易
ノ
事
ニ
ア
ラ
ス
「
無
之」、

且

決
シ
テ
僅
々
資
本
ノ
能
ク
為
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
モ
無
之、

又
幸
二

之
ヲ
設
立
ス
ル
ニ

及
ハ
ヽ
、

我
力
邦

候
ニ
ョ
リ

家
ノ
前
途
ニ
モ

多
少
ノ

関
係
ヲ
モ

有
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト

確
認
候
ハ
ヽ
、

是
非
ト
モ
国
事
二

御
尽
カ
ア
リ、

且
邦
家
百
年
ノ
後
迄
モ

憂
へ

深

9
,‘
»ヽ

鵞ヽ
畜ヽ
»ヽ
'‘
�
言ヽ
»ヽ
，`

奮ヽ
亀ヽ
»ヽ
亀ヽ
»ヽ
»ヽ
・‘
奮ヽ
。、
．‘
奮ヽ
»ヽ

〔

朱
〕

ク
思
慮
ヲ
廻
ラ
シ

賜
ハ
ン
各
位
方
二

向
ヒ
之
ヲ
訴
へ
、

其
ノ
賛
翔
ヲ
仰
ク
ニ
ア
ラ
サ
レ

ベ

到
底
成
功
ノ
日
ヲ
難
期
事
卜
存
シ、

「
未
夕

鳥ヽ
'
'
»ヽ
»ヽ
»ヽ
»ヽ
»ヽ
»ヽ
»ヽ

各
位
ト
ハ

尽
ク、

（
新
潟
二

福
井
ニ
カ
キ
リ
）

辱
知
ノ
栄
ヲ
蒙
ラ
サ
ル
モ
」、

不
顧
失
敬
一

書
奉
呈
仕
候
次
第
ナ
レ
ハ
、

願
ク
ハ

各
位
ニ
モ

ア
ラ
ソ

小
生
ノ
心
情
ヲ
御
憐
察
ア
リ
賜
ハ
ン
事
ヲ
奉
希
図
候

<

V

9

し

，

已
ニ

却
説、

右
大
学
設
立
之
旨
趣
ハ

去
月
七
日
ヲ
以
テ、

東
京
大
坂
神
戸
京
都
等
ノ
諸
新
聞
附
録
二

於
テ
詳
細
陳
継
致
し
置
候
間、

定
而
御
一

覧
ア
リ
シ
事
卜
存
候
得
共、

右
旨
趣
書
ハ

別
ニ
―

小
冊
子
ト
ナ
シ
、

又
同
志
社
設
立
ノ
始
末
書
ヲ
相
添
へ

貴
覧
二

呈
候
間、

小
生
翡
ノ
已

〔
率い）

ニ

我
力
邦
家
二

喝
サ
ン
ト
ス
ル
ノ
微
志
ヲ
モ
御
洞
察
有
之、

各
位
ニ
ハ

特
別
他
衆
二

卒
先
シ
此
挙
ヲ
瑚
賛
セ
ラ
レ
、

御
自
身
御
恵
投
ノ
事

ハ

申
迄
モ
無
之、

貴
県
全
管
内
二

広
ク
有
志
賛
成
家
ヲ
御
募
リ
被
下、

吾
人
ノ
目
的
ヲ
シ
テ
速
二

彼
岸
二

達
セ
シ
メ
賜
ハ
、

吾
人
ハ

真
ニ

舞
ヒ

手
ノ
洪
キ
足
ノ
踏
ム
所
ヲ
知
ラ
サ
ル
ナ
リ、

各
位
ニ
シ
テ
幸
二

吾
人
ノ
梱
願
二

応
セ
ラ
レ
自
ラ
手
ヲ
分
チ
テ
周
旋
ノ
労
ヲ
取
リ
賜
ハ
、
‘

541 

十
二

月

県
会
議
員

④
墨、

赤
イ
ソ
ク

⑥
草
稿
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汰
石
川

汰官国
山

0
山
梨

0
千
葉

百
下
頼
ミ一
△
愛
知
金
◎
内
藤
魯

□

福
井
®（鴫醐空右衛門

0
静
岡

△
岐
阜

金
勝徳窟徳窟

〇
神
奈
川

雙四

■

山
口

.
‘

.
‘

 

□
長
崎
〇

□

島
根
0
佐
々
田

並
□

鳥
取
〇

尽
□
長
崎
〇

»
ヽ

9ヽ

»
ヽ

▲
大
坂
»
ヽ

＊
ヽ

△
滋
賀
金

金

▲
兵
庫
＊
ヽ

'‘

▲
岡
山
.
‘

富
ヽ

△
奈
良
»ヽ

‘
‘

△
和
歌
山
金

飯
村
文
二
郎

一

齋
藤
斐

〇
茨
木
®
⑱
並

口
愛
媛
〇

口
徳
島

順
ヒ

願
ク
ハ
〇
〇
二
於
テ
中
央
本
部
ヲ
設
ケ
全
管
内
募
集
ノ
義ハ
各
位
方
之
御
見
込
御
便
宜
二
応
シ
テ
御
工
風
被
成
下 、
来
年
四
月
ヲ
以
テ
先

。
、

'

»
ヽ

ヽ
ヽ

・
‘

»ヽ

»
ヽ

゜
ヽ

»
ヽ

．
‘

＇‘

»
ヽ

ツ
一
期
卜

定
メ
一
切
御
取
纏
被
下
候
而 、
御
送
金
ノ
義ハ
別
紙
之
通
御
最
寄
新
聞
各
社
へ
御
払
込
ミ

被
下
候ハ
、

重
々
ノ
事
二
奉
存
候 、

明
治
廿一
年
十
二
月

□

高
知
〇

□

福
岡
県
会
議
長
0
岡
田
孤
鹿

△
三
重

□
広
島
0
議
長
麟
気
栄
太
郎

ー
県
々
会
員
各
位御

中

右
私
設
大
学
御
賛
成
井
御
尽
力
之
義
折
入
テ
梱
願
申
上
度
如
此
也 、
頓
首
敬
白

西
京
同
志
社新

島

襄

732 
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②
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志
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要
用

0
青
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七
戸
山
田
政
一

0
山
形

〇
■
仙
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0
岩
手

oo
新
潟
®
40（
輯
韓
3
戊
躙
？
ヘ

0
秋
田

徳
店。
後
藤。

0
栃
木

0
福
島

徳
窟

菌
訂
後
穎徳

宮

（
後
藤

④
墨、

封
箇
表
書
は
赤
イ
ソ
ク

⑥
封
筒
表
書
は
堀
金
太
郎
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新
島
襄
全
集
3
■
書
簡
編
1
■
注
解



3

安
中
藩
家
老
尾
崎
直
紀
は
「
江
戸
御
在
所
諸
士
明
細
帳」
（
新
島
先
生
遺
品
庫
収
蔵
史
料、

以
下
遺
品
庫
史
料
と
略
す）

に
よ
る
と、

嘉
永

五
年
六
月
十
五
日
安
中
国
詰
め
を
命
ぜ
ら
れ、

同
年
八
月
九
日
家
来
を
召
連
れ、

江
戸
を
発
っ
て
安
中
に
引
移
っ
た。

新
島
七
五
三
太

は、

ま
だ
当
年
九
歳
で
あ
り、

し
た
が
っ
て
、

こ
の
書
簡
は
父
民
治
が
代
っ
て
、
一

ッ
橋
の
藩
邸
の
日
々
、

尾
崎
直
紀
か
ら
う
け
た
巻

顧
を
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る。

尾
崎
直
紀
は
新
島
民
治、

と
み
（
登
美）

夫
婦
の
媒
酌
人
で
あ
っ
た
し、

ま
た
新
島
家
に
残
さ
れ
て
い
る
七
五
三
太
の
誕
生、

初
織、

袴
着
な
ど
の
祝
い
の
記
録
（「
新
島
家
祝
物
到
来
覚
帖」、

遺
品
庫
史
料）

に
は、

尾
崎
直
紀
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
儀
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ、

新
島
家
と
家
老
の
尾
崎
直
紀
と
の
間
は
特
別
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
特
に
新
島
七
五
三
太
の
尾
旦
那
様
宛
が
父

民
治
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る。

な
お
こ
の
書
簡
は
大
正
十
二
年
一

月
警
醒
社
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
根
岸
橘一
二
郎
『
新
島
襄
』
（
以
下
「
根
岸
本」

と
略
す）

に
「
尾
崎

大
目
付
に
十
歳
の
時
送
り
し
先
生
の
手
紙
」
（
七
四
ー
七
五
ペ
ー
ジ）

と
し
て
、

は
や
く
全
文
が
紹
介
さ
れ
た。

な
お
昭
和
十
七
年
刊
行

の
『
新
島
先
生
書
簡
集
』
一

四
0
号
書
簡
（「
正
一
四
〇
書
簡」

と
略
す、

以
下
こ
の
例
に
よ
る）

は、

そ
の
年
代
を

嘉
永
四
年
の
こ
と
と

し
て
い
る。

し
か
し、

尾
崎
直
紀
の
安
中
へ

引
移
っ
た
上
述
の
記
録
に
も
と
づ
い
て
、

嘉
永
五
年
と
改
め
た。

4

呈
尾
崎
君
書
は
「
敬
幹
慎
呈
書」

に
は
じ
ま
る。

「
新
島
家
祝
物
到
来
覚
帖
」

（
遣
品
庫
史
料）

に
よ
る
と、

「
安
政
四
丁
巳
年
十
二

月
十
五
日

七
五
三
太
前
髪
執
申
候
付、

岡
田
源
七
郎
相
頼

大
御
目
付
御
中

新
島
弁
治

私
孫
民
治
悴
七
五
三
太
義
当
巳
十
六
歳

罷
成
候
付、

今
日
前
髪
為
執
申
候、

此
段
御
届
申
上
候、

以
上

十
一

月
十
五
日
」

と
見
え、

七
五
三
太
は
元
服
し
て
敬
幹
と
称
す
る

こ
と
と
な
っ
た。

し
た
が
っ
て
こ
の
書
簡
に
見
え
る
「
七
月
上
旬
」

は
安
政
五
年
以
後
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
尾
崎
直

紀
は
「
江
戸
御
在
所
諸
士
明
細
帳」
（
遣
品
庫
史
料）

に
よ
る
と、

「
安
政
五
午
年
七
月
十
八
日
死
去
被
致
候
事
」

と
あ
る
か
ら、

ま
さ

に
こ
の
「
呈
尾
崎
君
書
」

は
そ
の
死
の
直
前
に
呈
上
し
た
こ
と
に
な
る。

し
か
も、

そ
こ
に
は
新
島
七
五
三
太
の
「
今
不
学
恐
失
時」

と
い
う
学
問
に
対
す
る
裂
吊
の
気
合
い
を
伝
え
て
い
る。

5

書
簡
の
は
じ
め
に
見
え
る
「
先
公
之
命
」

と
は、

安
政
四
年
四
月
十
日
に
死
去
し
た
安
中
藩
主
板
倉
勝
明
の
命
令
と
い
う
こ
と
で
あ

る
か
ら、

こ
の
書
簡
の
上
限
は
勝
明
が
死
去
し、

す
ぐ
勝
殷
が
襲
封
し
た
時
期
で
あ
り、

下
限
は
書
中
に
あ
る
「
垢
川
先
生
」

が
蔀
川

廉
斎
と
す
る
と、

そ
の
死
は
安
政
五
年
六
月
二
十
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

し
た
が
っ
て
こ
の
書
簡
の
年
代
は
こ
の
上
限、

下
限
の
間

に
な
る。
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宛
名
の
某
は
「
根
岸
本」
に
よ
る
と
菅
沼
総
蔵

品
造）、

岡
村
喜
四
郎
の
い
ず
れ
か
が
想
定
さ
れ
る
が
さ
だ
か
で
な
い。

な
お、
こ
の
書
簡
は
「
根
岸
本」
に
よ
る
と
訓
点
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
が、

所
収
に
あ
た
っ
て
省
略
し
た。

＊
＊
「
新
島
民
治
『
新
島
氏
家
統
記
』
」
（
森
中
章
光
写、

遺
品
阻
史
料）

に
よ
る
と、

新
島
七
五
三
太
は
「
安
政
五
戊
午
年
学
問
所
助
勤

同
年
江
州
日
野
産
二

而
田
嶋
順
輔
卜

申
者
蘭
学
二

而
御
抱
二

相
成、

右
二

付
蘭
学
執
行、

勝
明
公
以
御
沙
汰
被
仰
付、

門
入
」

と
あ

る。

田
島
順
輔
は
『
近
江
日
野
町
志
』

巻
下
（
昭
和
五
年
刊）

に
よ
る
と、

大
阪
の

緒
方
塾
つ
い
で

江
戸
に
出
て
洋
学
を
学
ん
だ。

嘉

永
四
年
板
倉
勝
明
に
召
抱
え
ら
れ、

安
政
三
年
に
は
蕃
舌
調
所
教
授
出
役
と
な
り、

翌
四
年
八
月
長
崎
伝
習
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
見
え

る。
現
藩
主
板
倉
勝
股
が
蘭
学
を
廃
す
る
方
針
を
と
っ
た
こ
と
に
対
す
る
激
越
な
批
判
が
寓
さ
れ
て
い
る。

な
お
板
倉
勝
殷
は
前
藩
主
勝
明
の
弟、

兄
勝
明
の
死
後、

安
政
四
年
閏
五
月
十
一

日
襲
封
し
た。

従
五
位
下、

主
計
頭。

父
民
治
（
華
山
の
ち
是
水
と
号
し
た
）、

七
五
三
太
は
「
御
大
人
様
」

と
呼
ぶ。

文
化
四
丁
卯
年
二
月
十
四
日
生
ま
れ、

し
た
が
っ
て
、

こ
の
年
五
十
五
歳。

「
新
島
民
治
『
新
島
氏
家
統
記
』
」
（
遠
品
血
史
料）

に
よ
る
と
民
治
の
股
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る。

文
化
十
三
丙
子
年
十
二
月
御
茶
之
間
被
召
出、

金
弐
分
壱
人
扶
持
被
下
置

同
十
四
丁
丑
年
十
二
月
金
壱
分
増

文
政
元
戊
寅
年
十
月
江
戸
引
越

同
年
十
二
月
金
壱
分
増

同
二
己
卯
年
金
壱
分
増

同
三
庚
辰
年
十
二
月
金
壱
分
増

同
五
壬
午
年
十
二
月
金
壱
分
増

同
六
癸
未
年
十
二
月
廿
五
日
金
壱
分
増

同
七
甲
申
年
正
月
十
一

日
御
用
部
屋
書
役
当
分
助

同
年
閏
八
月
廿
九
日
足
軽
部
屋
目
付
格、

金
弐
分
増、

御
用
部
屋
助
是
迄
之
通

同
八
乙
酉
年
十
二
月
廿
五
日
御
用
部
屋
害
役
手
伝、

金
壱
分
増、

筆
墨
代
並
之
通
被
下

文
政
十
丁
亥
年
十
一

月
廿
日
御
時
計
番
兼
茶
ノ
間
取
締
小
松
忠
八
申
合
可
心
付
候、

御
用
部
屋
書
役
手
伝
是
迄
之
通
リ
御
時
計
番

737 



夜
扶
持
並
之
通
リ

同
年
十
二
月
金
壱
分
増

文
政
十
一

戊
子
年
八
月
十
一

日
徒
士
格
御
取
立
御
用
部
屋
書
役
見
習、

金
四
両
壱
人
半
扶
持

〔
天
保
二
年
二
月
二
十
日

中
田
登
美
と
結
婚〕

天
保
四
癸
巳
年
十
二
月
十
日
御
書
方
書
役
筆
墨
代
並
之
通
リ
御
祐
筆
差
合
認
物
多
之
節
ニ
ハ

御
祐
筆
認
物
可
相
勤
候

同
五
甲
午
年
三
月

勝
明
公
大
坂
御
加
番
被
蒙
仰
候
御
供
被
仰
付

同
七
丙
申
年
正
月
十
一

日
御
徒
組
除

御
祐
筆
見
習、

金
壱
両
増
勤
金
弐
分
被
下

〔
天
保
十
四
年
正
月
十
四
日

七
五＿―-
太

誕
生〕

同
十
四
癸
卯
年
十
一

月
十
五
日
徒
小
性
金
弐
分
増
押
合
方
御
祐
筆
筆
墨
代
並
之
通
被
仰
付
候

天
保
十
五
甲
辰
年
正
月
十
一

日
徒
小
性
金
弐
分
増

同
年
六
月
六
日
御
書
方
御
祐
筆
筆
墨
代
並
ノ
通

弘
化
二
乙
巳
年
十
二
月
廿
五
日
半
扶
持
増、

同
日
献
上
献
備
認
物
以
来
相
勤
可
申
旨
御
達

嘉
永
六
癸
丑
年
正
月
十
一

日
中
小
性
格
金
弐
分
増

安
政
六
己
未
年
四
月
廿
五
日

勝
殷
公
大
坂
御
加
番
被
為
蒙
仰
候
付、

御
供
被
仰
付

万
延
二
辛
酉
年
正
月
十
一

日
中
小
性
被
仰
付

文
久
元
辛
酉
年
十
二
月
献
上
献
備
認
物
御
免

な
お
「
御
老
大
人
様
」

は
祖
父
新
島
弁
治
を
さ
し、

彼
は
天
明
六
丙
午
年
十
二
月
二
十
五
日
の
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら、

こ
の
年
七
十

七
歳。

前
掲
の
「
新
島
民
治
『
新
島
氏
家
統
記』
」

に
よ
る
と、

こ
の
年、
「
十
二
月
廿
五
日
金
弐
分
増、

御
広
間
平
番
」

と
い
う
役
に

つ
い
て
お
り、

な
お
新
島
家
の
家
長
の
位
置
に
あ
る。

8

「
新
島
家
祝
物
到
来
覚
帖
」
（
退
品
庫
史
料）

に
よ
る
と、
「
悴
七
五
三
太
備
中
備
中
松
山
表
江
軍
艦
乗
組
周
防
守
様
よ
り
御
頼
に

付

出
帆」

と
あ
り、

新
島
は
備
中
松
山
（
現
在
岡
山
県
高
梁）

の
松
山
藩
主
板
倉
周
防
守
勝
静
（
文
久
二
年
三
月
十
五
日
奏
者
番
寺
社
奉
行
兼
帯、

老
中
に
任
ぜ
ら
れ、

同
年一
1一
月
二
十
六
日
従
四
位
下、

侍
従）

の
ス
ク
ー
ナ
ー
洋
式
帆
船
快
風
丸
に

乗
組
を
許
さ
れ、

航
海
術
実
習
の
た
め

備
中
玉
島
（
現
在
の
岡
山
県
倉
敷
市）

に
航
行
し
た。
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な
お、

こ
の
玉
島
航
悔
の
日
並
の
詳
細
に
つ
い
て
は
『
新
島
襄
全
集
b

5

日
記
・

紀
行
編
（
第
5
巻
『
日
記
，
紀
行
椙』
と
略
す、

以

下
こ
の
例
に
よ
る）

所
収
「
玉
島
兵
庫
紀
行」
（
史
料
ー、

三
ー
七
ペ
ー
ジ）

に
見
る
こ
と
が
で
き
る。

9

菅
沼
錠
次
郎
（
総
造）

は
新
島
七
五
三
太
の
航
海
術
修
業
上
の
上
司。
「
江
戸
御
在
所
諸
士
明
細
帳
」
（
遺
品
庫
史
料）

に
よ
る
と
米
九

石、

三
人
扶
持、

そ
の
履
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る。

嘉
永
六
丑
年
十
二
月
廿
九
日
中
小
性
当
時
之
末
席
米
壱
石
減
差
控
被
仰
付
之

安
政
三
丙
辰
年
正
月
十
一

日
二
卯
年
十
二
月
廿
五
日
米
壱
石
増
被
仰
付
之、

席
順
河
端
喜
平
太
坐
上

»ヽ

»
ヽ

»ヽ

r‘

>

9

»ヽ

»ヽ

»ヽ

△
文
久
二
戌
年
八
月
廿
四
日
堅
紙
ヲ
以
御
次
候

0
文
久
二
戌
年
十
月
口
唇
七
日
大
小
性
格
御
使
番
勤
金
並
之
通
被
下、

同
年
四
月
廿
三
日
御
軍
艦
頭
取
方、

同
稽
古
世
話
心
得
御

達
二

付
御
使
番
首
尾
能
御
免
被
成
候

0
文
久
二
戌
年
十
二
月
廿
七
日
此
度
古
今
之
形
勢
二

適
当
致
し
候
簡
易
之
御
備
立
二

御
改
制
被
成
候
付
右
取
調
之
被
仰
付
之

〔

r

マ

〕

元
治
元
四
子
年
五
月
十
二
日
給
人
格
大
目
付
助
勤
御
留
守
居
助
米
壱
石
増
被
仰
付
之

勤
金
三
両
御
関
所
掛
被
仰
付
之

〇
艇
応
二
寅
年
十
二
月
廿
五
日
給
人
米
壱
石
増
壱
両
頭
取
御
用
多
二

付
御
免

な
お、

こ
の
書
簡
の
「
今
日
夕
刻
ニ
ハ

周
防
守
様
御
船
へ
乗
巡」

と
述
べ
て
い
る
「
箱
楯
行
」

の
詳
細
な
経
緯
に
つ
い
て
ほ、

第
5

巻
『
日
記
・

紀
行
編
』

所
収
「
函
館
紀
行
」
（
史
料
2、

八
ー
ニ
四
ペ
ー
ジ）

の
冒
頭
に
見
る
こ
と
が
で
き
る。

10

新
島
は
敬
幹
と
し
る
し
て、

自
ら
の
作
詩
の
添
削
斧
正
を
乞
う
て
い
る
が、

そ
の
人
は
誰
で
あ
る
か、

同
大
舜
師、

秋
水
江
翁
も
こ

れ
に
当
る
か
定
め
が
た
い
。

年
月
日
は
元
治
元
年
三
月
十
一

日
と
あ
る
が、

そ
の
日
夕
刻
に
は、

本
巻
所
収
の
「
5

-――
月
十
一

日

菅
沼
錠
次
郎」

宛
書
簡
(
「
5
号
書
簡」

と
略
す、

以
下
こ
の
例
に
よ
る）

に
よ
れ
ば
板
倉
周
防
守
の
快
風
丸
に
乗
込
み、

函
館
行
き
と
い

う
ま
こ
と
に
切
迫
し
た、

あ
わ
た
だ
し
い
さ
な
か
の
作
詩
に
相
当
す
る。

こ
の
一

通
は
「
根
岸
本
」
(
-
四
六
ペ
ー
ジ）

に
ふ
り
仮
名、

返
り
点
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
が、

所
収
に
あ
た
っ
て
省
略
し
た。

ま

た、

そ
の
年
記
は
「
元
治＿―-
元
年
三
月
十
一

日
」

と
あ
る。

な
お、

こ
の
一

通
に
つ
い
て
は
昭
和
四
年
五
月
二
十
日
発
行
の
『
上
毛
教
界
月
報
』
（
三
六
六
号）

に
柏
木
義
円
は
「
新
島
先
生
の
参

禅
と
酔
歌
乱
舞
」

と
題
し
た
一

文
を
載
せ、

そ
の
原
本
を
披
閲
し
た
と
き
の
印
象
を
次
の
よ
う
に
し
る
し
て
い
る。

「
其
書
鉢
は
固
と

〔マ
こ

よ
り
先
生
の
に
似
さ
る
の
み
か、
「
新
島
襄」
（「
根
岸
本」）

中
に
は
「
乞
野
斧

元
治
三
元
年一
二
月
十
一

日

敬
幹
」

と
麗
々
と
落
款
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が
あ
る
の
に、

其
本
害
な
る
此
幅
に
は
全
然
此
十
四
字
は
な
く、

全
く
無
落
款
の
も
の
」
と
述
ぺ
て、
こ
の
一
通
が
新
島
敬
幹
の
も
の

で
あ
る
こ
と
を
否
定
さ
れ
た。

し
か
し、

柏
木
義
円
が
披
閲
し
た
と
い
う
原
本
は
そ
の
所
在
が
知
れ
ず、

し
た
が
っ
て、

い
ず
れ
と
も
証
す
べ
き
術
を
も
た
ぬ
の

で、
い
ま、
こ
の
一
通
を
編
年
月
日
の
相
当
の
と
こ
ろ
に
収
め
た。

11

伊
予
大
洲
藩
士
で
あ
っ
た
武
田
斐一ー一
郎
成
章
(-
八
二
七
ー一
八
八
0)
が
函
館
奉
行
所
の
下
に
開
い
て
い
た
諸
術
調
所
の
な
か
の
教

そ
う
か
く

育
機
関、

綜
霰
館
と
呼
ん
だ。

蘭
学
の
ほ
か
航
海、
測
量、
砲
術、

築
城、

造
船、

舎
密、

器
械
な
ど
の
諸
学
を
教
授
し
た。

森
吏、

藩
士
を
問
わ
ず
入
学
を
許
し、

各
地
か
ら
学
ぶ
者
が
集
ま
っ
た。

な
お
武
田
斐
三
郎
は
蘭
書
に
よ
っ
て
築
城
法
を
研
究
し、
箱
館
五
稜

郭
や
弁
天
岬
台
湯
な
ど
を
設
計
築
造
し
た。

13
「
函
館
紀
行」
（
第
5
巻
『
日
記・
紀
行
網』
史
料
2)
に
よ
る
と、

新
島
が
そ
の
函
館
行
き
を
飯
田
逸
之
助
に
依
頼
し
た
経
過
は
次
の

通
り
で
あ
る。

〔
前
略〕
快
風
丸
函
楯
に
至
る
為
に
四
五
日
内
に
必
ら
ず
開
帆
せ
ん、
〔
中
略〕
早
速
我
藩
へ
行
き、

飯
田
氏
に
其
由
を
相
談
セ
し
に

彼〔
は〕
我
厚
く
学
に
志
ざ
す
を
愛
し
喜〔
て〕
日、

我一
度
ひ
汝
之
為
に
周
旋
せ
ん、

然
共
預
成
否
を
期
〔
す〕
へ
か
ら
ず、

僕
額
謂

ふ、

此
人
然
諾
を
重
ん
ず
必
ら
ず
余
の
為
に
力
を
喝
さ
ん
と。

遂
に
辞
去
り
我
家
に
至
り
〔
中
略〕
飯
田
氏
之
周
旋
如
何
ん
を
待
計

り
也。

是
実
に
元
治
元
甲
子
年
三
月
七
日
な
り
〔
後
略〕

飯
田
逸
之
助
の
履
歴
は
「
江
戸
御
在
所
諸
士
明
細
帳」
（
遺
品
庫
史
料）
に
よ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る。

嘉
永
三
戌
正
月
十一
日

逸
之
助

亡
父
跡
式

中
小
性
被

召
出
米
九
石

三
人
扶
持

飯
田
圭
之
助

嘉
氷
六
丑
年
八
月
十
五
日
大
小
性
格
御
次
詰
被

仰
付
之、

安
政
四
年
二
月
朔
日
御
小
納
戸
素
読
所
掛
是
迄
之
通
被

仰
付
之、

0
安
政
四
巳
年
開
五
月
十
五
日
大
目
付
助
勤
米
壱
石
増
素
読
所
懸
り
是
迄
之
通
以
来
別
而
出
情
取
立
可
申
候、

右
二
付
御
□
外
可

相
勤
候、

御
手
元
御
書
物
御
用
向
義
可
有
之
候
間、

其
節
者
御
次
ョ
リ
罷
出
可
申
候

C
姜
政
四
已
年
開
五
月
十
五
日
大
目
付
助
勤
米
壱
石
増
素
読
所
懸
り
是
迄
之
通

御
手
元
御
書
物
御
用
向
義
可
有
之
候
間、

其
節
者
御
次
江
召
出
可
申
候、

同
年
九
月
廿
七
日
給
人
格
御
留
主
居
浜
役
助
勤
金
壱
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注 解

両
被
下

質
関
所
掛
被

抑
付
之、
大
且
付
助
勁
素
託
所
掛
是
迄
之
通
安
政
六
未
年
四
月
廿
五
日
大
坂
餌
供
徘
□
口
役
彼

抑

付
之、
大
目
付
口
前
之
通、
0
万
延
二
酉
年
正
月
十一
日
米
壱
石
増
被

仰
付
之、
0
文
久
二
戌
年
十
二
月
廿
七
日
此
度
方
今

之
形
勢ーー
鴎
日
日
適
当
致
候
簡
易
之
御
備
立
御
改
制
被
成
候
付、
右
取
調
被

仰
付
之、
0
同
三
亥
年
正
月
口
口
被

仰
付
之

一
脱
応
二
寅
年
十
二
月
廿
日
若
殿
様
御
附

飯
田
逸
之
助

御
役
料
銀一二
枚
被
下
之、
口
口
御
□
所
番
頭
首
尾
能

御
免
被
成
候、
一
□
口
様
御
近
習
向
支
配
被

仰
付、
願
筋
等
其
方一

名
宛
二
而
差
出
之
租
り
可
相
心
得
候、
勿
論
重
キ
願
筋
者
御
近
習
頭
其
方
連
名
相
心
得
可
申
候、
0
脱
応
四
辰
年
三
月
十
三
日

安
中
引
越
被

仰
付
候
事、
三
月
廿一
日
着

0
明
治
二
巳
年
正
月
七
日
格
式
御
物
頭
□
口
五
拾
石
被
成
下、
御
役
高
拾
石
東

京
公
議
人
被

仰
付
之、
若
殿
様
御
附
首
尾
能
御
免
被
成
候

16

ニ
コ
ラ
イ
(
loan
Di
mit
rovich
 Kasatkin
 Nikolai,
 
1
8
3
6-

—
1
9
1
2
)。
日
本
駐
在
ロ
シ
ア
領
事
館
付
ロ
ツ
ア
正
教
司
祭
と
し
て、

文
久
元
年
六
月
函
館
に
到
着
し、
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
の
伝
道
を
お
こ
な
っ
た。
新
島
は
元
治
元
年
五
月
三
日、
菅
沼
精一
郎
の
仲
介
で

ニ
コ
ラ
イ
と
会
い、
五
月
五
日
以
降
ニ
コ
ラ
イ
の
家
に
住
み
込
み、
日
本
語
教
師
と
な
り、
一
緒
に
「
古
事
記」
を
読
む
な
ど
緊
密
な

交
渉
が
は
じ
め
ら
れ
た。
こ
の
日
付
を
二
十
四
日
と
す
る
推
定
は、
こ
の
苫
簡
に
見
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
を
学
ぶ
た
め
に
「
ひ
そ
か
に

欧
羅
巴
へ
抜
け
行
き
…

…

此
の
志
を
遂
け
ん」
と
の
新
島
の
決
意
披
避
が
彼
の
「

航
海
日
記」
の
五
月
二
十
四
日
の
条
に
見
え
る
「

此

日

ー
君
へ
我
心
中
を
あ
か
す」
（
第
5
巻
『
日
記・
紀
行
絹』
＝一
六
ペ
ー
ジ）
と
対
応
す
る
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
る。

な
お、
こ
の
書
簡
は
深
井
英
五
に
よ
る
次
の
よ
う
な
自
筆
の
解
説
が
付
さ
れ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た。

此
の
「
ニ
コ
ラ
イ」
に
寄
す
る
の
雷
は
〔
新
島〕
公
義
よ
り
交
付
さ
れ
た
る
文
書
の
内
に
あ
り
た
る
も
の
な
れ
ど
も、
筆
蹟
よ
り

見
て
襄
先
生
の
自
害
に
あ
ら
さ
る
は
明
白
な
る
の
み
な
る
や
否
や
明
白
な
ら
ず、
内
容
よ
り
見
て
も
疑
は
し
き
点
あ
り、
果
し
て

ヽヽ

»ヽ

ヽヽ

先
生
の
作
る
所
な
る
や
否
や
を
知
ら
ず、
只
先
生
が
洋
行
の
便
宜
を
「
ニ
コ
ラ
イ」
に
求
め
ら
れ
た
る
は
有
り
得
べ
き
こ
と
な
れ

ば
参
考
に
資
す
べ
し

ま
た、
大
正
十
四
年
九
月、
こ
の
ニ
コ
ラ
イ
宛
書
簡
を
含
め
て、
新
島
公
義
か
ら
托
さ
れ
た
書
簡
を
深
井
英
五
が
同
志
社
に
寄
贈
す

る
に
当
っ
て、
殊
に
こ
の
書
簡
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
説
明
を
付
し
て
い
る。

此ハ
先
生
ノ
自
筆
卜
見ュ
ル
表
題
ノ
文
字
ヲ
記
シ
ク
ル
封
筒
二
納
メ
新
島
家
ノ
所
蔵
ク
リ
ッ
モ
ノ
ナ
ル
モ、
本
文
ノ
箪
跡
体
様
二

ヨ
リ
判
ス
ル
ニ
他
人
ノ
書
写
セ
シ
モ
ノ
、
如
シ、
暫
ク
疑
ヲ
有
ス
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い
ま、

伝
承
を
左
右
す
る
証
も
な
い
ま
ま
で
あ
る
が、
「

航
海
日
記
」

に
記
載
す
る
一

条
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
こ
こ
に
掲
載
し
た
。

19

六
月
十
四
日
付
で
父
民
治
に
書
簡
を
呈
し、

写
真
も
送
っ
て
い
る
の
は、

「

航
海
日
記
」

に
見
え
る
「
元
治
元
甲
子
年
六
月
十
四
日

富
士
屋
宇
之
吉
の
周
旋
二

依
而、

此
夜
九
時
過、

密
に
宇
之
吉
と
共
に
小
舟
に
乗
し
、

米
利
堅
船
に
乗
得
た
り」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀

行
網』
――＿
七
ペ
ー
ジ）

と
い
う
脱
国
決
行
の
日
を
記
念
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る。

20

発
信
地
な
ら
び
に
封
筒
裏
書
き
の
文
面
か
ら
も
元
治
元
年
三
月
以
前、

す
な
わ
ち
函
館
行
以
前
と
推
定
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る。

21

四
歳
年
下
の
弟。

弘
化
四
丁
未
年
十
二
月
十
四
日
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら、

こ
の
年
十
八
歳
。
「
新
島
民
治
『
新
島
氏
家
統
記
』」
（
造
品

庫
史
料）

に
よ
る
と、

双
六
の
履
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る。

安
政
七
庚
申
年
学
問
所
助
勤

文
久
三
癸
亥
年
九
月
十
四
日
学
問
為
修
業
下
谷
御
徒
士
町
罷
在
候
個
者
鷲
津
貞
輔
与
申
者
方
江
当
分
之
内
相
越
候
段
届
書
差
出

元
治
元
甲
子
年
五
月
十
八
日
句
読
師
御
雇
被
仰
付、

御
雇
中
金
三
両
弐
人
扶
持
被
下

鹿
応
三
丁
卯
年
九
月
廿
九
日
浬
堂
留
学
願
之
儀
請
人
等
同
道
二

而
罷
越、

社
長
嶋
村
孝
司
殿
出
会、

留
学
之
儀
願
候
処、

書
面
振

被
為
見
候
付、

直
認
差
出
候
処、

被
請
取
追
而
吟
味
可
有
之
旨
被
申
聞
退
散

同
十
月
九
日
吟
味
有
之
相
済、

明
十
日
引
移
可
申
旨、

社
長
被
申
聞
候
付、

猶
又
万
事
宜
差
図
被
下
候
様
相
頼
退
散、

翌
十
日
朝

八
時
支
度
取
調
引
移

炭
応
四
戊
辰
年＿―-
月
十
七
日
江
戸
出
立、

同
廿
九
日
安
中
江
十
三
日
目
二

着

同
年
七
月
十
八
日
飯
田
逸
之
助
殿
ョ
リ
以
剪
紙
明
十
九
日
御
達
申
候
之
義
有
之
候
付、

可
罷
出
旨
申
来
候
処、

不
快
二

付
其
段
申

述同
廿
八
日
快
方
二

付
罷
出
候
処、

勝
段
敬
公
御
住
居
江
罷
出、

逸
之
助
殿
御
取
合
二

而
御
目
見
被
仰
付、

学
問
御
稽
古
二

可
罷

出
旨
被
仰
付、

御
懇
之
蒙
御
意、

其
上
御
目
録
被
下
匿

明
治
二
己
巳
年
九
月
十
四
日
東
京
昌
平
坂
学
問
所
江
為
修
業
出
入
三
ヶ
年
之
御
暇
願
之
通
被
仰
付
執
行
中
壱
人
扶
持
被
下、

且
諸

色
高
直
二

付
半
扶
持
被
下、

同
廿
八
日
安
中
出
立、

十
月
朔
日
東
京
詰
太
山
雄
之
助
殿
方
江
着、

同
二
日
公
用
方
よ
り
聖
堂
江

願
書
差
出、

同
廿
七
日
入
寮
南
新
寮
舟
五
番
之
寮
江
引
移、

同
藩
河
合
鋏
太
郎
殿
与
同
居

同
三
庚
午
年
十
一

月
被
仰
付
二

付
父
隠
居、

右
二

付
同
廿
五
13
非
役
取
締
よ
り
呼
寄
之
義
逹
有
之
付、

同
廿
八
日
便
を
以
申
来、
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注 解
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越、
夫
よ
り
駕
龍一一
而
六
半
時
着

同
十
二
月
十
四
日
剪
紙
到
来
之
処、
病
中二
付
名
代
本
嶋
湊
殿
相
頼、
翌
十
五
日
書
取
を
以
現
米
九
石
襲
禄
申
付

父
民
治
願
之
通
其
方
江
家
将
下
賜、
父
為
隠
居
料
壱
人
口
下
賜

同
四
辛
未
年
正
月
末
よ
り
病
気
次
第
疲
労、
全
快
之
鉢
無
之
二
付、
簑
子
之
儀、
弓
削
田
発
殿
江
相
頼
候
処、
植
栗
義
達
殿
二
男

椋
弥
与
申
者
拾
弐
歳、
此
者
蓑
子
二
可
然
旨
二
付
相
頼、
二
月
朔
日
貰
受
引
取

双
六
明
治
四
年
二
月
七
日
亡

24

こ
の
書
簡
の
本
文
に
は
元
来
発
信
の
日
付
の
明
記
は
な
い。
し
か
し、
「
正
三
0
号」
(1
0
四
I-
0
七ペ
ー
ジ）
に
お
い
て
は
「
疫

応
二
年
□
月
□
日」
と
し、
岩
波
文
庫
『
新
島
襄
書
簡
集』
（
以
下
「
岩
波
本」
と
略
す）
は
炭
応
三
年
三
月
二
十
九
日
と
す
る。
そ
の

い
ず
れ
も、
日
付
確
定
の
準
拠
が
明
ら
か
で
な
く、
と
く
に
後
者
の
扱
い
は
誤
り
で
あ
る。

編
年
順
序
を
艇
応
元
年
の
末
尾
に
「
未
詳」
と
し
た
の
は、
こ
の
書
簡
の
追
而
書
の
七
項
目
に
お
い
て、
「一
元
治
二
年
三
月
香
港

に
あ
り
て」
と
い
う
詞
書
が
見
え、
こ
れ
を
筆
を
執
っ
た
下
限
と
推
定
し
う
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る。

27

こ
の
書
簡
に
は
も
と
も
と
発
信
の
日
付
に
関
す
る
明
記
は
な
い。
し
か
し
「
去
々
年
六
月
十
四
日」
脱
国
し
て
か
ら
「
去
年
五
月
十

七
日」
に
お
よ
ぶ
経
緯
は、
本
古
簡
中
に
割
注
で
「
箱
楯
よ
り
の
略
記
別
紙
に
の
せ
り」
と
あ
っ
て、
こ
の
古
箇
が
「
合
衆
国
マ
ス
サ

チ
ュ
セ
ッ
ツ
邦
ア
ソ
ド
ワ
県
ア
ソ
ド
ワ
府
に
て

新
島
敬
幹
害
す

千
八
百
六
十
六
年
二
月
二
十一
日」
と
す
る
「
箱
楯
よ
り
の
略

記」
（
第
5
巻
『
日
記・
紀
行
綱』
七
ニ
ー
七
九ペ
ー
ジ）
と
同
じ
二
月
二
十一
日
付
で
発
信
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る。

こ
の
書
簡
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
正
式
に
父
民
治
に
出
す
も
の
で、
イ
ソ
ク
で
書
か
れ、
自
ら
の
署
名
に
は
「
不
忠
不
孝
の
児」
が
冠
さ

れ
て
い
る。

な
お
元
号
を
も
と
に
し
た
編
年
の
表
記
に
よ
れ
ば、
千
八
百
六
十
六
年
二
月
二
十一
日
は
厳
密
に
は
「
慶
応
二
年一
月
七
日」
に
相

当
す
る
が、
「
炭
応
二
(-
八
六
六）
年
二
月
二
十一
日」
と
す
る。
こ
の
取
扱
は
以
下、
い
ち
い
ち
こ
と
わ
ら
な
い。

28

新
島
が
ボ
ス
ト
ソ
に
お
い
て、
そ
の
後、
そ
の
大
き
な
庇
護
の
も
と
に
過
し
た
「
ハ
ル
デ
ィ
ー」
と
の
最
初
の
出
会
い
を
伝
え
る
も

の
で
あ
る。
ポ
ス
ト
ソ
の
紳
商、
Alpheus
Hardy
 (181

5--87)
を
彼
は
ま
ず、
「
当
港
指
を
り
の
金
穴
家」
と
説
明
し
て
い
る。

ハ
ー
デ
ィ
ー
の
咎
顧
は
新
島
の一
身
に
お
よ
ぶ
ば
か
り
で
な
く、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ポ
ー
ド
を
通
じ
て
同
志
社、
日
本
の
宜
教・
教
育
に
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こ
の
断
簡
の
民
治
以
下
の
宛
名
害
き
の
間
の
縦
横
(
4.

5
x
6
k
ゞ
中）

に
は
何
か
貼
布
さ
れ
て
い
た
痕
が
認
め
ら
れ
る。

な
お、
「
お
ま
き
様
」、
「
お
み
よ
様
」、
「
お
と
き
様
」

は
そ
れ
ぞ
れ
新
島
七
五
三
太
の
姉
で
あ
り、
「
飯
田
逸
之
助
様
」

は
函
館
行
の

斡
旋
を
し
た
安
中
藩
の
大
目
付、
「
杉
田
様
」

は
蘭
学
者
の
杉
田
廉
卿
で
あ
ろ
う
か。

31

こ
の
書
簡
の

冒
頭
に

見
ら
れ
る
「
去
年
三
月
初
旬
愚
札
を
呈
候
」

と
は
、

本
巻
の
「
15
号
書
簡
」

（
二
月
二
十
一
日
付、

二
七
ー
ニ
九

ペ
ー
ジ）
、

も
し
く
は
「
16
号
書
簡
」

（
二
月
二
十
八
日
付‘
-―-
0
ペ
ー
ジ）

が
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る。

こ
と
に

後
者
は
そ
の
実
際
が
三

月
と
な
る
蓋
然
性
は
き
わ
め
て
高
い
。

か
く
す
る
と、

こ
の
書
簡
は、

ま
さ
に
一

年
振
り
に
投
函
さ
れ
る
も
の
で
、

し
か
も
「
今
に
な

ん
の
御
沙
汰
も
無
御
座
」

と
あ
る
か
ら、

そ
の
間
に
日
本
か
ら
の
返
事
の
え
ら
れ
な
い
ま
ま
に
書
簡
を
認
め
て
い
る
こ
と
に
な
る。

そ

れ
は
返
事
を
う
る
こ
と
は
「
と
て
も
急
速
之
事
に
は
ま
ひ
ら
ぬ
」

と
思
い
つ
つ
、

あ
る
い
は
日
本
か
ら
の
音
信
が
得
ら
れ
る
と
い
う
期

待
と
焦
躁
が
筆
を
執
ら
せ
て
い
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る。

こ
の
書
簡
で、

は
じ
め
て
返
書
の
方
法、

書
き
方、

郵
便
代
な
ど
く
わ
し
く

し
る
し
て
い
る
こ
と
も
か
か
る
念
願
の
あ
ら
わ
れ
と
見
ら
れ
る。

な
お、

次
の
断
簡
（
後
欠）

は
同
じ
く
写
真
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
が
、

こ
の
「
17
号
書
簡
」

の
草
稿
で
あ
る。

箪
を
進
め
る
に
あ
た

っ
て
新
島
の
胸
中
に
あ
れ
こ
れ
と
翻
意、

反
転
す
る
さ
ま
を
伝
え
て
い
る。

〔

力
」

扱
御
老
大
人
様
初
御
一

統
如
何
被
為
在
候
哉、

定
而
御
無
事
被
為
在
候
や
と
推
察
仕
奉
祝
賀
候、

次
而
小
子
義
無
事
健
全
二

罷
在

天
〔

力
〕

候
成
間、

何
卒
御
安
心
可
被
下
候、

扱
前
条
申
上
候
通
□
上
真
神
の
恩
恵
を
蒙
り
万
里
の
波
泊
を
経、

無
恙
一

昨
年
七
月
二
十
一

日
北
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
名
港
ボ
ス
ト
ニ
ヘ
到
着
仕
候、

扱
小
子
の
乗
り
参
候
船
の
甲
比
丹
は
至
而
深
切
な
る
人
に
し
て
厚
く
小

子
を
取
扱、

船
路
に
は
小
子
航
海
術
を
教
へ

呉
れ、

ボ
ス
ト
ソ
ヘ
到
着
仕
候
し
か
ば
小
子
義
彼
甲
比
丹
の
世
話
に
て
船
の
持
主
ハ

ー
デ
ィ
ー
と
者
に
懇
意
に
相
成
候、

此
人
小
子
二

向
ひ
君
四
に
口
何
故
望
あ
り
て
ア
メ
リ
カ
ヘ

参
れ
し
か
と
問
ひ
し
故、

小
子
不

取
ア
ヘ

私
義
買
国
へ

罷
越
候
趣
意
二

別
義―ー
無
御
座
候
も、

唯
々
種
々
の
学
科
を
修
行
仕
度
存
候
故、

人
情
棄
難
き
父
母
姉
弟
朋

友
に
別、

且
つ
難
犯
国
禁
を
日
破
り
遥
に
知
身
の
難
儀
不
忠
を
不
顧、

且
衣
食
住
等
の
エ
風
も
不
致
日
困
窮
仕
候
ハ

ん
心
力
力
を

\

。
｀

\

。
`

＼

.
｀

會
｀

。
｀

＼

゜
｀

彦
上
仕
侯

渦
↓
備
渚
叱
浙
然ハ
洛
屯
の
国
を
法
内、

遥
戊
の
海
格
を
も
亦
橿
』
、
心
咸
渫
を
の
f
罰
梧
得
国
9
罹
速
喉、

浪
北
而
小
子
の
洸
澁

ま
で
お
よ
ん
だ。

3゚
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注
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-

B
成
業
之
上
国
家
万
分
の
力
を

＿
儀
日
る
に
且
小
子
日
目
我
国
家
の
日
振
を
蔓
へ
万
分
の
力
を
褐
さ
ん
と
存
し
候、

‘̀
 

〔
困u

喝
さ
ん
と
存
し
候、

且
つ
団
窮
仕
候
ハ
、

心
力
を
喝
し
慟
き
可
き
と
偏
に
天
運
口
任
セ
断
然
父
母
の
国
を
去
り
貴
国
へ

参
上
仕
候

下〔
力u

と
答
候
ハ
‘
、

彼
人
偏
に
小
子
の
志
を
愛
し
一

昨
年
十
月
来
旬
よ
り
衣
服
等
迄
よ

き
に

買
呉、

ポ
ス
ト
ソ
の
東
北
日
里
あ
ま
り

t
G
仰
J

〔
力
u

の
一

邑
ア
ソ
ド
ヮ
と
申
所
口
□
大
学
校
へ
遣
し
居
候、

且
月
捧
箪
墨
料
も
払
呉
候
故、

小
子
今
は
安
楽
に
学
問
修
行
仕、

少
し
も

コ
居
候

早
く
帰
錦
海
山
の
恩
を
報
ん
と
口
願
仕
候

(

-R
)
 

扱
此
ア
ン
ト
ワ
邑
は
中
之
由
に
所
々
に
小
山
渓
水
あ
り、

春
は
緑
口
色
の
野
景
一

し
ほ
よ
ろ
し
く
種
々
の
見
な
れ
ぬ
野
鳥
花
林
の

m

間
に
口
四
囀
り、

夏
は
殊
之
外
暑
く
ハ
ー
ソ
ヘ

イ
ト
の
寒
暖
計
一

百
度
に
至
り
候、

秋
は
山
林
の
国
葉
二
月
の
花
よ
り
紅
に
し
て

〔
母〕

竜
田
の
風
景
口
如
此
や
有
け
ん
と
思
ハ

る
計
二

候、

且
九
月
の
末
に
林
檎
梨
子
熟
し
熟
し
其
大
き
凡
大
さ
九
年
棒
位、

其
味
□
く

t
t
t
t

t
t
く

〔
氷い
l

或
酸
味
を
含
む
泡
雪
に
も
勝
候
程
〔
二
〕

御
座
候、

冬
は
至
而
寒
く
十
一

月
下
旬
よ
り
雪
降
続
き
今
に
解
不
申
候、

池
の
水
の
厚

〔
氷〕

凡
二＿―-
尺
に
候
故
人
馬
往
来
い
た
し、

且
小
供
鉄
沓
を
つ
け
水
上
を
踏
行
致
候、

是
は
殊
之
外
面
白
き
戯
に
候
故、

或
□
小
供
は

＝一
度
の
食
を
も
忘
候
程
二

御
座
候」、

極
寒
の
節
寒
暖
計
零
の
下
六
七
度
或
は
十
六
七
度
に
下
り
候、

然
し
当
時
は
二
十
度
よ
り

公

昇
〕

三
四
十
度
之
間
に
升
降
い
た
し
候
故、

雪
解
初
ま
り
甚
し
き
泥
路
を
出
来
し
囚
四
圏
口
曰
口
候

扱
如
此
寒
国
と
は
申
し
な
か
ら
万
事
都
合
よ
ろ
し
く、

外
行
之
折
に
は
厚
き
羅
沙
之
頭
巾、

毛
織
の
頸
ま
き、

羅
沙
之
上
衣、

ゴ

ム
の
雪
沓、

羅
沙
或
は
革
の
手
袋
等
を
用
候
故、

格
別
之
寒
き
思
も
不
致、

且
内
に
居
候
節
は
鉄
の
火
炉
に
程
よ
く
石
炭
或
は
槙

を
た
き
候
故、

実
に
融
々
春
風
の
内
に
有
之
候
様
二

御
座
候、

扱
此
ア
ソ
ド
ワ
は
甚
美
麗
な
る
邑
に
し
て
監
学
校、

公
学
校、

自

是
は

者
の
如
き

由
学
校
直
項

口
婦
人
学
校
其
外
種
々
の
邑
学
校、

貧
院、

病
院
等
（
ロ
ロ
邑
の
人
々
金
を
出
し
薬
□
衣
服
等
を
求
め
乞
國
口
國
口

貧
乏
な
る
者

〔｛
釘
字〕

ロ
国
四
置
日
の
口
囚
図
や
し
な
ひ
を
き
候、

嗚
呼
仁
政
之
の
支
那
日
本
に
勝
れ
る
弦
に
於
見
る
へ
し

種
々
の
毛
織
場
有
之
候、

此
毛
織
場
之
仕
掛
は
水
車
歯
車
蒸
気
機
関
に
し
〔
て〕

実
に
至
妙
二

し
て
紙
上
に
甚
載
難
く
侯、

扱
往

還
は
大
道
と
小
道
と
を
分
ち、

其
間
エ
ル
ム
と
申
樹
を
植
付
け
候
て
雪
深
く
降
つ
み
候
と
も
〔
後
欠〕

吉
田
賢
輔
（
一
八
三
九
ー一
八
九
六）
、

鈴
木
振
八
（
尺
振
八、
一
八
三
九
ー一
八
八
六）

と
新
島
と
の
交
わ
り
に
つ
い
て
は

木
村
熊
二

み
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（一
八
四
五
ー一
九
二
七）

の
手
記
に
見
え、

文
久
二
、

三
（
一
八
六
二、

三）

年
の
こ
ろ、

下
谷
の
漠
学
者
田
辺
信
次
郎
（
田
辺
太一
の
父）

の
塾
に
通
う
木
村
熊
二
、

吉
田
喪
輔、

尺
振
八
ら
と
川
田
剛
（
甕
江）

の
塾
に
通
う
新
島
と
は
「
常
に
相
往
来
し
て
詩
を
誦
し
文
を
草

し
て
息
ま
ず
」

と
（
青
山
な
お
『
明
治
女
学
校
の
研
究』
四
四
五
ペ
ー
ジ）。

「
40
号
書
簡」
(
1
0
四
ー一
0
五
ペ
ー
ジ）

参
照。

な
お
吉
田
賢
輔
は
江
戸
に
生
ま
れ、

安
政
七
（一
八
六
0)

年
蕃
書
調
所
の
書
記、

つ
い
で
同
所
翻
訳
書
記
の
取
締
と
な
り、

文
久

二
年
に
は
外
国
奉
行
支
配
の
書
記、

愛
応
元
(
-
八
六
五）

年
同
支
配
調
役、

同
三
年
儒
者
勤
方
と
な
る。

維
新
後
は
福
沢
諭
吉
を
助

け
て
鹿
応
義
塾
で、

ま
た
尺
振
八
を
助
け
て
共
立
学
舎
で
教
鞭
を
と
っ
た。

鈴
木
振
八
（
尺
振
八）

は
江
戸
に
生
ま
れ、

文
久
元
年
外
国
方
通
弁、

文
久
年
間
羅
府
の
遣
外
使
節
に
従
っ
て
フ
ラ
ソ
ス
、

ア
メ
リ

力
に
渡
る。

維
新
に
際
し
て
は、

兵
庫
ア
メ
リ
カ
公
使
館
通
弁。

明
治
三
(-
八
七
0)

年
東
京
本
所
に
共
立
学
舎
を
建
て
て
英
学
を

教
授
し
た。

＊
＊
ア
メ
リ
カ
彦
蔵、
Jose
p
h

Heco,

浜
田
彦
造。

安
政
六
（
一
八
五
九）

年
ア
メ
リ
カ
領
事
の
通
訳
と
し
て
帰
国。

以
来、

幕
末
の

日
米
間
の
外
交
交
渉
に
活
躍。

文
久
三
（一
八
六一――)

年
領
事
館
付
を
辞
し
て
横
浜
に
貿
易
商
社
を
開
き、

元
治
元
（
一
八
六
四）

年
以

降
艇
応
二
年
に
か
け
て
岸
田
吟
香
ら
と
『
海
外
新
聞
』

を
発
刊
し、

横
浜
で
活
躍
し
て
い
た。

な
お
第
6
巻
r
英
文
書
簡
編』
の
「
12

号
書
簡」
(
―
ニ
ペ
ー
ジ）

に
は
新
島
が
彦
蔵
に
宛
て
て
害
簡
の
取
次
ぎ
を
願
い
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。

D
ear
 Sir,

Wi
ll
 yo
u
 se
n
d
 m
y
 fat
her'
s
 letter
 to
 Re
v.
 
Mr.
 [
S
a
m
uel
 R.
 ?]
 

B
ro
w
n
 or
 to
 so
me
 ot
her
 A
merica
n
 

missio
n
ar
y
 a
n
d
 let
 hi
m
 direct
 it
 to
 me
 ?
 

If
 yo
u
 wi
ll
 do
 it
 
for
 me,
 
I
 

wi
ll
 be
 ver
y
 m
uc
h
 o
bli
ge
d
 to
 

yo
u.
 

Your
 o
be
di
ent
 ser
va
nt
 

Jose
p
h
 Nee,
Si
ma
 

*
＊
＊
プ
ラ
ウ
ソ
(
Sa
m
uel
Ro
b
b
ins
 B
ro
wn,
 
1
8
1
0

ー・
1

匁火））

オ
ラ
ソ
ダ
咄
写
平
茄爪
官
孟叙
怖叩。
一
八
三
九
年‘
か
ら
八
年
間
中
国
に
お
け
る
キ

リ
ス
ト
教
の
伝
道
・

教
育
に
従
事
し
た。

日
本
に
は
安
政
六
（
一
八
五
九）

年
十
一

月
に
神
奈
川
に
上
陸。

文
久
二
年
か
ら
横
浜
運
上

所
に
付
設
さ
れ
た
英
語
所
で
英
語
教
授、

艇
応
三
年
五
月
横
浜
山
手
の
ニ
ー
一

番
の
自
宅
が
焼
失
し、

家
族
を
つ
れ
て
帰
国
し
た。

朋

治
二
年
八
月
再
来
日
し、

横
浜
に
プ
ラ
ウ
ソ
塾
を
開
く。

Mr.
 
v
u
'/'
7
 or
 Si
ko,
N00
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39

森
中
童
光
の
写
し
に
よ
る
と、

原
本
は
洋
紙
一

枚
の
両
面
に
ペ
ソ
雹
き
さ
れ
て
い
る
と
あ
る。

第
6
巻
『
英
文
聾
籠
羅』
の
「
12
号

書
簡」
（ー
ニ
ペ
ー
ジ）

に
対
応
す
る
同
日
付
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る。

＊
＊
こ
の
Eu
簡
は
「
正一—
二

書
簡」
(
1
0
八
—―
―
―
ペ
ー
ジ）

と
し
て
収
め
ら
れ、

本
文
に
日
付
を
欠
き、

し
た
が
っ
て
「
既
応
三
年
十

月
□
日
」

と
し
て
い
る。

そ
れ
は
本
文
中
に
「
豊
計
ら
ん
や
千
八
百
六
拾
七
年
十
月
五
日
の
朝、

鹿
応
三
年
丁
卯
六
月
旬
八
の
家
書
吾

か
寄
宿
せ
る
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
校
へ
相
逹
せ
し
事」

と
あ
る
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る。

し
か
し、

写
真
に
よ
れ
ば
本
文
末
尾
に
「
一
八
百
六
十
七
年
十
二
月
二
十
四
日
」

と
明
記
さ
れ
て
お
り、

こ
れ
に
従
っ
た。

な
お
昭

和
十
七
年
刊
行
の
『
新
島
先
生
害
簡
集
』

所
収
写
真
銅
版
の
目
次
に
は
「
鹿
応
三
年
十
二
月
廿
四
日
」

と
し
て
い
る。

40

「
脱
応
三
年
丁
卯
六
月
旬
八
」
と
し
る
す
新
島
双
六
書
簡
の
宛
名
は
兄
に
対
し
て
「
家
兄
護
郷
君」

と
あ
り、

双
六
は
「
弟
哲」

と
し

る
し
て
い
る。

42

新
島
と
み
（
と
美
・
登
美）

は
七
五
三
太
の
母。

文
化
四
丁
卯
年
十
月
十
日
生
ま
れ
で、

民
治
と
同
年、

し
た
が
っ
て
、

こ
の
年
六

十
歳。

浦
和
（
現
埼
玉
県）

の
中
町、

中
田
六
之
丞
の
女、

十
九
歳
か
ら
二
十
五
歳
ま
で
安
中
藩
の
家
老
尾
崎
直
紀
（
直
右
衛
門）

方
に

奉
公、

天
保
二
年
二
月
二
十
日、

二
十
五
歳
で
新
島
民
治
と
結
婚。

子
供
は
一

女
の
久
和
（
く
わ）

は
天
保
二
年
十
一

月
十
八
日
生、

二
女
の
真
規
（
ま
き）

は
天
保
五
年
十
月
十
二
日
生、

三
女
の
美
代
（
み
よ）

は
天
保
九
年
四
月
二
十
八
日
生、

四
女
の
と
き
は
天
保

十
一

年
六
月
十
六
日
生、

長
男
の
七
五
三
太
は
天
保
十
四
年
一

月
十
四
日
生、

次
男
の
双
六
は
弘
化
四
年
十
二
月
十
四
日
生
の
二
男
四

女
で
あ
る。

な
お、

こ
の
母
宛
書
簡
は
本
巻
所
収
の
「
19
号
書
簡」
（
四
〇
ペ
ー
ジ）
に
見
え
る
「
予
が
箱
楯
よ
り
ア
メ
リ
カ
迄
の
日
記
は
阿
萱
ヘ

の
書
中
に
略
記
」

と
い
う
に
相
当
す
る。

43

「
19
号
書
簡」

に
見
え
る
「
千
八
百
六
拾
七
年
十
月
五
日
の
朝、

座
応
三
年
丁
卯
六
月
旬
八
の

家
書」

が
「
相
達
せ
し
事」
（
四
〇

ペ
ー
ジ）、

な
ら
び
に
次
の
「
21
号
書
簡」

に
見
え
る
「
艇
応
三
年
六
月
十
七
日
付
の
御
返
書、

千
八
百
六
拾
七
年
十
月
五
日
の
朝
小

子
罷
在
候
ァ
ー
モ
ス
ト
大
学
へ
相
達
し
」
（
四
七
ペ
ー
ジ）

と
は
同
義
で、

日
本
か
ら
の
返
事
が
十
月
五
日、

ア
ー
モ
ス
ト
の
新
島
の
手

元
に
届
い
た
こ
と
を
さ
し
て
い
る。

44

「
正
二
九
占
簡」
（
九
七
ペ
ー
ジ）

に
は
「
其
形
は
図
の
如
し
（
鰐
の
図
絵
挿
入
）
」

と
あ
る
が、

図
版
ま
た
は
写
真
銅
版
の
該
当
す
る

も
の
は
な
い
の
で
省
略
し
た。
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48

「
11
号
書
簡」

に
は
、

「
無
代
二

写
真
致
し
呉
候
間、

則
捧
呈
仕
」

と
民
治
宛
に

述
べ
て
い
る
(
-

九
ペ
ー
ジ）。

し
か
し、

こ
こ
で

は
「
私
よ
り
塩
田
虎
尾
殿
に
相
頼
み
箱
楯
表
よ
り
一

封
の
書
と
私
の
写
真
像
を
差
上
候」
（
四
七
ー
四
八
ペ
ー
ジ）

と
し
て
お
り、

快
風

丸
乗
組
の
塩
田
虎
尾
が
こ
の
害
簡
な
ら
び
に
写
真
の
伝
達
の
仲
介
を
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。

「
22
号
書
簡
」

に
飯
田
逸
之
助
宛
で
、

「
塩
田
氏
よ
り、

槌
に
僕
の
箱
館
よ
り
の
書
簡
御
落
手
被
成
候
由
」
（
五
一
ペ
ー
ジ）

と
見
え
る
の
と
も
相
応
す
る
。

49

「
本
多
侯
の
御
家
来
安
食
君
」

と
は
安
食
蛙
次
郎、

の
ち
の
粟
津
高
明
(
-
八一
子
ハ
ー一
八
八
0)

の
こ
と。

膳
所
藩
本
多
康
穣
の
家
臣

で
、

脱
藩
し、

横
浜
で
ヘ
ッ
。
フ
バ
ー
ソ
(J.

C•

He
p
b
u
rn)
、

バ
ラ
(
]•

H·
Ba
ll
a
g
h)

ら
に
つ
い
て
英
語
を
学
ん
だ。

新
島
が
安
食

と
い
つ
か
ら、

ま
た
何
を
契
機
に
し
て
間
柄
を
深
め
た
か
従
来
知
ら
れ
て
い
な
い
。

粟
津
の
没
後、

か
れ
の
麻
布
に
建
て
た
独
立
教
会

主
義
を
標
榜
し
た
日
本
教
会
と
小
崎
弘
道
の
新
桜
田
町
教
会
と
の

慎
重
な
合
併
を
す
す
め
た
の
は

新
島
で
あ
り
（
第
2
巻
『
宗
教
絹』、

史
料
76
「
粟
津
教
会
卜
小
崎
氏
教
会
ノ
合
併
式
ノ
ト
キ
教
会
員
ヘ
ノ
勧
メ
」）
、

ま
た
明
治
二
十
一

年
四
月
新
島
が
東
京
で
大
学
設
立
運
動
を
展

開
す
る
に
当
っ
て
、

東
京
の
宿
所
と
す
る
の
が
、

麻
布
仲
之
町
二
十
番
地
の
粟
津
未
亡
人
方
で
あ
る
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
編』、

史
料

10
「
出
遊
記」
――1
0
0
ペ
ー
ジ）。

52

後
漢
の
班
超
は
家
が
貧
し
く、

傭
書
し
て
母
を
養
っ
た。

彼
が
あ
る
日、

筆
を
投
じ
て
歎
じ
「
大
丈
夫
ま
さ
に
功
を
異
域
に
立
て
封

侯
を
取
る
べ
し、

い
ず
く
ん
ぞ
よ
く
久
し
く
筆
硯
を
事
と
せ
ん
や
」

と
述
べ
た
と
い
う
故
事
を
さ
し
て
い
る。

＊
＊
昭
徳
公
は
将
軍
徳
川
家
茂、

疫
応
二
年
七
月
二
十
日
大
坂
城
で
死
す。

56

J
a
mes
 H
a
milt
o
n
 B
a
ll
a
g
h
 (
1
8
3
2

ー
1
9
2
0
)

オ
ラ
ソ
ダ
芯
H

苗千
証爪
の
宣
教
師。

日
本
に
は
一

八
六
一
（
文
久
一
）

年
十
一

月
十
一

日

妻
と
と
も
に
来
日、

横
浜
に
住
ん
で
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ソ
(
J.

C•

He
p
b
u
rn)
、

S
.

R
・

プ
ラ
ウ
ソ
(
B
ro
w
n)

と
宣
教
伝
道
に
従
っ
た
。

文
久
二
年
か
ら
横
浜
運
上
所
に
付
設
さ
れ
た
英
語
所
で
英
語
教
授。

日
本
に
は
い
ま
だ
海
外
で
の
出
先
の
領
事
・

公
館
事
務
を
担
当
す

る
も
の
が
な
く、

海
外
居
住
者
と
日
本
の
家
族
な
ど
と
の
交
信
は
多
く
か
か
る
駐
日
外
国
人
宜
教
師
に
よ
っ
た。

58

ゴ
リ
ラ
の
写
真
に
は
次
の
よ
う
に
し
る
さ
れ
て
い
る。

T
h
e
 Gori
lla
 

E
nt
er
e
d
 ac
c
or
di
n
g
 to
 A
ct
 of
 C
o
n
gress
 in
 t
h
e
 y
e
ar
 1
8
6
4,
 

b
y
 J.
 L.
 L
o
v
e
ll
 in
 t
h
e
 Cl
er
k•s
 O
ffi
c
e
 of
 t
h
e
 

Distri
ct
 C
o
urt
 
for
 t
h
e
 Distri
ct
 of
 
Ma
ssa
c
h
us
etts,
 

「
24
号
書
簡
」

は
鉛
筆
で
書
か
れ、
「
25
号
書
簡
L

（
九
月
一
日
付、

新
島
民
治
宛）

の
草
稿
で
あ
る。

六

てヘ
ー
ジ
掲
載
の
家
屋
の
図
「
小
子
の
差
上
候
図
」

の
上
郁
が
切
り
取
ら
れ
て
い
て
、

該
当
す
る

絵
図
は

見
る
こ
と
が
で
き
な

60 59 
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い
。

な
お、
「
25
号
書
簡
」

に
も
伺
様
に
「
画
図
に
て
徊
合
点
可
被
咸
候
L

（
六
四
ベ
ー・ツ）

と
あ
る
が、

こ
こ
に
も
説
朋
の
図
は
欠
け
て

い
る
。

61

こ
の
計
算
は
「
25
号
書
簡
」

に
見
え
る
「
日
々
の
入
用
は
僅
に
八
十
セ
ソ
ヅ
程
に
御
座
候」
（
六
四
ペ
ー
ジ）
の
次
に
割
注
部
分
に
記
さ

れ
て
い
る
も
の
に
該
当
す
る。

す
な
わ
ち
「
八
十
セ
ソ
ツ
は
凡
日
本
の
銭
に
し
而
二
貫
六
百
六
拾
六
文
」

を
算
出
し
た
も
の
で
あ
る。

62

艇
応
三
年
六
月
十
三
日
(
-

八
六
七
年
七
月
十
四
日
）

、

長
崎
奉
行
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
逮
捕
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る

浦
上
教
徒
事
件

は
フ
ラ
ソ
ス
、

オ
ラ
ソ
ダ
、

ア
メ
リ
カ
各
国
が
こ
れ
に
抗
議
し
て
外
交
問
題
に
な
っ
た。

事
態
の
処
理
を
引
き
継
い
だ
明
治
政
府
は
慶

応
四
年
閏
四
月
（
六
八
年
六
月）

浦
上
教
徒
を
各
藩
預
り
の
流
刑
に
処
す
る
措
置
を
と
っ
た
。

新
島
が
「
キ
リ
シ
ク
ソ
の
人
々
刑
罪
を
受
候
由
承
り
其
は
弥
実
説
」

と
し
る
す
一

八
六
八
年
九
月
一

日
は、

腹
応
四
年
七
月
十
五
日

に
相
当
す
る。

彼
が
ど
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
報
道
を
見
た
か
い
ま
だ
確
か
め
え
な
い
。

65

「
別
紙
之
図
を
御
覧
可
被
成
候
」

と
あ
る
が、

別
紙
は
欠
落
し
て
見
当
ら
な
い
。

た
だ
「
24
号
書
簡」
（
六
一
ペ
ー
ジ）

で
こ
れ
を
見
る

こ
と
が
で
き
る。

70

「
第
一

に

の
如
き
鉄
を
活
火
に
入
レ
」

は
七
一
ペ
ー
ジ
所
載
の
図。

72

三
八
ペ
ー
ジ
な
ら
び
に
一

0
四
ペ
ー
ジ
の
注
参
照。

75

安
中
か
ら
の
明
治
元
年
六
月
九
日
付
の
書
簡
は
維
新
の
動
乱
が
響
い
て
か
、

お
く
れ
て
到
着
し
た。

そ
れ
は
「
26
号
書
簡
」

（
明
治

二
年
五
月
十
日
付
）

の
冒
頭
に
見
ら
れ
る
よ
う
に、

明
治
二
年
二
月
九
日
付
の
書
簡
と
同
時
に
一

八
六
九
年
五
月
七
日
に
新
島
は
落
手
す

る
わ
け
で
あ
る。

な
お、

こ
の
明
治
元
年
六
月
九
日
付
の

書
簡
は
「
24
号
書
簡」、
「
25
号
書
簡」
（
疫
応
四
年
九
月
一
日
付）

で
、

す
で

に
「
今
に
其
書
相
届
不
申」、
「
甚
不
審
被
存
候
」
（
六
0、

六一――
ペ
ー
ジ
）

と
新
島
は
申
し
送
っ
て
い
た
い
わ
く
つ
き
の
書
簡
で
あ
る。

76

-―＿
八
ペ
ー
ジ
の
注
＊
＊
＊
参
照。

プ
ラ
ウ
ソ
は
一

八
六
七
（
脱
応
三
）

年
七
月
ア
メ
リ
カ
に
帰
り、

六
九
年
八
月
四
日
サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ

ス
コ
を
出
帆、

再
ぴ
日
本
に
向
う。

こ
の
二
年
間
の
ア
メ
リ
カ
生
活
に
お
い
て
、

プ
ラ
ウ
ソ
は
新
島
襄
と
ど
の
よ
う
な
交
渉
を
も
っ
た

か、

再
来
日
し
た
プ
ラ
ウ
ソ
が
新
祠
に
赴
任
す
る
途
次、

安
中
で
新
島
の
祖
父
新
島
弁
治、

父
新
島
民
治
と
会
う
の
は
両
者
の
交
渉
が

密
接
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
（『
植
村
正
久
と
其
の
時
代』

第
一

巻、

三
九一―-
|-――
九
四
ペ
ー
ジ
）。

新
島
が
使
用
し
た
教
科
書
（
ル
ー
ミ
ス
著
『
幾
何
学
お
よ
び
円
錐
曲
線
論
要
網』
）

に
島
尾
永
康
は
「
若
し
プ
ラ
ウ
ソ
〔
死〕

し
た
れ
ば
小

子
何
か
せ
ん
」、
「
小
子
プ
ラ
ウ
ソ
氏
の
為
に
ア
メ
リ
カ
ヘ
は
参
ら
ず
只
独
立
一

箇
の
教
師
と
為
り
国
家
人
民
の
為
独
一

真
神
の
子
耶
蘇
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〔マ
ご

の
為
に
国
を
辞
し
家
を
去
ア
メ
リ
カ
ヘ

参
る
論」、
「
貴
殿
の
か
く
い
は
る
4
は
金
の
為
哉
若
し
金
の
為
な
ら
ば
ヮ
レ
に
金
を
借
し
下
さ

れ
プ
ラ
ウ
ソ
の
為
な
ら
は
小
子
少
し
論
あ
り
云
々
」

な
ど
と
書
込
ま
れ
た
記
事
を
も
と
に
、

プ
ラ
ウ
ソ
が
「
日
本
伝
道
に
関
し
て
新
島

に
は
た
ら
き
か
け」、

こ
の
こ
と
が
「
よ
ほ
ど
新
島
の
関
心
の
中
に
入
り
こ
ん
」

だ
と
推
定
し
て
い
る
（
「
新
島
襄
と
自
然
科
学」
『
同
志
社

談
叢』

第
一

号）
。

78

『
国
史
略
』

は
上
古
か
ら
天
正
十
六
(
-
五
八
八）

年
四
月
の
後
陽
成
天
皇
の
棗
楽
第
行
幸
ま
で
の
編
年
史
。

岩
垣
松
苗
（

東
困）

著
。

五
巻。

漢
文
で
主
要
人
物
の
略
伝
•

著
書
も
付
記
し
て
い
る。

刊
行
は
文
政
九
(
-
八
二
六）

年。

以
後、

同
十
年、

十
二
年、

安
政

四
（

一
八
五
七）

年、

慶
応
元
（

一
八
六
五）

年
と
版
を
重
ね
た
。

『
新
撰
年
表
』

は
清
宮
秀
堅
（
棠
陰）

の
著。
一

巻。

嘉
永
七
（
安
政
元）

年
の
跛、

安
政
二
年
の
序。

こ
の

『
新
撰
年
表
』

は
文
久

年
間
に
は
袖
珍
版
も
刊
行
さ
れ、

明
治
に
な
っ
て
か
ら
も
活
版
が
出
て
、

や
が
て
増
補
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
勉
学

の
過
程
で
、

新
島
が
こ
の
二
つ
の
書
物
に
よ
っ
て
日
本
の
歴
史
を
再
確
認
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ

と
は

興
味

深
い
。

「
新
島
民
治

な
お、
「
32
号
書
簡
」
（
明
治
四
年
二
月
十
一
日
付、

新
島
双
六
宛）

に
は
「
今
二

落
手
不
仕
如
何
の
事
か
と
心
配
」

と
伝
え
て
い
る
。

新
島
旧
邸
文
庫
に
は
『
国
史
略
』

が
収
め
ら
れ
て
い
る
が、

送
付
さ
れ
た
そ
れ
と
は
別
本
で

あ
ろ

う。
『
新
撰
年
表
』

は
襲
蔵
さ
れ

て
い
な
い
（
『
新
島
旧
邸
文
庫
所
蔵
目
録』）
。

＊
＊
速
水
と
き
は
新
島
の
三
つ
年
上
の
姉。

天
保
十
一

（
一
八
四
0)

年
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら、

こ
の
年
二
十
八
歳。
「
新
島
民
治
『
新
島

氏
家
統
記
』
」
（
遺
品
庫
史
料）

に
よ
る
と
速
水
と
き
の
履
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る。

天
保
十
一

庚
子
年
六
月
十
六
日
生

〔マ
ご

文
久
元
辛
酉

月
堀
出
雲
守
様
御
藩
速
水
林
次
殿
江
嫁

〔
癸
酉〕

鹿
応
四
戊
辰
年
御
維
新
二

而
御
在
所
越
後
椎
谷
表
江
引
移
候
処、

都
合
二

而
是
又
上
州
安
中
江
為
寄
留、

明
治
六
己
未
年
五
月
廿

八
日
着、

又
々
西
京
江
為
寄
留、

明
治
十
一

年
戊
寅
年
四
月
廿
五
日
着。

新
島
み
よ
（
美
代）

は
新
島
の
五
つ
年
上
の
姉。

天
保
九
(
-
八
三
八）

年
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら、

こ
の
年一
二
十
一

歳。

『
新
島
氏
家
統
記』
」
（
遺
品
庫
史
料）

に
よ
る
と
新
島
み
よ
の
履
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る。

天
保
九
戊
戌
年
四
月
廿
八
13
生
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弘
化
二
乙
已
年
八
歳
二
而
七
五
三
太
ヲ
脊
〔
負〕

罷
転
左
り
足
痛
強
苦、．、
早
速
療
養、

種
々
手
ヲ
尽 、

十
六
七
迄
何
と
申
康
な
く

神
仏
ヲ
祈 、

心
配
候
印
無
之
自
然
筋
ッ
マ
リ
歩
行
禰
杖
二
而
少
々
ツ
、
歩
行
致
居、

針
仕
事
ヲ
出
精
致、

其
内
安
中
江
引
移
候

処
仕
事
之
弟
子
大
分
出
来 、

夫
を
楽
み
心
切
二
世
話
致
し
遣 、

何
れ
も
恰
候
し
処 、

西
京
江
引
移
二
相
成
候
付
一

統
名
残
惜`
—‘

世
話
致
居
候、

出
立
之
節
一

統
遠
方
迄
見
送
致
候、

許
よ
り
身
不
自
由
之
事
二
付
物
毎
二
心
配
而
已
致
居
候
処、

仕
合
二
真
神

様
之
御
尊
二
而
此
世
ヲ
去、

憮
々
安
心
之
事
と
我
等
も
安
心
い
た
し
候

明
治
十
二
己
卯
年
十
一

月
廿
三
日
享
年
四
十
二
年
卒

な
お、

こ
の
書
簡
は
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
三
十
五
年
刊
行
の
『
新
島
先
生
書
簡
集

続
編
』

九
号
書
簡
（
新
島
お
み
よ
宛） 、

七
五
号
書

簡
（
速
水
お
と
き
宛）
（「
続
九
害
簡」 、
「
続
七
五
書
簡」
と
略
す 、
以
下
こ
の
例
に
よ
る）

と
し
て
収
録
さ
れ、
「
続
九
書
簡」、
「
続
七
五
書
簡」

と
も 、

そ
の
年
代
は
「
明
治

年
十
二
月
廿
五
日
」
と
し
て
い
る 。

し
か
し 、
こ
の
書
簡
は
そ
の
形
式 、

体
裁
か
ら
同
じ
年
の
ク
リ
ス
マ

ス
に
記
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り 、

か
つ

、
「
27
号
書
簡」
（
明
治
二
年
六
月
十
五
日
付 、

新
島
双
六
宛）

に
「
扱
御
母
様
お
み
よ
様
よ
り

も
御
丁
寧
之
御
文
被
下
候
ま
4
御
返
事
差
上
度
そ
ん
し
候
得
共
〔
中
略〕

逐
而
暇
を
得
申
候
ハ
ヽ

ゆ
る
／
＼
と
御
文
通
可
致
候」
（
七
四

ベ
ー
ジ）

と
あ
る
の
に
相
応
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は 、
「
お
み
よ
さ
ま
へ
」

の
冒
頭
書
き
出
し
「
御
丁
寧
之
御
齋
被
下
う

れ
し
く
そ
ん

し
上
候」

と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る 。

し
た
が
っ
て 、

こ
の
書
簡
の
発
信
は
明
治
二
年
十
二
月
と
翌
三
年
十
二
月
の
ふ
た
通
り
が
考
え
ら
れ
る
が、

先
の
文
面
か
ら
し
て

も
明
治
二
年
の
十
二
月
と
す
る
の
が
順
当
で
あ
る 。

80

弟
新
島
双
六
の
緯 。
新
島
は
公
錫
に
学
問
を
す
す
め 、
彼
も
明
治
二
年
十
月
末
よ
り
東
京
壁
堂
に
入
寮
し
た

。
ニ
―
ペ
ー

ジ
の
注
参
照 。

な
お
双
六
の
名
は
「
新
島
民
治
『
新
島
氏
家
統
記』
」

に
よ
る
と
「
文
虎
」

と
も
あ
り 、

そ
れ
は
「
32
号
書
簡」
（
明
治
四
年
二
月
十一
日

付
、

新
島
双
六
宛）

に
見
え、

ま
た
「
19
号
書
簡」
（
慶
応一＿一
年
十
二
月
二
十
四
日
付 、

新
島
双
六
宛）

に
は
「
哲
」

と
あ
る
（
四
ニ
ペ
ー
ジ）
。

81

Mar
y
 E
d
d
y
 Ki
d
der
 (
1
8
3
4

|
1
9
1
0)

明
治
二
（
一
八
六
九）

年
九
月
s
.

R
・

プ
ラ
ウ
ソ
の
再
来
日
に
さ
い
し
て
来
日
し
た
ア
メ

リ
カ
の
オ
ラ
ソ
ダ
改
革
派
婦
人
宣
教
師 。

プ
ラ
ウ
ソ
と
と
も
に
安
中
を
経
て
新
褐
に
赴
任
し、

新
潟
英
学
校
で
女
子
の
ク
ラ
ス
を
教
え

る 。

翌＿―-
年
七
月
プ
ラ
ウ
ソ
と
と
も
に
横
浜
に
帰
り 、

ヘ
ッ
プ ．ハ
ー
ソ
塾
で
女
子
の
教
育
に
当
り 、

フ
ェ
リ
ス
英
和
女
学
校
（
現
フ
ェ

リ
ス
女
学
院）

を
創
立
し
た 。

な
お 、

こ
の
文
面
に
よ
り
プ
ラ
ウ
ソ
が
安
中
で
祖
父
の
新
島
弁
治、

父
民
治、

弟
ら
と
会
談
し 、

ま
た

新
島
が
在
米
中、

す
で
に
キ
ダ
ー

の
家
を
訪
問
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る 。
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＊
＊
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
編
』

所
収
の
口
絵
「
脱
国
時
の
扮
装
」

写
真
参
照。

83

「
33
号
書
簡
」
（
明
治
四
年
二
月
二
十
五
日
付、

飯
田
逸
之
助
宛）

の
草
稿
に
当
る
。
「
32
号
書
簡
」
（
同
年
二
月
十
一
日
付、

新
島
双
六
宛）

で

も
「
飯
田
先
生
へ
も
一

書
呈
セ
ん
と
存
す
」

と
い
う
表
現
を
使
っ
て
い
る。

84

新
島
は
祖
父
弁
治
「
老
大
人
様
」

の
死
去
を
明
治
四
（
一
八
七
一
）

年
正
月
二
十
五
日
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
で
知
る。

弁
治
は
明
治
三

年
七
月
十
四
日、

コ
レ
ラ
で
死
去、

八
十
五
歳
で
あ
っ
た。

「
新
島
民
治
『
新
島
氏
家
統
記
』
」
（
遣
品
庫
史
料）

に
よ
る
と、

新
島
弁
治
の
履
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る。

〔

丙
〕

天
明
六
酉
午
年
十
二
月
廿
五
日
生

〔

マ

マ

〕

寛
政
十
午
年
茶
之
間
被
仰
出

享
和
二
壬
戌
年
組
入

文
化
元
甲
子
年
十
二
月
金
三
両
壱
人
扶
持

同
五
戊
辰
年
六
月
武
具
方
下
役

同
七
庚
午
年
十
月
江
戸
詰
押
合
方
茶
番
半
扶
持
増

同
七
午
年
十
二
月
弐
分
半
扶
持
増、

組
除

同
十
癸
酉
年
三
月
戻

同
年
十
月
父
忠
七
家
出
二

付
押
込
差
免
之
後
家
名
改
候
様
御
達
有
之、

母
方
苗
字
新
島
と
改、

弁
治
と
改
名

同
十
一

甲
戌
年
八
月
江
戸
茶
番

同
十
二
乙
亥
年
三
月
戻、

御
勘
定
所
下
役

同
十
四
丁
丑
年
二
月
町
同
心

文
政
元
戊
寅
年
十
月
江
戸
引
越、

中
間
頭、

米
四
石
半
扶
持
増

同
二
己
卯
年
十
月
諸
向
駕
籠
預
り

同
三
庚
辰
年
五
月
遠
慮
申
付

n
壬
U

文
政
五
甲
午
年
十
二
月
浅
井
幸
助
之
義
二

付
大
儀
之
段
御
逹
有
之

n
丁u

同
十
己
亥
年
十
月
廿
日
小
頭
兼
武
具
方
下
役、

半
扶
持
増
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天
保
五
甲
午
四
月
大
阪
質
供
被
抑
付
候

同
十
己
亥
年
十
二
月
廿
五
日
徒
士
格
徊
取
立、

金
四
両
弐
分
直
被
下
置
当
分
勁
是
迄
之
通

n
庚u

同
十
一

戊
子
九
月
十
九
日

勝
明
公
御
通
掛
初
而
御
目
見

〔
辛い
l

同
十
二
己
丑
四
月
六
日
手
廻
松
川
屋
勘
右
衛
門
寄
子
之
者
家
業
之
義
二

而
申
争
及
出
訴
部
屋
頭
弥
吉
身
分
二

付、

御
名
を
も
出
し

取
扱
方
不
行
届
不
束
之
至
二

而
御
沙
汰
有
之

御

弘
化
三
丙
午
二
月
四
日
御
年
始
御
途
中
降
雨
有
之
候
処、

合
羽
籠
桐
油
無
之
候
間
二

合
不
申
不
埒
之
至
二

候、

依
之
押
込
被
申
付

安
政
四
丁
巳
二
月
朔
日
御
徒
組
除、

金
弐
分
壱
人
扶
持
増

文
久
二
壬
戌
年
十
二
月
廿
五
日
金
弐
分
増
御
広
間
平
番

〔

乙
〕

脱
応
元
己
丑
年
十
二
月
廿
八
日
徒
党
ケ
間
敷
義
を
醸、

大
目
付
役
所
江
拝
借
申
立
候
付
利
解
申
聞
候
得
共
不
相
用
不
束
之
事
二

付

御
沙
汰
有
之

同
二
丙
寅
年
正
月
十
一

日
徒
小
性

同
四
戊
辰
年
三
月
安
中
引
移、

九
月
十
八
日
明
治
と
改

明
治
二
己
巳
年
九
月
十
二
日
孫
民
治
悴
双
六
儀
東
京
昌
平
坂
学
問
所
江
為
学
問
修
行、

出
入
三
ヶ
年
之
間
入
寮
稽
古
為
仕
度
段
願

之
通
被
仰
付、

修
行
中
壱
人
扶
持
被
下
候、

諸
色
高
直
二

付
思
召
ヲ
以
別
段
半
扶
持
被
下
候

御
維
新
二

付
同
年
三
月
十
七
日

出
帆
安
中
引
移

明
治＿―-
庚
午
年
七
月
十
四
日
享
年
八
拾
五
歳
卒

な
お
「
根
岸
本
」

に
よ
る
と
安
中
の
妙
光
院
に
葬
り、

墓
碑
銘
は

先
考
新
島
府
君
之
墓

明
治
三
年
七
月
十
四
日
卒

享
年
八
十
有
五

草
酒
葉
耳
仮
能
宿
利
乃
朝
乃
間
茂
思
延
波
永
記
露
洒
玉
能
緒

入
相
や
故
々
路
に
ひ
ゞ
く
秋
の
声

不
肖
公
勤
拝
書
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と
あ
る。

85

J
u
li
us
 
Ha
wl
e
y
 S
eel
ye
 (
18
2
4

ー
1
8
9
5)

ア
ー
モ
ス
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
の
哲
学
教
授。

ア
メ
リ
カ
の
オ
ラ
ソ
ダ
油
写
早
派
牧
師。

明

治
五
年
八
月、

イ
ソ
ド
旅
行
の
途
次、

日
本
に
立
寄
り、

横
浜
の
海
岸
教
会
（
日
本
基
督
公
会）

で
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
新
島
の
学

問、

信
仰、

人
柄
を
次
の
よ
う
に
高
く
評
価
し
て
紹
介
し
て
い
る。

[

r

こ

私
本
国
ニ
ハ
日
本
ノ
ニ
嵩、

近
来
学
問
昇
達
シ
、

此
人
至
テ
志
ジ
厚
ク
行
ナ
ヒ
モ
ヨ
ロ
ッ
ク
、

最
早
聖
書
ノ
意
味
通
セ
サ
ル
処
ナ

ッ
、

教
師
二
並
フ
人
ト
ナ
リ、

唯
今
ハ
私
ツ
ノ
子
分
卜
為
シ
学
校
ノ
世
話
ヲ
頼
ミ
、

日
日
務
メ
テ
居
リ
マ
ス
、

此
人
日
本
ニ
カ
へ

ル
ナ
ラ
ハ
各
l
＼
ノ
カ
ラ
ト
ナ
リ、

ョ
ロ
ツ
キ
事
ニ
ナ
リ
マ
セ
フ
〔
後
略〕

（
小
沢
三
郎
編
「
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
史
史
料
3」
同
志

社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
網
『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究』
第
二
0
号）

な
お
シ
ー
リ
ー
の
「

日
本
国
モ
一

覧
セ
ソ
ト
ノ
企
」

に
つ
き
木
戸
孝
允
に
周
旋
を
依
頼
す
る
の
は
「
40
号
書
簡」

に
見
え
る。

87

「

31
号
書
簡」
（
二
月
十
一
日
付、

飯
田
逸
之
助
宛）

の
正
文。
「
根
岸
本」
の

ニ
二
八
ー
一

四
一
ペ
ー
ジ
所
収
に
よ
っ
た
。

な
お
「
根
岸

本」

に
は
二
八
八
ペ
ー
ジ
に
も、

こ
の
書
簡
の
前
半
部
と
後
半
部
の
一

部
が
抄
載
さ
れ
て
い
る。

91

こ
の
双
六
の
死
を
伝
え
る
書
簡
は
二
月
二
十
五
日
に
出
さ
れ、
一
八
七
一

年
九
月
四
日
（
明
治
四
年
七
月
二
十
日
に
当
る）

に
新
島
は

手
に
し
て
い
る
か
ら、

弟
双
六
の
死
（
二
月
七
日）

か
ら
五
ヵ
月
を
経
過
し
て
い
た
。
「
根
岸
本
」

に
よ
る
と、

墓
碑
銘
は
「
明
治
四
年

辛
未
二
月

新
島
雙
六
之
墓

行
年
二
十
五」、

妙
光
院
に
葬
る
と
あ
る
（
四
〇
ペ
ー
ジ）。

な
お
双
六
の
後
継
は
生
前
に
稼
弥
と
定
め
ら
れ
た。

す
な
わ
ち
「
正
月
末
よ
り
病
気
次
第
疲
労、

全
快
之
鉢
無
之
二
付、

蓑
子
之

儀、

弓
削
田
発
殿
江
相
頼
候
処、

植
栗
義
達
殿
二
男
椋
弥
与
申
者
拾
弐
歳、

此
者
養
子
二
可
然
旨
二
付
相
頼、

二
月
朔
日
貰
受
引
取
」

（「
新
島
民
治
『
新
島
氏
家
統
記』」）。

ニ
―
ペ
ー
ジ
の
注
参
照。

＊
＊
安
中
藩
中
小
姓、

植
栗
義
達
の
二
男
で、

双
六
の
養
子
と
な
る。

の
ち
の
新
島
公
義。

四
月
襲
禄。

明
治
四
年
辛
未
四
月
の
政
庁
下

文
に
は
「
現
米
九
石
右
襲
禄
申
付
候
事

政
庁

新
島
椋
弥」

と
見
え
る
（
選
品
庫
史
料）。

な
お
「
株
弥」
の
椋
の
字
は
自
築
の
履
歴

（
遣
品
庫
史
料）

に
よ
っ
た
が、

球、

採
な
ど
を
用
い
る
例
が
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る。

「
根
岸
本
」
（
二
四
三
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と、

椋
弥
を
公
義
と
改
め
た
経
緯
は
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る。

n

マ

マ

〕

新
島
録
弥
実
名

官
且
称”
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注 解

公
義

字
言

華
押
子

義
字
草
体

家
語
云
独
居
思
仁
公
言
言
義
其
於
詩
也
則
一

日
三
復
白
圭
之
砧
此
其
所
出
也

明
治
四
年
未
仲
夏

小
林
禎

撰

*
＊
＊
鳥
取
藩
士
原
六
郎、

彼
は
一

八
七
一

年
六
月
二
十
三
日
横
浜
を
出
帆
し
八
月
下
旬
ボ
ス
ト
ソ
に
到
着
し
た
（『
原
六
郎
翁
伝』

上
巻）
。

92

大
学
よ
り
の
免
状
は
次
の
通
り
で
あ
る。

安
中
藩
貫
属

新
島
七
五
三
太

辛
未

二
十
九
才

米
国
留
学
免
許
候
事

辛
未
五
月

大
学

固

外
務
卿
よ
り
外
国
へ
の
通
行
状
（
旅
券）

は
次
の
通
り
で
あ
る。

新
島
七
五
三
太

右
之
者
此
度
海
外
旅
行
之
儀
願
出
候
間
差
許
申
候、

就
而
者
通
行
無
差
支
様
御
免
許
被
下、

且
差
掛
要
用
之
義
者
相
当
之
御
扶
助

被
下
候
様、

其
筋
江
依
頼
い
た
し
候

明
治
四
辛
未
五
月

大
日
本
国
外
務
卿

沢
従
三
位
清
原
宣
嘉

書
判

な
お
こ
れ
ら
の
手
続
き
が
成
立
す
る
経
過
を
「
新
島
民
治
『
新
島
氏
家
統
記』
」

は
「
敬
幹
」

の
項
で

次
の
よ
う
に

要
約
し
て
し
る

し
て
い
る。

G
走
〕

明
治
四
辛
未
年
五
月
六
日
大
学
南
校
よ
り
悴
儀
元
治
元
年
六
月
中
脱
送、

其
後
米
国
江
渡
航
留
学
罷
在
候
処、

此
度
弁
務
使
申
立

ニ
而
更
二
留
学
被
仰
付
候、

同
人
年
齢
取
調
勿
々
可
被
申
出
旨
御
達
有
之
候
二

付、

東
京
罷
在
候
権
大
属
小
田
稔
殿
よ
り
悴
儀

箱
館
表
江
修
業
之
次
第
四
取
を
以、

外
務
省
江
同
十
九
日
差
出
候
処、

即
刻
弁
官
よ
り
同
人
へ
御
呼
出
御
書
取
を
以、

米
国
留

学
御
用
状
を
以
七
五
三
太
江
被
仰
付
候
間、

可
得
其
意
旨、

留
学
中
入
費
都
而

朝
廷
よ
り
被
下
候
旨
も
為
心
得
御
達
有
之
候
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趣、

小
田
稔
殿
よ
り
安
中
政
庁
よ
り
申
越
候
段
御
達
有
之

委
細
ハ
別
帳
有
之

97

こ
の
書
簡
は
「
続
八
三
苫
簡」
（
ニ
ニ
ニ
ー―
――――――
ペ
ー
ジ）
で
は
「
明
治
五
年
三
月

日
」
を
日
付
と
し
て
い
る。

し
か
し
本
来、
こ

の
書
簡
に
は
年
月
日
の
明
記
は
な
い。

第
10
巻
『
新
島
狸
の
生
涯
と
手
紙』
に
よ
る
と
一
八
七
二
（
明
治
五）

年
三
月
八
日、

森
有

礼
立
合
い
の
も
と、

新
島
は
田
中
不
二
麿
に
会
い、

田
辺
太
一
に
会
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
(-
==―――
—一
三
七
ペ
ー
ジ）。

し
た
が
っ
て、

そ
の
発
信
月
を
三
月
と
推
定
し
た。

＊
＊
田
辺
太一
（一
八一――
―
ー一
九一
五）。

岩
倉
使
節
団
の
一
等
書
記
官、

外
務
少
丞゚

ハ
ー
デ
ィ
ー
宛
の
一
八
七
二
年
三
月
八
日
付
新
島
書
簡
に
よ
る
と、

「
ま
だ
特
命
全
権
大
使
の
岩
倉
に
は
会
っ
て
い
ま
せ
ん。

し
か

し
岩
倉
の
秘
書
官
と
は
愉
快
な
会
見
を
し
ま
し
た。

そ
の
人
は
江
戸
に
い
る
私
の
親
友
二
人
の
友
人
で
あ
り、

そ
の
連
中
の
消
息
を
す

べ
て
聞
き
ま
し
た
」
（
第
10
巻
『
新
島
襄
の
生
涯
と
手
紙』

ニ―一
六
ペ
ー
ジ）
と
見
え、

吉
田
賢
輔、

尺
振
八
に
手
紙
を
認
め
る
き
っ
か
け
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
含
る。

、、

こ
の
書
簡
の
末
尾
に、

「
但
ツ
彼
出
見
世
の
名
前
は
オ
ー
ゴ
ス
チ
ン
・
ハ
ー
ド
と
申
し
候」
と
あ
る。

"
Japan
 Dail
y
 Heral
d"
,
 Director
y
 an
d
 Ho
n
g
 List
 18
72
に
よ
る
と
Fir
ms
の
六
番
(
Roku,
ban)

に
次
の
よ
う
に
見

え
る
の
が
こ
れ
に
当
る
と
思
わ
れ
る。

Au
gusti
ne
 Heard
 &
 Co.
 

A
ge
nts
 for
 the
 C
hi
na
 T
ra
ders'
I
nsurance
 Co.
 (
Li
mite
d)•

Victoria
 Fire
 Insurance
 Co.
 of
 Ho
n
g
ko
n
g.
 

Lo
n
do
n
 an
d
 Pro
vi
ncial
 Mari
ne
 Insurance
 Co
mpan
y.
 

F
arle
y
 G.
 Jr.
 

Fraser,
 
J.
 A.

Ja
mes,
 F.
 S.

Austin,
 
C.
 
L.

(
寺
岡
寿一
網
『
明
治
初
期
の
在
留
外
人
人
名
録』、
明
治
初
期
歴
史
文
献
資
料
集、
第
三
集
別
冊
所
収）

＊
＊
陸
奥
陽
之
助、

す
な
わ
ち
陸
奥
宗
光
(-
八
四
四
ー一
八
九
七）

は
明
治
四
年
八
月
十
二
日
神
奈
川
県
の
県
知
事
と
な
り、

同
年
十
一

月
十
三
日
よ
り
五
年
六
月
十
八
日
ま
で、

県
令
の
職
に
あ
っ
た。

股

新
島
が
特
命
全
権
副
使
木
戸
孝
允
に
は
じ
め
て
会
う
の
は、

三
月
二
十
一
日
ヮ
ッ
ソ
ト
ソ
の
ア
ー
リ
ソ
ト
ソ
・
ハ
ウ
ス
(
ArJi
ng、

ton
 House)
で
イ
ー
ト
ソ
教
育
局
長
官
(Jo
hn
Eaton
 (
1
8
2
9

ー
1
9

06),

Co
m
missioner
 of
 Education)
の
招
き
に
よ
る
挽
餐
の
席
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注 解

（
斎
J

で
あ
っ
た。

木
戸
が
二
月
十
四
B
（
陰
暦）
の
「
B
記
」
（『
木
戸
孝
允
8
屈

二
』
8
本
史
籍
協
会
欝
畠
75)

に
「
今
B
西
島
始
て
面
会
す、

同
人
は
七
八
年
前
学
業
に
志
し、

脱
て
至
此
国
当
時
已
に
大
学
校
を
経、

此
度
文
器
の
事
に
も
着
実
に
尽
力
せ
り、

可
頼
の
一

友
な

り
」
(
-
四
七
ペ
ー
ジ）

と
し
る
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る。

ま
た
木
戸
の
同
月
二
十
四
日
（
陰
暦）

の
日
記
に
は
「
睛、

鍋
島
公、

田
中
不
二、

西
島
七
三
太
等
当
地
を
発
す、

西
島
は
余
此
地

に
至
り
始
与
彼
談
話、

彼
の
厚
志
篤
実
当
時
軽
簿
浅
学
之
徒
漫
に
開
化
を
唱
ふ
る
も
の
と
大
に
異
な
り
余
与
彼
交
自
如
旧
知
得
其
益

不
少、

後
来
可
頼
之
人
物
也
」
(
-
五
ニ
ペ
ー
ジ）

と
も
見
え
る。

＊
＊
八
五
ペ
ー
ジ
の
注
参
照。

な
お
新
島
民
治
の
「

掌
中
雑
記」
（
遣
品
庫
史
料）

に
は
次
の
記
事
が
見
ら
れ、

麻
布
善
福
寺
（
ア
メ
リ
カ

公
使
館）

で
来
日
の
シ
ー
リ
ー
と
父
民
治
が
会
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る。

明
治
五
年
七
月
廿
七
日

一

米
国
人

シ
ー
リ
ェ
ー

右
ハ
ア
ソ
ド
ハ
ノ
教
師、

悴
初
而
門
入
之
節
被
居
候
方
二
而
弐
ヶ
年
世
話
被
下
候
由
被
申
聞、

善
福
寺
二
而
対
面
い
た
し
候
事

ラ
イ
セ
ル

善
福
寺
前
段
之
節
対
面
い
た
し
候
事

ま
た、

シ
ー
リ
ー
の
日
本
に
お
け
る
言
動
は
太
政
官
の
諜
者
の
報
告
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る。

明
治
五
年
の
諜
者
報
告、

「
壬
申

八
月
上
旬
東
京
横
浜
邪
宗
門
事
情
書
」

に
よ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る。

一
、

八
月
朔
日
築
地
居
留
カ
ル
ロ
デ
ス
建
立
セ
ツ
耶
蘇
礼
拝
堂
に
於
テ
開
教
ノ
式
ア
リ、

横
浜
ョ
リ
叫
い＇
ー、

プ
ラ
ヲ
ソ
、

叫
T.

叫、

タ
ム
ソ
ソ
、

バ
ラ
ソ
、

ピ
ア
ソ
ソ
、

プ
ラ
イ
ソ
、

已
上
教
師
ナ
リ、

其
余
居
留
ノ
信
徒
三
十
余
人
来
リ、

築
地
居
留
ノ
外
人

マ
ク
日
本
人
其
数
ツ
レ
ズ
〔
中
略〕

シ
レ
ー
ト
ハ
此
頃
ア
メ
リ
カ
ョ
リ
来
ル
ト
コ
ロ
ノ
大
教
師
登
植
説
法
ス
、

同
三
日
が
可
叫
デ
ス
ノ
咄
シ
ニ
云
ク
、

私
ツ
一

昨
日
ツ
レ
ー
サ
ソ
ヨ
リ
聞
マ
ッ
ク
、

先
年
薩
摩
二
於
テ
軍
ヲ
セ
シ
ト
キ
日
本
ョ
リ

外
国
人
出
セ
ッ
罰
金
幣
ツ
キ
事
也、

米
利
堅
ニ
ハ
此
金
少
シ
モ
ッ
カ
ハ
ズ
ニ
ア
リ
シ
ニ
、

国
中
ノ
女
人
ノ
信
者
ヨ
リ
政
府
二
願
ヒ

何
卒
右
ノ
金
ヲ
以
テ
日
本
二
女
学
校
ヲ
建
テ
、

女
子
ヲ
教
育
シ
、

切
支
丹
ノ
教
ヲ
以
テ
人
心
ヲ
迎
ヵ
ハ
日
本
ノ
開
化
ヲ
助
ヶ
益
々

ア
メ
リ
カ
ノ
国
威
ヲ
張
ル
ノ
一

端
ト
モ
ナ
ル
ペ
シ
ト
テ、

深
ク
願
ヒ
マ
シ
タ
レ
ハ
政
府
コ
レ
ヲ
許
シ
マ
シ
テ
其
事
ヲ
日
本
二
応
接

ノ
為
右
切
り
日
サ
ソ
参
リ、

日
本
役
人
二
其
咄
シ
ヲ
致
シ
マ
ッ
ク
、

日
本
政
府
イ
カ
ニ
返
答
七
シ
欺
未
夕
聞
マ
セ
ヌ
ガ、

此
事
至

757 



テ
善
キ
咄
シ、

大
ナ
ル
学
校
ガ
出
来
マ
セ
フ
、

凡
ソ
八
十
万
ド
ル
ラ
ル
ノ
金
デ
ア
リ
マ
ス
ト
云

、々

同
六
日
安
息
日
ニ
テ
横
浜
二
行
ク、
〔
中
略〕
米
国
ツ
レ
ー
ト
ハ
彼
宗
ニ
テ
有
名
ノ
大
教
師
ナ
ル
ヨ
ン、

此
節
ハ
天
竺
迄
監
察
ノ
為

ニ
行
ク
ヨ
シ、

其
人
此
会
二
来
リ
英
語
ニ
テ
日
本
邪
徒
二
述
テ
云
フ
、

私
ッ
始
メ
テ
此
日
本
二
来
リ
今
日
此
堂
二
到
リ
晩
餐
ノ
礼

〔

マ

マ

〕

ニ
逢
フ
ニ
更
二
外
国
ノ
心
地
ナ
シ、

言
語
通
セ
サ
レ
ハ
疎
遠
二
似
タ
レ
ト
モ
聖
経
ノ
意
味
ヲ
甘
ツ
神
二
向
テ
祈
リ
晩
餐
ノ
礼
ヲ
為

ス
有
様
ニ
テ、

其
意
共
二
通
ツ
、
一
耶
蘇
ノ
徒
弟
ニ
テ
主
宰
ノ
神
我
等
ヲ
見
玉
フ
ト
思
ヘ
ハ
我
真
ノ
兄
弟
ョ
リ
モ
親
シ
ク
思
ハ
レ

テ
喜
ビ
ニ
余
リ
涙
ヲ
拭
フ
斗
リ
ナ
リ
ト

な
お
『
木
戸
孝
允
日
記

二
』
（
日
本
史
籍
協
会
叢
書
75)

に
よ
る
と、

明
治
六
年
三
月
十
日
の
条
に、
ペ
ル
リ
ソ
で
木
戸
は
ツ
ー
リ
ー

に
会
っ
て
い
る
が、

次
の
よ
う
に
し
る
し
て
い
る。

来
客
不
絶
十
字
頃
米
国
プ
ロ
ヘ
ッ
ソ
ル
シ
ー
リ
ー
尋
来
る、

彼
は
昨
年
余
米
国
に
滞
在
せ
し
と
き
添
書
を
乞
ひ
則
文
部
省
大
木
に

〔

マ

マ

〕

一

書
を
認
む、

彼
本
邦
に
遊
ひ
大
に
懇
偶
に
預
り
し
を
謝
す

05

E
d
亙ation
i
n
 
Ja
唸
m[
A
Series
 o
f
 Le
tters
 
ad
dresse
d
 b
y
 Pro
mi
nent
 A
merica
ns
 to
 A
ri
nori
 
M
ori
 (
Ne
w
 

Y
ork•
1873)

に
は
森
の
書
簡
に
応
え
る
一
八
七
二
年
二
月
二
十
九
日
付
ツ
ー
リ
ー
の
書
簡
が
掲
載
さ
れ
て
い
る。

ツ
ー
リ
ー
は
そ
の

な
か
で、
「
我
々
の
学
校
や
教
育
的
影
響
が
宗
教
的
精
神
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
な
け
れ
ば、
そ
の
文
化
が
い
か
に
進
ん
で
い
た
と
し
て

も、

人
間
を
道
徳
的
に
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
思
い
ま
す」、
「
私
は
日
本
に
対
し
て、

教
育
を
強
調
し
な
い
」、
「
し
か
し
貴
国
に
お

け
る
全
国
的
教
育
機
梱
の
創
設
は
見
逃
が
す
に
は
あ
ま
り
に
も
重
大
な
性
質
の
危
険
を
持
つ
事
を
痛
感
し
ま
す。

そ
し
て
そ
れ
を
避
け

る
方
法
は
教
育
を
真
の
宗
教
に
基
づ
け、

真
の
宗
教
を
教
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
育
を
導
く
事
で
す。

キ
リ
ス
ト
教
国
に
お
い
て
は
キ

リ
ス
ト
教
が
そ
の
全
教
育
を
鼓
舞
す
る
癒
で
し
た
」
（
四、
森
の
国
民
の
社
会
的、
道
徳
的、

身
体
的
状
態
に
及
ぽ
す
効
果
を
問
う
に
対
す
る
ツ

ー
リ
ー
の
応
答）

と
述
べ
、

最
後
に
「
日
本
は
学
校、

大
学、

普
遍
的
教
育
を
必
要
と
し
て
い
ま
す」、
「
国
民
を
救
う
事
の
出
来
る
の

は、

知
性
で
は
な
く
美
徳
と
信
仰
心
だ
け
で
す。

偉
大
な
歴
史
家
ニ
ー
バ
ー
は、

い
か
な
る
国
家
も
自
殺
以
外
で
は
滅
亡
し
な
か
っ
た

し、

自
殺
の
薬
は
最
初
は
国
家
の
道
徳
的
腐
敗
で
あ
る
と
い
っ
て
い
ま
す」
と
こ
た
え
て
い
る
（
尾
形
裕
康
『
学
制
実
施
経
緯
の
研
究』）。

A
M
H
E
RS
T
 C
O
L
L
E
G
E,
 
Februar
y
 29,
 
1872.

M
Y
 D
E
A
R
 SI
R"
I
 o
we
 you
 an
 apolo
g
y
 for
 the
 postpone
ment
 of
 m
y
 repl
y
 to
 the
 inq
uiries
 w
hic
h
 

you
 a
ddresse
d
 to
 me,
 t
he
 3
d
 instant,
 respectin
g
 the
 e
ffects
 of
 e
ducati
o
n
 upon
 a
 nation,
So
Be
 ot
her
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duties, wb;cb I could not set aside, and wb;cb engrossed my whole time, will, I trust, lead you to 
excuse the delay. 

Your inquiries are of the utmost, interest, and I shall be thankful if I can do any thing to help 
the Japanese Government toward their correct answers : 

1. By the material prosperity of a country you mean chiefly, I suppose, its wealth. Wealth 
is properly desired and sought by every nation. No nation can have too much wealth, provided it 
has sufficient wisdom in using it. Great wealth in ignorant hands may prove a curse, but to an 
enlightened nation it is only a blessing. It is a source of great power. Other things being equal, 

that nation will gain most in power which gains most in wealth. Now, the production and accumu
lation of wealth follow great laws as exactly as do the movements of the tides and the planets. 
There is a science of public economy, that is, a science of wealth, as true and as beautiful as the 
science of astronomy. All the mistakes which governments have ever made in their financial legis
lation, or which individuals make in their business transactions, come from ignorance of the funda
mental truths of this science. Knowledge of this, therefore, is all-important for any nation, but such 
knowledge is not easily gained. This science, though now in its main principles well established, 
is very intricate, and demands well-trained intellects to master it. I would therefore seek to secure 
such a training all through the nation. I would have education universal. Let it be wide and 

thorough, even if nothing more be expected from it than the nation's material prosperity. Moreover, 
education is a great stimulus to industry and to invention. 

2. From what I have already said, the bearing of education upon commerce will appear. 
Education implies a knowledge of ourselves and of others. This implies a knowledge of our wants 
and how to supply them, and this is the foundation of trade. While no nation can have too 
much wealth, no nation, on the other hand, can have too many wants. Wants lead to efforts, 
and these efforts become the source of wealth. Wealth comes from labor. All the wealth of the 
world, traced to its origin, is the product of labor. But we only labor to satisfy some want, and 
we only see and feel our want when we have become educated to some true knowledge of ourselves 
and the world. The savage is without education, and therefore he does not know his wants, and 
therefore will not labor, and therefore has no wealth, and so remains a savage. It is always a healthy 翌

ト

sign of individual or of national growth, when we feel our wants, and thus recognize our dependence 



upon others. Industry and commerce and wealth grow out of this, and therefore for the sake of 

commerce I would say, make education thorough and universal. 

3. What I have just said has its bearing equally upon all the agricultural and industrial 

interests of a nation. But I would also say that, as agriculture is now a science, a scientific educa· 

tion is essential for its most successful pursuit. By the instructions of this science the productions 

and capabilities of the soil become vastly increased. Only by a wide and thorough education can a 

nation fully learn what its resources are, and how to make these resources available to the highest 
degree. 

4. A thorough system of education is eminently favorable to the physical condition of a nation. 

This is abundantly proved by carefully-collected statistics. The best-educated community is, other 

things being equal, the healthiest and the longest-lived. Educated men, as a class, live longer than 

the uneducated. This fact is not owing entirely to the better acquaintance with the laws of health 

which educated men possess, though partly due to this cause. The chief reason is, that educated 

men bring into a larger play their brain and nervous system, and, where this is not carried to a 

disproportionate degree, it becomes a source of increased physical strength. 

But I am sorry that I cannot say that an increase of intelligence is associated also with a 

corresponding increase of virtue. But, if I should make such a statement, the sad facts would con· 

tradict me. Some of the most intelligent communities that have ever lived have been socially and 

morally the most corrupt. Ancient Athens, in its palmy days, was by far the most cultivated city of 

the ancient world, and we have much evidence also that it was the most corrupt. In modern French 

history, the court of Louis XIV. shines with the splendor of the highest intellectual culture, and 

shocks us also by its awful profligacy and licentiousness. In the French Revolution of 1793, vice 

and crime, and lawlessness unbounded, were stimulated-I am ashamed to say it, but it is true-by 

the intelligence and culture of the time. Some of the most awful spectacles of that terrible period 
are furnished by men and women of the highest refinement. All history shows us that the direct 
foes to law and liberty, and social order, and moral purity, have ever been men of education who 
lacked moral inspiration. The sad, sad fact is, that education does not make men virtuous. Unless 
all history is deceptive, and every profound view of human nature erroneous, we must believe that 
any attempt to make men moral by making them intelligent is hopeless. Indeed, morality will only 

0
9
1.,
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spring from some sort of a religious inspiration , and, unless our schools and educational inlluences 

can be penetrated by a religious spirit, they will not make men virtuous, however extensive their 
culture. It is true that the great proportion of our criminals in America, and also in Great Britain, 
are from the uneducated classes, but this is not because education has operated as a restraint from 
crime, but only because our educational influences are so largely penetrated and upheld by the religious 
institutions with which they are associated. I urge education upon Japan. I long to see it take hold 
of every person there. But I deeply feel that the inauguration of a universal system of education 
in that great empire has perils also, of a nature too serious to be overlooked, and which can only be 
avoided by grounding the education on the basis, and directing it through the instruction, of the true 
religion. In Christian countries, Christianity has been the original inspirer to all the education they 
possess, and by this means alone is the education pure and purifying. If our education could be 
wholly severed from the influence of the Bible and of Christianity, two things, in my opinion, would 
inevitably result : 1. The education itself would grow feeble until it would disappear ; and, 2. Its 
moral and elevating influence would cease. 

5. The last point to which you ask my attention is one upon which many men make grave 
mistakes. It is a very common mistake which supposes that laws can be made or unmade by decrees 
of a monarch, or by acts of a legislature, or by votes of a people. But men can no more make laws 
of the state, than they can make laws of Nature. The enactments of a monarch, a legislature, a 
people, like the announcements of science, are only the interpretation which men give to laws, dis· 
closing, declaring, not at all making them. The laws themselves are unmade and eternal, and the 
wisest statesmanship, like the wisest science, is that which most clearly discerns them. But what 
are the qualifications of the wise statesman and legislator? I must answer that they are moral rather 
than intellectual. It needs a great intellect, capacious and well trained, to discover the laws of Nature, 
but the laws of the state are instinctively apprehended first of all in the moral feeling of the soul; 
and it is not the man who possesses only great learning and keen intellect, but the man of correct 
life, and of deep moral sensibility, who knows what civil law is. It is not intellectual vigor, but 
moral purity, which makes the best citizen, and the most correct discerner of law. No one will 
depreciate knowledge, excepting him to whom it does not belong, and no one will disparage intel· ;;:: c、

lectual gifts in the statesman or the citizen, who knows what these gifts are; but, however much 



knowledge or intellect a man may have, a lack of moral sentiment will vitiate it all for every purpose 
of states�anship or citizenship. 想

Japan needs schools and colleges, and thorough education, but these alone are not influences 
of purity, and, unless they have something else associated with them, they will neither make nor 
keep the people pure. It is not the intelligence, but only the virtue and the piety of any people 
which can save them. No nation, said the great historian Niebuhr, ever died except by suicide, and 
the suicidal poison is first engendered in the nation's moral defilement. But moral defilement is not 
removed merely by moral precept. Instruction in virtue is not sufficient, in the actual state of human 
nature,

. 
to _rende� _men virtuous. _ If we

. 
coul� find, �ow _ and the�, a 

_
single �an 

_
or 

_
even a class_ �£ 

men, of whom this is not true, i. e., whom instruction in morality has rendered virtuous, certainly 
the great mass of mankind have never been thus controlled. Again I say that we must have religion 
as the inspirer to virtue, and therefore I plead for full and free religious toleration in Japan. Let 
the doors be opened wide for every religion, and then let that one which can make itself most clear 
and convincing to the eye of reason, which can show its truth on the strongest historical grounds, 
and which can appeal for its confirmation to all the original convictions of the soul, let that religion 
meet in fair and undisturbed conflict of argument with every other, and let the mightiest prevail. 

With high regard, I am 
Very truly yours, 

J. H. SEEL YE. 

To his Excellency ARINORI MORI, Japanese Legation, Washington, D. C. 
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伺
之
通
相
済
侯
二

付
本
B
得
逹
書
付
日
中
文
蔀
大
丞
へ

相
廻
ス

木
戸

大
久
保

伊
藤

（
国
立
公
文
書
館
所
蔵）

な
お
「
36
号
書
簡」
（
四
月
一
日
付、

新
島
民
治
宛）

に
は
日
々
の
雑
按
は
五
ド
ル
、

骨
折
料
一

年
二
四
八
四
ド
ル
と
あ
る。

111

新
島
七
五
三
太
は
明
治
六
年
正
月、

ペ
ル
リ
ソ
か
ら
父
民
治
に
送
っ
た
型
書
に
つ
い
て
「
あ
る
独
逸
人
の
琉
球
島
に
在
留
し
て
日
本

語
を
学
ぴ
候
者
の
訳
し
た
る
書
物」、
「
所
々
に
少
し
の
間
違
な
ど
有
之
候
得
共、

日
本
人
の
助
な
く
し
て
如
斯
も
日
本
文
を
綴
り
し
は

実
二
驚
ク
ベ
き
事
」

と
評
し
て
い
る。

も
と
よ
り、

こ
の
聖
書
は
禁
教
下
の
日
本
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
外
国
人
宣
教
師
に
よ
る
和

訳
の
聖
書
を
ョ
ー
ロ
ッ
パ
で
求
め
て
こ
れ
を
日
本
に
送
っ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

し
か
も、

新
島
が
海
外
に
脱
出
後、

ア
メ
リ
カ

で、

海
外
諸
国
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
聖
書
和
訳
の
経
緯
と
そ
の
歴
史
を、

ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
か
も、

い
ま
だ
十
分
の
究
明
が

進
め
ら
れ
て
い
な
い
。

先
掲
の
評
言
だ
け
で
は、

こ
の
聖
書
が
か
の
ギ
ュ
ッ
ラ
フ
(
Ka
rl
F
rie
dric
h
 A
u
g
ustas
 G
iitzla
f̀f
1803
ー1851,

郭
実
服
・
善
徳）

の
『
約
翰
福
音
之
伝」
(
-
八
三
七
年、

ッ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
、

ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
出
版）

で
あ
る
か、

そ
れ
と
も
ペ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
(
Be
rnar
d

J.
 

Bettel
hei
m,
 18
11
ー1870,

伯
徳
令）

の
聖
書
で
あ
る
か
断
定
し
難
く、

た
だ
版
の
流
布
の
状
況
か
ら
す
れ
ば、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の

聖
書
が
考
え
ら
れ
る。

な
お、

海
老
沢
有
道
『
新
訂
増
補
版

日
本
の
聖
書

聖
書
和
訳
の
歴
史
』

で
は、

こ
の
書
簡
の
さ
き
に

引
用
し
た
箇
所
を
使
っ

て、

ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
聖
書
和
訳
に
ア
メ
リ
カ
で
新
島
が
協
力
し
た
と
す
る
説
を
し
り
ぞ
け
て
い
る。

な
お
『
新
島
旧
邸
文
庫
所
蔵
目
録
』

の
「
新
島
是
水
翁
蔵
書
」

の
な
か
に
は
該
当
す
る
聖
書
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

121

明
治
七
(
-
八
七
四）

年
五
月
二
十
四
日、

大
阪
西
区
本
田
梅
本
町
十
番
地
に
ゴ
ー
ド
ソ
(
M.

L.
 G
or
d
o
n)

か
ら
当
日
洗
礼
を
う

け
た
高
木
玄
真、

安
田一
二
折、

岩
根
幸
助、

山
田
荘
三
郎、

杉
山
重
義
の
五
名、

横
浜
公
会
（
海
岸
教
会）

か
ら
転
入
し
た
柘
植
武
憲、

坪
井
仙
次
郎
の
二
名、

合
せ
て
七
名
を
教
会
員
と
し
て
組
織
さ
れ
た
教
会。

大
阪
に
は
じ
め
て

形
成
さ
れ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
教
会

で、

関
西
で
は、

こ
の
年
四
月
に
神
戸
に
成
立
し
た
教
会
を
「
摂
津
第
一

公
会
」

と
称
し
た
こ
と
か
ら
「
第
二
公
会
」

と
も
い
わ
れ、

ま
た
そ
の
土
地
の
名
を
と
っ
て、

梅
本
町
公
会、

あ
る
い
は
大
阪
公
会
と
称
し
た
（『
大
阪
基
督
教
会
沿
革
略
史』
ニ
ペ
ー
ジ）。
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な
お、

こ
の
書
簡
は
大
阪
公
会
か
ら
の
招
聘
に
対
し
て
、

新
島
は
神
戸
に
赴
く
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
出
発
以
来
き
め
て
い
た
こ
と
を
述

べ
、

神
戸
で
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
(
0•
H.

G
ulic
k)

や
デ
イ
ヴ
ィ
ス
(J•
D•

Da
vis)

ら
と
相
談
の
上
と
直
接
の
応
答
を
断
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
年、

新
島
を
教
会
牧
師
に
迎
え
よ
う
と
し
た
の
は、

大
阪
公
会
ば
か
り
で
な
く、

横
浜
公
会
の
惣
代
奥
野
昌
網
の
名
で
、

「
一

八
七
四
年
二
月」、

当
時
ま
だ
在
米
中
の
新
島
に
「
美
国
留
学
大
徳
望
新
島
愛
兄
」

宛
で
招
聘
状
が
出
さ
れ
て
い
る。

大
阪
公
会
執
事、

高
木
玄
真
の
招
聘
状
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

こ
こ
に
奥
野
昌
網
の
長
文
の
招
聘
状
の
一

部
を
参
考
に
掲
げ
る。

〔
前
略〕

夫
レ
愛
兄
美
国
二

留
学
ス
ル
久
シ
ク
已
二

英
語
二

熟
ス
レ
バ

聖
書
ノ
原
意
及
ビ
註
釈
詳
細
ノ
文
意
ヲ
モ
能
ク
理
解
ツ
得
テ

之
ヲ
和
語
二

訳
ス
ル
コ
ト
難
カ
ラ
ズ
且
之
ヲ
聴
ク
者
ヲ
シ
テ
飽
カ
シ
ム
ル
ニ

足
ル
是
一

益
ナ
リ、

外
国
ノ
事
情
ヲ
了
解
シ
諸
教
師

ニ

応
接
ス
ル
コ
ト
易
ツ
是
二
益
ナ
リ、

政
府
モ
亦
愛
兄
ガ
純
全
ノ
聖
教
ヲ
学
ペ
ル
ヲ
識
レ
バ

之
二

従
フ
我
輩
モ
亦
然
ル
ヲ
顕
ハ
ス

ニ
足
ル
是
レ
三
益
ナ
リ、

愛
兄
已
ニ
―

宗
派
二

属
ス
ル
人
ニ
ッ
テ
本
邦
二

帰
一

致
ノ
会
ヲ
悦
ビ
一

体
一

霊
ヲ
勉
メ
バ

終
二
目
下
諸

州
各
会
ヲ
ッ
テ
ー
ニ

帰
ス
ル
ノ
基
礎
ト
ナ
ラ
ン
是
レ
四
益
ナ
リ、

今
我
ガ
依
頼
ス
ル
処
ノ
教
師
時
ア
リ
テ
本
国
二

帰
ラ
ソ
後
我
カ

群
ヲ
ッ
テ
牧
師
ナ
キ
ノ
憂
ヲ
免
レ
ジ
ム
是
五
益
ナ
リ、

今
伝
道
者
ク
ラ
ソ
ト

志
ス
者
ヲ
シ
テ

幾
層
ノ

進
歩
ヲ

増
サ
ソ

是
六
益
ナ

リ、

サ
タ
ソ
ノ
党
ヲ
シ
テ
神
田
ヲ
荒
蕪
ス
ル
ハ

我
政
府
モ
亦
憂
フ
所
ト
キ
ク
然
ル
ニ

此
ノ
憂
ヲ
除
ク
ノ
術
ハ

本
邦
ノ
公
会
外
国
ノ

宗
派
二

属
セ
ザ
ル
ノ
一

策
ニ
ア
レ
バ
キ
リ
ス
ト
已
ニ
コ
ノ
策
ヲ
以
テ
愛
兄
二

付
与
セ
リ
愛
兄
キ
リ
ス
ト
ノ
剣
ヲ
持
テ
彼
偽
稗
ヲ
菱

除
セ
バ

公
会
ノ
権
自
ラ
我
会
二

帰
セ
ソ

是
七
益
ナ
リ、

此
七
益
ヤ
乃
我
会
ノ

益
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ

本
邦
万
民
ノ

大
益
ナ
リ
〔
後
略〕

（『
植
村
正
久
と
其
の
時
代』

第一ー一
巻、

六
二
六
ー
六
三
一
ペ
ー
ジ）

訟

千
木
良
昌
庵
は
も
と
安
中
藩
医
で
あ
っ
た。

帰
国
し
た
新
島
を
安
中
に
迎
え
て
、

い
ち
は
や
く、

そ
の
西
洋
文
化
を
湯
浅
治
郎
ら
と

と
も
に
稼
極
的
に
摂
取
す
る
立
場
を
と
っ
た。

「
根
岸
本
」
（
三
二
六
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と、
「
千
木
良
氏
の
教
会
日
誌
か
ら
抜
芸
す
」

と
し
て

次
の
記
事
が
伝
え
ら
れ
て
お
り、

安
中

の
人
び
と
の
動
き
を
知
る
こ
と
が
で
き
る。

明
治
七
年
十
一

月、

新
島
氏
米
国
よ
り
帰
郷
の
節、

初
め
て
耶
蘇
の
福
音
を
聞
い
て
互
に
喜
ひ
、

仮
に
一

社
を
設
け、

各
若
干
金

を
新
島
氏
に
托
し、

聖
書
を
求
め
勉
強
せ
ん
と
す。

名
づ
け
て
旧
邸
連
中、

新
邸
連
中
と
云
ふ。

旧
邸
連
中
人
員

横
山
貞
吉、

山
本
盛
徳、

斎
藤
候
文、

植
栗
義
逹、

津
金
豊
泥、

小
林
禎、

根
岸
松
齢‘

星
野
輝、

植
栗
源
二
郎、

渡
辺
作
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次、

山
口
徳、

猪
狩
忠
寛、

荻
原
洲
平、

江
場
廣
太
邸、

星
野
舎
熙、

海
保
芳
澄、

山
日
亨
太、

内
藤
羅‘

小
屈
稔、

小
野

直、

関
島
武
昭、

黒
川
成
貞、

千
木
良
昌
庵

以
上
二
十
四
人

左
の
四
名
は
別
に
若
干
金
を
出
し
て
聖
書
を
求
め
勉
強
す

湯
浅
治
郎、

山
田
光
就、

森
本
成
徳、

岡
村
栄
懐

（
以
上
四
人）

ま
た
、
「
安
中
基
督
教
会
録
事」
（
安
中
教
会
所
蔵）

に
よ
る
と、

こ
の
書
簡
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る。

新
島
氏
〔
中
略〕

愛
〔
安
中〕
二

止
ル
コ
ト
僅
二
＿―-
週
間、

其
内
所
々
ニ
テ
神
ノ
道
ヲ
説
ク
、

毎
聴
衆
百
有
余
名
二

不
降、

惟
時
当

旧
藩
士
等
結
社
シ
テ
此
道
ヲ
学
バ
ソ
ト
ッ
タ
ル
者
殆
ド
三
十
有
余
名
〔
中
略〕

此
者
若
干
ノ

金
員
ヲ

出
ッ
テ
書
籍
ヲ

購
求
七
ソ
事

ヲ
欲
ッ
テ
新
島
氏
二

托
ス
、

同
氏
同
月
〔
十
二
月〕

廿
一

日
出
京
ス
、

明
治
八
年
一

月
九
日
新
島
氏
ョ
リ
数
多
ノ
書
籍
ヲ
郵
送
ス

「
53
号
書
簡
」
（
明
治
八
年
一

月
十
一
日
付
、

千
木
良
昌
庵
宛）

参
照。

な
お、

千
木
良
昌
庵
は
明
治
十
一

(
-
八
七
八）

年
三
月
三
十
日、

便
覧
舎
の
二
階
で
お
こ
な
わ
れ
た

安
中
基
督
教
会
の
建
会
の
式

で
新
島
襄
よ
り
洗
礼
を
う
け、

つ
い
で
、

四
月
に
は
湯
浅
治
郎、

森
本
盛
徳
と
と
も
に
教
会
執
事
に
選
ば
れ、

七
月
に
は
教
会
を
代
表

し
て
湯
浅
治
郎
ら
と
東
京
親
睦
会
（
第
一
回
大
親
睦
会）

に
出
席
す
る
な
ど、

活
発
な
活
動
を
展
開
し
た
が、

十
二
年
二
月
十
四
日
急
逝

し
た
。

「
安
中
基
督
教
会
録
事」

に
よ
る
と、

「
会
員
千
木
良
昌
庵
氏
頓
二

卒
中
症
発
病、

直
二

永
キ
眠
リ
ニ

就
ク
、

我
教
会
ノ
爪
牙

タ
ル
可
惜
人
ナ
リ
、

学
識
ア
リ
、

医
ヲ
以
テ
業
ト
ス
、

兄
姉
永
訣
悲
歎
ノ
声
暫
ク
己
マ
ザ
リ
キ
」

と
あ
る。
「
78
号
書
簡
」
（
明
治
十
二

年
三
月
六
日
付、

千
木
良
昌
達
宛）

参
照。

カ
ラ
ザ
ル
(
C
hrist
o
p
her
Carrot
hers,
 
1
8
4
0

ー
7
)

は
カ
ロ
ゾ
ル
ス
、

カ
ラ
ゾ
ル
ス
と
呼
ば
れ
た。

ア
メ
リ
カ
長
老
派
教
会
の
宣
教

8
師。

明
治
二
(
-
八
六
九）

年
来
日、

東
京
築
地
六
番
館
に
居
住
し、

築
地
A
6
番
女
学
校、

つ
い
で
築
地
大
学
校
を
開
校
し、

ま
た

東
京
第
一

長
老
教
会
を
創
立
し
教
育
と
伝
道
活
動
を
展
開
し
た
。

書
店
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
耶
蘇
教
書
陣
」

で
あ
り、

「
鉄
抱
洲
六

番
書
庫
」

と
い
わ
れ
た。

135

明
治
八
(
-
八
七
五）

年
四
月、

新
島
襄
が
は
じ
め
て

京
都
入
り
し
た
当
時
の
京
都
府
知
事
は

公
家
出
身
の
長
谷
信
篤
で
あ
る。

た

だ、

京
都
府
政
の
実
際
を
管
掌
し
て
い
た
の
は
明
治
二
年
十
月
以
来
権
大
参
事、

四
年
九
月
以
降
は
同
大
参
事
で
あ
る
山
口
藩
出
身
の

損
村
正
直
で
あ
り、

新
島
が
実
際
に
面
談
し
た
の
も
損
村
で
あ
る。

槙
村
は
こ
の
八
年
七
月
二
十
日
以
降
京
都
府
権
知
事、

つ
い
で
知

事
と
な
っ
た
。
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＊＊
新
島
は
京
都
府
大
参
事
損
村
正
直
か
ら
「
京
都
博
物
舘
用
懸」
の
委
嘱
を
う
け
た。

京
都
府
が
博
物
館
の
意
義
に
つ
い
て
告
諭
し、
博
物
館
事
物
類
集
票
を
制
定
す
る
の
が、
明
治
八
年
二
月
の
こ
と
で
あ
り
（『
京
都
府

百
年
の
年
表』
教
育
篇）、

新
島
の
新
知
見
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る。

新
島
が
「
此
夏
ハ
京
都
管
内
の
山
々
の
破
品
類
探
索

ニ
参
ら
ぬ
ば」
と
父
民
治
に
申
し
送
っ
て
い
る
の
は、
在
米
時
代
か
ら
の
地
質·
鉱
物
探
求
へ
の
強
い
関
心
を
か
き
た
て
ら
れ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る。
し
か
し
実
際
に
ど
の
程
度
の
役
割
を
分
担
し
た
の
か
従
来
知
ら
れ
て
い
な
い。

な
お、
こ
の
年
十一
月、
京
都
府
か
ら
「
博
物
舘
掛
差
免
候
事」
と
し
て
「
右
之
通
相
達
候、
就
而
ハ
本
年
四
月
当
府
第
百
八
十
五

号
ヲ
以、
管
内
巡
廻
□
口
口
義
相
達
置
候
処、
自
今
不
及
其
義
候
条
此
段
管
内
へ
無
漏
相
達
者
也

明
治
八
年
十一
月

京
都
府
権
知

事

損
村
正
直」
と
い
う
解
任
の
辞
令
を
う
け
た
（「
同
志
社
関
係
京
都
府
庁
文
書」、
『
同
志
社
百
年
史

資
料
網
ー』）。

136
「
勿
々
六
千
坪
程
の
土
地
を
買
受
へ
き
云
々
」
の
話
の
相
手
は
山
本
覚
馬
（一
八
二
八
ー一
八
九
二）。

当
時
京
都
府
顧
問
で
京
都
府

参
事
槙
村
正
直
の
府
政
参
与。

木
戸
孝
允
と
深
く
交
わ
っ
て、

時
事
を
談
ず
る
間
柄
で
あ
っ
た。

と
く
に、
こ
の
年
四
月
に
は、
第

四
回
京
都
博
覧
会
に
際
し
大
阪
か
ら
入
京
し
た
ゴ
ー
ド
ソ
(
M.
L.
 Gordon)
か
ら
『
天
道
硼
原』
を
お
く
ら
れ
た。
ゴ
ー
ド
ソ
の

6-
TIN3rty
 Even
tful
 Years,
 
The
 Story
 of
 the
 A
merican
 Board'
s
 Mission
ゞ
Japan
18
6
9

|
1
8
9
9"
 

(
1
9
0
1,
 

Boston)
 

に
よ
る
と、
槙
村
正
直、
ゴ
ー
ド
ソ
の
三
人
で
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
熱
心
に
討
論
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る。
『
改
訂
増
補

山
本
覚
馬
伝』
参
照。

141

新
島
公
義
（一
八
六一
ー一
九
二
四）、
九一
ペ
ー
ジ
の
注＊＊
参
照。

「
新
島
家
起
原」
（
遣
品
庫
史
料）
に
よ
る
と、
新
島
公
義
の
京
都
に
移
る
ま
で
の
略
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る。

公
義

央
三

球
弥

双
六
養
子

植
栗
義
達
二
男

文
久
元
年
十
月
廿
四
日
生

明
治
四
辛
未
正
月

日
文
武
校
教
頭
弓
削
田一
介
氏
之
介
二
依
リ
ニ
月
朔
日
双
六
蓑
子
ト
ナ
ル

同
四
年
四
月
養
父
双
六
願
ノ
通
リ
其
方
江
家
督
下
賜
弓
削
田
氏
入
門

同
五
午
年
二
月
養
祖
父
民
治
隠
居
料
壱
人
口
自
今
不
被
下
侯

同
八
亥
年
五
月
廿
五
日
安
中
学
校
卒
業
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注 解

同
年
六
月
十
七
日
熊
谷
駅
楊
発
学
校
へ

引
移

同
九
年
八
月
暢
発
学
校
上
州
前
橋
へ
移
転
二
相
成
候
処
年
齢
十
八
才
未
満
二
付
退
学

n

r

r

u

 

同
九
年
十
一
、

十
二
ニ
ヶ
月
間
秋
間
小
学
校
へ

教
授
月
級
九
円
半

明
治
十
年
一

月
三
十
一

日
小
日
向
小
学
校
教
員
被
申
付

同
年
八
月
廿
七
日
群
馬
県
小
学
師
範
正
科
二
級
卒
業
免
状
下
附

同
年
十
二
月
廿
五
日
小
学
一

級
訓
迎
補
心
得
被
申
付

同
年
同
月
同
日
下
後
閑
校
在
勤
被
申
附

同
十
一

年
二
月
廿
五
日
飽
馬
東
校
在
勤
申
附

同
年
六
月
五
日
依
願
小
学
一

級
訓
導
補
心
得
差
免
候
事

同
年
六
月
癌
二
郡
費
ニ
テ
暢
発
校
二

学
ビ
ジ
費
用
上
納
シ
終
ル
、

自
ラ
得
ル
給
金
ヲ
節
約
ツ
妥
二
至
ル
、

且
書
籍
ヲ
群
馬
県
庁
ニ

差
出
ス

同
年
七
月

日
群
馬
県
へ

家
族
貫
属
替
願
書
差
出
ス

同
年
七
月
廿
八
日
安
中
出
立、

湯
浅
吉
郎
卜
共
二

初
メ
テ
東
京
二

出
ヅ

同一―-
+
―

日
横
浜
出
帆、

八
月
二
日
西
京
伯
父
新
島
襄
方
二

着
ス

山
県
昌
隆
（
一
八
四
―

|―
八
七
八）。

柏
木
義
円
鉦
（
明
治
四
十
四
年
八
月）
「
安
中
基
督
教
会
信
徒
姓
名
録
」
（
安
中
教
会
所
蔵）

に
よ

3
 る

と、

山
県
昌
隆
は
明
治
十
一

(
-
八
七
八）

年一
二
月
三
十
日、

安
中
基
督
教
会
建
会
の
日、

新
島
韮
か
ら
洗
礼
を
う
け
た
創
立
メ
ソ

バ
ー
の
一

人
で
あ
る。

「
事
故
」

の
欄
に
同
じ
く
柏
木
筆
で
「
明
治
十
一

年
八
月
三
十
一

日
永
眠
」

と
あ
り、
「
安
中
基
督
教
会
録
事」

に
よ
る
と、

九
月
一

日、

市
原
盛
宏
が
葬
儀
を
司
ど
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。

な
お
『
七
一

雑
報
』

三
巻
三
八
号
（
明
治
十
一
年
九
月
二

十
日
発
行）

に
は
湯
浅
治
郎
の
「
安
中
教
会
の
近
況
」

が
掲
載
さ
れ、

山
県
の
訃
報
が
見
え
る。

新
島
民
治
の
「
経
済
湖
」
（
造
品
庫
史
料）

に
よ
る
と、

京
都
へ
の

引
移
り
に
つ
い
て
、

明
治
九
年＿―-
月
二
十
五
日
の
条
に
「
寄
留

之
義
等
二

付
戸
長
方
江
罷
出
候」

と
あ
り、

二
十
九
日
に
は
「
山
県、

松
本
新
次、

植
栗
荷
拒
致
し
呉
候」、

つ
い
で
三
十
日
に
は

「
為
暇
乞
旧
邸
江
罷
出」、

月
が
あ
ら
た
ま
っ
て
四
月、

六
日
に
は
「
夫
々
江
為
暇
乞
罷
出」、

七
日
も
「
今
日
も
同
断、

善
兵
衛
車―――

丁
申
付
候
事」

と
あ
り、

翌
八
日
の
条
に
「
明
九
日
出
立
候
趣
届
書
差
出
候
付
小
林
江
も
害
付
を
以
申
達
候」

な
ど
と
あ
る。

こ
こ
に

767 



見
え
る
「
山
県
」

を
そ
の
ま
ま、

山
県
昌
隆
と
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が、

松
本
新
次、

植
栗
と
も
新
島
家
と
縁
戚
の
間
柄
の
家
で

あ
る
か
ら、

こ
の
「
65
号
書
簡
」

な
ら
び
に
次
の
「
66

号
書
簡
」

に
よ
っ
て
、

山
県
昌
隆
に
寄
せ
て
い
た
新
島
の
信
頼
と、

両
人
の
深

い
心
の
交
流
を
知
る
こ
と
が
で
き
る。

中
村
正
直
(
-
八一
＝
ニ
ー
一
八
九
一
）

は
明
治
六
(
-
八
七一――)

年
以
来、

東
京
小
石
川
に
同
人
社
を

開
き、

英
学
と
と
も
に
漢
学
を

5
 教

授
し、

尺
振
八
の
共
立
学
舎、

福
沢
諭
吉
の
慶
応
義
塾
と
と
も
に
当
時
東
京
に
お
け
る
私
塾
の
雄
で
あ
っ
た。

彼
は
明
治
七
年
十
二

月
に
は
カ
ッ
ク
ラ
ソ
(
Ge
or
ge

L.
 C
oc
h
ra
n)

か
ら
洗
礼
を
う
け、

ま
た
八
年
十
一

月
に
は
『
訓
点
天
道
潮
原
』
(
Wi
lli
a
m

A.
 P.

Marti
n
;
 
"

E
vi
de
nces
 of
 C
hristi
a
nit
y"
)

を
出
版
し、

教
育
と
伝
道
を
積
極
的
に
進
め
る
立
場
に
あ
っ
た
。

こ
の
書
簡
は、

中
村
正
直
か
ら
東
京
に
出
て
、

同
人
社
の
運
営
を
助
け
て
ほ
し
い
旨
を
述
べ
て
き
た
こ
と
に

対
す
る

返
事
で

あ
る

が、

こ
の
中
村
正
直
書
簡
は
伝
存
し
な
い
。

な
お
新
島
旧
邸
に
は
「
謹
呈
新
島
約
葱
先
生
以
表
敬
礼

明
治
八
年
九
月
七
日

中
村
正
直
」

と
し
る
さ
れ
た
『
訓
点
天
道
潮
原
』

が
襲
蔵
さ
れ
て
い
る
（『
新
島
旧
邸
文
庫
所
蔵
目
録』
二
七
ペ
ー
ジ）
。

147

湯
浅
治
郎
（
一
八
五
0
ー一

九
三
二）

は
安
中
で
醸
造
販
売
を
業
と
す
る
有
田
屋
に
生
ま
れ
た。

父
は
治
郎
吉、

母
は
も
よ
（
茂
世）
、

弟
は
吉
郎
（
半
月）。

元
治
元
(
-

八
六
四）

年
家
業
を
継
ぎ、

そ
の
開
発
を
は
か
っ
た。

明
治
七
年
十
一

月
新
島
襄
が
帰
国
す
る
と、

千
木
良
昌
庵
ら
と
と
も
に
安
中
で
社
を
結
ん
で
、

い
ち
は
や
く
西
洋
の
文
化
を
摂
取
し、

キ
リ
ス
ト
教
の
福
音
を
求
め、

八
年
春
に
は

新
島
を
追
っ
て
大
阪
に
来
て
、

そ
の
感
化
を
う
け
た。

こ
の
書
簡
は
新
島
が
安
中
地
方
の
伝
道
に
同
志
社
の
生
徒
を
派
遣
す
る
こ
と
を

申
し
送
る
も
の
で
、

安
中
教
会
成
立
以
前
に
形
成
さ
れ
て
い
る
新
島
と
湯
浅
の
深
い
交
流
を
う
か
が
い
知
る
も
の
で
あ
る。

そ
の
安
中

教
会
は
十
一

年
三
月
三
十
日
湯
浅
の
設
立
し
た
便
覧
舎
の
二
階
で
建
会
の
式
が
お
こ
な
わ
れ、

湯
浅
治
郎
は
新
島
襄
か
ら
洗
礼
を
う
け

て
教
会
創
立
メ
ソ
バ
ー
の
一

人
と
な
っ
た。

湯
浅
は
爾
後
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
警
醒
社、

民
友
社
の
経
営
を
援
助
し、

群
馬
県
の
廃
娼

運
動
に、

ま
た
国
会
議
員
と
し
て
活
動
し、

新
島
没
後
は
同
志
社
社
員
と
し
て
二
十
年
間、

そ
の

財
務
を
担
当
し
た。

こ
の
書
簡
は

「
正
五
五
五
号
書
簡
」

で
、
「
明
治
□
口
年
六
月
九
日
」

と
あ
っ
て
年
代
未
詳
と
さ
れ
て
い
る。

し
か
し、
「
平
野
文
卜
称
ス
素
東
京
一

公
会
二

属
す
る
者、

咋
年
来
此
地
二

来
リ
同
志
社
二
入
リ
特
別
二

聖
書
研
究
被
致
且
信
仰
も
厚
き
者、

殿
々
説
教
も
い
た
し
且
近
来
私

、
、
、
、
、
、
、
、

立
之
公
会
へ
加
入
仕
」

と
あ
る、

そ
の
傍
点
部
分
は、
「
第
二
公
会
録
事」
（
第
2
巻
『
宗
教
網』

史
料
132)

に

「
十
年
五
月
十
三
日、

東

京
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
会
二

属
セ
ル
一

信
徒
平
野
文
具、

牧
師
ソ
ッ
プ
ル
氏
ョ
リ
ノ

鷹
書
ヲ
以
テ
此
会
二

入
ル
」
（
五
六
一
ペ
ー
ジ）

と
あ
る
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注

の
に
相
当
す
る。

ま
た
「
公
会
記
」
（
前
掲
書、

史
料
旧）

に
も、
「〔
朋
恰
十
年〕

五
月
十
三
日、

我
等
聖
挽
餐
ヲ
守
ル
、

其
時
東
京
メ
ソ

デ
ィ
ス
ト
教
師
ソ
ッ
ブ
ル
氏
の
公
会
二

屈
セ
ル
兄
弟、

平
野
文
ソ
ッ
プ
ル
氏
の
鷹
書
ヲ
以
テ
此
公
会
二
入
ル
」
（
五
九
0
ペ
ー・
ツ）

と
見

え、

し
た
が
っ
て
こ
の
苫
簡
は
明
治
十
年
六
月
九
日
付
と
確
定
で
き
る
。

な
お、

湯
浅
治
郎
と
新
島
の
帰
国
以
来
の
閥
係
に
つ
い
て
は、

先
述
の
よ
う
に、

湯
浅
は
す
で
に
新
島
の
安
中
に
お
け
る
伝
道
・

説

教
に
放
極
的
な
受
容
の
姿
勢
を
示
し
（
―
二
四
ペ
ー
ジ
の
注
参
照）、

さ
ら
に
「
55
号
苫
簡」
（
明
治
八
年
三
月
＝＿
十
日
付、

新
品
民
治
宛）

に

見
ら
れ
る
よ
う
に
新
島
を
追
っ
て
大
阪
に
上
り、

新
島
か

ら
安
中
に
土
産
を
托
さ
れ、
「
59
号
書
簡
」
（
明
治
八
年
五
月
五
日
付、

新
島
民

治
宛）

に
も、

安
中
か
ら
湯
浅
が
新
島
家
の
消
息
を
伝
え
て
来
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。

＊
＊
前
注
の
通
り
、

「
平
野
文
卜
称
ス
」

人
物
は
「
第
二
公
会
録
事
」

で
は
、

「
平
野
文
具」、

「
公
会
記
」

で
は
「
平
野
文
」

と
あ
る。

ま
た
「
公
会
記
」

は
ソ
ー
バ
ー
の
ヒ
ラ
ノ
・
フ
ミ
と
す
る
英
文
薦
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る。

T
o
ki
o ,
 
J
a
p
a
n ,
 
F
e
br'
y
 1
9,

'

7
7

T
his
 is
 t
o
 c
er
tif
y ,
 t
h
a
t

 

Hir
a
n
o
 F
u
mi
 is
 a
n
 a
c
c
e
p
t

a
bl
e
 
m
e
m
b
er
 of
 t
h
e
 
T
o
ki
o
 S
t

ati
o
n ,
 

J
a
p
a
n
 
M .
 
E .

Missi
o
n .
 

H
e
 is
 h
er
e
b
y
 dis
miss
e
d ,
 
at
 his
 o
w
n
 r
e
q
u
es
t,
 
t

o
 u
nit
e
 wi
t

h
 a
 C
o
n
gr
e
g
a
ti
o
n
 of
 t
h
e
 C
hristi
a
n

 

C
h
ur
c
h ,
 
at
 Ki
ot
o ,
 
J
a
p
a
n .

J
u
li
us
 S
o
p
er
 

Missi
o
n
ar
y
 i
n
 c
h
ar
g
e .
 

な
お
「
第
二
公
会
録
事
」

に
は
平
野
文
に
つ
い
て
「
十
二
年
二
月、

平
野
文
具
ヲ
我
教
会
ョ
リ
除
名
ス
」
（
五
六
四
ペ
ー
ジ）

と
あ
る
。

8
 
4

こ
の
湯
浅
治
郎
宛
四
簡
は
「
正
五
五
二
害
簡
」

で
は
「
明
治
十
一

年
六
月
十
九
日
」

と
し
て
い
る。

し
か
し、

こ
の
書
簡
は
「
68
号

書
簡
」

の
直
後
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り、

か
つ
ま
た、

「
此
周
間
ハ

当
地
二

宣
教
師
之
集
会
有
之、

殊
之
外
多
忙
」

と
あ
る
の
は、

「
公
会
記
」
（
第
2
巻
『
宗
教
絹
』

史
料
133)

の
明
治
十
年
の
条
に
見
え
る
「
六
月
十
八
日

宣
教
師
之
大
集
会
初
マ
ル
」、
「
同
月
二
十
二

日

大
集
会
終
ル
」

に
相
当
す
る。

し
た
が
っ
て
、

こ
の
書
簡
は
明
治
十
年
六
月
十
九
日
付
と
確
定
で
き
る。

149

根
岸
松
齢
の
名
は
新
島
の
帰
国
直
後、

安
中
に
成
立
し
た
結
社
「
旧
邸
連
中
人
員」
の
交
名
(
―
二
四
ペ
ー
ジ
の
注
参
照）

に
見
え
る
。

ま
た
「
安
中
基
督
教
会
録
事
」

に
よ
る
と、

明
治
十
(
-
八
七
七）

年
「
九
月
三
日
湯
浅
・

浅
田
・

根
岸
ノ
三
氏
ヲ

伴
ヒ
、

海
老
名
氏

西
京
同
志
社
二

帰
校
ス
」

と
見
え
る
が、

こ
の
根
岸
が
根
岸
宜
教
（
松
齢
と
号
す）

の
長
男、

根
岸
固
弥
太
で
あ
り、

こ
の
雹
簡
は
新
島

が
そ
の
子
息
の
教
育
を
応
諾
す
る
も
の
で
あ
る。
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根
岸
は
天
保
四
（一
八
三
三）
年
生
ま
れ、

剣
道
に
秀
で
安
政
四
（一
八
五
七）
年
父
宣
徳
の
後
を
う
け
て
安
中
藩
剣
術
師
範、
上

州
の
小
天
狗
と
称
さ
れ
た。
廃
藩
後
は
帰
農
し、
明
治
十
六
年
に
は
県
会
議
員
と
な
り
県
政
に
参
与。
明
治
三
十
年
七
月
十
五
日
死
去

（『
安
中
市
誌』
一
八
九
ー一
九
0ペ
ー
ジ）。

な
お
「
76
号
書
簡」
（
明
治
十一
年
十
二
月
二
十
三
日
付、
千
木
良
昌
庵
宛）
に
根
岸
固
弥
太
の
消
息
が
見
え
る。

151

こ
の
新
島
公
義
宛
書
簡
は
「
続
三
六
書
簡」
で
は
「
明
治

年
二
月
五
日」
と
し
て
年
代
が
未
詳
で
あ
る。

し
か
し、
「
海
老
名
君
二
托
ス
」
と
い
う
形
で
送
ら
れ
た
こ
の
書
簡
は、
明
治
十一
年
二
月
海
老
名
が
再
度
安
中
に
赴
い
た
時
期
に

相
当
す
る
と
思
わ
れ
る。

す
な
わ
ち
「
安
中
基
督
教
会
録
事」
に
よ
る
と、
海
老
名
は
新
島
の
命
を
う
け
て、
明
治
十
年一
月
か
ら
九
月
三
日
に
か
け
て
湯
浅

治
郎
方
に
寄
寓
し
て
安
中
伝
道
に
た
ず
さ
わ
っ
た
が、
つ
い
で
十一
年
二
月
五
日
「
海
老
名
氏
再
ビ
此
地
二
到
ル
信
徒
大
二
喜
ピ
恰
ソ

デ
腹
同
氏
ノ
講
義
ヲ
聞
ク」
と
し
る
さ
れ
て
い
る。

な
お
新
島
民
治
の
「
経
済
癖」
（
遺
品
庫
史
料）
の
明
治
十一
年一
月
二
十
八
日
の
条
に
は
「
安
中
表
江
海
老
名
君
出
立
二
付
植
栗
速

水
へ
書
状
遣、
有
田
屋
江
有
合
之
浪
花
名
所
写
真一
箱
子
供
江
遣」
と
見
え、
海
老
名
の
安
中
出
張
に
新
島
家
か
ら
い
く
つ
か
の
書
簡

な
ど
が
托
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。

152

こ
の
参
議・
外
務
卿
寺
島
宗
則
宛
書
簡
は
「
続
六一
書
簡」
で
は
明
治
十一
年
四
月
二
十
八
日
付
と
あ
る。
し
か
し、
「
更
二
米
国

女
教
師
両
名
ヲ
招
ヵ
ソ
ト
欲
ツ
本
年一
月
九
日
ヲ
以
テ
願
書
ヲ
京
都
府
庁
二
出
ツ、
外
務
省
ョ
リ
女
教
師
両
名
寄
留
ノ
免
状
ヲ
下
附
七

ラ
レ
ソ
コ
ト
ヲ
請
ヘ
リ」
と
書
簡
で
経
過
を
述
べ
て
い
る
の
は、
「
同
志
社
記
事」
（
第
1
巻
『
教
育
網』
史
料
42)
の
十一
年
「
一
月
九

日

女
教
師
両
名
ウ
イ
ル
ソ
ソ、
パ
ー
ム
レ
ー
雇
入
之
願
書、

寄
留
免
状
御
下
ヶ
渡
願
差
出
ス
」
（
三一
〇ペ
ー
ジ）
と
い
う
記
事
に
相

応
し、
つ
い
で
「
同
月
二
十
八
日

外
務
卿
寺
島
宗
則
公
二
女
教
師
雇
入
之
義
二
付一
書
差
出
ス
」
(-―
-

l

―
ペ
ー
ジ）
と
あ
る
の
が、

こ
の
書
簡
の
妥
当
な
日
付
と
推
定
さ
れ
る。

54

広
瀕
又
次、

正
し
く
は
広
瀬
又
治
は
滋
賀
県
神
埼
郡
市
ノ
部
の
人
で、
『
近
江
八
幡
基
督
教
会
略
史』
（
大
正
十
五
年
三
月
網）
に
よ
る

と、
小
崎
弘
道
の
撰
に
な
る
墓
碑
銘
が
見
ら
れ
る。
句
読・
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
掲
げ
る。

君
罪
牧
文、
広
瀕
氏、
通
称
又
治、
号二
樅
円
f

其
先
旧
仙
台
藩
士。

維
新
之
後、

帰レ
農
住二
子
近
江
国
蒲
生
郡
市
辺
郷
f

考
誼

9
〗

9

9

ム
，

方
伸‘
批
広
瀕
氏、
生
西
男一

夜
君
其
長
子
也。
為レ
人
爾
毅
朴
訥、
幼

好レ
学
亦
好
-

l

演
武
f

而
文
師二
巌
垣
月
洲
先
生
I

剣
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注 解

，＇
ッ

レ
幾

9
9
9

9

9

 

槍
就二
諸
家
学
褐。
少

而
目レ
家、
尋
為
両
邑
戸
長→

未

辞レ
薇
開
要
舗
玉
？
業。

時
与二
米
国
宣
教
師
爺
羅
氏
云
盃
四

人

9

7

9

,

耶
蘇
教
鬼
而
敦
崇
焉。
君
訓二
点
馬
太
伝
漠
誤ー
広
頒
西心
人―
以
宣
伝
甚
努。
復
建二
仮
教
会
堂
於
嘉
邑
八
日
市一
於レ
是
乎
信
孟刑

教ー
者
租
△
△
〔
二
字
不
明〕、

然
未レ
到――
達
其
希
望
十
之
一
一

罹レ
病
涸
然

而
逝。

葬二
於
同
邑
先
螢
之
側一

年
二
十
九、

安
政

二
年
十
二
月
九
日、

明
治
十
六
年
十
月
二
十
三
日
其
生
卒
之
日
也。

君
要ーー
山
本
氏
云
杏
子、

譲ー一
家
於
弟
又
治
君一

予
興
君
相

知。

即
又
治
君
請ーー
予
碑
文
銘
云
I

シ

9

ス

9

,,

"'

,

ナ
，

維
文
維
武

照レ
名
照レ
身

唯
真
道
燐

終
古
維
新

小
崎
弘
道
撰

な
お
広
瀬
ツ
ネ
（
恒
、

同
志
社
女
学
校
教
員
、

の
ち
杉
山
重
義
夫
人）

は
妹。
「
110
号
書
簡」
（
明
治
十
四
年
七
月
二
十
日
付、

小
崎
成
章
•
免」

山
昇
宛）

に
は
広
瀬
を
称
し
て
「
老
練
之
先
生
」

と
述
べ
て
い
る。

155

『
七
一

雑
報
』

三
巻
三
二
号
（
明
治
十
一

年
八
月
九
日
発
行、

雑
報
社）

の
「
教
会
新
報
」

欄
に
「
0
泉
州

岸
和
田
伝
道
の

景
況
」

と

題
し
て
、

報．
せ
ら
れ
て
い
る。

英
文
の
目
次
に
は
^̂

Mr.

N
e
esi
m
a'
s
 visit
 to
 Kis
hi
n
o
|
W
a
d
a,
 
S
e
ns
h
u"

と
見
え、

本
文
の

書
き
出
し
は
「
西
京
新
島
氏
よ
り
の
書
翰
中
に、

私
は
当
時
米
国
に
留
学
す
る·
:·
:
」

と
あ
る。

＊
＊
旧
岸
和
田
藩
主
の
岡
部
長
職
（
一
八
五
五
ー一

九
二
五）。

明
治
二
（
一
八
六
九）

年
六
月
岸
和
田
藩
知
事。

八
年
十
一

月
渡
米。

の
ち

英
国
ヶ
ソ
プ
リ
ッ
ジ
大
学
に
学
ぴ
十
七
年
帰
国
し
た。

十
九
年
九
月
英
国
公
使
館
付
参
事
官、

二
十
一

年
九
月
同
国
臨
時
代
理
公
使、

二
十
二
年
十
二
月
外
務
次
官
を
歴
任。

在
米
中
会
衆
派
教
会
で
洗
礼
を
う
け、

岸
和
田
の
旧
藩
の
人
び
と
に
文
明
の
宗
教
で
あ
る
キ
リ

ス
ト
教
を
す
す
め
る
た
め、

十
一

年
五
月
七
日
付
で
新
島
に
伝
道
を
依
頼
す
る
書
簡
（
遺
品
庫
史
料）

を
送
っ
た。

な
お
『
七
一

雑
報』
三
巻
三
0
号
（
明
治
十
一

年
七
月
二
十
六
日
発
行）

に
も
「
亜
米
利
加
合
衆
国
に
在
留
学
生
よ
り
の
書
翰
抜」
（
雑
話）

と
し
て
、

次
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る。

新
島
も
こ
の
記
事
を
す
で
に
目
を
通
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る。

先
般
小
生
マ
サ
チ
ウ
セ
ッ
州
ス。
フ
リ
ソ
グ
フ
ヒ
ル
ド
に
留
学
す
る
泉
州
岸
和
田
の
旧
知
事
岡
部
長
職
と
申
す
人
と
不
意
に
面
会
い

た
し
同
氏
は
近
頃
信
者
に
な
り、

同
氏
の
熱
心
に
は
誠
に
感
心
い
た
し
云
々
、

小
生
同
氏
を
勧
め
旧
藩
岸
和
田
の
士
族
に
聖
教
を

聴
聞
せ
し
め
ん
と
考
へ
、

岸
和
田
は
大
阪
に
接
近
す
れ
は
伝
道
の
た
め
に
大
阪
よ
り
出
張
の
便
利
を
思
ひ
乃
ち
沢
山
氏
等
の
姓
名

を
岡
部
氏
に
渡
し、

も
し
彼
地
の
士
族
等
道
を
聞
か
ん
と
す
れ
ば
大
阪
の
信
者
に
依
頼
す
べ
き
旨
岡
部
氏
に
謀
り
し
処、

此
頃
岡

部
氏
は
岸
和
田
へ
書
面
を
郵
達
し
た
る
よ
し
申
来
候
間、

小
生
よ
り
も
沢
山
氏
江
此
旨
申
送
り
置
た
く
存、

別
紙
認
め
候
得
共
同
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氏
の
宿
所
不
案
内
に
て
貴
兄
に
御
頼
申
上
候、

何
卒
早
速
別
紙
沢
山
氏
江
御
送
可
被
下
候
云
々
、

岡
部
氏
は
諸
友
人
を
説
諭
せ
ん

た
め
帰
国
せ
ん
と
企
た
れ
ど
も
小
生
共
は
同
氏
修
学
の
上
帰
国
す
る
を
上
策
と
す、

固
よ
り
諸
友
人
江
は
書
面
を
以
て
説
諭
す
べ

し、

直
に
日
本
江
帰
国
す
る
も
今
日
に
切
要
な
る
を
確
知
し
て
後
帰
国
す
る
も
近
か
ら
ず、

故
に
先
苫
面
を
送
る
を
上
策
と
す
と

忠
告
せ
り、

同
氏
は
先
帰
国
を
見
合
せ
書
面
を
送
り
し
よ
し、

同
氏
の
縁
家
に
て
矢
張
華
族
の
鳥
居
氏
と
申
も
の
も
信
者
に
な
り

し
よ
し、

是
は
ニ
ウ
ヨ
ル
ク
辺
に
留
学
す
る
よ
し、

岡
部
氏
が
近
頃
受
洗
し
て
同
処
第
一

ア
ソ
グ
リ
ケ
イ
ツ
ョ
ナ
ル
会
へ
加
入
し

た
る
よ
し。

ベ
レ
氏
ゴ
ー
ル
ド
ソ
氏
は
来
る
九
月
頃
日
本
へ
再
航
の
よ
し
〔
下
略〕

＊
＊
＊
旧
岸
和
田
藩
の
家
老
職
で
あ
っ
た
山
岡
手
方
（
一
八
四
0
_―

九
一
五）。

山
岡
邦
三
郎
の
父。

当
時
は

水
飴
製
造
業
を
営
む。

新
島

襄
の
伝
道
が
契
機
と
な
っ
て、

山
岡
手
方
は
明
治
十
四
(
-
八
八
一
）

年
四
月、

同
志
社
の
速
成
邦
語
神
学
を
修
め、

翌
年
九
月
十
日

に
は
大
阪
島
之
内
教
会
で
ジ
ョ
ソ
・

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
(J
o
h
n
G
u
lic
k)

か
ら
洗
礼
を
う
け、

岸
和
田
に
お
け
る
初
穂
と
な
っ
た。

翌

十
六
年
七
月
二
十
八
日
に
は
夫
人
サ
イ
（
左
居）

も
島
之
内
教
会
で
受
洗
し

明
治
十
八
年
九
月
十
七
日、

岸
和
田
基
督
教
会
の
立
会
は

山
岡
手
方
を
は
じ
め
と
す
る
時
習
社
の
人
び
と
の
力
に
よ
っ
た。

な
お
手
方
・

サ
イ
は
当
初
か
ら
教
会
役
員
を
つ
と
め、

と
く
に
手
方

は
連
続
し
て
教
会
執
事
を
つ
と
め
た。

大
正
一

(
-

九
―
二
）

年
九
月
二
十
一

日
岸
和
田
静
浜
館
で

金
婚
式
が
お
こ
な
わ
れ、

宮
川
経

輝
が
司
式
を
つ
と
め
た。

手
方
は
大
正
四
年
四
月
九
日
死
去。

「
教
会
の
礎
石
」

と
目
さ
れ
た
（
「
岸
和
田
基
督
教
会
略
歴
史」）。

山
崎
為
徳
（
一
八
五
七
—
―
八
八
一
）
は
水
沢
の
出
身。

熊
本
洋
学
校
の
第
一

期
生
で
東
京
開
成
学
校
（
東
京
大
学）

に
学
ぴ、

明
治
十

年
九
月、

退
学
し
て
同
志
社
英
学
校
余
科
に
転
入
学、

東
京
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
宣
教
師
カ
ッ
ク
ラ
ソ
の
薦
書
で
西
京
第
二
公
会
に
入
会

し
た。明

治
十
一

年
六
月、

日
本
基
督
伝
道
会
社
か
ら
派
遣
さ
れ、

福
知
山
の
伝
道
説
教
に
当
っ
た
が、

こ
れ
が
彼
の
は
じ
め
て
の
地
方
伝

道
活
動
で
あ
っ
た。

な
お、

こ
の
夏
期
の
同
志
社
学
生
の
地
方
伝
道
は
上
記
の
山
崎
の
ほ
か、

笠
岡
に
不
破
唯
次
郎、

安
中
に
市
原
盛

宏、

美
濃
へ

杉
田
（
元
良）

勇
二
郎、

今
治
へ
赤
峰
瀬
一

郎、

岡
山
へ
金
森
通
倫、

高
槻
へ
上
原
方
立、

亀
岡
へ

堀
金
太
郎
（
貞
一
）
、

彦
根
へ
小
崎
弘
道
が
派
遣
さ
れ
た
（
『
七
一

雑
報
』
三
巻
二
五
号、

六
月
二
十
一
日
発
行）
。

新
島
の
あ
と
を
う
け
た
山
崎
為
徳
の
「
泉
州
岸

和
田
伝
道
記
」

は
r
七
一

雑
報
』

三
巻
三
七
ー
三
八
号
（
九
月
十
三
日
ー
ニ
十
日）

に
見
る
こ
と
が
で
き
る。

＊
＊
徳
富
猪
一

郎
の
「
俗
務
叢
談

第
一

号

名
文
名
語
奇
事
奇
報」
（
『
同
志
社
大
江
義
塾
徳
富
蘇
峰
資
料
集』

所
収）

に
よ
る
と、

八
月
一

日
の
条
に
「
岸
和
田
行
キ
之
相
談
」

と
あ
り、

つ
い
で
八
月
四
日
の
「
賭
天
安
息
日

早
朝
祈
藉
会、

後
海
岸
ヲ
観
ル
、

実
二

姻
波
蓑
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n.
『

3-

簑
可
愛
之
景
ナ
リ，

悔
藻
類
ヲ
取
ル
、

午
後
亦
蘭
岸
上ー一
行
く。

布
帆
憬
花
之
問一ー
楓
ル，

悔
水
浴
す
」

に
は
じ
ま
り、

は
ほ
一
カ
月

に
わ
た
る
海
水
浴
な
ら
び
に
修
養
キ
ャ
ソ。
フ
の
活
動
を
見
る
こ
と
が
で
き
る。

八
月
三
十
日
に
同
志
社
に
帰
り、

翌
三
十
一

日
の
記
事

は
「
岸
和
田
行
キ
之
連
中
一

同
新
嶋
氏
二
行
ク
」

と
あ
る
か
ら、

生
徒
の
自
発
的
な
夏
期
キ
ャ
ソ
プ
の

試
み
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が、

校
長
新
島
迎
の
認
め
る
催
し
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。

「
俗
務
叢
談

第
一

号

名
文
名
語
奇
事
奇
報
」

な
ら
び
に
「
朝
タ
エ
課」

に
見
え
る
徳
富
猪
一

郎
以
外
の
同
志
社
生
徒
の
名
を
あ

げ
る
と、

徳
富
健
次
郎、

杉
田
〔
元
良〕

勇
二
郎、

上
原
方
立、

井
手
義
久、

大
久
保
真
次
郎、

辻
〔
家
永〕

盟
吉、

湯
浅
吉
郎、

今
村

惧
始、

古
賀
啓
吾
ら
が
い
る。

＊
＊
＊
森
有
礼
(
-
八
四
七
ー一
八
八
九）

は
明
治
六
（
一
八
七一――)

年
帰
国
し、

爾
後
明
六
社
の
活
動
の
中
軸
と
な
り、

つ
い
で
八
年
六
月

外
務
少
輔、

同
年
十
一

月
に
は
清
国
駐
割
特
命
全
権
公
使
と
な
り、

十
一

年＿―-
月
ま
で
朝
鮮
問
題、

琉
球
問
題
の
処
理
に
つ
い
て
李
務

章
と
の
交
渉
に
当
っ
た。

十
一

年
六
月
外
務
大
輔
に
進
み、

十
二
年
十
一

月
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た。

＊
＊
＊
＊
テ
ー
ロ
ル
(
W
a
llace
T
ayl
or,
 1
8
3

5-
1
9
2
3)

は
一

八
七
一

年`
ヽヽ
ツ
ガ
ソ
大
学
医
学
部
卒
業
後、

七
三
年
オ
ベ
リ
ソ
神
学
校
を
了
え、

明
治
七
（
一
八
七
四）

年
一

月
神
戸
に
上
陸。

九
年
三
月、

ラ
ー
ネ
ッ
ド
(
D
wi
g
ht

W.
 Lea
rne
d)

と
と
も
に
京
都
に
入
り、

同
志
社

と
三
カ
年
（
十
二
年
三
月
十
五
日
迄）

の
雇
契
約
を
結
ん
だ。

し
か
る
に、
「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）
」

に
よ
る
と
「
明
治
十
一

年

五
月
廿
一

日、
テ
ー
ロ
ル
氏
京
都
府
下
二
於
テ
授
業
ス
ル
ヲ
許
サ
レ
ザ
ル
ヲ
以
テ
遂
二
解
約
シ
、
六
月
六
日
京
都
ヲ
去
ル
」
（
第
1
巻
『
教

育
絹』
ニ――――――
ペ
ー
ジ）

と
あ
っ
て
、

契
約
終
了
前
に
テ
ー
ロ
ル
は
辞
任
し
た。

こ
の
辞
任
に
至
る
ま
で
の

経
緯
は、

明
治
九
年
十
二

月、

彼
は
京
都
府
勧
業
場
医
務
掛
に
医
術
開
業
の
願
を
出
し
た
が、

十
年
一

月
京
都
府
か
ら
治
療
の
願
い
は
聞
届
け
が
た
い
と
い
う
達

し
が
あ
っ
て
、

彼
の
医
療
活
動
は
認
許
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た。

し
か
し
十
一

年
五
月、

京
都
府
は
彼
の
医
療
開
業
活
動
を

問
題
と
し
て
、

同
志
社
に
解
約、

解
雇
を
求
め
た。

「
同
志
社
記
事」

に
よ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る。

五
月
二
十
一

日

五
月
四
日
京
都
府
二
呼
出
サ
レ
テ
ー
ラ
氏
投
薬
之
義
二

付
御
尋
ア
リ、

八
日
其
答
出
ス
、

又
十
七
日
二
至
リ、

雇
主
ノ
申
聞
モ
テ
ー
ラ
氏
不
用
事
ナ
ラ
ハ
解
約
シ
テ
ハ
如
何
ノ
御
説
諭
ア
リ、

二
十
一

日
二
至
リ、

テ
ー
ラ
ト
解
約
シ
、

二
十
二

日
右
解
約
書
ヲ
差
出
セ
リ
〔
中
略〕

六
月
六
日
テ
ー
ラ
氏
家
族
を
引
連
京
都
を
去
リ
神
戸
二

趣
ク
（
第
1
巻
『
教
育
編』
＝―
―
―
ペ

ー
ジ）

ニ
ム
・
エ
ル
・
ゴ
ル
ド
ン
(
Marq
uis
La
fayette
 G
or
do
n,
 
18
4
3

|
1
9
0
0)

は
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
を
経
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
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学
で
医
学
を
修
め
る。

明
治
五
(
-

八
七
二
）

年
九
月
来
日、

七
年
五
月
大
阪
の
摂
津
第
二
公
会
（
梅
本
町
公
会）

の
設
立
に
と
も
な
い

仮
牧
師
に
就
任、

八
年
四
月
京
都
に
入
り
山
本
覚
馬
に
『
天
道
務
原
』

を
お
く
っ
た。

彼
は
眼
病
に
か
か
り、

大
阪
教
会
の
説
教
に
は

双
眼
を
包
帯
し
て
説
教
し、

療
接
の
た
め
一

時
帰
米、

再
び
来
日
し
た。

「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）
」

に
よ
る
と、

明
治
十
一

年
「
十
一

月
二
日
ゴ
ル
ド
ソ
氏
五
ヶ
年
間
雇
入
ル
願
書
ヲ
出
ス
、

事
故
ア
リ
願
書
差
戻
サ
レ
タ
リ
」

（
第
1
巻
『
教
育
網』

ニ――――――
ペ
ー

ジ）

と
あ
り、

こ
の
書
簡
と
同
日
の
日
付
で
願
書
を
出
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。

な
お
「
同
志
社
記
事
」

に
は
「
十
一

月
出
一

日
ゴ
ル

ド
ソ
氏
雇
入
願
書
井
寄
留
免
状
御
下
渡
願
書、

外
務
省
へ

差
出
す」
（
前
掲
書一――
―
―
ペ
ー
ジ）

と
見
え
る。

8
 
5

一

致
教
会
の
桐
生
教
会
の
成
立
に
つ
い
て
は
「
安
中
基
督
教
会
録
事
」

に
よ
る
と、

明
治
十
一

年
「
十
一

月
八
日
同
国
山
田
郡
桐
生

町
二

於
テ
教
会
設
立
ス
ル
ニ

付
北
原
〔
義
道〕

氏
ョ
リ
書
ヲ
贈
ル
、

会
員
総
代
ト
シ
テ
湯
浅
氏
行
ク
」

と
あ
る。

な
お、
「
明
治
十
年
十

一

月
ョ
リ
同
十
六
年
一

月
二
至
ル

桐
生
教
会
記
録

第
一

号
」

に
も
「
上
州
安
中
教
会
ヨ
リ
会
衆
為
総
代

執
事

湯
浅
治
郎
」

が

列
席、

「
講
義
」

を
お
こ
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る。

よ
し
な
み

＊
＊
高
田
義
甫
（
一
八
四
六
ー一
八
九―――)

が
免
囚
者
に
職
を
与
え
る
目
的
で
設
立、

活
版
印
刷
を
営
み、

傍
に
速
成
義
塾
（
の
ち
九
皐
義
塾）

を
開
い
て
教
育
を
お
こ
な
っ
た
（
近
松
文
三
郎
『
高
田
義
甫』）、

『
七
一

雑
報
』
（
二
巻
五
一

号、

明
治
十
年
十
二
月
二
十
一
日
発
行）

に
よ
る

と、

日
曜
日
ご
と
に
同
志
社
か
ら
宮
川
経
輝
や
金
森
通
倫
が
招
か
れ
て
キ
リ
ス
ト
教
を
講
ず
る
と
見
え、

翌
十
一

年
三
月
一

日
付
の
同

紙
（
三
巻
九
号）

に
は、

毎
月
デ
イ
ヴ
ィ
ス
、

新
島
が
一

度
ず
つ
説
教
し、

他
の
日
曜
に
は

同
志
社
生
徒
が
土
曜
日
か
ら
出
か
け
て
キ

リ
ス
ト
教
の
講
釈
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
あ
る。

*
＊
＊
浅
田
お
竹
に
つ
い
て
は
「
安
中
基
督
教
会
録
事
」

の
明
治
十
一

年
九
月
二
日
の
項
に
、

「
浅
田
タ
ケ
、

江
場
カ
ネ
ノ
ニ
姉
ヲ
伴
ヒ
市

原
氏
帰
京
ス
」

と
見
え、

こ
の
六
月
末
よ
り
海
老
名
喜
三
郎
に
代
っ
て
安
中
の
伝
道
を
応
援
し
た
市
原
盛
宏
が
同
志
社
女
学
校
へ
の
進

学
を
す
す
め
て
京
都
に
と
も
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。

*
＊
＊
＊
「
京
都
府
史
第
二
篇
政
治
部
学
政
類

盲
唖
院

私
立
学
校」
（『
同
志
社
百
年
史

資
料
絹
ー
』
）

に
よ
る
と、

明
治
十
一

年
十
二
月
三

十
一

日
調
査
の
私
立
学
校
調
査
表
の
な
か
に
、

次
の
よ
う
に
し
る
さ
れ
て
い
る
。

叡
麓
舎

支
那
学

上
京
十
七
区
広
橋
殿
町

〔
設
立〕

明
治
十
年

〔
教
員〕
一

〔
生
徒〕

二
五

〔
学
校
主〕

村
上
作
夫

な
お
村
上
作
夫
は
同
志
社
英
学
校
の

漠
文
の

教
師
で
も
あ
っ
た。

「
林
ノ
塾
」

と
あ
る
の
は
、

前
述
の
表
に
は

林
隻
橋
の
永
昌
塾

（
支
那
学）、

林
正
射
の
益
習
館
（
支
那
学）、

林
昭
正
の
竜
朋
家
塾
（
支
那
学）

の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
い
ず
れ
と
も
判
定
し
難
い
。
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和
日
正
幾
(
-
八
五
九
ー
7
匹
二
l

-―)
は
朋
治
六
(
-
八
七
三）

年
東
京
開
成
学
校
に
入
り、

つ
い
で
凍
京
大
学
g

理
科
薔）

で
化
学
を
尊

攻、

在
学
中
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
宣
教
師
カ
ッ
ク
ラ
ソ
か
ら
洗
礼
を
う
け
る。

十
年
八
月
東
京
大
学
を
中
退、

神
学
研
究
の
た

め
九
月
同
志
社
英
学
校
に
転
入
学、

伊
勢
時
雄、

山
崎
為
徳
と
と
も
に
カ
ッ
ク
ラ
ソ
の
薦
書
で
第
二
公
会
に
入
会
し
た
が
在
学
一

カ
年

(
？)

で
退
学
し
た。

こ
の
書
簡
の
日
付
は
千
木
良
昌
庵
の
卒
中
発
作
急
逝
を
耳
に
し
て
認
め
た
も
の
で
あ
る。

次
に
掲
げ
る
「
安
中
基
督
教
会
録
事
」

は

和
田
正
幾
の
こ
の
間
の
経
過
を
説
明
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
引
用
し
て
お
く。

〔
二
月〕

十
四
日
会
員
千
木
良
昌
庵
氏
頓
二

卒
中
症
発
病、

直
二

永
キ
眠
リ
ニ
就
ク
〔
割
注
略〕

兄
姉
永
訣
悲
歎
ノ

声
暫
ク
已
マ
ザ

リ
キ、

同
十
五
日
元
同
志
社
生
和
田
正
幾
氏
着
ス
、

士
ハ
脳
病
二

罹
リ、

至
テ
虚
弱
ナ
リ、

然
リ
ト
雖
モ
当
会
員
千
木
良
氏
二

托

ッ
テ
治
療
ヲ
請
ヶ
労
働
ソ
ト
ノ
意
ニ
テ、

当
会
牧
師
ナ
キ
ヲ
憐
ミ
、

中
島
〔
力
造〕

氏
ノ
依
頼
ヲ
ウ
ケ
、

病
ノ
重
キ
モ
厭
ハ
ズ
熱

愛
ヲ
以
テ
愛
二
至
ル
処、

千
木
良
ノ
永
眠
二
就
ケ
ル
ヲ
聞
キ、

同
氏
モ
歎
息
ス
、

自
今
病
ノ
快
ヵ
〔
ラ〕

ザ
ル
ト
キ
モ
能
ク
耐
へ
、

聖
経
ノ
講
義
等
ニ

カ
ラ
ヲ
尽
ス
、

或
時
ハ

忍
ビ
難
キ
ホ
ド
ノ
脳
ノ
痛
ミ
ア
リ
シ
ト
。

同
氏
千
木
良
氏
ノ
埋
葬
式
ヲ
行
フ

な
お
和
田
正
幾
は
明
治
十
四
年
三
月
以
降
東
京
英
和
学
校
（
の
ち
青
山
学
院）

教
員
と
な
り、

数
学、

物
理、

化
学、

英
語
を
担
当
す

る。

新
島
は
和
田
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
大
き
く、

明
治
十
五
年
六
月
に
は
南
山
義
塾
の
教
学
担
当
を
彼
に
依
頼
し
た
が
実
現
を
見
な
か

っ
た
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
網』、

史
料
8
「
日
誌」）。

二
十
年
一

月
東
華
学
校
教
員
と
な
り、

校
長
代
理
と
な
っ
て

教
学
を
担
当
す
る

の
は
そ
の
懇
望
に
応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。

＊
＊
こ
の
日
ま
で
の
新
島
の
行
動
を
み
る
と、

二
月
七
日
東
京
を
発
っ
て
安
中
に
い
た
り、

九
日
（
日
曜
日）

は
便
覧
舎
で
礼
拝
説
教、

男
子
一

人
が
受
洗。

聖
餐
式
を
お
こ
な
い
、

そ
の
夜
は
夜
更
ま
で
教
友
と
款
談。

十
日
安
中
を
出
発、

午
後
東
京
に
つ
い
て
い
る
（「
安

中
基
督
教
会
録
事」
な
ら
び
に
「
78
号
書
簡」）。

千
木
良
昌
庵
の
死
は
二
月
十
四
日
で
あ
り、

新
島
は
十
日
の
晩
報
知
を
う
け
て
、

こ
の
書
簡
を
認
め
て
「
夢
に
あ
ら
ざ
る
哉」

と

疑
い
、
「
若
し
間
違
ひ
な
ら
ば
此
書
ハ

御
焼
去
」

と
追
而
書
き
し
て
い
る。
「
安
中
基
督
教
会
録
事
」

に
見
え
る
「
頓
二

卒
中
症
発
病、

直
二

永
キ
眠
リ
ニ
就
ク
」

は、

し
た
が
っ
て
発
作
と
永
眠
の
経
過
を
簡
潔
に
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る。
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千
木
良
昌
庵
の
養
父。

旧
安
中
藩
の
殿
医
ヒ
頭
を
つ
と
め
た。

明
治
十
四
年
十
月
十
日
死
去
（「
安
中
基
督
教
会
録
事」）。

＊
＊
「
安
中
基
督
教
会
録
事
」

に
よ
る
と
「
湯
浅
〔
治
郎〕

氏
所
持
ノ

家――
シ
テ
、

同
氏
所
有
ノ
書
籍
・

諸
新
聞
等
ヲ
衆
二

縦
覧
七
シ
メ
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ソ
為
メ
ニ
設
ヶ
ク
ル
家
ナ
リ、

当
時
之
レ
ヲ
仮二
会
堂
ト
ス」
と
あ
る。

明
治
十一
(-
八
七
八）
年
三
月
三
十
日、
安
中
基
督
教
会

は
こ
こ
で
建
会
さ
れ
た。
明
治
五
年
に
設
立、
近
代
に
お
け
る
図
書
館
の
は
じ
め
の一
っ。

内
田
瀞
（一
八
五
八
ー一
九――――――)
は
高
知
の
生
ま
れ、
開
拓
使
の
札
幌
学
校
に
農
学
専
門
部
が
設
け
ら
れ
る
に
と
も
な
い、
明
治
九

4
 （一

八
七
六）
年
七
月
佐
藤
昌
介、
大
島
正
健
ら
と
と
も
に
東
京
英
語
学
校
か
ら
選
抜
さ
れ
て
札
幌
農
学
校
第一
期
生
（
明
治
十
三
年
七
月

卒
業）
と
な
る。
在
学
中、
一
八
七
七
（
明
治
十）
年
三
月
五
日、
Covenant
of
 Belivers
 in
 Jesus
 (
イニ
ス
を
信
ず
る
者
の
菩
約）

に
第一
期
生
と
し
て
サ
イ
ソ
を
す
る
の
は
次
の
人
び
と
で
あ
り、
内
田
瀞
の
名
は
五
番
目
に
見
ら
れ
る。

J.
Kuroi
wa
 (
黒
岩
四
方
之
進）、
J.
K,
Ito
 (
伊
藤一
隆）、
Y•
Ya
mada
(
山
田
義
容）＇
S.
Sato
 (
佐
藤
昌
介）、

K.

Uchida
 (
内
田
瀞）、
S.
T
autchi
 (
田
内
捨
六）、
S.
Nakashi
ma
 (
中
島
信
之）、

M.
Oshi
ma
 (
大
島
正
健）、
T.

Watase
 (
渡
瀬
寅
次
郎）、
M.
Y
 anagi
moto
 (
柳
本
通
義）、
K.
Ono
 (
小
野
兼
基）、
I.
Sato
 (
佐
藤
勇）、
N•
Yasuda

（
安
田
長
秋）、
S.
ldeta
 (
出
田
睛
太
郎）、
S.
Araka
wa
 (
荒
川
重
秀）、
T.
Ono
 (
小
野
琢
磨）

大
島
正
健
『
ク
ラ
ー
ク
先
生
と
そ
の
弟
子
達』
は
明
治
十
二
年
九
月
か
ら
十＿―-
年
十
月
ま
で、
す
な
わ
ち、
内
田
瀞
が
札
幌
農
学
校

の
第一
期
生
と
し
て
卒
業
し、
開
拓
使
御
用
掛
と
な
る
ま
で
の
経
過
を
内
田
瀞
の
日
記
を
も
と
に
し
て
叙
述
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
が、
こ
の
書
簡
の
時
期
の
新
島
と
内
田
の
交
渉
経
緯
は
従
来
明
ら
か
で
な
か
っ
た。
し
か
し、
最
近
出
版
さ
れ
た
『
ク
ラ
ー

ク
の
手
紙
ー
|
札
幌
農
学
校
生
徒
と
の
往
復
書
簡

ー』
（
佐
藤
昌
彦、
大
西
直
樹、
関
秀
志
絹・
訳）
に
よ
る
と、
内
田
瀞
と
ク
ラ
ー
ク

(
Willia
m
 S.
 Cl
ark)
と
の
往
復
書
簡
が
見
ら
れ、
と
く
に一
八
七
八
年
十
二
月一
日
付
で
ク
ラ
ー
ク
か
ら
内
田
に
送
っ
た
書
簡
の
中

に
「
西
京
の
新
島
牧
師
に
手
紙
を
書
い
て、
日
本
語
の
宗
教
冊
子
を
君
に
送
る
よ
う
頼
ん
で
下
さ
い」
(
Write
to
 Rev.
 J•
H•
Nee,
 

si
ma
 in
 Saikio
 and
 ask
 hi
m
 to
 send
 you
 so
me
 religious
 tracts
 in
 Japanese,)
 -'J
-\Q
,Q
の
は、
ク
ラ
ー
クぶがれ四
幌
の
「
イ

エ
ス
を
信
ず
る
者
の
誓
約」
に
加
わ
っ
た
人
ぴ
と
に、
す
で
に
面
識
の
あ
る
西
京
の
新
島
狸
と
連
絡
を
と
り
交
渉
を
も
つ
こ
と
を
す
す

め
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で、
新
品
罪
の
内
田
瀞
宛
書
簡
の
背
景
を
知
る
有
力
な
証
拠
と
い
え
よ
う。
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山
崎
為
徳、
海
老
名
喜
三
郎、
和
田
正
脩、
森
田
久
万
人、
不
破
唯
次
郎、
市
原
盛
宏、
伊
勢
時
雄、
加
藤
勇
次
郎、
浮
田
和
民、

金
森
通
倫、
小
崎
弘
道、
下
村
孝
太
郎、
吉
田
作
弥、
岡
田
松
生、
宮
川
経
輝
（
明
治
十
二
年
六
月
十
二
日、
同
志
社
英
学
校
卒
業
式
ブ
ロ

グ
ラ
ム
の
順
に
よ
る）。

161

須
田
明
忠
(-
八
五
ニ
ー一
九一
I\―――)
は
朋
治
六、
七
年
ご
ろ
神
戸
で
グ
リ
ー
ソ
(
Daniel
C.
 Greene)
に
つ
い
て
キ
リ
ス
ト
教
を
学
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注 解

び、

七
年
摂
津
第
l

公
会
（
神
戸
教
会）

で
受
洗 。

朋
治
八
年
十
一

月
二
十
九
日
同
士心
社
英
学
校
創
業
の
さ
い
の
八
人
の
生
徒
の
一

人 。

九
年
十
一

月
摂
州
第
一

神
戸
公
会
長
老
今
村
謙
吉 、

木
村
強
の
鷹
書
で
十
二
月
三
日
京
都
新
烏
丸
頭
丁
に
成
立
す
る
第
二
公
会
に
入
会

し、

執
事
に
選
ば
れ
た
。

在
学
中
彦
根、

江
州
八
幡 、

八
日
市 、

日
野 、
つ
い
で
上
州
の
松
井
田
の
伝
道
に
た
ず
さ
わ
り 、

明
治
十
二
年
六

月
に
は
八
日
市
基
督
教
会
に
籍
を
移
し 、

ゴ
ー
ド
ソ
よ
り

按
手
礼
を
う
け
て
牧
会
・

伝
道
に
当
っ
た 。

明
治
十
八
年
六
月
同
志
社
別
課

神
学
（
邦
語
神
学）

科
を
卒
業 。

そ
の
前
年
よ
り

着
手
し
た
松
井
田
伝
道
は
四
ヵ
年
に
お
よ
び 、

二
十
一

年
二
月
前
橋
に
共
愛
女
学
校
の

設
立
さ
れ
る
に
お
よ
び
幹
事
と
な
り 、

以
後
四
十
年
十
二
月
ま
で
学
校
の
事
務
運
営
に
当
る
。

大
正
五
（
一
九
一
六）

年
茅
ケ
崎
南
湖
院

に
入
り

高
田
哄
安
の
活
動
を
助
け
る
。

死
去
に
際
し
南
湖
院
々
葬
が
お
こ
な
わ
れ
た
（
中
山
光
五
郎
「

偲
須
田
明
忠
君」 、
『
上
毛
教
界
月
報』

四
二
五
号
所
収 、

な
ら
び
に
「
第
二
公
会
録
事」 、
「

公
会
記」 、

第
2
巻
『
宗
教
網』

所
収） 。
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明
治
十
二
年
六
月
十
二
日
の
卒
業
式
の
あ
と 、

新
島
は
小
崎
弘
道
を
伴
っ
て
神
戸
教
会
の
会
員
で
あ
る
林
武
一

を
宮
崎
の
城
ヶ
崎
に

訪
い
、

伝
道
す
る 。

新
島
の
こ
の
伝
道
報
告
の
英
文
ク
イ
ト

ル
（『
七
一
雑
報
』
四
巻
二
九
号 、

明
治
十
二
年
七
月
十
八
日
発
行）

は
"

Mr.

N
e
esi
ma'
s

 missi
o
n
a
r

y
 to
u
r

 to
 
Mi
y
az
a
ki

 in
 Hi
u
g
a"

と
あ
る 。

小
崎
弘
道
の
伝
道
報
告
は
「
日
向
国
伝
道
日
誌
」
（『
七
一
雑
報
』
四
巻―――
―
号 、

明
治
十
二
年
八
月一
日
発
行）

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

小
崎
弘
道
（
一
八
五
六
ー一

九
三
八）

は
卒
業
直
後、

日
向
高
鍋
伝
道
(「
82
号
書
簡」
参
照）

を
お
こ
な
っ
た
が 、

そ
の
後 、

他
の
ク
ラ

ス
メ
ー
ト

が
同
志
社
の
教
員
と
し
て
、

あ
る
い
は
地
方
の
伝
道
師
と
し
て 、

そ
れ
ぞ
れ
活
動
の
場
所
を
与
え
ら
れ
た
の
に
対
し
て 、

そ

う
し
た
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た

。
彼
の
東
京
伝
道
は
岡
田
松
生、

桂
時
亮、

林
治
定、

和
田
正
幾、

杉
田
（
元
良）

勇
次
郎 、

上
野
栄

三
郎
ら
群
羊
社
の
人
ぴ
と
と
い
う

若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
支
持
は
え
ら
れ
た
が 、

安
中
や
岡
山
や
今
治
や
彦
根
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

キ
リ
ス
ト

教
会
の
基
盤
を
形
成
す
る
都
市
・

地
方
有
力
階
層
と
そ
の
人
物
群
は
欠
除
す
る
か
希
簿
で
あ
り 、

し
た
が
っ
て
そ
の
伝
道
活

動
は
日
本
基
督
伝
道
会
社
の
月
々
の
補
助
を
え
な
け
れ
ば
展
開
が
困
難
で
あ
っ
た 。

こ
の
書
簡
に
は
新
島
襄
の
小
崎
の
東
京
伝
道
に
対

す
る
特
別
な
配
意
が
う
か
が
え
る
（
杉
井
六
郎
「

小
崎
弘
道
の
東
京
伝
道
と
『
六
合
雑
誌』
の
発
刊」 、
『
日
本
の
近
代
化
と
キ
リ
ス
ト

教』 、

新
教

出
版
社）

。

＊
＊
明
治
十
二
(
-
八
七
九）

年
十
二
月
十
二
日 、

東
京
京
橋
区
新
肴
町
に
あ
る
二
階
屋
の
下
だ
け
を
借
り
て 、

仮
会
堂
と
し 、

教
会
の

設
立
式
と
小
崎
弘
道
の
按
手
礼
式
を
お
こ
な
っ
た 。

新
島
が
い
う
公
会
は 、

い
う
と
こ
ろ
の
「
新
肴
町
教
会
」

で
あ
り 、

教
会
堂
は
間

も
な
く

南
鍛
冶
町、

元
数
寄
屋
町、

そ
し
て
芝
新
桜
田
町
と
転
々
と
し
て
移
動
し
た 。

い
う
ま
で
も
な
く

東
京
第
一

基
督
教
会、

す
な
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わ
ち
霊
南
坂
教
会
の
前
身
に
あ
た
る。

169

中
川
横
太
郎
(
-
八
三
六
ー一
九
0-――)

は
岡
山
県
官
吏。

明
治
八
年
四
月
に
は
じ
め
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド

派
遣
の
宣
教
師

に
よ
る
岡
山
伝
道
か
ら
十
二
年
ス
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
設
立
に
い
た
る
ま
で
の
県
の
外
国
人
厩
佃、

宣
教
師、

同
志
社
学
生
の
伝
道
活
動
の

斡
旋
者。

伝
道
集
会
に
自
ら
の
居
宅
を
提
供
し、

キ
リ
ス
ト
教
の
応
援
演
説、

伝
道
に
尽
力
し
た。

彼
の
回
信
は
十
年
の
神
戸
に
お
け

る
新
島
狸
の
説
教
が
機
縁
と
い
わ
れ
る
（
竹
中
正
夫
「
岡
山
県
に
お
け
る
初
期
教
会
形
成」、
『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究』
＝一
号）
。

＊
＊
ペ
レ
ー
〔
ベ
リ
ー
〕
（J
o
h
n
C
ut
ti
n
g
 Be
rry,
 
1
8
4
7

ー
1
9
3
6
)

。
ア
メ
リ
カ
ソ
・
ポ
ー
ド
の
宣
教
医
と
し
て
明
治
五
(
-
八
七
二）

年
来

日、

神
戸
・

姫
路
を
中
心
と
し
て
医
療
伝
道。

明
治
十
二
年
岡
山
地
方
に
赴
任
し
医
療
と
伝
道
に
従
事
し
て
い
た。

十
五
年、

新
島
襄

は
岡
山
に
ベ
リ
ー
を
訪
い
、

同
志
社
に
医
学
校
設
立
の
問
題
に
つ
い
て
相
談、

こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
二
十
年
十
一

月、

同
志
社
病

院
・

京
都
看
病
婦
学
校
が
開
院
・

開
校
さ
れ
た。

＊
＊
＊
ケ
レ
ー
〔
ケ
ー
リ
〕
（
Otis
Ca
ry,
 
1
8
5
1

ー
1
9
3
2
)

。
ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
派
遣
の
宣
教
師
。

明
治
十
一
(
-
八
七
八）

年
三
月、

夫
人

エ
レ
ソ
・
マ
リ
ア
・
エ
マ
ソ
ン
と
来
日、

は
じ
め
神
戸
に
住
み、

翌
年
か
ら
約
十
年
間
岡
山
を
中
心
と
し
た
地
域
で
、

同
じ
く
赴
任

し
た
ペ
リ
ー、

ペ
テ
イ
(J
a
mes
H.
 Pe
ttee)

と
伝
道
に
従
っ
た。

二
十
一

年
休
暇
を
利
用
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
を
訪
れ、

欧
州
を
巡
遊

し、

再
び
日
本
に
帰
任。

大
阪
川
口
で
伝
道
に
従
い
、

二
十
五
年
か
ら
同
志
社
神
学
校
で
教
会
史、

説
教
学、

社
会
学
を
担
当。

大
正

八
(
-
九
一
九）

年
退
職
帰
国。

＊
＊
＊
＊
木
全
祝
（
大
西
祝）

の
母、

嘉
代。

父
は
木
全
正
脩
で
、

祝
は
母
方
の
姓
を
継
い
だ。

木
全
家
は
は
や
く
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
の
信
者

と
な
り、

祝
は
明
治
十
（
一
八
七
七）

年
同
志
社
英
学
校
に
入
り、

十
一

年
四
月
十
四
日
（
「
第
二
公
会
録
事」、
「
公
会
記」
は
四
月
十
七
日、

第
2
巻
『
宗
教
網』

史
料
132
.
133
参
照）

新
島
雖
か
ら
洗
礼
を
う
け
て

第
二
公
会
に
入
会
し
た。

ア
メ
リ
カ
ン
・
ポ
ー
ド
派
遣
の
宣
教
師

ア
ッ
キ
ソ
ソ
ソ
(J
o
h
n

L.
 A
t

ki
ns
o
n)

の
岡
山
巡
回
伝
道、

あ
る
い
は
日
本
基
督
伝
道
会
社
に
よ
る
金
森
通
倫
な
ど
の
岡
山
伝
道
は

す
べ
て
木
全
家
の
庇
設
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
た。

170

文
久
三
（
一
八
六一――)

年
八
月
中
山
忠
光
を
主
将
と
し
て
大
和
五
条
に
挙
兵
し
た
天
誅
組
の
乱。

＊
＊
原
田
穐
太
郎
（
一
作）

は
松
山
（
高
梁）

の
生
ま
れ。

天
誅
組
の
挙
兵
に
加
わ
り、

紀
伊
日
高
郡
山
地
組
で
捕
え
ら
れ、

京
都
の
獄
で

元
治
元
（
一
八
六
四）

年
七
月
十
九
日
斬
ら
れ
た。

正
親
町
季
直
の
『
明
治
維
新
の
先
駆
者
天
忠
組
中
山
忠
光』
（
第
一
書
房）

に
収
め
ら
れ
て
い
る
節
斎
森
田
謙
蔵
の
文
に、

次
に
か
か
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注 解

げ
る
I

十
V〈"
か
4
収
5
dの
6ー
れ
ィし
、い
r
^
P

。

い
↓ャ
6

吐
就
ト
ロ
州
↓
グ
J
:j
"リー
し
て
こ
こ
に
掲
げ
る
。

門
人
原
田
穐
太
郎
被
刑
之
後
数
十
日、

其
父
十
郎
翁
持
退
像
及
獄
中
書
来
日、

我
児
亡
癸、

願
先
生
因
此
書
記
此
像、

余
展
像
観

之、

容
貌
逼
真、

意
気
可
想、

乃
使
翁
読
其
書、

正
席
聴
之、

翁
読
曰、

「
二
月
某
日
不
肖
子
穐
泣
血
頓
首
再
拝、

奉
書
大
人
膝

下、

去
年
八
月
中
山
侍
従
之
挙
兵
於
大
和
也、

穂
亦
輿
焉
戦
敗、

穐
等
数
十
人
就
囚
縛
京
獄、

被
刑
者
数
人、

穐
亦
自
分
必
死、

夫
人
誰
不
蒙
父
母
之
恩、

而
如
穐
尤
深、

今
未
能
報
万
分
之
一
、

反
辿
父
母
憂
不
孝
之
罪
其
謂
之
何、

翁
至
此
飲
泣
不
能
読、

余

亦
泣、

已
又
読
日、

雖
然
穐
之
死
為
義
非
徒
死
也、

請
恕
其
罪、

弟
妹
友
愛
代
穐
孝
挫、

是
祈
穐
泣
血
頓
首
再
拝。
」

節
斎
子
曰
、

大
和
之
挙
余
未
知
其
合
儀
興
否、

姑
書
之
為
盤
像
記
以
待
天
下
後
世
定
論
焉

新
島
が
「
亀
太
郎
之
獄
中
よ
り
父
二

逍
セ
し
文
を
写
し
取
候
」

と
の
べ
て
い
る
そ
の
書
簡
は、

お
そ
ら
く
前
掲
節
斎
稿
中
カ
ギ
カ
ッ

コ
で
示
し
た
二
月
某
日
か
ら
は
じ
ま
る
一

文
で
あ
っ
て
、

翁、

父
十
郎
の
読
む
書
簡
で
あ
ろ
う。

こ
れ
を
書
写
し
て
い
る
こ
と
は
新
島

の
精
神
的
位
相
を
知
る
上
で
き
わ
め
て
興
味
が
深
い
。
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柴
原
宗
助
（
一
八
四
六
ー
一
九
0
九）

は
備
中
国
後
月
郡
井
原
町
柳
本
甚
八
郎
の
二
男、

高
梁
の
柴
原
家
を
嗣
ぐ。

秋
村
と
号
す。

興

譲
館
阪
谷
朗
廠
ら
に
学
ぶ
。

明
治
五
（
一
八
七
二）

年
小
田
県
博
覧
会
事
務
掛、

六
年
岡
山
県
上
房
郡
学
区
取
締、

十
二
年
一

月
よ
り

十
五
年
二
月
ま
で
上
房
郡
選
出
岡
山
県
会
議
員、

そ
の
間、

国
会
開
設
の
提
唱
に
呼
応
し
て
自
由
民
権
運
動
を
進
め、

両
備
作
三
国
親

睦
会
幹
事
と
し
て
国
会
開
設
建
言
に
加
わ
る。

十
三
年
二
月
新
島
の
高
梁
訪
問
の
さ
い
は
人
心
改
良
社
で
と
も
に
演
説、

そ
の
年
四
月
よ
り
十
五
年
二
月
ま
で
高
梁
町
町
会
議
員、

そ
の
間
進
ん
で
高
梁
安
息
日
学
校
を
創
設
し、

十
五
年
四
月
高
梁
教
会
の
設
立
に
さ
い
し
金
森
通
倫
よ
り
妻
（
勢
以）

と
と
も
に
受
洗゚

十
九
年
新
島
の
す
す
め
に
よ
り
京
都
に
寄
留
し、

同
志
社
学
校
教
育
事
務
に
た
ず
さ
わ
り、

撫
子
花
書
院
を
開
く。

三
十
一

年
郷
里
に

か
え
り、

井
原
町
町
長
を
つ
と
め、

三
十
九
年
か
ら
は
有
漢
村
村
長
と
な
り、

そ
の
死
に
い
た
る
ま
で
つ
と
め
て
斃
れ
た。

＊
＊
二
宮
邦
次
郎
（
一
八
六
0
ー一
九
二
六）

は
高
梁
の
生
ま
れ、

明
治
九
（
一
八
七
六）

年
岡
山
師
範
学
校
卒
業。

爾
来
小
学
教
育
に
従
事

す
る
か
た
わ
ら、

国
会
開
設
の
た
め
の
政
治
運
動
に
も
奔
走。

十
二
年
金
森
通
倫
の
岡
山
伝
道
の
始
め
ら
れ
る
に
お
よ
び
伝
道
者
た
ら

ん
と
決
心
し
た。

十＿―-
年
十
月
岡
山
教
会
の
創
立
に
さ
い
し、

新
島
襄
か
ら
受
洗。

同
志
社
神
学
校
の
速
成
神
学
科
に
学
び、

高
梁
で

伝
道
に
励
み、

十
五
年
四
月
高
梁
教
会
を
創
立
し、

上
代
知
新
を
主
任
者
に
招
い
て
、

独
立
自
給
の
基
礎
を
つ
く
り、

自
ら
は
四
国
の

今
治
教
会
に
赴
い
て
伊
勢
時
雄
の
伝
道
を
助
け
た。

十
八
年
松
山
教
会
を
創
立、

按
手
礼
を
う
け、

同
年
松
山
女
学
校
を
開
校、

松
山
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に
お
け
る
牧
会、

伝
道、

教
育
は
二
十
年
に
お
よ
ん
だ。

の
ち
東
京
に
出
て
京
橋
教
会
を
興
し、

大
正
九
（一
九
二
O)

年
牧
師
を
辞

任
し
た。

*
＊
＊
ペ
テ
ー
(Ja
mes
H.
 Pettee,
 1
8
5
1

1
1
9
2
0)
 

�
ア
メ
リ
カ
ソ
・
ポ
ー
ド
の
派
遣
宣
教
師。

明
治
十
一
（一
八
七
八）

年
夫
人
と
と
も

に
来
日、

当
初
神
戸
に
居
住
し、
一
年
に
し
て
岡
山
に
移
っ
た。

ケ
ー
リ
夫
婦、
ベ
リ
ー
夫
婦
と
と
も
に
岡
山
地
方
の
伝
道
に
尽
力。

伝
道
の
か
た
わ
ら、

岡
山
英
語
学
校、

山
陽
英
和
学
校
を
創
立
す
る
な
ど
地
方
教
育
の
振
興
に
も
力
を
尽
し、

ま
た
石
井
十
次
の
岡
山

孤
児
院
を
た
す
け、

岡
山
に
お
け
る
伝
道
は
三
十
七
年
に
お
よ
ん
だ。

、、

金
森
通
倫
（一
八
五
七
—一
九
四
五）
は
同
志
社
在
学
中
か
ら、

す
で
に
数
次
に
わ
た
っ
て、

宣
教
師
と
と
も
に、

あ
る
い
は
日
本
基

督
伝
道
会
社
か
ら
岡
山
に
派
遣
さ
れ、

伝
道
に
従
っ
た。

明
治
十
二
（一
八
七
九）

年
六
月、

卒
業
と
と
も
に
本
格
的
に
岡
山
地
方
伝

道
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た。

こ
の
年
(
+-―一
年）

十
月
十
三
日
に
は
岡
山
市
下
田
町
（
十
二
月
紙
屋
町
に
移
る）

に
岡
山
教
会
を
創

立、

新
島
襄
は
二
十
七
名
に
授
洗
し、

金
森
は
按
手
礼
を
う
け
て
岡
山
教
会
牧
師
と
な
っ
た。

な
お
金
森
通
倫
の
岡
山
教
会
牧
師
は
十
九
年
十
二
月
ま
で
で、

十
九
年
五
月
か
ら
は
同
志
社
神
学
校
教
授
と
な
り、

二
十
年
三
月
に

は
新
島
に
代
っ
て
同
志
社
教
会
も
牧
す
る
こ
と
と
な
っ
た。

＊
＊
伊
勢
時
雄
（
の
ち
復
姓
し
て
横
井
時
雄）、

明
治
十
三
(-
八
八
0)

年
二
月
の
伊
勢
の
伝
道
地
は
四
国
今
治
で
あ
る。

同
志
社
学
生
に

よ
る
今
治
地
方
伝
道
は、

す
で
に
明
治
十
年
代
か
ら
は
じ
ま
り、

十
二
年
三
月
に
は
今
治
講
義
所
が
設
立
さ
れ、

伊
勢
時
雄
は
六
月
同

志
社
を
卒
業
と
と
も
に
伝
道
師
と
し
て
派
遣
さ
れ
た。

教
会
の
形
成
は
彼
に
よ
っ
て
急
速
に
進
め
ら
れ、

九
月
二
十
一
日
に
今
治
教
会

が
創
立
さ
れ、

伊
勢
は
新
島
巽
か
ら
教
会
創
立
の
日、

按
手
礼
を
う
け
牧
師
と
な
っ
た。

な
お
伊
勢
時
雄
は
明
治
十
六
年
二
月、

現
職
の
ま
ま
同
志
社
社
員
と
な
っ
て、

同
志
社
運
営
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
と
な
り、

今
治
教

会
牧
師
は
明
治
十
九
年
一
月
辞
任
し、

日
本
基
督
伝
道
会
社
委
員、

同
志
社
神
学
科
教
授
と
な
っ
た。

＊
＊
＊
バ
ー
ム
レ
ー
〔
パ
ー
メ
リ
ー〕
（
H•
F
rances
Par
melee,
 1
8
5
2

ー
1
9
3
3)

は
ア
メ
リ
カ
内
国
婦
人
伝
道
会
派
遣
女
宣
教
師。

明
治
十

（一
八
七
七）

年
九
月
十
二
日
神
戸
に
到
羞
し
た。
「
同
志
社
記
事」
（
第
1
巻
『
教
育
編』
史
料
42)

に
よ
る
と、

明
治
十
一
年一
月
九
日

「
女
教
師
両
名
ウ
イ
ル
ソ
ソ、
パ
ー
ム
レ
ー
雇
入
之
願
書、

寄
留
免
状
御
下
ケ
渡
願
差
出
ス
」

と
見
え、
つ
い
で
十
三
年一
月
十
二
日

「
本
日
ェ
イ
チ
・
エ
フ
・
バ
ー
ム
レ
ー
婦
人
ノ
雇
入
願
書
差
出
セ
リ
」
と
あ
る
。

な
お
『
同
志
社
百
年
史

質
料
編
I』
に
も
同
日
付

英
文
約
条
書

祠
浩
十
三
年
二
月一
日
か
ら
十
八
年一
月
三
十一
日
に
お
よ
ぶ
契
約）

が
収
め
ら
れ
て
い
る。

新
島
の
気
に
す
る
の
は、
こ
の
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注 解

一

月
十
二
日
付
差
出
の
願
書

2
月
一
日
か
ら
の
雇
期
を
す
で
に
1

二
週
間
余
に
わ
た
っ
て
径
過
し
て
い
る）

の
な
り
ゆ
き
で
あ
る。

こ
の
英
語

教
師
と
し
て
採
用
す
る
願
書
は
六
月
五
日
に
い
た
っ
て
「
願
害
之
通
相
済
ム
」
（
前
掲
「
同
志
社
記
事」）

こ
と
と
な
っ
た。

パ
ー
ム
レ
ー
は
ア
メ
リ
カ
の
両
親
の
都
合
で
明
治
十
五
年
雇
期
の
中
途
で
同
志
社
を
辞
め
帰
米、

二
十
四
年
再
び
来
日
し、

前
橋
の

共
愛
女
学
校、

四
国
の
松
山
女
学
校
で
教
鞭
を
と
り、

在
任
二
十
年
の
久
し
き
に
お
よ
ん
だ。

の
ち
帰
米
し
た
が、

再
び
個
人
と
し
て

来
日、

主
と
し
て
京
都
に
住
い
、

宮
川
経
次
牧
師
と
居
を
と
も
に
し
た。

か

「
正
二
0
五
書
簡」
（
四
四
八
ー
四
五
一
ペ
ー
ジ）

で
は
四
行
目
「
且
大
坂
之
継
憲
君
之
御
所
置
云
々
」

以
下
こ
の

部
分
ま
で
が
：·
：·

で
省
略
さ
れ、

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
小
崎
弘
道
に
は
五
人
の
兄
弟
が
あ
り、

兄
太
一

郎
は、

は
や
く
安
政
三
（
一
八
五
六）

年
七
月
二
日
五
歳
で
疫
痢
の
た
め
死
去、

妹
は
出
生
後
一

年
程
の
万
延
元
（
一
八
六
O)

年
十
一

月
夭
死
し
た。

し
た
が
っ
て
、

家
督
を
相
続
し
た
彼
は

継
憲
と
成
章
の
二
人
の

弟
を
扶
養
し、

指
磁
す
る
立
場
に
あ
っ
た。

そ
の
う
ち
成
章
は
明
治
十
四
(
-
八
八
一
）

年
六
月
同
志
社
英
学
校
（
普
通
科）

つ
い
で
、

十
七
年
六
月
神
学
校
本
科
（
英
語
課
程）

を

卒
業、

継
憲
は
十
六
年
六
月
同
じ
く
普
通
科
を
卒
業
す
る。

＊
＊
小
崎
弘
道
が
按
手
礼
を
う
け
て

建
会
し
た

東
京
京
橋
区
の

新
肴
町
の

教
会
（
明
治
十
二
年
十
二
月
十
二
日
設
立）

は
津
田
仙
の
周
旋
で

二
階
屋
の
下
だ
け
を
借
り
て
仮
の
会
堂
と
し
た。

と
こ
ろ
が
其
家
の
二
階
に
田
村
直
臣
の
牧
す
る
銀
坐
教
会
（
の
ち
の
数
寄
屋
橋
教
会）

が
引
越
し
て
来
て
、

小
崎
の
教
会
は
他
所
に
移
転
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
（
小
崎
弘
道
『
余
が
二
十
五
年
の
経
歴』、

警
醒
社
書
店）。
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徳
富
猪
一

郎
（
一
八
六一――
ー一

九
五
七）。

猪
一

郎
は

当
時
同
志
社
英
学
校
の
最
上
級
生
で
、

ク
ラ
ス
の
合
併
に

反
対
す
る
同
盟
休
校

を
指
導
す
る
立
場
に
あ
っ
た。

切

こ
の
書
簡
は、

た
だ
「
二
十
一

日
」

の
日
付
の
み
が
し
る
さ
れ
て
い
て、

「
正
二
五
三
書
簡
」
（
五
六
九
ペ
ー
ジ）

で

は、

こ

れ
を

明
治
十
三
（
一
八
八
0)

年
の
こ
と
と
し、

月
日
は
未
詳
と
し
て
い
る。

し
か
し、

こ
の
書
簡
は
同
盟
休
校
に
つ
い
て

幹
事
の
市
原
盛

宏
と
の
談
判
に
つ
い
て
、

新
島
が
徳
富
猪
一

郎
に
注
意
を
与
え
る
も
の
で
、

し
た
が
っ
て
明
治
十
三
年
の
三
月
で
あ
る
と
確
定
す
る
こ

と
が
で
き
る。

＊
＊
明
治
十
三
（
一
八
八
0)

年
四
月
十
三
日
は
新
島
が
「
自
杖
」

し
た
日
で
あ
る。

し
た
が
っ
て
、

こ
の
日
付
は
事
態
を
な
ん
と
か
解

決
し
よ
う
と
し
た
切
迫
し
た
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る。

徳
富
に
二
年
初
級
の
一

統
（
上
級
組）

と
時
間
を
ず
ら
し
て

来
宅
を
す
す
め
て
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い
る
と
こ
ろ
に
新
島
狸
の
徳
富
猪一
郎
に
期
し
た
こ
と
の
重
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る。

こ
の
四
月
十
二
日
付
の
封
筒
の
裏
に
祖
か
れ
た
詩
は
明
ら
か
に
徳
富
猪一
郎
の
筆
で
あ
り、
若
い
徳
富
猪一
郎
が
自
ら
こ
の
詩
を
い

っ、
認
め
た
か
知
る
由
も
な
い。
そ
れ
は、
自
杖
事
件
前
夜
の
新
島
襄
の
態
度
や
姿
勢
を
写
し
た
の
か
あ
る
い
は
「
自
杖」
事
件
後、

あ
る一
定
の
時
間
を
経
過
し
て、
改
め
て
心
に
映
じ
た
新
島
襄
の
態
度
や
姿
勢
を
写
し
取
っ
た
の
か。
少
な
く
と
も
「
自
由
教
育」
を

標
榜
し
た
新
島
襄
の
姿
を
正
し
く
言
い
あ
て
て
い
る。

な
お、
こ
の
事
件
の
あ
っ
た
直
後、
徳
富
猪一
郎
が
「
賦一
詩
呈
巽
先
生」
と
し
た
詩
は
次
の
通
り
で
あ
る。

花
信
奈
何
此
風
雨

朝
々
暮
々
恒
関
心

先
生
誦
是
縁
何
事

欲
問
憂
思
深
且
深

（「
改
装
表
題
『
幾
肋
集』、
原
題
『
心
乃
塩
梅
第
二』」、
『
同
志
社
大
江
義
塾
徳
富
蘇
峰
資
料
集』
所
収）

こ
れ
に
よ
る
と、
新
島
か
ら
の
書
簡
の
封
筒
裏
に、
こ
の
詩
を
し
る
す
の
は、
「
欲
問
憂
思
深
且
深」
よ
り、
さ
ら
に
新
島
の
深
思

を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
後
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る。

＊＊
こ
の
害
簡
は
従
来
「
正」、
「
続」
両
雹
簡
集
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い。

し
か
し、
折
帖
装
で
収
め
ら
れ
て
い
る、
こ
の
国
簡
の
形
態、
様
式
な
ら
び
に
概
ね
編
年
順
に
収
め
ら
れ
て
い
る
順
序
か
ら
し
て、

こ
の
書
簡
の
年
代
は
明
治
十
三
年
の
こ
と
で
あ
り、
し
か
も、
四
月
十
三
日
の
「
自
杖」
後
の
新
島
襄
か
ら
の
案
内
で
あ
る
こ
と
が
推

定
さ
れ
る。

「
皆
我
茄一
統
之
手
抜」
き
と
述
べ
て、
小
崎
弘
道
に
こ
の
三
月
以
来
五
月
末
に
お
よ
ぶ
間
の
同
志
社
の
同
盟
休
校、
そ
し
て
「
自

8
 杖」、

徳
富
猪一
郎、
湯
浅
吉
郎、
河
辺
（
川
辺）
錮
太
郎
の
退
校・
東
上
な
ど
の
経
過
を
説
明
し、
報
じ
て
い
る。

A
政
＞

179
「
正
二
0
六
害
簡」
（
四
五
ニ
ー
四
五
四ペ
ー
ジ）
に
よ
る
と
こ
の
吉
簡
の
追
而
害
は
「
御
母
様・・・・・・
大
阪
府
之
耶
蘇
教
二
対
す
る
所

を^
得
可
く
候〉

分
を
見
る
〔
に〕
足
る」
の
み
で
あ
る
が、
柏
木
義
円
の
稿
本
に
よ
る
と
「
グ
リ
ー
ソ
氏
之
事―—
付
云
」々
以
下
末
尾
ま
で
の
部
分
が

追
而
書
と
し
て
し
る
さ
れ
て
い
る。
し
た
が
っ
て
こ
の
書
簡
を
掲
げ
る
に
当
っ
て、
「
柏
木
義
円
写」
と
し
て
補
っ
た。

な
お
「
正
二
0
六
書
筒」
す
な
わ
ち
「
森
中
章
光
写」
に
よ
る
と、
「
向
後
は
小
生
幹
事
益
親
密
二
合
談
シ
私
共
二
手
抜
ノ
ナ
キ
様

注
意
ス
ペ
ッ
幹
眼
モ
皆
其
戟
ナ
レ
ハ
向
後
大二
同
志
社
ノ
体
面
モ
一
新
ス
ペ
ッ
ト
希
望
す
何
卒一
日
モ
同
志
社ハ
兄
ノ
御
心
中二
御
忘

＞
ナ
キ
様
且
不
絶
御
祈
ア
リ
ク
ツ」
（
四
五
ニ
ペ
ー
ジ）
は、
本
文
行
間
に
挿
入
し
て
書
き
込
ま
れ
た

原
形
と
思
わ
れ
る

1
形
を
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写
し
て
い
る。

し
か
る
に、
「
柏
木
義
円
写」

は
さ
き
の
追
而
書
の
器
分
の
次
に、

こ
れ
を
写
し
て
い
る，

殷

徳
富
猪
一

郎、

河
辺
銅
太
郎
が
本
来
な
ら
ば
こ
の
卒
業
者
の
中
に
名
を
列
ね
た
卒
業
式。

「
明
治
十
三
年
六
月

四
人
ノ
正
課
卒
業
式
ア
リ
」
（
第
1
巻
『

教
育
絹』、
「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）」

二
三
四
ペ
ー
ジ）

と
あ

る。

な
お
『
同
志
社
百
年
史

資
料
編
ー
』

に、

こ
の
と
き
の
卒
業
者
の
氏
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る。

堀

貞一

京
都
府

井
爪
良
平

和
歌
山
県

網
島
佳
吉

岡
山
県

山
田
健
三
郎

福
岡
県

181

津
田
仙
の
長
男。

『
蘇
峰
自
伝
』

に
よ
る
と、

津
田
元
親
も
徳
富
猪
一

郎、

河
辺
銅
太
郎、

湯
浅
吉
郎
ら
と
行
動
を
共
に
し
て
退
校

し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
を
「
同
氏
は
新
島
先
生
が
仙
君
よ
り
同
氏
を
托
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
と
て、

強
ひ
て
止
め
ら
れ
た
か
ら、

思
ひ
止

る
事
と
な
っ
た
」
(―
二
0
ペ
ー
ジ）

と
あ
る。

な
お
津
田
元
親
は
明
治
十
六
年
六
月
英
学
校
普
通
科
を
卒
業
し
た。

183

大
久
保
真
二
郎
（
真
次
郎、
一
八
五
五
ー一
九
一
四）

は
熊
本
生
ま
れ、

明
治
四
(
-
八
七
一
）

年
熊
本
藩
立
医
学
校
に
入
り、

七
年
東

京
医
学
校
（
東
京
大
学
医
学
部）

に
進
ん
だ
が、

十
年
中
退、

西
本
願
寺
で
仏
典
を
研
究、

十
一

年
同
志
社
英
学
校
に
編
入
学、

同
年
四

月
十
四
日
（「
第
二
公
会
録
事」、
「
公
会
記」
は
四
月
十
七
日、

第
2
巻
『
宗
教
編』

史
料
132
.
133)

新
島
迎
よ
り
洗
礼
を
う
け、

第
二
公
会
に

入
会、

十
一

月
に
は
執
事
と
な
っ
た。

彼
は
校
内
で
徳
富
猪
一

郎、

辻
（
家
永）

盟
吉、

湯
浅
吉
郎、

上
原
方
立
ら
を
中
心
と
す
る
同

心
交
社
の
メ
ソ
バ
ー
に
加
わ
り、

バ
イ
プ
ル
ク
ラ
ス
（
熊
本
パ
ソ
ド
の
金
森
通
倫、

伊
努
時
雄、

市
原
盛
宏、

山
崎
為
徳、

森
田
久
万
人
ら）

と

対
抗
し、

十
三
年
一

月、

つ
い
に
公
会
か
ら
の
除
名
を
願
い
出
て
、

英
学
校
も
中
途
退
学
し
た。

五
月
に
退
学
し
て
東
上
し
た
徳
富
猪

一

郎
が
汽
船
会
社
の
設
立
を
画
策
す
る
大
久
保
と
一

時
行
動
を
共
に
す
る
の
が、

こ
の
書
簡
の
時
期
(
+
=―
年
七
月）
で
あ
り、

徳
富
猪

一

郎
の
姿
勢
は
「
92
号
書
簡」

の
事
態
に
ま
で
お
よ
ぶ。

大
久
保
は
二
十
年
信
仰
復
活
し
て
同
志
社
に
再
入
学
し
て
神
学
を
修
め、

上
州
の
教
会
伝
道
に
従
い
、

三
十
五
年
一

転
し
て
ハ
ワ
イ

に
渡
り、

ヌ
ア
ヌ
日
本
人
教
会、

つ
い
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
渡
り
オ
ー
ク
ラ
ソ
ド
日
本
人
教
会
の
牧
会、

伝
道
に
従
事
し
た。

夫
人

音
羽
子
は
徳
富
一

敬
の
四
女
（「
大
久
保
真
次
郎」

『
天
上
之
友』
六
四
ー
六
七
ペ
ー
ジ）
。

184

川
本
政
之
助
は
兵
庫
県
明
石
郡
高
和
の
人。

明
治
十
三
(
-
八
八
0)

年
七
月、

日
本
基
督
伝
道
会
社
派
遣
の
伝
道
師
と
し
て
今
治

に
赴
任
し、
一

年
間
伊
勢
時
雄
の
牧
会
・

伝
道
を
助
け、

爾
後
明
石
教
会
の
仮
牧
師
と
な
り
(「
108
号
害
簡」）、

十
五
年
一

月
三
日
按
手

礼
を
う
け
て
牧
師
と
な
っ
た
（『
明
石
基
督
教
会
廿
五
年
間
歴
史
網
要』、

第
2
巻
『
宗
教
網』、
「
第
二
公
会
録
事」

五
七
＝―
ペ
ー
ジ）。

十
八
年
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九
月
に
は
内
田
正
が
浸
礼
教
会
か
ら
独
立
し
て
姫
路
基
督
教
会
を
設
立
す
る
の

を
助
け
(「
221
号
書
簡」
、

『
姫
路
和
光
教
会
百
年
史』）
、

引
続
い
て
地
域
の
牧
会
・

伝
道
に
挺
身
し
た
が、

二
十
七
年
四
月、

組
合
教
会
総
会
に

脱
会
の

建
言
書
を
出
し
て

教
会
を
去
っ

た

（『
第
九
回
日
本
組
合
教
会
記
録』）
。

彼
は
弟、

音
次
郎
（
の
ち
松
尾
音
次
郎）

を
明
治
十
四
年
九
月、

同
志
社
英
学
校
に
入
れ
(

「
117
号
書
簡」）、

音
次
郎
は
二
十
二
年
六
月

神
学
校
を
卒
業
し
て
牧
会
に
携
わ
っ
た。

次
弟
の
竹
松
も
つ
い
で
同
志
社
英
学
校、

政
法
学
校
に
学
ぴ、

北
海
道
イ
ソ
マ
ヌ
エ
ル
に
入

植
し
て
開
拓
伝
道
に
携
わ
り、

の
ち
官
吏
に
転
じ
た。

181

徳
富
猪
一

郎
の
公
会
退
会
の
申
出
で
は
「
92
号
書
簡」
（
八
月
十
日
付）

で
な
さ
れ
た
。
「
第
二
公
会
録
事」
（
第
2
巻
『
宗
教
緬』

史
料
132)

に
よ
る
と、

明
治
十
三
年
九
月
二
十
四
日
の
条
に
、

欄
外
に
朱
で
「
除
名」

と
あ
り、

以
下
の
記
述
が
見
ら
れ
る。

徳
富
氏
東
京
二

趣
キ
シ
ョ
リ
彼
地
教
会
ヘ
モ
出
頭
セ
ス
、

且
同
氏
修
行
ノ
為
公
教
二

属
ジ
オ
レ
ハ

甚
不
都
合
モ
有
之
趣
ヲ
以、

断

然
退
会
仕
度
旨
申
越
セ
シ
ニ
ョ
リ
、

本
日
協
議
ノ
上、

其
ノ
望
二

任
セ
之
ヲ
除
名
ス

188

徳
富
初
子
(

-
八
六
0
ー
一
九
三
四）
。

徳
富
猪
一

郎
の
す
ぐ
上
の
姉。

の
ち
湯
浅
治
郎
の
妻。

は
や
く
東
京
に
出
て
艇
応
義
塾
予
科

に
学
び
、

ま
た
横
井
宮
子
（
の
ち
海
老
名
弾
正
夫
人）

と
熊
本
洋
学
校
教
師
ジ
ェ
ー
ソ。
ス
(
Le
ro
y

L.
 J
a
nes)

な
ら
び
に
そ
の
夫
人
の
教

育
を
う
け、

同
志
社
に
も
一

時
期
学
ん
だ。

こ
の
書
簡
は
「
続
六
四
書
簡」
(
1

0
八
ペ
ー
ジ）

で
は
「
明
治
十
五
年
一

月
四
日
」

と
し
て
い
る。

し
か
し
新
島
迎
の
日
記
「
日
抄」

（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
編』

史
料
7)

に
よ
る
と、

彼
の
九
州
熊
本
入
り
は
明
治
十
三
(

-
八
八
0)

年
十
一

月
三
日
の
こ
と
で
あ
り、

同

月
二
十
九
日
ま
で
熊
本
に
滞
在
し
、

十
二
月、

ニ
カ
月
ぶ
り
で
京
都
に
帰
っ
た。

こ
の
書
簡
は、

年
が
改
ま
っ
て
、
一

月
四
日
、

十
三

年
晩
秋
の
徳
富
家
か
ら
う
け
た
厚
遇
を、

「
御
地
参
上
之
節
ハ

度
々
御
越
し

被
下、

又
色
々
之
御
恵
投
物
を
戴
き」、

と
お
礼
を
述
べ

る
も
の
で
、

し
た
が
っ
て
、

明
治
十
四
年
一

月
四
日
付
の
書
簡
で
あ
る。

189

徳
富
猪
一

郎
宛
の
こ
の
書
簡
は
従
来
「
正
二
六
0
書
簡」
（
五
八
一

ー
五
八
ニ
ペ
ー
ジ）

で
は
、

そ
の
発
信
年
月
日
を
明
治
十
五
年
一

月

四
日
と
し
て
い
る。

し
か
し、
「
95
号
書
簡
」
と
同
様
の
理
由
に
よ
り、

そ
の
発
信
年
月
日
は
明
治
十
四
年
一

月
四
日
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る。

な
お、
「
95
号
書
簡」

に
は
「
猪
一

郎
様
二
は
一

書
差
上
候
」

と
見
え
る
の
が
、

こ
の
書
簡
に
相
当
す
る
と
い
え
よ
う
。

＊
＊「
段
々
御
面
談
申
候
学
校
之
一

件
」

と
は
徳
富
猪
一

郎
が
新
島
罪
に
打
朋
け
た

熊
本
に
お
け
る
学
校
「
大
江
義
塾
」

開
校
の
計
画
で

あ
る。

新
島
が
こ
の
書
簡
に
お
い
て
「
小
生
も
帰
京
後
段
々
尽
力
侯
得
共、

何
分
米
国
伝
道
社
井
当
地
之
宣
教
師
之
主
義
ハ

伝
道
一

方
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な
れ
は
、

決
而
熊
本
学
校
之
為
ニ
一

切
賛
成
致
さ
4
る
也
」

と
述
べ
て
い
る
の
は 、

朋
治
十
三

2
八
八
0)

年
十
一

月
末
の
段
陪
で

徳
富
猪
一

郎
が
抱
恢
し
た
熊
本
の
学
校
「
大
江
義
塾
」

の
構
想
の
原
案
を
知
る
上
で
大
切
で
あ
る 。

な
お
実
際
の
大
江
義
塾
の
熊
本
県

へ
の
設
置
伺
四
は
明
治
十
五
年＿―-
月
九
日
付
で
、

三
月
十
九
日
に
は
「
開
校
ノ
祝
文
」

が
披
露
さ
れ
た 。

正
式
の
開
校
は
九
月
十
二
日

で
あ
る
（
杉
井
六
郎
「
徳
富
猪一
郎
の
「
大
江
義
塗」

創
設
の
構
想
に
つ
い
て
」 、
『
日
本
歴
史』
一
九
八
五
年 、

四
五
0
号） 。
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下
村
孝
太
郎
（
一
八
六
―

—一
九
三
七）

は
明
治
十
二
(
-
八
七
九）

年
六
月、

同
志
社
英
学
校
余
課
を
卒
業
後、

十
月
か
ら
岸
和
田

伝
道
に
従
い
、

翌
年
二
月
か
ら
は
伝
道
の
か
た
わ
ら
時
習
社
に
お
い
て
英
学
の
教
授
を
担
当
し
た 。

し
か
し
反
対
党
の
迫
害
で
説
教
場

な
ら
ぴ
に
学
舎
も
継
続
不
可
能
と
な
り 、

郷
里
熊
本
に
帰
っ
た 。

爾
来
下
村
は
熊
本
英
語
学
会
に
あ
っ
て
、

機
会
を
え
ぬ
無
念
さ
を
か

こ
っ
て
い
た 。

下
村
孝
太
郎
が
同
志
社
の
教
員
と
な
る
の
は
一

年
半
余
後
の
明
治
十
五
年
九
月
で
あ
る 。

「
九
月
ョ
リ

卒
業
生
ナ
ル
下
村
孝
太
郎
氏

ヲ
招
キ
教
員
ノ
列
二

加
フ
」
（
第
1

巻
『
教
育
網』 、

史
料
41
「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）
」） 。

＊
＊
蔵
原
惟
郭
（
一
八
六
一

ー一
九
四
九）

は
熊
本
バ
ソ
ド

結
盟
の
一

人 。

明
治
九
（
一
八
七
六）

年
秋
同
志
社
英
学
校
に
編
入
学 。

こ
の
書
簡
は
「
正
一

九
二
書
簡
」

で
は、

そ
の
年
月
日
が
明
治
十
六
年
二
月
七
日
と
さ
れ
て
い
る 。

し
か
し 、

こ
の
害
簡
中、

「
去

〈

に
〉

廿
九
日
ニ
ハ

同
志
社
運
動
二
而
花
岡
山
第
五
記
念
会」、

さ
ら
に
「
小
生
も
御
地
に
参
上
之
節
ハ
不
図
も
尊
大
人
之
厚
き
御
遇
接
を
蒙

り 、

色
々
御
馳
走
二

相
成
り 、

又
々
大
兄
ニ
ハ

蘇
山
之
頂
上
迄
御
送
り
被
下
候
段
」

は、

と
も
に
明
治
十
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

前

者
は
「
同
志
社
記
事
」
（
第
1

巻
『
教
育
網』

史
料
42)

の
明
治
十
四
年
一

月
の
項
に

、

「
同
廿
九
日

運
動
場
ニ
テ
花
岡
山
第
五
紀
念
会

ヲ
催
ス
」

と
あ
り 、

後
者
は
「
日
抄
」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
網』

史
料
7)

の
明
治
十
三
年
十
一

月
十＿―-
日
ー

十
五
日
の
条
に
新
島
が

阿
蘇
の
蔵
原
家
に
宿
泊
し
奨
応
を
う
け
た
こ
と
を
し
る
し
て
い
る
も
の
で 、

し
た
が
っ
て
、

こ
の
古
簡
は
明
治
十
四
年
二
月
七
日
付
の

も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る 。
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同
志
社
に
お
け
る
花
岡
山
奉
教
記
念
会
（
熊
本
バ
ソ
ド

の
結
盟
記
念）

は、

明
治
十
(
-
八
七
七）

年
以
降、

熊
本
バ
ソ
ド

結
盟
の
人
び

と
の
み
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ、

あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
の
例
に
な
ら
っ
た 、

キ
リ
ス
ト

教
学
校
の
た
め
の
祈
図
会
と
い
う
形
が
と
ら
れ

〔
マ

こ

て
い
た
が、

学
校
幹
事
で
あ
る
山
崎
為
徳
の
日
記
に
よ
る
と 、

明
治
十一＿一
年
一

月ー―-
+
―

日
の
条
に
「
花
岡
山
第
五
周
年
紀
念
会
を
開

く 。

会
す
る
者
七
十
余
名、

上
原、

山
崎 、

デ
ビ
ス
、

加
藤、

ゴ
ル
ド
ソ
、

徳
富、

宮
川、

森
田 、

新
島 、

和
田
諸
氏
演
舌
す
」
（
松

浦
政
泰
絹
『
同
志
社
ロ
ー
マ
ソ
ス
』

所
収）

と
見
え、

外
国
人
宣
教
師
の
参
加
す
る
形
が
と
ら
れ、

バ
ソ
ド

結
盟
の
者
を
主
体
と
し
な
が
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ら
英
学
校、

女
学
校
の
生
徒、

な
ら
び
に
教
員
の
大
半
を
組
み
込
ん
だ
記
念
会
に
改
め
ら
れ
て
き
た。

同
志
社
の
公
的
な
記
録
で
あ
る
「
同
志
社
記
事
」
（
第
1

巻
『
教
育
網
』

史
料
42)

に
お
け
る
花
岡
山
の
記
念
会
の
初
出
は、

明
治
十
四

年
一

月
の
「
廿
九
日

運
動
場
ニ
テ
花
岡
山
第
五
紀
念
会
ヲ
催
ス
」

で

あ
る。

な
お
『
七
一

雑
報
』
（
六
巻
七
号、

明
治
十
四
年
二
月
十

八
日
発
行）

で
は
「
在
西
京
熊
本
県
人
会
：··
:
」

と
報
じ
て
い
る。

か

じ
ろ
と
も
よ
し

大
阪
教
会
の
新
任
教
師、

按
手
礼
を
う
け
る
の
は
上
代
知
新
で
あ
る。

新
島
襄
は
「
48
号
書
簡
」
（
明
治
七
年
十
二
月
九
日
付、

高
木
玄

2
 真

・

大
阪
公
会
会
員
宛）

に
見
る
よ
う
に
、

こ
の
教
会
か
ら
招
聘
を
う
け
た

特
別
の

問
柄
で
あ
り、

と
く
に

代
理
と
し
て

京
都
第
一
、

第
二
、

第
三
教
会
の
代
表
と
し
て
宮
川
経
輝
を
お
く
っ
た
経
緯
が
知
ら
れ
る。
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海
老
名
喜
三
郎
（
の
を
海
老
名
弾
正、
一
八
五
六
—
一

九
三
七）

は
熊
本
バ
ソ
ド
結
盟
の
一

人。

「
69
号
害
簡，
J

(
明
治
十
年
六
月
十
九
日
付、

褐
浅
治
郎
宛）

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

同
志
社
在
学
中
の
海
老
名
を
安
中
の
伝
道
に
派
造
す
る
に
当
っ
て、
「
学
校
中
―

二
を
争
ふ
程
之

者」、
「
小
生
之
罷
出
候
よ
り
も
却
而
御
神
益
可
有
之
」

と
ま
で
新
島
は
推
宜
し
た。

か
く
し
て
海
老
名
の
安
中
伝
道
は
明
治
十
年
七
月

の
第
一

回
伝
道
を
か
わ
き
り
に
、

翌
十
一

年
に
は
二
月
か
ら
七
月
ま
で
続
け
ら
れ、

と
く
に
こ
の
年
の
三
月
に
は
新
島
狸
が
来
て
、

三

月
三
十
日、

安
中
教
会
は
三
十
名
の
会
員
を
も
っ
て
建
会
さ
れ
た。

四
月
に
は
海
老
名
は
仮
牧
師
と
な
っ
た。

十
二
年
六
月
同
志
社
余

課
を
卒
業
し
た
海
老
名
は
即
座
に
安
中
に
赴
任
し、

そ
の
年
十
二
月
七
日
按
手
礼
を
う
け
て
安
中
教
会
牧
師
と
な
っ
た。

海
老
名
の
伝

道
活
動
は
活
発
で
教
勢
は
と
み
に
進
み、

近
く
の
原
市
に
も
伝
道
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た。

こ
の
害
簡
の
冒
頭
に
見
え
る
長
田
時
行
は
岡
山
の
生
ま
れ、

新
島
襄
の
す
す
め
で
明
治
十
三
年
六
月、

海
老
名
の
下
で
働
く
た
め
に

安
中
に
赴
き、

海
老
名
か
ら
洗
礼
を
う
け
た
（
ニ
ニ
七
ペ
ー
ジ
の
注
参
照）。

砂

こ
の
書
簡
は、

次
の
「
101
号
書
簡
」

と
と
も
に
、

「
邦
語
速
成
神
学
科
開
設
関
係
四
篇
」
（
第
1

巻
『
教
育
網』

史
料
7
)

に
も
収
め
ら

れ
て
い
る。

明
治
十
年
代
は
じ
め
の
同
志
社
の
神
学
教
育
に
求
め
ら
れ
て
い
た
課
題
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る。

す
な
わ
ち、

明
治
十

（
一
八
七
七）

年
夏
か
ら
同
志
社
の
学
生
伝
道
は
日
本
基
督
伝
道
会
社
の
方
策
の
も
と
で
進
め
ら
れ、

伝
道
は
ひ
ろ
く
各
地
に
展
開
さ
れ

た。

同
志
社
は
十
二
年
六
月
に
は
じ
め
て

余
課
生
（
神
学
本
科
卒
業
者）

を
世
に
お
く
る
こ

と
が
で

き
た
が
、

本
科
の
正
規
の
課
程

（
英
語）

を
修
了
し
た
神
学
生
ば
か
り
で
な
く、

現
実
に
「
地
方
」

の
民
衆
に
聖
杏
の
こ

と
ば
を
口
語
で
伝
え
る
伝
道
師
が
必
要
で
あ

り、

こ
れ
に
呼
応
し
た
速
成
の
邦
語
神
学
の
コ
ー
ス
を
設
け
て
、

そ
う
し
た
学
生
を
簑
成
す
る
こ
と
が
緊
急
の
課
題
と
さ
れ
た
。

そ
れ

は
英
語
神
学
履
習
の
課
程
と
と
も
に、

邦
語
神
学
の
課
程
を
別
科
と
し
て
併
設
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
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注 解

「
こ
ん
に
ゃ
く
版
」

と
同
じ
も

191

こ
の
速
成
神
学
科
志
願
者
宛
の
囲
簡
は
「
邦
語
速
成
神
学
科
開
設
関
係
四
篇
」

の
う
ち
の
四
篇
且、

の
で
あ
る
（
第
1
巻
r
教
育
覇』
一

九
ー
ニ
0
ペ
ー
ジ
参
照）。
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小
綺
弘
道
と
岩
村
千
代
の

婚
姻
は

律
田
仙
の

仲
立
ち
に
よ
る
も
の
で
、

明
治
十
四
（
一
八
八
一
）

年
四
月
学
農
社
教
授
岡
田
松
生
が

結
納
納
め
を
し、

沖
田
仙
夫
妻
を
媒
灼
人
と
し
て
、

六
月
七
日
明
石
町
に
新
築
さ
れ
た
海
岸
女
学
校
で
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
宜
教
師
ハ

リ
ス
(
Me
rri
m
a
n
C.
 
Harris)

と
一

致
教
会
の

奥
野
呂
網
の

司
式
で
お
こ
な
わ
れ
た
（
小
崎
弘
逍
『
七
十
年
の
回
顧』）。

な
お
r
七
一

9

9

ジ
ス

ト

雑
報
」
（
六
巻
二
四
号、

六
月
十
七
日
発
行）

で
は
式
場
は
築
地
美
以
美
会
堂
で
、

司
式
は
奥
野
昌
網
で
あ
っ
た
と
報
じ
て
い
る。

上
野
栄
三
郎
は
津
田
仙
の
長
女
琴
子
と
明
治
十
四
年
四
月
九
日
築
地
明
石
町
の

会
堂
で

結
婚
式
を
あ
げ
（『
七
一

雑
報
』
六
巻
一

七
号、

8
 明

治
十
四
年
四
月
二
十
九
日
発
行）、

杉
田
勇
次
郎
と
元
良
米
子
の
婚
姻
は
小
崎
弘
道
と
岩
村
千
代
の
結
婚
式
と
同
時
に
、

二
組
の
結
婚
式

が
お
こ
な
わ
れ
た。

上
野
栄
三
郎
や
杉
田
勇
次
郎、

そ
し
て
小
崎
弘
道
の
結
婚
の
結
納
役
を
つ
と
め
た
同
志
社
英
学
校
余
課
の
同
級
生

岡
田
松
生
ら
は
小
崎
を
東
京
で
迎
え
た
同
志
社
出
の
群
羊
社
の
人
び
と
で
あ
り、

新
肴
町
教
会
の
会
員
で
あ
っ
た。

＊
＊
耶
蕨
教
大
説
教
会
開
催
の
場
所
な
ら
び
に
日
時
に
つ
い
て
は
r
七
一

雑
報
」

に

報
道
さ
れ
た。

す
な
わ
ち
六
巻
一

七
号
（
四
月
二
十

九
日
発
行）

に
は
神
戸
に
て
開
催
す
る
予
定
で
あ
っ
た
の
を
西
京
に
変
更
し、

日
時
は
五
月
十
九
日
と
報
道
さ
れ、

つ
い
で
六
巻
一

九

号
（
五
月
十
三
日
発
行）

に
は
年
会
を
十
八
日
に
変
更
す
る
な
ど
の
報
道
が
見
ら
れ
る。

199

堀
金
太
郎
（
堀
貞
一
、
一
八
六
一

ー
一

九
四
三）

は
同
志
社
創
業
当
初
の

生
徒
の
一

人。

明
治
九
（
一
八
七
六）

年
十
二
月
十
日
第
三
公

会
の
設
立
さ
れ
る
日、

新
島
襄
か
ら
受
洗。

十
三
年
六
月
同
志
社
英
学
校
普
通
科
を
卒
業
し、

神
学
科
（
本
科）

に
進
む。

在
学
中
よ

り
京
都
府
亀
岡、

兵
庫
県
洲
本、

福
良
な
ど
に
伝
道
し、

と
く
に
亀
岡
は
明
治
十
一

年
日
本
基
督
伝
道
会
社
の
成
立
以
来
の
堀
の
伝
道

の
故
地
で
あ
っ
た。

明
治
十
七
年
六
月
神
学
本
科
を
卒
業、

翌
年
六
月
滋
賀
県
長
浜
教
会
で
按
手
礼
を
う
け、

爾
後
彦
根、

四
条、

新
渥、

前
橋
各
教
会

牧
師
を
歴
任。

明
治
四
十
二
年
よ
り
ハ
ワ
イ
の
ヌ
ア
ヌ
独
立
教
会
牧
師
と
な
り、

海
外
同
胞
へ
の
伝
道
に
尽
痒。
昭
和
二
（
一

九
二
七）

年
婦
国。

同
志
社
大
学
宗
教
主
任、

同
志
社
教
会
牧
師。

こ
の
書
簡
は
「
正
五
0
八
ぼ
筒
」
（
九
六
六
ペ
ー
ジ）

で
は
明
治
十
三
年
と
し、

月
日
を
未
詳
と
し
て
い
る。

し
か
し、

文
中
の
「
伊

勢
氏
之
開
堂
式
」

は
明
治
十
四
年
七
月＿―-
日
で
あ
り、

日
付
も
消
印
（
京
都）

に
よ
っ
て

明
治
十
四
年
六
月
十
六
日
と
確
定
で
き
る。

＊
＊「
伊
勢
氏
之
開
堂
式
」

は
今
治
教
会
の
開
棠
式
で、

r
七
一

雑
報
」
（
六
巻
二
五
号、

明
治
十
四
年
六
月
二
十
四
日
発
行）

に
よ
る
と、
「
来

787 



る
二
十
九
日
は
愈
々
会
堂
開
き
の
式
を
執
行
は
る
4
よ
し
」

と
あ
る
が、

実
際
は
七
月
三
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
（
六
巻
二
八
号、

七
月
十

五
日
発
行）。

新
島
迎
夫
妻
は
こ
の
開
堂
式
参
列
の
た
め、

七
月
一

日
京
都
を
出
発。
「
日
抄
」

（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
網』

史
料
7)

に
は

「
三
日
九
時
ョ
リ
開
堂
ノ
式
ア
リ
」

と
し
る
し
て
い
る。
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「
円
頂
先
生
甚
困
却
」

と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
大
説
教
会
は
明
治
十
四
(
-
八
八
一
）

年
五
月
十
七
日、

四
条
北
の
劇
場
で
お
こ
な
わ
れ

た
西
京
大
説
教
会
を
さ
し、

聴
衆
は
山
崎
為
徳
の
日
記
（『
同
志
社
ロ
ー
マ
ソ
ス
』

所
収）

で
は
「
聴
衆
凡
五
千
人
」、

原
田
助
の
日
記

（『
原
田
助
遣
集』）

で
も
「
聴
衆
五
千
人
」

と
伝
え
て
い
る
。
『
七
一

雑
報
』
（
六
巻
ニ
―
号、

五
月
二
十
七
日
発
行）

に
は
「
僧
侶
も
乎
民
も

満
場
に
充
滴
し、

実
に
錐
を
立
べ
き
の
余
地
も
な
く、

其
人
数
は
凡
そ
三
千
有
余
人
（
或
人
の
曰
く、
一

演
説
毎
に
少
な
く
も
四
五
十

名
は
入
か
は
り
た
れ
ば
之
を
以
て
計
算
す
れ
ば
昼
夜
此
所
に
て
説
教
を
聞
し
人
は
少
く
も
一

万
人
に
下
ら
ざ
り
し
な
ら
ん
と
）
〔
中
略〕

夜
十
時
過
閉
会
す、

此
夜
何
者
な
る
か
一

円
を
作
り
て
宮
川
氏
を
路
上
に
て
暗
殺
す
べ
し
云
々
の
書
を
該
会
の
庶
務
所
に
よ
り
て
同
氏

に
送
り
し
者
あ
り
」

と
排
邪
仏
僧
の
う
ご
き
が
伝
え
ら
れ
て
い
る。

た
す
く

鎌
田
助
（
の
ち
原
田
助、
一
八
六一――
_―
九
四
0)
は
明
治
十一――
（
一
八
八
0)

年
三
月
熊
本
よ
り
同
志
社
英
学
校
に
編
入
学。
翌
年
五
月

3
 
゜

洗
礼
を
う
け、

第
二
公
会
に
入
会
（
第
2
巻
『
宗
教
編』、

史
料
132
「
第
二
公
会
録
事」）、

つ
い
で
六
月
二
十
四
日
英
学
校
普
通
科
（
第
三
回）

卒
業、

同
じ
卒
業
者
に
は
大
西
祝、

亀
山
昇、

松
尾
敬
吾、

奥
亀
太
郎、

杉
田
潮、

上
原
方
立
ら
が
い
た。

滋
賀
県
近
江
八
幡
に
お
け

る
説
教
と
演
説
会
は
こ
の
年
は
じ
め
か
ら
主
と
し
て
鎌
田
が
担
当
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り、

こ
の
書
簡
は
神
学
本
科
に
進
む
（
明
治
十
七

年
六
月
卒
業）、

若
い
伝
道
者
鎌
田
の
溢
れ
る
気
持
に
一

考
を
も
と
め
る
も
の
で
あ
る。
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こ
の
書
簡
は
「
正
一

五
三
書
簡
」

（
三
七
三
ー
三
七
四
ペ
ー
ジ）

で
は
明
治
十
四
年
七
月
十
一

日
付
と
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
書
簡
に

は
本
来
日
付
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

川
本
が
伊
勢
時
雄
を
助
け
て

今
治
教
会
の

伝
灌
師
を
つ
と
め
て
い
た
の
が、

明
治
十
四
（
一
八
八

一
）

年
六
月
ま
で
で
あ
り、

明
石
教
会
の
降
屋
基
盛
が
死
去
す
る
の
は
六
月
十
日
で
あ
る
か
ら、

七
月
十
一

日
を
推
定
と
し
た。

＊
＊
降
屋
基
盛
（
一
八
五
―

|―
八
八
一
）
は
三
田
の
生
ま
れ。

明
治
九
（
一
八
七
六）

年
四
月
十
六
日
O
·

H
・

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
(
Orra
mel

H•
G
ulic
k)

よ
り
受
洗、

三
田
教
会
に
入
会。

十
二
年
十
一

月
招
か
れ
て

明
石
教
会
主
任
伝
道
師、

同
志
社
速
成
邦
語
神
学
科
に
学

ぶ。

十
四
年
六
月
十
日
急
逝
（『
七
一

雑
報』
六
巻
二
四
号、

六
月
十
七
日
発
行
な
ら
ぴ
に
『
天
上
之
友』、

大
正
四
年、

日
本
組
合
基
督
教
会
教
師

会
出
版）。

山
岡
手
方
に
つ
い
て
は
一

五
五
ペ
ー
ジ
の
注
＊
＊
＊
参
照。

こ
の
書
簡
は
山
岡
手
方
の
同
志
社
に
お
け
る
速
成
邦
語
神
学
の
課
程
を
終
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注 解

占
え
た
す
ぐ
後
の
こ
と
で
あ
る。

こ
の
四
簡
は
「
正
五
四
六
書
簡
」
(
1
01
11
0|

1
0ー
ニ
ー
ペ
ー
ジ）

で
は
朋
治
十
二
年
七
月
十
一

日
付
の
書
簡
と
し
て
い
る。

し
か

し
「
今
治
よ
り
之
婦
途
御
地
へ
参
上
可
仕
筈
之
処、

今
治
二
而
大
分
疲
労
を
生
し、

加
之
松
山
二

趣
き
昼
夜
之
大
説
教
会
を
開
ら
き、

続
き
て
尋
問
会
を
為
し
〔
中
略〕
一

先
帰
京
仕
候
〔
中
略〕

来
十
三
日
ニ
ハ

又
々
伝
道
上
二

関
〔
ツ
〕、

神
戸
二

委
員
集
会
之
催
有
之
」

と
あ
る
の
は
「
日
抄
」
（
第
5

巻
『
日
記
・
紀
行
網』

史
料
7)

の
明
治
十
四
年
七
月
四
日、

五
日、

六
日
な
ら
ぴ
に
十
三
日
の
条
に
見
え

る
通
り
で
あ
り、

明
治
十
四
年
七
月
十
一

日
と
確
定
で
き
る。

な
お
新
島
は
山
岡
手
方
に
こ
の
よ
う
に

申
し
送
っ
た
の
ち、

十
三
日
に
は
「
神
戸
二
到、

伝
道
者
教
育
ノ

法
方
二

付
相
談
ス
、

其

夜、

六
甲
山
ヲ
越
へ

有
馬
二

到
リ、

諸
教
友
二

面
会
シ

該
事
件
ヲ
談
ス
。

事
整
ヒ
テ
帰
ル
」

と
あ
り、

翌
々
日
の
十
五
日
に
は
「
早

朝、

大
阪
ヲ
発
シ
、

難
波
新
地
自
由
軒
ョ
リ
人
力
車
ヲ
雇
〔
ヒ
〕、

岸
和
田
二

到
ル
」
（
前
掲
「
日
抄」）

と
そ
の
約
束
を
果
し
て
い
る。

206

小
崎
成
章
・

亀
山
昇
の
二
人
は
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）

年
六
月
二
十
四
日、

同
志
社
英
学
校
普
通
科
（
第
二
回）

の
同
期
の
卒
業
生。

ま
た
と
も
に
神
学
校
本
科
に
進
み、

明
治
十
七
年
六
月
卒
業
し
た。

小
崎
成
章
は
弘
道
の
弟
（
一
七
四
ペ
ー
ジ
の
注
参
照）、

亀
山
昇
（
一
八
六
ニ
ー一
九
四一――)

は
熊
本
パ
ソ
ド
結
盟
の
一

人、

ジ
ェ
ー
ソ
ズ

よ
り
受
洗。

明
治
九
年
九
月
同
志
社
英
学
校
に
編
入
学、

十
二
月
三
日
第
二
公
会
の
設
立
の
日
に
入
会。

神
学
校
在
学
中
天
城
・

倉
敷

伝
道
に
従
い
、

十
七
年
十
一

月
十
九
日
天
城
教
会
設
立
に
と
も
な
い
仮
牧
師
と
な
る。

十
九
年
九
月
浪
花
教
会
仮
牧
師、

二
十
三
年
七

月
大
津
教
会
設
立
に
さ
い
し
按
手
礼
を
う
け
る。

の
ち
教
育
界
に
入
り、

奈
良、

熊
本、

山
口
県
の
中
学
校
長
を
つ
と
め
る。

な
お、

こ
の
書
簡
は
「
正
二
0
三
苫
簡」
（
四
四
五
—
四
四
七
ペ
ー
ジ）

で
は
そ
の
日
付
を
明
治
十＿―-
年
七
月
二
十
日
と
し
て
い
る。

し
か
し、

両
人
の
日
本
基
督
伝
道
会
社
に
よ
る
近
江
日
野
伝
道
は、

『
七
一

雑
報
』
（
六
巻
二
七‘
-―1
0、
-―-
＝-、

四
一

号）

に
報
道
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
明
治
十
四
年
の
こ
と
で
あ
り、

新
島
が
「
岸
和
田
二

参
リ
伝
道
」

と
述
べ
て
い
る
の
も
「
日
抄」
（
第
5

巻
『
日
記
・
紀

行
網』

史
料
7)

に
見
る
よ
う
に
明
治
十
四
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る。

8
 
0

こ
の
害
簡
は
従
来
「
正
三
七
八
害
簡」
（
七
七
四
ー
七
七
五
ペ
ー
ジ）

で、

そ
の
日
付
を
明
治
八
年
七
月
二
十
日
と
し
て
き
た。

し
か

2
 し、

新
島
の
日
記
「
日
抄」
（
第
5

巻
『
日
記
・
紀
行
編』
―
二
0
ーー
ニ
ニ
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と、

明
治
十
四
年
七
月、
「
十
五
日

早
朝

大
阪
ヲ
発
ッ
〔
中
略〕

岸
和
田
二

到
ル
、

十
六
日

十
五、

十
六
ノ
夜
演
説
ス
0
神
ヲ

拝
ス
ヘ

キ
事
0
基
督
ノ
愛
」

と
あ
り、

次
に

「
面
会
セ
ツ
者
ノ
姓
名
」

と
し
て
次
の
人
び
と
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る。

こ
れ
を
雷
簡
の

宛
名
書
き
に
準
じ
て

整
理
し
て
列
記
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す
る
と、

中
川
壮
（
老
人）、

田
中
次
郎
（
兎
毛
の
親）、

鈴
木
勉
（
子
鈴
木
秀
雄）、

本
田
勝
二
郎
（
書
店）、

山
本
清
（
中
川
の
二
男）

ら

で
あ
り、

そ
の
ほ
か、

横
山
貫
一
、

費
志
留
吉、

田
中
左
馬
二
郎、

平
井
喜
太
郎、

江
間
馬
太
郎、

沢
治
也、

戸
田
恒
馬、

永
栂
喜
義、

白
井
収
（
春
木
村
医
者）、

宮
内
茂、

松
本
郁
蔵
（
忠
岡
村
医
者）、

竹
中
権
平
（
本
町）

ら
の
人
び
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る。

い
ま、

こ
れ

ら
の
人
ぴ
と
の
う
ち、

密
筒
の
宛
名
に
記
さ
れ
て
い
る
人
ぴ
と
は
「
岸
和
田
基
督
教
会
略
歴
史
」

に
見
え
る
「
明
治
十
三
年
十
月
北
町

〔
r
r
u

2
3
〕

某
氏
ノ
宅
ヲ
借
リ
山
岡
手
方、

本
田
勝
次
郎、

山
本
清、

田
中
次
郎、

中
川
仕、

鈴
木
勉
等
僅
々
四
五
名
集
会
シ、

道
ヲ
講
ス
ル
ア
リ、

大
阪
教
会
牧
師
上
代
知
新
氏
来
岸
伝
道
七
ラ
ル
」

と
あ
る
の
と、

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

す
な
わ
ち、

こ
の
七
月
に
新
島
を
岸
和
田

に
迎
え、

連
名
で
謝
詞
を
述
ぺ
た
人
び
と
で
あ
る。

し
た
が
っ
て
こ
の
書
簡
は
明
治
十
四
年
七
月
二
十
日
付
と
確
定
で
き
る。

下
村
孝
太
郎
（
一
九
〇
ペ
ー
ジ
の
注
参
照）、

坂
井
禎
甫
(
-
八
五
七
ー一
八
八
七）

と
も
に
熊
本
バ
ソ
ド
の
結
盟
に
加
わ
り、

明
治
九
年

゜

秋
同
志
社
に
転
入
学
し
た。

坂
井
禎
甫
の
こ
と
は
若
く
し
て
死
去
し
た
た
め、

見
る
べ
き
活
動
が
知
ら
れ
て
い
な
い
が、

「
第
二
公
会

録
事
」
（
第
2
巻
『
宗
教
縮』

史
料
132)

に
よ
る
と、

明
治
九
（
一
八
七
六）

年
十
二
月
三
日、

第
二
公
会
の
設
立
の
日
に
入
会。

そ
の
後、

〔

ソ
〕

〔

ェ

〕

十
二
年
五
月
十
八
日
の
条
に
「
当
時
東
京
二

在
留
ス
ル
会
員
坂
井
禎
甫
ョ
リ
便
宜
二

依
リ
東
京
メ
ス
テ
ス
ト
、

イ
ビ
ス
コ
ー
パ
ル
教
会

ニ

移
リ
度
旨
申
来
リ
シ
ニ

付、

協
議
ノ
上、

衆
説
二

依
リ
テ
之
ヲ
許
ス
」

と
見
え、

同
志
社
英
学
校
を
去
っ
て
東
上、

し
か
も
教
会
の

転
会
を
申
し
出
て
い
る。

な
お
録
事
の
記
事
は
そ
の
す
ぐ
後
に
「
以
上
ノ
通
申
越
ッ
ク
ル
ニ
ョ
リ
衆
議
ノ
上
転
会
ヲ
許
ッ
タ
レ
ト
モ
、

其
ノ
后
再
ヒ
書
ヲ
遣
ツ
先
転
会
ハ

見
合
ス
可
キ
由
申
来
レ
リ
」

と
あ
っ
て、

坂
井
か
ら
猶
予
を
申
し
出
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。

そ
の

後、

坂
井
は
郷
里
熊
本
に
帰
っ
て、

下
村
と
伝
道、

教
育
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
こ
と
が、

こ
の
書
簡
で
知
ら
れ
る
が、

再
び
「
第
二

公
会
録
事
」

に
よ
る
と、

明
治
十
六
年
五
月
四
日
の
条
に、

「
坂
井
禎
甫
ハ

昨
年
自
ラ
除
名
依
頼
ノ
趣
ア
リ、

且
ッ
近
頃
愈
々
不
信
ノ

形
跡
ア
ル
ヲ
以
テ
除
名
二

決
ス
」

と
あ
り、

つ
い
で
六
月
三
日
の
条
に
「
東
京
ョ
リ
阪
井
禎
甫
氏
更
二

悔
改
シ
テ
束
京
第
一

教
会
二

属

ッ
ク
キ
旨
申
来
ル
、

当
会
ニ
テ
ハ
已
二

除
名
シ
タ
ル
旨
ヲ
以
テ
答
フ
」

と
あ
る。

頑
後
教
会
の
記
録
か
ら
は
そ
の
消
息
を
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

211

七
月
一

日
創
刊
の
『
東
肥
新
報
』
（
隔
日
刊）
で
「
処
々
秋
光

随
鉦
第
三
」
（『
同
志
社
大
江
義
塾
徳
宮
蘇
峰
資
料
集』

所
収）

に
よ
る
と、

明
治
十
四
（
一
八
八
一
）

年
「
六
月
二
十
五
日

今
日
ョ
リ
手
取
東
肥
新
報
社
二

引
キ
移
ル
。

七
月
一

日
ョ
リ
筆
ヲ
東
肥
新
報
二

取
ル、

余
力
筆
権
ノ
支
配
ハ

教
育、

叢
談
ノ
ニ
域
二

止
リ、

マ
、

投
書
二

論
説
ヲ
出
セ
リ
」

と
徳
富
猪
一

郎
は
し
る
し
て
い
る。

東
肥
新
報
社

は
社
長
有
馬
領
内、

局
長
下
田
弘、

編
輯
長
秋
岡
徳
郎、

印
刷
長
宗
像
政
で
相
愛
社
の
機
関
誌
r
東
肥
新
報
』

を
発
行
し
た。
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注 解

＊
＊
山
綺
為
徳
の
日
記
（『
同
志
社
ロ
ー
マ
ソ
ス
』

所
収）

は
朋
治
十
四

2
八
八
l

)

年
六
月
二
十
八
B
で
お
わ
っ
て
い
る 。

そ
の
病
床
の

経
過
を
く
わ
し
く
記
し
て
い
る
の
は
「
第
二
公
会
録
事
」
（
第
2
巻
『
宗
教
絹』

史
料
132)

で、

そ
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る 。

0
同
志
社
英
学
校
幹
事
兼
教
員
ニ
テ
当
教
会
員
山
崎
為
徳
氏
ニ
ハ
去
夏
以
来
肺
疾
二

罹
リ

蒔
二

伏
ス
ル
弦
二
四
閲
月、

療
養
其
効

ナ
ク
十
一

月
九
日
午
前
六
時
ヲ
以
テ
死
去
セ
ラ
レ
タ
リ 、

其
翌
十
日
午
後
第
二
時
ョ
リ

式
ヲ
会
堂
二

行
ヒ
、

新
島
氏
司
会、

森
田

氏
祈
蔚、

新
島
氏
山
崎
ノ
履
歴
ヲ
陳
ヘ
ラ
レ
、

市
原
氏
同
ジ
ク
其
品
格
ヲ
称
賛
ツ
一

個
ノ
俊
傑
ナ
ル
ヲ
証
シ
、

宮
川、

上
原
ノ
両

氏
ハ

悼
文
ヲ
朗
読
ッ
、

ラ
ー
ネ
ド

氏
ノ
祈
蔚
ヲ
以
テ
散
会
ス
此
日
会
ス
ル
者
ハ

京
都
三
教
会
信
徒
同
志
社
両
学
校
生
徒
等
ナ
リ 、

一

同
黒
谷
ノ
墓
地
二

葬
送
ッ
、

同
所
ニ
テ
ゴ
ル
ド
ソ
氏
ノ
祈
臣
ア
リ
キ

な
お
「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）
」
（
第
1

巻
『
教
育
網』

史
料
41)

に
は
「
七
月
廿
九
日 、

山
崎
為
徳
肺
病
二

罹
リ

京
都
ノ

病
院
二
入
院
ス

。

十
一

月
八
日 、

山
崎
為
徳、

新
島
氏
ノ
宅
二

於
テ
午
前
六
時
十
五
分
死
去
ス
、

第
二
教
会
新
築
会
堂
二

於
テ
葬
式
ヲ

行
ヒ
、

黒
谷
山
新
島
氏
墓
地
二

埋
葬
ス
」

と
見
え、

死
去
の
日
に
一

日
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る 。

な
お
『
七
一

雑
報』
（
六
巻
四
七
号 、

明
治
十
四
年
十
一
月
二
十
五
日
発
行）

は
九
日
死
去、

十
日
告
別
式
と
報
じ
て
い
る 。

山
岡
邦
三
郎
（
一
八
六
一

ー一
九
四
六）
は
父
手
方
の
感
化
を
う
け 、

は
や
く
横
浜
に
出
で、

英
学
を
築
地
大
学
校
（
東
京
一
致
英
和
学

2
 校）

に
学
び、

ア
メ
リ
カ
長
老
教
会
宣
教
師
ノ
ッ
ク
ス
(
Ge
or
ge

W .
 
Kn
o
x)

か
ら
洗
礼
を
う
け
た 。

父
手
方
の
宰
配
で
同
志
社
に

編
入
学 。

こ
の
書
簡
は
そ
の
編
入
の
手
続
を
伝
え
て
い
る 。

「
第
二
公
会
録
事
」
（
第
2
巻
『
宗
教
絹
』

史
料
132)

に
よ
る
と 、

明
治
十
五
年
九
月
二
十
九
日
に
「
同
夜、

山
岡
邦
三
郎
氏
東
京
新
栄

教
会
ノ
薦
書
ヲ
以
テ
当
会
二
入
ル
」

に
見
え
る 。

十
七
年
六
月
英
学
校
普
通
科
を
卒
業、

同
級
に
は
安
部
（
当
時
竹
内）

磯
雄、

岸
本

（
当
時
滝）

能
武
太、

村
井
知
至
ら
が
い
た 。

十
九
年
十
月
按
手
礼
を
う
け 、

会
津
若
松
伝
道
所
牧
師
と
な
り 、

二
十
二
年
三
月
に
お

よ
ぶ 。

二
十
四
年
一

時
郷
里
の
岸
和
田
教
会
を
牧
す 。

三
十
年
牧
師
の
職
を
退
き、

函
後
実
業
界
で
活
躍
し、

岸
和
田
煉
瓦
会
社
を
経

営
す。

こ
の
書
簡
は
「
正
二
六
五
書
簡」
（
五
九
一

ー
五
九
三
ペ
ー
ジ）

で
は
そ
の
日
付
を
明
治
十
九
年
一

月
十
九
日
と
し
て
い
る
。

6
 

し
か
し 、

新
島
は
こ
の
書
簡
で、

こ
の
一

月
の
行
動
日
程
を
述
べ
て
「
一

会
議
を
開
ら
き
〔
中
略〕

九
日
迄
相
懸
り 、

其
よ
り
直
ニ

他
所
二

趣
き
一

昨
夜
帰
京
仕
」

と
し
て
い
る
が、

そ
れ
は
彼
の
日
記
「
日
抄
」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
網』

史
料
7)

に
見
え
る
「
十
五

年
一

月
九
日

大
坂
心
斎
橋
通
高
麗
橋
南
二
入
ル
油
屋
森
田
耕
造
方
ニ
―

泊
ス

一

月
十
日

此
日
大
和
ノ
土
倉、

大
阪
二

来
レ
ル
由
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ヲ
キ
、
〔
中
略〕

期
失
ペ
カ
ラ
ス
ト
思
ヒ
、

其
朝
十
時
半
ョ
リ
森
田
ヲ
誘
ヒ
、

吉
野
ノ
大
滝
村
二

出
発
ス
」

に
は
じ
ま
る、

二
日
か
か
り

の
土
倉
庄
三
郎
訪
問
と
照
応
し、

新
島
は
十
二
日
か
ら
三
日
間
土
倉
の
も
と
で
過
し、

十
六
日
大
滝
村
を
発
っ
て
、

大
和
高
田、

国
分

を
通
っ
て
大
阪
を
へ
て
京
都
に
帰
る
こ
と
に
相
当
す
る。

「
日
抄
」

に
は
十
七
日
夜
の
京
都
に
帰
着
を
し
る
し
て
い
な
い
が、

こ
の
雹

簡
の
日
付
は
明
治
十
九
年
一

月
十
九
日
で
は
な
く、

明
治
十
五
年
（
一

月
十
九
日）

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る。

な
お、

追
而
書
に
「
下
村
も
余
程
困
却
」

と
あ
る
の
は、

熊
本
に
お
け
る
下
村
孝
太
郎
を
さ
し、

彼
が
招
か
れ
て
同
志
社
の
教
員
と

な
る
の
は
明
治
十
五
年
九
月
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
(
-

九
0
ペ
ー
ジ
の
注
参
照）。

相
愛
社
は
明
治
十
一

（
一
八
七
八）

年
五
月
に
熊
本
に
結
成
さ
れ
た
士
族
民
権
結
社
で
、

ル
ソ
ー
に
も
と
づ
く
主
権
在
民
を
主
張
し、

共
和
制
へ
の
志
向
も
あ
る
急
進
グ
ル
ー
プ
の
集
ま
り
で
あ
っ
た。

徳
富
猪
一

郎
は
明
治
十
四
年
七
月、

そ
の
機
関
紙
『
東
肥
新
報
』

に

鉦
を
執
り
（
ニ
―
―
ペ
ー
ジ
の
注
参
照）、

八
月
二
十
八
日
に
は
そ
の
社
員
と
な
っ
た
（「
処
々
秋
光

随
筆
第一―-
」、
『
同
志
社
大
江
義
塾
徳
宮
蘇

峰
資
料
集』

所
収）。

若
い
猪
一

郎
の
言
動
が
紫
漠
会
か
ら
脱
会
し
た
実
学
派
の
立
憲
自
由
党
と
十
五
年
二
月
に
公
議
政
党
を
組
織
す
る

相
愛
社
の
内
で
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
こ
と
に
な
る
の
か、

新
島
が
す
す
め
る
「
相
愛
社
ョ
リ
ハ

勧
学
社
之
為
如
何
ナ
ツ

被
下
候

哉」

も
ま
だ
究
め
尽
さ
れ
て
い
な
い
問
題
で
あ
る。

，

 

ー

＿―-
輪
振
次
郎
は
越
後
国
（
新
潟
県）
＿―-
島
郡
興
板
の
人。

明
治
十
三
（
一
八
八
0)

年
三
月
三
日
洗
礼
を
う
け
て

京
都
第
二
公
会
に
入

会
し
た
（
第
2
巻
『
宗
教
絹』、

史
料
132
「
第
二
公
会
録
事」）。
「
山
崎
為
徳
日
記
」
（『
同
志
社
ロ
ー
マ
ソ
ス
』

所
収）

に
よ
る
と、

十
四
年
一

月

十
五
日、

三
輪
振
次
郎
は
祗
園
の
文
阿
弥
に
お
け
る
同
志
社
演
説
会
で
「
物
価
騰
貴
の
説
」

と
題
し
て
演
説
し、

当
日
は
新
島
狸
も
演

説
（
第
2
巻
『
宗
教
絹』、

史
料
80
「
安
息
日
卜
文
明
国
ノ
関
係
ノ
論」）

を
お
こ
な
っ
た。

つ
い
で
三
月
二
十
五
日
の
同
志
社
学
術
演
説
会
で

も、

彼
は
「
勿
泣
」

と
題
し、

山
崎
為
徳
（
自
由
と
法
の
関
係）、

デ
フ
ォ
レ
ス
ト
（
親
切
と
不
親
切
の
説）

ら
と
演
説
し
て
い
る

（『
七
一

雑
報』
六
巻
四‘
―
二
号）。

新
島
が
こ
の
書
筒
で
、

郷
里
に
帰
っ
た
三
輪
振
次
郎
に
京
都
第
二
公
会
の
近
況
な
ら
び
に
演
説
会
活

動
の
状
況
を
報
じ
て
い
る
の
は、

同
労
し
た
深
い
思
い
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る。

ま
た、

新
島
の
日
記
「
日
抄」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
網』

史
料
7)

に
は、

「
越
後
国
娯
況
(
+
六
年
七
月

三
輪
振
二
郎
氏
ョ
リ

閲
ク
）
」

と
し
て
北
辰
自
由
党
な
ら
び
に
県
会
の
有
力
者、

越
後
の
政
治
経
済
事
俯
な
ど
が
害
き
留
め
ら
れ
て
お
り、

二
人
の
交
わ
り

の
深
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る。

な
お、

こ
の
書
簡
の
追
而
醤
の
は
じ
め
に
見
え
る
「
三
輪
礼
」

す
な
わ
ち
三
輪
礼
太
郎
(
+
七
年
英
学
校
卒
業）、
「
淋
号
書
簡
」

に
見
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注 解

え
る
「
女
生
方
徊
両
人
」

に
あ
た
る
三
輪
永、三
輪
石
（
と
も
に
二
十
一

年
女
学
校
卒
業）

は 、

そ
れ
ぞ
れ
三
輪
振
次
飼
の

従
弟 、

従
妹

に
あ
た
り 、

ま
た 、

の
ち
同
志
社
の
教
員
と
な
る一
二
輪
源
造
（
二
十
三
年
英
学
校 、

三
十
二
年
神
学
校
卒
業）

は

彼
の
弟
で
あ
る 。

な
お
こ
の
書
簡
は
「
正
五
三
八
苫
簡
」
(
1

0
一
九
ー1

0
二
〇
ベ
ー
ジ）

に
お
い
て
は 、

明
治
十
六
年
二
月
二
十
日
付
と
し
て
い
る 。

し
か
し 、

本
文
に
は
五
月
二
十
日
と
明
記
が
あ
る 。

こ
の
書
筒
の
日
付
に
つ
い
て
は
「
去
年
十
月
二
十
二
日
を
以
開
堂
式
を
執
行
云
々
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
公
会
録
事」
（
第
2
巻
『
宗

0

0

0

0

教
網』

史
料
132)
に
見
え
る
明
治
十
四
年
十
二
月
二
十
二
日
の
条
の
「
当
会
新
築
会
堂
ノ
開
堂
式
ヲ
挙
行
ス
、

当
日
集
会
ス
ル
者
ハ

京
都

三
教
会
ノ
信
徒 、

同
志
社
両
学
校
ノ
生
徒
等
凡
二
百
有
余
人
ナ
リ
キ 、

市
原
氏
司
会
ニ
テ
諸
氏
ノ
祈
蒻
演
舌
祝
詞
等
〔
下
略〕
」

に
相
当

す
る 。

さ
ら
に
、

「
前
壁
晩
餐
ニ
ハ

生
徒
中
七
人
受
洗
」

と
あ
る
の
は
同
じ
く
「
第
二
公
会
録
事」

の
明
治
十
五
年
二
月
五
日
の
条
に

「
第
一

教
会
二

於
テ
聖
晩
餐
礼
ヲ
執
行
ス
、

ゴ
ル
ド
ソ
氏
説
教、

グ
リ
ー
ソ
氏
司
礼 、

当
日
新
島
氏
ョ
リ

洗
礼
ヲ
受
ク
ル
者
合
セ
テ
九

人 、

其
中
第
二
教
会
二

入
ル
者
左
ノ
如
ツ
」

と
あ
っ
て
、

新
原
俊
秀
（
鹿
児
島
県） 、

岡
本
磯
雄
（
福
岡
県） 、

滝
能
武
太
（
岡
山
県） 、

山

中
百
（
福
岡
県） 、

原
忠
美
（
岡
山
県） 、

沢
山
雄
之
助
（
山
口
県） 、

山
田
安
路
（
熊
本
県）

の
七
名
を
あ
げ
て
い
る
の
に

該
当
す
る
と
思

わ
れ
る 。

し
た
が
っ
て
こ
の
三
輪
振
次
郎
宛
占
節
の
発
信
年
は
明
治
十
五
年
と
確
定
で
き
る 。

中
村
栄
助
（
一
八
四
九
—一

九
三
八） 。

新
島
迎、

山
木
覚
馬
に
師
事
し
て
そ
の
感
化
を
う
け 、

そ
の
志
を
継
承
す
る
こ
と
を
終
生
に

2゚2

わ
た
っ
て
努
め
た
政
治
家、

実
業
家 。

こ
の
新
島
Eぃ
簡
は
中
村
栄
助
宛
で
残
さ
れ
て
い
る
最
初
の
も
の
で
、

彼
は
当
時 、

京
都
府
会
議

員、

琵
琶
湖
疏
水
委
員
と
し
て
知
事
北
垣
国
道
府
政
の
気
鋭
な
推
進
役
の
一

人 。

明
治
十
六
（
一
八
八
三）

年
二
月
デ
イ
ヴ
ィ

ス
か
ら
第
二
公
会
で

洗
礼
を
う
け 、

同
月
松
山
高
吉、

伊
勢
時
雄
と
と
も
に
同
志
社
社

員
と
な
り 、

以
後
同
志
社
の
運
営
に
た
ず
さ
わ
る 。

十
八
年
一

月
四
条
（
の
ち
京
都）

教
会
の
立
会
に
尽
力
し 、

以
後
青
年
会、

教
会

執
事、

組
合
教
会
常
議
員
（
の
ち
理
事）

な
ど
を
つ
と
め
た 。

二
十
三
年
第
一

回
総
選
挙
で

当
選
し
衆
議
院
議
員
（
三
十
一

年
第
六
回
総

選
挙
に
も
当
選）

と
な
り 、

ま
た
府
会
議
長、

市
会
議
長
を
つ
と
め
た 。

な
お
、

こ
の
害
簡
は
従
来
「
正
四
四
一

書
簡」
（
八
四
三
ペ
ー
ジ）

で
は 、

日
付
を
明
治
二
十
二
年
の

六
月
二
十
九
日
と
し
て
い
る 。

し
か
し 、

消
印
は
明
ら
か
に
十
五
年
で
あ
る
の
で 、

こ
こ
に
収
め
た 。

「
日
抄
」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
網』

史
料
7)

に
よ
る
と 、

明
治
十
五
(
-
八
八
二
）

年
七
月
三
日
京
都
を
発
し 、

中
山
道
を
経
由
し

ー2
て
安
中
か
ら
東
北
に
向
う 。

同
行
は
伊
勢
時
雄 。

徳
富
猪
一

郎、

湯
浅
吉
郎、

奥
亀
太
郎、

保
坂
七
之
介
ら
は
安
中
ま
で
同
行 。

こ
の
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七
月
二
十一＿一
日
は
日
光
か
ら
宇
都
宮
に
出
て
安
息
日
を
守
っ
て
い
る。

＊
＊
新
島
の
「
日
抄
」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
網』
一
四
0|

―
四
五
ベ
ー
ジ）、

「
日
誌
」
（
前
掲
書
一
七
九
ー一
八
ニ
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と、

彦

根
教
会
牧
師
本
間
重
炭
（
明
治
十
二
年
六
月
四
日
教
会
設
立、

按
手
礼）

の
牧
師
辞
任
の
申
し
出
に
つ
き、

新
島
は
こ
の
年
六
月
十
四
日
か

ら
十
七
日
に
か
け
て
彦
根、

長
浜
に
赴
き、

本
間
重
鹿
な
ら
び
に
教
会
員
と
相
談
を
重
ね
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る。

こ
の
新
島
書
簡
に
よ
る
と、

新
島
は
七
月
＝一
日
の
出
発
前、

ゴ
ー
ド
ソ
と
相
談
し
て
堀
金
太
郎
を
八
日
市
教
会
に
赴
任
さ
せ
る
こ
と

に
決
定
し
た。

し
た
が
っ
て
八
日
市
に
赴
任
し
た
か、

そ
し
て
彦
根
へ
の
助
勢
は
い
か
に
と
気
遣
い
を
述
べ
て
い
る
。

た
だ
七
月
十
四

日
発
行
の
『
七
一

雑
報』
（
七
巻
二
八
号）

に
よ
る
と、
「
京
都
報
知」
（
教
会
新
報）

に
は
「
当
夏
京
都
よ
り
各
地
へ
伝
道
せ
ら
る
4

人

人
」

の
な
か
に
「
堀
金
太
郎
氏
は
備
中
笠
岡
へ
」

と
報
じ
ら
れ
て
お
り、

も
ち
ろ
ん
堀
の
笠
岡
伝
道
は
夏
期
休
暇
中
の
一

時
期
の
も
の

で
あ
る
が、

堀
の
八
日
市
派
遣
に
関
す
る
新
島
・
ゴ
ー
ド
ソ
の
相
談
と
『
七
一

雑
報
』

と
の
報
道
に
は
齢
甑
が
見
ら
れ
る。

*
＊
＊
「
日
抄
」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
網』

史
料
7)

に
よ
る
と、

明
治
十
五
年
七
月
二
十
七
日
に
「
若
松
着
ス
」

と
見
え、
「
旧
号
書
簡」

（
七
月
二
十
八
日
付、

徳
富
猪
一
郎
宛）

は
そ
の
宿
所
（
若
松
七
ケ
町
清
水
屋
平
次
方）

か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る。

9、

木
曽
街
道
道
中
の
新
島
の
忠
告
の
こ
と
は
徳
富
猪
一

郎
の
記
録
「
所
見
所
聞
」

の
な
か
の
「
中
仙
道
日
記」
（『
同
志
社
大
江
義
塾
徳
富

蘇
峰
資
料
集』

所
収）

に
は
言
及
が
な
い
。

『
蘇
峰
自
伝』

に
よ
っ
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る。

こ
の
旅
行
に
は
苦
情
や
面
倒
も
な
か
っ
た
が
〔
中
略〕

困
っ
た
事
は、

寄
れ
ば
触
れ
ば、

新
島
先
生
が
予
に
向
っ
て
説
教
せ
ら
る

る
事
で
あ
っ
た。
〔
中
略〕

福
島
に
泊
っ
て
〔
中
略〕
一

日
の
逗
留
は
結
構
だ
が、

そ
の
為
に
予
は
懃
か
ら
ず
先
生
の
説
教
に
悩
ま

さ
れ
た。

つ
ま
り
そ
の
一

日
に
て
予
を
せ
め
落
す
積
り
で
あ
っ
た
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
た。

杉
田
勇
次
郎、

小
崎
弘
道
に
つ
い
て
は
一

六
八
ペ
ー
ジ
の
注
参
照。

な
お
徳
富
猪
一

郎
の
し
る
す
「
所
見
所
聞」
（『
同
志
社
大
江
義
塾

3
 
2
 
2
 徳
富
蘇
峰
資
料
集』

所
収）

に
も、
「
中
仙
道
日
記
」

が
中
断
し
な
が
ら、
「
七
月
十
三
日

早
朝
馬
車
ニ
テ
東
京
二

着
ス
、

直
二

杉
田
勇

二
郎
ヲ
訪
ヒ
、

寛
話
ン
、

伴
フ
テ
小
崎
氏
二

至
リ、

夜
杉
田
氏
二

宿
ス
」

と
あ
る
の
は
新
島
の
指
示
と
関
連
し
て
興
味
深
い
。

コ
レ
ラ
の
蔓
延
は
明
治
十
（
一
八
七
七）

年、

そ
し
て
十
二
年
は
全
国
に
ひ
ろ
が
り
狙
檄
を
き
わ
め
た。

こ
の
年
に
も
『
七
一

雑
報
』

422
（
七
巻
三
三
号、

明
治
十
五
年
八
月
十
八
日
発
行）

に
よ
る
と
「
東
京
府
下
コ
レ
ラ
病
患
者
の
総
数
は
初
発
よ
り
去
る
十
二
日
ま
で
三
千
八

百
九
十
一

人、

う
ち
死
亡
二
千
五
百
二
十
四
人
」

と
見
え
る。

＊
＊
東
京
二
教
会
と
は
粟
津
高
朋
の
教
会
（
日
本
教
会）

と
小
崎
弘
道
の
教
会
（
新
桜
田
教
会）

を
さ
す。

794 



注 解

粟
津
裔
朋

2
八
三
八
ー一
八
八
0)

�
四
九
ペ
ー
ジ
の
注
参
照。

朋
治
元
(
-
八
六
八）

年
バ
ラ
か
ら
洗
礼
を
う
け、

五
年
二
月
日
本

基
督
公
会
す
な
わ
ち
横
浜
公
会
（
海
岸
教
会）

の
設
立
に
さ
い
し、

同
教
会
に
入
り、

六
年
九
月
東
京
公
会
（
最
初
は
築
地
朋
石
町、

八
年

新
栄
橋
に
会
堂
新
築）

の
創
立
者
の
一

人。

し
か
し、

九
年
日
本
人
の

伝
道
は
日
本
人
自
ら
当
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
独
立
教
会
主
義
を
主

張
し、

教
会
の
長
老
を
辞
し、

以
後
麻
布
仲
ノ
町
に
石
造
の
会
堂
を
た
て
て
日
本
教
会
と
称
し、

外
国
人
宣
教
師
に
依
存
し
な
い
独
自

の
伝
道
を
お
こ
な
っ
た。

粟
津
は
十
三
年
九
月
二
十
八
日
に
死
亡
し、

そ
の
後
は
和
田
秀
豊
が
そ
の
集
会
を
司
ど
っ
た。

小
崎
弘
道
の

新
桜
田
教
会
と
の
合
併
は、

明
治
十
五
年
の
春
に
い
た
っ
て
具
体
化
し、

合
同
親
睦
会
が
開
か
れ、

爾
後
毎
日
曜
の
集
会
は
交
互
に
麻

布
仲
ノ
町
の
教
会
と
新
桜
田
町
の
教
会
で
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。

ニ
教
会
の
合
併
は
十
五
年
九
月
七
日
麻
布
仲
ノ
町
の
日
本
教
会
で
和
田
秀
豊
の
司
会
で
お
こ
な
わ
れ、

合
併
教
会
は
小
崎
を
牧
師
と

し、

麻
布
仲
ノ
町
の
日
本
教
会
を
会
堂
と
し、

東
京
第
一

基
督
教
会
と
称
し
た。

新
島
が
こ
の
合
併
に
対
し
て
小
崎
に
述
べ
る
態
度
は、

そ
の
ま
ま
「
粟
津
教
会
卜
小
崎
氏
教
会
ノ
合
併
式
ノ
ト
キ
教
会
員
ヘ

ノ

勧

メ
」
（
第
2

巻
『
宗
教
網』

史
料
76
)

に
見
る
こ
と
が
で
き
る。

125.

「
来
八
月
三
四
日
之
比
迄
二

出
京
」

と
あ
る
八
は
九
の
書
き
誤
り。

「
日
抄
」
（
第
5

巻
『
日
記
・
紀
行
綱』
一
六
二、
一
六
七
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と、

八
月
六
日
「
安
息
日

此
日
デ
ビ
ス
ニ

書
ヲ
送
ル
、

上
原
方
立、

山
中
茂、

新
島
公
義、

小
崎
弘
道
諸
君
二

書
ヲ
送
ル
」

と
あ
っ
て
、

こ
の
「
125
号
書
簡
」

に
当
る
こ
と
が
見
ら
れ
る。

八
月
二
十
一

日
の
条
に
は
「
本
日、

高
湯
出
発
」

と
あ
る。

「
日
誌」

（
前
掲
書
一
八ー―-
|
―
八
四
ペ
ー
ジ）

に
は、

九
月
二
日
「
東
京
二

来
リ
山
城
町
山
城
軒
二

滞
留
す。

此
日、

韓
人
手
雄
烈
此
宿
ヲ
去

ル
」、

同
七
日
「
小
崎
弘
道
氏
教
会、

粟
津
教
会
卜
合
併
ス
。

此
日
ノ
式
ハ

午
后
二
時
ョ
リ
初
ム
、

津
田
仙、

植
村
正
久、

ワ
デ
ル
氏

ノ
祝
詞
ア
リ、

予
ノ
勧
ア
リ。

五
時
半
テ
式
ヲ
終
フ
」

と
見
え
る。

＊
＊
土
倉
庄
三
郎
（
一
八
四
〇
ー一
九
一
七）

は
奈
良
大
滝
村
の
山
林
王。

土
倉
は
明
治
十
四
(
-
八
八
一
）

年
立
憲
政
党
新
聞
編
輯
長
古
沢

滋
を
伴
っ
て
新
島
狸
を
訪
ね、

子
供
の
教
育
を
依
託、

新
島
の
大
学
創
立
計
画
に
尽
力
を
約
束。

十
五
年
一

月
に
は
新
島
が
大
滝
村
に

土
倉
を
訪
ね、

爾
後
新
島
と
土
倉
の
間
に
は
子
女
の

教
育
を
介
し
て

親
密
な
家
族
的
つ
き
あ
い
が
う
か
が
わ
れ
る
（
第
5

巻『
日
記
・

紀
行
編』、
「
日
誌」
一
八
ニ
ペ
ー
ジ
参
照）。

な
お
こ
の
書
簡
は
「
正
五
八
四
忠
簡
」
(
―
1
0
九
ー―
―
-
0
ペ
ー
ジ）

で
は
明
治
十
六
年
九
月
二
十
八
日
付
と
し
て
い
る。

し
か
し

本
文
中
に
見
え
る
「
勝
海
舟
之
書
」

は、
「
日
誌」
（
前
掲
害一
八
四
ペ
ー
ジ
参
照）

に
よ
る
と、

明
治
十
五
年
九
月
九
日
の
条
に
「
津
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〔
性〕

田
氏
卜
共
二
勝
安
房
先
生
ヲ
訪
フ。

土
倉
庄
三
郎
之
為、

予
之
為
二
振
筆
ヲ
乞
ヒ
タ
リ。

書
ハ
余
程
美
事
二
出
来
ス、

先
生
之
気
象
ヲ

見
ル
〔
二
〕
足
レ
リ
」
と
あ
り、
こ
の
書
簡
は
明
治
十
五
年
九
月
二
十
八
日
と
確
定
で
き
る。
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土
倉
庄
三
郎
の
長
女
富
子
（
明
治
二
（一
八
六
九）
年
生）、

次
女
政
子
（
明
治
四
年
生）。
『
女
学
校
期
報』
（
第一
号）
に
よ
る
と
政
子

は
明
治
二
十
二
年
六
月
第
七
回
の
卒
業
生。

な
お＿―-
女、

四
女
の
糸、

小
糸
も
女
学
校
を
二
十
六
年
六
月
卒
業
し
て
い
る。

＊
＊
新
島
旧
邸
に
額
装
さ
れ
て
製
蔵
さ
れ
る
勝
安
房
の
書
は
次
の
通
り
で
あ
る。

土
倉
庄
三
郎
に
あ
て
た
文
言
は
知
ら
れ
て
い
な
い。

自
処
超
然

処
人
露
然

無
事
澄
然

有
事
斬
然

得
意
淡
然

失
意
泰
然

壬
午
仲
秋
応
譲
新
島
老
兄
嘱

六
然
居
士

海
舟

＊
＊
＊
北
垣
国
道
（一
八
三
六
ー一
九一
六）
は
但
馬
国
養
父
郡
の
生
ま
れ、
二
十
八
歳
の
と
き
天
誅
組
の
乱
に
応
し
た
生
野
の
変
に
加
わ
る。

戊
辰
戦
争
の
さ
い
鳥
取
藩
兵
と
し
て
幕
府
軍
の
追
討
に
あ
た
る。
明
治
十
四
(-
八
八
一
）

年一
月
京
都
府
知
事
と
な
る。
前
任
者
槙
村

正
直
に
比
し
て
同
志
社
の
教
学
に
理
解
と
好
意
を
よ
せ、

新
島
の
在
世
中
か
わ
ら
な
か
っ
た。

同
志
社
病
院、

看
病
婦
学
校
の
開
院
な

ら
び
に
設
立、

神
学
専
門
科
の
設
置、

明
治
専
門
学
校
設
立
に
積
極
的
に
協
力
し、

そ
の
依
託
は
自
ら
の
子
供
の
教
育
に
お
よ
ん
だ。

な
お、
こ
の
書
簡
は
「
正
一
六
0
書
簡」
（
三
八
―
—
三
八
三
ペ
ー
ジ）
で
は、

そ
の
日
付
を
明
治
十
六
年
十
月
十
八
日
と
し
て
い
る。

し
か
し、

文
中
に
見
え
る
鳥
取
出
身
の
生
徒、

林
拾
に
つ
い
て
は、

新
島
の
「
日
誌」
（
第
5
巻
『
日
記・
紀
行
網』
一
八
六
ー一
八
八
ペ

ー
ジ）
の
明
治
十
五
年
十
月
十
二
日
の
条
に
「
林
拾
氏
上
京、

避
病
院
ョ
リ
全
治
ノ
上
出
院」、

十
月
三
十
一
日
に
は
「
本
日
使
ヲ
以

テ
北
垣
知
事
ョ
リ
林
拾
氏
学
資
ト
ッ
〔
テ〕
十
円
遣
セ
リ、

但
十一
月、

十
二
月
ノ
ニ
ヶ
月
分」
と
見
え、

Note
と
し
て
「
林
氏
九

月
来
コ
レ
ラ
ニ
罹
リ、

学
資
乏
〔
シ〕
キ
ニ
ョ
リ
不
得
止
事、

知
事
二
乞
ヒ
タ
レ
ハ
知
事
ハ
予
ノ
宅
へ
来
訪
ア
リ、

林
氏
ノ
人
ト
ナ
リ

ヲ
尋
ネ、

予
ノ
保
証
等
ヲ
得、

遂
二
同
人
ヲ
扶
助
ス
ル
ニ
決
ツ、

此
度
予
ノ
手
二
金
ヲ
送
ル
ニ
至
レ
リ」
と
あ
り、

し
た
が
っ
て、

そ

の
年
代
は
明
治
十
五
年
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る。

p

長
田
時
行
（一
八
六
0
ー一
九
三
九）
は
岡
山
生
ま
れ、

上
京
し
て
築
地
大
学、

横
浜
の
バ
ラ
迷
に
学
び、
バ
ラ
夫
人
に
導
か
れ
て
求

道
心
を
お
こ
す。

明
治
十
三
（一
八
八
0)

年
新
島
襄
の
岡
山
伝
道
を
機
縁
に
同
志
社
に
来
り、

つ
い
で
安
中
に
赴
き、

十
四
年
安
中

教
会
で
海
老
名
喜
三
郎
よ
り
洗
礼
を
う
け
る
(「
99
号
書
簡」
参
照）。

十
五
年
上
京
し
て
和
田
正
幾、

元
良
勇
次
郎
ら
と
耕
教
学
舎
（
の

ち
青
山
学
院）
の
教
育
に
た
ず
さ
わ
り、

ま
た
小
崎
弘
道
の
東
京
第一
基
督
教
会
の
会
長
（
仮
教
師）

と
な
り、

そ
の
間
十
七
年
八
月
よ
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注 解

り
ー

カ
年
同
士心
社
速
成
神
学
科
で
研
究。

十
九
年
十
一

月
按
手
礼
を
う
け
多
冊
教
会
牧
師
と
な
る。

三
十
六
年
一

月
天
満
教
会
牧
師、

大
正
三
(
-
九
一
四）

年
八
月
新
潟
教
会
牧
師
と
な
り、

大
正
十
二
年
一

月
ま
で
ほ
ぽ
四
十
年
に
な
ん
な
ん
と
す
る
牧
会
活
動
を
展
開、

そ
の
間
日
本
基
督
伝
道
会
社
社
長、

共
励
会
会
長
を
数
次
に
わ
た
っ
て
つ
と
め、

以
後
は
紫
苑
会
を
創
設、

独
立
伝
道
を
東
京
で
お
こ

な
っ
た
。

こ
の
忠
簡
は
従
来
「
正
一

四
一

書
筒
」
（
三
五
七
ペ
ー
ジ）

で
は
明
治
十
四
年
十
月
二
十
五
日
付
と
し
て

き
た。

し
か
し
新
品
罪
の

「
日
誌
」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
網』
一
八
八
ペ
ー
ジ）

の
明
治
十
五
年
十
月
二
十
五
日
の

項
に
は、
「
本
日、

長
田
時
行
二
、

岡
山
ョ
リ

0

0

 

来
レ
ル
八
円
ヲ
小
崎
二

托
ツ
造
ス
」

と
見
え、

こ
の
害
簡
の
内
容
と
ま
っ
た
＜
一

致
す
る。

し
た
が
っ
て、

こ
の
書
簡
の
日
付
は
明
治

十
五
年
十
月
二
十
五
日
で
あ
る。
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「
福
井
信
徒
」

と
い
う
宛
名
は、

こ
の
ほ
か
「
150
号
書
簡
」

（
明
治
十
六
年
十
月
二
十
三
日
付、

正
し
い
宛
名
は
「
福
井
二
在
る
基
怪
二
於
ヶ

2
 ル

愛
ス
ル
諸
兄
弟
方」）

が
あ
る。

こ
の
「
129
号
因
簡
」

に
は
明
治
十
五
（
一
八
八
二）

年
夏、

福
井
に
派
述
さ
れ
た
神
学
生
「
竹
原
義
久
」

と
「
木
村
」

の
二
人
の
ほ
か、

特
定
の
人
名
に
は
言
及
す
る
と
こ
ろ
が
な
く、

た
だ
「
御
地
之
信
者
」

と
述
ぺ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

「
150
号
書
簡
」

に
は
前
記
の
竹
原、

木
村、

そ
れ
に
あ
ら
た
に
三
宅
の
生
徒
名
が
見
ら
れ、

そ
の
ほ
か
は
「
笠
原
先
生」、
「
松
原
君」、

「
島
田
君」、
「
角
野
虎
」、
「
松
浦
君
」

の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
て、

恐
ら
く
こ
れ
ら
の
人
び
と
が
中
心
と
な
る
の
で
あ
ろ
う。

な
お、

新
島
の
明
治
十
六
年
八
月
の
活
動
を
し
る
す
「
出
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
絹』

二＿―-
九
ペ
ー
ジ）

に
は
「
福
井
ノ
教
友

三
四
名
」、
「
福
井
ノ
一

信
徒
松
浦
庄
ノ
助
氏
」

な
ど
と
あ
り、

『
七
一

雑
報
』

に
よ
る
と、

福
井
地
方
へ
の
同
志
社
学
生
に
よ
る
夏
期

伝
道
は
明
治
十
三
年
本
間
重
炭
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
（
五
巻
二、

八、
一
九
号）
、

十
四
年
に
は
上
原
方
立、

長
谷
川
末
治
の
集
中
伝

道
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
六
巻
二
七‘
-―1
0、

三
八
号）。

こ
の
「
129
号
書
簡
」

は
「
正
四
九
五
書
簡
」

で
は、

そ
の
日
付
を
「
明
治
十
四
年」

と
し
月
日
は
未
詳
で
あ
る。

し
か
し、

文
中
の

「
今
回
同
志
社
神
学
生
熊
本
県
人
竹
原
義
久
卜
申
者
京
都
伝
道
区
ョ
リ
御
地
へ

派
出
」

と
あ
る
の
は
『
七
一

雑
報
』
（
七
巻
二
八‘
-―1
0

号、

明
治
十
五
年
七
月
十
四
日、

二
十
八
日
発
行）

で
明
治
十
五
年
夏
の
福
井
伝
道
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る。

し
た
が
っ
て
、

な
お
月

日
は
未
詳
で
あ
る
が
明
治
十
五
年
の
末
尾
に
収
め
た。

＊
＊
竹
原
義
久
（
井
手
義
久、
一
八
五
九
ー一
九
0
七）

は
熊
本
阿
蘇
の
生
ま
れ、

熊
本
洋
学
校
に
学
び、

熊
本
バ
ソ
ド
の
奉
教
結
盟
に
は
加

わ
ら
な
か
っ
た
が、

明
治
九
（
一
八
七
六）

年
四
月、

ジ
ェ
ー
ソ
ズ
か
ら
洗
礼
を
う
け、

九
月
同
志
社
英
学
校
に
入
り、

十
二
月
三
日
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第
二
公
会
の
設
立
の
日
入
会。
十
四
年
六
月
英
学
校
普
通
科
を
卒
業
し、
神
学
科
に
進
み
十
七
年
六
月
卒
業
し
た。
神
学
科
の
同
じ
卒

業
生
は
鎌
田
助、
長
谷
川
末
治、
堀
貞一
、
大
西
祝、
奥
亀
太
郎、
亀
山
昇、
網
島
佳
吉、
村
上
直
次
郎、
上
原
方
立、
松
尾
敬
吾、

小
崎
成
章、
杉
田
潮
ら
で
あ
り、
竹
原
は
卒
業
後
直
ち
に
伝
道
界
に
入
り、
四
条
教
会
の
創
立
に
尽
力、
の
ち
多
度
津、
丸
亀、
西
群

馬
（
高
崎）、
名
古
屋、
広
島
の
各
教
会
を
牧
し
地
方
教
会
の
伝
道
に
尽
痒
し
た。
肺
患
で
な
く
な
る。

，

 

2

木
村
経
夫。
福
井
の
出
身、
明
治
十
三
（一
八
八
0)
年
九
月
英
学
校
に
編
入
学。
十
七
年
三
月、
同
志
社
の
リ
バ
イ
バ
ル
の
さ
い

2
 積

極
的
に
活
動
し
た一
人。
そ
の
年
七
月
四
日
脚
気
で
死
去。
『
池
袋
清
風
日
記
明
治
十
七
年

下』
（『
同
志
社
談
叢』
第
六
号
別
冊）

に
よ
る
と、
そ
の
死
を
い
た
ん
で
彼
の
履
歴
と
悌
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る。

木
村
氏
ハ
越
前
福
井
ノ
人、
明
治
十
三
年
秋
期一
ヶ
月
吾二
先
ク
チ
テ
入
校
シ、
初
メ
幾
分
ヵ
英
学
ヲ
為
ッ
タ
ル
故
二
年
生
ョ
リ

入
課
七
ツ
モ、
当
時
年
齢
既二
ニ
十
四
五
歳、
夙
学
ノ
生
卜
共
二
中
二

在
テ
日
課
暗
誦
甚
苦
ジ
ミ、
身
体
最
強
壮、
精
神
剛
毅
ナ

9
‘

'
‘

»
`

 

ル
故
学
資
常
二

貧
困
ナ
レ
ド
モ
屈
セ
ズ
シ
テ
能
ク
困
学
勉
強、
殊
二
明
治
十
四
年
五
月一
日
吾
卜
共
二
第
二
教
会ニ
テ
洗
礼
ヲ
受

ヶ、
学
校
中
最
熱
心
ナ
ル
信
者
ト
ナ
リ、
伝
道
心
深
ク、
学
課
多
忙
卜
雖
毎
金
曜
鞍
馬
ノ
信
者
老
娼
ノ
処
マ
テ
風
雨
ヲ
厭ハ．ス
ツ

テ
通
ヒ、
吾
卜
常
二
信
仰
談
ヲ
ナ
ツ、
殊
二
吾一
咋
十
五
年
マ
デ
英
学
困
苦、
貧
困、
病
難
二
迫
リ
タ
ル
ト
キ
ハ、
常
二
吾
ヲ
憐

ミ、
吾
ヲ
励
マ
ス
唯
此
人一
名
ノ
ミ
ニ
テ、
吾一
昨
冬
マ
デ
厳
寒
水
浴
ス
ル
ニ、
氏
モ
亦
吾
苦
難
ノ
一
ヲ
試``
、
ソ
ト
テ一
昨
厳
冬

暁
天、
吾
卜
共
二

相
国
寺
ノ
細
流
中
二

投
沈
セ
シ
事
凡一
ヶ
月
許、
曰
ク、

羅
馬
ノ
将
二

盛
ナ
ラ
ソ
ト
ス
ル
ヤ
都
士
水
浴
ヲ
ナ

シ、
将
二

衰ヘ
ソ
ト
ス
ル
ヤ
終
日
湯
浴
肉
慾
ヲ
事
ト
ス
ト。
又
曰
ク、
余一
事二
達
ス
ル
ニ
安
路
ョ
リ
ス
ル
カ
難
瞼
ョ
リ
ス
ル
カ

ノ
ニ
途
ア
ル
ト
キ
ハ、
同一
処
二
達
ス
ル
モ
猶
難
瞼
ョ
リ
往
ヵ
ツ
メ
玉
ヘ
ト
常二
祈
団
ス
ト

な
お
菱
本
丈
夫
「
福
井
と
同
志
社
及
新
品
瞑
先
生
を
思
う

ー
初
め
て
福
井
か
ら
同
志
社
に
学
び
し
故
木
村
興
作
氏
の
事

ー」

（
菱
本
丈
夫
網
『
新
島
狸
先
生
の
手
紙
と
福
井』
所
収）
に
は、
明
治
十――一
年
九
月
に
は
じ
ま
る
木
村
経
夫
の
日
記
が
収
め
ら
れ、
彼
の
入
学

当
初
の
英
学
校
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る。

231

京
都
看
病
婦
学
校
は
明
治
二
十
(-
八
八
七）
年
七
月
二
十
三
日
付
で
社
長
新
島
襄
の
代
理
中
村
栄
助
が
京
都
府
知
事
北
垣
国
道
に

「
私
立
着
病
婦
学
校
開
設
之
儀二
付
伺」
を
提
出、
八
月
十一
日
認
可
を
う
け、
十一
月
十
五
日
同
志
社
病
院
と
と
も
に
開
業
式
が
お

こ
な
わ
れ
た。

こ
の
「
131
号
書
簡」
の
段
階
は、
前
年
（
朋
恰
十
五
年）
十一
月、
新
島
と
ペ
リ
ー
(John
C.
 Be
rry)
の
間
に
神
学
教
育
と
並
行
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注 解

し
た
医
学
教
育、

と
く
に
医
学
校
設
立
問
題
が
岡
山
で
話
し
合
わ
れ 、

こ
の
年
に
入
っ
て
か
ら 、

実
際
の
進
め
方
と
し
て
京
都
で
す
で

に
進
め
ら
れ
て
い
た
大
村
達
斎
の
洞
能
医
学
校
を
基
盤
に
お
く
こ
と
を
決
定
し 、

奈
良
病
院
長
小
野
俊
二
も
招
き
に
応
ず
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が 、

二
月
に
入
っ
て
大
村
達
斎
か
ら
の
申
し
出 、

こ
の
医
学
校
設
立
計
画
は
一

頓
挫
を
迎
え
た
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
網』

「
日
誌」
一
九
ニ
ー

一
九
七
ペ
ー
ジ） 。

中
村
栄
助
は
伊
勢
時
雄、

松
山
高
吉
と
と
も
に
、

こ
の
年
二
月
十
三
日
に
は
社
員
と
な
り 、

事
態
を
ペ
リ
ー

の
案
（
ペ
リ
ー

を
中
心

と
し
て
病
院
と
看
病
人
学
校
（
看
護
婦
養
成
所）

を
開
く）

に
よ
っ
て
収
拾
す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
て
い
た 。

232

志
賀
覚
兵
衛
は
京
都
府
何
鹿
郡
志
賀
郷
村
居
住 。

明
治
二
十
八
(
-
八
九
五）

年
か
ら
大
正
六
(
-

九
一
七）

年
に
わ
た
っ

て 、

十
余

年
志
賀
郷
村
村
長 。

そ
の
間 、

郡
会
議
員
と
な
り
議
長
も
っ
と
め
た 。

こ
の
「
133
号
書
簡
」

は
志
賀
の
問
い
合
せ
書
簡
に
応
え
る
も
の

で
あ
り 、

新
島
か
ら
「
大
学
設
立
ノ
要
旨」

が
す
で
に
送
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る 。

な
お
こ
の
書
簡
が
残
存
す
る
書
簡
の
中
で
「
大

学
設
立
之
計
画
」

に
関
し
て
新
島
が
応
答
す
る
最
初
で
あ
る
。

「
同
志
社
大
学
記
事
」
（
第
1

巻
『
教
育
綱』

史
料
40)

に
は
「
明
治
十
六

年
ノ
一

月
二
至
リ

大
学
設
立
ノ
要
旨
ヲ
大
方
ノ
有
志
者
二

告
知
七
ソ
ト

欲
シ
、

之
レ
ガ
草
稿
ヲ
起
ス
ル
至
ル
〔
中
略〕

四
月
下
旬 、

狸

ノ
起
稿
セ
シ
趣
意
書
ヲ
浜
岡
氏
二

托
ツ
之
ヲ
活
版
二

附
ツ
、

同
志
社
大
学
校
設
立
旨
趣
冊
子
ヲ
作
レ
リ
」

と
あ
り 、

志
賀
覚
兵
衛
が
手

に
し
た
の
も
恐
ら
く
こ
れ
で
あ
ろ
う 。

133、

富
田
鉄
之
助
(
-
八＿―-
五
ー一

九
一
六）

は
仙
台
藩
士
富
田
実
保
の
四
男 。

安
政
四
（
一
八
五
七）

年
江
戸
に
出
て
勝
海
舟
の
氷
解
塾
に

学
ぶ 。

慶
応
三
(
-
八
六
七）

年
留
学
生
と
し
て
渡
米 、

帰
国
後 、

明
治
元
（
一
八
六
八）

年
再
び
渡
米 、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
商
業
学
校

で
経
済
ふ
財
政
学
を
学
ぶ

。
五
年
二
月
岩
倉
具
視
使
節
の
対
米
交
渉
に
さ
い
し
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
留
領
事
心
得
（
の
ち
副
領
事）

に
抜
擢

さ
れ
た 。

新
島
の
「
記
行」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
絹』

史
料
6)

十
一

年
三
月
二
十
三
日
の
条
に
「
久
濶
ニ
シ
テ
氏
卜

談
ッ
、

此
度
ノ

事
件
ヲ
托
セ
リ
」

と
あ
る
の
は
雇
入
外
国
人
の
寄
留
免
許
の
周
旋
を
新
島
が
富
田
に
依
頼
す
る
も
の
で
あ
る
が 、

そ
れ
は
在
米
時
代
以

来
の
ま
さ
に
「
久
濶
」

で
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る 。

富
田
は
外
務
省
少
書
記
官 、

大
蔵
省
大
書
記
官
を
歴
任 。

十
五
年
十
月
以

降 、

吉
原
重
俊
総
裁
の
下
で
日
本
銀
行
副
総
裁
で
あ
っ
た 。

な
お
新
島
と
富
田
の
間
柄
は
十
八
年
十
二
月
以
降 、

仙
台
に
学
校
を
創
設

す
る
構
想
の
実
現
の
た
め 、

相
互
の
協
力
が
積
み
重
ね
ら
れ 、

そ
れ
は
東
華
学
校
の
開
校
と
し
て
結
実
し
た 。

＊
＊
新
島
襄
は
五
月
三
日
京
都
を
出
立 、

八
日
か
ら
十
二
日
ま
で
東
京
新
栄
橋
教
会
を
中
心
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
全
国
基
督
信
徒
大
親

睦
会
に
出
席
し
た 。

十
一

日
の
新
栄
橋
教
会
堂
に
お
け
る
新
島
の
説
教
（
第
2
巻
『
宗
教
綱』 、

史
料
20
「
基
督
弟
子
ノ
足
ヲ
洗
ヒ
賜
フ
事」）
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は
大
き
な
感
動
を
集
会
し
た
人
び
と
に
与
え、

信
仰
の
覚
醒、

復
興
の
気
運
を
醜
成
し
た。

し
た
が
っ
て
大
親
睦
会
の
終
っ
た
後
も、

引
続
い
て
浅
草
の
井
生
村
楼、

久
松
座
な
ど
で
伝
道
集
会
が
催
さ
れ
た。

新
島
の
日
本
銀
行
文
書
局
の
宮
田
鉄
之
助
訪
問
は
そ
の
間
隙

を
ぬ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た。

「
同
志
社
大
学
記
事
」
（
第
1
巻
『
教
育
編』

史
料
40)

に
は
「
明
治
十
六
年
五
月、

襄
東
上
ノ
ト
キ
東
京
府

下
ノ
紳
士
二

旨
趣
書
ヲ
布
キ
狡
成
ヲ
乞
フ
事
ヲ
初
メ
ク
リ
」

と
見
え
る。

＊
＊
＊
『
同
志
社
大
学
校
設
立
旨
趣
』
（
『
同
志
社
百
年
史

資
料
編
ー』
一
六
七
ー一
七
一
ベ
ー
ジ
所
収）
。

こ
の
冊
子
の
成
立
経
過
に
つ
い
て
は

二
三
ニ
ペ
ー
ジ
の
注
参
照。

な
お
翌
年
一

月
『
同
志
社
大
学
設
立
旨
趣
』
（
前
掲
書
一
七
四
ー一
七
八
ペ
ー
ジ）

が
発
行
さ
れ
た。

前
者
は

「
法
学
科
設
立
」

を、

後
者
は
「
文
学
科
設
立
」

を
訴
え
る
も
の
で
あ
る。

新
島
迎
が
中
村
敬
宇
を
小
石
川
江
戸
川
町
の
同
人
社
に
訪
問
す
る
の
は
富
田
鉄
之
助
に
会
っ
た
翌
日
、

す
な
わ
ち
五
月
十
七
日
の
こ

4
 と

で
あ
る。

中
村
正
直
か
ら
拝
領
し
た
「
荘
子
因
」
は
新
島
旧
邸
文
庫
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
「
秦

涼
浪

ら
佃
義
荘
子
因
〔
西
仲
評
述〕

秦
鼎
撰

尾
張

涼
浪
居

究
政
九

六
冊
」

が
そ
れ
で
あ
る。

各
巻
表
紙
に
「
中
村
敬
宇
蔵
害
之
印
」

刻
荘
子
因
序、

欄
外
及
各
巻

〔

r

こ

頭
に
「
敬
斎
蔵
害」、
「
中
村
敬
宇
蔵
書
之
印
」

が
あ
り、

扉
襄
に
「
明
治
十
六
年
五
月
十
六
日

呈
新
島
先
生

中
村
正
直
」

の
献
辞

が
あ
る
（『
新
島
旧
邸
文
庫
所
蔵
目
録』）
。

＊
＊
「
吉
野
地
方
ニ
ア
ル
一

商
人
」

と
は
土
倉
庄
三
郎
を
さ
す。

「
日
抄」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
編』
―
二
三
ペ
ー
ジ）

参
照。

邸

「
西
京
三
教
会
」

と
い
う
宛
名
は
第
一

教
会
（
今
出
川
公
会）
、

第
二
教
会
（
新
烏
丸
公
会）
、

第
三
教
会
（
東
竹
屋
町
公
会、

の
ち
新
町
教

会）

の
三
つ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
「
か
ら
だ
」

を
も
ち
な
が
ら、

新
島
を
中
心
と
し
た
同
志
社
と
い
う
―

つ
の
大
き
な
幹
に

連
な
る
三
つ
の

枝
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る。

し
た
が
っ
て
新
島
が
大
親
睦
会、

そ
し
て
そ
の
後
の
景
況
を
報
道
す
る
に
当
っ
て
、

「
西
京
三

教
会
」

御
中
と
し
て
い
る
こ
と
は
そ
の
一

体
性
を
よ
く
示
し
て
い
る。

＊
＊
「
第
二
公
会
録
事」
（
第
2
巻
『
宗
教
絹』

五
七
九
ペ
ー
ジ）

に
よ
っ
て
も、

「
五
月
八
日
ョ
リ
五
日
ノ
間
東
京
二

於
テ
日
本
基
瞥
信
徒
第

三
回
大
親
睦
会
ヲ
開
ク
、

新
島
氏
京
都
ョ
リ
委
員
ト
シ
テ
此
会
二

臨
ム
（
詳
細
ハ

戟
七
テ
七
一

雑
報
大
親
睦
会
記
事
欄
内
ニ
ア
リ
、

在

ニ

略
ス
）
」

と
あ
る。

な
お
新
島
の
五
月
八
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
記
録
は
「
日
誌」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
絹』
一
九
八
ペ
ー
ジ）

に
お
い
て
「
此
記
録
ハ

別
帳
二

於
テ
見
ル
ペ
ツ
」

と
し
る
し
て
い
る
が、

こ
の
「
別
帳
」

の
所
在
は
従
来
知
ら
れ
て
い
な
い
。
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安
中
教
会
で
は
明
治
十
六
（
一
八
八
三）

年
五
月
四
日、

新
築
会
堂
の
「
開
発
式」

を
お
こ
な
い、
つ
い
で
六
日
に
は

男
女
あ
わ
せ
て
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注 解

三
十
六
人
の
受
洗
者
が
生
ま
れ
た
。

『
七
一

雑
報
b

の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と 、

そ
の
由
来
は
「
同
教
会
の
一

信
徒
東
京
に
て
大
に
聖

霊
の
感
動
を
受
け 、

直
に
安
中
に
帰
て
同
郷
人
に
其
信
仰
を
述
べ
し
に
よ
り 、
〔
中
略〕

甲
感
じ
て
乙
に
伝
へ
乙
は
丙
に
伝
へ

忽
ち
に
し

て
古
よ
り
久
し
く
道
を
聞
な
が
ら
未
だ
信
仰
の
心
の
起
ら
ざ
り
し
者
ま
で
が
醗
然
罪
を
悔
ひ 、

心
を
改
め
主
の
恩
恵
に
入
り
し
な
り

」

（
八
巻
ニ
―

号 、

五
月
二
十
五
日
発
行）

と 。

こ
う
し
た
景
況
の
な
か
で
安
中
教
会
は
東
京
で
八
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
全
国
基
督
信
徒
大
親

睦
会
に
湯
浅
治
郎
ら
の
教
会
代
表
を
脈
遣
し
た 。

新
島
が
蔵
原
惟
郭
と
五
月
二
十
日
安
中
つ
い
で
原
市
で
説
教
会
を
開
き 、

参
会
者
が

――1
0
0
名
以
上
に
達
し
た
の
も 、

こ
の
春
以
来
の
京
浜
地
方
か
ら
は
じ
ま
っ
た
信
仰
復
興
の
気
運
と
大
親
睦
会
の
醸
成
し
た
熱
気
の
地

方
教
会
へ
の
波
及
を
端
的
に
し
め
し
て
い
る 。
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「
同
志
社
英
学
校
生
徒
名」
（
『
同
志
社
百
年
史

資
料
網
ー

』

所
収）

に
見
え
る
「
上
野
国

岡
本
彦
八
郎
」

と
思
わ
れ
る 。

＊
＊「
同
志
社
英
学
校
生
徒
名
」
（
前
掲
書）

に
見
え
る
「
上
州
倉
ヶ
野

松
本
亦
太
郎
」

と
思
わ
れ
る 。

0

0

0

 0

 

0

 

0

 

新
島
は
「
畑
ハ
已
二

白
シ
只
伝
道
師
之
勃
々
起
ラ
サ
ル
ヲ
」

と
述
べ
た
が 、

こ
の
年
七
月 、

星
野
光
多
と
木
村
熊
二
に
よ
る
高
崎
倉

賀
野
伝
道
が
は
じ
め
ら
れ 、

安
中
教
会
牧
師
海
老
名
喜
三
郎 、

執
事
湯
浅
治
郎
が
こ
れ
に
協
力
す
る
こ
と
と
な
っ
た 。
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広
瀬
又
治
の
弟 。
一

五
四
ペ
ー
ジ
の
注
参
照 。

＊
＊
は
じ
め
神
戸
元
町
通
三
丁
目
に
あ
り 、

明
治
十
五
（
一
八
八
二）

年
九
月
二
十
八
日
よ
り

栄
町
三
丁
目
十
八
番
地
に

移
っ

た
耶
蘇
教

書
陣。「

第
二
公
会
録
事
」
（
第
2
巻
『
宗
教
編』

史
料
132)

に
よ
る
と 、

「
五
月
舟
日 、

午
後
七
時
半
ョ
リ
当
教
会
々
堂
二

於
テ
東
京
親
睦
会

，

 

〔

r

マ

〕

ニ

臨
マ
レ
ク
ル
上
原 、

金
森 、

新
島
三
氏 、

親
睦
会
並
二

東
京
ノ
実
況
ヲ
報
道
七
ラ
ル

、

集
ル
者
凡
ソ
三
百
余 、

満
場
ナ
カ
リ
ツ
」

と

見
え
る 。

田
中
源
太
郎
（
一
八
五一―-
_

―

九
二
二）

は
京
都
亀
岡
の
出
身

。

明
治
七
（
一
八
七
四）

年
桑
田
郡
追
分
村
戸
長 、

九
年
同
郡
第
三
区
（
の

゜
ち
第
一
区）

副
区
長
兼
学
区
副
取
締 、

十
一

年
区
長
兼
学
区
取
締 、

十
二
年
盈
科
義
塾
を
設
立 、

十
三
年
三
月
京
都
府
会
議
員
に
当
選 、

二
十
三
年
七
月
第
一

回
総
選
挙
で
衆
議
院
議
員
と
な
る
ま
で
、

府
会
議
長
あ
る
い
は
郡
部
会
議
長
を
つ
と
め
る 。

田
中
は
新
島
迎
の
大
学
設
立
の
た
め
の
尽
力 、

袈
成
の
懇
請
に
対
し
て
は
じ
め
消
極
的
で
、

そ
の
発
起
人
と
な
る
こ
と
を
固
辞
し
た

が
(「
115 、

116
号
書
簡」 、

な
ら
ぴ
に
第
1

巻
『
教
育
編』 、
「
同
志
社
大
学
記
事」
一
八
八
ペ
ー
ジ）
、

明
治
十
七
年
一

月
以
降
は

新
島
を

租
極
的

に
支
持
し
て
発
起
人
の
一

人
と
な
り 、

同
年
四
月
に
は
有
志
の
会
の
司
会
を
担
当
し 、

さ
ら
に
二
十
一

年
四
月
の
知
恩
院
に
お
け
る
北
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垣
国
道
知
事
ら
を
迎
え
た
大
集
会
で
は
府
会
議
長
と
し
て
司
会
し
た 。

＊
＊
浜
岡
光
哲
（
一
八
五
三
ー一

九＿―-
六）
は
京
都
嵯
峨
の
生
ま
れ 、

田
中
源
太
郎
と
は
母
方
の
従
兄
弟 。

山
本
覚
馬
に
師
事 。

明
治
十
（
一

八
七
七）

年
私
迷
叡
麓
舎
（
舎
主
村
上
作
夫）

の
開
設
に
か
か
わ
り 、

十
二
年
商
報
会
社
を
設
立
し 、

『
京
都
商
業
迅
報
』

を
刊
行 。

十

四
年
三
月
府
会
議
員
と
な
り
二
十
二
年
十
二
月
ま
で
府
政
の
枢
機
に
参
加
し 、

そ
の
間
市
部
会
議
長 、

常
置
委
員
を
つ
と
め
二
十
三
年

衆
議
院
議
員
と
な
り

大
正
三
（
一
九
一
四）

年
に
お
よ
ぶ 。

十
六
年
六
月
新
島
襄
か
ら
託
さ
れ
て
「
大
学
発
起
人
ノ

募
リ

方
井
二
金
額

募
集
ノ
法
方
二

係
ハ
ル
草
案」
（
第
1
巻
『
教
育
絹』 、

史
料
40
「
同
志
社
大
学
記
事」）

を
起
草
し 、

新
島
を
た
す
け 、

山
本
覚
馬 、

中
村
栄

助 、

新
島
襄
と
名
を
つ
ら
ね
て
大
学
設
立
発
起
人
と
な
っ
た 。
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「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）
」
（
第
1
巻
『
教
育
網』
二
三
六
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と 、

「
建
築
事
件
」

は
す
で
に
五
月
中
に
「
宜

教
師
集
会
ノ
ト

キ
石
造
或
ハ

煉
瓦
造
ノ
講
堂
ノ
入
用
ナ
ル
コ
ト
ヲ
ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー

ル
ト
ニ

乞
フ
、

ポ
ー

ル
ト

ハ

之
ヲ
許
シ
七
千
五

〔

弗
〕

百
円
ヲ
寄
附
ス
」

と
大
網
の
決
定
を
み
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
て

、

十
月
十
七
日
に
は
「
新
築
ノ
入
札
ヲ
為
シ
尾
滝
菊
太
郎
二

落
札
ツ
、

十
一

月
上
旬
ョ
リ

普
請
二

着
手
ス
」 、

つ
い
で
十
二
月
二
十
二
日
に
「
定
礎
式
執
行
」

と
事
は
順
調
に
進
め
ら
れ
た 。

こ
の
建
築
設
計
は
グ
リ
ー
ソ
(
Da
ni
el
C .
 
Greene)

の
手
に
な
る
も
の
で 、

中
村
栄
助
ら
を
伴
っ
て
比
叡
山
に
赴
く
の
も 、

グ
リ

ー
ソ
が
そ
こ
に
避
琺
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り 、

事
実
爾
後
の
工
事
の
進
捗
を
つ
げ
る
記
録
に
は
グ
リ
ー
ソ
が
た
え
ず
そ
こ
に
介
在
し
て

い
る 。す

な
わ
ち 、

上
掲
資
料
の
別
の
日
の
条
な
ら
ぴ
に
池
袋
清
風
の
日
記
に
は
次
の
ご
と
き
記
録
が
見
ら
れ
る 。

〔
明
治
十
六
年〕

十
月
十
一

日

角
石
ヲ
置
ト

キ
ノ
祝
儀
ヲ
為
サ
ン
為 、

グ
リ
イ
ソ
氏 、

新
島
氏
二
氏
委
員
二

撰
ハ
レ
左
之
通
〔
中

略〕十
月
十
七
日

本
日
烏
丸
通
グ
リ
ー
ソ
氏
宅
二

於
テ
大
工
来
会
シ
、

衆
前
二

於
テ
入
札
ヲ
開
封
ツ
、

其
金
高
ヲ
卿
読
シ
、

近
々
決

定
之
上
回
答
二

及
フ
ヘ
キ
旨
申
通
ス
（
前
掲
書
二
四
六
—

二
四
八
ペ
ー
ジ） 。

〔
明
治
十
七
年〕

九
月
十
五
日
〔
上
略〕

新
築
講
堂
開
堂
式
〔
中
略〕

市
原
氏
司
会
〔
中
略〕

グ
リ
ー

ソ

氏
演
舌
（
蓋
大
講
堂
ハ

専
氏

ノ
図
引
卜

検
視 、

命
令
ニ
テ
成
ル
）

〔
後
略〕

（『
池
袋
清
風
日
記

明
治
十
七
年

下』 、
『
同
志
社
談
叢』

第
六
号
別
冊） 。

＊
＊「
岸
和
田
基
督
教
会
略
歴
史
」

に
よ
る
と、

明
治
十
六
（
一
八
八
三）

年
の
七
月
二
十
五
日
に
次
の
記
事
が
見
え
る
。

「
鈴
木
勉、

本

田
勝
二
郎 、

山
本
清 、

佐
竹
精
造 、

山
田
百
太
郎、

山
岡
サ
イ
ノ
六
氏
大
阪
島
ノ
内
教
会
堂
二

於
テ
宮
川
経
輝
氏
ョ
リ
洗
礼
ヲ
受
ク
」
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と。

角
方
の
受
洗
は
前
年、

十
五
年
九
月
十
13．
シ
ョ
ソ
・

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
島
之
内
教
会
で
お
こ
な
わ
れ、

こ
の
人
び
と
は
岸

和
田
の
第
二
回
の
受
洗
に
当
る。

文
中
に
あ
る
山
岡
サ
イ
（
左
居）

は
手
方
の
夫
人
で
あ
る。

二
0
八
ペ
ー
ジ
の
注
参
照。

な
お、

こ
の
書
簡
は
「
正
五
四
八
書
簡
」
(
I
OI――――-
ー1
01
11
四
ペ
ー
ジ）

で
は、

そ
の
発
信
を
明
治
十
六
年
四
月
二
十
八
日
と
し
て

い
る
。

し
か
し、

本
文
の
日
付
は
「
八
月
廿
八
日
」

と
あ
り、

六
名
の
受
洗
者
の
こ
と
な
ら
び
に
新
島
の
北
陸
旅
行
か
ら
二
十
七
日
に

帰
洛
す
る
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
編』、
「
出
遊
記」
ニ
ニ
八
—
二
四
〇
ペ
ー
ジ）

こ
と
か
ら
八
月
は
明
ら
か
で
あ
る。

*
＊
＊「
出
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
網』

ニ
ニ
八
ー
ニ
四
〇
ペ・
ー
ジ）

に
よ
る
と、

新
島
は
八
月
六
日
京
都
を
出
立
し
、

山
中、

山
代

に
お
け
る
湯
治
の
日
々
を
す
ご
し
た。

の
ち
大
聖
寺、

福
井
を
巡
歴
し、

二
十
五
日
は
敦
賀
に
一

泊
し、

翌
日
は
長
浜
に

泊
り、

帰

洛
し
た。

湯
治
の
日
々
は
も
ち
ろ
ん
静
蓑
に
あ
る
が、

「
出
遊
記
」

は
、

行
く
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
そ
の
土
地
の
有
力
者
を
尋
ね、

物
産

を
し
る
し、

あ
る
い
は
温
泉
の
縁
起
を
略
記
す
る
な
ど、

伝
道
と
視
察
の
姿
勢
を
く
ず
さ
な
い
。

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

さ
き
に
書
簡

を
も
っ
て
連
絡
を
と
っ
て
い
た
杉
田
定
一

を
八
月
二
十
三
日、

福
井
の
下
泉
水
町
岡
部
氏
方
に
訪
ね
て
い
る。

「
氏
ハ
此
日
大
阪
ョ
リ

戻
リ
来
ル
、

夜
九
時
過
迄
談
ツ

居
リ
ッ
カ
、

家
二

病
人
ア
ル
ヲ

知
リ
タ
レ
ハ

直
二

予
ハ
去
レ
リ、

但
病
人
ハ

杉
田
氏
ノ

妻
君
ナ
ル
ヨ

ツ
、

最
杉
田
氏
面
会
ノ
ト
キ
ハ

、

大
学
ノ
必
要
ナ
ル
ト
耶
蘇
教
ノ
大
切
ナ
ル
事
ヲ
説
キ
タ
リ
、

氏
ハ

大
二

賛
成
セ
リ
」

と
し
る
し
て
い

る。

新
島
の
こ
の
時
期
の
交
際
範
囲
に
自
由
民
権
運
動
の
先
頭
に
た
つ
人
ぴ
と
が
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る。
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井
深
梶
之
助
（
一
八
五
四
ー一
九
四
0)

は
会
津
藩
士
の
長
男、

戊
辰
戦
争
で
会
津
若
松
の
籠
城
に
参
加。

明
治
六
（
一
八
七
三）

年
一

月、

S
.

R
・

プ
ラ
ウ
ソ
か
ら
受
洗、

十
一

年
東
京
一

致
神
学
校
卒
業、

十
三
年
東
京
麹
町
教
会
牧
師、

十
四
年
一

致
神
学
校
教
員
と

な
り、

明
治
学
院
設
立
（
明
治
二
十
年
一
月）

に
日
本
人
理
事
と
し
て
尽
力。

新
島
襄
に
は
一

致
教
会
の
牧
師
で
あ
る
植
村
正
久
と
の
間
は
書
簡
の
往
復
が
従
来
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し、

井
深
梶
之
助
と

の
間
に
は
、

本
苔
簡
の
ほ
か
、
「
158
号
書
簡」
（
明
治
十
七
年
三
月
七
日
付）

は
一

致
教
会
派
宣
教
師
イ
ビ
ー
の
日
本
伝
道
策
に
つ
い
て
、

「
284
号
書
簡」
（
明
治
二
十
年
一
月
十
四
日
付）

は
来
宅
を
乞
う
て
、

家
族
の
つ
き
あ
い

を
思
い
、
「
503
号
書
簡」
（
明
治
二
十
一
年
十
一
月
十

二
日
付）

で
は
教
会
合
同
に
関
し、

真
率
な
心
情
を
披
泄
す
る
な
ど
二
人
の
間
に
は
深
い
交
流
が
認
め
ら
れ
る。

そ
れ
は
鶴
ヶ
城
籠
城

を
経
験
し
た
井
深
と
同
じ
く
新
島
家
に
流
れ
る
会
津
の
「
血
」

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か。

こ
の
書
簡
は
五
月
の
大
親
睦
会
の
際
「
参
舘
之
上
充
分
二

御
交
を
結
度
存
候
得
共」、

「
其
意
を
果
サ
さ
リ
し
ハ

遣
憾
之
到
」

と
見

え、

井
深
よ
り
の
学
科
課
程
の
問
い
合
せ
に
答
え
か
つ
、

東
京
一

致
神
学
校
の
課
程
を
逆
に
問
い
合
せ
て
い
る。

『
七
一

雑
報』
（
七
巻

803 



三
七
号、

明
治
十
五
年
九
月
十
五
日
発
行）

に
は
東
京
築
地
明
石
町
十
七
番
地、

東
京
一

致
神
学
校
の
学
科
校
則
が
改
正
さ
れ
た
旨
の
広
告

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る。

し
か
し、

こ
の
広
告
に
は
、

英
学
課
に
お
け
る
数
学
の
教
科
に
関
す
る
説
明、

神
学
課
に
お
け
る
英
語、

邦
語

両
科
の
教
科
に
関
す
る
解
説
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

4

篠
原
多
一

郎
は
熊
本
県
飽
田
郡
坪
井
（
現
熊
本
市）

の
出
身、

明
治
十
五
（
一
八
八
二）

年
十
月、

大
江
義
塾
に
入
塾、

同
年
十
二
月

に
は
『
大
江
義
塾
雑
誌
』

の
編
集
員
に

選
ば
れ
て
い
る
（
『
同
志
社
大
江
義
塾
徳
富
蘇
峰
資
料
集』）。

な
お
同
志
社
英
学
校
に
編
入
学
し
た

か
明
ら
か
で
な
い
。

『
七
一

雑
報
』
（
八
巻
二
四
号、

明
治
十
六
年
六
月
十
九
日
発
行）

に
よ
る
と、
「
宣
教
師
の
旅
行
」

と
し
て
「
神
戸
の
ギ
ュ
リ
キ
氏
夫
婦

と
其
妹
と
神
戸
の
デ
ベ
ス
氏
は
去
十
一

日
よ
り
越
後
新
潟
に
向
け
旅
行
致
さ
れ
た
り
」

と
見
え
る。

「
ギ
ュ
リ
キ
氏
夫
婦
」

は

R
e
v.

O
rr
a
m
el
 H.
 
G
u
li
c
k,

 Mrs.
 
A
n
n
 E.
 
G
u
li
c
k,

「
其
妹
」

は

Miss
J
uli
a
 A.
 E.
 
G
u
li
c
k,

「
神
戸
の
デ
ペ
ス
」

は

R
e
v.

R.
 

H
e
nr
y
 D
a
vis

で
あ
る。

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
夫
妻、

妹
の
ジ
ュ
リ
ア
・

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
、

デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
新
涅
行
き
は
こ
の
年
の
五
月
の
宣
教
師
の
年
会
に
お
い

て
、

新
潟
の
パ
ー
ム
(
P
al
m)

か
ら
提
案
さ
れ、

宣
教
師
会
が
ま
ず
新
潟
の
視
察
調
査
を
任
命
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
(
Or
ra
mel

H.
 

G
u
lic
k'
s
 Letter
 to
 N.
 
G.
 
Cl
ar
k•

K
o
be,
 J
ul
y
 1
4,
 
1
5,
 
1

88
3.
)
。

ヤで
お
こ
の
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
の
部心
涅
野
赴
江
i

に
と
も
な
っ
て
、

『
七

一

雑
報
』

の
管
理
は
ジ
ョ
ソ
．

T
・

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
に
移
り、

八
巻
二
五
号
（
六
月
二
十
六
日）

で
廃
刊
す
る
こ
と
と
な
っ
た。

な
お
書
簡
に
あ
る
「
二
宣
教
師
新
涅
へ

相
移
り
候
」

の
二
宣
教
師
は
そ
の
い
ず
れ
を
さ
す
か
、

『
七
一

雑
報
』

が
伝
え
る
よ
う
に
、

0
•

H
・

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
、

ジ
ュ
リ
ア
・

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
、

R
.

H
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
、

い
ず
れ
も
宣
教
師
で
あ
る。

邸

こ
の
書
簡
は
「
正
三
九
二
書
簡
」
（
七
八
九
ペ
ー
ジ
）

で
は
、

そ
の
日
付
を
明
治
十
九
年
十
月
十
六
日
と
し
て
い
る。

し
か
し

本
文
に

見
え
る
「
明
十
七
日
午
后
二
時
よ
り
普
請
入
札
」

は
「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号
）
」
（
第
1
巻
『
教
育
編』

二
四
七
ベ
ー
ジ
）

に
見

ら
れ
る
「
第
一

入
札
人
ハ

本
月
十
七
日
午
后
第
二
時、

烏
丸
通
今
出
川
上
ル
グ
リ
イ
ソ
氏
方
迄
来
会
ノ
上
入
札
害
ヲ
差
入
ル
ヘ
ッ
」

と
あ
る
こ
と
に
該
当
し、

し
た
が
っ
て
、

こ
の
書
簡
の
日
付
は

明
治
十
六
年
十
月
十
六
日
で
あ
る。

「
142
号
書
簡」
（
明
治
十
六
年
七
月

二
十
四
日
付、

中
村
栄
助
宛）

に
つ
ぐ
「
彰
栄
館
」

建
築
に
閥
す
る
通
信
で
あ
る。

5

「
出
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
絹』
二
三
九
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と、

明
治
十
六
(
-
八
八一
l一）

年
八
月
二
十
二
日、

新
島
は
大
聖
寺

か
ら
丸
岡
を
経
て
、

午
後
福
井
の
近
傍
森
田
に
い
た
る。

こ
こ
で
竹
原
義
久
（
井
手
義
久、

ニ
ニ
八
ペ
ー
ジ
の
注
＊
＊
参
照）

と
三
宅
荒
毅
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注 解

の
二
人
に
会
う 。

両
人
の
夏
期
伝
道
は 、

大
阪
福
音
舎
か
ら
発
行
さ
れ
た
r
福
音
新
報
』
＾
一

巻
一
号 、

朋
恰
十
六
年
七
月
三
日
発
行）

に
よ

る
と 、

「
竹
原 、

三
宅
両
氏
は
越
前
福
井
へ
」

と
見
え
る 。

三
宅
荒
毅
(
-
八
六
五
ー一

九
0
二）

は
岡
山
生
ま
れ 、

こ
の
年
六
月
二
十
九
日
同
志
社
英
学
校
普
通
科
を
卒
業
し 、

九
月
か
ら
神
学

科
（
本
科）

に
進
む 。

彼
は
明
治
十
八
年
八
月
渡
米 、

ニ
ュ
ー

プ
ラ
ソ
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
神
学
校
に
学
び

、

二
十
一

年
十
二
月
帰
国 、

宮
城

教
会
の
ち
大
阪
天
満
教
会
牧
師 。

日
本
基
瞥
伝
道
会
社
役
員
を
つ
と
め
た
が

、

病
に
斃
れ
た 。

51

ニ
ニ
九
ペ
ー
ジ
の
注 、

な
ら
び
に
「
129
号
書
簡」

（
明
治
十
五
年
月
日
未
詳 、

福
井
信
徒
宛）

参
照。

2
 

2
 
5

板
垣
退
助
(
-
八一
二
七
ー

一
九
一
九） 。

新
島
迎
の
「
日
抄
」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
編』
―
二
八
ー

ニ―-
O
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と 、

明
治

2
 十

五
(
-
八
八
二）

年
四
月
十
一

日
、

新
島
は
こ
の
日
神
戸
で
松
山
〔
高
吉〕
、

今
村
〔
謙
吉〕

ら
に
逹
っ
て

、

「
板
垣
君
ノ
遭
難
ノ
事
ヲ

キ
ヽ
、

大
坂
ニ
ョ
ラ
ス
直
二

西
京
二

帰
タ
リ
」

と
見
え
る 。

そ
し
て
十
七
日
に
は
板
垣
を
大
津
ま
で
出
迎
え
て

、

京
都
ま
で
同
車
し 、

十
九
日
に
は
大
坂
に
赴
い
て

、

板
垣
を
見
舞
い

、

さ
ら
に
二
十
一

日
に
も
板
垣
を
見
舞
っ
た 。

そ
し
て
新
島
は
自
ら
牛
乳
と
卵
を
ま ．
せ

て
そ
の
飲
用
を
す
す
め
て
い
る 。

新
島
が
板
垣
の
こ
と
を
「
君
ニ
ハ

幾
分
カ
カ
ト
リ
ク
ト
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト

派
ノ
区
別
ヲ
ナ
シ
、

宗
教
家
ノ
精
神
ニ
ハ

驚
カ
レ
オ
リ
、

〔
越
後
〕

兼
テ
信
州
新
発
田
二

周
巡
ツ
演
説
サ
レ
ッ
ト

キ
、

演
説
ノ
席
二

於
テ
一

ノ
基
督
教
信
徒
起
立
ツ
、

君
ノ
政
談
ノ
公
平
ナ
ル
ニ

感
服
ツ
、

自
ラ
信
徒
卜

称
ツ
、

公
衆
ノ
前
二

喋
々
宗
教
ノ
必
要
ナ
ル
ヲ
説
カ
レ
タ
リ
ッ
カ
ハ
、

君
ハ

殊
ノ
外
其
ノ
精
神
ノ
鉄
ナ
ル
ニ

感
シ
ラ
レ
タ

リ
ト

」
（「
日
抄」 、

前
掲
書
―
二
九
ペ
ー

ジ）

と 、

そ
の
す
ぐ
れ
た
姿
勢 、

態
度
を
述
べ
て
い
る
の
は

、

お
互
い
に
認
め
合
い

、

か
つ
許
し

合
う

深
い
心
の
交
わ
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
知
ら
し
て
く

れ
る 。

板
垣
は
そ
の
年
十
一

月
後
藤
象
二
郎
と
と
も
に
渡
欧
し
、

十
六
年

六
月
帰
国
し
た 。

こ
の
書
筒
に
は
「
閣
下
ニ
ハ

御
帰
朝
已
来
耶
蘇
教
之
必
要
な
る
を
主
張
せ
ら
る
4
に
似
た
り」 、
「
閣
下
ニ
ハ

最
早
其

新
心
を
得
ら
れ
し
や
」

と
い
う

表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
が

、

こ
れ
は
新
島
が
板
垣
の
「
西
洋
聞
見
一

斑
」
（
『
自
由
新
聞
』
の
明
治
十
六
年

八
月
二
十
二
日 、

二
十
三
日
発
表）

や 、

大
阪
中
の
島
自
由
亭
に
お
け
る
「
欧
洲
観
光
の
感
想」
（
『
日
本
立
憲
政
党
新
聞
』
の
明
治
十
六
年
八

月
二
十
二
日
1

二
十
四
日 、

二
十
八
日 、

二
十
九
日
発
表）

を
知
る
機
会
が

あ
っ
て

、

板
垣
が
主
張
す
る
「
宜
く
先
づ
其
の
精
神
之
気
を
井

•

•

•

•

•

•

•

 

せ
て
之
を
学
ば
ざ
る
可
ら
ず
」

（
「
西
洋
聞
見
一
斑」）

や
「
政
治
を
改
良
し
て

干
渉
の

弊
を
一

洗
」
（「
欧
洲
観
光
の
惑
想」）

す
る
こ
と
に

校
意
を
表
し
て
い
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い

。

歳
晩
が
新
島
を
し
て
そ
の
思
い
を
ま
す
ま
す
森
ら
せ
て
い
る
惑
が
あ
る 。

256

柏
木
義
円
（
一
八
六
0
|―

九一＿一
八）

は
越
後
国
三
島
郡
興
板
の
寺
院
に
生
ま
れ
る 。

新
褐
師
範 、

つ
い
で
東
京
師
範
で
学
ぴ 、

群
馬
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原
市
教
会
へ
転
出

II 原
市
教
会
へ
転
出

原
市
教
会
へ
転
出

II
 

〔
事
故
〕

転
出

明
治
廿
年
四
月
三
日
除
名

大
正
二
年
三
月
三
十
一
日
永
眠

明
治
廿
年
九
月
十
七
日
除
名

土
塩

II
 

横
浜

越
後

松
井
田

”

 

// 新大磯 //
井竹部

〔
住
所〕

東
京

安
中

II

県
の
小
学
校
校
長
と
な
る 。

明
治
十
三
(
-
八
八
0)

年
同
志
社
英
学
校
に
入
学
し
た
が 、

の
小
学
校
校
長 。

十
七
年
一

月
六
日 、

安
中
教
会
で
海
老
名
弾
正
か
ら
洗
礼
を
う
け
る 。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ヽ
‘
‘
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

こ
の
書
簡
は
そ
の
受
洗
を
祝
う
も
の
で 、

「
君
勉
ョ
天
国
之
途
花
之
山
之
如
ッ
、

苦
辛
何
ソ
恐
レ
ソ
、

賑
瞼
何
ソ
憂
ル
ニ
足
ラ
ソ
、

、
、
、
、

勉
ョ
ヤ
君
」

と
励
ま
し
の
言
葉
を
贈
る 。

柏
木
義
円
は 、

こ
の
年
十
二
月 、

同
志
社
普
通
学
校
に
再
入
学
し 、

新
島
襄
の
愛
顧
に
応
え

た 。

二
十
二
年
六
月
卒
業 。

在
学
中
『
同
志
社
文
学
会
雑
誌』

の
編
集
を
担
当
し
た 。

＊
＊
「
安
中
基
督
教
会
々
員
名
簿」
（
明
治
四
十
四
年
八
月
起 、

柏
木
義
円
筆）

に
よ
る
と 、

明
治
十
七
年
一

月
六
日 、

海
老
名
弾
正
か
ら
洗

礼
を
う
け
た
二
十
四
名
の
人
ぴ
と
は
次
の
通
り
で
あ
り 、

安
中
教
会
牧
師
と
し
て
の
柏
木
自
身
の
名
簿
へ
の
加
筆
を
復
原
し
て
示
す
こ

と
と
す
る 。

〔
姓
名〕

上
原
弥
七

吉
田
駒
吉

金
井
幸
吉

石
井
ふ
で

萩
原
禎
作

水
上
亀
吉

岩
井
雅
重

岩
井
か
く

新
井
こ
ま

中
山
代
吉

植
栗
源
次
郎

柏
木
義
円

茂
木
竜
太
郎

松
本
常
三
郎

学
資
が
続
か
ず
中
途
退
学 、

再
び
群
馬
県
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注 解

朋
治
三
十
九
年
四
月
廿
三
日
永
脈

大
正
九
年
七
月
十
三
日
永
眠

原
市
教
会
へ
転
出

昭
和
七
年
八
月
十
二
日
永
眠

原
市
教
会
へ
転
出

坂
日

山
崎
幸
造

室
田

清
水
藤
太
郎

郷
原

中
島
友
太
郎

室
田

清
水
ほ
も

新
堀

相
川
竹
二
郎

松
井
田

小
林
な
み

原
市
教
会
へ
転
出

嶺

田
島
冨
松

前
橋
教
会
へ
転
出

前
橋

杉
村
泰
助

永
眠

土
塩

上
原
く
ら

原
市
教
会
へ
転
出

II

上
原
ひ
ろ

初、

河
原
林
義
雄
（
一
八
五
一

ー一
九
一

0)

は
京
都
山
国
郷
の
生
ま
れ、

父
安
左
衛
門
は
山
国
隊
隊
員。

明
治
十
二
(
-
八
七
九）

年
北
桑

田
郡
郡
書
記、

十
五
年
七
月
府
会
議
員
と
な
り、

以
後
二
十
七
年
三
月
衆
議
院
議
員
と
な
る
ま
で
、

常
置
委
員、

郡
部
会
副
議
長、

府

会
議
長
な
ど
を
つ
と
め
、

ま
た、

自
由
民
権
迎
動
に
加
わ
り、

十
六
年
八
月
大
阪
中
の
島
に
お
け
る
自
由
党
関
西
大
懇
親
会
に
参
加

し、

二
十
二
年
に
は
京
都
府
下
の
有
志
で
交
話
会
を
結
成、

地
方
政
界
の
旗
頭。

新
島
襄
が
山
本
覚
馬
の
ほ
か、

京
都
の
府
会
に
議
席
を
も
つ
浜
岡
光
哲、

中
村
栄
助
と
名
を
連
ね
て
、

京
都
府
会
議
員
の
う
ち、

区

部、

郡
部
常
置
委
員
に
法
律
専
門
校
創
立
の
た
め
の
発
起
人
を
依
頼
す
る
の
は
、
明
治
十
六
年
十
月
四
日
の
こ
と
で
あ
る
（
第
1
巻
『
教

育
編』、
「
同
志
社
大
学
記
事」
一
八
六
ー一
八
七
ペ
ー
ジ）。

河
原
林
義
雄
が
こ
れ
に
い
つ

承
諾
の
意
を
表
明
し
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、

十
七
年
一

月
十
九
日
の
夜、

仮
発
起
人
の
相
談
会
を
新
島
襄
宅
で
開
い
た
さ
い
、

河
原
林
は
高
木
文
平、

伊
東
熊
夫、

西
村
七
三
郎、

田
中
源
太
郎、

川
勝
光
之
助、

安
本
勝
治、

竹
鼻
仙
右
衛
門、

正
木
安
右
衛
門、

多
貝
藤
右
衛
門
ら
と
そ
の
席
に
加
わ
り、

そ
の
発
起

人
と
な
っ
た
（
前
掲
「
同
志
社
大
学
記
事」

な
ら
び
に
「
大
学
発
起
人
会
厳
事
録」、
『
同
志
社
百
年
史

資
料
網
ー』）。

こ
の
書
簡
で
「
先
夜
は
御
来
会
」

と
あ
る
の
は
、

ま
さ
し
く、
一

月
十
九
日
新
島
宅
に
お
け
る
仮
発
起
人
の
相
談
会
に
河
原
林
が
出

席
し、

し
か
も
発
起
人
に
名
を
列
ね
た
こ
と
を
新
島
が
謝
す
る
も
の
で
あ
る。

な
お、

文
中
に
あ
る
「
其
節
御
約
束
申
上
候
専
門
校
創
立
見
込
害
」

は
「
同
志
社
大
学
記
事」

に
「
鹿
ハ
約
ヲ
踏
テ
一

月
廿
四
日、
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五四三

発
起
人
及
ヒ
資
金
募
集
ノ
草
案
右
十
七
人
二
郵
送
シ
テ
各
意
見
ヲ
附
セ
ソ
コ
ト
ヲ
乞
フ
」
に
該
当
す
る。

専
門
校
創
立
見
込
雷
は
正
し

く
は
「
同
志
社
法
律
専
門
校
創
立
方
見
込
（『
同
志
社
百
年
史

資
料
網
ー』）。

259

「
出
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記・
紀
行
編』
二
四一――
ー
ニ
六
〇
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と
明
治
十
七
年一
月
三
十
日
か
ら
二
月
二
十
日
に
か
け

て
「
徴
兵
令一
条
二
付」
「
東
上」
し
た
経
過
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る。

す
な
わ
ち
中
村
正
直、

秀
島
家
良、

0
0
公、

大
山
巌、

品
川
弥
二
郎、

九
鬼
隆一
、

牧
野
伸
顕、

田
中
不
二
麿
ら
を
訪
問
す
る
記
事
が
そ
れ
で
あ
る。
「
0
0
公」
は
新
島
が
は
ば
か
っ
て、

そ
の
実
名
を
あ
げ
て
い
な
い
が
伊
藤
牌
文
と
推
定
さ
れ
る。

新
島
は
こ
の
お
り、
一
同
志
社
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く、
ひ
ろ
く
私
立

の
学
校
に
対
す
る
徴
兵
令
に
関
す
る
特
典
の
附
与
を
求
め
る
と
と
も
に
政
府
に
「
0
0
教
公
許」、

キ
リ
ス
ト
教
を
公
許
す
る
こ
と
を

申
し
出
て
い
る
(「
159
号
書
筒」
参
照）。

こ
の
土
倉
庄
三
郎
宛
の
新
島
書
簡
は、

上
記
の
新
島
の
留
守
中、

女
学
校
教
師
か
ら
土
倉
宛
に、

預
か
っ
て
い
る
土
倉
の
二
人
の
子

女
（
両
嬢）
（「
126
号
書
簡」）
の
「
犯
則」
に
つ
い
て
通
知
が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら、

磁
後
の
措
置
を
取
敢
え
ず
執
っ
た
こ
と
を
報
ず
る

も
の
で
あ
る。

260

イ
ー
ビ
ー
(
Cha
rles
S.
 Eby,
 
1
8
4
5|

1
9
2
5
)。

カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
宣
教
師。

明
治
九
(-
八
七
六）

年
来
日。

十
六
年、

東
京
明
治
会
堂
で
「
東
京
演
説」
を
お
こ
な
う。

そ
の
「
日
本
伝
道
見
込
苫」
は
未
見。

な
お
イ
ー
ビ
ー
に
つ
い
て
は、

明
治
十
七
年
二
月、

改
正
徴
兵
令
問
題
で
東
上
中
の
新
島
の
記
録
「
出
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記・
紀

行
網』
二
四
八
ペ
ー
ジ）
の
な
か
に、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
学
校
を
あ
げ
て、

次
の
よ
う
に
し
る
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る。

I

 

0
立
教
大
学
校

ウ
イ
ル
レ
ム
氏

南
伝
馬
町
二
丁
目
十一
番
地

尚
書
堂

二

0
東
洋
英
和
学
校

（
ィ
ー
ビ
ー

キ
ャ
ナ
ダ
・
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト

三
浦
潮

世
話
ス
ル
人

〔
ヵ〕

0
徳
島
ノ
人、
西
南
ノ
役
ニ
テ
賊
軍
二
幽
ワ
ル、

鳥
井
坂
ノ
上
二
建
ッ
ル
由

〇
ワ
デ
ル
ノ
山
上
学
校

教
員
ハ
加
藤、
ワ
デ
ル
総T
五
人

〇
胃
山
ノ
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト

東
京
英
和
学
校

0
築
地
の
東
京一
致
英
和
学
校
〔
後
略〕
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注 解

261

日
本
の
伝
道、

教
育
に
つ
い
て
の
持
論
を
英
文
で
書
い
て
く
れ
と、

さ
き
に
小
崎
弘
道
に
顛
み、

つ
い
で
木
村
熊
二
、

大
儀
見
元
一

郎
に
も
依
頼
し
井
深
梶
之
助
に
も
願
い
た
い
と
述
べ
る。

木
村、

大
儀
見
は
そ
れ
ぞ
れ
ア
メ
リ
カ
で
神
学
を
学
び
按
手
礼
を
う
け
て
帰

国
し
た
牧
師
で
あ
り、

新
島
が
井
深
に
こ
こ
ま
で
言
い
お
よ
ぶ
の
は
、

彼
に
深
い
信
頼
を
よ
せ
る
か
ら
で
あ
ろ
う。

木
村
熊
二
（
一
八
四
五
ー一
九
二
七）

は
出
石
藩
の
儒
臣
桜
井
氏
の
次
男、

新
島
と
の
渡
航
脱
出
以
前
の
間
柄
に
つ
い
て
は
三
八
ペ
ー

ジ
の

注
参
照。

明
治
三
年
ア
メ
リ
カ
に
渡
り、

ホ
ー。
フ
カ
レ
ッ
ジ
(
H
o
pe
C
o
lle
ge)
、

ニ
ュ
ー
プ
ラ
ソ
ズ
ウ
ィ
ッ
ク

神
学
校
(
N
e
w

Br
gs
wic
k
 T
he
ol
o
gical
 Se
mi
na
ry)

に
学
ぴ、

歯
写
平
派
教
会
の
牧
師
任
命
書
を
う
け
て
明
治
十
五
年
帰
国、

下
谷
一

致
教
会、

白

金
台
町
教
会
で
牧
会
に
当
っ
た。

十
八
年
に
明
治
女
学
校
校
長、

二
十
五
年
信
州
の
小
諸
に
移
り、

翌
年
小
諸
義
路
を
創
設。

大
儀
見
元
一

郎
（
一
八
四
五
ー
？）

は
江
戸
赤
坂
に
生
ま
れ、

静
岡
で
外
山
正
一

に
英
語
を
学
ぶ
。

明
治
四
年
勝
安
芳
の
す
す
め
で
神

田
乃
武
と
ア
メ
リ
カ
に
渡
り、

ホ
ー
プ
カ
レ
ッ
ジ
に
入
学、

ニ
ュ
ー
プ
ラ
ソ
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
神
学
校
に
学
び
、

改
革
派
の

按
手
礼
を
う

け、

明
治
十
五
年
帰
国。

麹
町
日
本
基
督
教
会
牧
師、

東
京
一

致
神
学
校
教
授。

な
お、

新
島
の
日
記
に
木
村
熊
二
に

関
す
る

言
及
が
な
さ
れ
る

初
例
は
「
日
誌」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
編』
一
八
四
ペ
ー
ジ）

の
明

治
十
五
年
九
月
四
日
の
条
に
見
え
る
「
青
年
会
ニ
テ
木
村
熊
二
演
説
す
」

で
あ
る。

大
儀
見
元
一

郎
に
関
し
て
は
特
別
の
言
及
記
事
が

見
当
ら
な
い
が
、

十
六
年
の
五
月
の
大
親
睦
会
が
そ
の
親
し
い
会
話
を
は
じ
め
る
機
会
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。

森
本
介
石
（
の
ち
松
村
介
石、
一
八
五
九
ー一

九
三
九）

は
播
磨
国
（
兵
廊
県）

明
石
藩
の
藩
士
の

家
に

生
ま
れ
る。

横
浜
に
出
て
J
.

6
 H

・
バ
ラ
の
指
迎
を
う
け、

東
京
一

致
神
学
校
に
学
ん
だ。

新
島
襄
の
「
日
誌」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
網』
一

九
一
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と、

明
治
十
五
(
-
八
八
二
）

年
十
一

月
二
十
二
日
の
条
に

「
神
戸
二

於
テ
、

松
山、

金
森
二
氏
卜
相
談
之
上、

森
本
介
石
君
高
梁
行
之
事
ヲ
決
ス
」

と
見
え
る
が、

そ
れ
は
神
戸
教
会
牧
師
松
山

高
吉、

岡
山
教
会
牧
師
金
森
通
倫
と
相
談
の
う
え、

森
本
介
石
の
高
梁
教
会
赴
任
を
決
定
し
た
経
緯
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る。

高
梁
教

会
は
、

十
五
年
四
月
二
十
六
日
に
設
立
さ
れ
た
教
会
で
あ
っ
た
が
、

教
会
の
主
管
者
で
あ
っ
た
上
代
知
新
が
八
月
に
辞
任
し
、

無
牧
の

状
態
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る。

森
本
介
石
は
明
治
十
六
年
十
一

月
十
日
高
梁
教
会
で
新
島
襄、

沢
山
保
羅、

伊
勢
時
雄、

金
森
通
倫
ら
の
列
席
の
も
と
に
按
手
礼
を

う
け
て
牧
師
と
な
っ
た
。

新
島
の
こ
の
按
手
礼
を
伝
え
る

手
記
は
二
つ
あ
り、
ー

は
「
日
誌」
（
前
掲
害
二
0
0
ペ
ー
ジ）
、

二
は
「
出
遊

記」
（
前
掲
書
二
四
O
ペ
ー
ジ）

で
あ
る
が
、

と
も
に
森
本
介
石
の
牧
会
に

依
託
す
る
と
こ
ろ
が
き
わ
め
て

大
き
か
っ
た
こ
と
を
う
か
が
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わ
せ
る 。

辻
密
太
郎
（
一
八
六
0
ー一

九
四
五） 。

明
治
十
六
（
一

八
八ー――)

年
六
月
同
志
社
英
学
校
卒
業 、

神
学
科
（
英
語）

に
進
み

、

十
七
年

36
一

月
よ
り

森
本
介
石
の
病
気
（
咽
喉
カ
ク
ル
）

の
た
め

、

代
理
伝
道
者
と
し
て

高
梁
に

応
援
伝
道
中
で
あ
る
（
杉
井
六
郎
『
遊
行
す
る
牧

者

辻
密
太
郎
の
生
涯』） 。

＊
＊
奥
亀
太
郎
（
？
ー一

九
二
四） 。

明
治
九
（
一

八
七
六）

年
十
二
月
十
日
第
三
教
会
設
立
の
日
、

新
島
襄
よ
り

受
洗 。

十
四
年
六
月
同
志

社
英
学
校
卒
業 、

神
学
科
に
進
み 、

十
七
年
六
月
原
田
助 、

堀
貞
一

、

井
手
義
久 、

亀
山
昇 、

大
西
祝 、

網
島
佳
吉
ら
と
卒
業 。

こ
の

十
七
年
春
は
堀
貞
一

、

馬
場
種
太
郎
ら
と
江
州
彦
根
伝
道
に
従
事
し
た 。

奥
亀
太
郎
は
小
松
（
伊
予） 、

今
治 、

熊
本 、

福
岡 、

島
之
内
な
ど
各
教
会
を
牧
し 、

明
治
二
十
五
年
か
ら
ハ
ワ
イ
に
渡
り 、

ホ
ノ

ム
、

ヒ
ロ
教
会
で
海
外
邦
人
の
伝
道
に
従
事 、

帰
国
後
一

時
実
業
に
従
い

、

の
ち
京
都
第
一

商
業
学
校
教
員
と
な
っ
た 。

＊
＊
＊
陸
奥
宗
光
（
一
八
四
四
ー一

八
九
七） 。

明
治
十
七
(
-

八
八
四）

年
三
月
の
こ
ろ
ま
で
の
新
島
襄
と
陸
奥
宗
光
の
関
係
は

従
来
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
い

。

新
島
旧
邸
文
庫
に
は

、

陸
奥
宗
光
が

宮
城
監
獄
収
監
期
間
に

翻
訳
し 、

出
獄
（
明
治
十
五
年
十
二
月
三
十

一
日）

直
後
に
出
版
し
た
『
利
学
正
宗
」
（
東
京
薔
薇
楼 、

明
治
十
六
年
十
一

月
刊 、

二
冊）

が
製
蔵
さ
れ
て
い
る 。

こ
の
書
物
に
は
「
京
都

寺
町
通
丸
太
町
上
ル
松
蔭
町
十
三
番
戸

新
島
迎
」

の
図
書
貸
出
票
紙
（
印
刷）

が

貼
ら
れ
て
い
る
か
ら 、

二
人
の
間
に
は
自
由
思
想

と
民
権
運
動
に
寄
せ
る
共
嗚
が
根
底
に
想
定
さ
れ
る 。

明
治
十
七
年
三
月 、

大
阪
に
お
け
る
両
者
の
「
度
々
参
舘
」

は
二
人
が
た
ま
た
ま
四
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
海
外
に
む
け
て
出
発
す
る
直

前
で
あ
っ
た
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

陸
奥
は

明
治
二
十
一

年
春
以
降
そ
の
特
命
全
権
公
使
と
し
て
渡
米
（
六
月）

ま
で
の
間 、

新

島
鹿
の
大
学
設
立
運
動
に
お
け
る
東
京
で
の
活
動
を
周
旋
す
る 。

な
お
こ
の
書
簡
は
「
三
月
廿
二
日
」

と
の
み
し
る
さ
れ
て
い
る 。

し
か
し 、

新
島
迎
と
陸
奥
宗
光 、

そ
し
て
ボ
ー

ル
が
神
戸
で
逢
う

こ
と
の
出
来
る
の
は
明
治
十
七
年
し
か
な
い

。

次
の
注
＊
＊
＊
＊
参
照 。

＊
＊
＊
＊
ピ
シ
ョ
ッ
プ
・

ボ
ー

ル
(
Ar
th
ur

Wi
lli
a
m

 P
o
ole) 。

明
治
十
六
（
一
八
八
三）

年
十
月
十
八
日
に
来
日
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
C
h
urc
h

Missi
o
n
ar
y

 S
o
ci
et
y

 (
C
M
S)

の
最
初
の
ビ
ッ
ョ
ッ
プ
。

神
戸
に
居
住
し
た 。

健
康
を
害
し
、

在
日
期
間
は
わ
ず
か
十
ヵ
月
で
、

十
八
年
帰
国 、

イ
ギ
リ
ス
で
な
く
な
っ
た
(
Otis
Car
y;
 

A
 

Histo
r:̀:,
o
f
C
h
ris
ti
a
nit
y
 in
 J
a
p
a
n;

 1909 ,
 1
97
5 ,
 p .
1
81•

H .

Ritter;
 

A
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注 解

な
お�
「
第
二
回
外
遊
記
C

A
>」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
椙』
三
ニ
ー
ベ
ー・シ）

に
よ
る
と、

朋
治
十
七
年
四
月
六
日
の
条
の
は
じ
め
に

「
此
朝、

ア
ッ
キ
ソ
ソ
ソ
ト
共
二
監
督
ボ
ー
ル
ノ
家
二
至
ル
、

但
ツ
氏
ョ
リ
ハ
英
国
ニ
ア
ル
人
々
二
添
書
ヲ
与
へ
呉
レ
ラ
レ
ク
リ
」

と

見
え
る。

4
 
6

中
村
栄
助
宛
の
こ
の
書
簡
は
従
来
「
正
三
八
〇
害
簡
」
（
七
七
七
ペ
ー
ジ）

で
は、

明
治
十
六
(
-
八
八一――)

年
四
月
三
十
一

日
（
目
次

2
 は

三
十
日）

と
し
て
い
る。

し
か
し、

本
文
の
末
尾
に
見
ら
れ
る
「
小
生
も
弥
来
月
六
日
出
発
之
事
二
相
決
申
候
」

と
あ
る
の
は、

ヨ

ー
ロ
ッ
パ
行
き
の
神
戸
港
出
帆
の
日、

四
月
六
日
の
決
定
を
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、

し
た
が
っ
て、

そ
の
年
次
は
明
治
十
七
年
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

明
治
十
七
(
-
八
八
四）

年
四
月
六
日、

神
戸
港
を
出
帆
し
て
か
ら
翌
十
八
年
十
二
月
十
二
日
に
横
浜
に
帰
着
す
る
ま
で
の、

第
二

6
 
6
 
2
 回
「
外
遊
」

中
の
新
島
狸
か
ら
夫
人
新
島
八
重
に
宛
て
た
書
簡
は
現
在、

そ
の
原
書
簡
を
見
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い。

以
下
す
べ
て
柏
木

義
円
の
筆
写
に
よ
る
稿
本
に
よ
っ
て
掲
載
す
る。

＊
＊
「
第
二
回
外
遊
記
(

A
)」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
網』
三
ニ
―
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と、
「〔
午
後〕

四
時、

直
二
波
頭
場
ョ
リ
舟
二
乗
シ

英
船
キ
ー
ウ
ア
ニ
至
ル
。

ジ
ェ
ソ
ク
ス
、

ア
ッ
キ
ソ
ソ
ソ
氏、

湯
浅、

山
路、

中
村、

鎌
田
ノ
四
氏、

甲
賀
ふ
し、

八
重、

汽
船
迄
送

リ
来
ル
。

別
レ
ニ
臨
ミ
祈
蔚
ス
。

鎌
田、

ふ
し
女、

八
重
ハ
后
ニ
ノ
コ
リ、

だ
々
小
舟
ニ
ノ
リ
神
戸
二

戻
ル
。

舟
ョ
リ
モ
甲
板
上
ョ
リ

モ
白
キ
ハ
ソ
ケ
ル
チ
ー
フ
ヲ
振
リ、

離
別
ノ
情
ノ
切
ナ
ル
ヲ
表
ス
。

午
后
七
時
過
キ、

解
緞
ス
」

と
あ
る。

明
治
十
一
(
-
八
七
八）

年
一

月
に
設
立
さ
れ
た
日
本
基
督
伝
道
会
社。

同
社
の
運
営
は、

こ
の
八
重
宛
の
書
筒
に
よ
る
と、

ア
メ

6
 
2
 リ
カ
ソ
・
ポ
ー
ド
の
宣
教
師
ゴ
ー
ド
ソ
、

大
阪
教
会
の
宮
川
経
輝
に
後
事
を
託
し
て
お
り、

そ
れ
ま
で
全
般
的
に
新
島
襄
が
担
当
し
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る。

「
第
二
回
外
遊
記
(

A

)」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
編』
―――
ニ
ニ
ペ
ー
ジ）

に
は
「
此
日
〔
四
月
七
日〕
ハ
ー

日
伝
道
会
社
ノ
帳
絡
ヲ
調
ヘ
ゴ
ル
ド
ソ
氏
迄
ノ
報
告
ヲ
作
ル
。

又
宮
川
氏、

デ
ウ
ィ
ス
氏、
（
田
中
氏）、

八
重、

公
義、

同
志
社
ノ
生

徒、

ハ
ル
デ
ー
君
等
ヘ
ノ
書
ヲ
認
ム
。

夜
十
時
二
至
ル
」

と
見
え
る。

＊
＊
山
本
覚
馬
の
住
居
は
上
京
区
第
三
十
一

組
下
丸
屋
町
四
0
一

番
地
で
あ
っ
て、

そ
の
位
置
は
河
原
町
御
池
下
ル
に
あ
た
る。

新
島
は

書
簡
の
な
か
で
「
河
原
町
様
」

ま
た
は
「
河
原
町
」

と
い
う
表
現
で
、

そ
の
安
否
を
問
う
て
い
る。

警
醒
社
は
明
治
十
六
（
一
八
八一――)

年
二
月、

小
崎
弘
道、

湯
浅
治
郎、

植
村
正
久、

竹
村
（
浮
田）

和
民
が
発
企
人
と
な
っ
て、

キ

8
 
6
 
2
 リ

ス
ト
教
の
「
印
行
ノ
事
業
ヲ
以
テ
真
正
ノ
宗
教
ヲ
皇
張
シ
識
議
正
論
以
テ
世
ノ
風
俗
ヲ
改
良
ツ
社
会
ノ
開
明
ヲ
企
図
ス
ル
」
（「
警
醒
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社
創
立
株
主
募
集
広
告」）

こ
と
を
全
国
に
よ
び
か
け
た。

そ
の
創
立
株
主
募
集
広
告
に
よ
る
と、

次
の
二
十
一

人
が
賛
成
人
と
し
て
名

を
連
ね
て
い
る。

す
な
わ
ち、

津
田
仙、

奥
野
昌
網、

井
深
梶
之
助、

新
島
襄、

吉
岡
弘
毅、

大
儀
見
元
一

郎、

木
村
熊
二
、

安
川

享、

平
岩
憧
保、

神
田
乃
武、

高
橋
吾
良、

宮
川
経
輝、

稲
垣
信、

伊
勢
時
雄、

内
村
鑑
三
、

今
村
謙
吉、

海
老
名
弾
正、

三
浦
徹、

松
山
高
吉、

押
川
方
義、

金
森
通
倫
で
あ
っ
て
、

そ
こ
に
は
キ
リ
ス
ト
教
各
教
派、

各
教
会
の
協
調
が
見
ら
れ
る
。

七
月
三
十
日、

予

定
の
株
金
（
一

株
五
円）

応
募
額
に
達
し
、

株
主
総
会
を
東
京
の
新
肴
町
京
橋
会
堂
に
開
含、

湯
浅
治
郎、

小
崎
弘
道、

植
村
正
久、

津
田
仙、

井
深
梶
之
助
の

五
人
を
委
員
と
し、

東
京
芝
区
新
桜
田
町
一

九
番
地
（
小
崎
弘
道
の
教
会）

を
創
立
事
務
所
と
し
て

発
足
し

た。

『
東
京
毎
週
新
報
』、

『
六
合
雑
誌
』

な
ら
び
に
キ
リ
ス
ト
教
書
籍
を
刊
行。

明
治
二
十
四
年
二
月
以
降、

警
醒
社
書
店
と
な
る。

＊
＊
土
倉
庄
三
郎
の
長
男。

津
下
紋
太
郎
の
「
自
伝
」

に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
土
倉
家
の
人
々
」

に
よ
る
と、

鶴
松
は
次
の
よ
う
に
回
想

さ
れ
て
い
る
。
「
体
謳
堂
々
、

身
長
五
尺
八
寸、

体
重
二
十
六
貫
の
偉
丈
夫」
、

「
父
庄
三
郎
翁
の
素
質
を
承
け
て
、

事
に
処
し
て
決
行

果
断」、
「
大
き
な
夢
を
見
る
人
で
あ
っ
た。

そ
し
て
大
き
な
夢
を
実
現
す
べ

く
果
断
決
行
す
る
人
で
あ
っ
た
」

と。

た
だ
新
島
が
鶴
松

の
こ
と
に
つ
い
て
「
相
忘
申
候
間」、

宣
教
師
方
に
相
談
し
て
「
毎
期
ノ
初
メ
ノ
月
謝
卜
、

又
毎
月
ノ
食
料
」

を

都
合
す
る
云
々
は
土

倉
鶴
松
の
就
学
条
件
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
が、

こ
の
こ
と
は
従
来
知
ら
れ
て
い
な
い
。

な
お
「
165
号
書
簡」
（
明
治
十
七
年
四
月
十
四
日
付、

新
島
八
重
宛）

の

追
而
書
に

も
「
何
卒
六
ヶ
敷
鶴
松
之
事
ハ

デ
ヴ
ィ
ス
様
二

御
相

談
被
下
度
」

と
あ
る。
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「
拙
吟
同
志
社
之
生
徒
諸
君
二

御
渡
し
被
下
度
」

と
い
う
「
別
紙
」

は
失
わ
れ
て
存
在
し
な
い
。

「
166
号
書
簡」
（
明
治
十
七
年
四
月
二
十
日
付、

新
島
八
重
宛）

に
は

末
尾
に
「
四
月
七
日
公
義
君
へ
」

と
付
言
し
た
「
臨
西
遊

告
別

子
家
人」、
「
在
子
玄
海
灘

寄
同
志
社
之
生
徒
諸
君」、
「
在
子
支
那
海

逐
想
西
行
之
汽
船
将
発
神
戸
港
時
偶
成
」

と
題
す
る
三
つ
の

詩
が
あ
る
が、

「
第
二
回
外
遊
記
(
A
)
」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
綱』
――＿
二
三
ペ
ー
ジ）

に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
そ
れ
と
比
較
し
て
も
若

千
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る。

新
島
公
義
の
「
伯
父
洋
行
要
記

明
治
十
七
年
春
三
月

活
塩
漁
夫
」
（
遣
品
庫
史
料）

に
よ
る
と、

四
月
十
一

日

第
一

信
飛
来

長
崎
ョ
リ
八
日
投
函
ノ
郵
書
午
後
五
時
半
二

来
ル

同
志
社
生
徒
二

与
フ
ル
詩

在
子
玄
海
灘

述
所
感
寄
於
同
志
社
生
徒
諸
君
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注 解

単
身
踏
破
波
千
里

決
晋
遠
看
西
悔
天

巴
里
芳
花
倫
動
月

夢
飛
相
国
寺
門
辺

の
一
首
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
る。

な
お
新
島
の
「
英
文
日
記」
（
第
7
巻
『
英
文
日
記・
紀
行
網』
）

に
は
こ
の
漢
詩
は
次
の
よ
う
に
し
る
さ
れ
て
い
る。

在
玄
洋
洋
寄
西
京
同
志
社
之
生
徒

十
年
空
菩
西
遊
志

今
日
遂
為
西
天
外
身

・

巴
里
芳
花
倫
動
月

夢
尋
相
国
寺
前
人

270

米
国
宣
教
師
ヘ
ー
ゲ
ル
(
Cha
rles
R•
Hager)。

新
島
の
「
英
文
日
記」
（
第
7
巻
『
英
文
日
記・
紀
行
網』
）
に
よ
る
と、
＂ジ
Mr.

At
kinson
 gave
 me
 a
 letter
 of
 int
roduce
 to
 Rev.
 
C.
 R.
 
Ha
ger
 of
 Hon
g
 Kon
g,
 
C
hina"

と
見
え
る。

彼
は
一
八

八
三
年
香
港
（
ホ
ン
コ
ソ）
に
来
て、

爾
後
八
年
に
わ
た
っ
て
伝
道
に
従
事
し
た。

チ
ャ
ー
マ
ル
ス
(Jo
hn
Cha
rl

mers,
 ?
ー
1
8

99
)。
Lon
don
Missionar
y
 Society
の
宜
教
師。

2
 ＊＊

監
督
ボ
ル
デ
ソ
(John
Sha
w
 Burdon,
 1
8
2
6-
ー
1
史）
7
)。
C
hurc
h
Missionar
y
 Society
の
宣
教
師、

主
教。

江

「
四
月
七
日
公
義
君
へ
」
の
追
而
書
は、
「
164
号
書
簡」
（
明
治
十
七
年
四
月
八
日
付、
新
島
公
義
宛
）

の
「
別
紙」
に
関
連
す
る
と
思
わ

れ
る。
二
六
九
ペ
ー
ジ
の
注
参
照。

、‘

ア
ラ
ビ
ー・ハ
ヤ
ジ
ャ
ー
(
Arabi
Pasha,
 1
84
1
?

ー
1
9

11
)。

新
島
公
義
の
箪
に
な
る
「
第
二
回
外
遊
記
(
B)」
（
第
5
巻
『
日
記・
紀

行
絹』
三
二
五
ペ
ー
ジ）
に、
「
二
十
九
日

セ
ー
ロ
ソ
島
二
着
ス、
一
日
逗
留。

上
陸
シ
テ
ア
ラ
ピ
ー
パ
ッ
ヤ
ヲ
訪
フ
」
と
見
え
る。

279

田
辺
太一
の
次
男、

次
郎
一
。

新
島
の
「
英
文
日
記」
（
第
7
巻
『
英
文
日
記・
紀
行
綱』
）
に
よ
る
と、

神
戸
を
出
港
し
て
問
も
な
く

の
記
述
の
欄
外
に
次
の
よ
う
に
見
え
る。

I
 

fonnd
 Mr.
 
;,xg�
ー
田
担
t
he
son
 of
 Mr.
 
Taic
hi
 Tana
be
 on
 the
 stea
mer•

He
 is
 for
 En
glan
d.
 

『
明
治
過
去
帳

物
故
人
名
辞
典』
に
よ
る
と、
「＿―-
井
物
産
倫
敦
支
店
長

静
岡
県
士
族

元
老
院
議
官
従
四
位
勲
三
等
田
辺
太一

の
次
子
に
し
て
母
は
荒
井
氏、

脱
応
元
年
九
月
廿
日
生
る、

年
甫
め
て
十
四、

香
港
中
環
舌
院
二
入
り
業
を
陣
め、

三
年
学
成
り
て
盗

る、

後
英
国
に
航
し、

貿
易
の
術
を
講
ず、

十
九
年
病
篤
し、

而
し
て
帰
途
四
月
十
四
日
地
中
海
の
船
中
に
死
す、

年
廿
一
、

海
に
葬

る
」
と
見
え、

ま
さ
に
英
国
行
き
の
田
辺
次
郎一
と
た
ま
た
ま
同
船
し
た。
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＊＊
こ
の
問
答
の
大
要
は
明
治
十
七
（一
八
八
四）
年
七
月
九
日
付
『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞』
に
「
此
頃
同
氏
よ
り
其
社
友
に
寄
せ
ら
れ

た
る
書
信
の
中
に
報
じ
越
さ
れ
し
よ
し」
と
し
て、
掲
載
さ
れ
た。

菰
に
洋
行
せ
し
京
都
同
志
社
々
長
新
島
躾
氏
は、
印
度
洋
航
の
際
錫
蘭
島
へ
寄
港
し、
彼
の
埃
及
に
叛
旗
を
褐
げ
て
百
戦
兵
敗
れ

て
力
尽
き
終
に
英
兵
の
為
に
檎
に
せ
ら
れ、
当
時
錫
蘭
島
の
孤
島
に
遠
窪
せ
ら
れ
た
る
ア
ラ
ビ
ー
パ
ッ
ヤ
に
面
晒
の
機
を
得、
親

し
く
其
鏑
愁
を
慰
め
ら
れ
し
由、
其
際
ア
ラ
ビ
ー
パ
ッ
ヤ
は
深
く
其
の
好
意
を
感
謝
し
且
つ
日
へ
る
様、
予
罪
を
獲
て
此
の
遠
島

に
流
諦
せ
ら
れ
し
よ
り、
誰
あ
り
て
無
限
の
幽
愁
を
慰
む
る
者
な
く、
国
人
す
ら
音
信
絶
え
て
あ
ら
ざ
り
し
に、
登
に
図
ら
ん
や

千
里
外
の
日
本
人
即
ち
足
下
の
為
め
に
訪
問
せ
ら
れ
厚
き
慰
藉
を
辱
ふ
せ
ん
と
は、
実
に
肝
銘
の
余
り
あ
り
と。
夫
よ
り。ハ
ッ
ャ

は
珍
ら
し
き
異
邦
人
に
会
ひ
し
喜
し
さ
に、
種
々
日
本
の
制
度
情
態
な
ど
を
問
ひ、
談
兵
事
に
渉
り
し
時
日
本
国
の
兵
員
は
幾
何

あ
り
や
と
問
ひ
け
れ
ば、

新
島
氏
之
に
答
へ
て
吾
邦
の
常
備
兵
は
十
万
あ
り、
然
れ
ど
も
政
府
は
尚
ほ
其
の
不
充
分
な
る
を
思

ひ、
近
時
兵
制
を
改
革
し
頻
り
に
陸
海
軍
を
拡
張
せ
り
と
云
は
れ
し
に、
パ
シ
ャ
は
覚
え
ず
手
を
拍
て
其
の
強
大
な
る
を
称
袈

し、
且
深
く
之
を
羨
め
る
色
あ
り
し
云
々
と
（『
新
聞
集
成
明
治
網
年
史』
第
五
巻）。
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文
中
に
「
来
年
四
五
月
比
日
本
二
参
る
よ
し」、
「
デ
ウ
ィ
ス
様
と
お
前
様
へ
添
杏
相
渡」、
「
京
都二
被
参
候ハ
、
丁
寧二
御
取
扱」

と
あ
る
フ
ー
ラ
ル
は
「
明
治
専
門
学
校
義
捐
者
姓
名
疱」
に
見
え
る
「
ヘ
ル
ペ
ル
ト
・
ジ
・
フ
ー
ラ
ル
（
英
国
ヶ
ソ
プ
リ
ジ
府

金
拾

円

已
納）」
と
あ
る
人
と
同一
人
か。
な
お
明
治
専
門
学
校
に
対
す
る
寄
附
金
の
簿
冊
に
見
え
る
唯一
の
外
国
人
の
例
で
あ
る。
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普
通
神
学
両
課
の
卒
業
生
は
「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）」
（
第
1
巻
『
教
育
網』
二
五
三
ー
ニ
五
四ペ
ー
ジ）
に
よ
る
と
次
の

通
り
で
あ
る。

普
通
科
（
正
科）
十
人、
六
月
二
十
六
日
卒
業
式

竹
内
（
安
部）
磯
雄
（
福
岡
県）、
堀
正
義
（
愛
媛
県）、
滝
（
岸
本）
能
武
太
（
岡
山
県）、
松
尾
（
南）
熊
夫
（
大
阪
府）、
三
輪

礼
太
郎
（
新
渥
県）、
三
好
文
太
（
福
井
県）、
村
井
知
至
（
愛
媛
県）、
新
原
俊
秀
（
宮
崎
県）、
重
見
周
吉
（
愛
媛
県）、
山
岡

邦
三
郎
（
大
阪
府）

本
科
（
神
学
科）
十
三
人

六
月
二
十
七
日
卒
業
式

原
田
助
（
熊
本
県）、
堀
貞一
（
京
都
府）、
竹
原
（
井
手）
義
久
（
熊
本
県）、
亀
山
昇
（
熊
本
県）、
安
達
（
小
崎）
成
章
（
熊
本

県）、
松
尾
敬
吾
（
熊
本
県）、
村
上
直
次
郎
（
大
分
県）、
長
谷
川
（
中
島）
末
治
（
長
崎
県＞、
奥
亀
太
郎
（
京
都
府＞、
大
西
祝
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注 解

（
岡
山
県＞、
杉
田
潮
又
兵
庫
県）、
綱
島
佳
吉
（
岡
山
県）、
上
原
方
立
（
熊
本
県＞

291

柏
木
義
円
の
新
島
八
重
宛
書
簡
の
写
し
は、
「
岡
号
書
簡」
ま
で
は
「

第
0
報」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
が、
こ
の
「
172
号
因
簡」
以

降、
筆
写
の
形
に
変
化
が
あ
ら
わ
れ、
「
第
0
報」
と
順
序
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
な
く、
か
つ
書
簡
の
本
文
全
文
が
す
べ
て
疵
写
さ
れ

ず、
前
半
部
分
あ
る
い
は
末
尾
部
分
が
省
略
さ
れ
る
な
ど
の
例
が
多
く
な
る。
こ
の
「
172
号
書
簡」
も
末
尾
が
省
略
さ
れ
て
い
る。

こ
の
害
簡
は
「
正
五
二
九
書
筒」
（
九
九
六
ー
九
九
九ベ
ー
ジ）
で
は、
見
出
し
は
「
松
山
高
吉・
伊
勢
（
横
井）
時
雄
宛」
（
目
次
は
「
松

2
 
，

 

2
 山
高
吉・
横
井
時
雄
宛」）
で、
「
同
志
社
校
友
会
写」
と
注
記
が
あ
る。
こ
こ
に
収
載
す
る
に
当
っ
て、
「
同
志
社
校
友
会
写」
の
原
本

に
あ
た
る
柏
木
義
円
の
稲
本
に
よ
っ
た。

伊
勢
時
雄
（一
八
五
七
ー一
九
二
八、
今
治
教
会
牧
師）、
松
山
高
吉
（一
八
四
七
ー一
九
三
五、
神
戸
教
会
牧
師）
は
と
も
に
明
治
十
六
（一

八
八一――)
年
二
月
以
来、
同
志
社
の
社
員
で
あ
り、

牧
会、
日
本
基
督
伝
道
会
社
の
こ
と、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
ソ
・
ポ
ー
ド
の
年
会
に

む
け
て
の
同
志
社
の
業
の
進
展
に
つ
い
て

尽心
尽
力
を
求
め
て
や
ま
な
い。

296
「
第
二
回
外
遊
記
(

B

)」
（
第
5
巻
『
日
記・
紀
行
網』
＝＝
二
八ペ
ー
ジ）
に
よ
る
と、
八
月
六
日
の
事
態
は
次
の
通
り
で
あ
る。

足
ヲ
サ
ソ
ゴ
タ
ー
ル
ト
ノ
雪
山
二
試
ム。
冷
風
府
ヲ
侵
ツ
厳
冬
ノ
感
ヲ
起
サ
ッ
メ
ク
リ。
山
中
俄二
心
臓
〔
病〕
ヲ
発
ッ、

一
歩
毎二
足
ヲ
止
メ、
漸
ク
山
中
ノ一
旅
店二
投
ス。
苦
痛
甚
ツ
ク、
薬
ナ
ク
医
ナ
ク
最
早
骨
ヲ
雪
山
二
埋
ム
ペ
シ
ト
決
心
ッ
ク

リ。
併
ツ
芥
子
泥
ヲ
胸
二
張
付
タ
レ
バ
一
時
間
ノ
後
苦
痛
去
ル、
然
ツ
苦
痛
ノ
去
リ
ツ
後
歩
行
ヲ
試ヽ‘、
ク
ル
ニ、
全
身
カ
ラ
ナ
キ

ヲ
覚
ユ

も
ち
ろ
ん、
こ
の
行
文
は
新
島
公
義
が
新
島
罪
か
ら
の
通
信
に
基
づ
い
て
し
る
し
た
も
の
で
あ
り、
彼
が
英
文
で
綴
っ
た
追
害
（
第

7
巻
『
英
文
日
記・
紀
行
網』）
の
如
き
切
迫
し
た
雰
囲
気
は
ま
っ
た
く
な
い。
そ
の
点、
こ
の一
週
間
後
の
回
想、

詩
歌
に
は、
死
の

旅
を
覚
悟
し
た
後
の
さ
わ
や
か
さ
が
あ
り、
か
つ
大
人、
父
親
に
安
堵
を
求
め
る
気
持
が
溢
れ
て
い
る。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ヽ
、
、
、
、
、
、

な
お
前
記
「
第
二
回
外
遊
記
(

B

)」
に
も、
「
行
先
き
は
吾
墓
な
れ
と
思
ふ
身
も
故
郷
こ
ひ
し
入
相
の
か
ね」、
「
入
相
の
空
に
あ
わ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ヽ
ヽ
ヽ

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

れ
を
蔀二
け
り
遠
山
寺
の
鐘
の
こ
え
／
＼」
な
ら
び
に
「
多
年
辛
苦
事
成
業

宿
病
使
吾
及
此
行

却
愧
柾
為
風
流
客

戟
雷
山
中
対

0

0

 

月
明」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が、
漠
詩
に
は
字
句
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る。
書
簡
の
末
尾
に
「
行
装
を
軽
便
に
せ
ん
か
為
に
詩
韻
等ハ

尽
く
竜
動
府
二
送
附
す、
平
仄
韻
字
等
に
甚
を
ぽ
つ
か
な
し」
と
あ
る
が
そ
れ
に
当
る
か。

291

新
島
旧
邸
文
庫
に
も、
渡
辺
脩
次
郎
の
『
明
治
開
化
史

全』（
東
京
松
井
順
時、
明
治
十
三
年
五
月
再
版）
が
嬰
蔵
さ
れ
て
い
る。
新
島
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公
義
に
送
付
を
依
頼
し
て、

在
米
中
に
新
島
が
手
に
し
た
も
の
か
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が、

本
書
に
は
当
時
の
新
島
の
読
書
の

癖
を
示
す"
note"

あ
る
い
は
朱、

青
な
ど
の
傍
線
が
認
め
ら
れ
る。

＊
＊
『
東
京
毎
週
新
報』
は
明
治
十
六
(-
八
八
三）
年
八
月
八
日、

東
京
京
橋
区
西
紺
屋
町
二
0
番
地、

発
行
所
警
醒
社
か
ら、

持
主

兼
印
刷
人
は
小
崎
弘
道、

編
輯
人
は
浮
田
和
民
で
創
刊
さ
れ
た。

創
刊
の
趣
旨
に
は
「
真
正
ノ
宗
教
ヲ
主
張
ツ
純
粋
ノ
道
徳
ヲ
振
興
ツ

日
進
ノ
学
術
ヲ
諧
究
シ
不
偏
不
党
ノ
政
論
ヲ
明
ヵ
ニ
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ナ
ツ
政
治
文
学
経
済
脹
事
衛
生
ノ
諸
事
ョ
リ
現
今
内
外
国
ノ

事
情
二
至
ル
マ
デ
凡
ソ
世
間
有
要
ノ
事
物
変
動
ハ
網
羅
ッ
テ
漏
ス
コ
ト
ナ
ク
読
者
ヲ
シ
テ
他
ノ
新
聞
紙
雑
誌
類
ヲ
読
ム
コ
ト
ナ
カ
ラ
シ

ム
ル
モ
敢
テ
遺
憾
ナ
カ
ラ
ッ
メ
ソ
ト
欲
ス
」
と
あ
る。

な
お
小
崎
弘
道
は
当
時
『

六
合
雑
誌』
の
編
輯
も
担
当
し
て
お
り、

『
東
京
毎
週
新
報』
は
こ
の
年
十
七
年
の
十
一
月
あ
る
い
は
十

二
月
で、

編
輯
ス
タ
ッ
フ
を
改
め、
十
八
年一
月
か
ら
紙
名
を
『

基
督
教
新
聞』
（
発
行
号
数
は
『
東
京
毎
週
新
報』
の
そ
れ
を
踏
嬰）
と
改

め
る。
こ
の
『
東
京
毎
週
新
報』
の
問
題
は
「
183
号
書
簡」
（
明
治
十
七
年
十
二
月
十
六
日
付、
松
山
高
吉·
小
崎
弘
道
宛）

参
照。

殴

「
エ
術
の
進
歩」
以
下
の
重
複
は
柏
木
義
円
の
誤
写
と
思
わ
れ
る。

＊
＊
二
九
六
ペ
ー
ジ
の
注
参
照。
八
重
宛
の
通
信
に
は
「
175
号
書
簡」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
心
の
奥
底
を
よ
ぎ
っ
た
事
態
は
ま
っ
た
＜
言

及
が
な
い。

む
し
ろ
平
板
な
旅
の
紀
行
文
で
あ
り、

心
遣
い
が
う
か
が
わ
れ
る、

「
ネ
ゴ
ト
の
如
き
歌
と
詩」
(「
177
号
害
簡」）
と
い
う

表
現
も
使
っ
て
い
る。

狐

「
175
号
書
簡」
（
明
治
十
七
年
八
月
十
三
日
付、
新
島
民
治・
公
義
宛）
な
ら
び
に
二
九
九
ペ
ー
ジ
の
注
＊
＊
参
照。

*
＊-―1
0一
ペ
ー
ジ
に
収
め
て
い
る
図
版
は、
い
う
ま
で
も
な
く
柏
木
義
円
の
筆
写
に
か
か
る
も
の
で、

丹
念、

精
緻
で
し
か
も
即
妙
の

新
島
の
タ
ッ
チ
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い。

301

「
西
京
を
発
せ
し
時
：·
：
手
紙
の
上
は
」
は
「
正
四
四
書
簡」
（一
六
〇
ベ
ー
ジ）
に
お
い
て
は、

そ
の
ま
ま
の
行
文
で
あ
る
が、

柏

木
義
円
の
籠
写
の
稿
本
で
は、
こ
の
部
分
は
見
せ
消
が
付
さ
れ
て
い
る。

＊
＊
第
6
巻
『
英
文
書
簡
編』
の
194
書
簡
(T
o
Mr.
 &
 Mrs•
Hardy,
 
August
 1
7,
 

1
8
8
4
)

の
末
尾
に
は、
••I
ha
ve
 received
 a
 

cordial
 invitation
 fro
m
 the
 Mission
 House
 at
 Basie,
 and
 e
xpect
 to
 go
 there
 next
 wee
k."

と
あ
る。
ま
た、

195

書節回
(T
o
Dr•
N.
 G.
 Clark̀
Sept.
 3,
 

1
8
8
4
)

に
は、
＾
→lfy
healt
h
 was
 rat
her
 serious
 bot
h
 in
 Italy
 and
 S
witze
rland.
 

But
 I
 feel
 better
 since
 I
 ca
me
 to
 Ger
many
疇

At
Basie
 I
 was
 kindl
y
 entertained
 by
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注 解

J.

H
es
s
e
 s
e
n
ds
 
hi
s
 s
p
e
ci
al
 r
e
g
ar
ds
 t
o
 y
o
u
 
•

••
•
•
•
•
 
"
 

--'0
日
兄
占ん
G
o

朋
治
十
七
(
-
八
八
四）

年
五
月、

西
京
大
宮
通
寄
場
（
凱
場）

に
お
け
る
同
志
社
教
員、神
学
生
の
耶
蘇
教
説
教
会
に
対
す
る
僧
侶

の
反
対
と
こ
れ
に
連
動
し
て
お
き
た
庶
民
の
排
耶
的
騒
擾
は
ひ
ろ
く
当
時
の
一

般
新
聞
に
も
報
道
さ
れ
た。

六
月
九
日
付
の
『
郵
便
報

知
新
聞
』

に
よ
る
と、

「
実
に
近
来
の
騒
挺
な
り
し
と
彼
地
よ
り
の
報
に
見
ゆ
」

と
付
言
し
て、

五
月
二
十
二
日、

二
十
三
日
の
両
夜

に
わ
た
っ
た
混
乱
を
伝
え
て
い
る
（『
新
聞
集
成
明
治
網
年
史』

第
五
巻）
。

八
月
二
十
五
日
こ
ろ、

新
島
巽
が
バ
ー
ゼ
ル
（
文
中
は．ハ
ー
ズ

ル
）

の
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
・
ハ
ウ
ス
で
得
た
こ
の
情
報
は、

ど
の
よ
う
な
「
新
聞
」

に
よ
っ
た
か、

明
ら
か
で
な
い
が、

こ
の
説
教
会
に
出

席
し
て
演
説
し
た
グ
リ
ー
ソ
(
Da
niel
C
ros
b
y
 Gree
ne)

の
名
を
あ
げ、

か
つ

「
邦
語
神
学
之
諸
彦
」

と
い
う
特
定
の
学
生
た
ち
を

指
定
し
て
い
る
な
ど、

そ
の
記
事
が
克
明
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

な
お
同
志
社
側
の
事
件
の
詳
細、

精
緻
な
記
録
は
当
時
邦
語
神
学
科
に
在
学
中
の
池
袋
清
風
の
日
記
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
（『
池
袋

清
風
日
記

明
治
十
七
年

上』、
『
同
志
社
談
叢』

第
五
号
別
冊）
。

N
o
a
k
 P
ort
er
 (
1
8

11

|
1
8
9
2
)

一

八
七
一

年
か
ら
イ
ニ
ー
ル
大
学
総
長。

こ
の

訪
問
は
明
治
七
(
-
八
七
四）

年
十
月
帰
国
に
さ
い

し、

ニ
ュ
ー
・
ヘ
イ
ヴ
ソ
で
の
一

別
以
来、

ま
さ
に
十
年
を
経
過
し
て
い
た。

「
第
二
回
外
遊
記(
B
)
」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
網』

三
三
ニ
ペ
ー
ジ
）

に
も
「
翌
日
〔
九
月
二
十
九
日〕

ハ
カ
ノ
ニ
ウ
ヘ
ヴ
ソ
ト
テ、

西
ノ
世
界
二

有
名
ナ
ル
カ
ノ
エ
ー
ル
大
学
ノ
校
長
（
利

ル
ト
ル
先
生
二

面
会
ツ
、

先
年
厚
キ
御
世
話
ヲ
受
ク
ル
）

二

面
会
シ
、

日
本
ノ
状
勢
卜
京
都
学
校
ノ
事
二

付
談
判、

時
刻
ヲ
遥
シ
テ
一

日
ヲ
終
リ、

先
生
ノ
御
宅
―
孟
麻
ネ
」

と
あ
る
。

*
＊
Al
p
h
e
us
 Har
d
y
 (
1
8
1
5-

1

88
7
),
 

S
u
sa
n
 
H
ol
m
es
 Har
d
y
 (
1
8
1
7

|
1
史）
4
)

こ
の
夫
宰
K

か
ら
う
け
た
恩
顧
か
ら、

新
島
は
そ
の

ミ
ド
ル
・

ネ
ー
ム
を
ハ
ー
デ
ィ
ー
と
称
し
た
(J
ose
p
h
Har
d
y
 N
eesi
ma)
。

こ
の
書
簡
は
明
治
十
七
(
-
八
八
四）

年
九
月
三
十
日、

十
年
振
り
に
そ
の
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
妻
に
会
う
光
景
を
伝
え
て
い
る。

「
第
二
回
外
遊
記(
B
)
」

は
こ
の
日
の
記
事
を
次
の
よ
う
に
し
る

し
て
い
る
。

翌
日
〔
九
月＿―-
十
日〕
ハ
ポ
ス
ト
ソ
ニ

趣
キ、

兼
テ

襄
ガ

第
二
の
父
母
両
親
卜
愛
敬
ス
ル
恩
人
ハ
ー
デ
ー
大
人
二

御
面
会
申
セ
シ

ガ、

宴
二

十
年
来
ノ
海
山
ノ
物
語
一

時
二

尽
シ
か
た
く、

互
二
不
覚
惑
涙
ヲ
催
ツ
暫
ク
黙
シ
テ
不
語
シ

こ"
A
n

A
p
p
e
al
 
for
 A
d
v
a
n
c
e
d
 C
hristi
a
n
 E
d
u
c
ati
o
n
 in
 J
a
p
a
n"
 

な
お
「
こ
の
ア
ビ
ー
ル
は
ア
メ
リ
カ
ソ
ポ
ー
ド
の
主
事
た
ち
ゃ
ツ
ー
リ
ー
総
長、

ホ
ブ
キ
ソ
ズ
総
長
の
推
鷹
の
言
葉
を
付
し
て
印
刷

304 
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さ
れ、

教
育
関
係
の
友
人
た
ち
の
間
に
内
輪
に
配
布
さ
れ
た」
（
第
10
巻
『
新
島
狸
の
生
涯
と
手
紙』
二
九
五
ペ
ー
ジ）。
ま
た
こ
の
ア
ピ

ー
ル
の
執
筆
の
経
緯
は
「
181
号
書
簡」
（
明
治
十
七
年
十
二
月
十
六
日
付、
市
原
盛
宏•
森
田
久
万
人・
下
村
孝
太
郎
宛）
に
も
見
え
る。

ア。ヒ
ー
ル
の
英
文
全
文
は
第
7
巻
『
英
文
日
記・
紀
行
編』
に
収
載
さ
れ
る。

*＊
Horace
 S.
 Taylor
 (1829
|1
答9)、

夫
人
は
Sophia
Dodge
 Taylor。

新
島
の
ア
ー
モ
ス
ト
在
学
中、
一
八
六
九
年
十
二

月
十一
日
東
ボ
ス
ト
ソ
で
死
亡。

*＊*
Willia
m
 T.
 Savory
 (1827
|189
7)
ペ
ル
リ
ソ
号
船
長。
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「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）」
（
第
1
巻
『
教
育
網』
二
五
五
ペ
ー
ジ）
に
「
十
七
年
九
月
十
五
日、
本
校
ノ
第
十
学
期
ヲ
開
業

ス、
同
日
彰
栄
館
開
場
式
ヲ
行
フ、
金
森
通
倫
氏
来
テ
演
説
ス」
と
見
え
る。

明
治
十
六
(-
八
八一――)
年
十
月
工
事
入
札
の
さ
い
に
使
わ
れ
て
い
る
呼
称
は
「
新
講
堂」
も
し
く
は
「
同
志
社
大
講
堂」、
十
二
月

の
定
礎
式
は
「
新
築
講
堂」
で
あ
る。
同
志
社
に
お
け
る
煉
瓦
造
り
の
最
初
の
洋
風
建
築
で、
同
志
社
が
そ
れ
ま
で
建
物
を
第一
と

か、
三
十
番
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
を
改
め
た
最
初
の
館
名
で
あ
る。
命
名
の
由
来
に
関
す
る
記
録
は
知
ら
れ
て
い
な
い。
な
お
建
築
設

計•
そ
し
て
監
督
に
あ
た
っ
た
グ
リ
ー
ソ
は
こ
の
建
物
の
献
堂
式
の
模
様
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る。
'^
Our
ne
w
 building
 was
 

dedicated
 on
 the
 15th.
 It
 p
ro
mises
 to
 be
 of
 great
 service
 to
 us."
 (Letter
 fro
m
 Daniel
 C.
 Greene
 to
 Dr.
 Clark,
 

Kiotb,
 Sept.
 22nd,
 1
884,
 the
 A
merican
 Board
 of
 Co
m
missioners
 for
 Foreign
 Missions,
 
Mission
 to
 Japan.
 Roll
 

No.
14•
No.
 (337))

*＊
Mary
 E.
 Hidden
 (181
8---1893),
 
David
 I•
Hidden
 (18
23-189
7)

第
6
巻
『
英
文
害
簡
編』
に
は、
ヒ
ド
ソ
宛
の
四
十

六
通
の
ET
簡
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が、

そ
の
う
ち一
八
六
六
（
推
定）
年
に
は
じ
ま
っ
て、
一
八
七
四
年
十
月
は
じ
め
ま
で
の
在
米
中

の
通
信
が
三
十
七
通
の
多
き
に
お
よ
ん
で
い
る。
ま
た
新
島
の
第
二
回
の
欧
米
旅
行
中
の
通
信
は
四
通
で
あ
る。
「
多
年
逗
留
厚
く
世

話
に
相
成」
は
そ
の
実
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
（
井
上
勝
也
「
ア
メ
リ
カ
時
代
の
新
島
襄
研
究」、
『
人
文
学』
―――――
号）。

***Ed
wards
 A
masa
 Park
 (180
8--ー19
00)
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
教
授。

306
「
第
二
回
外
遊
記
(

B
)」
（
第
5
巻
『
日
記・
紀
行
福』
三
三
四ペ
ー
ジ）
の
記
述
も、
こ
の
感
懐
を
次
の
よ
う
に
し
る
し
て
い
る。

0

0

 0

 

0

 

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

此
日
十
月
三
十一
日
0
廿
年
前
ノ
入
学
日

n
丁
u

折
ツ
モ
此
13
ハ
十
月
三
十一
13
ニ
ッ
テ
調
度
廿
年
前
十
月=-
+-
13、
初
テ
刀
冴
ド
ワ
神
学
校二
入
学
ッ
ク
ル
13
ニ
ッ
テ、
寛ニ
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注 解

紀
念
日
ト
モ
串
ス
ペ
キ
B
ナ
リ。
田心
ヒ
回
セ
バ
、

特
別
二
此
二
十
年
間
戻
父
／
腐
慈
愛
ヲ
漿�
リ、

倒
恵
／
深
キ
―
i

感，
ツ

〇
廿
年
前

0
廿
年
后

0

0

0

0

0

0

0

 

0
x
此
所―ー
籠
ヲ
把
ル
〇
感
謝
ノ
念
察
ス
ベ
ッ

廿
年
前、

此
学
校
二
学
ビ
、

将
来
ノ
事
ヲ
分
ラ
バ
勉
強
セ
ソ
事
ヲ
考
へ
、

廿
年
ノ
后
今
日
此
所
二
来
リ

同
ジ
家
ニ
テ
築
ヲ
採
リ

〔

詭
〕

此
文
ヲ
認
ク
ル
ア
ル
ハ
、

戦
ノ
心
中
如
何
計
力、

感
謝
ノ
心
二
満
サ
レ
、

神
二
膝
間
ヅ
キ
テ
惑
謝
ス
ル
ノ
念
察
ス
ペ
ッ

〇
其
翌
日
雪
降
リ
〇
先
年
勧
学
ノ
感
〇
散
歩

307

福
沢
諭
吉
の
「
近
来
流
行
之
基
督
教
贔
負
之
論
」

と
は、

恐
ら
く、

こ
の
年、

明
治
十
七
年
六
月
の
六、

七
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て

『
時
事
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
宗
教
も
亦
西
洋
風
に
従
は
ざ
る
を
得
ず」

と
い
う
福
沢
の
論
文
を
さ
す
も
の
で
あ
ろ
う。

福
沢
は
こ

の
論
文
に
お
い
て
「
今
日
各
国
の
交
際
上
に
て
我
国
を
文
明
国
間
に
独
立
せ
し
め、

敢
て
文
明
の
面
色
を
表
し
て
他
の
疎
斥
を
免
れ
ん

と
す
る
に
は、

人
間
社
交
上
最
も
有
力
な
る
宗
教
の
如
き
も
亦
西
洋
風
に
従
は
ざ
る
を
得
ず
と
信
ず
る
な
り
」

と
い
う。

福
沢
が
『
文
明
論
之
概
略』
(
-
八
七
五）

で
キ
リ
ス
ト
教
を
学
問
知
識
の
後
に
付
く
と
し、

「
仏
法
と
同
じ
く
あ
え
て
功
徳
な
し
」

と
批
判
し、
r
時
事
小
言』
（
一
八
八
一
）

で
も、

公
平
を
主
と
す
る
ゆ
え
に、

今
日
の
天
下
に
お
い
て
国
権
に
害
が
あ
る
と
い
う
立
場

を
と
っ
て、

キ
リ
ス
ト
教
に
反
対
し
て
い
た
こ
と
を、

新
島
も
よ
く
承
知
し
て
い
て、

「
福
沢
先
生」
の
「
変
化」
に
注
目
し
て
い
る

わ
け
で
あ
る。

た
だ
家
か
ら
送
ら
れ
た
「
新
聞」

が
r
時
事
新
報
」
で
あ
る
と
い
う
確
認
は
な
い。

中
村
栄
助
の
夫
人
は
明
治
十
七
(
-
八
八
四）

年
九
月
二
十
七
日
死
去。

『
池
袋
柄
風
日
記

明
治
十
七
年

下』
（『
同
志
社
談
叢』

8
 
3゚
 第

六
号
別
冊）
の
九
月
五
日
の
条
に
「
新
島
氏
内
室
ノ
話
二
、

前
ノ
日
曜
ノ
ト
キ
ョ
リ
中
村
栄
介
氏
ノ
妻
ハ
腸
チ
プ
ス
ニ
テ
危
険
ナ
リ

ト
」

と
見
え、

つ
い
で
九
月
二
十
八
日
の
条
に、

「
昨
夜
十
時
頃、

五
条
中
村
栄
介
氏
ノ
妻
ハ
遂
二
死
去。

今
日
葬
式
午
后
二
時
ョ
リ

ト
カ
」

と
あ
る。

，

 

0

市
原
盛
宏
（
一
八
五
八
ー一
九一
五）、

森
田
久
万
人
(
-
八
五
八
ー一
八
九
九）、

下
村
孝
太
郎
（一
八
六
―
—一
九
三
七、
一
九
0
ペ
ー

3
 ジ
の
注
参
照）。

三
名
と
も
新
島
渡
の
留
守
を
あ
ず
か
る
同
志
社
教
員。

と
も
に、

熊
本．ハ
ソ
ド
結
盟
の
同
志
で、

明
治
十
二
（一
八
七

九）

年
六
月
同
志
社
英
学
校
余
科
を
卒
業
し
た。

市
原
と
森
田
は
九
月
か
ら
幹
事、

教
員
と
な
り、

下
村
は
十
五
年
九
月
か
ら
教
員
と

な
っ
た。

「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）
」
（
第
1
巻
『
教
育
網』
二
五
ニ
ペ
ー
ジ）

に
は、
「
新
島
校
長
ノ
出
発
後
ハ
、

先
ヅ
山
本
覚
馬
氏
代

819 



理
ノ
名
義
ニ
テ
、

内
務
ハ

市
原
盛
宏
氏
之
ヲ
勤
メ
、

外
務
ハ

新
島
公
義
氏
之
ヲ
補
助
ツ
メ
ラ
レ
タ
リ

弦
ニ
ハ

外
務
ノ
記
事
ア
リ、

内

務
ノ
記
事
ハ

市
原
師
ノ
手
ニ
ア
リ
」

と
あ
る。

た
だ
し、
「
内
務
ノ
記
事
」

は
従
来
そ
の
所
在
が
明
ら
か
で
な
い
。

ま
た、
「
同
志
社
大

学
記
事
」
（
第
1
巻
『
教
育
網』
一

九
四
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

明
治
十
七
年
の
四
月
五
日
の
条
に
「
新
島
狸
ハ

洋
行
ス
ル
ヲ
以
テ
市
原
盛

宏、

森
田
久
万
人
ノ
ニ
氏
二

発
起
人
ノ
代
理
ヲ
委
托
ス
」

と
見
え、

爾
後、

こ
の
二
人
は
明
治
専
門
学
校
設
立
の
相
談
に
あ
ず
か
っ
て

い
る。

＊
＊「
之
ヲ
陳
ス
ル
ノ
暇
ナ
ク
残
念
ナ
ル
哉
」

は
抹
消
す
る
意
を
示
し
て、

線
が
ひ
か
れ
て
い
る。

-<
 
Clift
o
n
 S
pri
n
gs
 (
N•
Y.
)

ク
リ
フ
ト
ソ
・
ス
プ
リ
ソ
グ
ス
の
療
捉
所。

3
 ＊＊

明
治
十
七
年
六
月、

英
学
校
普
通
科
（
正
科）

を
卒
業
し
た
の
は
竹
内
（
岡
本
・
安
部）

磯
雄、

堀
正
義、

滝
（
岸
本）

能
武
太、

松

尾
（
南）

熊
夫、

三
輪
礼
太
郎、

三
好
文
太、

村
井
知
至、

新
原
俊
秀、

重
見
周
吉、

山
岡
邦
三
郎
の
十
人
で
あ
っ
た。

そ
の
う
ち―――

輪
礼
太
郎
は
東
京
に、

重
見、

三
好
は
渡
米
し、

残
り
の
人
々
は

神
学
科
の

本
科
（
英
語
神
学）

に
進
む
は
ず
で
あ
っ
た。

と
こ
ろ

が、

『
同
志
社
英
学
校
概
則
』

に
付
さ
れ
た
「
明
治
十
八
年
九
年
調
」

と
す
る
在
学
生
徒
名
蒋
（『
同
志
社
百
年
史

資
料
編
ー』）

に
よ

る
と、

神
学
科
生
の
「
英
語
科
」

に
は
わ
ず
か
に
原
忠
美、

岸
本
能
武
太、

古
賀
啓
吉
の
三
名
し
か
在
籍
せ
ず、

十
七
年
九
月
以
降
神

学
科
の
本
科
（
英
語
神
学）

に
進
ん
だ
も
の
は

同
学
年
で
は

岸
本
能
武
太
た
だ
一

人
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。

な
お
邦
語
科
一

年

が
十
三
人、

同
予
備
が
十
人
で
極
端
な
変
化
が
明
治
十
七
年
秋
以
降
に
お
き
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る。

か
か
る
事
態
は
在
米
の
新
島
罪
に
市
原、

森
田、

下
村
か
ら
報
じ
ら
れ、

新
島
は
そ
の
詳
報
を
求
め
て
い
る。

と
く
に
「
村
井
氏
等
の
東
京
二

趣
キ
ッ
ハ

何
ヵ
不
足
ノ
事
ア
リ
ッ
ャ
」

に
つ
い
て
は、

「
同
志
社
記
事

（
社
務
第
十
八
号
）
」

の
該

当
す
る
年
代
の
記
事
に
は
ま
っ
た
く
言
及
が
な
く、
「
内
務
ノ
記
事
」

は
も
と
め
得
べ
く
も
な
い
(-―1
0
九
ペ
ー
ジ
の
注
参
照）
。

そ
の
渇

を
い
や
す
の
は
『
池
袋
浩
風
日
記

明
治
十
七
年

下
』
（
『
同
志
社
談
漿』

第
六
号
別
冊）

の
十
月
二
十
七
日
の
記
事
で
あ
る。

〔
前
略〕

村
井
知
至
氏
来
テ
日
ク
、

少
ッ
ク
不
都
合
ノ

事
ア
リ
テ
、

余
卜
竹
内
磯
雄
ハ

退
校
ス
ペ
シ
、

余
ハ

今
夜
ョ
リ
退
校
七
ソ

〔
今い

云
々
。

吾
聴
テ
俄
二

照
キ
問
フ
ニ
、

他
ヲ
憚
リ
テ
委
ッ
ク
述
ヘ
ズ
。

遂
二

階
下
ニ
テ
静
二

問
フ
ニ
曰
ク
、

当
分
我
級
ノ
神
学
課
ノ

教
授
甚
宜
ッ
カ
ラ
ズ
、

無
益
二

時
間
ヲ
股
ス
ガ
如
ツ
。

故
二

同
級
中
ョ
リ、

此
三
年
課
ヲ
ニ
年
卒
業
二

願
ヒ
シ
モ
許
可
ヲ
得
ズ
、

然
ラ
バ

肝
要
ノ
課
書
ヲ
早
ク
学
ハ
ツ
メ
ラ
レ
ョ
、

余
等
之
ヲ
学
ヒ
、

二
年
ニ
シ
テ
卒
業
書
ヲ
受
ケ
ズ
ッ
テ
退
学
ス
ペ
シ
ト
（
蓋
今

旧
約
書
ノ
教
授
宜
ッ
カ
ラ
ザ
ル
ヨ
リ、

早
ク
神
学
ヲ
学
ハ
ソ
為
ナ
ラ
ソ
＞、

之
ヲ
モ
許
サ．
ス
。

因
テ
止
ヲ
得
ズ
、

グ
リ
ー
ソ
氏
旧
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注 解

約
得
／
教
授
二
時
間
親
ケ
ラ
ル
、
モ
何
モ
分
ラ．
ス
、

全
ク
無
益
ナ
レ
バ
教
員
ヲ
他
教
師
二
換
ヘ
ソ
靡
ヲ
願
ヒ
ッ
ニ
、

市
原
氏
取
次

ニ
テ
グ
リ
ー
ソ
氏
二
此
事
ヲ
憚
テ
言
ヒ
難
ク
、

英
語
教
授
ノ
英
語
ノ
分
ラ
ヌ
事
等
ヲ
言
ヒ
ツ
ニ
、

グ
リ
ー
ソ
氏
怒
ラ
レ
ク
ル
ニ

ャ、

同
級
二

向
ヒ
、

費
位
等
ハ

無
道
理
ノ
ニ
件
ヲ
言
ヘ
リ、
一
ハ

英
語
教
授
ノ
分
ラ
ヌ
ト
、

此
ハ

課
業
ヲ
始
ム
ル
前
英
語
力
日
本

〔
語〕

カ
ト
示
談
セ
ッ
ニ
、
五
以
位
等
ョ
リ
英
語
ニ
テ
ト
乞
ヘ
リ。

ニ
ハ

時
間
長
ク
股
ャ
ッ
テ

課
業
進
マ
ズ
云
々
年
以
メ
ラ
レ
ク
リ。

然
ル
ニ

余
等
ハ
、

決
ッ
テ
英
語
ノ
分
ラ
ヌ
ニ
モ
ア
ラ
ズ
、

亦
課
業
ハ

教
授
分
ラ
ズ
シ
テ
早
ク
進
歩
セ
リ。

然
レ
ト
モ
余
等
ハ

再
ヒ

〔
科〕

之
ヲ
弁
解
七
ズ
、

市
原
氏
ノ
ミ
ニ

之
ヲ
紬
シ
、
一

時
同
級
全
員
退
校
ノ
風
ナ
ル
モ
、

此
ノ
如
ク
ス
ル
ト
キ
ハ
同
志
社
ノ
神
学
課
ハ

亡
プ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、

市
原
氏
マ
デ
モ
辞
職
ノ
勢
二
至
リ、

新
島
校
長
ノ
不
在
間、

校
長
二

対
シ
、

且
同
志
社
ノ
為
ヲ
慮
リ、

余

〔
科〕

ト
竹
内
二
名
退
校
ツ
、

余
ハ

可
成
止
マ
ル
ニ

定
メ
タ
リ。

然
ル
ニ

退
校
ノ
大
目
的
ハ
、

実
際
目
今
ノ
神
学
課
教
授
ノ
不
当
也。

故

ニ
此
為
二

光
陰
ヲ
喪
ス
ヨ
リ
ハ
、

帰
郷
ジ
テ
神
学、

哲
学
ヲ
独
学
ス
ル
カ、

若
ツ
学
資
ノ
助
ケ
ア
ラ．ハ

東
京
大
学
校
ヵ
、

望
ラ
ク

ハ

欧
米
二

遊
学
ツ
、

執
レ
ニ
ッ
テ
モ
今
ョ
リ
六
七
年
＾

勉
学
ノ
後、

神
ノ
為
専
ラ
働
ク
ベ
ッ
云
々
〔
後
略〕

な
お
「
英
語、

邦
語
神
学
生
ヲ
混
合
七
ツ
ニ

原
因
ス
ル
ヤ
」

に
つ
い
て
も、

同
日
記
の
十
月
十
日
の
条
に
次
の
記
事
が
見
ら
れ
る。

〔
前
略〕

森
田
氏
吾
二
曰
ク
、

今
回
邦
語
神
学
三
年
生
卜
英
学
五
年
生
ト
一

組
ニ
ツ
、

又、

邦
語
神
学
一

年
生
ヲ
一

組
ニ
ツ
演
説

課
ヲ
定、

受
持
教
員
ヲ
市
原
氏
卜
闊
引
ニ
シ
テ、

余
三
年
生
課
ノ
方
ヲ
取
リ
タ
レ
バ
、

毎
週
水
曜
午
后
四
時
ョ
リ
五
時
マ
テ、
一

回
二
四
五
人
ッ
、

云
々
〔
後
略〕

甲
申
事
件
（
明
治
十
七
年
京
城
事
件）

は
十
二
月
四
日
に
お
こ
っ
た。

こ
の
事
件
に
関
す
る
日
本
の
新
聞
報
道
は
『
朝
野
新
聞
』

が
十

2
 
3
 二
月
十
四
日、

『
東
京
日
日
新
聞
』

が
十
五
日
に
報
道
を
は
じ
め、

十
六
日
に
い
た
っ
て、

各
新
聞
が
詳
報
を
掲
載
し
て
い
る。

新
島

狸
が
ク
リ
フ
ト
ソ
・
ス
プ
リ
ソ
グ
ス
で
十
二
月
十
五
日
に
見
た
新
聞
は、

何
新
聞
で
あ
る
か
き
わ
め

難
い
が、

そ
の
報
道
内
容
も、

「
皇
城
ヲ
焼
キ
タ
リ
」、

「
国
王
ハ
日
本
屯
兵
ノ
中
二
逃
レ
入
リ
皇
后
ノ

進
退
ハ

分
明
ナ
ラ
サ
ル
由
」

な
ど、

日
本
の
報
道
と
の
相
違

が
著
し
く
生
々
し
い
。

そ
し
て
新
島
は
不
安
を
感
じ
「
本
邦
二

事
ナ
カ
ラ
ソ
事
ヲ
望
ム
」

と
し
る
し
て
い
る。

「
193
号
書
簡」

（
明
治
十
八
年
二
月
九
日
付、

新
島
八
重
宛）

参
照。

「
正
二
0
八
書
簡」
（
四
五
六
ー
四
六
ニ
ペ
ー
ジ
）

の
こ
の

部
分
前
後
は
「
我
輩
ノ

見
ル

所
ニ
ョ
レ
ハ

明
治
政
府
ハ

…
…
…
…
…
何

3
 
3
 
〔
活
眼〕

ソ
眼
活
ヲ
全
国
ニ
ソ
、
キ
」
（
四
五
八
ペ
ー
ジ
）

と
十
四
字
分
が
省
略
さ
れ
て
い
る。

原
本
に
よ
っ
て
こ
れ
を
示
し
た。
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岡
部
長
職
に
つ
い
て
は
一

五
五
ペ
ー
ジ
の
注
＊
＊
参
照。

な
お
岡
部
は
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ソ
プ
リ
ッ
ジ

大
学
に
学
び、

明
治
十
七
年
帰
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国
し、

東
京
に
住
み、

翌
年
三
月
五
日
に
は
公
使
館
参
事
官
に
任．
せ
ら
れ
る。

新
島
は
小
崎
弘
道
の
東
京
第
一

基
督
教
会
の
会
堂
建
設

に
援
助
を
依
頼
し
て
は
と
す
す
め
て
い
る。

小
崎
の
日
記
に
よ
る
と、

明
治
十
八
年
二
月
六
日
の
条
に
は
「
会
堂
新
築
ノ
事、

出
金
ノ

約
ヲ
新
ニ
ス
ル
事」、

三
月
六
日
の
条
に
は

「
京
都
ヨ
リ
会
堂
ノ
為
メ
米
国
ョ
リ
五
百
弗
寄
附
ス
ル
旨
報
知
ア
リ
シ
ヲ
以
テ
午
後
四
時

ヨ
リ
会
吏
ノ
相
談
会
ヲ
開
ク
、

先
ヅ
地
所
ヲ
定
メ
後
二

寄
附
金
ヲ
募
集
ツ
成
ル
ペ
ク

大
ナ
ル

会
堂
ヲ
築
ク
コ
ト
ニ

決
ス
」

（
沿
浅
与
三

『
伸
び
行
く
教
会』

所
収）

な
ど
と
見
え
る。

＊
＊
宇
野
作
弥
（
吉
田
作
弥、
一
八
五
九
ー一
九
二
九）
は
肥
後
国
（
熊
本
県）

飽
田
郡
赤
尾
の
出
身、

明
治
四
(
-
八
七
一
）

年
熊
本
洋
学
校

入
学。

九
年
秋、

同
志
社
に
転
入
学
し、

十
二
年
六
月
余
科
を
卒
業
し
た
い
わ
ゆ
る
「
熊
本
パ
ソ
ド
」

の
一

人。

教
会
は
第
三
公
会
に

属
し
た。

同
志
社
卒
業
後、

十
月
か
ら
浪
花
教
会
の
説
教
を
沢
山
保
羅
に
代
っ
て
お
こ
な
い
、

ま
た
高
知
伝
道、

大
阪、

京
都
に
お
け

る
演
説
会
活
動
を
活
発
に
お
こ
な
っ
た。

十
三
年
三
月
か
ら
神
戸
英
和
女
学
校
（
の
ち
の
神
戸
女
学
院）

の
教
員
と
な
り、

物
理、

化
学

な
ら
び
に
外
国
人
教
師
の
英
語
授
業
を
助
け、

十
六
年
ま
で
ク
ラ
ー
ク
ソ
ソ
院
長
の
代
理
も
っ
と
め
た。

彼
の
そ
の
後
の
履
歴
を
「
外

〔
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
〕

務
省
判
任
官
略
歴
」
（
明
治
四
十
二
年、
『
外
務
省
年
鑑』

所
収）

に
見
る
と、

は
じ
め
に
「
明
治
十
八
年
三
月
任
外
務
書
記
生

澳

国

在
勤

〔
ヽ
ー
グ
〕

ヲ
命
ス
」、

つ
い
で
「
十
九
年
三
月
任
交
際
官
試
補
叙
奏
任
官
六
等
」

と
あ
り、

二
十
一

年
三
月
に
は
「
海
牙

公
使
館
在
勤
ヲ
命
ス
」

と
あ
る。

こ
の
時
期
が
ま
さ
に
彼
の
転
進
の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。
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『
福
音
新
報
』

は
明
治
十
六
（
一
八
八
三）

年
七
月
三
日、

神
戸
の
福
音
社
か
ら
創
刊
さ
れ、

そ
の
年
十
一

月
十
三
日
付
（
一
巻
二
0

号）

か
ら
大
阪
の
福
音
社
の
発
行
と
な
っ
た。

こ
の
新
聞
の
前
身
は
ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
派
遣
の
宣
教
師
O
·

H
・

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク

の
企
画
の
下
に
社
長
兼
印
刷
今
村
謙
吉、

編
輯
長
村
上
俊
吉
で
発
行
さ
れ
た
『
七
一

雑
報
』

で
あ
る。

明
治
十
六
年
二
月
以
降、

小
崎
弘
道、

湯
浅
治
郎、

植
村
正
久、

竹
村
（
浮
田）

和
民
が
発
起
人
と
な
っ
て、

東
京
に
警
醒
社
（
ニ

六
八
ペ
ー
ジ
の
注
参
照）

創
立
の
企
画
が
進
む
な
か
で
、

『
七
一

雑
報
』

は
六
月
二
十
六
日、

八
巻
二
五
号
を
も
っ

て

廃
刊
と
な
っ

た。

「
彼
の
高
尚
な
る
理
論、

深
奥
な
る
学
術
の
如
き
は
之
を
東
京
の
若
醒
社
に
譲
り、

当
地
福
音
新
報
に
於
て
は
専
ら
社
会
の
報
道

並
に
信
徒
の
美
事
善
行
と
其
家
庭
の
教
訓
と
な
る
べ
き
者
を
掲
げ、

其
文
章
を
平
易
に
し、

童
蒙
婦
女
子
と
雖
ど
も
容
易
に
読
旦
解
し

得
べ
く
為
さ
ん
」

（『
七
一
雑
報
』

八
巻
ニ
ー
号
社
告）

と
は
ま
さ
に
r
福
音
新
報
』

の

編
集
姿
勢
で
あ
り、

新
島
が
文
中
で

述
ぺ
る

「
カ
ナ
ツ
キ
文
」

に
当
る。

「
カ
ナ
ナ
ツ
文
」

と
は、

著
醒
社
か
ら
八
月
八
日
に
創
刊
さ
れ
た
『
東
京
毎
週
新
報
」

を
さ
し、

新
島
罪

は
こ
の
『
東
京
毎
週
新
報
』

を
「
日
本
全
教
会
ノ
オ
ル
ガ
ソ
ト
為
ツ
、

何
レ
ノ
教
会
員
牧
師
連
ョ
リ
モ
投
書
井
二

賛
翼
ヲ
得
テ
広
ク
費
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注 解

紙
ヲ
伝
播
ス
ル
耶
」

と
い
う
立
場
を
表
朋
し
た 。

な
お
そ
の
r
東
京
毎
週
新
報
」

は
明
治
十
七
年
十
一

月
二
十
八
日
付
で
六
0
号
を

発
行
す
る 。

そ
し
て
年
を
越
し
て
一

月
二
十
八

日 、

r
東
京
毎
週
新
報
』

は
そ
の
紙
名
を
『
基
督
教
新
聞
』

と
改
め
な
が
ら 、

号
数
は
こ
れ
を
踏
製
し
て
、

六
五
号
と
し
て
い
る 。

小

崎
の
新
島
に
訴
え
て
い
た
苦
境
（
警
醒
社
運
営
の
困
難 、
『
東
京
毎
週
新
報
』

綱
集
問
題）

は 、

ま
さ
に 、

そ
の
紙
名
が
改
め
ら
れ
る
瀬
戸
際

の
事
態
を
さ
し
て
い
た 。

1

松
山
高
吉
が
神
戸
公
会
の
牧
師
に
就
任
す
る
の
は
明
治
十
三
（
一
八
八
0)

年
六
月
四
日
で
あ
り 、

頑
来
牧
会
に
あ
た
る
か
た
わ
ら

3
 同

志
社
社
員
（
明
治
十
六
年
二
月ー

ニ
十
六
年
七
月）

の
つ
と
め
を
果
し
た 。

旧
約
聖
書
の
翻
訳
そ
し
て

常
箇
委
員
（
明
治
十
五
年
七
月
1

二
十
年
十
月）

を
つ
と
め
る
に
当
っ
て 、

十
七
年
七
月
十
四
日
教
会
に
辞
表
を
提
出、

九
月
十
五
日
辞
任
し
神
戸
よ
り
横
浜
に
移
っ
た

。
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明
治
十
七
年
十
一

月
七
日 、

湯
浅
茂
登
（
モ
ト）

死
去 。

9、

こ
の
書
簡
は
「
正
四
八
害
簡
」
(
-
七
ニ
ー一

七
四
ペ
ー
ジ
）

で
は
新
島
八
璽
宛、

明
治
十
七
年
十
二
月
二
十
二
日
付
と
し
て
い

る 。

し
か
し 、

こ
の
害
簡
に
は
宛
名
な
ら
び
に
日
付
の
明
記
は
な
い

。

こ
の
書
簡
は
「
己
れ
を
の
ろ
ふ
者
の
為
に
祈
る

可
し
と
主
キ
リ
ス
ト

は

御
教
へ

被
遊
候
」

で、

ク
リ
フ
ト
ソ
・

ス
プ
リ
ソ
グ
ス
で

と
も
に
療
接
す
る
N
.

G
・

ク
ラ
ー
ク
に
関
す
る
記
述
（
こ
れ
を
「
本
文」

と
す）

で
終
っ
て
い
る 。

つ
い
で
「
ア
モ
ス
ト
ニ

内
村
氏
を

訪
ひ
教
員
方
に
伴
は
れ
て
紅
葉
を
見
て
」

と
い
う
詞
書
に
は
じ
ま
る
歌
二
首
が
続
き
（
こ
れ
を
「
甲
」

と
す） 、

次
に
「
七
人
の
書
生
放

逐
の
よ
し
〔
中
略〕

併
し
今
更
致
し
方
な
し
」

で
段
落
が
あ
り
（
こ
れ
を
「
乙」

と
す） 、

最
後
に
「
大
坂
島
之
内
教
会
新
牧
師
な
る
上
原

兄
の
凶
訃
を
き
4
て
」

と
い
う
詞
忠
で
和
歌
二
首
（
こ
れ
を
「
丙
」

と
す）

を
か
か
げ
て
い
る 。

と
こ
ろ
が
「
甲
」

に
い
う
内
村
鑑
三
を

ア
ー

モ
ス
ト

大
学
の
ツ
ー
リ
ー

総
長
に
紹
介
し
内
村
の
同
大
学
へ
の
入
学
を
依
頼
す
る
の
は
明
治
十
八
年
五
月
の
こ
と
で 、

し
た
が
っ

て
新
島
が
内
村
を
ア
ー

モ
ス
ト

に
訪
ね
て
紅
葉
を
見
る
の
は、

そ
の
年
の
秋、

す
な
わ
ち、

明
治
十
八
年
の

秋
の
学
期
の

時
期
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
（
第
7
巻
『
英
文
日
記
・

紀
行
絹
』

収
載
の
英
文
日
記 、

な
ら
び
に
「
215
号
害
簡」 、

明
治
十
八
年
十
月
十
七
日
付 、

小
崎
弘
道
宛

参
照）
。

「
乙
」

の
記
事
は
明
治
十
八
年
十
二
月
十
八
日 、

第
十
年
期
紀
念
会
に
お
け
る
新
島
の
演
説
に
「
昨
年
我
不
在
中
同
志
社
ヲ
放

逐
セ
ラ
レ
タ
リ
ツ
人
々
ノ
事
ナ
リ 、

真
二

彼
等
ノ

為
メ
ニ

涙
ヲ

流
サ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
云
々
」
（
第
1

巻
『
教
育
網』

史
料
25 、

「
同
志
社
創
立

十
周
年
記
念
演
説」）

と
あ
っ
て 、

明
治
十
七
年
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

「
丙
」

に
述
ぺ
て
い
る
上
原
方
立
の
死
は
明
治

十
七
年
十
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ
る 。

823 



331 

し
た
が
っ
て
こ
の
「
正
四
八
書
簡
」

は
柏
木
義
円
が
苫
写
に
あ
た
っ
て
、

他
舌
簡
と

錯
綜
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。

す
な
わ
ち、

「
甲
」

部
分
は
明
ら
か
な
混
入
部
分
で
あ
る。

し
か
し、

柏
木
義
円
の
筆
写
の
稿
本
を
見
る
と、

本
文
と、

い
ま
い

う
「
甲
」、
「
乙
」、
「
丙
」

と
に
は
若
干
の
行
間
の
空
き
が
認
め
ら
れ
る。

し
た
が
っ
て、

そ
れ
ぞ
れ
を
断
簡
と
し
て
取
扱
う
よ
り、

柏

木
の
書
写
の
過
程
を
重
ん
じ、

「
甲
」、
「
乙
」、
「
丙
」

部
分
を
一

括
し
て
「
別
紙
」

と
し、

そ
の
ま
ま
「
本
文
」

に
付
載
し、

書
簡
の

宛
名、

日
付
に
つ
い
て
は、

従
来
の
取
扱
い
を
尊
重
し、

推
定
と
し
た。

な
お
「
甲
」

に
見
え
る
和
歌
二
首
は
「
212
号
書
簡
」
（
明
治
十
八
年
九
月
二
十
九
日
付、

蔵
原
惟
郭
宛）

に
詞
書
が
相
違
す
る
が

収
め

ら

れ
て
い
る
。

上
原
方
立
（
一
八
六
O
I一
八
八
四）

は
熊
本．ハ
ソ
ド
の
一

人。

明
治
十
四
（
一
八
八
一
）

年
六
月
二
十
四
日
英
学
校
普
通
科
卒
業、

十

3
 
2
 七

年
六
月
二
十
七
日
神
学
科
を
卒
業、

卒
業
直
前
（
六
月
十
日）

に
按
手
礼
を
う
け
た、

大
阪
島
之
内
教
会
牧
師。

324

-―1
0
四
ペ
ー
ジ
の
注
参
照。

十
月
二
十
九
日
脱
稼゚

＊
＊
旧
姓
山
岡
と
も、

山
岡
手
方
の
長
女、

山
岡
邦
三
郎
の
妹、

艇
応
元
(
-
八
六
五）

年
三
月
二
十
八
日
生
ま
れ、

同
志
社
女
学
校
に

学
び、

明
治
十
三
（
一
八
八
0)

年
三
月
七
日
第
二
教
会
で
受
洗
（
『
信
仰
三
十
年
基
督
者
列
伝』

に
よ
る、

但
し
「
第
二
公
会
録
事」
に
は
該

当
記
載
が
な
い）
。

十
六
年
十
二
月
二
十
日
上
原
方
立
と
結
婚。

ク
リ
フ
ト
ソ
・

ス
プ
リ
ソ
グ
ス
。

三
一

0
ペ
ー
ジ
の
注
参
照。

623

な
お、

こ
の
書
簡
は
「
186
号
書
簡
」
（
明
治
十
七
年
十
二
月
二
十
一
日
付、

新
島
八
重
宛）

と
対
比
し
て
み
る
と、

冒
頭
の
書
き
出
し
に

差
違
が
認
め
ら
れ
る。

柏
木
の
誤
写
に
よ
る
か
否
か
明
ら
か
で
な
い
。
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三
二
六
ペ
ー
ジ
の
注
参
照。

328

一

五
六
ペ
ー
ジ
の
注
＊
＊
＊
＊
参
照。

テ
ー
ラ
ー
は
明
治
十
一

（
一
八
七
八）

年
六
月
同
志
社
教
師
を
や
め
て
か
ら、

大
阪
に

在
住
し

て、

四
十
五
(
-

九
―
二）

年
ま
で
医
療
と
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
に
従
事
し
て
い
た。

330

三
―

ニ
ペ
ー
ジ
の
注
参
照。

＊
＊
柏
木
義
円
稿
本
に
よ
る
と、

蔵
原
惟
郭
の
住
所
は
次
の
通
り
で
あ
る。

ぶ

Mr.

M
ot
or
a,
 
3
6
 
Br
o
m
 
Fi
el
d
 
St.,
 
B
ost
o
n,
 

M
as
s.

こ
の
書
簡
は
柏
木
義
円
の
稿
本
で
は
そ
の
日
付
が
三
月
二
十
日
で
あ
る。

し
か
し、

本
文
中
に
見
え
る
「
二
月
三
四
日
以
来
云
々
L
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注 解

か
ら
見
て、

ま
た
三
月
に
入
っ
て
か
ら
の
甚
筒
に
徴
し
て
も
柏
木
器
円
の
誤
写
で
あ
る
の
で
二
月
の
と
こ
ろ
に
収
め
た。

＊
＊
元
良
勇
次
郎
（
杉
田
勇
次
郎、
一
八
五
八
ー一
九
ー
ニ）

は
三
田
の
生
ま
れ、

兄
は
杉
田
潮、

妹
真
は
梅
花
女
学
校
に
学
び
長
田
時
行
と

結
婚。

明
治
七
（
一
八
七
四）

年
五
月
摂
津
第
一

公
会
で

J
•

D
・

デ
イ
ヴ
ィ
ス
か
ら
洗
礼
を
う
け
た。

八
年
十
月
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
随

っ
て
京
都
に
来
り、

同
志
社
開
校
と
と
も
に
入
学。

十
二
年
上
京。

津
田
仙
の
学
批
社
で
数
学、

英
語、

聖
害
講
義
を
担
当、

の
ち
和

田
正
幾
ら
と
耕
教
学
舎
（
の
ち
の
東
京
英
学
校、

東
京
英
和
学
校、

青
山
学
院
と
な
る）

で
教
員
と
な
る。

十
四
年
六
月、

律
田
仙
の
媒
約

で
元
良
よ
ね
（
米）

と
結
婚、

教
会
の
籍
を
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
脈
に
移
し
た。

十
六
年
八
月、

ア
メ
リ
カ
・

メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
宣
教
師
ソ

ウ
パ
ー
(
J

u
l
i
a

S
o
per)

の
帰
国
に
同
道
し
て
渡
米、

新
島
は
ハ
ー
デ
ィ
ー
宛
の
添
占
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
絹』、
「
日
誌」

二
0
0
ペ

ー
ジ
）

を
お
く
っ
た。

元
良
は
ボ
ス
ト
ソ
大
学
に
学
ぴ、

十
八
年
十
月
か
ら
さ
ら
に
ジ
ョ
ソ
ズ
・

ホ。
フ
キ
ソ
ス
大
学
で
心
理
学、

哲
学

を
研
究
し、

二
十
一

年
帰
国
し
た。

蔵
原
が
元
良
の
と
こ
ろ
に
身
を
寄
せ
た
の
は
、

ジ
ョ
ソ
ズ
・

ホ。
フ
キ
ソ
ス
大
学
に
移
る
前
の
時
期

で
あ
る。

2
 
3

柏
木
義
円
は
筆
写
に
あ
た
っ
て、

発
信
を
「
十
八
年
二
月
二
日
」

と
し
て
い
る
が、

本
文
に
あ
る
「
昨
日
は
三
月
第
一

之
安
息
日
」

3
 と

あ
り、

そ
れ
は
三
月
一

日
で
あ
る。

事
実
本
文
の
日
付
も一
二
月
二
日
付
で
あ
る。

こ
の
事
件
は
小
崎
弘
道
の
『
余
が
二
十
五
年
の
経
歴
』、
『
七
十
年
の
回
顧
』

に
一

言
の
言
及
が
な
く
従
来
そ
の
実
態
は
明
ら
か
に
さ

4
 
3
 
3
 れ
て
い
な
い
。

形
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
第
一

の
現
象
は
『
東
京
毎
週
新
報
』

が
廃
刊
し、

そ
の
発
行
号
数
は
継
続
し
な
が
ら
『
碁
督

教
新
聞
』

に
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
（
三
一
六
ペ
ー
ジ
の
注
参
照）
。

こ
れ
は
関
西
の
『
七
一

雑
報
』

そ
し
て
『
福
音
新
報
』

に
対
抗
し
て、

東
京
で
は
じ
め
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、

そ

し
て
キ
リ
ス
ト
教
古
出
版
（
菩
醒
社）

の
大
き
な
挫
折
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
事
件
で
あ
っ
た。

第
二
は
こ
れ
と
連
動
し
て、

苫
醒

社
の
運
営
に
外
国`
ミ
ッ
ツ
ョ
ソ
の
寄
附
金
が
大
き
な
部
分
を
占
め
る
こ
と
で
あ
る。

と
く
に
警
醒
社
の
会
計
報
告
（
明
治
十
八
年
度）

を

み
る
と、

ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
の
寄
附
の
ほ
か、

プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ソ
そ
し
て
ダ
ッ
チ
・

リ
ホ
ー
ム
ド
か
ら
の
寄
附
金
が
計
上
さ
れ

て
い
る。

こ
れ
は
広
く
一

般
日
本
人
の
株
主
を
券
っ
て、

日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
新
聞、

雑
誌、

書
籍
の
発
行
を
日
本
人
の
自

主
・

独
立
の
経
営
体
た
ら
し
め
よ
う
と
し
た
計
画
の
挫
折
・

破
綻
を
意
味
し
て
い
る
（
杉
井
六
郎
「
警
醒
社
に
つ
い
て
」、
『
キ
リ
ス
ト
教
社

会
問
題
研
究』
――-
0
号）
。

新
島
が
こ
の
小
崎
弘
道
宛
の
書
簡
の
中
で、

警
醒
社
の
経
営
に
つ
い
て、

「
貴
兄
ノ
手
ニ
テ
会
計
タ
ラ
ス
一

致
会
二

譲
ル
ノ
談
判
ヲ
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ナ
サ
レ
シ
ハ
甚
造
憾
千
万
」

と
小
崎
を
は
げ
し
く
貴
め
て
い
る
こ
と
は、

教
派
問
題
に
つ
い
て
の
新
島
の
心
懐
を
知
る
上
で
も
重
要
で

あ
る。

「
正
二
〇
九
書
簡」
（
四
六
ニ
ー
四
六
八
ペ
ー
ジ）

で
は
「
：·,
：
且
兄
ニ
ハ
雨
後
盛
二
伝
道
二
尽
カ
セ
ラ
レ
松
山
兄
ノ
助
ヲ
仰
キ
麻
布
教

6
 
3
 会

ハ
今
ノ
価
二
為
ッ
匹
キ
速
二
東
京
ノ
中
央
ニ
―

大
会
ヲ
建
設
ス
ル
ノ
策
二
箔
手
セ
ラ
レ
テ
ハ
如
何
教
会
建
設
ノ
市
ニ
ハ
先
内
申
上
候

通
ア
メ
リ
カ
ソ
ボ
ー
ル
ド
ハ
一

千
弗
ハ
借
ツ
可
申
…·
:
」
（
四
六
五
ペ
ー
ジ）

と
あ
っ
て、

上
欄
に

N
ote

と
注
記
が
あ
る。

し
か
し、

原
本
に
よ
る
と
「
兄
ハ
東
京
二
於
テ··
:'·
兄
ノ
全
カ
ヲ
一

事
業
二
専
ラ
ニ
ス
ル
ニ
如
カ
ス
」

ま
で
の
部
分
が
補
筆
さ
れ
て
い
る
の
で、

こ
れ
を
正
し
く
復
原
し
て
示
し
た。

こ
の
補
筆
部
分
で
新
島
が
小
崎
を

Jac
k,0f,a
ll,tra
des

と
評
し
て
い
る
こ
と
は、

辛
辣
な
小
崎

評
と
し
て
興
味
深
い
。

337

こ
の
年
五
月
に
京
都
で
開
催
さ
れ
る
日
本
基
督
教
信
徒
大
親
睦
会
（
第
四
回
に
当
る）

を
さ
す。

な
お
頑
後
大
親
睦
会
を
日
本
基
督
教

福
音
同
盟
会
と
名
称
を
改
め
た。
「
ZOO
号
書
簡」
（
明
治
十
八
年
四
月
四
日
付、

日
本
基
将
教
大
親
睦
会
諸
愛
兄
等
宛）

参
照。

＊
＊「
正
二
0
九
書
簡」
（
四
六
ニ
ー
四
六
八
ペ
ー
ジ）

で
は
「
0
先
日
ア
ー
モ
ス
ト
ニ
参
リ、

ツ
ー
レ
先
生
二
面
会
ッ
、

又
ク
ラ
ー
ク
先
生

（
札
幌
二
農
校
ヲ
起
七
ツ
人）
二
面
談
セ
リ
：··
:
」
（
四
六
六
ペ
ー
ジ）

と
あ
る。

し
か
し、

原
本
に
よ
る
と、

「
令
兄
成
章
君
ノ
事
モ
已

ニ
胸
箕
中
ニ
ア
リ、

何
卒
内
密
二
御
含
ミ
置
被
下
度
…
…
若
ッ
他
二
漏
ル
レ
ハ
生
甚
困
却
ス
ベ
ツ
」

が
補
筆
さ
れ
て
い
る
の
で、

こ
れ

を
正
し
く
復
原
し
て
示
し
た。

*
＊
＊
Wi
llia
m
 S
mit
h
 Clar
k
 (
1
8
2

6-
1

88
6)

ク
ラ
ー
ク
は、

明
治
十
（
一
八
七
七）

年
五
月、

札
幌
を
発
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
帰
る
途

次、

京
都
に
立
寄
り、

新
島
そ
し
て、

同
志
社
を
訪
ね
た。

'̂
Presi
de
nt
 Clar
k
 of
 A
m
h
erst
 A
gric
u
lt
ural
 Co
lle
ge
 pai
d
 us
 a
 short
 visit
 last
 mo
nt
h.
 
I
 

e
nj
o
ye
d
 it
 

ver
y
 m
uc
h.
 
I
 

s
u
p
p
os
e
 he
 m
ust
 be
 at
 h
o
me
 at
 this
 ti
me.
 
I
 

ho
p
e
 yo
u
 wi
ll
 hear
 fro
m
 hi
m
 all
 his
 

e
x
p
eri
e
nces
 an
d
 a
 great
 success
 
i
n
 his
 Christia
n
 
la
bor
 a
mo
n
g
 the
 stu
de
nts
 w
ho
 ca
me
 directl
y
 un
der
 

his
 in
flu
en
ce.
"

こ
れ
は
新
島
が
ツ
ー
リ
ー
夫
妻
宛
に
一
八
七
七
（
明
治
十）

年
七
月
十
八
日
に
出
し
た
書
簡
の
一

部
で
あ
る
（
第
6
巻
『
英
文
習
簡
組』

所
収
1
5
5

T
o
 Presi
dent
 &
 Mrs.
 Seel
ye,
 J
ul
y
 1
8,
 
7
7.
)。

ク
ラ
ー
ク
自
身
も
華
忌氾
に
京
都
で
新
島
夫
妻
と
食
事
を
共
に
し、

宜
教
師
を
訪
問
し、

ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
と
こ
ろ
で
お
茶
を
飲
ん
だ
こ
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注 解

と
を
報
じ
て
い
る
(
-
八
七
七
年
六
月
五
13
付、

太
田
雄
三
『
ク
ラ
ー
ク
の
一

年』

所
収）
。

帰
国
後
の
ク
ラ
ー
ク
と
新
島
罪
と
の
交
信
に
つ
い
て
は、

い
ま
ク
ラ
ー

ク
か
ら
新
島
に
宛
て
た
雹
簡
七
通
が

残
さ
れ
て
い
る
（
退
品

印
史
料）
。

そ
の
う
ち、

四
通
は
ク
ラ
ー
ク
の
帰
国
の
翌
年、

明
治
十
一

年
の
二
月
十
一

日
付、

八
月
六
日
付、

十
二
月
一

日
付、

十
二

月
三
十
日
付
で
あ
り、

他
は
十
二
年
二
月
二
十
二
日
付、

十
三
年
二
月
二
十
二
日
付、

十
五
年
九
月
二
十
七
日
付
で
あ
る。

さ
て、

明
治
十
八
年
三
月、

ク
ラ
ー
ク
が
新
島
襄
に
会
っ
て
語
っ
た
の
は
「
上
方
ニ
ア
ル
兄
弟
卜
連
絡
ヲ
通
ツ
向
来
ノ
伝
道
ヲ
計
ル

ヘ
ッ
ト
、

兼
テ
該
会
二

勧
メ
オ
キ
シ
」

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
新
島
は
小
崎
に
伝
え
て
い
る
。

こ
の
ク
ラ
ー
ク
の
言
葉
は
、
一

六
四

ペ
ー

ジ
の
注
に
示
し
た
内
田
瀞
宛
ク
ラ
ー
ク
書
簡
で
も
確
認
さ
れ
る。

し
た
が
っ
て、

新
島
が
会
っ
た
晩
年
の
ク
ラ
ー
ク
が
札
幌
の
こ

と
を
き
わ
め
て
鮮
明
に、

し
か
も
正
確
に
記
憶
に
と
ど
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る。

津
田
仙
（
一
八＿―-
七
ー一

九
〇
八）
。

明
治
六
（
一
八
七一――)

年
農
業
事
情
調
査
の

任
務
を
お
ぴ
て
ウ
イ
ー
ソ
の
万
国
博
覧
会
に
出
張。

8
 外

遊
中
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
関
心
を
高
め
た。

八
年
一

月、

妻
と
と
も
に
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
宜
教
師
J
・

ソ
ウ。ハ
ー
か
ら
洗
礼
を
う

け
た。

同
年
学
農
社
農
学
校
を
開
設。

こ
の
学
農
社
に
は
小
崎
弘
道、

元
良
勇
次
郎、

岡
田
松
生
ら
が
教
鞭
を
と
っ
た。

新
島
の
日
記
に
は、

津
田
仙
と
の
交
流
を
知
る
記
述
が
し
ば
し
ば
あ
ら
わ
れ
る
が、

い
ま、

そ
の
主
要
な
記
事
を
摘
記
す
る
と、

明

治
十
一

年
三
月、

新
島
は
同
志
社
女
学
校
教
師
麗
入
に
つ
い
て
津
田
の
周
旋
に
よ
っ
て
外
務
卿
寺
島
宗
則
と
会
見
し
（
第
5
巻
『
日
記
·

紀
行
網』、
「
記
行」

八
一
ペ
ー
ジ
）、

十
五
年
九
月
に
は
新
島
の
勝
安
芳
と
の
会
談
の
仲
介
を
つ
と
め
（
前
掲
書、
「
日
誌
」
一
八
四
ペ
ー
ジ）
、

十
七
年
二
月
改
正
徴
兵
令
に
対
し
て
新
島
が
上
京
し
て
進
め
た
交
渉
に
は
、

津
田
が
伊
藤
博
文
と
の
会
見
を
周
旋
す
る
（
前
掲
書、
「
出

遊
記」
二
五
〇
ベ
ー
ジ）

な
ど、

総
じ
て
同
志
社
の
切
実
な
問
題
に
つ
い
て
派
手
で
は
な
い
が、

東
京
に
お
け
る
周
旋
を
担
う
立
場
が
認

め
ら
れ
る
。

な
お
津
田
は
息
子
の
元
親
の
教
育
を
新
島
に
委
託
し、

元
親
は
明
治
十
六
年
六
月、

同
志
社
英
学
校
第
四
回
の
卒
業
生
で
あ
る。

＊
＊
植
村
正
久
（
一
八
五
八
ー一

九
二
五）
。

明
治
六
(
-
八
七一――)

年
五
月
横
浜
で
J
.

H
・
バ
ラ
よ
り
洗
礼
を
う
け、

伝
道
を

志
し、

s
.

R
・

プ
ラ
ウ
ソ
迷
の
ち
東
京
一

致
神
学
校
に
学
ぶ
。

十
三
年
按
手
礼
を
う
け
て
下
谷
一

致
教
会
牧
師
と
な
る。

三
月
小
崎
弘
道、

湯
浅
治
郎、

田
村
直
臣
ら
と
基
督
信
徒
青
年
会
（
東
京
青
年
会
の
ち
東
京
基
督
教
青
年
会
•
Y
M
C
A)

の
組
織
作
り
に
当
り、

つ
い
で
十

月
に
は
こ
れ
ら
の
人
ぴ
と
と
『
六
合
雑
誌
』

の
発
刊
に
た
ず
さ
わ
っ
た。

こ
え
て
十
六
年
二
月
に
は
警
醒
社
創
立
の
発
起
人
と
な
り、

牧
会
伝
道
の
か
た
わ
ら
聖
書
和
訳、

文
学
評
論、

英
文
学
の
紹
介
を
お
こ
な
い
、

十
七
年
十
月
警
醒
社
か
ら
『
真
理
一

斑
』

を
発
刊
し
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て、
そ
の
思
想
的
な
ら
ぴ
に
信
仰
上
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た。

新
島
の
明
治
十
八
年
三
月
ま
で
の
日
記
に
は
植
村
正
久
に
関
す
る
言
及
は
乏
し
く、
わ
ず
か
に
十
七
年
二
月、
新
島
が
改
正
徴
兵
令

問
題
で
上
京
の
さ
い、
菩
醒
社
の
翻
訳
書
籍
の
事
業
に
つ
い
て
相
談
が
あ
り、
そ
の
折
の
記
事
に、
「
浮
田
君、
植
村
君
ノ
ニ
人
翻
訳

ニ
従
事
ス」
（
第
5
巻
『
日
記・
紀
行
絹』、
「
出
遊
記」
二
四
七ペ
ー
ジ）、
ま
た
「
翻
訳
委
員
ノ
集
会
ア
リ、

井
深、
植
村
ノ
ニ
氏ハ
択
挙

ニ
応
セ
ス、
再
選
ノ
事
二
決
ス」
（

前
掲
書
二
五
九ペ
ー
ジ）
な
ど
と
見
え
る
に
過
ぎ
な
い。

＊＊＊
こ
の
書
簡
は
「
正
ニ―
0
書
簡」
（

四
六
九
ー
四
七
五ペ
ー
ジ）
で
は、
そ
の
日
付
を
明
治
十
八
年
五
月
十
八
日
と
し
て
い
る。
し
か

し、
柏
木
義
円
の
稿
本
は
三
月
十
八
日
と
し
て
お
り、
内
容
上、
「
197
号
書
簡」
（

三
月
九
日
付、
小
崎
弘
道
宛）
に
述
べ
て
い
る
警
醒
社、

「
東
京
毎
週
新
報」、
さ
ら
に、
「
札
幌」
の
ク
ラ
ー
ク
と
の
面
談
な
ど
と、
あ
ま
り
日
時
を
お
か
ず
に
執
筆
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る。
し
た
が
っ
て、
従
来
の
五
月
を
改
め
て、
三
月
と
し
た。

な
お、
こ
の
書
簡
は
湯
浅
与――-
『
新
島
襄
伝』
に
明
治
十
八
年
三
月
十
八
日
付
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る。
た
だ
し
宛
名
の
下
に
書

か
れ
て
い
る
「
松
山
兄
二
よ
ろ
し
く」、

な
ら
び
に
「
上
毛
地
方
之
伝
道
ノ
遂
二
盛
大
二
な
り
し．．．．．．
 」
以
下
の
追
而
書
は
欠
落
し
て

い
る
（
二
九
七
ー
ニ
九
九ペ
ー
ジ）。

邸

こ
れ
は
新
島
迎
が
自
ら
の
ア
メ
リ
カ
ソ
・
ポ
ー
ド
に
お
け
る
資
格
と
立
場
を
小
崎
弘
道
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る。

新
島
は
明
治
七
（一
八
七
四）
年
五
月
ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
か
ら
「
日
本
宣
教
師
団
の
準
会
員」
（Corresponding
me
mber
 of
 

the
 Japan
 mission,

第
10
巻
『
新
島
襄
の
生
涯
と
手
紙』、
一
八
五、
四一
四ペ
ー
ジ）
に
任
ぜ
ら
れ
た
が、
彼
は
そ
の
資
格
と
立
場
を、

「
通
常
の
〔
ア
メ
リ
カ
人〕
宣
教
師」、
い
わ
ば
正
式
の
宣
教
師
と
相
違
し
て、
そ
の
「
申
分」
は
直
接
に
採
択
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く、

「
何
事
モ
宣
教
師
之
手
を
経
ザ
レ
ハ
ア
メ
リ
カ
ソ
ボ
ー
ル
ド
ハ
一
切
取
合
不
申」
と
い
う
立
場
に
あ
る
こ
と、
あ
る
い
は、
そ
う
い
う

立
場
に
し
か
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る。

＊＊
柏
木
義
円
の
稿
本
に
よ
っ
て、
ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
に
対
す
る
在
日
宜
教
師
の
こ
の
問
題

ー
『
東
京
毎
週
新
報』
を
改
め
て

『
基
督
教
新
聞』
と
し、
著
醒
社
の
経
営
を
日
本
人
の
株
金
出
資
に
の
み
よ
る
形
を
改
め
て、
外
国
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
・
ボ
ー
ド
の
寄
附
を

仰
ぐ
と
い
う
事
態

に
関
す
る
姿
勢
と
ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
の
こ
れ
に
対
し
て
執
っ
た
措
置
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る。

紐

小
崎
弘
道
訳
纂
『
宗
教
要
論

全』
発
兌
書
林
は
銀
座
十
字
屋、
明
治
十
四
(-
八
八一
）
年
二
月
十
二
日
版
権
免
許
と
な
り、
同

年
五
月
三
十一
日
出
版
さ
れ
た。
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こ
の
『
宗
教
要
論』
の
奥
付
を
見
る
と 、
小
崎
弘
道
は
「
熊
本
県
士
族」 、
「
東
京
芝
区
新
桜
田
町
十
九
番
地
寄
留」
と
あ
り 、
大
虎

捌
所
は
「
東
京
銀
座
三
丁
目

十
字
屋
書
舗」 、
「
売
捌
書
難」
は
次
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る 、
「
東
京
新
肴
町
十
四
番
地

農
書

舘
神
谷」 、
「
同
日
本
橘
通
三
丁
目

丸
屋
善
七」 、
「
同
芝
神
明
前

泉
屋
市
兵
衛」 。
な
お
本
書
の
題
字
は
海
舟
勝
安
房
が
「
途
也
真

也
生
命
也

辛
巳
初
春
為
弘
道
小
寄
君
之
属」
と
し
る
し 、
新
島
の
「
序」
（
第
1

巻
『
教
育
細』
史
料
72)
が
付
さ
れ
て
い
る 。

143

八
重
宛
で
「
御
兄」 、
「
御
兄
様」
と
あ
る
の
は
山
本
覚
馬
で
あ
る 。
山
本
覚
馬
の
洗
礼
を
う
け
る
こ
と
が
八
重
夫
人
か
ら
新
島
に
報

ぜ
ら
れ 、
新
島
は
「
是
程
喜
は
し
き
新
聞
ハ
未
た
承
り

不
申
J

と
そ
の
脱
び
を
伝
え
た 。
こ
の
書
簡
は
断
簡
に
近
く 、
従
来 、
「
正」 、

「
続」
の
い
ず
れ
の
書
簡
集
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い 。
し
か
し 、
日
本
基
督
教
団
平
安
基
督
教
会
所
蔵
の
「
京
都
第
二
公
会
姓
名

録」
に
よ
る
と 、
山
本
覚
馬
（
数
之
年
五
十
八
歳）
は
明
治
十
八
年
五
月
十
七
日 、
宜
教
師
グ
リ
ー
ソ
か
ら
第
二
公
会
で
洗
礼
を
う
け
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る 。
な
お
「
京
都
第
二
公
会
姓
名
録」
に
よ
る
と 、
覚
馬
の
年
齢
は
「
五
十
五
年
四
月」
と
あ
り 、
同
日
痰
山
本

時
栄
も
い
っ
し
ょ

に
グ
リ
ー
ソ
か
ら
洗
礼
を
う
け
て
い
る 。
し
た
が
っ
て 、
こ
の
「
199
号
書
簡」
は
ド

ル
チ
ェ
ス
ク
ー

(
Dorchester)

の
ペ
ー
カ
ー

夫
人
(
Mrs .
Wal
ter

 Baker)
の
家
に
身
を
寄
せ
て
い
た
と
き
の 、

新
島
に
と
っ
て
は 、

山
本
覚
馬
の
受
洗
と
い
う 、

思
わ
ぬ
「
喜
は
し
き
新
聞」
に
接
し
た
さ
い
の
書
簡
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る 。

＊＊
日
本
基
督
教
大
親
睦
会
（
正
式
に
は
日
本
基
督
教
信
徒
大
親
睦
会）
は
明
治
十
(-
八
七
七）
年一
月
に
教
派
を
こ
え
て
形
成
さ
れ
た
東

京
親
睦
会
（
正
式
に
は
日
本
東
京
基
督
信
徒
親
睦
会）
が 、

そ
の
年
十一
月
に
全
国
の
プ
ロ
テ
ス
ク
ソ
ト

諸
教
会
信
徒
に
呼
び
か
け 、
第

一
回
の
集
ま
り
が
東
京
新
栄
教
会
で 、
十一
年
七
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
の
三
日
間 、
全
国
の
二
十
の
教
会
か
ら
二
十
七
人
の
名
代
人

が
集
ま
っ
て
お
こ
な
わ
れ 、
雨
後
隔
年
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た 。

第
二
回
（
明
治
十
三
年
七
月
十
三
日|
+一ハ
日）
は
大
阪
梅
花
女
学
校
で
新
島
出
席

ー 、
第
三
回
（
明
治
十
六
年
五
月
八
日|
十
二
日）

は
東
京
浅
草
教
会
で
新
島
出
席

ー 、
第
四
回
が 、
こ
の
年
五
月
七
日
か
ら
十
三
日
に
京
都
で
開
か
れ
た 。
こ
の
親
睦
会
の
趣
旨
は

「
各
宗
派
ノ
少
ク
異
ナ
ル
所
ヲ
論
ゼ
ズ 、
只
福
音
ヲ
信
ズ
ル
者ハ
則
我
傍
ノ
同
胞
兄
弟」
と
い
う
教
派
の一
致
協
同
を
目
ざ
し
た
も
の

で
あ
っ
た 。
こ
の
京
都
で
の
大
親
睦
会
か
ら
以
後 、
名
称
は
「
日
本
基
督
教
福
音
同
盟
会」
と
改
称
す
る 。

な
お
こ
の
集
会
が
京
都
で
開
催
さ
れ
る
に
さ
い
し
て 、
「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）」
に
は
「
五
月
七
日
ョ
リ一

週
間 、
京
都

〔

四
〕

ニ
於
テ
第
三
回
日
本
基
督
信
徒
大
親
睦
会
執
行
二
付
休
業
ス」
と
あ
る
（
第
1

巻
『
教
育
絹』
二
五
六ペ
ー
ジ） 。

345
Peter
 Parker
 (
1
8
0

↑
1
8

為）

新
島
襄
の
「
同
志
社
学
校
設
立
ノ
由
来」
（
第
1

巻
『
教
育
編』
史
料
11
)

に
よ
る
と 、
ラ
ッ
ト
ラ
ン

829 



ド
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
の
年
会
に
お
い
て、
彼
が
日
本
に
「一
ノ
大
学
ヲ
設
立
ジ
以
本
邦
二
喝
ス
所
ア
ラ
ソ
ト」
演
説
し

た
と
き、
そ
の
訴
え
に
応
じ
て
最
初
に
「
新
島
氏
学
校
ノ
為
ニ
―
千
弗
ヲ
寄
附
ス
ヘ
ツ」
と
申
し
出
た
の
が
「
華
盛
頓
府
ノ
住
人
医
学

博
士．ハ
ー
カ
氏」
と
あ
る。
新
島
の。ハ
ー
カ
ー
に
関
す
る
言
及
は
「
同
志
社
設
立
の
始
末」
（
前
掲
書
史
料
16)
に
も
ま
っ
た
く
同
じ
繰

返
し
が
見
ら
れ、
ま
た
「
日
誌」（
第
5
巻
『
日
記・
紀
行
網』
史
料
8、
二
0一
ベ
ー
ジ
参
照）
に
も、
「
ワ
ッ
ソ
ト
ソ
府
二
趣
ク、
パ
ー
カ

ル
ヲ
訪
フ」
と
婦
国
後
の
書
き
込
み
の
な
か
で
特
別
に
し
る
し
て
い
る。
八
重
宛
の
書
簡
で
割
注
で
説
明
し、
し
か
も、
こ
の
書
簡
は

そ
の
ま
ま
パ
ー
カ
ー
の
履
歴
を
述
べ
る
も
の
で
あ
り、
か
つ、
パ
ー
カ
ー
の
寄
附
申
し
出
が
い
か
な
る
背
景
の
も
と
に
生
ま
れ
た
か
を

知
ら
せ
て
く
れ
る。
第
10
巻
『
新
島
襄
の
生
涯
と
手
紙』
・ハ
ー
カ
ー
の
注
（
四一
六ペ
ー
ジ）
参
照。

347

柏
木
義
円
の
稿
本
に
よ
る
と、
蔵
原
惟
郭
の
住
所
は
次
の
通
り
で
あ
る。

Mt•
Her

C

=1
 Boy•s
 School
 North
 Field,
 
Mass.
 

**-―1
0
三
ペ
ー
ジ
の
注
参
照。

349

柏
木
義
円
の
稿
本
に
よ
る
と、
蔵
原
惟
郭
の
住
所
は
次
の
通
り
で
あ
る。

ぶ
M
r.

Sanger
 Mt.
 Her
mon
 B.
 

352

こ
の
書
簡
は
「
正
五
五
書
簡」
(-
八
六
ー一
八
七ペ
ー
ジ）
で
は
明
治
十
八
年
七
月
十
七
日
付、

新
島
八
重
宛
と
し
て
い
る。
し
か

し、
柏
木
義
円
の
稿
本
に
よ
る
と
「
十
八
年
七
月
十
七
日」
と
補
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で、
書
簡
の
本
文
に
日
付
な
ら
び
に
宛
名
は
な

い。
し
か
も、
こ
の
書
簡
は
「
178
号
書
簡」
（
明
治
十
七
年
十
月
三
十一
日
付、
新
島
八
重
宛）
に
酷
似
し
て
お
り、
と
く
に
前
段
は
柏
木

義
円
の
筆
写
の
過
程
に
お
け
る
断
簡
の一
部
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
も
残
る。
後
段
の
セ
ー
ヴ
ォ
リ
ー
船
長
に
面
会
し、
「
永
く
昔

話
な
し
て
互
ひ
に
喜
び
申」
は、
「
178
号
害
簡」
で
は
航
海
中
で
会
え
な
か
っ
た
こ
と
を
し
る
し
て
い
る
か
ら、
別
の
機
会
の
こ
と
で

あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る。
い
ま、
し
ば
ら
く
柏
木
義
円
の
稿
本
に
従
い、
〔
七
月
十
七
日

新
島
八
重〕
宛
と
し
て、
こ
こ
に
掲

げ
る。

353

柏
木
義
円
の
稿
本
に
よ
る
と、
蔵
原
惟
郭
の
住
所
は
次
の
通
り
で
あ
る。

6
8
 Essex
 St.,
 Boston,
 
Mass.

こ
の
書
簡
は
「
正
五
七
書
簡」
（一
九
ニ
ペ
ー
ジ）
で
は
前
欠
と
し
て、
日
付
は
明
治
十
八
年
八
月
九
日、
宛
名
は
八
重
で
あ
る。
し

5
 
5
 か

し、
柏
木
義
円
稿
本
に
よ
る
と、
こ
の
書
簡
の
本
文
に
は
日
付
な
ら
び
に
宛
名
の
朋
記
は
な
く、
柏
木
が
筆
写
に
当
っ
て
「
十
八
年

830 
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八
月
九
日
」

と
補
記
し
て
い
る
に
と
ど
ま
る。

書
簡
本
文
に
見
え
る
五
年
生
の
林
拾、

緒
方
正
脩
が
「
教
会
よ
り
も
放
逐
せ
ら
れ」、
「
ア
ト
ノ
五
六
人
連
中
ハ

全
く
逐
校
」

と
い
う

事
件
に
つ
い
て
は、

新
島
は
明
治
十
八
年
十
二
月、

帰
国
し、

十
二
月
十
八
日
同
志
社
第
十
年
期
紀
念
会
の
演
説
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

「
諸
君
卜
共
二

今
往
事
ヲ
追
想
ッ
テ
紀
念
シ
ク
キ
ハ
、

昨
年
我
不
在
中
同
志
社
ヲ
放
逐
セ
ラ
レ
ク
リ
ツ
人
々
ノ
事
ナ
リ、

真

ニ

彼
等
ノ
為
メ
ニ

涙
ヲ
流
サ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
、

彼
等
ハ

或
ハ

真
道
ヲ
聞
キ
真
ノ
学
問
ヲ
ナ
七
シ
人
々
ナ
レ
ト
モ
、

遂
二

放
逐
セ
ラ
ル
、
ノ

事
ヲ
ナ
シ
ク
リ
〔
中
略〕

（
先
生
流
悌
胸
塞
ク
ヲ
演
ヘ
ラ
ル
）
」
（
第
1
巻
『
教
育
網』、

史
料
25
「
同
志
社
創
立
十
周
年
記
念
演
説」）

と。

い

ま
広
津
友
信
の
箪
記
に
な
る
こ
の
文
に
素
直
に
対
す
る
と、

こ
の
「
昨
年
我
不
在
中
」

は
明
治
十
七
年
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

た

だ
し、

新
島
が
同
志
社
の
場
を
離
れ
て
海
外
に
あ
っ
た
の
は、

明
治
十
七
年
四
月
か
ら
十
八
年
十
二
月
に
お
よ
び、

し
た
が
っ
て
「
不

在
中
」

に
重
き
を
お
け
ば、

当
然
明
治
十
八
年
も
そ
の
範
囲
内
に
含
ま
れ
る
。

現
在
同
志
社
に
残
さ
れ
て
い
る
記
録
に
は
「
放
逐
七
ラ

ル
、
ノ
事
ヲ
ナ
ッ
タ
リ
」

と
い
う
事
件
を
具
体
的
に
し
る
し
た
文
忠
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
五
年
生
の
林
拾、

緒
方
正
脩
の
放
逐
さ
れ

た
原
因
な
ら
び
に
「
ア
ト
ノ
五
六
人
」

の
逐
校
と
さ
れ
た
原
因
と
そ
の
前
者
と
の
閑
係
な
ど
明
ら
か
で
な
い
。

し
た
が
っ
て、

い
ま
し
ば
ら
く
柏
木
義
円
の
補
記
に
従
っ
て、

明
治
十
八
年
〔
八
月
九
日

新
島
八
直〕

宛
と
し
た。

な
お
林
拾
に
つ
い
て
は
二
二
六
ペ
ー
ジ
の
注
＊
＊
＊
参
照。

こ
の
害
簡
は
「
正
五
六
書
簡」
(
-

八
七
ー
一

九
一
ペ
ー
ジ）

で
は
日
付
を
明
治
十
八
年
八
月
九
日、

宛
名
を
新
島
八
須
と
し
て
い
る
。

6
 
5
 
3
 し

か
し、

柏
木
義
円
の
稿
本
に
は
日
付
な
ら
び
に
宛
名
の
明
記
は
な
く、

た
だ
「
十
八
年
八
月
九
日
」

と
補
記
し
て
い

る
に

す
ぎ
な

い
。

い
ま
し
ば
ら
く
柏
木
義
円
の
稿
本
に
従
っ
て
〔
八
月
九
日

新
品
八
重〕

宛
と
し
た。

な
お
柏
木
義
円
は
こ
の
書
簡
を
「
新
島
先
生
と
湯
浅
治
郎
翁
」

（『
上
毛
教
界
月
報
』、

一

九
三
五
年一

月
二
十
日、

四
三
五
号）

に
掲
載

し
て
い
る。

こ
の
書
簡
は
「
正
五
八
害
簡」
（
一
九一
＝
—
-

九
四
ペ
ー
ジ）

で
は
日
付
を
明
治
十
八
年
八
月
十
九
日、

宛
名
を
新
島
八
菫
と
し
て
い

8
 
5
 
3
 る。

し
か
し、

柏
木
義
円
の
稿
本
に
も、

本
文
に
日
付
な
ら
ぴ
に
宛
名
の
明
記
は
な
く、

た
だ
「
十
八
年
八
月
十
九
日
」

と
補
記
し
て

い
る
に
と
ど
ま
る
。

い
ま
し
ば
ら
く
柏
木
義
円
の
補
記
に
従
っ
て
〔
八
月
十
九
日

新
島
八
重〕

宛
と
し
た。

359

柏
木
義
円
の
稿
本
に
よ
る
と、

蔵
原
惟
郭
の
住
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

8
6
 Ess
e
x
 St.,
 
B
ost
o
n,
 
M
ass.
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T
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n
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M
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こ
の
害
簡
は
「
正
二
0
0
書
簡
」
（
四
四
〇
ペ
ー
ジ）

で
は
明
治
十
八
年
十
月
九
日
付、

蔵
原
惟
郭
宛
で
あ
る。

し
か
し、

忠
簡
本
文

4
 
6
 に

は
日
付
な
ら
ぴ
に
宛
名
の
明
記
は
な
く、

柏
木
義
円
の
稿
本
も
こ
れ
を
欠
い
て
い
る
が、

い
ま
し
ば
ら
く
従
来
の
伝
え
に

従
っ
て

〔
十
月
九
日

蔵
原
惟
郭〕

宛
と
し
た。

365

下
村
孝
太
郎
は
明
治
十
八
年
九
月
十
七
日、

イ
エ
ー
ル
大
学
に
留
学
す
る
半
月
湯
浅
吉
郎
と
と
も
に
横
浜
を
出
帆、

十
月
十
日
サ
ソ

フ
ラ
ソ
ッ
ス
コ
に
到
着、

彼
の
最
初
の
留
学
先
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ウ
ー
ス
ク
ー
の

P
ol
yt
e
c
h
ni
c
I
nstit
ut
e
 (
工
芸
学
院）

で

あ
っ
た
（『
下
村
先
生
追
憶
録』）
。

そ
の
後、

下
村
は
化
学
を
学
ん
で

B·
S.

を
修
得
し、

続
い
て
ジ
ョ
ソ
ズ
・

ホ
プ
キ
ソ
ス
大
学
の
大
学
院
に
入
り、

明
治
二
十
二

年
十
月、

帰
国
し
た。

＊
＊
小
崎
弘
道
の
東
北
・

奥
州
伝
道
は
明
治
十
八
年
九
月
二
十
日
夕、

横
浜
か
ら
乗
船
し
て
陸
前
荻
の
浜、

石
巻、
一

ノ
関
を
経
て
山
崎

為
徳
の
故
郷
水
沢
に
入
っ
た。

そ
の
後、
一

ノ
関、

古
川、

仙
台、

福
島、

米
沢、

若
松
な
ど
を
経
て、

十
月
十
九
日
帰
京
す
る
と
い

う
一

カ
月
の
巡
回
伝
道
旅
行
で
あ
っ
た。

下
村
孝
太
郎
か
ら
小
崎
の
東
北
・

奥
州
伝
道
に
出
か
け
る
こ
と
を
耳
に
し
て、

新
島
は
「
平
素
之
宿
志
」

で
あ
っ
た
東
北
・

奥
州
の

伝
道
の
秘
策
を
う
ち
あ
け
て
い
る。

な
お
小
崎
弘
道
に
と
っ
て
は
、

こ
の
水
沢
伝
道
は
明
治
十
二
年
秋、

上
京
の
時
以
来
の
山
崎
為
徳
か
ら
委
託
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り、

ま
し
て
十
四
年
十
一

月、

山
崎
為
徳
の
永
眠
以
後
は
ま
さ
に
山
崎
の
追
嘱
で
あ
っ
た。

361

ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
の

A
n
n
u
al

M
e
eti
n
g

は
こ
の
年
ボ
ス
ト
ソ
で
開
催
さ
れ
た
。

前
年
の
年
会
は
コ
ロ
ソ
バ
ス
で
お
こ
な
わ

れ、

新
島
は
そ
の
七
十
五
回
年
会
(
T
h
e
s
e
v
e
nt
y,
fift
h
 a
n
n
u
al
 m
e
eti
n
g
 of
 
A
m
eri
c
a
n
 B
o
ar
d
 of
 C
o
m
missi
o
n
ers
 
for
 

F
or
ei
g
n
 
Missi
o
ns)

に
出
席
す
る。

し
た
が
っ
て
、

新
島
が
こ
こ
で
「
七
十
五
年
期
之
大
会
」

と
し
て
い
る
の
は
、

七
十
五
周
年

を
意
味
し
て
い
る。

362 361 
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注 解

新
島
が
こ
の
よ
う
な
表
現
を
使
っ
て
い
る
の
は 、

ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド

が
設
立
以
来 、

七
十
五
年
を
祝
う
年
会
を
催
す
こ
と
を
知

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る 。

ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
の
日
本
派
泄
宜
教
師
文
書
(T
he
A
merican

 Bo
ard

 of
 Co
m
missi
oners

 for
 

F
orei
gn
 Missions ,
 
Missi
on

 to
 Japan ,
 
Docu
ments

 in
 Houghton
 Li
b
rary

 Archi
ves)

の
中
に 、

次
に
掲
げ
る
よ
う
に
毛
箪

で
藍
色
縦
罫
紙
に
認
め
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド

宛
の
日
本
各
教
会 、

信
徒
名
の
害
簡
が
あ
る 。

こ
の
書
簡
は
同
じ
趣
旨
の
も
の

が 、

ポ
ス
ト
ソ
の
新
島
迎
宛
に
も
届
け
ら
れ
て
い
た
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う 。

参
考
と
し
て
掲
げ
る 。

日
本
組
合
基
督
教
会
信
徒
等
謹
テ
北
米
外
国
伝
道
会
社
ヲ
結
成
セ
ラ
ル
、

基
督
信
徒
諸
兄
姉
二
白
ス
、

願
ク
ハ

万
人
ノ
父
ナ
ル

神 、

万
民
ノ
救
主
ナ
ル
耶
蘇
基
督
ノ
恩
寵
卜

平
康
ヲ
受
ラ
レ
ソ
コ
ト
ヲ

承
レ
ハ
本
年
蒋
台
ハ
設
立
以
来
七
十
五
年
度
ニ
テ
金
剛
石
卜

称
ス
ル
祝
会
ヲ
催
サ
ル
、
由 、

吾
傍
ハ
諸
兄
姉
卜

共
二
欣
喜
雀
躍
ニ

堪
ヘ
サ
ル
ナ
リ 、

因
テ
一

書
ヲ
致
ッ
テ
数
年
来
吾
傍
力
尊
台
二
償
フ
処
ノ
恩
恵
二
報
ュ
ル
ハ
方
二
今
回
ニ
ア
リ
ト

考
フ
レ
ハ
敢
テ

不
肖
ヲ
顧
ミ
ス
諸
愛
兄
姉
ノ
前
二
聯
力
謝
辞
ヲ
陳
述
セ
ソ
ト

欲
ス
ル
ナ
リ

弦
二
回
顧
ス
レ
ハ
ニ
十
有
余
年
前
ノ
吾
傍
ハ
斯
世
ノ
弊
風
二
循
ヒ
、

惹
卜

罪
ヲ
行
ヒ
、

日
ヲ
送
リ

亦
世
二
在
リ
テ
望``
、

ナ
ク
神
ナ

ク 、

且
某
晉
ノ
救
サ
ヘ
モ
知
ラ
ス
シ
テ
ア
リ
ッ
カ
今
ハ
幸
ニ
ジ
テ
耶
蘇
基
督
二
由
リ
一
ノ
堅
霊
二
在
リ
テ
天
父
二
近
キ 、

今
ョ
リ

ハ
粛
旅
者
二
非
ス
諸
型
徒
卜

共
二
同
ツ
邦
卜

神
ノ
家
二
属
ス
ル
モ
ノ
ト

ナ
リ
ッ
ハ
是
レ
偏
二
天
父
ノ
恩
寵
二
基
ク
ト

雖
抑
モ
亦
諸

兄
姉
ノ
結
成
セ
ラ
ル
、

尊
台
ョ
リ

送
ラ
レ
タ
ル
諸
宜
教
師
ノ
苦
辛
卜

忍
耐
二
由
リ
テ
ナ
リ 、

夫
レ
天
下
未
夕
開
ヶ
サ
ル
ノ
邦
多

ッ 、

未
夕
福
音
ヲ
聞
ヵ
サ
ル
民
鮮
カ
ラ
サ
ル
ニ
諸
兄
姉
ハ
夙
二
禄
々
タ
ル
我
日
本
人
二
福
音
ヲ
伝
ヘ
ソ
ク
メ
数
多
ノ
宜
教
師
ヲ
遣

ハ
サ
レ
、

ソ
ノ
遣
ハ
サ
レ
ク
ル
諸
宣
教
師
ヵ
異
邦
二
在
リ
テ
土
地
気
候
ノ
不
順 、

人
情
風
俗
ノ
不
同
又
邦
人
ノ
頑
梗
ナ
ル
ト

不
敬

ナ
ル
ト
ヲ
厭
ハ
ス
日
夜
汲
々
主
ノ
為
二
克
己
勉
励
セ
ラ
レ
シ
コ
ト

ハ
深
ク
吾
僻
ノ
心
胆
二
銘
ス
ル
処
ニ
ジ
テ 、

今
此
紙
上
二
於
テ

感
謝
シ
尽
キ
サ
ル
ナ
リ 、

斯
ク
ノ
如
ク
ニ
ッ
テ
始
二
福
音
ノ
種
子
ヲ
播
カ
レ
其
ノ
漸
ク
生
長
シ
テ
教
会
及
伝
道
地
ノ
増
加
ス
ル
ニ

従
ッ
テ
ハ
未
熟
ナ
ル
吾
傍
信
徒
ノ
為
諸
兄
姉
ノ
懇
切
ナ
ル
看
護
忠
告
祈
誌
ヲ
添
フ
ッ
テ
稽
ク
今
日
ノ
景
況
ニ
マ
テ
上
達
セ
シ
コ
ト

モ
是
亦
上
二
併
セ
テ
謝
ス
ル
処 、

且
又
逐
年
主
事
ノ
多
忙
ナ
ル
ニ
従
ヒ
、

其
ノ
為
最
モ
必
用
ナ
ル
牧
師
伝
道
者
等
ヲ
蓑
成
セ
サ
ル

ノ
場
合
二
際
ッ
テ
モ
、

諸
兄
姉
卜

諸
宜
教
師
ハ
之
レ
カ
蓑
成
ノ
場
所
ト

ナ
ル
ヘ
キ
男
女
学
校
ノ
設
立
ヲ
扶
助
ツ
、

加
之
其
査
金
教

員 、

家
屋 、

書
籍 、

器
械
等
一
切
ノ
要
具
マ
テ
モ
給
付
ッ
今
モ
尚
ホ
年
々
日
本
内
国
伝
道
会
社
卜

諸
学
校
二
数
万
ノ
金
額
ヲ
恵
投

セ
ラ
ル
、
コ
ト

ハ
日
本
信
徒
二
取
リ
テ
過
分
ノ
幸
福
実
二
感
謝
二
堪
ヘ
サ
ル
ナ
リ 、

蓋
シ
諸
兄
姉
ハ
夙
ニ
イ
ニ
ス
キ
リ
ス
ト
ノ
恩
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大
日
本
基
督
信
徒
姓
名

安
中
教
会

長
浜

京
都
第
三

郡
山

大
阪

浪
華

神
戸

多
間

杉
田

潮

堀

貞
一

網
島
佳
吉

成
瀬
仁
蔵

宮
川
経
輝

沢
山
保
羅

原
田

助

杉
浦
義
一

寵
ノ
為
二

勤
勉
セ
ラ
ル
、
コ
ト
ト
ハ

云
ヒ
ナ
カ
ラ
抑
モ
亦
邦
人
ノ
霊
魂
ヲ
顧
ミ
玉
フ
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ

決
ッ
テ
之
レ
ア
ル
能
ハ
サ
ル

ナ
リ
、

以
上
ハ

専
ラ
尊
台
二

対
ッ
テ
謝
ス
ル
処
ナ
ル
カ
吾
傍
ノ
謝
ス
ヘ
キ
処
ハ
コ
、
二

限
ラ
サ
ル
ナ
リ
、

在
米
国
ノ
諸
教
会
並
諸

学
校
二

於
テ
日
本
ヲ
愛
顧
セ
ラ
ル
、
ノ
厚
情
二

至
リ
テ
ハ

当
時
貴
邦
二

必
用
ナ
ル
人
々
ノ
惜
マ
ス
弊
邦
二

賜
リ
、

専
ラ
福
音
ノ
真

理
卜
真
正
ノ
文
化
ヲ
分
与
セ
ソ
為
熱
心
ナ
ル
祈
蒻
卜
共
二

恵
マ
レ
ソ
コ
ト
モ
亦
先
ノ
謝
辞
卜
共
二

併
セ
呈
ス
ル
処
ナ
リ
、

嗚
呼
吾

僭
ノ
敬
愛
ス
ル
諸
兄
姉
ョ
、

今
吾
傍
二

数
年
ヲ
仮
ッ
玉
ハ
、

我
国
ハ

将
二

如
何
ナ
ル
景
況
二

進
マ
ソ
乎、

目
今
ノ
日
本
ハ

従
来
ノ

悪
習
弊
風
ヲ
洗
脱
ッ
テ
将
二

新
日
本
ト
ナ
ラ
ソ
ト
ス
ル
ノ
時
ナ
リ
、

将
二

新
日
本
ヲ
創
造
セ
ソ
為、

西
洋
ノ
文
化
卜
之
レ
ヵ
生
命

タ
ル
基
督
教
ヲ
歓
迎
ス
ル
ノ

機
ナ
リ
、

是
レ
千
歳
ノ
一

遇
ニ
ッ
テ
復
ク
期
ス
ヘ
カ
ラ
ス
、

今
ハ

邦
人
ノ
為
ニ
ハ

救
ノ
日、

恵
ノ
時

ナ
リ
、

諸
愛
兄
姉
ヨ
、

主
ノ
恩
寵
二

由
リ
我
諸
教
会
卜
其
伝
道
会
社
ハ

歳
月
ヲ
逐
フ
テ
盛
大
ト
ナ
ル
ノ
赴
キ
ア
リ
ト
雖
奈
何
セ
ソ

教
会
設
立
ノ
日
尚
ホ
浅
ク
、

信
徒
ノ
勢
カ
モ
マ
ク
未
夕
充
分
ナ
ラ
サ
ル
カ
故
二

未
ク
全
ク
独
行
シ
能
ハ
ス
ッ
テ
諸
兄
姉
ノ
憂
フ
ル

処
ト
ナ
ル
、

然
レ
ト
モ
今
弦
二

数
年
ヲ
仮
シ
玉
ハ
、

吾
傍
必
諸
君
卜
共
二

歓
喜
ス
ル
ノ
日
ヲ
相
見
ソ
ト
欲
ス
、

尊
台
願
ク
ハ

不
断

ノ
勤
勉、

忍
耐、

祈
団
ヲ
以
テ
我
僭
ノ
進
歩
ノ
為、

主
ノ
栄
光
ノ
為、

熟
々
御
計
画
ア
ラ
ソ
コ
ト
ヲ
、

吾
佛
ノ
惑
謝
ハ

此
紙
上
ニ

尽
キ
ス
、

幸
ニ
シ
テ
当
時
貴
邦
二

滞
在
セ
ラ
ル
、

新
島
兄
二

我
僚
二

代
リ
テ
謝
辞
ヲ
陳
呈
セ
ラ
レ
ソ
コ
ト
ヲ
乞
ヘ
リ
、

願
ク
ハ

是

ヲ
モ
亦
承
聴
シ
且
氏
ヵ
今
回
漫
遊
ノ
希
望
ヲ
達
シ
、

強
壮
ナ
ル
鉢
謳
ヲ
以
テ
速
二

帰
国
ノ
程
二

就
カ
ル
、

様
祈
リ
給
ハ
ソ
コ
ト
ヲ

明
治
十
八
年
八
月
即
西
暦
千
八
百
八
十
五
年
八
月
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注 解

兵
庫

明
石

岡
山

今
治

松
山

福
岡

甘
楽

東
京
第
一

京
都
第
二

京
都
第
四

天
城

天
満

高
梁

笠
岡

小
松

新
褐

彦
根

八
ケ
市

京
都
第
一

丹
波
第
一

島
ノ
内

西
ノ
宮

＿―-

田

村
上
俊
吉

川
本
政
之
助

金
森
道
倫

伊
勢
時
雄

ニ
ノ
宮
邦
二
郎

不
破
唯
二
郎

茂
木
平
三
郎

長
田
時
行

市
原
盛
宏

竹
原
義
久

亀
山

昇

本
間
重
脱

古
木
寅
三
郎

真
鍋
定
造

奥
亀
太
郎
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〔

A
B
C
F
M

R
o
ll
 
N
o.
 8,
 

N
o.
 2
2
7
〕

新
島
襄
の
書
簡
に
は
直
接
日
本
か
ら
の
こ
の
書
簡
に
言
及
し
て
い
る
も
の
は
従
来
知
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
た、

す
で
に
各
教
会
・

信

、
、
、
、
、
、

徒
が
協
同
し
て
ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ド
に
書
簡
を
送
る
に
当
っ
て
、

か
れ
ら
が
「
日
本
組
合
基
督
教
会
信
徒
等
」
（
傍
点
・

杉
井）

と
冒

頭
に
述
べ
て
い
る
こ
と
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

組
合
基
督
教
会
と
い
う
呼
称
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

新
島
の
海
外

旅
行
中
の
こ
と
で
、

し
た
が
っ
て
明
治
十
九
年
四
月
の
日
本
華
督
伝
道
会
社
第
九
年
会
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
「
日
本
組
合
基
怪
教
会
」

の

成
立
よ
り
も
早
い
こ
と
に
な
る
（
茂
義
樹
「『
七
一

雑
報
』

に
お
け
る
日
本
基
督
伝
道
会
社」、
『『
七
一

雑
報
』
の
研
究』

参
照）
。
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「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号
）
」
（
第
1
巻
『
教
育
網
』

史
料
41)

に
よ
る
と、

十
八
年
十
二
月
十
八
日
の
条
に
「
午
前
礼
拝
堂
井
新

教
場
ノ
定
礎
式
ヲ
執
行
ス
」

と
見
え、

自
ら
の
日
記
で
あ
る
「
出
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
編』

二
六
一
ペ
ー
ジ）

に
は
「
十
八
日

午
前

同
志
社
二

於
テ
定
礎
式、

ニ
ヶ
所

〇
礼
拝
堂
0
試
験
場
井
二

書
籍
館
」

と
あ
る
。

礼
拝
堂
は
明
治
十
九
年
六
月
に
竣
工
し
た
公
会
堂
（
現
在
の
同
志
社
チ
ャ
ペ
ル）
、

書
籍
館、

試
験
場
は
明
治
二
十
年
十
一

月
に
竣
工
し

た。

現
在
の
有
終
館
（
と
も
に
重
要
文
化
財）
。

な
お
広
津
友
信
筆
記
で
「
明
治
十
有
八
年
第
十
二
月
十
有
八
日
午
前
十
時
ョ
リ
同
志
社
礼
拝
堂
定
礎
式
執
行
セ
ラ
ル
、

其
際
我
校
長

新
島
浪
氏
ハ

左
ノ
説
ヲ
演
ヘ
ラ
レ
タ
リ
」、
「
書
籍
館
定
礎
式
施
行
ノ
時
（
午
前
十
一

時
ョ
リ
）

校
長
新
島
公
ノ
演
ヘ

ラ
レ

タ
ル

事
」

（
第
1
巻
『
教
育
綱』、

史
料
25
「
同
志
社
創
立
十
周
年
記
念
演
説」）

を
�
る
こ
と
が
で
き
る
。

＊
＊
新
島
の
帰
国
を
ま
っ
て
、

十
一

月
二
十
九
日
の
創
立
を
祝
う
「
十
年
期
祝
会
」

が
十
二
月
十
八
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

「
同
志
社
記

事
（
社
務
第
十
八
号
）
」
（
第
1
巻
『
教
育
編』

史
料
41)

は
、

前
注
に
掲
げ
た
よ
う
に
礼
拝
堂
井
新
教
場
の
定
礎
式
が

あ
り、

つ
い
で

0

0

 0
 

0
 

0
 

「
午
后
二
時
同
志
社
十
年
期
祝
会
ヲ
開
ラ
ク
、

デ
ウ
イ
ス
、

堀、

新
島
ノ
演
説
ア
リ
、

之
二

来
臨
セ
ジ
者、

京
都
府
知
事
北
垣
国
道、

滋
賀
県
令
中
井
弘、

其
外
数
名
ノ
紳
士
ナ
リ
」

ま
た
上
欄
に
「
名
士
中
嶋
信
行
氏
モ
臨
会
」

と
あ
る
。

な
お
広
津
友
信
筆
記
の
「
同
日

午
后
同
志
社
第
十
年
期
紀
念
会
に
お
け
る
新
島
校
長
の
演
説、

於
運
動
場、

参
会
者
五
六
百
名
」
（
前
掲
密、
史
料
25
「
同
志
社
創
立
十
周
年

〔

新
〕

記
念
演
説」）

が
あ
る。

「
出
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
編』

史
料
10)

は
た
だ
「
午
后
〇
十
年
期
祝
会
0
神
島
氏
歓
迎
会
」

と
し
る

す
の
み
で
あ
る。

半
田
宇
平
次
（
一
八
一
八
ー一
八
八
六）

は
群
馬
県
碓
氷
郡
原
市
の
紳
商。

明
治
十
五
(
-
八
八
二）

年
三
月
五
日
、

安
中
教
会
に
お
い

て
村
上
俊
吉
か
ら
洗
礼
を
う
け
た
（「
安
中
基
督
教
会
々
員
名
領」）
。

「
安
中
基
督
教
会
録
耶
」

に
よ
る
と、

原
市
で
は
十
五
年
四
月
三
日
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に
は
建
会
紀
念
会
が
開
か
れ、

こ
え
て
十
八
年
四
月
十
六
日
に
は
会
堂
の
捧
堂
式
が
お
こ
な
わ
れ
た。

ま
た、

そ
の
年
の
十
月
に
は
リ

バ
イ
バ
ル
が
起
り、

三
週
間
の
連
続
祈
蒻
会
が
持
た
れ、

教
会
創
立
の
歩
が
進
め
ら
れ
た。

半
田
宇
平
次
は
そ
う
し
た
原
市
の
う
ご
き

の
中
枢
の
人
物
で
あ
り、

ま
た
西
群
馬
（
高
崎）

教
会
会
堂
建
築
の
美
談
で
知
ら
れ
る
（
『
日
本
組
合
基
秤
教
会
史』）。

こ
の
年
十
二
月
十
八
日
の
同
志
社
十
年
期
の
祝
会
の
当
日、

半
田
宇
平
次
が
電
報
で
金
七
百
円
の
寄
附
を
申
し
出
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
「
219
号
害
簡」
（
十
二
月
二
十
日
付、

徳
店
猪
一
郎
宛）

の
追
而
因
に
も
見
ら
れ
る
通
り
で
あ
り、

こ
の
内
簡
は
直
接
彼
に
宛
て
た
礼
状

で

あ
る
。

新
島
が
こ
の

半
田
宇
平
次
か
ら
の
寄
附
申
し
出
に
、

い
か
に
深
い
感
謝
の
念
を
抱
い
た
か
は
、

年
が
明
け
て
一

月
上
京
し

〔
市・
い｝

た
折、

原
市
を
訪
ね
て
「
原
一

ノ
半
田
宇
乎
治
二

面
会
ス
、

同
氏
ハ
七
百
円
明
治
専
門
校
二

寄
附
ス
」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
編』、
「
日

誌」
二
0
ニ
ペ
ー
ジ）

と
し
る
し、

ま
た
、

た
め
害
き
を
し
た
日
記
「
出
遊
記
」
（
前
掲
害
二
七
七
ペ
ー
ジ）

に
も、

そ
の

訪
問
記
事
を
再

ぴ
し
る
し
て
、
「
原
市
半
田
宇
平
次
ノ
病
床
ニ
ア
ル
ヲ
訪
ヒ
、

同
氏
ョ
リ。
フ
ユ
リ
タ
ソ
ノ
談
ア
リ
ツ
ヲ
記
セ
リ、
（
予
ノ
安
中
地
方
巡
回

ノ
記
行
ヲ
ハ
ル
デ
ー
君
二

送
レ
リ
）
」

と
書
き
と
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

な
お
半
田
宇
平
次
の
長
逝
の
さ
い
の
新
島
迎
の
弔
意
は
241
号
害
簡
（
明
治
十
九
年一
二
月
三
日
付、

半
田
平
次
郎
宛）

に
見
え
る
。

原
市
会
堂
（
明
治
十
八
年
四
月
十
六
日
搾
堂
式
挙
行）

に
集
ま
る
信
徒
た
ち
を
さ
し
て
い
る
。

原
市
教
会
が
安
中
教
会
か
ら
独
立
し
て
原

市
教
会
を
称
す
る
の
は
、

明
治
十
九
(
-
八
八
六）

年
十
月
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
日、

安
中
教
会
よ
り
転
躇
し
て
原
市
教
会
員

と
な
る
人
び
と
は
九
十
六
人
（
男
五
十
人、

女
四
十
六
人）

で
あ
っ
た。

な
お
十
七
年
六
月
同
志
社
英
学
校
普
通
科
を
卒
業
し
た
岸
和
田

の
山
岡
邦
三
郎
は
十
八
年
七
月
五
日、

定
住
伝
道
師
と
し
て
原
市
に
着
任
し
た。

原
市
の
信
徒
は
山
岡
伝
道
師
を
改
め
て
牧
師
と
し
て

迎
え、

教
会
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
識
し
た
が、

山
岡
は
こ
れ
を
固
辞
し
て
、

会
津
若
松
の
伝
道
に
転
じ
た。

新
島
が
「
小
生
東
京
出

頭
之
際、

山
岡
邦
三
郎
君
態
々
御
出
京
」

と
あ
る
の
は
、

こ
の
間
の
経
緯
か
ら
半
田
宇
平
次
の
采
配
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

＊
＊
姫
路
浸
礼
教
会
は
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
リ
ー
ス
に
よ
っ
て

姫
路
の
阿
保
川
で
．ハ
プ
テ
ス
マ
（
授
礼）

を
う
け
た
人
び
と
に
よ
っ
て
、

明
治
十
六
(
-
八
八
＝―）

年
春、

姫
路
元
塩
町
に
設
立
さ
れ、

東
京
浸
礼
教
会
で
バ
。
フ
テ
ス
マ
を
プ
ラ
ウ
ソ
宣
教
師
か
ら
う
け
て

伝
道

者
と
な
っ
た
内
田
正
（
一
八
五
七
ー一

九
三
七）

が
こ
れ
を
牧
し
た。

明
治
十
八
年
九
月
は
じ
め、

内
田
正
は
他
派
の
信
徒
を
浸
礼
教
会
の
聖
餐
式
に
与
ら
し
め
る
こ
と
に
関
し
て
、

宜
教
師
リ
ー
ス
と
対

立
し、

内
田
正
は．ハ
。
フ
テ
ス
ト
教
会
か
ら
除
名
さ
れ
た。

そ
の
た
め
、

十
五
名
の
信
徒
も．ハ
。
フ
テ
ス
ト
教
会
か
ら
脱
会
し
て
、

九
月
二

十
六
日、

内
田
を
仮
牧
師
と
し
て
独
立
教
会
を
宣
言
し、

姫
路
基
督
教
会
（
現
在
の
姫
路
和
光
教
会）

と
称
し
た
。

内
田
正
が
二
十
年
七
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月
二
十
日、

組
合
教
会
の
按
手
礼
を
う
け
る
ま
で
、

こ
の
教
会
の
礼
典
の
施
行
は
明
石
教
会
の
川
本
政
之
助
の
ほ
か、

兵
庫
教
会
の
村

上
俊
吉、

多
聞
教
会
の
長
田
時
行、

神
戸
教
会
の
原
田
助
が
助
援
し
た
（
内
田
正
牧
師
手
記
「
姫
路
組
合
基
督
教
会
創
立
ノ
由
来」、
『
姫
路
和

光
教
会
百
年
史』

所
収）
。

新
島
が
川
本
政
之
助
の
バ
。
フ
テ
ス
ト
「
浸
礼
教
会
二

於
而
御
働
有
之
候
趣
新
紙
上
拝
読
仕
」

と
い
う
新
聞
紙
上
の
確
認
は
い
ま
な
し

え
な
い
で
い
る
が、

明
治
十
九
年
四
月、

日
本
基
督
伝
道
会
社
第
九
年
会
に
お
い
て
海
老
名
弾
正
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
る
姫
路
基
督
教

会
の
組
合
教
会
加
入
の
発
端
は
、

実
は
明
石
教
会
の
川
本
政
之
助
に
新
島
が
託
し
た
案
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

明
治
専
門
学
校
の
「
網
領」、

「
仮
則」、

「
募
集
金
仮
則
」

は
新
島
襄
の
欧
米
行
出
発
直
前
の
明
治
十
七
(
-
八
八
四）

年
四
月
二
日

の
発
起
人
相
談
会
で
決
定
を
み
て
い
た
が
、

五
月
十
四
日
に
は
『
明
治
専
門
学
校
設
立
旨
趣
』
（
第
1
巻
『
教
育
網』

史
料
23)

が
刊
行

さ
れ、

爾
後
こ
の
旨
趣
書
の
配
送、

袈
成
者
な
ら
び
に
義
捐
金
の
募
集
な
ど
の
活
動
が
進
め
ら
れ
た。

こ
の
間
の
記
録
で
あ
る
「
同
志

社
大
学
創
立
記
事
」

に
は
「
田
中
源
太
郎、

沢
辺
正
修、

中
村
栄
助
君
等
ノ
尽
カ
ニ
ョ

リ

賛
成
者
ヲ

得
ル
事
三
十
人
ナ
リ
」
（
前
掲
書

一
九
六
ペ
ー
ジ）

な
ど
と
見
え
る
。
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松
本
勘
十
郎。

上
州
倉
賀
野
の
庄
屋
の
家
に
生
ま
れ
る
。

明
治
十
五
(
-
八
八
二）

年
蓑
嗣
子
と
し
た
松
本
亦
太
郎
を
同
志
社
英
学

校
に
お
く
り、

十
六
年
七
月
に
は
じ
ま
る
星
野
光
多、

木
村
熊
二
の
高
崎
・

倉
賀
野
伝
道
を
た
す
け、

そ
の
年
九
月
四
日
に
は
一

家

（
松
本
勘
十
郎、

衰
•
松
本
長、

娘
•
松
本
糸）

が
そ
ろ
っ
て
、

星
野
光
多
の
祈
菌
・

説
教
の

あ
と、

星
野
の
依
願
を
う
け
た
安
中
教
会
の

海
老
名
弾
正
か
ら
洗
礼
を
う
け
た
（
「
上
毛
高
崎
倉
賀
野
伝
道
史」、

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
高
崎
教
会
所
蔵）
。

新
島
の
明
治
専
門
学
校
の
設
立
に
黄
成
し、

ま
た、

二
十
一

年
四
月
に
彼
が
資
本
金
三
万
円、

職
工
女
二
四
0
人
を
も
っ
て
経
営
し

た
製
糸
会
社
光
塩
社
に
お
い
て
は
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意」
（
第
1
巻
『
教
育
絹』

史
料
30
.
『
国
民
之
友』

第一
＝
四
号、

明
治
二
十
一

年

十
一

月
十
六
日
発
行、

附
録）

に
も
と
づ
く
同
志
社
大
学
義
捐
金
募
集
運
動
に
社
を
あ
げ
て
応
募
し、

総
人
数
一

0
五
人、

義
捐
金
高
三

八
二
円
三
五
銭
に
お
よ
ぶ
稼
極
的
な
支
持
を
な
し
た。

＊
＊
松
本
亦
太
郎
（
一
八
六
五
ー一
九
四
三）

は
上
州
高
崎
で
飯
野
翼、

千
代
の
二
男
に
生
ま
れ
る。

父
粟
は
高
崎
藩
御
納
戸
係、

学
問
所

係。

明
治
十
三
(
-
八
八
0)

年
一

月
倉
賀
野
の
松
本
勘
十
郎
の
養
嗣
と
な
り、

十
五
年
九
月
湯
浅
治
郎
の
弟
吉
郎
の
端
き
で
同
志
社

英
学
校
に
入
学。

十
六
年
九
月
四
日
蓑
父
母
松
本
勘
十
郎、

松
本
長
そ
し
て
娘
糸
の
受
洗
後、

糸
と
の
キ
リ
ス
ト
教
式
に
よ
る
結
婚
式

を
あ
げ
た
（「
上
毛
高
崎
倉
買
野
伝
道
史」）
。

十
七
年
四
月
の
「
同
志
社
英
学
校
生
徒
名」
（『
同
志
社
百
年
史

資
料
絹
ー』

所
収）

に
よ
る
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と
二
年
生
で、

そ
の
年
三
月
の
同
志
社
の
リ
バ
イ
バ
ル
で
信
仰
を
告
白
し
た
（『
池
袋
清
風
日
記』
朋
治
十
七
年『
上』、
『
同
志
社
談
叢』
第
五

号
別
冊）。

新
島
襄
の
許
し
を
え
て
同
志
社
を
中
退
し、

京
都
府
立
中
学
校
に
編
入
学。

雨
後
第一
高
等
中
学
校
を
へ
て
帝
国
大
学
文
科

大
学、

大
学
院
に
進
み、

イ
ニ
ー
ル
大
学、

ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
大
学
な
ど
に
留
学、

実
験
心
理
学
を
専
攻。

東
京
高
師、

京
都
帝
国
大
学

教
授
を
へ
て
東
京
帝
国
大
学
教
授
（
松
本
亦
太
郎
『
遊
学
行
路
の
記』）。

こ
の
松
山
高
吉
・
湯
浅
治
郎
・
小
崎
弘
道
・
海
老
名
弾
正
宛
書
簡
は
「
正
五
三
三
書
簡」
(1
0
0
七
ー一
01
0
ペ
ー
ジ）
で
は、

日

，

 

付
を
明
治
十
九
年
十
月
十
八
日
と
し
て
い
る
が、
一
月
十
八
日
の
誤
り
で
あ
る
の
で
訂
正
し
て
こ
こ
に
掲
げ
る。

381

こ
の
中
村
栄
助
宛
害
簡
は
「
正
四
三
三
害
簡」
（

八一―-
＝
了
八
三
四
ペ
ー
ジ）
で
は、

そ
の
日
付
を
「
明
治
二
十
一
年
月
日
未
詳」
と

し
て
い
る。

し
か
し、

新
島
の
「
日
誌」
（
第
5
巻
『
日
記・
紀
行
編』
二
0
ニ
ペ
ー
ジ）
に
よ
る
と、
「
十
九
年
一
月
二
十
日

東
京
二
趣
ク、
ニ

月
四
日
迄
滞
留」、

つ
い
で
「
一
月
廿
七
日

東
京
二
趣
ク、

但
仙
台
学
校
相
談
ノ
事」
（

前
掲
書
二
01――
ペ
ー
ジ）

と
あ
っ
て、
「
仙
台

之
学
校」
の
こ
と
で
「
出
京
ヲ
促
カ
サ
レ
」
た
こ
と
が
知
ら
れ、

し
か
も、

そ
の
「
出
京」
は
次
に
か
か
げ
る
明
治
十
九
年
一
月
十
三

日
付
の
富
田
鉄
之
助
害
簡
（

遣
品
庫
史
料）
に
よ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る。

新
穂
奉
脱
賀
候、

然
ハ
旧
冬
中
御
懇
書
ニ
一
大
美
挙
郷
友一
両
輩
卜
内
語
相
尽
候
所、

何
茂
大
賛
成
二
候、

然
ッ
富
有
之
者
共
ニ

無
之、

唯
百
方
尽
力
之
上
御
申
越
之
土
地
卜
弐
千
円
前
後
建
築
費
を
暮
集
可
致
と
申
見
込
に
御
座
候、

乍
去
右
金
額
位
ノ
ミ
に
て

は
創
業
如
何
可
有
之
哉
卜
懸
念
不
少
二
付、

兎
も
角
も
篤
と
御
相
談
相
願
候
上、

計
画
二
決
心
致
度
候
得
ハ
一
寸
御
出
京
被
下
度

候
義
相
叶
申
間
敷
哉、

可
相
成
ハ
当
月
廿
日
頃
ま
て
二
御
出
京
相
願
度
候、

同
志
之
壱
人
廿
日
過
帰
県
候
得
ハ
其
前
二
確
定、

県

地
之
尽
力
相
托
シ
申
度
候、

御
繰
合
御
出
京
被
下
度
候
様
御一
報
奉
待
候

一
旧
冬
御
面
昭
も
仕
候
通
リ
此
一
挙
タ
ル
ヤ
県
令
学
事
之
好
悪
二
大
関
係
有
之
候
所、

愛
二
好
時
機
到
来
ハ
森
君
文
部
之
長
卜
相

成
候
一
事
二
御
座
候、

随
て
県
令
ヲ
身
方
卜
為
ス
得
ル
機
会
此
事
ニ
テ
万
端
好
都
合
二
可
有
之
卜
想
像
仕
居
候
得
ハ
一
寸
御
出
京

ノ
ミ
奉
待
候、

草
、々

右
ノ
ミ
如
此
御
座
候、

頓
首

一
月
十
三
日
夜

新
島
先
生

侍
史

東
京

鉄
之
助
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尚
々
御
出
京
候
ハ
、

拙
宅
江
御
止
宿
被
下
度
候、

無
用
之
出
費
を
省
き
且
御
相
談
等
之
為
メ
一

層
便
利
ヲ
得、

両
全
之
都

合
二

有
之
候、

草
々
再
白

よ
っ
て
「
229
号
書
簡
」

の
日
付
を
明
治
十
九
年
と
し
、
一

月
十
九
日
と
推
定
し
た
。

な
お
、

本
文
は
「
後
欠
」

で
宛
名
を
欠
い
て
い

る
が、

従
来
の
取
扱
に
従
っ
て
中
村
栄
助
宛
と
推
定
し
た
。

382

「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号
）
」
（
第
1
巻
『
教
育
編』

二
五
八
ー
ニ
五
九
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と、
「
知
事
ヘ
ハ

別
二

進
達
願
ヲ
添
ヘ
ク

リ
」

と
の
み
あ
る
が
、

こ
の
市
原
宛
書
簡
に
は
「
京
都
府
庁
之
分

歩
兵
操
練
科
設
置
願
書
御
進
達
願
」

が
付
さ
れ、

し
た
が
っ
て
、

新
島
が
東
京
に
あ
っ
て
、
一

月
二
十
六
日
付
で
指
示
し
た
「
歩
兵
操
練
科
設
置
御
願
」

の
原
形
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

4
 
8

「
日
誌
」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
編』

二
0
ニ
ペ
ー
ジ）

の

「
十
九
年
一

月
二
十
日

東
京
二

趣
ク
、

二
月
四
日
迄
滞
留、
一

月
廿
六

〔

市
〕

3
 日、

廿
七
日

安
中、

前
橋、

高
崎、

原
一

等
ヲ
訪
フ
、

但
原
一

ノ
半
田
宇
平
治
二

面
会
ス
、

同
氏
ハ

七
百
円
明
治
専
門
校
二

寄
附

ス
」

と
あ
る
の
に
よ
る
と、

新
島
は
半
田
宇
平
次
訪
問
に
さ
き
だ
っ
て
す
で
に
京
都
か
ら、
一

月
二
十
日
以
前
に
、

そ
の
業
の
賛
溺
を

う
る
た
め
に
「
主
意
〔
明
治
専
門
学
校
設
立
旨
趣〕

及
設
立
始
末
書
〔
同
志
社
設
立
の
始
末〕
」

等
を
別
送
し
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

8

E
d
m
u
n
d
 B
u
c
kl
e
y
 (
1
8
5
5-

1
9
3
4)。

イ
ギ
リ
ス
人、

ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ
ガ
ソ
大
学
出
身。

ア
メ
リ
カ
ソ
・

ボ
ー
ト
の
ミ
ッ
ジ
ョ

3
 ソ
・
ロ
ー
ル
(
Missi
o
n
R
o
ll)

に
よ
る
と、

日
本
に
お
け
る
勤
務
期
間
は
一

八
八
六
ー
一

八
九
二
年、

哲
学、

心
理
学
を
担
当。

夫

人
S
a
ra

C.
 B
u
c
kl
e
y
 (1
8
5
8

|
1
9
2
5
)
 

�
医
学
博
士
で
京
都
看
病
婦
学
校
で
教
え
た
。

ア
メ
リ
カ
人。

な
お
「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号
）
」
（
第
1
巻
『
教
育
絹』

二
六
八
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と、

明
治
十
九
(
-
八
八
六）

年
十
一

月

十
七
日
の
条
に
「
北
米
合
衆
国
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
ロ
ヱ
ル
府
神
学
士
ア
ル
サ
ル
・

ダ
プ
リ
ウ
・

ス
ク
ソ
フ
ォ
ル
ト

井
同
国
ニ
ー
ヨ

ル
ク
州
チ
ョ
ル
チ
ウ
ィ
ル
邑
住、

文
学
士
エ
ド
モ
ソ
ド
・
バ
ク
レ
ー
の
両
氏
入
京
す
」

と
あ
り、

こ
え
て
二
十
日
の
条
に
「
右
両
氏
当

校
教
師
に
雇
入
の
願
書
井
寄
留
免
状
願
京
都
府
庁
へ
差
出
す
」、
「
廿
年
二
月
十
六
日
聞
届

免
状
二
通
下
付
」

と
見
え
る
。

こ
こ
に
見

え
る
ス
タ
ソ
フ
ォ
ー
ド
(
Art
h
ur

W.
 Sta
n
for
d,
 1
8
5
9

|
1
9
2
1
)

は
ア
ー
モ
ス
ト

大
学
な
ら
び
に
イ
エ
ー
ル

神
学
校
卒
業、

夫
人

(Je
n
ni
e
 P.
 Sta
n
for
d)

と
共
に
来
日、

同
志
社
の
の
ち、

松
山、

神
戸
で
伝
道
に
あ
た
っ
た
。

み
つ

た

星
野
光
多
(-
八
六
0
|
＿
九
三
二）

は
上
州
利
根
郡
利
南
村
（
現
沼
田
市）

の
出
身。

明
治
七
（
一
八
七
四）

年
十
二
月
二
十
七
日
J
.

6
 
8
 バ

ラ
か
ら
洗
礼
を
う
け、

中
村
敬
宇
の
同
人
社、

脱
応
義
塾
に
学
び、

十
五
年
ア
メ
リ
カ
・

リ
フ
ォ
ー
ム
ド
・

ミ
ッ
ツ
ョ
ソ
に
よ
っ
て

創
立
さ
れ
た
先
志
学
校
の
助
教
師
兼
舎
監
と
な
る。

十
六
年
リ
バ
イ
バ
ル
に
感
じ
て
伝
道
を
志
し、

群
馬
県
会
議
長
湯
浅
治
郎
の
勧
め

840 



注

を
う
け
て
高
崎
の
伝
道
に
た
ず
さ
わ
る。

西
群
馬
教
会
（
高
埼
教
会）

は
か
く
て
十
七
年
五
月
十
七
日
に
設
立
さ
れ、

星
野
光
多
は
こ

の
日
按
手
礼
を
う
け
牧
師
と
な
っ
た。

星
野
自
身
が
長
老
派
の
宜
教
師
か
ら
洗
礼
を
う
け、

教
会
設
立
式
の
た
め
に
は
植
村
正
久
が
来

て、

星
野
と
教
会
規
則
を
協
談
す
る
な
ど
の
経
過
も
あ
り、

無
教
派、

独
立
教
会
を
標
榜
す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が、
一

致
派
（
長
老

派）

教
会
よ
り
周
辺
教
会
と
の
交
わ
り
の
な
か
で
組
合
派
の
傾
向
を
強
め、

二
十
一

年
一

月、

日
本
組
合
基
督
教
会
に
加
入
す
る
こ
と

と
な
る
（
『
高
崎
教
会
百
年
小
史

明
治
・

大
正
篇』）
。

こ
の
召
簡
の
後
段
「
近
来
相
起
両
会
一

致
ノ
説
ハ

其
後
如
何
相
運
ヒ
候
哉
〔
中
略〕

之
ヲ
植
村
氏
ノ
為
二

急
ク
ハ

大
不
同
意」

以
下

，

 

8
 の

文
面
は
、

舌
簡
に
あ
ら
わ
れ
る
組
合
教
会
と
一

致
教
会
と
の
合
同
（
一

致）

に
新
島
が
反
対
の
意
志
を
表
明
す
る
最
初
の
も
の
で
あ

る
。

第
二
」）

に
そ
の
経

な
お
、

小
崎
弘
道
の
自
筆
日
記
「
日
録

第
二
」

の
明
治
十
九
年
二
月
二
日
の
条
に
見
え
る
「
夜
安
川
氏
宅
二

於
テ

井
深、

大
儀

見、

松
山、

伊
勢
ノ
諸
氏
卜
集
リ
一

致
組
合
両
教
会
合
併
ノ
相
談
ヲ
為
ス
」

が
該
問
題
に
関
す
る
初
見
で
あ
る
。

小
崎
の
日
記
に
よ
る

と、

そ
の
前
日、

二
月
一

日
の
条
の
末
尾
に
は
「
帰
路
再
ヒ
新
島
先
生
ヲ
訪
テ
帰
宅
ス
」

と
あ
り、

こ
え
て
三
日
の
条
に
は
「
伊
勢
兄

帰
路
二

就
ク
、

但
シ
新
島
先
生
モ
共
二

掃
京
セ
ラ
ル
」

と
見
え
る
か
ら、

小
崎
弘
道
か
ら、

新
島
は
こ
の
問
題
を
直
接
伝
え
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

191

新
島
公
義
の
は
じ
め
て
の
伝
道
地
は
日
本
基
督
伝
道
会
社
所
轄
の

伝
道
地
で
あ
る
「
伊
勢

津
並
波
瀬
村
」

で

あ
り、

明
治
十
九

（
一
八
八
六）

年
二
月
か
ら
正
式
に
着
手
し
た。

し
た
が
っ
て

新
島
公
義
は
ま
さ
に

初
代
の
伝
道
師
と
し
て

赴
任
し
た
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
同
志
社
学
生
に
よ
る
こ
の
地
域
（
津、

松
阪、

小
川
村
な
ど）

へ
の
伝
道
は
明
治
十
年
か
ら
展
開
さ
れ
た
こ

と
を
『
七
一

雑
報
』

（
二
巻
三
四
号、

五
巻
四
四
号、

六
巻
七
—
四
三
号
な
ど）

で
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

2
 
9

小
崎
弘
道
を
同
志
社
の
教
師
に
迎
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
234
号
書
簡
」

（
明
治
十
九
年
二
月
九
日
付、

小
崎
弘
道
宛）

に
見
る
通
り

で
あ
る
。

新
島
は
小
崎
の
「
御
来
西
」

す
な
わ
ち
同
志
社
就
任
を
す
で
に
「
決
着
」

と
見
込
ん
で
い
た
と
こ
ろ
が、

小
崎
か
ら
赴
任
を

こ
と
わ
る
申
し
出
が
あ
っ
て、

新
島
は
こ
れ
に
強
く
再
考、

翻
意
を
求
め
た。

こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
新
島
の
日
記
に
は
徴
す
べ

き
も
の
は
ま
っ
た
く
な
い
。

小
崎
弘
道
の
日
記
（
「
日
録

緯
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

関
係
す
る
部
分
を
摘
記
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

一

月
二
十
一

日
（
木）
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此
夜
新
島
先
生
上
京
ニ
ナ
リ
タ
リ

一

月
二
十
二
日
（
金）

此
日
新
島
先
生
御
柾
駕
ア
リ
タ
ル
モ
多
忙
ニ
テ
十
分
御
面
会
申
ス
ヲ
得
サ
リ
キ

一

月
二
十
四
日
（
日
）

午
前
新
島
先
生
ノ
説
教
ア
リ、

聴
衆
凡
ソ
平
生
ノ
如
ツ

一

月
二
十
五
日
（
月）

夜
新
島
先
生
〔
ノ〕

下
宿
所
ヲ
問
ヒ
十
二
時
比
帰
宅
ス

一

月
二
十
九
日
（
金）

伊
勢
兄
横
浜
二

着
セ
シ
ト
ノ
報
ア
リ、

本
日
午
後
上
京
ス
ル
ナ
ラ
ソ
、

十
二
時
頃
上
京
ア
リ
タ
リ

夜
三
好
氏
宅
へ

行
ク
筈
ナ
リ
ジ
モ
新
島
先
生
井
伊
勢
兄
ノ
来
訪
ア
ル
筈
ナ
ル
故
行
ク
コ
ト
ヲ
止
メ
タ
リ、

夜
七
時
頃
ョ
リ
伊
勢、

湯
浅、

松
山
ノ
三
兄
卜
共、

伊
勢
兄
卜
余
ノ
転
任
ノ
事
ヲ
相
談
ス
、

八
時
過
キ
ニ

新
島
先
生
卜
海
老
名
兄
来
訪
ス
、

十
二
時
過
キ

マ
デ
相
談
ノ
末、

暑
余
ハ

京
都
二

行
キ
、

伊
勢
兄
ハ

東
京
二

来
ル
コ
ト
ニ

決
ス

二
月
一

日
（
月）

午
前
松
山
兄
卜
共
二

新
島
先
生
ヲ
日
本
橋
区
本
石
町
四
丁
目
ノ
旅
店
二

訪
フ
、

先
生
一

昨
夜
ョ
リ
ル
マ
チ
ズ
ム
ノ
宿
病
起
ス
、

打

臥
ッ
居
ク
リ、

伊
勢
兄
ハ

番
町
ョ
リ
来
会
ス
、

午
後
三
時
警
醒
社
二

至
リ
〔
中
略〕

夫
ョ
リ
伊
勢
兄
卜
共
二

再
ビ
新
島
先
生
ヲ
訪

二
月
三
日
（
水
）

伊
勢
兄
帰
路
二

就
ク
、

但
シ
新
島
先
生
モ
共
二

帰
京
セ
ラ
ル
、

夜
教
会
ノ
執
事
井
有
志
者
来
リ
テ
余
ヵ
西
京
行
ヲ
止
ム

二
月
四
日
（
木）

午
後
四
時
草
間
氏
来
リ
テ
余
ヵ
西
京
行
ヲ
止
ム

二
月
十＿―-
日
（
土
）

午
前
十
時
過
キ
ョ
リ
松
山
兄
卜
共
二

浮
田
兄
宅
ヲ
訪
フ
、

同
日
同
兄
二

男
子
ノ
生
レ
ク
ル
第
七
日
ナ
リ

二
月
十
九
日
（
金）
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注 解

午
前
松
山
兄
宅
二

於
テ
グ
リ
イ
ソ
[
+
七
B
夜
上
方
ョ
リ
来
ル
〕 、

楊
浅 、

浮
田
ノ
諸
君
卜

共
二

誓
醒
社 、

仙
台
学
校 、

及
東
北
伝

[
9
〕

道
ノ
事
等―ー

付
テ
相
談
ス
、

午
後
山
崎
氏
方
ニ
テ
会
堂
建
築
之
事
ヲ
相
談
ス

こ
の
小
崎
の
日
記
に
は

、

二
月
九
日
付
新
島
の
「
御
招
聘
状
」

を
手
に
す
る
記
述
は
ま
っ
た
く
な
く 、

ま
た 、

頑
後
の
日
記
に
も 、

こ
の
二
月
二
十
三
日
付
書
簡
に
関
す
る
応
対
を
示
す
記
述
が
見
ら
れ
な
い

。

し
た
が
っ
て

、

新
島
が
一

月
二
十
九
日
の
相
談
に
基
づ
い
て

、

二
月
三
日
東
京
を
立
ち 、

八
日
「
教
員
之
会
議
」

を
開
い
て
小
崎
に

招
聘
状
を
発
し
た
段
階
で
、

す
で
に
小
崎
の
方
は
「
西
京
行
」

を
ま
っ
た
＜
断
念
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る 。

＊
＊
コ
ー

サ
ソ
〔
コ
ー

ザ
ソ
、

コ
ー

サ
ン
ト

〕

は
J
os
e
p
h
C
os
a
n
d
 (
1
8
5
2

1
1
9
3
2)
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甲心
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4い
る 。

幼
5

は
土
〈
人
（
Sara

A .
 C
osa
n
d)

 -'J
 

と
も
に
明
治
十
八
(
-
八
八
五）

年
十
二
月
一

日
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
・
フ
レ
ソ
ド

婦
人
外
国
伝
道
協
会
よ
り

派
遣
さ
れ
て
来
日 、

赤

坂
氷
川
町
の
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
(
Wi
lli
a
m
C .
 
W
hit
ne
y)

宅
に
寄
寓 、

翌
年
二
月
か
ら
麻
布
本
村
の
津
田
仙
の
家
に
移
る 。

そ
の
三
月

か
ら
攻
玉
社
で
英
語
教
師
と
な
っ
た 。

フ
レ
ソ
ド

女
学
校
を
創
設
す
る
人 。

393

米
沢
の
外
国
人
教
師
招
聘
問
題
に
つ
い
て
は
「
243
号
書
簡
」
（
明
治
十
九
年一
二
月
九
日
付
小
崎
弘
道
宛 、

な
ら
ぴ
に
参
考
書
簡
の
三
月
二
日
付

山
崎
新
太
郎
の
新
島
宛）

参
照 。

398

山
崎
新
太
郎
と
新
島
襄
と
の
こ
れ
ま
で
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い

。

「
出
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
絹
』

二
八
四
·

二
八
五
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と 、

こ
の
年 、

明
治
十
九
年
五
月
二
十
六
日
の
条
に

、

新
島
は
前
日
よ
り
山
形
県
米
沢
の
銅
屋
町
高
橋
六
左
衛
門
宅
に
泊
っ
て
い
た
が 、

「
山
崎
新
太
郎
氏
来
尋
セ
ラ
ル

。

午
后
二
時
過
キ
ヨ

リ
中
学
校
二

至
リ 、

校
長
網
島
哲
君
二

面
会
ス
、

其
外
教
員
数
名
」

と
見
え 、

翌
日
出
立
に
さ
い
し 、

山
崎
新
太
郎 、

丸
山
孝
一

郎
は

新
島
を
四
里
は
な
れ
た
滝
の
沢
ま
で
見
送
り 、

山
崎
か
ら
「
絹
ノ
単
物
地
一

反
」

を
受
け
た
と
記
し
て
い
る 。

仰

川
本
泰
年
・

鎌
田
助
の
連
名
に
し
て
い
る
の
は

、

川
本
は
元
三
田
藩
医
師 、

当
時
神
戸
教
会
役
員
代
表 、

鎌
田
は
新
進
気
鋭
二
十―――

歳
の
神
戸
教
会
牧
師
で
あ
り 、

と
も
に
看
病
婦
学
校
創
立
委
員
を
依
頼
す
る
か
ら
で
あ
る 。

「
258
号
書
簡」
（
明
治
十
九
年
七
月
三
日
付 、

川
本
泰
年
宛）

参
照 。

な
お
川
本
泰
年
と
妻
の
操
の
間
に
生
ま
れ
た
子
供
た
ち
の
う
ち 、

長
男
の
拘
蔵
は
原
田
助
と
は
同
志
社
の
寮
で
同
室
の
誼 、

当
時
ア

メ
リ
カ
留
学
中
で
あ
っ
た 。
＿―-
女
の
崎
子
（
佐
喜
子）

は
の
ち
助
の
妻
と
な
っ
た 。

＊
＊
「
京
都
看
病
婦
学
校
設
立
趣
旨
」
（『
同
志
社
百
年
史

資
料
網
ー』

所
収）

は
日
付
が
た
だ
「
明
治
十
九
年

月
」

と
の
み
あ
る
が

、

84.3 



こ
の
書
簡
（
四
月
十
六
日
付）

に
よ
っ
て
、

「
旨
趣
雹
」

の
成
文
の
確
定
時
期
な
ら
び
に
そ
の
刊
行
期
を
四
月
と
確
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
「
m

号
書
簡
」
（
明
治
十
九
年
四
月
二
十
七
日
付、

浜
岡
光
哲
宛）

参
照。

03

浜
岡
光
哲
（
一
八
五一―-
|
＿

九
三
六）

は
京
都
嵯
峨
の
生
ま
れ、

山
本
覚
馬
に
師
事。

は
や
く
新
島
襄
の
業
に

賛
成
し、

明
治
十
六

4
 （一
八
八一――)

年
四
月
下
旬、

新
島
の
起
稿
し
た

『
同
志
社
大
学
校
設
立
旨
趣
』

（
第
1
巻
『
教
育
編』

史
料
15)

も
彼
の
経
営
す
る
商
報

会
社
（
の
ち
合
資
商
報
会
社）

で
活
版
刊
行
さ
れ、

大
学
設
立
発
起
人
つ
い
で
明
治
専
門
学
校
設
立
発
起
人
の
中
心
と
な
っ
た。

『
京
都

看
病
婦
学
校
設
立
趣
旨
』
（
『
同
志
社
百
年
史

資
料
編
ー
』

所
収）

も
浜
岡
の
手
を
煩
わ
し
た。

浜
岡
光
哲
は
明
治
十
四
年
三
月
府
会
議

員
に
当
選
し
、

二
十
二
年
十
二
月
退
任
す
る
ま
で
府
会
に
議
席
を
も
ち
、

そ
の
間
市
部
会
議
長、

常
置
委
員
を
つ
と
め
、

二
十＿―-
年
七

月
衆
議
院
議
員
に
当
選、

国
政
に
も
か
か
わ
っ
た
。

な
お
本
文
中
の
「
貴
社
之
活
版
局
」

と
は
浜
岡
が
社
長
で
あ
る
「
商
報
会
社
」

で

あ
る
こ
と
が
『
京
都
看
病
婦
学
校
設
立
趣
旨
』

の
表
紙
（
四
ベ
ー
ジ）

「
印
刷

三
条
東
洞
院

商
報
会
社
」

で
知
ら
れ
る
。

金
森
通
倫
（
一
八
五
七
ー一

九
四
五）

は
明
治
十
三
（
一
八
八
0)

年
十
月
十
二
日
岡
山
教
会
設
立
の
日、

按
手
礼
を
う
け
て
牧
師
と
な

り、

頑
後
ひ
ろ
く
中
国
地
方
の
伝
道
の
中
核
と
し
て
活
躍。

小
崎
弘
道
の
同
志
社
教
員
就
任
が
実
現
し
な
い
と
い
う
状
況
の
な
か
で
、

新
島
の
金
森
通
倫
宛
の
招
聘
状
は
発
せ
ら
れ
た
。

こ
の
書

面
と
ほ
と
ん
ど
同
様
の
経
過
を
し
る
し
た
記
事
が

「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号
）
」
（
第
1
巻
『
教
育
絹』

二
六
0
ペ
ー
ジ）

に
見
え

る
。

同
記
事
の
四
月
三
十
日
の
条
に
「
本
日
新
島
襄
社
員
総
代
ト
ナ
リ
招
聘
状
ヲ
書
キ
同
兄
二

送
ル
」

と
し
る
さ
れ
て
い
る
が、

四
月

廿
七
日
の
条
に
は
「
岡
山
ノ
牧
師
金
森
通
倫
氏
ヲ
招
キ
同
志
社
教
員
タ
ラ
ソ
事
ヲ
依
頼
セ
ツ
ニ
、

其
ノ
教
会
ョ
リ
承
諾
ヲ
受
ヶ
得
サ
ル

由
ヲ
以
テ
断
ラ
レ
タ
リ
」

と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら、

ま
さ
に
、

新
島
は
二
十
七
日
付
招
聘
状
を
金
森
に
手
交
し
、

金
森
は
「
岡
山
教
会

ノ
協
議
二

附
シ
返
答
ア
ル
ヘ
キ
趣
キ
」

を
答
え
て
、

五
月
一

日
岡
山
に
帰
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

な
お
金
森
の
同
志
社
教
員
就
任
の
決
定
は
、

同
記
事
の
五
月
下
旬
の
項
に
「
市
原
盛
宏
氏
岡
山
二

被
参、

遂
二

該
会
ノ
承
諾
ヲ
得、

金
森
氏
ヲ
同
志
社
二

招
キ
教
員
タ
ラ
シ
ム
ル
事
二

決
定
ス
」
（
前
掲
書
二
六
ー
ベ
ー
ジ）

と
見
え
る
。

＊
＊
日
本
基
督
伝
道
会
社
第
九
年
会
は
明
治
十
九
年
四
月
二
十
一

日
か
ら
二
十
四
日
に
か
け
て
京
都
で
開
催
さ
れ
た
。

当
時
設
立
さ
れ
て
い
た
教
会
は
三
十
一

の
教
会
（
大
阪、

浪
花、

天
満、

島
之
内、

岡
山、

今
治、

松
山、

小
松、

神
戸、

多
聞、

兵
庫、

明

石、
一
二
田、

高
梁、

笠
岡、

天
城、

福
岡、

京
都
第
一
、

京
都
第
二、

京
都
第一―-、

京
都
第
四、

丹
波、

郡
山、

西
宮、

岸
和
田、

長
浜、

彦
根、

八

日
市、

東
京
第
一
、

北
甘
楽、

安
中）

で
、

各
教
会
か
ら
の
議
員
三
十
七
人
と
内
外
の
番
外
議
員
十
八
人
が
参
来
し
、

組
合
教
会
事
務
細

844 



注 解

則、

九
条
か
ら
な
る
福
音
同
盟
会
の
信
仰
箇
条
を
決
定
し、

い
わ
ゆ
る
日
本
組
合
教
会
が
発
足
す
る
年
会
で
あ
っ
た。

柁
川
武
一

の
経
歴
は
な
お
明
ら
か
で
な
い
。

松
山
ま
つ
の
の
略
歴
は
『

信
仰
三
十
年
基
督
者
列
伝
』

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ

゜

に
よ
る
と、

松
山
は
明
治
二
十
年
三
月
九
日
、

マ
キ
ム
(
J
o
h
n

Mc
Ki
m)

か
ら
自
宅
で
洗
礼
を
う
け、

大
正
中
ご
ろ
の
住
所
は
福
井

県
小
浜
町
塩
昭
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら、

こ
の
二
人
は
福
井
県
小
浜
地
方
の
聖
公
会
の
信
徒
で
あ
る
。

こ
の
書
簡
は
「
正
一

四
四
困
簡
」
（
三
六
0
—
三
六
一
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と、

そ
の
日
付
を
明
治
十
六
年
四
月
二
十
九
日
と
し
て
い
る

が、

明
治
十
九
年
の
誤
り
で
あ
る
の
で
訂
正
し
て
こ
こ
に
掲
げ
た。

407

「
浮
田
和
民
氏
モ
来
校
之
事
」

は
「
253
号
害
簡
」
（
明
治
十
九
年
五
月
八
日
付、

浮
田
和
民
宛）

参
照。

「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号
）
」
（
第
1
巻
『
教
育
編』

二
六
一
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と、
「
五
月
中
旬

浮
田
和
民
氏
同
志
社
ノ
招
聘
ニ

応
ツ
東
京
基
督
教
新
聞
ノ
事
務
ヲ
辞
ッ
、

西
京
二

来
ラ
レ
、

我
ヵ
校
ノ
教
員
ト
ナ
ル
、

但
ツ
史
類
教
授
ノ
担
当
」

と
見
え
る
。

＊
＊
網
島
佳
吉
(
-
八
六
O
I一

九
三
六）
。

岡
山
の
生
ま
れ、

明
治
十
(
-
八
七
七）

年
一

月
二
十
日
浪
花
教
会
設
立
の
日
、

沢
山
保
羅
よ

り
受
洗。

そ
の
年
秋
同
志
社
に
入
り、

十
三
年
六
月
英
学
校
卒
業、

十
七
年
六
月
鎌
田
助、

堀
貞
一
、

杉
田
潮
ら
と
と
も
に
神
学
科
卒

業、

京
都
第
三
教
会
の
伝
道
師
と
な
り、

十
八
年
一

月
十
三
日
按
手
礼
を
う
け
た。

日
本
基
督
伝
道
会
社
第
九
年
会
で
東
北
と
く
に
福

島
の
伝
道
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
と
な
る
。

二
十
三
年
小
崎
弘
道
の
す
す
め
で
福
島
か
ら
東
京
霊
南
坂
教
会
に
移
り、

二
十
七
年
に
は
渡

米、

婦
国
後
は
東
京
番
町
教
会
の
牧
師
を
つ
と
め
た。

中
島
末
治
（
長
谷
川
末
治）

は
長
崎
県
出
身。

大
阪
専
門
学
校
に
学
ぴ
、

明
治
十
三
(
-
八
八
0)

年
四
月
洗
礼
を
う
け
浪
花
教
会
に

8
 
゜

入
会。

同
志
社
英
学
校
に
編
入
学
し、

十
四
年
六
月
卒
業、

神
学
科
に
進
む。

十
五
年
二
月
京
都
第
二
教
会
（
の
ち
第
一

教
会）

に
転

会。

十
七
年
六
月
神
学
科
を
卒
業、

同
志
社
女
学
校
の
幹
事
・

教
員。

夫
人
の
春
野
は
山
崎
為
徳
の
妹、

明
治
十
七
年
六
月
女
学
校
正
科
を
卒
業。

近
松
磯
（
安
中
教
会
牧
師
杉
田
潮
と
結
婚）

は
同
窓゚

＊
＊
浮
田
和
民
（
一
八
五
九
ー一

九
四
六）
。

明
治
十
六
(
-
八
八
三）

年
八
月
小
崎
弘
道
と
『
東
京
毎
週
新
報
』

を
発
行
の
た
め
東
上、

十

九
年
五
月
に
は
『
基
督
教
新
聞
』

の
編
集
事
務
を
担
当
し
て
い
た。

同
志
社
教
員
に
な
り、

文
明
史、

政
治
学、

歴
史
学
を
担
当、

三

十
年
同
志
社
を
退
職
し
東
京
専
門
学
校
（
早
稲
田）

の
教
員
と
な
る
。

邸

増
野
悦
興
(
-
八
六
五
ー一

九
―
-
）

は
明
治
十
九
年
三
月、

英
学
校
卒
業
の
直
前
に
退
校
願
苫
（
六
二
五
ペ
ー
ジ
の
注
参
照）
、

ま
た
同

志
社
予
備
校
発
起
人
・

教
員
（
六
―
―
ペ
ー
ジ
の
注
参
照）

に
、

そ
の

名
を
連
ね
て
い
る
。
「
組
合
教
会
一

覧
表
」
（
自
明
治
二
十
一

年
四
月

845 



一
日
至
明
治
二
十
二
年
三
月ー―-
+
―
日）

に
よ
る
と、

新
設
立
の

高
鍋
教
会
（
二
十
一

年
七
月
設
立）

に

牧
師
と
し
て

就
任
（
按
手
礼
を
う

け）
、

住
所
は
「
大
坂
土
佐
堀
三
丁
目
小
林
方
」

と
あ
る。

な
お
『
勝
山
余
穎
」

に
よ
る
と、

波
多
野
培
根
は
彼
（
従
兄
と
す
る）

の
勧
め
に
よ
っ
て
十
八
年
九
月
同
志
社
英
学
校
に
入
学
し
た。

『
同
志
社
時
報
』
（
明
治
四
十
四
年
十
一

月
二
十
五
日
発
行、

第
八
二
号）

に
よ
る
と、

訃
報
記
事
が
掲
げ
ら
れ、

「
豫
て
病
気
の
処
去
月

十
八
日
終
に
永
眠
せ
ら
れ
た
る
由、

吾
人
は
謹
て
弦
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
も
の
也、

同
君
は
明
治
十
六
七
年
頃
同
志
社
に
学
ぴ
、

夫

れ
よ
り
〔
明
治
二
十
六
年〕

米
国
新
英
州
の
神
学
校
〔
ア
ソ
ド
ー
ヴ
ァ
ー〕

に
学
び、

帰
来
大
に
清
教
徒
の
気
風
を
鼓
吹
し
て
各
地
に
伝
道

せ
ら
れ、

其
後
埼
玉
県
川
越
中
学
の
校
長
と
も
な
り、

同
地
辞
任
後、

東
京
に
出
で
て
成
民
会
を
組
織
し
、

大
に
東
京
の
青
年
の
為
め

に
努
力
せ
ら
る
A
あ
り
し
が
、

未
だ
其
志
を
果
さ
ず
し
て
中
道
に
斃
る
4
に
至
り
し
は
同
人
の
最
も
痛
惜
す
る
処
也、

吾
人
は
偏
に
御

遣
族
の
上
に
天
寵
の
恵
み
深
か
ら
ん
事
を
祈
る
」

と
あ
る。

こ
の
書
簡
の
増
野
の
住
所
は
「
香
川
県
高
松
研
屋
町
舟
九
番
地
野
中
勝
二
郎
方
」

と
あ
り、
「
351
号
書
簡
」
（
明
治
二
十
年
十
二
月一―-
+

一
日
付）

ま
で
そ
の
住
所
は
同
じ
で
あ
る
。

＊
＊
村
上
太
五
平
（
一
八
五
0
ー
一

九
二
四）

は
京
都
亀
岡
の
生
ま
れ、

明
治
十
三
(
-
八
八
O)

年
五
月
一

日
京
都
第
三
教
会
で
ゴ
ー
ド
ソ

よ
り
洗
礼
を
う
け、

丹
波
一

円
の
聖
湿
販
売
巡
回
伝
道
を
お
こ
な
う。

十
七
年
六
月
丹
波
第
一

基
督
教
会
（
船
枝）

の

設
立
に

あ
た
っ

て
伝
道
師
と
な
り、

丹
波
地
方
伝
道
の
た
め
に
尽
痒
し
た。

そ
の
信
仰
履
歴
は
『
信
仰一＿一
十
年
基
督
者
列
伝
』

に
見
え
る。

仰

京
都
府
知
事
北
垣
国
道
宛
の
こ
の
書
簡
は
「
正
一

七
九
書
簡
」
（
四
0
六
ー
四
0
七
ペ
ー
ジ
）

で
は
、

そ
の
日
付
を
明
治
二
十
二
年
六

月
二
十
三
日
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、

以
下
の
注
＊
＊、

注
＊
＊
＊
の
事
由
は
す
べ
て

明
治
十
九
年
の
こ
と
に
属
す
る。

し
た
が
っ
て
、

二
十
二
年
を
改
め
て
、

十
九
年
六
月
二
十
三
日
と
す
る。

＊
＊
第
0
0
学
年
期
卒
業
式
と
い
う
呼
称
は
「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号
）」
（
第
1
巻
『
教
育
綱』

史
料
41)

を
見
て
も、

は
じ
め
か

ら
は
っ
き
り
と
使
わ
れ
て
い
る
呼
称
で
は
な
い
が、

明
治
十
八
年
六
月
二
十
五
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
普
通
科
卒
業
式
を
「
第
十
学
年
卒

業
式
」

と
し
る
し
、

こ
の
卒
業
式
を
も
っ
て
「
第
十
学
期
」

を
終
了
す
る
と
称
し
て
い
る
。

明
治
八
年
十
一

月
に
は
じ
ま
り、

第
一

学

期
（
第
一
学
年
期）

を
明
治
九
年
六
月
に
終
了
す
る
数
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
。

＊
＊
＊「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号
）」
（
前
掲
雹）

に
よ
る
と、

明
治
十
九
年
六
月
二
十
五
日
の
条
に
「
礼
拝
堂
之
捧
堂
式
」

と
あ
り、

0

0

0

 

「
右
卒
業
式
ハ

新
築
礼
拝
堂
二
執
行
ス
、

同
時
二

右
新
築
礼
拝
堂
捧
堂
式
モ
執
行
ス

市
原
氏
ノ
演
説

新
島
氏
ノ
捧
堂
祈
藉、
〔
中
略〕
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注 解

府
知
事、

大
小
書
記、

上
下
京
区
長、

庶
務、

収
税、

学
務
課
長、

常
置
委
員、

新
聞
記
者
等
二

招
待
書
ヲ
出
ス
（
グ
リ
イ
ソ
氏
方
ニ

テ
茶
菓
ヲ
呈
ス
、

来
者
ハ

大
坪
格、

上
下
京
区
長、

常
置
委
員、

奥
村
氏
壱
人）
」

と
あ
る。

m

こ
の
徳
富
猪
一

郎
宛
害
簡
は
「
正
三
三
四
害
簡
」

（
七
一
六
ー
七
一
八
ペ
ー
ジ）

で
は
そ
の
日
付
を
「
明
治
二
十
二
年
八
月
十
日
」

と

し
て
い
る
。

し
か
し、

新
島
が
①
の
表
記
「
播
州
東
垂
水
村

松
下
万
亀
方」

に
身
を
寄
せ
た
の
は、

「
出
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
紺』
二
八
六
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と
明
治
十
九
年
八
月
九
日
以
降
の
こ
と
で
あ
る。

す
な
わ
ち
「
八
月
六
日

帰
京
〔
仙
台
行
よ
り〕、

八
月
九
日

播
州
東
垂
水
村
松
下
万
亀
方
へ
海
水
浴
ノ
為
妻
卜
共
二

行
キ
、

二
十
〔
日〕

間
滞
留
ス
」

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る。

そ
れ
よ
り
以
前、

新
島
狸
は
七
月
十
五
日
出
立
し
て
東
京
で
富
田
鉄
之
助、

二
十
二
日
以
降
は
仙
台
の
松
倉
洵
を
訪
ね
て
仙
台
学
校

の
交
渉
を
お
こ
な
い
(「
262
号
書
簡」）
、

八
月
六
日
に
京
都
に
帰
着
し
た
。

し
た
が
っ
て
八
月
五
日
な
い
し
六
日
に

神
戸
に
は
着
港
し
て

い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る。
一

方
徳
富
猪
一

郎
は
「
将
来
之
日
本
」

を
も
っ
て
七
月
二
十
六
日
高
知
に
板
垣
退
助
を
訪
問
し、

そ
の
志

を
伝
え
た
が、

板
垣
は
取
り
合
わ
な
か
っ
た。

そ
こ
で
徳
富
は
神
戸
か
ら
東
京
に
向
っ
た。

新
島
は
徳
富
か
ら
の
通
信
で、

彼
が
神
戸

港
を
出
航
し
た
日
に
横
浜
か
ら
の
船
で
神
戸
培
港
し
た
こ
と
を
知
っ
た
わ
け
で
あ
る。

よ
っ
て
、

こ
の
二
人
の
条
件
を
満
足
す
る
宙
簡
の
日
付
は
明
治
二
十
二
年
で
は
な
く、

十
九
年
八
月
十
日
で
あ
る。

な
お
徳
富
の
こ
の
東
京
行
き
が
田
口
卯
吉
の
経
済
雑
誌
社
か
ら
「
将
来
之
日
本
」

が
出
版
さ
れ
る
機
縁
と
な
っ
た。

D
or
e
m
us
 S
c
u
d
d
er
 (
1
8

58--
ー
1
9
4
2)

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
生
ま
れ、

イ
エ
ー
ル
大
学、

ッ
カ
ゴ
医
学
校、

ユ
ニ
オ
ソ
神
学
校
を
卒

2゚

業。

明
治
十
八
(
-
八
八
五）

年
二
月
四
日、

妹
の
キ
ャ
サ
リ
ソ
・
ス
カ
ッ
ダ
ー
(
Miss
Ca
thari
ne
 S.
 Sc
u
d
der)

と
来
日、

五
月
か

ら
二
十
二
年
九
月
ま
で
新
渥
の
伝
道
に
従
事
し
た。

父
の
ヘ
ソ
リ
ー
・
マ
ー
チ
ソ
・

ス
カ
ッ
ダ
ー
(
He
n
ry

Mart
y
n
 Sc
u
d
der,
 1
9
2
2

ー
1
8
9
5)
、

母
(
F
a
n
n
y

L.
 Sc
u
d
der)

も
二
十
年
七
月
来
日、

二
十
二
年
九
月
ま
で
同
じ
く
新
為
の
伝
道
に
従
っ
た。

こ
の
D
・
ス
カ

ッ
ダ
ー
を
支
援
す
る
新
島
の
伝
道
の
方
途
に
は、

新
渥
を
伝
道
の
重
要
な
拠
点
と
す
る
考
え
が
明
示
さ
れ
て
い
る。

と
な
み

＊
＊
新
島
狸
が
林
外
浪
の
就
任
を
ぜ
ひ
勧
誘
す
る
よ
う
に
小
崎
弘
道
に
依
頼
す
る
こ
の
「
266
号
書
簡」

よ
り
一

年
後
に
改
正
発
行
さ
れ
た

「
同
志
社
女
学
校
規
則
」
（『
同
志
社
百
年
史

資
料
綱
ー』

所
収）

に
よ
る
と、

教
員
に
林
外
浪
の
名
が
中
島
末
治、

速
水
琢
厳、

雨
夜
ヒ

サ
、

梅
田
ヱ
イ、

和
久
山
キ
ソ
、

広
瀬
ッ
ネ
に
つ
い
で
見
ら
れ、

翌
二
十
一

年
七
月
改
正
の
「
同
志
社
学
院
女
学
校
規
則
」
（
前
掲
困
所

収）

に
も
「
長
野
県

林
外
浪
」

が
女
子
教
員
兼
執
事
と
し
て、

前
記
和
久
山
キ
ソ
の
次
に
掲
げ
ら
れ、

そ
の
ほ
か
梅
田
ヱ
イ、

岡
島

テ
イ、

広
瀬
ツ
ネ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る。

ま
た
「
同
志
社
女
学
校
規
則
摘
要
「（
同
前）

に
は
「
英
語、

唱
歌、

オ
ル
ガ
ソ

林
と
な
み
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子
」

と
し
る
さ
れ
て
い
る
か
ら、

新
島
が
林
を
招
聘
し
よ
う
と
し
た
願
い
は
達
せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

ち
な
み
に
同
志
社
所
蔵
の
林
外
浪
の
履
歴
書
は
次
の
通
り
で
あ
り、

そ
れ
は
小
崎
に
新
島
が
周
旋
を
依
頼
し
た

背
景
は

判
明
す
る

が、

前
掲
の
「
同
志
社
女
学
校
規
則
」

と
は
差
違
が
認
め
ら
れ
る
。

履
歴
書

京
都
市
今
出
川
通
常
盤
井
殿
町
一

番
戸

寄
留

長
野
県
東
筑
摩
郡
松
本
町
二
千
九
十
二
番
ノ
内
二
番

林

外
浪明

治
二
年
三
月
生

一

明
治
拾
三
年
九
月
ョ
リ
同
拾
五
年
六
月
迄
京
都
市
同
志
社
女
学
校
二

於
テ
修
業

一

明
治
十
七
年
九
月
ョ
リ
同
十
九
年
六
月
迄
東
京
市
青
山
女
学
校
二

於
テ
修
業

一

明
治
十
九
年
九
月
ョ
リ
同
二
十
一

年
六
月
迄
京
都
市
同
志
社
女
学
校
二

於
テ
修
業

一

明
治
二
十
一

年
九
月
ョ
リ
同
二
十＿―-
年
六
月
迄
京
都
市
同
志
社
女
学
校
二

奉
職

一

明
治
二
十
三
年
九
月
ョ
リ
同
二
十
四
年
六
月
迄
上
州
前
橋
共
愛
女
学
校
二

奉
職

一

明
治
二
十
五
年
九
月
ョ
リ
同
三
十
年
六
月
迄
北
米
合
衆
国
イ
リ
ノ
イ
州
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ド
女
子
大
学
二

於
テ
修
業

一

明
治
三
十
年
九
月
ョ
リ
同
志
社
女
学
校
二

奉
職

421

『
霊
南
坂
基
督
教
会
略
史
』

に
よ
る
と、

霊
南
坂
の
新
会
堂
の

献
堂
式
は
明
治
十
九
年
八
月
一

日
に
お
こ
な
わ
れ
た。

そ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
る
と、

小
崎
弘
道
が
捧
堂
の
祈
闊、

上
野
栄
三
郎
が
建
築
報
告、

海
老
名
弾
正
が
説
教、

杉
田
潮、

津
田
仙
の
演
説、

木
全
正

脩
の
祝
文
朗
読
と
あ
る
。
こ
の
献
堂
式
の
日、

長
田
時
行
仮
牧
師
は
辞
表
を
提
出
し、

教
会
は
牧
師
招
聘
と
い
う
大
事
に
遭
逢
し
た。

海
老
名
弾
正
が
前
橋
教
会
の
牧
師
を
辞
任
し、

そ
の
後
を
福
岡
教
会
の
牧
師
で
あ
っ
た
不
破
唯
次
郎
が
継
ぐ
の
は
、

こ
の
年
七
月
十

二
日
の
こ
と
で
あ
り、

新
島
襄
が
東
京
第
一

基
督
教
会
の
牧
師
招
聘
問
題
を
い
つ
、

ど
の
段
階
（
教
会
に
お
け
る
該
問
題
の
総
会
は
八
月

中、

二
回
も
紛
糾
の
な
か
で
お
こ
な
わ
れ
た）

で
知
る
か
明
ら
か
で
な
い
が、

海
老
名
に
白
羽
の
矢
を
当
て
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
海
老
名
の
十
月
十
日
東
京
本
郷
に
伝
道
を
開
始
（
本
郷
教
会
の
創
立）

す
る
こ
と
と、

ど
の
よ
う
な
連
関
閲
係
が

あ
っ
た
か、

新
島
の
胸
裏
を
う
か
が
う
上
で
も
今
後
の
大
事
な
課
題
で
あ
る。
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注 解

な
お
牧
師
問
題
は
九
月
十
一

日、

教
会
の
総
会
で
小
崎
弘
道
と
決
定
し、

十
一

月
十
二
日
牧
師
就
任
式
が
お
こ
な
わ
れ、

翌
十
三
日

に
は
論
議
の
―

つ
の
焦
点
で
あ
っ
た
番
町
教
会
も
小
崎
の
兼
牧
と
い
う
形
が
決
着
し
た。

新
島
が
「
断
乎
卜
海
老
名
二

御
譲
被
成
候
方

ヵ
得
策
」

と
奨
め
た
方
途
は
小
崎
の
選
ぶ
道
で
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

＊
＊
京
都
看
病
婦
学
校
·

同
志
社
病
院
の
開
業
式
は
明
治
二
十
(
-
八
八
七）

年
十
一

月
十
五
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
が
、

学
校、

病
院
の

業
務
は、

さ
し
あ
た
っ
て
デ
イ
ヴ
ィ
ス
(
J
er
o
m
e

D
e
a
n
 D
a
vis)

で
前
年
の
九
月
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た。

、、

宮
口
ニ
郎
は
原
市
の
人、

明
治
十
四
（
一
八
八
一
）

年
九
月
四
日、

海
老
名
弾
正
か
ら
洗
礼
を
う
け、

湯
浅
治
郎
の
下
で
群
馬
県
会

副
議
長
を
つ
と
め
た。

半
田
平
次
郎
は
嘉
永
六
（
一
八
五一――)

年
四
月
十
日
の
生
ま
れ、

明
治
十
二
年
十
二
月
七
日、

半
田
宇
平
次
の

孫
く
ら
と
結
婚
し
て
、

半
田
家
を
つ
ぎ、

宮
口
ニ
郎
と
同
日、

海
老
名
弾
正
か
ら
洗
礼
を
う
け
た
。

上
原
春
朔
は
安
中
教
会
建
会
（
明

治
十
一

年
三
月
三
十
日）

の
さ
い
、

新
島
襄
か
ら
洗
礼
を
う
け
た

人
で
、

中
後
閑
村
の
出
身。

「
安
中
基
督
教
会
々
員
名
湖
」

に
よ
る

と、

三
人
と
も
「
明
治
十
九
年
十
月
九
日

原
市
へ

転
会
」

と
あ
る
。

＊
＊
原
市
教
会
は
明
治
十
九
年
十
月
九
日
安
中
教
会
か
ら
独
立
し
、

九
十
六
名
（
男
五
十
名、

女
四
十
六
名）

が
安
中
教
会
か
ら
転
籍
し
て

新
教
会
を
設
立
し
た。

伝
道
師
に
は
新
原
俊
秀
が
迎
え
ら
れ
た。

423

岡
本
掘
は
明
治
十
七
（
一
八
八
四）

年
九
月
よ
り
就
任
し
た
漢
文
担
当
の
教
員。

岡
山
県
出
身。

就
任
時
の
模
様
な
ら
び
に
担
当
を

『
池
袋
清
風
日
記
明
治
十
七
年

下
』
（『
同
志
社
談
叢』

第
六
号
別
冊）
』

で
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

〔
マ
マ
〕

理
財
部
伏
見
通
氏
来
訪、

曰
ク
備
前、

備
中、

備
後、

美
作
等
ノ
市
邑
徘
徊、

有
名
ナ
ル
備
中
ノ
漢
学
先
生
阪
田

氏
二

面
会

セ
ツ
ニ
、

先
生
ハ

是
迄
生
徒
六
百
名
許
常
二

教
授、

品
行
端
正、

教
育
熟
練
ノ
人
ナ
ル
ガ
、

数
年
来
同
志
社
生
徒
ノ
品
行
端
正
ナ．

ル
ヲ
聞
テ
感
ジ
、

之
ヲ
慕
フ
テ
在
リ
ッ
故、

若
ツ
聘
ア
ラ
バ

自
塾
生
ハ

門
人
二

託
ッ
テ
来
ラ
ソ
ト
言
ハ
レ
タ
レ
バ
、

今
年
雁
ヒ
タ

ル
岡
山
ノ
岡
本
拗
氏
ハ

耶
蘇
教
嫌
ヒ
ノ
人
ナ
レ
バ

更
換
ス
ル
ヲ
得
バ

云
々
。

尤
岡
本
氏
ノ
荷
物
ハ

既
二

数
日
前
ョ
リ
通
運
ニ
テ
我

校
二

来
レ
リ
（
九
月
六
日
の
条）

〔

科
〕

今
朝
礼
拝
堂
ニ
テ
漢
学
教
員
岡
本
氏、

漠
学
課
定
リ
タ
ル
ヲ
公
告
セ
リ
。

即
英
学
課
三
年
生
ハ

（
一

年、

二
年
マ
デ
ハ

漢
学
課
ナ

ツ
）

文
章
軌
範。

四
年
生
ハ

東
莱
博
義。

五
年
生、

神
学
生、

邦
語
神
学
一

年
生、

三
年
生
各
孟
子
也
（
九
月
十
七
日
の
条）

古
沢
浣
（
一
八
四
七
ー一
九
―
-
）
。

新
島
襄
と
古
沢
滋
と
の

交
渉
の

同
志
社
の
記
録
に
お
け
る
初
見
は
「
同
志
社
大
学
記
事」
（
第
1

4
 
2
 巻

『
教
育
緬』

史
料
40)

の
冒
頭
に
見
え
る
も
の
で
、

「
明
治
十
四
年
十
月
中
旬
ノ
事
ナ
リ
キ
、

大
和
国
大
滝
村
ノ
農
土
倉
庄
三
郎
氏
其

849 



実
子
ヲ
伴
ヒ
立
憲
政
党
新
聞
ノ
古
沢
滋
氏
卜
襄
ノ
宅
二

来
リ
ニ
子
教
育
ノ
事
ヲ
委
托
セ
ラ
ル
、

偶
々
談
大
学
ノ
事
二

及
ビ
古
沢
氏
尤
モ

大
学
ノ
必
要
ヲ
談
セ
ラ
ル
、

襄
亦
私
立
大
学
ノ
要
旨
ヲ
語
リ
且
同
志
社
二

於
テ
其
計
画
ァ
ル
事
ヲ
談
」

す
と
い
う
大
学
構
想
の
共
嗚
を

伝
え
る
も
の
で
あ
る。

明
治
十
五
年
四
月
に
い
た
っ
て
新
島
は
板
垣
を
大
阪
に
見
舞
っ
た
お
り、

古
沢
を
訪
ね
て
「
同
志
社
大
学
設
立

之
主
意」
（
前
掲
書、

史
料
12)

を
渡
し
て

協
力
を
依
頼
し
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
網』、
「
日
抄」
―
二
九
ペ
ー
ジ）
、

十
七
年
古
沢
が
東
京

に
移
っ
て
『
自
由
新
聞
』

主
宰
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
お
り、

古
沢
は
新
島
に
キ
リ
ス
ト
教
の
「
広
大
ナ
ル
伝
道
法
ヲ

為
ッ
テ
ハ

如

何
」

と
助
言
し、

ま
た
、

伊
藤
博
文
や
山
県
有
朋
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
の
普
及
に
期
待
を
か
け
て
い
る
と
い
う
情
報
や
彼
等
要
路
と
の

新
島
の
面
談
を
周
旋
す
る
な
ど
の
申
し
出
（
前
掲
書、
「
出
遊
記」
二
四
七
ペ
ー
ジ
）

を
し
て
お
り、

そ
の
関
係
は
緊
密
な
も
の
が
あ
っ
た。

＊
＊
徳
富
猪
一

郎
は
こ
の
「
270
号
書
簡
」

が
古
沢
に
送
ら
れ
る
段
階
で、
『
将
来
之
日
本
』

を
東
京
経
済
雑
誌
社
か
ら
刊
行
す
る
こ
と
と

な
り、

す
で
に
大
江
義
婆
も
閉
鎮
し、

東
京
に
出
る
準
備
を
進
め
て
い
た。

古
沢
が
徳
富
を
新
聞
事
業
に
引
き
入
れ
よ
う
と
す
る
に
際

し
て
、

新
島
の
判
断
は
「
此
両
三
年
ハ
成
ル
丈
ヶ
手
ヲ
省
キ
勉
強
被
致
候
方
力
得
策
」

と
こ
れ
を
支
持
す
る
立
場
を
と
ら
な
か
っ
た
が

事
態
は
進
ん
で
、
「
279
号
書
簡
」

に
ま
で
お
よ
ん
だ。

な
お、

こ
の
「
279
号
書
簡
」

の
日
付
で

あ
る
十
二
月
二
十
日
は
徳
富一

家
が
す

で
に
榎
坂
に
旅
装
を
と
い
て
十
日
経
過
し
て
い
た。

428

山
田
良
斎
は
播
磨
国
（
兵
庫
県）

加
東
郡
小
分
谷
の
出
身
の
医
者、

は
や
く
長
崎
に
出
て
医
学
を
修
め
た。

明
治
五
（
一
八
七
二）

年

五
月
来
日
の
宣
教
師
ペ
リ
ー
(J
o
h
n
C
utti
n
g
 Ber
ry)

に
つ
い
て
医
学
を
学
び、

信
仰
を
え、

九
年
一

月
二
日
摂
津
第
一

公
会
で
受

洗
（『
神
戸
公
会
姓
名
録』）
、

十
年
十
月
二
十
日
に
設
立
さ
れ
た
多
聞
教
会
に
転
会
し
て
そ
の
長
老、

翌
十
一

年
十
月
十
五
日
に
設
立
さ

れ
た
明
石
教
会
（
仮
牧
師
ア
ッ
キ
ソ
ソ
ソ
J
o
h
n

L.
 At
ki
ns
o
n)

の
伝
道
師
と
な
る。

「
氏
ハ

吾
ガ
明
石
二
主
ノ
道
ヲ
伝
ヘ
ソ
コ
ト
ヲ
熱

望
シ
、

自
己
専
門
ノ
医
業
ヲ
捨
テ
専
ラ
伝
道
二

従
事」
（『
明
石
基
督
教
会
廿
五
年
間
歴
史
網
要』）

と
し
る
さ
れ
て
い

る。

事
実、

こ
の
時

期
の
彼
の
巡
回
伝
道
は
姫
路、

岡
山、

高
松、

多
度
津、

今
治、

淡
路
島
さ
ら
に
九
州
の
福
岡
な
ど
広
範
囲
に
お
よ
ん
だ
こ
と
を
『
七

一

雑
報
』

の
「
教
会
新
報
」

欄
で
知
る
こ
と
が
で
き
る。

明
石
教
会
の
牧
会
は
十
二
年
暮
ま
で
で
、

翌
十＿―-
年
七
月
か
ら
十
八
年
一

月

ま
で
京
都、

乎
安
教
会
の
仮
牧
師
を
つ
と
め
た。

こ
の
「
274
号
書
簡」
（
明
治
十
九
年
十
一
月
十
五
日
付）

の
時
期
は、

山
田
は
明
治
九
年
八
月
六
日
に
設
立
さ
れ、

創
立
十
年
期
を
迎
え

る
兵
庫
教
会
（
村
上
俊
吉
牧
師）

の
代
表
役
員
で
あ
っ
た。

彼
は
二
十
三
年
か
ら
再
び
平
安
教
会
伝
道
師
と
な
り、

二
十
五
年
十
一

月
か

ら
長
浜
教
会
仮
牧
師、

二
十
七
年
六
月
か
ら
二
十
八
年
四
月
ま
で
再
び
朋
石
教
会
仮
牧
師、

つ
い
で
三
十
年
四
月
か
ら
三
十
二
年
四
月
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注 解

ま
で
、

自
ら
の
故
地
で
あ
る
姫
路
教
会
の
伝
道
師
を
つ
と
め
た。

＊
＊
兵
庫
教
会
（
兵
屈、

永
沢
町）
、

明
治
九
（
一
八
七
六）

年
八
月
六
日
に
摂
津
第
四
公
会
と
し
て
設
立
さ
れ
た。

設
立
の
日
受
洗
す
る
も

の
十
三
人、

神
戸
公
会
（
摂
津
第
一
公
会）

か
ら
転
会
す
る
も
の
三
人、

あ
わ
せ
て
十
六
人
（
男
五
人、

女
十
一
人）

で
組
織
さ
れ、

村
上

俊
吉
が
伝
道
師
と
し
て
迎
え
ら
れ
た。

こ
の
年
十
一

月
二
十
三
日
に
十
年
期
祝
会
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
は
『
基
督
教
新
聞
』
（
明
治
十
九
年
十
一
月
二
十
四
日、

第
一
七
四
号）

の
「
教
界
報
知」

に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る。

＊
＊
＊「
長
田
氏
按
手
礼
之
節
云
々
」

の
「
長
田
氏
」

は
長
田
時
行
（
ニ
ニ
七
ベ
ー
ジ
の
注）、

彼
は
明
治
十
九
年
八
月、

東
京
第
一

基
督
教
会

仮
牧
師
を
辞
任
し、

九
月
多
聞
教
会
に
転
じ
十
一

月
二
十
四
日
同
教
会
に
お
い
て
新
島
襄
よ
り
按
手
礼
を
う
け
た
。

な
お、

多
聞
教
会
は
明
治
十
（
一
八
七
七）

年
十
月
二
十
日、

神
戸
相
生
町
二
丁
目
に、

摂
津
第
一

基
督
公
会
（
神
戸
教
会）

の
山
田

良
斎
を
は
じ
め
と
す
る
十
八
名
の
公
会
員
と、

新
た
に
受
洗
し
た
信
徒
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た。

邸

明
治
十
九
年
十
二
月
は
じ
め
（
徳
富
猪
一
郎
の
『
蘇
峰
自
伝』
で
は
十
二
月
一
日、

父
一
敬
の
『
吾
不
興
齋
漫
筆』
で
は
十
二
月
三
日
と
す
る）

徳
富
一

敬
•

久
子
な
ら
び
に
猪
一

郎
夫
妻
は
熊
本
を
引
き
払
っ
て
東
上
し
た。
一

行
は
神
戸
で
二
手
に
わ
か
れ、

徳
富
家
四
人
は
船
で

東
京
に
向
か
い
、

旧
大
江
義
塾
・

大
江
社
の
十
数
人
は
陸
路
で、

途
中
同
志
社
に
立
ち
寄
っ
て
上
京
し
た。

新
島
は
徳
富
の
添
書
を
た

ず
さ
え
て
い
た
人
び
と
に
面
接
し
た。

そ
の
人
び
と
の
い
ち
い
ち
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が、

東
京
で
「
第
二
の
大
江
義
塾」

を
営

み、

民
友
社
に
入
っ
て
『
国
民
之
友
』

に
か
か
わ
り、

あ
る
い
は
『
青
年
思
海』

を
発
刊
す
る
人
び
と
で
あ
る
（
杉
井
六
郎
「
民
友
社
の

背
景
と
そ
の
成
立」、
『
民
友
社
の
研
究』

所
収）。

な
お、

蓋
花
徳
富
健
次
郎
は
後
年
『
黒
い
眼
と
茶
色
の
目
』

で
「
十
二
月
に
入
る
と、

旧
塾
生
の
上
京
組
が
や
っ
て
来
た。

先
発
隊

は
最
早
汽
船
で
横
浜
に
直
行
し、

此
組
は
宗
君
〔
池
本
吉
治〕

を
誘
ひ
が
て
ら
東
海
道
を
陸
行
の
目
的
で
あ
っ
た。

塾
第
一

の
漢
詩
人

で
顔
の
三
分
一

を
占
む
る
鰐
口
の
矮
男
の
小
田
さ
ん
〔
戸
田
直
清〕、

塾
第
一

の
英
学
者
で
頭
の
尖
っ
た
蛸
入
道
の
菱
戸
さ
ん
〔
宍
戸
弗〕、

己
が
三
百
円
の
所
持
金
の
中
か
ら
手
拭
代
五
曳
を
勢
頭
第
一

小
使
帳
に
つ
け
て
、

差
引
残
金
二
百
九
十
九
円
九
十
五
曳
也
と
高
ら
か
に

計
算
を
読
み
上
げ
た
り、

敬
二
〔
激
花〕

が
皆
と
撮
っ
た
写
真
を
見
て
『
敬
二
さ
ん
は
ピ
フ
テ
キ
（
美
婦
的、
Bea
uti
ful)
・
は
い
』

と
聞

き
か
ぢ
っ
た
英
語
を
使
っ
て
皆
を
笑
は
せ
た
愛
嬌
者
の
中
瀬
さ
ん
〔
渡
瀬
昌
雄
か〕
な
ど
の
一

隊
が、

宗
さ
ん
や
敬
二
や
中
村
君
と
一

緒

に
飯
を
食
ふ
て
写
真
を
撮
つ
て、

そ
れ
か
ら
宗
さ
ん
を
連
れ
て
東
京
へ
往
つ
て
了
ふ
た
」

と
し
る
し
て
い
る
（
大
正
三
年
十
二
月
刊）
。
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＊
＊
池
本
吉
治
（
丁
吉
次、
一
八
六
八
ー一

九
一

九）、

熊
本
の

芦
北
郡
陣
内
の

出
身。

徳
富
猪
一

郎
の
大
江
義
塾
に

学
び
、

明
治
十
八
年

（
一
八
八
五）

八
月
選
ば
れ
て
、

塾
費
で
同
志
社
に
派
遣
さ
れ、

英
学
校
（
普
通
科）
一＿一
年
に
編
入
さ
れ、

修
学
中
で

あ
っ

た
。

池
本
は

上
京
し
て
旧
塾
生
の
友
人
と
と
も
に

東
京
専
門
学
校
に
入
学。

そ
の

訳
業
は
『
国
民
之
友
』
（
第
一

号、

明
治
二
十
年
二
月
十
五
日
発
行）

に
「
人
之
権
理
」
（
ヘ
ソ
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ
著、

池
本
吉
治
訳）

と
し
て
掲
載
さ
れ、

ま
た
旧
塾
生
に
よ
る
『
新
人
民
』
（
同
年
七
月
刊）

な

ら
び
に
『
青
年
思
海
』
（
同
年
八
月
刊）

の
編
輯
ス
タ
ッ
フ
と
な
る
な
ど、

は
や
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
頭
角
を
あ
ら
わ
し、

『
国

民
新
聞
』

の
ち
に
は
『
福
岡
日
日
新
聞
』

に
筆
を
振
っ
た
。

431

『
将
来
之
日
本
』

は
明
治
十
九
(
-
八
八
六）

年
十
月
七
日
版
権
免
許
を
え
て
、

十
月
初
版
が
経
済
雑
誌
社
（
東
京
京
橋
区
弥
左
衛
門
町

七
番
地）

か
ら
発
行
さ
れ
た
。

433

こ
の
「
280
号
書
簡」
は
日
付
な
ら
び
に
宛
名
を
欠
い
て
い
る
が、
本
文
末
尾
に
朱
筆
で
「
明
府
ノ
徳
沢
ヲ
蒙
リ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら、

こ
れ
を
京
都
府
知
事
北
垣
国
道
と
推
定
し
た
。

な
お
関
連
す
る
書
簡
は
「
233
号
書
簡」
（
明
治
十
九
年
二
月
四
日
付、

北
垣
国
道
宛）

で
あ
る
。

436

現
在
同
志
社
に
残
さ
れ
て
い
る
「
明
治
専
門
学
校
義
捐
者
姓
名
箭」

は
六
冊
あ
り、

第
一

号
は
「
明
治
十
七
年
五
月
起」

と
あ
っ
て

「
新
島
襄
預
之」

と
し
る
さ
れ
て
い
る
。

第
四
号
に
は
「
明
治
二
十
年
三
月
起
」、
「
浜
岡
光
哲
君
預」

と
見
え
る
か
ら、

こ
の
節
冊
は、

は
じ
め
中
村
栄
助
に
托
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
節
冊
の
は
じ
め
に
は
発
起
人
新
島
襄、

山
本
覚
馬
の
名
前
を
連
記
し
て
「
御
同
意
被
下
候
得
は
此
簿
冊
之
金
員
井
御
姓

名
等
御
記
入
被
下
度」

と
し
る
し
て
い
る
。

印

湯
浅
も
よ
（
茂
世、
一
八――-
O|

―
九
0
五）

は
上
州
碓
氷
郡
安
中
の
湯
浅
家
に
生
ま
れ
る
。

十
六
歳
で
柳
沢
治
郎
吉
を
迎
え
て
結
婚。

湯
浅
治
郎、

湯
浅
吉
郎
の
母。

明
治
十
八
(
-
八
八
五）

年
三
月
五
日
安
中
教
会
で
村
上
俊
吉
よ
り
洗
礼
を
う
け
る
。

同
年
八
月
十
二
日

夫
治
郎
吉
の
死
去
後
は、

家
政
全
般
な
ら
び
に
安
中
教
会
な
ら
ぴ
に
上
毛
基
督
教
婦
人
会
の
中
枢
と
し
て
活
動
し
た
。

一

月
十
四
日
付
で
井
深
梶
之
助
宛
に
こ
の
書
簡
を
送
る
の
は、

そ
の
日、

午
後
二
時
よ
り
礼
拝
堂
で
同
志
社
教
会
十
年
紀
念
会
を
施

8
 行

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り、

井
深
は
招
か
れ
て
演
説
を
す
る
予
定
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）」

に
よ
る

と、

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
一
、

伊
勢
氏

祈
藷

一
、

松
浦
氏

教
会
歴
史
朗
読

一
、

新
島、

原
田、

松
尾、

宮
川、

井
深
諸
氏

の
演
説、

詩
文
等
あ
り

一
、

祝
藷

金
森
氏
」
（
第
1
巻
『
教
育
絹』
二
七
一
ペ
ー
ジ
）

と
見
え
る
。

井
深
の
演
説
内
容
は
「
第
二
公
会

録
事」
（
第
2
巻
『
宗
教
絹』

史
料
132)

に
こ
の
日
の
記
録
を
と
ど
め
て
い
な
い
の
で
、

こ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

な
お
『
井
深
梶

852 



注 解

之
助
と
そ
の
時
代
』
（
第
三
巻）

に
は、

こ
の
「
囮
号
害
簡
」

が
収
め
ら
れ
て
い
る
が、

年
未
詳
と
な
っ
て
い
る。

新
島
襄
の
井
深
の
説
教
批
評
は
「
286
号
書
簡」
（
一

月
二
十
五
日
付、

新
島
公
義
宛）

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

439

新
原
俊
秀
は
日
向
の
宮
崎
の
出
身。

同
志
社
英
学
校
に
入
り、

明
治
十
五
（
一
八
八
二
）

年
二
月
五
日、

新
島
罪
よ
り
滝
（
岸
本）

能

武
太、

岡
本
（
安
部）

磯
雄
ら
と
と
も
に
洗
礼
を
う
け
第
二
教
会
に
入
会
（
第
2
巻
『
宗
教
綱』、
「
第
二
公
会
録
事」

五
七―――
ペ
ー
ジ
）
。

十

七
年
三
月
同
志
社
の
リ
バ
イ
バ
ル
を
体
験
し、

六
月
に
は
前
記
岸
本
能
武
太、

安
部
磯
雄、

村
井
知
至、

山
岡
邦
三
郎
ら
と
英
学
校
正

科
を
卒
業
し、

英
語
神
学
科
に
進
む。

た
だ
し
こ
の
年
九
月
ま
で
は
越
前
福
井
伝
道
に
た
ず
さ
わ
り、

や
が
て
神
学
科
を
中
退
し
て、

十
九
年
一

月
か
ら
は
熊
本
伝
道
に
あ
た
り、

も
っ
ば
ら
実
践
的
な
地
方
伝
道
に
力
を
注
い
だ
。

十
月
九
日
原
市
教
会
の
設
立
に
さ
い
し

て
福
島
の
伝
道
に
赴
い
た
前
任
者
の
山
岡
邦
三
郎
の
後
を
つ
い
で
主
任
伝
道
師
と
し
て
同
教
会
を
牧
す
る
こ
と
と
な
っ
た。

浪
華
（
浪
花）

教
会
の
創
立
十
周
年
記
念
会
は
明
治
二
十
年
一

月
二
十
日
に
大
阪
土
佐
堀
青
年
会
館
で

お
こ
な
わ
れ
た
。

午
前
は
九

゜

時
よ
り
祝
賀
会、

午
後
は
二
時
よ
り
説
教、

洗
礼、

晩
餐
式
が
お
こ
な
わ
れ、

新
島
は
説
教
し、

洗
礼
を
さ
ず
け
た。

こ
の
日
の
新
島

鹿
の
説
教
は
「
天
父
基
督
ヲ
十
字
架
二

添
テ
世
二

賜
ヘ
リ
」
（
第
2
巻
『
宗
教
網』

史
料
45)

で
あ
り、

「
浪
華
基
督
教
会
記
録」
（
教
会
所

蔵）

に
よ
る
と
「
集
る
者
大
凡
一

千
人
」

と
見
え
る。

＊
＊
明
治
天
皇
は
孝
明
天
皇
二
十
年
式
年
祭
の
た
め、
一

月
二
十
五
日
東
京
発、

二
十
六
日
神
戸、

即
日
京
都
着。

「
同
志
社
記
事
（
社

務
第
十
八
号）
」
（
第
1

巻
『
教
育
網』

二
七
ニ
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

「
一

月
廿
六
日

一

本
日

聖
上
皇
后
入
御
二

付、

奉
迎
之
為
め

休
課」

と
見
え
る。

な
お
天
皇
は
二
月
二
十
二
日
京
都
を
出
発
す
る
が、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
「
同
志
社
記
事」
（
前
掲）

に
は
特
別

に
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。

＊
＊
＊
四
三
八
ペ
ー
ジ
の
注
参
照。

441

「
続
二
四
書
簡」
（
四一――
ベ
ー
ジ）

で
は、

日
付
を
「
明
治
二
十
一

年
一

月
二
十
七
日
」、

宛
名
を
「
新
島
公
義
」

と
し
て
い
る
が、

日

付
．

宛
名
の
明
記
は
な
い
。
「
伊
勢
お
峰
様
」

の
「
葬
式
」

は
二
十
年
で
あ
る
の
で
こ
れ
を
改
め、

推
定
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ
た。

＊
＊
伊
勢
峰
子
の
葬
儀
は
一

月
二
十
八
日
同
志
社
礼
拝
堂
で
お
こ
な
わ
れ
た
（
第
1

巻
『
教
育
網』、
「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）
」
二
七

ニ
ペ
ー
ジ）
。

新
島
襄
の

「
伊
勢
峰
告
別
説
教」

（
第
2

巻
『
宗
教
網』

二
五
ニ
ー
ニ
五
四
ペ
ー
ジ
）

で
は

伊
勢
峰
子
の

故
人
股
歴
を
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
文
久
二
〔
一
八
六
二〕

年
五
月
廿
日
誕
生、

果
然
ク
ル
女
丈
夫
〔
中
略〕

三
回
父
〔
山
本
党
馬〕

卜
争
ヒ
正
理
ヲ

ト
ク
、

屈
セ
ス
、

明
治
九
年
十
二
月
＝―
日、

新
烏
丸
頭
町
新
島
氏
ノ
家
二
設
立
ノ
教
会
二

加
ル
〔
中
略〕

十
四
年
五
月
廿
日、

伊
勢
氏
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と
く
に
口
の
記
事
は
明
治
十
八
(
-
八
八
五）

年
三
月
十
七
日
か

ら
四
月
七
日
に
か

け
て、
「
ベ
ー
ゲ
ル
」
(
Mrs.

W
alter
 Ba
ker)
 

の
家
の
世
話
に
な
っ
た
新
島
が、

こ
の
日
の
朝、

ポ
ス
ト
ソ
の
ハ
ー
デ
ィ
ー
の
も
と
に
帰
ろ
う
と
し
た
さ
い
に
う
け
た
夫
人
の
好
意
を

伝
え
て
い
る
。

P
asto
ral
 Li
br
ar
y
 in
 F
u
k
uo
k
a
 

〔
時
雄〕

二

嫁
ス
、

十
七
年
七
月、

今
ノ
長
女
ヲ
産
ス
、

十
九
年
四
月
中、

男
子
ヲ
産
ス
、

二
十
年
一

月
廿
七
日
午
前
二
時
十
分
前、

死
去
ル
」。

*
＊
＊
不
破
唯
次
郎
（
一
八
五
七
ー
一

九
一

九）

に
よ
る
九
州
の
福
岡
伝
道
は、

彼
が
同
志
社
英
学
校
余
科
を
卒
業
し
た
明
治
十
二
（
一
八
七

九）

年
の
十
二
月、

早
良
郡
原
村
（
現
福
岡
市
早
良
区）

に
居
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。

十
三
年
三
月
福
岡
本
町
に
講
義

所
が
設
立
さ
れ、

不
破
も
そ
こ
に
移
っ
て
伝
道
は
進
展
し
た
。

同
年
十
月
と
十
二
月
の
両
度
に
わ
た
っ
て
新
島
襄
は
熊
本
へ
の
往
復
の

途
次、

不
破
な
ら
び
に
福
岡
信
徒
へ
の
問
安
・

伝
道
を
お
こ
な
っ
た
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
編』、
「
日
抄」

九
五
I-

0
0、
一
―
八
I-

一

九
ペ
ー
ジ
）
。

十
八
年
六
月
七
日、

教
会
堂
の
福
岡
呉
服
町
に
設
立
さ
れ
る
に
際
し、

村
上
俊
吉
を
招
い
て
献
堂
式
が
お
こ
な
わ
れ、

不
破
は
按
手
礼
を
う
け
た
。

福
岡
教
会
は
こ
う
し
て
自
給
独
立
の
教
会
と
し
て

設
立
さ
れ
た
。

な
お、

不
破
は
十
九
年
四
月
に
辞
職

し、

六
月
海
老
名
弾
正
の
後
を
つ
い
で
前
橋
教
会
の
牧
師
に
転
じ
た
。

こ
の
「
288
号
書
簡」

は
断
簡
で
あ
り、

宛
名、

日
付
も
な
い
が、

本
文
に
述
べ
て
い
る
こ
と
は
新
島
の
英
文
の
日
記
（
第
7
巻
『
英
文
日

記
・

紀
行
絹』）

に
し
る
さ
れ
て
い
る
次
の
二
つ
の
記
事
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る。

H

1
8
86
 
$
3
0
0
 
A
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B
a
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$
25

〔
今
治
よ
り〕

西
京
二

戻
ル
、

二
十
年
一

月
廿
日
暁
六
時
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442

De
Witt
 C
linton
 Jencks
 (
1
8
4
1

ー
1
9

23
)

ミ
ッ
シ
ョ
ソ
・
ロ
ー
ル
に
よ
る
と、
一
八
七
七
（
明
治
十）
年
四
月
十
六
日
神
戸
に
到

荘
一
八
八
七
年＝一
月
ま
で
神
戸
在
住、

神
戸
花
隈
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
ソ
・
ボ
ー
ド
の
日
本
に
関
す
る
事
務
を
担
当
し
た。

妻

Sa
rah
 Maria
 Jencks
 (
1
8
5

6--ー
1
9

11
)

も一
緒
に
来
日、
夫
妻
の
住
所
は
神
戸
下
山
手
通
六
丁
目
に
あ
っ
た。

*
＊
Walter
 Baker
 (
1
7
9
2|

1
8
5
2
)

四
四一
ペ
ー
ジ
の
注
＊
＊
＊
参
照。

＊
＊
＊
父
新
島
是
水・
民
治
は
明
治
二
十
年一
月
三
十
日
死
去、
二
月一
日
午
後一
時
半
よ
り
同
志
社
礼
拝
堂
に
お
い
て
葬
儀
を
お
こ
な
っ

た
（
第
1
巻
『
教
育
網』
「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）」
二
七
ニ
ペ
ー
ジ）。
一
月
二
十
八
日
の
伊
勢
峰
子
の
告
別
葬
送
に
つ
い
で
の
重

ね
て
の
弔
い
事
で
あ
っ
た。

*
＊
*
＊『
将
来
之
日
本』
の
再
版
は
「
表
紙」
に
よ
る
と
「
徳
富
猪一
郎
著

明
治
二
十
年一
月
／
再
版
将
来
之
日
本
／
東
京
経
済
雑
誌
社

発
兌」
と
あ
り、
奥
付
は
「
明
治
二
十
年一
月
十一
日
再
版
届

同
年
二
月
再
版」
と
あ
る。
新
島
襄
の
序
は
二
十
年
四
月
の
第一ー一
版

に
掲
げ
ら
れ
た
（
第
1
巻
『
教
育
網』、
史
料
73
「『
将
来
之
日
本』
序」）。

443

新
島
が
徳
富
猪一
郎
に
よ
る
民
友
社
の
創
立
を
知
る
厳
密
な
意
味
で
の
「
近
頃」
は
何
時
で
あ
っ
た
か
明
ら
か
で
な
い。

明
治
二
十
年一
月
二
十
六
日
付
（
麻
布）、
二
十
八
日
京
都
着
の
新
島
公
義
宛
徳
富
猪一
郎
歪ぃ
簡
（
遺
品
庫
史
料）
は
「
民
友
社
寄
害

之
規
約」
が
同
封
さ
れ、
『
国
民
之
友』
に
特
別
寄
書
（
ス
ペ
ッ
ャ
ル
・
コ
ル
レ
ス
ポ
ソ
デ
ソ
ス）
を
依
頼
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら、
赤
坂

榎
坂
五
番
地
に、
こ
の
依
頼
状
の
出
さ
れ
る
明
治
二
十
年一
月
の
段
階
で、
す
で
に
民
友
社
が
創
立
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

（
杉
井
六
郎
「
民
友
社
の
背
景
と
そ
の
成
立」、
『
民
友
社
の
研
究』
所
収）。

な
お
『
毎
日
新
聞』
の一
月
十一
日、
「
徳
富
猪一
郎
氏
〇
将
来
之
日
本
の
著
者
た
る
同
氏
に
は、

今
度
国
民
の
友
と
い
へ
る
雑
誌

0

0

0

 

を
発
兌
し、

専
ら
経
済
文
学
の
批
評
を
為
す
の
計
画
あ
り
と、

右
は
毎
月一
回
の
発
行
に
て
社
名
を
民
友
社
と
号
す
る
由」
（『
新
聞
集

成
明
治
綱
年
史

第
六
巻』
――＿
九
ニ
ペ
ー
ジ）
は、
ひ
ろ
く一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
は
じ
め
の
記
事
と
思
わ
れ
る。

444

こ
の
二
月
六
日
付
中
村
栄
助
宛
は
「
正
四＝
＝一
書
簡」
（
八
〇
九
ペ
ー
ジ）
で
は、
そ
の
年
代
を
「
明
治
二
十一
年」
と
し
て
い
る。

し
か
し、
次
に
あ
げ
る
こ
と
か
ら、
明
治
二
十
年
と
す
る
こ
と
が
妥
当
と
思
わ
れ
る。
父
民
治
の
死
亡
通
知、
葬
俊
執
行
な
ら
び
に

埋
葬
地
の
し
ら
せ
は
次
の
よ
う
に
し
る
さ
れ
て
い
る。

855 



山
本
覚
馬

伊
勢
時
雄

（
『
日
出
新
聞
』

明
治
二
十
年
二
月
一
日
付）

い
ま、

そ
の
埋
葬
地
を
新
島
家
の
先
の
例
（
新
島
み
よ、

な
ら
び
に
山
崎
為
徳
）

に
従
っ
て、

黒
谷
と
す
る
こ
と
を
通
知
し
た
記
録

は
残
さ
れ
て
い
な
い
が、

南
禅
寺
砥
地
へ
の
埋
葬
に
改
め
ら
れ
た
経
緯
は、

き
わ
め
て
手
早
く
決
定
を
み
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
た

が
っ
て、

中
村
栄
助
に
述
ぺ
る
「
南
禅
寺
之
墓
地
二

埋
之
義」

は
明
治
二
十
年
と
す
ぺ

き
で
あ
ろ
う。

た
だ
こ
の
「
291
号
害
筒
」

の
日

付
は
「
二
月
六
日
」

と
あ
り、

新
島
が
中
村
栄
助
に
依
頼
す
る
の
は、

二
月
一

日
の
埋
葬
の
日
時
か
ら
す
る
と、

そ
の
経
過
に
疑
念
が

生
ず
る
が、

い
ま
し
ば
ら
く、

こ
こ
に
掲
げ
る
。

445

増
野
悦
興
の
住
居
地
は
「
正
五
一

五
棺
簡」

（
九
七
二
—
九
七一
ニ
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

「
香
川
県
高
松
研
屋
丁」

と
あ
る
。

し
か
し

伝
道
地
が
ど
こ
で
あ
る
か
確
定
し
が
た
い
。

四
0
九
ペ
ー
ジ
の
注
参
照。

＊
＊
こ
の
追
而
書
は
「
正
五
一

五
書
簡」

に
は
な
く、

「
正
五
一

六
書
簡」

（
明
治
二
十
年
十
二
月
舟
一
日
付、

増
野
悦
興
宛）

の
追
而
書
と

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し、

高
橘
元
一

郎
の
写
し
に
よ
る
と、

「
正
五
一

五
書
簡」

の
本
文
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
り、

し
た
が
っ
て、

「
292
号
書
簡」
（
二
月
九
日
付）

の
末
尾
に
収
め
た
。

な
お、

文
中
に
あ
る
「
伊
藤
総
理
大
臣
ニ
モ
本
校
二

御
越
〔
中
略〕

我
翡
一

同
御
待

受
中
居
」

は
「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）
」

（
第
1
巻
『
教
育
絹』

二
七一ー
「ヘ
ー
ジ
）

の、

明
治
二
十
年
二
月
十
九
日
の

条
に

見
え

る
こ
と
と
符
合
す
る
。

447

同
志
社
生
徒
の
兎
狩
（
猪
狩）

記
事
の

初
出
は

「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）」

（
第
1
巻
『
教
育
網』

二
三
四
ペ
ー
ジ
）

の
明
治

十
二
年
十
月
二
十
日
の
条
に
見
え
る

「
初
メ
テ
叡
山
ノ
龍
二

於
テ

校
中
ノ

生
徒
兎
狩
ス
」

で

あ
る
。

「
同
志
社
記
事
」
（
前
掲
書
三
一

三
ペ
ー
ジ
）

に
は
同
じ
日
付
で、

願
い
出
の
経
過
も
説
明
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち、
「
兎
狩
願
苫
差
出
セ
ツ
ニ
、

府
庁
ョ
リ
官
山
二

立
入

ル
ハ

容
易
ナ
ラ
サ
ル
ニ
ョ
リ、

叙
山
之
龍
ニ
ア
ル
諸
村
人
民
ノ
所
有
地
二

到
リ
兎
狩
ッ
テ
如
何
ト
ノ
事―ー
テ
、

府
庁
ョ
リ
モ
諸
村
二

御

親
族

新
島
襄
隊
知
諸
君
二

広
告
ス

同
人
実
父
是
水
骰
久
ッ
ク
病
気
ノ
処
遂
二

療
投
不
相
叶
一

月
三
十
日
午
前
四
時
逝
去
致
候
事

葬
式
ノ
義

2
一
月
一

日
午
後
一

時
半
ョ
リ
同
志
社
礼
拝
堂
二

於
テ
執
行
直
二

洛
東
（
黒
谷
茄
地
へ

埋
葬
ノ
旨
御
通
知
申
上
置
候

処
改
メ
テ
）

南
禅
寺
鉦
地
へ

埋
葬
可
致
候
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注 解

逹
シ
ア
リ、

且
当
方
ョ
リ
モ
諸
村
ノ
戸
長
二

熟
談
ノ
上
兎
狩
ス
ヘ
キ
事
ノ
由
ヲ
以
テ、

府
庁
ョ
リ
達
ツ
ニ

及
ヒ
ク
リ
キ
」

と。

山
崎
為
徳
の
日
記
（
松
浦
政
泰
『
同
志
社
ロ
ー
マ
ソ
ス
』

所
収）

に
も、

明
治
十
二
年
十
一

月
一

日
の
条
に

「
猟
す。

兎
一

尾
を
獲
た

り
」

と
見
え
る
。

こ
の
兎
狩、

鹿
狩、

猪
狩
な
ど
の
行
事
は、

そ
の
季
節
に
し
ば
し
ば
元
気
鼓
吹
の
た
め
同
志
社
の
「
運
動」

行
事
と
し
て
お
こ
な
わ

れ
た
。

こ
の
二
月
十
九
日
は
土
曜
日
で
あ
り、

は
や
く
例
に
な
ら
っ
て、

そ
の
筋
に
願
い
出
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う。

北
垣
国

道
知
事
が
案
内
し、

総
理
大
臣
伊
藤
博
文
が
同
志
社
に
参
観
に
来
る
当
日
に、

男
子
生
徒
一

同
が
北
山
に
出
か
け
て
い
る
事
態
も
軽
々

に
看
過
で
き
な
い
同
志
社
の
教
学
を
う
か
が
う
姿
と
い
え
よ
う。
こ
の
日
の
「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）
」
の
記
事
は
「
本
校
教

師
井
生
徒
猪
猟
ト
ッ
テ
鞍
馬
山
辺
二

至
ル
、

猪
弐
疋
を
獲
た
り
」、

つ
い
で
「
午
前
第
十
一

時
過
き
頃、

総
理
大
臣
伊
藤
伯
来
校
あ
り
」

（
前
掲
書
二
七
三
ペ
ー
ジ
）

と
見
え
る
。

449

『
国
民
之
友
』

第
一

号
は
明
治
二
十
年
二
月
十
五
日
の
発
行
で
あ
る
。

＊
＊
新
島
迎
の
「
『
将
来
之
日
本
』

序
」
（
第
1
巻
『
教
育
綱』

史
料
73)

は
四
月
発
行
の

第
三
版
に

掲
載
さ

れ
た。

新
島
が

打
続
い
た
不

幸
の
な
か
で
倉
皇
と
し
て
筆
を
と
り
か
ね
た
こ
と
（
四
四
ニ
ペ
ー
ジ
の
注
＊
＊
＊
＊
参
照）
、

し
か
も、

い
ざ
筆
を
と
っ
て
も、

さ
ら
に
描
想

を
練
っ
た
こ
と
は
二
種
類
の
草
稿
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

450

こ
の
中
村
栄
助
宛
は
「
正
四
一

六
書
筒」
（
八
―
ニ
ー
八
ニ――
ペ
ー
ジ
）

で
は、

そ
の
日
付
を
明
治
二
十
一

年一
二
月
十
日
と
し
て
い
る
。

し
か
し、

本
文
の
日
付
は
明
ら
か
に
三
月
一

日
と
あ
り、

か
つ

「
明
日
之
船
二

東
上
仕
度
心
組」

と
あ
る
の
は
新
島
の
日
記
で
あ
る

「
出
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
網』

二
八
七
ペ
ー
ジ
）

の

「
廿
年
三
月
二
日

京
都
出
発

薩
摩
丸
〔
中
略〕
―――
日
之
夜
十
一

時
半、

横
浜
着」

に
相
当
す
る
。

し
た
が
っ
て、
「
297
号
書
簡」

は
ま
さ
し
く
明
治
二
十
年
三
月
一

日
付
で
あ
る
。

452

湯
浅
治
郎
と
徳
富
初
子
の
結
婚
式
は
明
治
十
八
(
-
八
八
五
）

年
十
月
九
日
安
中
の
碓
氷
会
堂
で
お
こ
な
わ
れ
た。

湯
浅
治
郎
は
前

年
十
一

月
七
日
妻
モ
ト
を
喪
い、

徳
富
猪
一

郎
の
姉、

初
子
が
後
添
え
に
な
っ
た。

十
九
年
十
二
月、

家
を
あ
げ
て
上
京
し
た
徳
富
一

敬
夫
妻、

猪
一

郎
夫
妻
が
旅
装
を
と
い
た
の
は、

東
京
府
赤
坂
区
溜
池
の
湯
浅
治
郎
の
家
で
あ
り、

民
友
社
の
創
立、

『
国
民
之
友
』

の
創
刊
も、

湯
浅
の
尽
力
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
た。

新
島
の
日
記
「
出
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
編』

二
八
八
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る

と、

三
月
五
日
の
条
に
「
来
京
ス
。

山
城
軒
に
部
屋
ナ
シ

湯
浅
方
二

厄
介
ト
ナ
ル
」

と
見
え、

湯
浅
の
家
に
厄
介
に
な
っ
た
こ
と
を

し
る
し
て
い
る
。

な
お
「
302
号
書
筒」
（
三
月
十
九
日
付、

新
島
公
義
宛）

に
も

「
今
回
ハ

宿
屋
二

都
合
出
来
而
湯
浅
方
二

厄
介
二

相
成
諸
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事
都
合
宜
し
く」

と
述
ぺ
て
い
る
。

453

伴
直
之
助
に
つ
い
て
は、

こ
の
「
300
号
害
筒」

に
い
た
る
ま
で
の
履
歴
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。

明
治
十
九
年
一

月
福
音
舎
発
行

の
『
太
平
新
聞
』
（『
七
一
雑
報
』

そ
し
て
『
福
音
新
報
』
の
後
身）

の
編
集
を
森
本
介
石、

土
居
通
予
と
担
当
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

つ

い
で
新
島
の

「
出
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
網』
二
八
七
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

明
治
二
十
年
三
月
二
日、

新
島
は
京
都
を
出
発

し、

神
戸
か
ら
薩
摩
丸
に
乗
っ
て
仙
台
の
学
校
（
東
華
学
校）

の
交
渉
な
ど
の
た
め
東
上
す
る
が、

そ
の
日
の

記
事
に
わ
ず
か
に
「
伴、

石
井
氏
同
行。

森
大
臣
一

行
同
船、

三
日
之
夜
十
一

時
半
横
浜
着」

と
見
え、

つ
い
で

在
京
中
の
面
会
し
た
人
々
の
リ
ス
ト
の
中
に

「
足
利
ノ
人

木
村
半
兵
衛
（
築
地
采
女
町
十
二
番
地）

伴
直
之
助
君
之
友
人」

と
あ
る
に
と
ど
ま
る
。

し
か
し、
『
国
民
之
友
』
（
第
四
八

号、

明
治
二
十
二
年
四
月
二
十
二
日
発
行、

附
録）

に
み
る
「
書
目
十
種」

に
よ
る
と、

伴
直
之
助
は
次
の
愛
読
書
と
い
う
か
座
右
の
書
を

あ
げ
て
お
り、

民
友
社
が
ま
ず、

当
代
の
人
々
に
伍
し
て
伴
に
注
目
し
て
質
問
書
を
お
く
り、

彼
が
こ
れ
に
答
え
て
中
国
の
典
籍
と
と

も
に
聖
書
を
あ
げ、

専
門
の
経
済
の
文
献
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ

き
で
あ
る
。

す
な
わ
ち、

そ
の
忠
目
は
「
荘
子、

壁
害、

四
書、

五
経、

ア
ダ
ム
・

ス
ミ
ス
富
国
論、

マ
ク
レ
オ
ド
経
済
論、

リ
カ
ー
ド
経
済
論、

マ
ル
サ
ス
人
口
論、

リ
ス
ト
経
済
策、

ケ
リ

1
経
済
論、

ア
モ
ス
法
律
文、

ヘ
ソ
リ
ー
・

テ
リ
ー
法
律
論」

で

あ
る
。

な
お
同
年
六
月
に
は

東
京
市
会
議
員
（
深
川
区）

に
当
選

（
こ
の
時
の
選
挙
で
田
口
卯
吉
（
本
郷
区）、

福
地
源
一

郎
（
下
谷
区）、

中
村
正
直
（
小
石
川
区）

ら
が
当
選）

翌
二
十
三
年
一

月
木
挽
町
厚
生
館

で
巌
本
善
治、

古
荘
三
郎
ら
と
廃
娼
演
説
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
『
新
聞
集
成
明
治
網
年
史』）
。

＊
＊
『
明
治
天
皇
紀
』

第
六、

明
治
二
十
年
三
月
十
二
日
の
条
（
七
0
四
ペ
ー
ジ
）

に、

皇
太
后
は
三
月
十
一

日
午
後
二
時
鳥
羽
港
を

発
し

て
軍
艦
浪
速
で
、

十
二
日
午
前
七
時
三
十
分
横
浜
港
に
到
着、
「
直
に
還
啓
あ
ら
せ
ら
る、

皇
后
こ
れ
を
新
橋
停
車
場
に
迎
へ
た
ま
ふ
」

と
あ
る
。

454

こ
の
「
301
号
書
簡」

は
森
中
章
光
の
写
し
で
は
日
付、

宛
名
が
欠
け
て
い
る
。
「
正一＿＿
九
七
書
簡
」
（
七
九
五
ペ
ー
ジ
）

で
は、

そ
の
日

付
を
「
明
治
二
十
年
三
月
十
六
日
」

付、

宛
名
を
「
中
村
栄
助」

宛
と
し
て
い
る
に
従
い
、

推
定
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ
た
。

三
月
二
日
か
ら
十
二
日
に
お
よ
ぷ
新
島
の
東
京
行
き
は、

「
出
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
網』
二
八
七
ー
ニ
九
一
ペ
ー
ジ
）

に
よ
っ

5
 
5
 て、

そ
の
動
静
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が、

公
義
宛
に
し
る
し
て
い
る
「
左
之
通
」
と
す
る一
ニ
カ
条
（
一
、
同
志
社
ヲ
官
立
校
同
等
卜
認

ラ
ル
、
ノ
手
段、
一
、
京
都
府
下
二

医
学
校
設
置
云
々
二

関
ツ
文
部
二

談
判
之
ケ
条、
一
、
銃
器
廉
価
ニ
テ
払
下
ヶ
ノ
手
続
キ
）

は、

こ

の
書
簡
に
お
い
て
の
み
明
か
さ
れ
て
い
る
交
渉
事
項
で
あ
る。
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注 解

「
一

八
六
六
年
二
月
二
十
一

日 、

合
衆
国
マ
ス
サ
チ
ュ
七
ッ

ツ
邦
ア
ソ
ド
ワ

県

＊
＊
現
在
の
同
志
社
大
学
図
書
館
に
お
け
る

「
小
室
沢
辺
紀
念
文
庫」

の
発
端
を
物
語
る
最
も
古
い
記
事
で
あ
る 。

新
島
が

「
一

両
月

中」

と
述
べ
て
い
た
「

土
倉
〔
庄
三
郎〕 、

新
井
〔
老〕

其
外
自
由
党
員
之
周
旋
」

の
記
事
は
同
志
社
の

記
録
の
上
で

確
認
す
る
こ
と
は

で
き
な
い

。

し
か
し
て

「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）
」
（
第
1
巻
『
教
育
網』
二
九
五
ペ
ー
ジ
）

の

明
治
二
十
年
十
二
月
十
五
日
の

条
に
は
「

東
京
小
室
信
夫
氏
ョ
リ

書
籍
類
長
持
四
荷
寄
附
被
致
候
事 、

但
本
日
着」

と
あ
る
。

明
治
二
十
年
三
月
十
六
日 、

新
島
は
同
志
社
教
会
に

仮
牧
師
の
辞
表
を
提
出
し
た
（
第
2
巻
『
宗
教
網』

史
料
131 、
「
同
志
社
教
会
仮
牧

6
 
5

師
辞
表」）

。

＊
＊
沢
山
保
羅
は
明
治
二
十
年一＿一
月
二
十
七
日 、

大
阪
バ
ル
ナ
バ

病
院
で
死
去
し
た

。

享
年
三
十
四
歳 。

「
送
屍
式」

は
二
十
九
日 、

大

阪
青
年
会
館
で
お
こ
な
わ
れ
た

。

浪
花
教
会
牧
師
亀
山
昇
が
司
式
し 、

故
人
の
履
歴
朗
読
を
前
神
醇
一

、

追
悼
説
教
を
D
.

C
・

グ
リ

ー
ソ
と
新
島
襄
が
お
こ
な
っ
た

。

新
島
の
「
沢
山
保
羅
ノ
告
別
式
二

臨
ミ

テ
」
（
第
2
巻
『
宗
教
編』

史
料
48)

は
沢
山
保
羅
を
「
日
本
ノ

ミ
ュ
ー
ラ
ル
」

に
擬
す
も
の
で
あ
っ
た

。

457

こ
の
「
304
号
書
簡」

は
「

続
一＿一
七
害
簡」
（
五
―

—
五
ニ
ペ
ー

ジ
）

で
は
「
明
治

年
四
月
一

日
付 、

新
島
公
義
宛」

と
し
て
い
る
が 、

本
文
に
は
日
付
な
ら
び
に
宛
名
の

明
記
は
な
い

。
「
同
志
社
大
学
記
事」

の
「
明
治
廿
年

0
四
月
上
旬 、

久
世
郡
宇
治
菱
木
君
ノ
周

旋
ニ
ョ
リ

新
島
襄
氏
小
倉
校
迄
出
張
ッ
、

該
校
二

来
会
ッ
タ
ル
該
地
方
ノ
有
志
家
七
八
十
名
二

向
ヒ
専
門
校
設
立
ノ
必
要
ヲ
陳
ッ
タ
レ

ハ
、

彼
等
大
二

教
育
ノ
大
切
ナ
ル
ヲ
感
ッ
賛
成
ノ
意
ヲ
表
七
ラ
レ
タ
リ
」
（
第
1
巻
『
教
育
編』
一

九
七
ペ
ー
ジ
）

に
基
づ
き 、

日
付
を
明

治
二
十
年
四
月
一

日 、

宛
名
を
新
島
公
義
と
推
定
し 、

こ
こ
に
掲
げ
た

。

E
d
m
u
n
d

 Buc
kle
y
 (
1
8
5
5

1
1
9
3
4),
 

S
a
ra
 
C
rai
g
 B
uc
kl
e
y
 
(1
8
5
8-
ー
1
9
2
5)

三
八
五
ペ
ー
ジ
な
ら
び
に
四
八
九
ペ
ー
ジ
の
注
参

8
 
5

照 。

夫
妻
は
明
治
十
八
（
一
八
八
五）

年
七
月
十
五
日
結
婚 、

翌
年
十
一

月
来
日 、

二
十
五
年
十
一

月
帰
国
し
た

。
・ハ

ク
レ
ー

は
同
志

社
で
哲
学 、

心
理
学
を
教
え
た 。

パ
ク
レ
ー

夫
人
は
ミ
シ
ガ
ソ
大
学
医
学
部
で
学
び 、

医
学
博
士

。

同
志
社
病
院 、

京
都
看
病
婦
学
校

で
教
え
た

。

Meli
n
d
a

 A
n
n

 Ju
ds
o
n

 Ric
har
ds

 (1
8
4
1

ー
1
9
3
0)

一

八
七
三
年
の

N
e
w

E
n
gl
a
n
d

 H
os
pit
al

 Trai
n
ni
n
g
 Sc
h
o
ol

の

第
一

回
卒
業
生 。

明
治
十
九
年
一

月
来
日 、

二
十
三
年
六
月
ま
で
同
志
社
病
院 、

京
都
看
病
婦
学
校
の
長 、

S
u
peri
nte
n
de
nt

of
 

N
urses ,
 
H
os
pit
al

 Mat
ro
n

と
し
て
活
躍
し
た

。

459

福
士
成
豊
（
福
士
卯
之
吉 、
一
八
三
八
ー一

九
二
二） 。
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ア
ソ
ド
ヮ
府
に
て

新
島
敬
幹
害
す」

と
し
る
す
「
箱
楯
よ
り
の
略
記」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
綱』

史
料
5)

は、
「
17
号
害
簡
」
（
一
八

六
七
年
三
月
二
十
九
日
付、

新
島
民
治
宛）

の
追
而
書
に
よ
る
と、
「
15
号
害
簡」
(
-
八
六
六
年
二
月
二
十
一
日
付、

新
品
民
治
宛）

に
同
封
し、

函
館
の
福
士
宛
に
発
せ
ら
れ
た
。

新
島
の
函
館
よ
り
の
脱
国
の
経
緯
か
ら
見
て
も、

そ
れ
は
至
極
当
然
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が、

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
で
日
本
か
ら
の
家
信
に
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
段
階
で、
「
21
号
書
簡
」
(
-
八
六
七
年
十
二
月
二
十
五

日
付、

新
島
民
治
宛）

に
「
一

昨
年
三
月
私
よ
り
箱
楯
表
へ
差
向
候
大
人
へ
の
書
封
に
ハ
、

箱
楯
よ
り
米
利
堅
迄
の
日
記
と
私
の

写
真
像

を
封
込
候
間、

若
し
今
に
御
請
取
不
成
候
ハ
、

私
二

於
而
も
甚
残
念
に
そ
ん
し
候、

扱
其
書
状
は
箱
楯
の
築
島
二

於
ケ
る
英
人
「
ポ
ル

タ
」

と
申
者
の
見
世
に
居
候
宇
之
吉
と
〔
申〕

者
へ
差
向
候
間、

何
卒
大
人
よ
り
箱
楯
表
な
る

山
の
上

地
名

神
明
社
の
神
主
沢
辺

数
馬

私
の
朋
友

と
申
者
ヘ
一

封
御
遣
し、

宇
之
吉
殿
は
当
時
何
処
二

罷
在
候
哉
〔
中
略〕

此
宇
之
吉
と
沢
辺、

此
は
私
の
箱
楯
ニ

於
而
至
而
親
し
く
交
り
し
同
友
」
と
見
え
る
か
ら、

さ
き
の
福
士
を
介
し
た
連
絡
は
未
着
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

な
お、

二
人
の
間
の
連
絡

の
復
活
は
新
島
宛
福
士
成
豊
害
簡
（
速
品
血
史
料）

か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る。

す
な
わ
ち、

福
士
は
新
島
へ
の
明
治
八
(
-
八
七
五）

年

十
月
十
二
日
付
書
簡
で
新
烏
丸
頭
町
に
居
を
定
め
る
新
島
か
ら
の
函
館
税
関
へ
の
問
い
合
せ
を
見
て
「
甚
乍
不
敬
貴
君
ハ

素
新
島
七
五

三
太
卜
云
称
二

無
之
哉」

と
述
べ
、

こ
こ
に
十
年
余
の
空
白
が
う
め
ら
れ
た。

年
が
明
け
て
九
年
六
月
九
日
付
で
新
島
か
ら
経
歴
や
写

真
を
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
返
事
し
て、

件
の
因
簡
に
つ
い
て
「
御
実
家
江
宛
之
御
宮
簡
小
生
二

御
托
ツ
相
成
候
処、

彼
是
障
碍
ア
リ

2
マ

〕

テ
未
夕
届
兼
候
〔
中
略〕

何
分
出
京
都
度
二

御
実
家
在
る
所
ヲ
探
ッ
ト
モ

終
二

探
リ

兼
不
得
止
其
儘
所
持
罷
在
候、

幸
ひ
此
度
御
手
元

ま
て
御
返
納
仕
候
間
前
条
不
悪
御
聞
届
被
下
度、

只
管
希
ふ
」

と
述
べ
て
い
る。

さ
て、

こ
の
「
307
号
書
簡」

は
新
島
か
ら
福
士
宛
に
爾
来
詳
細
な
消
息
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、

こ

の
夏
の
札
幌
に
お
け
る
療
簑
の
止
宿
先
を
卒
頭
と
し
て
依
頼
す
る
と
こ
ろ
を
み
る
と、

二
人
の
間
に
深
く
許
す
も
の
が
あ
っ
た
と
す
べ

き
で
あ
ろ
う。

な
お
、
「
出
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
編』

二
九
一
ペ
ー
ジ）

に
見
え
る

福
士
の

住
所
は

「
札
幌
北
四
条
壱
丁
目
一

番
地

福
士
成
戯」

と
あ
る
。

6

「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）
」
（
第
1
巻
『
教
育
絹』
二
八
一
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と、

「
五
月
十
八
日
よ

り
向
フ

五
日
問
の
見
込

に
て
校
長
新
嶋
氏
奈
良
地
方
二

至
ラ
ル
、

五
月
廿
六
日
帰
京」

と
見
え
る。

こ
の
害
簡
の
文
面
か
ら
す
る
と、

単
な
る
公
義
問
安
で
は

な
い
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が、

参
照
す
べ

き
日
記
記
述
も
な
く
奈
良
行
の
目
的
は
明
ら
か
で
な
い
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
(
Ge
or
ge

M
il
lier,
 1
8
0
5|

1
8
9
8
)

は
明
治
十
九
年
十
二
月
来
日
し
、
一

月
は
じ
め
に

同
志
社
に

来
校
し
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注 解

n

マ

9

U

た
。
「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）
」
（
第
1
巻
『
教
育
編』

二
七
0
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

七
日
の
条
に
「
午
后
四
時
ョ
リ
米
人
ミ
ュ

ル
ロ
ル
氏
来
校、

礼
拝
堂
に
て
説
教
ア
リ
」、

つ
い
で
八
日
の
条
に
も
「
午
前
十
時
ョ
リ
同
氏
ノ
説
教
ア
リ
」

と
あ
る
。

新
島
襄
は
翌

九
日
（
日
曜
日）

の
説
教
（
「
吾
信
ズ、

我
ガ
不
信
ヲ
助
ケ
賜
へ
」）

で
そ
の
信
仰
に
つ
い
て

述
べ

て
い

る
（
第
2
巻
『
宗
教
絹』

史
料
44)
。

「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
氏
説
教
集
序
文」

は
そ
の
草
稿
が
残
さ
れ
て
い
る
（
第
1
巻
『
教
育
網』

四
六
一

ー
四
六
ニ
ペ
ー
ジ
参
照）
。

＊
＊
大
久
保
真
二
郎
（
真
次
郎）

は
一

八＿―-
ペ
ー
ジ
注
参
照。

明
治
十
三
(
-
八
八
0)

年
一

月、

同
志
社
英
学
校
を
中
途
退
学
後、

海
運
業
振
興
の
た
め
汽
船
会
社
の
設
立
を
画
策
し
て
失
敗、

雨
後
十
五
年
か
ら
十
九
年
に
か
け
て
東
京、

関
西
さ
ら
に
熊
本
県
下
で
政
治
運
動
に
た
ず
さ
わ
っ
て、

自
由
民
権
の
主
義
を
鼓
吹。

ニ

十
年
一

月
岡
山
県
尾
道
の
旅
宿
で
俄
然
信
仰
復
活
し、

余
生
を
あ
げ
て
伝
道
事
業
に
挺
身
す
る
こ
と
を
決
心
し、

九
月
同
志
社
に
復
帰

し、

神
学
を
修
め
た。

そ
の
後、

大
宮
、

藤
岡、

高
崎
の
各
地
方
教
会
の
牧
会
に
あ
た
り、

三
十
年
十
月
五
日
に
高
崎
教
会
で
按
手
礼

を
う
け、

三
十
五
年
九
月
に
は
ハ
ワ
イ
ヌ
ア
ヌ
日
本
人
教
会、

三
十
七
年
九
月
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
オ
ー
ク
ラ
ソ
ド
日
本
人
組
合

教
会
の
創
設
な
ど
に
つ
と
め
た。

464

こ
の
「
310
号
書
簡」

に
は
日
付
な
ら
び
に
宛
名
の
明
記
は
な
い
。

「
続
一

四
書
簡」
（
三
六
ペ
ー
ジ）

で
は、

そ
の
日
付
を
明
治
二
十

年
五
月
三
十
一

日
と
し、

新
島
公
義
宛
と
し
て
い
る
。

い
ま、

こ
れ
に
従
い
、

日
付、

宛
名
を
推
定
と
し
て、

こ
こ
に
掲
げ
た。

465

「
出
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
網』
二
九
一
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と
、

「
六
月
十
一

日

第
一

汽
車
ヲ
以
テ

西
京
ヲ

発
ス
。

即
日
午

前、

近
江
丸
二

乗
リ
込
ム
」

と
見
え
る
。

＊
＊
こ
の
「
312
号
書
簡」

に
は、

日
付
な
ら
び
に
宛
名
の
明
記
が
な
い
。

「
続
一

五
書
簡」

（
三
七
ペ
ー
ジ）

で
は
日
付
を
「
明
治
二
十
年

六
月
十
二
日
と
し、

宛
名
を
「
新
島
公
義」

宛
と
し
て
い
る
。

い
ま
こ
れ
に
従
い、

推
定
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ
た。

166

「
生
徒
族
籍
氏
名
一

翌」
（『
同
志
社
百
年
史

資
料
綱
ー
』

所
収）

に
よ
る
と、

鈴
木
彦
馬
は
福
島
県
耶
麻
郡
喜
多
方
町
の
出
身
で
、
「
普

通
科
三
年
生」

と
あ
る
か
ら、

明
治
十
九
(
-
八
八
六）

年
九
月
に
同
志
社
に
入
学
し、

こ
の
「
313
号
書
簡」

の
時
期
は、

一

年
を
修

了
す
る
と
き
と
思
わ
れ
る
。

新
島
家
が
会
津
の
青
年
に
そ
の
東
北、

北
海
道
行
の
間
の
留
守
を
依
頼
し
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

な
お

新
島
は
同
様
の
依
頼
を
翌
年
の
二
十
一

年
の
六
月
に
も
な
し
た
こ
と
が
「
437
号
書
簡」
（
明
治
二
十
一

年
六
月
二
十
五
日
付、

永
岡
喜
八
宛）

で
知
ら
れ
る
。

鈴
木
彦
馬
の
同
志
社
に
お
け
る
記
録
は
乏
し
い
が
、

「
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
録
事
」
（
前
掲
書
所
収）

に
よ
る
と、

明
治
二
十
五
年
九
月
か
ら
一

年
間
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
無
給
助
手
と
な
っ
て
い
る。

注
＊
＊
＊
参
照。
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＊
＊
こ
の
「
314
号
書
簡」

は
「
続
五
三
書
簡」
（
九
〇
ペ
ー
ジ）

で
は
そ
の
年
代
を
「
明
治
二
十
一

年
」
と
し
て
い
る
。

し
か
し、

六
月
中
·

下
旬
仙
台
に
逗
留
す
る
の
は
東
華
学
校
の
開
校
式
を
お
こ
な
っ
た
二
十
年
し
か
な
い
。

し
た
が
っ
て、

明
治
二
十
年
六
月
十
六
日
と
し

て
、

こ
こ
に
掲
げ
た。

＊
＊
＊
深
井
英
五
（
一
八
七
一

ー一

九
四
五）

は
群
馬
県
西
群
馬
郡
高
崎
駅
辰
巳
町
の
出
身
で、

前
掲
会
津
出
身
の
鈴
木
彦
馬
と
同
志
社
普
通

科
の
同
級
生
で
あ
る
。

新
島
家
と
し
て
は、

そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
の
若
い
青
年
書
生
を
留
守
番
に
依
頼
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。

鈴
木
彦
馬
の
子、

鈴
木
武
男
の
「
忘
れ
え
ぬ
人
ク
ニ
人
の
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
こ

に
よ
る
と、

深
井
英
五
の
次
の
よ
う
な
言
葉
が
見
ら

れ
る。

「
あ
の
当
時、

同
志
社
大
学
に
は
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
牧
師
奨
学
資
金
制
度
が
あ
っ
て、

成
績
の
良
い
生
徒
に
は
学
資
の
補
助
が
あ

っ
た
の
で
す。

そ
れ
を
受
け
た
も
の
は
必
ず
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
と
い
う
名
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
よ
。

私
と
あ
な
た
の
お

と
う
さ
ん
は
最
初
の
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
で
し
た
」
（『
に
ち
ぎ
ん
』

四
四
号、

昭
和一―-
+
＝一
年
八
月
八
日
発
行）

と
。

こ
の
書
簡
に
見
え
る
「
此

休
暇
中
ハ

拙
宅
ニ
テ
粗
飯
ヲ
呈
ス
ヘ
ク、

且
些
少
ナ
カ
ラ
両
君
二
ニ
円
ッ
、

呈」

す
は
別
の
話
で
あ
る
が、

と
も
に、

い
わ
ゆ
る
「
苦

学
・

カ
行」

す
る
書
生
の
姿
を
う
つ
し
て
い
る
。

「
同
志
社
五
年
卒
業
生
」

と
は
英
語
普
通
科
の
卒
業
生
で
あ
り、

三
谷
種
吉
（
兵
庫）、

丹
羽
清
次
郎
（
大
阪）、

村
田
勤
（
三
重）
、

矢
ロ

46
 信

太
郎
（
大
阪）
、

白
木
正
蔵
（
福
岡）
、

高
橋
善
作
（
新
潟）
、

望
月
興
三
郎
（
福
島）
、

志
垣
要
三
（
熊
本）
、

松
浦
政
泰
（
愛
媛）
、

山
路
一

三
（
鹿
児
島）

の
十
人。

な
お
卒
業
式
は
六
月
二
十
四
日、

各
卒
業
生
が
英
文
ま
た
は
日
本
文
の
演
説
を
お
こ
な
い
、

校
長
代
理
山
本
覚
馬
か
ら
卒
業
証
書
が

授
与
さ
れ
た
（
第
1
巻
『
教
育
網』、
「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）
」

二
八
四
—
二
八
六
ペ
ー
ジ）
。

＊
＊
原
六
郎
（
一
八
四
ニ
ー一

九――――――)
。

新
島
の

日
記
「
出
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
•

紀
行
網』

二
九
ニ
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

六
月
十
二

日
の
条
に
「
午
后
六
時、

横
浜
二

着
ス
、

弁
天
通
和
田
彦
二

投
宿
ス
0
一

書
ヲ
遣
ッ
、

原
六
郎
君
二

在
宅
ナ
ル
ャ
否
ヲ
問
フ
、

翌
朝
来

訪
ア
レ
ト
ノ
答
ア
リ
。

十＿―-
日
ノ
朝、

使
ヲ
以
テ
朝
メ
ジ
ニ

招
ヶ
リ、

予
ハ

食
後
ナ
レ
ハ

之
ヲ
辞
ス
。

只
往
キ
テ
同
君
ヲ
訪
ヒ
、

北
垣

知
事
ノ
添
書
ヲ
出
ツ
、

同
志
社
予
備
校
建
築
般
寄
附
ヲ
請
求
ス
。

氏
ハ

近
来
種
々
ノ
事
二

関
係
シ

甚
不
如
意
ナ
ル
ヲ

以
テ

謝
絶
七
ラ

〔
レ
〕

シ
モ
、

予
ハ

強
テ
氏
ノ
勘
考
ヲ
請
ヒ
タ
レ
ハ
、

氏
ハ

先
ッ
一

千
円
寄
附
ヲ
承
諾
セ
ラ
レ
タ
リ
」
と
見
え
る
。
「
317
号
書
簡」
（
明
治
二

十
年
六
月
二
十
四
日
付、

土
倉
庄
三
郎
宛）

参
照。

461

六
月
十
七
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
東
華
学
校
の
開
業
式
の
次
第
は
「
出
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
＇
紀
行
絹』
二
九
三
ペ
ー
ジ
）

の
記
事
を
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注 解

午
后
一

時
過
キ

午
后
二
時
ョ
リ

プ
ロ
グ
ラ
ム
風
に
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る。

賛
美
歌

祈
蘭

祝
文

知
事

松
平
正
直

会
計
報
告

書
記

和
達
竿
嘉

祝
文

富
田
鉄
之
助

演
説

新
島
襄

こ
の
「
316
号
mは
筒」

に
は
日
付
な
ら
び
に
宛
名
の
明
記
を
欠
い
て
い
る。
「
続

ニ
ハ
書
簡」
（
三
七
ー――一
八
ペ
ー
ジ）

で
は、

日
付
を

，

 

6
 
4
 「

明
治
二
十
年
六
月
二
十
日」

付
と
し、

宛
名
は
「

新
島
公
義」

宛
で
あ
る
。

い
ま、

こ
れ
に
従
い
推
定
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ
た。

こ
の
「
318
号
書
簡」

に
は
日
付
な
ら
び
に
宛
名
の
明
記
を
欠
い
て
い
る
。
「
続
一

七
書
簡」
（
三
八
ペ
ー
ジ）

で
は
日
付
を
「
明
治
二
十

24
 年

七
月
八
日」

付
と
し、

宛
名
は
「

新
島
公
義」

宛
で
あ
る
。

い
ま、

こ
れ
に
従
い
推
定
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ
た。

＊
＊
四
六
ニ
ペ
ー
ジ
の
注
参
照。

こ
の
「
320
号
書
筒」

は
「
正
五一＿＿
五
害
簡」

で
は
そ
の
宛
名
を
宮
川
経
輝
と
し
て
い
る。

し
か
し
書
筒
は
前
欠
で、

本
文
に
は
宛
名

3
 
4
 の

明
記
が
な
い。

ま
た
「
321
号
書
簡」
（
明
治
二
十
年
七
月
十
二
日
付、

金
森
通
倫
宛）

に
よ
る
と、

こ
の
書
簡
の
宛
名
は
馬
場
種
太
郎
に

関
し
て
は
大
阪
教
会
の
宮
川
経
輝
ば
か
り
で
な
く
明
治
十
八
年
五
月
以
来
神
戸
教
会
の
牧
師
で
あ
る
原
田
助
の
名
も
あ
げ
ら
れ、

か

つ
、

原
田
助
宛
と
す
る
こ
と
も、

馬
場
の
所
属
す
る
同
じ
神
戸
教
会
と
い
う
こ
と
か
ら
可
能
で
あ
る
が、

い
づ
れ
も
「
兼
而
御
談」

と

す
る
き
め
手
と
な
る
記
録
は
見
付
け
ら
れ
な
い。

し
た
が
っ
て、

従
来
の
取
り
扱
い
に
従
っ
て
宮
川
経
輝
宛
と
し、

推
定
と
し
た。

＊
＊
大
島
正
健
（
一
八
五
九
ー一
九＿―-
八）
。

札
幌
農
学
校
第
一

期
生
で、

「

イ
ェ
ス
を
信
ず
る
者
の
契
約」

に
署
名
し、

明
治
十
(
-
八
七

七）

年
九
月、

函
館
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
M
.

C
・
ハ
リ
ス
よ
り
洗
礼
を
う
け
た。

十
三
年
七
月
同
校
を
卒
業、

開
拓
使
御
用
掛
と
な

り、

同
校
で
英
語
・

数
学
を
教
え、

十
五
年
五
月
以
降
は
札
幌
バ
ソ
ド
の
同
志
と
独
立
的
教
会
を
創
立
し、

牧
会、

伝
道
を
担
当。

こ

の
「
320
号
雹
簡」

は、

新
島
襄
の
「
出
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
綱』、

二
九
六
ー
ニ
九
七
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と、

七
月
七
日、

新
島

〔

マ

マ

〕

襄
夫
妻
は
札
幌
に
到
粁、

八
日
の
条
に
は、

さ
っ
そ
く
「
大
島、

小
寺‘

|
ー
君
等
来
訪
セ
ラ
ル
。

該
教
会
ノ
何
レ
ニ

属
ス
ヘ
キ
カ
、

又
独
立
ス
ヘ
キ
ャ
ノ
相
談
ア
リ
」

と
見
え、

札
幌
基
督
教
会
に
つ
い
て
の
相
談
が
も
ち
か
け
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。

十
日
は
日

曜
日
で、

そ
の
教
会
の
礼
拝
説
教
に
出
席
し
た。

当
日
の
条
に
「
此
ノ
日
会
堂
に
趣
ク
。

堂
ハ
南
三
条
西
四
五
丁
目
ニ
ア
リ、

堂
ハ

凡
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二
百
名
ヲ
容
ル
ニ

足
ル
。
一

昨
年
ノ
新
築
二

関
ハ
ル
0
価
ハ

千
三
百
円。

大
島
氏
説
教
セ
リ
。

懇
切
丁
寧
ノ
勧
メ
ア
リ
テ
、

予
ハ

如
何

ニ
モ
如
此
純
美
ナ
ル
福
音
ノ
講
話
ヲ
聞
キ、

大
二

此
ノ
地
ノ
為
二

喜
ヘ

リ
。

予
モ
説
教
ノ
后
二

於
テ
、

漸
時
ノ
勧
メ
ヲ
為
ス
0
神
ノ
摂

理
ノ
奇
妙
ニ
ッ
テ
、

常
二

人
意
ノ
外
二

出
ッ
ル
ヲ
談
セ
リ
」

と
見
え
る
。

こ
の
書
簡
は
こ
の
聖
日
の
翌
日
に
し
た
た
め
ら
れ
た。

な
お

大
島
正
健
に
つ
い
て
は
四
八
四
ペ
ー
ジ
の
注
参
照。

馬
場
種
太
郎
（
の
ち
竹
内
種
太
郎）
。

備
中
国
（
岡
山
県）

牛
窓
の
出
身。

岡
山
教
会
の
援
助
で
同
志
社
神
学
科
邦
語
神
学
の
学
生
と
な

4
 
4
 り、

明
治
十
八
年
六
月
二
十
六
日
小
野
忍
・

大
森
富
次
郎
（
愛
媛）、

須
田
明
忠
（
静
岡）、

辻
糖
夫
・

足
立
琢
（
京
都）、

池
袋
清
風
（
鹿

児
島）、

加
藤
寿
（
岡
山）

ら
と
邦
語
神
学
（
別
科
神
学）

の

第
一

回
生
と
し
て

卒
業
（
第
1
巻
『
教
育
網』、
「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八

号）
」

二
五
七
ペ
ー
ジ）
。
「
321
号
書
簡」
（
明
治
二
十
年
七
月
十
二
日
付、

金
森
通
倫
宛）

で、

重
ね
て
新
島
が
金
森
に
馬
場
種
太
郎
の
札
幌
行

の
周
旋
を
進
め
る
の
も、

岡
山
教
会
に
関
係
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
「
320
号
書
簡」

の
出
さ
れ
た
時
期
に、

馬
場
種
太
郎
は
鳥
取
基

督
教
会
の
伝
道
に
従
事
し
て
い
た。

馬
場
種
太
郎
は
「
331

号
書
簡」
（
明
治
二
十
年
十
月、

大
島
正
健
宛）

に
よ
る
と、

札
幌
か
ら
の

帰
途
の

新
島
に

東
京
で
会
い、
「
340
号

書
簡」
（
同
年
十
一

月
二
十
一
日
付、

橘
仁
宛）

で
は、

す
で
に
「
御
地
二

出
候」

と
あ
っ
て、

大
島
正
健
の

依
頼、

新
島
の
周
旋
で、

は

や
く
札
幌
行
が
実
現
し
た。

事
実
『
基
督
教
新
聞』
（
明
治
二
十
年
十
月
十
九
日、

第
二
ニ
―

号）

に
は
「
札
幌
北
一

条
西
三
丁
目
大
島
正

健
方」

に
転
居
広
告
が
見
ら
れ、

つ
い
で
同
紙
第
二
二
五
号
(
+
一

月
十
六
日）

の
「
札
幌
通
信」

に
は、

「
神
戸
教
会
の
馬
場
種
太
郎

氏
も
北
海
道
伝
道
の
た
め
当
教
会
の
招
き
に
応
じ
来
着
あ
り
〔
中
略〕

去
る
安
息
日
に
は
大
島
馬
場
の
両
氏
空
知
地
方
に

赴
か
る
。

馬

場
氏
は
江
別、

当
別
の
地
方
に
巡
回
せ
ら
る
ぺ
し
」

と
そ
の
活
動
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

馬
場
の
札
幌
独
立
基
督
教
会
伝
道
師
と
し
て
の
活
動
は
二
十
三
年
九
月
ま
で
で、

後
任
に
同
志
社
の
中
江
狂
を
奨
め
て
辞
任
し、

年

来
の
英
語
神
学
研
究
の
道
に
進
ん
だ
が、

二
十
六
年
十
月
十
九
日、

京
都
で
三
十
一

歳
で
死
去
し
た。
「
535
号
書
簡」

参
照。

c

ひ
さ

7

金
森
通
倫
と
山
陽
英
和
女
学
校
教
師
西
山
小
寿
（
小
久）

の
結
婚
式
は
明
治
二
十
年
七
月
七
日、

岡
山
基
督
教
会
堂
で
お
こ
な
わ
れ

4
 た。

『
基
督
教
新
聞
』
（
明
治
二
十
年
七
月
二
十
七
日、

第
二
0
九
号）

に
よ
る
と、
「
当
日
の

来
賓
は
四
百
有
余
名
に
て
中
々
の
盛
式
な
り

し、

八
日
に
は
岡
山
城
内
な
る
芳
春
館
に
て
鹿
応
会
を
開
き
し
に
百
二
十
人
の
来
会
に
て
祝
文
朗
読
演
説
な
ど
も
あ
り
て
い
と
賑
合
た

り」

と
報
じ
て
い
る
。

471

柳
内
義
之
進
は
そ
の
履
歴
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

新
島
の

「
出
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
絹』
＝
ニ
ニ
I-
=
＝
＝
l

ペ
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注 解

ー
ジ）

に
よ
る
と 、

明
治
二
十
年
夏 、

札
幌
で
出
会
っ
た
人
名
の
な
か
に
「
当
別
村

父
亀
之
助
邦
直
長
男

柳
内
義
之
進」 、
「
当
別
ノ

人 、

札
幌
卒
業

柳
内
義
之
進
／
英
吉
利
法
律
学
校
／
神
田
錦
町
二
丁
目
」

と
見
え
る
。

害
簡
封
筒
の
表
書
か
ら
も
同
一

人
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

「
札
幌
卒
業」

と
は
札
幌
農
学
校
を
こ
の
年 、

二
十
年
七
月
卒
業
の
第
六
期
生
で
あ
る
（
「
札
幌
農
学
校
史
料」 、

『
北
大
百
年
史』

所
収）

。

「
英
吉
利
法
律
学
校」

す
な
わ
ち 、

の
ち
の

東
京
法
学
院
（
中
央
大
学）

に
つ
い
て
は 、

柳
内
の
上
京
後
の
こ

と
を
新
島
が
後
補
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か

。

な
お
『
明
治
学
院
五
十
年
史
』

に
は 、

明
治
十
五 、

十
六
年
の

「
生
徒
姓
名」

と
し
て

「
柳
内
義
之
助
（
札
幌）
」

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
(
-

四
六
ペ
ー
ジ） 、

柳
内
義
之
進
と
同
一

人
物
で
あ
る
か
ど
う
か
明
ら
か
で

な
い

。

「
札
幌
独
立
キ
リ
ス
ト

教
会
会
員
名
錨
」
（
『
札
幌
独
立
キ
リ
ス
ト

教
会
百
年
の
歩
み
』

下
巻
所
収）

に
は 、

こ
の

教
会
草
創
期
の
二
十
二
人

の
メ
ソ
バ
ー

の
一

人
と
し
て
明
治
十
五
年
十
二
月
二
十
八
日
の
入
会
と
し
て
い
る
。

な
お 、

上
京
中
の
柳
内
義
之
進
は 、

二
十
一

年
一

月
十
二
日 、

東
京
一

番
町
一

致
教
会
に
お
け
る
大
島
正
健
の
按
手
礼
試
験
に
教
会
総
代
と
し
て
出
席
し 、

そ
の
経
過
を
教
会
に
報
告
し

て
い
る
（
前
掲
甚
上
巻
所
収）
。

こ
の
「
323
号
書
簡」

の
追
而
書
に
見
ら
れ
る
「

伊
達
御
大
人
基
理
君」

は 、

さ
き
の
「
出
遊
記」

の
柳
内
義
之
進
と
し
る
し
た
す
ぐ

後
に
「
南
一

条
東
三
丁
目
一

番
地

伊
達
基
理
」

と
見
え
る
。

477

こ
の
「
324
号
書
簡
」
に
は
日
付
な
ら
び
に
宛
名
の
明
記
を
欠
い
て
い
る
。

「
正
四
0
0
書
簡」
（
七
九
八
ー

七
九
九
ペ
ー
ジ）

で
は
日
付
を

「
明
治
二
十
年
八
月
」

と
し 、

宛
名
は
「
中
村
栄
助
」

宛
で
あ
る
。

い
ま 、

こ
れ
に
従
い
推
定
と
し
て 、

こ
こ
に
掲
げ
た 。

8
 
7

「
出
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
網』

二
九
九
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と 、

ハ
ー

デ
ィ
ー

(
Al
p
he
us
Har
d
y ,
 
1
8
1
5|

1

捻
7
)

の
訃
報
に
つ

4
 い

て
は
八
月
十
四
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
廿
年
八
月
十
一

日
発
ノ
電
報
ヲ
以
テ

、

ハ
ー

デ
ー

氏
永
眠
ノ
由 、

同
十

〔

無
〕

三
日
ノ
朝
西
京
ョ
リ
ノ
電
報
二

接
ス
。

嗚
呼 、

氏
ハ

予
力
日
本
伝
道
上
二
比
ノ
良
友 、

又
予
力
米
国
ノ
父
ト

モ
称
セ
ッ
人
ナ
リ
。

嗚
呼

良
友
往
焉 、

予
ノ
心
ヲ
如
何
二
七
ソ
。

米
国
之
慈
父
ヲ
失
フ
、

予
ハ

孤
中
ノ
最
不
幸
ナ
ル
孤
ナ
ル
カ
」

と 。

こ
の
「
324
号
書
簡
」

の
文

辞
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

「
338
号
書
簡」
（
明
治
二
十
年
十
一

月
二
十
日
付 、

中
村
栄
助
宛）

な
ら
び
に

「
ハ
ー

デ
ィ

氏
ノ

生
涯
卜

人
物」
（
第
2
巻
『
宗
教
網』

四
0

八
ー

四
一
八
ペ
ー
ジ
）

参
照 。

＊
＊
片
桐
清
治
（
一
八
五
六
ー一

九
二
八）

は
陸
中
国
（
岩
手
県）

水
沢
の
生
ま
れ

。

山
崎
為
徳
の
後
を
お
っ
て
同
志
社
に
入
る
。

明
治
十
四

（
一
八
八
一
）

年
五
月
一

日
第
二
公
会
で

宣
教
師
ゴ
ー
ド
ソ
か
ら

洗
礼
を
う
け
入
会 。

同
時
の
受
洗 、

入
会
者
は
池
袋
清
風 、

三
宅
荒

865 



毅、

木
村
経
夫、

鎌
田
（
原
田）

助、

新
島
襄
の
母
ト
ミ
ら
で
あ
っ
た
（
第
2
巻
『
宗
教
絹』、

史
料
132
「
第
二
公
会
録
事」）
。

十
七
年
四
月

調
べ
の
「
同
志
社
英
学
校
生
徒
名
」
（『
同
志
社
百
年
史

資
料
網
ー
』

所
収）

に
よ
る
と、

当
時
四
年
生。

そ
の
四
月
二
十
日
の
池
袋
清

風
の
日
記
に
は
彼
の
述
懐
が
次
の
よ
う
に
し
る
さ
れ
て
い
る
。

「
自
分
モ
君
力
如
ク
晩
学、

諸
誦
カ
二

乏
ッ
ク
無
益
ノ
時
間
ヲ
費
ッ
、

聖
書
及
ヒ
信
仰
ノ
為
二

時
ヲ
得．
ス
。

且
来
年
マ
デ
ニ

帰
国
ノ
限
ア
ル
故、

昨
年
頃
ョ
リ
正
則
英
学
ヲ
止
メ
ソ
ト
セ
ッ
モ
、

諸
兄
弟
ノ
勧

メ
ニ

依
リ
今
日
マ
テ
試
ミ
タ
ル
ニ
、

猶
益
ナ
ケ
レ
バ

今
ョ
リ
断
然
退
校
下
宿
ッ
、

課
目
今
一

年
ノ
英
書
ヲ
独
学
ッ
、

余
暇
ヲ
以
テ
君
等

ガ
神
学
等
ノ
課
ヲ
モ
学
バ
ソ
」

と。

彼
の
そ
の
後
の
一

年
の
修
業
は
詳
か
に
し
え
な
い
が、

十
八
年
六
月
そ
し
て
そ
れ
以
後
の
英
学
校

普
通
科
の
卒
業
者
名
に
は
彼
の
名
は
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
し
て
明
治
十
八
年
九
月、

小
崎
弘
道
の
東
北
殊
に
水
沢
伝
道
に
際
し
て

は
小
崎
と
と
も
に
巡
回
伝
道
説
教
を
す
る
彼
の
姿
を
小
崎
の
「
日
録」
（
明
治
十
八
年
九
月

日
録

第
二）

は
伝
え
て
い
る
。

新
島
が
札
幌
か
ら
の
帰
途、

函
館
浜
町
の
朴
中
村
茂
七
方
か
ら
お
く
っ
た
こ
の
「
325
号
書
簡」

は、

水
沢
吉
小
路
の
諧
義
所
を
あ
ず

か
る
片
桐
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

片
桐
清
治
は
二
十
六
年
九
月
二
十
八
日
福
島
教
会
の
設
立
に
さ
い
し
て
按
手
礼
を
う
け、

三
十
年

四
月
に
は
宮
城
（
仙
台）

教
会
の
牧
師
と
な
り、

終
生
東
北
の
牧
会
・

伝
道
に
あ
た
っ
た
。

480

こ
の
「
326
号
書
簡
」

は
日
付
な
ら
び
に
宛
名
の
明
記
が
な
い
。
「
続
一

八
書
簡」

（
三
九
ペ
ー
ジ）

で
は
日
付
は
「
明
治
二
十
年
九
月

二
十
五
日
」

付、

宛
名
は
「
新
島
公
義」

宛
で
あ
る
。

い
ま、

こ
れ
に
従
い
推
定
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ
た
。

＊
＊
こ
の
「
327
号
書
簡」

に
は
日
付
な
ら
び
に
宛
名
の
明
記
は
な
い
。
「
続
一

九
書
簡」
（
三
九
—
四
〇
ペ
ー
ジ）

で
は
日
付
は
「
明
治
二
十

年
十
月
二
日
」

付
と
し、

宛
名
は
「
新
島
公
義」

宛
で
あ
る
。

い
ま、

こ
れ
に
従
い
推
定
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ
た。

483

こ
の
書
簡
は
「
正
四
0
一

書
簡」
（
七
九
九
ー
八
0
0
ペ
ー
ジ
）

で
は、

そ
の

日
付
を
十
月
四
日
と
し
て
い
る
が、

十
月
八
日
の
誤
り

で
あ
る
の
で
訂
正
し
て
こ
こ
に
掲
げ
る
。

＊
＊
『
京
都
看
病
婦
学
校
設
立
趣
旨
』
（『
同
志
社
百
年
史

資
料
編
ー
』

所
収）

に
よ
る
と
明
治
十
九
年
四
月
に
（
明
治
十
九
年
四
月
十
六
日
付、

川
本
泰
年
・

鎌
田
助
宛
「
217
号
書
簡」

参
照）、

活
版
で
寄
附
金
募
集
を

「
東
京
横
浜
井
二

京
坂
神
其
外
各
地
方
二

於
テ
我
ガ
社
友
中
然
ル

ベ

キ
人
二

京
都
看
病
婦
学
校
寄
附
金
募
集
委
員
〔
中
略〕

ヲ
委
托」

し
て
は
じ
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
し
て
二
十
年
七
月
二
十
三
日
北
垣

国
道
京
都
府
知
事
宛
の
「
私
立
看
病
婦
学
校
開
設
之
儀
二

付
伺
」
（
前
掲
書
所
収）

に
か
か

げ
る
「
名
称」

も
「
京
都
看
病
婦
学
校」

と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
開
業
を
一

カ
月
余
の
目
前
に
し
て、

新
島
は
「
此
事
ハ

些
少
之
事
二

似
タ
ル
モ
大
分
世
間
之
人
気

ニ

関
ス
ヘ
ク
候
間、

我
翡
之
注
意
ヲ
要
ス
ル
事
卜
存」

と
述
べ
て、

ペ
リ
ー
が
そ
の
名
称
を
「
同
志
社
看
病
婦
学
校」

と
変
更
し
て
は
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注 解

と
い
う
申
し
出
に
惧
重
で
あ
っ
た。

着
病
婦
学
校
に
同
志
社
の
名
を
冠
ら
せ、

そ
の
名
称
を
変
更
す
る
と
い
う
ペ
リ
ー
の
申
し
出
の
背
後
（
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
ソ
・
ポ
ー
ド

婦
人
協
会）

の
う
ご
き
の
究
明
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

484

こ
の
「
331
号
書
簡」

は
日
付
な
ら
び
に
宛
名
の
明
記
が
な
い
。
「
正
一

三
六
書
簡」
（
三
四
六
ー
三
四
八
ペ
ー
ジ
）

で
は、

そ
の
日
付
を

「
明
治
二
十
一

年
月
日
未
詳」

と
し、

宛
名
は
「
大
島
正
健」

宛
で
あ
る
。

な
お
大
島
正
健
の
『
ク
ラ
ー
ク
先
生
と
そ
の
弟
子
達
」
（
昭
和

十
二
年
七
月
五
日、

帝
国
教
育
会
出
版
部）

に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
害
簡
は、

「
前
略」

と
し
て、

本
文
は

「
滞
京
中」

か
ら
は
じ
ま

り、

片
仮
名
混
り
文
で、

日
付
は
「
明
治
廿
一

年
九
月」、
「
罪」

と
署
名
し、

宛
名
は
「
大
島
正
健
喪
兄」

と
あ
る
。

ま
た
同
書
の
補

訂
版
（
大
島
正
満
補
訂、

国
書
刊
行
会）

は、

日
付
は
「
明
治
二
十
年
晩
秋」、
「
襄」

と
署
名
し、

宛
名
は
「
大
島
正
健
賢
兄」

と
あ
る
。

と
こ
ろ
で、

問
題
は
こ
の
書
簡
の
日
付
で
あ
る
。

大
島
正
健
の
「
オ
ル
ヂ
ネ
ー
ツ
ョ
ソ
」

す
な
わ
ち
按
手
礼
試
験
は
明
治
二
十
一

年
一

月
十
二
日
に
東
京
一

番
町
一

致
教
会
で
お
こ
な
わ
れ、

十
七
日
按
手
礼
式
が
お
こ
な
わ
れ
た。

よ
っ
て、

こ
の
書
簡
の
日
付
は
補

訂
版
に
見
ら
れ
る
日
付
（
明
治
二
十
年）

が
本
文
の
内
容
か
ら
し
て
妥
当
で
あ
る
。

し
か
も、

冒
頭
に
見
ら
れ
る
新
島
が
馬
場
種
太
郎
に

「
滞
京
中」

に
会
う
と
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と、

そ
れ
は
二
十
年
九
月、

北
海
道
か
ら
東
京
に
到
着
し、

「
九
月
中
旬

漸
時
滞
留」

し
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
網』、
「
出
遊
記」
二
九
九
ペ
ー
ジ
）

と
い
う
時
期
し
か
あ
り
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
、

い
ま
こ
の
「
331
号
書
簡」

の
日
付
は
新
島
が
京
都
に
帰
着
し
て
あ
ま
り
日
時
を
経
な
い
「
十
月
上
旬」

と
推
定
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

187

山
本
覚
馬
の
娘、

山
本
久
栄。

徳
宮
健
次
郎
と
の
恋
愛
に
つ
い
て
は、

蓋
花
自
身
の
告
白
的
小
説
『
黒
い
眼
と
茶
色
の
目
』

に
詳
し

い
。

こ
こ
で
は
山
本
久
栄
の
教
籍
を
年
代
順
に
掲
げ
て
お
く。

「
京
都
今
出
川
第
一

教
会
姓
名
録」

に
よ
る
と、

明
治
十
八
年
六
月
二
十
一

日、

西
京
河
原
町
三
条
上
ル

山
本
ヒ
サ
ヘ

受
洗、

»ヽ
'
‘‘

明
治
十
九
年
十
一

月
二
十
二
日
同
志
社
教
会
に
転
会。

「
京
都
第
二
公
会
姓
名
録」

に
よ
る
と、

明
治
十
九
年
十
一

月
二
十
二
日、

第
一

教
会
よ
り
転
入
と
し
て
、

本
籍
は

京
都
府
山
城
国

河
原
町
三
条
上
ル
、

住
所
は
京
都
府
同
志
社
女
学
校、

山
本
覚
馬
次
女、

山
本
久
枝
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。

「
河
原
町
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
記
録
（
ワ
ス
ロ
ソ
神
父
筆
記）
」

に
よ
る
と、

一

八
九
二
年
十
一

月
一

日`
、、
ド
ソ

司
祭
か
ら
洗
礼
を
う
け

る、

こ
の
聖
フ
ラ
ソ
ッ
ス
コ
・

ザ
ビ
エ
ル
教
会
に
お
け
る
七
―
――一
番
目
の
信
者、

洗
礼
名
は
プ
ラ
ン
デ
ィ
ー
ナ、

洗
礼
に
お
け
る
ゴ
ッ

〔

マ

マ

〕

ド
マ
ー
ザ
ー
は
マ
リ
ア
・
七
シ
リ
ア
・

オ
バ
ク
ト
ミ
。

住
所
は
河
原
町
三
条
下
ル
、

父
は
山
本
覚
馬、

母
の
表
示
は
な
い
。

ち
な
み
に
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一

八
九
三
年
七
月
二
十
日
死
亡
と
し
る
し
て
い
る。

な
お
山
本
久
栄
は
同
志
社
女
学
校
（
本
科
四
年）

を
明
治
二
十
一

年
六
月
卒
業。

遺
品
庫
史
料
に
は
彼
女
の

明
治
二
十
四
年
六
月
二

十
四
日
付
の
英
和
女
学
校
（
神
戸
女
学
院）

の
卒
業
証
書
が
あ
る。

＊
＊
愛
宕
郡
清
滝
（
右
京
区
嵯
峨
清
滝）

の
ま
す
や。

こ
の
「
334
号
四
簡」

の
追
而
害
は
「
正
二
七
〇
害
簡」
（
六
0-――
ー
六
〇
四
ペ
ー
ジ
）

で
は
伊
勢
時
雄
の

教
会
合
同
に

対
す
る

姿
勢
を

8
 き

び
し
い
言
葉
で
非
難
し
て
い
る
が、

そ
の
う
ち
「
同
氏
ノ
浮
葬
ノ
如
キ
ハ

小
生
モ
大
二

心
配
致
居
候、

氏
ハ
コ
マ
ッ
タ
事
ニ
ハ

甚
器

ノ
小
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ、

人
ョ
リ
自
在
二

動
カ
サ
レ
易
キ
男
ナ
リ
」、
「
彼
一

人
力
聯
合
二

軽
奔
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」

が
削
除、

省
略
さ
れ
て

い
る
の
で、

原
文
を
全
文
収
載
し
た。

邸

京
都
看
病
婦
学
校
・

同
志
社
病
院
・

同
志
社
書
籍
館
の
開
業
式
で、

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
で
あ
る。

第
一

唱
歌

第
二

祈
薦

第
三

歓
迎
の
詞

第
四

看
病
婦
学
校
設
立
の
来
歴

第
五

同
校
の
目
的

第
六

病
院
と
看
病
婦
学
校
の
関
係

第
七

祈
認

第
八

唱
歌

第
九

祝
文

祝
詞

同祝
文

同同

米
国
全
権
公
使

米
国
領
事

下
京
区
長

上
京
区
長

ゴ
ル
ド
ソ
氏

中
村
栄
助
氏

高
松

葬
氏

新
島

襄
氏

パ
ク
レ
ー
氏
夫
人

松
山
高
吉
氏

同
志
社
女
学
校
生
徒

北
垣
京
都
府
知
事

ハ
。ハ
ア
ル
ド
氏

ヂ
ョ
ニ
ガ
ソ
氏

竹
村
藤
兵
衛
氏

杉
浦
利
貞
氏

半
井

澄
氏
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注 解

（『
同
志
社
百
年
史

資
料
絹
ー』

所
収）

な
お 、

新
島
が
述
べ
て
い
る
「

植
村
正
久 、

奥
野
昌
網
両
氏
大
坂
二

参
候
間」

は 、

植
村
の
詳
細
な
行
動
は
明
ら
か
で
な
い
が
『
基

督
教
新
聞』
（
明
治
二
十
年
十
一
月
＝―
十
日 、

第
二
二
九
号）

の
「

教
報」

に
は
「

大
坂
浪
華
教
会
信
仰
復
興
の

模
様」

が

掲
げ
ら
れ
て

お
り 、

こ
れ
に
よ
る
と 、
「
去
る
八
日
よ
り
牧
者
の
事
に
付
き
三
日
間
連
夜
祈
躊
会
を
開
き
〔
中
略〕

十
三
日
即
ち
日
曜
日
に
は
東
京
よ

り
来
阪
せ
ら
れ
た
る
奥
野
牧
師
に
説
教
を
請
ひ
し
が 、

氏
の
溢
る
4
計
り
の
愛
情
と
燃
え
立
つ
如
き
熱
心
に 、

か
て
4
加
へ
て
主
の
御

恩
は
我
々
信
者
の
上
に
蓋
ひ
し
に
因
て 、
一

同
涙
に
む
せ
び
て
謹
聴
し
大
に
信
仰
の
度
を
増
進
せ
り
〔
後
略〕
」

と
あ
っ
て 、

奥
野
昌
網

が
来
阪
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る 。

こ
の
「
337
号
書
簡」

に
は
日
付
な
ら
び
に
宛
名
の
明
記
を
欠
い
て
い
る 。

「
続
二
0
書
簡」

（
四
0
ペ
ー
ジ）

で
は
日
付
は
「
明
治
二

，゚

 

十
年
十
一

月
十
八
日」

付
と
し 、

宛
名
は
「

新
島
公
義」

宛
で
あ
る 。

い
ま 、

こ
れ
に
従
い 、

推
定
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ
た 。

＊
＊
十
一

月
二
十
日 、

安
息
日 、

同
志
社
公
会
堂
で
お
こ
な
わ
れ
た
「
ハ
ー
デ
ィ

氏
ノ
生
涯
卜

人
物」

と
題
す
る
「
紀
念
説
教」

は
第
2

巻
『
宗
教
編
』

（
四
0
八
ー

四
一
八
ペ
ー
ジ）

に
収
載
し
て
い
る 。

橘
仁
に
つ
い
て
は
新
島
襄
の
日
記
「
出
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
編』

所
収）

で 、

断
片
的
な
こ
と
で
あ
る
が 、

知
る
こ
と
が
で

2，

 

き
る 。

す
な
わ
ち 、

札
幌
到
着
一

週
間
後 、

七
月
十
三
日
の
条
に
「
橘
仁
（
旧
甚
兵
衛 、

津
田
先
生
ノ
僕）

ナ
ル
人
ノ
妻
い
つ
来
訪
ス
」

（
二
九
七
ペ
ー
ジ
）

と
見
え 、

北
四
条
東
一

丁
目
一

番
地
福
士
成
豊
の
家
に
仮
寓
す
る
新
島
を
津
田
仙
の
と
こ
ろ
に
い
た
橘
仁
の
妻
が
訪

ね
て
来
て
い
る
記
事
で
あ
る 。

も
う
―
つ
は 、

札
幌
滞
在
中
に
出
会
っ
た
人
び
と
の
人
名
覚
え
の
な
か
に 、

「
旧
甚
兵
衛
橘
仁」

と
併

記
し 、

そ
の
下
に
「
氏
ノ
妻
イ
ツ
」

と
し
る
し
て
い
る 。

こ
の
「
340
号
書
簡」

の
追
而
書
に
よ
れ
ば 、

札
幌
滞
在
中 、

家
ご
と
の
交
わ
り
が
知
ら
れ 、

し
か
も
新
島
が
大
島
正
健
の
上
京
（
按

第
十

第
十
一

第
十一

第
十一―

同同英
語
唱
歌

同
志
社
書
籍
館
奉
献
の
祈
禰

演
説

祝
蒻

グ
リ
ー
ソ
氏

金
森
通
倫
氏

デ
ウ
キ
ス
氏

田
中
源
太
郎
氏

西
村
七
三
郎
氏
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手
礼
の
た
め）

を
問
い
合
せ、

つ
い
で
馬
場
種
太
郎
の
こ
と
に
つ
い
て
「
万
事
御
心
添」
と
述
べ
て
お
り、

札
幌
独
立
教
会
に
橘
仁
の
深

く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る。

な
お
『
札
幌
独
立
キ
リ
ス
ト
教
会
百
年
史
の
歩
み
』
（

上
巻）
に
よ
る
と、

橘
仁
は
「
明
治
八
年
津
田
仙
の
学
農
社
に
罷
学
を
学
び、

後
に
北
海
道
開
拓
の
志
を
起
し、

明
治
十
六
年
四
月
来
道、

十
七
年
十
二
月
〔
札
幌
独
立
教
会
に〕

入
会
し
た。

そ
の
後、

元
村
に
定

住、

苦
心
の
末、

林
檎
の
栽
培
に
大
成
功
を
収
め
た
〔
中
略〕
一

家
を
挙
げ
て
教
会
を
支
え
た」

と
あ
る。

494

新
島
襄
が
「
小
生
美
術
上
之
妙
手」
(「
312

号
書
簡」
参
照）

と
す
る
ポ
ソ
チ
。

こ
の
絵
（

図
版
参
照、

縦
横
1
9.

8
X
25.
 4
-t
 1/
'7")

は
薄

青
色
の
洋
紙
に
イ
ソ
ク
で
丹
念
に
し
た
た
め
ら
れ、

「
正
二
七
一

書
簡」

（
六
0
五
ー
六
0
七
ペ
ー
ジ）

に
同
封
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。

い
ま
ま
で
コ
ロ
ク
イ。
フ
版
あ
る
い
は
写
真
銅
版
で、

こ
の
ポ
ソ
チ
は
公
開
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た。

こ
の
ポ
ソ
チ
は
^̂
A
rece
nt
 sce
ne
 in
 the
 Paci
fic
 U
ni
on
 Par
k"

と
題
し
て
お
り、

左
の
鍵
P
の
か
か
っ
た
檻
は
左
下
隅
に

T
he
 U
nion
 Ca
ge

と
し
る
し、

そ
の
中
の
二
人
（
一
人
は
葉
巻
を
く
ゆ
ら
す
門
番）

の
'̂
T
h
is
c
ha
p
 sa
ys
/
 P
ra
y
 co
me
 in
/
 We
 

ca
n'
t
 get
 alon
g
 wit
hout
 yo
u.
 "

に
は
じ
ま
る
言
葉
が
左
上
隅
か
ら
書
か
れ
て
い
る。

鞭
と
手
網
を
も
っ
て、

檻
に
近
付
く
you
n
g

j
u
ggler

に
は
「
案
内
者」

と
し
る
し、
「
頼
ム
ソ

シ
ッ
カ
リ
ッ
ロ
」

と
説
明
し
て
い
る。
動
物
(ti
ger)

は
ĉ
U
ni
on"

と
書
き
し

る
し
た
テ
ー
プ
で
目
隠
し
さ
れ
て
お
り、

腹
部
に
は
^̂
Con
gr.

C
h
urc
h
 in
 
Ja
pa
翌

と
し
る
さ
れ、

乗
っ
て
い
る
眼
鏡
を
か
け、

し
か
も
睡
り
こ
け
る
人
物
に
つ
い
て
は
「
熟
睡
又
熟
睡
／
垂
涎
又
垂
涎
／
借
問
是
何
人
／
近
眼
而
無
智」

と
説
明
し
て
い
る。

い
ま、

そ
の
英
文
で
し
る
さ
れ
た
全
文
を
掲
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る。

A
 recent
 scen
e
 in
 t
he
 Pa
ci
fic
 U
nion
 Par
k
 

T
his
 cha
p
 sa
ys.
 
P
ra
y
 co
me
 in.
 

We
 ca
n'
t
 get
 al
on
g
 wit
h
o
ut
 you.
 

T
his
 door
kee
per
 of
 the
 I
ro
n
 Ca
ge
 is
 a
 clea
ver
 fell
o
w.
 

He
 sa
ys
 you
 are
 a
ll
 we
lc
o
med
 here.
 

P
ra
y
 co
me
 in
 wit
hout
 a
 least
 hesitati
on•

Y
o
u
 wi
ll
 be
 h
a
p
p
y,
 
free
 a
n
d
 a
ll
 ri
g
ht
 i
n
 this
 Ca
ge.
 

H
o
we
ver
 it
 is
 his
 inte
ntion
 to
 loc
k
 u
p
 the
 Ca
ge
 a
fter
 the
y
 all
 got
 into
 it•

He
 has
 a
 ke
y
 in
 his
 ha
n
d
 

li
ke
 a
 letter
 P.
 

'̂
Dear
 Sir:
 I
 ha
ve
 le
d
 this
 slee
pi
n
g
 ge
ntle
ma
n
 &
 his
 tiger
 hit
her.
 

sa
ys
 his
 you
n
g
 ju
g
gler.
 

Wi
ll
 you
 let
 us
 all
 go
 m
 ?"
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注 解

A
 short
 sighted
 ge
n
tle
ma
n
 sleeps
 soundl
y
 on
 his
 tigers
 back•

He
 goes
 wherever
 his
 tiger
 goes.
 

T
his
 tiger
 pro
fesses
 to
 be
 a
 lover
 of
 freedo
m.
 
B
ut
 being
 blind
 folded
 he
 beca
me
 ta
me
 &
 ti
mid,
 

a
nd
 is
 led
 disg
race
fu
ll
y
 by
 a
 j
uggler
 to
 an
 I
ron
 Cage,
 not
 kno
wing
 what
 
wi
ll
 happe
n
 to
 hi
m
 in
 

fut
ure.
 So

me
 people
 do
 not
 follo
w
 this
 march.
 
No,
 no,
 never.
 
A
 lover
 of
 the
 free
 syste
m!
 

See!
 ho
w
 lo
w
 he
 drags
 his
 tail.
 
T
his
 tiger
 ma
y
 re
main
 a
 tiger
 but
 a
 tiger
 in
 the
 Cage·
 

Alas!!!
 (
1
 t,
 Y
 
-:;
 ?
 fi
 ... Hli!b’
斉
K.
n
ゅ
h
岱
ふ
誤
迂）

し
げ
か
ず

大
志
万
重
咎
（
一
八
五
―
_―
九
三
0)
は
京
都
府
何
鹿
郡
佐
賀
村
居
住。

明
治
十
三
年
十
月
以
来
府
会
議
員。

十
七
年
五
月
の
「
明

6
 
，

 

治
専
門
学
校
創
立
袈
成
者
姓
名」
（『
同
志
社
百
年
史

資
料
網
ー』
所
収）

に
名
を
連
ら
ね
て
い
る。
「
同
志
社
大
学
記
事」
（
第
1
巻
『
教

育
絹』
一
九
七
ー一
九
八
ペ
ー
ジ）
に、

「〔
明
治
二
十
年〕

九
月
五
日
中
村
栄
助、

浮
田
和
民、

新
島
公
義
ノ
三
氏
ハ
〔
新
島
襄―-
〕

代
リ

テ
京
都
ヲ
発
ッ、

両
丹
州
中、

亀
岡、

園
部、

綾
部、

福
知
山、

宮
津、

舞
鶴、

峰
山
等
ノ
各
地
ヲ
遊
説
ッ
寸
進
尺
歩
創
立
ノ
準
備
ヲ

図
ル、

遊
説
ノ
三
氏
ヲ
迎
へ
尽
カ
ノ
労
ヲ
扉
フ
ッ
ク
ル
モ
ノ
ハ
官
民
ヲ
問
ハ
ズ、

而
ッ
テ
重
達
テ
斡
旋
セ
ラ
レ
タ
ル
者
2一
国、

各
郡

郡
長、

陶
不
菰
二
郎
氏、

石
田
真
平
氏、

稲
葉
市
郎
〔
右〕

衛
門
氏、

柳
島
誠
氏、

野
田
新
氏
等
ニ
ッ
テ、

二
国
ノ
府
会
議
員
中
ニ
テ

ハ
田
中
源
太
郎、

川
勝
光
之
助、

垂
水
新
太
郎、

松
本
巳
之
助、

谷
紀
百、

片
岡
健
之
助、

大
志
万
重
唇
〔
中
略〕

皆
ナ
五
里
或
ヒ

ハ
七
里
ノ
道
程
ヲ
越
へ
来
リ
テ
三
氏
ノ
遊
説
ヲ
助
ヶ
ラ
レ
タ
リ
〔
中
略〕

十
二
月
中、

新
島
襄
ョ
リ
夏
中、

中
村、

浮
田、

新
島
ノ―――

氏
出
張
先
キ
懇
切
ナ
ル
取
扱
ヲ
受
ヶ
タ
ル
人
、々

特
二
郡
長、

府
会
議
員
二
当
テ
謝
礼
状
ヲ
送
呈
セ
リ」
と
あ
り、
こ
の
「
343
号
害
簡」

は
こ
の
お
り
に
出
さ
れ
た
謝
礼
状
の
―
つ
に
該
当
す
る。
「
332
号
書
簡」
（
明
治
二
十
年
十
月
二
十一
日
付、
中
村
栄
助
宛）

も
こ
の
遊
説
に

と
も
な
う
中
間
措
置
で
あ
る。

切

大
江
頼
之
助
（一
八
六
0
|―
九
二
九）
は
兵
庫
県
城
崎
郡
瀬
戸
村
の
人。

家
は
回
船
問
屋
·
網
元。
大
阪
の
立
憲
政
党
に
加
わ
っ
て
民

権
運
動
に
も
か
か
わ
っ
た。

明
治
二
十
二
年
二
月
か
ら
一
年
間、

兵
庫
県
会
議
員
と
な
っ
た。

＊
＊
こ
の
「
345
号
書
簡」
に
こ
の
別
紙
は
伝
存
し
な
い。

98

伊
東
熊
夫
（一
八
四
九
ー一
九――――)
は
山
城
国
（
京
都
府）
綴
喜
郡
普
賢
寺
村
に
生
ま
れ
る。

明
治
十一
年
田
辺
に
蚕
箸
家
塾、

十
四

4
 年

に
南
山
義
塾
を
お
こ
し
て
地
方
子
弟
の
教
育
・
啓
蒙
に
あ
た
る
と
と
も
に、

大
阪
の
立
憲
政
党
に
入
党
し、

自
由
民
権
運
動
に
た
ず

871 



さ
わ
っ
た。
ま
た、
十
二
年
以
来
府
会
議
員
と
な
り、
十
五
年
四
月
に
は
郡
部
会
副
議
長、
常
置
委
員
を
つ
と
め、
二
十
二
年
十
二
月

退
任
す
る
ま
で
活
発
な
府
会
活
動
を
展
開、
二
十＿―-
年
七
月
の
第一
回
衆
議
院
議
員
に
当
選、
立
憲
自
由
党
の
常
議
員
に
選
出
さ
れ

た。
新
島
襄
の
す
す
め
る
大
学
設
立
運
動
（
と
く
に
明
治
専
門
学
校
設
立）
に
は
京
都
府
郡
部
議
員
と
し
て
当
初
か
ら
袈
成
者
の一
人
と

な
っ
た。
「
同
志
社
大
学
記
事」
（
第
1
巻
『
教
育
網』
一
八
九ペ
ー
ジ）
に
よ
る
と、
明
治
十
七
年一
月
十
九
日、

新
島
襄
宅
に
お
け
る

相
談
会
で、
彼
は
発
起
者
と
な
る
志
を
述
ぺ、
「
此
挙
ヲ
賛
成
七
サ
レ
バ
他
二
賛
成
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ッ」
と
言
っ
て、
浜
岡
光
哲
ら
十

七
人
の
発
起
人
の
中
に
加
わ
っ
た。

499

松
山
高
吉
の
平
安
基
督
教
会
牧
師
就
任
は、
「
平
安
教
会
正
紀」
（『
平
安
教
会
百
年
史』
所
収）
に
よ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る。

明
治
二
十
年
六
月

日
第一
教
会
ノ
信
徒
八
十一
名、
第
三
教
会
ノ
信
徒
八
十
九
名
相
会
ッ
更
ニ
―
大
教
会
を
興
隆
セ
ソ
ト
欲

ツ、
京
阪
近
畿
諸
教
会
ノ
委
員
ヲ
聘
ッ
テ
参
謀
ト
ナ
ッ、
双
方
互
ヒ
ニ
第一
第一ー一
等
数
字
ノ
教
会
名
ヲ
廃
ッ、
新
ク
ニ
平
安
教
会

ヲ
創
立
ス
ル
コ
ト
ヲ
議
定
ッ、
在
二
上
帝
二
替
テ
開
会
ノ
式
ヲ
執
行
ス

而
テ
両
会
都
合
百
七
拾
名
ノ
兄
弟
姉
妹ハ
皆
基
督
ノ
感

化
二
由
テ一
体
ト
ナ
リ
親
密
合
相
援
ヶ
相
順
ヒ
平
安
ノ
真
理
ヲ
平
安
ノ
地
二
眩
曜
セ
ソ
コ
ト
ヲ
祈
念
ッ
解
散
ス

明
治
二
十
年
十一
月
九
日
松
山
牧
師
始
メ
テ
京
都
二
来
ル

六
十
余
名
ノ
信
徒
迎
テ
之
ヲ
若
王
子
山
二
誘
ヒ、
兄
弟
姉
妹
皆
祈
訪

ヲ
以
テ
懇
親
ヲ
結
フ

頑
来
会
員
ノ
信
仰
勃
然
ト
シ
テ
興
リ
各
歓
喜
ノ
色
ア
リ

同
年
十
二
月
二
日
教
会
ノ
殿
堂
落
成
ッ、
組
合

四
十
余
ノ
教
会
委
員
ヲ
聘
ッ
献
堂
及
ヒ
牧
師
就
任
式
ヲ
執
行
ス
〔
後
略〕。

o゚

He
nry
 Martyn
 Dexter
 (
1
8
2
1

|
1
8
9
0)

デ
キ
ス
ク
ー
（
デ
ク
ト
ル）
は
雑
誌
「コ
ソ
グ
リ
ゲ
ー
ツ
ョ
ナ
リ
ス
ト」(T
he
Cong,
 

regationalist)
の
主
筆。
「
勺
引
り

rIオ
フ
コ
ソ
グ
リ
ゲ
〔
ツ〕
ョ
ナ
リ
ズ
ム」
A
Han
dbook
 
of
 Congregationalis
m
 

は一
八
八
0
年
の
出
版
で
あ
る。

こ
の
翻
訳
は
池
本
吉
治
の
抄
訳
で
『
会
衆
派
教
会
政
治
摘
要
全』
（
明
治
二
十
二
年一
月、
警
醒
社、
一
四
八ペ
ー
ジ）
と
し
て
出
版
さ

れ
た。

2
 
0

こ
の
「
348
号
書
簡」
は「
正
ニ
二
八
書
簡」
（
五一
七
ー五一
八ペ
ー
ジ）
で
は
そ
の
日
付
を
明
治
二
十一
年
十
二
月
十
日
と
し
て
い
る。

し
か
し、
小
崎
弘
道、
湯
浅
治
郎
の
ほ
か
宮
川
経
輝、

大
沢
善
助
の
四
名
が
社
員
に
な
る
の
は
「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）」

（
第
1
巻
『
教
育
絹』
二
九
八ペ
ー
ジ
参
照）
に
よ
る
と、
二
十一
年
二
月
に
（
日
付
を
欠
く）、
「
社
員
増
加」
と
朱
書
し、
「
右
四
氏
過

般
来
相
談
相
整、
同
志
社
々
員二
加
入
被
致
候
二
付、
本
日
改
而
府
庁へ
右
加
入
之
義
御
届
申
候
間、
此
段
全
校
諸
士
二
御
通
知
申
候

872 



注 解

也」

と
見
え
る
か
ら、

こ
の
書
簡
は
そ
の
前
年
十
二
月
十
日
の
発
信
と
す
る
の
が
至
当
で
あ
る
。

よ
っ
て、

従
来
の
日
付
（
年
代）

を

改
め
て
こ
こ
に
掲
げ
た。

な
お、

新
島
は
現
社
員
を
な
お
七
名
増
加
し
都
合
十
三
人
と
す
る
と
述
べ
て
い
る
が、

そ
の
当
時
現
社
員
は
新
島
襄、

山
本
覚
馬
の

ほ
か
明
治
十
六
年
二
月
十
三
日
に
加
わ
っ
た
松
山
高
吉、

伊
勢
時
雄、

中
村
栄
助
の
都
合
五
名
で
あ
る
か
ら、

内
描
想
と
し
て、

小
崎

弘
道、

湯
浅
治
郎、

宮
川
経
輝、

大
沢
菩
助
の
四
名
を
加
え、

し
か
も
さ
ら
に
「
京
地」

に
二
人、

大
阪
に
も
う
一

人、

都
合
七
人
を

増
し
て、

し
た
が
っ
て
そ
の
数
は
十
二
人
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

事
実、
「
357
号
書
筒」
（
明
治
二
十
一

年
一

月
九
日
付、

湯
浅
治
郎
宛）
に
は

「
社
員
ハ

十
二
名
マ
テ
増
加
之
租」
と
あ
る
。

し
か
し、
「
459
号
書
簡」
（
明
治
二
十
一

年
八
月
十
六
日
付、

中
村
栄
助
宛）

に
は
「
金
森
氏
を

社
員
二

加
入
之
事
ハ

大
賛
成」

と
も
述
べ
て
お
り、

そ
う
し
た
事
態
か
ら
お
す
と、

新
島
の
単
な
る
計
算
の
あ
や
ま
り
と
い
え
な
い
か

も
し
れ
な
い
。

3
 
0

こ
の
「
349
号
書
簡
」
は
「
続
四
六
書
簡」
（
七
四
ー
七
五
ペ
ー
ジ
）

で
は、

そ
の
日
付
（
年
代）

を
明
治
二
十
一

年
十
二
月
十
二
日
と
し
て

5
 い
る。

し
か
し
「
同
志
社
大
学
設
立
募
金
日
誌
」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
網』

四
二
四
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

そ
の
日、

新
島
は
「
午
前
十

時
四
十
分
神
戸
二

発
ス
〔

中
略〕

大
坂
二

立
寄、

宮
川
氏
二

和
歌
山
行
ノ
事
ヲ
托
ス
〔
後
略〕
」

と
見
え、

し
た
が
っ
て、

こ
の
書
簡
の

年
代
を
明
治
二
十
一

年
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

新
島
の
日
記
の
記
述
な
ら
び
に
伝
存
す
る
書
簡
の
内
容
か
ら
推
し
て、

こ
の
書
簡

の
年
代
を
十
九
年
か
二
十
年
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

十
九
年
の
可
能
性
は
「
278
号
書
簡
」
（
明
治
十
九
年
十
二
月
十
三
日
付、

中
村
栄

助
宛）

の
追
而
書
が
こ
の
「
349
号
書
簡」
の
再
白
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
二
十
年
と
す
る
と、

新
島
は
「
345
号
書
簡」
に
つ

い
で
、

大
江
か
ら
詩
歌
を
送
ら
れ
て、
「
未
夕
拝
眉
ヲ
得
不
申
候
得
共、

貴
君
之
心
中
何
ト
ナ
ク
澗
察
ス
ル
カ
如
ク
ニ

思
ハ
レ
」
と
交
わ
り

の
進
展
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
ま
こ
こ
で
は
「
345
号
書
簡」
と
の
連
関
を
重
視
し
て、

こ
の
書
簡
の
年
代
を
明
治
二
十
年
と
し
た。

な
お
「
続
四
六
書
簡」

で
は
追
而
書
の
形
で
次
の
詩
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

和

飴

正
当
邦
家
累
卵
危

僻
村
宜
蓑
丈
夫
児

請
君
休
説
志
難
就

踏
破
鯨
甜
在
近
時

し
か
し、

こ
の
和
鞄
は
コ
ロ
タ
イ
プ
版
で
、

巻
頭
に
「
先
生
七
言
絶
句
「
正
当
邦
家
累
卵
危
」」

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に、

追

而
書
と
し
て
で
は
な
く、

別
紙
に
し
た
た
め
て、

「
襄
之
章」

の
印
顆
が
お
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て、

こ
の
書
簡
の
本
来
の
形
は
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「
続
四
六
書
簡」
に
掲
げ
る
形
で
は
な
い。
よ
っ
て
「
組
号
書
簡」
に
お
い
て
は
「
和
萄」
以
下
の
部
分
は
収
載
し
な
か
っ
た。

＊
＊
徳
富
健
次
郎、
彼
が
同
志
社
中
退
の
意
志
を
新
島
襄
に
書
面
で
提
出
し
た
日、
姉
初
子
に
送
る
書
簡゚

「
徳
富
乾」
の
「
新
島
先
生
玉
几
下」
と
す
る
忠
簡
は
『
磁
花
全
集』
（
二
十
巻）
か
ら
収
録
し
た。

4
 
5゚
 

505

こ
の
「
351
号
害
簡」
は
「
正
五一
六
忠
簡」
（
九
七
四
ペ
ー
ジ）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
追
而
書
を
四
四
五
ペ
ー
ジ
の
注
＊
＊
に
し
る
し
た

理
由
に
よ
っ
て
削
除
し
た。

506

こ
の
「
352
号
書
簡」
は
「
正
三
七
二
書
簡」
（
七
六
三
ペ
ー
ジ）
で
「
明
治
二
十
年
□
月
十
八
日」
と
し、

宛
名
を
「
同
志
社
生
徒」

と
し
て
い
る。
こ
れ
に
従
っ
て、
宛
名
は
推
定
と
し
て
掲
げ
た。

508

こ
の
「
354
号
害
簡」
は
日
付
な
ら
ぴ
に
宛
名
を
欠
い
て
い
る。
し
か
し
「
続
二
三
書
簡」
（
四
ニ
ペ
ー
ジ）
は
日
付
を
「
明
治
二
十一

年一
月
六
日」
と
し、
宛
名
を
「
新
島
公
義」
宛
と
し
て
い
る。
い
ま、
こ
れ
に
従
っ
て
推
定
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ
た。

509
「
356
号
書
簡」
の
こ
の
追
而
書
は
「
正
二
七
三
書
簡」
（
六
0
八
ー
六
0
九ペ
ー
ジ）
に
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い。
原
本
に
従
っ
て
所
定

の
と
こ
ろ
に
掲
げ
た。

2
 
1

新
島
公
義
の
相
楽
郡
上
狛
行
は
「
同
志
社
大
学
記
事」
（
第
1
巻
『
教
育
網』
一
九
八
—一
九
九ペ
ー
ジ）
に
よ
る
と、
「一
月、

南
山

5
 城

相
楽
郡
上
狛
村
ノ
人
柳
沢
三
郎
君
（
元
府
会
議
員）
害
ヲ
新
島
襄
二
寄
セ、
本
校
創
立
募
金
ノ
集
会
ヲ
開
ヵ
ソ
事
ヲ
謀
ラ
ル、
因
テ

森
田
久
万
人、
加
藤
男
次
郎
ノ
両
氏
代
リ
往
テ、

吾
人
教
育
ノ
平
素
ノ
精
神
ヲ
説
ク
〔
中
略〕
二
月
十
八
日、

又
ク
南
山
城
相
楽
郡
上

狛
村
篤
志
者
ノ
招
キ
ニ
ョ
リ、
新
島
公
義
奈
良
ョ
リ
趣
キ
演
説
ス、
篤
志
者
ハ
寄
附
金
ノ
事
ヲ
即
決
ス
〔
後
略〕」
と
あ
っ
て、
公
義
の

都
合
(「
361
号
書
簡」
参
照）
に
よ
っ
て、
遷
延
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。

515

中
村
栄
助
ら
の
北
丹
波
行
は
「
同
志
社
大
学
記
事」
（
第
1
巻
『
教
育
縮』
一
九
九ペ
ー
ジ）
に
よ
る
と、
一
月
の
二
十
日
に
府
会
議
員

河
原
林
義
雄、
野
尻
岩
次
郎
の
尽
力
で
北
桑
田
郡
の
周
山
で
集
会
が
開
か
れ
た。
「
周
山
村
二
猫
集
金
ノ
集
会
ヲ
開
ク、
新
島
氏―一
代

リ
公
義、
中
村
栄
助
君
卜
共
二
該
村へ
趣
キ、
現
今
同
志
社
ノ
事
業
ノ
実
況
卜
私
立
大
学
ノ
要
旨
卜
吾
人
教
育
ノ
宿
論
ヲ
陳
プ」
と
見

え
る。

*
*
Ch
arles
 Scott
 Meik
 (
1
8
5
3|

1
9
2
3
)

メ
ー
ク、
イ
ギ
リ
ス
人、
明
治
二
十
年
来
日、
北
海
道
の
港
湾
の
築
港・
整
備
の
設
計
に

あ
た
る。
『
賓
料
御
屈
外
国
人」
（
ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ソ
ク
1
綱）
に
よ
る
と、
北
海
道
全
道
の
港
湾
調
査
の
報
告
Reゞ
ort

on
 the
 
Ho
娑aido
}arbours
(一
八一
ペ
ー
ジ）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る。
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注 解

こ
の
「
365
号
書
簡」

は
「
正
ニ
―

六
書
簡」
（
四
八
七
ー
四
八
九
ペ
ー
ジ
）

で
は、

そ
の
日
付
を
明
治
二
十
年
十
月
二
十
八
日
と
し
て
い

5
 る。

し
か
し、

書
簡
本
文
に
は
一

月
二
十
八
日
と
明
記
さ
れ、

年
代
は
封
箇
消
印
か
ら
明
治
二
十
一

年
で
あ
る。

よ
っ
て
明
治
二
十
一

年
一

月
二
十
八
日
と
改
め、

こ
こ
に
掲
げ
た。

会
衆
主
義
の
組
合
教
会
と
長
老
主
義
の
一

致
教
会
と
の
合
同
（
合
併)
|
—
当
時
使
わ
れ
た
言
葉
は
「
一

致」

あ
る
い
は
「
聯
合」

で

あ
り、

と
く
に
新
島
は
「
聯
合」

の
「
聯」

の
字
を
か
た
く
な
に
「
郷
」

と
し
る
し
続
け
た
こ
と
は
凡
例
に
あ
げ
た
通
り
で
あ
る
ー
ー_

問
閣
に
つ
い
て
は、

ま
ず
正
し
い
事
実
認
定
が
求
め
ら
れ
る
（
第
2
巻
『
宗
教
網』、
「
解
題」）
。

そ
の
点、

こ
の
「
365
号
忠
簡」

の
日
付

は、

従
来
の
そ
れ
と
比
較
し
て
ま
る
三
ヵ
月
の
違
い
に
す
ぎ
な
い
が、
「
367
号
害
筒」
（
明
治
二
十
一
年
二
月
三
日
付、

新
島
公
義
宛）

な
ら

び
に
「
371
号
書
簡」
（
明
治
二
十
一
年
二
月

組
合
会
両
会
聯
合
相
談
委
員
宛）

と
あ
わ
せ
て、

新
島
の
こ
の
問
題
に
対
す
る
根
本
的
な
立
場

の
形
成
を
知
る
書
簡
の
ー
つ
で
あ
る。

，

 

1

葛
岡
龍
吉
は
そ
の
履
歴
を
十
分
に
明
ら
か
に
し
え
な
い
。

し
か
し、

明
治
十
八
年
九
月
調
べ
の
同
志
社
英
学
校
在
学
生
徒
名
簿
に
よ

5
 る
と、

普
通
科
四
年
生
に
「
大
阪

葛
岡
龍
吉」

と
見
え、

松
浦
政
泰、

望
月
興
三
郎、

村
田
勤
ら
と
同
級
で
あ
る
（『
同
志
社
百
年
史

資
料
網
ー』
二
七
九
ペ
ー
ジ）
。

し
た
が
っ
て、

そ
の
卒
業
は
二
十
年
六
月
に
相
当
す
る
が、

そ
の
年
の
卒
業
者
に
は
彼
の
名
前
が
見
ら

れ
ず、

ま
た、

そ
の
後
の
年
度
に
も
見
当
ら
な
い
（
前
掲
害
六
一
九
ペ
ー
ジ）
。

ま
た
神
学
科
に
移
っ
た
記
録
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
「
組
合
教
会一

翌
表」
（
自
明
治
二
十
一
年
四
月一
日
至
明
治
二
十
二
年＿―-
月
三
十
一
日）

に
よ
る
と、

大
阪
の
島
之
内
教
会
（
牧
師

辻
密
太
郎）

の
伝
道
師
の
欄
に
そ
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り、

ま
た
『
基
督
教
新
聞』
（
明
治
二
十
一
年
六
月
六
日、

第
二
五
四
号）

に
よ

る
と、

島
之
内
教
会
の
伝
道
地
大
和
五
条
に
設
け
ら
れ
た
講
義
所
の
定
住
伝
道
師
と
な
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る。

し
た
が
っ

て、

こ
の
「
367
号
書
簡」

に
見
ら
れ
る
五
条
伝
道
は、

ま
さ
に
葛
岡
の
初
発
の
伝
道
活
動
に
相
当
し、

奈
良
の
新
島
公
義、

島
之
内
か

ら
は
辻
密
太
郎
が
し
ば
し
ば
伝
道
に
来
援
し
た。

な
お
葛
岡
龍
吉
は
二
十
三
年
八
月
尾
道
教
会
主
任
伝
道
師
と
な
り、

二
十
九
年
三
月
二
十
八
日
按
手
礼
を
う
け
牧
師
と
な
っ
た。

訟

宮
川
経
輝
は
明
治
十
九
年
九
月
一

日
に
大
阪
の
北
区
中
之
島
四
丁
目
に
開
校
し
た
泰
西
学
館
の
館
長
（
主
事
は
大
阪
教
会
の
安
藤
乙＿――

郎）

で
あ
り、

ま
た
二
十
年
二
月
十
七
日
以
来
梅
花
女
学
校
（
明
治
十
一
年一
月
創
立）

の
校
長
で
あ
っ
た。

52J

高
松
葬
（
一
八
三
ニ
ー一
九
一
四）

は
丹
波
（
兵
庫
県）

氷
上
郡
の
人、

医
師。
遅
々
斎
と
号
す。

山
田
良
斎
（
四
二
八
ペ
ー
ジ
の
注
参
照）

と
と
も
に
明
治
九
年
一

月
二
日
宜
教
師
ア
ッ
キ
ソ
ソ
ソ
か
ら
洗
礼
を
う
け
摂
津
第
一

公
会
（
神
戸
教
会）

の
会
員
と
な
り、

四
月
京
都
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府
立
顕
狂
院
の
主
任
医
と
な
り、

十
一

年
に
は
教
会
の
籍
を
京
都
に
移
し、

第
一

教
会、

翌
年
第
三
教
会
（
平
安
教
会）

の
会
員
と
な

っ
た。

十
五
年
府
立
顕
狂
院
が
廃
止
さ
れ
る
と、

私
立
掘
狂
院
を
経
営。

二
十
年
十
一

月
十
五
日
の
京
都
看
病
婦
学
校
・

同
志
社
病
院

の
開
業
式
に
際
し
て
は、
ベ
リ
ー
の
医
業
な
ら
び
に
伝
道
を
伝
え
る
「
看
病
婦
学
校
設
立
の
来
歴」

を
述
べ
た。

な
お
彼
の
生
涯
を
し
る
し
た
『
慈
父
の
面
影
」
（
邸
松
石
雄
編）

に
は、

こ
の

「
368
号
害
簡」

の
時
点
以
降、

京
都
看
病
婦
学
校、

同

志
社
病
院
に
か
か
わ
る
言
及
は
な
い
。

牧
師
辻
密
太
郎
の
岳
父。

森
田
久
万
人
(
-
八
五
八
—
一
八
九
九）
、

加
藤
勇
次
郎
（
一
八
五
七
ー一
九
三
四）

は、

と
も
に
熊
本
洋
学
校、

そ
し
て
バ
ソ
ド
の
結

2
 
2
 盟、

同
志
社
編
入
学、

英
学
校
余
科
卒
業
で
あ
り、

さ
ら
に
卒
業
後
は、

森
田
は
英
学
校
教
員、

加
藤
は
は
じ
め
女
学
校
教
員
ー
ー
こ

の
書
簡
の
段
階
で、

英
学
校
校
長
代
理
（
第
1
巻
『
教
育
絹』、
「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）
」

二
九
六
ペ
ー
ジ）

ーー
ー
と
し
て
新
島
の
業

を
分
担゚

新
島
が
こ
の
二
人
を
招
い
て
「
同
志
社
之
前
途
二

関
し
艘
々
御
相
談
申
上
度」

と
す
る、

そ
の
詳
細
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が、

「
同
志
社
大
学
記
事」
（
第
1
巻
『
教
育
絹』
一
九
八
ペ
ー
ジ
）

に
見
え
る、

明
治
二
十
一

年一

月、
「
南
山
城
相
楽
郡
上
狛
村
ノ
人
柳
沢
三

郎
君
（
元
府
会
議
員）

書
ヲ
新
島
二
寄
七
、

本
校
〔
明
治
専
門
学
校〕

創
立
募
金
ノ
集
会
ヲ
開
ヵ
ソ
事
ヲ
謀
ラ
ル
、

因
テ
森
田
久
万
人、

加
藤
湧
次
郎
ノ
両
氏
代
リ
往
テ
、

吾
人
教
育
ノ
平
素
ノ
精
神
ヲ
説
ク
」

と
い
う、

同
志
社
の
業
を
外
に
訴
え
て
ゆ
く
運
動
に
か
か
わ
っ

た
こ
と
で
あ
っ
た
か、

あ
る
い
は、

こ
の
年
六
月
現
実
に
進
め
ら
れ
た
従
来
の
予
備
校、

英
学
校、

神
学
校
を
併
せ
て
同
志
社
学
院

（
予
備
学
部、

普
通
学
部、

神
学
部）

と
す
る
構
想
に
か
か
わ
っ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
「
同
志
社
学
院
（
予
備
学
部
·
普
通
学
部
・
神
学
部）

規
則
概
究」

な
ら
び
に
「
同
規
則
」
（『
同
志
社
百
年
史

資
料
緬
ー』

所
収）

に
よ
る
と、

森
田、

加
藤、

浮
田
は
と
も
に
主
要
な
教
授

で
あ
り、

と
く
に
加
藤
は
予
備
学
部
部
長
で
あ
る。

＊
＊
こ
の
日、

原
六
郎
と
土
倉
庄
三
郎
の
娘
宜
子
は
北
垣
国
道
の
媒
灼、

新
島
製
の
司
式
で
京
都
祇
園
の
中
村
楼
で
結
婚
式
を
挙
げ
た。

こ
の
「
371
号
害
簡」

は
「
続
八
八
害
簡」
(
-
三
九
ー一
四
八
ペ
ー
ジ
）

で
は
そ
の
宛
名
を
「
組
合
会
両
会
併
合
相
談
委
員」

と
し
て
い

る
が
本
書
簡
の
宛
名
は
「
組
合
会
両
会
聯
合
相
談
委
員」

で
あ
る。

そ
も
そ
も、

こ
の
委
員
（
正
式
に
は
「
一
致
組
合
両
会
合
併
協
議
委
員」）

は
明
治
二
十
年
五
月
に
東
京
赤
坂
の
霊
南
坂、

東
京
第
一

基

督
教
会
に
お
い
て
開
か
れ
た
日
本
組
合
基
普
教
会
第
二
回
総
会
で
神
戸
教
会
の
原
田
助
か
ら
「
日
木
諸
教
会
ノ
合
併
ハ
目
下
ノ
伝
道
上

及
ピ
基
普
教
将
来
ノ
大
勢
ノ
上
二
非
常
ノ
関
係
ア
ル
事
ナ
レ
バ

実
二

望
マ
ッ
キ
コ
ト
ナ
リ、

故
二

先
ヅ
一

致
教
会
ノ
委
員
卜
商
議
ッ
テ
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注 解

一

致
組
合
合
併
ノ
原
案
ヲ
作
ラ
ッ
ム
ル
為
メ
組
合
教
会
員
中
ョ
リ
委
員
四
名
ヲ
撰
挙
ッ
、

宣
教
師
中
ョ
リ
委
員
一

名
ヲ
依
頼
ス
ル
事」

（『
日
本
組
合
基
啓
教
会
第
二
回
総
会
議
事
録
』）

と
の
動
談
が
な
さ
れ、

投
票
に
よ
っ

て

小
崎
弘
逍、

伊
勢
時
雄、

宮
川
経
輝、

金
森
通
倫

が
選
出
さ
れ、

小
崎
の
申
し
出
に
よ
っ
て
松
山
高
吉
が
代
り、

宜
教
師
は
D
.

C
・

グ
リ
ー
ソ
が
当
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ち
な
み
に
一

致
教
会
か
ら
は
井
深
梶
之
助、

押
川
方
義、

植
村
正
久、

吉
岡
弘
毅、

W
.

M
・

イ
ム
プ
リ
ー
が
委
員
と
な
っ
た
。

な
お、

実
際
の
合
併
草
案
作
成
の
た
め
に
合
併
草
案
細
条
目
編
集
委
員
十
名
が
選
ば
れ
て、

組
合
教
会
か
ら
宮
川、

金
森、

小
崎、

伊
勢、

松
山、

グ
リ
ー
ソ
の
ほ
か
海
老
名
弾
正、

楊
浅
治
郎、

ア
ッ
キ
ソ
ソ
ソ
と
0
・

ケ
リ
ー
（
の
ち
グ
リ
ー
ソ
と
ケ
リ
ー
の
代
り
に
G
.

オ
ル
チ
ソ
(
Ge
or
ge
Al
lc
hi
n)

と
D
.
w
．
ラ
ー
ネ
ッ
ド
(
D
wi
g
ht

W.
 Lea
rne
d)

が
当
る）

が
作
業
に
当
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た、

そ
の
う
ち
小
崎、

伊
勢、

海
老
名、

湯
浅、

グ
リ
ー
ソ
は
副
委
員、

伊
勢、

グ
リ
ー
ソ
は
起
草
委
員
に
当
っ
た
。

か
く
て
草
案
は、

明

治
二
十
一

年
一

月
十―――
日、

ま
ず
副
委
員
の
会
議
を
開
い
て
審
議
修
正
が
加
え
ら
れ、

そ
の
修
正
案
が
印
刷
に
付
さ
れ
て、

二
月
九
日

か
ら
六
日
問
に
わ
た
っ
て

大
阪
で
合
併
草
案
細
条
目
編
集
委
員
（
一

致
教
会、

組
合
教
会
あ
わ
せ
て
二
十
名、

う
ち
一

致
教
会
側
の
R
.
B
.

グ
リ
ナ
ソ
、

組
合
教
会
側
で
は
海
老
名、

潟
浅
が
欠
席）

が
委
員
会
を
開
い
て
審
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
（『
井
深
梶
之
助
と
そ
の
時
代』

第
二
巻）
。

こ
の
「
371
号
害
簡」

は、

ま
さ
に
こ
の
二
月
九
日
か
ら
は
じ
め
ら
れ
る
委
員
会
に
出
席
す
る、

組
合
教
会
選
出
の
「
聯
合
相
談」

委

員
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

521

こ
の
「
371
号
書
簡」

に
も、

そ
の
表
紙
に
は
「
草
案」

と
し
る
さ
れ
て
い
る
が、

そ
の
「
草
案」

に
先
だ
っ
「
草
稿」

が
残
さ
れ
て

い
る
の
で、

こ
こ
に
掲
げ
る
。

組
合
会
両
会
聯
合
相
談
委
員〕④

墨

昨

年

敬
而
一

書
ヲ
聯
合
委
員
各
位
閣
下
二

呈
ス

小
弟
ハ

初
ョ
リ
此
ノ
聯
合
ノ
事
二

付、

直
接
ノ
相
談
二

加
ハ
ル
ノ
機
ヲ
得
サ
リ
シ
ニ

9ヽ
»ヽ
<

候

間

ヨ
リ
其
ノ
心
緒
ヲ
涸
察
セ
サ
ル
ノ
恐
ア
ル
ヲ
難
計
候
得
共、

倒
底
異
主
義
（
民
治
供
和
主
義
卜
謀
人
政
府
主
義
別
伐
族
主
義
）

ノ

ケ
レ
ト
モ

»ヽ
»ヽ
»ヽ

〔
補〗l

教
会
ヲ
聯
合
セ
シ
ム
ル
ニ

「
各
位
ニ
ハ

予
ノ
杞
優
ノ
甚
キ
ヲ
冷
笑
サ
ル
、
ヤ
ハ

難
計
候
得
共」

此
聯
合
ノ
事
ク
ル
決
而
少
々
ノ
事

ニ
ア
ラ
ス
、

又
敵
教
会
中
各
位
僅
々
ノ
手
ノ
外
此
ノ
大
事
二

係
ハ
ル
ノ
人
物
モ
少
ヶ
レ

ベ

万
一

聯
合
力
成
就
ス
ル
ニ

至
ラ
ハ

此

〔
二
月
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ノ
聯
合
ハ

全
ク
卿
等
ノ
手
二

成
レ
リ
ト
云
ハ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ス
、

然
レ
ハ

今
回
卿
等
ノ
責
任
ノ
重
且
大
ナ
ル
ハ

小
生
如
キ
ノ
喋
々
ヲ

〔『
こ

t
ヽ
t
し

t
し

t
t

功

久
ノ

仕
サ
ル
申
迄
モ
ナ
キ
事
ニ
ッ
テ
、

卿
等
ノ
成
巧
ナ
レ
失
敗
ナ
レ
遠
大
ノ
当
世
不
朽
策
ヲ
立
ラ
ル
、

ナ
レ
、

漸
時
困
難
丈
ヶ
ヲ
ッ
ノ

〔
ル
〕

t
し
t
し

基
礎

``
．‘
＊ヽ

グ
ノ
策
ヲ
立
ラ
ル
、

ナ
レ
、

又
所
謂
近
眼
ノ
仕
事
ヲ
為
サ
レ
ナ
レ
、

又
万
世
不
朽
ノ
事
業
ヲ
起
サ
ル
ナ
レ
、

他
年
無
気
力
無
精
神

ノ
種
子
ヲ
播
カ
ル
、

独
立
自
治
ノ
教
会
ヲ
起
サ
レ
ナ
レ
干
渉
任
他
□
ロ
ノ
モ
ノ
ヲ
立
ラ
ル
ナ
レ
、

日
本
将
来
ノ
運
命
ハ

多
少
此
ノ

動

ラ

聯
合
ノ
結
果
如
何
二

関
ス
ル
事
ナ
レ

ベ

仰
願
ク
ハ

眼
前
ノ
横
ハ
ル
所
ノ
差
少
ノ
情
実
ノ
為
二
工
風
セ
ラ
レ
ス
、

意
ト
ス
ル
ニ
モ

»ヽ
»ヽ
»ヽ
»ヽ

工
風

足
ラ
サ
ル
実
二

憐
ム
ヘ
キ
競
争
ナ
ト
ノ
為
二

避
易
セ
ラ
レ
ス
苦
慮
セ

ラ
レ
ス

静
カ
ニ

我
力

取
ル

所
ノ

主
義
如
何
ヲ

御
研
窮

9ヽ
»̀
t
»ヽ
9ヽ
9‘

t
t
,‘

2
>

廻
ラ
シ

古

遡
リ

〔
補〕

ア
リ
探
窮
二

々
々
ヲ

以、

実
験
二

々
々
ヲ

添
へ

工
風
ヲ
工
風
ヲ
添
へ
、

又
遠
ク
ハ

a
代
ョ
リ
ノ
教
会
史
ニ
ニ
丘
血
ツ
「
其
得
失

»ヽ
»ヽ
'‘

之

如

何

ヲ
洞
視
シ
セ
ラ
レ
」

各
派
ノ
ロ
ヲ
生
セ
ッ
所
ノ
原
因
ト
ヲ
比
較
シ、
又
各
派
ノ
短
長
ス
ル
所
ヲ
商
批
セ
ラ
レ、
此
ヲ
ト
リ
彼
ヲ
捨、

»ヽ
»ヽ
9‘

奮ヽ
»ヽ
9ヽ
↑‘

小
弟

尤
モ
日
本
ノ
教
会
我
力
将
来
ヲ
進
歩
ヲ
助
ク
ヘ
キ
所
ヲ
採
用
ア
リ
賜
ハ
ヽ
、
生
等
ノ
尤
モ
満
足
二

堪
ヘ
サ
ル
所
ナ
リ

ロ
窃
二

今
回

付

思

t

o
o

聯
合
ノ
草
稿
等
二

ロ
キ
ロ
考
ス
ル
ニ
、

先
第
一
二

ロ
ロ
二

発
ス
ル
ノ
問
題
ハ

如
何
ニ
テ
此
ノ
差
異
ア
ル
両
主
義
ヲ

調
和
ツ
ヘ

キ

一
致
兄
弟

ヤ
、

乃
チ
共
和
政
府
卜
罪
人
政
府
主
義
ナ
リ
彼
ノ
ロ
ナ
リ
或
公

或
ル
者
ハ

我
カ
一

致
会
ノ
主
義
ハ

乃
チ
代
議
政
体
ナ
リ
ト
ロ
答
テ

鼻ヽ
奮ヽ
»ヽ
・‘

ヵ

ハ
云
ハ
ソ
、

彼
ハ

代
議
政
体
ニ
ッ
テ
寡
人
政
府
主
義
ヲ
存
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

然
ラ
ハ

此
主
義
卜
我
二

共
和
主
義
ト
ヲ
如
何
ッ
テ
調

t
»ヽ
'‘
、

和
ツ
得
ヘ
キ
カ
、

第
ニ
ニ
ハ

聯
合
ノ
相
談
出
来
ク
ル
上
ハ

如
何
シ
テ
之
ヲ
決
行
ツ
得
ヘ
キ
ャ
、

乃
チ
之
ヲ
各
教
会
二

計
リ
其
ノ
可

実

見

漠
々
不
問
ノ
中

否
如
何
ニ
ョ
リ
ナ
ラ
ソ
、

然
ル
ニ

今
ノ
教
会
ノ
四
況
ヲ
得
ル
ニ

我
ヵ
教
会
中
ノ
兄
弟
ハ

淡
々
然
ト
ッ
テ
自
由
ノ
空
気
ヲ
呼
吸
ツ
オ

»ヽ
亀ヽ
»ヽ
»ヽ
・‘
'‘

ル
モ
、

是
迄
吾
人
ノ
執
テ
最
モ
費
重
ス
ス
ル
所
ノ
独
立
自
治
主
義
ヲ
保
獲
口
防
禦
ッ
、

之
ヲ
断
行
セ
ッ
ル
ノ
方
法
等
二

付
テ
ハ

別

伝
ワ
ル
ニ

段
ノ
窯
陶
モ
ナ
カ
リ
シ
ャ
ノ
様
二

見
受
ヶ
ク
リ、

又
牧
師
御
連
中
ニ
モ
宗
派
福
音
二

熱
心
ナ
ル
モ
、

宗
派
ノ
政
治
如
何
二

至

蚊

リ
テ
ハ

甚
不
熱
心
ナ
ル
ニ

似
ク
ル
所
ア
リ、

此
レ
ハ
一

方
ョ
リ
見
レ
ハ

実
二

比
黙
ス
ル
ニ

堪
ヱ
サ
ル
所
ナ
ル
モ
、

今
回
ノ
如
ク
聯

»ヽ

»ヽ
'‘

〔
ノ
〕

合
フ
規
則
二

熟
練
周
密
ナ
ル
一

致
会
卜
計
ル
ノ
時
機
二

臨
マ
ハ
、

街
底
主
義
ノ
存
ス
ル
所
ヲ
諧
明
ス
ヘ
キ
カ
、

「
〶」

只
々
委
員

存

〔
力
〕

僅
々
ノ
人
二

限
ヘ

キ
カ

将
夕
牧
師
執
事
翡
二

限
ル
ヘ
キ
カ
、

否
教
会
員
モ
亦
我
ヵ
治
政
如
何
ヲ
講
窮
自
得
セ
サ
ル
ペ
カ
ラ
ス
、
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注 解

万
一

今
ノ
実
況
ノ
マ
、
ニ
ャ
リ
テ
委
員
ョ
リ
相
談
ノ
結
果
ヲ
示
サ
ハ

牧
師
執
事
輩
ハ

必
ラ
ス
我
ヵ
教
会
中
舘
々
ク
ル
卒
先
者
ナ
ク

〔
リ
〕

千

ル
松
山
兄、

伊
勢
兄、

小
崎
兄、

宮
川
兄
ナ
レ
金
森
兄
諸
兄
ノ
万
慮
万
慮
反
毅
商
批
ッ
テ
之
ヲ
可
ト
ス
ル
所
ハ
、

将
来
必
ラ
ス
我

教
会
ヲ
神
益
ス
ル
事
疑
ナ
カ
ル
ヘ

ケ
レ
ハ

之
ヲ
究
成
ス
ル
ニ

如
カ
ス
ト
云
ハ
ソ
、

又
教
会
只
ハ

冥
々
ノ
裏
二

我
力
将
来
ノ
自
由
ヲ

9

9

.
‘

.
‘

0

補〕

ハ

ヨ
リ

減
殺
ス
ヘ
キ
ャ
、

又
「
教
会
政
治
ノ
漸
々
卜
銘
々
ノ
手
ヲ
奪
剥
ハ
レ
テ
自
ラ
牧
師
長
老
等
ノ
手
郡
握
内
二

帰
ス
ル
ャ

否
」、

否
ノ

®
®

 

問
題
ハ
サ
ケ
オ
キ、

冥
々
漠
々
ノ
裏
二
立
テ
此
ノ
聯
合
ヲ
袈
成
ス
ト
云
ハ
ソ
、

然
ラ
ハ

甲
モ
乙
モ
立
テ
袈
成
七
ハ

此
ノ
聯
合
ハ

数

®
 

月
ヲ
出
ス
テ
成
巧
二

至
ル
ヲ
可
キ
ハ

小
弟
ノ
白
日
ヲ
期
ッ
テ
誓
フ
所
ナ
リ。

扱
表
面
ョ
リ
見
レ
ハ

如
斯
聯
合
ノ
出
来
ク
ル
ハ

実
ニ

結
描
ナ
ル
モ
、

裏
面
ョ
リ
見
レ
ハ

或
ハ

識
者
ノ
哭
テ
引
カ
サ
ル
モ
計
リ
難
ツ
、

弦
二

独
木
橋
ア
リ、

口
両
岸
ョ
リ
ニ
頭
ノ
羊
其
ノ

〔
腹〕

橘
狭
ク
シ
テ

ヨ
ケ

〔
過〕

ヲ
得

橋
ヲ
渡
ラ
ソ
ト
ス
ル
ニ

不
幸
ニ
ッ
テ
ニ
頭
ノ
羊
ハ

橋
ノ
中
服
二

相
会
セ
リ、

然
ル
ニ

独
一

物
ノ
事
ナ
ル
互
ニ
ナ
ル
テ
通
ク
ル
ヲ
罷

»ヽ

'‘

»ヽ

»
ヽ

»ヽ

．
‘

�

�

»
ヽ

ス、

依
テ

G

堕〕

セ
シ
メ、

難
ナ
ク

ハ
ス
カ
ア
ル
一

疋
ノ
羊
ハ

カ
ナ
キ
モ
ノ
ヲ
圧
シ
ノ
ケ
テ
橋
上
ョ
リ
水
中
二

隋
落
ッ

而
ッ
テ
後

一

方
ノ
岸
二

渡
ル
ヲ
得
ク
リ

9

‘
‘

>‘

會
ヽ

＜

ト
、

嗚
呼、

走

倒
底
両
主
義
ノ
教
会
ヲ
一

致
七
ツ
ム
ル
ニ
ハ
一

本
ノ
橋
頭
二
ニ
疋
ノ
羊
ヲ
ッ
テ
相
会
セ
ッ
ム
ル
ノ
類
ク
ル
ヲ
脱
カ
レ
ス
、

何
レ
カ

ヘ
カ

存
ス
ル
カ
何
レ
カ
隋
落
ス
ル
カ
、

何
レ
ニ

落
着
セ
シ
ム
ル
ノ
覚
悟
ナ
キ
能
ハ
ス
、

卿
等
ハ

橋
上
ョ
リ
落
ソ
ト
ス
ル
カ
、

将
ク
橋
上

ニ

存
ス
ル
ヲ
好
ム
カ
甚
危
瞼
ノ
仕
事
ナ
ラ
ス
ヤ、

然
レ
ト
モ
虎
ロ
ニ
入
ラ
サ
レ
ハ

虎
子
ヲ
得
ス
、

卿
等
壮
士
等
ハ

充
分
ノ
御
箕
悟

〔

r

r
〕

過
般
来
ハ

ア
リ
ッ
事
ナ
リ
ト
信
ス
ル
ナ
リ、

又
小
生
ノ
プ
ロ
フ
ェ
テ
ィ
ク
ペ
ク
チ
ュ
ル
ト
称
ス
ル
拙
画
ヲ
画
カ
キ、

之
ヲ
オ
ル
チ
ソ
氏
ノ
手

»ヽ

奮
ヽ

〔
r

こ

ニ

付
ツ
オ
キ
タ
レ
ハ
一

応
同
氏
二

就
キ
密
二

御
覧
之
レ
ア
リ
度
キ
モ
ノ
ナ
リ、

此
レ
ノ
兄
等
ニ
カ
ギ
ル
テ
他
人
ノ
妄
非
ナ
ル
ヲ
話

»ヽ

»ヽ

»ヽ

»ヽ

»ヽ

»ヽ

»ヽ

｀
｀

サ
ス

第
三
ニ
一

歩
ヲ
退
キ
一

疋
ノ
羊
ヲ
渡
シ
一

疋
ハ
一

歩
ヲ
退
キ
吾
人
自
ラ
水
中
二

隋
チ
彼
ノ
羊
ヲ
ッ
テ
橋
上
二

存
セ
シ
ム
ル
ト
セ

»ヽ

»ヽ

t

,‘

»

ヽ

»

ヽ

．

‘

»

ヽ

»ヽ

'
‘

»ヽ

»ヽ

»ヽ

»

ヽ

»

ヽ

ハ
、

事
必
ラ
ス
平
易
二

期
ス
ル
ヘ
ク
ト
思
ヘ
ト
モ
、

万
一

卿
等
二

於
テ
荀
モ
我
力
自
由
ハ

早
晩
勝
利
ヲ
得
ヘ
シ
ト
ノ
望
ヲ
カ
ル
ナ

ラ
ハ
、

卿
等
ハ

決
ッ
テ
水
中
二

落
チ
ク
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
、

彼
ノ
羊
ヲ
ッ
テ
早
晩
水
中
二

投
セ
ソ
ト
計
ル
モ
ノ
ナ
リ

此
ノ
聯
合

合

〔
力
〕

ノ
如
キ
ハ

ノ
相
談
ハ

取
リ
モ
直
サ
ス
独
木
橋
頭
ノ
ヒ
ュ
ー
マ
ソ
・

ネ
ー
チ
ュ
ル
ノ
相
会
会
ッ
ク
ル
事
ナ
レ
ハ

卿
等
ハ

此
ノ
フ
ュ

ー
マ
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ソ
・

ネ
ー
チ
ュ
ル
ヲ
仕
用
ス
ル
ニ
如
何
ナ
ル
良
法
ヲ
思
考
ツ
賜
フ
ャ、

弟
ノ
卿
等
二
就
キ
学
ハ
ソ
ト
ス
ル
所
ナ
リ

醤
ヘ
ハ
両
会

〔
補〕

〔
体〕

聯
合
シ
テ
伝
道
会
社
ヲ
組
織
ス
ル
ニ
至
リ
「
二
至
リ
タ
ル
モ
我
力
会
ハ
矢
張
明
ニ
ョ
リ
自
治
ノ
休
裁
ヲ
存
シ
、

彼
ノ
会
ハ
従
来
El

»
ヽ

»ヽ

'‘

日
ル
恐
ク
ハ
依
然
寡
人
口
主
義
ヲ
存
ス
ヘ
キ
ニ
」

両
会
ョ
リ
投
金
ッ
、

両
会
ョ
リ
人
物
ヲ
出
ツ
、
一
ノ
教
会
ヲ
設
ク
ル
ニ
至
リ
直

〔
力〕

難
キ
事

ニ
起
候
故
ハ
此
ノ
会
ハ
何
レ
ノ
政
体
ヲ
取
ル
ヘ
キ
ャ
ノ
問
題
ハ
何
レ
色
絲
ヲ
帯
ヘ
キ
ヤ
倒
底
免
レ
サ
ル
事
ク
ル
ヘ
キ
ニ
、

其
際
ニ

し

‘

<

し

，

盆
む

し

し

く

当
リ
何
レ
モ
両
会
ノ
兄
弟
達
カ
セ
イ
ソ
ト
ノ
如
高
尚
ニ
ア
リ、

教
会
力
何
レ
ノ
ノ
染
色
ヲ
帯
プ
ル
モ
無
鈍
着
ニ

ア
ラ
ル
、

ナ
ラ

し

く

く

〔
ヵ〕

ハ
致
ス
マ
ジ
ャ
ト
ロ
ノ
問
題
二
至
リ
テ
ハ

ハ
、

此
ノ
上
モ
幸
福
ナ
レ
ト
モ
、

万
一

例
ノ
フ
ュ
マ
ソ
・

ネ
ー
チ
ュ
ル
ヲ
惹
起
ッ
暗
々
裏
二
競
争
セ
ジ
ム
ャ
否
4
生
ノ

先

言

<

<

<

V

9

し

く

ヽ

少
ッ
ク
説
明
二
苦
ム
所
ナ
リ

抽

第
四、

両
会
ト
モ
真
神
ノ
恩
化
ニ
ョ
リ
全
ク
フ
ュ
ー
マ
ソ
・

ネ
ー
チ
ュ
ル
ヲ
投
棄
ッ
不
問
二
措
ク
モ
、

弦
ニ
―
ノ
困
難
ト
ス
ル
所

染

ハ
、

万
一

我
ヵ
教
会
力
自
然
プ
レ
ッ
テ
リ
ヤ
ソ
派
ノ
先
色
ヲ
帯
ル
ニ
至
ラ
ハ
米
国
コ
ソ
グ
リ
ゲ
ー
ツ
ョ
ネ
ル
派
兄
弟
ハ
自
然
イ
ソ

〔
補〕

ト
レ
ス
ト
ヲ
失
ヒ
「
口
振
テ
我
ヵ
教
会
皇
張
ノ
為
二
尽
カ
セ
サ
ル
ニ
至
ル
モ
計
難
カ
ラ
ソ、

殊
二
」

我
ヵ
同
志
社
学
校
ヲ
維
持
ス

テ
ハ

及
ホ
サ
サ
、
へ

丈
ケ
ハ

〔マ
マ〕

〔
力〕

ル
等
二
至
ラ
多
少
ノ
影
況
ヲ
出
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

仮
令
宣
教
師
ヲ

派
避
シ
置
テ
モ
全
カ
ヲ
尽
ラ
ッ
テ
我
力
園
ノ
花
二
日
々
水

〔
行〕

ナ
ル
ペ
シ

＊
ヽ

»
ヽ

'‘

»ヽ

»ヽ

ヲ
瀧
ク
カ
如
キ
念
慮
ヲ
失
フ
ニ
至
ル
ハ
必
然
ノ
事
ナ
リ

是
レ
カ
共
二
玉
ク
ラ
ー
ク
氏
ョ
リ
来
書
ョ
ョ
リ
之
ヲ
予
想
ス
ル
ナ
リ、

数口
年
ヲ
期
ッ
テ
望
ム
ヘ
カ
ラ
ス、

又
プ
ロ

ジヒ
テ
リ
ヤ
ソ
派
モ
幾
分
ヵ
ア
メ
リ
カ
ソ
ホ
ー
ル
ド
ニ
憚
ル
所
ア
ッ
テ
我
力
同
志
社
ヲ

白
ナ
ル
ペ
シ

維
持
七
サ
ル
ハ
明
ニ
ナ
リ

然
ラ
ハ
之
ヲ
如
何
セ
ン
、

小
弟
ハ
日
ハ
ソ
、

此
上
ハ
偏
二
卿
等
ノ
御
工
風
ヲ
仰
ク
ノ
ミ
、

»
ヽ

＞ヽ

»

然
シ
此
レ
ハ
サ
テ
オ
キ

ハ
直
接
ノ
執
ル
所
ノ
主
義

〔
ヲい
l

第
五
ニ

ニ
主
義
ノ
存
ス
ル
所
如
何
ヲ
論
ス
ル
ニ
至
ラ
レ
〔
シ〕
二
、

小
弟
ハ
固
ク
自
治
主
義
ノ
執
ル
モ
ノ
ナ
リ、

万
一

我
ヵ
教

»ヽ

'‘

,‘

t

»‘

>ヽ

»ヽ

»ヽ

»ヽ

会
ニ
ッ
テ
漸
々
我
カ
オ
ー
ト
ノ
ミ
ー
ヲ
失
フ
、

其
主
権
ノ
存
ス
ル
所
ヲ
拭
殺
セ
ラ
ル
、
二
至
ラ
ハ
、

小
弟
ハ
徹
頭
徹
尾
此
ノ
聯
合

〔
補〕

〔
力〕

ヲ
笠
成
ス
ル
能
ハ
ス
、

身
命
ヲ
拗
テ
モ
願
ク
ハ
聯
合
ノ
約
束
中
二
此
ノ
聯
合
会
ハ
両
会
ト
モ
其
ノ
主
権
ハ
各
教
会
ノ
「
掌
握
内
ニ

在

し

9

‘

<

＜
：

ピ

明

レ
ン
事
ヲ

ア
リ
テ
存
ツ、

セ
ッ
ツ
ョ
ソ
ニ
モ
亦
プ
レ
ッ
テ
テ
リ
ー
ニ
モ
存
セ
ス
ト
」

眉
門
二
存
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
国
言
セ
大
書
セ
ラ
ル
、
ナ
ラ

»
ヽ

冨

»ヽ

゜
ヽ

直
轄
下

ハ
、

然
ラ
サ
レ
ハ
我
力
教
会
ノ
主
権
ハ
他
日
去
テ
霧
人
政
治
ノ
手

二
帰
ソ
我
力、

其
ノ
頭
ヲ
低
ロ
セ
ソ
事
ハ
疑
ヲ
容
レ
サ
ル
所

*`�
'
°、
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注 解

n
補
U

ナ
リ、

此
レ
小
弟
ノ
最
モ
苦
慮
ス
ル
所
ハ
此
ノ
一
点
ニ
ア
リ
ニ
シ
テ、

此
ノ
聯
合
二
少
ッ
ク
躊
躇
ス
ル
所
ナ
リ、

「
而
ッ
テ
小
生

»ヽ
»ヽ
»ヽ
9‘

>‘
,‘
＊ヽ

共
和

ノ
執
ル
所
ヲ
論
ス
レ
ハ
」

小
弟
ハ
固
ク
民
治
主
義
ヲ
取
ル
モ
ノ
ナ
リ、

痛
ク
媒
人
政
府
主
義
二
反
ツ
抗
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ、

若
ツ
ニ

し

ニ
セ
ン
ノ`
し

死

此
ノ
聯
合
ノ
ッ
テ
荀
ク
モ
此
ノ
主
義
否、

此
ノ
義
旗
ヲ
控
ク
ニ
至
ラ
ハ
、

予
ハ
此
ノ
義
旗
卜
去
就
ヲ
共
ッ
生
＂
ヲ
共
同
七
ソ
ノ

ヽ
'‘

»ヽ
9ヽ
»ヽ
»ヽ
9̀
,‘

〔
補〕

又

ト
モ

連
ナ
リ

ミ

「
然
レ
ト
モ
予
ハ
ロ
ジ
ム
卿
等
ト
モ
亦
去
就
ヲ
共
二
七
ソ
事
切
望
ッ、

卿
等
ノ
行
軍
二
□
リ
卿
等
ノ
列
伍
二
列
ッ、

其
ノ
分

ヽ
し
天

し
t
t

哀
伏

t
t
し
し

ヲ
尽
サ
ソ
事
ヲ
切
望
シ、

又
□
口
父
ノ
坦
前
二
伏
シ
テ
訴
□
ス
ル
所
ナ
リ」

卿
等
ヵ
頗
ル
ウ
ィ
ス
ド
ム
ヲ
信
ジ
テ
ロ
ヲ
ロ
二
富
メ

慟
»ヽ
»
.‘

`

ル
ヲ
熟
知
ッ、

ロ
ロ
ロ
ロ
卓
越
ッ
ク
ル
ヲ
識
リ
深
ク
卿
等
二
頼
ム
所
ア
ラ
ハ
、

卿
等
ニ
モ
亦
決
ッ
テ
此
ノ
義
旗
ヲ
朽
ス
カ
如
キ
卑

毀

顧
磁
ス
ル
所
ア
リ
テ、

未
錬

為
サ
、
ル

カ
ス、

屈
千
万
ノ
所
置
ハ
ア
レ
マ
ジ
ト
確
信
ッ
テ
動
カ
サ
レ
ハ
願
ク
ハ
此
ノ
重
且
大
ナ
ル
専
任
ヲ
負
賜
フ
卿
等
ニ
モ
頗
ル
御
注
意
ア
リ

'‘
し
鳥ヽ
»ヽ
奮

'
富ヽ
奮ヽ
'‘

»ヽ
»ヽ
»ヽ
'‘

吾
人
ッ
テ
永
ク
自
治
ノ
体
裁
ヲ
存
セ
ッ
メ、

我
力
子
孫
千
百
年
ノ
為
二
堅
ク
自
由
ノ
蒔
礎
ヲ
腔
キ
賜
ハ
ヽ
、

小
弟
ノ
幸、

否
我
カ

〔

r
マ

り―

邦
家
ノ
幸
焉
ソ
之
二
如
ク
モ
ノ
ア
ソ

頓
首

，

 

2

「
同
志
社
大
学
記
事」
（
第
1
巻
『
教
育
絹』、
一
九
九
ペ
ー
ジ）
に
よ
る
と、

二
月
二
十
日
の
記
事
に
は
「
新
島
氏
ハ
米
国
行
資
金
ノ

5
 工

風
ヲ
為
サ
ソ
為
大
坂
二
下
リ、

土
倉
庄
三
郎
氏
二
面
会
ッ
同
氏
ノ
助
ケ
ヲ
乞
ヒ
ク
レ
ハ
、

同
氏
ニ
ハ
快
ク
承
諾
ツ、

先
ツ
専
門
校
寄

附
金
ノ
内
二
千
円
ヲ
渡
ッ
呉
ル
、
事
二
決
ッ
ク
リ」

と
見
え、
翌
二
月
二
十一
日
の
記
事
に
は、
「
午
前、
途
上
不
図
モ
小
西
氏
ノ
手
代

三
木
正
起
氏
二
逢
ヒ
タ
リ、

翌
日
氏
ハ
襄
ノ
旅
店
土
佐
堀
二
丁
目
岡
本
屋
迄
来
訪
ツ、

是
非
―
ニ
ノ
有
志
家
二
面
会
セ
ヨ
ト
丁
寧
二
勧

メ
呉
レ
タ
リ、

然
ル
ニ
此
ノ
朝
大
川
町
淀
屋
橋
南
詰
東
二
入、

大
塚
磨
氏
ノ
方
二
宮
川
経
輝
氏
卜
同
行
ス
ル
ノ
約
ヲ
為
ッ
タ
レ
ハ
、

漸

ク
三
木
氏
ノ
勧
メ
ヲ
辞
ッ、

先
大
塚
氏
ヲ
訪
ヒ、

而
ッ
テ
三
木
ノ
方
二
趣
キ
ク
リ、

三
木
氏
方
へ
来
訪
ッ
ク
両
人
ハ
田
中
誠
太
郎
（
大

坂
西
区
幸
町
通
四
丁
目
十
九
番
地、

寺
島
武
太
郎
（
鳥
取
県
士
族）
ニ
ッ
テ
大
二
我
力
輩
ノ
挙
ヲ
袈
七
ラ
レ
タ
リ、

此
ノ
ニ
人
二
面
会

シ
テ
時
ヲ
移
ス
事一
時
問
ョ、

近
傍
ノ
一
楼
二
於
テ
午
餐
ノ
馳
走
ヲ
受
ク、

而
ッ
テ
互
二
別
レ
タ
リ、

各
応
分
ノ
カ
ヲ
尽
ス
ヘ
キ
ヲ
断

言
セ
リ
0
大
塚
磨

こ

奇
人
ニ
ッ
テ
己
レ
ノ
財
産
ヲ
学
者
二
渡
ッ
使
用
ツ
テ
モ
ラ
イ
タ
ッ
ト
申
ッ
居
レ
リ、

新
島
韮
ハ
同
氏
二
向
ヒ
何

分
同
志
社
二
預
ヶ
呉
レ
ト
懇
々
頼
ミ
置
キ
ク
リ。

岡
崎
高
厚
氏
ヲ
訪
ヒ、

托
ス
ル
ニ
専
門
校
有
志
金
募
集
ノ
義
ニ
―
摺
尽
カ
セ
ラ
レ
ソ

事
ヲ
以
セ
リ」

と
あ
る。

532

徳
宮
猪一
郎
の
「
人
民
の
手
に
依
り
て
成
立
す
る
大
学」

は
『
国
民
之
友』
（
第一
九
号、
明
治
二
十一
年
四
月
六
日
発
行）
に
掲
げ
ら
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れ
た。

徳
富
は
「
人
民
の
手
に
依
り
て
成
立
す
る
大
学」

に
お
い
て
「
同
志
社
大
学
設
立
ヲ
要
ス
ル
主
意」、
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨

趣
」、
「
同
志
社
大
学
校
設
立
旨
趣」、
「
同
志
社
設
立
の
始
末」

さ
ら
に
「
明
治
専
門
学
校
設
立
旨
趣」
（
第
1

巻
『
教
育
絹』

史
料
23)

を

料
酌
し、

「
今
日
に
於
て
知
徳
井
行
の
私
立
大
学
を
設
立
す
る
ハ

実
に
今
日
の
社
会
の
需
用
に
於
て
、

殊
に
道
徳
精
神
的
の
需
用
に
於

て
、

止
む
可
か
ら
さ
る
者
な
り
と
謂
ハ

さ
る
可
ら
す、

而
し
て
吾
人
ハ

此
の
事
業
を
以
て
、

之
れ
を
同
志
社
大
学
に
望
ま
さ
る
を
得

す、

吾
人
ハ

同
志
社
大
学
の
設
立
を
ハ
、

心
か
ら
し
て
翼
賛
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り」

と
述
べ
て
い
る
。

な
お、

猪
一

郎
は、

す
で
に
『
国
民
之
友
』
（
第
一
七
号、

明
治
二
十
一

年
三
月
二
日
発
行）

で
「
福
沢
諭
吉
君
と
新
島
迎
君」

を
発
表

し
て
、

と
く
に
新
島
の
教
育
主
義
を
称
揚
し、
「
吾
人
ハ

新
島
君
の
事
業
の
一

日
も
速
か
に
其
感
化
を
天
下
に
及
ほ
さ
ん
こ
と
を
願
ふ
」

と
そ
の
立
場
を
表
白
し
て
い
た。

し
か
も、

つ
い
で
第
一

八
号
（
三
月
十
六
日
発
行）

で
は
「
時
事」

欄
の
冒
頭
に
「
私
立
大
学」

と
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、�
、
、
、
、

う
文
章
を
の
せ
、

「
仰
い
て
天
に
愧
ち
ず、

俯
し
て
人
に
作
ち
ず、

良
心
を
手
腕
に
運
用
す
る
人
物
を
獲
成
す
る
の
私
立
学
校
は、

殊

に
必
要
と
す
る
に
非
す
や、

同
志
社
英
学
校
長、

新
島
襄
君
之
れ
を
思
ふ
こ
と
久
し
（
傍
点
・
杉
井）
」

と

述
べ
た
。

こ
の
年
十
一

月
十

六
日
に
発
兌
さ
れ
た
『
国
民
之
友
』
（
第
三
四
号）

の
別
冊
附
録
に
公
表
さ
れ
た
新
島
襄
の
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意」
（
第
1
巻
『
教

育
絹』

史
料
30)

の
先
駆
が
そ
こ
に
は
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

虚

明
治
十
七
年
五
月
印
刷
の
「
明
治
専
門
学
校
設
立
旨
趣」
（
第
1
巻
『
教
育
網』

史
料
23)

の
創
立
規
則
第
六
条
は
「
本
校
ハ

先
文
学
部

設
立
ノ
資
本
ト
ッ
テ
金
七
万
円
ヲ
募
集
シ
漸
次
法、

理、

医
学
部
等
二

及
ボ
ス
モ
ノ
ト
ス
」

と
あ
る
。

＊
＊
明
治
二
十
一

年
四
月
十
二
日
知
恩
院
に
お
け
る
「
私
立
大
学
ヲ
設
立
ス
ル
ノ
旨
意、

京
都
府
民
二

告
ク
」

（
第
1

巻
『
教
育
網』

史
料

29
)

に
「
余
ハ

明
治
十
七
年
以
来
此
ノ
大
学
ノ
計
画
ヲ
為
ツ
初
メ
、

先
ヅ
其
ノ
基
礎
ヲ
置
ソ
ニ
ハ
、

少
ク
ト
モ
七
万
円
ノ
金
ヲ
要
ス
ベ

ッ
ト
申
ツ
マ
ッ
タ
ガ、

爾
来
金
利
ノ
相
違
ス
ル
所
ロ
ヨ
リ、

今
ハ

少
ク
ト
モ
拾
万
円
以
上
ヲ
要
サ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
事
二

成
リ

来
リ
マ

ッ

ク
」

と
見
え
る
。

「
明
治
専
門
学
校
設
立
旨
趣」
（
造
品
廊
史
料）

に
も
明
治
十
七
年
五
月
と
全
く
同
一

文
で
金
額
だ
け
が
十
万
円
と
な

っ
て
い
る。

534

こ
の
「
376
号
書
簡」

は
「
正
三
八
九
書
簡」
（
七
八
六
ー
七
八
七
ペ
ー
ジ
）

で
は、

そ
の
日
付
を
「
明
治
十
九
年
三
月
十
日
」

と
し
て
い

る
が、

表
書
に
よ
っ
て
明
治
二
十
一

年一一一
月
十
日
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
の
で、

こ
こ
に
掲
げ
る
。

＊
＊「
同
志
社
大
学
記
事」
（
第
1

巻
『
教
育
網』、

二
0
0
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

明
治
二
十
一

年
三
月
八
日
の
記
事
に
「
井
上
〔
馨〕

伯
ノ

来
神
ス
ル
ヲ
以
テ、

新
島
狸
ハ

態
々
同
伯
面
会
ノ
為、

土
倉
氏
卜
同
道
シ
テ
神
戸
二

趣
キ、

川
崎
氏
ノ

別
荘
二

於
テ

同
伯
二

面
談
ス
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ル
ノ
機
ヲ
得
ク
リ、

但
ッ
此
ノ
行
ハ

同
伯
二

専
門
学
校
袈
成
ノ
事
ヲ
托
セ
ソ
ト
ノ
企
ナ
リ
キ
」

と
見
え
る。

こ
の
「
378
号
書
簡」

は
「
正
四
一

七
書
簡」
（
八
―
―――
ペ
ー
ジ
）

で
は
そ
の
日
付
を
「
明
治
二
十
一

年一
二
月
十
二
日」

と
し
て
い
る
が、

5
 三

月
十
三
日
が
正
し
い
。

536

こ
の
「
379
号
害
簡」

は
封
筒
表
書
が
和
田
健
三
宛
で、

本
文
の
宛
名
は
「
札
幌
教
会」

御
中
と
あ
る。

和
田
健
三
は
信
淡
（
長
野
県）

更
級
郡
八
幡
村
の
生
ま
れ。

明
治
十
五
（
一
八
八
二）

年
札
幌
盤
学
校
に
入
学、

二
十
年
七
月
卒
業、

札
幌
煤
学
校
第
一

期
生。

そ
の
後
直
ち
に
北
海
道
庁
に
入
り、

二
十
二
年
に
は
水
産
課
勤
務、

札
幌
基
習
教
会
の
創
立
の
メ
ソ
．ハ
ー
の

一

人
で
あ
る。

伊
藤
一

隆
の
下
で
水
産
調
査
を
お
こ

な
っ

た。

の
ち
札
幌
農
学
校
教
授。

「
札
幌
独
立
キ
リ
ス
ト
教
会
会
員
名
疱」

（
『

札
幌
独
立
キ
リ
ス
ト
教
会
百
年
の
歩
み
』

下
巻）

に
よ
る
と、

彼
は
明
治
二
十
年
八
月
東
京
麹
町
教
会
よ
り
転
会
し
た
と
し
る
し
て
い

る。
＊
＊
札
幌
教
会
の
大
島
正
健
の
按
手
礼
に
つ
い
て、

新
島
狸
は
「
331
号
害
簡」
（
明
治
二
十
年
十
月
上
旬、

大
島
正
健
宛）

で、

こ

れ
を

蹟
極

的
に
す
す
め
、

按
手
礼
は
二
十
一

年
一

月
十
七
日、

東
京
一

番
町
一

致
教
会
で
お
こ
な
わ
れ
た。

し
か
し、

大
島
の
う
け
た
組
合
教
会

の
牧
師
の
中
に
列
し、

そ
の
牧
師
と
し
て
の
狡
格
に
つ
い
て
は
組
合
教
会
が
そ
の
毀
任
を
負
う
と
い
う
按
手
礼
に
つ
い
て
は
「
札
幌
独

立
基
督
教
会
沿
革」
（
『

独
立
教
会
第
三
十
七
号
附
録
／
創
立
弐
拾
五
年
紀
念
／
札
幌
独
立
基
督
教
会』、

明
治
四
十
一

年
二
月
二
十
二
日
発
行）
に
象

徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に、

そ
の
当
時
か
ら、

教
会
と
し
て
は
慮
外
の
取
扱
い
で
あ
り、

大
島
の
主
張
（「
独
立
教
会
と
新
島
先
生」、

『
ク
ラ
ー
ク
先
生
と
そ
の
弟
子
達』

所
収）

は
自
己
弁
護
と
と
ら
れ
て
き
た。

『
札
幌
独
立
キ
リ
ス
ト
教
会
百
年
の
歩
み
」
（
上
巻）

の
こ
の

「
379
号
書
簡」

に
も
と
づ
く
事
態
の
解
明
は、

新
島
の
自
由
と
独
立
を
主
張
し
た
風
姿
を
伝
え
る
上
で
き
わ
め
て
費
重
で
あ
る。

田
宮
勇
（
一
八
四
六
ー
一
八
九
五）

は
山
城
国
（
京
都
府）

綴
喜
郡
普
贅
寺
村
に
生
ま
れ
る。

明
治
十
二
年
三
月
京
都
府
会
の
開
設
に
あ

た
り
綴
喜
郡
選
出
の
議
員
と
な
り、

二
十
七
年
ま
で
在
任
し、

そ
の
問
常
置
委
員、

郡
部
会
副
議
長
（
の
ち
議
長）

を
つ
と
め
た。

ま

た
十
三
年
秋
に
は
郡
内
の
有
志
と
綴
喜
自
由
懇
親
会
を
組
織
し、

十
四
年
に
は
南
山
義
塾
設
立
の
発
起
人
と
な
り、

地
方
の
民
権
思
想

の
普
及、

地
方
青
年
へ
の
自
由
教
育
に
力
を
注
ぎ、

と
く
に
新
島
の
同
志
社
大
学
（
明
治
専
門
学
校）

設
立
に
つ
い
て
は
伊
東
熊
夫、

西

川
義
延、

喜
多
川
孝
経
ら
と
咬
粟
す
る
立
場
を
と
っ
た。

＊
＊
市
田
文
次
郎、

竹
恥
仙
右
衛
門
は
と
も
に
明
治
十
七
年
一

月
以
来
明
治
専
門
学
校
の
発
起
人
で
あ
り、

京
都
府
の
区
部
の
理
事
委
員

で
あ
っ
た。

「
同
志
社
大
学
記
事」

（
第
1
巻
『

教
育
綱』
二
0
0
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

明
治
二
十
一

年
三
月
二
十
日
の
項
に
「
山
本
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覚
馬、
新
島
襄
両
人
ノ
記
名
ヲ
以
テ
招
状
ヲ
出
ツ、

京
都
区
部
理
事
委
員
ヲ
京
都
倶
楽
部
支
部二
集
メ
〔
中
略〕
市
田、

竹
鼻
ノ
両
氏

ハ
来
会
セ
ス」
と
見
え
る。

8
 
3

中
村
栄
助
の
母
は
る
の
四
条
教
会
に
お
け
る
受
洗
は
明
治
二
十一
年
三
月
二
十
五
日
で
あ
る。
ち
な
み
に
中
村
栄
助一
家
の
四
条
教

会
籍
を
み
る
と、
栄
助
は
明
治
十
六
年
三
月
京
都
第
二
教
会
で
受
洗、
十
八
年一
月
十
四
日、
第
二
教
会
よ
り
京
都
四
条
教
会
に
転

入。
妻
え
ん
は
十
九
年
十一
月
十
四
日
入
会。
長
女
あ
い
は
十
七
年
五
月
十一
日
受
洗、
十
八
年一
月
十
四
日
第
三
教
会
よ
り
転
入。

長
男
栄
治
郎
は
二
十
八
年
十
二
月
十
七
日
転
入、
次
男
信
次
郎
は
二
十
四
年
三
月
二
日
幼
児
洗
礼、
三
男
義
三
は
二
十
六
年
三
月
十
二

日
幼
児
洗
礼、
次
女
治
子
も
二
十
八
年
十
二
月
八
日
幼
児
洗
礼
を
う
け
て
入
会
し
て
い
る
（『
京
都
教
会
百
年
史』）。

＊＊
中
井一＿一
郎
兵
衛
（一
八
五―
_＿
九
三
二）。
「
同
志
社
大
学
記
事」
（
第
1
巻
『
教
育
網』
二
0
七ペ
ー
ジ）
に
よ
る
と、
明
治
二
十一
年

三
月
二
十
日、
集
会
の
決
議
に
よ
っ
て、
十
七
人
に
こ
の
「
383
号
書
簡」
を
出
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。
中
井
三
郎
兵
衛
は
そ
の一
人

で
あ
り、
そ
の
宛
名
書
き
は
「
三
条
東
洞
院
西
二
入

紙
屋」
と
し
る
さ
れ
て
い
る。

中
井
三
郎
兵
衛
は
中
井
商
店
（
製
紙
販
売）
を
経
営。
明
治
二
十
年
に
は
京
都
紙
商
組
合
長、
京
都
織
物
会
社
創
立
発
起
人
（
の
ち
委

員
兼
支
配
人）、
ま
た、
二
十一
年一
月
以
降
は
区
部
選
出
の
府
会
議
員
で
あ
っ
た。

な
お
先
掲
の
「
同
志
社
大
学
記
事」
に
よ
る
と、
中
井
は
三
月
二
十
七
日
の
京
都
仮
倶
楽
部
の
集
り
に
出
席
し
て
い
る。

539
「
雨
森
等一＿一
人」
と
は
雨
森
菊
太
郎
(-
八
五
八
ー一
九
二
0)、

西
堀
徳
二
郎
(-
八
五
六
ー一
九
二
0)、

富
田
半
兵
衛
（一
八
四
七
ー

一
九一
九）
で
あ
る
こ
と
が
「
同
志
社
大
学
記
事」
（
第
1
巻
『
教
育
綱』
二
0
七ペ
ー
ジ）
で
推
定
さ
れ
る。
三
人
と
も
府
会
議
員
で、

常
置
委
員
で
あ
る。
雨
森
の
宛
先
は
「
柳
ノ
馬
場
姉
小
路
下
ル」、
西
堀
は
「
上
京
小
川一
条
下
ル」、
富
田
は
「
上
京
四
組
伊
佐
町」

と
見
え
る。

540

竹
村
藤
兵
衛
は
当
時
京
都
下
京
区
長。
「
同
志
社
大
学
記
事」
（
第
1
巻
『
教
育
綱』
二
0
八ペ
ー
ジ）
に
よ
る
と、
こ
の
招
状
に
よ
る

三
月
二
十
七
日
の
会
合
に
北
垣
国
逍
知
事、
森
本
後
涸mぃ
記
官、
上
京
区
長
杉
浦
利
貞
ら
と
出
席
し
て
い
る。

541

辻
信
二
郎
は
「
同
志
社
大
学
記
事」
（
第
1
巻
『
教
育
紺』
二
0
七ペ
ー
ジ）
に
見
え
る
明
治
二
十一
年一＿一
月
二
十
三
日
に
招
状
が
発
せ

ら
れ
た
連
名
の
中
に
「
不
明
雪
駄
屋
町
辻
信
二
郎
君」
と
あ
る
の
が、
初
見
で
あ
る。
た
だ
三
月
二
十
三
日
付
害
筒
ー
|「
383
号生
11

簡」

（
中
井
三
郎
兵
衛
宛）、
「
385
号
害
佃」
（
竹
村
藤
兵
衛
宛）
と
同
文ー
�
に
も
と
づ
き
三
月
二
十
七
日
に
仮
倶
楽
部
で
会
合
が
も
た
れ
た
が、

当
日
不
参
で
あ
っ
た
人
々
に
対
し
て
こ
の
書
節
は
発
せ
ら
れ
た。
辻
信
二
郎
は
こ
の
二
十
七
日
に
出
席
し
て
い
な
い
（
前
掲
害
二
0
八ベ
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ー
ジ
）
。

＊
＊
「
同
志
社
大
学
記
事」
（

第
1
巻
『
教
育
編』
ニ
ー
一
ペ
ー
ジ
）

に

よ

る
と
「
来
四
月
五
日
午
后
六
時
食
後
早
々
集
会
ノ
事
二

決
ツ
」

と

見
え
る
。

、
、�
、
、

＊
＊
＊
こ
の
書
簡
は
本
文
が
朱
筆
で
訂
正
さ
れ、

そ
こ
に
は
「
明
後
五
日
」

と
書
き
改
め
て
い
る
か
ら、

本
来
は
こ
の
発
信
日
た
る
日
付

も、

三
月
二
十
三
日
で
は
な
く、

二
十
七
日
以
後
の
日
付
に
書
き
改
め
ら
れ
る
べ

き
で
あ
っ
た
。

し
か
し
て、

本
文
に
い
う
「
明
後
五

日」

と
い
う
忠
き
方
か
ら
す
れ
ば、

こ
の
書
簡
の
本
来
の
日
付
は
四
月
＝―-
日
と
す
る
の
が
正
確
で
あ
ろ
う。

い
ま
そ
の
ま
ま
の
日
付
と

し
て、

こ
こ
に
掲
げ
た
。

な
お
「
394
号
書
簡
」
（

四
月
三
日
付、

京
都
府
下
有
志
者
宛）

参
照。

542

こ
の
「
387
号
害
簡」

は
「
正
一

六
一

書
簡」

（

三
八一――
ー――＿
八
四
ペ
ー
ジ
）

で
は、

そ
の
日
付
を
「
明
治
十
七
年
三
月
二
十
五
日
」
と
し

て
い
る
。

し
か
し、

明
治
十
七
年
初
頭
か
ら
四
月
に
か

け
て
の

「
同
志
社
大
学
記
事」
（
第
1
巻
『
教
育
編』
一

九
0
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る

と、

「
一

月
十
九
日
〔
新
島
宅
に
お
け
る
仮
発
起
人
相
談
会〕
二

於
テ
ハ
、

来
ル――一
月
ヲ
期
ツ
発
起
人
ノ
総
会
ヲ
開
ク
筈
ナ
リ
ッ
ガ、

二
月

往
キ
三
月
去
リ
遂
二
四
月
一

日
ヲ
以
テ
京
都
商
工
会
議
所
二

大
会
ヲ
開
ヶ
リ
」

と
あ
っ
て、
「
387
号
書
簡」

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
北
垣

国
道
京
都
府
知
事、

尾
越
蕃
輔
府
大
書
記
官、

上
下
両
区
長
な
ど
と
の
接
触
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
同
記
事
の
明
治
二

十
一

年
三
月
二
十
日
以
降
の
項
（
前
掲
蜜
二
0
0-
1
ニ
ー――
ペ
ー
ジ
）

を
見
る
と、

知
事、

書
記
官、

区
長
に
招
状
を
発
し
て、

四
月
十

二
日
大
集
会
（
知
恩
院）

に
む
け
て
の
活
動
が
き
わ
め
て
活
発
で
あ
る
。

か
つ
害
簡
の
本
文
中
に
見
え
る

「
拙
生
企
居
候
専
門
校」

と

く
に
「
専
門
校」

と
い
う
表
現
は
明
治
十
七
年
四
月
以
降
に
頻
繁
に
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ
っ
て、

し
た
が
っ
て、

こ
の
書
簡
の
年
代
を

明
治
十
七
年
と
す
る
を
改
め、

二
十
一

年
と
し、

こ
こ
に
掲
げ
た
。

＊
＊
尾
越
蕃
輔
大
書
記
官
は
周
防
国
徳
山
藩
士、

明
治
七
(
-
八
七
四）

年
教
部
省
権
大
録、

十
年
内
務
省
に
移
り、

十
二
年
に
は

内
務

権
小
書
記
官
に
進
み、

十
六
年
五
月、

北
垣
国
道
府
知
事
の
下
で
京
都
府
大
書
記
官
と
な
っ
た。

十
八
年
六
月
よ
り
着
手
さ
れ
た
琵
琶

湖
疏
水
事
業
は
尾
越
疏
水
事
務
所
長
の
下
で
工
事
の
進
捗
が
は
か
ら
れ、

二
十
三
年一＿一
月
竣
工
を
見
た。

＊
＊
＊
上
京
区
長
杉
浦
利
貞、

下
京
区
長
竹
村
藤
兵
衛。

印

こ
の
「
388
号
書
筒」

は
「
正
二
七
六
書
簡」
（
六
ニ――
—
六
一
四
ペ
ー
ジ
）

で
は、

そ
の

日
付
を
「
明
治
二
十
一

年一＿一
月
五
日
」

と
し

て
い
る
。

し
か
し、

「
二
十
五
日」

の
誤
り
に
つ
き、

正
し
て
こ
こ
に
掲
げ
る
。

＊
＊「
同
志
社
大
学
記
事」
（

第
1
巻
『
教
育
網』
二
0
0
ー
ニ
0
七
ペ
ー
ジ
）

は、

明
治
二
十
一

年
三
月
二
十
一

日
と
し
て
「
金
森
氏
ハ

同
志
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社
の
代
人
ト
ナ
リ
東
京
五
大
新
聞
社
員、
国
民
之
友、
其
ノ
他
ノ
雑
誌
社
員
ヲ
富
士
見
軒
二
招
待
ツ、
同
志
社
大
学
ノ
事
ヲ
以
テ
来
賓

ニ
談
話
ス

諸
新
聞二
登
録
ッ
ク
ル
事
左
ノ
如
ッ」
と
あ
り、
郵
便
報
知、
朝
野、
時
事、
東
京
日
日、
公
論
の
各
紙
の
切
抜
記
事
を

貼
布
し
て
い
る。
こ
の
徳
宮
宛
の
「
388
号
害
簡」
に
お
い
て、
東
京
に
お
け
る
こ
の
集
会
が
徳
富
猪一
郎
の
勧
め
と
尽
力
で
お
こ
な
わ

れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る。

＊＊＊『
国
民
之
友r
（
第一
九
号、
明
治
二
十一
年
四
月
六
日
発
行
附
録）
に
金
森
通
倫
の
「
同
志
社
の
規
模
及
其
目
的」
が
掲
載
さ
れ
る。

な
お
新
島
が
「
雄
文」
を
期
待
し
た
蘇
峰
の
「
人
民
の
手
に
依
り
て
成
立
す
る
大
学」
も、
こ
の
第一
九
号
に
掲
げ
ら
れ
た
（
五
三
二

ペ
ー
ジ
の
注
参
照）。

*＊**「
同
志
社
大
学
記
事」
（
第
1
巻
『
教
育
網』
二
0
0ペ
ー
ジ）
に
よ
る
と、
明
治
二
十一
年一二
月
十
九
日
の
条
に
「
陸
奥
宗
光
氏
来
訪

ス、
先
キ
ニ
同
氏
ノ
大
坂
二
来
リ
勢
州
二
趣
ヵ
ソ
ト
ス
ル
ト
キ
ニ
ー
害
ヲ
追
ッ、
勢
州
ョ
リ
ノ
帰
途
京
師
二
立
寄
ル
ヘ
キ
旨
ヲ
通
ッ
匠

カ
レ、
而
ッ
テ
十
九
日
ノ
午
后
来
訪
ア
リ、
緞
々
閑
話
ノ
問、
襄
平
素
焦
心
忘
レ
サ
ル
所
ノ
大
学
ノ
事
ヲ
以
テ
氏
二
談
ッ、
同
氏
ノ
賛

成
ヲ
乞
ヒ
又
大
二
尽
カ
セ
ラ
レ
ソ
事
ヲ
依
頼
セ
リ。
但
ッ
氏
ノ
当
地
二
来
リ
ッ
ハ
米
国
赴
任
ノ
前、
郷
里
ノ
和
歌
山
勢
州
等
ニ
ア
ル
親

族
二
告
別
ノ
為
ナ
リ
ト、
五
百
円
ノ
寄
附
ヲ
約
ス」
と
見
え
る。
な
お「
392
号
書
簡」（
明
治
二
十一
年
三
月
二
十
九
日
付、
徳
宮
猪一
郎
宛）

参
照。

44

吾――――。ヘ
ー
ジ
の
注
参
照。

54

こ
の
「
390
号
書
簡」
に
お
け
る
海
老
名
弾
正
の
活
動
の
舞
台
は
九
州
熊
本
で
あ
る。
海
老
名
は
明
治
十
九
年
十
月
東
京
本
郷
湯
島
に

諧
義
所
を
開
い
て
伝
道
を
は
じ
め
た
が、
翌
二
十
年
夏、
伊
勢
時
雄
に
そ
の
伝
道
を
ゆ
ず
っ
て、
彼
の
伝
道
予
定
地
で
あ
っ
た
熊
本
に

赴
任
す
る。
「
御
企
之
私
学
校」
は
熊
本
英
学
校
（
熊
本
英
語
学
会
の
後
身）
で
あ
り、
こ
れ
を
宣
教
師
0.
H・
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク、
神

山
充
家
（
阿
部
充
家）
さ
ら
に
同
志
社
を
中
退
し
た
徳
富
健
次
郎、

そ
れ
に
熊
本
組
合
教
会
伝
道
師
奥
亀
太
郎
ら
が
応
援
す
る
体
制
で

あ
っ
た。

541

こ
の「
391
号
古
簡」
（
北
垣
国
灌
宛）
も、
さ
き
の
「
387
号
書
簡」
（
北
垣
宛）
と
同
様
に
「
正一
六
二
書
簡」
（
三
八
四
ー
三
八
五
ペ
ー
ジ）

で
は、
そ
の
年
代
を
「
明
治
十
七
年」
と
し
て
い
る。
し
か
し
五
四
ニ
ペ
ー
ジ
の
注
に
し
る
し
た
同
じ
理
由
に
よ
り、
こ
の
書
簡
の
年

代
を
明
治
十
七
年
と
す
る
を
改
め、
二
十一
年
と
し、
こ
こ
に
掲
げ
た。

547

徳
富
猪一
郎
か
ら
送
ら
れ
た
「
新
聞
ノ
切
数
片」
「一

一々
屁
致
ッ
費
兄
御
骨
折
ノ
廉
深
く
奉
嗚
謝」
と
す
る
切
抜
が
「
同
志
社
大
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注 解

学
記
事」
（
第
1
巻
『
教
育
絹』
二
0
0
ー
ニ
0
六
ペ
ー
ジ
）

に
貼
布
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う。

541

こ
の
「
393
号
書
簡」

は
「
正
二
四
三
書
簡」
（
五
四
四
ー
五
四
五
ペ
ー
ジ
）

で
は、

そ
の
年
代
を
明
治
十
六
年
と
し
て
い
る
。
し
か
し、

新

島
が
「
明
治
専
門
学
校
創
立
」

の
賛
成
を
京
都
府
下
の
有
志
に
働
き
か
け
る
の
は、

明
治
二
十
一

年
初
頭
か
ら
の
こ
と
で
あ
り、

ま
た

追
而
雷
に
見
ら
れ
る
「
事
二
よ
り
候
ハ
、

小
生
も
四
月
中
上
京」

と

あ
る
の
は
「
出
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記
·

紀
行
網』

二
九
九
ペ
ー

ジ
）

な
ら
び
に
「
同
志
社
大
学
設
立
募
金
日
誌
」
（
前
掲
害
四一
五
ペ
ー
ジ
）

に
よ
っ
て、

明
治
二
十
一

年
の
こ

と
で

あ
り、

か
つ
「
米

国
行
之
企
」

も、
「
373
号
書
筒」
（
明
治
二
十
一

年
三
月
一
日
付、

徳
富
猪
一
郎
宛）、
「
374
号
害
簡」
（
三
月
四
日
付、

同
前
宛）

か
ら
二
十
一

年

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る。

な
お

「
同
志
社
大
学
記
事
」
（
第
1
巻
『
教
育
網』

ニ
―
ニ
ペ
ー
ジ
）

に
「〔
明
治
二
十
一

年〕

三
月
廿
九

日、

綴
喜
郡
ノ
喜
多
川
孝
経、

奥
繁一ー一
郎、

田
宮
勇、

伊
東
熊
夫
ノ
四
氏
へ

宛
各
一

通
ノ
依
頼
状
ヲ
差
出
ッ
、

専
門
校
募
集
ノ
為
二

集

会
ヲ
開
カ
レ
ソ
事
ヲ
促
セ
リ
」

と
あ
る。

し
た
が
っ
て
明
治
十
六
年
と
す
る
を
改
め
、

こ
こ
に
掲
げ
た。

こ
の
「
394
号
書
簡」

は
日
付
な
ら
び
に
宛
名
を
欠
い
て
い
る
が、
「
386
号
書
簡」
(-――
月
二
十
三
日
付、

辻
信
二
郎
宛）

の
宛
名
の
脇
に
朱

，

 

4

筆
で
し
る
さ
れ
て
い
る、

さ
し
あ
た
っ
て
「
十
二
通
御
認
被
下
度
候」

と
い
う
書
簡
に
該
当
す
る。

五
四
一
ペ
ー
ジ
の
注
＊
＊
＊
参
照。

六
名
に
つ
い
て
は
「
同
志
社
大
学
記
事」
（
第
1
巻
『
教
育
網』

ニ
―
ニ
ー
ニ

ニ
ニ
ペ
ー
ジ
）

に
「
下
京
ノ
部」

と
し
て
第
十
四
組
高
瀬

川
筋
松
原
下
ル

消
水
吉
右
衛
門、

第
三
組
烏
丸
三
条
下
ル

上
野
宇
八、

第
五
組
御
幸
町
蛸
薬
師
上
ル

上
島
伝
兵
衛、

第
七
組
新

門
前
縄
手
東
二
入

中
村
茂
兵
衛、

同
東
洞
院
六
角
下
ル

カ
リ
半

中
村
半
兵
衛、

第
四
組
柳
ノ
馬
場
錦
小
路
角

川
端
弥
平
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

改
め
て
中
村
栄
助
の
宰
配
を
知
る
こ
と
が
で
き
る。

551

こ
の
「
397
号
書
簡
」

は
差
出
人
と
し
て
の
新
島
襄
の
署
名
を
欠
い
て
い
る
が、

全
文
新
島
の
築
に
な
る
も
の
で
あ
る。

七
人
の
肩
書

で
あ
る
「
委
員」

と
は
「
同
志
社
大
学
記
事」
（
第
1
巻
『
教
育
編』
ニ
―
ニ
ー
ニ
―
六
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と、

明
治
二
十
一

年
四
月
五
日

に
選
ば
れ
た
明
治
専
門
学
校
設
立
の
た
め
の
「
調
査
委
員」

で
あ
る。

中
村
栄
助
を
は
じ
め
と
し
て
内
貴
甚一―一
郎
（
上
京）、

西
村
七――一
郎
（
油
小
路
中
立
売
下
ル、

区
部
聡
員）

は、

す
で
に
明
治
十
六
年
の

大
学
設
立
の
運
動
か
ら
発
起
人
と
し
て
新
島
の
業
に
賛
成
し
た
人
ぴ
と
で
あ
り、

青
山
長
祐
（
河
原
町
出
町、

上
京
区
役
所
書
記）
、

三
木

安
三
郎
（
烏
丸
姉
小
路
上
ル、

第
一

銀
行）
、

岡
本
治
助
（
上
京
第
八
組
横
大
宮
町、

京
都
織
物
会
社
発
起
人
総
代、

府
会
諮
員）
、

古
川
吉
兵
衛

（
三
条
河
原
町
西
入、

府
会
議
員、

常
匠
委
員）

は、

こ
の
二
十
一

年
三
月
以
降、

新
島
賛
爽
の
業
に
加
わ
り、

と
も
に
四
月
十
二
日
の
知

恩
院
に
お
け
る
大
集
会
開
催
の
た
め
の
庶
務
・

応
接
：
会
計
な
ど
の
要
務
を
担
当
し
た。
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な
お
「
同
志
社
大
学
記
事」
（
前
掲
田
ニ
―
七
ペ
ー
ジ
）

に
は

「
四
月
八
日、

十
二
日
大
会
ノ
為
種
々
ノ
計
画
ヲ
為
サ
、

ル
ヲ

得
ス
、

且
時
日
モ
甚
迫
切
ノ
事
ナ
レ
ハ

本
日
午
后
六
時
ヲ
期
ッ
、

調
査
委
員
七
名
ョ
リ
他
ノ
理
事
委
只
へ

宛
テ
仮
倶
楽
部
二

来
会
セ
ラ
ル
ヘ

キ

事
ヲ
促
ス
」

と
見
え
る。

ま
た
各
宛
名
の
も
と
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る、

各
人
の
消
息
と
そ
の
後
の
連
絡
に
つ
い
て
は、

同
じ
く
「
同

志
社
大
学
記
事」
（
前
掲
書
ニ
ニ
ニ
ペ
ー
ジ
）

に、

特
別
招
状
を
出
す
な
ど
の
措
個
が
と
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
「
398
号
書
簡
」

は
「
正
八
二
害
筒」
(

-
五
一

ー
一
五
ニ
ペ
ー
ジ
）

で
は、

日
付
な
ら
ぴ
に
宛
名
の
明
記
を
欠
い
て
い
る
が、

従
来

4
 の

伝
え
に
従
い
、

推
定
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ
た。

＊
＊
こ
の
「
399
号
書
簡
」

は
「
正一――
六
七
書
簡」
（
七
五
七
ー
七
五
八
ペ
ー
ジ
）

で
は
「
同
志
社
教
師」

宛
と
し
て
い
る
が、

そ
れ
ぞ
れ
の
宛

名
を
す
べ
て
掲
げ
た。

坂
田
丈
平
（
岡
山
県）

は
漢
文
学、

浮
田
和
民
（
熊
本
県）

は
史
学、

藤
田
愛
二
（
兵
庫
県）

は
地
理
学、

英
語
学、

金
森
通
倫
（
熊
本
県）

は
自
然
神
学、

森
田
久
万
人
（
熊
本
県）

は
論
理
学、

心
理
学、

道
義
学、

加
藤
勇
次
郎
（
熊
本
県）

は
数
学、

滸
水
泰
二
郎
（
大
阪
府）

は
英
語
学
の
担
当
者
（
こ
の
担
当
課
目
は
「
同
志
社
学
院
（
予
備
学
部
・
普
通
学
部
・

神
学
部）

規
則
概
究」
（『
同
志
社
百
年
史

衰
料
網
ー
』

所
収）

に
よ
っ
た）

で
あ
っ
た
。

阿
部
政
恒
（
l

八
五
六
—一
八
九
八）

は
明
治
十
八
年
同
志
社
英
学
校
別
課
神
学
に
入
学、

二
十
一

年
六
月
卒
業、

同
級
に
は
留
岡
幸

助、

中
山
光
五
郎、

江
浪
亀
四
郎、

藤
田
国
松、

片
桐
鱗
太
郎、

坂
田
忠
五
郎、

塩
見
孝
次
郎、

高
橋
優、

高
田
元
資
ら
が
い
た。

留

岡
幸
助
の
「
長
陽
阿
部
政
恒
君
逝
く」

（『
基
督
教
新
聞』、

明
治
三
十
一

年
十
二
月
十
六
日、

第
八
0
0
号）

に
よ
る
と、

「
同
志
社
を
卒

ふ
る
や
君
は
浪
華
に、

余
は
丹
波
に
伝
道
せ
り、

後
〔
明
治
二
十
四
年〕

余
の
北
海
の
囚
徒
を
提
誨
す
る
や、

君
又
来
り
て
大
に
教
誨
の

実
を
挙
ぐ
〔
中
略〕

君
後
感
ず
る
所
あ
り
て
直
接
伝
道
に
従
事
す
る
や
宿
病
の
為
に
使
命
を
果
さ
ず」

と。

す
な
わ
ち
北
海
道
集
治
監

の
教
誨
師
と
な
り、

留
岡、

原
胤
昭、

大
塚
素、

水
崎
基
一
、

中
江
狂、

末
吉
保
造
ら
と
監
獄
教
誨
な
ら
び
に
伝
道
に
従
事、

明
治―――

十
一

年
十
二
月
一

日
札
幌
で
死
去、

盟
平
砥
地
に
葬
ら
れ
た
。

な
お、

こ
の
「
400
号
内
筒」

は
も
ち
ろ
ん
教
誨
師
と
し
て
北
海
道
に
赴
任
す
る
前
に
当
り、
「
正
八
八
舌
簡
」
（
二
六
0
ー
ニ
六
一
ペ
ー

ジ
）

で
は、

彼
の
住
所
は
「
神
戸
下
山
手
通
七
丁
目
三
百
九
十
八
番
地」

と
あ
る
。

5

雨
森
菊
太
郎
は
悩
者
岩
垣
六
蔵
の
子、

雨
森
家
に
入
る。

山
本
寛
馬
に
師
事
し
た。

明
治
十
六
年
四
月、

京
都
府
五

等
属
を
や
め

て、

浜
岡
光
哲
の
推
軌
で
京
都
滋
賀
新
報
社
に
入
社。
『
京
都
滋
賀
新
報
』

は
十
七
年
十
月
十
日、
『
中
外
電
報
』

と
改
題
さ
れ、

中
外
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注 解

園
報
社
が
彼
の
新
聞
記
者
と
し
て
の
活
躍
の
場
と
な
っ
た。
一
方、
同
年
六
月、
雨
森
は
京
都
府
会
議
員
に
も
当
選
し、
爾
後
連
続
し

て
府
会
に
議
席
を
占
め、
そ
の
間
区
部
常
置
委
員
を
つ
と
め
た。

明
治
二
十一
年
十一
月
七
日
に
発
表
さ
れ
た
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意」
（
第
1
巻
『
教
育
紺』
史
料
30)
は
京
都
に
お
い
て
は、
こ

の
『
中
外
電
報』
と、
『
日
出
新
聞』
（
三
条
裔
倉
の
商
報
会
社
か
ら
明
治
十
八
年
四
月
十
日
第一
号
発
行）
に
掲
載
さ
れ、
両
紙
に
お
い
て
大

学
設
立
の
た
め
の
募
金
が
取
扱
わ
れ
た。
な
お
五
三
九
ペ
ー
ジ
の
注
参
照。

加
藤
勝
弥（一
八
五
四
—一
九
ニ―)
は
越
後
国
（
新
湿
県）
岩
船
郡
八
幡
村
の
出
身。
明
治
十
二
(-
八
七
九）
年
六
月
新
潟
県
県
会
議

員
に
当
選、
以
後
国
会
閲
設
懇
望
協
議
会
に
加
わ
り、
北
辰
自
由
党
を
設
立
し
て
そ
の
常
備
委
員
と
な
っ
て、
越
後
の
自
由
民
権
運
動

に
参
画
し、
高
田
事
件
で
は
国
事
犯
と
し
て
捕
え
ら
れ
た。
十
七
年
五
月、
母
（
俊
子）、
妻
（
久
子）
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
ソ
・
ポ
ー

ド
北
日
本
ミ
ッ
ツ
ョ
ソ
の
宣
教
師
R.
H・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
か
ら
洗
礼
を
う
け、
代
々
の
家
業
で
あ
る
酒
造
業
を
廃
業、
上
京
し
て
数
寄

屋
梱
教
会
つ
い
で
市
ヶ
谷
教
会
に
入
会
し
た。
二
十
年
六
月、
新
潟
に
か
え
り、
十
月
新
褐
在
留
の
宣
教
師
な
ら
ぴ
に
組
合
教
会
の
牧

師、
伝
道
師
の
協
力
を
え
て、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
よ
る
地
方
青
年
の
教
育
の
た
め
の
北
越
学
館
を
設
立
し、
そ
の
館
長
に
就
任
し

た。
こ
の
忠
簡
は
三
た
ぴ
県
会
議
員
と
な
り、
ま
た
館
長
で
あ
る
彼
が
内
村
鑑
三
招
聘
を
新
島
に
た
の
ん
だ
経
緯
が
知
ら
れ
る
（
本
井

康
博
網
『
回
想
の
加
藤
勝
弥ー
�
ク
リ
ス
チ
ャ
ソ
民
権
家
の
肖
像
ー』）。

こ
の
日
の
集
会
に
つ
い
て
は
「
同
志
社
大
学
記
事」
（
第
1
巻
『
教
育
絹』
ニ
ニ
八ペ
ー
ジ）
に
「
府
下
綴
喜
郡
薪
村二
開
カ
レ
タ
ル

8
 懇

親
会へ
西
京
ョ
リ
金
森
通
倫、
奈
良
ョ
リ
新
島
公
義
臨
会
ッ
専
門
学
校
創
立
事
件
ヲ
詳
細二
演
説
ス、
続
々
狡
成
ヲ
約
セ
ラ
ル、
奥

繁
三
郎、
喜
多
川
孝
経
両
氏
尤
モ
尽
カ
ッ
且
ッ
募
集
金
ノ
事
ヲ
自
ラ
任
ッ
呉
レ
タ
リ」
と
見
え
る。

な
お
「
正
四
ニ
ニ
書
簡」
（
八一
六
ー
八一
七ペ
ー
ジ）
で
は、
そ
の
日
付
を
「
四
月
十
八
日」
と
し
て
い
る
が、
は
が
き
表
密
に
四

月
十
七
日
と
明
記
さ
れ
て
い
る。
ま
た
こ
の
日
「
八
時
半
着
浜」
は
「
404
号
書
簡」
（
明
治
二
十一
年
四
月
十
七
日
付、
徳
富
猪一
郎
宛）

で
も
確
認
さ
れ
る。

叩

新
島
の
「
出
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記・
紀
行
網』
二
九
九
ー――I
OI――ペ
ー
ジ）
に
よ
る
と、
知
恩
院
に
お
け
る
大
集
会
の
四
日
後、

東

上
し、
渡
米
前
の
陸
奥
宗
光
に
会
い、
か
つ
彼
の
周
旋
に
よ
っ
て
井
上
馨
邸
に
お
け
る
明
治
専
門
学
校
設
立
の
た
め
の
四
月
二
十
二
日

の
集
会
に
出
席、
そ
の
折、
新
島
は
「
病
変
ヲ
生
ツ」
そ
の
後
し
ば
ら
く
静
旋
の
日
を
余
俊
な
く
さ
れ
た。
い
ま、
そ
の
間
の
病
気
に

関
す
る
記
事
を
「
出
遊
記」
か
ら
摘
記
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る。
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〔
四
月〕

二
十
日

森
大
臣
ヲ
尋
ネ、

医
科
大
学
ペ
ル
ツ
〔
E
2,i
n
Baelz〕

氏
ノ
診
断
ヲ
乞
フ
事
ヲ
頼
ミ
タ
レ
ハ
、

直
〔
二
〕

秘

書
官
二

命
ッ
其
ノ
照
会
ヲ
為
ッ
呉
タ
リ

二
十
二
日

橋
本
〔
網
常〕

陸
軍
医
二

診
断
ヲ
乞
フ
、

氏
ノ
曰
ク、

診
甚
悪
シ
、

胃
二

水
気
多
ッ
、

診
ノ
悪
キ
割
二

身
体
ノ
挙
動

ハ
ア
ッ
カ
ラ
ス
、

甚
解
ツ
難
キ
理
由
ナ
リ。

同
午
后
二
時

0
0
伯
ノ
家
二

至
ル
、

来
会
者
ハ

左
之
如
シ
、

青
木
周
蔵、

神
奈

川
知
事
沖
守
固、

陸
奥
宗
光、

野
村
靖、

渋
沢
栄
一
、

原
六
郎、

日
本
橋
兜
町
三
井
物
産
会
社
益
田
孝。

閑
話
ョ
リ
甫
マ
リ
遂
ニ

教
育
ノ
談
二

及
フ
。

伯
之
ヲ
開
陳
ッ
、

青
木
之
ヲ
助
ク
。

余
意
見
ヲ
述
フ
、

大
体
ヲ
云
イ、

而
ッ
テ
益
田
氏
ノ
問
ア
リ、

之
二

答

フ
。

其
中
病
変
ヲ
生
ッ
脳
貧
血
ト
ナ
ル
。

席
ヲ
退
ク、

ソ
ー
フ
ァ
ニ

横
ヮ
リ
休
ム
、

脚
湯
ノ
用
意
ア
リ。

橋
本
ヲ
招
ク、

来
テ
龍

脳
丁
幾
ヲ
以
皮
下
注
射
ス
〔
後
略〕

廿＿―-
日

ベ
ル
ッ
氏
午
后
二
時
来
ル
、

難
波
一

氏
来
診
ッ
、

ペ
ル
ッ
ト
合
診
ス
、

胃
ハ
ア
マ
リ
悪
ッ
カ
ラ
ス
、

水
気
ナ
シ
、

脈
モ

〔

姜
いl

意
外
ニ
ョ
ッ
。

薬
法

一

ジ
キ
ク
リ
ス
丁
幾

0、
四
／
一

ホ
ウ
コ
ウ
丁
幾

四、
O
／
一

生
妾
舎
利
別

四、
〇
／
留
水
一

0
0、

〇
グ
ラ
ム
。

此
夜、

難
波
ノ
弟
子
長
岡
徳
之
丞
来
リ
テ
瀧
腸
ス
、

尿
水
少
最
ナ
リ

廿
五
日

尿
水
一

日
分
ヲ
ト
リ
難
波
二

送
ル
〔
中
略〕

廿
九
日

午
前、

稲
本
医
ノ
診
察
ヲ
仰
ク、

胃
ョ
ロ
ッ
カ
ラ
ス
、

0
一

サ
リ
ツ
ル
散

ー

グ
ラ
ム
、

食
前
十
五
分、

日
ニ
―-＿
回、

此
レ
ハ

胃
中
水
気
ヲ
醸
ス
ヲ
妨
ク
ナ
リ

な
お
「
426
号
書
簡」
（
明
治
二
十
一
年
五
月
三
十
一
日
付、

新
島
八
重
宛）

に
お
い
て
は、

二
十
二
日
の
条
の
0
0
伯
は
井
上
伯
と
明
記

し
そ
の
介
談
の
状
況
ま
で
し
る
し
て
い
る。

＊
＊
庶
務
を
担
当
す
る
伏
見
通
に
つ
い
て
は
「
同
志
社
社
員
会
記
録」
（『
同
志
社
百
年
史

資
料
網
Il』

所
収）

の

明
治
二
十
一

年
四
月
二

+
＝一
日
の
条
に
「
伏
見
氏
ヲ
解
職
セ
シ
メ
更
ニ
―

名
ヲ
撰
テ
庶
務
ヲ
宰
ラ
ッ
ム
」

と
見
え、

六
月
一

日
の
条
に
「
伏
見
氏
ヲ
六
月
中
ニ

解
屈
ス
ル
ト
雖
モ
後
任
者
ノ
校
務
二

熟
ス
ル
マ
デ
ハ

共
二

働
カ
ツ
ム
ル
事」、

つ
い
で
六
月
二
十
七
日
の
条
に

「
伏
見
氏
ョ
リ
庶
務
ヲ

金
谷
氏
へ

引
渡
ス
事、

卒
業
式
後
早
々
。

伏
見
氏
ヲ
六
月
ニ
テ
解
雇
シ
慰
労
ト
ッ
金
八
十
円
ヲ
報
酬
ス
ベ
ッ
井
ニ
―

ヶ
月
分、

七
月、

月
給
ヲ
贈
リ
テ
其
間
二

他
二

業
ヲ
求
メ
ッ
ム
ペ
キ
事」

と
あ
る。

会
議
は
す
べ
て
山
本
覚
馬
宅
で
新
島
の
欠
席
の
ま
ま
中
村
栄
助
ら
社

員
が
出
席
し
て
決
定
さ
れ
た。

な
お
伏
見
通
の
解
屈
の
経
緯
に
つ
い
て
は
「
432
号
書
筒」
（
明
治
二
十
一

年
六
月
十
五
日
付、

中
村
栄
助
宛）

参
照。
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注 解

9、

竹
原
義
久
（

井
手
義
久、

ニ
ニ
八
ベ
ー
ジ
の
注
＊
＊
参
照）
。

明
治
十
八
年
一

月
十
四
日
四
条
教
会
の
創
立
の
日、

仮
牧
師
と
し
て
竹
原
義

久
は
第
二
教
会
よ
り
転
会
し、

中
村
栄
助
も
そ
の
日、

第
二
教
会
よ
り
こ
の
教
会
に
転
会
し
て
創
立
メ
ソ
バ
ー
の
中
心
人
物
で

あ
っ

た。

新
島
の
中
村
栄
助
書
簡
に
竹
原
へ
の
伝
言
が
述
べ
ら
れ
る
の
は、

こ
の
「
407
号
害
簡」

ば
か
り
で
な
く、

引
き
続
い
て
「
421
号
害

簡
」
（
明
治
二
十
一

年
五
月
二
十
一
日
付、

中
村
栄
助
宛）

に
も
見
ら
れ
る
。

そ
れ
は
教
会
が
竹
原
（
井
手）

に
按
手
礼
を
う
け
て

正
牧
師
と

な
る
こ
と
を
望
み
な
が
ら、
一

方
教
会
財
政
の
上
で
は、

そ
れ
に
見
合
う
牧
師
給
を
支
払
い
え
な
い
こ
と
か
ら、

蔀
給
で
牧
会
を
依
頼

し
続
け
て
い
る
こ
と
に
深
い
顧
慮
が
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
と

関
係
し
よ

う
（『
京
都
教
会
百
年
史』

＝＝―
九
ー一
四
六
ペ
ー
ジ
）
。

し
か
も

こ
の
四
月
中
頃
か
ら
の
『
基
督
教
新
聞
』

の
広
告
欄
を
み
る
と、

五
月
二
十
三
日
か
ら
大
阪
教
会
で
開
か
れ
る

「
組
合
教
会
年
会」、

す
な
わ
ち
総
会
の
事
務
委
員
を
井
手
義
久
は
担
当
し
て
お
り、

そ
の
繁
務
が
彼
一

身
に
か
か
っ

て
き
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

＊
＊
こ
の
「
408
号
書
簡」

は
「
正
八
三
書
簡
」
（
二
五
ニ
ペ
ー
ジ
）

で
は
「
明
治
二
十
一

年
四
月
二
十
九
日
」

付、
「
新
島
公
義
」

宛
と
し
て

い
る。

従
来
の
伝
え
に
従
い、

推
定
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ
た。

五
五
八
ペ
ー
ジ
の
注
参
照。

563

「
同
志
社
大
学
記
事」
（

第
1
巻
『
教
育
網』
二
0
0
ペ
ー
ジ
）

に
よ

る
と、

明
治
二
十
一

年
三
月
八
日、

井
上
馨
(
-
八
三
六
ー一

九
一

五）

を
新
島
襄
は
土
倉
庄
三
郎
と
一

緒
に
神
戸
の
川
崎
の
別
荘
に
訪
問
し、

明
治
専
門
学
校
設
立
の
賛
成
を
求
め
た
（
五＿―-
四
ペ
ー
ジ
の

注
＊
＊
参
照）
。

さ
ら
に
同
年
四
月
十
八
日、

「
出
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
編』

二
九
九
ー一
11
0
ニ
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

新
島
は
上

京
し
て
湯
浅
治
郎
を
尋
ね、

陸
奥
宗
光、

富
田
鉄
之
助
を
訪
問、

日
記
の
記
述
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
し
る
し
て
い
る
。
「
又
〔
夜〕

九
時
過
キ
ョ
リ
陸
奥
二

行
キ、

其
レ
ヨ
リ
直
二

〇
〇
〔
井
上
器〕

伯
ノ
家
二

至
ル
、

而
ッ
テ
伯
卜
閑
話
時
ヲ
移
ス
」

と
。

そ
し
て
二
十

二
日、

午
後
二
時
か
ら
の
井
上
伯
邸
で
の
会
合
で
新
島
は
「
病
変
ヲ
生
ッ
脳
貧
血
」

と
な
り
（
五
六
一
ペ
ー
ジ
の
注
参
照）
、
「
漸
ク
ッ
テ

馬
車
ニ
ノ
リ
〔
宿
泊
先
の〕

粟
津
二

帰」

っ
た。

二
十
八
日
の
記
事
に
は
「
井
上、

益
田
ノ
ニ
氏
来
訪
ス
」

と
あ
る
の
は、

こ
の
「
409

号
書
簡」

冒
頭
に
あ
る
「
過
日
ハ

態
々
病
蒔
迄
御
来
訪」

に
相
当
す
る。

し
た
が
っ
て、

従
来
「
正
一

0
二
書
簡」

（
二
八
五
ー
ニ
八
七
ペ
ー
ジ
）

に
お
い
て、

そ
の
年
代
日
付
を
明
治
二
十
年
五
月
三
日
と
し

て
い
る
の
は
あ
や
ま
り
で
あ
り、

二
十
一

年
五
月
三
日
に
改
め、

こ
こ
に
掲
げ
た。

5
 
6

「
出
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
網』
――1
0
五
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、
「〔
五
月〕

八
日

駒
込
西
片
町
十
番
地
二
〔
麻
布
仲
之
町
二
十
番

5
 

〔

r

こ

地、

粟
津
方
ョ
リ〕

移
ル
、

木
村
熊
二
氏
ノ
本
宅
ナ
リ
。

人
見
逸
太
郎
氏
同
道
シ
来
リ、

諸
事
入
用
品
ノ
購
求
等
周
旋
ッ
呉
レ
ク
リ
。

丹
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羽、

白
木、

兼
頭
和
策
ノ
三
氏
も
非
常
二

奔
走
ッ
呉
レ
ク
リ
。

伊
勢
〔
時
雄〕

ョ
リ
夜
具、

諸
道
具
ハ

借
用
ス
。

又
田
口
〔
卯
吉〕

ヨ

リ
夜
具
ヲ
カ
ル
。

九
日

ベ
ル
ツ
ニ

診
察
ヲ
乞
ヘ

リ
〔
後
略〕
」

と
見
え
る
。

こ
の
「
411
号
書
簡」
は
「
正
二
八
一

書
簡」
（
六
一

九
ー
六
二
〇
ペ
ー
ジ
）

で
は、

そ
の
日
付
を
明
治
二
十
一

年
五
月
四
日
と
し
て
い
る
。

6
 
65
 し

か
し、

新
島
は
そ
の
日
付
を
五
月
一

日
と
し
る
し
て、

一

を
八
に
書
ぎ
改
め
て
い
る
。

し
た
が
っ

て
五
月
八
日
の
朝、
「
早
々
本
郷

ニ

出
発」
（
五
六
五
ペ
ー
ジ
の
注
参
照）

の
前
の
執
筆
で
あ
る
。

＊
＊
「
国
民
之
友
」
（
私
立
大
学
ノ
件、

同
志
社
ノ
目
的
等
ヲ
載
セ
ク
ル
分）

と
は

明
治
二
十
一

年
四
月
六
日
発
兌
の

『
国
民
之
友
』

第
一

九
号

な
ら
び
に
同
号
附
録
を
さ
す。

第
一

九
号
に
は
「
人
民
の
手
に
依
り
て
成
立
す
る
大
学」

が、

附
録
に
は
金
森
通
倫
の
「
同
志
社
の
規

模
及
其
目
的」

が
掲
載
さ
れ
た
。

五
六
五
ペ
ー
ジ
の
注
参
照。

6
 

＊
＊
「
出
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
編』
――-
0
五、
一―-
0
七
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と
五
月
八
日
の
条
に、

「
駒
込
西
片
町
十
番
地
二

移
ル
、

木
村
熊
二
氏
ノ
本
宅
ナ
リ
」

と
見
え、

ま
た
同
月
十
六
日
の
条
に
「〔
前
略〕

芝
区
二
本
榎
壱
丁
目
六
十
九
番
地

木
村
熊
二

書
ヲ
遣

ッ
謝
ス
、
〔
中
略〕

八
日
ョ
リ
本
郷
二

行
キ、

十
五
日
迄
止
マ
ル
」

と
し
る
し
て
い
る
。

麻
布
の
粟
津
の
家
か
ら
ペ
ル
ツ
の
診
察
の
便
宜

を
う
る
た
め
に、

本
郷
駒
込
の
木
村
の
本
宅
に
移
っ
た
新
島
は
十
五
日
迄
で
居
を
再
び
麻
布
に
移
す
（「
m
号
書
簡」

な
ら
び
に
「
切
号
害

簡」

参
照）
。

木
村
熊
二
の
日
記
が
こ
の
期
間
（
四
月
二
日
よ
り
六
月
三
十
日）

は
欠
け
て
い
る
の
で、

そ
の
経
緯
を
知
る
こ
と
が
で
き
な

い
（
『
東
京
女
子
大
学
付
属
比
較
文
化
研
究
所
紀
要』

第
四
0
号
別
冊）
。

た
だ

明
治
二
十
一

年
五
月
初
旬
発
行
の
『
基
督
教
新
聞
』

に
よ
る

と、

広
告
欄
に
「
転
居

芝
区
二
本
榎
壱
丁
目
六
十
九
番
地

木
村
熊
二
」

の
移
転
通
知
が
見
ら
れ、

木
村
が
新
島
に
便
宜
を
は
か
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

571

同
じ
く
「
416
号
忠
簡」

に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が、
「
出
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
網』
――-
0
六
ベ
ー
ジ
）

の
五
月
十―――
日
の
条
に

ト

カ
9

見
え
る
「
病
中
作」

は
「
十
年
斗
班
未
休
神」

と
あ
り、

ふ
り
仮
名
を
付
し
て
い
る
。

こ
の
「
417
号
雹
簡」

は
「
正
三
五
0
書
簡」
（
七
三
五
ペ
ー
ジ
）

で
は、

そ
の
日
付
を
明
治
二
十
二
年
十
一

月
十
四
日
と
し
て
い
る
。

5
 
5
 し

か
し
新
島
が
徳
富
猪
一

郎
か
ら
う
け
と
っ
た
宮
簡
（
別
紙
大
隈
書
簡
同
封）

は
次
の
通
り
で
あ
り、

そ
の
日
付
は
た
だ
「
五
月
十
四
日
」

と
し
る
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
が、

明
治
二
十
一

年
の
五
月
十
四
日
付
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

大
隈
邸
ハ

霞
関
外
務
省
官
邸
二
て
御
座
候
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注 解

昨
日
ハ

拝
趨
御
塩
梅
も
大
分
宜
敷
様
二

見
受
け
大
艇
二

奉
存
候

却
説
大
隈
氏
よ
り
別
紙
ノ
通
リ
申
来
候、

御
容
体
ヲ
察
す
る
二

如
何
ニ
ヤ
好
機
会
と
ハ

存
し
候
得
共
若
し
千
金
の
羽
体
不
測
ノ
御

病
症
ヲ
惹
起
ス
ル
ニ

到
ラ
ハ

由
々
敷
大
事
二

付
き
実
ハ

心
配
罷
在
候、

就
て
は
先
生
二

於
て
先
生
の
身
体
か
明
日
御
来
話
ヲ
許
ス

と
御
断
定
相
成
候
ハ
、

左
様
御
返
事
小
生
迄
被
成
下
度
〔
中
略〕

万
事
都
合
ノ
マ
、

御
指
図
ヲ
仰
度、

先
ハ

右
迄、

草
々

五
月
十
四
日

徳
富
猪
一

郎

新
島
先
生

若
し
大
隈
邸
二

御
出
て
被
成
侯
ハ
、

御
帰
リ
ハ

御
難
儀
と
存
候
間
湯
浅
宅
ニ
テ
モ
御
一

泊
相
成
て
ハ

如
何、

是
亦
御
示
教

ヲ
乞
フ

〔
別
紙〕

御
害
拝
見
仕
候
処
新
島
君
追
々
御
快
気
之
由
二
て
来
ル
十
七
日
頃
御
光
来
可
被
下
二

付
而
ハ

都
合
如
何
哉
と
之
御
念
二

御
座
候

、
、
、
、
、
、

処、

幸
ひ
明
十
五
日
ハ

差
支
無
之
候
間
可
相
成
ハ

明
午
後
四
時
頃
御
来
駕
可
被
成
下
様
御
伝
言
被
下
度
奉
願
上
候、

此
段
拝
答
而

已
不
取
敢
如
此
二

御
座
候、

草
々
頓
首

五
月
十
四
日

大
隈
重
信
執
事

徳
富
猪
一

郎
様

（
傍
点
・

杉
井）

な
お、

こ
の
「
417
号
雹
簡」

は
本
文
日
付
は
た
だ
「
十
四
日」

と
の
み
し
る
し
て
い
る
の
で、

五
月
は
推
定
と
し
た
。

＊
＊
朝
比
奈
知
泉
（
一
八
六
ニ
ー一

九
三
九）

は
水
戸
の
人、

明
治
十
四
年
『
郵
便
報
知
新
聞
』

記
者、

翌
年
東
京
大
学
予
備
門
に
入
り、

十
九
年
法
科
大
学
に
進
む。

在
学
中、

二
十
年
十
二
月
山
県
有
朋、

末
松
謙
澄
の
後
援
で
『
東
京
新
報
』

の
主
筆
と
な
り、

政
治
評
論

を
お
こ
な
っ
た。

〔

マ

マ

〕

「
出
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
綱』
――1
0
八
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

「〔
明
治
二
十
一

年
五
月〕

十
七
日
ノ
タ、

水
戸
の
水
朝
比
奈
知

泉
来
訪
セ
ラ
ル
、

大
学
ニ
テ
政
事
学
ヲ
学
ヒ
ク
ル
人
ナ
リ、

開
国
始
末
ヲ
駁
ッ
タ
ル
人
ナ
リ
」

と
見
え、

新
島
は
朝
比
奈
の
筆
鋒
鋭
い

「
『
開
国
始
末
』

を
読
む
」
（『
国
民
之
友』、

第
二
O
i
ニ
―

号、

明
治
二
十
一

年
四
月
二
十
日
l
五
月
四
日）

に
す
で
に
目
を
通
し
て
い

る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

577

鹿
嗚
館
で
お
こ
な
っ
た
陸
奥
宗
光
の
米
国
特
命
全
権
公
使
赴
任
に
と
も
な
う
送
別
宴
の
取
計
い
を
謝
す
る
も
の
で、
「
出
遊
記
」
（
第
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5
巻
『
日
記
・

紀
行
網』
――1
0
八
ペ
ー
ジ
）

の
五
月
十
八
日
の
条
に
「
陸
奥
氏
ノ
為、

鹿
嗚
館
ニ
テ
送
別
宴
ヲ
開
ラ
ク
、

午
后
二
時
0
二
九

円
七
七
銭
入
用」

と
あ
る
の
に
当
る
。

新
島
が
徳
富
に
「
御
蔭
を
以
而
昨
夜
は
無
滞
相
済
奉
鳴
謝
候」

と
し
た
の
は、
「
412
号
書
簡」

（
五
月
十
日
付、

徳
富
猪
一
郎
宛）

な
ら
び
に
「
416
号
書
簡
」

（
五
月
十
三
日
付、

徳
富
猪
一
郎
宛）

に
見
ら
れ
る
通
り、

こ
の
送
別
会
の
手
続、

運
営
を
す
ぺ
て
徳
富
の
手
に
ゆ
だ
ね
た
か
ら
で
あ
り、

従
っ
て
経
費
の
清
算
を
依
頼
し
て
い
る
。

な
お、

こ
の
書
簡
は
送
別
宴
取
計
ら
い
の
謝
状
と
そ
の
経
費
を
同
封
す
る
も
の
で
あ
る
が、

徳
富
に
人
力
車
を
送
っ
て
「
拝
晒
を
得

度」

と
す
る
。

そ
の
用
談
の
内
容
は
推
測
の
域
を
出
な
い
が、

あ
る
い

は
五
月
十
八
日
発
兌
の
『
国
民
之
友
』
（
第
二
二
号）

の
特
別
寄

書
に
載
る
新
島
の
「
私
立
大
学
ヲ
設
立
ス
ル
ノ
旨
意
京
都
府
民
二

告
ク
」

に
か
か
わ
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い。

ち
な
み
に
こ
の
前
後
の

徳
富
宛
書
簡
に
は
ま
っ
た
く
こ
れ
に
関
す
る
言
及
が
見
ら
れ
な
い。

580

「
出
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
網』

三
0
八
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と、

明
治
二
十
一

年
の
五
月
十
九
日
の

条
に

「
予
ハ

横
浜
二

来

、
、
、
、
、
、

ル
、

原
〔
六
郎〕

氏
二

洋
菓
ヲ
送
」、

つ
い
で
二
十
日
の
条
に
「
陸
奥
〔
宗
光〕

氏
ヲ
送
ル
為
オ
ッ
ア
ニ
ク
号
二

行
ク
、

徳
富
氏
同
行
ス

〔
後
略、

傍
点
・

杉
井〕
」

と
見
え、

し
た
が
っ
て、

こ
の
「
422
号
書
簡」
（
五
月
二
十
一
日
付、

徳
富
猪
一

郎
宛）

に
い

う
「
昨
日
僅
二

十

分
計
ノ
内
小
生
ノ
機
械
運
転
惟
ヒ
見
ル
ヘ
ッ
ト
一

笑
致
し
居」

と
い
う
書
き
出
し
で
は
じ
ま
る
0
0
伯、

0
0
子
と
い
う
募
金
談
判
の

交
渉
相
手
先
に
関
す
る
見
通
し
は、

徳
富
猪
一

郎
を
傍
に
し
て、

陸
奥
宗
光
特
命
全
権
公
使
の
米
国
赴
任
を
横
浜
埠
頭
で
見
送
る
人
垣

の
な
か
で、

新
島
の
脳
裏
に
ひ
ら
め
い
た
洞
察
を
徳
富
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

581

「
出
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
網』

史
料
10)

に
医
師
難
波
一

の
診
察
を
し
る
す
初
出
は、

四
月
二
十
三
日
ペ
ル
ツ
と
合
同
回
診

す
る
記
事
で
あ
る。

二
十
五
日
の
記
事
に
は
彼
の
住
所、

芝
区
西
ノ
久
保
巴
町
二
十
三
番
地
を
書
き
と
め
、

五
月
二
日
の
条
に
は
一

応

の
小
康
を
え
て、
「
来
京
以
来
予
ノ
為
二

種
々
周
旋
シ
呉
タ
ル
モ
ノ
」

と
人
々
の
名
を
あ
げ
て、

そ
の
介
護
を
感
謝
す
る
記
事
の
な
か

に、

「
又
難
波
氏
ニ
ハ

廿
二
日
ョ
リ
本
日
（
五
月
四
日）

二
至
ル
迄、

毎
日
見
舞
ヒ
呉
レ
タ
リ
。

弟
子
三
回
来
ル
」

と
発
病
以
来
の
回
診

を
特
記
し
て
い
る
。

な
お
「
漫
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
網』
一
二
四
六
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

七
月
二
日、

新
島
八
重
は
こ
の
医
師
難
波
一

か
ら
新
島

の
病
状
に
つ
い
て
の
決
定
的
な
診
断
を
聞
い
た
こ
と
が
し
る
さ
れ
て
い
る。

「
氏
曰
ク
、

予
ノ
心
臓
病
ハ

全
治
ヲ
期
ス
ペ
カ
ラ
ス
、

又

心
臓
中
ノ
蒋
皮
ノ
如
キ
モ
ノ
血
中
二

混
ッ
、

脳
中
二
上
昇
セ
ハ

直
二

卒
中
ノ
如
キ
病
症
ヲ
来
ッ
、

落
命
ス
ル
ニ

至
ル
場
合
モ
ア
ル
ペ
ケ

レ
ハ
、

予
ノ
身
内
ノ
モ
ノ
ハ

予
メ
之
ヲ
承
知
ス
ヘ
キ
旨
卜
、

亦
他
〔
ノ〕

ノ
速
死
ノ
例
症
ヲ
挙
ヶ
テ
談
サ
レ
タ
リ
。

八
重
ノ
愁
歎
一

片
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注 解

ナ
ラ
ス
、

大
二

予
ノ
心
ヲ
痛
メ
ッ
メ
ク
リ
」

と
。

＊
＊
新
島
は
富
田
鉄
之
助
一

家
に
つ
い
て、

こ
の
病
臥
中
の
介
護
を
次
の
よ
う
に
「
出
遊
記
」
（
第
5

巻
『
日
記
・

紀
行
網』

史
料
10)

に
し

る
し
て
い
る
。

「
又
蔑
ク
ヘ
キ
ハ

富
田
ノ
御
夫
婦
ナ
リ、

毎
日
安
否
ヲ
問
ヒ
呉
レ
ク
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、

日
々
病
気
以
来
ソ
ッ
プ
ナ
リ
肉

〔

枚
〕

類
ノ
煮
付
ヶ
ト
。ハ
ソ
等
ハ

送
リ
呉
レ
、

痣
衣
二
杯
ヲ
製
ッ
呉
レ
、

葡
萄
酒
一

本
ヲ
送
リ
呉
レ
タ
リ、

此
レ
ハ

医
師
ノ
命
ニ
ョ
リ
簑
生
ノ

為
メ
ニ
ノ
ム
モ
ノ
ナ
リ
」
（
五
月
二
日
の
条）

と
。

つ
い
で
や
や
小
康
を
え
た
段
階
で
「
富
田
鉄
之
助
君
ニ
ハ
ワ
サ
、
、

来
訪
ッ
呉
レ
タ

〔

マ

マ

〕

リ、

氏
ノ
好
意
深
ク
謝
ス
ル
ニ

堪
タ
ヘ
リ
」

（
五
月
十
二
日
の
条）

と
も
し
る
し
て
い
る
。

ま
た
鎌
倉
に
移
っ
て
静
狸
を
は
か
ろ
う
と
し

た
と
こ
ろ、

病
状
が
急
変
し
た
お
り、

「
此
日、

富
田
ノ
寄
寓
所
ヲ
尋
ヌ
。

病
ノ
容
易
ナ
ラ
サ
ル
ニ
ョ
リ、

妻
君
ニ
ハ

予
ヲ
止
メ
、

先

ッ
休
息
七
シ
メ
、

而
ッ
テ
医
師
ヲ
招
キ
診
療
〔
七
〕

ツ
ム
。

容
体
甚
宜
ッ
カ
ラ
ス
、

予
ヲ
其
ノ
処
二

休
息
七
シ
ム
。
〔
中
略〕

妻
君
ノ
世

話
周
到、

尽
サ
、
ル
ナ
ッ
。

蒲
団
ョ
リ
ウ
ガ
ヒ
又
食
物
等
二

至
ル
、

実
二

病
人
ノ
好
キ
ニ

応
ッ
テ
尽
ク
之
ヲ
行
ヒ
タ
ル
ニ

似
ク
リ
。

予

ノ
到
ル
所
二

如
斯
好
意
ノ
人
ヲ
得
ル
モ
亦
皇
天
ノ
恵
ナ
ル
哉」
（
五
月
二
十
二
日
の
条）

と。

し
た
が
っ
て
新
島
は
東
京
か
ら
鎌
倉
に
移

る
前、

す
で
に
万
一

を
慮
っ

て

富
田
鉄
之
助
に
託
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
423
号
書
簡」
（
五
月
二
十
五
日
付、

徳
富
猪
一
郎
宛）

参
照。

4
 
8

「
漫
遊
記
」
（
第
5

巻
『
日
記
·

紀
行
網』、
一――-＝＿
六
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

五
月
二
十
五
日
の
条
に
「
徳
富
氏、

看
病
婦
井
上
石
女
ヲ
携

5
 テ

来
ル
。

此
レ
ハ

富
田
君
ノ
、

予
ノ
病
ニ
カ
、

リ
何
人
ノ
看
護
ス
ル
モ
ノ
ナ
キ
ハ

甚
覚
束
ナ
キ
事
卜
思
ハ
レ
、

徳
富
君
二

計
リ
テ
看
病

人
ヲ
遣
シ
呉
レ
タ
ル
ナ
リ
」

と
見
え
る
。

「
長
州
之
伯
ニ
ハ

本
日
一

書」

と
は、

い
う
ま
で

も
な
く
井
上
磐
に
宛
て
た
書
簡
で
あ
り、
「
漫
遊
記
」
（
第
5

巻
『
日
記
・

紀
行
網』

5
 
8
 
5
 

―――
―――
七
ペ
ー
ジ
）

の
五
月
二
十
八
日
の
条
に
「
井
上
伯
ニ
―

書
ヲ
送
ル
、

北
垣
知
事
二

托
ス
」

と
見
え
る
。
「
似
号
書
簡」
（
五
月
二
十
八
日

付、

北
垣
国
道
宛）

の
追
而
書
に
は
「
井
上
伯
ヘ
ノ
書
面
ハ

貴
翰
二

御
封
入
御
遣
し
被
下
候
〔
ハ
、
〕

幸
甚」

と
あ
る
。

＊
＊
こ
の
「
偽
号
書
簡」
は
日
付
な
ら
び
に
宛
名
の
明
記
を
欠
き、

後
欠
の
書
簡
で
あ
る
。
「
正
五
九
書
簡」
(
-

九
四
ー
一

九
六
ペ
ー
ジ
）

で

は
「
明
治
二
十
一

年
五
月――-
+
―

日
」

付、
「
新
島
八
重」

宛
と
し
て、

柏
木
義
円
写
し
に
は
「
藤
沢

五
月
三
十
一

日
消
印」

と
あ

る。

い
ま
従
来
の
伝
え
に
従
い、

日
付
な
ら
び
に
宛
名
を
推
定
と
し
て、

こ
こ
に
掲
げ
た。

な
お、

こ
の
夫
人
八
重
宛
の
書
筒
で
は、

「
出
遊
記
」

（
第
5

巻
『
日
記
・
紀
行
綱』
――1
0
0
ペ
ー
ジ
）

で

「〔
五
月
二
十
二
日〕

0
0
伯

ノ
家
二

至
ル
」

と
す
る
0
0
伯
を
井
上
伯
と
し
る
し
て
い
る
。
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587

こ
の
「
427
号
書
簡」

は
「
続
一

〇
書
簡」
（
三
ニ
ペ
ー
ジ
）

で
は
「
断
片」

と
あ
り、

日
付
な
ら
び
に
宛
名
の
明
記
は
な
い
が、

そ
の

日
付
を
「
明
治
二
十
一

年
五
月
」、

宛
名
を
「
新
島
八
重
」

宛
と
し
て
い
る
。

い
ま
こ
れ
に
従
い、

日
付
な
ら
び
に

宛
名
を
推
定
と
し

て、

こ
こ
に
掲
げ
た。

589

こ
の
六
月
卒
業
し
た
二
十
人
は
「
同
志
社
学
校
一

屁
」
（
『
同
志
社
百
年
史

資
料
絹
ー』

所
収）

に
よ
る
と、

足
立
通
衛
（
高
知
県）、

海
老
名
一

郎
（
福
岡
県）
、

遠
藤
能
定
（
熊
本
県）、

船
本
梅
次
郎
（
大
阪
府）、

花
畠
健
起
（
熊
本
県）、

辻
孝
次
郎
（
兵
庫
県）、

広
津
友
信

（
福
岡
県）
、

木
山
巌
太
郎
（
岡
山
県）
、

増
田
雅
太
郎
（
愛
媛
県）
、

成
瀬
金
一

郎
（
鳥
取
県）
、

奥
太
一

郎
（
京
都
府）
、

桜
井
幹
（
群
馬
県）
、

鈴
木
英
男
（
大
阪
府）、

津
田
次
郎
（
東
京
府）
、

露
無
文
治
（
岡
山
県）
、

上
田
周
太
郎
（
京
都
府）
、

山
田
直
太
郎
（
愛
媛
県）
、

山
中
百

（
福
岡
県）、

安
田
勝
（
京
都
府）、

湯
浅
一

郎
（
群
馬
県）

で
あ
る
。

な
お、

新
島
は
こ
の
卒
業
者
の
式
に
は
東
京
に
お
け
る
明
治
専
門
学
校
設
立
の
運
動
の
た
め

出
席
し
な
か
っ
た。
「
漫
遊
記」
（
第
5

巻
『
日
記
・

紀
行
編』
一
二
四一一
「ヘ
ー
ジ
）

の
六
月
二
十
一

日
の
条
に

「
帰
京
ノ
ナ
リ
難
キ
理
由」

を
金
森
通
倫
に
伝
え、

翌
二
十
二
日
に

は
「
五
年
生
二

書
ヲ
送
ル
」

と
あ
る
。

た
だ
し、

こ
の
書
簡
は
伝
存
し
な
い
。

上
原
権
太
郎
は
「
安
中
基
督
教
会
々
員
名
筋」

に
よ
る
と、

明
治
十
四
年
三
月
六
日
に
海
老
名
弾
正
か
ら
洗
礼
を
う
け、

十
九
年
十

3
 月

九
日
原
市
教
会
の
設
立
に
と
も
な
い
安
中
教
会
か
ら
転
籍
し
て
原
市
教
会
に
移
っ
た
。

碓
氷
郡
土
塩
村
の
出
身
で、

な
お
名
節
に
は

「
地
主、

山
林
業、

郡
・

県
会
議
員、

地
方
有
力
者」

な
ど
と
補
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
明
治
専
門
学
校
義
捐
者
姓
名
節

第
三
号

明
治
二
十
年
二
月
起
」
（
退
品
庫
史
料）

に
よ
る
と、

こ
の
書
簡
に
あ
る
通
り、

「
金
五
拾
円

群
馬
県
碓
氷
郡
土
塩
村

上
原
権
太
郎」

と
見
え
る
。
「
漫
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
絹』

三
六
一
ペ
ー
ジ
）

に
は
八

月
七
日
に
来
訪
の
記
事
が
あ
る
。

594

添
川
絃
之
助
は
新
島
が
漠
籍
の
指
禅
を
う
け
た
安
中
藩
の
儒
者
廉
斎
添
川
完
平
（
寛
平）

の
嗣
子。

595

こ
の
「
436
号
害
簡
」

が
小
谷
野
敬―――
（
一
八
五
四
ー一

九
ニ
―
)

に
認
め
ら
れ、

ア
メ
リ
カ
に
出
さ
れ
た
経
緯
は
「
漫
遊
記
」
（
第
5
巻

『
日
記
·

紀
行
編』

三
四
＝―
|
三
四
四
ペ
ー
ジ
）

に
そ
の
全
容
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

す
な
わ

ち、

明
治
二
十
一

年
六
月
二
十
三
日
の

〔

マ

マ

〕

条
に
「
内
村
〔
鑑一――〕

氏
来
ル
、

新
涅
将
来
ノ
事
ヲ
話
ツ
加
藤
二

書
ヲ
送、

古
屋
野
氏
二

書
ヲ
遣
ル
事
二

決
ス
。

同
氏
〔
内
村〕
ハ
一

ノ

コ
ソ
ウ
ィ
ク
ツ
ョ
ソ
ア
リ、

之
ヲ
屈
ス
ル
能
ハ
ス
、

故
ヲ
以
テ
我
力
党
卜
共
二

運
動
ス
ル
能
ハ
ス
、

何
レ
ノ
所
ヵ
他
人
ノ
未
夕
甫
メ
サ

〔

力
〕

ル
ノ
地
二

行
キ、

伝
道
ナ
リ
教
育
ナ
リ、

自
治
孤
立
ノ
主
義
ヲ
以
テ
試`
、`
タ
キ
由
被
申
タ
リ
」

と
。

さ
ら
に
二
十
六
日
の
条
に
「
ア
ソ
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注 解

ド
ワ
、

古
屋
野
君
ニ
―

害
ヲ
送
ル
、

新
潟
行
ノ
事
ヲ
ス
、
ム
ル
ナ
リ
」

と
。

な
お
小
谷
野
は
帰
国
し
て
新
島
の
期
待
し
た
新
泡
の
北
越
学
館
に
は
赴
任
し
な
か
っ
た
。

の
ち
東
京
商
科
大
学
教
授。

6
 
59

内
村
鑑一ー一
の
「
年
諮
」

（『
内
村
鑑一＿一
全
集
40
』)

を
見
る
と、

彼
は
明
治
二
十
一

年
五
月
十
六
日
に
怖
国、

六
月
六
日
に
新
涅
で

北
越

学
館
館
主
加
藤
勝
弥
と
同
館
教
頭
と
し
て
の
就
任
約
定
苫
を
か
わ
し、

九
月
十
日、

北
越
学
館
始
業
式
で
仮
教
頭
と
し
て
浪
説、

十

月、

北
越
学
館
発
起
人
お
よ
び
校
友
に
宛
て
意
見
書
を
送
り、

十
二
月
十
八
日、

北
越
学
館
を
辞
し
帰
京
と
あ
る
。
一

方
新
島
の
「
出

遊
記
」

（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
編』
――1
0
七
ペ
ー
ジ
）

に
は
五
月
十
七
日
「
内
村
鑑
三
来
箔、

一

害
ヲ
述
ス
」

と
あ
っ
て
、

帰
国
早
々
二

人
の
問
に
連
絡
が
取
り
か
わ
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
同
月
三
十
日
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
網』、

史
料
13
「
漫
遊
記」）

に
は

「
内
村
ョ
リ
来
状
」、

つ
い
で一＿一
十
一

日
に
は、

ま
た
「
内
村
ョ
リ
葉
書
一

通」

と
見
え、

そ
し
て
五
九
五
ペ
ー
ジ
の
注
に
か
か
げ
た

よ
う
に、

六
月
二
十
三
日
内
村
鑑
三
が
麻
布
仲
之
町
二
十
番
地
粟
津
寿
方
に
滞
在
す
る
新
島
を
訪
ね
て
き
て
、

北
越
学
館
と
の
間
に
こ

の
六
月
に
と
り
か
わ
し
た
約
定
密
を
破
っ
て
、

新
し
い
棉
想
を
新
島
に
披
避
し、

結
局
新
島
も
内
村
の
申
し
出
を
こ
と
わ
り
き
れ
ず、

小
谷
野
敬
三
に
要
諮
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

永
岡
喜
八、

姓
は
し
ば
し
ば
「
長
岡」

と
も
し
る

す。
「
同
志
社
社
員
会
記
録
」

（『
同
志
社
百
年
史

資
料
網
11
』

所
収）

の
明
治
二
十

8
 
，

 

一

年
六
月
二
十
七
日
の
記
録
に
よ
る
と、

「
新
島
氏
書
記
長
岡
氏
ノ
実
カ
ヲ
試
ミ
ッ

上
更
二

同
志
社
忠
記
卜

改
メ

用
フ
ル

事

中
村

〔
栄
助〕

氏
担
当
」

と
あ
り、

そ
れ
ま
で
永
岡
は
新
島
の
忠
記
を
つ
と
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

な
お
同
志
社
書
記
は
同
年
九
月
十

一

日
の
記
録
に
よ
る
と
「
書
記
ノ
月
給
ハ

凡
ソ
十
二
円、

撰
挙
ハ

社
長
代
理
二

任
ス
」

と
見
え
る
。

な
お
永
岡
は
明
治
二
十
二
年
秋
の

新
島
の
上
京
以
来、

そ
の
身
辺
に
あ
っ
て
、

特
に
大
磯
に
移
っ
て
か
ら
の
諸
事
連
絡
に
あ
た
っ
た
。

＊
＊
鈴
木
彦
馬
は
四
六
六
ペ
ー
ジ
の
注
参
照。

今
泉
真
幸
も
鈴
木
彦
馬
と
英
学
校
同
級
生
で、

北
会
津
郡
若
松
栄
町
の
出
身
で
あ
る
（「
生

徒
族
籍
氏
名
一

覧」、
『
同
志
社
百
年
史

資
料
網
ー』

所
収）
。

か
た
は
る

*
＊
＊
松
平
容
大
(
-
八
六
九
ー
一

九
一

0)
。

新
島
八
重
に
と
っ
て
は
旧
主
会
津
藩
松
平
容
保
の
子。

新
島
家
は
そ
の
教
育
を
依
頼
さ
れ、

容
大
は
明
治
二
十
年
十
二
月
同
志
社
英
学
校
に
入
学
し
た
。

し
か
し
「
同
志
社
記
事
（
社
務
第
十
八
号）
」
（
第
1
巻
『
教
育
網』、

二
九
九

ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

二
十
一

年
四
月
二
十
七
日
の
条
に

「
松
平
容
大
殿
再
度
入
校
之
倣
教
授
議
会
二

呈
出
候
処、

目
下
許
可
シ
難
ツ

ト
ノ
決
議
二

候
問、

此
段
通
知
申
上
候
也」

と
あ
っ
て、

委
員
の
ラ
ー
ネ
ッ
ド
、

森
田
久
万
人
連
名
で
山
本
覚
馬
に
宛
て
教
授
議
会
の

決
定
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
容
大
は
校
則
に
違
犯
し
て
「
逐
校」

の
処
分
を
う
け
た
。
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こ
の
「
437
号
書
簡」
は、
こ
う
し
た
措
四
の
間
の
も
の
で、
容
大
が
再
入
校
を
許
さ
れ
た
こ
と
は
二
十
二
年一

月
調
製
の
「
生
徒
族
籍

氏
名
一

究」
（『
同
志
社
百
年
史

資
料
網
ー』
所
収）
に
「
東
京
小
石
川
区
小
日
向
大
六
天
町

華
族

普
通
科
一

年
生」
と
あ
る
こ
と
か

ら
知
ら
れ
る。

た
だ
容
大
の
同
志
社
修
学
期
間
は
二
十
二
年
二
月
学
習
院
に
移
る
こ
と
に
よ
っ
て
終
っ
た
（
松
平
容
保
の
新
島
痰
宛
書
簡、

明
治
二
十
二
年
二
月
七
日
付、

造
品
庫
史
料）。

こ
の
「
439
号
書
簡」

は
「
続
二
五
書
簡」
（
四
＝―
|
四
四
ペ
ー
ジ）

で
は
日
付
を
「
明
治
二
十
一

年
六
月
二
十
六
日
付」、

宛
名
は
「
新

，

 

，

 

5
 島

公
義」

宛
と
し
て
い
る。

し
か
し、

こ
の
書
簡
に
は
日
付、

宛
名
の
明
記
は
な
い。

い
ま
従
来
の
伝
え
に
従
っ
て、

日
付
．
宛
名
と

も
推
定
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ
た。

600

「
明
治
二
十
一

年
六
月」

と
年
記
を
し
る
す
『
同
志
社
通
則
草
案』

は
六
月
二
十
六
日、

東
京
京
橋
区
西
紺
屋
廿
六
番
地
寄
留

島

連
太
郎
の
印
刷
で
あ
る。

全
文
は
『
同
志
社
百
年
史

資
料
編
Il』
（一
八
一
六
ー一
八
二
〇
ペ
ー
ジ）

参
照。

、、

大
隈
重
信
に
つ
い
て、

新
島
が
日
記
に
そ
の
名
を
明
記
す
る
の
は、

こ
の
明
治
二
十
一

年
四
月
中
旬
か
ら
の
な
か
で、

五
月
十
五
日

「
午
後、

大
隈
伯
二
参
館
ス
」
（
第
5
巻
『
日
記・
紀
行
網』、
「
出
遊
記」
――1
0
七
ペ
ー
ジ）
が
は
じ
め
で
あ
る。

つ
い
で
二
十
五
日
の
条
に

は、

徳
富
猪
一

郎
に
大
隈
に
面
会
す
る
こ
と
を
依
託
し
（
前
掲
書、
「
漫
遊
記」
＝―-―-
七
ペ
ー
ジ）、

六
月
十
四
日
の
条
に
は
そ
の
消
息
を

し
る
し
（
前
掲
書
三
四
ニ
ペ
ー
ジ）、

二
十
四
日
（
同
前、
三
四
四
ペ
ー
ジ）
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
し
る
さ
れ
て
い
る。

井
上
伯
二
面
会
ツ、

前
途
ノ
仕
事
ヲ
計
ル
。

大
隈
伯
ノ
来
ル
ヲ
待
チ、
一
ノ
小
会
ヲ
開
ク
事
二
決
ス
。

大
隈
伯
帰
京
ノ
上
襄
ョ
リ

一

応
何
レ
カ
ノ
家
二
於
テ
一

小
会
ヲ
催
ツ、

井
上
伯
井
大
隈
伯
ノ
知
人
僅
々
ノ
人
ヲ
招
キ、
〔
明
治〕
専
門
校
設
立
ノ
事
ヲ
頼
ミ、

〔

キ
〕

又
将
来
漸
々
盛
大
二
為
ッ
度
目
的
ナ
レ
ハ
、

此
ヲ
初
メ
ト
ッ
末
長
友
人
ト
ナ
ッ
賛
成
ア
リ
ク
リ
旨
ヲ
被
陳
テ
ハ
如
何
ノ
ソ
ッ
ツ
ェ

ッ
ツ
ョ
ソ
ヲ
為
サ
レ
タ
リ。

襄
ョ
リ
先
大
隈
伯
二
面
会
ッ、

其
ノ
上
両
伯
面
会
ノ
上
其
々
招
ク
ヘ
キ
人
々
ヲ
定
メ、

而
ッ
テ
一
ノ

私
会
ヲ
催
ス
事
二
取
計
フ
ヘ
キ
云
々

し
た
が
っ
て、

こ
の
「
船
号
害
節」

の
趣
旨
は
井
上
器
の
示
唆
に
よ
っ
て、

六
月
二
十
四
日
に
す
で
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ、

そ
し
て、

七
月
六
日
「
大
隈
伯
ニ
―

書
ヲ
送
リ、

面
会
ヲ
促
ス
」
（
前
掲
書、
「
漫
遊
記」
三
四
八
ペ
ー
ジ）

と
い
う
処
匠、

す
な
わ

ち、

こ
の
四
簡
甘
頭
に
見
え
る
「
数
且
即
寸
害
奉
呈」

が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。

4
 
0

「
没
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記・
紀
行
網』
三
五
0
ペ
ー
ジ）

に
よ
る
と、

七
月
十
日
の
条
に
「
井
上
伯
ノ
我
ノ
書
〔
新
品
喪
の
大
隈
宛
書

6
 簡、

す
な
わ
ち
「
田
号
書
簡」〕
二
先
チ、

大
隈
伯
二
両
伯
会
合
ノ
事
ヲ
相
談
セ
ソ
ト
聞
キ、

再
ヒ
一

書
ヲ
〔
井
上
伯
に〕

呈
ス
」

と
見
え
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注 解

る
。

な
お
「
m
.

444

号
害
簡」
（
と
も
に
同
日
付、

大
隈
宛）

の
さ
ら
に
背
後
の
顧
慮
を
「
出
号
書
簡」
（
七
月
十
日
付、

徳
富
猪
一

郎
宛）

で
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
外
務
大
臣
伯
爵
大
隈
重
信
と
自
治
制
研
究
会
を
組
織
し、

自
治
党
の
結
党
を
は
か
り、

か
つ
目
下、

黒
田
消

隆
内
閣
に
品
商
務
大
臣
と
し
て
入
閣
が
取
沙
汰
さ
れ
て
い
る
（
事
実
七
月
二
十
五
日
入
閣）

伯
爵
井
上
啓
と
い

う
二
人
の

伯
爵
政
治
家

と、

そ
の
間
に
介
す
る
新
島
襄、

す
な
わ
ち
同
志
社
の
位
置
な
ど
は
今
後
究
明
す
べ

き
課
題
で
あ
る
。

601

こ
の
「
伽
号
害
簡」
は
「
続
二
六
書
簡」
（
四
四
ペ
ー
ジ
）

で
は、

日
付
を
明
治
二
十
一

年
七
月
二
十
一

日
と
し、

宛
名
は
新
島
公
義
宛
と

し
て
い
る
。

し
か
し、

こ
の
書
簡
に
は
日
付、

宛
名
の
明
記
は
な
い
。

い
ま
従
来
の
伝
え
に
従
い
、

推
定
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ
た。

＊
＊
『
朝
野
新
聞
』

の
明
治
二
十
一

年
七
月
二
十
一

日
の
記
事
に
は
「〔
前
略〕

大
隈、

井
上
の

両
伯
も
先
頃
京
坂
地
方
漫
遊
の
途
次、

親

し
く
同
社
の
実
況
を
視
て
切
に
其
計
画
を
究
成
し、

其
他
青
木
子
を
始
め
京
浜
の
紳
商
等
に
も
同
様
糞
袈
あ
り
て
、

此
程
左
の
如
く
同

社
へ

寄
附
せ
ら
れ
し
よ
し、

尚
ほ
此
の
他
に
も
追
々
袈
成
者
あ
り
と
い
ふ
。

金
千
円

大
隈
伯、

金
千
円

井
上
伯、

金
五
百
円

青

木
周
蔵、

金
六
千
円

渋
沢
栄
一
、

金
六
千
円

原
六
郎、

金
五
千
円

岩
崎
弥
之
助、

金
三
千
円

岩
崎
久
弥、

金
二
千
五
百
円

平
沼
八
太
郎、

金
二
千
円

益
田
孝、

金
二
千
円

大
倉
喜
八
郎、

金
二
千
円

田
中
平
八、

計
金
三
万
一

千
円」

と
あ
る
。

な
お
新
島
は
大
隈
邸
に
お
け
る
七
月
十
九
日
の

会
合
の

模
様
を
「
漫
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
編』、

三
五
一

ー
三
五
三
ペ
ー
ジ）

に
克
明
に
し
る
し
て
い
る
。

第
六
時
ョ
リ
井
上
伯
ニ
ハ

態
々
馬
車
ヲ
以
テ
迎
ヒ
ニ

来
ラ
レ
、

大
隈
伯
邸
へ

連
レ
行
キ
タ
リ。

我
力
党
ョ
リ
ハ

湯
浅
治
郎、

徳
富

猪
一

郎、

加
藤
勇
次
郎、

新
島
襄

来
賓
ハ

左
ノ
如
ツ
〔
中
略〕

概
況

各
席
二

就
ク
后、

井
上
伯
先
ロ
ヲ
開、

学
校
二

於
テ
将
来
ノ
人
間
ヲ
姜
成
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
説
カ
レ
而、

又
簑
成
ス
ル
ノ
一

点
ハ

人

物
ヲ
作
ル
ニ
ア
リ、

人
物
ヲ
造
ル
ハ

智
徳
併
行
ヲ
主
ト
ス
ル
学
校
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ

其
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ヲ
ト
キ、

又
其

ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
ニ
ハ

同
志
社
ヲ
除
キ
他
二

望
ム
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ヲ
ト
ケ
リ

大
隈
伯
ニ
ハ

物
二

当
レ
ハ

感
情
ノ
起
ル
モ
ノ
ニ
ッ
テ
、

同
志
社
ノ
諸
事
整
頓
ツ
、

内
外
教
員
ノ
一

致
協
カ
ス
ル
等
ノ
事
ハ
、

遥
ニ

御
自
身
ノ
立
ラ
レ
ク
ル
専
門
校
ノ
企
及
フ
所
ニ
ア
ラ
サ
ル
所
卜
被
思、

如
此
整
頓
シ
ク
ル
純
良
ノ
学
校
ヲ
袈
成
ス
ル
ハ

銘
々
ノ
義
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務
ナ
リ
ト
思
ヒ
、

又
民
カ
ヲ
以
テ
右
様
ノ
学
校
ヲ
立
ツ
ル
ハ

我
ヵ
国
二

取
リ
テ
甚
美
事
ナ
リ
ト
思
フ
所
ョ
リ、

大
二

新
島
氏
等
ノ

挙
ヲ
咬
成
ス
ト
被
陳
タ
リ

〔
暫〕

富
田
氏
等
ノ
助
言
モ
ア
リ、

予
ハ

別
二
ロ
ヲ
開
カ
サ
リ
ッ
。

〔
中
略〕

漸
時
々
間
ヲ
取
リ、

縁
側
二

出
ツ
哺
々
ノ

相
談
モ
ア
リ
ク

リ
。

而
ッ
テ
金
額
ハ

前
記
ノ
通
リ
ニ

定
マ
リ
タ
リ
。

予
此
二

於
テ
一

応
ノ
謝
詞
ヲ
懇
ロ
ニ

陳
へ
、

併
セ
テ
前
途
ノ
目
的
ヲ
陳
ス

渋
沢
氏
ハ
、

徳
行
ノ
人
物
蓑
成
ノ
上、

世
間
有
益
ノ
人
ヲ
作
ル
ニ

計
画
ア
リ
タ
キ
旨
ヲ
陳
ス

青
木
子
ニ
ハ

頗
ル
我
力
校
二

信
仰
ヲ
置
ク
モ
、

只
注
意
ヲ
要
ス
ル
ハ
、

米
国
風
ノ
皮
相
上
学
問
風
二

流
ル
ノ
弊
ヲ
防
ク
様
二

注
意

ア
リ
タ
キ
旨
ヲ
陳
セ
ラ
ル

｛
岩
崎
氏
等
ニ
モ
初
メ
テ
我
力
校
ノ
様
子
ヲ
聞
キ、

大
二

賛
成
ス
ト
述
ヘ

ラ
レ
タ
リ

＊
＊
＊
こ
の
「
447
号
書
簡」

は
「
正
五
五
四
四
簡」
(
1

0
四
四
ペ
ー
ジ
）

で
は、

そ
の
日
付
を
明
治
二
十
二
年
七
月
二
十
四
日
と
し
て
い
る
。

し
か
し、

徳
富
猪
一

郎
を
社
員
に
加
え
る
こ
と
は
「
同
志
社
社
員
会
記
録」
（
『
同
志
社
百
年
史

資
料
編
Il
』

所
収）

に
よ
る
と、

明
治
二

十
一

年
九
月
十
日、

山
本
覚
馬
宅
に
お
け
る
社
員
会
で
決
定
さ
れ、

新
島
は
湯
浅
治
郎
か
ら
そ
の
こ
と
を
九
月
十
九
日、
「
渤
浅
兄
来、

西
京
相
談
ノ
大
体
ヲ
談
ッ
呉
レ
タ
リ
」

と
し
て、

直
接
聞
き
取
っ
て
い
る
こ
と
を
「
漫
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
絹』
一＿一
七
四
ペ
ー

ジ
）

で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て、

こ
の
書
簡
の
年
代
は
明
治
二
十
一

年
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お、

こ
の
害
筒
の
日
付
で
あ
る
七
月
二
十
四
日
は、

朝
九
時
の
汽
車
に
乗
っ
て、

新
島
は
十
二
時
十
九
分
前
橋
に
到
浩、

桑
町
住

吉
屋
国
太
郎
方
に
投
宿
し、

二
十
七
日
よ
り
伊
香
保
の
静
養
生
活
が
は
じ
ま
る
（
前
掲
書、
「
漫
遊
記」
一＿一
五
五
ペ
ー
ジ
）
。

湯
浅
が
訪
ね
た

の
は
そ
の
宿
泊
先
で
あ
り、

し
た
が
っ
て
「
御
帰
京
之
上、

直
二

伊
セ
、

小
崎
共
御
相
談」

と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

607

「
漫
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
網』
＿―-
五
六
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

七
月
二
十
七
日
の
条
に
「
午
前
八
時
二

前
橋
ヲ
発
ツ
、

午
後
五

時
前
二
〔
伊
香
保〕

来
着
ス
、

先
木
荘
武
太
夫
ノ
洋
館
二

宿
ス
、

新
井
〔
牽〕、

関
ノ
両
氏
井
民
友
社
ノ
福
田
和
五
郎
（
上
沢
渡
村

吾

0

0

0

 

妻
郡
）

ノ
三
人
ニ
テ
宿
所
ノ
所
ヲ
周
旋
ッ
呉
レ

湊
千
木
良――一
郎
ノ
別
荘
ヲ
カ
ル
事
二

決
ッ
タ
リ
」

と
見
え
る
。

609

新
井
乙
瓢
は
名
は
佐
助、

新
井
窪
（
六
ニ――
ペ
ー
ジ
の
注）

は
そ
の
四
男。

こ
の
「
449
号
害
筒」

に
収
め
ら
れ
て
い
る

俳
句
は
、

新

〔
佐

助〕

島
の
「
没
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
紺』
＿―-
六
0
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

八
月
六
日
の
条
に
「
新
井
左
寿
計
（
乙
瓢）

老
人、

家
族
ヲ

〔
俳
諮
〕

辿
テ
当
地
ヲ
去
ル
。

新
井
老
人
卜
相
談
相
手
ト
ナ
リ、

徘
徊
ヲ
真
似
ッ
タ
リ

〇
仰
見
し
雲
も
在
て
は
足
の
下

迎
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注 解

▽
仰
見
ク
雲
も
弦
て
ハ

眼
の
ア
ク
リ

と
あ
る
。

な
お、

こ
の
俳
句
に
つ
い
て
の
新
井
乙
瓢
と
の
や
り
と
り
は
「
454
号
害
簡
」

に
も
見
え
る
。

松
本
い
と
（
糸）、

亦
太
郎
の
妻。

新
島
の
「
没
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
編』

三
六
五
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

八
月
二
十
八
日
の

6゚
 条

に
「
昨
日、

松
本
亦
太
郎
氏
妻
病
死
ノ
訃
来
ル
」

と
し
る
さ
れ
て
い
る
。

611

松
尾
音
次
郎
（
川
本
音
次
郎）

は
播
磨
国
（
兵
胆
県）

明
石
郡
高
和
村
の
出
身。

川
本
政
之
助
の
弟、

明
石
教
会
で
洗
礼
を
う
け、

同

志
社
英
学
校
に
入
学、

明
治
十
九
年
六
月
卒
業、

英
語
神
学
科
に
進
み、

二
十
二
年
六
月
卒
業。

在
学
中
同
志
社
予
備
校
の
設
立
発
起

人、

幹
事
と
な
り、

ま
た
し
ば
し
ば
寮
長、

食
堂
視
察
委
員
に
選
ば
れ
た。

松
本
勘
十
郎
が
そ
の
創
立
の
メ
ソ
バ
ー
の
一

人
で
あ
っ
た

西
群
馬
教
会
（
高
崎
教
会）

は
二
十
一

年
三
月
五
日
組
合
教
会
に
加
入
し、

六
月、

創
立
以
来
牧
会
に
当
っ
た
星
野
光
多
は

辞
任
し
て

東
京
下
谷
教
会
牧
師
と
な
っ
た。

神
学
生
松
尾
音
次
郎
の
夏
期
伝
道
は
八
月
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た。

な
お
松
尾
は
同
教
会
か
ら
願
い
望

ま
れ
て、

二
十
二
年
九
月
赴
任
し
た
（『
店
崎
教
会
百
年
小
史

明
治
・

大
正
絹』）
。

＊
＊
杉
田
潮
（
一
八
五
六
ー一
九
二
五）

は
摂
津
国
（
兵
匝
県）

三
田
の
生
ま
れ、

明
治
八
年
十
一

月
二
十
一

日、

梅
本
町
公
会
（
大
阪
教
会）

で
M
.

L
・
ゴ
ー
ド
ソ
か
ら
受
洗。

十
年
一

月
二
十
日
浪
花
教
会
の
創
立
メ
ソ
バ
ー
と
な
る
。

そ
の
年
同
志
社
英
学
校
に
入
学、

十
四

年
六
月
卒
業
後
神
学
科
に
進
み、

十
七
年
六
月
卒
業、

同
級
に
は
鎌
田
（
原
田）

助、

大
西
祝、

堀
貞
一
、

井
手
（
竹
原）

義
久、

亀
山

昇、

村
上
直
次
郎、

中
島
末
治、

網
島
佳
吉、

上
原
方
立
ら
が
い
た。

卒
業
後
直
ち
に
安
中
教
会
に
赴
任、

海
老
名
弾
正
の
前
橋
に
移

る
後
を
う
け
て
牧
会
を
担
当
し、

十
八
年
四
月
十
五
日
按
手
礼
を
う
け
た。

こ
の
杉
田
宛
「
452
号
専
箇」

に
つ
い
て
は、
「
没
遊
記」

（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
網』
＝一
五
九
ペ
ー
ジ
）

の
八
月
四
日
の
条
に
「
杉
田
潮
氏
へ

下
毛
伝
道
上
ノ

事
二

付
一

書
ヲ

出
ス
、

但
佐
野
栃
木

ニ

着
手
ノ
事
ナ
リ
」

と
見
え
る
。

な
お
杉
田
潮
の
弟
勇
次
郎
は
元
良
勇
次
郎
で
あ
り、

妹
真
（
し
ん）

は
長
田
時
行
の
妻
で
あ
る
。

杉
山
重
義
（
一
八
五
七
ー一
九
二
七）

は
伊
予
松
山
の
出
身、

明
治
七
年
梅
本
町
公
会
（
大
阪
教
会）

で
M
.

L
・
ゴ
ー
ド
ソ
よ
り
受
洗

26
 (

―
ニ
ー
ペ
ー
ジ
注）
。

の
ち
自
由
民
権
運
動
に
加
わ
り、

加
波
山
事
件
で
国
事
犯
の
嫌
疑
で
捕
え
ら
れ
た。

明
治
十
八
年
以
降、

翻
然

悟
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
信
仰
を
復
興
し、

小
崎
弘
道
の
番
町
教
会
に
属
し
た。

新
島
の
「
漫
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
網』
―――
五
九
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

杉
田
潮
へ
の
書
信
（
六
一
ー
ペ
ー
ジ
の
注
＊
＊）

を
し
る

乙
瓢」
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し
た
直
ぐ
後
に
「〔
八
月〕
五
日、

杉
山
氏
二
、

下
毛
伝
道
ノ
意
見
ヲ
陳
し
一
書
を
送
ル、

但
ツ
同
氏
ノ
杉
田
氏
卜
相
談
七
ラ
レ
ソ
事
ヲ

要
ッ
タ
ル
ナ
リ」
と
見
え
る。
こ
れ
は
現
実
に
杉
山
重
義
が
こ
の
地
域
の
伝
道
に
当
っ
て
い
た
か
ら
で、

彼
は
七
月
原
市
教
会
に
赴
任

し、

そ
の
秋
十
月
二
十
五
日、

原
市
教
会
で
按
手
礼
を
う
け
牧
師
に
就
任
す
る。

ま
た
「一
致・
組
合
両
教
会
合
併
問
題
に
関
す
る
稿

（
十
八）」
（
第
2
巻
『
宗
教
編』
史
料
130)
に
よ
る
と、

新
島
は
杉
山
に
前
橋
教
会
の
不
破
唯
次
郎、

安
中
教
会
の
杉
田
潮
ら
と
共
同
し
て

上
毛
諸
教
会
の
教
会
合
同
延
期
の
た
め
の
働
き
を
託
し
て
い
る。

杉
山
重
義
は
原
市
教
会
の
牧
師
を
二
十
四
年一
月
に
辞
任
し、
の
ち
東
京
京
橋
教
会
牧
師、
そ
し
て
二
回
目
の
『
基
督
教
新
聞』

綱

輯
主
任
を
へ
て
明
治
二
十
七
年一＿一
月
ハ
ワ
イ
に
渡
り、
ヒ
ロ
日
本
人
教
会
を
牧
し、

翌
年
秋
に
は
ア
メ
リ
カ
に
渡
り、
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー

ド
で
社
会
学
を
学
び
帰
国。
の
ち
早
稲
田
大
学
教
授。

夫
人
は
恒
（
旧
姓
広
瀬
恒
子）。

新
井
運
（一
八
五
八
ー一
九
0
二）。

新
井
乙
瓢
の
子。
上
野
国
（
郡
馬
県）
勢
多
郡
黒
保
根
村
の
出
身。

丹
狐
と
号
す。
は
や
く
『
輿

論
新
誌』
を
発
刊
し
て
民
権
思
想
を
唱
え、
明
治
十
三
（一
八
八
0)
年
十一
月
群
馬
県
を
代
表
し
て
大
日
本
国
会
期
成
有
志
公
会
の
役

員
と
し
て
国
会
開
設
請
願
運
動
を
進
め、

十
四
年、

大
阪
の
立
憲
政
党
の
創
立
に
参
画
し、

関
西
に
お
い
て
自
由
民
権
運
動
を
展
開
し

た。

十
八
年
以
降
は
井
上
啓
の
自
治
党
計
画、

立
憲
政
党
の
土
倉
庄
三
郎
の
植
林
事
業、

新
島
襄
の
明
治
専
門
学
校
設
立
の
運
動
な
ど

に
協
力
し、
二
十
年
十
二
月、

保
安
条
例
に
よ
っ
て、

郷
里
に
閑
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
間
も、

そ
れ
ら
の
協
力
活
動
を
続
け

た。
二
十
三
年、

湯
浅
治
郎、

木
暮
武
太
夫
ら
と
と
も
に
群
馬
県
衆
議
院
議
員
と
な
り、

立
憲
自
由
党
の
再
建
に
か
か
わ
る。
二
十
五

年
品
川
弥
二
郎
の
国
民
協
会
に
加
わ
り、

対
外
硬
を
唱
え、

三
十
二
年
に
は
帝
国
党
に
入
党
し
た。

1

新
井
乙
瓢
に
添
削
を
乞
う
た
新
島
の
俳
句
は
「
449
号
害
簡」
（
明
治
二
十一
年
八
月一
日
付、
新
井
乙
瓢
宛）

な
ら
び
に
六
0
九
ペ
ー
ジ

6
 の

注
参
照。

こ
の
「
454
号
書
簡」
の
「
木
暮
の
宿
よ
り
向
ふ
山
の
処
々
に
照
る
夕
日
影
を
な
か
め
て
」
と
い
う
詞
書
以
下
は
「
漫
遊
記」
（
第
5
巻

『
日
記・
紀
行
網』、
三
六
0
ペ
ー
ジ）
に
も
多
少
の
異
同
が
あ
る
が
見
る
こ
と
が
で
き
る。

木
荘
〔
武
太
夫〕

之
宿
よ
り
向
ふ
山
に、
こ
4
か
し
こ
に
雲
よ
り
夕
日
の
も
れ
か
4
や
く
を
見
て

秋
雲
や
ま
た
ら
に
漏
ら
す
夕
日
彩

又
ハ秋

風
や
ま
た
ら
に
漏
る
4
夕
日
影
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注 解

伊
香
保
千
明
別
荘
二
而

滝
の
音
も
夕
立
と
聞
昼
麻
か
な

又
和
歌
浦
の
昔
遊
（
明
治
十
年
七
月
の
こ
と、
第
6

巻
『
英
文
書
簡
編』、
一
八
四
ー一
八
五
ペ
ー
ジ
参
照）
を
思
ひ
出
し
て

夕
立
も
波
の
を
と
か
と
和
歌
の
浦

617

「
同
志
社
社
員
会
記
録」
（『
同
志
社
百
年
史

資
料
編
Il』
所
収）
の
明
治
二
十
一
年
九
月
五
日
の
記
録
に
「
教
員
ヲ
順
次
洋
行
セ
ッ

ム、

但
ッ
洋
行
中
ハ
非
職
教
員
ト
ッ
テ
月
給
ノ
幾
分
ヲ
常
議
員
会
ニ
テ
議
定
シ
テ
供
ス、

留
学
年
間
ハ
三
年
以
内
ト
ス
」
と
あ
る。

611

こ
の
詩
は
「
没
遊
記」
（
第
5

巻
『
日
記・
紀
行
網』
――一
六
0
ペ
ー
ジ）
の
八
月
六
日
の
条
に
見
え
る。

＊
＊
新
島
が
龍
渓
矢
野
文
雄
の
肝
入
り
と
い
う
明
治
倶
楽
部
の
組
織
化
を
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
か
ら
え
た
か
明
ら
か
で
な
い。

八
月
十
二

日
付
の
『
郵
便
報
知
新
聞』
に
よ
る
と、

そ
の
目
的
は
「
同
好
ノ
人
相
会
ッ
テ
懇
親
ヲ
結
プ」
と
あ
り、

毎
月
第一
水
曜
に
談
話
会
を

開
く
こ
と、

な
ら
び
に
幹
事
に
須
藤
時一
郎、

田
口
卯
吉、

藤
田
高
之、

吉
田
煤
六、

脊
木
匡、

高
田
早
苗、

加
藤
政
之
助
が
選
ば

れ、

六
十
余
名
の
会
員
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る。

中
島
力
造
は
こ
の「
457

号
書
簡」
（
明
治
二
十一
年
八
月
十一
日
付、
下
村
孝
太
郎
宛）
の
当
時
は、
そ
の
前
年
の
明
治
二
十
(-
八
八
七）
年

2
 
2
 に

は
Bac
helor
of
 Divinity
 (Yale
 Universi
ty,
 1
88
7
)

を
修
得
し、
G
raduate
Co
Ese.

 Co
urses
 of
 G
raduate
 Instruction
 

(
Yale
 Univ.
),
 
G
rad
uate
 Class
 (Yale
 Divinity
 School)
で
研
究
中。

な
お
彼
は
二
十
二
年
に
は
Doctor
of
 P
hilosophy,
 

Kan
t's
 doctorine
 of
 the
^^
T
hing-in'itse
lf"
'
（

Printed
 by
 Price,
 Lee,
 and
 Adkins
 Co
mpany,
 Ne
w
 Haven
 1
88
9
)

と
あ

っ
て、
カ
ソ
ト
に
関
す
る
研
究
で
P
h.

D.

の
学
位
を
修
得
す
る。

中
島
は
福
知
山
の
出
身
で、

明
治
十
年
同
志
社
英
学
校
に
入
学、

同
年
十
二
月
二
日
上
野
英
三
郎、

窪
田
義
衛
ら
と
新
島
か
ら
洗
礼

を
う
け
て
京
都
第
二
公
会
に
入
会、

彼
は
時
に
十
七
歳
十
力
月
で
あ
っ
た
（
第
2

巻
『
宗
教
編』、
「
第
二
公
会
録
事」
史
料
132)。

し
か
し

同
志
社
を
は
や
く
中
退
し
上
京、

津
田
仙
の
学
低
社
に
つ
と
め、

前
記
の
上
野、

窪
田、

和
田
正
幾
ら
と
東
京
で
群
羊
社
を
組
織
（『
霊

南
坂
基
督
教
会
略
史』）、

や
が
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
り、

十
七
年
に

Weste
rn
Reserve
 U
niversity
 (
Clevel
an
d,
 Ohio)

で
B.

A.

を
修
得
し、

そ
の
年
か
ら
Depart
ment
of
 T
heology.

 Junior
 Class.

 (Yale
 Divinity
 School)

に
入
っ
た
（
杉
井
六
郎
「
イ

ニ
ー
ル
に
お
け
る
日
本
人」、
『
同
志
社
ア
メ
リ
カ
研
究』
一
九
七
七
年）。

湯
浅
吉
郎
は
こ
の
年
Obe
rlin
Co
llege
で
B.
D.

を
修
得
し、

九
月
か
ら
De
part
ment
of
 P
hilosophy
 an
d
 the
 Arts.
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C
o
urses
 of
 G
ra
d
u
ate
 
Instr
ucti
o
n
 (
Yale
 Uni
v.
)

で
研
究
中
で
あ
る
。

な
お
湯
浅
は
二
十
四
年
に

D
oct
or
of
 P
hil
os
o
p
h
y,
 

Cl
assific
ati
o
n
 of
 the
 se
p
a
rate
 p
ro
ver
bs
 i
n
 t
he
 b
o
o
k
 of
 P
ro
ver
bs.

と
本｝
っ
て
「
竺
翌
日」

に
関
す
る
研
究
で

P
h•
D.

の

学
位
を
修
得
す
る
（
前
掲、
「
イ
ニ
ー
ル
に
お
け
る
日
本
人」）
。

湯
浅
は
湯
浅
治
郎
の
弟、

明
治
十
年
同
志
社
英
学
校
に
入
学、

京
都
第
一

公
会
で
D
.

w
．

ラ
ー
ネ
ッ
ド
か
ら
洗
礼
を
う
け、

十
二

年
第
二
公
会
に
転
会、

十
五
年
英
学
校
を
卒
業
し
て
神
学
科
に
進
み、

十
八
年
六
月
卒
業、

そ
の
年
『
十
二
の
石
塚
』

を
発
表
し、

九
月
渡
米、

オ
ペ
リ
ソ
大
学
で
ヘ
プ
ラ
イ
語
を
学
ん
だ
。

＊
＊
新
島
が
下
村
孝
太
郎
に
浮
田
和
民
の
こ
と
を
い
う
の
は、

浮
田
が
下
村
の

妹
末
（
す
え、

明
治
九
年
十
月
姉
ち
き
と
と
も
に
兄
孝
太
郎
に

従
っ
て
京
都
に
出
て、

デ
イ
ヴ
ィ
ス
邸
に
止
宿、
「
第
1
巻
『
教
育
編』、

「
同
志
社
記
事」

史
料
42)

を
妻
と
し、

縁
戚
の
間
柄
に

あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

な
お
末
は
二
十
三
年
一

月
死
亡
し、

浮
田
和
民
は
翌
年、

さ
ら
に
下
村
の
妹
い
つ
め
を
後
添
え
に
迎
え
た。

42

「
同
志
社
社
員
会
記
録」
（
『
同
志
社
百
年
史

衰
料
編
II
』

所
収）

に
よ
る
と、

明
治
二
十
一

年
九
月
五
日、

山
本
覚
馬
宅
で
社
員
会
が

6
 開

か
れ、

金
森
通
倫
を
「
社
長
代
理
補
助」

と
す
る
こ
と
を
決
め
、

つ
い
で
七
日
の
社
員
会
に
は
金
森
も
出
席
を
求
め

ら
れ、

そ
の

「
職
務
ハ

社
長
代
理
補
助
ヲ
主
ト
ッ
、

同
志
社
学
校
牧
師
ヲ
兼
ネ
ッ
ム
」

と
さ
れ
た。

ま
た
同
日、

諸
事
務
章
程
の
起
草
委
員
を
選
定

す
る
に
当
っ
て、

「
社
員
中
ョ
リ
小
崎、

湯
浅、

大
沢
ノ
三
氏
ヲ
撰
ビ
、

学
校
ョ
リ
金
森
ヲ
撰
ピ
」

と
あ
る。

さ
ら
に
十
日
の
社
員
会

に
お
い
て、

湯
浅
治
郎
の
動
議
で
「
社
長
代
理
ハ

単
二
金
森
氏
二

依
属
ス
ル
コ
ト
ー|

但
ッ
実
際
ノ
校
務
ハ

主
幹
〔
英
学
校
は
森
田
久
万

人、

デ
イ
ヴ
ィ
ス
、

予
備
校
は
加
藤
勇
次
郎、

女
学
校
は
浮
田
和
民
に
九
月
六
日
決
定〕

之
ヲ
司
ル
」

と
決
定
し、

し
か
も
同
日
の
社
員
会
で

徳
富
猪
一

郎
を
社
員
に
す
る
こ
と
の
決
定
を
み
た
が、

つ
い
に
金
森
通
倫
を
社
員
に
加
入
さ
せ
る
議
は
年
を
越
し
て
二
十
二
年
二
月
二

十
五
日
の
常
議
員
会
の
決
定
ま
で
見
送
ら
れ
た。

広
津
友
信
(
-
八
六
五
ー一
九
三
七）
は
筑
後
国
山
門
郡
筑
紫
村
（
福
岡
県
柳
川）

の
出
身
。

こ
の
「
460
号
書
簡」
は、
新
島
は
広
津
友
吉
宛

2
 
6
 と
し
て
い
る
。

友
信
と

改
め
る
の
は

明
治
二
十
二
年
一

月
で
あ
る
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
網』、
「
同
志
社
大
学
設
立
孫
金
日
誌」

史
料
15)
。

明
治
十
六
年
六
月
二
十
四
日
新
島
よ
り
洗
礼
を
う
け
第
二
公
会
に
入
会
（
第
2
巻
『
宗
教
編』、

「
第
二
公
会
録
事」

史
料
132)、

十
八
年
十

二
月、

同
志
社
の
十
周
年
記
念
な
ら
び
に
礼
拝
堂、

害
籍
館
定
礎
式
に
さ
い
し
て
新
島
が
お
こ
な
っ
た
演
説
（
第
1
巻
『
教
育
網』

史
料

25)

は
英
学
校
五
年
生
広
津
友
吉
の
筆
記
と
し
て
伝
存
し
て
い
る
。

英
学
校
卒
業
を
三
カ
月
後
に
し
た
十
九
年
三
月、

D
.

C
・
グ
リ
ー

ソ
に
対
す
る
不
満
が
昂
じ、

花
畑
（
山
口
）

健
起、

広
瀬
孝
次
郎、

増
野
悦
興、

山
中
百
ら
八
名
と
連
署
し
て
退
校
願
因
（
『
同
志
社
百
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注 解

年
史

資
料
絹
ー』

所
収）

を
新
島
に
提
出、

二
十
年
復
校
し
た
が、

英
学
校
（
普
通
科）

卒
業
は
そ
の
た
め
に
二
十
一

年
六
月
と
な
っ

た。

つ
い
で
神
学
科
に
進
み、

二
十
二
年
六
月、

花
畑
健
起、

広
瀬
孝
次
郎、

松
尾
音
次
郎、

山
中
百
ら
と
卒
業
す
る
。

こ
の
書
簡
は
同
志
社
神
学
生
と
し
て
新
潟
で
夏
期
伝
道
を
す
す
め
る
広
津
に
宛
て
た
も
の
で、

連
袂
退
校
し
た
広
瀬
孝
次
郎
（
神
学

科
同
級
生）

も
す
で
に
北
越
に
同
労
し
て
い
る
。

な
お
森
中
章
光
写
し
に
よ
る
と、

広
津
の
住
所
は
新
潟
の
北
越
学
館
加
藤
勝
弥
気
付
で
あ
り、

新
島
は
広
津
を
特
別
に
新
渇
に
派
遣

し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

次
の
注
＊
＊
参
照。

＊
＊
北
越
と
く
に
越
後
の
教
況
は、

こ
の
年、

明
治
二
十
一

年
二
月
一

日
成
瀕
仁
蔵
が
新
涅
第
一

基
督
教
会
の
牧
師
を
や
め
て
新
渥
女
学

校
の
校
長
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
伝
道
に
よ
っ
て
信
者
数
は
次
第
に
増
加
す
る
傾
向
を
示
し
な

が
ら
新
潟
第
一

基
督
教
会
を
は
じ
め、

中
条、

村
上、

新
潟
一

致、

新
発
田
な
ど
の
諸
教
会
は
す
ぺ
て
無
牧
の
状
態
に
あ
り、

ア
メ

リ
カ
ソ
・

ポ
ー
ド
派
述
の
宣
教
師
に
よ
っ
て
教
勢
が
た
も
た
れ
る
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。

か
か
る
な
か
で
諸
教
会
に
お
い
て
は

組

合
・
一

致
の
協
同
あ
る
い
は
合
同
の
祈
話
会、

感
謝
会
が
も
た
れ
る
反
面、

二
十
年
一

月
九
日
の
中
条
教
会
の
場
合
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
「
使
徒
選
挙」

に
よ
っ
て
組
合
・
一

致
の
い
ず
れ
か
に
加
入
を
き
め
る
と
い
う
こ
と
が
お
こ

な
わ
れ、

中
条
教
会
は
組
合
教
会
へ

の
加
入
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
事
態
も
う
ま
れ
た
（
『
基
督
教
新
聞』、

明
治
二
十
年
一

月
八
日、

第
一
八
0
号
・
同
年
三
月
十
六
日、

第
一

九

0
号）
。

こ
の
夏、

同
志
社
神
学
科
卒
業
者
あ
る
い
は
神
学
生
で
新
禍
地
方
に
伝
道
す
る
人
び
と
は、

定
住
伝
道
者
と
し
て

原
忠
美
（
岡
山
新

屋
敷
出
身、

六
月
神
学
科
卒
業、

新
発
田
伝
道）、

坂
田
忠
五
郎
（
新
潟
出
身、

六
月
別
科
神
学
卒
業、

五
泉
伝
道）
、

夏
期
伝
道
と
し
て
広
瀬
孝

次
郎
（
兵
庫
県
出
身、

辻
密
太
郎
の
弟、

二
十
二
年
六
月
神
学
科
卒
業）

の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
『
甚
督
教
新
聞』、

明
治
二
十
一

年
八
月
一

日、

第
二
六
二
号）
。

新
島
が
追
而
書
で
と
く
に
名
前
を
あ
げ
て
い
る
の
は、

広
瀬
は
す
で
に
前
年
の
夏
期
新
発
田
伝
道
の
実
績
が
あ
り
（
前
掲
紙、

明
治
二

十
年
九
月
二
十
一
日、

第
ニ
―
七
号）、

原
も
す
で
に
卒
業
前
か
ら
中
条
教
会
の

伝
道
に
従
事
（
前
掲
紙、

明
治
二
十
一

年
五
月
二
日、

第
二
四

九
号）

す
る
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う。

な
お
「
漫
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
•
紀
行
網』

三
六
一
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

新
卒
業
者
の
原
忠
美、

坂
田
忠
五
郎
は
と
も
に
八
月
七

日、

新
島
を
伊
香
保
に
訪
ね
て
お
り、

新
潟
赴
任
の
途
次
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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627

「
漫
遊
記」
（
第
5

巻
『
日
記
・
紀
行
網』

三
六
ニ
ベ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

八
月
十
三
日
の
条
に
「
土
倉
氏
来
訪
ス
」

と
注
記
し、

「
一

昨

タ、

土
倉、

新
井
ノ
両
氏、

夜
九
時
比
来
訪
ス
、
一

時
間
ホ
ト
談
セ
リ
」、
「
昨
日
ハ

午
后
五
時
ョ
リ
来
訪
セ
ラ
レ
、

夕
餐
ヲ
狸
ッ
、

夜

九
時
比
迄
閑
話
ス
」

と
見
え
る
。

*
＊「
m

号
書
簡」
（
明
治
二
十
一

年
五
月
十
一
日
付、

土
倉
庄
三
郎
宛）

参
照。

8
 
2

こ
の
「
463
号
書
簡」
は
「
正
ニ
二
四
書
筒」
（
五
0
九
ー
五
一

0
ペ
ー
ジ
）

で
は
年
代
未
詳
と
し
て
い
る
。

し
か
し、
「
漫
遊
記」
（
第
5
巻

6
 『日
記
・

紀
行
編』

三
六
五
—
＝二
六
六
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

明
治
二
十
一

年
八
月
二
十
八
日
の
条
に

「
神
田
区
松
富
町
八
番
地
木
城
安

太
郎
氏
ョ
リ
面
会
ノ
事
ヲ
乞
イ
来
ル
。

勝
海
舟
先
生
ノ
添
書
ヲ
得
タ
ル
由、

面
会
ヲ
謝
絶
ス
」

と
見
え、

ま
た
九
月一＿一
日
の
条
に
は

「
岩
崎
弥
之
助
来
訪
ス
。

東
京
神
田
区
松
富
町
八
番
地
小
田
菩
策
方
本
城
安
太
郎
氏
ノ
事
二

付
相
談
ヲ

遂
グ
。

氏
ハ

東
京
浅
草
区
小
島

町
二
番
地
鷲
尾
家
ノ
家
扶
ナ
リ
〇
高
島
石
炭
坑
行
ノ
事
ヲ
企
ツ
ル
人
ナ
リ、

小
崎
氏
二

薦
ム
」

と
あ
っ
て、

こ
の
書
簡
の
年
代
は
明
ら

か
に
明
治
二
十
一

年
で
あ
る。

な
お
「
464
号
書
簡
」

（
明
治
二
十
一

年
〔
九
月
四
日〕

付、
〔
本
城
安
太
郎〕

宛）

な
ら
び
に
「
468
号
書
簡
」
（
明
治
二
十
一

年
九
月
八
日
付、

徳
宮
猪
一

郎
宛）

で
も
同
様
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る。

い
う
ま
で
も
な
く
松
岡
好
一

の
「
高
島
炭
破
の
惨
状」
（
『
日
本
人』、

明
治
二
十
一

年
六
月
十
八
日
発
兌、

第
六
号）

が
発
表
さ
れ
て、

こ

の
高
島
炭
坑
の
労
慟
は
社
会
問
題
化
し
た
。

，

 

2

こ
の
「
464
号
書
簡」
は
本
来、

日
付
な
ら
び
に
宛
名
の
明
記
が
な
い
。

し
か
し、

六
二
八
ペ
ー
ジ
の
注
に
示
し
た
よ
う
に、

新
島
が
岩

6
 崎

弥
之
助
に
会
う
の
は
九
月＿―-
日
の
こ
と
で
あ
り、

こ
の
書
簡
に
言
う
「
貴
君」

は
「
463
号
書
簡」
（
明
治
二
十
一

年
九
月
一
日
付、

小
崎
弘

道
宛）

な
ら
び
に
「
漫
遊
記
」
（
第
5

巻
『
日
記
・
紀
行
網』
一＿一
六
五
ー一＿一
六
六
ペ
ー
ジ
）

の
記
述
か
ら
本
城
安
太
郎
と
推
定
し
て
よ
い
。

な
お
「
漫
遊
記」
（
前
掲
書
三
八
0
ペ
ー
ジ
）

に
は
本
城
安
太
郎
に
つ
い
て
新
島
に
語
っ

た

勝
安
芳
の

談
話
が
詳
記
さ
れ
て
お
り、

新

島
を
伊
香
保
に
訪
ね
て
き
た
際
の
模
様
も
想
察
さ
れ
る
。

、、

内
村
鑑
三
と
浅
田
竹
は
明
治
十
七
年
二
月
十
五
日
結
納
を
取
り
か
わ
し、

三
月
二
十
八
日
M
.

C
・
ハ
リ
ス
の
司
式
で
結
婚
し、

翌

年
四
月
十
五
日
長
女
ノ
プ
が
生
ま
れ
た
。

こ
の
「
465
号
書
簡
」
の
発
端
は
「
漫
遊
記」
（
第
5

巻
『
日
記
・
紀
行
絹』

三
六
五
ー一
二
六
六
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

八
月
二
十
六
日
の
条
に

「
此
夕、

内
村
竹
女
来
訪
ス
」

と
見
え、

翌
二
十
七
日
の
条
に
は
「
内
村
鑑一
二
氏
ニ
―

書
出
ス
、

お
竹
女
ノ
事
二

閲
ス
」

と

あ
り、

こ
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え
て
九
月
五
日
に
「
内
村
氏
ョ
リ
返
書
来
ル、
お
竹
之
言
葉
卜
大
二
組
顧
セ
リ」
と
あ
っ
て、
こ
れ
を
う
け
て
新
島
は
同
日、
す
ぐ
に

発
函
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。
な
お
二
人
の
正
式
の
離
婚
は
二
十
二
年
五
月
で
あ
る。

3
 
3

こ
の
「
467
号
書
簡」
は
「
続
二
七
書
簡」
（
四
五ペ
ー
ジ）
で
は
日
付
は
「
明
治
二
十一
年
九
月
八
日」
と
し、
宛
名
は
「
新
島
公

6
 義」

宛
と
し
て
い
る。
し
か
し、
本
書
筒
の
写
し
に
は
日
付
な
ら
び
に
宛
名
の
明
記
を
欠
い
て
い
る。
い
ま、
従
来
の
伝
え
に
従
っ
て

推
定
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ
た。

「
468
号
書
簡」
に
見
え
る
「
御
申
越
之
建
白
云
々
ハ
至
極
之
事
と
存
し
候
間、
青
年
会
員
ヵ
弥
建
白
二
被
及
候
時
ニ
ハ
拙
名
も
御
加

4
 
3
 入

な
し
被
下
度
候」
と
い
う
建
白
が
元
老
院
に
提
出
さ
れ
た
「
基
督
教
公
許
の
建
白」
で
あ
る
と
確
定
で
き
る
史
料
は
い
ま
の
と
こ
ろ

え
ら
れ
な
い。
し
か
し、
こ
の
書
簡
が
現
存
す
る
書
簡
の
な
か
で、
該
建
白
が
提
出
さ
れ
た
と
す
る
明
治
二
十一
年
九
月
二
十
八
日

（
二
十
七
日、
二
十
九
日
な
ど
異
説
が
あ
る）
に
も
っ
と
も
近
く
て、
か
つ
新
島
が
「
建
白」
に
言
及
す
る
唯一
の
例
で
あ
る。
新
島
が
表

明
し
て
い
る
姿
勢
は、
青
年
会
員
が
進
め
る
建
白
に
自
分
も
加
わ
っ
て
署
名
者
と
な
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら、
自
ら
企
図
し、

主
導
し
て
進
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。

五
戊〕
そ
れ
よ
り
以

汽
惰
島
の
「
謳
唱」
（
第
5
巻
『
日
記・
紀
行
絹』
二
四
九ペ
ー
ジ）
の
明
治
十
七
年
二
月
七
日
の
条
に
は

「
0
0
0
0
二
氏
ノ
密二
0
0
二
奏
ツ、
0
0
教
公
認
ノ
事
卜、
一
失一
婦
ノ
制
ヲ
立
テ
賜
ハ
ソ
事
ヲ
勧
メ
ラ
レ
タ
ル
由、
同
氏
ョ
リ

伝
聞
ス」
と
あ
り、
つ
い
で
翌
八
日
に
は、
伊
藤
博
文
が
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
「
0
0
教
ハ
往
々
ハ
公
認
セ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ト
ノ
見

込」
と
い
う
考
え
で
あ
る
と
し
て、
「
予
ハ
0
0
教
公
許
ノ
事
ヲ
ス
、
メ
タ
リ。
又一
夫一
婦
ノ
禁
ノ
大
切
ナ
ル
ヲ
説
キ
タ
リ。
然
シ

伊
藤
公
ニ
モ
已
二
此
事二
付
上
書
ッ
タ
ル
ヨ
シ
云
、々
密二
他
人
ヨ
リ
聞
及ペ
リ」
（
前
掲
害
二
五一
ペ
ー
ジ）
と
し、
さ
ら
に
九
日
に
は

〔

述
〕

大
山
巌
陸
軍
卿
に
会
っ
て
「
延
へ
得
ル
丈
ノ
情
実
ヲ
ノ
ヘ、
而
0
0
教
卜
国
民
ト
ノ
大
関
係
ヲ
試
察
ス
ヘ
ッ
ト
語
リ
辞
〔
ツ〕
去
ル」

（
同
前）
と
し
る
し
て
い
る。
こ
れ
ら
は
明
治
十
六
年
十
二
月
の
改
正
徴
兵
令
に
対
し
て
東
京
で
直
接
に
政
府
要
路
と
交
渉
を
進
め
た
と

き
の
新
島
の
該
問
題
に
関
す
る
関
心
の
強
さ
を
示
し
て
い
る。

と
こ
ろ
で
『
基
督
教
新
聞』
（
発
行
兼
印
刷
人
小
崎
弘
道、
編
輯
人
竹
越
与一＿一
郎、
明
治
二
十一
年
九
月
二
十
六
日、
第
二
七
0
号）
で
は
社
説

に
「
政
府
は
何
が
故
に
基
督
教
を
日
本
国
内
に
公
許
せ
ざ
る
や」
(Present
gove
rn
ment's
 Policy
 of
 C
hristianity)
を
発
表
し、

つ
い
で
次
号
（
十
月
三
日、
第
二
七一
号）
の
社
説
に
「
基
督
教
公
許
の
建
白
に
関
す
る
各
新
聞
の
意
見」
(
Rejoinderto
 co
me
 secular
 

Ne
ws)
を
発
表
し、
建
白
署
名
者
と
そ
の
反
孵
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る。
「
先
き
に
新
島
襄、
小
崎
弘
道、
伊
勢
時
雄、
井
深
梶
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之
助、

大
儀
見
元
一

郎、

田
村
直
臣、

古
荘
三
郎、

高
橋
五
郎、

人
見
一

太
郎、

徳
富
猪
一

郎、

湯
浅
治
郎、

竹
越
典一―一
郎
の
諸
氏
よ

り
基
督
教
を
日
本
国
内
に
公
許
せ
ん
こ
と
を
元
老
院
へ

建
白
す
る
や
府
下
の
各
新
聞
ハ

各
々
其
意
見
を
新
聞
紙
上
に
呈
出
せ
り」

と
。

す
な
わ
ち
『
基
督
教
新
聞
』
（
野
醒
社）

は
改
め
て
建
白
害
の
本
文
に
は
触
れ
る
こ
と
な
く、

「
在
京
の
信
徒
有
志」

に
よ
っ
て
な
さ
れ

た
建
白
に
対
す
る
『
毎
日
新
聞
』

の
袈
成、

『
日
々
新
聞
』、
『
読
売
新
聞
』

の
反
対
の
要
旨
を
掲
げ
た。

ま
た、
『
国
民
之
友
』
（
第
三
一

号、

明
治
二
十
一

年
十
月
五
日
発
行
）

で
は
「
時
事」

欄
に
「
基
督
教
徒
の
建
白」

と
い

う
一

文
を
の

せ、

つ
い
で
第
三
二
号
（
十
月
十
九
日
発
行
）

の
巻
頭
の
社
説
「
国
民
之
友」

に
「
基
督
教
公
許
の
建
白」

を
掲
載
し
た。

そ
の
主
張
は

世
の
新
聞
の
反
対
意
見
を
駁
し
て、

公
許
建
白
の
趣
旨
を
弁
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

新
島
が
徳
富
猪
一

郎
か
ら
の
書
簡
に
こ
た
え
て、
「
468
号
書
簡」

を
伊
香
保
で
書
い
た
の
は
九
月
八
日
の
こ
と
で

あ
り、

そ
し
て
こ

の
月
十
八
日
以
降、

新
島
は
舞
台
の
中
心
で
あ
る
東
京
に
移
る。
「
漫
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
絹』
三
七
七
ー
三
七
九
ペ
ー
ジ）

に
は

九
月
二
十
八
日
に
「
公
許
建
白
」
の
記
述
は
な
い
。

二
十
九
日
に
は
「
夜
二

入
リ
徳
富
〇
極
秘
密
ノ

件
ヲ

托
ス
〔
中
略〕

湊
一

夫
一

婦
ノ

制
ヲ
定
メ
ラ
レ
ソ
事
」

と
見
え、

十
月
五
日
の
条
に
は
「
0
0、

0
0
0
ノ
ニ
氏
二

面
会
ス
、

甚
重
要
ノ
事
件
」

な
ど
と
あ
る
が、

こ

れ
ら
は
彼
の
内
に
秘
め
ら
れ
た
心
を
う
か
が
い
知
る
決
定
的
き
め
手
と
は
な
ら
な
い
。

そ
の
点
で
十
月
十
二
日
の
条
に
勝
安
芳
の
言
と

〔

力
〕

し
て
「
耶
蘇
教
皇
張
モ

陽
二

敵
ヲ
作
ル
勿
レ
、

公
認
願
ハ
ア
ノ
マ
、
ニ
ナ
シ
オ
ケ
ト
云
ハ
ル
。

玄
関
ョ
リ
入
ラ
ス
勝
手
ロ
ョ
リ
入
レ
」

と
あ
る
の
は、

新
島
の
経
緯
報
告
と
勝
の
こ
れ
に
対
す
る
回
答、

そ
し
て
新
島
の
納
得
を
暗
黙
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う。

こ
の
「
469
号
書
簡」

は
「
続
二
八
書
簡」
（
四
五
ー
四
六
ペ
ー
ジ
）

で
は
日
付
を
「
明
治
二
十
一

年
九
月
十
七
日
」
と
し、

宛
名
を
「
新

5
 
3
 島

公
義
」

と
し
て
い
る
。

し
か
し、

こ
の
書
簡
に
は
日
付
な
ら
び
に
宛
名
の
明
記
を
欠
い
て
い
る
。

い
ま、

従
来
の
伝
え
に
従
っ
て、

宛
名
を
新
島
公
義
と
し、

日
付
に
つ
い
て
は
「
漫
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
網』
――＿
六
七
ー＿―-
六
八
ペ
ー
ジ）

の
伊
香
保
出
発
を
九
月

十
五
日
と
す
る
こ
と
か
ら、

九
月
十
六
日
（
本
文
に
「
昨
日
伊
香
保
出
発」

と
あ
る
）

と
改
め
、

推
定
と
し
て、

こ
こ
に
掲
げ
た。

＊
＊
こ
の
「
470
号
書
簡」

は
「
続
二
九
書
簡」
（
四
六
ペ
ー
ジ
）

で
は
日
付
を
「
明
治
二
十
一

年
九
月
二
十
日
」

と
し、

宛
名
を
「
新
島
公

義
」

と
し
て
い
る
。

し
か
し、

こ
の
書
簡
に
は
日
付
な
ら
び
に
宛
名
の
明
記
は
な
い
。

い
ま、

従
来
の
伝
え
に
従
っ
て、

日
付、

宛
名

を
推
定
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ
た。

637

「
漫
遊
記」．
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
網』
――一
六
六
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

九
月
六
日
の
条
に
「
原
市
之
半
田、

桜
井
幹、

上
原
春
朔一――

人
来
訪
ス
」

と
見
え
る
。
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639

山
竜
堂
病
院
の
院
長
は
樫
村
清
徳。

「
漫
遊
記
」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
網』
――＿
七
五
ベ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

九
月
二
十
五
日
の
条
に

「
小
川
町
山
竜
堂
樫
村
病
院
二
入
院
ス
、
一

日
上
等
一

円」

と
見
え、

二
十
九
日
朝
退
院
す
る
が、

樫
村
院
長
の
診
断
を
次
の
よ
う
に

し
る
し
て
い
る。

「
樫
村
ノ
見
込
ハ
、

神
経
ノ
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
鈍
キ
ナ
リ、

不
全
閉
鎖
ニ
ア
ラ
ス
云
々
。

尿
拮
千
五
百
グ
ラ
ム
ヲ
常
最

ト
ス
ト、

然
ッ
洋
人
ノ
常
最
ナ
レ
ハ
、

千
二
三
百
グ
ラ
ム
ナ
レ
ハ
日
本
ノ
常
足
卜
云
テ
可
ナ
リ、

且
千
グ
ラ
ム
位
ナ
レ
ハ
恐
ル
、
二
足

ラ
ス
、

然
ッ
五
百
グ
ラ
ム
位
二
至
ラ
ハ
注
意
ス
ペ
ッ
」

と
。

こ
の
「
476
号
書
簡」
は
「
正
三
六
三
書
簡」
（
七
五
三
ペ
ー
ジ
）

で
は
そ
の
日
付
が
未
詳
で
あ
る。

し
か
し
書
面
に
見
え
る
「
来
十
七
八
日

46
比」

伊
香
保
を
出
立
し、

途
中
前
橋
に
両
三
旦
逗
留
し、

東
京
に
帰
る
予
定
を
あ
ら
か
じ
め
知
ら
せ
る
時
期
は
明
治
二
十
一

年
九
月
の

は
じ
め
と
し
て
よ
い。

な
お
こ
の
書
簡
は、

宛
名
の
明
記
も
欠
い
て
い
る
が、

従
来
の
伝
え
に
従
っ
て、
こ
こ
に
推
定
と
し
て
掲
げ
た。

竹
越
与
三
郎
(

l

八
六
五
ー一
九
五
0)

�
埼
玉
の
本
庄
生
ま
れ、

同
人
社
な
ら
ぴ
に
炭
応
義
塾
に
学
ぶ
。

明
治
十
九
年
八
月
一

日
小

2
 
4
 
6
 崎

弘
道
か
ら
洗
礼
を
う
け
る。

二
十
年
一

月
上
毛
青
年
会
幹
事
と
な
り、

前
橋、

高
崎
に
お
け
る
英
学
校
創
立
に
尽
力。
一

方
『
国
民

之
友
』、
『
六
合
雑
誌
』

に
論
文
を
投
稿
し
た。

二
十
一

年
七
月
か
ら
杉
山
重
義
の
後
を
う
け
て
『
基
督
教
新
聞』

の
編
輯
人
で
あ
っ
た

（
西
田
毅
編
『
竹
越
三
叉
集』）
。

な
お、

こ
の
「
478
号
書
筒」

に
よ
れ
ば、

新
島
は
そ
れ
ま
で
上
毛
地
方
に
お
け
る
竹
越
の
活
動
を
知
る
機
会
が
ま
っ
た
く
な
く、

徳

富
か
ら
こ
れ
を
聞
い
て、

教
会
合
同
に
つ
い
て、

こ
れ
に
反
対
し、

当
面
こ
れ
を
延
期
す
べ
し
と
す
る、

十
月
一

日
の
上
毛
の
有
力
諸

教
会
の
集
会
に
竹
越
を
招
い
た
経
緯
が
知
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
「
漫
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
編』、

三
七
六
ー
三
七
七
ペ
ー
ジ）

に

よ
る
と、

十
月
一

日
の
条
に
「
富
田
〔
鉄
之
助〕

氏
ノ
家
二
集
マ
ル

来
会
者
は
不
破
〔
唯
次
郎、

前
橋
教
会〕、

松
田
〔
杉
田
の
誤
り、

潮、

安
中
教
会〕、

松
山
〔
杉
山
の
誤
り、

重
義、

原
市
教
会〕、

奈
須
〔
義
質、

民
友
社〕、

人
見
〔
市
太
郎、

民
友
社〕、

竹
越
等
ナ
リ

延
期

ノ
事、

延
期
ノ
理
由
ヲ
陳
ス
ル
事

〔
来
年〕

五
月
迄、

双
方
ノ
ッ
ス
テ
ム
ヲ
調
査
ス
ル
事

不
満
ノ
上
ハ

聯
合
ノ
出
来
サ
ル
事

上

告
等
ヲ
除
ク
事」

と
あ
り、

こ
の
集
会
は
明
ら
か
に
十
一

月
二
十＿―-
日
か
ら
大
阪
教
会
で
開
か
れ
る
組
合
教
会
臨
時
総
会
に
む
け
て
の

民
友
社
（
徳
富）

の
加
わ
っ
た
上
州
教
会
連
合
の
集
会
で
あ
っ

た。
「
488
号
書
簡」
（
十
月
二
十
日
付、

奈
須
義
質
宛）ヽ

「
490
号
四
簡」
(
+

月
二
十
二
日
付、

不
破
唯
次
郎
・
杉
田
潮・
杉
山
重
義
·
奈
須
義
質、

大
谷
執
事
宛）

は
こ
の
集
会
の
延
長
線
上
に
あ
る。

ぷ

三
好
退
蔵
（
一
八
四
五
ー一
九
0
八）
。

司
法
官
僚。

明
治
十
五
年
伊
藤
博
文
に
随
行
し
て
司
法
制
度
調
査
の
た
め
ド
イ
ツ
に
渡
り、

6
 滞

在
中、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・

キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
に
ふ
れ
入
信、

K
•

H
・

リ
ッ
タ
ー
か
ら
洗
礼
を
う
け
た。

十
八
年
帰
国
以
来
小
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崎
弘
道
の
東
京
第
一

基
督
教
会
の
伝
道
を
後
援。

彼
は
小
崎
の
共
存
同
衆
館
に
お
け
る
聖
書
諧
義
に
は
和
田
垣
謙一―-、

岡
部
長
職、

小

池
靖
一
、

森
為
国
ら
と
出
席
し、
一

家
も
洗
礼
を
う
け
た
。

こ
の
会
衆
が
霊
南
坂
（
古
庄
三
郎
牧
師）

と
は
独
立
し
て、

中
六
番
町
に
番

町
教
会
を
設
立
し、

小
崎
を
牧
師
と
し
た
。

な
お
新
島
の
「
漫
遊
記
」
（
第
5

巻
『
日
記
・

紀
行
絹』
―――
七
七
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

明
治
二
十
一

年
十
月
四
日
の
条
に

「
京
橋
日
吉

町
七
番
地
共
存
同
衆
館
二

於
テ
0
0
次
官
二

面
会
ス
」

と
見
え
る
の
は、

ま
さ
し
く
三
好
退
蔵
司
法
次
官
で
あ
る
こ
と
が、

こ
の
「
479

号
書
簡」

で
確
定
す
る
。

紐

こ
の
「
480
号
書
簡」

は
「
正
一
ー

ニ
書
簡」
(-―1
0
六
ペ
ー
ジ
）

で
は、

そ
の
日
付
を
「
明
治
二
十
二
年
十
一

月
六
日」

と
し
て
い
る
。

し
か
し、

書
簡
本
文
に
見
え
る
金
森
通
倫
の
出
京、

同
伴
訪
問
に
つ
い
て
の
伺
い
は、
「
漫
遊
記」
（
第
5

巻
『
日
記
・

紀
行
網』

三
七
七
ペ

ー
ジ
）

の
明
治
二
十
一

年
十
月
六
日
の
条
に
見
え
る
「
井
上
伯
ニ
―

書
ヲ
送
ル
、

金
森
同
行
ノ
件
ナ
リ
」

に
当
る
も
の
で
あ
り、

そ
の

年
代
を
明
治
二
十
二
年
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

な
お、

そ
の
日
付
を
「
十
一

月
六
日」

と
し
た
の
も
「
十
月
六
日」

の
誤
り
で
あ

り、

し
た
が
っ
て、

明
治
二
十
一

年
十
月
六
日
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ
た
。

新
島
が

「
同
氏
〔
金
森〕

之
昨
年
東
京
二

於
而
費
社
雑
誌
中
二

拘
ル
分」

と
す
る
の
は
思
い
間
違
い
で、

明
治
二
十
年
二
月
創
刊
以

来、

そ
の
年
の
十
二
月
(
+
三
号）

に
い
た
る
ま
で、

同
志
社
に
係
る
記
載
記
事
は
『
同
志
社
文
学
』

の
紹
介
の
一

に
す
ぎ
な
い
。

し

た
が
っ
て、

新
島
が
「
又
小
生
ノ
京
都
二

於
テ
本
年
四
月
智
恩
院
大
坐
敷
二

演
説」

と
い
う
『
国
民
之
友
』

第
二
十
二
号
掲
載
の
特
別

寄
書
（
「
私
立
大
学
ヲ
設
立
ス
ル
ノ
旨
意、

京
都
府
民
二
告
ク
」）

の
一

カ
月
前、

同
誌
第
十
九
号
附
録
に
掲
載
さ
れ
た
金
森
通
倫
の
特
別
寄

書
「
同
志
社
の
規
模
及
其
目
的」

し
か
該
当
す
る
も
の
は
な
い
。

＊
＊
新
島
が
明
治
二
十
一

年
十
月
十
二
日
午
後
五
時
か
ら
九
時
に
わ
た
る
問、

勝
安
芳
を
訪
問
し
て
「
長
談」

し
た
内
容
は
「
漫
遊
記」

（
第
5

巻
『
日
記
・

紀
行
綱』
三
七
八
ー―――
八
0
ペ
ー
ジ
）

に
詳
細
に
綴
ら
れ
て
い
る
。

注
目
す
べ

き
こ
と
は、

徳
宮
宛
の
文
は
「
大
学
之

事
も
充
分
相
願
候
処、

大
二

喜

ぐ
れ
応
分
之
寄
附
も
な
す
へ
く
又
周
旋
も
致
す
へ

き
旨
御
承
諾
〔
中
略〕

寄
附
金
高
ハ

逐
而
知
ら
す
へ

し
」
（
傍
点
・

杉
井）

と
大
学
設
立
に
係
る
報
知
で
あ
る
が、

「
漫
遊
記」

の
こ
の
間
の
記
述
に
は
大
学
設
立
に

関
す
る
そ
れ
は
ま
っ
た

く
な
く、

国
家
と
宗
教、

国
家
財
政
な
ら
び
に
高
島
炭
坑
に
係
る
こ
と
で
あ
る
。

な
お
勝
安
芳
に
宛
て
た
「
507
号
書
簡」

に
は、

「
不

〔

賊
〕

知
不
識
長
坐
二

及
ヒ
御
馳
走
頂
載、

又
種
々
之
御
経
験
話
ヲ
拝
聞
仕
心
窃
二

覚
ル
所
有
之」

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
「
483
号
書
簡」

は
「
正
三
0
四
書
簡」
（
六
五
六
ー
六
六
〇
ベ
ー
ジ
）

で
は、

そ
の
日
付
を
「
明
治
二
十
一

年
十
月
十――-
」
日
と
し、

6
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注 解

宛
名
は
「
徳
富
猪一
郎」
宛
と
し
て
い
る
が、
本
書
簡
に
は
日
付、
宛
名
の
明
記
は
な
い。
し
か
し
「
482
号
書
簡」
（
明
治
二
十一
年
十
月

+―――
日
付、
徳
富
猪一
郎
宛）
に
い
う
「
マ
テ
リ
ア
ル
」

で
あ
り、
従
来
の
伝
え
に
従
っ
て
推
定
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ
た。
し
か
し
て、

こ
の
「
マ
テ
リ
ヤ
ル」
が
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意」
（
第
1
巻
『
教
育
編』
史
料
30)
の
執
筆
の
た
め
の
資
料
と
な
っ
た。

こ
の
「
似
号
害
簡」
は
「
正一
―――――一
書
簡」
（
三
四
写ヘ
ー
ジ）
で
は
日
付
を
明
治
二
十
二
年
十
月
十
五
日
と
し
て
い
る。
し
か
し、
金

5゚

森
通
倫
と
大
隈
を
訪
問
す
る
の
は
「
漫
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記・
紀
行
網』

三
七
七
ペ
ー
ジ）
に
よ
る
と、
明
治
二
十一
年
十
月
九
日
の

こ
と
で、
こ
の
日
の
記
述
は
「
大
隈
伯
ヲ
訪
ヒ、
新
聞
記
者
二
同
志
社
ノ
事
ヲ
校
成
ッ、
紙
上
二
尽
カ
ス
ヘ
キ
旨
ヲ
タ
ノ
ミ
タ
レ
ベ
之

ヲ
引
受
タ
リ」
と
あ
る。
こ
の
「
漫
遊
記
」

の
記
述
は
「
燭
号
書
簡」
（
明
治
二
十一
年
十
月
十
六
日
付、
井
上
競
宛）
の
内
容
と
も
符
合

し、
本
書
筒
の
日
付
を
明
治
二
十一
年
十
月
十
五
日
と
す
る
こ
と
が
で
き
る。
し
た
が
っ
て
従
来
の
年
次
を
改
め
て
こ
こ
に
掲
げ
た。

、、
「一
致・
組
合
両
教
会
合
併
問
題
に
関
す
る
稿
(
+
八）」
（
第
2
巻
『
宗
教
絹』
五
三
四
ー
五一一＿
五
ペ
ー
ジ）
に、

こ
の
「
秘
密
」

と

す
る
徳
富
猪一
郎
宛
と
同
趣
旨
の
記
述
が
認
め
ら
れ
る。

こ
の
書
簡
で
新
島
が
「
万一
費
兄
之
御
工
風
ニ
テ
湯
浅
〔
治
郎〕
ノ
明
日
明
后
日
〔
二
十
日、
二
十一
日〕
中
二
高
崎
ヘ
ハ
出
発
セ
ヌ

様
二
御
仕
懸
被
下
間
敷
也、
左
ス
レ
ハ
此
日
曜
日
〔
十
月
二
十一
日〕
迄
ニ
ハ
不
破、
杉
田
ノ
両
氏
ヵ
全
ク
彼
ノ
地
ヲ
平
定
ス
ル
事
ハ
必

定」
と
心
懐
を
吐
露
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い。

も
ち
ろ
ん、

さ
き
の
「一
致・
組
合
両
教
会
合
併
問
題
に
関
す
る
稿
(
+
八）」
に

は、
そ
の
こ
と
に
関
す
る
言
及
は
な
い。

「
老
ス
カ
ダ
先
生」
と
は
He
nry
Martyn
 Scudder
 (
1
8
2
2|

1
8
9
5)

で
あ
り、

彼
は
明
治
二
十
年
七
月
来
日、
同
年
十
月
か
ら

3
 
5
 二

十
二
年
九
月
ま
で
新
潟
で
教
育、
伝
道
に
従
っ
た。
「
若
ス
カ
ダ
君
」

と
は
息
子
の
Dore
mus
Scudder
 (
1
8
5
8

|
1
9
4
2)

で
あ
り、

彼
は
父
よ
り
さ
き、
十
八
年
二
月
来
日、
同
年
五
月
か
ら
二
十
二
年
九
月
ま
で
新
潟
で
伝
道
に
従
っ
た。

応

奈
須
義
質
（
内
山
義
質）
は
熊
本
の
八
代
郡
八
代
の
出
身、

明
治
十
六
年
十
九
歳
の
五
月
十
三
日、

徳
富
猪一
郎
の
大
江
義
塾
に
入

塾
そ
の
閉
熱
と
と
も
に
上
京、
『
青
年
思
海』
に
論
文
を
投
稿
す
る
（
花
立
三
郎
『
大
江
義
塾』）。

一
方
『
国
民
之
友』
（
創
刊
号）
奥
付
に
よ
る
と、
「
社
友
」、
「
編
輯
事
務
二
与
ル
モ
ノ」
と
し
て
内
山
義
質
の
名
前
が
掲
げ
ら
れ、

明
治
二
十一
年一
月
二
十
日
発＂
兄
の
同
誌
第一
四
号
に
見
る
年
頭
挨
拶
の
民
友
社
の
連
名
に
は
奈
須
義
質
（
旧
姓
内
山）
と
あ
る
（
杉

井
六
郎
「
民
友
社
の
背
景
と
そ
の
成
立」、
『
民
友
社
の
研
究』
所
収）。

大
浜
徹
也
の
『
明
治
キ
リ
ス
ト
教
会
史
の
研
究』
に
よ
る
と、
奈
須
義
質
は
明
治
二
十一
年
七
月
か
ら
二
十
二
年一
月
十
八
日
ま
で
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甘
楽
教
会
の
伝
道
師
で
あ
る
。

奈
須
義
質
は
杉
田
潮
の
甘
楽
第
一

教
会
宛
害
簡
な
ら
び
に
東
京
第
一

教
会
（

牧
師、

古
荘一ー一
郎）

の
教
会

宛
薦
書
に
よ
っ
て、

民
友
社
の
内
山
義
質、

す
な
わ
ち
奈
須
義
質
と
し
て、

推
薦
さ
れ
伝
道
師
と
な
っ
た
（
『
甘
楽
教
会
百
年
史』

所
収）
。

な
お
新
島
の
「
漫
遊
記」
（

第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
網』
＿―-
八
一
ペ
ー
ジ
）

に
は、

こ
の
「
488
号
書
簡」

は
十
月
二
十
日
の
条
に
「
奈
須
ニ

一

害
ヲ
送
ル
」

と
見
え
る
。

な
お
奈
須
義
質
は
前
橋
教
会
牧
師
不
破
唯
次
郎
の
夫
人
酒
子
の
就
眠
に
際
し
て
義
捐
金
の
募
集
を
は
か
っ

た
と
こ
ろ、

教
会
員
の
究
意
を
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
辞
職
を
申
し
出、

伝
道
師
の
地
位
を
去
っ
た。

六
四
ニ
ペ
ー
ジ

の
注
参
照。

5

当
府
は
東
京
で
あ
り、

「
漫
遊
記」
（

第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
編』

三
八
ニ
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る
と、

十
月
二
十
一

日
の
条
に
「
安
息
日

雨
天
故
外
出
セ
ス
」、

二
十
二
日
の
条
に
は
「
午
前
八
時
四
十
五
分
ノ
汽
車
二

而
東
京
出
発
ス
」

と
見
え
る
。

こ
の
「
490
号
書
筒」
（
十
月
二
十
二
日
付、

不
破
唯
次
郎
・

杉
田
潮
·

杉
山
重
義
·

奈
須
義
質
・

大
谷
執
事
宛）

は、
「
正
五
0
三
E11
簡」

で
は

8
 柏

木
義
円
の
稿
本
に
よ
っ
て
日
付
は
「
明
治
二
十
一

年
月
日
未
詳
」、

宛
名
は
「
不
破
唯
次
郎」

宛
と
し
て
い
る
。

し
か
し
原
害
簡
に

よ
っ
て、

日
付
な
ら
び
に
宛
名
を
確
定
し、

こ
こ
に
掲
げ
た。

「
漫
遊
記
」
（

第
5
巻
『
日
記
・
紀
行
網』

三
八
一
ペ
ー
ジ
）

の
十
月
二
十
日
の

条
に

見
え
る
「
十
九
日、

不
破
〔
唯
次
郎〕、

杉
山
〔
重

義〕

ノ
両
氏
二

害
ヲ
送
ル
」、

「（
二
十
日）

奈
須
〔
義
質〕

ニ
―

書
ヲ
送
ル
、

又
不
破
ニ
―

書
ヲ
送
ル
」

は
上
毛
の
教
会
へ
の
働
き
か
け

を
新
島
が
東
京
を
去
る
に
当
っ
て
焦
眉
の
急
と
目
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ、

こ
の
「
490
号
害
簡」

は、

二
十
二
日
の
早
朝
束
京
を
た

ち、

二
十
三
日
正
午
横
浜
開
帆
前
に
投
函
し
た
こ
と
が
封
筒
表
書
か
ら
判
明
す
る
。

「
正
五
01―一
書
簡」
（
九
五
六
ペ
ー
ジ
）

に
お
い
て
は、

こ
こ
ま
で
が
収
載
さ
れ
以
下
が

省
略
さ
れ
て
い
る。

す
な
わ
ち
本
書
簡
は

「
古
荘
モ
此
度
ハ
」

以
下
本
文
が
続
き、

「
費
兄
方
之
親
友

罪」

の
署
名
が
あ
っ
て、

不
破
以
下
の
宛
名
が

続
き、

な
お
追
而
書
で

さ
ら
に
強
く
自
ら
の
方
策
を
述
べ
て
い
る
。

、、

十
一

月
一

日
の
集
会
は
「
494
号
害
簡」
(
+
月
三
十
日
付、

新
島
公
義
宛）

に
見
え
る
よ
う
に
、

泉
州
堺
で
の
教
役
者
の
み
の
集
会
で
あ

り、

十
一

月
二
十――一
日
よ
り
大
阪
で
開
か
れ
る
組
合
教
会
の
総
会
の
準
備
の
集
会
で
あ
っ
た。

な
お
『
基
督
教
新
聞
』
(
+
一

月
七
日、

第
二
七
六
号）

に
よ
る
と、
「
関
西
組
合
諸
教
会
牧
師
の
集
会
を
催
ふ
し

彼
の
両
会
合
併
事
件

に
付
種
々
相
談
あ
り
た
る
が
中
に
は
十
一

月
下
旬
大
坂
に
て
開
く
可
き
臨
時
総
会
を
延
期
せ
ん
と
の
説
も
起
り
し
か
ど
も
熟
議
の
末
必

ず
之
を
開
く
可
し
と
の
事
に
定
ま
り
し
よ
し
」

と
伝
え
て
い
る
。
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注 解

大
阪
教
会
で
開
催
さ
れ
る
組
合
教
会
臨
時
総
会
で、

日
本
基
督
一

致
教
会
も
大
会
議
長
井
深
梶
之
助
の
名
で
「
十
一

月
二
十
二
日
午

4
 
6
 前

九
時
大
坂
府
〔
土
佐
堀〕

青
年
会
館
に
於
て
臨
時
大
会
相
開
候
条
此
段
及
御
通
知
候」

と
通
知
書
が
出
さ
れ
て
お
り、

大
阪
で
組
合
教

会
総
会
と
一

致
教
会
大
会
が
同
時
に
も
た
れ
た。

邸

こ
の
「
495
号
雹
筒」
は
日
付
な
ら
び
に
宛
名
の
明
記
を
欠
い
て
い
る
。

し
か
し、
「
492
号
書
簡
」
(
+
月
二
十
九
日
付、

新
島
公
義
宛）

な

ら
び
に
「
494
号
書
筒」
(
+
月
三
十
日
付、

新
島
公
義
宛）

に
照
し
て
、

新
島
狸
が
切
迫
し
た
事
態
に
対
す
る
心
底
を
明
か
す
一

人
と
し

て
、

新
島
公
義
が
あ
り、

両
害
簡
は
ま
さ
に、

そ
の
好
例
で
あ
り、

こ
の
「
495
号
cnぃ
簡」

は
そ
れ
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
よ
い
で
あ

ろ
う。

と
く
に、
「
492
号
書
簡
」

冒
頭
の
追
而
書
「
別
紙
ノ
手
拍
云
々
」

が、

本
書
簡
に
相
当
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

＊
＊
関
東
七
教
会
は
「
494
号
書
簡」

に

「

上
毛
五
会
東
京
二
会」

と
新
島
が
割
注
し
て
い
る
の
に
当
る
。

上
毛
五
会
は
前
橋
教
会、

安

中
教
会、

原
市
教
会、

北
甘
楽
教
会、

西
群
馬
（
高
崎）

教
会、

東
京
二
会
は
東
京
第
一

教
会、

番
町
教
会
を
さ
す。

9

波
多
野
培
根
(
-
八
六
八
ー
一

九
四
五）

は
石
見
国
（
島
根
県）

鹿
足
郡
後
田
村
の
出
身。

東
澤
潟
の
塾
に
学
び、

明
治
十
八
年
九
月
従

兄
増
野
悦
興
の
勧
め
で
同
志
社
英
学
校
に
入
学、

十
九
年
六
月
二
十
日、

京
都
第
二
公
会
で
久
永
機
四
郎、

三
輪
源
造、

加
藤
延
年
と

と
も
に
ラ
ー
ネ
ッ
ド
か
ら
受
洗。

二
十
三
年
六
月
に
普
通
科
を
卒
業、

し
た
が
っ
て
、

こ
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た
時
期
は
最
高
学
年
に

当
る
。

卒
業
後
同
志
社
予
備
校
の
教
員
と
な
っ
た
が、

の
ち
伝
遥
界
に
入
り
東
北
伝
道
に
従
っ
た。

三
十
七
年
九
月
同
志
社
普
通
学
校

教
師、

教
頭、

中
学
校
事
務
取
扱
と
な
り、

同
志
社
に
お
け
る
普
通
学
校
教
育
（
同
志
社
中
学）

の
基
礎
を
策
い
た。

大
正
七
年
退
職
し

て
単
身
西
南
学
院
に
移
っ
た。

造
文
集
に
『
勝
山
余
第
』

が
あ
る
。

な
お
こ
の
波
多
野
培
根
（
新
島
は．ハ
イ
コ
ソ
と
呼
ぶ）

宛
恕
簡
と
同
趣
旨
の
柏
木
義
円
宛
英
文
書
簡
が
あ
り、

そ
れ
は
第
6
巻
『
英
文

書
簡
編』

に
収
め
て
い
る
(
「
216
号
書
簡」
＝
＝―-
八
ベ
ー
ジ）
。

668

「
別
紙
」

の
写
し
は
伝
存
し
な
い。

，

 

6

徳
富
猪
一

郎
の
十
月
二
十
六
日
付、

新
島
襄
宛
の
書
簡
（
退
品
庫
史
料）

に
よ
る
と
、

「
ア
ッ
。
ヒ
ー
ル
も
既
に
一

度
は
印
刷
に

取
り

6
 候、

右
は
明
朝
校
正
の
上
印
行
し
た
る
も
の
を
御
目
に
懸
く
可
し
」
と
あ
っ
て、

徳
富
猪
一

郎
宛
の
「
481
号
書
簡
」

(
+
月
七
日
付）、
「
482

号
書
簡」、
「
483
号
害
簡」
(
+
月
十
三
日
付）

で
送
付
さ
れ
た
材
料
（
マ
テ
リ
ヤ
ル）

に
基
づ
い
た
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
慈」
（
第
1
巻

『
教
育
網
』

史
料
30)

の
再
校
を
新
島
の
手
元
に
送
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

671

こ
の
「
499
号
害
簡
」

は
柏
木
義
円
の
稿
本
に
の
み
次
の
前
欠
の
文
章
が
追
而
書
と
し
て
害
箭
の
は
じ
め
に
し
る
さ
れ
て
い
る
。
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〔
十
一

月

事
ニ
ハ

参
兼
候、

御
宅
之
御
都
合
拝
聞
致
甚
御
気
之
毒
二

存
居
候、

何
卒
良
工
風
ハ

無
之
モ
ノ
カ

し
か
し、

こ
れ
は
他
の
書
簡
の
忠
写
上
の
錯
簡
と
思
わ
れ
る
の
で
収
載
し
な
か
っ
た
。

こ
の
「
501
号
書
簡」

は
柏
木
義
円
の
稿
本
も
存
在
す
る
。

し
か
し、

そ
れ
は
「
寸
雹
奉
呈
仕
候
」

か
ら
は
じ
め
ら
れ、

2
 今

回
之」

で
後
欠
と
な
っ
て
い
て、

断
簡
の
形
に
近
い
。

な
お
右
傍
に
付
し
た
〔

〕
は
柏
木
義
円
の
書
写
を
示
す。

＊
＊
『
基
督
教
新
聞』

は
舒
醒
社
（
東
京
京
橋
日
吉
町
二
十
番
地）

発
行。

発
行
人
兼
印
刷
人
は

小
崎
弘
道、

編
輯
人
は
竹
越
与一＿一
郎
で

あ

る
。

な
お
竹
越
は
同
紙
の
十
二
月
十
二
日
発
行
（
第
二
八
一

号）

に
「
来
る
十
四
日
大
坂
へ

向
け
出
発
す
忽
卒
に
て

拝
趨
の

礼
を
欠

く
」

と
あ
っ
て、
『
大
阪
公
論
』

に

移
り、
『
基
督
教
新
聞
』

の

編
輯
を
東
京
第
一

教
会
会
員、

民
友
社
員
柄
本
伊
平
に
バ
ト
ソ

を
渡

し
た
。

673

織
田
純
一

郎
（
一
八
五
―

|―

九
一

九）

は
京
都
所
司
代
組
与
力
の
家
に
生
ま
れ、

は
や
く
ド
イ
ッ
な
ら
び
に
イ
ギ
リ
ス
に
留
学、

明

治
十
一

年
帰
国。

十
七
年
浜
岡
光
哲
の
勧
め
で
京
都
滋
賀
新
報
社
に
入
社。

『
中
外
電
報
』

つ
い
で
『
日
出
新
聞
』

で
筆
を
ふ
る
う。

ま
た
十
八
年
十
一

月
か
ら
翌
十
九
年
九
月
ま
で
京
都
府
会
議
員。

二
十
年
二
月
起
し
の
「
明
治
専
門
学
校
義
捐
者
姓
名
蒋

第
三
号
」

（
遣
品
庫
史
料）

に
よ
る
と、

「
金
拾
円

上
京
第
二
十
二
組
東一ー一
本
木
上
之
町

織
田
純
一

郎」

と
見
え、

ま
た
二
十
一

年
十
一

月
以

降
に
お
こ
な
わ
れ
た
同
志
社
大
学
設
立
義
捐
金
募
集
に
際
し
て
は
「
同
志
社
大
学
義
捐
者
県
別
姓
名
笥」
（
遣
品
即
史
料）

の
大
阪
府
の

部
に
「
大
阪
朝
日
新
聞
棉
内

織
田
純
一

郎

金
百
円
」、
「
同

同
夫
人

金
百
円」

と
見
え
る
。

こ
の
「
503
号
書
簡
」
は
「
続
四
一

書
簡」
（
五
七
ー
六
ニ
ペ
ー
ジ）

で
は、

そ
の
日
付
を
目
次
な
ら
び
に
見
出
し
で
は
「
明
治
二
十
一

年

4
 十

一

月
六
日
」

と
し
て
い
る
。

し
か
し、

本
文
中
の
日
付
は
「
二
十
一

年
十
一

月
十
二
日」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で、

こ
れ
に
従
っ

た
。

な
お
井
深
梶
之
助
の
新
島
狸
宛
書
簡
は
十
一

月
六
日
付
で
あ
る
。

こ
の
書
簡
に
は
新
島
に
よ
る
草
稿
が
残
さ
れ
て
い
る
。

組
合
教
会
と
一

致
教
会
の
合
同
（
聯
合）

に
関
す
る

「
公
然
卜
新
聞
上
二

御

掲
ヶ
被
下
候
テ
モ
差
支
ハ

無
之」
（
「
新
紙
上
二

御
掲
載
被
下
候
な
り
決
而
差
支
ハ

無
之
」
〔
草
稿〕
）

と
す
る
公
開
的
意
見
で
あ
る
の
で
、

草
稿
を
参
考
と
し
て
掲
げ
る
。

井
深
梶
之
助〕

④
晶

⑥
草
稿

「
左
ス
レ
ハ
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注 解

費
書
本
日
落
掌
慎
而
拝
誦
仕
候

陳
者

東
京
府
関
東二
於
而
何
ニ
カ
小
生
聯
合二
対
し
不
賛
成
を
唱ヘ
ッ
候
由
之
風
説
有
之
候一

点二
付
御
尋二
預
候
間 、
左
之
通
弁
明
可
仕
候

兼
而
貴
兄ニ
ハ
御
存
も
可
有
之
カ
ハ
存
ッ
不
申
候
得
共 、
小
生
ハ
元
来
教
会
ノ
政
治
上
二
付
テ
ハ
共
和
主
義
ヲ
固
取
口
欣
奉
致
居

〔朱〕

候
者
二
有
之 、
兼
而
よ
り
今
ノ
憲
法
草
案
ヵ
採
用
セ
ラ
レ
実
施
セ
ラ
ル
、
ノ
日
ニ
ハ
「
会
衆」
共
和
主
義ハ
漸
々
其
跡
ヲ
隠
ク
ッ ‘

ア
リ 、
已ニ

寡
人
政
治
ノ
我
力
会
中二
早
晩
侵
入
ッ
来ル
ハ
到
底
免
カ
ル
ベ
カ
ラ
サ
ル
ノ
事
実
卜

存
ッ 、
心
中
大二
安
カ
ラ
サ
ル
所
有
之

諸
輩二
邸シ
テ
同
申

〔朱〕

役
者

以
テ

去
春
西
京
二
於
テ
開
カ
レ
タ
ル
「
関
西」
組
合
会
ノ
牧
師
会
場
二
於
テ
モ 、
生
ノ
窃二
杞
憂
ス
ル
所
ヲ
陳
ッ
牧
師
等二
求
ム
ル

>‘
,‘

シ
A
>‘
>‘
,`

セ
シニ

〔補〕

ニ

充
分
ノ
準
備
ヲ
為
ツ
「
兄
等
ニ
ッ
テ一
致
組
合
両
会
ノ
聯
合
ヲ
図
ラ
ソ
ト

ナ
ラ
ハ
宜
シ
ク
先
ッ」
教
会
員
ヲ
ッ
テ
真
ニ
イ
ソ

而

»

t
»ヽ
»ヽ
»ヽ
ヽヽ

テ
レ
ジ
ェ
ソ
ト
・

オ 。ヒ
ニ
ョ
ソ
ヲ
呈
出
ツ
得 ．ヘ
キ
程
ノ
智
識
材
料
ヲ
有
七
ツ
メ 、
然
ル
后
而
ッ
テ
后
憲
法
二
付
キ
熟
議
討
論
セ
シ

‘、

〔訂正〕

シ

メ
E-
「
ヲ
討
論
セ
ッ
メ
七
ツ
メ」
聯
合
ノ
事
ヲ
可
否
セ
ッ
メ 、
双
方
教
会
員
ノ
充
分
満
足
ナ
ル
合
併
ヲ
結
了
ス
ル
ニ
至
ラ
ッ
メ

:
<
、

:

<
‘

研
窮

？`

朱〕
デ
徒ニ

賜
へ
、

ョ

万一
牧
師
諸
君
ヵ
憲
法
ノ
依
テ
生
セ
シ
所
ヲ
モ
詳
明
セ
ス

聯
合
ノ
利
害
得
失
ヲ
モ
分
別
商
掘
セ
ッ
メ
ス 、
只

」
聯

強テ

合ハ
宜
ッ
キ
モ
ノ
ナ
リ
云
々
位
ヲ
極
簡
短
ナ
ル
弁
別
御
説
明
ヲ
以
テ
徒二
教
会
員
ヲ
誘
導
ッ
テ 、
否
晩
着
ツ
其
ノ
説
二
服
従
セ

〔補い―

ツ
メ 、
之
ヲ
以
テ
全
会
ノ
輿
論
卜

誤
認
ッ「
教
会
ノ
意
見
卜

仮
定
ツ」
之
ヲ
総
会二
呈
出
ッ
テ
聯
合
ヲ
結
了
セ
ラ
ル
、
ノ
挙
ア
ル
ニ

沿訂〕

ス
ヘ
ク
候
得
は

組
合
会

v
:
<
し
し
く

於
テ
ハ
大
二
我
力
共
和
主
義
ノ
組
織二
違
背
セ
ル
事
実
ナ
リ
ト

認
ム
ル
ニ
ョ
リ

シ
会
員
ノ
権
理
ヲ
蹂
躙
セ
リ
ト

モ
申
ベ
ケ
レ

>
'‘
>
、

,‘
4ヽ
畜
'‘
し
'‘
'‘
9
‘、
'‘
'‘
r
»

敬

ハ」
小
生ハ
飽
マ
テ
モ
如
斯
プ
ラ
イ
ソ
ド・
ユ
ニ
ョ
ソ
ニ
ハ
承
伏
致
ス
マ
ッ
ト

云
々 、
又
軽
ッ
ク
我
力
共
和
主
義
ヲ
変
更
ッ
回
シ

'‘
?‘
>
»ヽ
9ヽ
»ヽ
»ヽ
9
9
9‘
‘‘
'‘
'‘
>ヽ
'‘

>‘
4ヽ
»ヽ

r
,‘
'‘

4

〔
朱〕

賜
フ
勿
レ 、
棄
テ
寡
人
政
治
ノ
下二
云
々
「
右
様
ノ
重
要
事
件
ヲ
軽
々
決
行
ッ
賜
フ
勿
レ
云
々
卜」

生
ノ
如
斯
陳
セ
ッ
ハ
敢
テ
聯

>‘
?‘
會ヽ
9̀

t
4、
»ヽ
'‘
,`
»ヽ
ャヽ
»ヽ
»ヽ

〔
妨〕

〔
ご3

シ
タル
ナ
リ 、

合
ヲ
防
ケ
ソ
ト
シ
タ
ル
ニ
非
ラ
ス 、
区
々
ノ
老
婆
心
完
全
ノ
聯
合
ヲ
希
図
ッ
テ

ノ
余
リ
痛
ク
軽
卒
ナ
ル
プ
ラ
イ
ソ
ド
・

ユ
ニ

'‘
'‘
»ヽ
»ヽ
9ヽ
»ヽ
»ヽ
»ヽ
‘`
»ヽ

致
候
訳
有
之
候 、

|〔
朱
U

し
し
し
し
し
»ヽ

ヨ
ソ
「
聯
合」
即
チ
イ
ソ
テ
レ
ッ
エ
ソ
ト
・

ユ
ニ
ョ
ソ
ヲ
主
張
ッ
タ
ル
ナ
リ 、
二
非
リ
ッ
セ
ッ
訳
二
有
之
候

»ヽ
»ヽ
ァ、
'‘
‘‘
»ヽ
ァ、
ヽヽ
>
?‘
r̀
>
t‘
>‘
>
'‘
,‘
p̀
»ヽ
»ヽ
9ヽ
9‘
,‘

'‘

»ヽ
？`

然
ラ
ハ
生ハ
飽
マ
テ
モ
ユ
ニ
ョ
ソ
ヲ
袈
成
ス
ル
ャ
否
ノ
問
ア
ル
ニ
於
テ
生
ハ
問ハ
ソ

答
テ
申
サ
ソ

生
ハ
飽
マ
テ
モ
袈
成
ス
ト

»ヽ
ど、
，`
»ヽ
9‘
?`
と
P
»ヽ
と�
9
9ヽ
ぐ
»ヽ
2‘
r‘
»ヽ
と`
2

，`
4ヽ
»ヽ
»ヽ
t�
p̀
,‘
A
P
»ヽ
？‘
r̀
r‘

t‘
‘‘
,`
t
,`

？‘
r
r‘
»ヽ
t�
r‘
»ヽ
9̀
9
,‘
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ニ
シ
テ

»ヽ
»ヽ
»ヽ

申
ツ
難
ッ

元
来
共
和
主
義
ヲ
欣
受
甘
奉
ス
ル
モ
ノ
ニ
テ
有
之、

此
ノ
主
義
ヲ
変
更
ス
ル
ハ

至
テ
好
マ
サ
ル
所
二

有
之

,
'
，
奮ヽ

»ヽ
»ヽ
釦ヽ

9
À
,‘
9
,`
»ヽ
t
'
9
9
»ヽ
»ヽ
»ヽ
»ヽ
‘‘
r‘

4
＊ヽ
，‘
，‘
-‘
»ヽ
»ヽ
»‘
>ヽ
»ヽ
»ヽ
»ヽ
'‘
9
»ヽ
‘J�
‘‘
く
、、

生
ノ
陳
セ
シ

ニ
ハ

〔
イ
脱
力
〕

然
ル
ニ

陳
述
セ
ッ
所
ハ

大
二

誤
解
牧
師
諸
猜
之
誤
解
セ
ッ
ャ
ノ
風
説
モ
有
之
候
故、

其
後
ハ

此
聯
合
二

関
ッ
テ
余
リ
ロ
ヲ
開
ラ
テ

〔
補〕

会

»ヽ
9
'
.‘

鄭
見
ヲ
陳
セ
ス
、

少
ッ
ク
寛
大
ノ
思
考
ヲ
為
ツ
「
其
後
二

及
ソ
テ
両
会
中
一

致
論
ハ

益
盛
二

大
二

其
勢
カ
ヲ
呈
シ
誰
一

人
モ
克
ク

ラ
ル
、

»ヽ

»ヽ
r‘
薔ヽ
»ヽ

〔
ノ
脱
力
〕

反
抗
ス
ル
モ
サ
ヘ

見
ヘ
サ
ル
様
二

成
来
リ
候
故
有
之
様
見
受
申
シ
、

万
一

両
会
ヵ
如
斯
ク
快
ク
も
聯
合
ヲ
計
ル
ニ
ニ

当
リ
テ
、

生

'‘
»ヽ
rヽ
＊ヽ
»ヽ
A

慟
‘‘
‘‘

〔
力
〕

存
シ

一

人
ヵ
喋
々
之
ヲ
非
ト
ス
ル
モ
ノ
、

如
ク
ニ
ナ
リ
テ
ハ

余
リ
宜
ッ
カ
ラ
サ
ル
事
卜
思
ヒ
、

少
シ
ク
寛
大
之
思
考
ヲ
廻
ラ
ッ
、

若
し

双
方
ノ
教
会
員
ヵ
納
得
満
足
ノ
上
」
G
因
園
）
〔
妨〕

聯
合
ヲ
結
了
七
ラ
ル
、

ナ
ラ
ハ
、

生
ハ

之
ヲ
防
ケ
サ
ル
ペ
ッ
ト
存
ッ
、

又
願
ク
両
教
会
ヵ
互
ヒ
ノ
組
織
等
ヲ
諧
究
シ
テ
相
ヒ
識
リ

'‘
＊ヽ
＞‘

ヲ
モ
生
セ
サ
ル

申

相
信
ッ
テ
実
二

申
分
ノ
ナ
キ
結
合
力
出
来
ル
事
ナ
ラ
将
来
更
二

分
争
ノ
憂
モ
ナ
キ

事
ナ
ラ
ハ

至
極
ノ
事
ナ
リ
ト
存
セ
ッ
事
モ
有

9ヽ
»ヽ
»ヽ
'

,‘
,‘
»ヽ

»ヽ
9ヽ
»ヽ
»ヽ

»ヽ

之
候、

其
後
病
床
ニ
ア
リ

故

>‘
r‘
,‘
'
'
’
>ヽ

本
年
四
月
ョ
リ
以
来
生
ハ

大
病
ニ
カ
、

リ
シ
傍
ラ
私
立
大
学
ノ
計
画
二

従
事
ツ
居
候
間、

充
分
憲
法
ノ
講
求
ハ

出
来
不
申
候
得

〔
朱〕

共、

時
々
閑
ヲ
楡
ミ
閲
既
候
ロ
一

モ
ニ
モ
ナ
ク
欣
奉
ス
ト
ハ

決
ッ
テ
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ル
マ
ジ
ト
存
居
候
得
共、

「
両
会
ノ
好
意

〔
朱〗l

»ヽ
»‘
‘‘
»ヽ
｀`
»ヽ

平
和
ヲ
敗
ル
カ
如
キ
ハ

生
ノ
尤
モ
慎
マ

ネ
ナ
ラ
サ
ル
事
卜
存
ツ
」

成
丈
沈
黙
ッ
居
リ
候
に、

已
二

「
此
夏
中
ノ

事
ナ
リ
ッ

ガ

或

な
後
箪〕

〔
シ
脱
力〕
生

□
二
答

ル
」

関
東
二

於
テ
或
ル
青
年
輩
力
「
年
翡
騒
攘
リ
酸
□
ハ
」

盛
二

非
憲
法
説
ヲ
唱
ヘ
テ
生
ニ
セ
マ
リ
ト
キ
ニ
ハ

之
ヲ
ロ
テ
申
セ
ッ

»ヽ
»ヽ
t‘
9
9
,‘

»ヽ

»ヽ

9
,‘

非

二
、

卿
等
ハ

何
ノ
理
由
ヲ
以
テ
此
憲
法
ヲ
図
ト
ス
ル
ヤ
、

卿
等
ハ

已
ニ
コ
ソ
グ
ゲ
ー
シ
ョ
ソ
□
□
プ
レ
ッ
ペ
テ
リ
ヤ
ソ
教
会
ノ
組

ノ
テ
徒
二

之
ヲ
可
否
ス
ル
ハ

「
生
ノ
決
而
取
ラ
サ
ル
所
ナ
リ
ト
」

決

月

否
若
し
何
ニ
ノ
準
備
モ
ナ
ク

〔
朱〕

織
等
ヲ
「
充
分」

講
究
セ
ラ
レ
ッ
ャ

予
ハ

卿
等
ヵ
如
キ

、‘

»ヽ
»ヽ
»ヽ
＊ヽ
»ヽ
»ヽ
»ヽ

他
ノ
兄
弟
力
〔
朱〕

レ
シ
ニ

シ
テ
称
袈
ス
ヘ
キ
所
ニ
ア
ラ
ス
ト

又
一

人
ノ
来
テ
「
憲
法
聯
合
二

関
ツ
」

来
テ
生
二

就
キ
問
ハ

ロ
□
口
生
ハ

今
ノ
憲
法
ヲ
以
良

テ
申
セ
シ
ニ
、

〔
シ
脱
力
〕

'‘
,
9
‘‘
»ヽ

〔
マ
マ
〕

ス
ル
ャ
否

心
二

満
足
セ
ラ
ル
、
ヤ
ト
、

生
ノ
内
意
ハ

如
何
卜
「
ヲ
問
ハ
レ
ト
キ
ニ
」

生
ハ

答
ヲ
申
ス
ニ

申
候
二

今
ノ
憲
法
上
口
ロ
二

随
分
満

9
9
9
，
し
9
,

素
吾
人

欣
奉

»ヽ
»ヽ
»ヽ
'‘
富ヽ
»ヽ

足
セ
サ
ル
所
ナ
リ

教
会
ノ
上
別
二

何
ニ
カ
一

ノ
政
柄
ヲ
持
ツ
モ
ノ
ヲ
戴
ク
カ
如
キ
恐
ナ
キ
能
ハ
ス
、

此
レ
ハ

平
生
予
ノ
主
張
し

〔
朱〕

〔
朱〕

会
衆
「
共
和」
政
治
「
主
義
ト
ハ
」

能
ハ
ス

又

居
ル
所
ノ
共
和
主
義
ト
ハ

反

大
二

鮒
甑
セ
サ
ル
ナ
キ
ヲ
保
シ
難
シ

ト
上
告
ノ
如
キ
モ
予
ハ

寧
口
馬
太
伝
十
八
章
ノ
十

»ヽ
'‘
»ヽ
9
,‘
»‘
‘、

枷ヽ
»ヽ
»ヽ
»ヽ
4

»ヽ
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注 解

〔r
こ

候
得
ば
公
後
筆・
抹
消
〕

〔
先〕

五
・

十
九
等
ヲ
以
テ
満
足
ス
ペ
ッ
云
々
卜
申
セ
し
事
も
有
之
候
ハ

、

「
是
ハ

生
ノ
前
上
申
セ
ッ
充
充
分
満
足
ノ
合
併
ヲ
不
咬
成
ス

‘̀
 

〔
シ
脱
力
〕

ル
ト
申
セ
ニ
ア
ラ
ス

今
ノ
憲
法
ハ

容
易
戴
ヶ
サ
ル
ト
ノ
意
二

有
之
候」

右
風
説
之
如
き
も
無
様
ノ
風
説
ト
ハ

難
申
カ
ト

存
候

»ヽ
»ヽ
t
t
t
»ヽ
9‘

〔r
こ

〔
後
箪
〕

〔
力
〕

＊

聯
合
ノ
意
見

多
分
は
辺
よ
り
生
セ
し
全
ク
ト
存
候

「
よ
り
起
リ
ッ
事
ヤ
ト
奉
存
候」

若
し
生
平
素
ノ
持
論
如
何
二
付
御
尋
布
之
候
ハ
ヽ
‘

�
t
.‘
»ヽ
»ヽ

〔
補・
抹
消
〕

ス
テ
ニ

〔
ヵ
〕

「
生
若
シ
今
ノ
中忘
法
ヲ
遵
奉
セ
ハ

、

生
平
素
ノ
主
義
ヲ
屈
□
サ
ル
ヲ
得
ス
、

又
平
素
其
主
義
ヲ
充
テ
ソ
ト
ナ
レ
ハ

憲
法
ヲ
甘
受
ス

能
ハ
ス

〔
力
〕

ル
得
ス
ル
能
ハ
ス

何
レ
ニ

致
セ
ス
避
ペ
ノ
ラ
サ
ル
ノ
都
合
ヲ
生
ッ
来
リ
故、

大
二

困
却
致
ツ
居
リ
候
故」

生
ハ

耳
丈
ハ

今
漸
ク

9ヽ
9ヽ
9ヽ
»ヽ
r‘
'‘

時
□
口
得、

寛
々
勘
考
仕
リ
主
ノ
歴
史
二

遡
な
り、

又
将
来
ノ
聯
合
ノ
結
果
ヲ
予
想
ツ
、

然
ル
后
充
分
ノ
進
退
去
就
ヲ
決
し
度
存

〔
力
〕

敢
テ

候

前
陳
之
所
ハ

生
決
ッ
テ
隠
散
ス
ル
を
欲
シ
不
申、

他
人
二

御
示
口
被
下
候
口、

又
ハ

新
紙
上
二

御
掲
載
被
下
候
な
り
決
而
差

»ヽ
・‘
t

朱
〕

ハ
近
来

二

如
今

〔マ
マ〕

支
ハ

無
之
候

プ
小
生
一

身
口
憲
法
□
対
ッ
右
様
ノ
愚
考
モ
有
之、

尚
熟
考
申
二

有
之
候
間、

未
夕
聯
合
ニ
ハ

今
ノ
憲
法
国
聯
合

,‘
<
»ヽ
'‘

a
巴

卜
認
メ

〇

こ

ス
ル
ノ
載
ク
ト
ャ
否
ャ
ノ
問
題
二

至
リ
テ
ハ

決
而
中
々
容
易
ナ
ラ
サ
ル
重
大
ノ
事
件
ナ
レ
ハ
、

決
シ
テ
極
々
之
御
決
定
難
仕
候
被

.‘
t
,`
 

下
候

依
テ
生
未
ク
同
意
ス
ト
モ
申
兼、

又
公
然
卜
不
咬
成
ナ
リ
ト
モ
申
兼
候、

爾
後
充
分
熟
應
ヲ
遂
度
罷
在
候、

又
公
然
ト
モ

＊
＊

不
校
成
卜
不
申
候
公
然
□
不
仕
候

申
兼
候

先
は
伐
答
如
此
候
也」

.‘
t
t
 

〔
後
筆
〕

「
費
兄
二

も
生
之
意
見
如
何
二

御
尋
有
之
候
ハ
ヽ
、

生
ハ

左
之
二
件
ヲ
吐
答
仕
度
候。

一

今
ノ
憲
法
ノ
以
テ
到
底
満
足
ノ
聯
合
ハ

覚
束
ナ
キ
カ
ト
存
候。

〔
力
〕

一

今
之
如
ク
甚
不
準
備
千
万
ノ
有
様
ナ
レ
ハ

如
何
二

憲
法
二

申
分
ナ
キ
ト
見
倣
ス
ト
モ
、

以
謂
ュ
ル
会
ト
ハ

難
申、

強
テ
之
ヲ
合

〔
ラ
〕

併
セ
ッ
メ
ハ

以
謂
ュ
ル
プ
リ
イ
ソ
ド
・
ユ
ニ
ョ
ソ
ト
可
申
ッ
テ
、

決
ッ
テ
イ
ソ
テ
レ
ツ
ェ
ソ
ト
・
ユ
ニ
ョ
ソ
ハ

難
期
事
卜
懸
念

〔
術〕

若

干
ノ

»ヽ
t
,‘

仕
候

縦
令
重
モ
ニ

役
者
連
中
ニ
ハ

園
園
図
多
少
諸
会
ヲ
除
ク
ノ
外
聯
合
二

賛
成
ス
ル
モ
モ
教
会
員
ノ
輿
論
ト
テ
未
ク
充
分
ニ

発
表
七
サ
レ
ハ

謀
人
体
ノ
聯
合
ニ
ッ
テ
組
合
会
総
体
ノ
聯
〔
以
下
欠〕
」

＊「
熟
考
中
二
有
之、

一

切
詳
細
ノ
事
ハ

吐
露
ツ
申
サ
ス
」

と
し
た
部
分
の
推
敲
の
過
程
の
冒
頭。

＊
＊
こ
こ
ま
で
策
を
か
え
て
は
古
き
進
め、

矢
印
で
＊
の
と
こ
ろ
に
結
ん
で
い
る。

678

す
で
に
十
一

月
七
日、

「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
惹」
（
第
1
巻
『
教
育
網』

史
料
30)

は
報
知、

毎
日、

朝
野、

東
京
電
報、

公
論
新
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報、

改
進、

東
京
朝
日、

絵
入
朝
野、

東
京
輿
論
新
誌、

東
京
経
済
雑
誌、

日
出
な
ど
の
各
新
聞
に
発
表
さ
れ、

同
志
社
大
学
設
立
の

運
動
は
ま
さ
に
全
国
民
の
力
を
藉
り
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た。
そ
し
て
十
五
日
の
夜、

同
志
社
礼
拝
堂
で
徳
富
猪一
郎
の
講
演

が
お
こ
な
わ
れ
た。
外
出・
面
会
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
新
島
は
こ
っ
そ
り
出
か
け
て、

隅
の
方
で
「
亀
縮」
し
な
が
ら
聞
い
た。

な
お
講
演
は
の
ち
「
同
志
社
学
生
に
告
ぐ」
と
題
し
て
『
国
民
之
友』
（
第
三
五
号、
明
治
二
十一
年
十
二
月
七
日
発
行）
に
掲
載
さ
れ

た。
徳
富
は
そ
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
次
の
よ
う
に
付
言
し
て
い
る。

右
の
一
篇
は、

余
が
十一
月
中
旬
京
都
漫
遊
の
硼、

同
志
社
生
徒
諸
君
の
請
に
依
り
演
説
し
た
る
大
意
を
綴
り
な
し
た
る
も
の
な

り、

当
時
演
し
た
る
所
は、

今
尽
く
記
臆
す
る
能
は
さ
れ
と
も、

其
大
意
は
之
に
外
な
ら
ず
と
信
す、

思
ふ
に
余
が
同
志
社
諸
君

に
望
む
所、

甚
た
切
な
り、

然
れ
ど
も
情
慇
な
れ
ば
言
切
な
ら
ざ
る
を
得
ず、

嵯
呼
余
も
亦
た
同
志
社
学
生
の
一
人
な
り、

余
も

亦
た
諸
君
に
望
み
た
る
所
を
以
て、

自
ら
望
ま
ざ
る
を
得
ず、

而
し
て
自
か
ら
省
み
て
之
を
思
へ
ば、

登
報
然
た
ら
ざ
る
を
得
ん

哉、

哩
呼
登
に
銀
然
た
ら
ざ
る
を
得
ん
哉。

＊
＊『
植
木
枝
盛
日
記』
の
明
治
二
十一
年
十一
月
十
六
日
の
条
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
し
る
さ
れ
て
い
る。

。
十
六
日

朝
徳
富
猪一
郎、

金
森
通
倫
来
訪。

共
に
丸
山
禰
阿
涸
に
て
食
事
し、

午
后一
時
過
同
志
社
に
抵
り
女
学
校、

本

校、

予
備
校、

看
病
婦
学
校、

病
院、

図
書
館
等
を
巡
覧。

午
后
四
時
よ
り
新
島
襄
氏、

私
立
大
学
校
設
立
の
こ
と
に
付
同
社
諸

学
校
生
徒
総
員
を
会
堂
に
集
め、

氏
及
金
森
通
倫
氏
の
演
説
あ
り。

吾
亦
新
島、

金
森
二
氏
の
求
め
に
よ
り
生
徒
総
体
に
対
し
て

一
場
の
演
説
を
為
す。

こ
の
植
木
枝
盛
の
同
志
社
訪
問
は
徳
富
猪一
郎
が
案
内
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。

679

こ
の
「
507
号
書
簡」
は
「
正
五
七
二
書
簡」
(1
0
八
六
ー一
〇
八
七
ペ
ー
ジ）
で
は
そ
の
日
付
を
明
治
二
十一
年
十一
月
十
九
日
と
し

て
い
る
が、

書
簡
本
文
に
は
た
だ
「
十一
月」
と
の
み
し
る
し
て、

そ
の
日
を
し
る
し
て
い
な
い。
し
か
し、

「
同
志
社
大
学
設
立
募

金
日
誌」
（
第
5
巻
『
日
記・
紀
行
網』
四一
六
ペ
ー
ジ）
に
よ
る
と、

十一
月
十
九
日
の
条
に
「
勝
安
房
先
生
ニ
―
書
ヲ
呈
ス」
と
見

え、
こ
の
書
簡
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る。
し
た
が
っ
て
「
十
九
日」
と
推
定
し
て
こ
こ
に
掲
げ
た。

勝
安
芳
（一
八
二
三
ー
了
訟
浣）
は
氷
川
町
に
悠
々
自
適
の
日
を
送
る
身
で
あ
る。
新
島
が
先
月、

十
月
十
二
日、

勝
安
芳
を
訪
れ

て
「
長
坐
二
及
ヒ
御
馳
走
頂
載、

又
種
々
之
御
経
験
話
ヲ
拝
聞
仕
心
窃
二
覚
ル
所
有
之」

と
し
た
こ
と
は
六
四
六
ペ
ー
ジ
の
注
＊
＊
参

照。
な
お
「
漫
遊
記」
（
第
5
巻
『
日
記・
紀
行
網』
三
七
八
ー
三
八
0
ペ
ー
ジ）
に
も
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る。
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注 解

な
お
新
島
の
勝
安
芳
訪
問
を
勝
の
日
記
（

『
海
舟
日
記
』
20
、

21
)

の
記
述
か
ら
見
る
と 、

最
初
の
訪
問
は

明
治
十
二
年
二
月
十
一

日

「
津
田
仙 、

耶
蘇
教
師
新
島
狸
」 、

二
回
目
は
十
五
年
九
月
十
一

日
（
新
島
の
記
述
は
九
月
九
日
と
す 、

ニ
ニ
五
ペ
ー
ジ
注
＊
＊
参
照）
「
新
島

〔

マ

マ

〕

譲 、

津
田
仙」 、

三
回
目
は
十
六
年
五
月
十
四
日 、

東
京
で
の
全
国
基
督
信
徒
大
親
睦
会
の
さ
い 、

「
律
田
仙 、

新
島
譲
」

と
あ
る 。

そ
れ
は 、

こ
の
杏
間
で
「
五
年
前
」

と
い
う
の
に
相
当
す
る 。

さ
て
二
十
一

年
十
月
十
二
日
の
訪
問
（
新
品
の
勝
訪
問
の
最
後）

の
記
事

は
「
新
島
迎 、

厳
法
の
事 、

其
他
種
々
談
」

と
詳
し
く
記
し
て
い
る 。

＊
＊
十
一

月
七
日 、

「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意」

が
各
新
聞
紙
に
掲
載
さ
れ
た

。

680

こ
の
「
508
号
書
簡」
が
松
山
高
吉
（
二
九
ニ
ペ
ー
ジ
の
注
参
照）

と
大
沢
善
助
（

一
八
五
四
ー一

九
三
四）
の
二
人
の
連
名
と
な
っ
て
い
る
の

は 、

こ
の
九
月
十
日
の
社
員
会
で
あ
ら
た
に
社
員
と
な
っ
た
徳
富
猪
一

郎
（「
同
志
社
社
員
会
記
録」 、
『
同
志
社
百
年
史

賓
料
綱
11
』

所
収）

と
の
初
顔
合
せ
に
当
っ
て
の
新
島
の
配
慮
で
あ
ろ
う
か 。

松
山
は
明
治
十
六
年
二
月
以
来 、

大
沢
は
二
十
一

年
二
月
以
来
の
社
員
で
あ

る
。

と
く
に
大
沢
は
こ
の
年
二
月 、

小
崎
弘
道 、

宮
川
経
輝 、

湯
浅
治
郎
ら
と
社
員
と
な
り 、

彼
は
中
村
栄
助
と
と
も
に
社
長
を
補
佐

す
る
常
議
員
の
立
場
に
あ
っ
た

。

大
沢
善
助
は
寺
町
丸
太
町
下
ル
御
霊
前
町
で
米
殺
商
を
営
み 、

同
志
社
に
出
入
し 、

明
治
十
年
三
月
四
日
新
島
か
ら
洗
礼
を
う
け
た

（
第
2
巻
『
宗
教
絹』
、

「
第
二
公
会
録
事」

五
六
一
ペ
ー
ジ）
。

十
七
年
二
月
以
来
府
会
議
員
に
当
選 、

十
八
年
以
来
疏
水
常
務
委
員
で
あ
り 、

同
志
社
社
員
（

常
議
員）

と
し
て
同
志
社
の
財
政 、

会
計
面
を
担
当
し
た

。

681

北
晶
治
房
(
-
八一――――-
|―

九
ニ
―
)
。

「
同
志
社
大
学
設
立
募
金
日
記
」
（

第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
編』

四
一

七 、

四
ニ
―
ペ
ー
ジ）

に
よ
る

と 、

明
治
二
十
一

年
十
一

月
二
十
二
日
の
条
に
「
大
隈
伯
ニ
―

書
ヲ
呈
（
徳
富
氏
持
参）

奈
良
県
下
ノ
事
ハ

北
畠
治
房
二

依
頼
ス
ル
ノ
途

ヲ
依
頼
セ
リ
。

北
畠
氏
ハ

奈
良
県
下
ノ
名
声
家
ナ
リ
」

と
見
え 、

こ
の
「
509
号
書
簡」
に
相
当
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

な
お
十
二
月
五

日
の
条
に
も
再
び
「
大
隈
伯
二

書
ヲ
呈
ッ
、

北
畠
治
房
氏
二

奈
良
地
方
之
可
然
人
物
二

奨
励
ア
リ
タ
キ
旨
依
頼
二

及
ヘ
リ
」

と
あ
る
。

83

六
七
八
ペ
ー
ジ
の
注
参
照 。

6
 

沼

宮
川
経
輝 、

海
老
名
弾
正 、

小
崎
弘
道 、

伊
勢
時
雄 、

金
森
通
倫 、

湯
浅
治
郎
の
諸
愛
兄
と
い
う

連
名
の
宛
名
は
組
合
教
会
か
ら
出

4
 て

い
る
組
合
会
両
会
聯
合
相
談
委
員
（

現
実
に
は
合
併
草
案
細
条
目
編
成
委
員）

で
あ
る
。

五
二
三
ペ
ー
ジ
の
注
参
照 。

＊
＊
明
治
二
十
一

年
十
一

月
二
十
三
日
よ
り

大
阪
市
西
区
江
戸
堀
北
通
一

丁
目
大
阪
教
会
で
開
催
さ
れ
た
組
合
教
会
臨
時
総
会 。

こ
の
総

会
は
大
阪
で
一

致
教
会
の
大
会
（

土
佐
堀
青
年
会
館）

と
同
時
に
開
か
れ 、

組
合
教
会
総
会
は
紛
議
の
末 、

二
十
二
年
五
月
ま
で
両
教
会
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合
同
（
聯
合）

の
決
定
を
延
期
す
る
こ
と
を
き
め
た
。

当
時
四
十
三
の
組
合
教
会
の
う
ち、

三
十
五
教
会
が
代
議
人
を
お
く
り、

正
議

員
の
人
数
は
四
十
五
人、

番
外
と
し
て
外
国
人
宣
教
師
九
人
を
含
め―――
十
人
が
こ
の
総
会
に
参
会
し
た
（
『
明
治
廿
一

年
十
一

月

組
合
教

会
臨
時
総
会
記
事』）
。

＊
＊
＊
明
治
二
十
一

年
十
月
二
十
四
日
発
行
の
『
基
普
教
新
聞』

の
社
説
に、

伊
勢
時
雄
は
「
一

致
組
合
両
教
会
合
併
の
議
に
付
て
所
思
を

述
ふ
」

と
題
し
て、

そ
の
経
緯
と
咬
成、

反
対
の
論
拠
を
紹
介
し、

そ
の
自
ら
執
る
合
併
を
進
め
る
立
場
を
次
の
よ
う
な
言
葉
で
結
ん

で
い
る
。今

日
の
合
併
の
問
題
ハ

独
リ
一

致
組
合
両
教
会
の
私
事
に
あ
ら
す
し
て
天
下
の
公
事
な
り。

宇
内
の
人
士
各
自
を
拭
っ
て
其
成
功

を
見
ん
と
す。

況
や
復
今
日
ハ
こ
れ
千
載
一

遇
の
幸
運
の
日
に
し
て
、

若
し
今
日
に
し
て
事
敗
れ
な
ば
又
何
の
時
に
か
此
幸
運
の

再
ひ
来
る
や
知
る
べ
か
ら
さ
る
に
於
て
を
や。

吾
人
登
私
心
を
去
り、

基
督
の
真
理
を
執
り、

光
風
孵
月
の
如
き
心
事
を
以
て
、

此
事
件
を
処
理
せ
し
め
給
は
ん
こ
と
を
在
天
の
父
に
祈
ら
ざ
る
べ

け
ん
や

687

徳
富
猪
一

郎
に
宛
て
た
こ
の
「
513
号
書
簡
」

冒
頭
の
二
行
分
の
事
態
は、

後
日
整
理
し
て
出
さ
れ
た
『
明
治
廿
一

年
十
一

月

組
合

教
会
臨
時
総
会
記
事
』

よ
り、

明
治
二
十
一

年
十
一

月
二
十
八
日
発
行
『
基
督
教
新
聞
』
（
第
二
七
九
号）

の
「
教
報」

が

迫
真
性
が

あ

る
。

す
な
わ
ち
「
大
坂
電
報
（
廿
三
日
午
後
三
時
発
通
信
員）
」

と
い
う
見
出
し
で
「
組
合
教
会
は
延
期
に
確
定
す、

右
の
如
き
電
報
あ
り

た
れ
ば
組
合
教
会
に
て
は
已
に
延
期
説
多
数
を
占
め
た
る
こ
と
と
思
ハ
る
」

と
伝
え、

ま
た
「
大
坂
会
議
の
飛
報」

と
い
う
見
出
し
で

「
日
本
基
督
教
会

憲
法
に
関
す
る
大
坂
の
大
会
の
報
告
ハ

組
合
教
会
の
報
告
の
み
記
者
の
手
に
入
り
て

未
だ
一

致
教
会
の
報
知
を
得

ざ
る
が
故
に
組
合
教
会
の
報
知
の
み
を
記
載
す」

と
し
て、

組
合
教
会
会
議
を
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

今
回
の
議
会
に
代
貝
を
出
さ
ぬ
教
会
十
三
あ
り。

二
十
三
日
午
前
の
会
に
て
始
め
て
議
長
を
撰
み
し
に
市
原
盛
宏
氏
当
撰
し
直
に

市
務
委
員
よ
り
関
東
の
七
教
会
よ
り
出
せ
る
延
期
請
求
書
を
提
出
せ
る
に
何
等
の
議
論
も
な
く
可
決
せ
り。

午
後
二
時
よ
り
開
会、

延
期
の
時
と
場
所
を
議
し
た
る
に
来
年
の
十
一

月
と
云
ふ
も
の
あ
り
二
十＿―-
年
の
五
月
ま
で
と
云
ふ
も
あ

り
来
年
の
五
月
ま
で
と
云
ふ
も
あ
り
終
に
多
数
を
以
て
来
年
五
月
神
戸
に
開
く
こ
と
と
決
せ
り。

而
し
て
此
五
月
の
神
戸
の
会
議

も
合
併
非
合
併
の
終
決
の
会
な
り
と
雖
も
其
時
の
事
情
に
よ
り
て
延
期
す
る
も
妨
げ
な
き
も
の
な
り
し
が
杉
山
氏
よ
り
は
此
事
ハ

明
白
に
議
し
て
確
め
お
か
ん
と
発
議
し
た
る
に
別
に
夫
に
及
バ

ぬ
と
て
其
儘
に
な
れ
り
〔
後
略〕

な
お
『
基
啓
教
新
聞
』

は
次
号
の
第
二
八
0
号
で
「
前
号
の
報
知
中
に
『
事
務
委
員
よ
り
関
東
の
七
教
会
よ
り
出
せ
る
延
期
諮
求
書
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注 解

を
提
出
せ
る
に
何
等
の
議
論
も
な
く
可
決
せ
り
』

と
あ
る
ハ

誤
に
て、

杉
山
重
義
氏
延
期
の
動
議
を
な
し
多
少
の
論
議
の
末
之
に
可
決

し
た
る
な
り
」

と
「
忽
卒
の
報
知
に
て
粗
漏
に
失
し
た
れ
バ

看
客
諸
氏
の
右
様
承
知
あ
ら
ん
こ
と
を
請
ふ
」
と
附
言、

訂
正
し
て
い
る
。

海
老
名
弾
正
は
明
治
二
十
年
八
月
か
ら
東
京
本
郷
の
牧
会、

伝
道
を
伊
勢
時
雄
に
譲
っ
て
、

熊
本
伝
道
に
た
ず
さ
わ
っ
て
お
り、

宮

8
 
8
 川

経
輝
は、

こ
の
十
一

月
は
じ
め
大
阪
を
発
っ
て
熊
本、

八
代
の
伝
道
に
当
っ
た。

宮
川
経
郎
の
日
記
に
基
づ
く
森
橋
虔
の
『
宮
川
経

輝
』

に
よ
る
と
十
一

月
二
十
日、

「
午
前
五
時
過
ぎ
に
別
府
を
出
た
経
輝
の
乗
船
は、

途
中
風
波
の
た
め
森
江
港
に
避
難
し、

二
十
二

日
に
は
獅
子
島
と
い
う
多
度
津
附
近
の
島
に
た
ど
り
つ
き、

難
航
の
末、

二
十
三
日
に
神
戸
港
に
到
珀、

同
夜
帰
宅
す
る
こ
と
が
で
き

た
」

と
あ
っ
て、

海
老
名、

宮
川
と
も、

二
十
三
日
の
総
会
第
一

日
に
問
に
合
わ
な
か
っ
た。

689

こ
の
「
514
号
書
簡」

は
「
正
―

二
0
書
簡
」
(―――
―

七
ペ
ー
ジ
）

で
は、

日
付
を
明
治
二
十
一

年
十
一

月
六
日
と
し、

宛
名
は

海
老
名

弾
正
と
し
て
い
る
。

し
か
し、

日
付
は
消
印
か
ら
十
一

月
二
十
六
日
で
あ
り、

し
か
も、

そ
の
文
面
は
そ
の
日、

十
一

月
二
十
六
日
午

後
の
臨
時
総
会
の
事
態
を
新
島
が
伝
聞
し
て、

は
じ
め
て
し
る
す
こ
と
の
で
き
る
内
容
で
あ
る
。

宛
名
は
表
書
が
海
老
名
弾
正、

伊
勢

時
雄
両
名
宛
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て、

従
来
の
伝
え
を
改
め
て、

こ
こ
に
掲
げ
た。

＊
＊『
基
抒
教
新
聞
ビ
（
第
二
八
0
号）

の
「
組
合
教
会
々
議
（
第
二
報
）」

に
よ
る
と、

十
一

月
二
十
六
日
の
午
後、

デ
イ
ヴ
ィ
ス
、

ゴ
ー

ド
ソ
の
意
見
発
表
が
あ
っ
て
後、

「
又
議
員
中
よ
り
京
都
新
島
迎
氏
の
意
見
を
圃
か
ん
と
の
説
出
で
一

同
之
を
袈
し
直
に
西
京
に
趣
き

其
意
見
を
問
ふ
為
め
代
人
を
投
票
し
た
る
に
杉
山
重
義
安
部
磯
雄
二
氏
当
撰
し
て
当
日
の
会
を
散
せ
り」

と
あ
る
。

な
お
『
明
治
廿
一

年
十
一

月

組
合
教
会
臨
時
総
会
記
事
』

に
よ
る
と、

阿
部
政
恒
（
神
戸）

が
「
我
輩
ノ
信
仰
ノ
父
ト
モ
云
フ
ペ

キ

新
島
先
生
ハ

病
気
中
ナ
レ
ド
モ
之
二

付
テ
考
ヘ

ラ
ル
、

所
モ
ア
ル
ペ
ケ
レ
バ

何
ヵ
ノ
方
法
ヲ
以
テ
其
意
見
ヲ
叩
カ
レ
ソ
コ
ト
ヲ
望
ム
」

と
述
べ
、

伊
勢
時
雄
が
「
至
極
尤
モ
ナ
ル
事
故
三
名
ノ
委
員
ヲ
派
ッ
テ
先
生
ノ
意
見
ヲ
聞
カ
ソ
」

と
述
ぺ
、

市
原
盛
宏
が
「
入
股
モ
掛

レ
バ
三
名
ヲ
ニ
名
ト
シ
テ
可
ナ
ラ
ソ
」

と
修
正
意
見
を
述
べ
、

会
長
は
決
を
取
っ
て、

二
名
を
選
挙
す
る
こ
と
と
し、

「
安
部
磯
雄

(
+-
＝
点）、

杉
山
重
義
(
+―
二
点）

ノ
ニ
氏
委
員
二

当
選
セ
リ
」

と
し
る
し
て
い
る
。

姻

保
安
条
例
に
よ
っ
て
皇
居
外
三
里
の
地
に
追
放
さ
れ、

三
年
以
内
の
東
京
へ
の
出
入
寄
宿
な
ど
が
禁
ぜ
ら
れ
た。

新
井
砲
の
う
け
た

追
放
の
赦
免
の
交
渉
は
「
477
号
書
簡
」

（
明
治
二
十
一

年
十
月
一
日
付）

か
ら
見
え
る。

691

当
時
控
訴
院
評
定
官
で
あ
っ
た
三
好
退
蔵
は
十
一

月
二
十
日
付
で
「
御
用
有
之
独
逸
国
伯
林
へ

被
差
逍」

と
い
う
辞
令
を
う
け
た。

番
町
教
会
で
は
三
好
の
洋
行
に
際
し
て、

十
二
月
一

日
特
別
祈
揺
会、

送
別
会
を
開
く
こ
と
を
十
一

月
二
十
八
日
発
行
の
『
基
督
教
新
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申

込

一

即
納
金

一

予
約
金

府県

月

日

同
志
社
大
学
発
起
人

新
島

罪

殿

9

こ
の
「

520
号
書
簡」

は
「
続
九
二
書
簡」
(
-
五
七
ー一

五
八
ペ
ー
ジ
）

で
は 、

そ
の
日
付
を
明
治
二
十
一

年
十
一

月
と
し
て
い
る 。

松

6
 平

正
直
は
福
井
藩
出
身 、

明
治
二
年

福
井
藩
少
参
事 、

以
後
地
租
改
正
局
に
出
仕
し 、

明
治
十
一

年
七
月
以
来
宮
城
県
権
令
の
ち
知

事
と
な
り 、

東
華
学
校
の
設
立
に
協
力
し
た 。
「
同
志
社
大
学
設
立
募
金
日
誌
」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
網』 、

四
二
0
ペ
ー
ジ
）

に
よ
る

、
、
、
、

と 、

十
一

月
二
十
八
日
の
条
に
「

0
松
平
正
直 、

和
達
嘉
学
二
専
ヲ
送
ル

、

〇
市
原
氏
二
托
ス
」

と
見
え
る 、

こ
の
苫
簡
は
こ
れ
に
相

当
す
る
と
思
わ
れ
る 。

よ
っ
て
徒
来
の
伝
え
に
従
い 、

推
定
と
し
て
か
か
げ
た 。

こ
の
「

521
号
書
簡」

は
「
続
九
九
書
簡」
(
-
七―――
ー一

七
六
ペ
ー
ジ
）

に
明
治
二
十
一

年
十
二
月
三
十
日
（
但
し
見
出
し
は
月
日
未
詳）

、

6
 
，

 

6
 宛

名
は
「
各
教
会」

宛
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る 。

し
か
し 、

本
文
に
は
十
二
月
一

日
と
し 、

宛
名
も
組
合
総
会
に
出
席
し
た
諸
教
会

牧
師
代
議
人
諸
愛
兄
と
記
し
て
い
る
の
で 、

改
め
て 、

こ
こ
に
掲
げ
た 。

ヨT
しi

村町

番
地

聞』
（
第
二
七
九
号）

は
報
じ
て
い
る 。

な
お
三
好
退
蔵
は
十
二
月
八
日
横
浜
を
出
帆
し
た 。

＊
＊
立
川
達
吉
に
つ
い
て
は

「
同
志
社
大
学
設
立
募
金
日
誌」
（
第
5
巻
『
日
記
・

紀
行
綱』 、

四
ニ
―
ペ
ー
ジ
）

の
十
一

月
三
十
日
の

条
に

「
上
京
廿
五
組
毘
沙
門
町
立
川
達
吉
ョ
リ
金
拾
円
ヲ
寄
附
ス
」

と
し
る
さ
れ
て
い
る 。

*
＊
＊
同
志
社
大
学
設
立
の
義
捐
金
納
付
に
つ
い
て 、

報
知 、

毎
日 、

朝
野 、

東
京
電
報 、

公
論
新
報 、

改
進 、

東
京
朝
日 、

絵
入
朝
野 、

東
京
経
済
雑
誌 、

東
京
輿
論
新
誌 、

基
苦
教
新
聞 、

国
民
之
友 、

日
出
な
ど
各
新
聞
雑
誌
社
が
そ
の
取
扱
を
広
告
し
た 。

そ
し
て
「
金

円
御
寄
送
ノ
向
ハ

之
ヲ
受
取
リ
ク
ル
社
ノ
新
聞
雑
誌
上
二

其
金
高
並
姓
名
ヲ
記
載
ツ
別
二

受
領
証
ヲ
差
出
サ
ズ
」

と
し
た 。

同
志
社
に

直
接
に
送
ら
れ
る
義
捐
金
に
つ
い
て
は 、
一

般
に
次
の
申
込
書
が
封
入
さ
れ 、

そ
し
て
即
納
金
に
対
す
る
領
収
書
が
出
さ
れ
た 。
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注 解

＊＊
明
治
二
十一
年
十一
月
七
日
発
行
の
『
基
督
教
新
聞』
（
第
二
七
六
号）
に
「
海
老
名
弾
正
氏
の
廻
章」
と
題
す
る
一
文
が
梨
報
欄
に

あ
る 。
海
老
名
の
廻
章
は
十
月
二
十
日
付
で
次
の
通
り
で
あ
る 。

拝
啓
陳
バ
小
生
俄
伝
道
ノ
事
務二
追
ハ
レ
一
致
組
合
両
教
会
ノ
聯
合
ノ
事二
心
ヲ
配
ル
暇
ア
ラ
ズ
ッ
テ
乍
不
本
惹
打
過
ギ
タ
ル
ガ

〔
中
略〕
折
カ
ラ
両
ギ
ュ
リ
キ
氏
ノ
書
ヲ
見
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ

又
聞
ク
処二
由
レ
バ
本
年
宣
教
師
ノ
会
議二
於
テ
モ
聯
合
ノ
事
件ニ

付
キ
テ
ハ
何
ノ
相
談
モ
ア
ラ
ザ
リ
ツ
由
ナ
リ
〔

中
略〕
小
生
ハ
両
ギ
ュ
リ
キ
氏
ノ
書
ヲ
読
デ
内
外
ノ
為ニ
モ
将
来
ノ
為
ニ
モ
熟
考

ス
ヘ
キ
要
件
ア
リ
ト

見
留
ム
依
テ
憚
ヲ
顧
ミ
ズ
是
ヲ
訳
ッ
テ
諸
兄
ノ
注
意
ヲ
惹
起
セ
ソ
ト

欲
ス
取
急
ギ
テ
訳
語
ノ
精
密
ナ
ラ
サ
ル

ヲ
憂
フ
何
卒
其
文
意
ヲ
推
察
シ
テ
参
考二
供
セ
ラ
レ
ソ
コ
ト
ヲ
希
フ

さ
て 、
こ
の
「
両
ギ
ュ
リ
キ」
と
は
ッ
ド
ニ
ー
・

エ
ル
・

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
(Sidney
L.

 Gulick)
と
オ・
エ
ッ

チ
・

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク

(
O•
H .
 Gulic
K)
で
あ
り 、
彼
ら
は
連
名
で
「一
致
組
合
両
教
会
ノ
聯
合二
関
ス
ル
問
題」(
Questions
Conce
rning

 the
 P
ropose
d

Union)
に
関
し
て
「
米
国
伝
道
会
社
派
述
ノ
宜
教
師
及
ヒ
日
本
組
合
教
会
ノ
牧
師
伝
道
師
執
事」(T
he
Me
mbers

 of
 the
 
ABCF
M .
 

Mission
 in
 Japan ,
 an
d
 Pastor

 &
 Lea
ders

 of
 the
 Ku
miai

 (Congregational)
 Churches)
に
宛
て
て
七
通
の
意
見
書
を
相
次

い
で
発
表
し
た 。
す
な
わ
ち一
八
八
八
年
十
月
十
八
日
付 、
十
月
二
十
四
日
付 、
十
月
二
十
七
日
付 、
十
月
二
十
九
日
付 、
十一
月一

日
付 、
十一
月
二
日
付 、
十一
月
三
日
付
の
七
通
で
あ
る
（
遣
品
庫
史
料） 。
二
人
の
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
の
主
張
す
る
の
は
「
真
正
ノ
一
致

ハ
果
ッ
テ
行ハ
ル
ヘ
キ
事
ナ
ル
カ」 、
「一
致
ノ
利
益ハ
果
ッ
テ
真
正
ノ
利
益
ナ
ル
カ」 、
「
地
方
教
会
ノ
自
由
ハ
斯
ル
危
険
ナ
ル
有
様ニ

テ
捨
テ
置
ク
ヘ
キ
カ」
な
ど 、
教
会
合
同
に
対
し
て
き
わ
め
て
棋
重 、
か
つ 、
こ
れ
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
の
意
見
で
あ
る 。

新
島
迎
が
抱
懐
し
た
危
惧
と
軌
を一
に
し 、
海
老
名
の
廻
章
を
機
に 、
こ
の
意
見
書
は
ひ
ろ
く
印
刷
配
布
さ
れ
た 。

699

こ
の
「
522
号
書
簡」
は
「

続
四
八
書
簡」
（
七
五
ー

七
七ペ
ー
ジ）
で
は
明
治
二
十一
年
十
二
月 、
諸
教
会
宛
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い

る 。
伝
存
す
る
書
簡
の
宛
名
苫
の
も
と
に
は 、
廻
状
を
受
け
と
っ
た
旨
を
明
示
す
る
各
教
会
の
署
名 、
押
印 、
連
絡
文
等
が
記
さ
れ
て

い
る 。
そ
れ
ら
は
次
の
通
り
で
あ
る 。
同
志
社
教
会
ー

押
印
（
教
会
印） 、
彦
根
教
会
ー

合
点 、
長
浜
教
会
ー

押
印
（
教
会
印） 。
こ
の
廻

状
は
同
文
が
六
通
（
東
京 、
兵
庫 、
九
州 、
中
国 、
大
阪 、
上
毛）
準
備
さ
れ 、
回
送
さ
れ
た 。

東
京

榎
坂
ー

合
点 、
番
町
ー

合
点 。

兵
庫

神
戸
ー

押
印
（
阿
部） 、
兵
庫
ー

押
印
（
村
上） 、
多
聞
ー

押
印
（
長
田） 、
明
石
ー

押
印
（
川
本） 。

九
州

熊
本
ー
「
如
何
ナ
ル
演
説
ナ
リ
ジ
ャ
不
分
明
ナ
レ
ト

モ 、

見
テ
担ハ
ア
ル
マ
イ
ト

存
候
間 、

校
成
仕
候
熊
本
教
会」 、

八
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代
1
「
憲
法
修
正
之
義
モ
合
セ
テ
御
示
ツ
ニ

相
成
度
候
」、

福
岡
ー
押
印
（
教
会
印）、
「
至
極
賛
成
申
上
候
」、

高
鍋
ー
「
袈
成
致
し
候
」。

中
国

岡
山
ー
安
部
磯
雄
（
安
部
印）、

高
梁
ー
古
木
寅
三
郎
（
古
木
印）、

笠
岡
ー
片
桐
鱗
太
郎
（
印）、

天
城
ー
美
作
国
真
島
郡
落
合

教
会
執
事
代
理
堀
太
郎
（
堀
印）。

大
阪

大
坂
ー
押
印
（
伊
藤
印、

猛
印）
「
上
梓
ノ
上
配
分
ノ
義
ヲ
切
望
ス
、

拝
読
ノ
上
亀
山
氏
へ

相
廻
ス
、

十
二
月
六
日
朝」、

浪
華

ー
押
印、
「
御
同
意
申
囮
候、

天
満
教
会
へ

相
廻
ツ
申
候
」、

天
満
ー
合
点、
「
御
同
意
申
上
候
」、

島
ノ
内
ー
押
印
（
教
会
印）、
「
御
同

意
仕
候、

天
漉
教
会
ヱ
相
廻
ツ
申
候
也
」。

上
毛

高
崎
ー
押
印、
「
領
承
仕
候
也
」、

教
会
代
（
大
谷
印）、

前
橋
ー
合
点、

安
中
ー
押
印
（
杉
田
印）、

原
市
ー
合
点、

押
印
（
杉

山
印）、

甘
楽
ー
奈
須
義
質
（
奈
須
印）。

701

こ
の
「
523
号
害
簡
」

は
「
正

ニ――
七
害
簡」
（
三
四
八
ー―-＿
五
ニ
ペ
ー
ジ）

で
は
そ
の
日
付
を
明
治
二
十
一

年
十
二
月
六
日
と
し
て
い

る
。

し
か
し、

そ
の
日
付
は
十
二
月
二
日
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

改
め
て、

こ
こ
に
掲
げ
た
。

701

馬
場
種
太
郎
の
住
所
は
明
治
二
十
一

年
十
月
三
日
発
行
の
『
基
督
教
新
聞
』
（
第
二
七
一

号）

に
よ
る
と
大
島
正
健
方
か
ら
札
幌
北一――

条
東
i―一
丁
目
＝一
番
地
に
移
っ
た
。

馬
場
に
つ
い
て
は
四
七
四
ペ
ー
ジ
の
注
な
ら
び
に
「
321
.

331
号
書
簡」

参
照。

702

六
八
九
ペ
ー
ジ
の
注
＊
＊
参
照。

＊
＊
大
島
正
健
の
長
男、

正
滴。

当
時
四
歳
（
北
垣
宗
治
「
大
島
正
健
・
正
満
父
子
と
新
島
襄」、
『
同
志
社
ア
メ
リ
カ
研
究
・
別
冊』）。

9

押
川
方
義
（
一
八
四
九
ー一

九
二
八）
。

教
会
合
同
に
つ
い
て、

新
島
が
心
懐
を
吐
露
す
る
形
で
一

致
教
会
の
有
力
者
に
宛
て
た
書
簡

で
伝
存
す
る
の
は、

井
深
梶
之
助
宛
の
「
503
号
書
簡」
（
十
一

月
十
二
日
付）

と
本
書
簡
の
み
で
あ
る
。

新
島
は
押
川
方
義
と
は
東
華
学
校
（
当
初
は
宮
城
英
学
校
と
称
す）

の
創
設
に
当
っ
て

競
合
し、

押
川
は
明
治
十
九
年
六
月
仙
台
に
別

途
に
仙
台
神
学
校
（
明
治
二
十
四
年
九
月
東
北
学
院
と
改
称）

を
設
立
し、

し
た
が
っ
て、

仙
台
に
は
押
川
方
義、

ウ
イ
リ
ア
ム
・

ホ
ー
イ

(
Wi
lli
a
m
 E•

H
o
y)

を
軸
と
す
る
一

致
派
の
神
学
校
と
市
原
盛
宏、

和
田
正
幾、

デ
フ
ォ
レ
ス
ト
(J
o
h
n
De
F
orest)

ら

を

軸
と

す
る
組
合
派
の
学
校
が
対
抗
し
て
い
た。

加

新
島
が
教
会
合
同
（
聯
合）

に
関
す
る
考
え
を
当
時
の
日
本
の
現
実
の
政
治
過
程
と
あ
わ
せ
て

表
現
し
た
数
少
な
い

例
の
―

つ
で
あ

り、

明
治
国
家
が
現
実
に
進
め
て
い
る
憲
法
制
定
と
そ
こ
に
生
ま
れ
る
国
家
体
制
に
応
え
て
い
こ
う
と
す
る
立
場
を
示
し
て
い
る
。
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注 解

8
 
0

『
国
民
之
友
』

第
三
五
号
（
十
二
月
七
日
発
行）

を
新
島
が
す
で
に
入
手
し
た
こ
と
を
示
す 。

六
七
八
ペ
ー
ジ
の
注
参
照 。

9

こ
の
「
528
号
書
簡」

は
「
同
志
社
大
学
設
立
募
金
日

誌」
（
第
5

巻
『
日
記
・

紀
行
編』 、

四
ニ
ニ
ペ
ー

ジ
）

の
十
二
月
七
日
の
条
に
「
前

橋
之
後
藤
源
九
郎
氏
二

書
ヲ
送 、

大
学
ノ
事
ヲ
頼
ム
」

と
あ
る
の
に
相
当
す
る 。

「
漫
遊
記」
（
第
5

巻
『
日
記
・

紀
行
綱』

史
料
13)

に
よ
る
と●

明
治
二
十
一

年
七
月
二
十
四
日 、

新
島
が
前
橋
に

到
着
し

桑
町
住
吉

屋
国
太
郎
方
に
宿
泊
し
た
当
夜 、

「

後
藤
源
九
郎
（
医
師）

来
診
ス
」

と
見
え 、

同
月
二
十
七
日
の
条
に
は
伊
香
保
に
出
発
す
る
に
際

し
「

後
藤
氏
之
周
旋
ニ
ョ
リ
駕
籠
も
出
来」

と
あ
る 。

ま
た
九
月
十
五
日 、

伊
香
保
を
引
払
っ
て 、

上
京
の
途
次 、

再
び
前
橋
に
立
寄

っ
た
際
の
来
訪
者
に 、

彼
の
名
を
あ
げ 、

「

同
氏
ハ

予
ノ
診
察
ノ
為
懇
切
二

来
訪
ジ
呉
タ
リ 、

伊
香
保
行
ノ
ト

キ
モ
態
々
駕
籠
ナ
ド

迄

モ
心
配
ッ
呉
レ
タ
リ
」

と
見
え 、

前
橋
出
発
の
前
日
記
事
に
も
「
後
藤
氏
ハ

日
々
診
察
ノ
為
来
訪
ッ
呉
レ
ク
リ
」

と
し
る
し
て
い
る 。

713

「
別
紙
ノ
如
キ
活
版
書
面」

と
は
「
519
号
書
簡」
（
印
刷）

を
さ
す 。

神
山
充
家
（
阿
部
充
家 、
一
八
六
―

_―
九
三
六）

号
は
無
仏 、

肥
後
国 、

熊
本
の
山
崎
の
出
身 。

は
や
く
中
村
正
直
の
同
人
社
に

学

6
 ぶ 。

徳
富
猪
一

郎
の
大
江
義
迷
の
教
員 。

民
友
社
創
設
に
か
か
わ
り 、

人
見
一

太
郎
と
初
期
民
友
社
の
中
枢 ゜

＊
＊
立
石
岐
（
一
八
四
七
ー一

九
二
九）
•

河
本
茂
四
郎 。

立
石
は
備
中
国
浅
口
郡
船
穂
村
小
野
家
に
生
ま
れ 、

美
作
の
立
石
家
の
養
嗣
子
と

な
る 。

明
治
十
一

年
共
之
社
を
お
こ
し
て
蓑
蚕
業
の
振
興
を
は
か
り 、

十
二
年
県
会
議
員
と
な
り
両
備
作
三
国
親
睦
会
幹
事
と
し
て
国

会
開
設
請
願
運
動
を
す
す
め
た 。

二
十
二
年
二
月
十
三
日
岡
山
教
会
で
ペ
テ
ー

か
ら
洗
礼
を
う
け
た 。

ダ
ッ
ド
レ
ー

(
Miss
J
u
li
a
 E .
 
D
u
dle
y ,
 
1

8
4
0

ー
1

9
0
6
)

明
治
六
（
一
八
七
三）

年
四
月 、

ア
メ
リ
カ
ン
・

ポ
ー
ド

の
婦
人
宣
教

師
の
先
頭
者
と
し
て
来
日 。

神
戸
女
学
院
の
草
創
に
あ
ず
か
り 、

爾
来
二
十
五
年
変
ら
ず
教
師 、

婦
人
伝
道
師
と
し
て

活
動 。

こ
の

「
533
号
書
簡」

は
「
同
志
社
大
学
設
立
募
金
日

誌」
（
第
5

巻
『
日
記
・

紀
行
絹』 、

四
二
四
ペ
ー

ジ
）

の
十
二
月
十
二
日
の

条
に
「
ダ
ッ
レ

ー 、

ハ
ウ
氏
ノ
家
二

客
分
ト

ナ
レ
リ
」

と
あ
る
の
に
相
当
す
る 。

四
七
四
ペ
ー
ジ
な
ら
ぴ
に
七
0
一
ペ
ー
ジ
の
注
参
照 。
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大
迫
真
之
（
一
八
六
八
ー一

九
二
四）

は
肥
後
の
芦
北
郡
大
野
村
の
菊
川
一

義
の
長
男 、

大
迫
家
の
養
嗣
子
と
な
る 。

大
江
義
塾
に
学

2
 
2

 ぴ
閉
熟
に
と
も
な
い
上
京 、

初
期
民
友
社
員 。

熊
本
英
学
校
の
開
校
に
と
も
な
い 、

熊
本
に
か
え
る 。

の
ち
福
岡
日
日
新
聞 、

国
民
新

聞
の
編
集
記
者 。

こ
の
「

542
号
書
簡」

は
そ
の
本
文
に
は
宛
名
の
明
記
を
欠
い
て
い
る 。

し
か
し 、

封
筒
表
書
が
堀
金
太
郎
宛
と
さ
れ
て
い
る
の
に
従

3
 
3

 

925 



っ
た
。

な
お
明
治
二
十
二
年
一

月
十
三
日、

京
都
教
会
で
は
彼
を
牧
師
と
し
て
迎
え
る
こ
と
を
き
め
た
が、

そ
の
以
前
に
彼
は
彦
根
教

会
に
赴
任
を
約
束
し
て
お
り、

し
た
が
っ
て
長
浜
教
会
に
お
け
る
牧
会
活
動
は
明
治
二
十
一

年
ま
で
で
あ
っ
た
。

第
三
巻
『
書
簡
編
ー
』

の
解
題
は、

第
四
巻
『
書
簡
編
Il
』

に
第
三
・

四
巻
の
解
題
を
合
せ
て
掲
載
す
る。

926 
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